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第七卷 新約 研究 下 


一 本卷 は、 著者の 新約 研究に 關 する 諸種の 論文の 中より、 日本語 譯 聖書の 順序に 

循ひ、 使徒 行傳 より 默示錄 に 至る 各 書の 研究に 屬 する もの (『新約 硏究屮 一 收錄， 5  n マ 

書 研究 を 除く) を 選 擇集輯 せる ものである。 各 文 は 凡て 一 度、 著者 主筆の 『聖書 之硏 

究』 に發 表せられ たる ものである。 

一 此の 卷は篇 を 「使徒 行傳 研究」、 r コ リン ト 前書 研究」、 「-ガ ラ テ ャ街硏 究」、 r パ 

ク 口 小 書簡 研究」、 「 一 般 書簡 硏究」 及び 「默 示錄 硏究」 に 分つ。 

一 「使徒 行傳 研究」、 「コ リン ト 前書 研究」、 「ガ ラ テ ャ書 硏究」 及び 「默 示錄 硏究」 

は 夫々 其の 一 書の 研究 を集輯 したる もの、 「パク 小 書簡 研究」 は 之をュ ぺ ソ書 硏究、 

ピリ ピ書 研究、 コ p サイ 書 研究、 テサ &  - 一  ケ前 後書 硏究、 テ モテ 前後 書 硏究、 ビ レ モ 

ン書 研究、 (附、 ヘプ ライ 書 研究) に、 「一般 書簡 硏究」 は 之 を ヤコ ブ害 硏究、 ぺテ 

。書 研究 及び ョ ハネ書 研究に 分ち、 各々 それに 該當 する 論文 を集輯 したる ものである。 


一 r 、カラ テ ャ書 硏究」 中、 篇 末の 「加拉 太 書の 精神」 は 『聖書 之 研究』 誌上に 「加 

拉太誊 の硏究 J として 連續發 表せられ たる ものであるが、 後、 著者 自らに よりて 『加 

拉太 書の 精神』 として WI. 行せられ たる を以 つて、 今 其の 單行 本の 原形に 循 つて 本 卷に 

收む。 

一 尙ほ 著者の 文に して 本 卷收錄 の 新約 諸 書の 研究に 關聯 する もの は 他に 徴 くない。. 

『敎 義』 及び 『講演』 の 諸卷に 就き 參照 せられん こと を 望む。 

一 本 卷は卷 末に 一， 第 七 卷內容 年譜」 を附 し、 各 文め 發 表せられし 年月 を 明に した P 
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使徒 行傳 研究 


ぺ ン テコス テ の 出来事 

使徒 行 偉 第二 章の 研究 

「ぺ ン テコス テ」 (希臘 語 pentclsstro は 第五 十 を 意味す る 語に して 「五十 曰 祭」 又は 「五旬節」 と 

譯 する を 得べ く、 猶太 三大國 祭の 一 である、 舊約 M 書の 處々 に 「七 週の 節 筵」 と 記された る もの は 之 

.V- や-こしせ つ 

である、 過 越 節より 第五 十日 目 卽ち全 七 週 後に 守らる  > 祝祭で ある、 これ 小麥 の牧穫 祭に して 其初穗 

を獻 ぐる 祭儀で あり 猶太 二 大農 祭の 一 に當 るので ある、 「汝七 週の 節 筵 卽ち麥 秋の 初穂の 節 筵を爲 し、 

叉 年の 終に 牧藏 の 節 筵 をな す ベ し」 と あ る (出 埃 及 記 三十 四の ニニ)、 そして 此 猶太 の 農 祭 の 名が 特に 今 

日の 基督教 徒に 特殊の 親しみ を 有する の は 使徒 行傳の 第一 一章の 記事に 基づく ので ある、 卽ち キリス ト 

復活 後の ぺ ンテ コ ステ 祭日に 於て、 聖-靈 が 使徒 を 初め 弟子た ちの 上に 降りて 互 犬なる 結果 を惹き 起し 

たとい ふ 事實に 依る ので ある、 故に 今日 基督 敎國に 於て は 基督 復活祭より 第七囘 目の 日曜日 をべ ンテ 

コステ の 日と して 之 を ホイット サン デ I  (Whitsunday) 卽 ち聖靈 降臨 祭日と 稱す、 今年 (大正 九 年 * 

一九二  0 年— 編者) は 五月 二十 三日に 當 るので ある、 乍 併 使徒 行傳ニ 章に 記さる k 聖靈 降臨の 記事 を說 

明す るの は必 しも 其の 日 を 待つ を 要さない ので ある。 

使徒 行傳を 讀んで 吾人の 注意せ ねばならぬ 一 事が ある、 使徒 行傳と 云へば 讀んで 字の 如く 使徒た ち 

ペンテ コステ の 出來事  I 一一 


使徒 行傳 研究  £ 

0  0  * 

の 行 贖を傳 ふる 者であって 卽 ち歷史 である、 そして 歷史と は 言 ふまで もな く 外部に 現 はれた る 事件の 

記錄 である、 卽ち內 に隱れ たる 或 物が 外に 現 はれて、 目 以て 見るべく、 耳 以て 聽く ベく、 手 以て 觸る 

べきに 至った のが 歷史 の事實 である、 故に 歷史は 眞理、 理想、 或は 敎理と は 全く 性質 を 異にせる もの 

である、 後者 は 永久 不變 であるが 前者 は 時と 處 とに 依て 異なる ものである、 けだし 永久 不變 なる 眞理 

は 歷史の 開展の 底に 重く 沈む ものであって、 それが 時と 處 により 種々 の 形 を 取って 外部に 現 はれて 史 

的事實 となる ので ある、 故に 史的 事實は 常に 同一 なる を 得ない、 勿論 同一 なる 場合が 全然ない と は 云 

はぬ、 しかし 不同 は 寧ろ 常であって 同一 は 寧ろ 稀で ある、 歷史は 繰 返す と 云 ふの は、 歷史の 底 を 流る 

る 原 现の同 一 を 示す 語であって 同 一 事件の 反覆 を 意味す る 語で はない。 

使徒 行傳 は歷史 である、 故に 其 記事 を 永久 不變の 型と 見て はならぬ、 聖靈は 一 に • して 永久 不變 であ 

るが 聖靈が 信者 を 通して 働き 給 ふ 道 は 時に より 場合によりて 異なる ので ある、 ベ ン テコス テの 日の 聖 

OOOOOOO0OOOCOCG000OO0OOOO  OOOOOOOCOOOOOOOOOOC 

靈 降臨 は 其 時と 其 場合に 其 形を以 て 行 はれた のであって、 之 を 以て 永久 變ら ざる 聖靈 降臨 の 模型と 見 

C-  0  0000000  じけ し かぜ 

るべき もので はない" 7 「俄に 天より 迅 風の 如き 響 ありて 彼等が 坐す る 所の 室に 充てり」 と 云 ひ、 r 焰 

の 如き もの 現 はれ 岐れて 彼等 各人の 上に. まる」 と 云 ふ、 いづれ も是 れ歷史 である、 そして 歷史 とし 

て 研究すべき 事柄で ある、 しか 丄不變 の 型と して 見るべき もので はない、 此 一事 を 知る は 聖書の 史的 

部分 を學ぶ 上に 於て 最も 必要で ある、 殊に 聖靈 降臨の 如き 事 を學ぶ 時に 於て は是れ 忘るべからざる 大 

切なる 事で ある、 史實と 眞理を 混同す る 者の # に 甚だ 多き は悲 むべき ことで ある， 我等 は此 二つ を嚴 

密に區 ^して 初めて 聖書の 解釋に 於て 謬り なき を 得、 叉 信仰生活に 於て 過ちな きを 得る。 

然りぺ ン テコス テの出 來事は 一 度— そして 恐らく は 一 度の み —起り し 史的 事實 である、 併し乍ら 象 


sgL! は 二三の 責 重なる 眞 理を傳 ふるので ある、 第一 は 「焰の 如き もの 現れ 岐れて 彼等 各人の 上に.^ * 

る」 (三 節〕 の 一 句で ある、 卽ち 聖靈は 一 であるが： ifz の 降る ゃ岐れ て刖々 に 各人の 上に 注がれて 各個 人 

に異 りたる カを與 ふるので ある、 所謂 リバ ィ ダルと 稱 して 萬 人 を 同様なる 靈的歡 喜の 狀 態に 人ら しむ 

る もの は、 その もな く 霧散 消失して 跡 を 止めざる に 依て 其 不健全なる を 知る に 足る ので ある、 厲の 

聖靈 降下 は 一い 各人の 上に 止まる ので ある、 各人に 训々 の 賜を與 ふるので ある、 此點を 明示せ る も 

の は 哥林多 前書 十二 章 及び 十四 章で ある、 「賜 は 異なれ ども 靈 (聖靈 ) は 同じ …… 或は 靈 によりて 智 

慧の言 を 賜り、 或は 同じ， によりて 知識の 言 を 賜り、 或は 同じ 靈 によりて 信仰 を 賜り、 或は 同じ 靈に 

よりて 病 を 醫すカ を 賜り …… 」 と 云 ふ、 聖靈 降臨て ふ 重大問題に 於ても 他の 問題に 於け ると 等しく パ 

ゥ 口 は 我等の 依り 観むべき 權威 である。  - -ー ぶ 

次 こ 「もこ 於て 彼等 は聖 靈に滿 たされ 其 聖霊の 言 はしむ るに 隨 ひて 異なる 國々 の 方言 (國 語) を 言 

.  .,.,1. ホ ライ. ス  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  C-  0 つ 0  0  0  ,0、  0  0  0  0  -.„0 マー 0、  0.' 

ひ 始めたり」 と 四 節に ある は 何を標 象す るか、 是れ福 昔の 遂に 世界 萬 民に 傳 へらるべき こと を檫 示し 

. ^ひいの， ある、 也の 端、 山の 奥まで も 「和平なる 一一 一一 口 を宜べ また 善き 事を宣 ぶる 者の」 姿 を 見ん 曰を豫 

表した ものである、 併し乍らべ ンテコ ステの 日に 於て 弟子た ちが 突如と して 種々 の 國語を 以て 語りし 

とは眞 に是れ 驚天動地の 大 奇跡で ある、 その 說明は 種々 の點 より 爲し 得る も、 要するに 神が 斯 かる 事 

を 爲す能 はすと 云 ふ 事 は出來 ない、 そして 此 奇跡の 奥に は 犬なる 眞理 が隱 れてゐ るので ある、 それ は 

fff^fff^ £  -  ^ ^ £ 叉 進んで は 幅音 を 知り 又は 他に 傳へ 

ん とする 動機が I 界各國 の 國語を 研究 せんとす る 最大 最強の 動機なる こと を 示す ので ある _! 

言語 學と 云へば 今日 重要なる 學科 であるが 之 は 元 來幅昔 宣傅を 動機と して 起れ る 者で ある、 今や^ 

ペンテ コステ の 出來事  r 
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書 は 五 百 乃至 六 百の 國 語に 鼸譯 せられ 居る と 云 ふ、 如何なる 書物が 斯 くの 如き 多くの 飜譁を 贏ち 得た 

で あらう か、 もし 聖書 を其國 の 語に 於て 與へ 幅 音 を其國 の 語 を 以て 傅 へんとの 動機がなかったならば 

各國語 研究の 動機 は 極て 微弱なる ものと なる であらう、 我ァ ィヌ 人種の 如き 今や 其數 一 萬 一 一千 人 を 超 

えぬ 小人 種で ある、 然るに も 係らす バ ツチ ヱラ ー 氏の 如き 學 者が 其 一 生 を アイヌ 語 研究に 獻げ 以て 一一 一一 口 

語學 上に 大貢獻 をな したる 如き は、 畢竟 この 小人 種に 福音 を傳 へんとの 動機に 出で しもので ある、 其 

他 南洋諸島 の 諸 語 の 如き 僅に 人口 三千 乃至 五 干 以下 位の 土人の 言語な る に も 係 らす宣 敎師が 其 言語 を 

學び、 其 言語に 聖書 を飜譯 し、 其 言語 を 以て 福音 を宣傳 する、 是れ卽 ち 福音宣 傳が 备國語 研究の 最大 

動機なる を 示す ものである、 もし 今日の 旺盛 を 致せし 言語 學 の壓史 より 基督 敎宣 敎師の K 獻を 除く 時 

は、 恐く は その 最 重要 部 を 切り取る こと & なる であらう 乃ち 知る 言語 研究の ー兀來 福音 i 一 曰 一 傅 を-泥と し 

,:1<-厶厶<1厶<!厶„"厶厶 

て 起り しもの なること を。 

以上の 如く 考 ふる 時、 ぺ ン テコス テの大 奇跡 は歷史 なる 故 同一 の 形に 於て は W 現せ ざれ ど 形 を 異に 

し 精神 を 一 にして 今迄に 常に fej. り 今も尙 起り つ、 あるので ある、 ぺ ンテコ ステ のかの 日に 於て より は 

より 自然 的に、 且 より 深く、.. 叉より 廣く 今も尙 起り 後ち 尙起 るので ある、 是れ眞 正の リバ ィグル であ 

る、 ベ ンテ コ ステ その ま、 の リバ ィグル は 今に 於て 望む こと は 出来ぬ、 併し 内的に 同一 であって 外的 

に 同 一 ならぬ リバ イブ ル は 今 も尙ほ 盛に 再現し つ & あるので ある。 

次 に 聖靈 降下 の 意義に ついて 述 ベ よ う、 ぺ ンテコ ステの 日の 聖靈 降下 は 一 一 大事 件 を惹き 起した、 第 

1 は 使徒 等が 其 時から 福音 宣傳 者と なった ことで ある、 第二 は H タレ ー ジャ卽 ち 敎會の 成立せ しこと 

である、 甲 は 外に 向って 福音 宣傳の 洪波を 起せし こと、 乙 は內に 向って 愛に 於て ー團 となりし ことで 


ある、 卽ち 外への 開 張と 內 への 結合— これが 紫靈 降下の 直接の 結果であった、 此時 以前に も 使徒 等 は 

良き 信者であった、 然るに 此 時より は單に 良き 信者た るに 止まらす して、 內に 充溢して 外に 擴 がる 信 

者と なった、 以前 は 各自 個々 別々 にィ H スの 弟子であった、 然るに 此 時より は 相 倚って 心靈的 一家 族 

を 形成す るに 至った ハ この 二の 大變動 は 極て 明白に 使徒 行傳 第二 章に 記さる、 (甲 は 其 殆ど 全部に 互 

りて、 乙 は 末尾の 數 節に 於て)。 

さらば 玆に 一問 題が 起る、 彼等に 此變 化を與 へた もの は 何かと、 それ は 勿； i 聖露 降下で ある、 併し 

問題 は 尙ほ殘 る、 如何 やうなる 聖靈の 働きが 然 かなせ しかと、 只 漠然 聖靈 降下と 云 ひ、 た ビ焰の 如く 

0000  ^-000000000000000000000000000 

風の 如くと 云 ふ は當ら ない、 聖靈が 降り 臨んで 彼等 を 理性的に 開 導す るに あらす ば 右の 如き 大變化 は 

起らない、 神 は 人 を 導く に 親が 子 を 導く が 如くす る、 卽ち 我等に 道 を 示し 了解 を 供す、 そして 之を與 

へられて 今日まで 複雜 なりし 難問題が 見事に 解決せられ 凡てが 統 一 せられし 時 かの 一 一大 變 動が 起る の 

である、 一言に して 云へば 思想の 統一 起り て 初て 外への 開 張、 内への 團 結が 始まる ので ある、 聖靈降 

臨と いふて 之 を 感情的に のみ 考 ふる は 誤謬 である、 そして 先づ 感情的に 始まりし もの は 其 感情 の 減退 

と共に 必す 消散す るので ある、 眞 の聖靈 降下 は 寧ろ 知的で ある、 そして 知的 了 得の 上に おの づ から 生 

起す る 感情で ある、 「聖靈 は 衆 理を汝 等に 敎へ …… 」、 「眞理 の靈來 らんと き 汝等を 導きて 凡ての 眞理 

を 知ら しむべし」 と 主は敎 〈給 ふた。 

使徒 等に 右の 一 一大 變動 起り し は 其 思想の 統 一 行 はれし 爲 である、 彼等 は ユダヤ人 にして 舊約 聖書 を 

能く 知り、 主と 三年の 生涯 を 共に して 幾多の 驚異に 觸れ、 メシャ と 信ぜる 主が 十字架に 釘 けられて 呆 

ぎた る 時 その 復活に 會し、 四十 日 彼等と 共に ありて 遂に 昇天せ るを拜 す、 實に 僅の 年月 間に 驚 心駭目 
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の絕 大事に 連績 的に 接した ので ある、 大 問題 は大 問題に 綾いて 彼等の 心霊に ひた 押しに 押しよ せた の 

である、 彼等が 唯 驚倒した のみで 其 意味 を 正 知す る 能 は ざり し は當然 である、 然るに 茫然と して， 佇め 

る 彼等の 上に 聖靈 一 度 降りて 不可解な りし 事柄の 意味が 悉く 明瞭と なった ので ある、 何故に 神の 獨子 

が 人の 形 を 取って 世に 降らねば ならなかった か、 何故に 十字架に 上らねば ならなかった か、 何故の 役 

活か、 何故の 昇天 か、 これ を豫言 者の 言と 自己の 立場と 全人 類の 運命と に 相關聯 せしめて 見る 時 其 意 

味 は 悉く 明白と なりて、 一 の 莊大宏 博なる 宇宙 哲學、 人生 哲學が 彼等に 與 へられ、 かくて 彼等の 心中 

に存 せし 混 亂錯雜 がー 朝に して 統一 されて 彼等 は淸々 しき 歡 喜の 中に 其 身 を 浸した ので ある、 これべ 

ンテコ ステの 出来事の 內的說 明で ある、 此說 明の 誤らざる はべ テロの 說敎 によりて 明かで ある、 彼 は 

豫 言者ョ H ル の 言 を 引き 叉 ダビデの 詩 を 引用して 之に 新 註解 を與へ て かる、 これ は舊約 聖書の 意味が 

イエ スの 生涯の 出来事と 關聯 して 初て 明瞭と なった ので ある、 そして 彼 は 今や ィ H スが舊 約に 於て 豫 

も； X しびと 

言 せらる、 キリスト なること を 明 知し、 r 旣に 神はィ H ス を-甦らせ 給へ り 我等 は 皆 その 證人 なり」 と 

云 ひ 「されば 凡て イスラ H ル の 全家よ、 汝 等が 十字架に 釘け し此ィ H スを 立て 、神 これ を 主と なし キ 

リ ストと なし 給 ひし こと を 確に 知れ」 と 結んで ゐ るので ある。 

ペンテ コス テの 出来事の 意味 を 知らん に は 身 をべ テ n 等の 位置に 置かねば ならぬ、 我等 は舊約 聖書 

を 讀み且 新約聖書に ィ H スの 生涯 を學 びて 初て 身 をぺテ B 等の 位置に 置き 得る、 かくて 人生の 幾多の 

難問題に 觸れ て血淚 こも-^ 降る 時 一度 ィ H ス の 事が 解れば 凡ての 事が 解る ので ある、 其時複 雜を以 

て 苦み し 我等に 思想の 統一 行 はれて 歡喜 心に 充 つるに 至り、 そして 外への 仲 張、 內 への 團 結て ふ ニ大 

變化を 起し 得る ので ある、 故に 聖靈 降臨の 惠 みに 浴 せんとな らば 先づ 使徒 等に 起り し 問題 を 我心に 起 


さねば ならぬ、 そして 其 問題 を 我心に 起す に は 聖書 研究て ふ 唯一 の 道に よる 外 はない、 卽ち舊 約 書 

を 知り 叉ィ H スを學 ばねば ならぬ、 然るに 此 順序 を經 すして 唯 漠然 聖靈の 慈雨に 浴さん とする は， 如 

何 に 哀泣熱 禱を以 て 父に 迫る も 事 は 無效に 歸す るので ある。 

人 何人 か懷 疑な からう、 人生の 矛盾 は 萬 人の 感 する 所、 人生 其 者が 最大 疑問 物で ある、 しかも 一度 

神より 力 を 得ん か 追が の大ス フ ィ ンクス も 跡な く 解決 せらる、 ので ある、 抑 も 聖書 を學び 基督 敎に接 

せし 人に 於て は 人生 問題が 却て 複雜 となり 峻 1^ となり 易い、 しかし 共 時 神の 靈 降らば 難 問 悉く 融け 去 

りて 只 感謝の み殘 るので ある、 されば 人々 聖霊の 降臨 を 祈り 求むべし、 され ど 深く 且 多く 之に 與 らん 

とせば 當然の 順序 を 踏む を 要す、 かくて 知識より 知識に、 信仰より 信仰に と 我等 は 進んで 巳まざる を 

以 て 目的と すべきで ある。 

ペンテ コ ステの 出来事 は歷史 である、 故に 其 儘 これ を 今日 W 現せし むる こと は屮 Z 来ない、 しかし 誰 

人 も 今 形 を 異にして in 質 を 等し くす る惠 みに 浴す る ことが 出來 る の で ある。 
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W て讀者 之 を 通讀 して 其 大意 を 了解して 誤るな からん こと を 努めたり。 

< ステパ ノ恩惠 と 能力と に滿ち 民の 間に 大 なる 奇跡と 休 徵とを 行へ り 九 然るに リベ ルチ ンと稱 ふる 

會堂、 ク レネ 人の 會堂、 ァレキ サンド リャ 人の 會堂、 キリ キヤ 人 及び アジ ャ 人の 會 堂の 者 等 起て ステ 

パノと 論爭す 十而 かも 彼等 彼の 智慧と 彼が 由て 語りし 靈 とに 敵す る こと 能 は ざり き 十一 彼等 遂に 人 を 

して 偽證 して 言 はしめ ける は 「我等 彼が モ ー セに對 し 叉 神 • に對し 謗 li の 言 を 語る を 聞け り」 と 十二 彼 

等 又 民 及び 長老 並に 學者 等の 心 を 動かし、 突然 來 りて 彼 を 執へ、 集議 所に 虫 来り 十三 偽の 證人を 立て X 

言 はしめ ける は r 此者 は此聖 所と 律法と に 對し謗 讕の言 を發 して 止ます 十 S そ は 我等 彼が 此 ナザレの 

イエ ス なる 者此所 を壞ち 且つ モ ー セの 我等に 授けし 所の 慣例 を 易 ふべ しと 言へ る を M けり」 と 十 K 玆 

に 於て 集議 所に 坐せ る 者 皆な 目 を 彼に 注ぎたり しに、 彼の 面の 恰 かも 天使の 面の 如くな りし を 見たり" 

一時に 祭司の is 言 ひける は 「此 事沟に 然る 乎」 と 二 彼れ 言 ひける は 

兄弟 及び 父 等よ、 聽け、 榮 光の 神、 我等の 先祖 アブラハムが 未だ カランに 住 まざりし 前、 彼れ 猶 

ほメソ ボタ ミヤに 在りし 時、 彼に 現 はれて 一一 目 ひ 給 ひける は 一一 一 「汝 の國を 出、 汝の 親族 を 離れ、 我 

が汝に 示さん 地に 到る ベ し」 と 0 斯くて 彼れ カル ヂャ 人の 地 を 出て カラ ン に 住めり、 彼の 父 死し 

後、 神 は 彼 を彼處 より 此 地に 移し 給へ り.、 是れ汝 等が 今 住む 所の 地な り E 而 かも 神 は此 地に 於て 

彼に 何の 嗣業を も 與へ給 はす、 否な、 足 を 立る ほどなる 地 を も 與へ給 は ざり き、 且つ 彼に 未だ 子 

あら ざり しに 此地を 所有と して 彼と 彼の 後に 生れん 子孫と に與 ふべ しと 約束し 給へ り 六 神 はまた 

斯くー 百 ひ 給へ り、 卽ち、 彼の 裔は 他國に 寄寓らん、 而 して 其 國の民 は 彼等 を奴隸 となし 四百 年の 

問 彼等 を 苦しめん と七祌 はまた 言 ひ 給へ り、 彼等が 奴 隸 として 鬚が る、 國民を 我れ 鞫く べし、 而 


して 後 彼等 其國を 出て 此處に 於て 我に 事 へんと A 神 は 叉 彼に 割禮の 契約 を與へ 給へ り、 斯くて ァ 

ブラ ハム、 イサク を 生み、 第 八日に 之に 割禮を 行へ り， 而 して イサク、 ヤコ ブを 生み、 ヤコ ブ十 

二の 先祖 等 を 生めり 九而 して 先祖 等 ヨセフに 對し 嫉妬 を 以て 燃え、 彼 を H ジ ブトに 賣れ り、 然れ 

ど 神 は 彼と 偕に 在し 十す ベての 患難より 彼 を 救出し、 H ジブ ト王パ 口の 前に 於て 恩惠と 智慧と を 

賜/り、 斯くて 彼 (。ハ a) は 彼 をして ェ ジブ 卜と 彼の 全家と を宰 らしめ たり 十一 玆に H ジ ブトと 

；, や ふ  せん も たち 

力 ナンの 全地に 幾饉 ありて 大 なる 困難 ありたり、 我等の 先祖 等 は 食物 を 獲る を 得 ざり き 十二 然る 

に ヤコ ブ、 H ジ ブトに 穀物 ある を 聞き 先づ 我等の 先祖 等 を 遣 はせ り 十三 W 度 彼等 を 遣 はし K 時ョ 

セフ その 兄弟の 識る 所と なれり、 而 して ヨセフの 血族 は パロに 明らかになれり 十四 兹に 於て ョセ 

,0 と --4 一 ひ. -4 

フ人を 遣 はして 其 父 及び 彼の 全家 七十 五 人 を 己の 許に 招 寄せたり 十五 斯くて ヤコ プ、 エジプトに 

下れり、 彼 は 死せ り、 我等の 先祖 等 も 亦 死せ り 十六 彼等 は 遠く スケム に 運搬 ばれ、 其處 にて アブ 

こ ら  かひ も i 

ラ ハムが スケム に 於け る H ン モ ルの 子等より 銀 を もて 買 求めし 墓に 葬られたり。 

十七 然るに 神が アブ ラ ハ ム に 示し 給 ひし 約束の 期 近づく に 從ひ民 は 蕃殖して H ジ ブトに 增 加せ 

り 十-八 斯くて ヨセフの 事 を 知らざる 他の 王の 起り て H ジプト を 治む るに 至れり 十九 彼 譎計を 以て 

あしら  , 、る  を さなつ- 

我等の 血 屬を待 ひ 我等の 先祖 等 を 困し め >  其 嬰 兒の存 せ ざらん がた めに 之 を棄ん こと を 命じたり 

- 一千 其時モ ー セ 生れたり、 彼 は 甚だ 美し かりき、 彼 は 其の 父の 家に 三 ヶ月 間 養 はれたり 廿 一而し 

むすめ  ひろ  ,..3  そ •/ て 

て 彼れ 棄られ し時パ II の 女 彼 を 拾 ひ あげ 己が 子と して 彼 を 育たり 5 一 斯くて モ ー セは H ジプト 人 

のす ベての 智識 を 授けられたり、 彼 は 又 言語と 行爲 とに 於て 大 なりき 廿 H 然るに 彼れ 凡そ 四十 歳 

おも ひ 

に 及びし 頃 彼の 心に 其 兄弟なる イスラ H ルの 子等 を 見舞 はんとの 念 起れ り サ 四時に 彼等の 中の 一 

ス テバノ の演說  二 
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人の 侮辱 せらる、  を 見し かば 之 を 防護り て  H ジプト 人 を擊て 虐げられし 者の 伙を 報いたり サ五彼 

れ密に 思へ らく 彼の 兄弟 等 は 神が 彼の 手 を 以て 彼等に 救扬を 施し 給 ひつ、 ある を覺 りしな らんと * 

然れ ども 彼等 は覺ら ざり き 廿 A 翌日 彼等 相爭 ひつ & ありければ 彼れ 彼等に 現 はれ、 彼等 を 相 和げ 

ん として 曰 ひける は 「人々 よ、 汝等は 兄弟なる に 何故に 相 ひ 害 ふや」 と 廿セ其 隣人 を 害 ひし 者 彼 

を卻 けて 曰 ひける は 「誰が 汝を 立て 我等の 有司 又 判官と 爲 しゃ サ A 汝、 昨日 H ジプト 人 を 殺し & 

のが  C. どれ- 0 もの 

如く また 我 を も 殺さん とする か」 と 廿九モ ー セ此 言に よりて 逃れ、 ミデ アンの 地に 寄寓 者と なり， 

彼處に 二人の 男子 を 生めり ミ 〇 此 より 四十 年 を經し 後、 天使 シ ナイ 山の 曠野に 於て 練の 中に 火焰 

の 中に 彼に 現 はれたり ミー モ ー セ之を 見て 奇み、 更らに 凝視 めんと て 近 よれる 時、 主の 聲 あり 曰 

く 三 二 「我 は汝の 先祖 等の 神、 卽ち アブラハムの 祌、 イサクの 神、 ヤコ ブの 神な り」 と、 モ ー セ 

恐怖れ て敢て 凝視め ざり き 一 遠 主 また 彼に 曰 ひ 給 ひける は r 汝の 足の 履を脫 け、 汝が今 立つ 處は 

聖地な り 一一 ヨ 我れ 正さに H ジ ブトに 在る 我が 民の 苦難 を 見、 其 悲歎 を 聞け り、 而 して 今 彼等 を 救 

はんがた めに 降れり- いざ 來れ、 我れ 汝を H ジ ブトに 遣さん」 と 一一 ヨ 夫れ 彼等が 担み し此モ ー セ、 

誰が 汝を 立て 有司 又 判官と 爲 しゃと 言 ひて 担み し此モ ー セを、 神 は 棘の 中に 現 はれし 天使の 手 を 

以て 有司 叉 救 者と して 遣し 給へ り 一一 = ハ此人 彼等 を 導き出し、 H ジプト 及び 紅海 及び 曠野に 於て 四 

十 年の 間 奇跡と 休 徵とを 行 ひたり 一一 ーセ イスラ H ルの 子等に 語りて 「神 は汝 等の 中より、 我が 如 

き 一人の 預言者 を汝 等の ために 起し 給 ふべ し」 と 言 ひし は此モ ー セ なり 一一 ヌ 曠野の 集 會の 中に 在 

り、 シ ナイ 山に 彼に 語りし 天使と 偕に 在り、 又 我等の 祖先 等と 偕に 在りて 我等に 授けん がた めに 

生ける _ 言 を 受けし 者は此 人な り 一一 一丸 此 人に 我等の 先祖 等 は 順 ふこと を 欲せす、 反て 我等の 間より 


彼を卻 け、 其 心すで に エジプトに 還り so ァ a ンに 語って 「我等 を 導くべき 祌を 我等の ために 造 

れょ、 そ は 我等 を H ジ ブトの 地より 導き出し、 彼の モ ー セは、 我等 彼の 如何にな りし 乎 を 知ら ざ 

れば 也」 と EI 斯くて 彼等 は 其 時橫を 作り、 その 像に 犠牲 を 獻げ、 己が 手の 所作 を 喜べり S 一一 然 

るに 神 は 彼等より 其 聖面を 反け 給 ひて、 彼等が 天の 星 を 祭る に 任し 給へ り、 卽ち 預言者の 書に 記 

されし が 如し、 . 

イスラ H ルの 族よ、 汝等 四十 年の 間 

曠野に 於て 犠牲と 祭 物 を 我に 獻 げしゃ 

き 一一 汝等 はモ ロタの 幕屋 を" S へたり 

レ パンの 神の 星を携 へたり、 

汝 等が 拜 せんた めに 作りた る 彼等の 像を携 へたり。 

よし 我れ 汝等 をバ ビ 口 ンの 彼方に 徙 さん 

15 我等の 先祖 等 は 曠野に て證 明の 幕屋 を 有り、 此はモ ー セに 語れる 者、 彼が 見し 所の 式に 準 ひ 

て 之 を 作るべし と 命ぜし 如くに 作れる 者な り 五 我等の 先祖 等 之 を 承け て、 彼等が ヨシ ユアと 偕 

に 神が 我等の 先祖 等の 前より 逐壤ひ 給 ひし 異邦人の 地に 入来り し 時に 之 を携來 りて ダビデの 時に 

到れり 四 六 彼れ ダビデ 神の 前に 恩 を 蒙りて ヤコ ブの 神の ために 居所 を 設けん と 欲へ り E 七 然るに 

ソロモン は 彼のた めに 殿 を 建たり S< 然れ ども 至高き 神 は 手に て 作れる 所に 居た ま はす、 預言者 

の 言へ るが 如し、 

S 九 主 曰 ひ 給 はく、 天 は 我が 座 位な り 

ス チパノ の演說  1 一一 1 
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地 は 我が 足 Jftw なり 

汝等 我が 爲に 如何なる 家 を 建ん とする 乎 

叉 我が 息む 所 はぎ 處 なるや 

五 0 我 手 は此等 凡の 物 を 造りし に 非す や 

W 1 gil- にして 心と 耳と に 割禮を 受けざる 者よ、 汝等は 常に 聖靈に 逆ら ひ汝 等の 先祖 等の 如くに 

汝等も 行 ふなり き 一" 孰の 預言者 をか汝 等の 先祖 等 は 迫害せ ざり し、 彼等 は義 者の 來 らんこと を預 

じめ 語り、 汝等は 今 その 義者を 附し之 を 殺す 者と なれり 五三 汝等は 天使に 由り て 律法 を 受けな が 

ら猶ほ 之 を 守らざる 也 

五 S 彼等 是 等の 言 を 聞きて 心 を 刺され 切齒 して 彼に 向へ り 五 W 然るに 彼は聖 靈に滿 たされ 天 を 凝視 

め、 神の 榮 光と 神の 右に 立つ 所の ィ H スを 見たり、 彼れ 曰 ひける は E 六 r 視ょ、 我れ 天 開けて 祌の右 

に 人の子の 立てる を 見る」 と 五 七 然るに 彼等 大聲を 以て 呼 はり、 耳 を掩 ひ、 ー團 となりて 彼に 向て 突 

唯) し 五 < 彼を邑 より 逐 出し、 石 を もて 彼 を 撃たり、 而 して 證人等 は 其 衣服 をサゥ 口と いへ る壯 者の 足 

bf£  うて  よ 

下に 置け り 五 九 彼等が 石 を もて ステパ ノを擊 る 時、 彼れ 主 を龥び まつりて 曰 ひける は 「主 ィ H スょ、 

我 靈を納 け 給へ」 と 六 0 叉 跪きて 大聲 にて 呼ばり ける は 「主よ、 此罪を 彼等に 負 はしむ る 勿れ」 と、 

斯く言 ひて 彼 は 眠れり。 

略 註 


此は 有名なる ステ パノの 大演說 である、 之に 由て 基督 敎は 公然と 猶太 敎 より 離れた ので ある、 是は 

殊に。 ハウ。 の 自由 福 昔 の 先驅で あ る 、 異邦 俾道 の曉の 鐘の 響で ある、 モ ー セ を 辯 護し てモ ー セの a: 法 

を 打破せ し鐵槌 である、 無敎會 主義の 最初の 叫號 である、 人類の 信仰お 上、 新紀元 を 割す る 至要の 言 

である。 

大演說 である、 然し 乍ら 大雄 辯で はない、 ステパ ノは アポ 0 の 如き 巧妙なる 一 百辭の 使用者で はな か 

つた、 能辯 術の 標準より 評して 此演說 に 多くの 批難すべき 點が ある、 其 中に 多くの 無駄の 言が ある、 

叉 思想の 連結が 甚だ 漠然で ある、 モ ー セに 就て 說き 終て ダビデに 移る の邊は 甚だ 瞹昧 である (四十 五 

節)、 簡潔 は 能辯の 秘訣で あるに、 ステ。 ハノは 知れ渡り たる 猶太 亜歷史 の事實 を樓述 して 彼の 聽 衆に 

からぬ 倦怠の 念 を 起した であらぶ、 後の 聖書の 註解 者 等が 此演說 の 解釋に 苦み し 理由の 一 は 確かに 

其修辭 上の 缺點を 認めなかった からで あると 思 ふ、 縦 令 聖ステ パノの 言で あると 雖も 缺點は 確かに 缺 

點 である、 彼の 特技 は 能辯 術 以外、 別に 在った ので ある、 彼 は兹に 善き 演說 を爲 さなかった、 然し 力 

强き演 說を爲 した、 彼の 言辭は 粗雑であった、 彼の 思想 は 貧弱であった、 然し 彼の 精神 は 熱烈で あつ 

た、 彼の 信仰 は 燃えて 居った。 

此演說 の 試みられし 時と 場合と は 六 章 八 節 以下 末節に 至る までに 於て 明かで ある、 ステパ ノの新 信 

仰に 對 して 舊 信仰の 激烈なる 反對が 起った ので ある、 其當 時に エルサレム に 多くの 猶太 敎の 敎， <_i- が あ 

つた、 リ ベルチ 一一 敎 會と稱 して 猶太 人に して 一 時 異邦に 奴隸 たりし 者の 再び 自由 を 得て 舊 都に 還 来り 

し 者の 相 集りて 組織せ し敎會 があった、 埃及ァ レキサ ン ドリ ャ 出生の 猶太 人に して M ルサ レム 在住者 

の 組織せ し敎會 があった、 其 他 ゆ：： な此 類で ある、 彼等 は 常に 相互に 敎 義を鬪 はし、 敎 勢を爭 ひし も玆 

ステ パノの « 說  1 W 
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に 彼等 共通の 敵の 現 はれし を 見て、 一致 團 結して 之に 當 つたので ある、 彼等が ス テパノ の罪狀 として 

數 へし 者 は 主として 左の 一 一箇 條 であった、 

第一、 H ルサ レムの 神殿に 對 する 誇 籠 

第二、 モ ー セと 彼の 律法に 對 する 謗 籠 

彼等 は 以上の 二 箇條を 提げて 謗 讕罪を 以て 彼を當 時の 高等 法院 なる 集 議所卽 ち サン へ ー ド リムに 訴へ 

たので ある。 

玆にス テパノ は 獨り民 及び 祭司の 長、 長老 並に 學者 等の 前に 立った、 彼 は 彼の 主ィ H スが 審判 かれ 

しが 如くに 審 利 かれた ので ある、 二者の 罪狀も 同じで ある、 審判 人 も 同じで ある (馬 太傳 二十 六 章 を 

見よ)、 弟子 は 其師に 優る 能 はすで ある， ステパ ノはィ H スの 如くに 審判 かれて 彼の 實にィ H スの弟 

まニ， こ  ラ. -*  V  、ろしみ 

子なる こと を識 つたので ある、 是れ實 に バウ a の 所謂 キリストの 死の 狀に循 ひて 彼の 苦難に 與 かる こ 

とであって、 ステパ ノに 取り 名譽此 上な しで ある (徘立 比 書 三 章 十 節」。 

玆に 審判 は 開かれた、 ステパ ノの面 は 天使の 面の 如くであった、 彼 は 勿論 彼の 放免され ざる を識っ 

た. 彼 は 彼の 前に 難敵 を控 へたので ある、 然し 彼はィ H スの 弟子であった、 故に 敵 人の 前に 曳れて 彼 

いんぎん 

は 彼等 を 憎ます して 却て 彼等 を 愛した、 愛 は 此際彼 を 離れなかった、 彼の 言は慇 敷であった、 彼の 態 

としょひ  つ、 しあら  こ iis 

度 は平靜 であった、 今や 屠所に 牽 かる、 羊の 如くな りし 彼は虔 みて 狂暴き 言 を 放たなかった。 

「兄弟 及び 父 等よ」 と 彼 は 口 を 啓いて 言 ふた、 彼の 生命 を 狙 ひし 敵 も 彼に 取りて は 敵で はない、 兄 

弟で ある、 父老で ある、 開口 一番、 彼の 脣 より^れ し 此ー 言に 萬斛の 情味な くんば あらす である、 演 

說は 言で はない、 眞情 である、 親愛に 充てる 此 冒頭の 一言に ステ パノは 旣に聽 衆の 心 思 を 奪 ふたので 


ある a 節)。 

敵 人の 告訴に 對し ステパ ノは 自己 を 辯 護せ すして、 之に 代へ て イスラ H ルの 歷史を 述べた ので ある、 

是は 最も 奇態なる 辯 護法で ある、 然し 彼に 取りて は 最も 有力なる 辯 護法であった、 彼は聖 殿と 雜 法と 

を 謗 讕 す ものと して 5^ へられた ので ある、 而 して 逢 殿と 律法と は イスラ H ル の歷史 の眞髓 である、 故 

に歷 史的に 二者の 何たる 乎 を 述べて、 最も 有效 的に 自己の 立場 を 辯 明す る ことが 出來 たので ある、 自 

己の 辯 明 を 議論に 取らす して 歷史に 取りし 彼の 智慧 は、 是れ此 際 上天より 彼に 賜 はりし 知曰禁 であった 

と 言 はざる を 得ない (馬 可傳 十三 章 十  一 ^參考 )o 

彼 は先づ アブラハムの 歷史を 以て 始めた、 共敎 うる 所 は 何ぞ、 アブラハム は 勿論 モ ー セの 律法に M 

の關 はる 所 はない、 故に ステパ ノは 彼の 罪狀 第一 一條に 就て 自己 を 辯 明す るに 方て アブ ラ ハ ムを 引用す 

るの 必要はなかった、 然し 乍ら 架 殿 謗讕の 誣告に 對ては イス ラ ヱ ル の 始祖 アブ ラ ハ ム の 事跡に 之 を 辯 

明す るに 足る 多くの 者が あった、 聖殿 抑々 何物 ぞ、 聖 殿の 尊き は 其內に 神の 在す に 由る、 然 りと 雖も 

祌は其 _1 ^在 を エルサレムの 聖 殿に 限り 給 ふ 者に 非す、 神 は 置々 聖殿 以外に 於て 人と 語り 給へ り、 アブ 

ラ ハム 未だ カランに 住 まざりし 前、 猶ほ 未だ 異邦の メソ ボタ ミヤに 在りし 時、 神 は 彼處に 彼に 現 はれ、 

彼の 柱くべき 所 を 示し 給へ り、 依て 知る 神の 聖 殿の 世界の 廣 きが 如くに 廣 きこと を、 神 あり、 叉 之に 

應 ふるの 信仰 ありて 世界 何れの 處か聖 殿なら ざる、 視 よ、 祌、 アブラハムに 伴 ひ 給 ひて 彼が 到る 所に 

彼に 現 はれ 彼に 語り 給 ひし こと を、 ァ ブラ ハ ムの 歷史は 神人 交通の 歷 史と稱 して 誤らない ので ある、 

神 は アブ ラハ ムを其 友と 呼び 給 ふた (歴代 志 略 下 二十 章 七 節〕、 而 して アブ ラ ハ ム は 曾て ー囘も H ルサレ 

す- J 

厶 の 架 殿に 神を拜 した 事 はない ので ある、 ァ ブラ ハ ム の 生涯 は聖 殿に 些 しも 關 係が 無った、 神 は 彼に 

ス テパノ の演說  1 七 
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子孫 繁榮の 約束 を 爲し給 ふに 方て (五節〕 彼を聖 殿に 召び 給 はすして、 彼 を 野外に 携 だし 天の 星 を 指し 

て 誓 ひて 言 ひ 給 ふた r 汝の 子孫 は是の 如くなる べし」 と (創世記 十五 章 五節)、 アブ ラハ ムに 取りて は 彼 

の 足跡の 印す る 所が 悉く 聖殿 であった、 モレの 澥樹 (同 十二 章 六 節)、 マク ペラの 洞穴 (同 廿三章 九 節 y 

彼に 取りて は 悉く 「聖 所」 であった、 故に 若し H ルサ レム の聖殿 以外に 祌を 求め 之に 事 ふるのが 謗 編 

罪で ある ^ らば 第 一 に此 罪に 當 るべき 者 は イス ラ H ル の 始祖 アブ ラ ハ ム である、 而 してス テパ ノは其 

師 イエスに 傚 ひ、 エルサレムの 聖殿 以外、 世界 到る 處に 神の 聖殿を 認めて (約 翰傳 四章廿 一節) 始祖 アブ 

ラ ハ ム の 跡を逐 ひつ 、あるので ある、 祭司、 長老、 學者等 は 先づァ ブラ ハ ムを 罪と 定めて 然る 後に ス 

テパノ を 罰すべき であると、 是れァ ブラ ハ ムの歷 史がス テパノ の 辯 護と なった 理由で ある (二 節 以下 

八 節まで)。 

ステパ ノはァ ブラ ハ ム の 子 イサク 並に イサクの 子ャ コ ブの 歷史に 就て 述る 所がなかった、 然し ャ コ 

ブの子 ヨセフの 經歷に 就て 一 言語らざる を 得なかった、 ヨセフの 十一 人の 兄弟 等 ( 「先祖 等」 と ある 

は 彼等で ある、 イスラ H ルの 十一 一の 支 派の 先祖 を 指して 言 ふたので ある) ：•：• ョ セフの 十一 人の 兄弟 

等 は 彼に 對 して 嫉妬 を 以て 燃え、 父に 隱 して 彼 を H ジ ブトに 寶 つた、 然るに 彼等の 棄し者 を 祌は拾 ひ 

給 ふた、 神 は 彼と 偕に 在して、 すべての 患難より 彼 を 救 3^ し 給 ふた、 而已 ならす、 祌は大 に 彼 を惠み 

耠ひ、 彼 を 以て H ジ ブトと パ 口の 家と を宰 らしめ、 又 終に 彼 を 以て 其 父 ヤコ ブと其 全家と を饑娥 より 

いへ つく"  す ふ おやい し 

救 ひ 給 ふた、 ヨセフの 場合に 於ても 亦 「工匠の 棄 たる 石 は 家の 隅の 首 石と なれり」 との 古き 諺 は事實 

となりて 現 はれた ので ある、 而 して ス テパノ と 彼の 主なる ィ H スを鞫 かんと 欲する 祭司、 長老、 學者 

等 は考、 再考すべき である、 彼等 も 亦 彼等の 先祖 等に 傚 ひ玆に 無辜 を W きつ & あるので はない 乎、 彼 


等が 異端視す る 者 は 亦ョセ フの 如くに 神の 前に 特殊の 恩惠を 蒙る 者で はない 乎、 彼等 はョ セフ の經歷 

に 省みて 大に 自己 を 謠 むべき ではない 乎と、 ス テパ ノは 此處に 彼の 國 人の 熟知した る ヨセフ の 事跡 を 

反覆して 暗々 裡 に 自己 を 鞫く者 を鞫ぃ たので ある (九 節 以下 十六 節 ま で )。 

次 項はモ ー セ である、 前に 述べし やうに、 ステ パノは ニ茵の 罪狀を 以て 訴 へられた ので ある、 其 第 

一は 聖 殿に 對 する の 罪であった、 第二 はモ ー セと 其の 律法に 對す るの 罪であった、 而 して 彼はァ ブラ 

ハムの 經歷を 述べて 罪狀 第一に 對 する 自己の 辯 護 を 述べた、 第二に 對 しても 亦 同じで ある、 ス テパノ 

は玆に 自己 を 辯 護す るに 方て モ ー セの經 歷を述 ぶれば 足りた ので ある、 彼 は 言 ふたので ある r 汝等は 

余はモ ー セに叛 き 其の 律法 を 犯したり と 云 ふ、 然 らば モ ー セ 自身 をして 語らし めよ、 彼れ モ，' セは余 

の 辯 護 者た らん、 而已 ならす、 彼 は 余 を 免訴して 反て 汝等 を吿訴 せん」 と。 

抑々 モ ー セに叛 きし 者 は 誰なる 乎、 彼が 未だ パ 口 の 女に 養 はれて H ジ ブトに 在りし 時に、 彼 は 彼の 

骨肉の 兄弟なる イスラ H ルの民 を 救 はんと 念 ひて 起てり、 然るに 民 は 却て 彼を卻 け、 彼 をして ェ ジブ 

トの地 を遁れ ざる を 得ざる に 至らし めた、 斯くて モ ー セ に對 する 叛逆 は ス テパ ノを 以て 始まった ので 

はない、 今や 彼 を 靡 判き つ、 ある 者の 祖先 等 を 以て 始 つたので ある、 然り イスラ. ェ ルの歷 史はモ ー セ 

に對 する 叛逆 を 以て 始まった ので ある、 奇なる 哉ィ スラ H ル の 祭司と 學者 等が モ ー セに對 する 叛逆 を 

理由と して 他人 を. 港 判かん とすと は、 叛逆 人、 叛逆の 罪 を 審判く を 得る 乎 (十七 節 以下 一 一十 九 節まで )o 

まら 

イスラ H ルの 民はモ I セを逐 へり、 然れ ども 神 は 彼 を 護り 給 ひて 彼の 流 K の 地なる ミデァ ンの 地に 

於て 彼に 平和の 家庭 を 供へ 給へ り、 而 して 選民 救出の 時期 到来す る や、 神 は 曠野の 棘の 中に 彼に 現 は 

れ、 彼 を H ジ ブトに 遣 はし 給へ り、 モ ー セの 場合に 於ても アブラハムの 場合に 於け るが 如く、 神は聖 

ス テパノ の演說  一九 
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ものい  ものい 

殿なら で シ ナイの 赎 野に 於て 彼に 現 はれ 給へ り、 神 は 人が 其の 友に 言 ふ 如くに モ.' セと面 を 合せて 言 

ひ 給 ヘリ (出 埃 及 記 三十 三 章 十一 節)、 祌がモ ー セに 向いて 「汝の 足の 履 を 脫げ、 汝が今 立つ 處の 地は聖 

地な り」 と 言 ひ 給 ひし 其 地 は M ルサ レムの 聖 所に は あらす して、 シ ナイ 半島 曠野の ー點 なりき、 聖殿 

以外 叉聖 殿の ある あり、 モ ー セ 自身が 架 殿 以外に 於て 神を拜 せり、 モ ー セに傚 ふて 地上 到る 處に 神の 

自 顯に與 からん と 欲す、 豈、 之を稱 して 聖殿謗 讕 と 云 ふ を 得ん や (三十 節 以下 三十 四 節まで )o 

イスラ H ルの 民が 担み し此モ ー セ、 祌 は此モ ー セを 以て イスラ H ルを救 ひ 給 ふたので ある. 此モ ー 

セが 彼等 を H ジプト より 救出し、 四十 年の 問 曠野に 彼等 を敎へ 導いた ので ある、 イスラ H ルの民 は 彼 

等の 恩人、 彼等の 敎導 者なる モ ー セに對 して 決して 忠實 ではなかった、 否な、 其 正反對 が事赏 であつ 

た、 彼等 は 幾囘か 彼に 叛 いた、 幾囘か 彼の 心 を 傷まし めた、 時には 彼 をして 

鳴呼此 民の 罪は大 なり、 彼等 は 自己の ために 金の 神 を 作れり、 然れ ども 若し 聖旨に かな はば 彼等 

い の ち  けづ 

の 罪 を赦し 給へ、 然 かせす ば 願く は 雨の 生命の 書より 我 名 を銷り 給へ 

との 悲歎の 聲を 揚げし めた (出 埃 及 記 三十 二 章 三 一 、 三 二 節)、 イス ラエ ル の歷史 こそ モ ー セに對 する 叛逆 

の歷史 であるの である、 モ ー セに叛 き 其 律法 を 破りし 者はィ H スと其 弟子 等に あらす して、 不忠 不虔 

の 故 を 以て 彼等 を 迫害し 彼等 を 殺せし イスラ H ルの民 彼等 自身で ある、 奇異なる 哉、 叛逆 人の子 孫に 

由て 叛逆の 理由 を 以て 鞫 かる k と は (三十 五節より 四十 三 節まで)。 

再び 聖- 殿に 就て 言 はん 乎、 聖殿は 元始より 在った ので はない、 祌がモ ー セに 命じて 作らし め 給 ひし 

たぐたん  あ-かし まくや 

者は聖 殿と 稱す るが 如き 莊嚴 なる 大 建築ではなかった。 唯單に r 證 明の 幕屋」 であった、 エホバが 民 

の 問に 在して 彼等 を 敎へ給 ふ 所であった、 而 して モ ー セ 眠りて ヨシ ュ ァ 彼に 代りて 民の 教導 者と なる 


や、 彼は此 幕屋 を携 へて 約束の 地に 人り、 其處に 再び 之 を 張りて 其師モ ー セの 準に 從ひ、 單 純なる 嚒 

野 の 禮拜 を繽け て ダビデの 時にまで 至った ので ある、 而 して 祌恩裕 かに ダビ ヂ の 身に 加 はりし かば * 

彼 は 報恩の 記念と して、 ヤコ ブの祌 が 永久に 在し 給 ふ 永久 的 神殿 を 作り、 以て 一時的の 幕屋に 代 へん 

とした、 然るに 彼 は 躊路 して 此事を 決行せ すして 眠った >  而 して ソ n モンに 至て 其 父 ダビデの 此の 下 

心が 大規模に 實 行され たので ある、 而 して 祌は之 を 歡び給 ひし 乎と 言 ふに、 決して 雨う ではなかった 

彼 は 言 ひ 給 ふた、 

天 は 我が 座 位な り、 地 は 我が 足 Jff? なり、 汝等 我がた めに 如何なる 家 を 建ん とする 乎、 又 我が 息む 

所 はぎ 處 なるや、 汝等 知らす や、 我 手は此 等す ベての 物 を 造りし こと を 

と、 斯くて 神はソ a モンの 此 大聖 殿 を 納し 給はなかった、 其 事 は 共 後の ソ a モンの 經歷 に^りて 明 

かで ある、 モ I セの 定めし 單 純なる 天幕 禮拜を 魔して 之に 代 ふるに 莊嚴 なる 聖殿 祭事 を 以てせし ソ 口 

モ ンは墮 落より 墮 落に 沈み、 終に は イスラ H ルの祌 M ホバ を棄て 異邦の 神に 事 ふるに 至った ので ある 

而して^5^-は兹に あまらなかった、 祌は イスラエル を 離れ 給 ふた、 ソロモン 以後の イスラエルの 歷史は 

背信、 分離、 減 亡の それであった、 ソロモン は莊嚴 なる 神殿 を 築きて、 神 を イスラ H ルの 間に 召請せ 

すして 却て 之 を 遠け たので ある (ra 十四 節より 五十 節まで)。 

頑强 にして、 身に 割 禮を受 くるが 故に アブ ラ ハ ム の 子な りと 誇る も >  心と 耳と に 割禮を 受けざる 者 

等よ、 汝等 こそ の 叛逆 人で ある、 汝 等はモ ー セと其 律法に 從 ふと 稱 して 常に 聖靈に 逆ら ひつ、 ある 

ので ある、 汝 等は汝 等の 先祖が 行 ひしが 如くに 行 ひつ、 あるので ある、 預言者に して 汝 等の 先祖 等の 

迫害 を 蒙ら ざり し 者 ある 乎、 子 は 能く 其 父に 似たり、 汝等は 祖先の 行 爲に傲 ひ、 預言者 等が 其 出現 を 

ステ。 ハノ の演說  二  I 
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預言せ し 大預言 者ィ H スを 殺せり、 汝等 こそ 律法の 破壞 者な り、 汝等は 天使の 手より 受 たりと 誇る 其 

律法 を 守らない ので ある (五十一 節より 五十 三 節まで)。 

ステ。 ハノの 辯 護演說 は兹に 終った、 鞫 かる \ 者は鞫 かれす して 却て 稿く 者を鞫 いた、 知れ渡り たる 

イスラエル の 歷史は 新しき 意味 を 以て 民と 祭司と 學者 等の 前に 提示され た、 而 して ィヱス の 福音 は歷 

史的に 最も 有力に 辯 護され た、 審判の 座に 坐りし 者 は 今や 答 ふるに 言葉が 無った、 彼等 は 唯 威力 を以 

て 答 辯に 代 ふるのみ であった、 彼等 は 怒った、 切齒 した、 叫んだ、 終に 一 同 石 を 取て 無援の ステパ ノ 

を 目 懸けて 進んだ、 一 齊に彼 を 打った、 而 して 彼が 抵抗す るかと 思 ひしに、 彼 は 唯： 大を 仰いで 坐した、 

彼の 靜 かなる 眼に は 憤怒に 驅られ し 敵 は 見えす して 神の 右に 坐せ るィ H スが 見えた、 不幸なる は 令 や 

石に 擊 たれて 死 せんとす る 彼で はない、 彼 を 殺さん とする 彼等で ある、 玆に 於て か 彼 は 今生の 最後の 

祈禱 として 聲を勵 まして 言 ふた 

主よ、 此罪を 彼等に 負 はしむ る 勿れ 

と、 而 して 此  一一 一一 一口 を發 して 生氣 i えた、 而 して 此 暴行の 焜動者 を タル ソの サゥ 口と 稱 ふた、 彼 はステ 

パノの 此死狀 と 最後の 一言 を 聞いた、 彼 は 心安から すして 家に 歸 つた、 玆に 彼れ サゥ 口の 心の中に 大 

S 悶が 始まった、 此サゥ 。を 後に バウ n と稱 ふた、 彼 は 福音の 大傳道 者と なった、 彼に 由て 世界と 人 

類と はー變 した、 而 して 彼の 感化 は 今 猶ほ盡 きない、 ステ パノは バウ 口 を 以て 世界に ィ H スのー i 昔 を 

傳 へたので ある (五十 ra 節より 六十 節まで)。 


ピリ ポの 專 首) 

使徒 行 傳第八 章の 硏究 

神 は 如何にして 其子ィ H ス キリストの 福音 を 昔時の 文明 世界なる 羅馬帝 園に 傅へ 給 ひし 乎、 其 事 を 

傳 へたの が 使徒 行傳 である、 人の 計畫に 由ら す、 其の 所謂 大擧俾 道に 由ら す、 神 御自身が 人の 方法と 

運動と に 由ら すして、 廣き羅 馬 帝 國を幅 昔 化し 給 ひし 共 徑 路を俾 へたの が 使徒 行傳 である、 余！^ は此 

書に 於て、 人の… 殊に 敎會 の… 政略 的傳 道に 對 する 神の 靈的傅 道の 如何なる 者なる 乎に 就て 敎 へらる 

るので ある。 

神 は 十二使徒 を 離れて ステパ ノを擇 み 給 ひ、 彼 をして 民の 學 者と 長老 等 (常時の 宗敎 家) の 前に 於 

てィ H スの 福音 を辯ぜ しめ 給 ひ、 終に 殉教の 死 を 遂げし め 給 ひし 事 は 余 摩が 前號に 於て 述べた 通りで 

ある、 ステ パノを 以て 傳 近の 中心 は 十一 ー使徒と稱ばれし；^取初の敎役者團を離れて平信徒に移ったので 

ある、 福音 は 今や 狹き 猶太 國の境 を 越へ て廣き 世界に 乘 出さん としつ & あつたの である、 而 して 「ィ 

スラ H ル の 家の 迷 へ る 羊」 の 問に ii 音を傳 ふる 任を负 はせられ し 十一 一 使徒 等 は 世界 敎 化の 任に 當り得 

なかった ので ある、 新 傳道は 新人 物 を 要した ので ある、 而 して 神の 要求し 給 ひし 是等 新人 物の 先鋒が 

ス テパノ であった ので ある- 彼 は 殉敎の 血 を 以て 新傳 道の端 絡 を 開いた ので ある、 彼に つに いて 新人 

ビリ。 ホの傳 道  二  H 
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物 は 緩々 として 現出た ので ある、 而 して ス テパノ に 亜で 異邦 傳 道の 任に 當 つた 者が 彼と 同輩の 一 人な 

る ピリ ボ であった。 

此日 H ルサ レム に 在る 所の 敎會に 對し大 なる 迫害 起り、 使徒 等 を 除く の 外 は 皆 ュ ダとサ マリヤの 

地に 散 じたり、 敬虔 ある 人々 ステ パノを 葬り、 彼が ために 犬なる 哀哭 を爲 せり (一、 二 節〕。 

玆に 注意すべき 二つの 事が ある、 其の 第一 は 信者 は 悉く 迫害 を 避けて 地方に 散ぜ しに、 使徒 等の み M 

ルサレ ムに殘 りたり との 事で ある、 其 第二 は 信者なら で 「敬虔 ある 人々」 が ステパ ノを 葬りて 彼が た 

めに 哀哭の 聲を 揚げたり との 事で ある。  - 

十一 一 使徒 等の み H ルサレ ム に淺 りたり と 云 ふの は 彼等が 特に 信仰 厚く 勇氣に 富みた るが 故で はない、 

信仰と 勇 氣の點 に 於て は ステパ ノと 彼の 同 W と は 使徒 等に 優 さる 所 ありし も 劣る 所はなかった、 使徒 

等が ュルサ レム に殘 りし は 迫害 は 彼等の 身に は 臨み 来らなかった からで ある、 彼等 は 熱き 基督 信者で 

はあった が、 猶太 風の 信者であった、 卽ち キリスト を 信す ると 同時に モ ー セの 律法 を 守り、 聖 殿に 詣 

り、 聖 式に 邀ひ、 敢て 猶太 國 民の 感情に 觸る \ が 如き 事を爲 さなかった、 故に 國民は 彼等 を 許し、 彼 

等が ィ H スを 信す るが 故に 彼等 を窘 迫む るが 如き 事を爲 さなかった、 十一 一 使徒 等はィ H スをモ ー セの 

律法の 完成 者と して 見た ので ある、 故に ィ H スに從 ふと 同時に モ ー セと 離る \ の 必要 を 認めなかった 

ので ある。 

然し 乍ら ス テパ ノを 以て 代表され たる 信徒の 圑體は 十一 一 使徒 等と は 犬に 其の 信仰の 趣き を 異にした 

ので ある。 彼等 は H ルサレ ムの聖 殿の 特別の 神聖 を 認めなかった ので ある、 彼等 は叉ィ H スの 福音 を 

信す るに， E てモ ー セの 律法 を 守る の 必要な きを 唱へ たので ある、 彼等 は斯 くの 如くに して 聖 殿と 律法 


とに 超越した ので ある、 故に 彼等 は 二者 を 謗讕す 者と して 認められ たので ある、 是れ 彼等が 猶太 國ぉ 

の 感情 を 害せし 主なる 理由であって、 彼等に 對 して 劇烈なる 迫害の 起り し 源 因であった、 ステ パノと 

彼の 仲間と は單に 彼等が ィ H スを 信ぜし が 故に 迫害され たので はない、 彼等が ィ H スを 信す ると 同時 

に聖 殿と 律法と を疎ぜ しが 故に 迫害され たので ある、 若し 彼等の 信仰が 十一 一 使徒 等の 信仰の 如くで あ 

つたならば、 彼等 は 迫害 を 免 かる i を 得て、 使徒 等と 共に H ルサ レムに 留まる こと を 許された ので あ 

る。 

此說 明に. E て大 なる 迫害の エルサレム に於ける信者に臨みしに關はらす使徒等は都に^^りし其！^由 

が 解明る ので ある、 又 敬虔 ある 人々 がステ パノの 遣骸を 葬り、 彼が ために 大 なる 哀哭 を爲 したりと 云 

ふ 其 理由が 解明る ので ある、 玆に 「敬虔 ある 人」 と ある は 信仰 ある 人、 卽ち 基督 信者と 云 ふ 事で はな 

い、 「敬虔 ある 人」 と は外國 人に して 猶太 敎に 入った 者で ある、 二 章 五節に 「時に 敬虔 ある 人々 天下 

の諸國 より 來 りて エルサレムに 留まれる 者 ありき」 と ある は此 種の 人々 を 指して 云 ふたので ある (=- 

木譯 聖書に は 「敬虔 ある ユダヤ人」 と あるが、 原文に は 「敬虔 ある 人卽ち ユダヤ人」 と ある、 或る 聖 

書 學者は 「ユダヤ人」 なる 文字 は 省くべき 者で あると 言 ふ、 若し 之 を 保^す ると すれば 「敬虔 ある 異 

邦人に して 猶太 敎を 信ぜし 人」 と 解すべき であると 思 ふ )o 

ス テパノ は 福 昔の ために 生命 を棄 たので ある、 然るに 彼の 遣骸を 葬りし 者 は 十一 一 使徒 等に あらす し 

て、 却て 敎會 以外の 人で ありし と 云 ふ、 卽ち ステパ ノに對 する 同情 は 使徒 等の 配下に 屬 する 敎 倉に 於 

てあらす して、 敎會 以外、 異邦人に して イスラ H ルの神 を 信ぜし 人々 の 間に 在った ので ある、 以て 知 

る 使徒 等と ステ パノ との 間に 信仰 上大 なる 相違の ありし こと を、 使徒 等 は ステパ ノの受 難に 際して 敢 
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il で】 さ >r.- 

て 干涉を 試みな か. つたので ある、 ス テパ ノはィ H ス の 福音の ために 立て 迫害の 鋒 先 を 獨り其 身に 引受 

みごろし  にく 

けたので ある、 M ルサ レムの 敎 會は此 信仰の 士を見 殺に したので ある、 ステ パノは 敵に 惡 まれ 味方に 

棘 まれて 獨り 殉敎の 死に 就いた ので ある。 

實にス テパ ノの 信仰 は 使徒 等と H ルサレ ム敎會 に 取りて は舊き 革囊に 盛れた る 新ら しき 葡萄酒で あ 

つたので ある、 囊は 張り裂けて 葡萄酒 は 漏れ 出た ので ある， イエ スのー i 音 は 今や ステ。 ハノを 以て エル 

サレ ム敎會 の狹き 境涯い】 越へ て羅馬 帝 國の廣 き 海へ と 横溢した ので ある、 世に 敎會 ほど 保守に 便き 易 

き 者 は 無い ので ある、 ィ H スが 昇天し 給 ひて 未だ 幾 干 もなら ざるに 使徒 等の 敎會 は旣に 保守的 圑體と 

化し、 玆に 世界 敎 化の 任 を 他に 讓ら ざる を 得ざる に 至った ので ある。 

ステ パノは 敎會を 離れて 獨り名 譽の死 を 遂げた、 而 して 彼に 亞 いて 起し 者 は 彼の 同僚の 一 人た るピ 

リボ であった。 

ピリ ボ サ マリヤの 邑に 下りて 彼等に キリスト を宣傳 へたり、 群衆 ピリ ボが 行せ る 奇跡 を見且 

二  tj は  まち  よろこ ひ 

つ 聞きて 心 を 同う して 彼が 語れる 言 辭を聽 けり …… 之に 因りて かの 邑に大 なる 歡喜 ありき (五、 

六、 八 節)。 

此 所に いふ ピリ ボは 「ピリ ボ、 バルト 口 マイ」 と ある 十一 一 使徒の 一 人で はない (馬 太 傳十章 三 節〕、 ス 

テパノ 及び ピリ ボ、 プロ コ 口 云々 と ある 七 執事の 一 人で ある (行 傳六章 五節」、 後に 傳道者 ピリ ボと稱 

ばれし 者であって、 カイ ザ リャに 住 ひ、 バウ n の 一行 を 其 家に 迎 へし 者で ある (同廿 一章 八 節： r 卽ち 

「此ピ リボは 七 人の 一 人な り」 と ある 其 人で ある、 故に 彼 は ス テパ ノ と共に 當 時の H ルサレ ム敎會 に 

在りて 平信徒の 一 人であった ので ある、 使徒 等が 「我等 神の 道 を棄て 飲食の 事に 仕 ふる は 意に 適 はす」 


と 言 ひて 寡婦 給養の 事 を 任せし 七 人の 平信徒の 一 人であった (六 章 二 節 y 然るに 神の 見る 所 は 人の 見 

,ゅだ  こと^^ 

る 所と 異なり、 飮貪の 事 を 委ねられし 此 等の 七 人 は (少 くと も 其 中の 二人 は) 神の 道 を 取扱 ふに 最も 

能力 ある 人であった、 彼等 は 十二使徒 以上に キリストの 一 i 音の 深意 を 了解した 人であった、 寡婦に 貪 

物 を 分つ ことに あらす して、 異邦人に 神の 道 を 運ぶ ために 定められ たる 人であった、 キリストの 福 昔 

は 素々 平民の 一 i 音で ある、 は 平民の 心 を 以てする にあら ざれば 解らない 敎 である、 漁夫の ぺテ £1 と 

ヨハネと に 解かる 敎 である、 使徒の ぺ テロと ヨハネと に は 解らない 敎 である、 漁夫が 使徒と 化せし 時 

に 神 は 其 手より 世界 敎 化の 大任 を 奪 ひ 給 ひて 之 を 平 人の ス テ パノと ピリ ボ とに 託ね 給 ふた。 

ひ ろ 

キリ ストの 一 i 昔 は 今や ユダヤの 境 を 越へ て 世界に 擴 まらん としつ i あった、 而 して ユダヤに 接して 

サ マリヤが 在った、 而 して ユダヤ を逐 はれて 自^の 福 昔 は先づ 北境 サマリ ャの納 る 所と たった、 福 昔 

は 地理 的徑 路に拘 ふて 進んだ、 信者 は 聖靈の 能力 を 受け、 エルサレム、 ユダヤ 全國、 サ マリヤ 及び 地 

？ ふて  ぁケ しびと  .f- ど で 

の 極にまで ィ エスの 證 人と たるべし との 事であった (一章 八 節)、 而 して^ 界 征服の 首途に 立ち 第 一 着 

ひらしんと  -, ちじ .0 し 

のサ マリヤ 傳道は 十一 一 使徒の 一 人なら で、 平信徒の ピリ ボに 由て 顯 著き 成功 を 以て 行 はれた ので ある 0 

サ マリヤ 俾道 成功の 報に 接して H ルサレ ム敎會 は 甚く 驚いた、 使徒 等 は 之 を 承認せ ざる を 得な かつ 

た、 故にべ テロと ヨハネと を 送り、 ピリ ボの 事業 を 批准し 以て 敎會の 權威を 新 偉 道 地の 上に 及ぼさん 

とした、 事業 は 之 を 他人に 爲 さしめ、 自己 は 敎權を 其 上に 布かん とする、 敎會の 爲す所 は 常に 斯の如 

しで ある、 憐む べし 初代の H ルサレ ム敎會 も 亦此數 に^れなかった ので ある (十四 節より 讣 五節まで： P 

サ マリヤ は ュルサ レム 敎會の 勢力 範圍 に歸 した、 人間の 眼より ig て ピリ ボは其 事業 を 十一 一 使徒 等に 

奪 はれた ので ある、 然し 祌は ピリ ボに更 らに大 なる 事業 を 與へ給 ふた、 喜んで サ マリヤ を エルサレム 
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敎 會に讓 りし ピリ ボは 阿弗利加 大陸 を與 へられた ので ある. ステ パノを 以て 始めて 唱 へられ、 ピリ ボ 

を 以て 始めて 異邦に 傳 へ られ、 バウ a を 以て 全世界に 播 えられし 自由の 福音 は 其 中に 膨張の 性 を 具 へ 

たる 者で あれば、 是は 一地 方に 屈伏して 止む 者で はない、 ユダヤ を 去て サ マリヤに 人り、 サ マリヤ を 

去て 阿弗利加に 人る、 何者 ぞ 他人の 領域 を 奪 ひ 以て _ 愉快 とする 者 は、 我 は 主の 福音 を携 へて 地の 極に 

まで 及ばむ (羅馬 書 十五 章 二十 節參考 )。 

幅 昔 は 今や ピ リボを 以て 他の 方面に 向て 發展す ベく あった、 主の 使者 は 彼に 臨んで 彼の 爲す ベ き 事 

を 示した、 彼 は獨り 起て 南の 方、 H ルサ レムより ガザに 下る 路に往 くべ く 命ぜられた、 場所 は 曠野で 

ある、 彼 は 其 處にェ テオ ピャ 人に して、 H テオ ピャ 國の 女王 カン ダケの 大臣なる 寺 人に て 女王の 財寶 

つかさど 

を 司る 者の、 禮拜 のために エルサレムに 來り、 今や 歸國 の途に 在る に會 する であら ふとの 事であった ^ 

ピリ ボは 命ぜられ しが 儘に 往 いた、 注いて 其處に 至れば 彼 は 大臣が 車の 中に 在りて 高 聲に以 賽亞書 を 

讀 みつ、 ある を 見た、 彼 は 聖霊に 勵 まされ、 車に 近づき、 大臣に 言葉 を 懸けて 曰 ふた、 

閣下 は今讀 みつ i ある 所の 15?- を 解し 給 ふや 

と、 此 不意の 質問に 對 して 大臣 は 謙遞に 答へ て 曰 ふた、 

何人 か 余 を 導きく る& にあら ざれば 余 は 之 を 解す る 能 はす， 

と、 斯く曰 ひて 大臣 は ピリ ポを車 內に請 じて 同座して 彼の 聖書の 解釋を 聞いた、 箇所 は^か も 宜し 以 

賽亞書 五十 三 章 七 節と  <： 節と であった、 

彼 は 羊の 屠場に" 牽る& 如くに 牽 かれ 

こひつじ  き  も "た 

又 の 毛 を 剪る 者の 前に 默 すが 如くに 


彼 は 其の 口 を 開 かざりき、 

彼れ 屈辱の 中に 居りて 義き 裁判 を楚 はる、 

その と き -Ti* 

瞧か 能く 當時 の狀を 述べ 得ん や、 

そ は 彼の 生命 地より 取 去られ たれば 也。 

大臣 は ピリ ボに 此聖 語の 解釋を 求めた- ピリ ボは 之に 應 じて 答へ た、 是れ 神が 特別に 此 場合に 於て 彼 

そバ. 4  みこ IJi  わ 力  せム/ 

に 供へ 給 ひし 聖語 である、 彼 は此聖 語に 基き て キリスト を說 いた、 大臣 は 能く 解った、 時に 潺々 とし 

て 路傍に 流る k 小川が あった、 二人 は 車 を 降り 水に 臨み、 H テオ ピャ 國の 大臣 は 無名の 一信 徒より 悔 

改の パプ テス マ を 受けた、 一 一人 は 感謝 を 以て^れた、 大臣 は 南へ、 ピリ ポは 北へ、 彼等 は此 所に 相會 

して 此 世に 於て び 相 見なかった、 然し 乍ら 玆に大 なる 傳 道が 行 はれた、 大臣 は ピリ ボに キリストの 

福 昔を傳 へられて、 國に歸 つて 之 を 彼の 國 人に 傳 へた、 昔時の H テオ ビヤ は 阿弗利加 大陸の 東北 隅に 

方り ナイル 河 上流 一 帶の地 を 指して 云 ふたので あって 今日の 一一 ュ ビヤ、 アビ シ 一一 ャに當 るので ある、 

傳へ言 ふ 今の アビ シ 一一 ャ 王メネ リク は 大王 ソ 口 モン の 後胤であって、 大王が エルサレム に 榮華を 極め 

し 時に 遙々 と 彼 を 見舞 ひし シバ の 女王の 胎 より 生れし 者の 其 子孫の 連綿と して 今日に 至りし 者で ある 

と 云 ふ (列 王 紀略上 第 十 章 を 見よ)、 而 して アビ シ 一一 ャ國が 阿弗利加 諸 邦の 中に 在りて 人 f 日に 至る も 

猶ほ 基督 敎國 たる は 其 最初の 傳道を 女王 カン ダケの 大臣に して 傳道者 ピリ ボ より 福音 を 傅へ られし 者 

より 受けし に 由る と 云 ふ、 事 は 口碑に 屬し歷 史的 事實 として は稽 ふべ からすと 雖も、 而 かも ナイル 上 

流 諸 邦に 夙く より 基督 敎の傳 はり 居りし 事 は 疑 ふべ からざる 事實 である。 何れに しろ 大臣の 信仰が 彼 

れ 一 人に 4- まら ざり しこと は 察する に 難くない、 昔時の 專制 政治の 下に、 大臣の 感化が 全國 民に 及び 
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し 事 は 他に も 多くの 實 例の 有る ことで ある〕 

斯 くの 如くに して 玆に ピリ ボに 由り て大 なる 傳道は 行 はれた ので ある、 而 かも 神に 依りて 行 はれし 

傳道 であるが 故に 最も 靜 かに 且つ 單獨に 行 はれた ので ある、 

語らす 言 はす 其聲 聞えざる に 

ひ r さ  あ i;i 

其 音響 は 全地に 遍く、  ■ 

其 言辭は 地の 極にまで 及ぶ、 

人に 遣られす して 神に 遣られ、 隊を 成さす して 獨り往 く、 敎會の 大擧傳 道で はない、 一信 徒の 個人 0 

道で ある、 貴顯を 饗实に 招く にあら すして、 大臣に 車中に 請 かれて 彼と 相對 して 福音 を 語る、 祌は聖 

語 を 賜 ひ、 天然の 小川に バプテ ス マの 水 を 供へ 給 ふ、 斯 くして ピリ ボ 一人 は エルサレム の 使徒 敎會が 

總掛 となりて 爲 さんと 欲して 能 は ざり し 大傳道 を 成就げ たので ある、 實に 神に 導かれて 一 人の 平信徒 

は、 百 敎會が 協同し、 天幕 を 張り、 自勵 車を驅 り、 新聞紙に 廣吿 し、 貴顯 招待 會を 開いて 爲 さんと 欲 

する も 爲す能 はざる 大 なる 且つ 確實 なる つ 永久 的の 傳道 を爲す こと を 得る ので ある、 靜 かに、 且つ 

ぎ早獨 で、 聖書に 由て、 聖靈に 導かれて、 野の 道に、 小川の 邊に、 最も 效能 ある 傳道は 行 はる 、ので あ 

る 0 

殊に 注意すべき は ピリ ボが 大臣 を 怖れたかった 事で ある、 彼 は禮を 失しなかった、 然し 乍ら 大臣た 

れば とて 明かに 彼に 主ィ H ス キリスト を說 くこと を撣ら なかった、 而 して 大臣 は 喜んで 傳道 者の 一一 一一 n に 

聽き、 ィ H スを 信じて 數 多の 從 者の 目前に 於て 悔改の パプ テス マ を 受けた ので ある、 而 して 後 「寺 人 

喜びて 其 路を往 けり」 と ある (三十 九 節)、 大臣 とても 人で ある、 其 心の 深 所に 於て 一一 一一 n ひ 難き の 寂寞 を 


感じ 神 を 求む る 人の子で ある、 彼 とても 眞の 福音 を 聞かされて 喜ばざる を 得ない ので ある、 然るに 今 

の 信者 は、 殊に 敎會 信者 は、 大臣の 贊成を 求む る を 努めて 之に 福音 を說 くこと を爲 さない ので ある、 

彼等 は實際 大臣 を キリスト 以上の 者と 見做し、 彼に 福 昔の 保護 を 求めて、 罪の 悔改を 迫らない ので あ 

る、 故に 大臣 は 福音 を賤視 めて 止ます、 彼 は 叉 終生 救 濟の恩 惠に與 かる ことが 出来ない ので ある、 是 

れ 神に 對す るの 不忠であって、 又 大臣に 對 する 不實 である、 今の 宗敎. 1}^ は 大臣に 媚びて 神に 反き 人 を 

辱 かしむ るので ある。 

此 喜ばしき 傅 道 を 終りし 後に 「主の 靈 ピリ ボを引 去る」 と ある >  「引 去る」 と は 「攫 去る」 の 意で 

ある、 鷲が 其 獲物 を摟 去る の狀 をい ふので ある、 ピリ ボは 多分 聖 靈に强 いられて 大臣と 離れざる を 得 

ざるに 至った ので あら ふ、 大臣 は 多分 彼に 同伴 を 乞 ふたので あらう、 ピリ ボも 亦斯 かる 改 信者 を 得て、 

彼と 偕に 注いて 阿弗利加 傳道を 試みた く 欲 ふたで あらう、 然し 乍ら 聖靈は 此事を 許さなかった ので あ 

る、 「神 は 御自身に 屬 する 者の 氣附を 取り 給 ふ」 (Gcd  will  take  care  of  His  own)、 大臣と H テ オビ 

ャ國と は 神の 御手の 巾に 在った、 ピリ ボは其 救齊に 就て 心 を 配る に 及ばなかった、 故に 主の 靈 ピリ ボ 

を 無理 無 體に攫 去った ので あらう、 無慈悲なる 恩惠 深き 靈 よ ， . 

ァ シドド にて ピリ ボに 遇る 者 あり、 彼れ すべ て 邑鄉を 經て福 昔を宣 傅へ て カイ ザ リャに 至れり 

と ある C 四十 節〕、 ガザの 附近に 於て H テオ ピャ 國の 大臣に 離れて 後の ピリ ボの 行動に 就て 誰も 知る 人 

はなかった、 唯 北の方 ァシド ドの邑 に 於て 彼に 遇 ひし 者が あった、 歡 喜に 滿 ちて ピリ ボは 獨り靜 かに 

到る 所に 彼れ 獨特の 幅 昔 を宣傳 へた、 而 して 使徒 敎會の 所在地なる H ルサ レムに 歸ら すして、 雲の 

花 人 あく シャ a ンの 平野の 北に 盡 くる 邊に 海に 臨んで 建てられし カイ ザ リャの 市に 彼の 居 を 定めた. 彼 
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むすめ 

は此 所に 靜 かなる 家庭 を 作り、 彼に 預言す る 四 人の 女 ありて、 彼の 樂 しき 傳 道を援 けた (行 傳サ 一章 

九 節)、 是れ なん 後年 バウ 口が コ リントより エルサレム に 上らん とて 船 を カイ ザリ ャに附 けし 時、 數日 

の 問が f 仃の t 勞を 休めし 所で ある、 ピリ ボはス テパノ の 如くに 血 を 以て 福音 を證明 しなかった、 又パ 

ゥ n の 如くに 廣く 世界 を跺涉 して 到る 所に ィ H スの御 旗 を 翻 へ さなかった、 然し 乍ら 兩 者の 間に 立て _ 

ユダヤ 國 以外に ー步 十字架の 旗 章 を 進めた、 實に 異邦 傳道 先登 第一 の 功績 は 之 を 傅 道 者 ピリ ボに歸 す 

べきで ある。 


パゥ ロ傳の 一部 

一 バウ 口 の 矛盾と 偉大 

使徒行傳十六^3M  —  ー 一節 

或る 宣教師が 曾て バウ 口 の審を 「ハウ 口 偉ら いの 人」 と 呼んだ との 事で ある。 我等 は 彼 を r ハウ a 

矛盾の 人」 と 呼んでも 可い と 思 ふ。 パゥ 口が 書き、 叉 バウ 口に 就て 書かれた る 聖書の 言 を 讀んで 彼に 

矛盾の 多かった 事が 判明る。 其 一が 玆に 記された る テモテ に 割禮を 授けた る 事で ある。 其 少し 前に、 

パゥロ は M ルサ レム 會議に 於て 彼の 弟子た るテ ト ス に 割禮を 授けられん 事 を斷然 担んだ。 「我と 偕に 


在りし テ ト ス は ギリ シャ 人なる に尙ほ 之に 割禮を 受けさせ ざり き …… 我等 一 時 も 之に 服す る 寧 をせ ざ 

りき、 此 は福晋 の眞理 恆に汝 等と 偕に 在らん こと を 欲すれば 也」 と 彼 は 加 拉太書 二 章 三 節 以下に 於て 

言 ふて ゐる。 然るに テモテ の 場合に 於て は、 彼の 母が ユダヤ人な りしとの 理由 も ありたら うが 「ュダ 

ャ 人の 爲に 彼に 割禮を 行へ り」 と 記いて ある (行傳 十六 章 三 節〕。 此は 如何に 見ても 矛盾で ある。 エル 

サ レム に 在る ュ ダャ 派の 信者が 此事を 聞いたならば さぞ かし 怒った 事で あらう。 若し パ ゥ 口に テモテ 

に 割 禮を授 くるの 心が 有ったならば、 何故 其 心 を M ルサ レム 會議に 於て 表 はさなかった 乎。 彼 は iSf に 

が  いぢ わるもの 

我を張り 通す を 以て 主義と する 意地 惡 者ではなかった 乎と。 今日の 我等 も バウ n に 就いて 斯く 一一 一一 c ひて 

問 違ない と 思 ふ。 

然し 乍ら I;,! れパゥ a の 一 而を 知って 他面 を 知らない 言で あると 思 ふ。 正確に 云へば、 此は 確かに 彼 

の 矛 居であった。 然れ ども 屮： 義の 上に 立つ 矛盾であった。 彼 は旣に キリストの 福音に 依りて 律法 依 „ぉ 

に超趟 した。 彼が コ リン ト 前書 七 章 十九 節に 於て 曰へ るが 如し。 

割 禮を受 くる も なく、 割禮を 受けざる も 益な く、 ゆ 神の 誡を 守る 事な り。 

と U 「神の 誡」 と は 「愛」 である。 祌を 愛し 人 を 愛する 事で ある。 是れ ありて 割禮、 非 割禮は 問題な 

ら すと バウ 口 は玆に 一一 E うたので ある。 そして テ トス の 場合に 於て 彼が 非 割禮を 主張した の は、 「幅 昔 

の 眞现汝 等と 偕に 在らん 爲 なり」 と ありて、 異邦 信者の 爲に ユダヤ人の 束縛 を 離れた る 自由の 福音 を 

維持 せんが 爲 であった。 テモテ の 場合に 於て は、 彼の 母が ユダヤ人 でありし との 理由に 依り、 ユダヤ 

人の 反對を 避け、 同時にまた彼等の問に福昔の^^播を容易ならしめんが爲でぁった" 政略と 云へば 政 

略で ある、 矛 teT と 云へば 矛 である。 然し 乍ら 是れ 愛の 矛盾であって、 贵 むべき 美 はしき 矛盾で ある- 
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バウ P は 曾て 彼の 傅 道の 方針に 就て 曰うた。 

ユダヤ人に は 我れ ユダヤ人の 如く なれり、 是れ ユダヤ人 を 得ん 爲 なり。 律法の 下に 在る 者に は、 

我れ 律法の 下に 在る 者の 如く なれり、 是れ 律法の 下に 在る 者 を 得ん 爲 なり。 律法な き 者に は 我れ 

律法な き 者の 如く なれり、 是れ 律法な き 者 を 待ん 爲 なり。 …… 凡ての 人に 我 は 凡ての 人の 狀に循 

へり、 是 れいかに もして 彼等 數人を 救 はん 爲 なり。 

と (コリ ント 前書 九 章廿— サニ 節)。 バウ 口 の 此言を 以て 彼 を 無 主義 無節操 を 以て 責めて 責め 得られない 

事 はない。 然し 彼は斯 かる 詰責に 對し 痛痒 を 感じなかった であらう。 そ は 彼 は 愛の 故に 斯く爲 した か 

ら である。 詩人 ホヰッ ト マンの 一 句に 曰く 「我に 矛盾 あり、 そ は 我は大 なれば なり」 と。 キリストの 

僕たり しパ ゥ ：！ は 斯くは 言はなかった。 然し 矛盾の 故 を 以て 敵が 彼 を 攻めし 時に 彼 は 言うた であらう 

「我に 矛盾 あり、 そ は 我はィ ェ スの僕 なれば なり」 と。 

OOO00000000000000000000000O0O000000000OO 

縱し 割禮の 事に 於て パ ゥ 口 に 矛盾が 有った とする も 彼は傳 道の 大方 針に 於て 誤らなかった。 彼 は 彼 

の 一生の 問に 大羅馬 帝 國を敎 化せん と 企た。 そして 其 目的 を 達せん が 爲には 彼に 區々 たる 小 問題に 縛 

られ す、 情實を 退け、 萬 難を排 して、 彼の 傳道 旅行に 就いた。 スリ ャを發 し、 キリ キヤ を 過ぎ、 ガラ 

テャ、 フル ギヤ を經て アジ ャに 入り、 ビテ ニヤに 人らん と 欲して 禁 めら れ、 終に 卜 ロア スに 至り、 一 

葺水を 隔て k 歐羅巴 大陸に 對 して 立った。 玆に 一 人の マケド -ー ャ 人の 幻影 は 彼に 現 はれ 「マ ケド -ー ャ 

に來 りて 我等 を 助けよ」 と 言 ふ を 聞いた。 マケド 一一 ャは 歐洲が ：亞 細 亜に 接する 所で ある。 マケド 二 ャ 

人の バウ 口 を 招け る は、 歐洲が 彼 を 招く のであった。 パゥ& は 亞細亞 人であった。 彼 はん 「や キリスト 

の 福音 を 齎らして 歐洲に 渡らん として ゐた。 福音の 眞理を 以てする 欧洲の 征服が 今や 彼に 委ねられた 


4* つす ぐ 

s^^o 彼 は マケド 一一 ャ 人の 招きに 應 じて 起った。 トロア ス より 船出して 眞 直に サモ トラ ケに 至り. 

次の 日に ネアポリスに 着き、 彼處 より ピリ ピに往 いた。 玆に福 昔 はパゥ 口に 由り て 亜細亞 より 歐洲に 

渡った。 そして 爾後 一 一千 年 21 歐洲の 人心 を 支配した。 偉大なる パゥ 口よ！ まことに 「パゥ & 偉ら い 

の 人」 である。 此 人に 割禮の 事に 關し 矛盾が あり たれば とて 世界人 類 は 彼 を 責めない。 小人の 眼 は 小 

なる 矛盾 を 見る に 鋭く、 犬なる 調和 を 見る に 鈍い。 行傳の 著者 は 事實を 記して 我等 をして 能く バウ C 

を 了解す るの 针料を 供して 吳れ た。 

「バウ 偉ら いの 人」、 r ハウ n 矛盾の 人」、 バウ a 歐洲の 改造 者 ハウ u 世界の 大 敎^。 

聖 靈 の 指導  . 

十六 章 六 節より 九 節までに 驚くべき 記事が 三つ ある。 パゥ& は アジアに 傳道を 試みん とせし 時に 聖 

靈に禁 めら れ、 ビテ 一一 ャに往 かんとせ し 時に ィ H スの靈 之 を 許さす、 終に トロア スに 到り たれば 對岸 

歐 洲マケ ドー ーャ 人の 幻影 は 彼 を 招き たれば、 之に 應 じて 西の方 歐洲に 渡りたり と 云 ふので ある。 聖靈 

イエスの 靈、 幻影と 云 ふ。 何れも 近代 人の 受納れ ざる 詞 である。 今兹に 之を說 明す る も 無) 兪 である。 

バウ u の 心理 狀 態に 普通の 人の 解し 難き ものが あったら しく、 故に 斯 かる ことが 實 際に 彼に 在った と 

認む るより 他に 途 がない。 然れ ども 大切なる 事は斯 かる 方法に 由て 彼の 行動が 支配され た 事で ある。 

そして 其 行動が 人類の 歷史に 影響した 事で ある。 此時 若し パゥ ti が アジア (アジ ャ 州であって アジ ャ 

大陸で ない) に 止まったならば 如何？ 或は 叉 アジ ャ より 東の 方黑 海に 添うた る ビテ- 一 ャに往 きしな 

らば 如何？ 是れ 福音の 逆行であって、 或は 其れが 爲に 基督 敎は 世界の 宗敎と 成らす して 終った 乎 も 

バウ B 傳の I 部  =1 五 
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解らない。 バウ 口 も 人であって、 成るべく 故鄕に 近き 國々 に傳道 せんとせ し は 情で ある。 然れ ども 神 

と 人類と は 彼が 彼の 情に 背き、 廣く 西の方 歐洲に 飛躍 せんこと を 要求し，. た。 故に 亞細亞 に 止まる こと 

を 禁ぜられ、 欧洲に 渡る こと を， M 慂 せられた ので ある。 文明 は 常に 西に 向 ふとの 法則に 從ひ、 文明の 

某： 礎た る キリス 卜の 福 昔 は 玆に强 いて 西に 向けられ たので ある。 まことに 明白なる it の 指導であって、 

此 指導が あり たれば こそ 基督 敎は 世界の 宗教、 殊に 文明 國の 宗敎と 成った ので ある。 若し 此 時に 此指 

導な く  * バウ a が アジ ャ 州に 止まり、 又は ビテ 一一 ャに往 いて、 マケ ドー ーャに 渡ら ざり しなら ば、 世界 

の 歷史は 全く^の もので あつたに 相違ない。 攝理 とは斯 かる 事 を 指して 云 ふ。 その 當 時には 實に 小事 

なる が 如く 見えし も、 後に 至って 考 ふれば 實に 大事であった 事が 判明る。 使徒 行 傅、 實は祌 行傳、 又 

は聖 靈行俾 であると は 此事を 云 ふので ある。 

福音の 進路 は 常に 如此 くにして 示された ので ある。 人の 計畫が 成った のでな くして 神の 御 計 畫が成 

つたので ある。 我等 は 度々 我等の 計畫を 妨げられ、 進路 を 遮 ぎら る。 或は 思 はざる 方面より 招かれる。 

斯 かる 場合に 於て 祌 御自身が 我等 を 導き 給 ひつ k あるので ある。 信者に 取り、 「風の 吹き ま はし」 叉 

は 「境遇が 然 らしめ た」 と 云 ふは實 は聖靈 又は ィ H スの靈 に 導かれた との 事で ある。 私自身の 生涯に 

於ても 斯 かる 事 は 幾度 もあった" その 時 は 禁ぜられ、 許されす して 悲しかった。 然し 乍ら 後に 至って 

神が 私 を 導き 給 ひし 事 を 知った。 


二 ピリ ピ傳道 

使徒 行 偉 十六 章 十一 節 以下 

バウ n は 福音 を窗 らして 歐洲に 渡った。 然し 獨り 渡った ので はない、 シ ラスと テモテ の 外に 誰か f 

彼に 伴った。 其 事 は 第 十 節 以下 數 節に 涉り 「彼等」 と 云 はすして 「我等」 と 云 ふに 依て 判明る。 「彼 

ii** ろし  〇 0  0  0 

が 幻影 を 見し 後 我等 誠に 主の 我等 をして マケド 一一 ャ 人に 福音 を宜 べし めんと 我等 を 召 給 ふこと を 推量 

りて 云々」 と ある。 玆に 記者が 一行に 加 はりし ことが 刹 明る。 使徒 行傳の 記者 自身が 玆に 自己の 赏驗 

を錄 しつ k あると 云 ふの が 普通の 見方で ある。 記者 は 多分 ルカであった らう。 彼 は 幅 音が： ci 細" 亞を離 

れて歐 洲に涉 りし 此大 切なる 時期に 於て バウ 口 の 一 行に 加った ので あらう。 或は ルカ 自身が 幻に。 ハウ 

"に 現 はれて 「マケ ドー 一 ャに涉 りて 我等 を 助けよ」 と 云 ひし 其 人であった らうとの 見方 も ある。 何れ 

にしても 奥床しき 記事で ある。 玆に短 かしと 雖も 記者 自身の 自敍傳 の 一 部の 揭 げられ し を 見る。 そし 

て 同種類の 記事 を 第一 一十 七 章 以下に 於て 見る。 使徒 行 傅が 其 大體に 於て 信頓 すべき 歷 史的 記事で ある 

事は此 一 事に 依て 證明 せらる。 

バウ 口 はマケ ドー ーャに 上陸した。 然し 例に 依り 小邑を 顧す して 大 都に 向って 進んだ。 ネアポリスに 

^まらす して ピリ ピに 行いた。 そして 此 所に 止まる 數日 にして アム ピボ リス 及び アポロ 一一  ャを 過ぎて 

テサ 口  ニケに 至った (十七 章 一節)。 恰 かも 大將 軍が 兵 を 率ゐて 敵國を 征服 せんとす る 時の 如くで あつ 

て、 福音 を 以て 樞要の 地 を 占領して 以 K 勝利 を完 うせんと した。 先づ 第一 に マケド -ーャ は羅馬 帝國ニ 
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十有餘 州の 內、 有力なる 分割 區 域の 一 であった。 之 を 征服す る は 全體の 上より 見て 必要であった〕 故 

に バウ ：1 は 大いに カを此 州に 注いだ。 此は その 當 時より 三百 年 問 前に 歷山 大王 を 生んだ 州であって、 

一時 は 世界の 半分が 彼の 配下に 屬 した。 人種 は 3- 等で 文明の 行渡った 州であった、」 ピリ ピは 大王の 父 

ビリピ に 由 て 改築され し 都市で あって、 彼が 之に 附す るに 自己の 名 を 以て した 名邑 である。 常時 は羅 

馬の 植民地であって、 市の 有力者 は羅馬 人であった。 マケ ドー ーャを 征服して 羅馬 帝國の 征服 を)  1K け、 

ビリビ を 占領して マケド 一一 ャのー i 音 化 を 進めん とする のであった。 パゥロ の戰略 はナボ レオン の それ 

と 同じく 悉く 適 中した。 新約聖書に 腓立比 書 ありて 永久に の 名を存 した。 

** ち 

パゥ n の 一行 は ピリ ピの 市に 入り、 常例に 循ひ、 先づ其 地の ユダヤ人に 傳 道した。 ピリ ピに會 堂 は 

なかった、 然し 市外の 河畔に 祈禱 所があった。 彼等 は 其 處に集 ひ 来れる 婦人 等に 福 昔 を 語った。 |g 衆 

むら？ きね の あきな  まち 

の 一人が 「紫 布 を售ふ テア テラの 邑の 商人に て 祌を敬 ふ ルデャ と名づ くる 婦人」 であった。 主が 彼女 

の 心 を 啓き 給 ひて、 彼女 は 信者と なりて パプ テス マ を 受けた。 玆 に歐洲 大陸に 於て 福 昔の 初 穗が刈 獲 

れた。 そして 夫れ が 婦人であって、 而 かも 商人で あつたと 云 ふ。 爾來 歐洲に 於て 何千 萬 或は 何 惊と云 

ふ 基督 信者が 起った。 そして 其 第一 が 商人の ルデャ 女であった。 初穂に 由て 牧穫を 知らる。 爾來ニ 干 

年間 歐洲人 の 宗敎は 家庭 を 基礎と す る 平信徒の 基督 敎 であるとの 事であった。 此は實 に 善き 前兆で あ 

つた。 雨 來歐洲 人の 信仰 は 平信徒の 婦人に 委ねら るべ くあった。 ク リソス トムの a アンス ー サ、 ァゥ 

ガス チンの 母モ I 一力、 ル ー テルの 母 マ， 'ガレット、 ゥ H スレ ー の a! ス ー ザン ナ 等が 歐洲人 を 支配す ベ 

くあった。 そして パゥ a 自身の 傳 道が 學者 市の ァテ ンに 於て 失欧 して 商人 市の コ リン トに 於て 成功せ 

しが 如くに 歐洲の 基督 敎は 大體に 於て 學 者に 受けられ すして 商人 農夫 職工の 問に 榮 えた。 そして 其餘 


流 を 受けし 日本に 於ても、 福音 は學士 博士 其 他所 謂 知識階級に 受けられ すして、 手足 を 以て 働く 所の 

000  0OOO0OOOOC0000O  00  0OO0OOCOO0 

民衆の 問に 榮 えて 行く を 見る。 世界の 傳道史 に 於て 特筆大書すべき 事 は、 歐洲に 起り し 最初の 基督 敎 

OO0000000OOOO000OO0O0O0000 

信者が ピリ ピ の 商人 ルデャ と 名く る 婦人であった 事で ある。 

ルデャ と 彼女の 家庭に 足が &りを 得て バウ 口の 一行 は更 らに傳 道の 歩 を 進めた。 そして 計らす も異 

敎の 迷信と 衝突した。 営 時 何れの 處 にも 卜筮 師が 居った、 そして 主として 婦人が 其 職に 居た。 バウ：： 

が此巫 をして 無能なら しめし 結 菜と して 市に 大 騒動が 起った。 それが 爲に バウ o とシラ スとは 獄に投 

ぜられ た。 然るに 奇跡に 由て 救出され、 獄吏 は改 信し、 彼と 其 一家と は 信者の 群に 加 はった。 バウ a 

は兹に 彼の 羅馬巿 民權を 利用し、 揚々 として 巿を 去った。 多分 ピリ ピ傳道 は 行傳が 示す が 如き 簡 短な 

る 者ではなかった であらう。 何れに しろ 鼓に ピリ ピ敎會 が 起った。 それが 如何なる 信者の 團體 であり 

し 乎 は ピリ ピ 書の 能く 示す 所で ある。 バウ 0 をして かの 愛情に 充溢る、 書簡 を 書かし めし 理由 を、 彼 

と此 地に 起り し 信者との 問に 起り し 愛の 繁 ぎに 於て 探る ことが 出来る。 前に ュ ダャ 派の 爆 動 者に 由て 

ガラテ ャ敎會 との 關係 を擾 され、 後に は H ぺソ 敎會は 他の 使徒に 屬す るに 至りし と雖 も、 ピリ ピ敎會 

は 終りまで 彼の 忠實 なる 友人 又は 後授 者と 成りて 存 した。 

俳 立 比 書の 一 瞥 

パゥ a の ピリ ピ傳道 を 研究した 序に^ 立 比 書に 就て 一 一一 一一 11 して 置く 必要が ある。 之に 由て 彼が 彼 地に 

如何なる 幅 音を傳 へた 乎、 叉 彼の 傳 道に 由て 如何なる 信者が 起った 乎、 それ 等 を 窺 ふ 事が 出來 る。 啡 

立 比 書 は 啡利門 書と 共に パゥ コ 書簡の 內で 最も 書簡ら しい 書簡で あると 云 はれる。 他の 書簡 は 教義に 

バウ 0 傳の 一部  三 九 


使徒 行 傅 IS 究  ra〇 

就き. 敎會 整理に 就き 記して あるに、 玆には 主として 友情が 披瀝して ある。 「我が 愛する 所、 慕 ふ 所 

の 兄弟、 我の 喜び、 我の 冕た る 我が 愛する 者よ」 と 云 ふの 類で ある (四 章 一節 )o バウ 口 は 亦 ピリ ピの 

信者が 遙々 人 を 遣 はし 物 を 贈りて 彼を羅 馬に 於け る 牢獄に 慰めし 其 好意 を 謝して 曰うた。 

ピリ ピ 人よ、 汝等も 亦 知る、 我が 福音 を傳 ふる 始め マ ケド- ーャを 離れ 去る 時、 物 を 贈りて 我 を 助 

けし 者 は唯汝 等の み、 他の 敎會 は此 事な かりき。 汝等は 我が テサ II - ーケに 在りし 時 一度なら す 二 

度まで も 人 を 遣 はして 我が 乏しき を 助けたり。 我れ 贈物 を 求む るに 非す、 唯汝 等の 益になる 菜の 

繁 からん こと を 求むな り (S 章 十五 —十七 節) 

と。 以 つて ピリ ピの 信者が バウ 口に 取り 如何に 親しき 情 かしき 者であった 乎が 判明る。 信仰 は 信仰で 

ある、 友誼 は 友誼で ある、 而 して 友誼に 信仰が 加 はる 時に 最も 親しき 關 係が 成立す る。 

バウ P は敎 義を敎 へた、 然し 敎義 を敎義 として 敎 へなかった。 敎義を 道德の 基礎と して 敎 へた。 神 

學 者の 所謂 キリストの 先在、 神性、 受 肉を敎 へた" 然し 此は單 に 奇異なる 奥義で ない、 直に 以 つて 信 

者の 行爲に 適用す ベ き眞理 である。 其 一 例が 常に 神學 者を惱 ます 所の 一 一章 一 節 以下 十一 一節まで ドーめ る" 

此 は神學 上の 大 問題で ある、 叉 聖書 解釋上 の 大難、 關 である。 

彼 は 神の かたちに 居りし かど も自 から 其 神と 匹く ある 事を棄 難き 事と 思 はす、 反って 己を虚 うし 

僕の かたち をと りて 人の 如く 成れり (六、 七 節) 

難解の 言葉で ある。 神の かたちと は 何で ある 乎。 「體」 と舊 譯は譯 し、 「貌」 と 新 譯は譯 す。 希險語 

にて は モルフ ェ ー である。 其 キリストが 「人の 如き 形狀 にて 現 はれ」 と 云 ふ。 「形 狀」 は 原語に て は 

スケ ー マで ある.。 モルフ H 1 とスケ ー マの- R 別、 其れが 言語 學 上の 大 問題で ある。 そして 祌と 匹し く 


ある 所の キリ ストが 己を虛 うし 給へ りと 云 ふ。 無き ものと 成り 給へ りと ニム ふ。 然 らば キリ スト 地上 臨 

在中 は 三位の 祌はー 一位で あり 給 ひし かとの 問題 も 起る。 如此 くにして 此の 美 はしき 書簡 は敎義 討論の 

材料と 化する ので ある。 然し 乍ら バウ II はそんな 目的 を以 つて 之 を 書いた ので はない。 彼 は ピリ ピの 

信者に 謙 涯を敎 へんと して、 其 模範 を キリストに 取るべき を敎 へたので ある。 基督 敎 信者 は 人に 傚 は 

すして 神に 傚 ふべ しと は。 ハウ a の敎訓 である。 r 汝等 愛せら る、 子供の 如く 神に 傲 ふべ し」 と H ぺソ 

書 五 章 一節に 曰 ふ。 其 如く 此の 場合に 於て、 彼 は ピリ ピの 信者に 謙遍の 義務 美 德を敎 ふるに 方て， 範 

を 神 御自身に 取った ので ある。 三位 一 體と云 ひて 道德を 離れた る敎義 ではない。 人道の 根抵は 之を祌 

性の. 奥義に 探るべし と 云 ふので ある。 

三 章 一 一十 節 以下に 於て キリス トの 再臨 を敎 ふるに 於ても 同じで ある" W 臨 は 在る 乎 無い 乎の 問題で 

ない 。望に 溢れて 凡ての 困難に 打 勝つべし と 云 ふので ある。 

我等の 國は 天に 在り、 我等 は 救 主 卽ちィ H スキ リストの 其！！ より 來るを 待つ。 彼 は 萬 物 を 己に 從 

はせ 得る 能力に 由り て 我等が 卑しき 體を化 へ て其榮 光の 體に 象らすべし 

と。 再臨の 敎義を 以て 傳 へられた る 絶大の 慰で ある。  . 

そして 最も 美 はし いのは 四 章 六 節 七 節に 於け る 祈 禱に關 はる 勸吿 である。 

何事 を も 思 ひ 煩 ふ 勿れ、 唯 毎 事に 祈 禱し懇 求 をし 感謝して 己が 求む る 所 を 神に 告げよ。 神より 出 

おも ひ 

て 人の 凡て 思 ふ 所に 過る 平安 は汝 等の 心と 意をィ H ス キリ ストに 在りて 守らん。 

多分 祈 禱に關 はる 敎訓 にして 之よりも 完全なる 者 は あるまい。 私 は 之 を 最も 常識に 適 へ る敎 であると 

云 ふ。 心配の 事 は 大小に 關 はらす 神に 告げよ、 然 らば 平安 汝 等に 臨まん と 云 ふので ある" 汝 等の 祈願 
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おも ひ 

は 悉く 聽 かるべし と は 云 はない、 平安 汝 等の 心と 意 を 守らん と 云 ふ。 斯 くして 祈禱 は祈禱 以上に 聽か 

る、 ので ある〕 且又 祈り は 祈 禱と懇 求と 感謝と であると 云 ふ。 祈 禱は自 已を虚 うして 神に 賴る 心の 狀 

態で ある、 懇求は 祈願で ある、 そして 之に 過去の 恩 惠に對 する 感謝 を 加 ふ。 斯 くして 完全なる 祈禱が 

成立す る。 大抵の 人の 祈禱は 第一 一の 懇求 である。 第 一 と 第三と が缺 けて ゐる。 パゥロ は 一 言の 中に 祈 

禱の 全部 を言盡 して ゐる。 殊に 「毎 事」 の 一 語に 注意 を 要ず る。 大事 も 小事 も 萬 事 萬 端 を 神に 告げよ 

と 云 ふ。 小兒が 有りと 有 ゆる 事 を 母に 吿 ぐるの 類で ある。 聽 かる 聽 かれぬ の 問題で ない、 唯 神に 吿ぐ 

るので ある。 知らす るので ある。 然 らば 人の 凡て 思 ふ 所に 過ぐ る 平安 は キリストに 在りて 信者の 心と 

意と を 守らん と 云 ふ。 平安 は 心 を 占領して 餘 念の 之 を 1 す こと 無 けんとの 事で ある。 信者の 實驗其 儘 

である。 

三テサ ロニ ケ傳道 

使徒 行傳 十七 章 一 —十 節。 テサ a  - 一  ケ 前書 一 章。 

パゥ 口 は ピリ ビを逐 はれ、 アム ピボ リス 及び アポロ 一一  ャを經 てテサ ロー ーケに 至り、 此 所に 傳 道を始 

めた。 テサロ 一一  ケはマ ケド 一一 ャの 首府であって、 貿易 市場であった。 パゥ n は 彼の 傳道 地と して 常に 

斯 かる 場所 を 選らんだ。 市街の 人な りし 彼 は田舍 よりも 都市 を 好んだ。 テサ n 一一  ケは マケド 一一 ャの首 

府 であり 貿易 市場であった。 そして コリ ントは ァカャ に 於て、 H ぺ ソは アジ ャに 於て 同 一 の 地位に 在 

つた。 そして 三者 孰れ もパゥ II が 其 精力 を 注いだ 所で ある。 田舍は 修養に 好く、 都 會は傳 道に 適す。 


眞现の 種を播 かんと 欲すれば、 都き に 於て 爲 すに 若 

く はない。 

バウ n の 習慣と して 彼 は先づ ュ ダャ 人の 會 堂に入り 其處に キリ ストの 幅 音を說 いた。 ィ H ス ま キリ 

V/ るし ふ 

ストなる 事、 そして 彼が 苦難 を 受けて 死より 甦りし 事を說 いた。 此所 にも 亦 彼の 說敎 に應 じて 信者が 

起った。 ユダヤ人の 少數 並に 神 を 敬 ふ ギリシャ 人の 多數が 信仰に 入った。 殊に 注意すべき は 彼等の 內 

に 「少 からざる 貴き 女」 の 在った 事で ある。 ピリ ピに 起り し 第一 の 信者が 婦人で ありし が 如くに、 テ 

サ 口  -ー  ケに 於ても 多くの 婦人が 信仰に 入った。 而 かも 「貴き 女」 であって、 社會に 地位 ある 婦人で あ 

つた。 同じ 事が パ ゥ& のマケ ドー 一 ャに 於け る 第三の 傳道 地たり しべ レ ァに 於て せった 事に 由り、 マ ケ 

ド 一一 ャに 於け る 婦人の 地位の 卑しから ざり し 事 を 知る 事が 出来る (第 十一 一節 參考 )o 眞の 福音 は 常に 

婦人の 地位 を 高む る 者であって、 同時に 乂、 高貴なる 婦人の 迎 ふる 所で ある。 マケド I ーャに 於け る 福 

音の 成功 は 一 には此 理由に 因った と 見るべき である。 

行傳に 由れば。 ハ ゥ 口の テサロ 一一  ケ傳道 は ピリ ピ に 於け ると 同様に 一 場の 迫害 を 以て 終った やうに 見 

える。 然し 單に 迫害の 經驗に 止まらす、 實 質的の 教訓の 之に 伴 ひし 寨は テサ n  一  ケ 書翰 を 讀んで 判明 

る。 新約聖書に 牧 めら れし 二通の 書翰に 由り、 バウ 口が テサ a 一一  ケに 傅へ し 福音の 如何なる 者で あり 

し 乎 を、 極めて 明瞭に 知る 事が 出来る。 至って 簡 短なる 福 昔で あつたが、 而 かも 能く 福音の 要旨 を 言 

盡 したる 者であった。 テサ口  -ーケ 前書 第一章 を 其 極概と 見て 謬り ない と 思 ふ。 バウ 口 は 彼等に イエス 

の 「主」 たる こと を敎 へた。 卽ちィ H スが 父なる 祌と對 等の 地位に 在る 者なる を敎 へた。 「父なる 神 

及び ィ H キス リストに 在る 敎會」 と 云 ひ、 「父なる 神 及び 主 イエスキリストより 汝等恩 惠と平 康を受 

けよ」 と 云 ふ。 此はィ H スは祌 と 等しく あると 云 ふと 同然で ある。 又 バウ 口 獨特の 信愛 望の 三 德を主 
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張し、 之 を 美 はしき 言葉 を以 つて 述べて 云うた。 

信仰に 由り て 行 ひ、 愛に 由り て勞 し、 我等の 主 イエ ス キリスト を 望む に 由り て 忍び (第三 節〕 

と。 信仰 は 行 爲に現 はれ、 愛 は 信者 を驅 つて 義務の 要求 以上に 勞 せしめ、 望 は 忍ぶ こと を爲 して、 凡 

の 忠難 反對 に克 たしむ と。 福 昔 は そ の 初めより 理窟で なぐし て實 行であった。 而 かも 無意味 の 實行 で 

なかった。 神との 深い 關 係に 由る 實 行であった。 パ ゥ tl は 信望 愛 を 美 はしき 三つの 思想と して 傳 へな 

かった。 赏 行に 現 はれざる を 得ない 生命の 原现 として 說 いた。 

バウ ti のテサ n 一一  ケ傳 道の 特徵は 彼が 特に 「望」 に 重き を 置いた 事で ある。 望と は單に 望む 事で な 

かった。 「神の 子の 天より 臨る を 待つ」 事であった。 4- 日の 言葉 を 以て 云へば 「キリストの 再臨」 で 

あった。 。ハウ 口 は キリストの K: 臨に 就き、 多く、 强く、 テサロ 一一  ケ 人に 說 いたらし く ある。 其 事 は 前 

後 の 兩 書翰に 於 て、 彼が 澤 山に 此 事に 就いて 記して ゐ るので 判明る。 前書 第 四 章 十 三 節 以下が それで 

ある" 後書 第二 章 全部が それで ある。 其 他、 兩 書翰の 全部に 漲る 精神が 再臨 待望の 精神で ある。 

願く は 平安の 祌 御自身が 汝等を 全く 潔くし、 又汝 等の 全 靈全生 全身 を 守りて 我等の 主 イエ ス キリ 

ス トの 臨らん 時に 咎 なから しめ 給 はんこと を 

と 云 ふの が此 精神で ある (前書 五 章 サ三節 )o テサ 0  -I ケ前 後書、 之 を 再臨 書翰と 稱 する 事が 出来る。 -冉 

臨 を 否定して 美しき 是 等の 書翰 を 味讀す る 事 は 出来ない。 

バウ 口が 異邦 到る 處に 於て 鬪 はざる を 得ざる 敵 は 二つあった、 卽ち 偶像と 娃 とであった。 二者 は 

赏は 一 であった。 姦娃の 後楣は 常に 偶像であった、 又偶像は>^^娃と共に繁昌した。 故に 一 一 者 は 同 一 の 

敵であって 一 を 幾 さすして 他 を繁す 事が 出来なかった。 そして パ ゥ 口の テサ a 一一  ケ傳 道の 一 面 は 偶像 


裹娃の 攻撃であった。 「汝 等^ 像 を棄て 祌に歸 して 活ける 眞の 神に 事へ」 と 云 ふて 居る (前書 一章 九 節 )o 

又 曰 ふ 「祌の 要め 給 ふ 事は是 なり、 卽ち汝 等の 潔 からん 事な り、 卽 ち姦娃 をせ す …… 神 を 知らざる 異 

邦人の 如く 情慾 を放縱 にせす 云々」 と (前書 四 章 三— 五節 )o そして 是れは 決して 小事でなかった。 バウ 

口 は 偶像 を 小兒の 玩具た る 罪な き 者で あると 思はなかった。 是れ 汚れの 罪の 現 はれであった。 そして 

バウ 口 は此 事に 關 する 彼の 觀 察に 於て 誤らなかった と m 心 ふ。 

四 ァ テンス に 於け る バウ 口 

使徒 行 偉 十七 章 十六 節 以下 

バウ n は テサロ  二 ケを逐 はれ、 西の方べ レアに 往 いた。 其 處に彼 は 多くの 信者 を 得た。 多くの ュダ 

ャ 人と！！ からざる ギリシャ 人が 彼の 福音 を 受納れ た。 其內に ピリ ピ、 テサロ 一一  ケに 於け ると 同様に 貴 

婦人が あった〕 然るにべ レアに 於け る 彼の 成功が テサ n 一一  ケの ユダヤ人の 嫉妬 を 起し、 彼等 は此 所に 

まで 彼 を 追ひ來 つた。 斯くて 。ハウ 口 はべ レアに も 居られ なくなり、 彼 地の 兄弟 等 は 彼 をして 海岸に 遁 

がれし め、 彼 所より 舟に て ギリ シ ャのァ テン スに適 かしめ た。 バウ 口の マケド 一一 ャ傳道 は 到る 所に 騷 

動 を 起し、 迫害 を 招いた。 然し 傳道 として は 到る 所に 成功した。 テサ ロー ーケ に、 ピリ ピに、 ベレアに 

强き 信者の 圑體が 起った。 依て 知る、 反對 迫害の 決して 無用で ない こと を。 之 ありて 神の 道 は 益々 擴 

がり、 强き眞 の 信仰が 起る ので ある。 前に はステ パノの 死を以 つて 始まりし エルサレムに 於け る 迫害 

め 結果と して、 信者 は ユダヤと サ マリヤの 地に 散らされた りしが、 「散らされ たる 者 ども 徧く往 きて 
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一 i 音 を { 且俾 したり 一 と あるが 如くに、 千 九 百年 後の 今日に 至る まで、 迫害 は 常に 成功せ る傳 道に 伴う 

しるし 

た (行 傳八章 四 節 )o 平穏無事の 傳道は 常に 效 なき 傳 道で ある。 

バウ。 は獨 りァテ ン ス に往 き、 其處に シ ラ スとテ 乇 テ の 來るを 待った。 彼 は 多分 ァテ ン ス傳道 を 企 

てなかった らう。 當 時の ァ テンス は プラト ー、 ァ リスト ー トル 時代の それでなかった。 之に 政治 上 又 

は 商業 上の 勢力はなかった。 然し ァ テンス は 依然として 世界 知識の 中心であった" 或 人 は 之 を 「羅馬 

帝國 の大學 地」 と 呼んだ。 故に 若し パゥ 口の らした 福 昔が 學 問の 一派であった ならば、 之をァ テン 

ス に 於て 擴 むよりも 善き 方法 は 無った であらう。 若し ァテ ン ス の學者 達に、 學 問の 上より 見て 愼値ぁ 

る 者と 認められたならば、 ^界 到る 所に 於て 歡迎 された であらう。 然し パゥ II はそんな 目的 を以 つて 

ァ テンスに 來 なかった。 彼 は 或は 見物の 爲に、 或は 休養の 爲に來 たので あらう。 彼の 目的 は旣 にコリ 

ン 卜に 在った ので あらう。 彼 は學者 町の ァテ ン ス より 何の 善き 物 を も 要求し なかった であらう。 

然るに ァ テ ン ス 滞在 數 日に して パ ゥ n は 沈默を 守り 得なかった。 彼 は 市中 を 見物して 多くの 美術品 

を 見た、 殊に 多くの 彫刻物 を 見た。 巧みに 刻まれた る ギリシャ 諸 神の 像 を 見た。 若し 彼が 美術 鑑賞 家 

であったならば 彼 は 己が 身の 美の 樂 園に 在りし を覺 えたで あらう。 然れ ども バウ 口 は 美術家に 非す し 

て 傳道師 であった。 故に 大 美術家の 作品 を 見ても 喜ばす して 返って 悲ん だ。 彼 は 之に 偶像 崇拜を 見た。 

？っ 

靈 魂の 墮落を 見た。 「その 邑擧 りて 偶像に 事 ふる を 見て 甚 たく 心 を 傷めたり」 と ある a ポ 十六 節 )o 依 

て 思 はす 玆に學 者 俾道を 開始した。 單に ユダヤ人の 會 堂に 於ての みならす ァゴ ラ卽ち 市場に 於て 論じ 

た。 H ピ タリアン 派 及び スト イク 派の 哲鼙者 等 を 相手に 論じた。 然し 彼と 彼等との 間に 一 致の あり 得 

やう 害がなかった。 彼等 は 面白半分に 學理を 探求す る 者なる に、 彼 は 罪の 悔 改めと 救 ひ を說く 者で あ 


つた。 學者 等はパ ゥ の 立場 を 解す る 能 はす、 終に 彼 を 「ァ レ ォ 山の 裁判」 に 告訴した。 バウ n は玆 

に 學理宗 敎の審 判官の 前に 曳 出され、 彼の 思想の 立場 を 訊され た。 そして 彼が 其 處に爲 した 演說が 有 

名なる ァ レオ 山上の 演說 である。 但し 「ァ レ ォ 山の 中に 立ちて」 と ある は誤譯 であらう。 「ァ レ ォ山 

の 裁判」 と は 裁判所の 名であって、 初め 山上に 行 はれし が 故に 出た 名であって、 今 は ァゴラ (市場) 

に 近き 市民の 集合す る 所に て 開かれた ので あらう。 然し 不思議の 裁判であって、 ァ テンス ならでは 有 

り 得ない 裁判であった。 卽 ち學說 宗教の 眞 偽を寐 判く ための 裁判であった。 知識の 高等 法院 であった。 

。ハウ 口 は 此處に 立た せられて 彼の 信仰 を 裁判 かれた ので ある。 

ァ レオ 山 裁判に 於け る バウ 口 の 辯 護 演說の 說明は 之 を 次 囘に讓 り、 今 は 唯 其 結果に 就いて 述 ぶる 事 

にす る。 パゥ 口の 演說の 大體に 就いて 裁判官 も 聽衆も 異論 を唱 へなかった。 神の 有る 事， 人 は 神の 造 

りし 者であって 其 子で ある 事 は、 ギリシャの 學者等 も 略 ぼ 同意す る 所であった。 然し 乍ら、 バウ 口が 

其 演說の 結論と して 

往時に 蒙昧な りし 時 は 神 之 を 不問に 附し 給へ り、 然れ ども 今 は 何人に も 改悔を 命じ 給 ふ。 そ は 神 

旣に その 立て 給 ひし 所の 人に 由り 義を もて 此世 を鞫 くべき 日 を 定め 給 ひ、 此 事に 就きて は 彼 を 死 

より 趟 へ ら せて 其 證しを 凡ての 人に 與へ給 ひたれば 也 

と 述べし や、 會衆騷 然として、 或は 嘲け る あり、 我 は 篤る あり、 或は 再說を 望んで 退場す るの 光景 を 

呈 した。 悔 改と赛 判と 甦り、 ァ テンスの 學者 等に は是は 迷信に あら ざれば 譫 一一 一一 n であった。 是は 彼等の 

學說に は 嵌るべき でなかった。 彼等と バウ B との 間に は 渡るべき 橋がなかった。 彼等 は 彼と は 全く 刖 

の 思想界に 立つ を發 見した (三十、 三十 一節〕。 
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然し ァ レオ 裁判に 於け る。 ハウ 口の 辯 護 演說は 全然 無效 でなかった。 裁判官の 一人が 信者に なった。 

叉ダ マリ スと 名く る 婦人 も 信仰 を 起した。 其 他に も 亦 彼等と 行動 を 共に する 者が あった。 

五 ァ テ ン ス に 於け る バウ 口 の演說 

使徒 行 傅 十七 章 ニニ— 三 一 節 

ァ テンスの ァ レオ 山 裁判に 於け る パゥ& の演說 は、 彼が 前に ルカ ォ 一一 ャの邑 ルス テラに 於て、 彼と 

バ ルナ バ と を 祭らん とせし 其 地の 民 等に 語りし 言に 似て ゐる (行傳 十四 章 十五 I 十八 節 )o 伍し ル ス テラ 

の 民 は 無學の 田夫な りしに 對し、 ァ テンスの 民 は敎育 ある 市民であった。 。ハウ „1 は聽 衆に 應 じて 彼の 

浪說の 趣向 を變 へた U 然し 福 昔の 根本 を變 へなかった d 行傳の 記す 所 は 演說の 概略に 過ぎない、 然し 

能く 其 要點を 悉くして ゐ ると B 心 ふ。 演說は 演者の 信念 を 以て 聽 衆の 心に 訴 ふる 術で あるが 故に、 其 長 

短 は 時と 場合に 依る と雖 も、 其 心 髓は簡 短 明瞭なる を 要す。 パゥ 口の 演說が 其の 點に 於て 模範的で あ 

つた 事 は 行傳の 明かに 示す 所で ある。 

バウ a は 第一 に聽 衆に 對し 篤き 敬禮を 表した。 彼 は 今日の 多くの 官敎 師が爲 すが 如くに 異敎 徒を輕 

蔑し、 其 迷信 を 嘲 けらなかった。 r ァ テンス 人よ、 我れ すべての 事に 就きて 汝 等が 神々 を 敬 ふ 心の 篤 

きを 見る」 と。 是れァ テンス 人の 敬神の 念の 篤き を稱 讚しての 言で ある。 彼 は 市街 到る 所に 偶像の 滿 

ちた る を 見て， その 心に 憤慨 を 禁じ 得なかった が、 去りと て 其れが 故に 市民 を 罵詈 攻撃し なかった。 

偶像 は 敬神の 表徴で ある。 隅 像 崇拜は 無神論に 優 さる 萬々 である。 バウ ti はァ テンスの 市 K の此 敬神 


の 念に 訴 へて、 彼の， 幅 昔を宜 ベた。 是れ 適切なる 途 であって、 此 事に 就て は 凡ての 宣敎師 がパゥ P に 

傚 はなければ ならない。 淺 薄なる 歐 米の 宜敎師 が 亜 細 亞に來 り、 先づ其 舊き宗 敎を壞 ち、 然る 後に 彼 

等の 裔ら せる 新ら しき 宗敎を 建てん とする は、 傳 道の 根本 を 誤って ゐ るので ある。 

ァ テンスに 於て 多くの 神々 が 祭られた。 恰 かも 印度 又は 日本に 於け るが 如くであった。 然るに 彼等 

は是 等を以 つて 猶ほ 足れり とせす、 更らに 「知らざる 祌」 の爲に 祭壇 を 設けた。 彼等 は 彼等の 旣に有 

する 神々 の外に彼等の未だ知らざる祌の在る事を認めざるを得なかったと：《^ぇる。 パゥ 口 は Agn5st5 

The5 「知らざる 祌へ」 との 銘 刻の 或る 偶像の 臺 座に 刻まれた る を 見た。 そして 彼 は 此語を 採って 彼 

の 說敎の 題目と なして 語った。 說敎の 題目 は必 すし も 所謂 架 一句と 稱 して 聖書より 之 を 引く を貌ゐ ない、 

偶像の 土臺 石に 刻まれた る 碑文 にても 差 支がない。 祌の子に解放されたるパゥ 0は斯かる|8^-に於ては 

全然 自由であった U 「知らざる 神」、 我れ 其 神を汝 等に 紹介 せんと 云 ふの が、 パゥ 口の 演說の 骨子で 

あった〕 

ァテ ン ス人は 多くの 神 を 有った が 未だ 眞の 祌.^ 知らたかった。 眞の神 は 人に 仕 へらる，^ 者に 非す し 

て 人 を 使 ひ 給 ふ 者で ある。 人に 供養 せらる， - 者に 非して 人 を 養 ひ 給 ふ 者で ある。 凡ての 異敎 徒の 誤 S 

は玆に 在る。 彼等 は 神に 事 ふる を 知って 祌に使 はる i を 知らない。 神に 物を獻 ぐる を 知って、 神より 

萬 物 を 賜 はるを 知らない。 彼等 は 自分の 熟 心と 敬神の 念の 篤き に 由て 教 はれん と 欲する。 卽ち 宗敎の 

事に 於て まで 自分 本位であって 祌 本位で ない。 故に 彼等 は 自分に 似た る 者と して 神の 像 を 作る。 彼等 

の祌は 彼等の 理想 を 描き 叉 は 刻みた る 者に 過ぎない。 偶像 敎是れ 自分 敎 である。 共點に 於て 阿弗利加 

人の 木石 祟拜 と、 近代 人の 自我 主張と、 何の 異なる 所 はない。 宗敎の 事に 於て は、 ァ テンスの 學者達 

バウ B 傳の 一部  ♦  B 九 
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はル カオ 一一 ャの 農民 等に、 其 根本に 於て 何の 優 さる 所がなかった。 

神が 人 を 造り 給うた のであって、 人が 神 を 造った のでない、 故に 人 は祌を 作って はならない。 偶& 

崇拜は 背理の 極であって、 同時に 亦 冒 澄の 極で ある" 其 動機 は嘉 すべし と雖 も、 其の 由て 來 りし 源 因 

を 尊ね て、 其の 思想の 根本的 誤 謹に 出し を 知る。 偶像 崇拜 は斷然 之を錢 せざる ベから す、 是れ 自分 崇 

拜の 表現で ある 故で ある。 神が 人 を 造り 給うた ので ある、 - 一 人より して 萬 國の民 を 造り、 之 を 地の 全 

面に 住まし め、 i 期の 限と 住居の 界と をお め 給うた ので ある。 卽ち 人類の 起源、 其 歷史は 凡て 神の 指 

おに 由る ので ある。 人類が 生き、 動き、 存在すな は 神に 依り 神の 中に 在りて 爲 すので あって、 我等 は 

祌を 離れて 寸刻 も 在る 能 はす 何事 も 爲す能 はす、 神に 包まれ、 神に 懐かれ、 神に 使 はれつ K あるので 

ある。 神と 人との 關係は 如此き 者で ある。 然るに 人 を 神より 獨 立した る 者と して 考へ、 祌對 我れ と 云 

ふが 如き は 根本的 誤 である。 其點に 於て H ピク 口 ス派も ストア 派 も 凡て 誤って ゐる。 諸君 改め 給へ 

と 云 ふが。 ハウ 口 の演說 の要點 であった。 

ァ テンスの 聽 衆は此 まで はパゥ " に附 いて 來た。 然し 彼が，！^ 判と ィ H スと 復活と を 語りし 時に、 彼 

等 はも はや 堪. へ 切れなかった。 此は 彼等に 取り 堪 へられぬ m 心 想 上の ショック (衝動) であった。 バウ 

口が 若し 銜突を 避けん としたならば、 此 場合、 之 を 口外せ ざる を 可とした らう。 然し 乍ら 之 を 言 はす 

して 彼 は 口 を 開く の 要がなかった。 ィ H スの 復活 は 眞の神 を 紹介す るに 方て 必要 缺く ベから ざる 者で 

ある。 單に 有神論 を 以て 無神論 を 撃破す る ことが 出來 ない。 復活せ るィ H スを 知って 眞の神 を 知る 事 

が 出来る。 に 折：： 學の 問題 は 宗敎に 移る ので ある。 


六 コ リント 傳道 其 一 

使徒 行傳 十八 章 一— 四 節  ， 

t ち 

パゥ ロはァ テン スを 去りて コ リントに 行いた。 ァ テン スは 大學の 所在地で 學者 市で あつたに 對し コ 

リント は 純然たる 商業地であった。 同じ ギリシャの 都，^ であった が、 斯 くも 相互に 異なりた る 都き は 

なかった。 ァ テンスに 於て 祭られた る 神はァ テナであった、 智慧、 智識、 藝 術の 神であった。 コ リン 

トに 於て 祭られた る 神 は アフロ ヂテ ー であった、 幸運、 紫 U 曰、 快 樂の祌 であった。 ァ テンスに 於て は 

ェピ タリアン、 スト イク、 其 他の 學 派の 哲學者 等 相 集まりて 學理 上の 議論 を鬪 はし、 惟 新ら しき 事 を 

吿げ 或は 之 を聽く 事に のみ 其 口 を 送りし に反して、 コ リントに 於て は 東西の 商人 相會 し、 或は 賫り或 

は 買 ひて 利 を 得る 事に のみ 其 日 を 送った。 叉 商業地 通有の 弊害と して 多くの 不正が 行 はれ、 ァフ n ヂ 

テ ー 崇拜に 多くの 淫行が 伴うた。 故に 傳道地 選擇の 上より 見て ァテ ン ス の^かに コ リン トに 優りし は 

一目瞭然の 如くに 見えた。 然し 乍ら 事 {茛 は 其 正反對 であった。 r ハウ 口、 ァ テンス を 離れて コ リント 

に 至る」 と 云 ふ (第一 節 )o 若し キリストの 福音が 學理 であるならば 斯 かる 事 は 有り得な いので ある。 

乍然ら 福音 は 學理に 非す して 「罪の 赦 しの 福 昔」 であるが 故に、 學者 巿のァ テンスより 商業地の コリ 

ントに 適した ので ある。 基督教の 如何なる 敎 なる かは此 一 事に 由ても 知らる V ので ある。 

バウ 口 は獨り 漂然と コ リントに 行いた。 同信の 友の あるで なく、 何の 手掛り もな くして 傳道を 開始 

せんとす るので あった。 心細 さ 限りなし であった。 乍然ら 攝理の 手は玆 にも 亦 彼 を 導いた。 彼 は兹に 
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アクラと 其妻プ リス キラに 遇うた。 アクラ は 小- 亞細亜 ポントの 產 であって、 其 妻と 同じく ユダヤ人で 

あり、 近頃 n マを逐 はれて コ リ ントに 移りし 者であった。 そして 其 職 は 天幕 製造であって、 バウ B と 

職 を 共に した。 同じく ユダヤ人であって 同じく 天幕 製造業 者であった。 パゥロ は アクラ 夫妻と 共に 居 

りて 業に 勵み 自活の 途を 取った。 コ リント 傅 道 は如斯 くにして 始まった。 「大使 徒 大パゥ 口」 は 天幕 

職工であった。 ナザレ 人 は ィヱス を 呼んで 「彼 は 大工なら す や」 と 云 ひたりし が 如くに、 バウ 口 を 知 

りし 少數 のコ リント 人 は 「彼 は； 大 幕屋に あらす や」 と 彼に 就いて 言うた ので あらう。 「大 なる 使徒」 

と は 後世の 人が パ ゥ 口 に 就いて 言 ふこと である。 バウ u は此 世の 記 錄には 天幕 業者と して 通うた ので 

あらう。 そして 彼の 俾 道の 大部分 は、 殊に 其の 最も 有力なる 部分 は 彼が 天幕 を 作りつ & ありし 間に 行 

はれた もので あらう。 此點に 於て 私 はマク ギフ ハ ー ト、 ィ ー デ ー 等の バウ ロ學 者と 所見 を 共に する。 

私 は パゥロ を 「使徒 パゥ a」 と 呼びたくない、 「天幕 業者 バウ 口」 と 呼びた く ある。 そして 彼が 普通 

OO0000O0O00C0C00000O00 

の 人で ありし が 故に 大 なる 使徒で あつたので ある。 今日の 所謂 傅 道師、 傅 道 を 以て 專業 とする 者、 牧 

師、 宣 敎師、 神學 博士、 聖書 學者 …… パゥ は 其れでなかった 襄 は 明かで ある。 

そして コ リントに 於ての みならす、 他の 傳道 地に 於て 彼 は 同じ 自活の 途を 取った。 彼が テサ n  11 ケ 

人に 書き 贈りし 言に 曰く 

兄弟よ 汝等 我等の 勞苦 (勞 働) を 知る。 汝 等の 內 一 人 を も k 糸 はせ ざる 爲に晝 夜ェを 作して 神の 幅 

昔 を 傅 へたり つ アサ。 -ー ケ 前書 二 章 九 節)  . 

と。 又 曰く 

ゎづら . 

人の パ ンを惯 なしに 食す る 事な く、 人を累 はせ ざらん 爲に勞 苦して 晝夜ェ を 作せ り (同 後書 三 章 八 


節) 

と。 彼が また H ぺ ソ滯在 三年 間、 n; じ途を 取った 事 は 彼が H ベ ソ敎會 の 長老 等に 對 する 告^の 辭 とし 

て 述べし 言に 由て 知る 事が 出来る。 

我れ 人の金 銀 衣服 を 貪りし 151- なし。 我が 此手は 我れ 及び 我と 偕に 在りし 者の 需用に 供へ し 事は汝 

等が 知る 所な り (行傳 二十 章 三 三. 三 四 節) 

と。 自給 自活 はパゥ n に 取り 重大問題であった。 彼は此 事に 就き 非常に 過敏であった。 彼 は 彼の 獨立 

の 名譽を けられん よりも 死ぬ る を 可し とすとまで 極 首して ゐる、 曰く  • 

我れ 此 等の 事 は 一 を も 用ゐす (福 昔 を宣傳 ふる 者 は 幅 音に 由り て 生活す べしとの 事) …… そ は 我 

が 誇る 所 を 人に 虛く せられん より は 寧ろ 死る は 我に 善き 事 なれば なり (コ リント 前書 九 章 十五 節〕 

と。 此は 今日の 敎會の 人達に 取りて は 過激の 言と して 聞 ゆるな らん も、 。ハウ 口に 取りて は 彼の 生命 問 

題と 稱 すべき 程の ものであった。 

バウ n は 一週間 六日 アクラ、 ブ リス キラと 共に 天幕 製造に 從 事して、 一日 卽ち 安息日に ユダヤ人の 

會 堂に 於て 論じ、 ユダヤ人と ギリシャ 人と に勸 めた。 使徒 行 傅の 示す 所 は 主として 此 一週 一日の 彼の 

作 働の 事 積で ある。 乍 然ら殘 りの 六日の 作 働 は 決して 傳 道に 關 係な き 事でなかった。 アクラと プ リス 

キラと は 終に 熱心なる 信仰 を 起し、 バウ 口 終生の 友と 成りし は、 偕に 天幕 製造に 從事 しつ k ありし 間 

に 彼等が バウ 口 の 口より 聽 きし 福音の 眞理に 由った ので あらう。 
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大學 市と 商業地 

「ハウ 口、 ァ テンス を 去り てコ リン トに 至る」。 意味 津 々 た る 言葉で ある。 宗敎 市、 哲 學巿、 大學 

市の ァ テンス を 去りて、 商業地の コ リントに 行いた との 事で ある。 今 B の 我國に 就て 言 ふなら ば、 京 

都 を 去りて 大阪に 行き、 札幌を 去りて 小 樽に 行き、 本鄕を 去りて 下町に 行く と 云 ふが 如くで ある。 人 

の 眼を以 つて 見れば、 宗敎町 又は 大學町 は俾道 地と して 最も 有望なる が 如く 見 ゆれ ども. 神の 御 眼よ 

り 見て 其然ら ざる を 知る ので ある。 キリ ストの 福 昔の 傳播 地と して 俗 地の コ リ ン トは遙 かに 宗敎巿 又 

大學 巿のァ テンスに 優った ので ある。 囘顧 すれば、 明治の 初年に 方り て 新嶋襄 君が 山 本覺馬 君と 共に 

米國 組合 敎會の 宣教師の 後援の 下に、 京都に 同志 社 を 起し、 之 を 以て 我國 基督 敎 淵源の 地と 爲 さんと 

せし は、 大 なる 誤りで あつたと 思 ふ。 彼等 は 寧ろ 大阪を 選ぶべき であった。 爾來 基督 敎は 京都に 於て 

ひがし や 44 ね  す-かた 

繁榮 しなかった。 東山寢 たる 姿に 違 はす、 京都に 在りて は 同志 社 あるに 拘 はらす 基督 敎は 依然として 

寢てゐ る。 之に 反して 商業地の 大阪に 於いて は活 ある 信仰の 絶えた 事 はない。 信仰の 上より 見て 大 

阪は遙 かに 京都 以上の 地で ある。 故に 若し。 ハウ E が新嶋 氏の 立場に あったならば、 彼はァ テン スを去 

りて コ リ ントに 行きし 筆法 を 以て 京都 を 去りて 大阪に 行った であらう。 

同じ 事が 札幌と 小搏に 就て 言 ふ 事が 出来る。 札幌は 北海道 第一 の 傅 道 地な らんとの 我等の 期待 は 全 

く 裏切られた。 札幌は 大學. 19 となりて 反って 不信者 市 又は 無神論 市と 成った。 札 幌は有 嶋武郎 义は松 

村 松 年の 如き 文士 叉 は 學者を 産して 無祌 無靈魂 を 天下に i? へしめ た。 之に 反して 純 信仰 は 之 を 商業地 

の 小 博に 於て 見る 事が 出来る。 若し 明治の 初年に 於て パゥ 口が 北海道に 傅 道したならば， 彼 は 札幌を 


棄て k 小栂を 選らんだ であらう。 同じ やうに 傳道 地と して は 日本 橋 京 橋 は 本 鄕早稻 田よりも 善く ある 0 

求道者と して 學生、 學士、 博士 は 希望 最も 齢き 者で ある。 其 理由 は簡短 明瞭で ある、 基督 敎は 元來學 

理で なくして 實驗 であるから である。 故に 人生の 實 際に 當る 商人の 方が、 學究 的に 萬 事を識 らんと す 

る學 徒よりも、 能く この 敎を 解し 得る ので ある。 r ハウ n 、ァ テンス を 去りて コ リントに 行く」 0 意 

味の 深い 言葉で ある。 聖， 靈に 導かる、 に 非れば 彼 は此事 を爲し 得なかった。 世界の 諸 大學に 於て 基督 

敎が 消えても 恐る 用に足りない。 商人 職工 百姓 は 之を棄 てない。 そして 彼等が 椠 ざる 以上 は、 舉士も 

博士 も 如何と もす る 事が 出来ない。 誠に 有難い 事で ある。 

七コ リント 傳道其 二 

バウ 口の コ リン ト傳道 は アクラと プ リス キラの 天幕 工場に 於て 始 つた。 此は 然し 側 人 傅 道であって、 

ァ テンス 其 他に 於け るが 如き 公的 傳道 でなかった。 バウ & は 初めは ギリシャ 人 を 恐れ- 多くの 疑灌を 

以 つて コ リントに 入來 つたら しく ある。 前書 二 章 三 節に 彼 は 曰 ふて 居る、 「我れ 汝 等と 偕に 居りし 時 

は 弱く 且懼れ 叉 多く 戰慄 けり」 と。 ユダヤ人 たりし 彼が 文化の 淵源た る ギリシャに 來 りて 福音 を說く 

の 困難 を强く 感じた からで あらう。 パゥ tl の 如き 敏感 性の 人に 取り 斯 くす るの が當然 である。 戰傈は 

柔 の 兆で ない。 其反對 が事實 である。 預言者 M レ ミヤの 如き 强ぃ 人はなかった。 然れ ども 彼れ 程 恐 

怖 を 感じた 人はなかった。 眞の： sf^ 者は戰 操へ る。 德 川家康 の戰鬪 開始に 方り ての 戰慄は 有名なる 事資 

である 0 
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然るに 玆に バウ n を 勇氣附 ける ものが あった。 一は 外より 來る 援助であって、 ニは衷 なる 神の 告知 

であった。 「シ ラスと テ モテ、 マケ ドー 1 ャ より 下りた る 時 、バウ！ 1 、 御言に 激勵 せられ ユダヤ人に 向 

ひて ィ H スの キリストなる 事を證 せり」 と ある (五節 )o 友人の 到来が バウ P 激勵の 因を爲 した。 友人 

の 援助 は聖靈 降臨の 機會を 作る と 言 ふ も 可な らん。 叉 祌は其 僕を援 くるに 方り て內 外より 同時に 援け 

給 ふと 云 ふ 事 も 出来る。 何れに しろ 沈める パゥ 口 はシ ラスと テモテ の マケド 一一 ャ より 来れる に 遭 ふて 

仁 ち i  をり かな 

忽ち 起 上った。 彼は大 膽にィ H スは キリスト なりと 公然 證 した。 玆に 機に 合 ふ 援助の 如何に 大 なる 勢 

力なる 乎 を 見る。 二人 は此時 ピリ ピの 信者より パゥ 口に 贈りし 贈物 を裔 らした であらう、 叉テサ 口 一一 

ケに 於け る 信者の 信仰 狀 態に 關 する 善き 報 吿を傳 へたで あらう。 此と 彼と に勵 まされて、 バウ a は玆 

に 勇氣を 恢復して ギリシャ 傅 道に 取掛 つたので ある。 戰の 勝敗 は斯 かる 小事に 依て 決せら る。 我等 も 

亦 一 i 音戰士 の爲に 祈禱と 同情と を 怠って はならない。 

コ リン ト傳道 は 他の 所に 於け るが 如くに ユダヤ人 俾 道を以 つて 始まった。 そして 他の 所に 於け るが 

如くに， 1 音 は 彼等の 斥く る 所と なった。 而已 ならす 彼等 は バウ？ ど 羅馬政 廳に訴 へた。 當 時の 知事 は 

ガリ ョと 云うた。 彼 は 有名なる 哲學 者に して 一 時 は ネロ 帝の 家庭 敎師 たりし セネカ • の 弟であった。 善 

良 公平なる 人な りし 事は羅 馬お の 記す 所に 由て 判明る。 使徒 行 傅の 記事の 正確なる 事は斯 かる 場合に 

於て證 明 せらる。 紀元の 凡そ 五十一 一年 頃ガ リヨが ァカャ 州の 知事と して コ リントに 在りし 事は此 世の 

歷史の 記事に 照らして 明で ある。 そして ガリ ョは， 馬 官吏 特有の 公平 を 以て バウ 口 を 精いた。 バウ 口 

は 政治 上 叉 は 刑法 上の 罪人に 非す、 故に 我 は 之に 關 はりな しと 云 ひて 彼を訴 へし ユダヤ人 を 逐ひ拂 う 

た。 バウ a は玆 に同國 人に 訴 へられて、 異邦人の 釋す 所と なった。 彼 は 以来 深く 此事 を德 とし、 羅馬 


政府に 信賴 し、 終に 己が 有する 羅馬巿 民權を 利用し、 直ちに 皇帝 陛下に 1_ ^へたので あらう。 

羅馬 政廳の 保護 を 得て 彼 は 自由に ギリ シャ 本土に 於て 俾道 する 事が 出来た。 コ リントに 止まる 事 一 

年と 六 ヶ月、 此所 を本據 として 彼 は 各地に 傳 道した ので あらう。 (ケン クレアに 敎會の 在りし 事、 a 

マ 書 十六 章 一節。 ァカャ 全 體にー S 音の 行渡りし 事、 同 十五 章 二 六 節。 同コ リント 後書 九窜ニ 節)。 コ 

リ ント傳 道の 初めに 於て 神 は バウ B を勵 まして 彼に 吿げ 給うた。 

懼る、 勿れ、 默せ すして 語るべし、 そ は 我れ 汝と 偕に 在れば 汝を 害せん とて 責 むる 者な し。 且つ 

まち 

此 市に 我が 多くの 民 あり (九 節) 

と。 神の 視た まふ 所 は 人の 見る 所と 異なる。 此腐肷 せる 市、 羅 馬帝國 腐敗の 中心と 言 はれし 此コ リン 

トの巿 に 「我が 多くの 民 あり」 と 主 はパゥ 口に 告げ 給うた。 そして 事 實は其 通りであった。 パゥロ は 

此 所に 多くの 靈 魂の 牧穫を 得た。 彼が 羅馬書 を 書きたり し 時の 宿の 主人公 ガョ ス、 市の 庫司 (き 計 主 

任) H ラス トス、 又 彼等と 地位 を 共に したりし ク ワルト 等， 是等は 上流 社會の 人達であった (。マ * 十 

六 章 二三 節〕。 然れ ども 信者の 多數は 中流 下流の 人達であった。 「兄弟よ、 召 を 蒙れる 汝等を 見よ、 肉 

に 由れ る 智慧 ある 者 多から す、 能力 ある 者 多から す、 貴き 者 多から ざる 也」 と あるが 如し (前書 一章 二 

六 節 以下 )o 又 其內に 奴隸の 在った 事 は 同 七章廿 一節に 由て 知られる。 此 所に、 此の 多種 多樣の 民族 階 

級に 由て 成れる ギリシャの 商業地に 於て、 パゥ n の 傅 道に 由り て、 キリストの H ク レジ ャが 起った の 

である。 是れ 神の 爲し給 ふ 所であって、 人の 眼に は 不思議に 見える ので ある。 福昔コ リントに 入る。 

然 らば 福音の 入る 能 はざる 所の あり やう 害がない。 腐敗、 墮落は 人の 言 ふ 事で ある。 我等が 見て 以っ 

て絕 と 見做す 所に 眞の 信仰 は 起る ので ある。 羅馬 書はパ ゥ 口が コリ ントに 於て 書いた のであって、 
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其 一 章 十八 節 以下に 於て 彼が 列擧 せる 諸惡は 彼が 彼の 周 園に 於て、 コ リントに 集來 りし 諸國の 民の 間 

に 盛んに 行 はれし 罪惡を 彼が 目撃して 書いた ので あらう。 そして 是 等の 罪 惡の行 はる、 中に 在りて、 

聖き幅 音が 說 かれ、 コ リン ト 前書 十三 章の 愛の 讚美歌が 唱 へらる- -に 至りし を 見て 我等 は傳 道の 效某 

に 就いて 失望して はならない 事 を 知る。 

八 バウ 口の 剃髮 

行 傅 十八 章 十八 節。 同卄 一 章 一 七— 一 一六 節。 

「彼れ (パゥ 口〕 ケン クレアに 在りし 時、 誓願 あり たれば 髮を 剃り」 と ある 「十八 節 )o 事 は 至って 

小なる 問題で ある。 然れ ども バウ 口が 此事 を爲 したりと 云 ふので 問题に 成る ので ある。 パゥ B が 誓願 

を 立て 髮を 剃りたり と 云 ふ。 彼 は 新約の 使徒で はない 乎。 迷信の 破壊者で ない 乎。 此人 にして 此事ぁ 

りたり と は 信す るに 難く ある。 或は 記事の 誤りで ない 乎。 文法 上髮を 剃りた る 者 は アクラと も 解す る 

事が 屮：： 來る、 さう 解す るの が本當 でない 乎。 然れ ども 記事 は 明白であって、 誤解す るの 餘 地がない。 

行傳 記者 は 如斯き 小事 を 記して 多くの 事 を 示す ので ある。 バウ 口 の大傳 道に は 何の 關 係な き此 記事に 

由り、 我等 は 彼の 爲 人に 就て 多く を 示さる、 ので ある。 

. ooooooo〇ooooo〇o〇oo〇ooooooo 

それ は バウ a は 我等が 想像す るよりも 遙に强 い ユダヤ人で あつたとの 事で ある。 「我 も 亦 イス ラ H 

ル人、 アブラハムの 裔、 ベー ーャ ミンの 支 派な り」 と 彼 は 曰 ふて 居る (。マ 書 十一 章 一節 )o へ ブライ 人中 

の へ ブラ ィ人、 卽ち 生粹の へ ブライ 人な りと 曰ん て 居る。 そして 其 人が キリ ストの 僕と 成つ たれば と 


て、 彼の 凡ての ユダヤ 性 を棄て 了った と は 如何しても 信す る 事 は 出来ない。 神に 誓願 を 立てる はュダ 

ャ 人の 習慣 性であった。 士師ェ フタ は アン モ ンと戰 はんとして 向 ふや、 

H フタ、 M ホバに 誓願 を 立て 曰 ひける は、 汝 まことに アン モンの 人々 を 我が 手に 附し給 は ^ -、 我 

もの 

が アン モンの 所より 安らかに 歸 らん 時に、 我家の 戶 より 出来り て 我を迎 ふる 者、 必す H ボバ の屬 

となるべし、 我れ 之を潘 祭と なして 獻 げん (士師 記 十一 章 三 〇* 三 一節) 

と。 そして 此 場合に 於て は 誓願の 目的 は 達した が、 結 は 悲惨であった 事が 記いて ある。 又預 fB 者サ 

ム H ル の 母が 立てし 誓願 は克く 知れ渡り たる ものである。 

ハ ンナ 心に 苦しみ エホバ に 祈りて 甚く 哭き、 誓願 をな して 曰 ひける は、 萬 軍の ェ ホバ よ、 若し 誠 

しもめ 

に 婢の惱 み を 顧み、 我 を 憶 ひ、 婢を 忘れす して 婢に 男子 を 與へ給 は 我れ 之 を 一生の 問 H ホバに 

獻げ、 剃刀 を 其 首に 當っ まじ (サ ム H ル 前書 一 章 十. 十 一 節〕。 

そして 此 誓願 は 行 はれて 大 なる 祝福 を 以て 惠 まれた。 其他|^1書到る所に誓願に就て記されてぁる。 

「汝 誓願 を 立つべし」 との 誠 はない が、 誓願 は 之 を 禁ぜす、 之 を 行 ふの 道 を 示して ゐる。 

事 實如此 しで あれば、 バウ 口が 誓願 を 立 たれば とて 少しも 不思議 はない。 是れ ユダヤ人 たる 者 は、 

場合に 由り て は 何人もな したる 事であって、 バウ 口 が 或る 場合に 於て 之を爲 したる は 寧ろ 當然 である 

と 云 はざる を 得ない。 誓願 は 人の 自然 性で ある。 た. 祈りた 丈け で 足りない 場合が ある、 故に 誓願 を 

附 して 祈る。 誓願 は强 度の 祈禱 である。 故に パゥ 口が 之を爲 したれば とて 迷信 を 以て 彼を責 むる 理由 

はない。 之に 由て 我等 は 偶々 彼 は 純粹の ユダヤ人 であり、 純粹の 人で ありし 事 を 知る ので ある。 誓願 

を 立たり とて バウ 口 を 嘲け る 近代 人 は 誓願 を 立てす 又 祈 禱も爲 ない。 近代 人 は 祈らざる 民で ある、 故 
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に 神に 誓 はない ので ある。 常に 祈る 者 は 時に 誓 ふので ある。 

パゥロ は 玆に何 を 祈って 誓願 を 立た ので あらう 乎。 髮を 剃りたり と ある は、 彼が 所謂 「ナザレ 人の 

誓願」 を 立た ので は あるまい 乎。 事 は 民 數紀略 第 六 章に 審か である。 其 十八 節に 曰く 

ナザレ 人の 律法 は 此の 如し〕 その 俗 を 離る i の日滿 たる 時に (卽 ち滿 願の 日に は)、 ナザレ 人 は 

集會の 幕屋の 門に 於て その ナザ レ の 首 を 剃り、 其 ナザレ の 首の 髮を 取て 之 を酬恩 祭の 犠牲の 下の 

火に 放つべし。 

と。 パゥ 11 は 或は 必死 を 期して コ リント 傳 道に 從 事せ し 時に 自 から 進んで ナザレ 人の 誓願 を 立、 その 

成功に 終りし を 見て、 今や 將 さに ギリシャ を 離れて 再び アジ ャに 渡らん とせし 時に、 兹に髮 を釗 りて 

之 を酬恩 祭の 供物と して 祌に獻 げたので は あるまい 乎。 モ ！• セの 律法の 無 效を唱 へし 彼に 此 ありた 

りと 云 ふ は 矛盾の やうに 見える が、 然し 矛盾の 下に 美 はしき 調和が あると 思 ふ。 此は 。ハウ & に 取り 難 

事に 臨む 時の 最も 善き 決心の 表し 方で あり， 叉 患難 を 免 かれて 後に、 感謝 を 表する に 最も 適當 なる 方 

法であった。 ナザレ 人の 誓願 を 立て、 髮を 剃りて 祈願の 成就せ る を 感謝せ りとの 故 を 以て 迷信 又は 矛 

盾 を 以て バウ n を責 むる 者 は、 文章の 字句 を捉 へて 記者 を 責め、 又は パプ テス マ を 行へ りと て 無敎會 

信者 を責 むる と 同樣、 人 を 人と して 見す 機械と して 見る、 不人情 極まる 見方で ある。 

誓願と 「誓 ひ」 と は 違 ふ。 「誓 ふ 勿れ」 とはィ H スの誡 である (馬 太 傳五章 三 三 ー 三 五節〕。 英語の 

vow と SWEA11 を參考 せよ。 グゥは 誓を附 して 祈る 事で ある。 ス ゥェャ ー は 自己 以外の 物 を 以て 己 

が 誠 實を街 ふ 事で ある。 天 を 指し、 地 を 指し. エルサレム を 指し、 己が 首 を 指して 誓 ふ。 是等は 己が 

誠 實とは 何も 關係 なき 物で ある。 地 は 動かす とも 自分の 決心 は 動く かも 知れぬ。 信者 は 決心の 動か ざ 


らん 事 を 祈り はする も 之 を保證 しない。 「誓 ひ」 は 自己 保證 である、 故に 惡事 である。 誓願 は 祈禱の 

一 種で ある、 故に 時には 許すべき である。 然し 注意 を 要する は 勿論で ある。 濫りに 誓願 を 立つ る 事 を 

誡 めし は それが 爲 である (统 言 二十 章 二 五 節)。 

九 アポロの 出現 

行傳 十八 章卄四 節より 同 十九 章 七 節まで 

。ハウ 口に 益友が あった。 其 一 人 はたし かに ルカであった。 ルカ は醫 者で あり 又歷 史家であった。 彼 

は 肉 體と此 世の 事に 通じた。 恰 かも バウ I- が靈 魂と 天國 との 事に 通じた るが 如し。 斯くて ルカ は バウ 

口の 缺 けたる 所 を 補うた、 そして 終りまで パゥ „1 の 補助 者と して 存 した。 「凡ての 友人 は 我 を 去った _ 

惟 ルカ 一人 我と 偕に 在り」 と は 彼の 最後の 通信の 示す 所で ある (テ モテ 後書 3 章 十 節 )o ルカ は バウ 口の 

內助 者であって、 彼れ なくして 大使 徒の 功績 は擧ら なかった に 相違ない。 

益友 第二 は アクラと ブ リス キラであった。 パゥ It は此 夫婦 をコ リントに 於て 發 見した。 彼と 同じく 

天幕 製造業 者であって、 彼の 生計の 援助 者 叉 相談 人であった らう。 パゥ 口が コ リント を 去って アジ ャ 

に歸 りし 時に アクラ 夫婦 は 彼に 同行し、 H ぺソに 止まり、 其處に 彼の 來るを 待った。 そして 彼の 不在 

屮に傳 道の 準備 をな し、 叉自 から 傳 道の 任に 當 つた。 アクラと プ リス キラと は 平信徒の 善き 模範で あ 

つた。 普通の 業務に 從審 しながら 能く 福 昔の 宣傳を 助けた。 バウ の 大傳道 は 彼れ 一 人の 事業で なか 

おも 

つた。 多くの 友人が 彼 を 助けた。 其內に 在りて アクラ 夫婦 は 主なる 者であった。 そして プ リス キラの 
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名が 其 夫の 名と 偕に 記さる &を 見て、 彼女の 勢力が 思 ひやら る、。 平信徒の 夫婦 もろ 共に 大傳 道師を 

援 けたので ある。 パゥ n に 取り 是れ 以上の 援助 は 無かった。 

アクラと プリ ス キラと は ェ ぺ ソに 留まりて バウ 口 の 來るを 待ちつ 、ありし 間に、 彼等 はァ レ キサ ン 

ドリ ャの靑 年 雄 辯 家の アポロに 會 うた。 アポ n は ギリシャ 流の 聖書 學 者であって、 當 時の 凡ての 學術 

に 通じた。 其學 識の範 園に 於て は遙に バウ 口 以上であった らう。 そして 博き 學 問に 加へ て 篤き 信仰が 

有った。 彼 は 或る 種の キリスト 信者であって、 H ぺ ソに來 りて ィ H ス の 事 を 詳細に ぎへ たりと 云 ふ。 

然れ ども アクラ 夫婦 は 此靑年 雄 辯 家の 信仰に 大缺陷 の ある を發 見した。 故に 彼 を 彼等の 家に 招きて 神 

△ 厶厶 △△△  △<!  <3<3<3ム<:<<|<- 厶 厶 <"△△△ 厶 AAA  <!厶 厶 

の 道 を尙も 詳細に 說明 せりと 云 ふ。 天幕製造人が 大學 出の 靑年學 者 を 家に 招いて 其 信仰の 足らざる 所 

を 補 ひたりと 云 ふので ある。 大膽 なる 平信徒と 謙遜なる 學 者と である。 此勇 氣と此 謙遜と ありて 大な 

る效果 は擧ら ざる を 得ない。 信仰 は 知識に 非す。 學 問に 由り て 信仰 は 得られない。 ァレキ サンド リャ 

大學に 於て 聖書と ギリシャ 哲學と を 修めし アポ は、 小亞 細- 亞の ポントに 生れし 天幕 業者 アクラと 其 

妻プ リス キラと より 眞の 信仰 を敎 へられねば ならなかった。 

そして アポ 口 の 信仰に 於て 缺 けたる 所 は 何であった 乎と 云 ふに、 彼 は惟ョ ハ ネのバ プ テ ス マ を 知る 

のみで あつたと 云 ふ。 卽ち 悔改の パプ テス マ を 知って、 未だ 聖靈の パプ テス マ を 知らなかった ので あ 

る。 其 事 を 能く 說明 する 者 は 第 十九 章 一 —七 節で ある。 H ぺ ソ に 於て アポ 口 の 外に ョ ハ ネのバ プ テ ス 

マ を 知って ィヱ ス キリス 卜の バプ テス マ を 知ら ざり し 者が 更に 十一 一人あった との 事で ある。 そして 此 

はたし かに 信仰 上の 大缺點 であった。 そして 此 事を敎 へられて ァボ& の 信仰に 大變 革が 起り、 彼は更 

に 勇氣を 起して、 バウ II の 去りし 後 を 引受けて、 コ リントに 行いて 獨り自 から 俾 道の 難局に 當 りたり 


との 事で ある。 

そして 其 理由 は 明白で ある。 ョ ハネの パプ テス マ は 悔改の パプ テス マであって 消極的 パプ テス マで 

ある。 悔改は 罪の 否認であって 救に 入る の 初歩で ある。 然れ ども 初歩であって 到達で ない。 罪 を 去り 

て 然る 後に 或 者を以 つて 空 虛を充 たされねば ならぬ。 イエ ス キリストの バプ テス マはョ ハネの それと 

異なる。 此は 聖靈の パプ テス マで ある。 悔改 に. ffl て 生ぜし 靈 魂の 空虚 を、 神の 光と 生命と 愛と を 以て 

充 たす 爲 めの バ プテ ス マ である。 そして 是れ 無くして 眞の クリス チヤ ン たる 事が 出来ない。 信者 は單 

に 罪の 否認 者、 其 排斥 者で ない。 德 の獎勵 者、 愛の 實 行者で ある。 其點に 於て 舊 約の 預言者と 新約の 

ちか 

福昔師 とは異 ふ。 ョ ハネは 最大 最後の 預言者であった。 「然れ ど天國 のい と 小さき 者 も 彼より は大な 

り」 とィ H スは曰 ひ 給うた (マ タイ 傳十 一章 十 一節〕。 アポ 口外 十一 一人 は 未だ 天國の 民でなかった。 

そして 今日と 雖も 世に ァボ& 型の 信者が 尠 くない。 「汝等 信者と 成りし 時 聖ー靈 を 受けし や」 と 問 は 

れて 「我等 は 聖ー靈 の 有る こと だに 聞 かざりき」 と 答 ふる 者が 尠 くない。 然し 生きた る 信仰 は 此の 信仰 

00000000000000000O0000 

では 始まらない。 信者 はィ H ス にまで バ プ テ ス マせられ ねばならぬ。 卽ち 天に 在りて 今生き 給 ふ キリ 

ストと 結附 きて 彼の 生きた る靈を 受けねば ならぬ。 卽ち惡 を 憎む 消極的 信者た るに 止まらす して、 善 

を 愛し、 愛に 燃 ゆる 進取 的 信者と 成らねば ならぬ。 而 かも 是れ單 に 努力して 得らる k ことで ない、 

OOOOOOO0OOO0O00O0O0OCOO 

「天 に 在す 汝等 の 父 は 求む る 者に 聖靈 を予へ ざらん や」 との 主の 言 を 信じ て 祈りて 予 へらる k 恩惠 の 

賜物で ある (ルカ 傳十 一 章 十三 節 )o 
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十 福 音 ヱ ぺソに 入る 

使徒 行傳 十八 章 十八 節 以下 十九 章 

歐 羅巴傳 道に 一先 づ 終り を 吿げ、 パゥ a は アクラと プ リス キラと を 伴 ひ、 コ リント を 去り、 ケンク 

レアより 舟 出して、 再び 亞細 亜に 歸 つた。 彼に 猶ほ亞 細亞傳 道の 完成すべき ものが あった。 亞細 亜の 

都 は H ぺソ であった。 そして H ぺ ソに幅 昔 を植附 けて .亞 細 亞全體 を 福音 化する の途を 開いた。 彼の 眼 

は旣に 世界の 都なる 羅 馬に 注がれた が、 彼 は H ぺソを 顧す して 羅 馬に 行き 得なかった。 亜細亜 人たり 

しパゥ II は 彼の 使命た る 異邦 傅 道 卽ち歐 羅巴俾 道 を 菜た す 前に 全力 を亞 細亞傳 道に 注いだ。 彼 は 三年 

の 長き 勞勵を H ぺソ に與 へた。 彼 は 人類の 歷史に 於け る- 亞細亞 の 意義 を 知った。 故に 彼の 最善の 努力 

を 其 都なる H ぺ ソに與 へた。 バウ n の H ぺソ 傳道は 其 意味に 於て 意義深 遠で ある。 パゥ は 普通 歐洲 

OO00OOOO0OCOO0  OOOOOO0-COOOOOOO000OO0OOO 

改造の 先達 者と して 知らる \ が、 彼が 亦 亜細亜の 開發 者で ある こと を 忘れて はならない。 バウ C1 に 四 

大書 簡 ありて、 其 二つ はコ リント 前後 書であって、 主として 歐洲人 を 代表せ る ギリシャ 人に 宛られ た 

る もの、 其 最大なる 者 は羅馬 書であって、 世界 を 代表せ る a マ 人に 宛られ たる もの、 其 第 四 は ガラテ 

ャ 書であって、 ！ 細 亞人を 代表せ るガ ラテャ 人に 宛られ たる 書と して 見る ことが 出来る。 然し 乍ら ガ 

ラテャ 書 は羅馬 書の ii 寫叉は 序文であって、 ガラテ ャ人は 亜細亞 人に 非す して 歐洲 人であった。 故に 

パゥ B の 書簡の 中に、 純然たる 亜細亜 書簡と して 見るべき 者 は， 第一が H べソ 書で あり、 第二が コロ 

サイ 書で あり、 第三が 短き ピ レ モ ン書 である。 其 特に 亜 細- 亞的氣 分を帶 びて ゐる 者が ェ ぺ ソ書 であ 


る。 H ぺソ書 は。 ハウ 口が 特に 亞 細- =03 人に 鬼て 書いた 書簡で あると 見て、 此 書簡の 起源 文體 等を說 明す 

る 事が 出来る。 义パゥ 11 が 書きし 最後の 大 書簡であって、 彼の 恩 想の 最高潮に 達せる 者 を 示す 者と 見 

て、 彼が 人類に 傳 へんと 欲せし キリストの 福音の 如何なる 者たり し 乎を此 書簡に 由て 窺 ふ iss- が 出来る _ 

OOOOOOOOO0OOOOOOOOO0-O  OO0OOO0O0 つ OOCO0OOO0OOOO 

故に 若し バウ 口に ra 大 書簡が あると 云 ふなら ば、 ガ ラテャ 書に 代 ゆるに H ぺ ソ書を 以てする が 當然で 

あると 思 ふ。 卽ちコ リント 兩 書簡 は歐羅 巴人 を敎 へし 者、 H べソ書 は- 亞細 SI 人を敎 へし 者、 そして 羅 

馬 書 は 福 昔の 根抵を 論じて、 全人 類を敎 へし 者と 見て、 gl 大 書簡の 意味が 明， 曰に 成る と 思 ふ。 

H ぺソは 亜細亜の 都で あると 謂 ふ 其 理由 を說 明す る 必要が ある。 H ぺ ソは勿^！亞細亞大陸の都でな 

かった〕 アジ ャと云 ふ は羅馬 帝國の 一州の アジ ャを云 ふので あって、 H ベ ソは此 州の 首府であった。 

卽ち 今の 小亞 細" 亞の 西部の 首 "肘であった。 然し 地理 學 的に 考 へて 見て 小 亜細亜 は實に 文字通りに 小た 

る亞 細亞. である。 大亞細 亜の 面積 は 一 千 七 百 萬 平方 ti であるに 對 して" 小亞細 ffii の それ は 一 一十一 一 萬 平 

方哩 に過ぎない、 卽ち小 は大の 八十 分の 一 である。 然れ ども 其 地形より 察して、 小 は大の 善き 代表者 

である ことが 判明る。 大は 高原 大陸であって、 小 は 高原 半嶋 である。 高原 を緣 取る に 平原が ある。 其 

00O00OO0OOC  000  OO00OOOOOOOOOO0OO 

處に 特殊の 文化が 發 達した。 小 亜細亜の 歷史 地理 を 研究して、 それが 大 亜 細亞の ii 園であった 事 は 何 

人に も 解る。 斯 くして 東西 六 千哩の 亞細亞 大陸 は 其 特質 を 失 はすして、 西の方 地中海の 東岸にまで 手 

を 伸ばして ゐる。 ェ ー ジャ多 嶋海を 隔て、 歐亜兩 大赌は 東西に 相對 して ゐる。 其 西に 在る が ギリシャ 

のコ リント、 東に 在る が 小 亜細亜の H ぺ ソ である。 海路 僅に 一 ー百哩 なりと 雖も、 文化の 上より 見て、 

兩 者の 問に 東西 兩洋の 差別が あった。 ギリ シャは 西洋、 H ぺソは 東洋、 細亞 は歐羅 巴に 對し H ぺ ソ 

に 於て 出張 を 設けた と 云 ふ 事が 出来る" 
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斯く曰 ひて 私 は 決して 想像 を 語る のでない。 使徒 行 傅の 記事が 能く 此事 を證 明す る。 若し 我等が パ 

ゥ 口と 偕に H ぺソに 行いたならば、 其處 にたし かに 東洋の 市街 を 見た であらう。 淺草觀 音 を 見た 者 は 

〇oooooooooooooooo〇〇〇ooc〇cooooo 

H ぺソの アル テミ スの宫 を 見て^に 不思議に 感じなかった であらう。 觀昔も アル テ ミス も 同じく 女神 

である。 前者 は 水の 底より 上りたり と 云 ひ、 後者 は 天より 降りたり と 云 ふ。 觀 音の 像が 鬻 がる、 が 如 

まじな ひし  わい 

くに アル テ ミスの 像が 賣買 された。 咒文師 が あり、 魔術が 行 はれた。 そして 宮の 境內に 於て 盛んに 猥 

褻が 行 はれた。 パゥ 口の H ぺソ傳 道 を 知らん と 欲して、 彼が 東京 淺 草に 於て 傳 道した と 見て 多く 誤 ま 

る 所 はない。 亞細亞 は どこまでも 亜 細 £i である。 東端の 東京 も、 西 端の H ぺソ も、 其 亞細亞 性 を 濃厚 

に帶 びた る點に 於て 異なる 所 はない。 其 間に 六 千哩の 距離と、 二 千年の 間隔と が ありし に拘 はらす * 

東京と H ぺ ソとは 姉妹 都會 であった。 

然し 亞細亞 は單に 迷信で ない、 迷信の 裏に 深い 眞理が ある。 パゥ n は H ぺソに 魔術 を滅 して、 之に 

代 ゆるに 亞細亞 獨特の 基督 敎を 以てした。 バウ 口 は ヱ ぺ ソに傳 道して 之に キリストの 福音 を 供へ しと 

同時に 亦た 亞細亞 思想の 感化 を 受けた。 H ぺ ソ 書と コ a サイ 書と が此 感化の 下に 書かれた る 書簡で あ 

ると 思 ふ。 卽ち 亜細亞 はパゥ B を 神秘 化した。 後世に 至りて 西方 敎會と 東方 敎會 とが 現 はれし は、 パ 

ゥ a の 信仰の 兩面を 表 はした ので あると 思 ふ。 H ぺ ソ傳 道と H ぺ ソ 書簡との 意義深き は玆に 在る と 思 

ふ 0 

十一 エベ ゾ傳 道の 成功 


使徒 行傳第 十九 章 八— 二十 節 

バウ n の傳 道の 方法 は 一- 定 して ゐ たやう に 見える。 彼 は 到る 所に 先づ 彼の 同胞なる ユダヤ人に 說ぃ 

た。 そして 大抵の 場合 は 彼等の 斥く る 所と なりて、 然る 後に 異邦人に 說 いた。 「ユダヤ人 を 初めと し 

て 然る 後に ギリシャ 人」 と 云 ふ 順序であった (。 マ 書 一章 十六 節〕。 そして 其 結果より 推測して 彼の 傳道 

が說敎 であるより は 寧ろ 證 明であった ことが 判明る。 ィ H スは キリストなる 事 を 聖書に 依りて 證 明し 

た。 そして 神の ぎ 力が 之に 加 はりて 大 なる 效 raK が擧 つたので ある。 

ユダヤ人の 問より 少数の 信者 は 起った、 然し 乍ら 多數 は反對 した。 そして 或 者 は 衆人の 前にて 道 

モし 

(福音) を 誹った。 兹に 於て 「パゥ „1 彼等 を 離れ、 弟子 等 を も 退かしめ て 日々 テラ ノスと 云へ る 人の 

講堂に 於て 論ぜり」 と 云 ふ (九 節)、 バウ n の 場合に 於け る 5^ 會 との 分離で ある。 彼 は 之 を 好まな かつ 

たに 相違ない、 然し 止む を 得なかった。 彼 は 多くの 弟子 を 引率して 敎會を 離れて 他に 講義 所 を 開いた。 

セ パラチ スト 

眞理 は如斯 くにして 發展 する ので ある。 止む を 得ない。 バウ „1 も當 時の ユダヤ人 等に 分離 者の 惡名を 

着せられて 苦んだ 事で あらう。 今日で こそ 大敎會 であると 云 はれて 居る メソヂ スト、 組合、 バ プチ ス 

ト 等の 諸 敎會も 其 初めは 皆な 舊ぃ 敎會 より 脫 退して 起った 者で ある。 若し 脫退 分離が 惡事 であると 云 

ふなら ば 眞理の 發展は 止まり、 福 昔の 世界 征服 は 見られな いので ある。 バウ 口が ユダヤ 敎會を 離れし 

時に 福音 は 一 大 進歩 を 遂げた ので ある。 

参堂 を 離れて 「テラ ノスと 云へ る 人の 講堂に 於て 論ぜり」 と 云 ふ。 テラ ノス は醫 家の 名で あるが 故 

に、 此人 は醫師 であって、 ルカの 知人な りしが 故に 其 講堂 を バウ n の傳道 用に 供した ので は あるまい 
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乎との 說が ある。 或は 然 らん" 敎會を 離れて 醫學 者の 講堂 を 借りて 其 處にニ 年間 傳道 したりと 云 ふ" 

大正 七 年に 私が 東京 基督 敎靑 年會の 講堂 を斷 はられて， 大手 町の 大日 本 衞生會 の 講堂 を 借りて 同 十一 一 

年まで 滿四年 問、 何の 故障な くして 聖書の 講演 を繼け 得た のと 能く 似セゐ る。 多くの場合に 於て 不信 

者の 方が 信者よりも 福 昔の 善き 味方で ある。 カルビ ンの 市なる ゼネバ に 於て すら、 今 は 福音の 唱道 者 

は敎 會を斷 はられて、 釗 場に 於て 說敎 しつ k あると 聞く 。- 

ユダヤ 敎 との 衝突が 終って 迷信との 衝突が 始 つた。 H ぺソ は亞細 亜の 都と して 其處に 多くの 迷信が 

行 はれた。 惡魔被 ひが 其 一 であった。 ルカ や テラ ノスの 醫 術に 對 して 此 迷信 的 治療法が 盛に 行 はれた • 

スケヮ と 云 へ る ユダヤ教の 祭司の 長の 七 人の子が 此 術に 長 じて ゐた。 然るに パゥ 口 の傳 道の 結果と し 

て 彼等の 魔術 は 信用 を 失った。 但し 疑 はしき は 第 十一 一節の 言で ある。 

あせ ふき  まへ：；！ れ  つ 

パゥ 口 の 身に 觸れ たる 汗 布 又は 前垂 を 取りて 病 者に 加け &れば 病 は 去り 惡鬼は 出たり。 

此は 迷信 を 以てする 迷信の 征服で ない 乎。 斯 かる 事に 由り て 幅 昔が 俾播 せりと 云 ふなら ば 基督教 も 亦 

迷信で ない 乎。 是れ 頗る 重大なる 問題で ある。  - 

若し 此 事が 事實ぁ つたと すれば、 病 は 汗 布 や 前垂に 由て 治った ので はなく して、 信仰に 由て 治った 

ので ある。 そして 迷信に 由て 養 はれ 來 りし H ぺソの 入 は、 ； i 昔 を 信ぜし と雖も 直に 迷信の 習慣 を 去る 

こと 能 はす、 故に バウ U の 身に 觸れし 布片に 觸れて 能力の 新たに 身に 加 へられし を 感じ、 病の 癒し を 

つ 45 き  **  力し ひ  いやし 

助けた ので ある。 恰 かも キリストが 地に 唾し、 唾に て 土 を 和ぜ、 その 泥 を 瞽者の 目に 塗りて 其 治癒 を 

助けし と 同じで ある。 此 場合に 於ても 瞽者の 眼 を 開きし もの は 彼の 信仰であった、 唾と 泥と ではな か 

つた (ョ ハネ傳 九 章 六 節〕。 或る 婦人が イエ スの 衣の 裾に さはり たれば 其 病 癒えたり と 云 ふ も如斯 くにし 


て說 明す る 事が 出来る (馬 太 傳九章 サ節以 ド)。 然し 說明 は出來 るが 倚賴 つて はならない。 我等 は 唯 信す 

OOO0OO00000O00000CO00000  0000  0:  00  „?,  0-P.  0,  0-2,S;-?00,0-0 

る 丈け にて 癒して いた f かんと 欲しなければ ならない。 或は 更に 進んで， 縱し 癒して 戴 力す とも 彼 を 

信じ 得る の 信仰の 所有者た る を 祈るべき である。 行 傅 記者 は 此事を 記せし も、 パゥ Q 自身 は 彼の エペ 

ソの 信者に 對 する 告別 演說に 於て 一 言 も此 事に 就いて 曰はなかった (二十 章 十七 節 以下 を 見よ)。 斯 

かる 事 は 縦し あつたと する も 信仰 上の 小事 件で ある。 ^に 言 ひ 振らして 傳 道の 助けと 爲 すべ き 程の 事 

ではない。 

世に 迷信の 敵と して キリストの 福 昔の 如き はない。 福 昔の 榮 ゆる 所に 迷信 は 亡びる。 迷信 唯一 の 敵 

は科學 であると 云 ふ は 間違で ある。 西洋に 於ても 束洋に 於ても 迷信 は科學 丈け で 亡びなかった。 文化 

旺盛 を 以て 誇る 今 R の 東京に 於て 如何に 多くの 迷信が 行 はる \ 事よ 單 に無學 の- <  に 限らな レ ^0 

の 紳士 淑女が 占師の 門に 轄湊 する。 或 人が 日本の 鐵 道を稱 して 迷信 鐵 道と 云うた。 日本の 神社 怫閣に 

參詣 人の 多き はァ ル テ ミ ス の宮に 全世界の 人が 詣 うでし と 同じ 现 由に 依る ので はない 乎。 そして 一 一年 

間に 涉るパ ゥ n の H ぺ ソ俾 道に 由り 迷信 は 其 S 菜 窟を覆 へ された。 魔術が 信用 を 失って、 魔術に 關 する 

書籍が 不用に なった。 魔術師 自身が 進んで 高價 なる 書籍 を 公衆の 前に 燒棄 た。 其 代價五 i.? 銀 計り。 

「主の 道齊 まりて 勝 を 得る 事 如此」 である。  ， 
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十二 パゥ 口、 ヱ ぺソを 去る 

使徒 行傳 十九 章廿 一 節 以下 

ェ ベ ソ に 於け るパ ゥ の 傳道は 大成功 を以 つて 終った。 ^ 「主の 道廣 まりて 勝 を 得る 事如此 し」 と あ 

るが 如し (廿節 )o 彼の 敵が 曰 ひしが 如くに、 福音 は 「第に エペ ソ 耳なら す 殆んど アジ ャ 中に 及べり」 

であった (サ六 節 )o 默示錄 に 所謂 「アジ ャの七 敎會」 なる もの は 其發端 を。 ハウ n の ヱ ぺソ傳 道に 受け 

た 。多分 皮の 傳 道の 內で H ぺソ傳 道程 完全に 成功した る 者 は あるまい。 第廿 一節に r 此 事の 竟 りし 

後」 と あるが 此事を 示す。 「アジ ャ傳道 完成 後」 の 意で ある。 普通の 戰爭に 於ても 部分的 勝利と 完全 

なる 勝利との 別が ある。 敵の 本 城 を 毀ちて 彼 をして 復 たび 起つ 能 は ざら しむる 底の 勝利が ある。 パゥ 

a が アジ ャの 都なる H ぺ ソ に 於て 枚め し 勝利 は此 種の 勝利であった。 そして パゥロ 自身が 彼が H ぺ ソ 

に 於て 爲 し 傅 道の 遠大の 結果 を 知悉なかった であらう。 彼の 名 は 一時 は エペ ソに 於て 忘れられ、 ョ 

ハネの 代る 所と なり、 所謂 東方 敎會は ヨハネ 敎會 として 存在して 今日に 至りし と雖 も、 彼が ェ， ぺフづ 書 

コ 口 サイ 書 を 遣せ し 結果と して、 彼の 遠大の 理想 は、 紀元の 第 二十世紀に 於て、 亞細亞 大陸の 何處に 

於て 現實 する に 至る であらう。 「汝の パン を 水の 上に 投げよ、 多くの 日の 後に 汝復 たび 之 を 得ん」 と 

あるが 如し (傳道 之 書 十一 章 一節 )o 洪水の 如き 異教の 面に 福 昔の 種 を 捲き て、 數百 千年の 後に 其 某を收 

, る 事が 出来る。 爲 すべき は傳 道で ある、 而 かも 徹底的に 之 を 行 ふべき である。 然れば 其 效果は 時の 

變遷に 遭うて 消えす、 萬 世 を 化して 永生に 至らし めむ。  - —— 


ェ ぺソ傳 道が 終って 實際 上パゥ 口 の 傳道は 終った ので ある。 今より 後、 彼の 目指す 所 は II マで あつ 

た。 「我れ 必す ti マ を 見るべし」 と は 彼が H ぺソを 去る に 臨んでの 決心であった (二十 一節〕。 マケド 

-1 ャを經 て ァカャ に 至り、 然る 後に エルサレムに 至り、 重大なる 任務 を 果たして、 然る 後に 世界の 都 

なる a マ を 見るべし との 事であった。 當 時に 在りて は 長い 危險 なる 旅行であった。 然し 必す之 を實行 

すべし と 彼 は 曰うた。 「意 を 定め」 と ある は 原語の r 靈に 在って 決定せ り」 との 意譯 である U 「架靈 

に 在りて 決心せ り」 と譯 する が本當 であらう。 バウ a は 彼の 凡ての 行動に 於て 聖靈の 指導 を 仰いだ の 

である。 此の 場合に 於ても 亦、 聖靈の 明らかなる 指示 を 受けて、 0 マ を 目指して： 辻 同せ る 長き 旅路に 

就いた ので ある。 

然れ ども 彼 は 平安に H べソを 去り 得なかった。 彼 は逐ひ 出さる、 やうに 此所を 去った。 彼の 傳 道が 

餘 りに 效を 奏して アル テ ミスの 宮 までが 其 權威を 失 はんとす るに 至った。 其參詣 人が 頓に滅 じた。 其 

の 像 を 納めた る 小宫の 販賣の 量が 減じた。 其 製作に 從事 する 職工まで が 生活 を 脅かされた。 デ メテリ 

ォと云 ふ 銀ェの 頭が 張本人と なりて 玆に 基督 敎反 對の大 運動 を 起した。 彼が バウ に 就て 訴 へし 所が 

振って ゐる。 

此パゥ 口 は 手に て 作れる 者 は 神に 非す と 云 ひて 多くの 人を憨 はし 云々 •：：. 此は唯 我等の 業の 輕し 

めら る、 危險 あるの みならす、 アジ ャ 及び 天下 擧 りて 崇 むる 所の 犬なる 神 アル テミ ス の 宮も藐 せ 

られ、 其 威光 も亦滅 ぶべ し (二 七 節， }o 

自分 等の 職業が 奪 はるべし、 それが 第一。 アル テ ミス 神の 威光が 滅ぶ べし、 それが 第二で ある。 神の 

榮 光よりも 自分. 0 利益が 先き である。 低き 宗敎の 赴く 所 は 常に 兹 にある。 神の 威光 を 以て 己が 利益 を 
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保護 せんと 欲す？ 熱狂 は 利 慾に 信仰が 加 はる 時に 起る。 H ぺソ 人の 利益と 信仰と がパゥ II の 説きし； i 

音に 由て 脅かされ しが 故に、 玆に 全市が 起ちて 彼に 反對 したので ある。 

「手に て 作れる 者 は 神に 非す」 と は バウ 口よりも 前に ギリシャの 哲學者 等が 唱 へし 所で ある。 然る 

に哲學 者に 對 して は 起さす して 福音の 使者た るパ ゥ 口 に對 して 反對 運動 を 起した。 そこに 哲學と 福音 

との 相違が ある。 哲學は 理窟であって、 福音 は 迷信の 根據を 覆へ さすして は 止まない。 

夫れ 我等が 戰の器 は 肉に 靄す る 者に 非す、 營壘を 破りて 能 あり (哥林 多 後書 十 章 四 節)。 

哲學其 他 の 宗敎 に對し て 騒動が 起ら すして 幅 昔に 對 して 起る は 是が爲 である。 眞の 福音 の唱 へらる & 

所に 騒動が 起る。 起らざる は眞 ならざる 證據 である。 バウ n は 到る 所に 騒動 を 起した。 彼 は 多分 騷擾 

罪を以 つて 訴 へられ、 その 爲に 死刑に 處 せられた ので あらう との 事で ある。 憐む べし、 彼れ 自身 は： E 

よ り も 平和 を 愛す る 人であった、 然るに 彼の 傳 へし 平和の 福 昔に 偽 はり の 平和 を擾す の 性が 具 はった、 

故に 彼 は 到る 所に 平和の 攪亂 者と して 娥 はれた。 ァ ハ ブ王は 預言者 H リャを r ィ ス ラ H ルを惱 ます^」 

と 呼んだ。 「イスラ H ルの 平和 を擾す 者」 との 意で ある。 其 意味に 於て 凡ての 祌 の忠實 なる 僕 は 平和 

の攪亂 者であった。 古今東西 變 りなし。 不敬罪に 問 はれ、 信仰の 爲に {豕 庭 叉 は 社 會に大 騒動 を 起して 

我等 は 活ける 神の 幅 昔が 我等の 衷に 病り し を 知る。 「犬なる 哉 H べソ 人の アル テ ミス」 と 群衆 は 一 一時 

問 叫び 績け た。 そし て 其 叫び は 永 久に 止ん で , 女神の 莊大 なる 宮は 今 は 廣大な る廢墟 となり て _J ^し 、 

考古學 研究の 善き 资料 として 存る。 之に 反して 叫ばれし パゥ の 福音 は 今猶ほ 全世界 を 救 ひつ V ある。 

十三 トロア ス の集會 
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騒擾の 定まりし 後、 。ハウ 口 は H ぺソの 信者に 训れを 吿げ、 マケ ドー 一 ャを經 て ギリシャに 柱かん とて 

出立た。 到る 所に 信者 を勸め 慰め、 ギリシャに 到り 三 ヶ月 止まり、 叉 アジ ャ へと 取って返した。 诲を 

度って 歸 らんと せし も、 ユダヤ人が 船中に て 彼に 危害 を 加 へんと する の隱謀 ありと 聞き， 陸路 を 取り、 

四た びマケ ドー ーャに 入り、 ピリ ピに 留まり、 除 酵節卽 ち 復活祭の 後 此地を 立ち、 復た 舊のト ァスに 

着いた。 僅々 六 節の ^ に、 記者 は 長い 旅路の 記事 を 載せて 居る。 其 問に 亦た 多くの 目醒 しき 出来事が 

起った であらう。 若し 之 を 知る を 得るならば 我等の 信仰に 资 する 所 甚だ 多いで あらう。 然し 記 は。 ハ 

ゥ ロ傳を 綴って ゐ るに 非す して 一 i 音史を てゐ るので ある" 故に 福音の 進 步に關 係な き 事は惜 ますし 

て 切り 棄 たので ある。 

玆に 注意すべき は 。ハウ 口と 偕に 多くの 兄弟の 此 旅行に 加 はりし である。 ベ レ ャ より はソパ テル、 

テサロ 一一  ケ より は アリス タルコと セ クン ド、 ガラ テャの デ ル ベより はガ ヨスと テ モテ アジ ャ より は 

テキ コとト n ピモ、 凡て 七 人 は、 各自 其 地の：： 儿弟團 を 代表して パゥ 口に 伴うた。 外に 行傳の 記者の あ 

つた 事 は 五節に 於て 「我等」 と あるに 由て 判明る。 一行 少く とも 九 名、 パゥ& を 頭に M ルサ レム 指し 

て 旅行した ので ある。 そして 是 等の 兄弟 はパゥ が 異邦人の 內 より 刈 取りし 111 の牧 穫の檫 本で あつ 

た。 それと 同時に 叉、 彼等 は 各自の 敎會を 代表して ュルサ レムに 在る 信仰の 兄弟に 同情 を 表せん が爲 

の 醸 金を携 へた。 彼等 は 異邦の 信者 を ユダヤの 信者に 槃 がんと する 愛の 使者であった。 事はコ リン 卜 

後書 九 章に 詳か である。 バウ P は 彼の 終生の 目的の 一た る^ 界の 信者の 一致 團合 を實 現せん とて 此の 
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最後の M ルサレ ム 行き を計畫 したので ある。 彼が 何よりも 平和 を 愛する 人で ありし 事 は、 此 一 事に 由 

て 判明る。 

バウ I- の 一 行はト C ァ ス に 七日 留 つた" 其 最後の 日が 一 週の 首卽ち 日曜日であった。 其 日 一 行 は 其 

地の 信者と 共に 特別の 集會を 開いた。 今 R で 云 ふ 聖日の 例會 であった らう。 其の 如何なる 者な りし 乎 

がト n ァスに 於け る此集 會に關 する 記事に 由て 窺 ひ 知らる。 先づ 第一 に、 其れが 普通の 集會 であった 

事で ある。 ギリシャ 語で 云 ふ Hsmxis である。 今日で 云 ふ 規則 立ちた る禮拜 式でなかった、 愛に 依 

000  OO0  0C0C0000CCC  0  0000COO 

る 普通の 集會 であった。 第一 一に、 其 例會が 一 週の 首なる 日曜に 開かれた る 事で ある。 安息日 は 土曜日 

であるが 故に、 基督信者も亦土曜日を聖く守らざ^^？べからすとの說は、 聖書の 此衝 所に 由て 破れる の 

である。 信者 は 夙く より 日曜日 を特刖 集會の 日と 定めし 證據 を此に 見る。 日曜日 は キリストの 復活せ 

し 日であって、 信者 は 特に 此日 を聖 守した ので ある。 第三 は 集 會が夜 問に 行 はれた 事で ある。 其譯は 

(一) に は 不信者 社會に 在りて は 信者 全體 の集會 を晝の 間に 催す 事が 困難であった らう。 (二) に は 

不信者より 妨害 を 受けす して 靜肅に 集會を 催さん と 欲せば 夜間が 最も 安全であった らう。 (三) に は 

日曜日の 集會は 主として キリス 卜 復活 を紀念 せんが 爲 でありし が 故に、 此の 出來 事の 拂曉に 起り し 事 

に 合 はせんた めに 特に 夜間 を 選らんだ ので あらう。 第 四 は 集會に 「パン を擘 きて 食 ひ」 たりし 事で あ 

る。 此は 聖餐式 を 執行せ りと 云 ふ 意味に 解す るが 普通で あるが、 爾 うと は 限らない。 敎會に Agape 

(愛餐) と： Eucharist, (聖餐) との 二つが あつだと 傳 へられ、 愛餐 は 只の 會 食であって、 聖餐 は キリ 

ストの 肉 を 食 ふこと であった との 事で あるが、 此 場合、 孰れ を 指した ものである 乎 判然し ない。 私の 

常に 考 ふる 所では、 聖餐 は 素々 愛餐であって、 二者の 間に 別 は 無かった と 思 ふ。 信者が 愛を以 つて 


食 を 共す る に、 キリスト は 其內に 在まして、 信者 は 彼の 血 を 飮み肉 を 食 ふと 云 ふの が 聖餐式の 起原 

であった と 思 ふ。 ト。 ァスに 於け る 此會食 は 初代 信者の 間に 行 はれし 愛の 會 食であって、 今日 敎會に 

於て 行 はる. 1 聖餐式で はなかった と 思 ふ。 然し 私の 此解 釋に對 し敎會 側より 激烈 の 反對の 起る のは豫 

め 承知して 置かねば ならぬ。 

此會 合に 於て 一 の 慮の 災難が 起った。 ュテコ と 名く る 二人の 青年が 三階の 窓より 落ちて 死んだ と 

の 事で ある。 會衆大 に 驚き、 集會は 中途に て 終らん とした。 此時 バウ 口 は 下りて 靑 年の 上に 伏し 之 を 

抱きて 起さん としたり しが、 其 生命の 絕 えざる を 見て、 復 たび 上り 来りて 說 敎を續 けたり と 云 ふ。 此 

は 預言者 H リャが ザ レプタ の 寡婦の 一 子 を鞋ら せし と 同様の 奇跡が バウ 口に 由て 行 はれたり と 解す る 

がず 通で あるが、 必 すし もさう 解す るの 必要 はない。 玆に バウ 口の 物に 驚かざる 心の 平靜が 示された 

と 見て 却て 意味が 深く ある。 又 「樓に 多くの 燈 あり」 と あるに 由り、 初代の 敎會 は禮拜 式に 燈明を 用 

ひたりと 解す る は解釋 以上の 解釋 であると 思 ふ。 集會は 普通の 常識に 叶 ひたる 集會 であった。 他の^ 

會と 異なる 點は 其內に キリス トが 在まして、 其 愛 を會衆 一 同に 注ぎ 給 ひし 事で ある。 

十四 バ ゥ 口 の吿 別演說 

使徒 行傳ー 一十 章 一 七— 三 八 節 

ミレトスに 於て バウ n が H ぺソの 信者 圑の 代表者に 爲 せる 吿 刖演說 は、 行傳 中で 最も 强く人 を 感動 

せし むる 記事で ある。 此は 多分 記者なる ルカが 其 席に 在りて 自 から 聽 きし 事 を 筆記し、 それ を此 所に 
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記る したので あらう との 事で ある。 聖書 學 大家 H ダルト は 曰うた、 r 此演說 の 眞正を 疑 ふ は 不合理 其 

物で ある」 と。 バウ n の氣 質、 演說體 等が 最も 鮮 かに 其" 門に 露 はれて ゐる。 彼 は强ぃ 感情の 人で あつ 

た、 故に 彼の 言葉 は 情熱に 燃え、 身 振 手 眞似を 以て 强 めら れた。 「我が 此手は 我れ 及び 我と 偕に 在り 

し 者の， 需用に 供へ し 事は汝 等が 知る 所な り」 と 曰 ひし 所に、 彼が 己が 手を聽 衆に 對 ひて 仲べ て 彼れ 並 

さ i 

に 一 行の 自給 獨立 を證 したりし 狀を窺 ふ 事が 出来る。 之 を 護んで 我等 自身が 筆者と 共に 大パゥ 口の 演 

說を聽 きゐたり しゃう に感 する。 

バウ 口の 幅 昔に 秘密はなかった。 彼 は 「益 ある 事 は殘す 所な く 之を宣 ベたり」 と 曰うた。 そして 其 

眞 髓は簡 短なる ものであった。 「祌 に對 ひて は 悔改、 主ィ H ス キリストに 對 ひて は 信仰」 と 云 ふので 

あった。 故に 之 を總稱 して 「神の 恩惠の 福音」 と 云うた。 更らに 約め て 云へば 「恩 惠の 道」 と 云うた ( 

救 は 神より 出て 神に 歸る。 人 は 唯 自己 を 祌に娄 ねまつ るより 他に 救 はる 、 の途 がない と 云 ふので あつ 

た。 神. 祕 的の ヱぺソ 人に 取りて は餘 りに 簡 短に 過ぎて 却って 解し 難かった であらう。 そして 彼等の 將 

來に關 する バウ II の 心配 は玆に 在った であらう。 彼 は 彼等の 將來 を豫测 して 曰うた 

我が 去らん 後、 此 群を惜 まざる 暴き 狼 汝 等の： 2 に 入来らん、 亦汝等 自身の 屮 よりも？^ 子等 を 己 

に從 はせんと て、 悖理 なる 言 を 語る 者 起らん」 

と。 そして 事 實は其 通りであった。 H ぺソ 書翰と、 テモテ 前後 雨 書翰と は 能く 此事を 示す。 一一 ぺソ並 

に アジ ャ全州 は バウ n に 背いた。 默示錄 の 如き  一 一一 一一 c もパゥ 口 に 言 ひ 及ばない。 H ぺ ソを 中心として 起 

つた 所謂 東方 敎會は 今日と 雖も猶 ほ煩玻 なる 神學 と複雜 なる 儀式の 塊で ある。 バウ 口 の單 純なる 信仰 

は 寧、 ろ 西方 敎會 に 由 て 維持され た. リ 


敎會に 長老 あり 監赞 ありと 書いて あるが 故に、 其 時旣に 長老 監督の 敎會 制度 ありたり と 解す る 

は 問違ゐ である。 長老 は單に 信者の 內の 年長者であって、 監督 は單に 團體の 取締 人であった。 年長者 

(presbyter) が 長老 役に なり、 それが 終に 化して 英語の priest と 成りて、 役 僭 を 意味す るに 至りし 

は 信仰の 敎會 化の 結果に 外なら ない。 叉 監督の 原語 は episcopos であって. 單に 監理 者と 云 ふが 如き 

輕ぃ 意味の 詞 であった。 それが 終に 今日の 如き 厳めしき 役目 を 佩ぶ る 者に 當 はめら る、 に 至った ので 

ある。  ， 

バウ 口が H べソに 於て 說 きし； i 音の 内容 は、 我等が 彼の 書簡に 於て 讀む 者と 異ならなかった。 キリ 

ストの 噴 罪が 其 根本であった。 「主の 己が 血を以 つて 買 ひ 給 ひし 所の H ク レジ ャ」 と 云 ふので あった。 

「買 ふ」 と 云 ひ、 「贖 ふ」 と 云 ふて、 商賫 上の 取引の やうに 聞え るが、 相 乎より 買 取った と 云 ふに 非 

,0 の 

すして、 己が 有と なせり との 意で ある。 祌は其 子の 寶 血の 代 價を拂 ふて 人 を 信者に 爲 せりと 云 ふので 

ある。 信者の 貴き は それが 故で ある。 罪 は 無償で は 除かれない、 苦痛の 代 價を拂 ふて 帳消しに せらる。 

罪の 代價は 死なり、 そして 神 御自身が 其 子の 死を以 つて 我等の 罪の 代 價を拂 ふて 下さりし が 故に、 我 

等 も 亦 子たり 得て 彼に 近づき 得る に 至った ので あると 云 ふが、 バウ a の 福 昔の 根 本義であった。 

そして 此 福音 を 說 くに 方て パゥ n は 彼の 生活に 於て 絕對的 獨立を 守った。 マケド ュャに 於て， 叉ギ 

リシ ャに 於て 爲せ るが 如くに 彼 は アジ ャに 於て 爲 した。 「我が 此手… (彼 は 乎 を 仲して 言うた ので あ 

る) …此 手が 我れ 及び 我と 共に 在りし 者の 需用 を充 たせり」 と 彼 は 言 ふて 憚らなかった。 「我 は 人の 

金銀 を 貪りし ことなし」 と 彼は附 加へ て 言うた。 金錢 上の 問題に 就き 我 は 汝等を 煩 はせ し 事な しと 言 

うたの である。 是れ獨 立の 自慢で あつ て、 パ ゥ 口 たる 者は斯 かる 言 を愼 むべき であると 言 ふ 者 も あら 
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う。 敎會は 常に 大使 徒の 此 言に 躓き、 聖書の 他の 言 を引來 りて 其 教師の 有給 制度 を 辯 護 せんとす る。 

曰く、 バウ n 以外の 使徒達 は 生活 問題 は 之 を 執事に 委ねた。 行 傳六章 二 節 以下に 曰へ るが 如し 

- 一と 

十一 一人の 者 弟子 等 を 呼び集めて 曰 ひける は、 我等 神の 道を棄 てて 飮貪の 事に 仕 ふ 事 は 宜しから す 

…… 我等 は 常に 祈る 事と 道を傳 ふる 事を務 むべ し。 

斯く あるが 故に 今日の 敎會 の敎師 たる 者 も 祈 禱と傳 道に 事心從 事す る 外に 飮貪 問題に 携 はるべ からす 

と。 誠に 苦しい 辯 護で ある。 然るに パゥ& 自身 は獨 立の 名譽 丈け は 終生 之を擔 はんとした。 彼 は エペ 

ソに 在りし 間に コ リ ント 人に 書途 つて 曰うた 

我が 誇る 所 を (獨 立の 名譽 を) 人に 虚く せられん より は 寧ろ 死ぬ る 事 を 善と す (哥林 多 前書 九 章 十 

五節〕 

と。 英國々 敎 會敎師 ラッカム は 其 使徒 行傳 註解 書に 於て、 バウ U の此 態度 を 評して 「彼の 大膽な 

る 自己主義」 と 云うた。 然し 敎會の 敎師の 間に 澤 山に 有って 欲しい 高貴なる 自己主義 である。 

十五 ミレトスより ヱルサ レムまで 

使徒 行 偉一 一十一 章 一 —一 六 節 

。ハウ a の 一行 は除酵 節の 後 ピリ ピを發 し、 アジ ャに 渡り、 ト B ァス より パクラまで 岸に 沿 ふて 航し、 

此 所に 新たに 便船 を 得て、 ピ 一一 ケのッ 口に 濟り、 ッ 口 より トレ マイに 濟り、 玆に 海路 を 終り、 陸路 力 

ィザ リャに 至り、 それより M ルサ レムに 上り、 五旬節の 少し 前に 其處に 着いた。 若し 一 九 二 七 年の 今 


年であった ならば 今月 (四月〕 の 十九 日頃 ピリ ビを 立って 五月の 初めに エルサレム に 着いた ので ある。 

美く しき H 1 ジャ 海の 春の 航海で ある。 大陸 と^との 間 を 縫 ふて、 湊々 に 碇泊し つ k 安き 旅行 を 接く 

るので あった。 そして 所々 に 上陸して 信仰の 兄弟の 安否 を 問 ひ、 或は 一 日、 或は 七日 • 共に 留まりて 

靈 交を溫 め、 H ルサ レム 目指して 進んだ ので ある。 。ハウ B に 取り 善き 休養で ありし と 同時に 亦 善き 傳 

道 旅行であった らう。 海路の H ルサ レム 上りであって、 其處に 患難 線 練が 彼 を 待つ と は 知りつ K も、 

明日の 事 を 思 ひ 煩 ふこと なく、  <J マロの 恩惠に 明日の 勞苦を 忘れ、 平穩 感謝の 旅路 を 進めた 事で あらう。 

バウ 口 は 到る 處に 激烈なる 敵 を 持った。 H ぺソ に、 コ リントに、 殊に H ルサ レムに 彼の 敵 は 彼の 跡 

を逐ひ 彼の 肉 を 咬 は ざれば 止まざる 底の 憎惡を 抱いた。 之に 對し彼 は 到る 所に 彼 を 熱愛す る 友人 を 持 

つた。 此 旅行に 於て 此 事が 能く 示された。 トロア スに、 ミレトスに、 ッ 口に、 カイ ザリャ に、 彼 は 愛 

の 友の 愛の 歡迎を 受けた。 ミレトスに 於て は 

彼等 皆な 大いに 哭き、 パゥ ：！ の 頸 を 抱きて 之と 接吻し、 その 再び 我 面 を 見 まじと 曰 ひし 言に 因り 

て 殊に 憂へ、 彼 を 舟まで 伴へ り (二十 章 三十 七 節し。 

と ある。 恰 かも 愛人の 離別の 如しで ある。 叉ッ & に 於て は、 滯留七 RI の 後に 

我等 出立ち て途に 就く。 彼等 その 妻子と 共に 我等 を 送りて 町の 外にまで 至りし が、 共に 海岸に 跪 

きて 祈り、 互に 刖を 告げ、 終りて 後、 我等 は 舟に 登り、 彼等 は 家に 歸れり (廿 一章 五、 六 節) 

と ある。 基督 信者の 交際の 美 はし さ、 今 も 昔 も 異なる 所な しで ある。 更らに 南下して トレ マイに 至り、 

此所 にも 「兄弟 等の 安否 を 問 ひ、 彼等と 偕に 一 日 留まれり」 と 云 ふ (七 節〕。 それより 陸路 湾に 沿 ひ、 

カルメル山 角 を 越え n マ の 政廳の 所在地なる カイ ザ リャに 至れば、. 此 所に は 傳道者 ピリ ボが 彼の 家族 
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と共に パゥ 11 と 彼の 一 行を迎 へた。 ピリ ボは殉 敎者ス テパノ と共に H ルサ レム 敎會の 最初の 執事と し 

て 選 まれし 七 人の 內の 一人であって、 前に はパゥ 口の 迫害に 會 ふて 聖 都を遂 はれ、 今 は カイ ザ リャに 

住居 を 定めて 異邦 傳 道に 從 事した。 其の ピリ ボが 今や 前の 迫害者 バウ „1 を 其 家に 迎 へて、 兄弟の 愛 を 

以て 彼 を 接待した と 云 ふので ある (八 章 二 六 節 以下 參考 )。 キリストに 在りて 結ばれて 前の 敵 は 人 マ の 

兄弟であった。 バウ n が ピリ ボの 家に 客たり し は ステ。 ハスの 家に 客たり しと 同然であって、 斯んな 美 

はしい 事 はない。 主客 相對 して 昔 を 語りし 時に 實に 感慨無量であった らう。 

ピリ ボに ra 人の 娘が あった。 孰れ も 預言者であって 處 女な りしと 云 ふ。 如何にも 愛嬌の 無い やうに 

聞え るが 雨う でない。 預言者た る は聖 靈に充 たされ、 傳道 慰藉 等 の 奉仕の 任に 當る 事であった。 處女 

たる は 夫に 嫁す る 事な くして、 終生 愛の 任務に 就く 事であった。 ピリ ボの 妻の 記載な きを 見れば， 彼 

女 は旣に 失せし が 如く、 玆に 於て か 四 人の 娘が 共力して 彼等の 老いた る 父の 傳道 を援 けたので あらう。 

まことに 美 はしい 二まで あって、 パゥ a の 一行 は此 所に 模範的 傅 道師の 家庭 を 見た であらう。 處 女の 

事に 就て は バウ 口 は 前に コ リン ト 人に しく 書き 贈つ て 曰うた 

處女 たる 者、 嫁せ ざる 者 は 身 も 靈も潔 からん ために 主の 事 を 思 ふ、 嫁せ し 者 は 如何に 夫を悅 ばせ 

んと 此^の 事 を 思 ひ 短 ふなり …… 此の 如く なれば、 嫁す る 者の 行 は 善し、 嫁せ ざる 者の 行 は 更に 

善し 

と (前書 七 章 二十 五節 以下 )。 玆 にパゥ 口 の唱 へし 所 を ピリ ボは 旣に實 行して ゐ たので ある。 處女 として 

よ .V てび i  のこ 

. 生 くる は 尼と なり、 ^棄 人と して 存 るので はない。 普通 以上に 愛の 活動の 生涯 を 送る ので ある。 人生 

かしこ 

最大の 幸福 を 結婚に 於て 求めん とする は 誤りた る 見方で ある。 多くの 賢き 女 は ピリ ボ の 娘の 取る 途を 


メ 


取った、 そして 彼等 は 其 事 を悔ゐ なかった。 ルカが 殊更ら に此 所に ピリ ボの娘 等に 就て 一言 を 書き 殘 

したる は 此事を 後世に 傳 へん 爲 であった らう。 

バウ 口 は カイ ザ リャに 於け る ピリ ボの 家に 留まる こと 數日、 友人の 制止す る をも聽 すして エル サレ 

ムに 上り、 其 所に 犬なる 苦難に 會ひ、 殺されん 計りの 所 を 免 かれ、 & マ 市 K 權を 利用し、 & マ 兵に 守 

られ、 W たび カイ ザ リャに 護送され、 此 所に 二 年 問 監禁の 厄に 會 うた。 そして 此の 長い 年月の 間、 在 

獄の彼 を 慰めし 者 は 傳道者 ピリ ボと 彼の 娘 等であった らう。 そして ルカ は バウ 口と 共に カイ ザ リャに 

來り、 彼と 共に 此所を 去りし が 故に、 能く 此 問の 事情 を 目 if したれば、 it 人の 美 德を讚 ふる を 喜びし 

彼が 特に 此 所に ピリ ボの娘 等に 就て 書記した ので あらう。 

十六 バウ ロ對 エルサレム 敎會 

使徒 行 傅 二十 一章 一 七— 二 七 節 

バウ 口 は 兄弟 等の 勸吿を 斥けて 終に H ルサ レムに 上った。 一 行聖 都に 到る や 兄弟 等 は 欣んで 彼等 を 

迎 へた (一七 節〕。 玆に 「兄弟 等」 と ある は バウ 口の 同志 を 指して 云 ふ。 ヱルサ レム 敎會 でない 。バウ 

口 は 到る 所に 兄弟 を 有った。 彼と 信仰 を 同う し、 目的 を 共に する 者 を 有った。 ッ に、 トレ マイに、 

カイ ザリャ に、 斯 かる 兄柴 等が 彼と 彼の 一行と を歡迎 した。 そして 叉 エルサレムに 於ても 斯 かる 同志 

が ありて 彼等 を歡迎 したと の 事で ある。 此時旣 にパゥ U を歡迎 せ ざる 基督 信者が あ つたので ある。. 

翌日 パゥロ は 一 行と 共に 使徒 ヤコ ブを其 家に 訪れた。 其處に H ルサレ ム敎會 の 長老 達 も 居 合せ たれ 
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ば、 パゥロ は 彼等の 安否 を 問 ひし 後に、 神が 彼 を 用ゐて 異邦人の 中に 行 ひ 給 ひし 事 を 一 々述べた。 兹 

に 彼 は 彼が 一 行と 共に 携へ來 りし 贈物 を 長老 達に 渡して、 異邦 敎會が M ルサ レム 敎會 に對 して 懷 ける 

愛と 尊敬と を 表した であらう。 是れ 彼が 異邦 傳 道を始 むる に當 りて、 前に 約束せ し 所であって、 玆に 

其 約束 を充 たした ので ある〕 バウ P が H ルサ レム 敎會 に對 して 爲 せる 事 は 寛大で あり、 キリスト 的で 

あった (加 拉太書 二 章 十 節)。 

然るに ュ ルサレ ム敎會 は バウ 口 を 受ける こと 甚だ 冷淡であった。 彼等 は 彼の 傳道 報吿を 聞いて 「主 

をせ めたり」 と 云 ふ。 然 かも 一 言 彼 を 讚め なかった。 バウ 口 は 勿論 人に 讚 めら れん 爲に傳 道した ので 

はない が、 然し 斯 かる 場合に 於て 神 を 祟る と 同時に 神に 使 はれし 人 を 勢る は 普通の 禮儀 であり、 叉 愛 

の 道で ある。 殊に 遠路 遙々 運び 来りし 贈物に 對し 厚き 感謝 を 表する は 人と して 爲 すべき 普通の 道で あ 

じ 3 ん しゅ 

る。 然るに 此 事を爲 さすして 直に 律法 問題 を 持 出し、 パゥ a をして 律法 遵守の 實を 表せし めんと する 

是れ 決して 信仰の 兄弟 を 遇する の 道で ない。 ャ コ ブ 並に エル サレ ム敎會 の 長老 達はモ ー セの 律法 を 重 

する 餘 りに 大 にして キリス トの 愛の 道 を 怠った ので ある。 彼等 は 熟 信に 驅られ て 愛 を 忘れた ので ある- 

彼等 は旣に 敎會の 人であって、 信仰 窗條嚴 守の 爲に 普通の 禮儀 また 人情 を 忘れた ので ある。 宜べ なり 

基督教の 未來は バウ n に屬 して ャ コ ブ 並に H ルサレ ム敎會 に屬せ ざり し 事 は。 。ハウ ri は 世界人で あり 

しに 對 して ヤコ ブは 地方 人であった。 玆に 愛の 使徒が 制度、 敎義 >  律法の 使徒に 接した ので ある。 

そして エルサレム 着 早々、 バウ 口が ヤコ ブに耍 求され し 事 は、 他人の 律法 遵守に i はりて、 ユダヤ 

人の 誤解 を 避けて、 同時に ュルサ レム 敎 参に 波 潤 を 起さに らん 事であった。 バウ 口に 取り 實に 迷惑 至 

極の 註文で あつたに 相違ない。 之に 從 はん 乎、 パゥ は 一 の 誤解 を 避けて 他の 誤解 を 招く の 恐れが あ 


つた。 ユダヤ人に は 忠良の ユダヤ人 として 認められん も、 H ルサ レム 敎會に は 彼の 自由の 福 昔 を 否. 

せらる、 の 恐れが あった。 是れ 彼の 前に 設けられし 昆 であって、 彼 は その 取捨に 非常に 心 を 痛めた に 

相違ない。 然れど 彼 は 平和の 人であった。 r 爲し 得べき 所 は カを竭 して 人々 と睦み 親むべし」 と は 彼 

の 平素の 主張であった。 故に 此 場合に 於て 無益と は 知りつ k も 使徒 ヤコ ブの 勸吿 を容れ た。 彼 は 他人 

の 誓願 滿 了の 儀式に 參與 し、 髮を 剃り、 人 費 を负擔 した。 

若し バウ n の 此行爲 を 辯 護 せんとす るなら ば、 彼れ 自身が 或る 場合に はモ ー セ 律の 實 行者であった _ 

ギリシャの 「ゲン クレアに 在りし 時、 誓願に 由り て髮を 剃れり」 と 云 ふ (行傳 十八 章 十八 節 )0 自分が 爲 

した 事に 於て 他人 を 助けた のであって、 其 間に 少しも 矛盾 はない。 バウ 口 は 決して モ ー セ 律の 破壊者 

でなかった。 彼 を さう 解す るの は大 なる 誤解で ある。 然し乍ら彼は H ルサ レ ム敎會とは^^法の^-解を 

全然 異にした。 彼等 は 救 拯に禄 法の 必要 を說" いたが、 パゥ は 其 不必要 を 主張した。 バウ U は 明かに 

Bn へ，. で、 「人の 養と せらる \ は 信仰に 由る、 律法の 行に 由ら す」 と (n マ 書 三 章 二八 節 )o そして 是れャ 

コブ 並に エルサレム 敎會の 受諾す る 能 はざる 所であった。 然るに 彼 は今斯 かる 人 等の 前に 禅 法の 一部 

を資 行し て 見せた ので ある。 之に 依て 彼等の 或 者 は 彼が 彼の 平素の IP 道 を棄て 律法 の 救 扬上必 を認 

めた と 言 振らした であらう。 恰 かも 今日の 敎會 信者が 私に 敎會屮 I 席 を 促し、 私 をして 其 儀式に 與 らし 

めて、 敎 會に對 する 私の 熊 度の 變化を 言 振らす と 同じであった。 寬大 なりし パゥ Q は 鼓に ヤコ ゾ 並に 

長老 達の 政略に 乘 つて、 大 なる 苦難 を 身に 招いた ので ある。 

そして ャ コブの 提議 は 其 目的 を 達せ ざり しのみ ならす 反って 其 反對の 結果 を 生んだ。 パウロ は 誓願 

滿 了の 儀式に 參與し て ユダヤ人の 巳れ に對す る 猜疑 を 晴らし 得な か つ た " 菜然大 反對 運動 は 彼 に對し 

バウ ロ傳の 一部  八 三 


使徒 行傳 w 究  ハ e 

て 起った。 パゥロ は 暴徒の 手中に 陷 ちて 旣に 殺されん とした。 そして 彼の 危險を 見て エル サレ ム敎會 

の 信者 達 は 彼 を 助けん と爲 なかった。 孰れ も 彼 を 事の 成 行に 任 かした。 パゥ 。は 自己の 羅 馬市 民權を 

利用して、 羅馬 軍隊の 保護 を 得て 僅に 身を以 つて 遁 がる，^ 事 を 得た。 實に 無益の 讓步 であった。 然し 

愛 の 讓步- であった。 故に 結局 彼 の 利益と 成りて 終った。 

十七 パゥ 口の 自己 辯 護 

使徒 行傳ー 一士 一章 一 丄三節 

つ- ，、るし み 

バウ 口の エルサレム 上り はィ H スの それと 司 じく、 敵の 手に 附 されて 苦難 を 受けん 爲 であった" 

「1K  一一 一一  c 者 ま エルサレム の 外に 殺さる k ことなし」 と あるが 如くに、 バウ 口 も亦此 所に 殺さる、 きりの 

5  «■、 るし， ひ 

苦難に 會 うた (路加 傳 十三 章 三 三 節)。 彼は斯 くして キリストの 苦難の 缺 けたる 所 を 幾分な りと 補 ひたり 

と S うたで あらう。 彼 は 最善の 動機に 勵 まされて H ルサ レムに 行いた * 然るに 敎會に は 冷遇せられ、 

國 人に は 迫害 せられた。 彼等が 彼の 主 を 扱うた 如くに 彼等 は 彼を极 うた。 若し バウ に羅 馬市 權が 

なかったならば、 彼が エルサレムに 於て 殺された 事 は 確かで ある。 彼 は此際 彼の 生命 を惜 まなかった 

であらう。 彼の 主が 殺されし と 同じ 所に 於て 殺されん 事 を 願うた であらう。 然し 彼に は 他の 目的が あ 

っヒ。 彼 は n マに 於て 福 昔を宣 べんと 欲した、 そして 更らに 西の方、 地の 極にまで 神の 道を傳 へんと 

欲した。 故に 彼 は 死に 瀕して is? に 死 を 求めなかった。 羅馬 軍隊の 保護に 己が 身 を 委ね、 遁れ 得る 丈 

け遁れ た。  . 


玆に 我等が 特に 學 ばんと 欲する は、 バウ n が聖 殿の 階段に 於て、 彼 を 殺さん と猛 りし 彼の 國 人に 對 

かさな i 

して、 彼が 爲せ る演說 である。 今 之 を： 奴 說體の 日本語に 書 直すならば 大略 左の 如くになる であらう。 

長老 並に 同胞 諸君、 今少しく 私が 自分の 事に 就て 言 はんと 欲する 所を閜 いて 下さい。 私 は ユダヤ 

人であります。 キリ キヤの タル ソに 生れた る ユダヤ人であります。 然し 敎育 は此 エルサレムで 受 

けました。 諸君の 問に 名 を 知られた るガ マリ H ルの 下に 受けました。 祖先 傅 來の嚴 格なる 律法 を 

守る やうに 敎 へられ、 今日 諸君が あるが 如くに、 初めより 祌に對 して 熱心なる 者で ありました。 

それ故に 斯 敎に對 して は 私自身が 迫害 至らざる なく、 男女の 差別な く、 縛 り乂^ に 投じ、 死に 至 

るまで 彼等 を追窮 しました。 此 事に 就て は 祭司の 長 閣下 並に 長老 達 全體が 私の 證 人であります。 

私 は 彼等より 書狀を 受取り、 之 を 同志の 者に 示し 彼等と 協力して、 エルサレムより ダ マスコに 遁 

れし 斯道の 者 等 を 縛り 彼等 を 引立て 刑罰に 處 せしめん と、 彼 地 を 指して 往 きました。 然るにです" 

私が ダ マスコに 近づかん とする 時、 時 は 凡そ 晝の 中央で ありました、 忽ち 天より 大 なる 光 ありて 

私 を 包みました。 ^は 地に 仆れ ました。 其 時 私 は聲を 聞きました、 「サゥ 口、 サゥ „ -、  ^故汝 は 

我を齊 むる の 乎」 と。 私 は 答へ ました、 「あなた は 何 誰です 乎」 と。 彼 は 曰 ひました、 「我 は汝 

が窘 むる 所の ナザレの ィ H ス である」 と。 其 時 私と 共に 在りし 者 は 光 を 見て 恐れました、 然し 聲 

は 聞きませんでした。 私 は 曰 ひました 「私 はどうし たらば 可い のです 乎」 と。 彼 は 私に E ひまし 

た、 「起て、 ダ マスコに 往け、 其 處で汝 の爲に 定められ たる 汝の爲 すべき 事が 示さる」 であらう」 

と。 私 は 光の i 輝きの 故に 目が 見え なくなりました。 故に 私と 共に 在りし 者の 乎に 援 けられて ダマ 

ス コ に往 きました。 其 市に 住める 凡ての ユダヤ人の 間に 敬 はる \ アナ 一一 ャと云 ふ、 谁 法に 循ひ祌 

バウ 口 傅の 一部  八 五 
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を 敬 ふ 人、 其 人が 私 を 尋ね、 側に 立ちて 曰 ひました 「兄弟 サゥ 口よ 吸 を il かれよ」 と。 私 は ffi ち 

に 額 を 上げて 彼 を ました。 彼 は 又 曰 ひました、 「祖先の 神 は 贵兄を 定めて その 進 ぼ を 知り、 か 

の 義者を 見、 其 口より 聲を 聞かしめ 給うた。 それ は贲 兄が 見且 聞いた 事に 就て 凡ての 人に 設 しせ 

んが爲 である。 然れ ば禱躇 する に 及ばす、 起ちて 聖名を 呼びて バプ テス マ を 受け、 貴兄の 罪 を 洗 

はれよ」 と。 

此事 ありて 後に 私 は H ルサ レムに 歸り、 聖殿 にて 祈りして ゐ ました 時に、 私 は 幻影 を 見る が 如く 

に 彼 を 見ました。 彼 は 私に 曰 ひました、 「急いで 速に エルサレム を 去るべし、 彼等 は 我に 關 はる 

汝の if 言 を. i けざる べし」 と。 私 は 曰 ひました、 「主よ、 私 は 手 を 下して あなた を 信す る 彼等 を 

捕らへ、 へ SI 堂に て 鞭ち、 あなたの 證 明^なる ステ パノが 殺さる" 時、 私 は 其 傍に 在りて、 死刑に 

贊 成し、 石に て 彼 を 撃ちし 者の 衣 を 預かった 者であります、 彼等 は 能く 其の 事 を 知って ゐ ます」 

と。 然るに 彼 はたぐ 私に 曰 ひました、 「去れ、 我れ 遠く 汝を 異邦人に 送らん」 と：：  

バウ 口が 玆 まで 曰 ひ 来りし や、 群衆 は聲を 揚げて 曰うた、 「こんな 奴 は 殺して 了へ、 彼 は 活かして 置 

くに 及ばす」 と。 玆に バウ 口 は 彼の 主と 同じく、 彼の 國 人に 死に 定められ たので ある。 

以上 は バウ 口 の 自己 辯 護の 演說 であった。 其 要 點はー 一つであった〕 第 一 は 彼れ 自身が 生粹の ユダヤ 

人であって、 決して 國を寶 り、 民 を 辱 かしめ、 律法 を 破る 者に 非る 事であった" 第二 は 彼 は 自己から 

選らんで 斯道の 宣傳 者に 成った ので はない、 死して 甦 へれる ナザレの イエ スに捕 へられた ので あると 

の 事であった。 神の 命に 循 つたので あって、 責任 は 神に 在りて 自分に ない との 大膽 なる 辯 護であった- 


十八 苦難と 傳道 
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バウ n の H ルサ レム 滯在數 日間 は 彼に 取り 苦難の 連 綾であった。 彼 は 苦しむ 爲に此 所に 來 たやうな 

ものである。 彼 は 友人の 切なる 勸、 吿に從 ひ、 来なかった 方が 善かった ので あるまい 乎、 彼 は 彼の 意志 

を 押 通して 無益の 苦難 を 己に 招いた ので あるまい 乎。 さう 見て 见 えない こと はない。 彼 は擾亂 の涵屮 

に 身を投じて、 今 は 全く 捕 はれの 身と なった。 ri 徒の 手より 軍隊に 救 はれ、 軍隊の 手より 羅馬 政廳に 

引^された。 まことに 囚人 バウ であった。 彼 は 行動の 自由 を 失った。 彼 は 唯 束縛の 內に 在りて 最善 

yrii み ともしび 

を盡 すの みであった。 敵 は 牙 < を 磨いて 彼に 迫った。 彼の 生命 は 風前の 燈 であった。 斯 かる 場 カロに 於て 

豫 測の 行動 は 不可能であった。 唯 臨機 應變に 身を處 する まで あった。 然れ ども 危 きに 臨んで 彼 は 心 

の 沈着 を 失はなかった。 彼 は 己 を 殺さん として 迫りし 暴徒に 對し、 靜 かに 自己 辯 護 を 試みる 心の 餘裕 

を 有った。 叉 彼を蕃 判ん 爲に 開かれし 集會に 於て、 パリ サイ 派と サド カイ 派との 軌蝶を 利用して、 己 

が 身の 安全 を 計りし 頓智 を用ゐ た。 彼が 前に コ リント 人に 書 贈りし が 如くに、 彼 は 「今 死た る 者に 似 

たれ ども 生ける 者、 攻めら る \ 者に 似 たれ ども 殺されす、 憂 ふるに 似 たれ ども 常に 喜ぶ 者」 であった 

(後書 六 章 九. 十 節)。 

上し 

バウ 口 は 3^ して 無益に 苦んだ ので あらう 乎、 問題 は それで ある。 彼 は H ルサ レムに 上らざる を 可と 

したら う 乎。 人間の K に はさう える。 彼 自身 も 亦 時には さう 思うた 乎 も 知れぬ。 然れ ども 主 御自身 
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が 彼に 現 はれて、 その 然ら ざる を 明かに 示し 給うた" 彼が 困憊の 際 中に 

主 その 夜パゥ 口の 側に 立ちて 曰 ひ 給 ひける は、 バウ n よ 雄々 しかれ。 汝は H ルサ レムに 於て 我に 

就て 證 しせし 如く 必す 口 マ に 於ても 證 しすべし と (廿三 章 十 一 節 )0 

斯 くして ィ H ス 御自身が、 エルサレム に 於け るパ ゥ 口 の 行動 を 嘉尙し 給うた ので ある。 卽ちパ ゥロは 

彼 地に 於て 爲 すべき 事を爲 した、 更らに 進んで 世界の 都なる 口 マに 於て 同じ 事を爲 すで あらう との 事 

であった。 パゥ 口は此 際、 主の 此 御言 葉に 由て 如何に カ附 けられた 事で あらう。 バウ 口 は エルサレム 

に 於て 彼の 目的 を 達し 得なかった。 ユダヤ 敎會と 異邦 敎會 との 調和 一致 を 遂げ 得なかった。 又 異邦の 

邑々 に 於け るが 如くに、 多くの 信者 を 起し 得なかった。 平和の 使命 を果し 得なかった。 傳 道の 效菜を 

擧げ 得なかった。 唯 苦しんだ 丈け であった。 然し 苦しみ 其 物が 大 なる 事業であった。 彼 は 苦しみに 由 

て キリストに 就て 證 した。 彼 は キリストの 復活に 就て、 彼が 活 きて 働き 給 ふ 事に 就て 證 した。 そして 

彼 の 言 を以 て の みならす 彼 の 行を以 つて その 證 明を爲 した。 彼が 後に 至って ピリ ピ人 に 書 贈 つて 曰 ひ 

しが 如くに (ピリ ビ書三 章 十 節) 

ち か ら  さ** し Xi が 

また 彼 (キリスト) と 其 復活の 能力 を 知り、 其 死の 狀に循 ひて 彼の 苦しみに 與り 

得た ので ある。 彼の 行動 其 物が キリ ストの 復活の 善き 證 明であった。 パ ゥロは エルサレム に 於て 他に 

何 を爲さ 5^ りしと 雖も、 此 一 事を爲 したので ある。 卽ち キリス トの 死の 狀に循 ひて 苦しんで 彼に 就て 

善き 證し を爲 したので ある。 

000  0  0-0000  OOO0OOOOC00OOOOO 

まことに 傅 道. 何物 ぞ、 キリストに 就て 證 しする 事で ない 乎。 傳道は 信者 を 作る 事で ない、 敎會を 起 

す 事で ない、 かの 事業、 この 事業 を爲す 事で ない、 キリストに 就て 證 しする 事で ある、 そして 最も 有 


こ i&  おこ. H ひ  c るし ふ  AAAAAAAAa 

力なる 證しは 言 を 以てする 證 しでない、 行動、 殊に 苦難 を 以てする 證し である。 キリストの 御名の 爲 

に 攻められ 苦しむ は 最善の 傳道 である。 此 意味に 於て パゥ ：！ の M ルサレ ム 道 は 大成功であった。 彼 

は 此事を 主に 示されて 如何に 慰められた 事で あらう。 實 に勇氣 百倍して、 更らに 叉大に 苦しまん との 

決心 を 起した であらう。 。ハウ & は 勿論 此 時に 此事を 知った ので は あるまい、 然し 彼が はっきりと 此事 

を 知った のは此 時で あらう。 以來彼 は 此方 針に 彼の 生涯の 目的 を 向けた であらう。 

そして ^^ ルサ レ ム に 於け る バウ n の惡戰 苦鬪は 神の 御 攝理の 下に 行 はれた。 幾度 か 死にお めら れて、 

幾度 か 免 かれた。 暴徒の 手に 殺されん とせし 刹那に 羅 馬の 軍隊が 来りて 彼 を 救うた。 ra: 卜 人の ユダヤ 

人が 黨を 結び、 誓約の 下に 彼 を 暗殺 せんとせ し 時に、 。ハウ 口の 姉妹の 子 (甥) の 知る 所と なりて、 隱 

謀 は 失 耽に 終った。 彼に 叉 機に 合 ふたる 頓智が 出て、 彼の 敎敵を 亂に陷 らしめ た。 終に エルサレム 

より 奪 ひ 去られて、 カイ ザ リャに 運ばれて 其 處にニ 年間 安全なる 禁錮の 身と 成った。 彼の 國 人に 棄ら 

れ、 M ルサ レム 敎會 にまで 疎 ぜられ て、 彼 は 異邦人の 保護の 下に 安全なる を 得た。 凡てが 著る しき 攝 

理 であった。 バウ „1 は 主の 爲に證 して、 主 は 彼の 身 を 護り 給うた。 

バウ a の 男らし さ を， 彼が 最後まで 彼の 羅馬巿 民權を 示さ 5^ りし 事に 於て 見る。 彼が 早く 之 を 示し 

たなら ば 彼 は 初より 辱 を 受けす して 濟ん だで あらう。 然し 乍ら 彼は此 世の 特權は 成るべく 用ゐ ざら 

んと 努めた。 我等 は 彼 を 愛せざる を 51： ない。 


傳の 一部  八 九 
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十九 バウ ロを審 きし 人々 

使徒 行 傅 第二 十 SI 章 

審判に 就て パゥロ は 左の 如くに 曰うた。 

汝等 知らざる か、 聖徒 は 世を審 くべき 者なる を …… 汝等 知らざる か、 我等 は 天使 を審 くべき 者な 

る を、 況して 此 世の 事 を や 

と (コ リン ト 前書 六 章 二、 三節ソ 0 卽ち 信者 は 世を審 くべ き 者に して 世に 審 かるべ き 者に 非す との 事で あ 

る。 然るに 斯く曰 ひし パゥ。 が 幾度 か 人に {# かれた ので ある。 彼 は 彼の 主と 同じく 此 世の 法廷に 引出 

されて 其 審判 を 受けた。 審 くべき 者審 かる、 それが 此世 である。 力 ャパゃ ピラトの 如き 俗物が 神の 子 

を審く 時で ある。 詰らない 偽りの 世で ある。 

パ ゥ 口 は 如何なる 人に 由て 審 かれし 乎、 其 事 を 知る は 彼と 彼の 時代と を 知る 上に 於て 頗る 大切で あ 

る" 神 は 其 事 を 知る が爲に 必要なる 材料 を 我等の 爲に備 へ 給うた。 ヨセフスと 云ふ歷 史家 を 起して 當 

時の ユダヤ 歷 史を委 はしく 後世に 傅へ しめ 給うた。 今日の 我等 は 新約聖書 以外に、 ヨセフスの ユダヤ 

歷史に 於て、 ィ H ス 並に 使徒 等の 歷 史的 背景 を 窺 ふ 事が 出来る。 此は實 に 驚くべき 攝 理と稱 せざる を 

得ない。  _ 

パゥ a を { 称 きし 者の 一 人 は 方 伯べ リク ス であった。 彼 は 如何なる 人で ありし 乎と、 羅 馬歷史 並に ョ 

セ フスに 就て 調べて 見る に、 彼 は ギリシャ 人であって、 皇帝 クラウ デゥ スの母 アン トー 一 ャに屬 する 奴 


隸 であった。 其 者が 兄の パラスと 共に 放釋 せられて 自由の 身と なり、 兄が 皇帝に 重用せられ しに 山り、 

其 ヒキに 由り、 弟の ペリ クス は 立身して 終に ュ ダャ 知事と 成った ので ある。 然れ ども 生れが 奴隸 であ 

りしが 故に、 彼 は 高位 高官に 上りし と雖も 終生 彼の 奴 隸 根性 を 絶つ ことが 出来なかった。 歷 史家 タシ 

かきしる 

タス は 彼に 就て 書記して 曰うた 「ペリ クスは 奴 隸の心 を 以て 王の 權カ を揷 ひたり」 と。 故に 彼の 爲す 

なりあが 

事が 凡て 賤 しかった。 彼 は 所謂 成 上りの 貴族であった。 而 して 斯 かる 者の 常と して、 貴族 名門と 姻戚 

關 係に 入りて 自己の 地位 を 固めん とした。 行 傳廿四 章 二 四 節が 其 事 を 示す、 曰く 

數 日の 後、 ペリ クス其 妻 ユダヤ 婦人なる デル シラ と共に 來 りパゥ 口 を 召して キリス トイ ヱ スに對 

する 信仰 を 聽く云 々 

と。 抑々 デル シラと 云 ふ 婦人 は 如何なる 者な りし 乎と 尋 ぬるに、 ヨセフス は 委しく 其 IE! を 記して ゐる。 

彼女 は ユダヤ 王へ 。、デ の 娘であって 後に 同く パゥ ロを審 きし ァ グリパ 王の 妹で ある。 卽 ち嬰兒 ィ ェ ス 

を 殺さん と 計りし へ B. デ 大王の 曾孫であって、 洗禮の ヨハネの 首 を 其女サ a  メに 要求せ しめし 大娃婦 

へ a, デャの 姪に 當る (馬 可 傳六章 十七 節 以下 參 照)。 へ n  、デ 家に 美人 多く、 そして 其の 執れ もが 娃婦 

であった。 彼女 は ft に H  メサス の 王 アジ ズスに 嫁した U 然るに 前の 奴隸 にして 今の 羅馬 代官なる ペリ 

ク ス の 誘 ふ 所と なりて 彼に 再嫁した。 齢 凡そ 十七 歳な りしな らんとの 事で ある。 ペリ タス は 自己の 地 

位 を 岡う せんた めに 王家の 女を娶 り、 デル シラは 虚榮に 驅られ て 正 當の夫 を棄て k 權カの 家に 嫁いだ。 

娶る者 も娶る 者、 嫁ぐ 者 も 嫁ぐ 者で ある。 孰れ も 利愁と 虚榮に 驅られ ての 結婚で ある。 世 は i:H も 今と 

異 はない。 昔し あった 事 は 今 尙ほ其 儘に 行 はる。 そして 神 は ルカ をして 使徒 行 傳を著 はさし めしと 同 

時に、 ヨセフス をして ユダヤ 歷史を 物せ しめ、 後世の 我等 をして、 當 時の 明暗 兩 方面 を 窺 はしめ 給 ふ 
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は實に 不思議で ある。 

其べ リク スと デル シラ とが 相携 へ てパゥ n を 其 前に 呼出した ので ある。 齢 十七 歳の 早熟の デル シラ、 

旣にー 一人の 夫 を 持つ て處 女の 潔白 は 消えて 跡な し、 只 評判の パ ゥ 口 に會 ふて 彼の 說敎を 聞かん と 欲す。 

罪な きが 如くに 見えて 罪深き 憐 むべき 少女であった。 彼女の 夫べ リク スは 多分 彼女より 少く とも 一 一十 

歳 以上の 老政治家であった らう。 彼等の 前に キリ ストの 僕なる タル ソの バウ 口が 鎖に 絮 がれし 儘に て 

立った ので ある。 審く 者と 審 かる \ 者と、 如何なる 對 照ぞ、 コ ン トラスト ぞ。 然 かも 是れ 此の世の 常 

の狀 態で ある。 バウ 口 は 此の 不 釣合の 夫妻に 向って 信仰 を 語る の 必要はなかった。 

パ ゥ B 公義と 節制と 來 らんと する 薪 判と に 就きて 論ぜし かば、 ぺ リク ス懼れ て 答へ ける は汝 姑く 

上5 と.？ 

退け、 我れ 便 時に 再び 汝を 召さん 

と (二 五節 )o 玆に審 く 者が 審 かれた ので ある。 公義と 節制と 來 らんと する 審判と を說 かれて はべ リク 

スと デル シラと は 一 溜 も堪へ 得なかった。 神の 正義 を 以て 審 かれて 彼等 は バウ a に 面 を 合 はす 资 格な 

おそろし 

き 罪人であった。 ベリ タス はパゥ 口に 退場 を 迫った。 若き * 一 アルシラ は 多分 審判の 恐 さ を さへ 感じ 得す 

して 却て パ ゥ tl の 不作法 を怪ん だで あらう。 

其 他 祭司の 長 アナ-一 ァに 就て、 又- ァグ リパ 王と 共に バウ ロを審 きし、 彼と デル シラ との 姉妹なる ベ 

レ -ーケ に 就ても 殆んど 同じ 事 を述る 事が 出来る。 然し 祌と歷 史とは 公平に 人を審 きて 誤らない。 ペリ 

ク スとデ ル シ ラとは 恥辱 を 後世に 遣して 消え、 バウ n の 榮光は 愈々 輝き を增 して 晝の 中央に 至る。 我 

等 は 失望すべき でない。  . 


二十 カイ ザリャ 禁錮の 二 年 

使徒 行傳 二十 四 章 二十 七 節 

バウ II の H ルサ レム 上り は 何の 點 より 見ても 失敗であった。 ユダヤ 敎會と 異邦 敎會 との 和合 一 致 を 

計らん との 目的 は 全然 敗れた。 敎會は バウ c が 多年 苦心の 結果と して 遙々 持來 りし 寄附 金 を 受取った 

が、 之に 報 ゆるに 愛と 感謝と を 以てしなかった。 バウ 口 を 敵の 迫害す るが 儘に 委ねて 彼 を 救 はんと は 

爲 なかった。 パゥ ti は 新たに 敵 を 作らん が爲 と、 信仰の 兄弟に 疑 はれん が爲 と、 その 二つの 爲に 態々 

遠路 都に 上りし が 如き 結果に 終った。 彼れ 並に 彼の 一 行の 失 §1- は 如何ば かりであった らう。 若し 普通 

の 人であった ならば、 彼 は 此結架 を 見て、 信仰 を棄 て.^ 俾 道を廢 めた であらう。 然し 乍ら 祌は彼 を 護 

り 給うた。 奇跡的に 彼 を危險 より 救 ひ 出し 給うた。 そして カイ ザ リャに 於て 二 年 問 彼 を 禁錮の 身と 爲 

して 彼に 靜思默 考の機 會を與 へ 給うた。 人の 無情 は祌の 有情に 由て 癒さる。 神に 導かる & 人に 取りて 

は 失敗の 底に 成功の 途が 横た はる。 H ルサ レム は 彼 を 斥けた が カイ ザ リャは 彼を迎 へた。 而 かも 幽閉 

の靜 けさ を 以て 彼を迎 へた。 玆に彼 は 過去 を 问 顧して 將來を 計った。 過去の 總 勘定 を 爲 して 未来の 大 

發展を 夢み た。 偉人の 生涯に 於て 無爲の 年月が 最も 有意義の 年月で ある。 バウ D は玆に 彼の 活動の 眞 

最中に 一 一年 問の 休止 を餘 儀な くせられ て 一 段の 向上と 一 倍の 發展 を爲 した。 

「斯くて 一 一年 を 經て後 ボル キス . ペスト ス、 ペリ タス の 職に 代りたり」 と ある。 僅かに 一 節の 半分 

であるが 實に 重要なる 半 節で ある。 之に 由て 我等 は バウ ti の カイ ザリャ 禁錮の 一 一年間に 涉 りし 事 を 知 
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る。 叉 之に 由り て 我等 はや k 正確に パゥ B の 年代記 を定 むる 事が 出来る。 ベ ス トスの ユダヤ 赴任の 年 

は歷 史上 略 ぼ 明. H なる 年で あるが 故に、 若し 正確に 其 年 を 知る を 得ば、 使徒 行傳に 記された る 出来事 

の 年月 を 略 ぼお むる 事が 出来る。 故に 歷史の 大家が 深き 研究 を此 一節に 注いだ ので ある。 「ペスト ス 

0  0  000  0  000  0  OOO0O0OOO0OO00O00  1 

が ペリ タスに 代りて ユダヤ 知事と して カイ ザ リャに 達せし 年」、 其 年 は 紀元の 何年な りし 乎、 之 を 知 

る を 得て、 バウ B 傅 は確實 なる 俥 記と して 我等の 前に 現 はる X ので ある。 玆に諸 大家の 研究の 結果 を 

揭 げんに 

ヴ ィ ゼレル ovieselel. ) 紀元 六十 年 

ハルナック (Harllack)  同 五十六 年 

ラム セ 1- ( Kamsa}0  同 五十 七 年 

タ.， ナ—  (Turner)  同 五十八 年 

ラ ッ 力 ム  (Kacldlam )  同 五十 七 年 

斯くて 早く も 五十六 年、 遲 くも 六十 年、 其 中 問の 五十 七 年 をべ ス トスの カイ ザリャ 到着の 年と 定めて、 

之より 前に 溯り 或は 後に 下りて、 バウ a 傳の 大體を { 止む る 事が 出来る。 彼の 改信は 紀元の 三十 二 年、 

彼の 殉敎は 同 六十 四 年に 當る であらう。 バ ルナ バ が バウ II を タル ソ より 引出し 來 りし は 同 四十 一 一年に 

當る 事になる が 故に バウ 口 は 改信後 十四 年間、 彼の 故鄕に 沈默の 生涯 を 送った 事が 解る。 彼の 最初の 

俾道 旅行が 紀元の 四十 六 年に 始 つた 事に なれば、 彼の 傅 道 的 生活 は 十八 年 緩いた 事になる。 彼 は 多分 

齢 六十 七 八 歳に て 其 一 生 を 終った ので あらう。 そして 紀元の 五十 七 年 は 我 國の垂 仁 天皇の 八十 六 年に 

當れ ば隨分 古い 事で ある。 日本 武の 尊の 東夷 征伐より 殆んど 百年 前の 事であって、 隔世の 感 なき 能 は 


すと 雖も、 而 かも 信仰の 兄弟で あれば、 バウ は 我等の 骨肉の 兄弟の 如くに 思 はれる。 神より 窮 りな 

き 生命 を 賜 はりて 時 は 無き ものと せらる。 バウ n の 年代 を 知って、 彼が 古い 舊ぃ 人で ありし に 氣が附 

くと 同時に、 永生 は 誠に 永生であって、 時に 超越した る 者で ある 事が 抓る。 

バウ U は カイ ザ リャの 禁銦ニ 年の 間に 何を爲 したら う 乎、 聖書 は 何の 記す 所がない。 唯、 ペリ タス 

が 百 夫の 長に 命じて 「彼 を寬容 にして 其 友の 彼 を 供給る 事 を 禁ぜ ざら しむ」 と あるが 故に、 彼に 傅 道 

者 ピリ ピと其 ra 人の 娘 達の 訪問 供給 等の ありし 事 は 確かで ある (廿三 節 )o そして 彼の 口 は I 鎖され しも 

彼の 筆 は 動いた であらう が 故に、 彼は此 所より 多くの 重い 書簡 を 遣った であらう と は 理由な き 想像で 

ない。 H ぺソ 書、 コ B サイ 書、 ピ レモン 書の 三 書簡 は 彼が カイ ザリャ 幽閉 中に 書いた もので あらう と 

の說は 受取り 難い 說 でない。 。ハウ 口 の 如き 活動の 人が 滿ー 一年間 絡對的 沈默を 守りたり と は 信す るに 甚 

だ 難く ある。 

よし  ooocoooc-c-ooooooooooooo 

彼が 何を爲 した 乎， 其 事 を 知る に 由な しと 雖も、 カイ ザリャ 幽閉が パゥ II の 思想 信仰に 大變 化を與 

へた 事 は 明白で ある、 其 事 は 彼が 幽閉 以前に 書いた 書簡と、 幽閉 以後 叉 は 幽閉 中に 書いた 書簡と を 比 

ベて 見れば 能く 判明る。 羅馬書 を 前者の 代表と し、 以弗所 書 を 後者の それと 見て、 二者 を 比べて 見て 

其 問に 非常の 相違 あるに 氣附 く。 一見して 同人の 作で ないやう に 思 はる、 節な きに 非す。 然し 私は以 

弗 所 書に 於て バウ n の 幽閉 一 一年 問の 跡 を 認めん と 欲する。 羅馬 書が 若し 完全なる 神學 論であるなら ば. 

以.^ 所 書 は 絶 美なる 讚美歌で ある。 福 昔の 水晶で ある。 そして H ルサ レムに 於け る 迫害と、 カイ ザリ 

ャに 於け る 禁錮と がパ ゥ n より 之 を 生ま しめたの であると 思 ふ。 
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附 バウ 口の 缺點に 就て 

大正 十四 年 二月 十二 日、 日本 バ プチ ス ト 敎會敎 役者 修養 會に 於て 爲 せる 講演の 一 部。 

バウ 口 は 理想の 人で はない。 彼に 多くの 缺點 があった。 彼 は 私の 良き 敎師 であり、 信仰の 兄弟で あ 

り 又 友人で ある。 然れ ども 彼 は 私の 救 主で ない。 私 は パゥロ を、 トマスが ィ H スを 呼んだ やうに 「我 

主よ 我 神よ」 と 呼ぶ 事 は出來 ない。 私はィ H ス を崇拜 する が、 バウ 口 を 敬愛す る。 パゥ 口 は 私 を キリ 

ストに 導いて 吳れ た、 然し 彼 は キリスト でない。 「噴 我れ 困苦る 人なる 哉、 此の 死の 體 より 我 を 救 は 

ん は誰ぞ や」 と 叫びし バウ I- は 矢張り 罪の 人であって、 完全なる 神の 子ではなかった。 

バウ 口に 多くの 缺點 があった。 其 事 は 使徒 行 傅に 依る も、 亦 彼が 遗 せし 書簡に 依る も 明かで ある。 

然し 乍ら 彼に 缺點の 在った 事が 彼に 對し 私の なつかし 味 を 起す。 私 は 之に 由て 彼が 私の 兄弟で ある 1* 

を 知る。 而 して 又 彼 を 救うた 道が 私 を 救 ふ 道で ある 事 を 知る。 而 巳なら す、 人の 短所 は 返て 其 長所 を 

あやまち  .U まに 

示す。 諺に 言 ふ 通り 「人の 過失 を 見て 其 仁 を 知る」 である。 人の 缺點は 偶 ま 以て 其 美 點を窺 ふの 途と 

なる。 バウ & の 缺點を 知る は 彼 を 知る の 最も 好き 途の 一 である。 そして 事 實を傳 へて 誤らざる 聖書 は、 

。ハウ 口 に 就ても 亦斟 からざる 缺 點を俾 へて 居る ので ある。 

其 明白なる 者の 一 はコ リント 前書 九 章 十五 節に 錄 された る 彼の 一 百で ある。 彼 は 福音 を宜倚 ふる 者 は 

幅 昔に 由て 生活す るの 權利 ある を 長々 と 述べ た 後に 言うた。 


然れど 我は此 等の is?- (權 利) は 一 つ を も用ゐ す、 叉此 くの 如く せられん 爲に之 を 書 送る に 非す * 

そ は 我が 誇る 所 を 人に 空しく せられん より は 寧ろ 死ぬ る は 我に 善事 なれば 也 

と。 此は隨 分 思 ひ 切った る 言で ある。 若し 今の 俾道 師が此 かる 言を發 した なれば、 彼は少 くと も 過激 

極端 を 以て 評せら る- 'であらう。 。ハウ 口 は兹に EI うたので ある 「傅 道 師に傳 道に 由て 生活す るの 權利 

が ある、 穀物 を 碾す牛 さ へ も 口籠 を かけられ すして 碾 しながら 穀物 を 食 ふの 自由 を予 へらる ではない 

乎、 況して 傅 道師に 於て を や。 然れ ども 我 は 此權利 を川ゐ ない。 我 は獨り 働いて、 生活の 察に 於て は 

人 を W はさない。 我 は 生活の 事に 於て は獨立 俾道師 である。 我れ 福音 を宜傳 ふるに 人 をして 費な くキ 

リストの 福 昔 を 得しむ、 是れ 我が 赏叉 誇で ある。 而 して 我が 此誇を 人に 空しく せられん より は 死ぬ る 

は 寧ろ 我に 善事な り」 と 曰うた ので ある。 短 かき 言 を 以て 言替 へれば、 「我が 獨立を 失 はんより は 我 

は 寧ろ 死なん 審を 欲す」 と 云 ふので ある。 此は 果して 謙遜に して 從 順なる ベ き 基督 信者の E ふべ き 言 

であらう 乎。 生活の 獨立は 左程に 贵 きもので あらう 乎。 バウ n 自身が 直ぐ 前に 傳道 師は傳 道に 45 て 生 

活 する の權利 ありと 主張した ではない 乎。 然るに 己が 主張した 事 を 直に 壞ち、 自分 丈 は 此權利 を川ゐ 

すと 云 ひ、 剩へ此 權利を 用ゐん より は 寧ろ 死を擇 むと 云 ふ。 是れ大 なる 自家 撺 着であって、 人の 敎師 

たるべき 者の 決して 口にすべ からざる 一 K である やうに 見える。 恰 かも 曰 本 武士が 「恥 を かくより は 死 

する に 如かす」 と 云 ふが 如くであって、 縦し 其 意地 は 賞すべき であると する も、 其 態度た る や 決して 

譽 むべき 者で ない。  . 

誠に 自家 撺着 である。 バウ a は玆に 彼の 駄々 ッ兒性 を 現 はして 居る と 云 ふ 事が 屮 Z 來る。 此言を 以て 

現 はれた る 使徒 パ ゥ a は 決して 溫 良簡滿 なる 君子で なか つた。 然し 彼の 人 成が 窺 はれる ではない 乎。 
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パゥ n は 如此き 人であった ので ある。 他人の 權利は 熱心に 之 を 辯 護した が 自分と して は 之 を 利用す る 

事を撣 つたので ある。 權 利は權 利で ある。 然れ ども 之 を 用 ゐるも 自由、 用ゐ ざる も 自由で ある。 人に 

は 凡ての 權 利の 上に 自由の 權 利. が ある。 受 くべき 者 を 受けざる も 亦 貴き 權利 である。 而 して 羅馬巿 民 

權を 有し. 獨立を 誇りし タル ソの パゥ& は、 彼の 傅 道 生活に 於ても 依頼 生活に は堪 へられなかった の 

である。 彼 は依賴 より は 寧ろ 死 を 欲した ので ある。 彼が キリストの 愛に 强 いられて 傳 道に 從 事すべく 

餘儀 なく せられし 時に、 彼 は服從 と共に 祈願 を 述べ て 言うた であらう。 

主よ 私は俾 道に 從事 します * 然し 唯一 つの 事 を 許して 下さい。 生活の 事に 就て は 私に 獨立を 許し 

て 下さい。 傳 道に 由て 生活す るの 權利 丈け は 之をァ ナ タに 奉還す る 事 を 許して 下さい 。 

と。 斯くて 彼 は 終生 自活 傳道 を實 行した。 時には 勿論 信者よりの 愛の 贈物 を 受けて 言盡 せぬ 感謝 を 表 

,4 たが 然し 生活の 事に 於て は 彼 は 終りまで 獨立 傳道師 であった。 彼が H ぺソの 信者に 刖を吿 ぐる 時に 

曰 う た。  . 

我れ 人の金 銀 衣服 を 貧り しこと なし。 我が 此 手が 我れ 及び 我と 偕に 在りし 者の 必要物 を 供へ しこ 

とは汝 等が 知る 所な り (行傳 二十 章 三 三、 三 四 節) 

と。 自分の 手 を 伸ばして 「此 手が」 と 云うた。 此 手に 依て 生活して 傳 道した ので ある。 そして 此獨立 

の 名 譽を傷 けられん よ， り は 死ぬ る は 寧ろ 我に 善き 事な りと 彼 は 曰うた。 「高貴なる パゥ B よ、 我は汝 

を 愛す」 と 私 は 言 ひたくなる。 獨立を 過重す る は缺點 であると 言 ひ 得 やうが、 世に は 依 賴に滿 足す る 

傅 道師が 多き に 過ぎて 之が 爲に幅 音が 幾囘 となく 汚されし 事 を 思 ふ 時に、 パゥ 口 の獨立 過重の 決して 

悪事で ない 事が 判る。 此 は缺點 としても、 愛すべき 善き 缺點 であると 思 ふ。 


パゥ ri の 缺點の 第二 はコ リント 前書 十六 章 八、 九 節に 現 はれて 居る、 曰く、 

我れ ぺ ン テコス テ まで H ぺ ソに 居らん、 そ は廣く 且有效 なる 鬥戶 開けて 我 前に 在り、 また 敵す る 

A  A  A  A  A  A  A 

者 多ければ なり 

と。 此は 普通の 人より 見て 不思議の 言 分で ある。 「我 は猶暫 らく H ぺ ソに留 らん、 そは廣 くして 成功 

を 齎らすべき 見込 ある 門戶我 前に 開け たれば 也」 と 云 ふ は 何人に も 解る。 然れ ども 「敵 多き が 故に 去 

らす」 と 云 ふ は 不思議で ある。 此は バウ 0 の 意地 ッ 張りと 云 ふより 他に 途 がない。 ィ H スは 弟子 等に 

敎 へて 曰 ひ 給うた、 「此邑 にて 人、 汝等を 責めな ば 他の 邑に 逃れよ」 と (馬 太 傳十章 二三 節〕。 敵 は 之 を 

避くべし と 云 ふので ある。 然るに バウ 口 は此に 「敵 多き が 故に 我 は H ぺソを 去らす」 と 云 ふので ある" 

基督 信者の 從順 性を缺 くやう に 見えて、 今の 官： 敎師 達の 限より 見て、 甚だお となし くないの である。 

然し 乍ら 是が バウ a の バウ 口た る 所以で あると 私 は 思 ふ。 獨立を 愛した 彼 は 又 或る 程度の 抵抗 を 愛 

した。 彼 は 場合に 依て は 退却す るが 敵の 前に 退却す る を 好まなかった。 羅 馬の 市民 權を 有した 彼に 羅 

馬 人の 武士 氣贯 があった。 羅 馬の 武士 は 曰うた Vivere  est  (生く る は鬪ふ 事な り) と。 。ハ 

ゥ II も 亦 或 種の 戰鬪を 愛した。 「敵 多き が 故に 去らす」 である。 今日の 多くの 傳道 師が爲 すが 如くに- 

「敵 多き が 故に 去る」 ではない。 敵が 絡え た 後に は 去る、 然れ ども 敵の 在る 問 は 去らない と 云 ふので 

ある。 實に 勇ましい 一一 一一 11 分で ある。 缺點と 云へば 缺點 である。 然れ ども 獨立 過重と 同じ やうに a むべき 

愛すべき 缺點 である。 パゥ 0 は キリストの 福 昔 を 委ねられて 羅馬帝 國に傳 道して 少しも 引け を 取らな 

ooooooooooooooooon-ooooooooo 

かった ので ある。 彼 は 自分 一 人の 方が 羅馬 全帝國 よりも 强 いと： じたので ある。 故に 敵の 多い の を 返 

つて 喜んだ の， である。 大膽 不敵の バウ a よと 言 ひたくなる。 此元氣 ありし が 故に 彼 は 終生 戰 つて 疲れ 
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なかった ので. ある。 彼 は 4r 日昆る やうな 女々 しい 傳道師 ではなかった" 彼 は 敢て鐵 拳 を 以て 敵に 對し 

なかった が、 敵の 前に 北る やうな 事は爲 なかった。 彼 は athletic  preacher  (運動家の 傳道師 ) であ 

つた。 私 は 彼に 此缺點 ありし が 故に 彼 を 愛せざる を 得ない。 

バウ a の 第三の 缺點は 之 を 使徒 行俾 十六 章士 一節 以下に 於て 見る ことが 出来る。 彼 はシラ ス と共に 

ピリ ピの 市に 於て 獄舍 に投ぜ られ、 多くの 堪え難き 凌辱 を 受けた。 然し 神の 奇跡に 由て 救 はれ、 終に 

自由の 身た る を 得た。 然し 乍ら 彼 は 直に ピリ ピを 去らなかった。 去る 前に 彼 は 一 の惡 戲を爲 した。 彼 

は 彼の 有する 羅 馬市 尺 權を振 廻 はして 市長 を 困らせ、 彼 をして 全市 を 代表して 謝罪せ しめ、 然る 後に 

悠々 として 立 去った。 三 七 節 以下に 曰く、 

バウ n 彼等 (獄吏 等) に 曰 ひける は、 我等。 マ 人なる に 罪 を 定めす して 公然 我等 を 杖ち： H 獄に入 

れ たり、 而 して 今 竊 かに 我等 を 出さん とする 乎。 宜しから す。 彼等 (上官 等) 自 から 来りて 我等 

を 引出す べしと。 下吏 此 言 を 上官 等に 告げければ、 彼等 その C1 マ 人なる を 聞きて 懼れ、 来りて 彼 

等に 此 より 出ん こと を 願 ひ 終に 彼等 を 引出して その 市 を 去らん こと を 請へ り。 一 一人の 者獄を 出て 

ルデャ の 家に 人り、 兄弟 等に 會ひ 之に 勸め をな して 出 去りぬ。 

と。 此は福 昔の 傳道師 として 爲さ すと も宜ぃ 事で ある。 惡を 以て 惡に報 ゆる 勿れであって、 ピリ ピの 

官史 等の 侮辱に 對 して 唯 愛 を 以て 之に 報 ひ、 彼等の 爲に 祈りて 靜 かに 出 注けば {且 いので ある。 然れど 

もパゥ 0 は 其れで は 不足 を 感じた。 彼 は 少し 官吏 等 を 困め て やりたかった。 故に 彼の 有する 口 マの 市 

民 權を振 ま はして. = 彼 は 多分 身 に携帶 せし 證書を 取 出して 示した ので あらう" 役人 等 を 困らせた ので 

ある。 而 して 彼等 をして 彼の 前に 跪きて 謝罪せ、 然る 後に 大手 を 揮って 獄舍の 1： を屮： 行いた ので ある。 


人の 惡ぃ パゥ 口で ある。 彼 は 基督 敎の 傅道師 として は爲 すま じき W を爲 したと 多くの 人 は 曰 ふで あら 

う。 私 は 思 ふ、 彼 は此時 心の 笑 を！ i え 同伴の シ ラス を 顧みて 「痛快」 を 三 呼した であらう と。 

此 はたし かに 惡戲 である、 然し 害の 無い 惡戯 である。 若し パゥ 口が 杖 を 以て 擊 たる、 前に 彼の 口 マ 

市民 權を 示したならば、 彼の 非 基督 敎的 行爲を 責めても 可いで あらう が、 然れ ども 撃つ 丈け は擎 たせ 

て 置いて 然る 後に 彼の 權利を 主張した ので あれば、 其點に 就て 彼の 爲 した 事に 非難すべき 所 はない。 

ぃ仁づ i 

唯 少し 官吏 を 困らせた 所に 非難 すれば 非難すべき 所が ある。 然し 是は 無害 の惡戲 であ つ て 、 傅 道師も 

時には 是れ位 ゐの惡 戲を爲 しても 可い と 思 ふ。 傳 道は眞 面目の 事業で あるが 然し 時には 諧請を 以て 少 

しく 之 を 緩和す るの 必要が ある。 人に 必要なる はヒ ュ I モアで ある。 世に 貴い 者と て 面目なる 人の 

深い 笑の 如き はない。 誠實が 解けて 笑と なりて 現 はれた 者、 其れが ヒ ュ ー モアで ある。 凡ての^^人に 

ヒュ ー モアが あった。 クロムウエルに 在った。 リンカ ー ンに 在り 過ぎる 程あった。 ジョン ソン ゃカァ 

ライルに 澤山 にあった。 バウ 口に 無い 譯 はない。 そして 在った と 私 は 信す る。 ピリ ピに 於て 彼が 爲し 

たる 事が 其 一 であった と 思 ふ。 私 は 之に パ ゥ n の 人間味 を 見て 喜ぶ。 私 は 聖パゥ B の 外に 人 バウ 口 を 

知りたい。 そして 彼が 爲 した 害な き 惡戲に 之 を 見て 非常に 喜ぶ。 パゥ a は 私の 近づき 得ない 人で はな 

かった。 私はシ ラスに 代って 彼の 傳道 旅行に 同伴した く 欲 ふ。 

パゥ a は ピリ ピ に 於て 爲 した 惡戲 よりも 少し 質の 惡ぃ 惡戲を エルサレム に 於て 爲 した。 其れ は 彼が 

信仰の 故 を 以て サン ヒ ー ド ン (議會 ) に 靡お かれた 時であった。 事 は 使徒 行傳ー 一十三 章 一 — 一 〇 節 

に 於て. t かで ある。 。ハウ 口 は 彼 を 判く 者の 半ば サド カイ 派の 人に して 半ば パリ サイ 派の 人なる を 見 

て 取りし や、 彼 は 議會の 中に 呼 はりて 曰うた、 
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人々 兄お よ、 我 は パリ サイの 人な り、 又 パリ サイ 人の子な り、 死た る 者の 庭る こと を tll^l むに 因り 

て 我 は今審 抓る。 

と。 彼が 此く言 ひし 時に 彼の 審判 人の 間に 大 なる 爭 論が 起った。 そ は サド カイ 人 は 復活 を 信ぜす、 パ 

リサ ィ人は 之 を 信じた からで ある。 之が 爲に 審判 は 止んで パ ゥロは tl マ の 軍隊に 引渡されて 無事なる 

を 得た。 

此 場合に 於て パゥ & は 能く 氣轉を 利した と 云 ふこと が 出来る。 反對 者の 分 爭を利 ffl して 自分の 安全 

を 計った ので ある。 普通の 人が 爲 したと すれば 河の 咎 むべき 所 はない。 然し 乍ら 福 昔の 宜傳 者の 行爲 

として は 非難すべき 所な きに 非す である。 殊に 彼が 議會を 欺いた 節な きに 非す。 彼 は 「我 は パリ サイ 

人な り」 と 云うた が 其 事 は 文字通りに 事實 でない。 彼 は パリ サイ 人であった、 然れ ども， や は クリス チ 

ャ ン である。 故に。 ハ リサ ィ人 であると 一一 一一 n うたの は 嘘で あると 云 ふ 事が 出来る。 何れに しろ 此 場合に 於 

てパ ゥ ロは使徒らしくなかったと云ひて云ひ得なぃ^^-はなぃ。 

嚴 格に 云へば バウ 口 は玆に 嘘を吐い たので ある。 敵 を 誤って 自分の 安全 を 計った ので ある。 然し 乍 

らパゥ 口 も 一 人の 人間であった。 彼 は 福音の 傳 達者と して 人に 碟 さるべき でない。 彼 は 罪 を 犯さ ぐる 

に兹に 罪人と して 審判 かれんと して 居る ので ある。 故に 敵の 內ー を 利用して 災厄 を 免 かれた の は惡事 

として 見る 事は屮 U 来ない。 彼 は 之が 爲に 別に 審判 人に 害 を 加へ たので はない。 彼 は 彼等が 常時 繰返し 

つ、 ありし 爭論を 利用して 一時の 難 を 避けた ので ある。 機に 臨んで I ボ轉を 利かした ので ある。 彼が 斯 

かる 場合に 於て 從容 として 迫らざる を 示し、 彼の 措置に 敬服 せざるを得ない。 之に 由て 見る も バウ a 

は 決して 世の 所謂 「お 人 善し」 ではなかった。 事が 濟んだ 後に サド カイ 人と パリ サイ 人と は 互に 相 語 


や つ 

つて 言うた であらう、 「彼れ バウ 口 は 仲々 喰へ ない 奴で ある。 我等の 分爭を 利用して 我等 を 打破った。 

我等 イス ラ エル の 智者 等 は 彼れ 一 人に 甘く 一  本 やられた」 と。 而 して パゥ a は n マ 人の 兵 營に途 られ 

て 後、 獨 房に 在りて 獨り快 笑に 耽った であらう。 

全體、 傳道は 義務で あると 同時に 叉大 なる 快樂 である。 何事に拘はらす快樂の伴はざる^2^は永絞し 

たい。 バウ a がー 生 を 通じて 傳 道に 從 事して 倦 まざりし 理由の 一 は 確かに 彼が 之に 犬なる 快 樂を覺 え 

おの 

たからで あるに 相違ない。 そして 快樂の 在る 所に 笑 ひ は自づ から 禁じ 得ない。 バウ 。は 天然 を 愛し、 

美術 を嗜む 人でなかった。 故に 其方 面に 於て 彼に 快樂 はなかった が、 人事に 於て は 彼に 充分の 了解が 

有り、 隨 つて 其觀 察に 犬なる 趣味 を 有った。 彼 は 人間の 起 笑 的 方面 を 看 逃さなかった と 思 ふ。 不幸に 

して 吾人 はル ー テルの 逸話 集 を 有つ が 如くに パゥ& の それ を 有たない。 若し ルカが 後世の 爲 にパゥ 

の 逸話 集 を 遣して 吳れ たなら ば、 吾人 は 如何に 幸 幅であった らう。 然し 吾人の 今日 有する 記錄の 中に、 

少しな りと も 彼の ヒ ュ ー モア 的 一 面 を 窺 ふ を 得て 大 なる 感謝で ある。 

以上 は バウ。 の缺點 であると する も- 小なる 輕 ぃ缺點 である。 然れ ども 此§ 外に 训に大 なる 重い 缺 

點と 見るべき 者が ある。 それ は 彼が 敵 を 罵りし 言で ある。 「惡を 以て 惡に報 ゆる 勿れ …… 我が 愛する 

者よ、 仇 を 報 ゆる 勿れ、 退きて 主の 怒 を 待つべし」 と自 から 敎 へし バウ 口 自身が 反對 者に 對 して 隨分 

と 激しい 言を發 した。 若し 日本の 基督 敎界に 於て、 私の 反對 者に 對 して、 バウ II が發 したやうな 言 を 

私が 發 したたらば、 人々 は 決して 私を赦 さないで あらう。 米國宜 敎師の 如き は、 必 すや^ を货 むる に 

「非 基督 敎的」 の 言 を 以てした であらう。 然れ ども 事 赏は蓋 ふべ からすで ある。 私 は 其 最も 著明なる 

^<?を玆に揭げる。 
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腓立 比 書三牽 二 節に 於て 彼 は ピリ ビに 於け る 信者 に 注意 を 促して n うた 、 

汝等 犬を愼 めよ、 惡を行 ふ 者を愼 めよ、 割 禮を行 ふ 者を愼 めよ。 

と。 此は思 ひ 切った る惡 口で ある。 割 禮を行 ふ 者と はモ ー セの 律法の 實行を 必要と 認 むる 基督 信者で 

あって バウ 口の 敎義 上の 反對 者で ある。 其 者 を 呼んで 惡を行 ふ 者と 云 ひ、 更に 「犬」 と 云 ふ。 此は無 

禮 であり、 粗暴で あり、 野鄙で ある。 如何に 見ても 基督 的 紳士の 發 せし 言と は 思 はれない。 然し 彼 は 

之 を 以て 滿 足せす、 更に 甚だしき 言を發 した。 其れ は 加 拉太書 五 章 十二 節で ある。 其 意味 は 明，：！： であ 

つ て 、 X 布臘 語を以 て 聖書 を 讀む者 は 能く 其 の 何た る 乎 を 知る。 然れ ども 餘 りに 醜惡な るが 故に 成る ベ 

く 之を蔽 はんとし、 之 を 外語に 譯す るに 方て は、 全然 原意 を 示さ るが 恆 である。 舊ぃ 日本 譯に 依れ 

ば 「汝等 を亂す 者の 自 から 汝 等より 離れん こと を 願 ふ」 と ありて、 其^に 何の 忌 はしき 事な しと 雖 も- 

其 の 忠實な る譯 字で ない 事 は 明かで ある。 故に 改正 譯 に 於 て は 少しく 原文 の 意味 を 示 さ んと 努め て 左. 

の 如くに 譯 した、  ， 

みづ から A  A 

願く は 汝らを 亂す者 どもの 自己 を 不具に せんこと をリ 

とリ 然し 是丈 けで は 足りない。 パゥ n はそんな 弱い 言を發 したので はない。 彼 は 明ら さまに 曰うた の 

である 「割 禮を汝 等に 强 いて 汝 等の 信仰 を亂す 者の 更に 進んで 陽 を 其 根より 斷 たんこと を」 と。 卽ち 

割 禮とは 陽の皮 を 切る ことで あるが、 其 事が 救靈に 必要で あると 云 ふなら ば、 更に 進んで 陽 を 其 根よ 

り斷 たんこと を勸 むと 言うた ので ある。 割禮を 嘲け つた 言に して 是 よりも 激烈なる もの はない 。バウ 

P は此 過激の. 言 を發 する に 方て 巾 命 記 一 一十三 章 一 節 を 心の中に 持った であらう。 

基督 敎の 傳道師 たる 者が、 斯 かる 過激なる、 而 かも 野卑なる 言を發 して 敵 を 罵って 可いで あらう 乎。 


此は 如何に 見ても。 ハウ 口 の缺點 であって、 此 事に 就て 彼 を 辯 護す る は 不可能で あると 言 はざる を 得 ま 

い。 然し 乍ら 缺點は 美點を 示す 一助であって、 此缺點 に 由て パゥ 口の 心中、 深き 所 を 窺 ふ 事が 出 來る。 

卽ち 彼が 熱烈の 人であった 事で ある。 彼 は 善く 愛する と 同時に 善く 憎む 人であった。 博士 ジ ヨンソン 

は 善く 憎む 人に 非れば 彼の 俱樂 部員た る 事 を 許さなかった と 云 ふが、 實に 善く 憎み 得ない 者 は 善く 愛 

し 5^ ない ので ある" 誠 貴の 人 は屮途 半途た る 事が 出來 ない。 愛せ ざれ ば^み、 悅 まざれば 愛す。 そし 

て バウ a は キリストの 愛に 勵 まされて、 愛の 區域を 廣め又 深めた る は 貧で あるが、 其れと：：！ 時に 乂、 

此愛を 蹂躪す る^に 對し堪 へ 難き 忿恚 を懷 くに 至りし こと も 亦 否む こと は出來 ない。 一一 一一 C ふまで もな く 

バウ 。に 預言者 性が タツ プリ 在つ た。 彼 は 燒義す 火 の 如き. 預言者が キリストの 僕に なった 者で あ る *。 

そして 人の： 大性は 容易に 脫る もので ない。 恰 かも 日本 武士が 基督 信者に 成りて 終生 武士 質を存 する 

と 同じで ある〕 そして 預言者 は 隨分思 ひ 切った る 言 を 使った。 パゥ ロは舊 約の 預言 書に 於て、 彼が 

加；1^:人誓に於て使ったゃぅな言葉の模範を見た。 耶利米 tei 記 二 章 二 節の 如き 其 一 である，" 緩慢なる 

日本 譚に て も 少しく 其 原意 を 窺 ふ 事が 出来る。 以西 結 書 十六 章 廿六 節の 如き、 到底 原語 其 俊を譯 出し 

て 之 をん；' 日の 純士 淑女に 示す こと は 出来ない。 然し 熱誠に 燃えし 預言者 等 は 其 義憤 を 露 はすに 方て 言 

葉の 選擇に 留意す るの 暇がなかった ので ある。 禮儀 も無禮 もあった ものに 非す、 民の 不義 不信 を攻む 

るに 方て、 彼等 は 如何に 激烈なる 言 辭を川 ひる も尙ほ 不足 を 感じた ので ある。 禮 態の 人必 しも 善人に 

非す。 多くの 惡 人が 禮依 正しき 人であった U 此 場合に 於け る バウ a の 「無 禮」 の 如き、 會々 以て 彼の 

中心の 熱誠 を 露 はす 者で あると m 心 ふ。 

其 他 數へ來 れば。 ハウ n の缺點 は尙ほ 他に も 在る。 哥林多 後書の 如き、 決して 溫 厚篤 i 莨なる 針 子の 心 

パ ゥ 口 傳 の  一 4^3  -  S 
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情の 露屮 Z と は m 心へ ない。 然れ ども 是れ あるが 故に 我等 はパゥ n の 人 成 を 能く 解す る ことが 出来る" 哥 

林 多 後書 は 其れが 爲に 特に 價値 あるとの 事で ある。 我等 はパ ゥ C は 缺點の 多い 人で あつたと 斷 言して 

誤らない と 思 ふ。 而 かも 其缺點 あるが 故に 彼に 現 はれし 神の 恩惠 がー & 5 明かに 我等に 示され、 我等 は 

之に 勵 まされて、 我等の 缺點に 服 を 注がす して、 祌の 恩惠を 仰ぎ見て， 我等の 救の 完成 を 計る 事が 出 

來 るので ある。 パゥ B の 缺點に 躓く 者 は 未だ キリストの 完全と 其 能力と を 知らざる 者で ある。 キリス 

トは救 者であって、 バウ 口 は 救 はれし 者で ある。 救 はれし 者が 完全で あり やう 害 はない。 自 から 稱し 

て 「罪人の 首」 と 云 ひし 者が キリストの 福音に 接して 急に 完全に 成る 譯 はない。 そして パゥ。 自身が 

彼の 生涯の 終りに 近づいて 完全に 達する に 未だ 遠き を 明かに 述べ て 居る。 酔 立 比 書 三 章 十一 一節に 於て 

彼 は 曰うた、  • 

我れ 此 等の 望 を旣に 得たり と 言 ふに 非す。 亦旣に 完全せられ たりと 言 ふに 非す。 或は 取る こと あ 

らんと て 我 はた 之 を 追求む 

と。 完全 を 追求む る點に 於て パゥ a も 我等 も 異なる 所 はない。 主 は 弟子 等に 曰 ひ 給うた 「汝 等の 師は 

一人、 卽ち キリスト なり、 汝等は 皆な 兄弟な り」 と (馬 太 傳サ三 章 八 節 )o バウ 口 は 我等の 師に 非す、 我 

等の 兄弟で ある。 偉ら い 兄弟で あるに 相違たい が、 然し 神の 子に 非す して 人の子で ある。 救 はれし 罪 

人であって、 罪 を 知らざる 聖 子ではなかった。 故に 懍 しく ある。 私 は 私の 最善 最大の 長兄と して タル 

ソの 。ハウ 口 を 愛せざる を 得ない。 彼 は 笑 ひ 又 怒った。 彼に 預首 者の 粗野なる 所があった。 同時に 又婦 

人の 如き 綾美なる 所があった。 キリスト を 通う して 彼に 近づいて、 彼 は 最も 親しみ 易き 人であった。 
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バウ 口の 信仰 

哥林多 前書 研究の 發端 

バウ ct の 信仰 は 余輩の 信仰で ある、 余輩 は 兹處に バウ C の 信仰 を說 くので ある。 

哥林多 前書 一 章 一 節より 三 節までに 端な くも パ ゥ 口 の 信仰が 露 はれて 居る。 

一 、 神の 1^33 に 由り 召されて 使徒と なれる。 ハウ ロ及び：；^^^ソ ス テネ。 

バウ 口 は 使徒であった、 然し 自 から 進んで 使徒と なった ので はない * 彼は自 から 擇み自 から 努めて 

此 聖職に 就いた ので はない、 彼 は 召されて 使徒と なった ので ある、 併し 其 召た る や 祌の聖 33 より 出た 

ので ある、 彼 は 何故に 基 I 者と なり 使徒と なりし 乎 其 理由 を 知らなかった、 彼 は 唯 測るべからざる 神 

の 聖皆 が 彼 をして 爾 ならしめ し を 知った、 使徒た る は 恩惠の 極で ある、 人の 希求 も 努力 も 以て 此恩窓 

を 其 身に 招く に 足りない、 「我れ 今斯 くなる を 得し は 神の 恩 に^るな り」 と 彼 は 曰 ふた 「十五 章 十 

節〕、 {是 に 使徒と なる も 信者と なる も 神の 恩惠に 由る ので ある * 人は自 から 希求 ふて 信者と なる 事 は 

みこ ゝろ  め し  々リス チャン 

出来ない、 測るべからざる 彼の 聖 33 より 出た る 貴き 聖 召に 由ての み 人 は 基督 者と なる 事が 出來 るので 

ある、 豫{ん と 云 ひ、 聖 召と 云 ひ、 舊き神 學說の 如くに M ゆる なれ ども、 然れ ども 是れ また バウ の 信 

仰であった 事 は 彼の 此 言に 由る も 明かで ある、 彼 は 劈頭 第一 に此言 を發 して 彼が 實驗 せし 信仰的 大 iss- 

バウ p の 信仰  1 0 九 
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實を 開陳した ので ある。 

「兄弟 ソス テネ」 行傳 十八 章 十七 節參 照。 

II、 書をコ リントに 在る 神の 敎會に 贈る。 

「神の 敎會」 神の H クレ— ジャ、 H クレ ー ジャは 單に會 合で ある、 叉は會 衆で ある、 市 會と云 ふ 

9  9  もとく  0  0  こ i は 

か 如き 叉 は 村 會と云 ふが 如き、 すべて 之 を H タレ ー ジ ャと稱 した， 故に 是ムは 元々 敎 會と譯 すべき 詞 

ではない、 單に 會と譯 すが 當然 である * 祌の會 である、 政治 を 論じ 事業 を營 むた めの 會に 非す して、 

神 を 求め、 彼を拜 し、 彼の 聖業 をな すため の會 である、 人の きに 非す して 神の 會 である、 彼の 聖意を 

爲 さんと 欲する 者の 會合 である、 聖 なる 社會 である、 神の 國の 一部分で ある、 今の 謂 ゆる 敎會 ではな 

い、 軍に 宗教 的會 合で はない、 愛の 法則 を贲 行して、 地上に i の 國を實 現せん として 成りし 信者の； i 

9  9  9  9 

會 である。 

「コ リントに 在る 神の H クレ ー ジャ」 コ リント は當 時の 殷盛なる 商業地であった、 上海と か横濱 

とか 云 ふが 如き 貨物 集散の 地であった、 故に 自 から 物質的であった、 其 理想 は 低く あった、 其 道德は 

紊れて 居った、 故に 當 時の 諺に 放逸に 流る k 事を稱 して 「コ リン 卜する」 と 云 ふた、 而 かも ji 音は此 

地に 根ざした ので ある、 學 問の 地なる ァテ ン ス に 於て 一 人の 信者 を 瘦る能 は ざり し バウ 口 はき 業の 地 

なる n リントに 於て 多くの 有力なる 兄弟 を 得た ので ある、 ソス テネの 如き 其 一人で ある、 其 他 クリス 

ボの 如き、 ュ ストの 如き、 ステ パナの 如き、 ガ ヨスの 如き、. の 庫司 (會計 主任し H ラストの 如き (羅 

馬窨 十六 章 二十 三 節)、 孰れ も 所謂 上流 社 會の人 等が 玆處に バウ C1 を迎 へ、 彼の 福 昔 を 信じた ので ある、 

依て 知る 學 問の 地の 善き 俾道 地に あらざる こと を、 之に 反して 商業地の 福音 播種の 田圃と して 遙 かに 


有ば m なること を、 求道者と して 最も X 布び If-ii き 者は學 生で ある、 彼等 は 僅かば かりの 自己の 智識に 賴り 

て、 全身 を 活ける 犧牲 として 神に 獻 げんと しない、 求道者と して 商人 は遙 かに 學者 以上で ある、 福音 

は實物 を极ふ 商人に 受られ 易く して、 論理に 捉 はる &學 者に 納られ 難く ある、 福音 は大 なる 事實 であ 

る、 故に 先づ 第一 に實驗 すべき 者であって 然る 後に 學究 すべき 者で ある、 ァ テンスが パゥロ を 斥けて 

コ リン トが彼 を 接け し は 當然の 順序で ある。 

「コ リントに 在る 神の H タレ ー ジャ」 俗 地に 於け る 神の 會、 「神 は 智者 を愧 しめんと て 世の 愚な 

る 者 を 選び 給 ふ」 と ある、 祌は 俗人の 集合 地なる コ リントに 彼の 聖ー會 を 起し 給 ひて、 ァ テンスと 其の 

代表せ る此 世の 智識 を愧 かしめ 給 ふたので ある (使徒 行 傅 十七、 十八 章 を 見よ )o 

二つ V き、 キリスト イエス に 在りて 潔め られ 召されて 聖徒と なれる 者。 

神の 會の會 員 は是れ である、 潔め られ たる 者、 而 かも キリ ス トイ H ス に 在りて 潔め られ たる 者で あ 

る、 單に 潔め られ たる 者で はない、 SSf に 道德を 聞きて 潔め られ たる 者で はない、 キリス トイ H スに在 

りて 潔め られ たる 者で ある、 ^の 所謂 善人 叉 は 義人 は 神の 會の會 員た るの 资格を 有たない、 彼 は キリ 

ス トイ H スに 在りて 潔め られ たる 者で なければ ならない。 叉 キリス トイ H ス に 由り て はない、 彼に 

在りて 5- ある、 キリストの 感化に 接して はない、 彼れ 我れ に 在り、 我れ 彼に 在りて、 卽ち 彼と 我と 

一 體 になり て、 我 は 神の 會の 一 員と なる 事が 出來 るので ある、 神の 會は 單にィ H ス の 弟子の 會合 では 

ない、 キリストの K が相聯 りて 成る 體 である、 會 であって 生體 である、 敎權と 規則と を 以て 作り上げ 

つら  お G.- つ  0  C 

たる 制度で はない、 信者 各自が キリストに 聯な るより 自 から 成る 社會 である、 キリス トイ H スに 在り 

て 潔め られ たる 者の み 能く 祌の 會の會 員た る 事が 出來 るので ある。 
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「潔め られ たる」 道德 的に 潔くせられ たると も 解す る ことが 屮 U 來る、 然し 乍ら 根本の 意味 は聖刖 

である、 聖 くせら る X 事で ある、 祌の 所有物 (聖 物) として 甄別 せらる k 事で ある、 信者 は祌の 所有 

物と して 此 世 より^ 別せられ たる 者で ある、 斯 かる 者が 終に 道德 的に 潔 めら る、 事 は 言 ふまで も 無い 

然し 乍ら 聖^ は 前にして 聖潔は 後で ある、 先づ 潔め られて 然る 後に 神の 所屬 となる ので はない、 先 、、つ 

神の 所屬 として 撰-: 疋 せられて 然る 後に 徐々 として 潔 めら る、 ので ある、 故に 「潔め られ たる 者」 と は 

r 完全に 成りた る 者」 との 謂で はない、 祌は 人の 道德的 完成 を 待た すして 彼 を 神の < ^の會 員と して 撰 

定し給 ふので あ？^、 玆に 救拯の 奥義が ある、 理解す るに 難く ある、 然れ ども 信者の 實驗 として 最も 明 

白なる 事實 である。  . 

「召されて 聖徒と なれる 者」 召されて 使徒と なり、 召されて 聖徒と なる、 召されて 5 ^ある、 自ら 

欲み て はない  >  婚 筵に 招かれて 客と なる を 得た ので ある、 自 から 客た るの 資格 を 具へ て 居った ので 

はない (馬 太傳 二十 二 章い。 

「聖徒」 世の 所謂 「聖人」 ではない、 聖德を 具して 世の 模範と して 人に 仰がる i 者で はない， 

「潔め られ たる 者」 と 云 ふと 同じく、 祌に^^ー^されたる者との意でぁる、 選ばれた る 者と 云 ふと 同じ 

である (羅馬 書 一章 一節)、 此 意味に 於て 信者 は 悉く 聖徒で ある、 聖パゥ 0、 聖ョ ハネ、 聖ぺテ 。に 限ら 

ち、 

たい、 總 ての 信者 は 聖徒で ある、 聖き 者で はない、 聖き 御用の ために 召された る 者で ある、 使徒べ テ 

II の 日 へる 

選ばれた る 族、 王なる 祭司、 費、 神に 屬る者 

である 〔彼 得 前書 二 章 九 節〕、 故に 終に は聖 めら れて 聖者と 成る の资格 を 賜 へられた る ものである、 信者 


は自 から 聖徒と 稱 して 高ぶる ので はない、 彼は自 から 己を聖 むる 能 はすして、 神に 己を聖 めら る k と 

稱 して、 其 謙遜 を 表 はすので ある、 I ま 書の 稱 ふる 「聖徒」 なる 辭は 高慢の 辭に 非す して 謙 遍の辭 であ 

お の れ VI  こ ia 

る、 信者 は 憚らす し て 自己 を稱 ぶに 此辭 を以 てすべき である。 

二つ.， -、 我等の 主ィ H スキ リストの 名 を 額ぶ 者 U 

信者 は 又是れ である、 主ィ H スキ リストの 名 を龥ぶ 者で ある、 「名 を 龥ぶ」 と は 希伯來 語法で あつ 

て、 「や 拜」 の 意で ある、 神と して 祭る の 意で ある、 創世記 四 章 二十 六 節に 

此 時人々 M ホバ の 名 を 呼 (龥) ぶこと を 始めたり 

と ある は 「H ホバを 祭り 始めたり」 との 意で ある、 亦 同 十三 章 四 節に 

彼 虚にァ ブ ラ ハ ム 境 を 築き M ホバの 名 を龥べ り 

と ある も 同じ 意味で ある、 壇 を 築きて 犧牲を 供へ H ホバを 祭りたり との 意で ある、 故に 玆處に 「イエ 

ス キリス 卜の 名 を 31 ぶ 者」 と ある は 彼を祌 といて 崇 むる 者との 意で ある こと は 明かで ある、 キリスト 

崇拜は 迷信で あると 云 ふ 者 あれば 夫れ まで ある、 然し 乍ら、 初代の 信者が ィ H スを祌 として 崇めた 

こと は バウ n の此 首に 依る も 明確で ある、 信者 は キリス トイ H スに 在りて 潔め られ たる 者、 召されて 

聖徒と なれる 者、 更らに 進んで 主 イエスキリストの 名 を 頷ぶ 者、 卽ち 彼を祌 として 崇めた 者で ある、 

斯くて バウ ri 及び 初代の 信者に 取りて は キリストの 神性 は 勿論の 事であった、 彼等 は 特^に キリスト 

神性 論 を iP へなかった、 然し 乍ら、 主 イエスキリストの 名 を 龥んで 彼等 は 神に 事 ふるの 心 を 以て キリ 

ストに 事へ たので ある。 ス テパノ は 死に 臨んで 天 を 仰いで 曰 ふた、 

主ィ H ス よ 我が 靈魂 を納け 給へ 

バウ 口の 信仰  1 1 三 
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と (行 傳七章 五十 九 節)、 新約聖書 を讀 むに 方て キリストの 神性 を 否認して 我等に 解し 難い 事が 多く ある 

の である。 

主 イエスキリスト  . 

，.- 5 しょ- ヮぁ ク つら £ ス -5 

意味の 深い 稱唬 である、 三 稱相聯 りて 救 主の 性格に 關 する 信者の 信仰 は 遣 漏な く 其 中に 示されて 

ある、 「イエス」 は歷 史的 人物で ある、 ヨセフの 子と して マリヤの 胎 より 生れ、 ボン テオ. ピラトの 

時に 罪人と して 十字架に 釘 けられて 死んだ 人で ある。  ま 

「キリスト」 は イスラ H ルの 理想の 人、 ユダヤ人の 王に して ダビデの 裔 より 生まるべき 者、 ァ ブラ 

ハムが 其 日 を 見ん と 欲した る 者、 預言者が 待 SI- みし 神の 子で ある、 ィ H スは キリスト なりと は 彼の？^ 

子の E 曰/し 所、 而 して ユダヤ人が 今日に 至る も 否んで 止まざる 所で ある、 ィ H スは 預言者の 一人で あ 

ると は ュ ダャ. "と 雖も肯 ふ 所で ある、 然れ ども 彼が キリ ス ト 卽ちメ シ ャ であると は 彼等が 埶，： i^i に反對 

する 所で ある、 初代の 信者が ユダヤ人の 劇烈なる 迫害 を 蒙りし 所以 は 彼等が 判然と ィ H スは キリスト 

なりと 昌 道した からで ある、 ィ H スキ リス トとは 信者が ュ ダャ 人に 對 して 發 した 信仰的 戰爭 の官： 吿で 

あった。 

「主」. 活 せる キリストの 稱號 である、 ィ H スは ダビデの 裔 なる ヨセフの 子で あり、 キリスト は 

ユダヤ人の 王 (lEils) にして 其 救 者で あるに 對 して 「主」 は 人類の 王に して 其 救 主で ある、 イエス は 

一人の 人で ある、 キリスト は ー國の 王で ある、 主 は 人類の 首で ある、 「主 イエスキリスト」 と唱 へて 

信者 はィ H スを 選民の 现想、 萬 民の 救 主として 認む るので ある、 歷 史的の ィ H スは 普通の 人と 異なら 

すして、 より 生れて 人の 如くに 死んだ、 理想の キリスト は ユダヤ人の 理想であって 世界 萬 民の 光で は 


なかった、 而 して 靈 なる 主 は 今 在りて すべての 人 を 照らす 「世の 光」 である、 故に 謂 ふ 

主は靈 なり 

と： 哥林多 後書 三 章 十七 節)、 叉 謂 ふ 

今 在り、 昔 あり、 後 ある 全能の 者 

と (默 示錄 一章 八 節)、 昔 ありし イエスキリスト は 今 在り、 永遠の 後まで ある 全能の 者で ある、 主 は 復活 

せる ィ H ス、 今は聖 父の 右に 坐し、 世界 萬 民の ために 執 成し、 彼等 を 照らし、 彼等に 眞の 生命 を 供し、 

終に 彼等 を 鞫き給 ふ 者で ある、 斯 くして イエ スは キリスト であるに 止まらす 人類の 活ける 救 主で ある、 

。ハウ A は爾か 信じた、 我等 今日の 信者 も爾か 信すべき である、 罩に歷 史的の ィ H スを 信す るので はな 

い、 又は ユダヤ人の 理想 を 我等の 现想 として 仰ぐ ので はない、 死より 趙 へり、 今猶ほ 生きて 人の 間に 

働ら き 給ふ靈 なる 彼 を 信す るので ある。 

すべ を s 

活き てせ 内 民 を 統治め 給 ふ 主 

彼 は是れ である、 基督 信者と は 

イエス キリ スト は 主な り 

と 稱揚す 者で ある (腓立 比 窨ニ章 十一 節)、 我等 は佛敎 徒が 南無 阿彌陀 佛と唱 ふるが 如くに 無意味に 「主 

イエ ス キリスト，」 と唱 へて はならない、 其 中に 在る 永遠 無量の 意義 を 解し、 之 を 我が 信仰と して 口に 

いひ あら 

言 表 はすべ きで ある。 

信者と は M ぞ、 神の 會の會 員た る 者 は何ぞ との 問に 答 へ て 使徒 パ ゥ Q は 曰 ふたので ある、 

バウ 口の 信仰  1 一 五 
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信者と は キリ ス卜ィ H ス に 在りて 潔め られし 者、 召されて 聖徒と なれる 者、 主ィ H ス キリストの 

よ  .u て ** つ 

名 を龥ぶ 者、 卽ち 彼に 對 して、 神に 對 して 奉る？ ぉ拜を 奉る 者 

であると、 斯 かる 者が 相 集って 成った ものが 神の H タレ， -ジャ であった、 今日の 基督 敎會 なる 者は果 

して 斯 かる 者で ある 乎、 曰く 道德、 口く 慈善、 曰く ィ H スの 人格、 曰 く 人類の 進歩と、 余辈は 深く 聖 

書 を 研究して、 神が。 ハウ n を 以て コ リントに 於て 起し 給 ひし 「神の 會」 を 以て 今日， に 無數に 存在す 

る 所謂 基督 敎會 なる 者の 如き 者で ありし と は 如何して 思 ふ 事が 出来ない。 

二つ.' く、 彼等の 處 にも 我等の 處 にも 諸の 處に 於て。 

「諸の 處に 於て」 と は 世界 萬國、 福音の 傳 はりし 諸の 處に 於て との 意で ある、 バウ n 傳 道の 當時は 

信者と 云 ふ 信者 は 世界 孰れの 處に 在る も主ィ H ス キリス トの名 を- 51 んだ 者で ある、 卽ちィ H ス を 活け 

る靈 なる 神と 唱へ て 之 を 崇め 奉った 者で ある、 今日の 如く 「ィ H ス 拜」 を 嘲け る 者の 如き は 其當時 

に 在りて は 信者と して は 認められなかった ので ある。 

「彼等 …… 我等 …… 」 の 言辭は 「主」 に 係 はる 言辭 であって 「處」 に 係 はる 言 辭 では あるまい と 思 

ふ、 卽ち 改正 英譯 聖書に 傲 ひ 左の 如くに 譯 すべき 者で あると 思 ふ、 

諸 處 に 於て 我等の 主ィ H ス キリストの 名 を龥ぶ 者にまで 書 を 贈る、 彼 は 彼等の 主にして 亦 我等 

の 主に 在 ませり 

と、 卽ち バウ ロは此 書簡 をコ リントの 信者に のみ 贈 つたので はない、 同時に 叉 萬國の 信者に 贈った の 

であるとの 事で ある、 而 して 「我等の 主」 と 言 ひて イエス を獨占 せんこと を 虞れ て 「彼 は 彼等の 主に 

して 亦 我等の 主」 云々 の 言 を 書き 加へ たので あると 思 ふ、 「主」 は 萬 民の 救 主な りとの 信仰が 兹に又 


篾複 された ので ある。 

「511 ぶ 者にまで」 と ある は ぶ 者と 共に」 とも 譯 する ことが 出来る、 其 場合に 於て は バウ 口 は 世 

；^きぉくっ 

界萬國 の 信者 を 代表して 此 書翰 を コ リン 卜に 於け る 信者に 書 贈た ので あると 解す ベ きで ある、 一 一 者^ 

れに 解す る も 全體の 意義に 於て 違 ふ 所 はない。 

三、 願く は 我等の 父なる 祌 及び 主 イエ ス キリストよりの 恩惠と 平康、 汝 等に 有らん こと を。 

にま も ハ VI 

「恩 惠」 は 神の愛より 出る 信者 不相 當の賓 賜で ある、 「平 康」 は此賓 賜を受 くる 結果と して 心に 生 

る 安心で ある、 祌 よりの 恩 惠に對 して 信者の 心に 平康 生す、 「人の すべて 忍 ふ 所に 過る 平康」 とは此 

平康 である。 

「我等の 父なる 神 及び 主ィ H ス キリストより」 恩惠と 其 結 菜た る 平 康とは 父より 來り 又主ィ ェ ス キ 

リス 卜より 來る、 恩惠の 源と して 父なる 祌 と主ィ H スキ リストと は同體 である、 神より 出る 物 は又ィ 

； もの 

エスより 出 づと云 ふ、 同一 の资賜 を給與 する 者と して ィ H スは 神の 地位に 立ち 給 ふので ある、 信者 は 

主 イエスキリストの 名 を II ぶ 者で あると 云 ひ、 又 主 イエス は祌 と共に 恩惠を 下し 給 ふと 云 ふ、 斯くて 

初代の 信者の イエス 崇拜は 疑 ふべ くもない、 今人が 彼等 を 迷信家と 稱ぶは 勝手で ある、 然し 乍ら、 新 

約 聖書の 錄す 所の 初代の 基督 敎 なる 者の、 ィ H ス崇拜 の 上に 立ちた る 者で ありし こと は 公平なる 研究 

者の 否定 せんと 欲する も 能 はざる 所で ある、 Jesus-Cult  (ィ H ス 崇拜〕 は バウ 口 の 基督教であった、 

此事を 度外視して 彼の 書翰 は 解らない。 

イエスキリスト、 キリス トイ エス、 主 イエスキリストと 四 同まで 三 節の 問に イエスの 稱猇が 形 を變 

へて 繰 返されて 居る ので ある、 九 節の 終りまでに 九 M:、 殆んど 煩し き 程までに 此 名が 重複され て， 居る 
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殊に 其 內五囘 まで 「主 イエスキリスト」 なる 全 稱號が 繰 返されて あるの は 意味の ある 事でなくて はな 

ら ない、 ィヱ スは SEf に 過去に 在りし 歷 史的 人物に 非す; 叉 軍に キリスト 卽ち ユダヤ人の 王に 非す、 異 

邦人 並に 世界 萬 民の 救 主で あると はパゥ 口が 繰返し 繰返し、 高調に 高調 を 加へ て、 言 はんと 欲した 所 

であると 思 ふ、 {是 に。 ハウ 口の 信仰 を 一 言に 約め て 言へば 此稱 猇に歸 したので ある、 ：Cn かも 法然の 信仰 

は 南無 阿 彌陀佛 を 以て 盡き、 日蓮の 信仰 は 南無 妙法 蓮華 經に歸 した 如き 者で あると 思 ふ。 

主 イエスキリスト 

と、 イエスの 祌性を i? へ、 同時に 又 キリストの 人性 を唱 ふ、 ィヱス の 祌性を 否む は 異端で ある、 故に 

。ハウ 口 は 曰 ふた、 

人、 聖靈 に緣 るに あら ざれば ィ H スを 主と 謂 ふ 能 はす 

へ ん ざ い 

と (十二 章 三 節. 3、 卽ち 神の 靈はィ H スを 主、 卽ち 今生く る 遍在の 主として 人に 示す とのこと である、 

パ ゥ I： の此 言と 相對 して 使徒 ョ ハ ネは曰 ふた、 

St  いひ あ.. t- 

凡そ ィ H ス キリス ト の肉體 となりて 臨り 給 へる こと を 言 表 はす 靈は 神より ST つ …… 凡そ ィ H ス キ 

リスト (の 肉體 となりて 臨り 給へ る こと) を 言 表 はさ る靈は 神より 出る に 非す、 卽ち キリスト 

に 敵す る 者の靈 なり 

と (約 翰 第一 書 四 章 二、 三 節)、 卽ち 神の 靈はィ H スは 主卽ち 神な りと 證し又 彼 は 人な りと 證 するとの 事 

である、 ィ H スは 主に 非す と 云 ふ は異敎 である、 同時に 亦ィ H スは 人に 非す と 云 ふ も異敎 である。 眞 

000000000 つ 000O00000O0  0000®©©®© 

の信仰はィ H ス は神なりと云ひ亦人なりとー!^ ふ、 イエス は 神人で ある、 「主 イエスキリスト」 である 

jSi 音の 眞髓 は玆に 在る、 ベ テ &がィ H スに對 して 


雨 は キリスト、 活ける 神の 子な り 

と 曰 ひし 時に 福音の 基礎 は 置かれた ので ある C 馬太傳 十六 章 十六 節以！ r〕、 神の H クレ ー ジ ャは此 信仰の 

巌の 上に 建ら れ たので ある、 此事は 解かる に 難い 奥義で ある、 然れ ども 基督 敎は 終に 此に歸 着せざる 

を 得ない 者で ある、 

_w イエスキリスト 

我等が 依て 以て 救 はるべき 名 は 天上、 天下 之 を 除い て 他に 無い ので ある (行 傳四章 十二 節 )o 


恩 寵の 生涯 

哥林多 前書 第 一 章  一 ー 九 節 

( 一 ，) 祌の 旨に よりて 召されて ィ ヱ ス キリ ストの 使徒と なれろ バウ 口 及び 兄弟 ソ ス テネ、 

(二) コ リントに ある 神の 敎會、 卽ち キリスト イエスに 在りて 潔め られ、 召されて 聖徒と なれる 者、 及び 彼等 

の處 にも 我等の 處 にも 諸の 處に 於て 我等の 主ィ エス キリスト の 名： を颟ぶ 者に 書 を 贈る、 r 三) 爾曹 願く は 我 倚 

の 父な ろ 神 及び 主ィ ェ ス キリストより 恩寵と 平康を 受けよ。 

(四) イエスキリストに 在りて 爾 盲が 賜 はりし 神の 恩寵に 就て 我 恆に爾 曹の爲 めに 我 神に 感謝す、 (五) 蓋爾 

曹 彼に 在りて 諸 事卽ち 凡の 教訓と 凡の 智識に 富む こと を 得 たれば なり、 (六〕 是れ キリストの 證爾 巾に 

S  t?d の&涯  ，  I  I 九 
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堅う せられし に 因る、 (七) 斯くて 爾曹は 神より 賜 はれる 所の 恩寵に 於て 缺る 所な く、 我 儕の 主ィ ェ ス キリ ス 

トの顯 はれん こと を俟 てり、 (八) 祌は 終まで 爾曹を 堅く し 我 倚の 主 イエ ス キリストの 日に 於て 爾曹に 實 なか 

らし めん、 (九」 それ 神 は 誠 信な り、 彼れ 爾曹を 召して 其 子 我 街の 主ィ エス キリスト の 交際に 入らし め 給 へ り。 

「祌の 3s に 由り て 召されて 使徒と なりし パゥ 口」、 自ら 逸んで 福音の 宣傳 者と なりし に 非す、 人 は 

自ら 擇んで 世の 所謂る 善人、 義人と 成る を 得ん も、 自ら 好んで クリスチャンたり、 使徒たり、 傳道師 

たる 能 はす、 是 たる を 得る は 神の 特別の 恩惠に 由るな り、 神より 賜 はる 諸ての 恩惠の 中に 彼の 奴 僕た 

り 叉勞働 者た るに 優る の恩惠 あるな し (第 一 節い。 

「コ リントに 在る 神の 敎 會」、 コ リ ントは 有名なる 希臘の 一 市に して パゥ n の 時代に 在て は 其 商業 

の 旺盛なる と 道德の 腐敗せ ると を 以てお 名な りし、 然るに 此 所に 神の 敎會 ありし と 云 ふ、 或 人 曰く、 

コ リントに ある 神の 敎會て ふ 語に 勝る の逆說 あるな しと、 腐敗の 中心に 於け る 聖徒の ffl 體！ 若し コ 

リントに 於て 神の 敎會を 建 つ る を 得しなら ば 如何に 腐肷 せる 地に 於ても 同一 の 事 を 就す を 得 ベ し、 人 

の 在る 所に は 祌の靈 は 卿き 給 ふ、 我等 は 土地 の 腐敗に 就て 失望 落膽す ベから ざる なり (第一 一 節)。 

「敎 會、 乃ち キリス トイ H スに 在りて 潔め られ、 召されて 聖徒と なりし 者」、 敎會と は斯の 如き 者 

たり、 是れ 自薦 信者の 集合 體には あらざる なり、 是れ祌 に 潔め られし 者、 而 かも キリストに 在りて 潔 

めら れし 者、 叉 神の 撰擇に 由り て 彼に 召されて 聖徒た る を 得し 者の 心靈的 結合 體 たるたり、 故に 基督 

の靈の 働く 所に は 神の 敎會は あるたり、 主の 名の 爲に 二人 或は 三人の 集れる 處、 是れ卽 ち 神の 敎會な 

り、 吾等 はコ リントに 敎會 堂の ありし を 聞かす、 亦 其處に 牧師 又は 監督 叉 は 執事 等の 敎職 ありし を 知 

らす、 吾等 はた 腐敗せ るコ リ ントに 神に 召されて キリストに 在て 罪より 潔め られし 者の ありし を 知 


るな り、 故に 其 所に 强 固なる 神の 敎會の 存在せ し を 知るな り (第二 節 )o 

「彼等の 處 にも 我等の 處 にも 云々」、 彼 所に も此 所に も、 卽ち 天下 到る 處に 於て 主の 名 を. 敵ぶ 者に 

書 を 贈る との 意な り、 バウ Q は此 書をコ リントの 一 敎會に 宛てし にあら す、 彼 は 人類 全體に 向て 之 を 

發せ しなり、 彼 は 之 を 以て コ リント 人を誡 むる と 同時に 亦 天下の 人 を 萬 世に 誨 へんと せり、 祌 の言辭 

に 特^なる と 共通なる との^ あるな し、 特^の 眞理は 共通の 眞理 なり、 一人 を 救 ふに 足る の a 典 现は萬 

人 を 救 ふ を 得べ し、 パ ゥ n は此 書をコ リントに 於け る 少数の 基督 信徒に 贈て 彼の 信ぜし 大敎義 を *1 界 

に 向て 發 表せり、 其が 書翰なる が 故に 公的 文書に 非す と 云 ふ 者 は 謬れ り、 バウ n は 執筆の 當 時より 共 

宇內 的た らん こと を 期せし なり (第二 節 )o 

「イエス キリストの 名 を-齦ぶ 者」 とはィ H スを 主として 崇め 拜 する 者たり (創世記 四- 51 私 一 一六 節參考 )- 

單にィ H スを師 として 戴く に 止まらす、 亦 生涯の 好 侶伴と して 其 模範に 傚 はんとす るに 非す、 彼を榮 

光の 主として 拜 する ことなり、 彼に 人の 王た るの 冠 を 奉る ことなり、 イスラ H ル の：：^ が エホバの 名 を 

龥 びし 心 を 以て ナザレの ィ H スの名 を〉 i ぶこと なり、 是れ キリスト 信者の 本分な り、 此ー ^ ^を 心に §2 

めすして バウ 口 の 書翰 を 解す る こと 能 はす (第二 節 )o 

「恩寵」 は 神の愛 心より 出る 凡ての 賜な り、 「平 康」 は 恩寵 を 受けし 時の 心の 狀態 なり、 神の 恩寵 

に 接せす して 人の 心に 平和 あるな し、 彼に 億 萬の 富 あると も、 彼 は 王侯 を 友と すると も、 神に 愛せら 

るとの 確信な くして 人に 眞 正の 傲 喜 あるな し、 最も 善き 事 は 神 我等と 偕に 在し 給 ふ 事な り、 人世の 凡 

ての 幸福 は 之 を 平康の 一字に 一括す る を 得るな り、 是 をば 稱 して 「神より 出て 人の 凡て m 心 ふ 所に 過る 

平安」 (腓立 比 書 四 章 七 節) とはい ふなり (第三 節 )o 


コ リント 前書 w 究  二三 

恩寵と 平 康とは 我 儕の 父なる 神 及び 主ィ H スキ リストより 來る、 父よりも 米る、 亦 キリストよりも 

來る、 然り、 父と キリスト とより 同時に 來る、 父 は 其 子に 緣ら すして 善き もの を 人に 與 へす、 子 は 亦 

もの 

父の 屬を 取て 之 を 人に 賜 ふ、 人に 其 名を龥 ばれ 給 ふ イエ スは 父と 權威を 偕に して 凡ての 恩惠を 人に 給 

ふ を 得るな り (第三 節)。 

「イエ ス キリストに 在りて 爾曹が 賜 はりし 恩寵」 在りての 一字に 注意せ よ、 基督 信徒に 賜 はる 祌の 

恩寵 は キリスト を 離れて 降る ものに あらす、 神 は キリストに 在りて 吾等 を 救 ひ、 キリストに 在りて 吾 

等の 心の中に 宿り、 キリストに 在りて 永久に 吾等 を 惠み給 ふなり、 キリスト は 吾等の 靈の 世界な り、 

吾等の 欲する 凡ての 善き もの は 彼の 中に 在るな り、 キリスト、 イエスキリスト、 キリス トイ エス •：：• 

バウ 口が 此名稱 を 反覆して 止まざる は 彼 は キリ ス トを 以て 盈滿 され、 又 彼の 全生涯が 祌の 最大の 賜た 

る キリス 卜の 中に 封入せられ たれば なり (第 四 節： io 

他の 人が 祌 より 賜 はりし 恩寵に 就て 殊に 感謝す、 蓋 彼れ 自身の 經驗に 於て キリ ストに 在りて 神より 

受 くる 恩寵に 優る の 福祉の 他に あるな きを 知れば なり、 富貴 何物 ぞ、 聲名 何物 ぞ、 權威 何物 ぞ、 是れ 

キリストに 在りて 神より 受 くる 靈の 恩寵に 較べて 瓦礫た るの み、 爽土 たるの み、 而 して 我 は此 至上 至 

大の恩 惠の我 一 人の 上に のみ 下る にあら すして、 凡て 主の 名 を^ぶ 者の 上に 下る を 聞て 殊更に 感謝す 

るな りと、 祌の 慈愛の 廣 きかな、 海の 廣 きが 如くな り、 我 は 我が 心に 下りし 神の 恩惠の 深き に 就て 我 

祌に 感謝せ り、 而 かも 亦 其 萬 人の 上に 降る を 聞きて 更に 其闊 きに 就て 感謝 せんと (第 四 節〕。 

キリストに 在りて 彼等が 神より 賜 はりし 恩寵 は 或は 敎訓 (言、 希臘 人の 切望せ し 雄 辯の 意な らん か) 

となり 或は 知識と なりて n リ ントに 在る キリ ス ト 信者の 中に 顯 はれたり、 必 しも 信仰 を 以ての みなら 


す、 亦 善德を 以ての みならす、 智慧と なり、 聰明と たり、 擾歷 温雅なる 言辭 となりて キリストの 靈は 

彼等の 生涯 を 輝ら せり、 智慧と 辯 舌と は希臘 人た るコ リント 人の 最も 追 ひ 求めし 所の 者な り、 而 かも 

プラト ー に， m ら すして、 ァ リスト ー トルに 因らす して、 アリス トフ：； I ース に賴ら すして、 十字 加 太に 釘 

けられし ェ，. 匠の 子なる ナザ レのィ H スに 依て 彼等 は 新ら しき 智識と 言 辭とを 得たり、 而 して 是れ 単に 

天然と 美術と 文學と 政治と に關 する 智識に あら ざり し、 是れ 神と 人と 宇宙と に關 係す る 新 智識に して、 

此 智識 有て、 始めて 人世 は 吾等に 取て は 微妙なる 音樂の 如き 者と なり、 天然 は 精巧なる 输畫の 如き 者 

となりて、 吾等 は 思 ふ 所に 過る 歡喜 を感 する に 至るな り、 然り、 吾等が キリスト を 信す る は 信仰 道德 

のた めの みに あらざる なり、 吾等の 智識の ために、 吾等の 哲鼙 のために 吾等 は キリスト を 知らざる ベ 

からす、 智識 は 之 を希臘 人より 得、 信仰 は 之 を 猶太 人より 得ん と 欲する に 非す、 ィ H スキ リストに 在 

りて 神 は 彼の 義と 智慧と を 吾等に 顯 はし 給へ り、 キリ スト を 中心として 人世 も-:. Hm も^ 滿に 了解し 得 

ら る.^ ものと はなるな り (第五 節 )o 

「キリストの 證」 は キリストの キリストた る證 明な り、 その コ リン 卜 人の 巾に 堅う せられし とはキ 

リ ストの 神の 子た るの 實證が コ リ ン ト 人の 受けし 神の 恩寵に 由て 世に 揚 りしとの 意な り、 キリ ス トを 

信じて より 来りし 彼等の 善行に. m て、 亦 殊に 希臘 人の 天賦と して 世界に 知られし 彼等の 智識 雄 辯の 彼 

等が キリ スト を 信ぜし に 依りて 更に 上進し 且つ 聖 化せられ しに 由て パゥ 口が キリス トに 就て 證明 せし 

ことの 彼等に 於て 確かめられ しが 故に 彼 は に 彼の 神に 感謝す となり、 キリスト 敎は 各人の 特性 を 打 

消す 者に あらす して、 却て 之を發 達せし め顯 著なら しむる 者な り、 希 臘人は キリスト を 信す るに 由て 

更に 善美なる 希臌 人となり、 日本人 は 更に 完全なる 口 本人と なるな り、 パゥ a は コ リント 人が ュダ人 
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の 如くな^ しとて 兹に 彼の 神に 感謝せ ざり き、 彼 は希臘 人が キリ ストに 在りて 希 職人た るの 光輝 を 放 

つに 至りし と 聞て、 是れ キリストの キリスト たる 所以の 實證 なりと て 殊に 彼の 祌に 謝したり き， 廣量 

なる かな パゥ n の 信仰！ (第 六 節)。 

彼等の 信仰に 彼等の 切望して 止 まざりし 言語の 術と 智識と を 加 へられて 彼等 は 何の 缺 くる 所な き 者 

となれ り、 キリスト は 人 を 完全と なさん との 神の 大能 なり、 希 臘人も 之に 由て 完全なる 者と 成る を 得 

べし、 日本人、 支那 人、 朝鮮人 亦然 り、 神 は キリストに 在て 我等の 凡ての 短所 を 補 ひ、 凡の 缺點 を充 

たし 給 ふ、 彼に 無量の 恩惠 在て 存す、 我等 缺點 多き 者， 何ぞコ リントの 信者に 做 ふて 速に 彼に 至て 吾 

等の 不足 を充 たされざる (第 七 節〕。 

「キリストの 顯 はれん こと」 と は 或は キリストの 再臨 を 指す と 一 K ひ、 或は 最終の 裁判 を 示す と 云 ふ、 

然れ ども 其 孰れ を 採る も バウ 口 の 真意 を 探る に 大差な からん、 人の 生涯 は 孰れの 點 より 見る も 試練な 

り、 終まで 忍ぶ 者の みが 救 はる、 なり、 吾等 は 常に 守て 祈らざる ベから す、 吾等 は此 世に 於て 吾等の 

凡ての 缺 けたる を 補 はれ 主の 前に 立つ 時の 準備 をな さぐる ベから す、 禍 なる は此 重大なる 準備 をな さ 

ざる ことなり、 缺 けたる を 補 ふの 能力な く、 曲れ る は 直く すべから ざると なし、 誤れる は 正す ベから 

ざると なし、 た、 V 無爲 にして 死 を俟っ ことなり、 而 して キリスト 信者 は爾 かなすべからざる なり、 彼 

は 日一日と 完全に 向て 近くべき なり、 彼は缺 くる 所な くして 主の 顯 はれん こと を俟 つべき なり (第 七 

節)。 

「祌は 終りまで 爾曹を 堅く す」 と、 卽ち祌 は 其 堅 信の 恩 惠を中 結し 給 はすと なり、 彼 は 吾等 を 召し、 

吾等に 一 時 は 悔改の 非常の 苦痛 を 感ぜし め、 吾等に 多くの 串^ 苦 を 下して 神の 深き 聖意を 知らし め、 或 


時 は淚の 谷に、 叉 或る時 は 笑の 園に 我等 を敎ぇ 導き 給 ひて 後に、 終に 吾等 を惡 魔の 手に 付して 吾等 を 

剪 滅し給 はすと なり、 祌は其 手の 工作 を 藐視め 給 はす (詩篇 第五 拾壹篇 )、 神 は 其 始め 給 ひし 工作 を 結了 

給ぶべし、 「神 は 終まで 爾曹を 堅く す」 と、 係大 なる 約束 此 語の 中に あり (笫八 節)。 

「是れ 我 倚の 主ィ H ス キリストの 日に 於て 我 儕に 責 なからん ためなり」、 是れ我 倚の 救拯の 完全う 

せられん ためなり、 此# に 於て 始められし 我 倚に 關 する 救扬の 事業の 最終の 日に 於て 其 完結 を 告げん 

ためなり、 此 世に 於て 善人た る を 得る は是れ 救拯の 第一歩な り、 祌の聖 意 は 永久に 我 儕 を 救 はんとす 

るに あり、 卽ち此 地 消え失せて 後に、 山 は 鎔け、 河 は 枯れ、 日と：：^ と は 光 を 放たざる に 至て、 尙ほ萬 

物の 靈長 たる 我 倚 を 祌の聖 額の 光に 接せし めんと する にあり、 其 時に 我 倚 は 雪の 如くに 白くなる を 要 

す、 我 儕の 常に 注目すべき は此懼 るべき 主ィ H ス キリストの 日な り、 其 日 は 暗く して 何人も 主の 公平 

なる 裁判より 免 かる &を 5!： す (約 耳 書 第一 、 一 一章 參考) a が 八 節)。 

然れ ども 祌は誠 信な り、 彼 は 人の 如く 吾等 を 欺き 給 はす、 彼 は必す 彼の 擇 みし 者 を 救 ひ 給 ふ、 若し 

吾等の 力に 賴 らん か、 吾等に 剪滅 さる &の 虞れ あり、 然れ ども 祌は 幾囘 となく 吾等の 救齊を 約束し 給 

へり、 吾等の 救濟の 希望 は單に 神の 誠 實に存 す、 而 して れんれ 天地 は 失する とも 變ら ざる 誠實 なり (第 

力 富) 

-* じ は， り 

誠實 なる 神 御自身が 吾等 を 召して 其子ィ H ス キリ ストの 交際に 入らし め 給へ り、 卽ち キリストの 生 

命 を 受け、 彼と 共に 天國の 嗣子と なし 給へ り、 「交際」 は 友人と しての 交際に あらす、 同一 族の 子弟 

としての 共有 權を賜 は る こ とな り、 此權 を賦與 せら れ て 吾等 は 始めて 天國の 民た る の 资格を 得る たり、 

道德 家と なりてに あらす、 ^の 所謂る 義士 仁人と なりてに あらす、 イエ スの 交際に 入りて 實 質的に 祌 
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の 子と なり てな り， 是に 優る の 榮譽世 にある なし (第 九 節〕。 . 


基督 信者の 分爭 

哥林多 前書 第一章 十— 十七 節 

(十) 兄弟よ、 我い ま 我 倚の 主 イエ ス キリストの 名に 託り て爾 曹に勸 む、 爾曹 皆な 言 ふこと を 同う し a つ か 分 

爭 なく 心 を 同う し 意 を 同う して 相 合 ふべ し、 (十 一 ) 蓥 我が 兄弟よ、 ク 口 ヱ の 家人 爾曹の 事 を 我に 告げて： 爾曹 

の 中に 爭 ありと 言 ひたれば なり、 (十二) 爾曹 我 は バウ 口 我 は アポロ、 我 は ケパ我 は キリストに 屬 すると 言 

ふと、 我れ 卽ち此 事 を 言 ふなり、 (十三，) キリスト は數 多に 分かる，^ 者な らん 乎、 バウ n は爾曹 の爲に 十字架 

に 釘 けられし 乎、 また 爾曹 は. パプ テス マ を 受けて パゥ 11 の 名に 入りし や、 (十四) 我れ 祌に 謝す、 我 はクリ ス 

ボとガ ヨスの 外 爾曹の 中 一人に もバプ テス マ を 施した る ことなし、 (十五) 此は 我が 名に 入れん ために バプテ 

ス マ を 施す と 入に 言 はれん こと を懼れ たれば 也、 (十六) 我 亦 ステパ ノの 家族に パプ テス マ を 施せり、 此 外に 

は 我れ 人に バプ テス マ を 施し 、ごと 有 や 否や を 知らず、 (十七) キリストの 我 を 遣し k はバプ テス マ を 施さん 

こと； ； J なし 

ために 非す、 福音 を 宣べ傳 へし めん ためなり、 又 我に 言の 智慧 を用ゐ しめ 給 はず、 是れ キリストの 十字架の 虚 

くなら ざらん ためなり。 

基督 信者の 問に 分 (1^ ありと 云 ふ、 是れ 腐敗せ るコ リ ントの 市に 神の 敎會 ありと 云 ふと； 一  轍の 背理 


なり、 仁愛、 喜樂、 平和、 忍耐の 主 を 主として 戴く 基督 信者の 中に 分 (命 ありと なり、 ^に数すべき^5^- 

にして 如 斯きは あらす、 而 かも 是れ爭 ふべ からざる 事實 なり、 是れ希 職の コ リントに 於ての み 然るに 

あらす、 日本の 東京に 於ても、 京都に 於ても 大阪に 於ても、 然り、 界各國 基督 敎の說 かる k 孰れの 

國に 於ても、 殊に 新 敎と稱 へらる \ 一種の 基督 敎の說 かる、 國に 於て 雨るな り、 兄弟 は 兄弟 を寶 り、 

相互に 其 傳道を 妨げ、 而 して 其 失敗 を 見れば 快哉の 聲を 揚げて 喜ぶ、 故に 基督 敎の敵 人 は 笑て 曰 ふ、 

基督 敎懼る k に 足らす、 其 信徒の 中に、 殊に 其 先導者の 中に 一 致なければ なりと、 鳴 呼 主よ 如 斯事は 

何時まで あらん か (以赛 亞書六 章 十一 節)、 若し 基督 信者に して 一 致せん 乎、 ^に 之に 當り 得る の 勢力 あ 

るな し、 而 かも 彼等 は 分爭を 好むな り、 猜疑と 嫉妬と は 彼等の 特性な り、 而 して 其宣敎 師と稱 へらる 

る 者 は 喜んで 獰人奸 物 を 庇 保す るな り、 恥辱、 恥辱、 主よ 速に 彼等 を 箱き 給へ。 

然れ ども。 ハ ゥ B はコ リント の敎會 に分爭 ある を 聞て 之が ために 怒ら ざり しなり、 彼 は 其 仲裁 を 試み 

ん とする に 方て 自身 其 局に 常らん と は 做さ りしな り、 彼 は主ィ H ス キリストの 聖 名に 託り て分爭 者 

に截吿 せし なり、 平和の 恢 (仪は キリスト 以外に 於て 望む ベから す、 人、 ^^：！キリ ストに在るに迨んで始 

めて 眞 正の 一致 は あるな り、 "；. I れ 我等の 犬に 注目すべき ことなり、 基督 信者の 平和 は 相 一な； の 利益の た 

めに 講 すべから す、 又 世 問の 嘲笑 を撣て 計る ベから す、 是れ 策士と 稱 へらる i 敎會. 2： の 俗 \ の 取る 方 

法 なれ ども 必す 失敗に 終る の 方法な り、 先づ 信者 をして キリストに 還らし めよ、 然 らば 彼に 在りて 眞 

正の 一 致 あらん aw 十 節〕。 

「キリストの 名に 託り て」、 キリストに 代て， 或は キリス 卜 をして 我に 代 はらしめ て、 雨 曹 に勸む 

卽ち乞 ひ 求む と、 パゥ„1は信者2^の分(^^を歎く：|^だし、 故に 平和の 主の 聖名を 藉り來 りて 彼等に 一致 
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を 懇請す となり、 此愛 心と 謙遜と あり て^れの 隙 も 和解せ ざらん や (第 十 節)。 

「一一 一一 1: ふこと を 同 ふし」、 信仰の 表白 を 一にせ よとの 謂 ひなるべし、 勿論 信仰の 細目に 於て まで 全然 

相 一致せ よとの 謂 ひに は あらざる べし、 そ は是れ 到底 望むべからざる 事 なれば なり、 然れ ども 信仰の 

根本に 就て は、 卽ち 神の 事、 キリストの 事、 救 極の 事、 復活の 事、 最終 裁 刺の 事に 就て は 基督 敎徒中 

に異說 あるべ からす、 基督 敎に 天日よりも 更に 明瞭なる 五六の 信條 在て 存す、 之を棑 して 基督 教徒と 

稱 する を 得す、 此に 信仰の 根 據を定 めて 我等 は 非常に 寬大宏 量なる を 得るな り、 然れ ども 此に 定論 一 

致な くして、 和合 共同 は 望む ベから す、 *1 には宏 量を銜 ふて 信條 的の 一 致 を 一 切 排斥す る もの あり、 

然れ ども 是れ キリス トに 託らざる 一 致な り、 我等 は キリス トに 託ら すして 一 致せん とも 欲せざる なり 

そ は是れ 有名 無實の 一 致に して 無き に 均しき 一 致 なれば なり (笫十 節〕 0 

「心 を 同 ふし、 意 を 冋 うし」、 心 (nous) は 衷心の 狀態 にして 思想な り、 意 (gn5mro は其發 表に 

して 實 行の 方針な り、 卽ち 信者た る 者 は 其 人生に 關 する 観念に 於て、 亦 之 を顯實 する 大方 針に 於て、 

合同 一致すべし となり、 而 して 是れ爲 し 得ざる ことに あらす、 同一 の 主より 同一 の 生命 を 仰ぐ 者に し 

て 是を爲 し 得ざる 理由 あるな し、 若し 此亊を 以て 不可能 事と 做す 者 あれば、 是れ其 人の 受けし 福音の 

「異なる 福音」 (加 拉太書 一章 六 節) たるの 證 明と 見て 可な らん。 

「相 合 ふべ し」、 調和の 意な り、 四肢 百體 ，和し、 相 聯絡して 健康 體を 形成す るが 如く、 我等 も 同 

一 の 主義 方針に. e て 統一 せられて、 キリストの 體 なる 神の 敎會を 育つべし となり、 基督 敎は 天の 昔樂 

なり、 齊整、 和 諧は其 天賦の 特性たり、 之 を 破る 者 は 基督 信者に 非す、 和諧 なき 基督 敎は其 何 主義た 

る を はす、 基督 敎の 名を附 せらるべき 者に 非す (笫十 節 〕o 


「ク B  H」 は 婦人の 名な り、 然れ ども 其 何人た る を 知らす、 蓋し 彼女 は 基督 信者に は あら ざり しな 

らん. 惡事 千里 を 走る、 敎會內 の 醜 事 は^れ て^に 知れ渡りぬ、 隱れ たる ものにして 顯 はれざる はな 

し、 希 職の コ リントに 於け る 敎會內 の 分爭は 不信者の 口 を 通して 海 を 渡りて H ベ ソ なる バウ a の. 斗に 

達せり、 愼 まざる ベ けんや、 懼れ ざるべ けんや (笫 十一 節)。 

コ リント 敎會內 に バウ 口 黨 あり、 アポロ 凝 あり、 ぺ テロ  (ケパ ) 黨 あり、 而 して 自稱 超然 主義 を唱 

ふる キリスト 黨 ありたり と 云 ふ、 バウ 口 を祟拜 し、 其の 口調 を學 び、 其 起居 寢 食の 習慣にまで 傚 はん 

とせし « はパゥ n 黨 のま 4^ の 下に ー團を 作り、 敎會內 に 勢力 を 占めん とせり、 アポ n 黨は ー盡し 學者黨 

なりし ならん、 博識 宏量を 以て 誇り、 バウ n 黨を 目す るに 狂信 黨を 以てし、 ぺ テロ 黨を哦 りて 迷信 《：^ 

となせ しならん、 ぺテ n 黨は 保守 黨 なり、 其 信仰の 系統に 就て 誇り、 他 を 目す るに 異端 を 以てし、 己 

れ のみ 天國に 入る の 特權を 有する が 如くに 信ぜし ならん、 而 して 彼等 三 黨を脾 睨せ し 者に して 训にキ 

リスト 黨 なる 者 あり、 自 から 「基督の 基督 敎」 を 奉す ると 稱し、 宏量 大度 己れ に 若く 者な しと 宣言せ 

しならん、 肉に 屬 ける 者が 眞理を 信す るの 結果 は 古今東西 變る ことなし、 自己に 頼る 能 はす、 故に 他 

人に 賴ら ざる を 得す、 自ら キリストに 頼る 能 はす、 故に 他人に 賴て キリストに 頼らん と 欲す、 崇祥す 

べき 者 は キリスト のみなる に、 別に キリスト 以外に 「理想的 人物」 なる 者 を 想像して、 其 人に 向て？ t ポ 

拜を獻 ぐ、 愚の 極、 奴隸 根性、 最も 非 基督 敎 的の 態度、 而 かも 是れ希 臘のコ リントの みに 於て.； = ^りし 

根性 態度に 非す、 tn 木阈 到る 處に此 暗愚と 背现と あり、 眞现を 毀損す る 者に して 人物 祟拜の 如き は あ 

らす、 此惡 風の 存 する 處に 基督 敎を 説く 難し- キリスト は 人 を 離れ ざれば 信す る 能 はす、 惡む ベく t 

卑む ベく、 排 すべ き は 實に此 人物 崇拜の 醜 事な りと す (十二 節〕。 
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。ハウ & 何人 ぞ、 ぺテ n 何人 ぞ、 アポ 口 何物 ぞ、 彼等 は 皆な 人なら す や、 r 汝等 人に 倚る を 魔め よ、 

彼 は 鼻に て f 来 息す る 者、 彼れ 何ぞ算 ふるに 足らん や」 赛亞ニ 章廿ニ 節)、 彼等 も 我等 もた 5^ 俾 道の 機 

具た るの み、 我等 は衰 ふる も 可な り、 キリスト のみ 崇めら るれば 足る、 我を拜 する 者 は 愚人な り、 智 

慧の 無き 者な り、 我に 由て 黨を樹 つる 者の 如き は 我 を 最も 誤解す る 者に して、 我が 最大の 志&" 1 に 反す 

る 者なる が 故に 我に 大 侮辱 を 加 ふる 者な り、 故に、 人， 。ヘテロ を 伏し 拜 みたれば ぺ テロ は 彼 を 担んで 

「我 も 人な り」 と喊 ベり (使徒 行 傳十章 二 六 節)、 ルス テラの 人々 パゥ 口と バ ルナ バに模 を獻げ 神と して 

彼等 を 祭らん とせし 時に 彼等 は恐惶 措く 能 はす、 衣 を 裂き、 大聲に 叫 はり 曰 ひける は 

人々 よ、 何故に 此事を 行す や、 我 倚 も 亦 爾曹と 同じ 情愁を 有つ 所の 人な り、 爾曹に 福音 を傳 ふる 

は爾曹 をして 此 虚妄 (偶像：" を 捨て、 天と地と を 造り 給へ る 活ける 神に 歸ら しめんが 爲め なり、 

と (使徒 行傳 十四 章〕、 基督 敎の傳 道師に 取て 迷惑なる こと k て 人に 崇拜 せらる \ が 如き は あらす、 彼 は 

之 を 受けて 大 侮辱 を 感 するな り、 そは斯 くせられ て 彼 は 彼の 事業の 失敗に 終りし を 知れば なり (十三 

節〕。 

「キリスト は 数多に 分かる、 者な らん 乎」、 「主 一つ、 信仰 一 つ、 バプ テス マ 一 つ」 05、 弗 所 書 第 四 章 五 

節：)、 キリスト は 二人 あるな し、 二人 あるべ からす、 彼は歷 史上の キリスト にして、 其 事蹟 は歷 然と 

して 記 錄に存 す、 吾等 聖書が 示す 傣の キリスト を 信ぜん 乎、 吾等 彼に 就て 同一 の 信仰 を懷 かざる を 得 

す、 然るに 吾等 之を爲 さすして、 吾等 各自の 我意 を 聖書に 於て 讀 まんと 欲する が 故に、 種々 なる キリ 

ス 卜が 吾等の 迷へ る 目の前に 現出 せらる、 なり、 キリス トは 天主 敎 徒が 想像す るが 如き .15 侶に あらす、 

カル ビン 主義の 人に 依て 現 はさる、 が 如き 無慈悲なる 裁判人に あらす、 彼 は 亦 世の 所謂る 社會 主義者 


が 理想す るが 如き 人情 一片の 人に あらす、 キリスト は キリスト なり、 彼の 誰たり しか は s£i 曰に 於て 明 

かなり， 彼 は 批評 學 者の 解剖 刀に 依て 数多に 分解 さるべき 者に あらす、 彼 は 混成 的 性格に 非ざる な 

り、 彼 は 神の 獨子 にして 人なる キリ ストな り、 彼 を 完全に 信じて 人 は 彼に 就て 分離す べきに 非す (^十 

三 節〕。 

「パ ゥ 口 は爾曹 の爲に 十字架に 釘 けられし 乎」、 愚なる 人 々 よ、 汝 等はパ ゥ 口 の贘 罪なる ことに 就 

て 聞きし 事 あり や、 若し ありと すれば 是れ笑 ふに 堪えた る 事に 非す や、 汝等は 罪に 胎 まれし 人が 死し 

て 人類の 罪 を 贖 ひ 得る と 思 ふや、 ァ、 の 極、 無智の 極、 パゥ 0 黨を樹 て、 パゥ a の 名に 依りて 誓 ふ 

者 等よ、 汝 等の 子供ら しき こと も亦愍 むべき にあら す や (第 十三 節)。 

「爾曹 は 亦 パプ テス マ を 受けて パゥ 口の 名に 人り しゃ」、 パゥロ 敎會に 人らん とせし や、 バウ 口と 

ー體 とならん とせし 乎、 雨 前 E はバプ テス マの 意義 を 解して 而 して 後に 之 を 受けし や、 パゥ 口 の 名に 入 

りて バウ 口に 屬す とよ、 然 らば 爾曹 は奴隸 なり、 一人前の 人 問に は あらざる なり、 我 は如斯 者に 師と 

して 仰が る k を 恥と すと 〔笫 十三 節 )o 

我に 一 つの 祌に 感謝すべき こと あり、 卽ち 我が パプ テス マ を 施 こせし ことの 至て 尠 きこと 是れ なり、 

我は會 堂の 宰 なる クリス ボに 之れ を 施したり ハ行 傳 十八 章 八 節)、 我 は 亦 全 < ^の 寓主ガ ョ スに之 を 授けた 

り (罹 馬 書 十六 章 二三 節)、 然り、 我 亦 之 を 爾曹の 中の 一人なる ステ パノの 家族に 授けたり、 然れ ども 我 

の數十 年に 涉る俾 道 生涯の 問に 此 外に 我 は 未だ 曾て 洗禮を 施せし こと ある を覺 えす、 他の 俾道 師は受 

洗 者の 多き を 以て 誇らん、 然れ ども 我パゥ B は其斟 きを 以て 誇るな り、 然り、 我 は 洗禮を 避く るの 傳 

道師 なり、 我れ 今 其 理由 を爾曹 に說明 せん (第 十四 節〕。  . 
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「此は 我が 名に 入れん ために パプ テス マ を 施す と 人に 言 はれん こと を 懼れた わば 也」、 我が 洗禮を 

避く るの 理由 は是れ なり、 我 は 我が 信者 を 作らん とすと 人に 言 はれん こと を 嫌へば なり、 パプ テス マ 

は 美 はしき 禮式 なり、 或 者に 取て は 之 を 受けて 信仰 上 多大の 益な しとせ す、 然れ ども 水の 洗 禮は靈 魂 

を 救 ふための 必要に 非す、 而 して 若し 之に 伴 ふに 分爭 嫉妬の 患 ありと すれば、 我 は 寧ろ 之 を 授け ざら 

んと 欲す、 人の 靈魂を 救 ふに 必要なる もの は 天より する 聖靈 のバプ テス マな り、 然れ ども 是れ 水の バ 

プ テス マな くと も 受け 得らる、 者な り、 我 は 信じて 疑 はす、 水の 洗禮を 受け ざれば とて 地獄に 落る 者 

の 決して 無き こと を、 兄弟 を 憎み、 其の 祕密 を發 き、 彼 を惡に 陷れ、 彼 を 彼の 敵に 賣て、 終に 永遠の 

刑罰に 處 せらる、 の敎師 牧師 は 決して からざる べし、 我 は 我が 黨を 作り、 我が 弟子 を 作り、 我が 權 

力 を 扶植 すると^の 人 等に 首 はる、 を潘 るれば 我 は 勉めて 洗禮を 施さ f るな り、 汝は我 は 世の 言を懼 

れて 義務 を 架た さすと 3 ふか、 否な、 然ら ざるな り、 バプ テス マ は 義務に 非す、 是れ 人々 各自の 撰擇 

に 任 かして 可なる ものな り、 我 は 不必要なる ものに 自由にして、 必要なる もの を 以ての み 束縛 されん 

と 欲す、 而 して 我 は パプ テス マの 式 を 不必要 物の 類 目 中に 編入す る 者な りと (笫 十五 節〕。 

「キリストの 我 を 遣 はし、 は バプテ ス マ を 施さん ために 非す、 福音 を宜べ 傅へ しめんが ためなり」、 

パプ テス マ は 何人も 之 を 施す を 得べ し、 テモ テもテ トス もシ ラス も、 然り、 偽の 敎師、 牧師、 宣敎師 

も 能く 之 を 爲すを 得べ し、 然れ ども キリ ス トの召 を 蒙らざる 者 は 何人と 雖も眞 實に福 昔 を 宣傳へ て 人 

の- 靈魂を 救 ふ 能 はす、 幅 昔 宜傳の 難事に 比すれば パプ テス マ を 施す こと は 易々 たる 業な り、 故に 我 は 

難き 傳 道の 業に 從 事して、 易き 授 洗の 業 は 之 を 他の 傅 道 師に讓 らんと 欲す、 我 は 人 を 救へば 足れり * 

が パプ テス マ を 受ける と 受けざる と、 地上の 敎會に 入る と 入らざる と は 我に 於て 何の 係 はる 所 ある 


なし、 然り、 我 は 福 昔の宜 俾者 なり、 授洗 者に 非す、 敎會 員の 養成 者に 非す と (笫 十七 節)。 

自. m なる バウ „1 よ、 我等 は汝を 敬慕して 止まざる なり、 汝に 地上の 敎會は あら ざり しなり、 汝を縛 

るに キリストの 愛の 外 何物 も あら ざり しなり、 汝は 無形の キリスト を 傅へ、 無形の 敎會を 建てん とし、 

水なら ざる バプ テス マ を 施したり、 傅道師 たる 者に して 悉く 汝に傚 はんか、 世に 宗敎的 嫉妬なる もの 

は 絶無な りしな らん、 願く は 我 も汝の 跡を踐 み、 法王、 牧師、 監督 の 我に 按手の 禮を授 くるな きも、 

單に 神の 子の 指導に 賴り、 凡ての 形式 を 要せざる 生命の 福音 を 世に 宜べ傳 へん こと を。 

「又 我に 言の 智慧 を用ゐ しめ 給 はす、 是れ キリストの 十字架の 虚 くなら ざらん ためなり」、 言のお 

慧とは 言語、 動作、 形式 等、 總て 外面に 表 はる k 方法 手段 を 言 ふなり、 詭辯 を羿 せざる は 勿論、 ^の 

所謂る 方便 策略なる もの は 一 切 之 を用ゐ す、 赤裸々 の 十字架 其 儘を宜 傅へ ん こと を 努めたり との 意な 

り、 救濟の 能力 は キリストの 十字架 其 物に がす、 之 を 世に 呈す るに 方て 能辯の 術 を 以て 之 を 飾る の 要 

あるな し、 幅 昔 其 物に 絕大の 牽引力 在て： ti: す、 若し 其 儘 を 世に 示さん か、 昔 樂の美 を 以て 之に 加味せ 

ざる も、 綺畫 の麗を 以て 人 を 引かざる も、 tJ ぇ渴 きたる 靈魂は 其 救 扬に與 からん ために 爭て 主の 許に 

來る なり、 世の 智識と 才略と 美術と を 少しも 藉ら ざる 基督 敎、 是れ バウ Q の宣傳 せし 基督教な り、 口 

く  學的證 明、 曰く 敎會 音樂、 曰く 傳 道の 方策、 曰く 政府の 保護、 曰く 社 會の贊 助、 是等は 皆な キリ 

ス トの 十字架 を虚 くす るの 虞れ ある ものな り、 吾等 もパ ゥ D に 傚 ふて 單純 正味の 福音 を宣傳 へん (：s 十 

七 節)。  . 

如何にして 信徒の 分爭を 避けん 乎、 づ 第一. に キリス 卜に 還て なリ、 我れ キリストと 偕に ありて 人 

と (サ はんと 欲する も 能 はす。 第一 一に 分爭の 原因 を 絶って なり、 人 は 肉の ために 爭 ふて 靈 のために (卡は 

基 ほ 信者の 分爭  ！三ョ 
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す、 雅各 曰く 「爾前曰の中の戰鬪とハ！^-競は何ょり來りしゃ、 爾曹の 百體の 巾に 戰ふ 所の 慾より 來 りしに 

非す や」 と (雅 各. W 四 章 一節)、 戰鬪と ハサ 競と は 慾 を 離れて 在る ものに あらす. 而 して 愁は慾 を充 たす も 

の- - 無き 所に 存 せす、 敎 會と稱 する 建築物と 勢力との 存 する 所に は 慾 あるが 故に 分 (！ ^あるな り、 信者 

と稱 する 具 體的實 在 物の：！^ する 所に は 亦 慾 あるが 故に 分举 あるな り、 眼に ゆる 敎會 なく、 名簿に 記 

人すべき 信者な き 所に は 慾な きが 故に 分爭 なきな り、 而 して パゥロ は 此分爭 を 避けん がた めに 自己の 

信者なる 者 を 作ら ざり し、 彼 は 三 四の 人 を 除く の 外 は 曾て バプ テス マなる もの を 施さ 5.1 りし、 彼に 敎 

會 はあり たれ ども 全く 心靈 的の ものたり し、 彼 は 信者 を 作りし も 之 を 彼の 敎會 に牧容 して 其會 員と な 

すが 如き 陋醜を 行 は ざり し、 若し 亦 彼に 地上の 敎會 ありし とする も、 是れ 僅に 天上の 敎會の 映 象た る 

に 止って、 彼 は 之 を 以て 永久 的の 物と は 見做さ りしな り、 何も 有た ざり し 彼に 彼の 慾を惹 くの 原因 

あら ざり しが 故に 彼 は 分 爭の危 險に陷 りし ことな かりし、 幸 ひなる は 無一物なる 彼が 如き 者な り、 我 

等 も 彼に 學 びて 何も 有たざる 者と ならん。  •  - 


神の 愚と 人の 智慧 

哥林多 前書 第一章 十八— 三十 一節 

(十八) 夫れ 十字架の 敎は滅 ぶる 者の 爲 めに は 愚なる もの、 然れ ども 我 倚 救 はる k 者の 爲 めに は 神の 能た るな 


り、 (十九〕 卽ち 我れ 智者の 智を 滅ぼし、 識者の 識を廢 せんと あるが 如し、 (二十) 智者 安に 在る、 學者 安に 

在る、 此の世の 論者 安に 在る、 神 は 此の世の 智慧 をして 愚なら しめしに 非ず や、 (廿 一 ) 世人 は 已を恃 みて 神 

を 知らず、 是れ 神の 智慧に 適へ るな り、 此 故に 神は傳 道の 愚 を 以て 信ずる 者 を 救 ふ を 善と せり、 「廿 二) ュダ 

ャ人は 休 徵を乞 ひ、 ギリシャ 人 は 智慧 を覚 む、 (廿 三) 然れ ども 我 儕 は 十字架に 釘 けられし キリスト を. H べ傳 

ふ、 此は ユダヤ人に は礙、 ギリシャ 人に は (廿 四〕 然れど 召された る 者に は ユダヤ人 にも ギリシャ 入に も 

キリスト は 祌の大 能 また 神の 知 慧 なり、 (廿 五) それ 神の 愚 は 人よりも 智く、 神の 弱 は 人よりも 强し、 (廿 六) 

兄弟よ 召 を 蒙れる 爾 曹を視 よ、 肉に 循れる 智慧 ある 者 多から ず、 能 ある 者 多から ず、 責き者 多から ざるな り、 

c: 廿 七」 神 は 智者 を愧 かし めんがた めに 世の 愚なる 者 を 選び、 强 者を愧 かし めんた めに 世の 弱者 を 選び 給へ り、 

(廿 八〕 神が また 世れ 賤者、 蔬視 めら る M 者、 卽ち 無き が 如き 者 を 選び 給 ひし は是れ 有る 者を滅 さんため なり、 

(廿 九〕 これ 凡ての 人祌の 前に 誇る ことな からん ためなり、 (三十) 然れ ども 爾曹は 神に. ra り キリスト イエ ス 

に 在りて 有り、 彼 は 神に 立ら れて我 儕の ための 智慧 また 義 また 聖 また！； となり 給へ り、 (舟 一 〕 錄 して 誇る 者 

は 主に 在りて 誇るべし と 在る が 如し。 

祌は 世の 智者の 眼より 視れば 愚人な り、 彼に 策略なる もの 一 つも あるな し、 彼 は 事を爲 すに 人 を 威 

嚇し給 はす、 彼に 叉 人 を 誘 ふための 能辯 あるな し、 彼の 方法 は 凡て 誠實 なり、 彼の 言語 は沈默 なり、 

彼 は 信す る を 知て 疑 ふ を 知り 給 はす、 彼 は 總て實 直にして 總て 有の 儘な り、 彼 は 時には 怒り 給 ふなり、 

然れ ども 人 を 憎んで 怒り 給 ふに 非す、 人が 彼の 信實を 信ぜざる が 故に 怒り 給 ふなり、 人が 神 を 解し 得 

ざる は 人に 神の 誠實 なければ なり、 寸毫 の詭譎 なき 神 は 人の 服に は 愚人な り。 

故に 神の 救濟の 道なる 十字架の 敎は 世の 人の 眼に は 愚の 極な り、 神の 獨 子が 十字架に 上げられ しと 

よ、 而 して 如斯 にして 罪人 を 救 ふの 道 を 開かれし とよ、 何人 か 此妄誕 無稽 を 信す る 者 あらん ャ、 希腦 

神の s と 人の 智 S  ニー 一 五 
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哲 學に斯 かる 救濟 法の 會て說 かれし ことなし、 支那 道德は 曾て 斯 かる 濟 民の 策 を 講ぜす、 十字架 は 恥 

辱の 極な り、 而 して 人 を 救 ふの 唯一 の 道は此 恥辱の 敎 なりと 云 ふ、 是れ 智者 俗人の 聞て 以て 愚の 極と 

なす 所な り (第 十八 節)。 

然れ ども 神の 觀る所 は 人の 觀る 所と 異なる、 人の 視て 以て 救齊 となす もの は 神の 眼に は沈淪 なり、 

富貴な り、 榮華 なり、 暢達な り、 人に 山 なめられん ことなり？ 武威 を 以て 他の 國民を 我が 足下に 强壓せ 

ん ことなり、 是れ 人の 着て 以て 個人と 國 家との 救濟 となす 所の ものな り、 然れ ども 祌は斯 かる 事を以 

て 恥辱と なし 給 ふなり、 神の 救 濟は靈 魂の 救辨 なり、 故に 肉 慾 を 減殺す る ことなり、 故に 身 を 十字架 

に 釘け る ことなり、 嘲 けらる、 ことなり、 斯 くして 肉に 於て 死して 靈に 於て 活 くる ことなり、 故に 十 

字 架の 敎は 世の 敎と 正反對 なり、 國威 宜揚を 以て 道德の 最大 目標と なす 者の 眼に は キリ ストの 十字架 

の敎は 確かに 愚の 極な り (第 十八 節〕。 

然れ ども 十字架の 敎を 愚な りと 見做す 者 は 沈淪る 者な り、 彼が 永生 を 承繼ぎ 得ざる は 勿論、 彼が 靈 

能の 美を會 得し 能 はざる は 勿論， 彼 は 彼が 得ん と 欲する 此 I の 物 を も 得る 能 はすして、 此 世に 於ても 

終に 減る 者な り、 十字架 は 此^に 在ても、 世界 到る 所に 勝利の 記號 なり、 此敎に 因らす して 社 會は立 

たす、 個人 は仆 る、 十字架の 敎を 嘲け る 者に 眼 を 留めよ、 彼 は必す 遠から すして 滅 ぶる 者な り (第 十八 

節い。 

世の 以て 通の 極と 見做す ものが 我 儕の 以て 智の 極と して 誇る 所の ものな り、 十字架 は此 世に 於け る 

我 倚の 萬 事な り、 我 倚の 希& マ-も、 我 倚の 平和 も、 我 儕の 舆氣 も、 我 倚の ■ 愛 心 も、 總て 皆な 之に 紫が る 

なり、 其 何故に 然る か は 我等 旣に 幾度 か 之 を 述べたり、 役た 幾度 か 之を演 べん、 然れ ども 十字架 基督 


を信する我倚の生涯に於て何ょりも明内なる^？-實なることは世の齊しく我儕に於て認むる所なり (第 

十八 節〕。 

「我れ 智者の |2 を滅し 云々」、 以赛 亞窨ー 一 ト九章 十四 節の 言辭 なり、 智者に 若し 智 ありと すれば 神 

にも 智 あり、 識者に 若し 識 ありと すれば 神に も識 あり、 而 して |曰 を 以て 祌の命 を 担まん とする 者を祌 

は 神の 智を 以て 愧 かしめ 給 ふ、 人 は 哲理 を 以て ゆ を 救 はんとせ り、 然れ ども 視ょ、 哲理 は 世 を 救 ひ 得 

ざり し、 國 王の 威力 を藉 りて 風教 を 革 めんと せり、 然れ ども 之れ 亦失收 なりし、 文士の 筆 は 却て， の 

墮 落を來 し！ i 者の 敎訓は 社會の 泥亂に 終れり、 而 して 智者と 折：： 學 者と 愛 國 おとが 其 爲す所 を 知らざる 

に 至て 神 は 十字架の 愚 を批に 示し 給 ひて 之 を 救 ひ 給 ふ、 世界 救^の 道 は 常に 此 順路 を 取れり、 = 本國 

も 若し 救 はれん と 欲すれば 亦此 順路に 由らざる ベから す (第 十九 節ソ。 

「智者」 は 智謀 者な り、 卽ち今 口 ゆに 稱 する 策士な り、 r 學者」 は博學 者な り、 卽ち 過去 並に 現在 

の 事 を 多く 識 ると 自 から 稱 する 者な り、 考證 該博 を 以て 誇り、 博覽を 以て 權 者に 阿る、 今日 我 圃に於 

て 哲學者 と稱 へらる &者は キリスト 時代に 於て ユダヤに 於て 學 者と 稱 へられし 者に 彷彿たり、 「論者」 

は 論 辯 者な り、 ^ち奇 辯 以て 能く 非を理 となす を 得べ しと 自 から 信す る 者な り、 卽ち 口の みの 雄 辯 者 

なり、 確信な く、 經綸 なく、 唯 だ 巧言 を 羅列して 我意 を 貫徹 せんとす る 者な り、 世界 何れの 國、 3： れ 

の 時代 か是等 三種の 虛榮家 在ら ざらん や (第二 十 節〉。 

然れ ども 策士の 策 は 無 功に 終り、 哲學 者の 癖 論 は 嘲笑に 歸し、 多 辯 家の 經綸は 恥辱 を 招け り、 祌は 

彼等が 欲する ま k に 彼等 をして 其 愚 を 演ぜし めて、 然る 後に、 祌の 智慧 を 以て 世 を 救 ひ 給 ふなり、 彼 

等 は 十字架の 敎を 嘲りたり、 彼等 は 之に 優る の敎を 製作した りと 思へ り、 而 して 彼等 は 之 を 以て 此闽 

神の &と 人の 智碧  ニー 一七 
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此民を 救 はんとせ り、 然るに 視ょ、 墮 落は墮 落に 綾け り、 德操は 地に 絶えん とせり、 家に W 操な く、 

國に 良心な きに 至れり、 「神 は此 I の 智慧 をして ならしめ 給へ り」、 十字架の 敎 を毅視 むる の 結 3^ 

は 常に 斯の 如し、 怕 るべき に 非す や (第二 十 節 )o 

世の 人 は 己の 智慧 を恃 みて 祌を 知らす、 然れ ども 是れ祌 の 智慧に 適へ るな り、 是れー に は 世の 人 を 

して 其智 なる もの 、智 にあら すして 愚なる こと を 知らし めん ためなり、 一 一に は輻 音の 愚 を 以て 彼等 を 

救 はんため たり、 神に 賴ら すして 神 を 知る 能 はす、 己の 智慧に 恃む 者に 祌を 知らん と 欲する の 聖びポ は 

興らす、 人、 若し 己の 智慧に 恃 みて 神 を 知ら ざらん と 欲せば、 祌は彼 を 其 欲する 儘に 放 菜し、 彼 をし 

て 飽くまで 其智 (實は 愚) を 演ぜし め 給 ふ、 智者 其智の 欺く 所と なりて 其羅 網に 陷 るまで は 其 愚を覺 

て 神に 還り 来らざる なり、 祌の恩 惠の大 なる もの \ 一  は 智者が 其智に 負ける 事な り (第二 十一 節〕。 

「傳 道の 愚」 は 傳道師 の 愚に あらす、 傅 へられし 道の 殿な り、 乃ち 福音の 愚と 譯 して 最も 明瞭なる 

ならん、 卽ち滅 ぶる 者の 服に 愚の 極と 見做さる k 十字架の 敎を 指して 云 へ るな り (isM 一十 一 節〕。 

「ユダヤ人 は 休 徴を乞 ひ」 卽ち 今の 支那 人 本人の 如し、 彼等 は 物質に 現 はれた る 眞理の 結 菜 を 見 

るに あら ざれば 之 を 信ぜざる なり、 彼等 は 問 ふて 云 ふ、 是れ實 に 富國强 兵の 基なる か、 是れ實 に 幸福 

なる，： M 庭 を 作る 者なる かと、 基督 敎 にして 若し 社交的 勢力なら す、 經濟的 原動力 ならざる 以上 は 彼等 

は眞理 として 之 を 受けざる なり、 彼等の 宗敎は 目の 宗敎 にして 心の 宗敎 にあら す、 彼等 は們 り、 感じ、 

樂 しむに あら ざれば 眞现 を眞理 として 信じ 能 はざる なり (笫サ 二 節 ) 0 

「ギリ シャ人 は 智慧 を覚 む」 哲 學的證 明を耍 求す、 必 しも 眞理 を渴び して 之 を 要求す るに あらす、 

探究の 媒樂に 耽けらん ために 之 を 要求す るな り、 ギリシャ 人の 宗敎 は智 的道樂 のた めの 宗敎 なり、 自 


己の. 靈魂を 救 はんため の宗敎 にあら す、 又 世の 罪人 を 救 はんため の宗敎 にあら す、 知  = 能の 滿足を 追求 

せんた めの 宗敎 なり、 獨り禪 堂に 端坐し、 人生 を 夢想し 以て 智覺を 誇る 者の 如き は此 種の 宗敎 家な り" 

宗敎 を 審美的に 攻究し、 自身 は 其 苦 を 嘗めん と 欲せす して、 常に 局外に 在て 共 優劣 を批； t する 者の 如 

きも 亦此 種の 宗敎 家な り、 彼等 は 宗敎に 就て 少しく 學 ぶこと を 得ん、 然れ ども 宗敎其 物 を 知る 能 はす 

(^廿 二 節)。 

然れ ども 十字架の 敎は 物質的 ならす、 又 空想的 ならす、 智識 的なら す、 叉 迷信 的なら す、 此は 眼に 

見 ゆる 休徵 (結果) を 要求す る ユダヤ人に は I の 石、 智的證 明 を 要求す る ギリシャ 人に は敏の 極な り 

と雖 ども、 而 かも 神に 召されて 心に 其 奥義 を 示された る 者に は、 其 ユダヤ人 たると、 ギリシャ 人た る 

と を 問 はす、 キリス 卜 は 神の 大能 また 神の 智慧な り、 基督 信者 は キリス 卜 以外に 休 徴を乞 はす、 亦キ 

リス 卜 以外に 眞理の 設明を 覚めす、 「我 は眞理 なり」 と キリスト は 言 ひ 給へ り (約 翰傳十 "十六 節)、 休 

徵に 就て 彼 は 言 ひ 給へ り  、 

奸惡 なる 世 は 休徵を 求む、 然れ ども 預言者 ョナの 休 徵の外 は 之に 休 徴を與 へられ じ、 夫れ ョナが 

三 三 夜 魚の 腹の 中に 在りし 如く 人の子 も 三日三夜 地の 中に 在るべし (馬 太傳 十二 章 三 九、 四十 節ソ。 

眞理は 神の 子ィ H ス キリスト にあり、 而 して 其 休 徵はィ H スの 復活に 存す、 是に優 さるの 眞理 あるな 

し (第廿 三 * サ四 節〕。 

キリスト、 キリスト、 我等の 能力 は キリスト なり、 我 儕の 智慧 は キリスト なり、 神、 キリス 卜に 在 

りて 我 儕 を已に 和ぎ 給 ひたれば 我 儕 も キリストに 在りて 新しき 能力と 新しき 智慧と を 有つ に 至れり 

(哥林 多 後書 五 章 十七、 4- 八 節參考 〕、 世が 我 倚 を 解し 得ざる は 我 倚 は 今 能力と 智慧と を 自己に 於て 

神の 3. 一と 人の ほ la  ニー 一九 
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有た すして 我 倚の 救主ィ H ス キリ ストに 於て 之 を 有てば なり (第 廿四節 )o 

キリスト は 我 儕の 智慧な り、 然れ ども 世 は 彼 を 以て 愚な りと 做す、 キリスト は 我 儕の 能力な り、 然 

れど も^は 彼 を 以て 弱し と 做す、 然れ ども 我 倚 は 知る、 神の 愚 (世が 以て 愚と 做す 者、 卽ち キリスト) 

は 人よりも 智く、 神の！！ (，が 以て； S と 做す 者、 卽ち キリスト) は 人よりも 強し、 曾て 此 世に 生れ 來 

りし 總 ての 知 n 者 賢人 を 合する も 彼等 は 其智を 以て キリ ス トに當 る 能 はす、 此 世の 權者を 悉く 集む る も 

其 威力 を 以て キリストに 敵す る 能 はす、 キリスト を 愚と 云へば 云へ、 彼 は 世の 總 ての 智者よりも 智し. 

彼をi;とー^^ へ ば云 へ、 彼 は 世の 總 ての 王侯 贵 族よりも 强し、 釋迦と 孔子と 孟子と ソクラテスと ゾ卩ァ 

ス トルと を 以てしても、 キリスト 一 人に 常る 能 はす、 ァ レ キサ ン ドルと シ ー ザ ー とナボ レ ォ ン とを以 

てしても キリスト 一 人に 敵す る 能 はす、 汝 若し 此事實 を 疑 は 汝の眼 を 開いて 濶く * 界歷史 を 見よ 

(第廿 五節〕。 

「兄；？ S よ、 神の 召 を 蒙 むれる 爾曹を 視 よ、 肉に 循れる 智慧 ある 者 多から す， 能 ある 者 多から す、 貴 

き 者 多から ざるな り」 基督 信者 中に 學者 多から す (全く 無き にあら. iKT 富める 者 多から す (仝)、 權 

威 ある 者 多から ざる (仝) は事實 なり、 而 して 世 は 此事實 を 以て 我 儕の 宗敎を 無智 無能 無力の 者の 宗 

敎と 見做すな り、 然れ ども 彼等 は 此事實 に 深き 理由の 存 する ある を 知らざる なり (第サ 六 節〕。 

基督 信者 中 愚者 多くし て 智者 微きは 神が 世の 愚者 を 以 て 智者 を愧 かし めん ためなり、 弱者 多くし て 

强者 gl き は 世の 弱者 を 以て 強者 を愧 かし めん ためなり、 また 賤者卽 ち 無き が 如き 者 多くして、 有る 者 

卽ち有 權者尠 き は 世の 賤者を 以て 贵人 を愧 かし めんた めな り、 而 して 神が 斯く爲 し 給 ふ は 凡ての 人が 

神の 前に 誇る ことな からん ためなり、 此 明白の 理由 あるが 故に 基督 信者 中に 無學の 者と、 貧しき 者と- 


賤 しき 者と、 愚かなる 者と が 多き なり、 世 を 救 ひし 者 は羅馬 皇帝 シ ー ザ ー にあら すして ナザレの 大工 

の子ィ H ス なりし、 歐洲に 新紀元 を 開きし 者 は 新 プラト I 派の 哲學 者に あらす して 鍋 夫の 子ル ー テル 

なりし、 米國に 在て 最も カ强 かりし 者 は 富豪 バ ンダ ー ビルトに 非す して 一 商店の 番頭たり しム ーヂー 

なりし、 智者 安くに ある * 學者 安くに ある、 ィ H ス キリストに 賴る 愚人の 智慧に 哲學 者の 智識 も遙か 

に 及ばざる 所 あり、 れ 奇なるが 如くに 見えて 最も 明白なる 事實 なり、 世の 智者た る 者 は 深く： に留 

意すべき なり ハ第廿 六、 廿七、 サ八 * サ九 節)。 

世の 人 は 其 智慧と 權カ とに 誇らん、 然れ ども 「爾曹 は 神に 由り て キリス トイ H スに 在るな り」 * 自 

から 擇んで イエスに 在る に 非す、 神に 導かれ、 共 靈魂を 活かす の 能力に 由て ィ H スに 在るな り、 獨り 

比^に 賁 在す るに あらす、 ィ H スに 在りて 在るな り、 イエスに 在て 我 儕 は イエスの 智慧 を 以て 我が 智 

に まもの 

慧 となし、 彼の 能力 を 以て 我が 能力と なす を 得るな り、 此特櫬 と 賜物と ありて 我 倚 は *1 の 人 を 羨む に 

足らす (笫 三十 節：〕。 

彼れ キリス トイ H ス たる や、 彼 は 神に 由て 立てられて 我 儕 神に 召されし 者の 智缓 たり、 また 赣 たり- 

また 聖 成たり、 また 贖罪たり し 者な り、 キリスト は 我 儕の 道徳的 宇宙な り、 總 て道德 的に 美なる もの _ 

眞 なる もの、 慕 はしき もの は 彼に 在て 存す、 我 儕 4- 彼に 在りて 我 倚に 缺 くる 所 何も あるな し、 我 倚 は 

彼に 在りて 智 くせられ、 義 とせられ、 架め られ、 我 儕の 罪 を 贖 はる、 我 倚 キリストに 在りて 彼の 外に 

亦 何 を か 求めん (第 賣 節)。 

「誇る 者 は 主に 在りて 誇るべし」 耶利 米亞書 九.！ |单 二三、 二 四 節に 曰く 

1- ホバ斯 く 言 ひ 給 ふ、 智慧 ある 者 は 其 智慧に 誇る 勿れ、 力 ある 者 は 其 力に 誇る 勿れ、 常め る 者 は 

神の と 人の 智 S  -  K  _ 
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其 富に 誇る 勿れ、 誇る 者 は 此事を 以て 誇るべし、 卽ち くして 我 を識る こと \、 我が H ホバ こ 

して 地に 仁惠と 公道と 公義と を 行 ふ 者なる を識 る事是 なり、 

我 倚に 何の 誇るべき 所 あるな し、 我 倚 は 只 我 倚の 主ィ H ス キリスト を 以て 誇るな り、 我 終 は 皮 こ 在り 

て 誇るな り、 卽ち 彼の 智と義 と聖と 腰と を 我が 所有と なす を 得て (神の 恩惠に 由り て) 誇るな り. 

外 我 儕に 何の 誇る 所 あるな し、 ィ H スを 離れた る 我 儕 は 世の If お また £ の 物の s§ なり (ミ章 十三 節〕、 

(第卅 一 節〕。 
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哥林多 前書 第二 章 

(一〕 兄弟よ、 我曩に 爾曹に 到りし 時 も 言と 智慧の 美れ たる を 以て 爾曹に 神の *| し を傳へ ざり き、 「二)  わ e 

イエスキリストと 彼の 十字架に 釘 けられし 事の 外 は 爾曹の 中に 在て 何 を も 知る まじと 意 を 定めた， e-ま 也、 (一 一 一) 

？. ss," 偕に 居りし，？， は？^ く； Is れ また 多く Sit り、 § 我が ー5 し 所 また 我が 宣 べし 所 は 人の 智慧 

の 婉  一一 一口ら を用ゐ ず、 唯 霞と 能の 證を 用ゐ たり、 (五〕 曹の 信仰 をして 人の 智慧に 由らず、 神の，， 由ら し 

め つん か. 欲へば 也、 (六〕 然れ ども 我 儕 全き 者の 中に 智慧 を 語る、 是れ此 世の 智慧に 非ず、 亦廢 らんと する 此世 

の 有司の 智慧に 非ず、 (七) 我 倚の 語る 所 は たりし 神の 奥義の 智慧な り、 此は 世の §iS の 先より 神の 預じ 


め 我 w をして 榮を 得し めんが 爲 めに 定め 給 ひし もの 也、 (八) 此 世の 有司に 之 を 識る者 一 人 もな し、 若し 識ら 

の 主 を 十字架に 釘け ざり しならん、 (九) 錄 して 神の 己 を 愛する 者の 爲 めに 備へ給 ひし もの は g 未だ 見ず、 

耳 未だ 聞かず、 人の 心 未だ 念 はざる 者な りと 有る が 如し、 (十) 然れど 神 は 其靈を 以て 之 を 我 倚に 顯は せり、 

靈は萬 事 を # ね 知り、 また 神の 深 事 を も究ね 知るな"、 (十  一 ：} それ 人の 事 は 其 人の 中に ある 靈の 外に 誰か 之 

を 知らん や、 此の 如く 神の 事 は 神の 靈の 外に 知る 者な し、 (十二〕 我 儕の 受けし は此 世の 霞に 非ず、 神より 出 

る靈 なり、 是れ 神の 我 儕に 赐 ひし 所の もの を 知るべき ためなり、 「十三」 且つ 我 儕 此事を 語る に 人の 智慧の， 

ふる 所の 言 を用ゐ ず、 聖 靈の敎 ふる 所の 言 を用ゐ るな り、 卽ち靈 の 言 を 以て 靈の 事に 當る なり、 (十 3〕 性 來 

のま k なる 人 は 神の 靈の事 を 受けず、 是れ 彼等に 愚なる 者と 見 ゆれば なり、 又 之 を 知る こと 能 はず、 そ は靈の 

事 は靈に 由て. ふべき 者なる が 故な り、 (十五〕 然れど 靈に屬 ける 者 は 萬 事 を辩へ 知る、 而 かして 己 は 人に 

辩へ 知らる k ことなし、 (十六〕 誰か 主の 心 を 知りて 主を敎 ふる 者 あらん や、 然れど 我憐は キリストの 心 を 有 

てり。 

福音 は事實 なり、 美文に 非す、 哲學に 非す、 是は 之れ 單 純なる 言辭を 以ての み傳 へらるべき もの、 

是に 文飾 を 施して 幅 昔 は 福音たら ざるに 至る、 福 昔 其 者が 美文な り、 哲理な り、 金 は 鍍金す ベから す" 

福音 は 之 を 包む に 言と 智慧 の 美れ たる を 以てすべ か らす as- 一  節〕。 

福 昔の 精 要は ィヱ ス キリストと 彼の 十字架に あり、 聖 J 曰の 倫理 思想に あらす、 其敎會 組織に あらす 

i か 其 生， i 給へ る 獨子を 賜 ふ ほど に^の 人 を 愛し、 彼に 十字架の 恥辱 を 受けし め 給 ひて、 罪に 沈める 

や isixi 救 濟の途 を 問き 給 ひしとの 事是れ 福音の 眞髓 なり、 十字架 を 離れて 基督 敎 あるな し、 縱 

し 山上の垂訓 は 取 除かる k こと ある も、 縱し 使徒 ヤコ ブの 格言 は 消滅に 歸 する こと ある も、 若し イエ 

人智と 神智  一 四 一一 一 
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スと 彼の 十字架との 歷 史的 事實 の^す る あれば、 基督 敎は僚 然として 永久に 存し、 人 は 其 救濟を 求め 

ん 爲にィ H スに來 るべ し、 十字架上の贖罪なき基督敎は希^1111なき. 生命な き 基督 敎 なり、 然り、 如斯 

き は 基督 敎には 非るな り、：^  二 節. )o 

彼れ 木の 上に 懸リて 我 儕の 罪 を 自ら 己が 身に 任 ひ 給 へ リ( 彼 得 前書 二 章 1 一 四 節)、 是れ 世に 所謂る 倫理 

的 基督 敎には あらざる べし、 其 中に 迷信の 如き もの 存 すと 言 ふ 者 も あらん、 然れ ども 實際 的に 人 を 

より 救 ふ 者 は 此事實 なり、 汝等我 を 仰ぎ 望め、 然 らば 救 はれん 「以 赛亞書 四十 五 章 二十 二 節)、 其 科學的 

說 明の 何たる か を 知らす と雖 も、 我等 は 唯ト字 加」， -卜 •「 f ヱ スを 仰ぎ Slil むに 由り て 我等の 罪 は 消え、 我 

等 は种の 前に 立て 絮き 者と たる を 知るな り、 神 は 其 獨子を 十字架に 釘け しめ 給 ひて 世の 人 を 罪より 救 

--  よろこ i ひお と.. つ ひ 

ひ 給 ヘリと は 我等が ife; に氣 息の 通 ふ 間 は 絶叫 せんと 欲する 「歡 喜の 昔 信」 なり 「第二 節： >0 

保 羅はコ リントに りし 時 は 「「お くぼつ 懼れ また 多く 戰慄 けり」 と 云 ふ、 彼れ 誠實 一途の 猶太 人、 

多く 文學を 修めし にあら す、 美術に 疎く、 政治に 闇く、 キリストと 彼の 十字架の 外に 傳ふ べきの 眞理 

を 有せす して， 獨り 漂然と して 文化の 中心なる コ. -ント に 至る、 彼 も 亦 感情の 人 なれば 獨り斯 る社會 

に 人て 孤獨 寂寞の 感に打 たれ、 弱く 且つ 懼れ また 多く 戰傈 きしな らん、 彼 は 勿論 文學 を懼れ しに 非す 

皮 は 亦 美術に 眩惑せられ しに 非す、 然れ ども 彼 は 全く 無學の 人に あらす、 アラタスの 詩 を引證 して 雅 

人に 語りし 彼 は 亦 能く 美術 文學の 趣味 を 知れり (使徒 行傳 十八 章廿八 節)、 然るに 彼れ 令 や 文 學の念 を 

放棄し、 世の 哲學を 糞土に 比し、. た 十字架の 福音に 彼の 身 を 固め、 單身 文化の 盛 京に 入りし 事 なれ 

ば、 彼に も亦學 者に 有り 勝なる 恐怖心 生じ、 時には 懼れ また 戰慄 きしな らん、 斯る 場合に 於て 彼が 一 

き a 世の 智識と 敎養 とに 頼らす して 「靈と 能力の 證」 と をのみ 用 ゐしは 余輩 自身の 實 験に 照して 想像す 


るに 難から す、 希 獵文學 等に は 少しの 趣味 を 有せ ざり し 彼 約 翰の 徒 は 保 羅の此 恐怖 を 聞て 卑怯の 

行爲 となせ しならん、 然れ ども 無學 の^は 學 者の 弱點と 誘惑と を 知らす、 我 は 福音 を 恥と せず と羅馬 

人に書き贈りし保羅は高度の敎養を受けし希臘人の中に在て舉者にぁり=^き恐怖を感ぜしなり(^^三 

節〕。 

「人の 智慧の 婉 一一 一一 II」 と は希獵 人が 世界に 向て 誇りし、 哲理 を 飾る に 修辭の 術 を 以てせし 者な り、 共 

理ゃ 玄妙に して、 其 言 や 美妙な り、 彼等 は 美 はしき 思想 を 表 はすに 美 はしき 言 を 以てして 世の 賞贊を 

博 せんとせ り、 哲人 アナ クサ ゴ ラスの 哲理に 政治家 ペリ クリスの 辯 を 加へ しもの、 是を 以てして 何人 

をか說 服し 得 ざらん やと 彼等 は 思へ り、 彼等 は 妙现を i: あめたり、 彼等 は 文 を 練りたり、 而 かして 彼等 

は 終に 世 を 導 化する こと 能 は ざり し (第 四 節〕。 

然れ ども キリストの 僕なる パゥ n は哲學 と美 文と を川ゐ ざり し、 彼は單 純に、 R5 っ大膽 に、 111^っ謙 

遜に ィ H ス キリストの 福 昔を宣 たり、 彼 は 古^の 言 を 引 かざりし、 彼 は 婉曲の 辭を選 まざりし、 彼の 

文法に は 誤 多 かりし ならん、 彼の 引證は 粗漏な りしな らん、 然れ ども 彼の 無骨なる 一一 一一 n 辭に 「靈と 能 

との 證明」 ありき、 彼の 言語に 由て 靈魂は 救 はれ、 行爲は 根本的に 改められ、 眼 未だ 見す、 耳 未だ 問 

かざる の 大變動 は 彼の 福音 を 信ぜし 者の 上に 顯 はれたり、 r 靈の證 明」 と は 神の 靈が 直に 人の 靈に示 

す 所の 證明 なり、 「能の 證明」 と は靈の 活動の 結 菜と して 顯 はる k 行動の 證明 なり、 汝等來 リ觀ょ 

(約 翰傳 一章 四 六 節〕、 來て 論よりも 證 據を觀 よ、 救 はれし 靈 魂を觀 よ、 改まりし 行動 を觀 よ、 暫 らく 其 

哲理に 就て 問 ふ を 止めよ、 而 して 我等 若し 之 を 如何にして 爲し. -と 今日 訊され なば 十字架に 釘 けられ 

し 所、 神の 甦らせ 給 ひし 所の ナザレの ィ H ス キリストの 名に よりて 此 事を爲 せりと 答 へんの みと & 
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徒行 in- 四 章 九、 十 節)。 四 節 )0  • 

我 は 福 昔 を 傅 ふるに 婉曲の 辭と 玄妙の 哲學と を用ゐ す、 そ は 我が 幅 音 は 神の！ -理 にして、 是を汝 等 

に 推薦す るに 方て 人の 智慧と 技術と を用ゐ るの 要なければ なり、 汝等 若し 我の 能辯に 推服して 我が 幅 

音 を 信じた らんに は汝 等の 信仰 は人爲 的に して 賴 むに 足らす、 汝等 若し 亦 我が 該博なる 學問を 尊信す 

るの 餘り、 我が 福音 を 信じた らんに は汝 等の 信仰 は 思惟 感情の 信仰に して 意志の 信仰に あらざる が 故 

に 是れ亦 頼む に 足らす、 我 は汝等 をして 神の 能に 由て 信ぜし めんと せり、 故に 我 は 故に 努めて 學 問と 

能辯と を 以て 汝等 を說服 せんとせ ざり し、 我に 熟 心 は あ" しならん、 我 は 之を祌 より 賜 はりたり、 然 

れ ども 我に 技術なる もの は 一 つも あら ざり しなり、 我 は 有の 俊 を 語れり、 而 して 神 をして 我 を 通して 

汝 等に 語らし めたり、 故に 汝等 にして 若し 我に 緣て 信す る を 得しなら ば、 是れ 我に 由り しに あらす し 

て祌に 由り しなり、 神 は 直に 汝 等の 靈魂を 救へ りと (第五 節)。 

我 儕 基督 を 信す る 者の 中に 我 倚が 稱 して 以て 「智慧.」 と 做す ものな きに 非す、 我 倚 は 之 を 不信者の 

間に 語らす、 亦 「キリストに 居る 赤子」 (三 章 一節〕 に 向て 語らす、 我 儕 は 之 を 全き 者の 中に 語る、 卽ち 

十字架の 奥義 を會 得せし 者 (全き 者の 意義 ：>  の 中に 語るな り、 然れ ども 「是れ この 世の 智慧に 非す」、 

哲學 者の 哲理に 非す、 亦 「廢 れんと する 此 世の 有司」 (權 者) が視て 以て 智慧と 做す ものに あらす、 希 

臘人は 我 倚に 智慧な しと 云 はんも 我 倚に は 彼等の 知らざる 智慧あって 存す、 我 倚 を 「巧なる 奇 談」 

を 信す る 者と 做す 勿れ、 我 儕 が^の 學； lj<? の 智識 を用ゐ ざれば とて 我 倚 を 無識の 者な りと 侮る 勿れと、 

希 職 折；： 學を 放棄して 福音の 使者と なりし バウ は 彼の 新 折" 學に 就て 一 言の 辯疏 なき 能 はす (第 六 節 )o 

我 倚の 智慧 (哲现 ) は ィヱス キリスト なり、 ピサ ゴ ラスの 宇宙 觀 にあら す、 プラト ー の 人生 觀 にあ 


らす、 神の 獨子彼 自身な り、 祌は彼 を 以て 萬 物 を造リ 給へ り C/W 卯 所 書 三 章 九 節)、 萬 物 は 彼より 出で、 

彼に 倚り、 彼に 歸 るな リ (羅馬 書 十一-き 二 六 節」、 彼に 由 リて萬 物 は 造られたり、 …… 彼 は 萬 物よ リ 先に 

あり、 萬 物 は 彼に 由て 存っ こと を 得るな リ S3 羅 S 書 一章 十六 節)、 彼 (祌の # し E  く 我 は アル パな リオ 

メガな り、 首 先な リ末 後な リ、 始なリ 終な り si 示 錄廿ニ 章 十一 一一 節)、 汝等は 信ぜ ざらん、 然れ ども 我 倚 

は 宇宙と 人生と を 總てィ エス キリ ストに 於て 說明 せんとす る 者な り、 我 倚の 學は キリス ト屮心 •  説な 

り (笫七 節)。 

此 智慧た る、 哲理た る、 眞现 たる、 是れ r 隱密 たりし 神の 奥義の 智慧な り而 して 此は 創世の 先より 

祌の預 じめ 我 倚 をして 榮を 得しめ ん爲 めに 定め 給 ひし 所の 者な り」、 是れ今 曰まで 人の 目より 隱れし 

もの、 而 かも^の 創始より 神の 定め 給 ひし ものにして、 人 マ ナザレの ィ H スに緣 て 人類に 示されし もの 

なり、 世の 之 を 知ら ざり し は 神が 今まで 之 を 示し 給 は ざり しに 因る、 而 して 是れ 人の 智慧 を 以て 知る 

を 得る の 眞理に 非す、 ィ H ス キリスト は 折：； 學 以上、 科學 以上の 眞理 なり (第 七 節」。 

「此， の 有司に して 之 を 識る者 一人 もな し」、 カイ ザルも ピラト もへ！ 1.、 テも、 亦た 凡て 政略と 描 謀 

とを以 て此， を 治めん とする 者に して ィ H ス を 萬 全の 智慧と して 悟り 得る 者 一 人 も あるな し、 彼等 は 

イエス を 利用す る こと あらん. 彼等 は 彼に 偽善 的 崇拜を 奉る こと も あらん、 然れ ども 彼 を識る こと は 

彼等 の 智謀 を以 てしても 策略 を 以てしても 決して 爲し能 はざる ことなり、 「若し 識 らば 榮の主 を 十字 

架に 釘け ざり しならん」、 十字架に 釘け ざり しのみ ならす、 跪いて 彼を拜 し、 自ら E 免 を脫 し、 王の 賓 

座 を 彼に 奉り、 王の 王、 人類の 首と して 彼に 事へ しならん、 然れ ども 憐 むべき 盲目の 彼等お 司 は權を 

貪る の餘 り、 萬 物の 主權を 握る 彼 を 識る能 はす、 却て 彼 を ほして 卑しき 者と 做し 美服 を 衣、 文 繍を衣 
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て 奢れる 人を拜 して、 荊棘の 冕 を 被れる 人類の 王 を 主として 崇めざる なり、 何時も 憎むべく、 卑 むべ 

く、 憐 むべ き 者 は 彼等 政治家に ぞ ある (第 八 節〕。 

「神の 己 を 愛する 者の 爲 めに 佛へ給 ひし もの は 目 未だ 見す、 耳 未だ 聞かす、 人の 心 未だ 念 はざる も 

のな り」、 以 賽亜 書 六十 四 章 ra 節よりの 意譯 的引證 なる が 如し、 神の 眞理は 人の 思想 以外に 在り、 哲 

學 如何に 深遠なる も 神の 眞理に 達する 能 はす、 科學 如何に 精確なる も 神の 眞理 を究 むる 能 はす、 神の 

眞理は 神の 默 示に 由ての み 知り 得るな り、 是は 神に 愛せられし 者が、 直覺 的に 祌 より 示さる、 ものな 

り、 深く 哲學を 修めて キリス トイ H スを解 せんと 欲する も 無益な り、 萬卷の 祌學書 を涉獵 する も救拯 

の 奥義 を 解し 得ざる なり、 汝、 是を解 せんと 欲する か、 行て 汝の 心を卑 くし、 謙 適り て 祌の示 明 を 祈 

るべ し、 然 らば 祌は其 恩 惠の爲 に 汝に此 事 を 知らし め 給 ふや も 斗ら れす (第 九 節 )o 

十字架の 眞现！ 奇異なる 眞理！ 而 かも 深遠に して 美 はしき 樂 しき 眞理！ 我の 理性 を滿 足せし 

め、 我の 感情 を 潔め、 我の 全 性 を 調和せ しむる 眞 理は此 十字架の 眞理 なり、 是れ 世の 學識の 曾て 想像 

だ もせ ざり し 眞理、 而 かも 謙遞 にして 神に 依り 賴む 者に は 何人に も 知られ 得る の眞理 なり、 眾純 にし 

て 深遠、 水晶の 如き 山 湖の 水の 如き もの、 透明なる も 其 深度 は 量り 知る ベから す、 其 物 それ 自身に し 

て 詩歌たり、 哲理たり、 智慧た る 者、 我 儕 は 神に 由て 少しく 其 何たる を 知る と雖、 之 を 適當に 雷ひ顯 

はすの 言辭を 有せ す (笫九 節〕。 

此 深遠 度 かるべからざる の 眞理を 「神 は 其 聖靈を 以て 我 倚に 顯は せり、 そ は 聖靈は 萬 事 を究ね 知り、 

祌の深き；；^-をも究ね知ればなり、 それ 人の 事 は 其 中に ある (人の) 靈の 外に 誰か 之 を 知らん や、 此の 

如く 祌の事 は 神の 靈の 外に 之 を 知る 者な し」、 故に 神の 深き 事 を 知らん と 欲せば 祌の靈 に 頼らざる ベ 


からざる は 明かな り、 然るに 此單 純なる 原理 を 知らす して、 人の 智慧と 智識と を 以て 神の 事 を 探究せ 

ん とせる 者の 愚か さよ、 「高等 批評」 と稱 して 言語 學 的に 聖書 の 字句 を 解剖して 其 中に 神の 露 理を發 

昆 せんとす る 者の 如き、 聖書 は 人に 依て 書かれし 書なる が 故に 人の 智識 を 以て 解し 得ざる の理 なしと 

信じて、 星と 岩と 植物と 動物と を 研究す るの 態度 を 以て 此書を 研究 せんとす る 者の 如き は 未だ 聖書 研 

究に 必要なる 原則 を だ も 知らざる 者な り、 聖書 は靈の 書な り、 而 して 靈の書 を學 ぶに 方て は先づ 何よ 

り も 先き に靈の 感化 を 要するな り、 假令萬 邦の 言語 ある も、 假令 古今の 哲學 ある も、 祌の靈 なくして 

は 聖書の 一章 を だ も 解し 得ざる なり、 是れ 平易なる 常識な り、 而 かも 此 常識に 則らざる 者の 世に it な 

からざる を 如何せん (第 十、 十一 節〕。 

保羅は 重複して 曰 ふ 「我 儕の 受けし は此 世の 靈に 非す、 神より 出る 靈 なり」 と、 聖靈を 以て 單に精 

神な り活氣 なりと いふ は 誤れり、 我 倚 は 感情の 激動に 接した るに 非す、 我 儕 は實に 誠に 神の 聖靈に 接 

したりと、 保羅の 時代に 於ても 今の 時に 於け るが 如くに、 聖靈を 天然 的に 說明 せんとす る 者 ありし が 

如し、 故に 保 羅は此 重複の 言を發 して 斯 かる 誤解 を 排除 せんとせ り (第 十二 節 )o 

「是れ 神の 我 儕に 賜 ひし 所の もの を 知るべき 爲め なり」 と、 我 倚に ィ H スを賜 ひし も 若し 其 聖靈を 

下して 我 倚 を 敎へ給 は ざらん に は 我 倚 如何で か、 ィ H スの キリスト (受膏 者、 卽ち救 主) たる を 知る 

を 得ん や、 神 は 物 を 賜 ふと 同時に 亦 物の 說明を も 賜 ふなり、 キリスト を 下し 給 ふ も 聖靈を 下し 給 はす 

ば. 我 儕 は キリストに 就て 知る 能 はす、 又 彼に 由て 救 はる k を 得す (^十二 節 )o  , 

我 倚 神の 事 を 語る に 人の 言 を 以てせす して、 神の 言、 卽ち聖 靈の敎 ふる 所の 言 を 以てせり と、 聖靈 

かか は 聖靈の 言 を 以ての み 語る を 得べ し、 我等が 神の イン スピレ ー ショ ンに 由て 受 くべき もの は 神の 
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眞现 のみに 止 らす、 之 を傳ふ る の 言 も亦然 り、 眞理 は 福音 の眞髓 にして 聖書 は 其形體 なり (笫 十三 節 )o 

生命と 肉體は £ 離るべからざる 者なる が 如くに、 眞理は 之 を 言 ひ 表 はす 言 を 離れて 知る 能 はす、 眞 

0  0  0  0  C  0000C0  0 つ 0  0O つ 0  0  0 つ oc-c-900£-o-900>  -:,>  -  --  ]  I 1 - ^  , 

理は 言な り、 言 は爲现 なり、 聖書 若し 神の 露现 ならば 其 文字 は 神の 文字な り al 書の 言語 的； 說な 

る もの は 心理 學 上の 此單 純なる 原理に 基く ものな り (笫 十三 節し。 

靈 の 言 を 以て 靈の 事に 當る、 靈の 事を傳 ふるに 靈の言 を 以てす、 卽ち靈 の を俾 ふるに 方て は 我 は 

我 自ら 語らす して 靈 をして 我 を 通して 語らし むと なり、 成功す る 傳道師 は 祌の話 器と ならざる 可ら， F 

風の 松の 拊を 吹いて 松 適の 樂を 奏す るが 如くに、 靈 をして 己が 任に 我が 全 性 を 吹かしめ て 我が身に 天 

来の 美樂を 奏せし めざる 可ら す 「約 翰 is^ 三 章 八 節)、 我れ 學 得て 我れ 語る に 非す、 神に 敎 へられて 彼に 

C0000000  0 

語ら しめらる & なり (笫 十三 節 〕o 

性來 の 儘 なる 人 は靈に 接す る も 之 を 受けす、 彼 はた f  s§ なりと して 之 を 排斥す るの み、 縱し叉 之 を 

受 くると する も 之 を 知る こと 能 はす、 靈の こと は靈に 由ての み 之 を 了解し 得べ し、 人 は 聖靈に 依らす 

して ィ ェ スを 主な りと 認 むる 能 はす、 彼が ィ H スに 由て 救 はる、 に 至る は 徹頭徹尾 神の 業な り 「第 十四 

節 y 

性來 のま.^ なる 肉の 人 は 靈に關 する 亊は 何事 も 之 を 知る 能 はす、 然れ ども 靈に屬 する 者 は 萬 事を辨 

へ 知るな り、 彼 は 第一 に祌の 救扬の 奥義に 就て 知る を 得るな り、 第二に 己に 就て 辨へ 知るな り、 第三 

に 人生に 就て 知るな り、 第 四に 天然に 就て 知るな り、 靈に屬 ける 者の 如く 常識に 富める もの あるな し- 

彼等 は 多くの 事に 關 して は 大哲學 者 も 知らざる 事 を 知るな り、 學識は 人 を 迷信より 全く 解脫 せし むる 

こと 能 はざる も、 キリストに 於け る 信仰 は 人 をして 迷信の 覊 粋より 全く 脫 する を 得しむ、 神 を 長る、 


は 知 H 栽の 始 なり、 キリスト を 信す る は 科學の 始めな り、 人 は 罪より 救 はる、 にあら ざれば- 大然に 勝つ 

能 はす、 天然に 勝つ にあら ざれば 之 を 考究 せんとの 志 は 起ら す、 キリストに 於け る： 仰が 近 ゆ 科學の 

始めな りと 聞て 多くの 學 者は嗤 ふならん， 然れ ども 歐米 科學の 淵源 を 深く 究 むる 者 は 余？^ の此 言を閒 

て 怪ま ざ る なり (第 十 五 節)。 

靈に疆 する 者 は 萬 事 を辨へ 知る と 雖も彼 自身 は 人に 辨へ 知らる、 ことなし、 彼 は 靈に緣 て キリ ス 卜 

に 在る；^ なれば、 M じく キリストに 在る 者に 非 ざれば 能く 彼 を 解し 得る 者， にあるな し、 彼の 心裡に 

深遠に して 量るべからざる 所 あり、 彼は哲學^|<?ならす、 然れ ども 一種の 儼然たる 折；： 學を 有す、 彼 は 道 

德{ 氷に 非す、 然れ ども 道德 以上の 道德を 守る、 彼 を 不忠のお として" B る^ あり、 然れ ども 何人も 彼 を 

惡人 として 責 むる 能 はす、 キリスト を 知らざる 彼の 兄弟 は 彼 を 不幸の 子と して i おむ る こと あり、 然れ 

ども 彼 は 放蕩 兒 にも あらす、 叉 は 家名 を 傷く る 者に も 非す、 世の 人の 眼に は 甚だ 奇異に 見えて、 而か 

も 義人と 善人との 性 を 具 ふる 者 は 彼な り、 歡が 甚だ 彼 を 厭 ふ は 彼 を 解し 得ざる に 因る、 而 かも 彼 は 

だ 有 S たる 人に して、 世 は 彼な くして 進む 能 はす、 彼 を 愛する 能 はす、 然れ ばと て 彼 を 菜つ る 能 はす- 

汝自 から を 誰と 爲 るかと は ュダ 人が ィ H ス に 問 ひし 所 (約 輪 第 八 章 五三 節) にして^ 人が 亦 今日 我等 ィ H 

スを； _ はする おに 問 ふ 所な り、 而 して 我等 はィ H スに， m て 罪より 救 はれし 者な りと 答 ふる も 彼等 は 其 何 

たる を 解す る 能 はす、 彼等 は 只 其 時 我等 を^ 下して 曰 ふの み r 汝 天下の 愚人よ」 と (第 十五 節〕。 

「誰か 主の 心 を 知りて 主 を 救 ふ 者 あらん や」 と 古への 豫言者 は EE へり (以 赛亞書 四十 章 十三 節)、 神の 

智と識 の 富 は 深い かな、 其 審判 は 測り 難く、 其 踪跡は 索ね 難し 〔羅- 尸 is 十一 章 三 三 節〕、 然れ ども 我等 は 

； t の. ti-M に. E て 此侧り 知るべからざる キリストの 心 をお す、 卽ち 全知に 近き 智識 を 有す、 基^^敎徒とは 
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實に 如斯き 者な り、 なる が 如くに 見えて 聰明き 者、 智 なきが 如くに 見えて 全知 者の 心 を 有つ 者な り _ 

人生と 宇 笛との 祕密の 鍵 を 握る 者 は實に 彼な り、 彼 は宗敎 家なる のみなら す、 亦哲學 者な り、 詩人な 

り、 彼 を 侮る 勿れ、 彼 は ライブ- ッッ となりて 現 はれたり、 カントと なりて 世に出たり、 宇宙 を 終に 

完全に 解釋 する 者 は 彼なら ざる 可ら す (笫 十六 ぼ」。 
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( 一 ) 兄弟よ 我曩に 爾曹に 語れる 時に 靈に屬 ける 者に 語る が 如くす る 能 はず、 唯 肉に 屬 ける 者 キリストに 在る 

に 語る が 如くせ り、 (二) 我 爾曹に sp- を哺 ましめ て 固き 物 を與へ ざり き、 爾曹食 ふこと 能 は ざれば なり 

今 も 尙ほ能 はず、 (三〕 爾曹 は尙ほ 肉に 屬す、 爾曹の 中に 嫉妬と 紛爭と あれば 爾曹は 肉に 錦け る 者、 人の 如く 

歩む 者に 非ず や、 (四) 或 人 は 我 は バウ 口に 屬き、 亦 或 人 は 我 は アポ B に屬 くと 曰 ふと、 爾曹も 亦 世の 人に 非 

ず や、 (五) バウ B 何人 ぞ、 アポロ 何人 ぞ、 唯 主が 各人に 赐 はれる 所に 隨ひ 爾曹 をして 信ぜし めんと て 勤む る 

者に 外なら ず、 (六) 我 は植ゑ アポロ： i ^潜 り、 然れど 育て 給 ひし 者 は 神な り、 (七) 然 れば植 ゑし 者 は.. 

るに 足らず、，" P し 者 も亦然 り、 唯 育て 給 ふ 所の 神の みなり、 (八) 植 うる 者と 濯く 者と は 一 なり、 各 其勞働 

に ffi^ ひて" S い を 受けん、 (九) 我憐は 神と 共に 働く 者な り、 爾曹は 神の 田 、神の 家な り、 (十〕 神の 我に 賜 ひし 


恩恵に 循 ひて 我れ 賢き ェ師の 如くに 旣に 基礎 を 置 ゑたり、 而 して 他の 人 其 上に 家 を 建つ、 然れど 谷 其 上に 如何 

に 建つべき 乎 を 慎むべし、 (十 一 ) そ は 旣に置 ゑら れし 基礎の 外に 誰れ も 基礎 を 置うる こと 能 は ざれば なり、 

此 基礎 は卽ち イエスキリスト なり、 (十二〕 人 若し 此 基礎の 上に 金銀 a 石木 草 禾稿を 以て 建てな ば (十三) 各 

入の ェは 明瞭に 顯 はれん、 そ は 審判の 日 之を顯 はすべ ければ なり、 其 日 は 火 を 以て 顯 はれ 火 は 各人の ェの 如何 

を 試べ し、 (十四) 若し 其 建つ る 所の ェ保 たば 彼 は 報 を 受けん、 (十五) 若し 其ェ燒 かれな ば 彼 は揖を 受けん， 

然れど 自己 は 火より 逃れた るが 如く 辛うじて 救 はれん。 

信仰 は 亦 生活る 者に して 他の 生物と 等しく 成長す る 者な り、 初めに 苗、 次ぎに は穗 出て、 穰の 中に 

熟した る殼を 結ぶ C 馬可傳 SI 章 二八 節)、 初めより 完全なる に 非す、 年 を經て { 元 全に 達するな り、 完全な 

ら ざるが 故に^ 仰 無しと 云 ふ 勿れ、 不完全なる 所に も 眞實の 信仰 は あるな り、 信仰の 長者 あり、 信仰 

の 子供 あり、 叉 信仰の 嬰兒 あるな り、 嬰兒は 長者の 食物 を 消化す る 能 はす、 然れ ども 彼 は じく 一人 

前の 人た る を 失 はす、 直に 深き 敎義を 解し 得すと て、 彼 を 目す るに 不信者 を 以てすべ からざる なり 

(第 一 節〕 a 

信仰の 嬰 兒とは 肉に 屬 ける こと 未だ 甚だ 多くして、 靈に屬 ける こと 未だ 甚だ き 者な り、 彼等 は 未 

だ 僅かに 信仰の 萌芽 を 受けし に. il り、 彼等の 全體は 未だ 尙ほ 肉の 法則に 循ふ 者な り、 故に 彼等 は靈の 

事 を-器 判く に 肉のお 規を 以てし、 靈の 領分に 於て すら 肉の 法則 を 行 はんと 欲す、 彼等の 無 i" ゃ憐 むべ 

し、 而 かも 長者 氣 なき 彼等の 信仰に 亦 甚だ 愛すべき 者 在て 存す、 保羅は 玆にコ リントの 信徒 を 叱責し 

つ、 あるに あらす、 其幼稚なる信仰に就て戲れっ \ぁるなり(^^- 一 節〕。 

爾曹は 希 職 哲學に 於て は 長け るな らん、 然れ ども キリストの 事に 就て は 未だ 全く 嬰兒 なり、 爾前 I 知日 

信仰の 赤子  1 五一 一一 
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に 於て 富める が 故に キリス ト の 奥義 を 直に 解し 得べ しと 意 ふ 勿れ、 我れ 今繭曹 が嬰兒 なる 理由 を 示さ 

ん と；； 第一 , 二 節 〕o 

爾曹 の屮に 嫉妬と 紛举と ありと 間く、 是れ 確かに 爾曹が 未だ 肉に 屬 ける 者、 世の 人の 如くに 歩む 者 

たるの^ にあら す や、 爾曹の 哲學は 如 M に高尙 なる も、 爾曹の 愛 國心は 如何に 熱誠なる も、 雨 曹の傳 

道心 は 火の 如く 焰 ゆる も、 若し 爾曹 相互の 屮に 嫉妬と 紛爭と あれば 爾曹は キリ ストに 在て は 未だ 甚だ 

幼稚なる 者な り、 我 は 爾曹は 全き 不信^な りと は 云 はす、 爾曹 はせ て 爾曹の 罪を悔 ひ、 主の 聖名を 表 

,H して 其 聖き敎 きに 人れ り、 然れ ども 爾曹の 信仰 は 僅かに 外に 向て 發 表せられ しに 止て 內に 向て 成長 

せ ざり き、 故に 爾曹は 今に 尙ほ 依然として 信仰の 嬰兒 たるな り、 爾曹の 信仰 は 现窟の 信仰な り、 競爭 

のき なり、 然れ ども 平和の 君なる キリ ス トに 於け る 信仰に あらざる なり (第三 節〕。 

ャ  1 曹の屮 に パゥロ 派 あり、 アポロ 派 ありと 聞く、 雨曹も 亦た 世の 人なら す や、 世の 人 は 黨を樹 て、 

派 を^ぶ、 彼等 は祌 を識ら す、 故に 人と 結んで 事を爲 さんと 欲す、 結黨の 精祌は 不信の 精神な り、 人 

は 他を按 けんと 欲して 黨を 結ばす、 他 を 利用して 己れ の 利益 を 計らん がた めに 此事 を爲 すなり、 故に 

結黨の 精神 は キリ ストの 精神と 正反對 なり、 是れ キリ ストの 敎會內 に 在るべからざる 者な り、 然るに 

爾曹今 此精祌 爾曹の 中に 有りと 聞く、 雨曹も 亦た 世の 俗人なら す や、 爾曹と 世の 政黨 者と： 1： の 異なる 

所 あらん や (第 四 節)。 

。ハウ 口 何人 ぞ、 アポロ 何人 ぞ、 各其祌 より 給 ひし 能力に 循 ひて 雨 曹 のために 勞^  く 者に あらす や、 

〔z 水 は 之 を 作りし 器具に 循 ひて 種 训 さるべき 者なる や、 世に 飽黨 あり や， 鋸黨 あり や、 家 を 造りし 者 は 

ェ ならす や、 爾曹は 機具に 依て 相 分れん と 欲す、 爾曹は 未だ 基督 敎の 何たる を 知らす、 智を 以て 誇 


る 爾曹の 無智 も 亦た 甚 しからす や (^五節)。 

我 は 確かに 爾曹の 中に 福音の 種子 を 辟け り、 アポ！！ は 我 後に 來 りて、 我が 辟き し 極 子に 液げ り， 然 

れ ども 若し 義の 太陽に して 爾曹の 上に 輝 かざりし ならば 如何、 若し 聖 靈の暖 風に して 雨 前 IE を 溫め ざ り 

しなら ば 如何、 農夫 は 土壤を 造らす * 亦 口 光と i や； 31- と を 造らす、 彼 は 唯 だ ^ かに 祌の 造り 給 ひし 種 を 

神の 造り 給 ひし 土に 植ゑ、 之に 液ぐ に 神の 造り 給 ひし 水 を 以てし、 以て 護んで 收 極 の 時を俟 つのみ、 

我 の 傅 道 事業 も 亦如斯 し、 我 倚 はた 薛 きしの み、 m ぎしの み、 祌は總 て 共 他の を爲し 給へ り、 

我 倚の 爲 せし 所 は 言 ふに 足らす、 我 倚 はた 锼具 として 使用せられ しに 過ぎす、 我 倚 は 鋤の 如きお、 

放水管の 如き 者、 神の 屬を 取て 神の 屬に 施せし に 過ぎす、 然るに 雨 曹は我 倚に 依て 黨派を 結ぶ と 聞く、 

爾前" は 未だ 植物 成長の 理由 だ も 解し 得ざる 無學 者な り (第 六、 七， 節 S 

彼うる 者 i„ 液ぐ 者に 優らす 液ぐ 者は梳 うる：； ！<; よりも 貴から す、 一 一 者 共に 神の 努働 者に して 共 穷働如 

何に 山り て 1^ 主なる 祌 より 恩惠の 賃金 を受 くる 者な り、 旣に賃金を受くる^！^たり、 故に 我 儕 は 自身の 

業に 從事 する 者に あらす、 爾曹は 我 儕に 賃金 を拂 ふて 我 儕 を 使役す る祌に 謝すべし、 旣に 有り 餘る報 

赏を 受けつ k ある 我 儕に 對 して 爾曹は 何の 謝する 所な くして 可な り (第 八 節)。 

我擠は 神と 共に 働く 者な り、 卽 ち 神の 事業 を 以て 我 儕の 事業と なす 者な り、 斯くー 百 ふ は 勿論 神と 我 

倚と は 同等の 權利を 有する 者な りと 謂 ふに 非す、 彼 は 雇主に して 我等 は 被 雇人な り、 我 倚 は 牧穫の 分 

配に 與 かるの 權利を 有せす、 然れ ども 寬大 なる 神 は 我 儕 を 使役し 給 ふと 同時に 我 倚に 彼の 共働 者た る 

の榮譽 を附與 し、 我 倚 を 日 雇人と して 做し 給 はすして 我 倚 を 彼の 勞 働の 仲 問と して 极ひ給 ふ、 宇宙 

の 萬 物 を 造り、 之 を 治め 給 ふ 神の 共働 者た る 我 倚の 榮眷は 實に大 な らすゃ aw 九 節 )o 

信！；： の 赤子  一 五 K 
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我 倚 は 神の 共働 者に して 爾曹は 神の 田な り、 我 倚 は祌と 偕に 爾ま = を 耕して 改悔の 善き 實を 雨曹 より 

牧瘦 らんと 欲す、 雨 曹は亦 神の 家な り、 我 倚 は祌と 偕に 堅固き 信仰の 土臺の 上に 爾曹を 築き、 爾曹を 

活ける 石 を 以て 建てられ たる 祌の聖 殿と 爲 さんと 欲す、 我 儕 は 農夫な り、 工匠な り、 天國 建設の ため 

に 使役 せらる、 神の 勞勵 者な り (第 九 節)。 

.?^しこ  -  いし V "ゑ す  そぶ 

我 は 神の 我に 賜 ひし 恩 惠に循 ひて 賢き ェ師の 如くに 爾曹の 中に 旣に 堅き 基礎 を 置 ゑたり と 信す、 蓥 

我 は 我が 智慧 を說 かす、 我が 哲學を 傅へ すして、 キリ ス トと其 十字架と を 爾曹の 中に 宣べ たれば なり、 

すみ おやい し  はづ か 

是れシ ォ ン に 置かれし 貴き 隅の 首 石に して 之 を 信す る 者 は 辱 しめらる \ ことなし (羅 書 九 章 三 三 節)、 

他 の 人 若し 其 上に. 冢を 建てん と 欲せば 如何なる 家 を 建つべき 乎に 注意せ よ、 彼 は 土臺に 不 似合なる 家 

を 建つべからざる なり、 十字架の 上に 十字架の 敎會を 建てよ、 『倫理 敎會』 を 建つ る 勿れ、 『社交的 

圑體』 を 築く 勿れ、 是等は キリストの 敎會 に似て 非なる 者な り、 キリストの 敎會 は羔の 血に 由て 救 は 

れし 者の 生ける 有機 體 なり (第 十 節)。 

いし ザる；  す 

基礎 は 唯 一 なり、 旣に祌 に 由て 置 ゑら れし 者是 なり、 卽ちィ H ス キリス ト なり、 此 外に 萬 世 不動の 

基礎 あるな し、 是れ 時と 共に 移らざる もの、 萬 物 悉く 廢滅 に歸 する 時に、 獨り巍 然として 存 する 者な 

り、 敎會の 土臺は 勿論 是 なり、 社會 の土臺 も是れ なり、 國 家の 土 臺も是 なり、 智識の 土 臺も是 なり、 

是に 由ら すして f に强 固なる 者 一 つも あるな し (第 十一 節)。 

金 を 以て 建てし 者 は 金の 報 を 得ん、 銀 を 以て 建てし 者 は 銀の 報 を 得ん、 寶石を 以て 建てし 者 は寶石 

の 報 を 得ん、 而 して 草と 禾 稿と を 以て 建てし 者 は 草と 禾 稿との 報 を 得ん、 人 は 其播し 所の もの を 獲 取 

ら ざるべ からす、 倫理の 禾稿を 以て 建てられし 敎會は 福音の 金 を 以て 築かれし 敎會の 如くに 堅から す、 


哲學の 草 を 以て 作られし 信者 は 十字架の 寶石を 以て 飾られし 信者の 如くに 美 はしから す、 名 は 同じく 

基督 信徒なら む、 然れ ども 禾 稿の 信者と 金の 信者と が 明瞭に 判別 せらる.^ 時 は 到らん (第 十二、 十三 節〕。 

. 燒 かるべき 木と 草と 禾 稿と、 燒 かるべからざる 金と 銀と 金剛石と を 判別す る 日 は 到らん、 其 日 は 試 

鍊の火 を 以て 顯 はれ、 火 は 各人の 事業の 如何 を 試め さん、 貴 金と 賓 石と は淺る べし、 木と 草と 雜 草と 

は 燒き盡 さるべし、 國の爲 に キリスト を 信ぜし 者、 道德の 模範と して 彼 を 仰ぎし 者の 如き は 木の 如く 

に 燒き盡 されん、 若し それ 名譽と 些少の 快 樂とを 追求して キリストの 敎會に 人り 來り しきの 如き は 春 

の 野に 火の 枯草を 燒き拂 ふが 如くに 煙と なりて 空に 消え失せん、 其 時 羔の血 を 以て 印せられ し 者の み 

殘り、 世に 純潔の 信徒の み存 して、 祌の聖 名 は 「偽 はりの 兄弟」 のために 濟 さる & こと 全く 無き に 至 

らん、 來れ此 試練の 日よ、 我等 は 其 到来 を 待つ や 久し (第 十二、 十三 節)。 

祌は火 を 以て 人の 事業の 眞僞を 試め し 給ぶべし、 然れ ども 彼 は 事業 を 以て 人 を 試め さす、 世に は眞 

心 を 以て 誤謬 を傳 へつ & ある 者 あり、 其 業 や 保つ ベから す、 然れ ども 共の 志ゃ嘉 すべし、 而 して 愛な 

る 祌は共 事業の 故 を 以て 其 人 を 棄て給 はす、 偽 はりの 事業 を 毀ち 給 ふと 同時に 其 人 を 救 ひ 給 ふべ し、 

然れ ども 其 人の 救 はる \ や 火より 逃れた る 人の 如く 辛うじて 救 はる & なり、 彼 は 天圃に 入る も 何の 事 

業 を も 彼の 手に 携 ふること なく、 只 生涯の 失敗 談 のみ を 想 らして 僅に 聖徒の 群に 入る を特 るな り、 彼 

の 事業 は 悉く 燒き 去られ、 天國に 入る も 一人の 彼に 由て 救 はれし 者の 出で 來て 彼を迎 ふるな く、 亦 一 

人の 改悔 者の 彼に 感謝 を 表するな し、 彼 は孤獨 知らざる 國に 人り、 其處に 新たに 知己 を 作らざる ベ か 

らす、 彼 は 不幸の 人たり しなり、 彼 は 善き 心 を 有ち しと 雖も 善き 智識 を 有た ざり しなり OS 十五 節 )o 
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哥林多 前書 第三 章 十六 丄 一十三 節 

(十六〕 爾曹は 神の 殿に して 神の 靈爾曹 の 中に おす こと を 知らざる 乎." (十七) 若し 人、 神の 殿 を-毀た ば 神 彼 

を 毀たん、 蓋 神の 殿は璧 きもの なれば なり、 此 殿は卽 ち爾曹 なり、 (十八) 誰も から 欺く 勿れ、 爾 盲の 中に 

此 世に 於て 智慧 あ りと 意 ふ 者 あら ば 智者 とならん 爲に 愚になる べし、 (十九) 蓋 この 世の 智慧 は 神の 前に は 愚 

かなれば なり、 聖書に 神 は 智者 を 其 自分の 詭計に 因りて 執へ 給 ふ (二十) 又 主 は 智者の， 思念 を虚 きものと 知り 

給 ふと 錄 されたり、 (廿 一) されば 誰も 人に 依りて 誇る 勿れ、 そ は 萬 物 は 爾曹の 物 なれば なり、 (廿 二；：) 卽ち 

或は。 ハウ 口 或は アポロ、 或は ケパ、 或は 世界、 或は 生、 或は 死、 或は 今の もの、 或は 未来の もの、 是れ 皆な 爾 

曹の屬 なり、 (4= 三〕 而 して 爾曹は キリストの 屆、 キリスト は 祌の屬 なり。 

雨曹 人に 鹿き、 人に 依て 黨を樹 つる 者よ、 繭曹 自身 は 何者なる 乎、 爾 は 知る や、 爾前 I は 神の 殿に 

して 神の 靈爾曹 の 中に 在す こと を 爾曹は 知らざる 乎、 雨 曹は爾 前 M 自身の 威厳 を認 むる 乎、 卽ち 爾曹は 

寧ろ 人に 事 へらる ベ き 者に して 人に 事 ふべき 者に あらざる を 知る 乎、 爾 isM 自己 を卑 うして 祌が爾 _s 曰に 

賜 ひし 特權を 放棄す る 勿れ (第 十六 節〕。 

爾曹は 神の 殿 (naos) なり、 殿の 中の 至聖 所な り、 神 は 山に 住み 給 はす、 亦 雲に 乘り給 はす， 余 銀 


寶石を 以て 鏤められ たる H ルサ レムの 聖殿も 今 は 神の 住み所に あらす、 雨曹が 神の 殿た るな り、 雨曹 

世の 賤者、 愚 者、 弱者、 世が 見て 以て 塵埃と なす 者、 爾曹が 天の 神が 住み 給 ふ 所の 聖き 殿た るな り、 

爾前 1 此事を 知る や、 或は 今 我より 此事を 聞かせられて 之 を 信す る を 得る や、 然れ ども 是 れ襄贲 なり、 

祌 は爾曹 如き 者の 中に 寓り給 ふ を 以て 自 から 美と 看 給へ り、 爾曹視 よ、 我僭稱 へられて 神の 子た る こ 

と を 得たり、 是れ 神の 我 懔 に 賜 ふ 何等の 愛ぞ、 世 は 父 を識ら ず、 是に 由て 我懔を も識ら ざる 也 (約賴 形 

一 書 三 章 一 節)。 

爾曹 キリス トに 依りて 神 を；^ する 者 は 神の 敎會 なり、 而 して 祌 は其靈 を 以て 爾曹 の屮に (€ り 給 ふな 

り、 繭曹 各人の 中に 個々 训々 に 寓り給 ふの みならす、 特に 葡 前：： 全 體の屮 に敎會 の 首長と して、 共生 命 

として 寓り給 ふなり、 雨曹は 活ける 石な リ、 神 は 爾曹を 以て 謹の 室 を 造りて 其 中に 佳み 給 ふ (彼 F ひ. 则甞 

二 章 五節 y 繭曹は 使徒と 預言者の 基の 上に 建てられ たる 神の 殿た リ、 イエスキリスト 其 Si 石に なりて、 

全家み な搆合 ひて 彼の 中に 在るな リ、 是れ靈 に 由り て 神の 居み 給ふ處 となるべき 爲め なり (以 # 所甞ニ 

章 末節〕、 I に贵 きものと て祌に 依て^ ばれた る 信徒の 團體の 如き は あらす、 祌は斯 かる 團體を 造らん 

がた めに 其獨子 を， に 降し 給 ひしな り、 敎會 は. K に祌 の身體 なり、 萬 物 を 以て 萬 物に 滿 たしむ る 者の 

滿る 所な りつ 所 書 一 章 末節〕。 

雨 曹は斯 くも ほき 物 なれば 爾 W を 毀 つ 者 は 神の 聖 殿 を 毀つ 者 なれば 神 は 彼 を 毀た で は み 給 は ざ る 

べし、 我 倚 若し 雨 前" に 誤 を傳 へん 乎、 我 倚 は 祌の聖 殿を濟 すなり、 我 儕 若し 爾曹の 中に 紛 嫉：^ の 

種 を 蒔かん 乎、 我 倚 は 神の 聖殿を 毀つな り、 我 倚 は爾曹 のために 働く 神の 職工な り、 我 倚は愼 んで祌 

の聖 殿た る 雨曹を 毀損せ ざらん こと を 努めざる ベから す、 故に 爾曹は 主にして 我 倚は從 なり、 雨蓄は 
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客に して 我 倚 は 主な り、 事 ふべき は 我 儕に して 雨 酉に あらす、 爾曹何 を 苦んで 我 俾に隸 屬し我 倚に 依 

て 黨を樹 てんとす る 乎 (第 十 七 節〕。 

我 倚 何人も 自 から 欺くべからざる なり、 若し 我 儕の 屮に此 *1 に 於て 智慧 ありと 意 ふ 者 あらば、 其 人 

は眞 正の 智者と ならん ために 愚になる べきな り、 智と意 ふ は 愚な り、 愚と 意 ふは智 なり、 我 儕 自己の 

暗愚 を覺 りし 時に 神 は 始めて 其 光明 を 我 倚に 賜 ふなり、 雨お 曰 は主ィ H スが パリ サイの 人に 告げ 給 ひし 

こと を 記憶す る 乎、 主 は 曰 ひ 給へ り r 爾曹 若し 瞽 ならば 罪な かるべし、 然れど 今 我 倚 見 ゆと 言 ひしに 

因りて 爾曹の 罪 は^れり」 と (約 翰 傳九章 末節)、 我れ パゥ 口が 斯く曰 ふ は 爾曹の 中に 智者 を 以て 自ら 任 

じ、 爾曹の 中に 紛 (！^ 嫉妬の 種 を 蒔く 者 ある を 知れば なり、 爾曹斯 る 人に 注意して 彼等の 欺く 所と なる 

そュ  みづ から 

勿れ、 釜 彼等 は 智者な りと 自信して 自己 を さ へ 欺く 者 なれば なり (第 十八 節)。 

おろ^  かしこ  みづ から た,、， 6  よこし 

此 世の 智慧 は 神の 前に は 愚な り、 祌は慧 き 者 を その 自己の 詭計に 因て 執らへ、 邪 まなる 者の 謀計 を 

して 肷れ しむと 約 百 記に 錄 さる (五 章 十三 節)、 また 主 は 智者の 思念 を虛 きものと 知り 給 ふと 詩篇 第 九 

十四 篇 にあり (十一 節〕、 神が 此^の 智者と 其 智慧と を 賤め給 ふこと 斯の 如し、 然り、 世に 危險 なる 者 

にして 智者の 如き は あらす、 彼等の 建設 は破壤 なり、 彼等の 成功 は 失敗な り、 策略 家の 導く 所と なり 

て 敎會は 奈落の底に 沈むな り、 俗智に 長け たる 牧師に 養 はれて 信徒 は惡 魔の 手に 附 たさる、 恐るべき 

は此 世の 智者な り、 國を 亡す 者 は 彼な り、 敎會を 毀つ 者 は 彼な り、 信徒の 身と 靈 魂と を 滅す者 は 彼な 

り、 然り、 智者に 注意せ よ、 彼 を 斥けよ、 彼 を 遠ざけよ、 彼に 近づく 勿れ、 然り、 智者！ 正義 公道 

の 外に 處 世の 術 ありと 信す る 者！ 我 重ねて 云 ふ 愚者に して 爾曹を 減す 者なる 此 世の 智者に 注意せ よ 

(笫 十九、 二十 節〕。 


人と は靳の 如き 者 なれば、 智者と は實は ん なれば， 而 して 我 儕は恃 神の 職工 なれば * 爾曹 神に 愛 

せられ、 神の 聖殿 となりて 其 寓り給 ふ 所と たりし 者よ、 爾曹 何人も 人に 由り て 誇る 勿れ、 パゥ 口に 由 

りて 誇る 勿れ、 アポ S に 由り て 誇る 勿れ、 ケパに 由り て 誇る 勿れ、 我 倚 使徒 なれば とて 我 倚は朽 つべ 

き 人に して 生命の 神に あらす、 人 若し 誇らん と 欲せば 神に 由り て 誇る ベ し、 幅 昔はパ ゥ 口 に 由 りて 傳 

へられ たれば とて 特^に 貴から す、 福音 は 幅 昔 其 者に 因りて 貴し、 パゥ a の 福音なる 者 あるな し、 ベ 

テロ  (ケパ ) の 幅 昔なる もの あるな し、 雨曹 神と 基督と 其 福 昔と に 由り て 誇るべし、 基将の 僕に して 

其， 幅 昔 の 宣傅 者な る 我 倚 IS き 人に 由り て 誇る ベ か らす (第 二十 一 節)。 

「萬 物 は 爾曹の 物な り」、 蓋 爾曹は 神の 敎^ にして 神の 靈の寓 り 給 ふ身體 なれば なり、 萬 物の 中に 

最も 貴き もの は 人な り、 人の 中に 最も 贵 きもの は 祌に 愛せられ、 キリストに 依りて 救 はれし 爾曹 なり、 

故に 萬 物 は其靈 長た る 人の 用 をな すが 如くに、 萬 物と 萬 人と は爾曹 キリストの 僕た る 者の 用 をな す 

なり、 基督 信者 は 赏に斯 くも 貴き 者な り、 萬 事 は 皆な 雨曹の 益と なるな wvss 林 多 後書 四 章 十五 節〕、 我 

儕 は 主に 在て 何も 有たざる に 似 たれ ども 凡ての 物 を 有つな リ (同 六 章 十 節)、 宇帘萬 物は爾 W と 我 儕の 物 

たり (笫サ \ 節、。 

「萬 物 は 爾曹の 物な り」、 勿論 爾曹の 私慾 を充 たす ための 物に あらす、 萬 物 は 神の 造り 給 ひし 物に 

もの 

して， 素より 祌の屬 なり、 然れ ども 雨曹 神に 愛せられ、 其 子 キリストに 依りて 同く 其 子と なる を 得て、 

神の 屬を 以て 雨 曹の屬 となす を 得たり、 父の 有 は 子の 有な り、 我儕稱 へられて 神の 子た る こと を 得し 

者 は 萬 物 を 我 儕の 有と なす を 得たり、 ァ、 窮 りなき は 神の愛た るかな、 思念に 過る は 我 儕の 特權 なる 

かな、 而 かも 此事は 我 倚の ために 自己 を棄 てし ィ H ス キリストに 緣 りて 事實 となれ り (第サ 一節 )0 
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バウ B も爾曹 の屬、 ァボ B も爾曹 の屬、 ケパ (ベ テロ) も爾曹 の屬、 卽ち我 儕 凡て は祌が 各人に 賜 

はれる 恩 惠に隨 ひ爾曹 をして 信ぜし めんと て 勤む る 神の 道具に して 爾曹の 用 を爲す 者、 卽ち爾 曹の屬 

なり (三 章 五節 參 照〕、 爾曹は 目的物に して、 我 儕 は 神が 之に 達せん が 爲に用 ひ 給 ふ 所の 機械な り、 

繭曹は 神の愛 兒 にして、 我 倚 は 神の 命を帶 びて 爾曹を 保育す る 乳母な り、 使徒た る 我 儕の 名譽は 神の 

ために 爾曹に 事 ふるに あり、 爾曹 の權威 も亦大 ならす や (笫廿 二 節〕。 

使徒た る 我 倚の みならす、 全世界 も 亦 爾曹の 用 をな す ものにして、 爾 曹の屬 なり. 其 山 も 丘 も、 木 

も 草 も、 野 も 林 も、 ^な爾 曹の屬 なり、 爾曹 貧に して 土地 一寸 を も 有せす とて 悲 むか、 悲しむ ベから 

ざるな り、 眼 を 揚げて かの 山 を 看よ、 之 を視て 神の 能力と 恩 惠とを 感じ、 祌を 讚め、 神の愛 を 覺る者 

は、 全土 は 我の 有な りと て 誇る 王公 貴族に あらす して、 寸 地の 所有 權だも 有せざる 爾曹 なり、 他人の 

田に な けばと て 野草 は 神の 造りし ものにして， 我れ 若し 之 を 看て 神 を 讚め、 彼 を 追求め て 被に 救 はれ 

なば、 其 田 は實は 我の 有に して 他人の ものに あらざる なり、 貴族と 富豪と は 山と 野との 物 を 執て 之れ 

を 食 ひ、 其 胃を充 たす、 然れ ども 我 儕 キリスト を 信す る 者 は 宇宙の 靈を 執り、 之 を 以て 我 儕の 靈を養 

て 我 儕の 父なる 神に 還るな り、 物 は 彼等に 屬 して 靈は我 儕に 屬す、 而 して 靈は 物の 精 要なる が 故に、 

萬 物 は 其の 精 要 を 消化す る 力 を 有する 我 儕の 屬 なり (第 廿ニ 節〕。 

人 も 物 も 繭 曹の屬 なり、 而已 ならす、 生 も爾曹 の屬、 死 も 亦 雨曹の ものな り、 生 は 之 を 以て 雨曹の 

神の 業を爲 さんため なり、 死 は 之 を 以て 雨曹の 信仰 を^に 向て 證明 せん ためなり、 生 を 重んぜよ、 而 

して 死 を輕ん する 勿れ、 殊に 死 を 重んぜよ、 我 儕 各人 は 唯一 囘死 する のみ、 我 儕 は 能く 之 を 利用して、 

一死 をして 萬 生に 優る の 功 を 奏せし めざる 可ら す (第 サニ節 )o 


現世 も爾 曹の屬 なり、 .1^ 來 も亦爾 曹の屬 なり、 現世 は 神の 公道 を 立つ るた めの 我 憐の戰 場な り、 來 

世 は 神の 恩惠を 永久に 樂 しむた めの 我 倚の 樂園 なり、 此美 はしき 天地 を 造り 給 ひし 祌は 之よりも に 

救 等 美 はしき 天國を 造り 給 ひて 我 儕 彼に 愛せられし 者 を 俟ち迎 へ 給 ふなり、 旣に此 世の 萬 物 を 有する 

我 倚は來 らんと する 祌の國 に 於ても 其 主人公 たるべし となり、 我 儕 歡んで 叉 喜ばざる 可ん や (第廿 二 

節〕。 

萬 事 萬 物 は爾曹 の屬な り、 そ は 爾曹は キリストの 屬 なれば なり、 神 は 彼に 萬 物 を與へ 給へ. り (馬 太 

傳十 一章 二十 七 節〕、 故に キリス 卜の 屬 たる 爾曹は 亦 キリストと 偕に 萬 物の 所有者な り、 雨曹の 所有 主 

は 唯 キリスト のみ、 爾前曰 は 彼に 在て 萬 物の 所有 主な り (第サ 三 節〕。 

「キリス トは 神の 屬 なり」、 勿論 僕が 主の 屬 たるの 意味に 於て 然るに あらす、. 子が 父の 屬 たるの 意 

味に 於て、 妻が 夫の 藝 たるの 意味に 於て、 キリスト は 神の 屬、 其 愛する 者た るな り、 父 は 萬 物 を 子に 

與へ、 子 は 其 萬 物 を 彼に 緣 りて 父 を 信ぜし 我 倚に 賜 ふ、 萬 物 は 我 儕に 繁 がり、 我 儕 は キリス 卜に 槃が 

り、 キリ ス トは 父なる 神に 繁 がる、 斯くて 宇宙 萬 物 は キリストに 在りて 一 體 となり、 完全なる 一 整體 

(cosmos) をな して 神なる 中心 點の周 園に 運轉 するな り、 人 も 萬 物 も 皆な キリストに 在て 相槃 がるな 

り、 彼と 離れて 一致 あるな く、 團結 あるな し、 んに 由り て 相 結ぶ は 相 離る、 なり、 結黨は 離散な り、 

黨 派の 樹立 は 基瞥の 精神に 反す、 爾曹は 直に 之 を 爾曹の 中より 根絶す ベ きなり (第サ 三 節)。 
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バウ 口と バ プ テ ス マ 問題 

我れ 神に 謝す 我れ クリス ボ とガョ スの 外、 汝 等の 中 一 人に もバプ テス マ を 施し V 事な し、 此は我 名に 託り てバ 

プ テス マ を 施す と 人に 言 はれん 事 を懼れ たれば 也、 我れ また ステパ ナの 家族に. パプ テス マ を 施せり、 此 外に は 

我れ 人に バプ テス マ を 施し k こと 有る や 否 を 知らず (哥林 多 前書 一 章 十四- 1 十六 節) 

。ハウ 口 は バプテ ス マ を賤視 なかった、 彼れ 自身が アナ 一一 ャと云 ふ 人 (彼 は 平信徒であった らしく あ 

る) より バ プ テス マ を 受けた (行 傳九章 十八 節)、 然し 乍ら パ ゥ 口 がノ プ テス マ を 救拯の 必要 條 件と 

見た か、 其れが 問題で ある、 若し パプ テス マが 人の 救拯に 必要であるなら ば、 何故に 熱 信パゥ a の 如 

き 者が 成るべく 之 を 避けん としたか、 不 恩義に 堪 へない、 「此 外に は 我れ 人に バプ テス マ を 施し、 事 

有る や 否 を 知らす」 と 云 ひ、 「キリストの 我 を 遣 はし、 は パブ テス マ を 施させん 爲に 非ら す 福音 を宣 

傅へ しめん 爲 なり」 と 言 ふ (十七 節)、 彼 は 人に r パプ テス マ を 施す 者」 Baptizer と 言 はれん 事 を 

非常に 嫌 ふたら しく 見える、 彼 は 始終 一 貫して 人の 義 とせら る i は 行爲に 由ら す 信仰に 由る と唱 へた 

が、 バプ テス マ を 受け ざれば 救 はれす と唱 へた 事 は 一 囘も 見當ら ない、 而 して パゥ& の 如き 性質の 人 

が バプテ ス マの 式に 救靈的 必要 條件を 認めたり と は 何う しても 思 はれない、 彼 は 如何に 見ても 儀式 を 

ェク レジ ヤス チッ々  み S  ，ひえ 

重要視す る敎會 者ではなかった、 彼 は靈の 人であった、 「夫れ 見る 所の 者 は 暫時に して 見ざる 所の 

者 は 永遠な り」 と 言 ふた 人であった (後書 w 章 十八 節)、 斯る 人が 羅馬 天主 敎會ゃ 英國々 敎會の 教職 

等が 唱 へ る やうに バプテ ス マ の 式 を 以て 救靈上 必要 條 件と 信じた と 一 1,1 ふ 事 は 心理 學 的に 觀 察して 不可 


能で ある、 パプ テス マを受 くる は 好し、 受 くる は 受けざる よりも 好からん、 然れ ども 受け ざれば とて 

祌の救 扬に與 かる 能 はすと 一一 一日 ふ を 得す、 我れ 自身 は； i 昔 を宜傅 ふる を 以て 滿 足し 敢て 進ん で バ プ テ ス 

マ を 授けん とせす と 云 ふの が此 問題に 對 する バウ n の 態度で あつたと 思 ふ、 換言すれば パゥ 口 は パプ 

テス マ 問題に 就て は 無頓着であった、 彼 は 其れに 優 さるの 重要 問題 を 有て 居た、 キリストと 彼の 十字 

架、 其れ さへ 借 じ 得るならば. バプ テス マは受 くる も 可な り、 受けざる も 敢て問 はすと 云 ふの が 彼の 

立場で あつたと 思 ふ。 


信者の 訴訟 問題 

哥林多 前書 第六窣 自 一 節 至 十 一 節 

コ リントに 於け る 信者 問の 訴訟 問題に 關 しパゥ ロは敎 へて 曰うた、 r 汝等 相互 の 11 に 口 1* ある 時 之 

を 基督 者 (聖徒) の 前に 訴へ すして 不信者 (義 しからざる 者) の 前に 訴 ふる 者 ありと は 果して 贲で 

ある 乎、 抑 信者 は 終末の 日に キリスト と共に 世界 を蕃 判き 得る 者で はない 乎、 否 啻に 世界の みで は 

ない、 天使と 雖も 若し 祌に 逆ら はば 信者 は是 をし も.：^ 判き 得る ので ある、 卽ち 未来の 靈界 すら 尙ほ彼 

が-器 判の 對象 となり 得る ので ある、 況 んゃ此 世の 事 を や 殊に 金錢の 貨 借名譽 の囘復 等の 如き 小 問题を 

や、 然るに 汝 等の 中には 不信者 をして 汝 等の 問題 を 審判 かしむ ると は何ぞ や、 不信者が 信者 相互の ii 
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係 を 了解す る 事 は 不可能で ある、 信者 間の 問題に 關 して は 不信者 は本來 無に 均しき 者で ある、 汝等此 

世の 事 を 審判かん と 欲して その 無に 均しき 不信者 をして 審判の 座に 坐ら しむる ので ある 乎」 と (邦譯 

6^書に第四節 「是 故に 汝等 若し 此 世の 事 を 審判かん とせば 敎 きの 中に て や 微 しき 者 を 審判の 座に 坐ら 

しめよ」 と ある は意譯 である、 原文に は r 敎會の 中に て」 なる 文句 はない、 「汝 等の 中 無に 均しき 者 

をして 云々」 である、 敎會の 中の 最小 者 をして 審判の 座に 就かし めよ とい ふも必 すし も 放漫の 言で は 

ない、 「我れ 童子 を もて 彼等の 君と し 嬰兒に 彼等 を 治めし めん」 と 預言者 ィザャ は 言うた、 嬰兒 時に 

は 却て 最も 正しき 判斷 者で ある、 然し 此處に 於て は 以上の 如く 直譯 する を 可とする，)。 

蓋し 當時 X 布臘 の 地に は 羅馬法 行 はれ コ リ ン ト 信者 間の 訴訟 も 亦 之 を 普通 裁 刺 所に 提出した の であら 

う、 而 して パゥ a は先づ 彼等が 斯く 不信者に 訴 ふるの 非 を痛擊 したので ある、 彼等 は 訴訟 提起の 方法 

に 於て 誤 まって 居った、 然し 乍ら バウ 口 をして 言 はし むれば 方法 如何の 如き は 抑 も 枝葉で ある、 彼等 

の 誤謬 は 其 信仰の 根本に 於て 在る ので ある、 問題 は 何人に 訴 ふる 乎で はない. - 何故に 訴 ふる 乎で ある、 

故に。 ハ ゥ 口 は 更に 進んで 一一 一一 c うた、 r 汝等 互に 相訴 ふる は 旣に之 を 評 ふるの 前に 於て 信仰に 缺陷が ある 

からで ある、 汝等は 互に 兄弟た るの 事實を 忘却した ので ある、 何ぞ 兄弟 を訴 ふるよりも 寧ろ 自己 を惡 

しとせ ざる 乎、 何ぞ 欺かれた る 儘に せんじて 之 を 受けざる 乎」 と、 是れ 誠に 兄弟喧嘩 を 審判かん とす 

る 親の 態度で ある、 若し 眞實の 兄弟たら ば訴 ふる 事 其 事が あり 得べ からざる 事で ある、 然るに 之を敢 

てす る は 未だ 福 昔 を 解せ ざるが 故な りと 言 ふので ある、 然し 乍ら パ ゥ 口 は單に 自ら 不義 を 受けよ 欺 を 

受けよ と勸 むる のみではなかった、 彼 は 更に 一 步を 進めて 言うた ので ある、 「镱汝 等 不義 を 爲し欺 を 

爲す、 兄弟に も 亦 之を爲 せり」 と (八 節〕、 信者に して 若し 其 兄弟に 對し 訴訟 を 提起す る 者 あらん 乎、 


彼 は 自己に 不義と 欺瞞と を 引受く るの みで はない、 彼 は 却て 自ら 攻撃的 態度 に 屮- で 以 て 兄弟 を 犯す の 

である、 是 れ畢竞 兄弟に 對 して 我より 不義 を 行 ひ 欺瞞 を 行 ふに 外なら ない と、 語 は 激烈に して 普通の 

見地より 之 を 解す るに 難しと 雖も バウ B の 愛の 立場より すれば 極めて 明白 深遠なる 眞理を 含む ので あ 

る、 其の 論法 を是の 如く 極端 迄 追究せ すん ば 止む 能 はざる は バウ n の特徵 である。 

次に 彼は義 しからざる 者の 神の 國を嗣 ぐ 能 はざる を說 いて 種々 なる 罪 を列舉 した、 是れ 何も 訴訟 問 

題に 關係 なき 事の 如く 見えて 實 は然ら す、 其 間に 深き 關 係が ある、 汝等皆 不信者な りし 時是の 如き 罪 

を 犯した ので ある、 然れ どもん：' や 「主ィ H ス の 名に より 且 我等の 祌の靈 によりて 洗滌 はれ 潔め られ又 

義 とせられ」 て 新しき 人と 成った ので ある. 故に 汝 等の 人生観 はー變 せざる ベから す、 昔の 罪の 社會 

の 觀念を 以て 汝等 相互 問の 事 を 律す ベから す、 所謂 法律と いひ 裁判所と いふ は 罪の 社 會を律 せんが 爲 

めの ものである、 果して 然 らば 信者 間に 訴訟 を 起す が 如き は 根本的の 誤謬に 非す やと 言 ふので ある。 

訴訟 問題に 關 する バウ a の敎は 今日 我等の 問に 於て 如何なる 程度 迄赏 行し べき 乎、 昔 は 法律と い 

へば 罪の 世に のみ 行 はる \ もの と 做し 財 を 大 に 積む 者 の 關與す ベから ざる ものの 如く 考 へたので ある、 

故に 敎會內 の 爭論を 藩 判せ むが 爲 めに は 特に 敎會裁 刹 所 を 設けた、 こ は簡單 なる 委員 會の 如き ものに 

して、 週に 一 囘之を 開きて 凡ての 口 事 を 決し 赦 すべき は 赦し舊 き疵を 悉く 忘れ かくて 安息日に は 全く 

货借 なしに 新しき 喜び を 以て 相會 したので ある、 是れ 美しき 習慣であった、 然し 乍ら 今日の 法律 は是 

の 如き もので はない、 法律 は 凡て 人と 人との 正當 なる 關係 である、 單に罪惡のみに關するに非す正^^!? 

を 發揚し 維持せ むが 爲の 者で ある、 法律 學も亦 神の 道の 研究で ある、 故に 基督 者と 雖も或 場合に は 法 

律に 訴 へ ざるべ からざる 事が あるので ある、 但し 其 動機に 至て は此 世の 人の 起訴す ると 全く 異なる、 
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利 愁の爲 に 非す 復謦 の爲に 非す、 正義の 爲 である、 嘗て 遣產の 分割 問題に 關しィ H スに訴 へた る^に 

對し彼 は 答へ て 曰 ひ 給うた 「人よ 誰が 我を立てて 汝 等の 裁 刺 人 また 物 を 分つ 者と 爲 せし ぞ、 f、、.J して 

貧 心 を 慎めよ， それ 人の 生命 は 所有の 饒 かなる に は 因らざる 也」 と (路加 十二の 十三 以下)、 叉 或 時 罪 を 

犯した る 兄弟に 對し 和解 を 試むべき を敎 へて 曰 ひ 給うた 「もし 兄弟 汝に罪 を 犯さば 其の 獨り 在る 時に 

往 きて 諫めよ、 若し 汝の 言を聽 かば 其 兄弟 を 獲べ し、 もし 聽 がすば 兩 三人の 口に 由て 證を なし 凡ての 

言 を {疋 めんが 爲に 一 人 二人 を 伴 ひ往け 云々」 と (馬 太 十八の 十五 ー 十七〕、 是の 如きが 基督 者の 精神で あ 

る、 彼 は 常に 兄弟の 愛に 訴 ふべき である、 然れ ども 義を 立てん が爲め 法律に.^ る 最善 § か 11,^11.^ 

ベ き 場合に 限り 基督 者 も 亦 裁^所に 出訴す る 事が あるので ある、 之れ 實に萬 已むを 得ざる の. 場合で あ 

る 、 間く 近 頃倫敦 にあり て專心 貧民 兒 童の 敎 育に 從事 せる 高潔な る 英人某 氏 或 人 の爲 にいた く 其名譽 

を 毀損せられ 遂に 之 を 出訴した、 判決 は 勿論 彼の 勝利に 終った、 然し 乍ら 損害 要 慣の爲 に 彼の 請求し 

たる 處は 僅に 一片 (二 錢) に 過ぎなかった、 彼 は 唯正當 なる 名譽の 囘復を 以て 滿 足した ので ある、 彼 

に は 敵 を 苦 めんと する の 心 を 毫末も^ しなかった ので ある、 彼の 如き は眞に 能く 英國の 法律 を 活用し 

たる 者と いふべき である、 而 して 基督 者の 訴訟 は 常に かく あるべき である、 バウ 口 自身 すら 「我 は 力 

ィゼル に 上告 せん」 と 曰 ひて 法律に 訴 へし 場合が ある (行 傳サ五 章 十一 節い、 法律 其 物 は 決して 惡 しき 者 

ではない、 只 之 を 用ゐる 心の 善 からん 事 を 要する。 

然 らば 多額の 取引 を 有する 商人の 如き 場合に 在て 其 被害 を 如何すべき 乎、 曰く 此 場合 に 於 て も 其 精 

神 は 動かない ので ある、 而 して 訴訟 問題 を斯く 見る 事 は 溯りて 取引 其 ものに 對 する 我等の 注意 を 一 變 

せし むる ので ある、 其點に 於て 訴訟 問題 は戰爭 問題と 酷似して 居る、 戰爭 始まり  1.」 非戰論 li^ るに 非す、 


<JCOC-oo〇〇  oof-  ooooooooooo  oooooooccc 

戰爭 をして 開始せ ざら しむる やう 豫め準 偏す る 事、 之れ 露の 非戰 論で ある、 故に 戰 V 辛 は 始まらな いの 

で あ る、 此 法則 は 亦 之 を 訴訟 問題に 應 用す ベ き で あ る、 訴訟 をして 開始せ ざら しむる やう 豫め 準備す 

るの 必要が ある、 取引 を爲 すに 際し 訴訟 を 提起し 得ざる の 覺悟を 以て 周到なる 注意 の 下に 之を爲 すの 

必要 が ある、 然 らば 訴訟 は 起らない の で あ る 、 訴訟 問題 に 關 する 哥林多 前書 中 の 半 章 は 同時 に 又强き 

戰爭 反對の 本文で ある。 广 藤井武 筆記) 


身の 淸潔 

哥林多 前書 第 六 章 十一 一節 以下 

バウ 口 は 信者の 訴訟 問題 を說き 終りて 今や 結婚 問題に 及んだ、 結婚 問題 は 人生の 大 問題で ある、 然 

れ ども 其の 人生の 機密 に 互る 所 多 きが 爲め 普通 敎會 等に 於て 之 を 說く事 を 避く る を 常と す る * 然 し 乍 

ら人 誰れ か 結婚 問題 に 遭遇 せ ざらん、 之 を 高く 聖き 問題と して 講究し 置く は 自身 の 爲め乂 子女 朋友 の 

爲め 極めて 必要で ある。 

事 は 結婚 問題で ある、 然し 乍ら パ ゥ 0 は 例に より 人 を 誘うて 其の 根本 問題に 溯らし め， ずん ば 止まな 

い、 故に 彼に 就て 此 問題 を 了解す る は卽ち 男女 關 係の 凡て を 了解す るので ある。 

コ リン トの 信者が 此 問題 を 以て パ ゥ B を 短 はすに 至りし 所以 は 何で ある 乎、 曰く 不信者 社會 普通の 

身の？ is 潔  一 六 九 
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誤りた る 道 德觀と 自由 幅 昔の 濫用との 合致で ある、 不信者の 社會 にあり て は 何人も 思 ふので ある、 人 

は本來 5R 女に 造らる、 故に 淫愁も 亦 飢渴と 均しく 自然の 肉愁 である、 淫行 必す しも 罪惡に 非す と、 彼 

等 は 假令外 觀を愼 むと 雖も 一 朝 飮酒其 他の 原因に より 外側の 制裁 を 離れん 乎、 忽ち 其 胸中の 最も 腐敗 

したる 所 を 吐露す るので ある、 而 して 時には 公然 之を宣  一一 一一 E して 放て 憚らない ので ある、 不信者に 取て 

は 「貪 は 腹の 爲め腹 は 貪の 爲め」 なると 同じく 「身 は 叉 淫の爲 め」 であるの である、 之れ 時と 所との 

如何 を 問 はす 凡て 罪の ゆに 齊 通の 觀 念で ある、 殊に 常時の コ リ ントに 至て は 此點に 於て 腐收を 極めた 

るの 地であった、 コ リ ン トは羅 馬と 亜 細亞 との 貿易の 中心に 當り 東西 兩洋 往復の 船客 は必す 一 度び 此 

地に 船した、 而 して 彼等 は 此處に 旅 中の 亂行 を恣 にした ので ある、 又 彼等 をして 墮 落せし むべき 凡 

ての 機 關が此 地に 備 へられた ので ある、 斯 かる 處 へパゥ 口の 福音 は 入り 来った、 彼の 福音 は 自由の 幅 

昔であった、 主ィ H ス キリストの 腰 ひに より 一 切の 罪 は 亡ぼされ たりと は 彼の 高調した る處 であった、 

故に 今や 罪 は 罪に あらす 己が 身 を 穢すも 亦 可な りとの 觀念を コ リン トの 信者の 間に 生す るに 至った。 

之れ 言 ふ 迄 もな く 自由の 福音の 濫用で ある、 故に パ ゥ n は 先づ其 誤解 を 正し て 言うた ので ある、 

「凡ての 物 我に 可なら ざるな し、 され ど 凡て 益 あるに 非す、 凡ての 物 我に よからざる なし、 され ど 我 

れ 凡の 物 其 一 を も 我 主と 爲 さしめ す」 と、 「凡の 物 我に よからざる なし」 と は 嘗て 彼の 敎 へたる 言で 

あった、 然り キリストに 由て 贖 はれた る 者 は 何 を 爲すも 可な り、 彼 は 其の 自由 を 有する ので ある、 然 

し 乍ら 其 一 と 雖も之 を 彼の 主と 爲 さしむ るに 至て 彼の 自由 は卽ち 消滅す るので ある、 自由の 福音 を受 

けたり と稱 して 罪の 奴隸 とならん 乎、 自由 は 最早 や 彼の 身に 於て 在るな し、 故に 汝等 罪の 爲に 束縛せ 

らる X 勿れ と是れ パゥ n の 序言 で あった。 


次に 彼 は 淫行と 其 他の 肉 慾との 根本的 相違 を 論じて 曰うた、 「食 は 腹の 爲め腹 は 食の 爲 なり、 され 

ど 神 は 此も彼 も 滅ぼすべし、 身 は 淫の爲 に 非す 主の 爲 なり、 主 は 又 身の 爲 なり、 祌旣に 主 を 甦らせ 給 

ふ、 又 其 能 を 以て 我等 を も 甦らすべし」 と、 此語を 解 せんが 爲には バウ 一流の 身體 構造 觀を 知る 

事 を 要する、 バウ n の 見解に 由れば 肉 (sal-x) と 身 (S5ma) と は 全然 刖 物であった、 我等の 身 體を園 

繞 せる 外 包 は卽ち 肉で ある、 之れ 眼 を 以て 見、 手 を 以て 觸れ 得べき 部分で ある、 然し 乍ら 肉の C- に更 

に 身なる ものが ある、 肉 若し 體 ならば 身 は體の 精で ある、 肉 は 時 至らば 祌之を 滅ぼすべし、 然れ ども 

身 は 永久に 存ち 得る ので ある、 身 は 復活せ しめらる、 ので ある、 キリスト を 宿し 得る 者 は 卽ち此 身で 

ある、 主の 来りて 住み 給 ふ 所、 「聖靈 の 殿」 之が 身で ある、 而 して 姦淫 は 肉の 罪に 非す して 身の 罪で 

あると いふ、 「人の 凡て 行 ふ 罪 は 身の 外に あり、 され ど 淫を行 ふ 者 は 己が 身 を 犯すな り」 (十八 節)、 飮 

食 衣服 是れ皆 身の 外なる 肉に 關 する 罪に して 深く 顧みる に 足らす、 腹 は 食の 爲め なりと 稱 する も 亦 可 

なり、 然れ ども 「身 は 淫の爲 に 非す、 主の 爲 なり、 主 は 又 身の 爲 なり」、 故に 淫を 犯す は. 身 を 犯す の 

である、 身 を 犯す は 主 を 犯す ので ある、 由て 知る 淫行の 罪の 其 他の 罪と 根本的の 差違 ある 事 を。 

バウ 口 の 人 體觀の 正否に 就て は學者 素より 說が あるで あらう、 然し 乍ら 彼が 淫行の 罪の 重大性 を强 

調して 他の 罪と 全然 範疇 を 異にする 特殊の ものと 爲 すに 至て は 人生の 實驗上 担む ベ からざる 事實 であ 

る、 諸の 他の 罪 は 人の 品性に 關らす 或は 之に 關 はる 事 鮮少なる に 反し、 獨り赛 淫の罪 は然ら す、 れ 

人の 性格 を 犯す の 罪で ある、 其の 存在の 奥底 を 損する の 罪で ある、 其の 生命の 根本 を 危うす るの 罪で 

ある (r 淫を行 ふ 者 は 己が 身 を 犯すな り」 と は 之 を 原文より 直譯 して 「身に 喰 ひ 込む の 罪 を 犯すな り」 

と 言 ひて； 史に 能く 其 語勢 を 表 はす 事が 出来る)。 
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姦淫 を 犯す 者に 聖 なる 問題 を 味 解す るの 能力が 消滅す る、 他の 方面に 於て は 如何に 優秀な りと 雖も 

斯 かる 者の 眼に 神の IST ィ H スキ リストの 事、 復活の 事 等、 深奥なる 靈的 眞理は 終に 封せられ たる 謎 

である、 否 彼等 は大 美術の 眞價 を直觀 する の 明 を すら 失 ふので ある、 姦淫 を 犯す 者に 道德的 意志 力が 

称 J す, J、 寧 ありて 彼が 最後の 決斷を 要する 時 正義の 爲に 否の 一 言 を發 する 事が^ うしても 出来たい 

萬 障を排 して 自己の 理想 を 遂行せ むと す る の 決意 を爲す 事が 出来な い の で あ る、 斯 かる 者の 事と する 

0 は 畢竟 に 過ぎ な い , 從て其 人 生 觀歷史 觀も亦 極め て淺 薄で ある、 歷史の 背後 に 潜める 正義の 偉 

力 を 洞察す る 能 はす、 大_5!1- 件の 轉 機と なりたる 眞 個の 原因 を 看取す る 事が 出来ない、 又 姦淫 を 犯す 者 

き iib、 雄 辯と は何ぞ や、 自己の 道德的 人格の 發揚 である、 衆人に 向て 堂々 其 所思 を 吐露す、 

これ 道德的 人格な くして 能 はざる 所、 而 して 淫行 者に 是 あるな し、 其の 雄 辯 を 有し 得ざる ゃ實 に當然 

である。 

古來 稀^の 天才に して 唯此 罪に 關し身 を 持す る 事 緩慢な りしが 爲め其 力 を 失 ひたる の 實例は 決して 

御くない、 其の 最も 顯 著なる は 佛蘭西 革命の 大立物 ミラ ホ. I である、 彼 は 凡の 點に 於て 世の 偉人の 一 

人たり しに 拘らす 大事 の 彼が 身に 迫る や 常に 自己 の 無力 を 發昆し 失望の 裡に 倒れて 了った ので ある、 

而 して 其 原因 は 卽ち此 一 點に 於て 在った、 舊約 聖書 中の 偉人 サム ソン も 亦 好適 例で ある、 彼れ 婦人と 

近づき 居る 時 は 不思議に も 常に 其 怪力の 消滅せ るを發 見した ので ある、 其 他 類似の 小. K 例に 至て は 之 

を 絵 所に 見受ける 事が 出来る。 

こ， 於て か 如何にして 此罪を 避け 得べき 乎の 問題 を 生す る、 パゥ P は 之に 對 して m 極 積極 兩樣の 解 

答を與 へたので ある、 曰く 「汝 等淫を 逃げよ (「避けよ」 よりも 寧ろ 「逃げよ」 である)」 と C 十八 節〕、 


之れ。 ハウ" の敎 へたる 「m 極 的 方法で ある、 人 或は 曰 はん r:^ 故に 罪と 戰 はざる、 信者 は 信仰の 善き 戰 

を戰 ふべき に 非す や」 と、 然し 乍ら 「逃げよ」 と 曰 ひし パゥ 口の 一 言 は實に 人生の 深き 賁驗を 語る の 

である、 他の 罪 は 知らす 獨り此 罪の みは 戰 つて 之に 勝つ に 非す、 逃げて 之に 勝つ ので ある、 其 故 如： E, 

他な し 此の 罪の みは 之に 悅樂を 伴 ふが 故で ある、 殊に 此 罪の 盛なる 社會の 表裏に 彌漫し 人心の 深 所に 

浸潤し 滔々 として 無垢 の 靑年を 呑み 去ら すん ば 止ま ざ るの 勢で ある、 危險 なる 者に し て此 罪に 園繞せ 

ら る&靑 年の 如き はたい、 故に 逃げよ、 速に 其 座 を 立って 去れよ、 山中 毒蛇に 遭遇した るの 心 を 以て 

急ぎ 去って 完全なる 場所に 移れ、 之れ パゥ „1 の敎 である、 又舊約 聖書 中 創世記 箴 一一 一一 n 等の 繰返し 薦 むる 

所の 誡 である。 

パ ゥ n は 更に 積極的の 解答 を與 へて 曰うた、 「汝等 基督 者に ありて は旣に キリ ストに 由て 噴 はれた 

る^で ある、 今や キリスト 汝 等の 身に 來り 住み 給 ふので ある、 汝 等の 身 は 神の ®; 殿で ある、 故に 祌聖 

である， 故に 汝 等身 を 以て (「身に 於ても 霊に 於ても」 に 非す〕 神の 榮を顯 はすべし」 と、 深い 哉 バウ 

口 の 敎訓、 彼 は 恐るべき 姦淫の 罪 を 論じ 而 して 之に 打 勝つべき 秘訣 を敎 へて 肉 體祌聖 論 を唱へ 我等の 

肉體を 以て 祌の榮 光を顯 はすべし と 結んだ ので ある、 彼れ バウ 口 の敎 ふる 所に 依れば 我等が 肉 體を以 

て神の榮光を顯はす_5^-の可能なるのみならす肉體を以てせざる時は此の贵き道德美の發揚は終に不可 

能な りと 言 ふので ある。 

ゆに 青年に 對 して 身の 淸 潔を敎 ふるの 言 は 多し、 然し 乍ら 何の 敎か 能く 其 實現を 期す る 事が m 來る 

乎、 此 間に 在りて 獨り キリストの 敎 のみ 確 實に靑 年を惡 魔の 把握より 拉し 去る 事が 出來 るので ある、 

何と なれば 斯敎 のみ， 益 港の 罪の 眞に 恐るべき 所以 を 示す と共に， S 體を 以てする 神 榮顯彰 の 途を敎 ふる 
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が 故で ある、 姦淫 は實 に罪惡 中の 罪惡 である、 人の 生命の 根本 を 毒し キリストとの 交通 を破壤 する 最 

大罪 惡 である、 然れ ども キリ ス トに 近づく に 由ての み此 勢力 を 我が身より 家庭より 社會 より 驅逐 する 

事が 出来る、 世の 青年よ、 此 罪の 傷痕の 如何に 深刻なる 乎 を 知れ、 而 して 唯主ィ H ス キリストに 来つ 

て 安全に 其 毒手より 救 はれん 事 を 努めよ。 

バウ &は曩 に 兄弟 相愛 を說 いて 信者 間の 訴訟 問題 を 根本より 解決した、 其の 如く 今や 男女 關 係の 神 

聖を說 い て 結婚 問題 の 源 頭 を 明白に したので ある。 

靑 年よ、 キリス 卜に 来りて 身 を 潔め よ、 之 を 除いて 他に 身 を 潔う する 途 はない、 道 德も愛 國も此 事 

に 就て は 甚だ 微弱で ある、 我國の 政治家に 鑑みよ、 キリスト のみ 能く 汝等 を聖 くし 給 ふ。 (藤 井武 筆記〕 


婚姻 問題 

哥林多 前書 第 七 章 

本章 は 講演の 話題に 上る 事 甚だ 稀な りと 雖も备 人の 生涯に 至大の 關係を 有する 重要 問題 を 論す る 者 

であって 而も 其 解釋は 甚だ 困難 である、 加 之 其 の 古來 基督 敎國の 法律 習慣に 影響す る 所深大 なる が爲 

め此 一 章に 向て 傾注せられ たる 學 者の 腦 力に 測るべからざる ものが ある、 實に其 一 言 一 句が 悉く 論爭 

の 種であって 今日 尙 激しき 議論が 鬪 はされ つ k あるので ある、 故に 未だ 之が 最後の 解決 を 提供す る 事 


は 出来ない、 然し 乍ら 婚姻 問題の 細 ほに 關 する 應用 如何の 論 は 暫く 之 を 措き 其の 根本的 精神に 至て は 

學 者の 間 異論の 餘地 なきもの あり、 從て玆 に 之 を 研究し 了解す る 事が 出来る、 但し 此の 根本的 精神 は 

之 を 本章 中の 片言隻句に 探って はならない、 斯く する は 恐るべき 誤解 を 招く の 基で ある、 婚姻 問題の 

根本 精神 は 之 を 本章の 全 章に 探らなければ ならない、 否 之 を 哥林多 前後 書の 全體. 新約聖書 全體、 否 

吏に 進んで 剑世記 以降 默 示錄に 至る 迄の 聖書 全體に 採つ て 初 めて 此 問題に 關 する キリストの 聖旨 を 知 

る 事が 出來 るので ある。 

バウ P が 本章に 於て 論ぜん とする の 主旨 は獨身 生涯の 美を稱 ふると 共に 結婚 を獎勵 せんとす るに あ 

つた ( 一 —七 節)、 彼 は 先づ其 題目 を 掲げて 口うた 「汝等 我に 書き送りし SR の 女に 近づかざる を 善し 

とすとの 問題に 就て 一一 目 はんに」 と (一節)、 蓋し 獨身 生涯 はィ H ス 之を實 行し 給 ひ バウ 口 自身 及び 使徒 

の 多 數も亦 之を實 行した、 故に 彼 は 自己の 信す る獨 身の 美 はし さ を曩に コ リ ン 卜に 於て 高調した ので 

あらう、 然るに 彼 を 尊敬し 彼の 敎 ふる 所 は 何事に も服從 せんと 欲した る 彼の 弟子 等 は亦爭 うて 彼の 獨 

身 生涯 を 模倣した ので あらう、 斯 くして 當 時の コ リン 卜に 在て は 獨身は 信者 間の 一流 行と なった ので 

ある、 ！ n-?J に 於て かパ ゥ 口 は獨身 美な りと 雖も 決してより 聖き 生涯に 非ざる を敎 へ て 結婚 を獎勵 する の 

必要 を 感じた ので ある、 彼 は 曰うた 「各 々神より 己の 賜 を 受けたり、 此は 此の 如く 彼 は 彼の 如し」 と 

(七 節〕、 獨身の 賜 を 受けた る 者 あり、 結婚の 賜 を 受けた る 者 あり、 各 感謝して 之を受 くべ し、 救の 問 

題と は 自ら^で ある、 結婚す る は 罪 を 犯す に 非す、 結婚せ ざる は 特^に 聖 きこと に 非す と。 

次に 彼は數 段に 分ち て 各種の 境遇に 在る 女に 對し 其の 取るべき 途を敎 へた、 其 一 は 未婚， 者 及び 鼓 

婦に對 してで ある (八、 九 節)、 曰く 「若し 自ら 制する 事 能 はすば 婚姻す る も 可し 云々」 と。 其 二 は 

婚姻 問題  一七 五 
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旣^ 者に して 夫妻 共 信者た る 場合で ある (十、 十 一 節)、 曰く 「妻 は 夫に 別る V 勿れ、 かく 命す る は 

我に 非す、 卽ち 主な り、 夫 も 亦 妻 を 去る ベから す」 と、 對手は 信者に して 事 は 明. a なる 主の 敎 なる を 

以て 彼 は敢て 「命す」 と 一一 一一 n うたので ある、 而 して トー 節の 「若し 刖る& 事 あらば 云々」 は 恰も 離婚 禁 

4 ^に關 する 主の 一一：： n として 共觀 福音書に 載せら る、 ものの 屮馬太 傅 特有の 「若し 姦淫の 故なら で」 の 一 

3- と 1E じく 後人の 追加と 見る が適當 であらう。 其 三 は 夫婦の 一方の 不信者た る 場合で ある (十二—： 

s: 節)、 曰く 「不信なる 妻 义は夫 共に 居らん W を 願 はば 之 を 去る 勿れ、 若し 自ら 離れ 去らば 其 離る k 

に 任せよ、 之れ 祌の 我等 を 召し 給へ る 平和に 人る の 所以で ある」 と、 而 して 彼 は 更に， <： 各々 其 信仰に 

召されし 時の 地位 を棄 つるに 及ばざる を 述べて 以上の 所論 を役說 した、 彼 は 曰うた ので ある 「信^と 

なりて 社會 上の地位 を變更 する に 及ばす、 奴隸 にて 召された る 者 は 奴隸の 儘に て 在るべし、 割禮 あり 

て 召された る 者 は 割 禮を廢 する 勿れ、 其の 如く 不信なる 夫 又は 妻 を^して 召された る 者 は 之と 離^す 

る 事 勿れ」 と。 其 四は處 女の 處分 である (卄 五— 卅八 節〕、 當時處 女の 處 分に 就て は 父が 其 全責任 を 

負うた、 而 して パゥ U も 亦 之 を 認めた、 彼 は 今日の 所謂 女 權擴張 論に 與 しなかった ので ある、 此 問題 

に 就て 彼 は 曰く 「我 未だ 主の 命 を 受けす、 故に 自己の 見解 を 述べん、 今 は災の 時な り、 世の 終 は 直ち 

に 至らん、 されば 處 女の 父た る 者 は 其考を 以て 處 分すべき 也」 と、 彼 は 此^の 終末の 近き を豫 想し つ 

つ 論じて 居る ので ある、 故に 彼に 取て は 處女を 嫁せ しむる は 之を忠 難に 遭遇せ しむる と 同様であった、 

而 して 之れ 彼の 「忍びざる」 所であった、 故に 寧ろ 結婚せ しめざる を 善しと すと 言うた ので ある、 但 

し 之が 爲に時 過ぎて 不幸 を 招かん と 思 ふ 者に 對 して は 彼 は 結婚 を獎 めた ので ある、 殺 後に 彼 は 夫の 死 

後に 於け る 妻の W 婚に 就て 一 言す る 所があった (卅 九，、 四十 節)、 之れ 神學 者論爭 の焦點 である、 然 


し 乍ら 「唯 主に ある 者に のみ 適くべし」 とは實 は意譯 である、 原文 は 「唯 主に 於ての み」 である、 パ 

ゥ "は 任意の 再婚 を 許し 唯 不信^に 嫁す る 事の み を 禁じた ので はない、 彼 は 唯 主の 聖 33 にの み從 ふべ 

きを 敎 へたので ある、 而 して 實際上 初代 信^に して 不信者に 嫁した るの 赏例少 からざる は 近頃 ハ ル ナ 

ッ クの 研究に より 明， 2 なる 事赏 である。 

以上 パゥ B の 所論 を 了解 せんが 爲に 注意すべき 二 筒の 事實が ある、 第一 は 本書 翰の 性質で ある、 是 

れ當 時の コ リント 信者に 宛てし 親展書であった、 從て 凡ての 親展書と 均しく 萬 人に 了解せられ んが爲 

の ものに 非す して 唯 其 受信人の 之 を 了解す る を 以て 足れり としたの である、 其の 二 千年の 後に 至る 迄 

凡ての 基督 者に 由 て 熟讀 せら れ 恰も 神の 直接の 默 示の 如く 結婚 問題 の 全部 を 解決 せんが 爲の 根據 とせ 

らる、 が 如き はパゥ B の 夢想 だ もせ ざり し 所で ある、 第二 はパゥ B の 人生 觀 である、 彼 は キリストの 

.冉 臨の 近き を 信じた、 娶る者 も娶ら ざる 者と 異なるな き 時の 速に 来るべき を 信じた、 故に 彼に 取て 結 

婚 問題 は 茶だ輕 きもので あつたので ある、 此 世の 永 綾を豫 想し 千代 八千代と 新る 者の 心 _s ^はパ ゥ 口の 

解せ ざり し 所で ある、 此の パ ゥ 口 の 人生 觀を 知らす して 彼の 結婚 論 を 窺 ふ 事 は 出来ない ので ある。 

(藤 井武 筆記〕 

附官 林 多 前書 第 七 章 を 文字通りに 解して 甚だ 穏當 ならざる ものが ある、 此車 丈け を 以て 見て パ 

ゥ 口 の 結婚 觀は 甚だ 陋劣なる 者で あると 言 はざる を 得ない、 「淫行 を 免 かる k ため 人 各 其 妻 を 有ち 

みづか  も 

云々」 と 言 ひ (一節〕、 「若し 自ら 制する こと 能 はすば 婚姻す る も 可な り、 そ は 婚姻す る は 熾 ゆるよ 

り も 愈れば 也」 と 一一 H ふ (九 gy 卽ち制 慾の 安全瓣と して 結婚せ よとの ことで ある、 若し 其爲の 結婚 

であるならば 高潔の 士女 は 結婚す ベから すで ある、 結婚す る 事 は 自己の 簿志 弱行 を 表白す る 事で あ 

II 姻 問 1 七 七 
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つて 恥辱 此上 なしで ある、 而 して 是れ 明白に 佛敎 思想であって 「汝等 婚姻の 事 を 凡て 貴め 云々」 と 

ある 聖書の 言と 相容. れな いので ある、 サバ チ H 1 其 他の 聖書 學 者が バウ ロを責 むる に 結婚 論の 粗暴 

なる を 以てした る は 理由な きに 非す である、 而 して 此 事に 關し 余輩の 辯 護 は。 ハウ 口 の此言 たる 彼が 

コ リントに 在る 敎 友に 宛た る 親展の 中に 在る 者に して 局外， 者 の 能く 其 機密 を 窺 ふべき に 非す と 言 ふ 

が 第一 である、 第二 は バウ n に 他に 彼の 結婚 觀 なる 者 ありて そ は 甚だ 高遠なる 者な りしとの 事で あ 

る、 同じ 書翰の 中に 於て 彼 は 「凡の 人の 首 は キリスト なり、 女の 首 は 男な り、 キリストの 首 は祌な 

り」 と 言 ひて 男女の 關 係の 其 根 據の聖 き 三位に 於て 在る こと を 述べ て 居る、 其 他 以弗所 書 五 章卄ー 一 

節 以下に 於け る 夫婦 觀の 如き 人の 能く 知る 所で ある、 要するに 偉聖パ ゥ 口 と雖も 時には 輕 快なら ざ 

る を 得なかった ので ある、 彼 を 以て 莊重 一方の 人と 見る は大 なる 間違で ある、 彼は此 場合 結婚 問題 

を 普通 一 般の 立場より 見た ので ある、 而 して 此 13- 地に 一 面の. 眞 理の存 する こと は 何人も 首肯す る 所 

である、 淫行 を 免 かれんた めの 結婚で はない、 然し 乍ら 正式の 婚が 淫行 を 免 かれしむ る 事 は 確で 

ある、 而 して 此 事た る 聖書 を 解す る 上に 於て 善き 注意 を 吾人に 供 ふる 者で ある、 バウ a の 此言を 他 

の 言より 孤立せ しめて 解す る 時に 犬なる 不快 を 感ぜざる を 得ない、 然し 乍ら 聖書 全 體の敎 示に 照ら 

し 合 はして 其 內に叉 有益なる 眞理の 一面 を發 見す るので ある.、 使徒 ぺテ II が バウ 口に 就て 「彼の 書 

の 中には 解し 難き 所 あり、 無學 なる 者、 心の 堅から ざる 者、 之を强 解して 自ら 肷 亡に 至るな り」 と 

言 へ る は 如此き 言に 就て 言 ふたので あらう (彼 得 後書 三 章 十六 節〕。 


バウ 0 の 獨身觀 

tr 前揭 「婚姻 問題」 の镜 きとして 述 ぶ) 

人類 の 家庭的 生ん 叩 は 素と ユダヤ人 を 以て 始まった ので ある、 世界 何れの 國に 於て も 家庭 を 中心とす 

るの 歷史を 見ない、 或は 國家を 中心とし 或は 主 權者を 中心とす るの 歷史は 甚だ 多し と雖も 其の {豕 庭 を 

中心とする ものに 至て は 獨り之 を ユダヤに 於て 見る のみで ある、 アブラハム、 イサク、 ヤコ ブの 歷史 

は 全く 家庭の 歷史 であった、 父子の 關 係の 如き ァ ブラ ハムと イサクとの 問に 於て 之 を 其の 最も 美 はし 

き 形態に 於て 見る 事が 出来る、 ァ ブラ ハ ム將に イサク を燔 祭と して 獻 げんと する 時 「イサク 父ァ ブラ 

ハ ム に 語りて 父よ と 曰 ふ、 彼 答へ て 子よ 我玆 にあり とい ひければ 云 々」 (創世記 廿ニ章 七 節，)、 父よ と 呼 

ベば 子よ と應 ふ、 其簡單 にして 深刻なる 父子の 情愛 は實に ユダヤ 獨特の ものである、 夫 嫁の 關係 亦然 

り、 「ヤコ ブ七 年の 間 ラケルの 爲に 勤めたり しが 彼女 を 愛する が爲に 之を數 日の 如くに 兒 做せり」 と 

い ふが 如き 其 消息 を傳へ て遣憾 なしで ある (創世記 廿 九章サ 節〕、 若し 之 を 新約聖書 屮に 探らん と 欲せば 

s つか 

乃ち 彼 得 前書 三 章 一 —七 節 を 見るべし、 へ ブライ 人の 家庭生活 は 玆に歷 然と 描かれて 居る ので ある、 

妻 は 夫に 從ひ夫 は 妻 を 愛し 父子の 間 上下の 刖儼然 たりと 雖も亦 能く 融和 親睦し 凡ての 關 係に 於て 神聖 

なりし は 之れ ュ グ ャ 特有の 家庭生活の 狀態 であった。 

されば。 ハ ゥ n が獨身 生活 を 主張す るに 至りし は 決して 家庭的 生命の 蔑視より 來 りしに 非ざる 事 は 確 

實 である、 自身 ユダヤ人 として 生れ ユダヤの 家庭に 於て 成長した る 彼れ パゥ n 如何にして 家庭の 神聖 

を 認め ざ る を 得 やう 乎、 此點に 於て 彼の 思想 は佛敎 又は 中古 時代 の 天主 敎 僧侶 の 間に 於て 行 はれた る 

_s 姻 ^ 題  一七 九 
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如き 誤 まりた る { 豕庭觀 と 全然 其 範疇 を 異にする ので ある、 男女 同樓を 以て 罪惡と 見る が 如き は バウ 口 

の 毛頭 與せ ざり し 所であった、 故に 若し か k る 誤解 を 生じた る 場合に は 彼 自身 幾度び か 家庭の 神聖 を 

唱 へたので ある (提摩 太 前書 ra 章 三節參 照)。 

然 らば 何が バウ 口 をして 獨身 生活 を 主張せ しめたの である 乎、 其 理由 は 全く 他に あった、 キリスト 

0  0  0  0  00O00O00000OO00000 

の 再臨 近し との 信仰が 卽ち 其れで あつたので ある、 キリス ト 直に 再臨し 給うて 此 世の 狀態は 悉く 一  大 

變 化を實 現す るので ある、 其 日に は 娶る者 も娶ら ざる 者の 如く 成る ので ある、 故に 結婚 問題の 如き は 

深き 注意 を 要せす と、 是れ。 ハウ 口の 考で あった、 卽ち 明， ほなる 事實は バウ 口の 獨身 論が 彼の 確乎たる 

キリ ス ト 再臨の 信仰より 來 りし 事で ある、 此處に 立脚せ すして 彼の 結婚 論の 凡て を 解す る 事が 出来な 

い、 否 彼の 全 思想 を 解す る 事が 出来ない ので ある、 バウ 口の 人生 觀の 中心 點は 實に兹 にあった ので あ 

る、 從て バウ 口に 取て 結婚 は 近世 人に 於け るが 如き 重大問題ではなかった ので ある、 同時に 又 獨り結 

婚 のみなら す 其 他の 事に 關 する キリストの 絕對的 命令 も 之 を 普通の 社 會に應 用 せんと 欲すれば 殆ど 不 

可能と 認めら る i も バウ 口の 信仰 の 立場に 於て 見れば 極めて 容易 の 事であった ので ある、 キリスト W 

臨の 信仰が パ ゥ a をして 我等の 解し 難き 多くの 言を發 せしめた ので ある。 


再嫁の 敎訓 


ロ本譯 聖書の 寄 林 多 前書 第 七 章 第三 十九 節 は 左の 如くに 讀 まれる、 

夫 生る 間 は 妻 法に 紫る \ なり、 然ど夫 もし 死ば 隨 意に 嫁す る 事 を 許さる、 惟 主に ある 者に のみ 

% 、へし 

と、 若し 此 一 節 を 前後の 關 係より 離して 讀 めば 其 意味 は 左の 如くに 執れる ので ある、 

夫婦の 關係は 素是れ 法律 的な り、 故に 其關 係た る や 一方の 死に. E て 解かる、 妻た る 者の 場合に 於 

しな  こゝ ろの ゝ  えら 

て 彼女 は 夫の 生^ 中 は 法律 を 以て 彼に 繁 がる &と雖 も、 彼れ 死ば 彼女 は 勝 乎 (隨 意) に 彼女の 擇 

む 所の 男子に 再び 嫁す る こと を 神に 許さる、 祖し 彼女 は 不信者に 嫁す ベから す、 必す 信者に 嫁す 

ベ し。 

と、 而 して 如斯 くに 解 釋 して 聖書の 此敎訓 の 「良 女 二 夫に 見えす」 と^ 日本 道徳に 全然 背馳す る こと 

を觀 るので ある、 殊に 夫婦の 關係を 主に 律法 的に 解し、 一方の 死 を以で 直に 消 減す る 者と 觀る は、 此 

關係を 愛情 的に 解す る 東洋 思想と 全然 相納れ ざる こと は 何人が 見ても 明かで ある、 而 して 所謂 共 丄督敎 

國に 於て 聖， 書の 此 一 節が 社會的 律法と 化し、 夫妻 一 方の 死後に 於て 再婚が 犬なる 特權の 如くに 思 はる 

るに 至りし こと は 是れ叉 疑な き事實 である。 

然し 乍ら パゥ a の此ー Ik は して 斯 かる 意味 を 通す る 者で あらう 乎、 彼 は 菜して 今時の 基督 敎國 民— 

殊に 英米人— が 解す る やうな 意味に 於て 此言辭 を コ リ ン ト 人に 書 贈った ので あらう 乎、 是れ 頗る 重要 

なる 研究 的 問題で ある、 パゥ a は 自身 結婚の 事に 重き を 置 かざりし が 故に、 此 に關 する 彼の 意見 は 

餘 りに 重要視す るに 及ばす と 言 ふ 者 あらん も、 然 かも 彼の 信仰と 常識と を 以てして、 彼が 斯 かる 人情 

に 薄き、 a つ 常識 を脫れ たる 言辭を 遣したら ふと は 什う しても m 心 はれない ので ある。 

再： S の敎副  一 八 I 
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勿論 此 一 節 とても 其 前後の 關 係より 離して 正當 に解釋 する こと は 出来ない ので ある、 前後の 關係 

(context) を 知る こと は 聖書 研究 上の 必要 條件 である、 此 一節 も 亦此條 件に 循 つて 解 釋 しなければ な 

ら ない。 

哥林多 前書 第 七 章 全體が 結婚 問題に 關 する パゥロ の 意見 發表 である、 我等 は 之 を 護んで 無 妻 主義の 

彼れ パ ゥ 0 の此 問題に 關 する 彼の 深き 穎智に 驚かざる を 得ない の である、 彼 は 自身 結婚 を 重んじな か 

つた、 然し 他人に 彼の 無 妻 主義 を强 いなかった、 彼 は 言 ふた、 

我 はすべ ての 人の 我が 如く 爲 らんこと (無 妻 主義 を實行 せんこと) を 願 ふ、 然れど 人 は 各自 神よ 

たまもの  こ ュ これ  かれ .fx:.  n.^^ 

り 己の 赛賜を 受けたり、 此は 此の 如し、 彼 は 彼の 如し (何人も 欲 ふて 此 主義 を實行 する 能 はす、 

神より 之に 耐え 得る の 特別の 能力 を 賜 はりし 者の み 能く 之を實 行す る を 得べ し) 

つか  .T.iu.1 ゆ 

と (第 七 節)、 結婚 は 主に 事 へんと 欲する 者に 取りて は 障碍で ある、 故に 爲し 得べ くんば 男女 共に 之 を 

避くべき である、 然れ ども 娶る とも 罪 を 犯す に 非す、 嫁す ると も 罪 を 犯す に 非す、 結婚す る は 胸 を 熾 

すに 愈る、 姹行を 免 かる \爲 に 男 は 各自 其 妻 を 有ち， ■ 女 は备自 其 夫 を 有つべし と は バウ C1 の 結婚 問題 

に 關す る 大體の 意見で ある。 

然 らば 童女 (娘) は 之 を 如何に 處分 せん 乎との 質問に 對 して バウ n は 答へ て 一一 目 ふたので ある、 童女 

は 之 を 父の 意見に 循 ひて (隨 意に) 處 分すべし、 若し 父に して 嫁す る を 可と 見ん 乎、 嫁す る も 可な り、 

若し 嫁せ ざる を 可と 見ん 乎、 嫁せ ざる も 可な り、 黄 女の 結婚 問題 は 彼女の 父、 之 を 決すべし. 彼女 は 

獨り之 を 決する を 得すと (全然 東洋 的 思想で ある、 英米人の 自由結婚 W 心 想と 全然 背馳す 〕。 

而 して 童女の 處 分に 就て 述べ 終って (三 六— 三 八 節/ パゥ& は 序に 一言 未亡人の 結婚 問題に 就て 


述べた ので ある、 而 して 其 一 言が 余輩が. 玆に 研究し つ、 ある 所の 此 一節 を 作した ので ある。 バウ 口 は 

言 ふたので ある。 

童女 は 以上の 如くに 處 分すべし、 然れ ども 一 たび 人の 妻と なりし 者の 場合 は 少しく 之と 異なる、 

彼女 は 夫の 生存 中 他人に 嫁す る を 得す、 是れ 律法の 禁 する 所な り、 然れ ども 彼女の 夫の 死し 場合 

に は 彼女 は 自分の 意見 を 以て 他人に 嫁す るの 自由 を 有す、 然れ ども 此 自由た る 之 を 濫用す ベから 

す、 主に 在りて 用 ゆべ し 

こ ゝ ろの ま 

と、 「隨 意に」 と ある は 勿論 「勝手次第に 己が 擇む 者に」 との 意で はない、 彼女の 保護者た りし 父の 

意見に 由ら すして、 自分の 意見 を 以て 此事を 決行す る を 得る との 意で ある、 又 「嫁す る審を 許さる」 

と ある 「許さる」 なる 言 辭は之 を 原語に 於て 見る こと は 出来ない ので ある、 「許さる」 ではない、 

「自由な り」 又は 「自由 を 有す」 である、 第 九 章 一節に 「我 は 自主に 非す や」 と ある 其言辭 である、 

未亡人 は 童女と 異なり、 父の 意見に. m る ことなくして、 自 から 其 身の 處分を 決する の 自由 を 有すと 云 

ふ、 旣に 一家の 主婦と なりし 者の 自由 を 認めし バウ 口に 應 はしき _言辭 である。 

殊に 日本 譯の 「惟 主に ある 者に のみ 適べ し」 と ある は 是れ譯 者の 意譯 又は 想像 譯 に過ぎないの であ 

る、 バウ ロは斯 くも 明白に 再嫁の 範圍を 局限して 居ない ので ある、 「主に 在る 者に のみ 適べ し」 と は 

「信者との み 結婚すべし」 との 意で あら ふ、 若し 然り とすれば 不信者との 結婚 は 禁ぜられ たので あつ 

て、 多くの場合に 於て は 結婚 は 不可能と なる ので ある、 殊に 信者 不信者 を區刖 する に l„r だ 困難なる 我 

國 今日の 如き 場合に 於て 此 禁制 を實 行す るの 困難 は 推測す るに 難くない ので ある、 信者と は 洗 禮を受 

けて 敎會に 入りし 者、 不信者と は 洗禮を 受けす 叉 敎會に 敎籍を 置かざる 者で あると 云 ふなら ば、 若し 

再嫁の 敎訓  一 八 三 
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信者の 中に 惡 人が あり (而 して 多くの 惡 人が 所謂 信者の 中に 在る こと は爭 ふべ からざる 事實 である)、 

不信者の 中に 信者 以上の 善人が ある 場合に は (而 して 斯 かる 場合 は 決して^ くないので ある)、 信者 

の 婦人 は 信者に 嫁すべき 乎 不信者に 嫁すべき 乎、 是れ問 はすして 明瞭なる 問題で ある、 信者と 不信者 

と は 洗禮を 受けし と 受け ざり しとに. H て^ 刖 する こと は 出来ない、 一王 は 己に 屬 ける 者 を 知り 給 ふで あ 

る 提摩太 後書 二の 十九〕、 人 は 何人が 信者であって、 何人が 不信者で ある 乎、 判然と 判定す る こと は 出 

來 ない、 而 して 若し バウ 口が 未亡人 W 嫁の 條件 として 斯 かる 制限 を 設けたり とするならば 彼 は 實に平 

平凡々 の 敎會^ であって、 人類の 敎師 として 仰ぐ に 足りない 者で ある。 

然し 乍ら バウ ロは斯 かる 一一 一一 〔^ を發 しなかった ので ある、 彼 はた 一目 ふたので ある 「惟 主に 在りて」 

と、 卽ち、 未亡人 は 自己の 意見に 循 ひて W 嫁す るの 自由 を 有す、 仍し其 自由 は 之 を 主に 在りての み 用 

ゆ ベ し と 官 ふたので ある、 パゥ ri は 同事 を 加 拉太書 五 章 十三 節 に 於て 言 ふて 居る ので ある、 

兄弟よ、 汝等は 聖召を 蒙りて 自由 を 得た る 者な り、 然れど 其 自由 を 得し を機會 として 肉に 循ふ勿 

れ、 惟 愛 を 以て 互に 事 ふること を爲 せよ 

と、 「惟 主に 在りて」 と 言 ふ は 「惟 愛 を 以て 互に 事 ふること を爲 よ」 と 云 ふと 同じで ある、 「自由 は 

之 を 主 キリストの 心 を 以て 使用せ よ」 とのこと である、 「惟 主に 在る 者 (信者) にの み 適べ し」 と 云 

ふが如き狹，：^にして淺薄なる事ではなぃ、 未亡人 は W 嫁の 自由 を 有する なれ ども 其 自由 を 得し を機會 

として 肉の 欲する がま、 に 行 ふべ からす、 惟 キリストの 心 を 以て 愛 を 以て 行 ふべ しとの 事で ある、 信 

者に 取りて は 結婚 も 亦 自分 一 人の 快樂 のた めで はない、 第一に 神の ためで ある、 第二に 人の ためで あ 

る、 未亡人 は 彼女が 得し. 再嫁の 自由 を聖 一き 愛の 範 園の 內に 行使すべし とのこと である。 


斯の 如くに 解して パゥ 口の 此敎訓 の 決して 我等 日本人の 固有の 思想に 背馳す る 者で ない ことが！： 明 

るので ある、 。ハウ B は 未亡人の 結婚 を 禁じなかった、 彼 は 叉 充分に 彼女の 自由 を E じた、 然し 自由 を 

つ り  く  i^? 

限る に 愛の 法 を 以てした、 愛 は 自由であって 又 束縛で ある、 愛 は 自分で 自分の 頸に 懸ける 軛 である、 

信者の 未亡人 は； 冉 嫁の 自由 を 有って 又 之 を 有たない の である。 

バウ 口 は敎會 者でなかった、 故に 汝は 何人に 嫁すべし、 何人に 嫁す ベから すと 云 ふが 如き 敎會法 を 

設けなかった、 彼 は 單に言 ふたので ある 「主に 在りて 行 ふべ し」 と * 狹 いやう で廣 く、 曖昧なる やう 

で 最も 明白なる は此 法則で ある、 バウ 口 は 之を稱 して キリストの 律法と 云 ふた (加 拉太書 六の 二)、 使徒 

ヤコ ブは之 を 自由なる 全き 律法と 名 づけた (雅 各甞ー の 二十 五)、 堅き 规則 ではない、 然れ ばと て 氣儘勝 

手で はない、 日本 譯 聖書に 謂 ふ 所の r 隨意」 ではない、 祈禱を 以てする 聖 意の. 度 行で ある、 而 して 共 

實 行の 誤りし 乎、 誤ら ざり し 乎 を 判決す る 者は必 しも 敎會の 敎師叉 は 役人で はない、 靈を辨 へる 能力 

を 上より 賜 はりた る 者で ある， 哥林多 前書 十二の 十〕、 智慧 は 智慧の 子に 義と 爲ら る- -也 である (馬 太傳十 

1 の 十九〕、 信者の 行爲の 正邪 を 札 明す ことの 屮 Z 來る者 は 唯 信仰の 人の みで ある。 

水  * 

余輩 は 聖書の 此 一 節に 就て 今玆 に是れ 以上 を 言 ふこと を 好まない、 讀者 にして 外國 語の 现解カ を；？ 

する 者 は マイヤ，、 & ベルト ソン、 フィン ドレ 1 等の 諸 大家の 註解 書に 就て 古今の 註解 者が 此 一節に 

就て 懷 きし 穂々 なる 見解 を參 照すべき である。 

本文の 「惟 主に 在りて」 の 辭句を 余 W が兹に 解せ しが 如くに 解せ し 者の 中に タリ ソス トム、 カルビ 

ン、 レツ ゲルト、 ネアン デル、 エブル ト 等の 諸 大家が ある、 彼等 は 一様に パゥ a の 此言は 「キリスト 
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の 精神 を 以て」 とか、 叉 は 「信者た るに 應 はしき やうに」 と 云 ふが 如き 意味に 於て 解釋 すべきで ある 

と 言 ふて 居る。 


如 にして 禺 像に 對 すべ き J 乎 

哥林多 前書 第 八 章 及び 第 十 章 一 一十三 節 以下 

哥林多 前書 はいふ 迄 もな く 貴き 書翰で ある、 而 して 其 特^に 貴き 所以 は 小 問題に 關し 深き 眞理 を敎 

ふるに あるので ある、 思 ふに コリ ントに 於け る 信者 等 は 種々 なる 問題に つき 疑 を 懐き パゥ 口 の 解決 を 

仰がん と 欲して 質問書の 如き もの を 送った ので あらう、 其 中には 結婚の 事、 殊に 處 女の 處 分の 如き 此 

世の 問題より 復活の 如き 敎義 上の 大 問題 迄 を も 含んで 居た、 此 時パゥ 0 は 海 を 隔てて エペ ソの 地に 在 

り、 コ リント 信者の 爲に筆 を 執って 返書 を 認めた のが 卽ち哥 林 多 前書で ある、 當時 素より 交通 容易な 

らす、 從て 一 篇の 書信に も 其 記す 所 極めて 懇切なる ものが あった。 

其 第 八 章 以下に 於て バウ a は 偶像に つき 答 へんと する ので ある、 偶像 卽ち眞 の 神なら ぬ 神に 如何に 

して 對 すべき 乎、 此 問題 は 最早 西洋 諸 國には 起らない、 然し 我等 東洋人に 取て は今尙 痛切に 感ぜら る 

る大 問題た る を 失 はない ので ある、 コ リント 人に 取ても 亦 さう であった、 當時コ リントと いへば 恰も 

我橫 濱祌戶 とい ふが 如く 商業, 盛の 地に して 諸國の 民^集し 從て大 なる 偶像の 宮殿が あった、 其處に 


？ 、けもの 

は 毎日 牛 猪 等の 肉、 野菜、 EK 實等 多くの 獻 物が 獻 げられ た、 而 して 翌日に 至り 之 を處分 せんが 爲め廉 

價に賣 下げられ それが 更に 廣く賣 捌かれた ので あらう、 何人も 買て 之 を 食 ふ 事 を怪む 者はなかった、 

之れ 其 時代の コ リ ントの 習慣で あつたので ある、 然るに 基督 者の ar つるに 及び 新なる 問題 は 起った * 

唯一 の 神に 仕 ふる 基督 者が 偶像に 獻 げし 物 を 食 ふべき 乎 否 乎、 かくて 信者の 團體 中二 派 を 生じた、 一 

派の 者 はいふ、 一度び 偶像に 獻 げし 物 は旣に 汚れた る 物で ある、 故に 之 を 食 ふべ からすと、 他の 一派 

はいふ、 基督 者の 眼より 見て 偶像 は 何でもない、 之れ 有て 無き ものである、 偶像に 獻 げし 物 を 食へば 

とて 何ぞ 我心 を さるべき と、 前者 はい は 狹 隙なる 信仰 派であった、 後者 は希臘 人の 學者的 思索 派 

であった、 中に も 或 信者の 如き は 己が 大度 廣量を 示さん が爲に 殊更に 偶像の 宮に 赴き 衆人 還視の 中に 

之れ 見よ かしと 偶像に 獻 げし 物 を 食して 見せた 者 もあった らしい (八 章 十節參 照)、 是に 於て 最後の 

裁決 をパ ゥ 口 に 乞うた ので ある。 

定に 之れ 興味 ある 問題であった、 コ リ ントに 於け る 信者に して パ ゥ ：1 の 敵たり し 人々 は 思うた であ 

らう、 此實際 問題の 解決に は 流石の 。ハウ 口 も 定めし 當惑 するな らんと、 然し 事實 はさう でなかった、 

バウ 口 の 立場より すれば か&る 問題の 解決 も 決して 困難ではなかった ので ある。 

偶像に 獻 げし 物に 就て は (一 節) 

之れ 標題と 見るべき 句で ある、 此 問題に 就ても 一言すべし とい ふので ある、 而 して 此說 明が いかに 

も バウ 口 的で ある、 最も 常識に 適って 居る、 簡潔に してよ く 穿ちた る說 明で ある、 而も 少しも 囘 避し 

ない、 キリストの 敎の 根本に 亙って 此 問題 を 解決 せんとして 居る、 實 にパゥ „1 に 取て は 如 W なる 問題 

も處 世上 叉 は 便宜上の 問題と して 止まる 事 は 出来なかった、 彼に 取て は 問題に 大小の 训 はなかった、 
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家庭の 内部に 於け る 微細の 問題と 雖も 人類 問題 國.； }^ 問題と 均しく 深き 問題であった、 偶像に 獻 げし 物 

を 貪 ふ ベ き 乎 否 乎、 之に 對 しても 亦 彼 はいつ もの 如く 基督 敎 の 根本 精 祌を以 て 之 を 取扱って 居る ので 

ある。 

我等み な 知識 ある 事 を 知る、 知識 は 人 を II らしむ、 され ど 愛 は德を 建つ る ものな り、 若し 自ら 能 

く 物 を 知る と 意 ふ 者 は 未だ 其 知るべき 程 を も 知らざる 者な り、 人 もし 神 を 愛せば 之れ 神に 知られ 

0  0  0  0 

たるな り (一 ー 三 節) 

理 lg は 能く 判明って 居る、 說 明は汝 等が 之 を 有って 居る、 自分が 今說 明す るに は 及ばない、 然しな 

がら 問題の 解決 は 知識で はない、 愛で ある、 知 li は 人 を 高ぶらし むる ので ある、 若し 汝等此 問題に つ 

き 自ら 良き 說明を 有すと 思 は 未だ 眞に之 を 解した 者で はない、 之れ 知識 問題に 非ら すして 愛の 問題 

である、 愛 は 建設す るので ある、 汝等 若し 祌を愛 せ ば祌 に 知ら れ斯く てこ そ 初めて 此 問題 を 解決す る 

事 を 得る ので ある、 神に 知られす して 知識 は 朱 だ眞の 知識で はない、 故に 若し 愛な からん 乎、 如何な 

る說 明と 雖も翩 みるに 足らない ので あると、 菜 然パゥ n の 解 釋は其 冒頭より して コ リント 人の 豫 想せ 

ざり し 深遠なる ものであった、 若し コ リント の 信者に して 此  一 ^2^に心付きしならば問題は自ら解；„^ぃし 

得た であらう、 故に。 ハウ は 先づ此 根本 義を閱 明した ので ある。 

偶像に 獻 げし 物 を 食す るに 就て は 我等 偶像の， に 無き ものなる を 知る、 また 獨ー の祌の 外に 祌な 

きを 知る、 祌と稱 ふるもの 或は-太に 在り 或は 地に 在りて 多くの 神 多くの 主 あるが 如しと 雖も 我等 

に 於て は 唯一の 祌卽ち 父 あるの み、 萬 物 之より 生れ 我等 之に 歸す、 叉獨 りの 主 卽ちィ H スキ リス 

ト あり、 萬 物 之に 由り 我等 も 之に * れり (四. ー 六 節) 


之れ 卽ち 偶像の！ 明で ある、 獨ー の 神の 外に 祌 あるな し、 ^像と は^に 無き 者で ある * 其 事 は 疑 ふ 

ベく も あらざる 眞理 である。 

然れど 皆 か k る 事 を 知らす、 今に 至りて 尙 心に 偶像 を 顧み 之 を 偶像に 獸 げし 物と 意 ひ て 食す る 者 

あり、 是 故に 其 心 弱くして 汚さる、 なり、 祌と 我等の 關係は 食物に * るに 非す、 食す る も 益 さる 

事な く 食せ ざる も 損る 事な し、 され ど 汝等愼 みて 其 自由 を 弱き者の 躓と なす 勿れ * 人 若し 知識 あ 

る 所の 汝 偶像の 廊に 坐して 食す る を 見ば 弱き者の 心 之に 勸 めら れて 偶像に 獻 げし 物 を 食せ ざらん 

乎、 又 キリストの 代て 死に 給 ひし き 兄弟 汝の 知識に. ffl りて 亡び ざらん 乎 (七 I 十 一 節〕 

然し 乍ら 世に は尙 信仰 弱き者が ある、 偶像 を 無と 觀 する 能 はす、 人の 之に 獻 げし 物 を 食す る を 見て 

其 弱き 信仰 躓かん とする 人が ある、 而 して キリスト は 叉 彼等の 爲 にも 死し 給うた ので ある、 果して 然 

らば 自己の 知識の みに 從て 自由なる 行動 を爲 すが 爲に 彼等！ g き 者 を 躓かし むる は 之れ 神 を 愛せす 兄弟 

を 愛せざる 者で はない 乎。 

. 此の 如く 汝等 兄弟に 罪 を 犯し 其 弱き 心 を 傷めし むる は キリス 卜に 罪 を 犯すな り (十二 節 J 

偶像 問題 必す しも 重大で はない、 唯 之に 由て キリス トに罪 を 犯す 時 問題 は それが 爲に 極めて 重大と 

なる ので ある、 偶像に 獻 げし 物 を 食す る事必 すし も 罪で はない、 弱き 兄弟 を 躓かし むる 事 之れ 犬なる 

罪で ある。 

是 故に 若し 貪 物 我 が 兄弟 を fe. か せ ば 我 は 兄弟 を礙か せざる 爲 にいつ 迄 も 肉 を 食 はじ (十三 節) 

。ハウ 口 は兹に 至て 「我等」 なる 一一 一一 c 葉を捐 てて 「我」 と言うて 居る、 汝 等の 態度 は汝等 自ら 之 を め 

よ、 我 放て 「斯 くすべし」、 「斯 くす ベから す」 と 命令 はしない、 但し 「我」 にあり て は 「我」 は 兄弟 
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を礙 かせ ざらん が爲に い つまで も 肉 を 食ら はじと。 

パ ゥ a の此 態度 は 亦 我等の 態度た るべき である、 我等 基督 者と して 律法 的に 事を定 むる 事 は 出来な 

い、 偷盜姦 娃等純 道德の 問題 は 別と して 所謂 inds-erent  questions  (結對 的に は 善 惡を言 ひ 難き 問 

題) と稱 せらる k もの、 例へば 飮酒、 樊煙、 觀劇 等に 至て は 之 を 禁止 すれば 事 は 則ち 濟む かも 知れな 

あやまり 

いが 然し 之れ 救 はれた る 者の 態度で はない、 之 等の 事 を 規則 を 以て 强 制せん として 犬なる 謬を爲 した 

もの は敎會 である、 。ハウ n の 答 は 監督の 敎 書と 全く 其 撰 を 異にした、 彼 は 言うた ので ある、 「規則で 

はない、 知識で もない、 愛で ある、 一人の 151 き 兄弟 を礙 かしむ る 事な き 乎、 問題 は それに 由て 定まる 

ので ある」 と。 

嘗て 札 幌農學 校に 初めて 福音の 種 を 蒔きし W - S . クラ ー ク氏は 年 五十に して 故國 を出づ るに 臨み 

藥用ブ ランデ，' 幾 打を携 へた、 然るに 海 を 渡って 我國に 上陸して 見れば 飲酒の弊 害 殊に その 青年に 及 

ぼす 惡 影響の 甚だしき を 知り 遂に 自ら 之を絕 ちて 一滴 も 口にしなかった、 之れ 規則に あらす して 愛の 

法則に 縛られた ので ある。 

バウ 口 は 尙も偶 ^ 問題 を 論じ 来りて 遂に 十 章 一 一十三 節 以下に 至り 其 結論 を 述べ て 居る、 

凡ての 物 我に 可らざる なし、 され ど 凡ての 物 益 あるに 非す、 凡ての 物 我に 可らざる なし、 され ど 

凡ての 物德を 建つ るに 非す (二十 三 節〕  、 

「凡ての 物 我に 可から ざるな し」 と は 蓋し コ リン 卜の 信者 自ら 口にした る 言葉で あ つたので あらう 

(六 章 十二 節參 照)、 我等 は旣に 全く 自由の 身で ある、 故に 何もの も 我等 を 縛る 能 はすと、 之れ 確に 

一面の 眞理 である、 故に パゥ は 之に 反對 しないの である、 然しながら 彼 はいふ、 「凡ての 物 益 ある 


に 非す」 と、 益と は 信仰 上の 益で ある、 凡ての 物 我に 可から ざるな し、 然し 凡ての もの 祌の榮 を顯は 

すに 非す、 凡ての 物 兄弟の 救 を 助く るに 非す と、 又い ふ 「凡ての 物德を 建つ るに 非す」 と、 卽ち 凡て 

の 物 人の 信仰 を 進めす とい ふが 如き 意味で ある、 故に 何もの も 我 を 縛る 能 はすと 雖も是 の 如き 場合に 

は 自ら 或 ものに 縛られざる を 得ない、 或 ものと は 何ぞ。 

人 皆 己の 益 を 求む るな く 各々 人の 益 を 求むべし (サ四 節) 

他人の 益 を 求む る、 之れ 基督 者の 生涯で ある、 彼 は 之に よりて 己 を 縛る ので ある、 基督 者は扠 の 

身分より 贖 はれ 最も 自由の 身と なりたる 者 なれば 天下 を澗 歩し 得る と共に 叉實は 基督 者 ほど 縛らる V 

者 はない、 彼 は 一 々他人の 事 を 思 はざる を 得ない ので ある、 人の 母と なりたる 者 は 子の 爲に 自ら 自己 

を 縛る 事の 如何に 多き か を實驗 する、 基督 者 は^も それと 同じで ある、 母が 萬 事 を 子の 立場より 見る 

が 如く 基督 者 は 何事 を も 神と 兄弟との 立場より 考 ふるので ある、 是に 至て 絕對の 自由 は 絕對の 束縛と 

なる ので ある、 律法より 脫 出して より 高き 律法に 人る ので ある、 之れ 卽ち 愛の 律法で ある。 

凡て 市に 賫る物 は 良心の 爲 めに 問 ふ 事 をせ すして 食すべし、 そ は 地と 之に 盈 てる 物 は 主の 屬 なれ 

ばな り、 汝等 若し 不信者に 招かれて 往 かんとせば 凡て 汝 等の 前に 陳 ける 物 を 良心の 爲に問 ふ 事 を 

せす し て 食すべし (二十 五 ー 二十 七 節) 

玆に論 歩ー轉 する が 故に 「さて」 なる 文字 を 入れて 讀 むべき である、 「市」 と は shambles 卽ち肉 

を賣る 市場で ある、 其 處には 偶像に 獻 げし 肉 も 賫られ たので ある、 「さて 市場に て 賣る肉 を 貧 ふ 時 は 

偶像に 獻 げし 物なる と 否と を 問 はす 良心 問題 を 設けす して 之 を 貪 ふべ し、 不信者に 招かれて 共に 食す 

る 時 も 亦 同じ、 M となれば 萬 物 皆 主の もの なれば 之 を 食して 何の 惡 しき 事 もない からで ある」 と (詩篇 

如何にして « ほに. »5 すべき 乎  一九 一 
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二十 四篇ー 節  >リ 

若し 人汝 等に 此は 偶像に 獻 げし 物な りと いは 告げし 者の 爲 また 良心の 爲に之 を 貪す る 勿れ、 良 

心と は汝 等の 良心に 非す 他の 人の 良心 を 言 ふなり (二十 八、 二十 九 節 r  二十 八 節 後半 「そ は 地と 

之に 盈 てる 物み な 主の もの なれば なり」 は 或る 古本に 傚 ひ 之 を 除く を 可とす) 

此の 如き 事を告 ぐる 者 は 或は 信仰の 敵で あるか も 知れない、 卽ち 信仰 を 試み 且 苦め むが 爲め 之を爲 

すの かも 知れない、 叉 或は 信仰の 兄弟で あるか も 知れない * 而 して 其 信仰の 弱き が爲 めか- -る 事を氣 

にす るの 餘り言 ふの かも 知れない、 其 何れにしても 問題 は同樣 である、 特に 其 偶像に 獻 げし 物なる 事 

を 注意す る 者 あらば 之 を 食 ふ 勿れ、 これ 其 人の 良心 を礙 かせ ざらん 爲 であると。 

之に 類す る 機會は 日本に 於て は 極めて 頻繁で ある、 或は 佛敎の 法事に 招かれて 饗應に かり 或は 怫 

葬式に 會 葬して 燒 香を爲 すが 如き 之で ある、 此の 如き 場合に 死者に 好意 を 表せん が 爲め又 遣 族の 心 を 

慰めん が 爲には 我等 は 良心 問題 を 設けす して 之に 應す ベ きで ある、 然し な が ら 若し 其 時 或 は 座に 我 を 

敵視す る 僧侶 ありて 我が 信仰 を試驗 せんが 爲に我 を 窮境に 入れ 以て 降服 を强 ひんと 欲する か、 或は 信 

仰 き 兄弟に して 其 事の 爲に大 なる 苦痛 を感 する もの あらん 乎、 卽ち 之に 應 すべから すで ある、 自由 

と 愛との 二者が 衝突す る 時に 巳む を 得す 愛 を 以て 自由 を 縛る ので ある、 佛敎の 儀式に 臨み 相當 の儀禮 

を 盡すは 我等の 自由た る を 失 はたい、 然し それが 他人の 信仰に 害 ある を 知る 時 我等 は 人の 爲に 自己の 

自由 を 抛棄す るので ある。 

如何 ぞ 他の 人の 良心に 我 自由 を 班 判 かる K 事 を せんや、 若し 我れ 感謝して 食す る 事 をな さば 何ぞ 

其 感謝す る 所の ものに よりて 誕ら る、 事 を せんや (二十 九. 三十 節) 


若し 此語を 解して 自由 は 我 ものである、 如何ん ぞ 他人の 良心に よりて 之 を. 藩 判 かる-事 を せんやと 

讀 むなら ば 意味 を爲 さない、 此語を 解す る 爲には 先 づパゥ の自. m 観 を 知る；^ を 要する、 パゥ& に 取 

て は 自由と は 自己の 爲の ものではなかった、 そ は 他人の 爲の ものであった、 他人に 獻 ぐる 爲の我 自由 

であった， キリスト を 信す る 者 は 律法より 離れて 全き 自由 を 獲得した ので ある、 然しながら 此 自由 を 

用 ふるが 爲に 他人の ft- 心に より 是非 せらる ijej- あらん 乎、 我 自身の 爲には 素より 何等の 苦痛 を も 値し 

ない けれども 之れ 他人の 良 心 を 害する 事 である、 我 自由 は 之 を 他人 の 心に 讚美 せら る k が 如くに こ 

そ 用 ふべき であれ、 却て 何人 かの 良心の 蹈と なり 其 諷りを 招く に 於て は 寧ろ か &る機 會を與 へざる に 

如かない、 自由 は 我に 在る、 然し 他人の 良心 を 害して 迄 も 之 を 用 ふるに 及ばない ので あると、 之れ パ 

ゥ a の 自由 觀 である、 而 して 之れ 飲食 起 ：5 凡てに 通す る 法則で ある。 

されば 汝等食 ふ に も飮む に も 何事 を 行 ふに も 凡て 神の 榮を顯 す やう に 行 ふべ し、 ユダヤ人 をもギ 

リ シャ人 を も亦祌 の敎會 をも礙 かする 勿れ、 卽 ち 我が 凡ての 事に 於て 衆の 人の 心に 適 ふやう にし 

-. 彼等が 救 はれん 爲に 己の 益 を 求めす 許 多の 人の 益 を 求む るが 如く 汝等 も爾 かすべし、 我が キリ ス 

トに傚 ふ 如く 汝等 我に 傚 ふべ し (三十 一 節 —十 一 章 一 節〕 

知るべし、 バウ II の 自由と 我等の 齊通 所謂 自由との 問に 如何に 大 なる 逕庭の 存す るか を、 かの 加拉 

太 書に 於て 自由の 爲に絕 叫した る バウ 口 は 又 「凡ての Is?- に 於て 他人の 良心に 適 はん」 事 を 力めた 人で 

あった、 自由の パゥ II は 束縛の パゥ 口と なった ので ある- 而 して 之れ 皆 兄弟の 救 を 助けん が爲 であつ 

たので ある、 

我れ 衆の 人に 向て s 主の 者 なれ ど 更に 多くの 人 を 得ん 爲に 自ら 已を 衆の 人の 奴？ f となせ り (九 章 

如何にして 偶像に 對 すべき 乎  一九 三 
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十九 節 ：}。 

基督 者 は 地の， g である， 世の 光で ある、 彼 は 自己の 爲に のみ 生く る 事 を 得ない、 他人の 靈 魂の 救 濟 

如何 は 常に 彼の 問題たら ざる を 得ない、 之れ 犬なる 束縛で ある、 故に 墮落 信者 は往々 にして いふ 「信 

仰 を 失 ひて より 心の 束縛 解かれた るの 感 あり」 と、 然しながら 完全の 自由 を 有したり し キリスト は 人 

類の 救 濟の爲 に 最大の 束縛 を 甘受し 給うた、 我等 も 亦 彼の 苦み に與ら ねばならぬ、 斯 くして 又 彼の 貴 

き 喜びに 與 かる 事 を 得る ので ある。 

汝 等の 自由 を 愛の 爲に用 ひよ と、 之れ 律法 以上の 律法で ある、 而 して 純道德 以外の 問題 を 律す る も 

の は唯此 法則 あるの みで ある、 コ リントに は當時 演釗も 甚だ 盛であった、 飮 酒の 風 も 行 はれた、 之 等 

の 問題に 就ても パゥ n の 意見 を 閜 いて 置きた くたい ではなかった、 然しながら 偶像 問題より 推して 彼 

の 解釋を 略々 想像し 得る ので ある、 バウ a は 一寸 此 問題に 觸れ たに 過ぎない、 然し そ は 恰も 大 天才の 

ブラ ッシの 如くであった、 一 刷の 墨痕に 深遠^な き 意味 を 讀む事 を 得る ので ある。 (述〕 


婦人 の 服装 問題 

哥林多 前書 第 十 一 章自ー 一節 至 十六 節 

哥林多 前 害の 大半 (第 六 章 以下) は 信者の 實際 生活に 關 する 敎訓 である、 當時コ リントの 敎會 5: に 


於て 起り し 種々 なる 贲際 問題に 關 する 質疑に 應 じて パゥ £： の與 へたる 極めて 明快なる 解決で ある、 事 

は 干 九 百年 前の 特殊なる 事情に 屬 する 者 多し と雖も 之が 解決の 精神 は _a に 採て 以て 今日 我等の 口 常 生 

活に之 を 適用し 得る ので ある、 聖書 は 素より 凡百の 實際 問題に 對しー 々其 解決 を揭げ ない、 然し 乍ら 

聖書 は少 くと も 其 「解き方」 を敎 ふる、 卽ち其 解決の 原理 を 供す るので ある、 聖書が 二三の 問題に 就 

き 幅 音の 精神 を 以て 之 を 如何に 解決すべき 乎を敎 ふる 時 は 其 原理 を應 用して 一 切の 問題に 及ぼす 事が 

3^來るのでぁる、 哥林多 前書 十一 章の 如き 亦 其 一例で ある、 今 曰の 敎會に 於け る 婦人の 態度に 關し其 

の 我等に 敎 ふる 所 甚だ 適切なる 者が ある。 

パゥ a の傳 道に より コ リン トの 地に も 男女の 信者より 成る 團體が 起った、 彼等 は本來 自由 を 愛する 

ギリシア 人で ある、 而 して パゥロ は 自由の 福 昔 を 高調した る 使徒であった、 後者の 敎が 能く 前者の 氣 

風. y 適合す る 所 ありし は 誠に 自然の 數 である、 彼等 は澄淛 たる。 ハ ゥ n の 聲に耳 を 傾けて 其の 本 來の自 

由 思想の 一 入爆揚 せらる k を 感じた、 殊に かの 「信者の 中には ユダヤ人 また ギリシア 人 或は 奴隸 或は 

自主 或は SR 或は 女の 別な し、 そ は 汝等皆 キリ ス トイ H スに 在て 一 なれば 也」 とい ふが 如き 思想 は 彼等 

の歡 んで迎 へたる 所であった (加 拉太書 三 章廿八 節〕、 或は 男 或は 女の 別な し、 然り 女 は 同等で ある、 

男、 女に 勝る に 非す、 婦人 BR 子に 劣る に 非す、 殊に 神の 前に 集る 時に 於て 然 りと は 彼等の 中の 一 派の 

好んで 唱 へ たる 所で あらう、 是に 於て か 其 間に 所謂 新 51 人なる 者 を 生じ 祈る に當 りて 慣例の 帕 子を脫 

し 素 額の 儘に て 男子の 前に 出る 者 もあった、 其れに 對 して 世 問よりも 见 角の 非難が 起った であらう、 

又 敎會內 に 於ても 識者 は 私 かに 擎體し 婦人の 貞淑 を 失 ふの 非 を 論す る 者 もあった であらう、 或は 之 を 

非と し 或は 之 を 可とす、 論爭敎 會內に 於て 之 を 解決す るに 由な く 終に 何人 か 之をパ ゥ U に訴へ て 其 裁 

婦人の 服装 問題  I 九 五 
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斷を 求む るに 至った、 乃ち パ ゥ B 今や 此 問題に 對し答 ふる 所 あらむ とする ので ある。 

彼れ は 先づ雷 を發 して 曰うた 「兄弟よ、 汝等 凡ての 事に 於て 我 を 記念 ひ且 我が 汝 等に 傳 へし 如く 其 

ii^ 守る に 因りて 我れ 汝等を 慕む」 と (二 節〕、 バウ。 は 幾多の 誤錯を 犯した るコ リント 信者 を誡 めん 

と 欲して、 而も 先 づ大體 に 於て 之 を 嘉賞した ので ある、 之れ li- に 愛 兒に對 する 慈父の 態度で ある、 然 

し 乍ら 進んで 本論に 入らん とする や 忽ち 辭色 儼然ー 咳して 曰 ふ 「然れ ども」 と、 之れ 三 節 冒頭 

の 重要なる 一 語で ある (邦譯 聖書に 此 語を脫 落した る は 誤謬た る を 免れない)、 自ら 値せざる 推賞の 

辭に忸 i たる を 禁ぜ ざり しコ リント 信者 等は此 一 語に 至りて 互に 相 顧み 而 して 肅然襟 を y したで あら 

う、 知らす バウ D 先生 何 をか說 かんとす る、 

凡ての 人の や W は キリスト なり、 女の 首 は 男な り、 キリストの 首は祌 なり (三 節) 

と、 驚くべき 哉 バウ の 論法、 婦人の 帕子を 蒙る の 可否 如何の 如き 小 問題に 答へ て 婦人 對 男子、 男子 

對 キリスト、 キリスト 對 祌の關 係に 迄 溯 及した ので ある、 而 して 之れ 實に パゥロ 獨特の 論法で ある、 

彼 は 如何なる 問題と 雖も必 す 之 を 福 昔の 第一 原理 迄拉し 来ら すん ば 止む 事が 出来ない ので ある、 彼の 

前に 出で て は 小 問題 も 遂に 小なら す、 尋常 茶飯 の 些事 も 之 を 宇宙人 生の 根本 問題に 結合す るに 非 すん 

ば 解決 しないの である、 コ リン ト敎會 に 於け る 婦人の 一 作法の 如き は 今日 我等と 何の 關 する 所な き 閑 

問題に 過ぎない、 然し 乍ら 何人 か 之 を 提げて バウ 口に 訴 ふる 所 ありし は 誠に 感謝すべき 事で ある、 何 

となれば 之に 由て 我等 をして パ ゥ D の 男女 關 係に 關 する 根本 思想 を 瞥見す る こと を 得しめ たからで あ 

る 0 

パゥ n は先づ 女の 關係を キリス ト 及び 祌に對 する 關 係に 訴 へて 曰うた、 「キリス ト にも 首 あり 卽 


ち、 祌 なり、 凡ての 人に も 首 あり 卽ち キリストな り、 其の 如く 女に も 亦 首 あり 卽ち sf- なり」 と、 之に 

て 問題 は 解決す るので ある、 女 若し 其 首と して 男 を 戴く べき 者な ら ば せハ の敎 きに 於け る 態度 如何 の 如 

き 自ら 明. n である、 何と なれば 男女 同等なる に 非す、 「男 は 神の 像と 榮 なれば 其 首に 物 を 蒙る ベから 

す、 女 は 男の 榮 なれば 之 を 蒙らざる ベから す」 (七 節〕、 「凡て 男 は 首に 物 を 蒙りて 祈 禱を爲 し 或は 預言 

する 時 は 其 首卽ち キリス トを， 辱し むるな り、 凡て 女 は 首に 物 を 蒙らす して 祈禱 又は 預言 を 爲す時 は 其 

首 卽ち夫 を 辱し むるな り」 と (四、 五節〕、 之れ 論理 上 奇なるが 如くなる も 事實は 動かす ベから すで あ 

る、 男 は 神の 像に して キリストの 代表者で ある、 故に 敎會に 於て 男子の 說敎 する 時 彼 は キリスト を 代 

表して 之を爲 すので ある、 王が 平民の 前に 出づ るに 特殊の 儀禮を 要する ilw なし、 其 身 其 俊が 卽ち禮 式 

である、 神 我等の 前に 出で 給 ふ 時には 神 御自身の 儘に て 威厳が 足りる ので ある、 凡て 長者が 目下の^ 

に 見 ゆる 時 は 常に 繭う である、 子の 祈 禱を爲 し 或は 預言す る も亦然 り、 其 首に 物 を 蒙る 事な く 威厳 

を 以て 臨む を 以て 却て 適 當の禮 儀と 爲す、 然るに 婦人に 在て は 全然 其 地位 を 異にする ので ある、 「そ 

は 男 は 女より 出で しに 非す、 女 は 男より 出で たれば なり、 叉 男 は 女の 爲に 造られし に 非す、 女 は 男の 

爲に 造られし なり」 (八， 九 節)、 之れ 創世記の 敎 ふる 所に して 神の 人 を 造り 給へ る 順序で ある、 女 は 男 

の爲に 造られ 從て其 首と して 男 を 戴くべき 者で ある、 「是 故に 女 は 天使の 故により て 首に 權を 有つ ベ 

き 者な り」 (十 節〕、 國 民の 元首 を 戴く が 如く 女 も 亦 必す其 首に 主權を 戴くべき 者で ある、 女の 主 描と 

は何ぞ 曰く である、 夫で ある、 而 して 之 を 戴く の徴 として 首に 物 を 蒙らざる ベから す 夫に 對 する 尊 

敬服 從を 表する の 標徴と して 帕子を 蒙らざる ベから すと いふので ある (英譯 聖書に 「權 能の 印」 と あ 

る を參考 せよ)。 
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「天使の 故により て」 と は 何ぞ、 學 者の 解釋は 多様で ある、 然し 乍ら 明，： n なる 一事 は 信者 集 會の席 

上 列なる 者 決して 人の みで はない 事で ある、 一 一人 三人 主の 名に よりて 集る 時 キリスト も 亦 必す其 中に 

在り 給 ふ、 而 して 天使 も 亦 其 所に 加 はるので ある、 我等の 愛する 旣に聖 めら れ たる 者 も 亦 來り會 する 

ので ある、 故に 曰 ふ 「我等 かく 許 多の 見證 人に 雲の 如く 圍 まる」 と (希 伯來書 十二 章 一節」、 目に こそ 見 

え ざれ、 キリスト あり 天使 あり 又 幾多の 聖徒 あり、 莊嚴 なる 者に して 實に 信仰的 集會の 如き はない、 

此 所に 列なる は 王の 宮殿に 召さる i よりも 大事で ある、 果して 然 らば 服装の 如き も 亦 之 を輕視 する 事 

が 出来ない、 殊に 婦人に して 苟も 其 良 淑に缺 くる 所 あるが 如き は容 すべから ざる 態度で ある、 r 是故 

に 女 は 天使の 故により て 首に 權 能の 印 を 戴かざる ベから す」、 此の 點に 於て 嚴肅 苟もせ ざる 天主 敎會 

oooo〇ooooooo〇oooooooooo 

の 慣行 は 正に 新敎諸 敎會の 他山の石と すべきで ある。 

初めに キリ スト 及び 祌に對 する 關 係に 訴 へたる パ ゥ 口 は 次に 又 之 を 普通の 禮儀叉 は 常識に 訴 へ て 曰 

うた r 汝等 自ら 辨ふ べし、 女物 を 蒙らす して 神に 祈る は 宜しき 事なる 乎」 と (十三 節〕、 之 を我國 今日 

の 語 を 以てすれば 「女敎 會に屮 I て 細帶の にて 祈って 宜き 乎」 と 言 ふが 如くで ある、 次に 彼 は 更に 天 

然に訴 へて 曰うた 「男 もし， 長髮 あらば 恥づ べき 事な りと 汝等 自然に 知る に 非す や、 され ど 女 もし 長髮 

あらば 其榮 なり、 そ はかむ り ものの 代りに 之 を 賜 ひたれば なり」 と (十四， 十五 節〕、 「汝等 自然に 知る 

に 非す や」、 「自然が 汝 等に 之 を 知らし むる に 非す や」 である、 默 示に 俟 つの 要な しとの 謂で ある、 女 

に長髮 ある は帕 子の 代りと して 天然が 之 を賦與 する ので ある、 卽ちー に は 以て 男に 對す るの 服 從を表 

せしめ 二に は 婦人の 職分の 發 動的に 非す して 受動的なる 事を敎 ふるので あると、 美 はしき 詩的 思想で 

ある、 髮の多 からん 事 を 欲する は 婦人の 天性で ある、 而 して 其の 然る 所以 は 之れ 「自然の 帕子」 であ 


るからで あると、 パ ゥ 口 自ら 妻子 を 有せ ざり しと 雖も 婦人の 服装に 關 する 彼の 思想 は 甚だ 他 全なる も 

のであった。 

論じ 來 りて パゥ £1 は 最後に 猶 一 言 を附 加せ ざる を 得なかった、 彼 は 今 H ぺ ソに 在りて 筆 を 執りつ. > - 

海 を 隔てし 對 岸コリ ン ト の 地に 思を馳 せて 如上の 理論の 到底 彼等の {; ^る，^ 所と ならざる ベ きを 想像し 

た、 故に 彼 は 曰うた 「縱ひ ー爭ひ 論す る 者 ありと も 此の 如き 例 は 我等に も亦祌 の敎會 にも 有る 事な し」 

と (十六 節〕、 論ぜん と 欲する 者 は恣に 論ぜよ、 然れ ども 一 事 は確赏 である、 卽ち 此の 如き 不貞の 例 は 

我等の 間に も 神の 眞實 なる 敎會の 中に も 絶えて ある 事な しとの 意で ある、 此の 重き 干 釣の 一 語 を 以て 

兹に 彼の 帕子論 は 終 つたので ある。 

バウ 口 の 立論 は 徹底的で ある、 故に 彼れ は 常に 41 歩 を 極端にまで 推 及して 其 事理 を 明白なら しめん 

とする、 此處 にも 亦 彼 は 女 其 首に 物 を 蒙らざる ベから ざる を 論じて 曰うた、 「こ は 薙髮と 一にして 異 

なる 事な し、 女 もし 物 を 蒙らす ば髮を 剪るべし、 され ど 之 を 剪り また 薙る事 若し 女の 恥づ べき 事なら 

, J  ヽ，  /  <1厶厶<:<1<1厶<1厶<"<;<3<1厶<3厶厶<1<3<厶<1  *^<1 厶厶  <1M<3 

は 物 を 蒙るべし」 と (五、 六 節)、 若し 帕子を 蒙らざる ならば 寧ろ 雍髮 する に 如かす、 其れが 惡 しくば 

乃ち 帕子を 蒙る がよ しと 言 ふ、 禽淑謙 通なる 服 裝を薦 むる の辭 にして 此の 如く 强き はない ので ある。 

パゥ „1 の 論理に は必 すし も 是非すべき 餘 地が 無いで はない、 然し 乍ら 男女 關 係の 根本 問題に 關 する 

彼れ の 思想 は全體 として 極めて 健全に して 且 深刻で ある、 彼 は 勿論 婦人 を 奴隸視 する 東洋 思想の 如き 

を 容認す る 者で はない、 彼 は 明言して 居る ので ある 「され ど 主に 在て は 男 は 女に 由らざる ことなく 女 

は 男に よらざる 事な し、 女の SR より 屮 Z でし 如く 男 は 女に 由て 出づ、 而 して 萬 物皆祌 より 出づ るな り」 

と (十 r 十二 節〕、 主に 在て は 素より 兄弟 姉妹で ある、 男女 互に 相 賴り相 助けざる なし、 然も 其れ あ 
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るに 拘らす 神の 定め 給 ひし 地位 は 之 を 奈何 ともす る 事が 出来ない、 女が 其 首に 男の 權能を 戴く ベ き は 

動かすべからざる 順序で ある、 かの 社會 主義者の 女 同 權論叉 は 西洋の 一部に 於て 唱 へらる X 女權擴 

張 論の 如き はパ ゥ 0 の敎に 反する の甚 しき 者で ある。 

之れ を單 純なる 服装 問題と して 見れば 論す るに 足らざる 些事な りと 雖も實 は 帕子云 々の 問題で はな 

い、 男女の 地位に 關 する 問題で ある、 婦人の 貞淑 (modesty) と與 子の 威厳 (dig-nity) とに 關 する 問 

題で ある、 叉 信者の 集會の 性質に 關 する 問題で ある、 卽ち 家庭 上 交際上の 大 問題で ある、 信仰の 集會 

は 天使の 故により て 最も 莊嚴な る ものである、 故に 玆に 臨む 者 は 必す相 當の禮 儀 正しき 服装 を 爲さざ 

るべ からす、 集會を 指導す る 男子 は キリスト を 代表す る 者で ある、 故に 彼 は 自ら 一種の 威嚴を 以て 臨 

むので ある、 婦人 は 男子の 榮 である、 故に 外に 出づる ゃ必す 男子の 主 權に對 する 尊敬 服從を 表する の 

態度 を 失 ふべ からすで ある、 此の 如くに して 信者の 圑體は 初めて 聖め られ 齩肅と 平和と 愛と を 維持す 

る 事が 出來 るので ある。 (藤 井武 筆記〕 

附言 。ハウ II の 女性 觀は宣 敎師の それと は 全然 違う、 前者 は 寧ろ 日本人の 女性 觀に 近く ある、 米國 

宣敎 師の傳 へし 所謂 「基督 敎的 女性 鋭」 は 最も 非 聖書 的なる 女性 觀 である。 


哥林 多前眷 十三 章と 其 考察 

(1) 假令 我人の 言 を 語り、 又 天使の 言 を 語る とも 若し 愛な くば 鳴る 銅 又は 響く 敍と なりし なり。 

• 言語 は 如何に 美なる とも、 如何に 博く あると も、 假令 我に 希臘 人が 羨望して 歇 まざる リシ ヤス- デ 

モス セ 一一 スの辯 ありと する も、 然り 之に 加 ふるに 我に 人 以上の 天使の 美 昔麗親 ありと する も、 又假令 

我れ よく 萬國の 語に 通じ、 希臘、 拉典、 埃 及、 波斯の 人に 語る に 其 自國の 語 を 以てする を i:: ると する 

も、 然り、 之に 加 ふるに 「天使の 語」 なりと 稱 せらる、 希 伯 來語を 以て 自由に 神の 奥義 を 語り 得る と 

する も、 假令我 言 は 如何に 美なる も， 我 語 は 如何に 博く あると も、 若し 我に 愛な くば、 我 は 鳴る 銅 叉 

は 響く 敍と なりし なり、 卽ち我 は 意味な き 昔を發 する 器具と 化せし なり、 愛な き 能辯 は 言語に あらす、 

音響な り、 沈默は 之に 優りて 遙 かに 美な り。 

(2) 叉假令 我に 預言 あり、 我 又す ベての 奥義と すべての 學識に 達し、 叉 山 を 移す 程なる すべて 

の 信仰 ありと 雖も 若し 愛な くば 我 は 無な り。 

能辯と 博 言と は希臘 人の 羨望す る 所な り、 而 かも 之に 加 ふるに 愛 を 以てせ ざれば 一 ー者齊 しく 意味な 

き 音響た るに 過ぎす、 預言 は ユダヤ人の 追求す る 所な り、 彼等 はィ ザャ、 ユレ ミヤ、 ダ  一一 H ル、 ァモ 

スと列 を 同う せんこと を 欲す、 然れ ども 假令 我に 預言 降り、 我叉預 一一 一一 口の 因て 來る 奥義 を 知り、 又 之に 

伴 ふす ベての 學識に 達すと 雖も、 而已 ならす、 預霄と 奥義と 學識 とに 加 ふるに 山 を 移す に 足る の 信仰 

を 以てすと 雖も、 卽ち 我に 最高の 預言と 最強の 信仰 ありと 雖も (「すべて」 の 意義 は是 なるべし)、 若 

し 我に 愛な くば 我 は 無な り、 我 は 無き に 等しき 者な り、 我の 預言と 奥義と 學識と 信仰と は 我に 何の 價 
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爐をも 添へ ざるな り、 我 は 我が 天より 授けられし 預言 叉 は 學識叉 は 信仰の 故 を 以て 多少 價値 あるに 止 

つて、 我 自身に 於て は 何の 惯値 だも存 せざる なり、 我に 愛 ありて 我 は 始めて 價値 ある 者と なるな り、 

そ は 愛 以外の もの は總て 我靈性 以外の ものにして、 以て 我 有と 稱 すべから ざれば なり、 天才 は 时產と 

異ならす、 我に 託された る ものな り、. 我 有に あらす、 祌の 有な り、 我等 は 何時か 之 を祌に 返納す る 

の 時 あるべし、 然れ ども 愛 は 我靈の 性に して、 我眞 個の 財產 なり、 而 して 若し 我に 此財產 なくば 我に 

智 あり 信 ありて 我 は 尙ほ無 一 物の 貧者な り。 

(3) 假令 我れ 我がす ベての 財産 を 施し、 又 誇らん ために 我 身を予 ふと も 若し 愛な くば 我に 益な 

し 0 

愛な き 言語 は 意味な き 音響な り (第一 節〕、 愛な き 信仰 は 無 信仰な り (笫ニ 節〕、 而 して 愛な き 慈善 は 

如何 (第三 節： r 是れ 無益の 業た るな り、 假令 我れ 貧者 を 養 はんため に 我がす ベての 財産 を 施し、 否な 

鼓に 止まらす して、 我 慈善に 就て 誇らん がた めに 我 生命 を も 彼等の ために 供す ると も、 若し 愛な くば 

我 は 我が 割愛 犠牲より 何の 益 をも牧 めざるな り、 貧者 は 我が 施與に 由て 益 せらる，^ ならん も、 愛な く 

して 誇らん がた めに 爲 せし 我が 慈善 は 我に は 何の 益 を も 供せ ざるな り、 愛な き 慈善 は 純粹の 損失な り- 

名 を 得ん とし、 叉 過去の 罪 惡を償 はんとして 少しも 其 目的 を 達する 能 はざる たり (原語の Kau さ 085- 

ョ ai  (焚かる、) は Kau6 き s5mai  (誇る) と 改正す る 方適當 なるべし )o  . 

(4) 愛 は 永く 忍ぶな り、 叉 人の 善を圖 るな り、 愛は妒 まざるな り、 誇らざる なり、 高ぶらざる 

なり、 非 禮を行 はざる なり。 

我 は 愛 を 語れり. 然れ ども 愛と は 抑々 如何なる も のぞ、 我 は 先づ其 何を爲 すかに 就て 語らん。 


愛 は 永く 忍ぶな り、 愛は廣 量な り、 大度な り、 彼女 は 海の 如し、 廣 くして 深し、 彼女 は 怒らざる に 

非す、 然れ ども 容易に 怒らざる なり、 彼女 は 能く 凌辱に 耐え、 嘲弄に 耐え、 罵晉に 耐え、 冷遇 虐待に 

耐ゅ、 愛は氣 永な り、 彼女 は 事を爲 すに 永遠 を 期す、 彼女 は 人の 墮落を 聞て 失望せ す、 彼女 は 能く 百 

年 千年 を 俟っを 得るな り。 

愛 は 永く 忍ぶな り、 人の 惡を恕 すなり、 然れ ども 愛 は 寛大なる に 止まらす、 進んで 人の 善を圖 るな 

り、 受動的に 赦す のみなら す、 また 活動的に 助く るな り、 己の 利益の ために 人の 善を圖 るに あらす し 

て、 其 人の ために、 また 善 其 物の ために 善 を圖る なり、 己 を 人の 地位に 置き、 己の 益 を圖る 如く 其 人 

の 益を圖 るな り、 善を爲 すの 熱情、 之を稱 して 愛と 云 ふなり、 愛 は 自他の 區 刖を沒 却し、 自 から 人に 

爲ら れんと 欲 ふこと は、 また 人に も 其 如く 爲 すなり。 

愛の 爲す所 如斯、 卽ち 受動的に は惡を 忍び、 活動的に は 善を圖 る、 我、 更らに 愛の 爲さ る ことに 

就て 言 はん 乎、 愛 は先づ 第一 に妒 まざるな り、 愛 は 自己 を 以て 足る もの なれば、 人の 成功 を 羨み、 其 

優秀 を妒 むの 要な し、 富者に 競爭 あり、 學 者と 宗敎 家に 嫉妒 ありと 雖も、 愛の 滿 足に 居る 者 は 猜忌羨 

望の 邪念に 侵されす、 愛 は 活ける 泉な り、 與 ふる を 知て 受 くる を 知らす、 己に 充ち滿 るが 故に 人の 充 

溢 を 聞いて 憤る ことなし、 愛に 在て 貧者 は 富者 を 憤らす、 愚者 は 學者を 羨ます、 愛 は 人生 終局の 善且 

つ 美な り、 愛に達して人はすべ ての慾&^！を絕っに至る、 金 を 有つ 者 は 銅、 魏、 叉 は紛を 有つ 者 を 羨ま 

す、 其 如く、 愛に 在る 者 は 金銀、 寳貨、 學識、 天才 を 有する 者を妒 ます、 愛に 嫉妒 なし、 然り、 祌の 

愛に 達しての み、 吾人 は 始：^ て嫉妒 以上の 人た る を 得るな り。 

愛 は 第二に 誇らざる なり、 己の 善 を 街 はざる なり、 己れ と 己 を 世に 紹介せ ざるな り、 愛 は內氣 なり、 
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己 を 以て 足れば なり、 愛 は 名を賣 りて 世の 賞 讚 を 買 ふの 要な し、 人の 誇る は 己の 眞價 以上に 人に 評價 

せられん がた めな り、 然れ ども 純金 は鎮 する の 要な きが 如く 眞愛は 之 を 街 ふ (誇る) の 要な きなり、 

金 は 金な り、 愛 は 愛な り、 愛に 在る 者 は 量を踰 えて 誇らざる なリ (哥 林 多 後書 十 章 十三 節 )o 

愛 は 第三に 高ぶらざる なり、 弱者、 貧者、 劣者の 上に 己の 權柄を 揮 はざる なり、 愛 は謙遲 なり、 殊 

に 下輩に 對 して 謙 遞 なり、 上 輩 又は 同輩に 對 して 誇らざる のみなら す (其歡 心 高評 を 買 はんがた めに) 

亦 下 W に對 して 高ぶらざる なり、 愛に 自他の 差刖 なきの みならす、 また 上下、 貴賤、 賢愚の 懸隔な し、 

愛 は 上に 向って 誇らす、 下に 向て 高ぶらざる なり。 

愛 は 第 四に 非 禮を行 はざる なり、 禮に 勿論 虚禮 なきに あらす、 然れ ども 虚禮 あれば とて 禮は 全く 排 

斥すべき ものに あらす、 禮は 人に 接する 適當の 道な り、 人 は 何人も 人と して 敬せ ざるべ からす、 人の 

感情 は 故た くして 之 を 害 ふべ からす、 人の 權利は 之 を 侵す ベから す、 若し 誠實を 以て 語らば 何 を 語る 

も 可な りと 云 ふが 如き、 若し 公益 を 計らん と 欲せば 個人の 權 利の 如き は 顧る に 足らす と 思 ふが 如き は、 

是れ 人に 接する 適 當の途 にあらざる なり、 愛 は誠實 以上な り、 亦 正義 以上な り、 愛 は 感情 を 重す るな 

り、 故に 其 言語 を 慎むな り、 友情の 毀損 を 恐る k なり、 愛 は 小者の 權利を 重す るな り、 故に 其 動作 を 

愼む なり、 最微 さき 者 を 躓かせて 神の 怒に 觸 れんこと を 恐る、 なり、 愛 は 卽ちゼ ント ルマン の 要素な 

り、 富 あり、 識 あり、 權カ ありて 未だ ゼン トル マンなら す、 人に 對 して 此 細心 優 思 ありて、 人 は 始め 

てゼン トル マ ン たるな り、 愛な き 富者 は神士 ならん、 然れ ども ゼ ン トル マ ン に 非す、 愛な き 學者は 偉 

大の 人物な らん、 然れ ども ゼン卜 ルマンに あらす、 基督 信者に 婦人の 如き 纖麗細 美なる 所な かるべ か 

らす、 彼はた^^-に粗大なるべからす、 正義 一方の 人なる ベから す、 非 禮を行 はざる 注意 深き 人なら ざ 


るべ からす。 

(5) 己の 利 を 求めざる なり、 輕々 しく 怒らざる なり、 惡を念 はざる なり。 

愛 は 第五に 己の 利 を 求めざる なり、 卽ち 己の 利 を 先にして 人の 利 を 後に せざる なり、 愛 は 遣 利 を 求 

むる に 躊躇せ ざるべし、 然れ ども 生存 競 爭の理 なりと 稱 して、 爭て利 を 獲ん と は爲さ るな り、 讓退 

は 愛の 特性な り、 愛 は 神が 與 ふるまで は 謹んで 待つな り。 

愛 は 第 六に 輕々 しく 怒らざる なり、 怒る こと 必 しも 惡 きに 非す (以弗 所 書 a 章サ六 節)、 世に 義憤なる 

者な きに 非す、 然れ ども 謙遜に して 謙譲なる 愛に 利益の ために 人と 衝突す るの 機會 なければ 愤 怒を發 

する の 機 \t も 亦 だ し、 公憤 は 私憤と 混じ 易し、 而して私愤に驅られて地獄に落ちし者^&だ多し、 

故に 憤怒 は その 公愤 なると 私憤なる とに 關 はらす、 甚だ 危險 なる ものな り、 輕々 しく 發 すべき 者に 非 

す、 余輩 は 五十 年間に 一度 始めて 怒りし 人 ある を 知る、 吾人の 發怒も 火山の 破裂の 如く 百年 一 II の 現 

象なら ざるべ からす。 

0 鲁 き參鲁 攀參鲁  ^^Ao  ぜん 

愛 は 第 七に 惡を念 はざる なり、 愛 は 萬 事 を 善に 解す るな り、 世に 惡人 ありと は 愛が 信す るに 最も 難 

しとす る 所な り、 故に 愛 は 欺かれ 易し、 斯 世の 眼 を 以て 見て 愛 は 確かに 善 愚な り、 蛇の 道 は 蛇よ く 之 

を 知る、 愛 は 蛇の 道に 暗し、 愛 はすべ ての 人 を 善人と して 解し 易し、 愛 は 人に 過失 ある を 信す るも惡 

意 ある を 信す るに 困む、 愛 は 無邪氣 なり、 この 邪曲の 世に 在て 邪曲の 途に 最も 疎き 者な り。 

(6〕 不義 を 喜ばざる なり、 眞理を 喜ぶな り。 

愛 は 第 八に 不義 を 喜ばざる なり、 其 何人に 由て！： 所に 行 はる」 に關 はらす、 愛 は 不義 を 耳に して 心 

に 甚く 不快 を感 するな り、 愛に 取りて は 不義 は 之を愤 るまで もな し、 不快な り、 故に 彼女 は 思 はすし 
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て 之 を 避けん とし 叉 除かん とするな り、 愛の 不義に 對 する は 美術家の 醜 事に 對す るが 如し、 其 不調に 

耐 ゆる 能 はすして、 之 を 忌み嫌 ふなり、 博 突の 如き >  戰爭の 如き、 汚緣、 醉酒、 放蕩の 惡 習の 如き、 

愛 は 之に 對し單 へに 憎惡、 嫌麼、 背 逆の 感を懷 くな り、 不義 は 愛の 嗜好に 適せす、 彼女 は 之に 接して 

臭氣 に觸れ しが 如くに 感 するな り。 

愛 は 不義 を 喜ばざる なり、 眞理を 喜ぶな り、 愛の 嗜好 は眞理 にあり、 其宗敎 的なる と、 科學 的なる 

と、 哲學 的なる と、 美學 的なる とに 關 はらす、 眞理は 何れの 眞理 たるに 關 はらす 愛の 喜ぶ 所な り、 愛 

は 科 學の發 見 を 聞いて 喜び、 哲學の 閬明を 聞いて 喜び、 美術の 開發を 聞いて 善ぶ、 愛 は 其 趣味に 於て 

狭隘なら す、 廣濶 なり、 愛 は 情の 粹 にして、 また 理の 極な り、 故に 善を圖 るが ごとくに また 眞を 喜ぶ 

なり、 愛 は 感情なる のみなら す、 亦 道理な り、 人 は 彼が 學に 志す に 至る まで は 未だ 以て 愛 を 知れり と 

云 ふ 能 はざる なり。 

(7) すべての 事 覆 ひ 包み、 すべての 事 信じ、 すべての 事 望み、 すべての 事 耐え忍ぶ なり。 

愛の 爲さ る こと は斯の 如し、 今 彼女の 行爲を 一括して 言 はんか、 彼女 はすべ ての 惡事は 之 を 俊 ひ 

00  00OO0OOOOOOOOOO  OO00  OOOOOOOCOOOOO  00000  c-c〇 

包み、 すべての 眞理は 躊躇す る ことなく 之 を 信じ、 すべての 善事 は 其 實行を 望み、 故にす ベての 困難 

に 遭遇して 能く 之 を 忍び、 能く 之に 耐 ゆるな り、 惡を念 はざる 愛 は惡に 接すれば 之 を 覆 ひ 包まん とす、 

彼女 は 樸直 を 貴ぶ と稱 して 世の 惡事を 曝露して 喜ばざる なり、 今人の 所謂る 「寫 實」 なる もの は 彼女 

の贊 する 所に あらす、 愛 はすべ ての 惡事は 之 を 覆 ひ 包まん とす、 若し 之を發 掘せ ざる を 得ざる 場合に 

於て は 多くの 淚と 苦痛と を 以て 之を爲 すなり。 

愛 はすべ ての 眞理を 信す るな り、 そ は 彼女 は 多くの 思考 研鑽 を 要せす して 眞理 の眞理 たる を 直覺的 


に 知れば なり、 愛 は 詩人な り、 彼女 は 解 說を經 すして 本能 的に 眞理を 了 得す、 信仰 は 愛の 表彰な り、 

智識の 先驅 なり、 先 づ愛を 以て 信じ、 然る 後に 智を 以て 窮 むるな り、 是れ 宗敎に 於ての み 然るに あら 

す、 科學に 於ても 亦然 り、 天然 を 愛し、 彼女 を 信ぜざる ものに 彼女 は 其 秘密 を 授けす、 信 は 先にして 

智は 後な り、 信の 示す 所 を 智は迆 るな り、 信 は智の 結論に 非す。 , 

すべ ての 爲理を 信す る 愛 はすべ ての 善事の 現赏を 望むな り、 而 してが S むと は 信じて 疑 はざる の 謂な 

り， 愛 は 神の 善なる を 信す るが 故にす ベ ての 善事の 必 す事實 となりて 現 はれ 來るを 信じて 疑 はざる，^ 

り. 善な らん 乎、 必す 成るべし、 惡な らん 乎、 必す 敗るべし、 是れ 愛の 確信な り、 彼女 は 善 は 旣に成 

りし ものと 信じて 進むな り。  _ 

すべての 眞理を 信じ、 すべての 善事 を む 愛に 失望 落膽 なる ものな し、 彼女 は 失 の 彼方に 成功 を 

見、 悲哀 を 越えて 歡喜を 望む が 故に、 すべての 事に 耐え、 すべての 事 を 忍ぶな り、 希び H! なき 忍耐 は 忍 

耐 にあら す、 結 念な り、 而 して 絕念は 精神の 死的狀 態な り、 絶 念の ある 所に 活動 あるな し、 進歩 ある 

なし、 愛 はすべ ての 事に 希望 を囑 して 永久に 進むな り、 愛は老 ゆる ことなし、 衰 ふること なし、 そ は 

彼女 は 永久の 希望 を 懐きて 神の 宇宙 に 澗步 すれば なり。 

(8) 愛 は 何時までも 墮る ことなし、 然れど 若し 預言 あらん 乎、 其 は 疲らん、 若し 言語 あらん 乎 

そ は 止まん、 若し 智識 あらん 乎、 そ も 亦 魔らん。 

愛の 爲す 所と、 爲さ る 所と は斯の 如し、 然 らば 愛 は 如何なる 性質の ものなる 乎、 愛 は 永久 墮るこ 

となし、 愛に 墮 落の 虞れ あるな し、 愛は谊 星の ごとし、 昨日の 榮光. は 今日の 榮 光と 異ならす、 今 口の 

榮光は 明日 も 亦 同じ、 愛に 時代の 變化 あるな し、 アブラハムに ありし 愛 は 我等に ある 愛の 如く 贵し、 
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我等の 愛 は 千 萬 年 を 經るも 其 眞價を 失 はす、 愛に 比較な し、 に 貴く して 超越せられ ざる 者 は 世に た 

だ 愛 あるの み。 

然れ ども 若し 預言 あらん 乎、 そは廢 らん、 そ は是れ 愛の 如くに 永久に 貴き ものに 非 ざれば なり、 預 

言 は充 たされて 後に 用な し、 預言 は 先んじて 語る ことなり、 而 して 「時」 なき 所に 預言の 用 あるな し- 

「時」 は 現世の ことなり、 「時」 なき 永遠の 來 世に 預言の 用な き は 明かな り、 預言者 は 常に 亂 世に 先て 

出づ、 愛の 普及す る 所に 預言者の 出て 世の 罪 惡を矯 むる の 要な し、 預言者 ュ レ ミヤ 歎じて 曰く 鳴 呼 我 

禍 ひなる かなと、 預言 は 世の 改善と 同時に 早 晚廢ら ざるべ からざる 者な り。 

若し 言語 あらん 乎、 むは 止まん、 埃 及 語 は 夙く 旣に 止みたり、 バビロン 語、 シリャ 語 は 今や、 僅に 

學 者の 記憶に 存 する のみ、 希 職 語、 拉典語 また 活ける 國 民の 日用 語に 非す、 今日の 英語 は 三百 年 前の 

英語に あらす、 知らす や 難解の 萬 葉 集 も其當 時の 日常の 日本語な りし こと を、 博 言 を 以て 誇る 者 は 誰 

ぞ、 彼 は 日々 に變り 行く 流行 を 以て 誇る 者の 類なら す や、 言語 は 思想 交換の 機關 たるに 過ぎす、 而ぅ 

して 人 は 永久に 言語 を 以て 其 思想 を 通すべき 者に 非す、 靈は 終に 直に 靈と 通すべし、 一一： ：！ 語 は 終に 靈感 

の 代 はる 所と なりて、 人 は 語らす して 其 意 を 人に 通す るに 至る ベ し。 

. 若し 智識 あらん 乎、 そ も亦践 らん、 今や 科 學は十 年なら すして 陳腐に 屬し、 百年 を經過 すれば、 人 

の 之 を 顧る 者な し、 一一 ュ ー トン は 曰へ り、 余 は 終生 を 學究に 消費して ゎづ かに 三 四の 礫 を 拾 ひ 上げし 

に 過ぎす、 未知の 大洋 は尙ほ 依然として 我が 目前に 横 はると、 ハム ボルト は 曰へ り、 余 は 八十 年問硏 

學に從 * して、 未だ 余の 生命の 意義す らも 知らす と、 絶世の 大學 者に して 此 悲歎の 聲を發 する あり、 

智識 を 以て 誇る 者の 如き は 未だ 智識の 初步 をも會 得せざる 者な り。 


(9) 我等の 智識 は 全から す、 預言 もまた 全から す。 

我等 は 僅かに {于{£ の 一 小 部分に 就て 知る のみ、 我等 は 僅かに 神の 智識の 一 小 部分 を投 けられし のみ、 

人類 の 智識 の 零碎 的な る は 智者の 能く 知 る 所な り、 彼の 知らざる 所 は 彼の 知る 所よりも 遙 かに 多し、 

彼 は 未だ 一室の 草が 如何にして 生育つ 乎 を 知らす、 ？ れんや 人に 就て を や、 況んゃ 神に 就て を や。 

我等 はまた-: 于 {a の 一 小 部分に 就て 預言す るの み、 或 ひ は 一 國に 就て 或 ひ は 世界の 一 局部に 就て； S 言 

する のみ、 ィザャ は ユダヤ 國幷に 其の 隣邦の 預言者な りき、 ダンテ は^ 太 利の 預言者な りき、 唯一 人 

キリストの 全世界に 就て 預曾し 給 ひし あるの み、 人 は 何人も 盲者な り、 彼 は 僅かに 祌の 光明に 輝ら さ 

れて、 寸前の 將來を 先知し 得る のみ、 預言 は 貴き も 愛の 如くに 包 全 的の ものに あらす。 

(W) 全き 者き たる 時 は 全から ざる 者 魔るべし。 

預言と 一一 一一 口 語と 智識と は齊 しく 是れ 部分的 の ものにして、 また 暫時 的 の もの なり、 而し て 愛は是 等と 

異なり 完全に して また 永遠の ものな り、 故に 完全なる 愛の 臨む 時 は 預言、 言語、 智識 等 不完全なる も 

の X 魔る 時な り、 預曾 は畢， 党、 愛に 就ての 預霄に 過ぎす、 言語 は 舉竟、 愛を傳 ふるの 機關に 過ぎす、 

智識 は 畢竟、 愛の 探究に 外なら す、 愛に して 臨まん 乎、 預言 は 一一 一一 C を 潜めて 可な り、 愛に して 到らん 乎、 

沈默は 返て 言語よりも 雄 辯な り、 愛に して 現 はれん 乎、 知 曰識は 無用の 器具と して 存 せんの み、 星と n:^ 

と は 夜の ための み、 日出て 後に 彼等の 要な し、 愛な き 所に K 言と 言語と 智識との 耍 あり、 然れ ども 愛 

の 太^の 昇りし 後に 我等 は 彼等に 依る の 要な し、 彼 處には 夜 ある ことなく、 燈の 光と 曰の 光と を 用う 

る ことなし、 そ は-王なる 祌、 彼等 を 照らし 給へ は 也 (默示 錄サニ 章 五節〕、 我等の 理想の 世界 は MlllHI を 要 

せす、 能辯 を 要せす、 智識 を 要せざる 世界な り。 
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我れ 幼兒の 時には 幼兒の 如くに 語り、 幼兒の 如くに 思 ひ、 幼兒の 如くに 慮りたり、 然れど 

成人と なりてより は 幼兒の 事を棄 てたり。 

我に もまた 信仰の 幼兒 時代 ありき、 其 時 我 もまた、 預言 を賴 み、 言葉 を 慕 ひ、 智識 を 求めたり き. 

我 はィザ ャの 如くな りて 預言 せんこと を 願 ひたりき、 アポ 尸の 如くに 流暢の 言 を 以て 道を傳 へ ん こと 

を 欲したり き、 ソモ ri ンの 智慧 を 以て 神の 奥義 を 窮めん こと を 求めたり き、 然れ ども キリストの 愛 を 

我心に 受 くるに 及んで 我 は 全然 是 等の 冀^ を 撒したり、 恰 かも 幼 兒が 成人と なりて 其 幼時の 玩具 を棄 

つるが 如し、 愛する は 預言す るよりも 大 なり、 愛する は 雄 辯 を 揮 ふよりも 美な り、 愛する は學 ぶより 

も 益 あり、 人 は 愛に 入て 信仰の 成人 時代に 人るな り、 彼が 預言 を SI- み、 雄 辯 を 貴び、 學識に 無上の 尊 

敬 を 拂ふ間 は、 彼 は 未だ 信仰の 小兒 にして、 愛の 眞味 を嘗 はざる 者な り。 

我等 今 鏡に 依りて 昏 然として 相 見る、 然れ ども 彼の 時には 額を對 せて 相 見ん、 我 今 知る こ 

と 全から す、 然れ ども 彼の 時には 我が 知らる、 如く 我 知らん。 

愛に 入て 我等 は 信仰の 成人と なるな り、 然れ ども 斯世は 愛の 完全に 行 はる i 所に あらす、 また 愛の 

我等に 充溢す る 所に あらす、 我等 は 今尙ほ 預言 を 要し、 言語と 智識と を 要す、 我等の 智識 は 全から す、 

故に 我等が 神 を 見ん と 欲する も、 恰も 金 鋭に 對 して、 友人 相互に 其 額 を 見ん と 欲する が 如し、 金 鏡に 

曇 多くて 我等 は 其 反射 面に 僅かに 昏 然として 神の 聖貌 を認 むる のみ、 然れ ども 愛の 充溢す る 「彼の 時」 

にいたら ば 神と 我と は 鏡面に 額 を 合 はすが 如くに あらす して、 額と 額と 相對 して 相 見る が 故に、 其 時 

我 は 今祌に 我が 知らる k 如く、 明かに 神 を 知る を 得ん、 人； 'や 肉の 簿 膜に 蔽 はれて 我 は 僅かに 隨朧 とし 

て 我 神 を 見る のみ、 我 は 今 僅かに 我 智識に 依りて 神 を 探り、 聖書の 言語に 賴 りて 其 聖 きを 窺 ふの み、 


然れ ども 我 は 判然と 我 神 を 見ん と 欲す、 而 して 我が 此皮此 身のお 果てん 後、 我、 肉 を 離れて 神 を 見ん 

(約 百 記 十九 章廿六 節)。 

それ 信と-まと 愛と、 此 三つの 者 は te に 在るな り、 此 うち 最も 犬なる 者 は 愛な り。 

^に 永存す る (恆に 在る の 意) 者 三つ あり、 信、 望、 愛是れ なり、 其 他 はすべ て 一 時 的の ものな り、 

富貴 は 煙の 如し、 權威は 露の 如し、 名譽は 朝の 霧の 如し、 持統 する こと 稍々 永き 預言、 言語、 智識と 

雖 もまた 時に 至れば 魔らざる を 得す、 然れ ども 信、 望、 愛の 三者 は恆に 在るな り、 卽ち 永遠 に^し、 

永遠に 廢ら ざるな り、 我等が 祌を 信す るの 要な き 時 は 有る ベから す、 我等が 神の 恩惠を 待ち^まざる 

時 とても 亦 有る ベから す、 而 して 祌を愛 せす して 我等 は 死す、 永遠の 生命と は 信、 望、 愛の 生涯な り、 

我等の 生命が 是等 三者に 單 歸す るに 及んで 我等の 永遠の 生命 は 始まるな り。 

信、 望、 愛の 三者 は齊 しく 永存す、 然れ ども 其 中 最も 犬なる もの は 愛な り、 三位の 神 は 父に 在て 合 

一す るが 如く、 永遠の 三 姉妹 は 愛に 在て 合體 す、 信 を 以て 立ち、 望に 由て 進み、 愛に 到て 足る、 愛 は 

人生の 終極 點 なり、 玆に 至て 人 は 神の 懷に 入り、 祌の 子と なりて 永遠に 生存す、 そ は 神 は 卽ち愛 なれ 

ばな り (約 翰 第 一 書 四 章 八 節〕。 
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哥林多 前書 第 十五 章 

一、 兄弟よ 前に 我 雨 曹に傳 へし 福音 を 今 また 爾曹 に吿 ぐ、 こ は 爾曹が 受けし 所、 之に 因て 立ちし 

所な り。 

福 昔の 宣傳 は幾囘 となく 重復 せらる.^ を 要す、 罪悪の 事， 救拯の 事、 復活の 事 は、 一度び 之 を 信す 

る も 二度び 之 を棄て 易し、 吾等 は 時には 自身 義人な りと 思 ひ、 救拯の 必要 を 感ぜすな り、 其 結 とし 

て 終に 復活の 希 一 を も 失 ふに 至る、 吾等 は 福音 其 儘 を 受け、 之に 因て 安心立命 を 得し 者な り、 然るに 

吾等 は 世の 才子の 言に 惑 はされ、 基督の 明白なる 敎訓に 多くの 氣 儘なる 解 釋を附 し、 爲 めに 心の 平和 

を 失 ひし こと 幾囘ぞ や、 吾等 をして 幾囘 となく 前に 吾等に 傳 へられし 單 純なる 福音に 就て 思念す る 所 

あらしめ よ。 

一一、 爾曹 もし 我が 傳 へ し 一一 一一 E を 固く 守り 徒らに 信す る ことなくば 之に 因て 救 はれん。 

「我が 傳 へし 言」、 福音 を 指して 云 ふ、 肉體の (仅 活、 未来の 裁判 等 は 其 中の 重なる 條 目たり し、 〇 

「徒らに 信す る 云々」、 之 を 冗談 半分に 信す る ことたく ば、 卽ち 今日 も 多くの 信者の 爲す 如く 基督 敎 

を 信す るに 僅かに 社交的 又は 修養 的の 理由 を 以てする が 如き 事な くばとの 意な り、 信者 は 多し、 眞西 


目に 信す る^ は尠 し、 保 li の 時代に 於ても 然り 今日 も亦然 り、 i ほ々、 〇 「之に 因て 救 はれん」、 00 

敎を眞 面目に 信じて 救 はれざる こと あるな し、 之 を 全身 全力 を 以て 信ぜす して 救 はる k こと あるな し、 

儘 かに 其倫现 のみ を 信じて、 或は 僅に 之 を社會 改良の 用具に 供す るに 止って、 自身 救 はれざる は 勿論、 

其 人 は 社 會をも 改良す る 能 はす、 眞 面目に 基督 敎を 信ぜ，.： <。 

三、 我が 雨 曹に傳 へし は 我が 受けし 所の 事に て 其 第一 は卽ち 聖書に 應 ひて キリスト 我 倚の 罪の た 

めに 死、 

「我が …… 傳へしは我が受けし所の！；^^」、 我が 福音 は 我が 神より 直に 受けし 所の 事な り (加 拉太害 第 

一章 十二 十二 節)、 其 我が 腦裡 より 我の 織 出せし 者に あらざる は 勿論な り、 我 は 我の 思想 を說 かす、 

我 は 天の 啓示の 傳 達者た るに 過ぎす と、 世に 「保 羅の 基督 敎」 に 就て 論す る 者 ありと 雖も保 ri 彼 自身 

は 彼が 受けし 所の 福音の 外に 特^の 敎義を 有た すと 曰へ り、 〇 「其 第一 は 云々」、 保雜の 傅へ し 福音 

の 第 一 は キリ ス ト我 儕の 罪の ために 聖書に 應 ひて 死に 給 ひしと 云 ふ 事な りき、 キリス トは i 早に 彼の 奉 

持せ し 主義の 爲に 死せ しに 非す、 キリストの 死 は 吾人の 生涯に 直接の 關係 なき 者に あらす、 キリスト 

の 死に 何に か 人類 的 世界的の 意味 存せ しなり、 之れ 聖書 (舊 約) が 彼に 就て 豫言 せし 事に 應 へり、 之 

を 創世記の 一 一士 一章に 讀み 見よ、 之 を 以賽亞 の豫言 書 五十 三 章に 學び 見よ、 神 は 人類より 罪の 犧牲を 

要求し 給 ふと ：g: 時に、 亦 此犧牲 たる 者 は聖き 辜な き 神の 僕た る 事 を 知る を 得ん、 舊約 聖書 は 特別に 名 

を 指して イエ ス キリストの 死 を 預言せ す、 然れ ども 神の 何たると 罪の 何たると を 示して 贖罪の 救^ 上 

必要なる を說 けり、 舊約 全體は キリ ス トの 預言な り. 之 を 一 節づ i に 解剖して 或は 明白なら ざる 所 も 

あらん、 然れ ども 總 ての 光線 を 集め 見よ、 微弱なる 倘々 训々 の豫言 も相桀 つて は 一大 光明と なりて 顯 
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はれん。 

四、 また §\£3 に應ひ 葬られ 第三 日に 甦り、 

詩篇 第 十六 篇十節 (そ は汝 わがた まし ひ を 陰 府に棄 て 給 はす、 汝の 聖者 を 墓の なかに 朽 しめ 給 は ざ 

る 可れば なり)、 以赛亜 書 五十 三 章 九、 十 節、 何 西 IGi 書 第 六 章 二 節 (H ホバは 二日の 後 我 儕 を 活き復 

へし、 三日に 我 倚 を 起せ 給 はん、 われ その 前に 生きん) 等 を ■ 參考 すべし、 原語に は 葬られ 第三 日に 甦 

りて i^l に 至 i いの 意 あり、 卽ち キリストの 復活して 今 は 天上に 父なる 神の 右に 坐し 給 ふ をい ふ、 復 

活の现 論 は 別問題と し、 其 初代 基督 敎 徒の 重なる 信條の 一 なりし は 疑 ふべ くも あらす (『使徒 信經』 參 

考 )0 

五、 ケパに 現 はれ 後 十二の？ S 子に 現 はれ 給へ る こと 也。 

ケパ はべ テ n なり、 共に 「5 お」 を 意味す、 前者 はァ ラム 語に して 後者 は ギリシャ 語な り、 ァ ラム 語 

は キリスト 時代に 於て 普通 パレスチナ 地方に 用 ひられし ものな り、 〇 「十二の 弟子」、 勿論 十二使徒 

を 意 ふ。 

六、 如此現 はれ 給へ るの ち 五 百の 兄弟の 共に 在る 時 亦 これに 現 はれ 給へ り、 其 兄弟のう ち 多く は 

今尙ほ 世に あり、 然れ ども 旣に寢 りたる 者 も あり。 

キリストの (议活 は 理論に あらす、 亦單 に宗敎 上の 信仰 箇條 にあら す、 復活 は歷 史上の 事實 なり、 一 

人 二人の みならす、 五 百 人の 同時に 擎 せし 事 實 なり、 之 を科學 的に 信す る は 難しと 言 ふ 者 あらん、 

然 にど 保羅は 事赏 有の 儘を俾 へしに 過ぎす、 而 して 彼 は 彼の 時代に 於て 彼の 宜傳 せし 此 大事 實に 就て 

あやしき ユリし 

多くの 生ける 證人を 有せり， 彼 は小說 家の 妄想に 成りし 奇談 を傳 へしに あらす、 彼 は 五 百 人 以上の 


證據人 を 有する 歷 史的 事實を 傅へ しなり、 能く 此 一事に 注意せ よ、 其證據 人なる 者が 斯 かる 大事 赏に 

就て 證 明す るに 足る の 科 學的资 格 を 備えし や 否や、 れ故 博士 ハックス レ ー 氏 等の 提屮 r せし 疑問な り 

とす、 然れ ども 是れ训 問題に 屬 すれば 玆に曰 はす。 

七、 此後 ヤコ ブに現 はれ 叉 凡ての 使徒に 現 はれ、 

キリストの 兄；？ S  (從： ：儿 弟？) ヤコ ブに現 はれ 叉 凡ての 使徒に 現 はれ 給へ りと、 此 所に I 叩ん 使徒なる 

者 は 前節に 謂 ふ 所の 十二の 弟子に 限らざる が 如し、 十一 一 弟子 以外に 使徒と 稱 はれし 者 ありし は 維 書 

十六 意 七 節に 照して 明かな り。 

八、 设 後に 月たら ぬ 者の 如き 我に も 現 はれ 給へ り。 

保 維の 謙 通なる 態度に 注意せ よ、 彼 は 他の 使徒より 獨 立して 倒けり、 然れ ども 彼 は 一言の 背て 彼等 

を 誹 毀して 己れ の 潔白 を 装 ひし ことなし、 彼 は 月 足らす して 生れし 不具 兒 として 己れ を 紹介せ り、 然 

れ ども 彼 も 亦 自身の 眼 を 以て 復活せ る キリ スト を 見たり と 云 へり、 彼 は 他人の 證 明に 依ての み 復活 を 

信ぜし にあら す、 使徒 olpostolos) と は raf に宜敎 者の 意に あらす、 之に 證 明^の 義 ありて^す、 卽ち 

キリストの 復活 を！ ni 擊 して 之 を證 明す る 者 を 斯く稱 せし なり (使徒 行傳 一章 二十 二 節參考 )、 而 して 

此 意味に 於て 保羅は 立派なる 使徒たり しなり、 彼 は 不具 兒 なりと 自， 曰せ り、 然れ ども 自 から 卑 うして 

使徒た るの 彼の 職 權を否 まざりし。  . 

九、 蓋 は 我れ 神の 敎會を 迫害せ し 故に 使徒と 稱 ふるに 足らざる 者に して 使徒の 巾に 至微者 なれ 

ば 也。 

使徒な り、 然れ ども 其至微 者な り， 祌の 敎會を 迫害せ し 使徒な り、 一度 は 神の ため！： のために キリ 
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ストの 聖 名を據 せし 者な り、 われが 使徒た る を 得し は 神の 特刖の 恩惠に 由るな り、 然り、 我 は 使徒な 

り、 多くの 懺悔すべき 經歷を 有する 使徒な り、 我に 於て 人の 卑 きと 神の 貴き と を 見よ、 我れ 復活の 事 

を述 ぶる に 方て 玆に 再び 我が 過去の 罪業 を吿 白せ ざる を 得すと。 

十、 然れど 我が かくの 如くなる を 得し は 神の 恩惠に 由て なり、 我に 賜 ひし 神の 恩惠は 徒然から す、 

我 は 衆ての 使徒よりも 多く 勞 めたり、 此は 我に 非す、 我と 偕に ある 神の 恩惠 なり。 

保羅は 自身に 就て 一 つの 誇る 所 あるな し、 然れ ども 彼 は 彼の 作せ し 事業に 就て 誇るな り、 蓋 は斯く 

する は 神の 恩惠を 示す 事 なれば なり、 いと 微き者 はいと 大 なる 事 を 作せ り、 之れ 何に 由る 乎、 神 に 

由て 働き 給 ひたれば なり、 神 は 卑しき 器 を 用いて 貴き 事 を 爲し給 ふ、 彼の 名は頌 むべき かな。 

十 一 、 是 故に 我 も 彼等 も 此の 如く 宣べ傳 へ 爾曹も 亦 かくの 如く 信ぜり。 

「是 故に」、 斯 くも 疑 ふべ からざる 事實 なる が 故に、 〇 「我 も 彼等 も」、 復活 は保羅 一人の 宣べ傳 

へし 敎義 にあら す、 是れ 使徒 全體が 殊に 重き を 置て 宜べ傳 へし 福音の 根本的 教義の 一 なり、 他の 點に 

就 て は 使徒 中 多少 の 異論 ありし ならん、 然れ ども 復活の 大事 實に 就て は 彼等 は 異口同音に 之 を 唱道し、 

一 人の 之に 就て 疑 を 挾む 者と て はな かりき、 初代の 信者 間に 於て は斯 くも 重き を 置かれし 此敎義 は 今 

の 信者 間に 於て は 如何に 待遇 さる k や、 曰く 是れ 今日の 科 學に適 はざる 事實 なりと、 曰く 復活 を 否定 

する も 基督 敎の 倫理 を さへ 信 すれば 足る と、 吾等 は 人が 復活 を 信ぜざる を 妨げす、 然れ ども 之 を 信ぜ 

すして 自 から キリスト 信者な りと 稱 して 世に立つ 者 ある を怪 む、 〇 「此の 如く 宜べ傳 へ 云々」， 卽ち 

使徒 等 は キリストの 死て 葬られ 第三 日に 庭へ りし 事 を 傅へ たり、 而 して 信徒 も 亦斯く 信じたり、 此事 

に 就て は 世界の 全 敎會は 一 致せり、 共 時 復活 を 否みながら 自 から キリス ト 信者な りと 稱 する 者 は あら 


ざり し、 キリス ト 信者と は實に キリス トの 復活 を 信す る 者の 謂 ひなり き。 

十二、 キリスト は 死より 趟 りしと {且 べ傳 ふるに 爾曹 のうち 死より 甦る こと 無しと いふ 者 ある は 3： 

• ぞゃ。 

设活 の 事 賓を述 ベ 終て 後に 其 理論に 人る、 然れ ども 之を爲 すに 先ち て 復活 の 信仰が 使徒 等 の {E; 傅せ 

し 福 昔の 根據 たりし を說 く、 曰 ふ 我等 キリ ストの 復活 を 語れば 爾曹 のうち 或 者 は 死者の 復活て ふ 者 は 

無しと 云 ふ、 然れ ども 斯く云 ひて 雨曹は 我が キリス ト敎の 根本 を 毀たん とするな りと。 

十三、 もし 死より 甦る ことなくば キリス トも亦 甦ら ざり しならん。 

是れ大 問題な り、 輕生は ある や、 なきや、 若しな からん に は キリストの 甦生 もなかり しならん、 是 

れ 論理 學に謂 ゆる 一 般 より 一 部に 及ぼす 論鋒な り、 保羅は 如何にして 之に 當 らんと する 乎、 三十 七 節 

以下 を 見よ、 然れども彼は先づ此問題の彼の信する基督敎に於て如何に重要なるもの乎を；^^叩bんとす、 

以下 三十 四 節まで は 以上 三 節より 十 一 節までの 重復 敷衍と 見る も 可な り、 如 此きは Is 々保羅 の 論法に 

於て 見る 所な り。 

十四、 キリス ト もし 甦ら ざり しなら ば 我 倚の 宣る ところ 徒然 また 雨曹の 信仰 も 徒然 からん。 

復活 はキ リ スト 敎の 死活問題 なり、 若し サド カイ 人の 唱 へし が 如く 生命 は 死を以 て 終る 者な らん 乎、 

勿論 キリストの 復活 は 荒 唐 虚誕たり しに 相違な し、 若し 亦 希臘哲 學の唱 へしが 如く、 靈魂は 肉 體を離 

れて來 ^に 於いて 存在す る こと ある も 肉 體は死 を 以て 全く 消え 失する 者な らん 乎、 然 らば キリ ストの 

復活 は 使徒の 捏造せ し 奇談に あら ざれば 使徒の 腦裡に 浮びし 夢幻な りしな らん、 生命の 全滅 を 信す る 

は 易し、 靈 魂の 不滅 を 信じて 肉體の 腐壞を 信す る も 難から す、 然れ ども 靈 魂の 不滅に 加 ふるに 肉體の 
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役， を 信す るに 至て は 是れ難 中の 難と 云 はざる を 得す、 然れ ども 是れ保 羅の唱 へし 基督教の 根據 なり 

し、 彼 は 單に靈 魂の 不滅 を 信す るに 止まら ざり しなり、 彼れ は 誤解し 難き 言葉 を 以て 肉體の 復活 を傳 

へたり、 吾人 は 之 を 信す る 乎、 之 を 信じ 得る 乎、 言 ふ を 休めよ、 基督 敎道德 を 信 すれば 基督の 役活 

(肉體 の) を 信ぜざる も 可な りと、 保 羅は云 ふ、 若し 復活 (肉體 の) を 信ぜ ざらん に は 彼の 信仰 は 徒 

然 なり (無き ものと なるとの 意) と、 卽ち 基督 敎 なる 者 は 其土臺 より 破 壌 さると、 保 謙の 强き言 葉に 

注意せ よ。 

十五、 且つ 我 儕 神の 爲に 妄の證 をな す 者と ならん、 我 儕 神 は キリスト を廳 らし、 と證 すれば なり。 

若し 死者の 復活な くば 福音 は 無き ものと なる のみなら す、 使徒た ち は 妄證の 罪 を 免る 能 はざる べし、 

そ は 彼等 は 幾 同と なく 公然 キリストの 復活 を傳 へたれば なり (使徒 行傳 一章 ニニ 節、 二 章 二 ra 節、 三 

章 十五 節 等 參考： r 保 『維 何人た る も噓言 者に は あらざる べし >  吾人 は 彼の 誠 實を疑 はんとす る 乎、 彼 

は 彼の 本心 を赌 して 玆に 復活の 事 實を證 明せ り、 世の 復活 を 信ぜざる 「基督 信者」 は 如何なる 眼を以 

て保羅 を觀ん とする 乎、 〇 博士 ハックス レ ー 氏 は 曰く 「使徒の 眞實は 疑 ふべ からす、 然れ ども 彼等の 

科學的 資格に 至て は大 に問然 する 所 ありたり と 云 はざる ベから す」 と、 偶むべき 哉 使徒と 五 百の 信徒 

とよ、 彼等 は 同様に 欺かれし 乎、 彼等の 視感と 觸感と は 信す るに 足らざる^ なりし 乎、 彼等 は 夢み し 

乎、 或は 空 幻 を 見て 實 物と 做せし 乎、 基督 敎は 夢幻の 上に 建つ 者なる 乎、 哲學 者よ、 汝 等の 註 釋を乞 

よ， し 0 

十五、 十六、 もし 死し 者よ みがへ る 事な くば 祌 キリスト を 甦らし むる 事な かるべし、 もし 死し 者 

甦る 事な くば キリス トも娃 る こと 無り しならん。 


重 復に加 ふるに 重復、 殆んど クドき 程の 東復 なり、 然れ ども 重復は 事實の 重要 を 示す、 保 羅 が 幾！： 

となく 之 を重復 する を 見て 復活の 事實が 彼の 信仰 上 如何に 重要なる 地位 を 占め 居りし 乎 を 知るべし、 

若し 更生に して 無き ものと 證明 されん 乎、 是れ 彼に 取て は 最大 事件な り、 彼 は 基督の 品性の 卓絶なる 

に 感じて 彼 を 信ぜし にあら す、 彼 は 眼に 甦 へれる 基督 を 見 たれば こそ 彼の 總 てのもの を 捧げ て 其 福 昔 

の宜俾 者と なりし なれ、 キリスト にして 麵り給 は ざり しならん 乎、 喧々 禍 なる 哉保羅 よ、 彼 は. 21 偽の 

ために 彼の 貴重なる 一 生を盡 したり。 

十七、 若し キリスト HI らざ りしなら ば 爾曹の 信仰 はむな し、 雨 曹は尙 ほ 罪に 居らん。 

信徒の 信仰の むなしき は 前に 述べた るが 如し、 然れど 事 は玆に 止まらざる なり、 彼等 は尙ほ 罪に 居 

るな り、 彼等が 救 はれし と 思 ひし は 誤 護な りしな り。 

人 或は 云 はん、 復活と 救拯と 何の 關係 あらん やと、 吾人 は 答へ て 口 はん、 犬に ありと、 喷 罪と 云 ひ 

救 拯と云 ひ 罪の 一 除に 外なら す、 而 して 死 を 無き ものと なすに あら ざれば 救扬 はなき と 同然な り、 聖 

書に 憑れば 肉 體の死 は 罪の 結果な り、 而 して 祌は 基督に 於て 人の 罪 を 赦し給 はんと 誓 ひ 給へ り、 然れ 

ども 其 罪を赦 して 罪の 結果た.^ 死 を K 又 除せ ざれば 是れ單 に 赦免 を官： 吿 して 其 實を行 はざる 1 に 均し、 祌 

は 如 3： でか 人 を 欺く 者た る を 得ん や、 故に 吾人 は 曰 ふ、 復活 を 否む は 神の 公義 を 否む に 等しと、 神に 

して 在さん 乎、 彼 は 人類の 恐怖の 極なる 死 を^ 除せ すして 止み 給 はざる べし、 斯く觀 じ來て 吾人 は 役 

活の 有無 は 倫理 上の 大 問題なる を 知るな り。  ， 

十八、 叉 キリストに 在りて 寢 たる 者 も 沈 倫し ならん。 

かの ステ パノの 如く キリスト を 信じて 石に て擊 たれて 死し 者 は 矢張り 人類 全體 と共に 塵埃と 化し 終 
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る 者なる 乎、 若し 然 らんに は是れ 忍ぶべからざる 事なら す や、 人 或は 云 はん、 彼の 事業と 精神と は 生 

くと、 然り、 然れ ども 如何なる 察 業、 如何なる 精神 ぞゃ、 復活の 希望 を 懐いて 死し 者の 事業 は 復活 を 

證明 する ものなら ざるべ からす、 然るに 若し 復活に して 無き ものな らんに は、 彼の 事業 は 無益な りし 

なり、 是れ希 に應 はざる 事業な り、 吾人 は如此 きを 稱 して 虚業と 云 ふ を 得ん、 而 して 其 精神と よ、 

保羅の 福音 を 信ぜす して 其 精神 を 汲む を 得ん 乎、 保羅の 如くな らんと 欲せば 保羅の 如く 信ぜざる ベ か 

らす、 復活 を 基礎に 其 信仰 を 築きし 保羅の 精神 は 復活 を 信ぜす して 吾人の 有と なす を 得る や、 汝等判 

決き 見よ。 

十九、 若し キリス トに 由る 我條の Sli! た 此世 のみなら ば 我 倚 は 衆ての 人の 屮 にて 尤も 憐 むべき 者 

なり 0 

若し 此 * のみが 我 倚の 活動 151! 域なら ば、 若し 死者の 甦る ことなくして 我 倚 も 世の 偽善者 ノ權謀 家と 

共に 消え 失する 者なら ば * 何者か 世に キリスト 信者 (眞 正の) の 如く 憐 むべき 者 あらん 乎、 國を逐 は 

れ、 父 a 兄弟 朋友に 憎まれ、 不幸の 子と して、 不忠の 臣 として、 亂臣 として、 賊子と して、 到る 處に 

忌み嫌 はれ、 終に 貧苦 誤解の 中に 一生 を 終る、 而 して 尙ほ我 儕に 来世な し、 復活な しとなら ば 嗚呼 憐 

れ むべき 者 は 實に我 倚 基督 を 信す る 者なら す や、 世に は純粹 倫理 を唱 ふると 稱 して 来世の 希望 を 以て 

愚者の 夢想な りと なす 者 あり、 吾等 は 彼等の 高潔に 服 せん、 然れ ども 高潔な りと 稱 する 彼等の 生 1^ を 

見よ、 若し 純潔な りと すれば 消極的の 純潔な り、 彼等 は惡を 避けん とする のみ、 善を爲 さんと せす、 

彼等 は 不平の 人な り、 歡 喜の 人に あらす、 彼等 は 世を卑 む、 之 を 愛せざる なり、 而 して 消極的の 彼等 

は 永く 彼等の 無味の 生涯に 耐 ゆる 能 はすして、 彼等の 中 或 者 は 世に 降參 して 或は 其 俗吏と なり 或は 又 


其 番頭と なり 了る にあら す や、 來 世の 希望 は 神が 人類に 賜 ひし 最大 最 美の 賜物な り、 天の下せ し 者 を 

受け ざれば 返て 其 咎を受 く、 .來 世 を till ますし て 吾人 は 心靈的 に 死す るな り、 基督 信者 の 復活の 希 は 

人類の 懷 くべ き 最も 高尙 なる 希望な り。 

二十、 然れど 今 キリスト 死より 輕 へりて 寢 りたる 者の 復 生の 首と なれり。 

譯文 少しく 非な りと 信す、 余 は 原文 を直譯 する こと 左の 如し、 

今 キリ スト は 庭ら されて 寢 りたる 者の 初 機と なれり 

「然れ ど」、 前節 を 承け て 言 ふ、 我 倚に 復活の 希望 あれば 我俾は 世に 尤も 憐 むべき 者に 非す となり、 

〇 「今」、 「旣 に」 の 意 を 含む、 キリストの 復活 は 今や 旣に歷 史上の 事實 なり 我 倚 は 失望す ベから すと 

なり、 〇 「甦らされ」、 受動 働詞 なり、 「輕 へり」 にあら す、 復活 は キリストの 場合に 於ても 父なる 

神の 作爲 なり (加 拉太書 一章 一節 「キリストと 彼 を 死より 趣へ らし & 父なる 神」 を參考 せよ)、 父 は 

生命の 源な り、 彼先づ キリスト を 死より 甦らし、 後、 彼に 託り て 吾等 を輕 らし 給 ふ、 〇 「寢り たる 者」、 

死して 墓に 降りた る 者な り、 死 を 睡眠と 見做す は キリスト 敎獨特 の敎義 なり、 〇 「初穂」、 利 未 記 二 

十三 章 十 節 を參考 せよ、 初穗は 牧稷最 始の禮 物な り、 之 を 神に 獻げ て當 年の 豊穰を 謝す、 現世 は 神の 

田圃な り、 而 して 人類 は 之に 植ゑ附 けられし 禾穀 なり、 其實 りて 美き 實を 結ぶ や 神 は 之 を 天國の 倉庫 

に 牧め給 ふ、 キリスト は 此收穫 の初德 なり、 彼に 次いで 多くの 彼の 弟子 は 同じ 倉 雕に牧 めら るべ し、 

旣に 初穗の 倉に 牧 めら れ しあり、 高 慮の 充實は 疑 ふべき にあら すと なり。 

キリ ストの 復活 は 今や 旣に歷 史上の 事赏な り、 而 して 我 倚 キリストの 心 を 以て 心と なす 者 も 亦 復活 

の 希望な くんば あらす、 若し キリスト にして 役 生者の 初德 となりて 神の 高 ig に 収められ ざらん 乎、 我 
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儕 或は 疑懼す る 所 も あらん、 然れ ども 旣に 使徒達に 依て、 叉 五 百の 弟子 達に 依て 目撃され し 復活の 大 

事 實の我 倚に 供せられ しあり、 我 儕 復活の 希 は 空しから ざるな り。  . 

サー、 それ 人に 因て 死る こと 出で 人に 因て 甦る こと 出たり。 

死 は 人なる アダムに 因て 此 世に 来り、 復活 も 亦 人なる 第一 一の アダム、 卽ち祌 の子ィ ヱス キリス 卜に 

因て 此 世に 臨めり、 人 は 人に 因て 淪び 人に 因て 救 はる、 神 は 人に 歸す るに 人 以外の 受造 物の 罪 を 以て 

し 給 はざる 如く、 亦 人 を 救 ふに 人の 性 を 具へ ざる 者 を 以てし 給 はす、 人の 罪 は 人に 因ての み 贖 はる、 

神なる キリス トは亦 人なる キリス トイ H ス なりし (提摩 太 前書 一 一 ノ 五〕、 我 儕の 救 主 は 血な き 1^ なき 我 儕 

の 荏 弱 を 體恤る こと 能 はざる が 如き 者に あらす、 彼 は 凡の 事に 於て 我 儕の 如く 誘 はれし 者、 我 倚の 如 

くに 死の 苦痛 を 感じ、 死して 而 して 後に 父なる 神に 因て 輕 へされし 者な り (希 伯 来書 四 章 十五 節參考 )、 

復活の 恩惠は ナザレの ィ H スに 因て 世に 臨めり、 我 傅 は 彼の 弟子なる のみなら す、 亦 彼の 兄弟 なれば 

彼に 因て 彼の 受けし 同一 の 恩 惠に干 かる を 得るな り。 

廿ニ、 アダムに 屬 ける 衆の 人の 死る 如く キリストに 屬る 衆の 人 は 生くべし。 

アダムの 性を享 け、 アダムの 心 を 以て 心と なす 者 は 死す、 是れ 當然の 事な り、 アダム は 神の 心を以 

て 心と する を廢 めて 己れ の 心 を 以て 心 とす るに 至りて 神より 死の 宣吿を 受けたり (創世記 一 一 章)、 ァ ダ 

ムに屬 ける 人と は アダム 主義の 人な り、 卽ち 私愁を 以て 生涯の 大方 針と なす 者な り、 如 斯き者 は旣に 

心靈の 生命 を 失 ひし 者に して 隨て 彼の 肉體は 再び 自然の 法則の 支配す る 所と なりて 土より 出し 者なる 

が 故に び 土に 歸 るべき 者な り、 キリストに 屬 ける 者 は 全く 之と 異なる、 彼 は 始終 一徹 神の 心 を 以て 

心と なし 給へ り、 彼に 一 點 の私愁 なる もの は あら ざり き、 彼 は 總て穩 順にして 總て 謙遜な りき、 故に 


神 は 彼 を 崇めて 諸の 名に 超る 名 を 之に 予へ 給へ り、 彼の 如くに して 靈は 肉に 勝ち、 肉 は 一度び は肷 壞 

ると 雖も墓 は 永久に 之 を 保つ 能 はす、 そ は 彼が キリストに 託て 得し 無私 無慾の 靈は 新生 命の 原動力と 

なりて 死せ る肉體 より 活ける 靈體 (靈に 適する 體) を 組成す るに 至る， ベければ なり、 肉體の 復活 は 道 

德の 勝利な り、 復活に よりて 正義 は 始めて 最終の 勝利者た る を 得るな り。 

サ三、 然れど 各人 其 次序に 循ふ、 初 は キリスト 次 は キリストの 來 らんと き 彼に 屬 する 者 也。 

「初めは キリ ス ト」、 「キリ ス トは 初德」 と讀 むべ し。 

更生に 順序 あり、 吾等 キリストに 屬 ける 者 は 死して 後 直に 復活す るに あらす、 吾等 は 暫く は 地下に 

眠るな り、 岩に 枕し、 靑 苔に 纏 はれ、 野の 小 花に 飾られて キリスト W 來の日 を 待つな り、 或は 百年な 

らん 乎、 或は 千年な らん 乎、 然れ ども 主に 在て 瘦て 千年 は 一 日の 如くな らん。 

人 或は 曰 はん 死者に して 若し 甦る 者なら ば 彼 は 何故に 死て 後 直に 甦らざる、 旣にモ ー セの 例の ある 

あり OS. 命 記 三十 四 章 六 節〕、 吾等 復活 せんに 何 ぞ末曰 を 待つ の耍 あらん やと、 余 は 之に 答て 曰 はんと 欲 

す、 余 は 能く 之 を 知らす、 然れ ども 聖書 は幾囘 となく 明 €1 に 末日 復活の 事 を 記す (馬 太傳 二十 四 章 三 

十 節、 帖撒 羅尼迦 前書 ra 章、 十五、 十六、 七 七 節、 默示錄ニ十^^等參考)、 聖書 は 其 理由 を 示さす、 

唯^^^實を記すのみと、 然れ ども 若し 余の 臆測 を逞 うする を？！： ば 余 は 更に 曰 はんと 欲す、 是れ 境遇が 現 

象に 伴 はんが 爲 ならん と、 菜實は 秋と 偕に 熟す れ ども 共 の 萌芽 は 初冬 溫暖 の 日に 於て せす して 厳冬 去 

て 後の 卷暖 il 和の 口に 於て す、 是れ 勿論 赛 陽の 境遇が 植生 發 芽の 現象に 應 ぜんが ためなり、 晩秋の 開 

花に 一種の 與 味なき に 非す、 然れ ども 其 無效の 開花なる は 其果を 結ばざる を 見て 知る を 得べ し、 吾等 

の 復活 も 亦然ら ざらん や、 吾等 死して 直に w び 生れ 来る も 何の 益 か ある、 吾等 は旣に 一度び は 此悲慘 
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の 世 を鬪ひ 通せし 者、 何 を 好んで 再び 此 修羅の 街に 生れ 來 らん や、 吾等 は 生命 其 物の ために 復活 を 望 

む 者に 非す、 吾等 は 正義の 王國に 於て； 冉び 生酒 せんこと を む 者な り、 故に 吾等の 復活の キリスト 搏 

來の 時に ある を聽て 吾等 は歡 喜の 上に 更に 歡喜 を感 するな り、 是れ 靈體に 適する 境遇に 生れ 來る なり、 

其發達 活動 は 此時を 期して 始めて 待つべき なり、 吾等が 暫時 地下に 眠る は 厳冬の 狂暴 を 避けて なり、 

春の 彌 生の 曙に 景雲 四方に 缓靆く 頃、 吾等 眼 を 開て 見れば、 見よ、 萬 物 は 悉く 新しく、 舊事は 去て 其 

痕跡 だ も 留めす、 暴虐 は 去り、 詐欺 は 失せて、 キリストの 王國は 旣に此 世に 臨み 居らん。 

廿四、 後 かれ 諸の 政 及び 諸の 權 威と 能 を 減して 國を 父の 神に 付さん、 是れ 終な り。 

「後」、 キリス トは榮 光の 雲に 纏 はれて 再び 此 世に 臨み、 吾等 彼 を 愛する 者 は 墳墓の 眠より 醒めて 

後に、 〇 「かれ」、 キリスト、 〇 「諸の 政 及び 諸の 權 威と 能」、 總 ての 政府と 總 ての 制度と、 此 に 

於け る總 ての 權 能と は 總てル 2 な 一 時 的の 者な り、 是等は 皆な 神に 代て 一 時世 を 治む る 者、 天地と 共に 

永久に 存在すべき ものに あらす、 槿花 一 朝の 夢 は 平家 一 代の 榮 華に 限らす、 バ ビ B ン然 り、 羅馬然 り、 

ナボレ オン 大帝の 佛國然 り、 世に 永遠 を 期して 其 希望 を 達せし 王統と 政治と あるな し、 永遠なる は 恥 

辱の 十字架に 釘 けられて、 死して 後 甦りし キリストの 王國 あるの み、 而 して 謙遜なる 彼の 天より 再び 

來 らん とき 世の 諸ての 政と 權 威と 能と の 失せん こと は 人類 進步 の 通則より 見る も 最も 當然 なる ことに 

して、 吾人 は斯く あらん こと を 望む が 如く、 祌は 亦斯く あらしめ 給 ふなり、 〇 「滅 して」 は 少しく 嚴 

に 過る 譯 字なる が 如し、 之 を 「停止して」 と讀む 方穩當 ならん、 〇 r 國」、 キリストに 依て 救 はれ 且 

改造され し 人類の 社會、 聖書に 之 を 「キリストの 王國」 とい ふ、 〇 「父の 神に 付さん」、 キリストの 

此 世に 降り 給 ひし は^を 救 はんが 爲め なり、 救濟の 偉業 成て 之 を 父の 神に 渡し 給 ふ、 是れ 子た る 者の 


本分な り、 萬 物 は キリストの 爲め にして、 キリスト は 父の ためなり、 子 は 是が爲 に 父よりも 小なら す、 

子 は 子た るの 道を盡 して 彼 は 父と 榮光を 偕に する を 得るな り、 三位 一 體の 敎義に 量るべからざる の眞 

理 ありて 存す、 〇 「是れ 終な り」、 完結 也、 卽ち キリスト 救濟の 事業が 其 終結 を吿る 時な り、 キリス 

トは 父より 委任され し 業 を 終へ、 救 ふべき を 救 ひ、 罰すべき を 罰し、 萬 物 悉く 整理に 復 して 此 世の！ 2 

は來 るな り、 終と 云 ひ 末期と 云へば 必す 世界の 全滅 を 謂 ふが 如くに 思 ふ は 世の常 なれ ども、 基督 敎は 

世界の 完結 を 說て其 破滅 を 語らす、 人世 は 墮落を 以て 始まりし も復與 救濟を 以て 終るべし と は 基督 敎 

の說く 所な り。 

廿五、 蓋 かれ 諸の 敵 を 其 足の 下に 置く 時まで は 王たら ざる を 得ざる なり。 

是れ舊 約 聖書の 厦々 豫言 せし 所、 斯 くなら ざる を 得ざる なり (詩篇 第 百 十篇參 考〕、 キリスト は 其 

敵 を 平げ ざれば 止み 給 はざる べし、 そ は 彼の 敵 は祌の 敵に して 亦 人類の 敵 なれば なり 世が キリストの 

み を 王と し 戴く に 至て 完全なる 平和 は此 地に 臨むな り、 羔の 如き 者、 傷める 葦 を 折る ことなく れる 

麻 を 消す ことなく、 總て 柔和に して 總て 謙遜なる 者が 金の 冠に あらで 棘の 冕 を 其 首に 戴て 人類の 王位 

に卽 くに 及んで 黄金時代 は 始めて 吾等の 中に 臨むな り、 「王たら ざる を 得す」 と は 勿論 王た るの 權威 

を 揮 はざる を 得すとの 意な り、 而も 兵力 を 以てせす して、 權柄を 握る にあら すして、 律す るに 唯 宇宙 

の 法則 を 以てして、 頼る に 唯 神の 聖旨 あるの み、 キリストの 勝利 は 世の 將帥 帝王の 勝利と 異なる、 彼 

は 勝つ に義を 以てし、 治む るに 愛 を 以てす。 

廿六、 最後に 滅 さる i 敵 は 死なり。 

敵 は 人に 非す、 國に 非す、 政に 非す、 權 威に 非す、 能に 非す、 是等を 悉く 滅し盡 して 敵中の 敵は尙 
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ほ存 するな り、 贫困を 拭ひ盡 して、 暴虐 を 排ひ盡 して、 壓 制なる 者 全く 無き に 至て、 衣食に 不足な く、 

社 ゾ％ に不滿 なきに 至て、 然 かも 若し 死にして 尙ほ存 するならば 敵の 大將は 未だ 失せざる なり、 世に 死 

を 殺す の 勇者な かるべ からす、 而 して 彼 は キリス 卜な り、 支那 人 を 屠る の 勇者 は 有り、 無辜の 薹 人 

を 殺す の 勇者 も 有り、 然れ ども 死 を 殺す の 勇者 はなし、 キリスト を 以て 臆病者と 見做す 者 は 彼が 死 を 

滅す るの 能に 注意せ よ、 〇 「死 を滅 す」 と は 勿論 人類 幷に其 他の 生物に 死す る ことなから しむる こと 

なり、 死の 苦痛 を 去り、 其 懼怕を 除く のみなら す、 死 其 物 を^ 除す る ことなり、 讀者は 如 斯き事 は 有 

り 得べ からすと 做す や、 然り、 自身 死せ ざる を 得ざる 罪に 在る 荏 弱き 人に 託て は 有り得ざる なり、 然 

れ ども 祌の祌 たる 所以 は 彼が 「在て 在る 者」 たるに あり、 彼 は 特^に 「生る 者」 なり、 故に 死 を滅し 

得る 者 は 神 あるの み、 而 して 吾等 神 を 信す る は 永久に 生ん ためなり、 而 して 神 を 信じて 我等 生ざる を 

得す、 基督 敎の救 濟とは 終に 死 をして 無から しむる ことなり。 

廿七、 そ は 神す ベての 物 を キリストの 足下に 置 給へば なり、 萬 物 を 其 下に 置け りと 云 ひ 給へ ると 

き は 萬 物 を 其 下に 置く 所の 者 は其內 にあらざる こと 明かな り 

キリストが 萬 物 を 其 足下に 置き 給 ふに 至る は 祌旣に 萬 物 を 其 (キリスト) の 足下に 置き 給 ひたれば 

なり、 父 は 子に 託て 萬 物 を 造り、 之 を 其 配下に 置き 給へ り (馬 太 傅 二十 八 章 十八 節〕、 故に 子が 終に 

^に 勝て 總て 彼に 敵す る 者 を 克服す るに 至らん こと は 期して 俟っ べきな り、 キリ ストが 世に 勝てる は 

事實 なり、 彼が 終に 死 をも滅 すに 至らん こと は豫 言な り、 豫言は 終に 事實 となりて 顯 はる- -に 至らん 

と、 是れ保 羅が玆 に 言 はんと 欲する 所なる が 如し。 

萬 物 は キリストに 服從 する に 至るべし、 然れ ども 父の 神の みは 其 例外なる は 言 を俟 すして 明かな り、 


萬 物 は 子に 從ひ、 子 は 父に 順 ふ、 是れ 正當の 順序な り。 

廿八、 萬 物 かれに 服 ふとき は 子 も 亦み づ から 萬 物 を 己に 服 はし k 者に 服 ふべ し、 是祌 すべての 物 

の 上に 主た らん ためなり 0 

「かれ」 は キリストな り、 「祌」 は 父の 神な り、 父す ベての 物の 上に 主と なりて 世 は 其 完結 を吿る 

なり、 遠大なる 未 來の預 察！ 死者 は 甦る のみなら す、 神と 人類との 敵 は 悉く 淪び、 萬 物 は 悉く 子に 

歸 服して、 子 も 亦 終に は 父に 歸服 せんとす となり、 罪に 因て 亂 され ざり し 宇宙 は斯く ありし ならん、 

父 は 子に 依て 世 を 治め、 子 は 人に 因て 其の ぽ を 行 ひ、 人 は 畜類 を 使役し、 風 を 使 ひ、 水 を 用 ひて 神の 

聖意を 地上に 實行 せし ならん、 然るに 罪の 此 世に 臨む や、 萬 物 悉く 其 次序 を轉 倒し、 人 は 神 を 離れて 

獨り 事を爲 さんと 欲し (創世記 三 章 十五 節)、 其 結 ra^ たる や 地上の 萬 物 悉く 人の 濫用す る 所と なりて、 

人 は 其 兄弟 隣人 を 敵と する に 至りし のみなら す、 萬 物 互に 相 離反して 調和の 宇宙に 不和 举鬪の 人^ は 

現 はれたり、 玆に 於て か 救濟の 必要 生じ、 神 は 其 獨子を 降して 破れし 此 調和 を 恢復せ ざる を 得ざる に 

至れり、 一方に は 罪と 其 結 たる 死の 猛威 を逞 うする あり、 他方に は 神 愛の 人 を 救 はんとす る あり、 

二者の 衝突、 是 をば 稱 して 六 千年間の 人類の 歷史と は 云 ふなり、 人類 は旣に 結^の 淵に 沈み、 彼等 は 

祌は^ 在せ すと 言 ひ、 正義 は 終に 不義に 勝つ 能 はすと 喊 ベり、 然れ ども 神 は 昔 は 豫言者 を 降し、 終に 

は 其 子 を 遣し 人に 論す に 天に 無限の 愛 ある を 以てし、 而 して 罪 を 其 根本に 於て 挫き 人類 をして 全く 罪 

の羅 粋より 脫 せしめん がた めに その 愛子 を 十字架の 苦 刑に 附し、 以て 人類 をして 罪の 此犧牲 を 仰ぎ見 

て 良心の 呵责 より 免れ 搏 せしめ 給へ り、 斯くて 救 濟の途 は 開かれ、 人 は 再び 其 天の 父に 歸 服し 得る に 

及んで 萬 物の 囘復は 其 緒に 就けり、 キリス ト救濟 の 偉業 は 今日 未だ 全く 效を 奏せ ざれ ども 其 成功 は 期 
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して 俟 つべき なり、 罪の 爲 めに 設けられ しせの 「政、 權威、 能」 等の 假 政府の 悉く 無用なる に 至り、 

不義の 徒 は 悉く 減され、 死 其 物 さへ 無くなる に 至て 萬 物 は 再び キリストに 服從 し、 キリスト は 亦 之 を 

父に 付し、 彼 自身 も 亦 父に 服 ひ、 罪 は 全く 除かれ、 宇宙萬物の調和は恢復せらる^1に至らんと、 是れ 

使徒 保羅の 人生 觀な るが 如し、 是を 無益の 議論と 稱ふ者 あるか、 是を痴 者の 夢想と 唱 ふる 者 あるか、 

世に 祌學を 嘲け る 者 あり、 曰く 是れ 事實 なきの 空論な り、 學 ぶに 足らす と、 然り 神學は 經濟學 にあら 

す、 機械 學に 非す、 祌學は 人生 學 なり、 宇宙 學 なり、 歷史の 淵源 を 探る 者 は祌學 なり、 宇宙の 調和 を 

索む る 者 は祌學 なり. 神學 は昔樂 なりとの 有名なる ル ー テルの 言 は 此事を 指して 言 ふなり、 神 あり、 

正義 あり、 人 あり、 罪惡 ありて 神學 なき 能 はす、 人生の 祕密を 探らん と 欲せざる 者に 神 學の要 あるな 

し、 罪の 根本的 安 除を畫 せざる 者に 神 學の要 あるな し、 故に 浮薄なる 人 は 神學を 蔑視して 經濟學 を 貴 

ぶ、 胃の 腑を祌 とし 仰ぐ 者 は 祌學を 修めす して 農 學を究 む、 然れ ども 罪 は 經濟學 に 依て 消滅せ す、 死 

は 殖産の 振興 を 以て 淪 びす、 人 は パンの み を 以て 生る 者に あらす、 人に 靈 魂の あらん 限り 神學は 最も 

高き、 M も 深き、 最も 廣き、 最も 聖き學 として 淺る ならん。 

廿九、 もし 死し 者 全く 甦らす ば 死し 者の 爲に バプ テス マ を 受けて 何の 爲 にせん とする 乎、 彼等 死 

し 者の 爲 めに バプ テス マ を 受るは 何故 ぞゃ 

「死し 者の 爲に パプ テス マ を 受」、 其 如何なる 事な りし や 今日 之 を 確 知し 難し、 或は 曰 ふ、 是れ其 

當時 死者に 代て パブ テス マの 禮を 受けし 習慣 を 指して 云 ふなり と、 若し 然 らんに は是れ 迷信の 一 にし 

て 保 羅の傳 へし 敎義 にあら ざり し は 明かな り、 故に 保 羅がこ k に此事 を引證 せし は 其 謬り なき を 承認 

してに あらす、 彼 は 唯反對 論者の 所 爲に訴 へて、 彼の 論 據を固 ふせんと せし のみ、 曰 ふ、 「若し 汝等 


が 言 ふ 如く 死者に して 全く 甦らざる 者なら ば 汝等は 何が 故に 死者に 代つ て 洗 禮を受 くる や、 汝等は 之 

を爲 して 暗々 裡に 死者の 復活 を證 明し つ 、あるに あらす や」 と。 

三十、 また 何が 爲に我 倚 常に 危險に 居る や 

若し 死者に して 甦る ことなく、 我 倚の 生命に して 單に此 世 を 以て 終る 者なら ば 我 儕 は 何 を 目的に 常 

に 危險を 冒す や、 基督 信者 は 野猪の 類に あらす、 亦 世に 所謂 冒險 者に あらす、 我 儕 は 或る 確乎たる 信 

仰に 依て 總 ての 危險を 冒しつ、 ある 者な り、 肉體の 復活な り、 基督の 再來 なり、 天國の 建設な り、 萬 

物 q 改造な り、 正義 最終の 勝利な り、 此 等の 信仰 あるに 因て、 我 倚 は 貧して 喜ぶな り、 罪惡の 暫時 的 

勝利 を 見て 失望せ ざるな り、 旣 勝の 戰に 臨む が 如き 勇氣を 以て 戰 ふなり、 我 倚が 喜んで 常に 危險に 居 

る は 我憐に 更生の 大 希望 あれば なり。 

卅 一 、 我 儕の 主 キリス トイ H ス に 在て 爾曹 にっき 我が 有て る 歡喜を 指して 誓 ひて 我 日々 に 死る と 

言 ふ 

「キリストに 在て 爾曹 にっき 我が 有て る歡 喜」、 奇異なる 歡喜、 然れ ども 最も 淸潔 にして 最も 確實 

なる 歡喜、 彼等 哥林多 人が 保羅に 由て 祌を 信じ 罪より 救 はる i に 至りし 歡喜、 是れ 現世に 於け る 保 li 

唯一 の歡 喜な りし、 而も 彼 は 獨り之 を 彼の 心に 懷く にあら す、 彼 は キリストに 於て (在て) 之 を 懐く 

なり、 彼に も 成功の 歡喜 ありたり、 然れ ども キリストの 忠僕なる 彼 は キリスト を 離れて 獨り之 を樂ま 

ん とは爲 さす、 「キリストに 在て 有て る歡 喜」！ 彼 保羅は 心の 歡喜を も 一度 は 之 を キリストに 返納 

らの 

し、 再び 之 を 其 手より 受 くるに あら ざれば 彼の 屬 として 之を樂 まざりし なり、 服 從も玆 に 至て 其 極に 

達せり と 言 ふべ し、 〇r 歡喜を 指して 誓 ふ」、 ：！ 一 おれ 亦 奇異なる 誓言なら す や、 天 を 指して 番 ふこと あ 
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り、 エルサレム の 聖殿を 指して 誓 ふこと あり、 然れ ども 歡喜を 指して 誓 ふと は是れ 無意義の 言なら す 

や、 然れ ども 保羅 の此奇 言を發 せし に 深き 意義の 存せ すん ば あらす、 彼 は 誓言に 關 する キリ ストの 敎 

訓を 識れり (馬 太 傅 五 章 三 三 I 三 七)、 故に 彼 は 何物 を も 指して 誓 はざる べし、 故に 彼 は 無形の 歡喜 

を 指して 誓 はんの み、 之 を 指して 誓 ふに 何等の 害 あるな し、 何等の 害な きのみなら す、 彼は此 處に歡 

喜 を 指して 誓 ふの 特刖の 理由 を 有せし なり、 彼 は 福音の 爲 めに 遭遇す る 彼の 危險に 就て 語りつ 、あり、 

彼 は 亦 幾囘か 彼が 身に 受けし 艱難に 就て 語らん と 欲す (哥林 多 後書 十 一 章 二三— 三 三)、 然れ ども 彼 

は 之を爲 して 歡喜 なき 者と して 彼の 讀 者に 認めら れんこと を懼 る、 彼 は 曰 はんと 欲す 「我 は 苦む 者な 

り、 然れ ども 我 は亦歡 喜の 人な り、 我 は 日々 に 死す ると 言 ふ、 然れ ども 我は絕 望の 人に あらす、 我が 

艱苦 を 語る は 我が キリ ストに 在て 有て る 歡喜を 指して 云 ふなり、 我の 艱苦の 確實 なる は 我の 歡 喜の 深 

遠なる が 如し」 と、 〇 「我 日々 に 死る」、 (羅馬 書 八 章 三 六 節、 哥林多 後書 四 章 十 節等參 考〕、 我 は 日 

毎に 死るな り、 今日は 肉 慾に 死し、 明日 は名譽 心に 死す、 今日は 身に 國 人の 侮辱 を 受けて 此 世の 頼む 

ベから ざる を 知り、 明日 は 友人の 謀反に 遭 ふて 人情の 如何に 墓な きものなる 乎 を 悟る、 父母に 捨てら 

れて眞 正の 父 は單に 在天の 神の みなる を 知り、 兄弟に 苦め られて 骨肉の 返て 我が 敵なる を曉れ り、 我 

は 日々 情に 於て 死し、 慾に 於て 滅ぶ、 然れ ども 肉 情に 於て 日々 に 死つ & ある 我は靈 性に 於て 日々 に 成 

長し つ、 あり、 是れ亦 復活の ー實證 ならす やと。 

* 二、 若し 我れ 人の 如く H べソに 於て 獸 と共に 鬪 ひしなら ば 何の 益 あらん 乎、 もし 死し 者 楚らす 

ば飮 貪す るに 若 かす、 我 儕 明日 死 ぬ ベ き 者 なれば なり 

「人の 如く」、 普通の 人の 如く、 卽ち來 世 復活の 希望 を 有たざる 人の 如く、 〇 「H ぺ ソに 於て glf" と 


共に 鬪」、 此 事に 就き 聖書 は 他に 記載す る 所な し、 故に 吾人 は 其 詳細に 就て 知る 能す、 獸とは 眞に獅 

子 虎 等の 猛獸を 指して 云へ るに や、 或は 獸の 如き 人 を 指して 云へ るに や 今 之 を 明言す る 能 はす、 初代 

の 基督 信者が S 々猛獸 の 餅 食に 供せられ し 事 は 正史の 傳 ふる 所に 由て 明かな り、 然れ ども 獸 にも 劣る 

獸慾漢 が纖弱 寄る ベな き 基督 信者 を 苦む る を 以て 至大の 功名と なす 事 は 今 も 昔 も 異ならざる 事に して、 

保羅の 如き も此等 人面 獸 心の 族と 屢々 格鬪 せざる を 得 ざり し は 決して 疑 ふべき にあら す、 〇 「何の 益 

あらん 乎」、 若し 我に 更生の 希望な かりし ならば 我 は 何に 由て 猛獸 輩の 虐待 を 忍びし ぞ、 獸漢 に對し 

て 我に： 大使の 如き 忍耐 ありし は 我に 復活の 希^ 存 したれば なり、 〇 「若し 死し 者 甦らす ば飮 食す るに 

若 かす 云々」、 以賽亞 書 第一 一十一 一章 十三 節 を 引いて 云へ るな り、 言 ふ 意 は 若し 死者に 復活なる ものな 

くんば 或る 絕望 せる 古人に 傚 ひ飮み 且つ 食 ひて 明日の 死滅 を俟 つに 若 かすと、 旣に 未来の 賞罰な しと 

すれば 我 倚 はた 2- 今 世を樂 まんの みと、 〇 人 或は 曰 はん、 r 是れ 劣等の 思念な り、 吾人が 今 世に 於て 

善を爲 すに 方て 何 ぞ未來 賞罰の 有無 を 問 はんや、 善 は 其 物 自身に 於て 美な り、 義は其 物 自身に 於て 眞 

なり、 吾人が 之 を 追求す る は 其 報酬 を 望んで にあら す、 更生の 希望な くんば 娩樂を 以て 身 を 終らん と 

の 保羅の 思觀は 決して 敬服すべき 者に あらす」 と、 〇 或は 然 らん、 純粹 倫理 學 者の 說に 常に 敬服す ベ 

き 者 多し、 然れ ども 其實行 如何に 至て は …… 未來觀 念を懷 かざる 者の 實 行に 眞 に眞、 善、 美 を 追求し 

て 止まざる 所 ある や、 彼等 は實に 彼等の 理想 を實 行し 得る 者なる や、 彼等の 純粹 倫理的 生涯に 多くの 

悲哀の 伴 ふ あるに あらす や、 哲人 ヒ ュ I ムが 死に際して 亡妻の 傍に 葬られん こと を 以て 唯 一 の 祈願と 

なせし が 如き、 故 博士 ハックス レ ー 氏が 不可思議 論を唱 ふると 同時に 幾囘か 悲哀の 言を發 せられし と 

の 事實の 如き. 偶々 以て 未来の 希望 を 懐かざる 者の 心 屮の狀 を 表 C せし 者に あらす や、 殊に 現， の 外 
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頼るべき もの を 有せざる 東洋 英雄の 心事 を 見よ、 「天運 苟如， 此、 且進 一一 1^ 中 物 ご 「生年 不， 滿， 百、 

常 懐，， 千歳 憂 f 晝短 苦，， 夜長 f 何 不，， 秉， 燭 遊，」、 「夫 天地 者 萬 物 之 逆旅、 光陰 者 百 代 之 過客、 而 浮生 若， 

夢、 爲歡 幾何」、 僅々 百年に 充 たざる 生涯の 中に 永生の 希望 を收 縮せ ざる を 得ざる 英雄の 心事に 偶む 

べき もの 多き にあら す や、 吾人 或は 未来の 希 ーを懷 かすして、 消 局 的の 淸淨を 守る を 得ん、 然れ ども 

進んで 人世の 痛 淚を拭 ひ、 死に 臨んで 尙ほ 勝利 を 叫ぶ が 如き は此 希望な くして 爲し 得らるべき 事な り 

と 信す る 能 はす。 

あし.？ まじ はり よ /0 おこな ひ 

卅三、 雨曹自 から 欺く 勿れ、 惡 交 は 善 行 を 害 ふなり。 

「欺かる \ 勿れ」 と讀 むべ し、 余 は 原文に 「自 から 欺く」 の 意 を 看 出し 能 はす、 r 惡友は 善行 を 害 

ふ」 と は 希臘の 十：； 文メ ナン デルの "Thais: より 引用され し 者、 以て 保 『維が 希 職 文學に 精通せ る を 見- 

る ベ  し、 〇 一一 一一 a ふ 意 は 古人の 一一 =11 に 惡交は 善行 を 害 ふと 云 ふこと あり、 爾曹も 亦 世の 哲學者 輩の 言 を 受け 

て 彼等に 欺かる & 勿れ、 世の 所謂 人生 哲學 なる もの は 多く は是れ 現世 哲學 なり、 彼等の 說く所 は 多く 

は此 の 事に 關し、 若し 未來 復活の 事に 至れば 彼等 はた 嘲笑 以て 之に 應 する のみ、 爾曹 常に 彼等の 

言 を 耳に する もの、 謹んで 彼等に 欺かる & 勿れと、 〇 保羅の 時代に 於て 然り、 令の せに 於て 亦然 り、 

政治 は重ぜ られ、 宗敎 は輕ぜ られ、 哲 學は贵 ばれ、 信仰 は賤 めら れ、 世 は 擧て心 を 現世の 改良に のみ 

心 を 傾る 此 時に 際して、 復活の 信仰の 如きが 其歡迎 する 所と ならざる は 勿論な り、 然り 如此き 信仰 を 

嘲け る 者 は單に 彼等 俗 社會の 人に 止まらす、 敎會の 牧師と 祌學 者、 執事と 監督に して 身命 を將 しても 

此敎義 を (il^ はんと 欲する 者 今や 沟に 勘し、 肉體の 復活に 關 する 信仰 は 今や 多くの 基督 敎 参に 受け入れ 

ら れんた めの 必要 條件 にあら す、 彼等 は 現世 的 基督 敎を 以て 誇る 者、 吾人の 此 信仰 を 贄 くる 者に あら 


ざる は 勿論な り、 此 時に 方て 吾人 は 保 羅の此 忠言 を 心に 留め、 彼等と 交 はりて 吾人の 此 貴重なる 信仰 

を 害 はれざる やう、 且又 墳墓の 彼方に 達せざる 彼等の 宗敎に 欺かれざる やうに 努めざる ベから す。 

^四、 爾曹 醒めて 義を行 ふべ し、 罪 を 犯す 勿 かれ、 雨 の 中祌を 知らざる 者 あり、 我 かく 首 ひて 

爾 曹を愧 かしむ るな り 

是等偽 哲學者 僞宗敎 家に 欺かる i ことなく、 雨 曹の絕 望 的 人生 觀を 去て、 信仰の 睡眠より 醒めて 大 

膽に義 を 行 ふべ し、 僞 はりの 敎義に 誘 はれて 知らす 識ら す、 無 爲懶惰 の 罪 を 犯す 勿れ、 我れ 爾曹に 言 

はんと 欲す、 爾曹神 を 信す ると 一一： 一 II ふ 者の 中に 實は祌 を 知らざる 者 あり、 復活の 希望た る 活ける 祌を信 

する より 来たる 必然の 結 なり、 然るに 之れ を も 否定して 或は 否定に 均しき 議論 を唱 へ て 神の 存在 を 

無視す る 者 あり、 我れ かく 一一 一一 口 ひて 爾曹 を愧 かしむ るな り、 そ は 爾曹の 中に 斯の 如き 者の 確かに 存在す 

る を 我れ 知れば なりと。 

鳴 呼、 保 羅の此 譴責、 是れ哥 林 多に 在りし 基督 信者に のみ 適用すべき 者なる や、 紀元 二 千年 後の 今 

曰に 至て 尙ほ 之を受 くるに 値する 基督 信者の 多き にあら す や、 爾 曹に絕 えて 活氣 なる ものな き は 何故 

ぞゃ、 雨 曹の傳 道なる ものが 常に 病的なる は 何に 因す る や、 爾 曹は噪 ぎ、 高く 喇叭 を 吹き、 虚勢 を 張 

り、 傳 道の 方法 を 講じ、 敎 勢の 擴張を 計る、 然れ ども 爾曹の 城壘が 築いても 叉 れ、 爾曹の 兵卒が 數 

に 於て 增 すと 同時に 力に 於て 減す る は 何が 故ぞ、 爾曹 欺かる、 勿れ、 雨 曹何を 信じつ- - ある 乎、 省り 

みよ、 繭曹の 宗敎は 現世 的なる 乎、 將た 無限の 未来にまで 到達す る 者なる か、 爾曹の 目的 は 社會改 

にある 乎、 將た新 H ルサ レムの 降臨に ある 乎、 爾曹は 爾曹の 敎師に 何を敎 えられし 乎、 鳴 呼、 醒めよ、 

直に 聖書 其 物に 就て 學 ベよ、 基督に 聞け、 保羅、 約 翰、 彼 得に 學べ、 古き 奮き 聖書の 中に 未だ 雨 普が 
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曾て 夢想 だ もせ ざり し眞 理の存 する こと も あらん、 爾曹 知らす や、 八.' の 學者、 社 \ 噱學 者が 嘲笑して 

止まざる 復活の 希望 こそ 是れ舊 世界 を 打破して 新世界 を 現出せ しめし 者なる 事 を、 保羅 は社會 改良に 

熱 注して 彼の 大傳 道に 從 事せ ざり しなり、 彼 は愛國 心に 驅られ て 福音 を 宣べ傳 へ ざり しなり、 彼 は 死 

して 甦 へれる キリスト を 見し なり、 之 を 見て 彼の 萬國 改造の 大計 畫は 起り しなり、 彼と 彼の 朋輩と よ 

り 復活の 希ば li! を 取り去りて 見よ、 彼等の 傳 道の 動機なる もの は 失せて 跡な きに 至るな り、 醒めよ 明治 

時代の キリスト 信者よ、 酲 めて 罪 を 犯す 勿れ、 爾曹の 中 復活 を 知らす、 爲 めに 神の 神た る を 知らざる 

者 あり 、 保 羅が斯 く 一一 一一 n ひし は 亦曹爾 を も愧か しめんた めなる や も 知れす。 

保羅の 復活 論 

(哥林 多 前書 第 十五 章と 其 略 註) 

第一 段 復活の 事實 

其 一、 福 音 の 要 皆 

(一) 兄弟よ、 我が 前に 汝 等に 傳 へし 福音 を、 我が 曾て 汝 等に 傅へ し 言 を 以て、 我、 今更め て 之 

を汝 等に 吿ぐ、 是は汝 等が 受けし 所、 亦 之に 因て 立って 今日に 至りし 所、 (二) 亦、 汝等 若し 固 


く 守り、 徒らに 信す る ことなくば、 之に 囚て救 はる、 所の ものな り、 (三) 我が 汝 等に 授けし は 

我が 受けし 所の 事に して、 其 第 一 は 聖書に 應 ひて キリスト 我等の 罪の ために 死し、 (匹) また 聖 

書に 應 ひて 葬られ、 第三 日に 甦らされ、 (五) ケパに 現 はれ、 後、 十二の 弟子に 現 はれ 給 ひし こ 

と 也。 

。ハウ D は 今や コ リントに 於け る 彼の 同志に 彼の 單 純なる 福音 を 再び 傅 ふるの 必要 を 感じたり、 そ は 

彼等の 中 或 者 は 復活な き 基督 敎を 唱導す るに 至り たれば 也、 彼等 は 曰へ り、 基督 敎は其 高潔なる 倫理 

にあり、 其 愛 神 愛人 主義に あり、 復活の 信仰の 如き、 是れ 基督 敎の 要義に あらす と、 然れ ども 斯 かる 

基督 敎は (若し 之 をし も 基督 敎と稱 する を 得べ くんば) 是 れパゥ P が傳 へし 基督 敎に 非す、 故に 彼 は 

曰 ふ、 我 は 今更め て 我が 曾て 汝 等に 傳 へし 單 純なる、 復活 を 某 礎と する 基督 敎を汝 等に 傳 ふと (第一 

i ロン 0 

。ハウ は 又 曰 ふ、 此單 純なる 基督 敎は 是れ 我が 發 見に 係る 者に あらす、 我 は 之 を 我 主に 受けて 之 を 

汝 等に 授けし に 過ぎす と (第三 節)、 依て 知るべし、 復活 は バウ 0 獨特 の敎義 にあらざる こと を、 眞 

個の 傳道 師は傳 達者た るに 過ぎす、 卽ち祌 と 人との 間に 介して 祌の 聖旨 を 受けて 之 を 人に 授 くる 者た 

るに 過ぎす、 偉 道の 職、 敢て 難事に あらす、 善く 此傳 達の 任を盡 せば 足る。 

基督の 福音 は簡 短な り、 數言を 以て 之 を 悉すを 得べ し、 それ 神 は 其 生み 給へ る 獨子を 賜 ふ ほどに 世 

の 人 を 愛し 給 ヘリ、 是れ其 一な り、 キリスト 我等の 罪の ために 死し、 葬られ 第三 日に 甦らされ 給 ヘリ、 

是れ其 一 一な り、 其 他に 之に 類す る 一 一三の 大敎義 あり、 而 して 之 を列擧 して 福音の 大要 を悉 せりと いふ 

べし、 然れ ども 之 を 除いて 基督 敎 あるな し、 復活 を 否定す る は 基督 敎を 否認す るに 等し、 そ は-お 活は 

保羅の 復活 論  二三 五 


コ リント 前書 研究  二三 六 

基督 敎の 依て 立つ 柱石 なれば 也、 パゥ a の 福音なる 者 は 此簡單 明瞭なる 福 昔に 他なら ざり し。 

初代の 基督 信者が 受けし 所、 亦 之に 因て 立ちし 所、 亦 之に 因て 救 はれん と 欲せし 所の 福 昔 は 復活 を 

基礎と せる ものな りし、 復活の 眞偽は 別問題と して、 復活の 信仰な くして 基督 敎の 起ら ざり し は 公平 

なる 歷 史家の 齊 しく 認めざる を 得ざる 所な り、 基督 敎を 非認 する も 可な り、 然れ ども 復活 を非認 せん 

か、 同時に 基督 敎を 非認 すべきな り、 是れ 公平 を責ぶ 者の 何人も 執るべき 唯一 の途 なり、 然れ ども 是 

れパゥ a の 時より 今の 時に 至る まで 人の 執らん と 欲する 途に 非す、 彼等 は 復活 を非認 する も， 基督 敎 

を 是認 せんと 欲す、 卽ち其 本 を 絡て 其 末 を 保たん と 欲す、 斯 かる 基督 敎が 明瞭 を缺 き、 生氣に 乏しき 

は宜 なり、 そは是 れ土臺 なき 基督 敎 なれば 也。 

其 二、 復活の 證據 

(六〕 如此現 はれ 給 ひし 後、 五 百 以上の 兄弟に 同時に 現 はれ 給へ り、 其 兄弟のう ち 多く はん マ尙ほ 

世に 在り、 然れど 旣に寐 りたる 者 も あり、 (七〕 其 後 ヤコ ブに現 はれ 叉す ベての 弟子に 現 はれ 給 

へり、 (八) 最後に 月たら ぬ 者の 如き 者なる 我に も 現 はれ 給へ り、 (九) 《我 は實に 使徒の 中の 

い t ち ひ ささら G 

至 微 者に して 使徒と 稱 へらる &に 足らざる 者な り、 そ は 我れ 神の 敎會を 迫害し たれば 也、 

(十) 然れど 神の 恩に よりて 我 は 令 日 ある を 得たり、 我に 賜 ひし 彼の 恩 は 空しから す、 返て 我 は 

すべての 使徒よりも 多く 勞 したり、 然れ ども 此は 我に 非す、 我と 共に ある 神の 恩な り))、 (十一) 

是 故に 我と 雖も亦 彼等と 雖も、 我等 斯く 宣傳 ふ、 而 して 汝 等は斯 く 信じたり き。 

復活 は 哲學的 提說に 非す、 亦 科學的 假說に 非す、 復活 は歷 史的 事實 なり、 卽ち 正直なる 人が、 目 を 


以て 視、 手 を 以て 觸れし 事な り、 言 あり 曰く、 世に 事實 ほど 頑固なる もの あるな レと、 學說は 失せ、 

論理 は 消 ゆる こと ある も、 事實は 永久 渝 はる ことなし、 ^に 事實 を破壤 する に 足る 議論 あるな し、 復 

活 にして 事實 ならん 乎 (而 して 我等 は その 車實 なる を 知る)、 智者の 駿擊も 識者の 嘲笑 も 以て 之 を 毀 

つに 足らす、 使徒が 役活を 唱導す るに 禱躇せ ざり し は 彼等が、 その 巧なる 奇談に あらす して、 彼等が 

聞、 また 目に 見、 懇切に 觀、 手 捫リし 所の もの (ヨハネ 第一 書 一章 一節〕 なる を 知りし に 由る (六、 七 節)。 

キリスト は 死して 後、 ケ パに顯 はれ、 十二使徒に 顯 はれ、 五 百 以上の 弟子 等に 同時に 現 はれ、 其 兄 

弟 ヤコ ブに現 はれ、 マグ ダリヤの マリヤ、 ヨハンナ、 ヤコ ブの 母なる マリヤ、 又 他に 偕に 在りし 婦等 

に 現 はれつ 路加 傳廿四 章 十 節〕、 最後に パゥ a に 現 はれ 給へ りと 云 ふ、 斯 くも 異なりた る 時に 異なりた る 

人に 由て 目擊 せられし キリストの 復活 は 之を歷 史的 事實 として 認めざる を 得す、 其學 现的說 明の 如何 

は 余輩の 兹に問 はんと 欲する 所に 非す、 說 明の 難き は 以て 事 實の眞 偽を定 むる に 足らす、 我等 は先づ 

事實を 信ぜん のみ、 然る 後に 說明を 試みん のみ、 パゥ B は 先 づ事實 を 示して、 然る 後に 說 明に 及びた 

り、 是れ すべての 場合に 於け る 研究の 正當 なる 順序と いふべ し。 

パゥ 口 は 己を稱 して 「月たら ぬ 者の 如き 者」 なりと 云へ り、 彼 は 正當の 順路 を經 すして キリストに 

來 りし 者、 故に 彼 は 斯く己 を 呼びし ならん、 人よ リに 非ず、 又 人に 由らず、 イエスキリストと 彼 を 死 

より 甦らし 丄 父なる 神に 由て 立ら れ たる 使徒 バウ 口 と (ガラ タヤ 書 一章 一節)、 敎會に 由ら す、 他の 使徒 

等に 由ら す、 直に 祌に 由て 立ら れ たる 彼 は 時には 自 から 月たら すして 生れ 出た る 畸形 兒の 如くに 感ぜ 

しと 見 ゆ、 是れ 彼に 取て は 謙遜の 辭 にして 亦 感謝の 言な り、 或 ひ は 言 ふ、 「月たら ぬ兒」 とは當 時の 

敎會 信者が 彼 を 嘲りて 彼に 附與 せし 掉 名な らんと、 或 ひは然 らん、 而 して 彼れ バウ a は敎會 信者の 惡 
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意に 出た る、 而 かも 意味 深き 此 綽名 を 喜んで 己に 受けし ならん、 月たら ぬ 者、 崎 形兒、 門外漢 …… 然 

り、 敵の 言 も 之 を 好意的に 解 すれば また 神の 言な り、 パゥ は 殊更ら に此 綽名 を 揮んで 彼の 別名と な 

せし ならん (八 節 )o 

キリスト は 我に も 現 はれ 給へ り、 然 りい と微 さき， 神の 敎會を 迫害した る 罪人の 首なる 我に も 現 は 

れ給 へり、 我 は此特 權に與 かりし 此賤 しき 我に 就て 一 言せ ざる を 得す、 我 は 使徒な り、 然れ ども 神の 

恩惠 によりて 今日 ある を 得た る 者な り、 我 は 多く 祌 のために 勞 せり、 然れ ども 此は 我が 勞 せし にあら 

す、 我と 共に ある 祌の恩 惠の然 らしめ し 所な りと、 恩 惠と特 權とは 人 を 傲慢に 逐 ひやり 易し、 。ハウ a 

は 常に 彼の 心に 此危險 ある を 感じたり、 故に 彼が キリ ス トの 復活 を目擊 せし 特權 に與 かりし を述 ぶる 

に 方て、 彼 は 鼓に 彼の 眞に 何者な りし 乎に 就て 一 言せ ざる を 得 ざり き、 此 こと、 勿論 本論の 主題なる 

復活 問題と 何等の 關係 あるな し、 然れ ども 善く 論者の 之に 對 する 態度 を 示し、 彼の 辯 明 をして 一慶 謹 

嚴 なる ものたら しむ (九、 十 節 )o 

復活 は バウ &獨特 の 教義に 非す、 使徒と 稱 する 使徒 は 皆な 一様に 此事 を官； 傳 へたり、 「我と 雖も、 

彼等と 雖も、 我等 は斯 く宣俾 ふ」 と、 卽ち キリスト は 我等の 罪の ために 死し、 葬られ、 第三 日に 輕ら 

され 袷へ りと 宣敎 ふと、 然り、 ヨハネ もべ テロ も、 ヤコ ブも バル ナパ も、 ァボ B もシ ラス も、 此事を 

宣傳 ふるに 於て は 何の 異なる 所な かりき、 ョ ハ ネは愛 を說ぃ て 復活に 及ば ざり しと 曰 ふ 者 は ョ ハ ネを 

知らざる 者な り、 アポ 口 は 救扬の 哲理 を說て 復活に 重き を 置 かざりし と唱 ふる 者 は アポ ti を 知らざる 

者な り、 初代の 基督 敎に 復活 を 其 根本的 教義と なさ る 者 はな かりき、 是 れ叉掩 ふべ からざる 歷 史的 

事實 なり (十 一 節)。 


r 汝等 は斯く 信じたり き」、 傳道師 は 斯く傳 へたり、 信者 も斯く 信じたり、 此 信仰 起って 後に 人 は 

始めて 基督 信者と して 認められ たりき、 其 時 未だ 「復活 を 信ぜざる 基督 信徒」 なる 者 はな かりき、 其 

時 未だ 「倫理的 基督 信徒」 なる 者 はな かりき、 其 時 使徒と は 主として キリストの 復活の 證明 者な りき 

(行傳 一章 サニ 節〕、 而 して 信徒と は此證 明の 肯諾 者な りき、 吾人 今に 至って 此  一 ^^fを忘るべからざるな 

り。 

其 三、 不信の 結 菜 

(十二) 死より 輕ら された る 者と して、 キリスト を. X 傅 ふるに 汝 等のう ち 死者の 復活 あるな しと 

いふ 者 ある は何ぞ や、 (十三) 若し 死者の 復活な くば キリスト は 甦らされ ざり しなり、 (十 ra) 

キリスト 若し 廳ら され ざり しなら ば 我等の 傳道は 空し、 汝 等の 信仰 も 亦 空し、 (十五〕 且 我等 は 

神の ために 偽 證を爲 す 者と 認めら るべ し、 そ は 若し 死し 者の 趙ら さる、 ことなくば 神 は キリス 

トを娃 らせ給 は ざり しならん に、 我等 は 神に 就て 彼 は キリス トを 甦らせ 給へ りと 證 したれば 也、 

(十六) 若し 死し 者の 甦ら さる、 ことなくば キリ ス トも亦 甦らされ ざり しなり、 (ト 七) 而 して 

若し キリスト 庭ら され ざり しなら ば汝 等の 信仰 は 徒し、 汝等 は尙ほ 罪の 中に 在り、 (ト 八) 叉キ 

リストに 在りて 寐 りたる 者 は旣に 滅びたり、 (十九) 我等若し此世に於て唯キリ ス トに在て鈍^^し 

者な らん 乎、 我等 はすべ ての 人の 中に て 最も 憐 むべき 者な り。 

復活 否定の 結果 は 如何、 傳 道の 無效、 信仰の 破壞、 使徒 等 品性の 毀損、 死者の 絶望、 是 なり、 若し 

死者の 復活な くば キリ ス ト の设活 はま-偽 なりし なり、 而 して 若し キリ ス トの復活にして^1|偽なりしと 
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すれば、 使徒の 傳道は 虚偽の 傳 道な りしな り、 復活 は 幅 音の 實體 なり、 之 を 福音と 稱 する は 之に 此大 

事 實と大 希望と が 伴 ふが 故な り、 キリストの 福音 は 新道 德の 唱道に 非す、 新 哲學の 宣言に あらす、 キ 

リストの 福音 は 永生 獲得の 權理 の附與 なり、 實 體を備 へざる 福音 は 福音に あらす、 繭、 我がた めに 體 

を備 へ 給 ふ (希 伯 來書十 章 五 節) と は 神の 福音 に 就ての 言な り、 ，然 るに 或 者 は 復活 は 無しと 云 ふ、 是れ福 

音より 其 實體を 取 去る こ ，^J 也 、 復活 を 無視す る 福音 の 宣傳に 從 事す る は、 是れ與 ふる に實 物な きに 慈 

善の 宣傳 に從 事す るの 類なら す や (十 K 節)。 

復活な き傳 道は虛 なり、 復活な き 信仰 も亦虚 ならざる を 得す、 復活の 希望な き 信仰 は 空理の 信仰た 

るに 過す、 純 道 德と稱 し 其 名 は 甚だ 美なる に 似れ ども 而 かも 能な き 生な き 信仰な り、 眞宗敎 の 貴き は 

其 高潔なる が 故の みに あらす して、 又 其カ强 きが 故な り、 復活の 希望 を 刪 除して 基督 敎は 無能の 宗敎 

と 化するな り (十四 節)。 

使徒と は キリストの 甦りし 事の 證 人の 別名な り (行傳 一章 サニ 節〕、 然るに 今や 復活な しとい ふ、 然ら 

ば 使徒 は僞證 者た るな り、 そ は キリストの 復活 は 彼等が 唱道して 止 まざりし 所 なれば なり (行 傳廿六 

章廿三 節等參 照)、 偽證 者！ 汝、 虚僞 の證據 をた つる 勿れと は 十誡の 一なる に 非す や、 然るに 使徒 

等 は 復活 否定の 結果と して キリストの 偽證 者と して 神と 人との 前に 立たざる ベから す、 復活 否定の 結 

果も亦 恐るべきに 非す や (十五 節)。 

人 或 ひ は 曰 はん、 此 場合に 於け る 使徒の 僞證は 偽證と 知らす して 爲 せし 僞證 なれば 痛く 資 むべき 罪 

にあら すと、 夫れ 或 ひは然 らん、 然れ ども 虚偽 を 基と して 多くの 希望 を 人に 供し、 偽りの 救 主 を *1 に 

傳 へし 罪 は 決して 免 かるべ からす、 若し 基督 敎 にして 小事な りと せば 止まん、 然れ ども 永遠の 運命 を 


賭する にあら ざれば、 信す る 能 はざる 此宗敎 にして 虚偽 迷信の 上に 建つ 者な りと せん 乎、 其宜傳 者の 

罪 は 決して 輕 からざる なり、 迷信の 罪は恕 すべし とせん、 然れ ども 虚偽の 結 菜 は 依然として おす、 而 

して 使徒 は 虚偽 を 傅へ て、 之に よりて 彼等が 流せし 害毒の 貴より 免 かる &を 得す。 

復活 否定の 結 茶 は玆に 止ら す、 是れ キリストの 噴 罪 を 否認す るに 至る、 基督教の 牘罪は 空言に あら 

す、 罪 を 躓 はる、 と は 罪 を 取消 さる X ことにして、 其 結果た る 死より 免 かる、 ことなり、 (仅活 なき 聰 

罪 は 無 效の賵 罪な り、 名のみ にして 實 なき 贖罪な り、 復活な しと 云 ふ は 履 罪な しとい ふに 等し、 而し 

て 贖罪な しとい ふ は 基督 敎 なしと いふに 等し、 復活 を 否んで 基督 敎は 信すべからざる^ となるな り 

(十七 節)。 . 

若し 復活な しと せん 乎、 世に 憐 むべき 者に して 基督 信者の 如き は あら じ、 彼 は 此^に 於て 唯 キリス 

トを 望む のみ、 而 して 此 たる や、 た に 空 望に 止まる とい ふ、 然らば彼は欺かれし^！^なり、 その 生 

命 を 賭して 迷夢の 後 を逐ふ 者な り、 彼 は 理想 鄕を 望む、 而 かも 死して は 之に 達する 能 はすと 云 ふ、 彼 

何ん ぞ 直に 基督 信者た るを廢 めて、 世に 所謂る 純正 倫理 學者 とならざる、 何故に 來^ を講 する ぞ、 何 

故に 天國を 望む と 云 ふぞ、 希望に 達する の途 なきに 唯 キリ ストに 在て 望む 者 は是れ すべての 人の 屮に 

て 最も 憐 むべき 者なら す や (十九 節)。 

其 四、 復 活の 普及 

(1 一十) 然れ ども キリス トは 誠に 死より 輕ら されて 寢 りし 者の 初穂と なれり、 (卄 一 ) 人に. m り 

て 死ぬ る こと 出しが 故に 亦 人に 由り て 死より il! る こと 出で たり、 (卄 二) アダムに ありて すべて 
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の 人の 死ぬ る 如く キリストに ありて すべての 人 は 生くべし、 (廿 三) 然れ ども 各 其 順序に 循ふ、 

初に キリスト、 次に キリストの 現 はれん 時に 彼に 屬 ける 者な り、 (廿 四) 然る 後に 終 至らん、 其 
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時、 彼、 諸 の 政、 及び 諸の 權と 能と を 減して 國を 父なる 神に 付し 給ぶべし、 (廿 五) 彼 は 諸の 

敵 を 其 足下に 置く まで は 統べ 給 はざる を 得す、 (廿 六)， 最後に 滅 さる &敵は 死なり、 (±! 七) そ 

は 「彼 は 萬 物 を 其 足下に 置き 給へば なり」、 然れ ども 「萬 物 を 其 下に 置き 給へ り」 と 云 ひ 給 ひし 

時、 萬 物 を 其 下に 置き 給 ひし 者の 其內 にあらざる は 明かな り、 (廿 八) 然れ ども 萬 物 彼に 服 ふと 

き は 子 も 亦 萬 物 を 己に 服 はし、 者に 服 ふべ し、 是れ 神す ベての 物の 上に 主た らん ためなり。 

復活 を 否定す るの 結果 斯の 如し、 然れ ども 事實は 全く 之に 反し、 「キリスト は 誠に 死より 甦らされ 

て寢 りし 者の (復活の) 初穗 となれ り」、 復活 は キリスト を 以て 始まり、 而 して 我等 彼 を 信す る 者に 

及べり、 復活 は事實 なり、 始めに キリストに 於て 事實 となり、 次に 我 倚 彼 を 信す る 者に 於て 事實 とな 

らんと すと (一 一十 節〕。 

キリストの 復活 を 以て 新生 命は此 世に 臨めり、 人 アダムに 由り て 死ぬ る こと 出しが 如く、 人なる キ 

リスト イエス r 提摩太 前書 二 章 五節) に 由り て 死より 麵る こと 出たり、 「アダムに ありて」、 卽ち 其性愁 

を 以て 己が 性と なし、 其 道 を 以て 己が 道と なして、 すべての 人の 死ぬ るが 如く、 「キリストに ありて」 

卽ち キリストの 靈性を 己に 受け、 全身 を 彼の 手中に 委ねて、 すべての 人 は 生く るな り、 祌を 離れし ァ 

ダム に存 りし 生命 は 死すべき 生命な りし、 然れ ども キリ ス 卜の 死と 復活と に 依りて 人類に 供せられ し 

生命 は 死すべからざる 生命な り、 死の 遺 傅す るが 如く、 生 も 亦 普及す、 贖罪と 云 ひ、 救 濟と云 ふ は、 

死すべき 生命に 交 ふるに 死すべからざる 生命 を 以てする ことなり (廿 一、 卄ニ 節)。 


キリスト は 誠に 死より 趣ら されたり、 而 して 彼の 生命 を受 くる 者 は 彼の 如くに 甦ら さるべし、 然れ 

ども 物に 备其 順序 あり、 軍士に 各 其 等級 あるが 如し、 初めに 大將軍 キリスト 死に 勝ちて 甦らされ、 次 

に 彼の 現 はれん 時、 彼の 軍隊に 屬 する 者 彼に 傚 ふて 輕ら さるべし と、 こ.^ に 順序と 譯 されし 原. 語 は 軍 

事 的 術語に して、 等級の 意な り (廿三 節)。 

キリスト は旣 に輕ら されて 父の 側に 在り、 而 して 彼の 再び 顯 はれん 時、 我 倚 彼に 屬 する 彼の 兵卒 は 

死より 甦らされて 彼と 偕に 現 はるべし、 而 して 此事 ありて 然る 後に 世の 終り は 至るべし、 其 時 キリス 

ト はすべ ての 政權、 すべての 權能を 悉く 滅 して 全 宇宙 (國 と譯 されし 原語の 意義 は 蓋し 是れ なるべし) 

を 父なる 神に 付た し 給 ふべ し、 此事を 宇宙の 終局と は稱 ふなり (廿四 節)。 

善 は 終に 惡に 勝たざる ベから す、 神の 「ことば」 にして、 其權 能の 受託 者なる キリスト は 神に 逆 ふ 

すべての 敵 を 其 足下に 置く まで は 萬 物の 統治 權を 握らざる ベから す、 神の 聖旨 を 妨碍す る 一物の 尙ほ 

世に 存 する 間 は、 キリスト は 王と して 萬 物 を 統御せ ざるべ からす、 祌の 子が キリスト として 顯 はれし 

は、 神より 戾 りし-: 于宙を 其元狀 に歸復 せしめん が ためなり、 この 偉業の 就る まで は 彼 は 救世主た るの 

權能を 揮 はざる ベから す (廿 五節〕。 

キリスト は 政權を 減し 給 ふべ し、 そ は是れ 神と 稱 ふる 者、 また 人の 拜む 所の 者 …… 神の 殿に 坐して 

自 から 神な リ とする 者 なれば なりつ アサ。 -I ケ 後書 二 章 四 節〕、 彼 は 哲學を 減し 給 ふべ し、 そ は 是れ 己の 

智慧 を恃 みて 神 を 知らざる 者 なれば 也 (コ リ ント 前書 一 章廿 一 節〕、 而 して 最後に 滅 さる k 敵 は 死なり、 

彼れ 滅びて 神に 敵す る 者 全く 無き に 至るな り、 世の すべての 罪 惡の滅 さる \ こと ある も、 死にして 尙 

ほ 死せ ざる 限り は 神 は 未だ 骨に 勝てり と 云 ふ を 得す、 然り、 死にして 死せ ざる 限り は罪惡 は 未だ 滅び 
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ざるな り、 前節に 云へ る 「若し キリスト 甦らされ ざり しなら ば汝等 は尙ほ 罪の 中に 在り」 と は 斯の事 

を 言 ふなり (廿六 節)。 

詩篇 八 章 六 節に 曰く 「主 M ホバは …… 萬 物 を その 足下に 置き 給へ り」 と、 是れ其 子卽ち 我等の 主ィ 

ェ ス キリストに 就て 言 ひ 給 ひしな り、 然れ ども 斯く言 ひ 給 ひし 父の 神 は 萬 物 以上の ものにして、 萬 物 

の 內に算 へらるべき ものに あらざる は 明かな り、 父 は 萬 物 を 子に 委ね 給 ひ、 子 は 莴物を 己に 服 はせ、 

終に 萬 物と 共に 萬 物 を 己の 支配の 下に 置き 給 ひし 者卽ち 父の 祌に服 ふべ し、 是れ 父の 神す ベての 物の 

上に 主た らん ためなり、 そ は 萬 物 は 爾曹の もの …… 繭曹は キリストの もの、 キリスト は 神の もの なれ 

ばな り (コ リント 前書 三 章 末節〕 (廿 七、 廿八節 )o 

「甦らされたり」 と 云 ひて 「庭れ り」 と 首 はす、 そ は 復活の 能力 は 直に 神より 出る もの なれば なり- 

人に 自 から 甦る の 能力 あるな し、 彼 は 神に 甦らされざる ベから す、 而 して キリストす らも 更生の 能力 

は 之 を 父なる 神より 受け 給 ひしが 如し、 蓋し 生命の 能力 は 三位の 共有に 屬 する ものにして、 一 位の 

揎 にす る こと 能 はざる 所の ものなる が 如し、 事、 神性の 奥義に 屬し、 人の 窺 ひ 知る 所に あらす。 

「子 も 亦 萬 物 を 己に 服 はし \ 者に 服 ふべ し」 と あると 雖も、 是れ必 しも 子 は 父の 下位に 立つ ものな 

る を 示す の 言に あらす、 父の 尊き は統 ぶる にあり、 子の 貴き は 服 ふに あり、 子 は 萬 物 を 己に 服 はせ、 

萬 物と 共に 父に 服 ふに 至って、 子た るの 榮光 を顯 はし 給 ふなり、 屈從は 恥辱な り、 意思の 自動に なれ 

る 服 從は榮 光な り、 而 して キリストの 榮光は 此名譽 の 服 從に存 するな り (廿八 節〕。 

其 五、 復活と 道德 


(rb 九) 若し 死し 者 全く 趙ら されざる ならば 死し 者の ために バプ テス マを受 くる 者 は 何を爲 さん 

とする 乎、 彼等 何故に 死し 者の ために バプ テス マを受 くる 乎、 (三十) また 何のた めに 我等 常に 

危險に 居る や、 (卅 一 ) 我等の 主 キリス トイ H スに 在りて 汝 等に 就き 我が 抱く 誇 負 を 指して 誓 ふ 

我 日 々 死す と、 (卅ー 一) 若し 我人の 如く  H ベ ソ に 於て 獸 と共に 鬪 ひしなら ば 我に 何の 益 あらん 乎、 

若し 死し 者 甦らされ すば 「我 儕 飲み 且つ 食 ふべ し、 そ は 我等 明日 死ぬ ベければ 也」、 (卅 三) 汝等 

欺かる. - 勿れ、 r 惡き 交際 は 善き 慣例 を 害 ふなり」、 (卅 四) 汝等篛 に 因て 覺 めよ 而 して 罪 を 犯す 

勿れ、 (卅 五) 汝 等の 或 者 は祌を 知らす、 我、 汝 等を愧 めんと て 之 を 言 ふなり。 

「死し 者の ために パプ テス マを受 くる」 と は 使徒 在世 當 時の 慣例に 從ひ 生者が 死者に 代りて バブテ 

ス マを受 くる ことなり とも 云 ひ、 又は 死者の 遣 言に 由り、 或は その 信仰に 促されて 悔改の パプ テス マ 

を受 くる ことなり とも 云 ふ、 二者 孰れに 解す る も、 死して 消滅せ し 者の ために パプ テス マを受 くるの 

愚 は 言 はすして 瞭 かなり、 死者の 死せ ざる を 知れば こそ、 是に對 して 生者に 對す るが 如きの 義務 を盡 

すなれ と (廿九 節)。 

叉 若し 死にし 者 全く 庭ら されざる ならば 何のた めに 我等 常に 危險に 居る や、 キリスト 信者の 生涯 は 

實 に危險 極まる 生涯な り、 彼 は 政府に 嫌 はれ、 社 會に賤 めら れ、 厘々 敎會其 物にすら 究めら る、 我 儕 

が 家 あるひ は 父母、 あるひ は 兄弟、 あるひ は 妻、 あるひ は 兒女を 捨て キリストに 來 りし は 何の 爲めぞ 

(路加 傅 十八 章サ九 節)、 永生 を 受けて 神の 國に 入らん がた めなら す や、 キリスト 信者の 生涯 はまこと に 

危險の 生涯な り、 是を 安逸の 生涯な りと 云 ふ 者 は 未だ 基督教の 何たる か を 知らざる 者な り、 安逸に あ 

る 今日の 多くの 敎會 信者 を 見よ、 彼等 は 危險に 居らす、 故に 來世を 望ます、 叉 復活 を 信ぜざる なり 
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「誇 負 を 指して 誓 ふ 一 と は 誇 負す る 所の IsS 物 を 賭して 誓 ふの 意な り、 パゥ n は 彼の 信徒 を 以て 誇れ 

り、 我 儕の 望み また 喜び、 また 誇 リの冕 は何ぞ や、 我 擠の主 イエスキリストの 来らん 時、 その 前にて 

爾曹 も此 ものと なる にあらず や ( サ n  n ケ S 書ニ章 十九 節)、 物 を 指して 誓 ふと はュダ 人の 語 風に して、 

其 言の 確實無 謹なる を 示さん とする 時に 用 ひられたり、 而 して 誓言 は イス H の 禁じ 給 ひし ものなる に 

關 はらす (馬 太 傳五章 # 四 節 以下)、 ュ ダ 人の 國 風と して 使徒 等の 中に も存 せし が 如し、 パ ゥ 口 の 熱誠な 

る、 彼 は 時に 或 ひは此 激越の 言 を發 する にあら ざれば、 彼の 爲 意の 通じ 難き を 感ぜし が 如し、 彼 は 言 

はんと 欲す、 我 は 我等 常に 危險に 居る と 言へ り、 實に然 り、 我が 此言は 過言に あらす、 否な、 我は更 

らに 進んで 言 はんと 欲す、 若し 我が 此ー 百に して 誤謬な りと すれば、 我 は 我が 此 世に 在りて 最も 貴重な 

りと する 我が 誇の 冕なる 汝等を 賭して 誓 はんとす • ： … 而 して 汝等を 賭する ことの 我に 取りて 不可能 事 

なること は爾曹 能く 之 を 知る …… 然り、 我 は 言 はんと 欲す、 「我 日々 死す」 と (三十 一 節)。 

バウ a は實に 日々 死す るの 思念 を 以て 彼の 傳 道に 從 事せ り、 彼 は 曾て 言へ り我懷 心中に 必死 を定む 

と (n リント 後書 一草 九 節)、 而 して 必死 を 期して 泰然たる はあり、 然れ ども パゥ B の 如くに 必死 を 期し 

ながら 歡 喜に 滿 ちて 活動す る はなし、 復活の 希望 ありて 死 は 始めて 生命に 到る の鬥 とたるな り (卅ー 

ins- ノ  0 

£  「 

バウ 口 は H ぺソに 在りて 獸 と共に 鬪 ひしと 云 ふ、 是 れ圓鬪 場に 於て 野 獸と鬪 ひしとの 意なる 乎、 或 

ひ は 野獸に 類す る 野卑の 人と 爭 ひしとの 意なる 乎、 .1^ かなら す、 初代の 基督 信者が 多く 圓鬪場 裡に野 

獸の 餌食と なりし は事實 なり、 パロウ も 亦 或 ひは此 種の 迫害に 遭遇せ しならん、 然れ ども 其 何れの 野 


gf" なりし 乎 は 措て 問 ふ を 要せす、 た 彼が H ぺソに 於て 屡々 死の 危險に 落 入りし は事實 なり、 而 して 

彼 は 言へ り、 若し 此時 我に 更生の 希^な かりし ならば、 此苦鬪 は 我に 取り 何の 益 あらん 乎と (卅ー 一節) „ 

若し 死にし 者輕ら されす ば、 我 儕 は 絶望せ る 古人に 傚 ひ 「我 倚飮み 且つ 貧 ふべ し 云々」 と 一一 一一 n ひて 肉 

山 酒 池の 間に 此 生命 を 終る に 如かす 赛亞書 廿ニ章 十三 節〕、 何 を 擇んで 身 をす ベての 危險に 爆ら し、 

空 に 希 wlil を 繁 ぎ 、 以 て 益 な き の 生 涯 を 途 ら ん や と 、 確 實 の 生 涯 を 送 ら ん と 欲 せ ば 確 實 の 希 望 な か る 

ベから す、 而 して 浮浪の 生涯 を 確固なら しむる 者に して 復活の 希望の 如き は あらす (卅ニ 節)。 

汝等 復活 を 否定す る 者に 欺かる、 勿れ * 古詩に 曰 はす や、 「惡 しき 交際 は 善き 惯例を 害 ふ」 と (或 

は 言 ふ >  希臘 詩人 メナ ン デル の 言な りと)、 汝等 復活 を 否む 者と 交 はりて 害 を 蒙ら ざらん と 欲する も 

得す、 復活の 信仰 は 彼等が 唱 ふが 如く 信仰 上の 細事に 非す、 我等 使徒 等に 由て 傳 へられし 幅 音 は實に 

復活 を 基礎と して 存立す る ものな り、 基督 敎の道 德も亦 之に 由て 立つ ものな り、 復活な くして 基督 敎 

的道德 あるな し、 是れ眞 なり、 復活 を 否定す る も 基督 敎の 道德は 滅びす と 云 ふ 者の 如き は 未だ 我 儕 使 

徒 等に 由て 傅へ られし 幅 昔の 眞髓に 入らざる 者な り (卅三 節)。 

r 汝等義 に 因て 覺 めよ」、 自己の 冷淡に 就て 義憤す る 所 あれ、 そ は 復活の 否定 は雨曹 の微： s; なる 道 

念より 出づれ ばな り、 高き 道德は 高き 信仰 を 生む、 雨 W の 道念の 衰 へしが 故に 此 信仰の 褰 弱は來 りし 

なり、 「罪 を 犯す 勿れ」、 復活 を 信す るに 至らし むる 聖き 生涯に 入れよ、 汝 等が 役活を 否認す るは汝 

等の 微温き 信仰 を 覆 はんが ためなり (卅四 節)。 

「汝 等の 或 者 は 神 を 知らす」、 故に 復活 は 無しと 言 ふたり、 神の 何たる を 知る 者に して 復活 を 否む 

者 は あるべ からす、 神す でに 死し 者 を 動ら せ 給へ りと 云 ふと も爾曹 なん ぞ 信じ 難しと する 乎 (行 傳廿六 
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章 八 節〕、 祌を 知る 者に 復活 を 疑 ふ 者 は あるべ からす， 復活 を 疑 ふ 者よ、 爾は 知らざる 乎、 汝は神 を 知 

ら ざる 者なる こと を、 汝は神 を 知る と稱 しながら 復活 は 無しと 言 ふ、 汝は 斯く言 ひて 己に 恥ぢ ざる 乎、 

我が 斯く言 ふは汝 等を愧 かしめ て、 汝等 をして 正に 還らし めん ためなり (卅 五節)。 

第二 段 復活の 論理 

其 一 、 天然に 於け る 復活 

(卅 五) 然れ ども 或 人 は 云 ふ、 死者 如何にして 甦ら さる、 や、 如何なる 身體 にて 彼等 来る やと、 

(卅 六) 無智なる 者よ、 爾が播 く 所の もの は先づ 死な ざれば 活 きざる に 非す や、 (卅 七、〕 又 雨が 

播く 所の もの は、 後に 至て 生 ゆる 所の 體を播 くに あらす して、 た、 裸體の 種子の みに あらす や、 

麥 にても 叉 他の 穀類 にても 然り、 (I 八) 然る を祌は 己の 意に 隨 ひて 之に 體を予 へ 給 ふ、 種子 ご 

とに 其 各自の 體を予 へ 給 ふ、 (卅 九) すべての 肉 は 同 J の 肉に 非す、 人の 肉 あり、 獸の肉 あり、 

鳥の 肉 あり、 魚の 肉 あり、 (四十) 天に 屬 する 體 あり、 地に 屬 する 體 あり、 天に 屬 する 者の 榮は 

地に 屬 する 者の 榮にー 異なり、 (四 一) 日の 榮 あり、 月の 榮 あり、 星の 榮 あり、 此 星と 彼 星と は 各 

其榮を 異にす。 

キリストの 復活 は歷 史的 事 S なり、 是れ 福音の 據て 立つ 根底な り、 復活な くして 基督 敎 あるな し、 

復活な くして 我等の 信仰 は 無たり、 役活を 否定す るの 結果 は 基督 敎 全部 を 破毀す るに 至る。 

然^ ども 或 人 は 云 ふ、 縱し 復活 は事實 なりと する も 「死者 如何にして 輕ら さる、 や、 彼 は 如何なる 


身體 にて 再び 世に 來る や」、 復活の 事實は 之を認 むる とする も、 其 學理的 說明は 如何、 復活の 論现を 

示さる、 にあら ざれば、 その 事實を 信す る 能 はすと (卅 五節 )o 

保 羅は此 質疑に 答へ て 曰 ふ、 爾、 「無智なる 者よ」、 事理 を 解せ ざる 者よ、 r 爾が播 く 所の もの は 

先づ 死な ざれば 活 きざる に 非す や」、 爾は 復活の 眞现を 疑 ふと 雖も、 然れど 是れ爾 が 日常 雨の 田園に 

於て 目撃す る 所の 事實 ならす や、 復活の 原理 は 植生の 原理な り、 汝は 植物の 如何にして 成長つ か を 知 

る、 然るに 人の 如何にして 甦ら さる、 を 知らす と 云 ふ、 我、 雨 を 「無智なる 者」 と稱ぶ は是れ がた め 

なり、 そ は爾は 植生に 就て 知る 所 ありて、 人生に 就て 知る 所なければ 也 (卅六 節)。 

種子 は 種子と して 生す るに 非す、 稱子は 地に 下て 崩壞 し、 其 中に 存 する 生命 は 新たに 體衣を 形成し 

再び 地上に 出来べ 花 を 開き 架 を 結ぶ、 人の 輕るも 亦 之れ に 異ならす、 復活 は 讀んで 字の 如く 舊體 の復 

たび 活 きかへ る ことに あらす、 (55 活は 新體の 形成な り、 舊體の 崩壞と 同時に 消滅せ ざる 生命が 新たに 

成分 を 牧容し て 新體を 形成 して 現 はる k ことなり、 是れ爾 が麥に 於て も 亦 他 の 穀物に 於 て も 目撃す る 

所に して、 敢て怪 とせざる 所な り、 而 して 我が 唱 ふる 人の 復活なる もの も此 原理の 活動に 過ぎす、 同 

一 の 原理 は 全 宇宙 を 一貫す、 能く 植生 を 知る 者 は 能く 人生 を 知る、 舂 陽の 来復に 遇 ふて 梳 生の 萌芽 を 

樂む者 は 復活の 福音 を 耳に して、 歡喜 雀躍して 之を迎 ふべき にあら す や (卅七 節〕。 

ひえ 

麥は麥 なり、 粟 は 粟な り、 稗 は 稗な り、 その 地に 落ちて 腐蝕す る や、 麥の 種子 は 粟の 種子に 異ら す、 

然れ ども 種子の 腐蝕と 同時に 植物 は 其 固有の 性 を 失 はす、 麥は麥 として 生じ 来り、 稗 は 稗と して 生じ 

來る、 人 は 人な り、 獸は獸 なり、 禽は禽 なり、 その 墓に 下りて 塵に 還る や 人の 體は獸 の體に 異ならす、 

人と 獸と 異なる は 一 一 者の 肉體を 形成す る 成分の 異なる が 故に あらす、 人 は 人と して 造られし が 故に 人 
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たるな り、 獸は獸 として 造られし が 故に 獸 たるな り、 祌の 聖旨に 隨 ひて 生物 各自に 其 特有の 形體 ある 

なり、 r 祌は 己の 聖旨に 隨 ひて 生物 ごとに 其 各自 獨特の 體を予 へ 給 ふ」、 是れ 聖書の 生物 觀 なり、 世 

の 生物 學者は 是に對 して 多く 異議 を 挿むな らん、 然れ ども 我 は 斯く敎 へられ 亦斯く 信す- 而 して 學者 

も 亦 終に 聖書の 此 見解に 服從 せざる を 得ざる に 至らん (卅八 節、。 

肉なる が 故にす ベての 肉 は 同一 の 肉に あらす、 人の 肉 あり、 獸の肉 あり、 i:! の 肉 あり、 魚の 肉 あり. 

同じく 是れ 質 物な りと 云 ふ を 得ん、 同じく 是れ 筋と 脂肪と 軟骨との 混成物な りと 云 ふ を 得ん， 然れ 

ども 成分 を 同う す 肉類 は 之 を 組成す る 動物の 種類に 隨 ひて 全く 其 性 を 異にする にあら す や、 言 ふ 勿 

れ、 同一 の 成分 は 同一 物 を 形成す るに 止まる と、 生命 は 機械的 動力に あらす、 其 活動の 結果 は 數现を 

以て S3- 出し 得べき ものに あらす、 生命 其 物が 已に 學理 以上た るな り、 生命 は 同一 の 物 を 以て 異種の 物 

を 造る、 面、 靈體 ある を 聞いて 怪む 乎、 然 らば 何故に 同一 の 成分 を 以て 成れる 異種の 肉體 ある を 見て 

怪 まざる、 奇跡 は 人の 復活に のみ 限らざる なり、 能く 動物 を 知る 者 は 人の 復活 を聽 いて 駭 かざるべし 

(册九 節)。 

地上の 物 體は干 姿 萬 態な り、 然れ ども 不同 異別は 之れ に 止まらざる なり、 物體 に： 太の ものと 地の も 

のと あり、 而 して； 大の もの は 地の ものと 異る、 又天體 各自 其 性 其 質 を 異にす、 曰に 日の 光輝 あり、 月 

に =: の 光輝 あり、 星の 光彩 あり、 此 星と 彼 星と は 其 光彩 を 異にす、 星 は 星 なれば とて 同一 の 光と 彩と 

光度と を 以て 輝く 者に あらす、 金星 は 水星と 異り、 アンド n  メダ星 は ヴィガ 星と 異なる、 天に 億 萬の 

星 ありと 雖も、 是れ 同型の 中に 成りし || 物の 如き ものに あらす、 能く 之を究 むれば 弯 蒼は恰 かも 春の 

山野の 如し、 百花 色 を 競 ひ、 干 林 錦 を 織る、 我 倚 之 を 望み 看て、 神の 意匠の 無窮なる に 驚か ざらん や 


(ra: 卜、 四 一 節〕。 

「如何にして 輕 さる X や」 と 問 ふや、 之 を 植物 發 生の 現象に 於て 昆ょ、 人の 役活の 方法 は 種子 萌芽 

の 方法に 異ならす、 舊體は 地中に 腐蝕し、 生命 は 其 存在 を繼 けて、 新體を 組成して W び 地上に 現 はる、 

「如何なる 身體 にて 來る や」 と 問 ふや、 卽ち 復活の 體 質に 就て 知らん と 欲する 乎、 之 を 造化の 千 姿 

態なる に 就て 考 へよ、 魚の 肉 は 其 成分に 於て は 人の 肉に 異ならす、 而 かも 魚の 肉 は 是れが 故に 人の 肉 

にあら す、 星 なれば とてす ベての 星 は 同一 の 星に あらす、 神 は 意匠に 富み 給 ふ、 彼は壞 つる 肉の 體以 

上に 亦壞 ちざる 體をも 造る を 得べ し、 我擠、 今 神の 子たり、 後、 如何、 未だ 露 はれず、 其 現 はれん 時 

に は 必ず 神に 肖ん こと を 知る (約 翰 第一き 三 章 二 節」、 我 未だ 役活 體の體 質に 就て 知る 所な し、 然れ ども 

斯 かる 身體の あり 得べき こと を 知り、 また 其、 我 儕の 今の 肉體に s^i りて 遙 かに 聖 (神に 肖る) なる も 

のなる を 知る、 我 倚 は 旣に我 倚の 衷に 血氣 以上の 生命 ある を 知る、 然して 斯 生命 を 容 るるに 足る の 器 

は 此肉體 以上の ものなら ざるべ からす、 獸の肉 は 人の 靈を 宿す に 足らす、 人の 肉 は 天使の 靈を 宿す に 

足らす、 然るに 我 倚に 旣に 天使の 靈に 肖た る靈の 宿る あり、 人の 靈を 宿す ために 人の 肉 を 造りし 祌は 

天 に 肖た る靈を 宿す ために 特殊の 體を 造り 給 は ざらん や、 我、 靈 體と稱 ばんと 欲する 所の もの は是 

なり、 是れ 天に 屬 ける 者 なれば、 地に 婦 ける 者と は 異なるべし、 然れ ども 靈體 にも 亦 千 差萬刖 ある は 

すべ ての 星が 其 光彩 を 異にする が 如くなる べし、 天使 マ ィケル は 天使 ガブ リ H ル と 其 榮光を 異にする 

が 如く、 聖徒 は 靈體を 被せられて 天に 人り て 後 も 各々 其 榮光を 異にする なるべし、 金剛石の 光 を 以て 

輝く 者 も あらん、 瑪琐、 輩、 M 珠の光 を 以て 輝く 者 も あらん、 而 して 穹蒼を 飾る に 春の 山野の 異彩 

を 以てし 給 ひし 神 は、 祌の都 城なる 新 H ルサ レム を 飾る に 祥光燥 爛たる 彼の 聖徒 を 以てし 給 ふならん、 
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而 して 今 在る 此 天地 を 造りし 祌は後 あらんと する 新 天地 を 完成し 給 は ざらん や。 

其 一 1、 始の アダムと 終の アダム 

(四 二) 死者の 輕る もまた 斯の 如し、 壞る 者に て播 かれ、 壞 ざる 者に て廼ら され、 (四 三) 尊 か 

ら ざる 者に て播 かれ、 榮 ある 者に て 甦らされ、 弱き者に て播 かれ、 强き 者に て 趣ら され、 (四 

四) 血 氣の體 として 播 かれ、 靈の體 として 輕ら さる、 血 氣の體 あり、 靈の體 あり、 (四 五) 錄し 

て 『始の 人 アダム は 血氣の 人と なれり』 と あるが 如し、 而 して 終の アダム は 生命 を與 ふる 靈 とな 

れり、 (g: 六) 靈 なる もの は 先に あらす、 先 づ血氣 の もの ありて、 然る 後に 靈 なる もの あるな り、 

era 七) 第一 の 人 は 地より 出で- -塵 なり、 第二の 人 は 天より 出で たる 主な り、 (四 八) 塵なる 者 

にす ベて 塵なる 者 は 似るな り、 天より 出し 者に すべて 天より 生れし 者 は 似るな り、 (四 九) 而し 

て 我 倚 塵なる 者の 形狀を 有つ 如く、 また 天より 出し 者の 形狀を 有つべき なり。 

「死者の 甦る もまた 斯の 如し」、 植物の 種子の 發 生す るが 如し、 幼芽 は 種子と 其 成分、 形體を 異に 

す、 壞る 者に て播 かれ、 壞 ざる 者に て輕ら され、 卑しき 者に て播 かれ、 榮 ある 者に て， 甦らされ、 血氣 

の體 として 播 かれ、 靈の體 として 輕ら さる、 槲果 一粒の 中に 老樹 千年の 翠影存 す、 古墳 一基の 下に 聖 

徒 永遠の 榮光存 せ ざらん や (四 二— 四 四 節)。 

血氣は 天然の 生氣 なり、 靈は キリストに 由り て 神より 來る 生命な り、 而 して 血氣を 宿す に 足る の體 

を 血 氣の體 または 肉體 とい ひ、 靈を 宿す に 足る の體を 靈の體 または 靈體 とい ふ、 肉 體も亦 神の 造り 給 

ひし 者に して 其 尊き は 言 ふまで もな し、 我、 爾に 感謝す、 我は畏 るべ く奇 しく 造られた りと (詩篇 百 三 


十九 篇 十四 節〕、 然れ ども 之 を 靈體に 比して 其 卑しき こと 弱き こと は 明かな り、 魚の 肉 尊から ざるに あ 

らす、 獸の 肉に 比して 卑しき なり、 獸の肉 尊から ざるに あらす * 人の 肉に 比して 卑しき なり、 肉體尊 

からざる に 非す、 靈體に 比して 卑しき なり.. 肉 體は感 能 智能 を備 へたる 血氣の 生命 を 宿す に 足る、 然 

れ ども 血と 肉と は 神の 國を嗣 ぐべき 靈の 生命 を 宿す に 足らす、 血氣の 生命 (psychic  life) ありて 血氣 

の體 なる 肉體 あり、 神より 出し 靈の 生命 (spiritual  life) ありて 靈の體 なる 靈體 なから ざらん や (四 

四 節)。 

『始の 人 アダム は 血氣の 人と なれり』、 創世記 二 章 七 節に 曰く t4 ホバ 神、 土の 塵 を 以て 人 を 造り、 

生 氣を其 鼻に 吹 入れ 給へ り、 人卽 ち生靈 とな リ ぬと、 「血氣 の 人」 と 云 へ る は 「生 靈」 と 云 へ ると 同 

じ、 卽ち 天然の 人 (natural  man) を 云 ふなり、 离獸に 類して 而 かも 禽獸 以上の 者、 感能 あり、 智能 

ありて、 能く 文 を 綴り、 能く 樂を 奏し、 能く 政治 を談 じ、 能く 財を蓄 ふる 者な り、 卽ち 智能 的 動物に 

して 物質的 造化の 首位に 立つ 者な り、 始祖 アダム は 實に斯 る 人な りしな り、 彼 は 完全なる 天然の 人な 

りしな り、 然れ ども 彼 は クリスチャンに は あら ざり しなり、 アダムの 完全と クリスチャンの 完全と は 

全然 其 素質 を 異にす (四 五節)。 

始の人 アダム は 天然の 人な りし、 故に 彼 は 子 を 擧げ、 遣傳 的に 其 性 を 之に 傳 ふるの 外に 彼の 生命 を 

他に 傅 ふるの 途を 有せ ざり き、 然れ ども 終の アダム は 聖靈の 人な りしが 故に 遣傳の 法則に 依る ことな 

くして、 其靈的 生命 を 人に 與へ之 を祌の 子と なすの 能力 を 保有し 給へ り、 始の人 アダム は大 性の 人な 

りし、 終の 人 キリスト は 自由の 人な りし、 血氣 は遺傳 し、 靈 は直傳 す、 アダム 百 三十 歳に 及びて 其 像 

に循ひ 己に 象 リて子 を 生み、 其 名 を セッと 名 づけたり と (創世記 五 章 三 節〕、 血 氣は斯 くの 如くに して 
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戒す、 風 は 己が ま. -に 吹く、 爾、 其聲を 聞け ども 何 處ょリ 来り、 何 處へ往 く を 知らず、 凡て 謹に 由り 

て 生まる. -者は 此の 如し (約 ®. 傳：； 一章 八 節 r 靈は斯 の 如くに して 其 子 を設く  (四 五節 〕。 

靈 は血氣 よりも 高く 且つ 妙なる 者な り、 故に 靈は 血氣の 後に 来るべき 者な り、 恰 かも 人 は獸の 後に 

來り、 獸は禽 の 後に 來り、 禽は 魚の 後に 來 りしが 如し、 「先 づ血氣 の もの ありて 然る 後に 靈 なる もの 

あり」 と、 近世の 生物 學 者と 雖 も是れ 以上の 言を發 する 能 はす (四 六 節)。 

「第一 の 人 は 地より 出て 塵な り」、 エホバ 神、 土の 麈を 以て 人 を 造り 生 氣を其 鼻に 吹 入れ 給 ヘリ、 

人、 卽ち 生ける 靈 となりぬ (創世記 二 章 七 節) H ホ バ祌、 アダムに 一一： 一" ひ. 1；? ひける は、 汝は …… 終に 土に 

歸 らん、 そ は 其 中よ リ汝は 取られ たれば なリ、 汝は塵 なれば 塵に 级る べきな りと (仝 三 章 十九 節)、 塵な 

るが 故に 壌る 者な り、 卑しき 者な り、 弱き者な り、 一 夜の 寢の 如き、 朝に 生え 出 づる靑 草の 如き 者た 

り、 朝に 生え 出て 榮ぇ、 夕に は 刈られて 枯る \ なり (詩篇 九十 篇)、 斯 かる 者に 復活 あるな し、 永生 あ 

るな し、 彼 は 死して 墓に 下り、 其處に 消滅す、 然れ ども 幸なる かな 祌は 「第二の 人」 を 送り 給へ り、 

彼 は 地より 出し 者に あらす して、 天より 出た る 主な り、 卽ち 自主の 王な り、 生死の 變化 なきもの なり、 

唯一の 死なざる 者 (提摩 太 前書 六 章 十六 節ソ なり、 地より 出し 者に 永生 あるな し、 天より 來 りし-王 キリス 

ト死を 減し、 福音 を 以て 生命と 壞 ちざる 事と を 明かに せり r 仝 後書 一 章 十 節，)、 復活 は 塵なる アダム に 就 

て 語るべき ことに あらす、 主なる キリストに 就ての み" 談 すべき ことなり (四 七 節 )o 

「塵なる 者に すべて 塵なる 者 は 肖るな り，」、 其 子孫 增殖の 方法に 於て、 其憐 むべき 人生観に 於て、 

其^ 蝣の 如き 生涯に 於て、 アダムの 子孫 はよ く アダムに 肖るな り、 其霱 する 人種の 如何に 關 はらす、 

其 生れ 出で し 時代の 如何に 係 はらす、 アダムの 子孫 はすべ て アダム 的な り、 卽ち利 慾の 人、 野心の 人、 


戀 愛の 人、 失ば K の 人、 死の 人な り、 その 富者た ると 貧者た ると に關 はらす、 その 治者た ると 被治者た 

るとの 論な く、 その 智者なる と 愚者なる との 別な く、 アダムの 子孫 はすべ て アダムの 性を帶 びて、 暗 

を 愛して 光 を 憎み、 自己の 聰明に 賴 みて、 祌の 指導 を 斥けん と 欲す、 俗諺に 曰く  r 蛀の 子は蛀 なり」 

と、 アダムの 子 は アダム 的な り、 土の 塵 を 以て 造られ、 塵 世に 在りて 藤 埃に 類す る 生涯 を途 り、 終に 

墓に 人り て 塵埃と なりて 消失す、 然れ ども 「天より 屮 I し 者に すべて 天より 生れし 者 は 似るな り」、 ク 

リス チャン は 小なる キリスト なり、 キリスト は 上より 來 りし 者なる が 如くに、 クリスチャン は 匕より 

生れし 者な り、 彼に 未だ アダムの 性の 存 する ありと 雖も、 是れ已 に キリスト と共に 十字架に 釘 けられ 

しもの なり， クリスチャン は アダムの 子孫に あらす、 彼 は 父なる 神が 聖靈を 以て 其聖 子に 由り て 新た 

に 創造り 給 ひし 者な り、 死 は アダムに 属する ものな り、 故に 旣に アダムに 屬 せざる クリスチャンに 死 

は 臨むべからざる なり、 復活 は クリスチャンの 希望な り、 アダムの 子孫に 此 X 布 望 あるな し (m 八 節〕。 

我 倚 クリスチャン は 心に キリストの 靈を 受けて、 旣に 「天より 生れし 者」 となれ り、 然れ ども 今尙 

ほ 現世に 在りて、 「塵なる 者」 の 形 狀を存 す、 然れ ども 「天より 生れし 者」 は 永久に 土より 出し 「塵 

なる 者」 の 形 狀を存 すべから す、 彼 は竟に 彼の 新たに 受けし 本性に 基き て 「天上より 出し 者」 の形狀 

を 受けざる ベから す、 而 して 靈體 または 设活體 とは斯 かる 形體を 指して いふなり、 變貌の 山に 於て キ 

リストが 其 弟子 等に 示し 給 ひしが 如き 體 (馬 太俾 十七 章 二 節 以下 參 照)、 又は 0^ 天 常時の 彼の 榮 光の 

姿、 是 なん 「天より 出し 者の 形狀」 と稱 する ものな らん、 物體 にして 物質的なら す、 靈象 にして 無形 

ならす、 ！i れ たる 人 問の 言語 を 以てして は 叙述し 得ざる 者な り、 而 して アバ 父よ と 呼ぶ子た る 者の 靈 

(羅馬 書 八 章 十五 節〕 を 受けし 我 倚 は此壞 つべき 塵の 形狀を 去りし 後 は 壊つべからざる、 手に て 造られ ざ 
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る窮 なく 保つ 所の 天の 幕屋なる 靈の體 を 被るべき なり (哥林 多 後書 五 章 一節 以下 參照) (四 九 節)。 

第三 段 結 論 

最終の 勝利 = 死の 殲滅  . 

(五十〕 兄弟よ、 我 此事を 言 ふ、 卽ち 血と 肉と は 神の 國を嗣 ぐ 能 はす、 また 壞る 者は壞 ざる 者 を 

嗣ぐ能 はすと、 (五 一 ) 視ょ、 我、 爾曹に 奥義 を吿 ぐ、 我 儕 悉く 寢 るに 非す、 (五一 一) 我 儕 皆な 

終の 喇叭の 鳴らん 時、 忽ち、 瞬間に 化すべし、 そ は 喇叭 鳴りて 死た る者壞 ざる 者と なりて 甦ら さ 一 

れ、 而 して 我 儕 もまた 化すべ ければ なり、 (五三) そは壞 つべき 者は壞 つべ からざる もの を 着、 j 

また 此 死すべき 者 は 死すべからざる もの を 着ざる ベから ざれば なり、 (五 四) 而 して 此壞 つべき 一 

者壞 つべ から ざ. る もの を 着、 此 死すべき 者、 死すべからざる もの を 着ん 時、 聖書に 錄 されし 此 言， 

は 遂げら るべ し、 卽ち 『死 は 勝利に 呑まれたり』 と、 (五 五) ァ ヽ 死よ 雨の 刺 は 安くに 在る や、 

ァ、 陰府ょ 、雨の 勝利 は 安くに 在る や、 (五六) 死の 刺 は 罪な り、 罪の 權カは 律法な り、 (五 七) 

感謝 は 之 を 我主ィ H ス キリストに 由り て 我 倚に 勝利 を 下し 給 ひし 神に 奉らん、 (五八) 是 故に 我 

が 愛する 兄弟よ、 堅く 立ちて 搖 くこと なく、 常に 主の 業に 富むべし、 そ は爾曹 の勞は 主に 在りて 

徒勞 ならざる を 知れば なり。 

「兄弟よ、 我、 此事を 言 ふ 云々」、 我、 特に 語勢 を 加へ て 此事を 言 ふ、 卽ち 「血と 肉と は 云々」 と、 

保羅は 特に 此 事に 就て コ リント 人に 語る の 必要 を 感じたり、 そ は 彼等の 中 或 者 は 人 は 生れながら にし 


て、 アダムの 性 其 儘 を 以て、 特に 聖靈の 恩賜に 與 かる ことなくして、 又 復活の 變化 を經る ことなくし 

て、 神の 國を嗣 ぐ を 得べ しと 信じ たれば なり、 ^も 現 時に 於け る 多くの 所謂る 「進歩的 基督 信者」 が 

悔改の 必要 を 否み、 「復活の 迷信」 を 嘲け り、 人 は 生れながら にして 道 德のカ を 以ての み 能く 天國の 

民たり 得べ しと 信す るが 如くな りしな らん、 故に 保羅は カを罩 めて 言へ り、 血と 肉と は 神の！： を嗣ぐ 

能 はすと (五十 節)。 

「血と 肉」、 前節に 言へ る血氣 なり、 血氣は 如何に 偉大なる も、 如何に 高莊 なる も、 如 M に 美麗な 

る も 神の 國を嗣 ぐ 能 はすと なり、 ァレキ サン ドル、 シ ー ザ ー の 雄大 を 以てする も、 プラト ー、 ソ クラ 

テスの 高潔 を 以てする も、 サ ッフホ ー、 ィ ゥリピ デスの 優美 を 以てする も、 キリストの 王！； に 入りて 

其 市民 灌を瘦 るに 足らす と、 使徒 保羅は 明白に 「偉人 是れ クリスチャン なり」 との 近^ 流の 定言に 反 

1^ せり、 保羅の 意見に 從 へば、 偉人 は 偉人に して クリスチャン は クリスチャン なり、 クリスチャン 必 

すし も 英雄 豪傑に 非す、 然 かも 彼 は 神の 國を嗣 ぐの 資格 を 有す、 横 井 小 楠 は 英雄な りしな り、 然れど 

もヒ ー ゼン (非 基督 信者) なりし なり、 藤 田 東 湖、 吉田松 蔭亦然 かり、 我 倚 は 彼等の 雄大 を 慕 ふの 餘 

り、 彼等 を 天國の 市民と して 解すべからざる なり (五十 節)。 

然 らば 何者か 神の 1： を 嗣ぐを ん？ 壞 ざる ものな り、 靈 によりて 上より 新たに 生れ し^なり、 永 

生 は 唯一 の 死なざる 者なる ィ H ス キリストに 在っての み存 す、 彼 以外に 永生 あるな し、 彼に W ら すし 

て 神の 國を嗣 ぐ 能 はす、 生命の み 能く 生命 を 生み 得べ し、 肉に 由り て 生まる k 者 は 肉な り、 に. E り 

て 生まる k 者は靈 なり、 生物 學 上の 此 原理 は 動かす ベから す (五十 節)。 

以下 はすべ て 「奥義」 なり、 說明を 供し 難き ことなり、 「我 儕 悉く 寢 るに 非す」、 我 傅 キリスト .5 
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顧の 日に 存在す る 者 は 悉く 死の 關門を 過ぐ るに 非す、 我擠 キリストの 靈を 受けて 神の 子と なりし 者 は ■ 

終の 喇叭の 鳴らん 時、 卽ち 現世 は 其の 終 を 告げて 神の 國の 地上に 臨む 時に、 忽ち、 瞬間に して 化すべ 

し、 卽ち 死の 關鬥 を經 過せ すして 直に 復活 狀 態に 人るべし、 喇叭 鳴りて 電光の 東より 西にまで 輝き渡 

るが 如く、 榮 光の 主が 再び 世に 顯 はれ 給 ふ 時に、 キリストに 依りて 死た る 者は壞 ざる 者と なりて 甦 さ 

I、  IB して 儕 其 時に 於て 此 世に 存立す る 彼の 弟子 は 肉體を 去りて 直に 靈體を 着せら るべ しと (五一 

—五三 節)。 

而 して 此大變 化 ありて、 此變 容と變 質と 聖 化と ありて、 以賽亜 書 二十 五 章 八 節に 錄 されし 「死 は 勝 

利 こ 吞ま乜 たり」 との 一一 一一 II は事實 となりて 現 はるべし、 r ァ、 死よ 雨の 孰 は 安くに あり や、 ァ、 陰 よ 

雨の 勝 叫 は 安くに あり や」、 人の 敵 は 人に あらす、 死なり、 死にして 平 げら れん 乎、 宇宙の 無邊 なる 

も 其 中に 我齊の 敵と 稱 すべき 者の 一 つ を も 留めざる に 至らん、 而 して 此 勝利 を 我 倚に 下し 給 ひし 我 主 

イエスキリストに 感謝す (五 四、 五 五節)。  ？， 

死 をして 恐るべき^たら しむる 者 は 罪な り、 而 して 罪 をして 我 倚 を 死の 刑罰に 付 さしむ る 者 は 律法 

なり、 律法な くして 罪 は 罪と ならす、 罪な きに 至て 死 は 其 恐怖 を 跪す、 而 して キリスト は血氣 以上の 

生命 を 我, に 供し、 我 儕 をして 律法 以外に 神の 恩 惠に與 からしむ るの 途を 開き 給へ り、 此 意味に 於て 

キリスト は 律法 を無效 となし、 罪 を 除き (赦 し)、 死より 其 刺 を 去りて 死 をして 恐るべからざる 者た 

らしめ 給へ り、 キリスト は 死の 苦痛と 恐怖と を 其 根本に 於て 結ち 給へ り、 彼の 供せ し 救濟の 完全なる 

理由 は 其 根治 的に して、 皮 癒 的なら ざるに 由る (五 七 節)。 

「是 故に が 愛する 兄弟よ」、 事 實斯の 如く なれば、 卽ち、 我 儕 は 肉體の 腐蝕と 共に 壞 つべき 者に 


あら ざ 乞ば、 卽ち大 たる 榮 光の 我 倚 を 待つ ある を 知れば、 「我 倚 堅く 立ちて 搖 くこと なく」、 世の 展 

說に迷 さる- 1 ことなく、 我 儕の 事業の 表面的 失敗 を 見て 失望す る ことなく、 「常に 主の 業に-;" W むべ し」 - 

溢る、 までに 主の 業を爲 すべし、 善を爲 すに 吝 なる 勿れ、 量 を 好して 推しつ け、 據り 入れ 溢る. - まで 

に、 二子へ よ、 路加 傳六章 三十 八 節)、 「そ は爾曹 の勞は 主に 在りて 徒勞 ならざる を 知れば たり」、 爾曹 

が 主に 在りて 爲す 善行の 無 效に歸 する ことなき を 知れば なり、 善行 或 ひ は 現世に 於て は 徒勞の 如くに 

見 ゆる こと あらん、 然れ ども 世 は 現世 を 以て 終る ものに あらす、 更らに 善 き^は キリストの 再 顯と井 

に來 らんと す、 善行 は 其の 茶 を 結ぶ に 永き 時間 を 要す、 今の^に 於て 淚 とともに 捲き し 者 は 後の^に 

於て 歡喜 と共に か i, らん (詩篇 百 二十 六篇 五節)、 故に 爾の 事業 を 主に 委ねよ、 主は爾 のために 之 を 保^し- 

主の日に 於て In.;^ して 之 を 雨に 還し 給 ふべ し (五八 節)。 

附  一一 m 

「甦り」 の 文字 甚だ 惡し、 「よみが へり」 は 勿論 「陰府 (黄泉) より 還る」 の 意に して 死にし せが 

其 肉體を 以て 復活す る ことなり、 卽ち 約翰傳 十一 章に 於け る ラザロの 復活の 如き を 云 ふなり， 輕り、 

勿ム の 一 種た るに 相違な し、 然れ ども 保 羅の玆 に 論す る 復活なる 者 は 全く 之と 異なる、 「よみが 

へり」 を 原語に て egersis と 云 ふ、 起きる、 义は 起こす の 意な り、 寐 りし 者の 起きる を 云 ふ、 又 刺戟 

ゆき、 ^ き 等の 意を存 す、 新たに 生命 を 吹 入して 生氣 なき 者 を 活かす を 云 ふ、 種子 は 生命の 斯 かる 活 

動に 由り て發 生す、 人の 復活 もまた 同一 の 活動に 由る ものなら ざるべ からす、 基督 敎の唱 ふる 復活 を 

x*.^:^  ~ いと 解して 多くの 誤謬に 落 入り 易し、 甦りの 文字 は 之 を 廢す能 はすと する も、 其 意義 を 能く 

保羅の 復活 論  二 五 九 


コ リント 前書 w 究  二 六 0 

、むに 留め、 誤解せ ざる やう 努めざる ベから す。 

r 靈體 J と云 へ るはliM;^^i;體の意にぁら.^、 そ は 靈は氣 にして 體 となりて 形に 於て 現 はれ 得べき も 

のに あら ざれば なり、 靈體と は 前に も 云へ る 如く 神より 賜 ふ靈を 宿す に 足る の體 たり、 蓋し キリスト 

昇天 當 時の 證 の 如き もの を 云 ふなるべし、 卽ち目 を 以て 見、 手 を 以て 觸れ 得べき 體 たり、 斯 かる 體は 

靈 にあら す、 氣 にあら す、 確實 なる 體 なり、 而 かも 其 如何なる 體 たる 乎、 是れ 吾人の 知らざる 所な り- 

生命 は 天より 来る、 卽ち 地球 以外より 来る、 而 して 此 地に 臨みて、 或 ひは蠶 をして 銀 線に 等しき 糸 

を |1 がしめ、 或 ひ は 百合 花 をして 觸 るれば 消 ゆる 色を呈 せし む、 糞土 は 桑 葉と なり、 桑 葉 は 糸と なり- 

糸 は 薄紗と なりて 美人の 膚を蔽 ふ、 同一 の 生命 はまた 同一 の 土塊より して 天使の 體を 組成し 得 ざらん 

や、 生物 學は 未だ 其 最終の 言を發 せす、 保羅の 復活 論 は 生物 學の 到達すべき 最後の 結論なら すと せん 

や。  - 

パゥ 口の 復活 論 

哥林多 前眷第 十五 章の 硏究 

「人 もし 死なば また 生きん や」 (ヨブ 記 十四 章 十四 節)、 之れ 千古に 亙りて 解けざる 人生の 疑問で ある 

然し， IF ら 宇宙の 合理的 存在 を 信じ 神の愛 を 信す る 者 は 亦 死後の 生命 を も 信ぜざる を 得ない、 加 之 凡て 


高貴なる 生涯 を 達る 者 は 自ら 此 生命 を實驗 する ので ある、 又 世に 斯 かる 生涯 を 以て 死後の 生命の 證明 

を 提供した る 人 は Si くない、 故に 以上の 疑問に 對 して r 然り人 もし 死なば 叉 生くべし」 と は古來 人類 

多数の 信仰で ある。 

然 らば 如何にして 生く る耶、 之に 對 する 普通の 解答 は 所謂 靈 魂の 不滅で ある、 曰く 靈 魂の 肉 體の巾 

に 在る や 恰も 鳥の 籠の 中に 在る が 如く 貴人の 牢獄の 中に 在る が 如し、 之を脫 して 初めて 自由の 天地に 

逍遙す る 事 を 得と、 而 して 斯く靈 魂の 不滅なる 所以 は 其の 性質の 最も 單 純なる に 在り、 凡て SBf 純なる 

もの は壤？ g せ ざれば なりと は 普通に 唱 へらる 、說 明で ある。 

此說明 は ffi 々 基督教 の 講壇よりも 亦 之 を 聞く ので ある、 然し 乍ら 先づ 明，：：" ならしむ ベ き は 所謂 靈魂 

不滅 論の 決して 聖書の 敎 へ に 非ざる 事で ある、 聖書 は 死後の 生命 如何との 問に 答 ふるに 決して 靈 魂の 

不滅 を 以てしない、 所謂 靈魂 不滅 は 希 職哲學 より 出で たる 思想で ある、 其 淵源 は 主として プラト ー の 

緩り しソ クラ テ スの 語に ある、 而 して 中古 時代に 基督 敎神學 が プラト ー 哲學と 相 抱擁す るに 及びて 此 

？ n ハ敎 思想 は渐く 基督 敎會內 に 輸入せられ たので ある。 

重ねて 問 ふ、 人 は 死して 又 生きん や、 聖書 は 明. n に 答へ て 曰 ふ 「然り 肉體の 復活に 由て 生くべし」 

と、 基督 敎の 死後 生命 は靈 魂の 不滅で はない、 肉體の 復活で ある、 靈魂は 勿論 不滅で ある、 然しな が 

ら * 督敎に 於け る 復活 は靈 魂の 復活に 非す して 肉體の 復活なる 事 を 知らなければ ならない、 曰 ふ 「キ 

リスト 死して 葬られ 第三 日に 楚り 云々」 と、 若し 靈 魂なら ば何ぞ 「葬らる」 と 言 ふの 必要 あらん、 又 

何ぞ 「第三 曰」 を 待ちて 麵 るの 必要 あらん、 其の 意味す る 所 肉體の 復活に ある は 文字の 解釋 上より し 

て旣に 明，：：： である、 假令之 を 信す る は 難しと 雖も 聖書が 肉體の 復活 を唱 ふるの 事 實は之 を 疑 ふ 事が W 
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来ない。 

而 して 肉 體の设 活を解 せんが 爲には 聖書 心理 學を 知る の 必要が ある、 聖書 は 人 を 如何なる ものと し 

て觀る 乎、 バウ 口 はテサ 口 一一  ケの 信者に 書 を 送りて 其の キリ ス ト 再臨の 日に 凡ての 點に 於て 缺 くる 所 

なからん 事 を 祈りて 曰うた 「願 はく は 平安の 神汝 等の 全靈全 生， 全身 を 守りて 我等の 主ィヱ ス キリスト 

の來 らん 時に 咎 なから しめ 給 はんこと を」 と (テ サ。 一一 ケ 前書 五 章サ三 節〕、 改正 譯には 「汝 等の 靈と心 

と 體とを 全く 守りて 云々」 と ある、 靈 (pnellma) と 心 (psychco と體 (S5ma) である、 人の 生命 は 

此 三分 性より 成る とい ふ、 卽ち靈 的 生命 あり、 心的 生命 あり、 叉體的 若く は 肉的 生命が ある、 祌 との 

交通 は靈的 生命で ある、 思想 感情 叉 は 數现の 觀念等 は 心的 生命で ある、 飲食 睡眠 叉 は 寒暑 痛痒の 感覺 

等 は體的 生命で ある、 而 して 人の 生命 は 此三鼎 足の 上に 立つ ので ある、 其 ーを缺 きて 生命 は 亡びざる 

を 得ない、 人は靈 であって 心であって 义體 である、 三者 結合して 鼓に 圓滿 なる 生命が ある、 然るに 罪 

の 結果 死 は來り て 人の 體的 生命 を 破壞す るに 至った、 故に 完全なる 救 拯は必 す ゃ體に 迄 及ば なければ 

なら な い 、 靈と 心 と體と 一 二者 相 共 に 救 はれて 初めて 人類の 救拯は 完成す るので ある、 希 臘哲學 の唱ふ 

るが 如く 體は 亡びて 靈 のみ 不滅なる も 以て 生命 を 全うする に 足りない、 キリ ス ト 再び 来りて 體的 生命 

を 復活せ しめ 永遠の 靈と 心と に 合せて 不朽の 體を賦 與し給 ふに 由り 始めて 死後の 生命 は 完全なる を 得 

るので ある。 

近代 人 は 之 を 聞いて 迷信と 稱 する であらう、 然れ ども 思 ひ 見よ、 未来の 日に 於て 我等 心の 愛する 者 

叉 凡ての 贵き 人々 と靈 又は 心に 於て 相 接 觸し得 る は 勿論な りと 雖も 其れ のみ を 以て 果して 足る であら 

う 乎、 誰か 子 を 失 ひし 母 を 慰めん と 欲して r 汝の 子の 靈魂は 滅びす」 との 言 を 以て 其淚を 悉く 拭 ひ 得 


べき 乎、 然しながら 「彼 は 再び 死せ ざる 體を 以て 汝の 面前に 立づ べし、 時 か 必す再 會の日 あり」 と 

言 ひ て 初め て 彼女の 心に 深き 慰安と 希？ とを與 ふる 事が 出來 るので ある. 肉體の 復活な くし て 人の 要 

求 は 遂に 充 されない ので ある。 

「人 若し 死なば 又 生きん や」、 聖書 は 答へ て 曰 ふ r 然り、 肉體の 復活に 由て 生くべし」 と、 而 して 

聖書 は 之を證 明す るに 理論 を 以てしない、 死後 生命 問題に 對 する 聖書の 解決 は 理論に 非す して 第 度で 

ある、 キリストの 幅 昔 は玆に 一 の 担むべからざる 事實を 提供して 永遠の 生命 を立證 する ので ある、 

「キリスト 死 を 亡ぼし 福 昔 を 以て 生命と 壌ち ざる 事と を 明に せり」 と あるが 如く、 目 を 以て 見、 手 を 

以 て觸れ 得べ き 事 實を以 て 之を闡 明す るので ある (テ モ テ 後書 一 章 十 節 y 基督教に 於け る來世 問題 は來 

I 觀に 非す して 事實 である 歷史 である。 

死後の 生命 を證 明すべき 事 實とは 何で ある 乎、 曰く イエスキリストの 復活で ある、 死して 墓に 葬ら 

れしィ H スが 三日 目に 甦った ので ある、 而 して 凡て 彼 を 信す る 者 は 又 彼の 如くに 甦る ので ある、 彼の 

復活が 信者の 復活の 證據 である、 彼の 榮 光の 體が 信者に 賜 はるべき 不朽の 體の 模型で ある、 故に 信者 

の 死後 生命の 存在 は此 一事 贲の 上に 立つ ので ある、 若し キリストの 復活に して 虚偽な らん 乎、 基督 敎 

は 其根抵 より 轉覆 せざるを得ない。 

聖書に 揭 げられ たる キリ ス トの 復活に 十一 一の 場合が ある、 其 中 或は 互に 矛盾す るが 如き もの 或は 信， 

する に 難き ものがない ではない、 然しながら 之 を 綜合して 見て キリストの 肉體の 復活な かりし と霄ふ 

は 無稽の 一一 目で ある、 冷靜 なる 學者 は歷 史的 考證の 立場より して 此事を 認めざる を 得ない、 例 へば 英國 

の 學者ス ヰ ー トの 如き 其 著 「受難 後に 於け る 基督の 顯現」 ("Appearances  of  olu-  IJCra  after  His 
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Passion" l)y  H.  B.  sweteo 中に 曰く 「事 は 今より 千 九 百年 前に 屬す るが 故に 一 見 矛盾に 類す る もの 

なしと せざる も 大體に 於て 死した る キリストの 復活 を 拒む 能 はす」 と、 聖書 は此歷 史的 事實を 以て 死 

後の 生命 を證 明す るので ある、， 故に バウ a の 復活 論 も 亦 キリスト 復活の 事 實を以 て 其根據 とする も の 

である。 

哥林多 前書 十五 章 は 之 を 一 讀 して 其 中に 難解の 節が 少 くない、 蓋し バウ & の 思想 餘 りに 畳 富に して 

之 を卟露 せんとす るに 當り彼 は S 々言語の 不足 を感 する ので ある、 其の 最も 好き 實例は H ぺ ソ書第 一 

章に ある、 此處に 於て 彼が キリ ス トの恩 惠を述 ぶる ゃ恩惠 より 恩惠 へ と 進みて 停止す る 所 を 知らす 途 

に 一 の 動詞な くして 全文 を 終った ので ある、 哥林多 前書 十五 章 も 亦 多少の 一一 百 語の 不足 を 示して 居る、 

故に 我等 は 自ら 之 を 補うて 讀 まなければ ならない。 

兄弟よ、 先に 我が 汝 等に 傳 へし 福音 を 4 「叉汝 等に 吿ぐ (一節)、 

パゥ u が 其 語を更 めて 「兄弟よ」 と 呼ぴ掛 くる は 常に 彼が 特別に 眞 面目なる 態度 を 取る 時で ある、 

重要なる 問題に 入らん とする に當り 特に 注意 を 喚起す るの 語で ある、 「吿 ぐ」 と は 「告げ 知らす」 义 

は 「想 ひ 起さし む」 又は 「更に 說 明すべし」 等の 意 を 有する、 其の 何れなる ゃを定 むる 能 はすと 雖も 
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少く とも 一 事 は 明白で ある、 卽ち バウ a は玆に 重大問題 として 先に 傳 へし 福音 を 繰 返さん と 欲した の 

である、 知るべし 復活 は 彼に 取て 基督 敎の 根本 問題な りし 事 を。 

こは汝 等が 受けし 所、 之に 由て 立ちし 所な り (同 )o 

寧ろ 「之に 由て 立ちて 今日に 至り. し 所な り」 と讀 むべき である、 汝等は 肉體の 復活 を 信じ 之に 由て 

今 基督 者と して 立つな りとの 意で ある。 


汝等 もし 我が 傳 へし 言 を间く 守り 徒らに 信す る 事な くば 之に 由て 救 はれん (二 節)。 

「之に 由て 救 はる & なり」 又は 「救 はれつ、 ある 所の ものな り」 と讀 むべ し、 救 は單に 過去の 事に 

非す 又單に 未来の 事に 非す 日々 に 信者の 心の中に 行 はれつ、 ある 事 を 示す、 今や パゥロ に 多少の 憂慮 

があった、 そはコ リントの 信者 中肉 體の 復活 あるな しと 言 ひ 5^ せし 者が あつたから である、 故に 彼 は 

曰うた 「汝等 もし 我が 傳 へし 言 を 意味 其 儘に 信ぜば 救 はる、 なり」 と、 先に 彼れ のコ リント 信者に 復 

活の 事を傳 ふるや、 彼 は 其 語に 暖 味なる 所 なきやう 明白に 之 を 肉體の 復活と して 傳 へたので ある、 然 

るに 之 を 彼が 傳 へし 言 其 儘の 意味に 於て 信ぜす して 靈的 復活 等の 意に 解す る 者 ある は 何故で ある 乎、 

玆に 至って パゥロ は 叉 一 の 疑問 を 抱い て 曰うた ので ある 「汝等 は 徒らに 信じた るに 非す や」 と、 「徒 

らに」 と は 「深く 究 むる 事な くして」 の 意で ある、 肉體の 復活が 基 #敎 の 根本 問題なる 事 を 深く 究め 

すして 基督 敎を 信じた るが 故に 汝等は 復活 を 信ぜざる ならん と 言 ふので ある、 而 して 實 にん； '日の 基督 

者 の 多數も 亦 深く 究めす して 信じた る 者で ある、 彼等 は淺 薄なる 理由に 由て 容易に 洗 禮を受 くるので 

ある、 故に 肉體の 復活が 救拯の 根本 問題なる が 如き は 少しも 之 を 知らない、 彼等 も 亦 徒らに 信す る 事 

なくば 之に 由て 救 はるべ き lie である。 

わが 汝 等に 傳 へし は 我が 受けし 所の 事に て 其 第 一 は卽ち 聖書に 應 ひて キリスト 我等の 罪の 爲に死 

に， 叉 聖書に 應 ひて 葬られ 第三 日に 甦り (一一 「 四 節)、 

其 冒頭に 「誠に」 を 入れて 請むべし、 「我が 受けし 所の 事」 卽ち 自ら 作りし 事に 非す 主 キリス 卜 及 

び 其 直弟子 等より 受けし 所の 事な りと 言 ふ、 斯 くパゥ & が 基督教の 根本 思想と して 提出した る もの は 
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此ニ である、 HI く キリストの 我等の 罪の 爲め 十字架に 釘 けられ 給 ひし 事、 曰く 彼の 我等に 代て 復活し 
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給 ひし 事、 十字架と 復活、 之で ある、 之な くして 基督 敎 はない ので ある、 道德 問題に 非す 哲學 問題に 
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非す 社會 問題に 非す、 キリストの 十字架と 其 肉體の 復活、 之が 基督 敎の 根抵 である、 基督 者と は卽ち 

之 を 信す る 者で ある、 而 して パゥ n 其 他 初代の 信者 等 は 之 を 信じ 之に 由て 救 はれた ので ある、 之に 由 

て 彼等 は 其 心に 深き 平安 を 得た ので ある、 知 らす 諸君の 信す る 基督 敎は 果して 斯の 如き ものである 乎。 

而 して 此ニは 共に 「聖書に 應ふ」 所な りと いふ、 卽ち舊 約 聖書に 示す 所な りと いふ、 バウ 口に 取て 

眞理の ■ 標準 は 道理ではなかった、 彼 は 「道理に 應 ひて 云々」 と 言 はすして 唯 「聖書に 應 ひて」 と言う 

た、 祌の 預言者に 由 て傳へ 給 ひし 聖書 の  一一 一一 u を以 て 彼 は 自己 の 信仰の 基礎と 爲 した ので ある、 而し て 曹 

約 聖書 中此 事に 關 する 重要なる 預言 は ィザャ 書 第五 十三 章、 詩篇 第 十六 篇、 ョナ 書、 ホゼァ 書 第 六 章 

一 一節 等で ある。 

ケパ に 現 はれ 後 トニの 弟子に 現 はれ 給へ る 事な り、 かく 現 はれ 給へ る 後 五 百の 兄弟の 共に 在る 時 

亦 之に 現 はれ 給へ り、 其 兄弟の 中 多く は 今な ほ # にあり、 され ど 旣に寢 りたる 者 も あり (五、 六 節 

以ド彼 は キリスト 復活の 實 證を擧 げんと する ので ある、 而 して 先 づ其 三を數 へた、 一は シ モン. ぺ 

テ c の實驗 である、 二 は 十二 弟子の 實驗 である、 三 は 五 百 人 以上の 弟子の 實驗 である、 學 者の 研究に 

由れば バウ n. の 此書を 認めし は 紀元後 五十 三年 乃至 五十六 年に して キリストの 十字架に 釘 けられし よ 

り 一 不 三年 乃至 1 一十 六 年の 後な りと いふ、 若し 余が 玆に 二十 餘年 前の 經驗を 述べて 其 事の 極めて m 大 

なる が 故に 之が 證人 として 余の 友 十一 一人 を擧げ 更に 五 百 以上の 人 同時に 之を實 験したり と 一一 m ひ 且其多 

數は 今尙 生存す るが 故に 往 いて 彼等に 聞き 訊すべし と 言 は 歷 史的 事實 の證 明と して は 甚だ 强 きもの 

と 謂 はざる を 得ない。 


此後ャ コ ブに現 はれ 又 凡ての 使徒に 現 はれ 最後に 月 足らぬ 者の 如き 我に も 現 はれ 給へ り (七 > 八 節： r 

第二 囘の 實證 として パゥ& は 叉 三の 場合 を擧 げた、 而 して 其 中の 一は 實に彼 自身の 實驗 である、 當 

時コリ ントに 於け る 信者に して バウ 口 は 肉體の キリスト を 見ざる が 故に 彼 を 使徒と 呼ぶ 能 はすと 言へ 

る 者 ありし に 對し彼 は 自ら 復活の キリス トを 見た る 事實を 主張した ので ある、 之れ 言 ふ 迄 もな くダ マ 

ス コ に 至らん とする 途中に 於け る 彼の 實驗 であった。 

復活の キリス トを 見た る實驗 に對し 常に 提出 せらる k 批評 は 所謂 幻影 說 である、 キリスト は必す (仅 

活 すべし と 信じた るが 故に 彼等 は 其 幻影 を 見た るな りと 言 ふ、 恰も 天 主敎に 於け る聖女 マリア . テレ 

サが キリ ス トの 刺され 給 ひし 心臓 を 見る 迄 は 死せ すと 誓 ひ齋戒 沐浴 を 綾く る 事 多年 遂に 之 を 見て 拜せ 

りと いふの 類な りと 言 ふ、 然しながら キリストの 復活に 關 する 實證 として 聖書に 列擧 せらる、 もの は 

唯に  一 二の 場合の みで はない、 當時 敎會の 柱石たり しべ テ a 叉 は冷靜 にして 最も 常識に 富める 實際家 

たりし ヤコ ブ 等が 單獨に 之 を 見た るの みならす、 時には 十二 人、 時には 五 fc: 人 以上の 人が 同時に 之 を 

見たり と 言 ふので ある、 之れ 到底 幻影 を 以て 說 明し 去る 能 はざる 歷 史的 事 實 である、 加 之 聖書 中 基督 

の顯 現の 場合 は 十一 一に 及ぶ もパゥ & は 其 中 六を揭 ぐるに 過ぎなかった、 此點に 於て 我等 は 彼の 頭腦の 

甚だ 深大 なる を 知る、 彼が キリスト 復活の 證人 として 引き出せし 人物の 中に マグ ダラの マリア 等の 名 

oooooocoooooooooon-oooooooooooooooooo 

を 見ない、 彼 は 世界に 訴 へ て 何人も 疑 ふ 能 はざる 最も 信賴 すべ き 場合の みを揭 げた ので ある。 

そ は 我れ 祌の 敎會を 迫害せ し 故に 使徒と 稱 ふるに 足らざる 者に して 使徒の 屮 にいと 小き^ なれば 

なり、 され ど 我れ 斯の 如くなる を 得し は 神の 恩惠に 由て なり、 我に 賜 ひし 神の 恩惠は 空しから す、 

我 は 凡ての 使徒よりも 多く 勞 めたり、 こ は 我に 非す、 我と 共に ある 神の 恩惠 なり (九， 十 節〕。 
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パゥ 11 は 復活の 證人 として 十二使徒 と共に 自身 を擧 ぐるに 及び 忽ち 一 の 問題に 逢着した、 彼 は 自ら 

使徒と 稱 ふるに 足らざる いと 小き 者な りと 言 ふので ある (「月 足らぬ 者」 と は 其 時代の 通用 語と して 

ャクザ 者 を 意味した るな らん)、 事 は 復活 問題に 關係 なきが 如くに して 實は 然ら す、 多くの 人が 斯か 

る 場合に 自己の 特權を 誇らん とする に 反し、 彼れ パ ゥ 口 は 自ら 卑下して 凡て を 神の 恩 惠に歸 したので 

ある、 こ は 誠に 彼の 品性に 對 する 裏書で はない 乎、 斯 くも 謙遜なる 語 を發し 得る 人の 證 明は少 くと も 

傾聽 すべきで はない 乎、 人の 誠 實を證 明す る ものにして 其の 謙遞の 如き はない、 パゥロ は 勿論 之 を 書 

かんと 欲して 書きし に 非す 自ら 彼の 口 を衝ぃ て 湧き出で たる 語で ある、 復活の 如き 重大なる 問題 を 論 

じつ k 尙此 一 語を附 加せ すして 巳む 能 は ざり し 人 は眞に 基督 的 謙遜 を 其 心の奥底より 味 ひたる 人で あ 

る、 此 一 語 あるに 由り てパゥ 口 の證 明を强 からしむ る 事 甚大で ある。 

此 故に 我 も 彼等 も斯の 如く 宣べ傳 へ. 汝等も 亦斯の 如く 信ぜり (十 一 節)。 

復活の 信仰に 關 して は 我と 他の 使徒 等との 間に 何の 差別 あるな し、 汝 等との 間に も 亦 何の 差別 ある 

なしと、 初代の 基督 敎會は 實に爾 うであった、 ベ テロ、 ヨハネ、 ヤコ ブ等皆 復活 を唱 へ、 コ リント、 

H ぺソ、 アン テオ ケ 等の 信者 皆 之 を 信じた、 而 して 彼等 は此 信仰に 於て 一致した るが 故に 世界の 曾て 

見た る最强 帝國羅 馬に 當 りて 能く 之に 打 勝った ので ある、 47 日の 敎會は 如何、 我等 は 架して パゥ n の 

如くに 言 ひ 得る 乎、 組合 敎會 にも あれ メソヂ スト 敎會 にも あれ 長老 敎會 にも あれ 其 敎師等 皆 キリ ス ト 

の肉體 復活 を 言； べ傳 ふと 一 百 ひ 得る 乎、 又米國 にも あれ 獨逸 にも あれ 日本に も あれ 其 信者 等 皆 此の 信仰 

に 於て 一 致す と 言 ひ 得る 乎、 若し 爾か言 ひ 得るならば 今日の 如き 諸敎會 なる もの 在るべき 害な し、 直 

にー團 とならざる を 得ない ので ある、 敎會の 微弱 を 嘆す る を 休めよ、 キリスト 我等の 罪の 爲に 死し 又 


葬られて 三日 目に 甦りた る 事 を 堅く 信ぜば 敎會は 忽ち 活氣 横溢す るで あらう、 パゥ n の 傳道は 其 最も 

長き 所に 於て 三年、 短き は 一 一週 又は 數日を 出で ざり しに 拘らす 到る 處に 於て 强 M: なる 敎會の 成立 を 見 

たる は 何故で ある 乎、 彼 は 單刀直 入 事實を 提唱した るが 故で ある、 弟子 等の 目擊 したる キリス 卜，； 仪活 

の 事實 を高唱 したる が 故で ある。 

キリス トは 死より 甦りし と 宣べ傳 ふるに 汝 等の 中 死より 輕る 事な しと 言 ふお ある は 何ぞゃ e 十二 節 )0 

キリストの 復活 は 幅 音の 眞髓 である、 之 を 信ぜざる 者 は 基督 者で はない、 然るに 「汝 等の 中 或 者 は 

復活な しと 言 ふ、 之れ 抑 も 何事 ぞゃ」 と、 「或 者」 と は 多分 當 時の 神 學生 叉はァ テンス 大學 卒業生の 

類で あらう、 基督 敎會 内に 斯の 如き 言 を 爲す者 ある を 聞いて バウ B は 憤慨した ので ある、 噫 若し バウ 

n 先生 を 煩 はして 今日の 東京 諸 敎會を 巡視せ しめたら ば 如何、 「汝 等の 中 或 者 は 復活な しと 一一： 一：： ふ は M 

ぞゃ」 と、 此 一 喝に 値せざる 者 果して 幾人 か ある。 

もし 死より 廼る 事な くば キリスト も 亦 甦ら ざり しならん、 キリスト もし 趟ら ざり しなら ば 我等の 

宣 ぶる 所 空しく 又汝 等の 信仰 も 空し からん、 Rj 我等 神の 爲 に 僞の證 をす る 者と ならん、 我等 神 は 

キリス トを 甦らし、 と證 すれば なり、 もし 死にし 者輕る 事な くば 神 キリスト を 甦らし むる 事な か 

るべ し、 もし 死にし 者 甦る 事な くば キリスト も 甦る 事な かりし ならん、 もし キリスト 甦ら ざり し 

ならば 汝 等の 信仰 は 空しく 汝 等は尙 罪に： lis らん、 叉 キリストに 在て 寢り たる^も 亡びした らん、 

もし キリストに 由れ る 我等の 望た 此 世の みならば 凡ての 人の 中に て 最も 憐 むべき 者な り (十一； 一 

,1 十九 節〕。 

若し 肉體の 復活な しとせば 如何、 然 らば 我等の 傳道は 空虚な らん、 汝 等の 信仰 も 亦 空虚な らん (「空 
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し」 と は內容 なしの 意)、 我等 は 祌に對 し偽證 を 立つ る 者と ならん、 加之汝 等の 信仰 は無效 とならん 

(十七 節に 於け る 「空し」 は效 果なし の 意)、 而 して 汝 等は尙 罪に 居らん、 又 信仰 を 以て 死した る 者 

は 寂滅した るな らん、 且又 一 切を棄 て、 之 を 信ぜし 我等 は 人類 中 最も 憐 むべき 者な らんと、 實に 重大 

問題で ある。 

若し キリス ト 復活せ ざり しなら ば 何故に 我等 は尙 罪に 居る ので ある 乎、 キリ ストの 復活 は 神が 凡て 

き! むきい き i?> い！：.^.^ の證 i なる が 故で ある、 罪の 赦の 證據は 罪に 由て 死した る體の 

完全に 救 はる- -迄之 を 見る 事が 出来ない、 而 して 我等 各自の 體の 救扬は 未来に 屬 する も 我等の 爲に死 

したる キリスト は 甦った ので ある、 之れ 卽ち彼 を 信す る 我等 凡ての 罪の 旣に赦 された る 唯一 の 證據で 

ある、 此事實 を 措いて 我等 は 何處に 罪の 赦の 證據を 求むべき 乎、 之 を 各自の 心理 上の 作用に 訴 へて 我 

は 何日 何時 何分に 罪を赦 されたり と 言 ふが 如き は 到底 確實 なる 證據 と爲 すに 足りない、 主觀的 經驗は 

或は 幻覺、 或は 感淸 或は 病的 現象なら ざる を 保し 難い、 然しながら 我等の 罪の 赦に關 する 誤 まるべ から 

0  0  0  0  C  0  0  C  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  .0  0  0  ^  0  ^  C  r  0 

ざる 證據が ある、 我等の 信す るィ H ス キリス トを神 は 死より 甦らし め 給へ りとの 大な るず 赏卽ち 之て 

ある、 此歷 史的 大事 赏 こそ は プロテスタント 信仰の 根抵 である、 故に 若し 彼の 復活な かりし とせば 我 

& 未だ 赦 されない ので ある。 何故に 我等の 望た^ 此 世の みならば 凡ての 人の 中に て 最も 憐 むべ 

き 者で ある 乎、 たと へ 肉體の 復活な くと も 我等 は尙福 ひなる 者で はない 乎、 今日の 信者 は 斯く言 ひて 

之 を 怪しむ であらう、 蓋し 彼等 は 信者と なりて 棄て たる もの 甚だ 少く 獲る もの 、 み 多き が 故で ある、 

然しながら。 ハウ 口 其 他 初代の 信者に 在て は 信仰生活 は卽ち 犠牲の 生活であった、 彼等 は此 *1 の 一切 を 

棄て、 唯 天に のみ 財を蓄 へたので ある、 故に 若し 彼等の 筌此 世の みならば 世に 彼等 ほど 憐 むべ き 者 は 


なかった ので ある、 之れ 理論の 問題に 非す、 キリストの 爲に拂 ひし 犠牲の 程度に よる 實驗の 問題で あ 

る〕 

され ど 今 キリ ス ト 死より 鍵り て寢 りたる 者の 復活の 首と なれり (二十 節〕。  . 

若し 死者の 復活な くば 彼 も 空 し此も 空し 我等 は 最も 憐 むべき 者な り、 「され ど 今 キリスト は 死より 

甦れり m こ、 故に 我等 は 最も 福 ひなる 者な り、 故に 信仰 を 以て 死した る 者 は 寂滅せ す、 故に 汝 等の 信 

仰 は有效 にして 汝 等の 罪 は 旣に赦 されたり、 故に 我等 は 偽證を 立つ る 者に 非す、 故に 我等の 傅 道も汝 

000 つ 0OO00O00O00O0O00C0 

等の 信仰 も 共に 内容 ある ものな りと、 斯くて 此 一事 實に 由て 失 ひし 者 を 悉く 囘復 する ので ある、 之な 

くば 我等 は 足より 浚 はれざる を 得す、 然れ ども 之 あるに. m て 安全で ある、 一切の 希望 は 玆に繁 がるの 

である。 

はじめ は つ .丄 

「寢 りたる 者の 復活の 首 (初 稼) となれ り」 とい ふ、 ユダヤに 於ても 我國 の新嘗 祭に 於け るが 如く 

毎年の 收穫中 新穀  一 二 束 を初德 として 祌に獻 げた、 之れ其年の全牧穫たる幾千萬束を悉く獻ぐるの^^ 

象であった ので ある、 キリストの 復活 も 亦 彼 を 信す る 幾 百 千 萬 人の 復活の 初 穗卽ち 表象であった、 彼 

の 復活の 中に 我等 凡 て の 復活 は 含まれて 居る ので ある、 パゥ u が疆々 我等の 復活 を 過去 の 事と して 語 

る は 之が 爲 である。 

それ 人に 由て 死ぬ る 事 出で、 人に 由 て^る 事 出で たり (二十 一 節〕。 

「人に 由て」 と ある を r 一  人に 由て」 と讀 むべ し、 凡ての 惡は 一 人に 由て 來り 凡ての 善 も 亦 一 人に 

由て 來る、 人生の 善惡其 根源 は 皆 一人に 在りと いふので ある、 簡單 なりと 雖も 深遠なる 眞现 である、 

我等の 心に 臨みて 品性 を 感化し 側 人性 を變 化する もの は错 一 人に 由て 來る、 國に 若し 一 人の 眞に祌 を 
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信じ 正義 を 愛する 者 あらば 其國は 一 新 せざるを得ない、 一 人の 孔子 出で 其 感化 を 東洋 全體に 及ぼした 

ので ある、 人類 を惡に 導く も 同様で ある、 一人の 代表者 アダム 出で i 死 は 人類に 臨み、 一人の 代表者 

キリスト 出で，. 復活 は 人類に 臨んだ、 死と 復活、 墮 落と 救扬、 人生の 最大 事件 は 共に 一人に 由て 來た 

ので ある、 故に 我等の 信仰 も 亦 個人的で ある、 我等 は 非 個人的なる 大勢 力の 運動の 渦中に 投じて 共に 

流れん と 欲する 者で はない、 唯 一 人ナザ レのィ H ス の 僕と なりて 彼に 由て 全き 救 を 受けん と 欲する 者 

である。 

アダム に屬 ける 凡ての 人の 死ぬ る 如く キリ ス トに屬 ける 凡ての 人 は 生くべし (二十 二 節 )0 

。ハウ 口 は 議論し ョ ハ ネは發 表すと は 人の 能く 唱 ふる 所で ある、 然しながら 必 すし も然ぅ ではない、 

ョ ハネも 時に 理論に 訴 ふる 事 あるが 如く バウ 口 も眞理 を點々 として 滴らし むる 事が ある、 本章 廿 一 節 

乃至 廿八 節の 如き は 其れで ある、 之を讀 みて 恰も 犬なる 詩を讀 むの 感が ある、 一句 叉 一句 前後の 脈絡 

なきが 如くに して 其 間に 深き 精神的 關 係が ある、 「それ 人に 由て 云々」 と 言 ひて 大 なる 思想の 題目 を 

提供した る 後 彼 は 曰うた 「アダムに 在て 凡ての 人の 死ぬ る 如く キリストに 在て 凡ての 人 は 生くべし」 

と、 アダム の 罪 を 犯した る 結果と して 彼に 在て 全人 類の 死す るが 如く キリストの 復活した る 結果と し 

て 彼に 在って 凡ての 人 は 生く るので ある、 但し 彼 を 信ぜす して 死した る 者の 運命 如何 は 別個の 問題で 

ある。 

され ど 各々 其 次序に 從ふ、 初 は キリスト、 次 は キリストの 來 らん 時 彼に 屬 する 者な り、 後 彼れ 諸 

ちから 

の 政 及び 諸の 權 威と 能 を 滅ぼして 國を 父の 神に 渡さん、 之れ 終な り、 そ は 彼れ 凡ての 敵 を 其 足の 

下に 置く 時 迄 は 王たら ざる を 得 ざれば なり、 最後に 滅ぼさる k 敵 は 死なり、 そ は 祌萬物 を キリス 


トの 足の 下に 置き 給 へ ばな り、 萬 物 を 其 下に 置け りと 言 ひ 給 へ る 時 は 萬 物 を 其 下に 置く 所の 者 は 

其 中に あらざる 事 明かな り (サ 三— サ七 節〕。 

復活に 順序が ある、 初 は キリスト である、 彼 は 信者の 初穗 として 旣に干 九 百年 前に (仅活 した、 次 は 

彼の 再臨の 時 彼に 屬 する 者 (彼の.： M 僕 叉 は 家族の 意) 卽ち 信者で ある、 而 して 信者の 復活の 後 新時代 

は 始まり キリスト は大 なる 力 を 以て 諸の 政 及び 諸の 權 威と 能と を 滅ぼし 給 ふ、 之れ 亦 一朝に して 成 

るに 非す、 長き 期間 を 要する 事で ある (馬 太傳廿 四、 五 章、 テサ n 一一  ケ 後書 二 章、 約 翰默示 錄等參 10、 

斯 くして 彼 は 凡ての 敵 を 足下に 服し 最後に 死 を 亡ぼして 終に 國を 父なる 祌に 渡し 給 ふ、 然る 後 永遠の 

OOOOO0O ゥ 00000OOOOOOOO00O  0  0 

完全なる 天 國が實 現す るので ある、 故に 信者の 復活と 最終 ，11^ 判と は 同時に 行 はる \ の ではない、 共 問 

に キリスト 自身の 統治の 時代が ある、 之に 對 して 或る 反對 論者 は 曰 ふ、 然 らば 今一度び カイゼル 主義 

の壓制 時代が^に 臨む ので ある 乎と、 否、 却て 神の 目的に 逆 ふ 所の 凡ての 命令と 其權 力と が 彼に 由て 

除去 せら る、 ので ある、 死 其 者 迄が 彼 の 滅ぼす 所と な るので ある。 

萬 物 彼に 從ふ時 は 子 も 亦 自ら 萬 物 を 已に從 はし & 者に 從 ふべ し (サ 八 節〕。 

凡ての 者 は 皆 自己 以外の カ卽ち 外来の 力に 由て 祌に從 は しめらる、 我 が 基督 者と なりし も 亦 さう 

であった、 之 を 余 自身の 實 驗に徵 する に 余 は 自ら 奮鬪 努力して 遂に 神の 僕と なれり と 言 ふ 事が 出來な 

い、 余の 如き 罪人 —— 善よりも 惡を 愛し 堕落の 傾向 十分に 强 かりし 者が 玆に 至りし 所以 は 全く 聖靈の 

力に 因る、 余 は 恰も 北海道の 原野に 於て 野馬 を 践舍に 追 ひ 込む が 如く 聖靈の 力に 由て 外より キリス ト 

の 中に 追 ひ 込まれた ので ある、 自ら 神に 從 ふに 非す、 内外の 壓 力に 由る ので ある、 而 して 之れ 獨り 余 

の經驗 のみで はない、 バン ヤン、 クロム H ル、 ル ー テル 等の 實驗 みな 然り、 キリストが 諸の 政と 權威 

バウ B の 復活 論  二 七三 
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と を 滅ぼす 時の 方法 も 亦 同様で あらう、 然るに 玆に唯 一 人 凡ての 者の 取る 所の 途と 全く S "なる 〈マ 4 を玲 

い f^^&A か |^5>、 彼のみ は 自ら 進んで 神に 從 ふとい ふ、 斯くて こそ 彼 は 人類の 王で ある 其 救 主 

である、 此處に 彼と 我等との 根本的 相違が あるので ある。 

是れ神 凡ての 物の 上に 主たら ん爲 なり (同 節〕。 

^r^^^?^^^^, 人 は 死して 死すべき ではない、 故に キ y スト 先づ 復活して 我等の 復活の 初 

穗 となった、 之に 由て 彼れ W び來る 時に 我等 も 亦 復活す るので ある、 かくて 新時代 は 始まり 彼 自ら 凡 

ての 權能を 滅ぼし 而 して 後國を 父なる 神に 渡し 自ら 進んで 神に 從ふ、 其 最後の 結 raK は 如何、 曰く 「之 

れ祌萬 物の 上に 主たら ん爲 なり」 と、 思 ふに 聖書 中 若し 短き 一 言の 中に 最大 眞理を 含む もの ありと す 

れば 之で ある、 萬 物の 歸 する 所、 キリストの 降誕と 其 十字架と 其 復活と 其 再臨との 歸着は 神が 萬 物の 

上に 主た らん 事に 在る とい ふ、 其 時に 至て 宇宙 は 完成す るので あると 云 ふ、 誠に 凡ての 哲學 思想 も 之 

を 以て 盡 くると 言 ふ 事が 出来る。  。。。。。。。。つ 0  0 

然しながら 「萬 物の 上に 主たり」 と は意譯 である、 之 を 原語に て讀 めば 「神 凡てに 於て 凡てた らん 

& -&.^」 である、 「凡てに 於て 凡て」、 之れ 基督 敎の 獨特の 思想で ある、 凡そ 神 又は 宇宙に 關 する 人 

領の 思想に 二種 ある、 其 一 は祌を 以て 凡てと する ものである、 曰 ふ 「备人 皆 神と なる 事 之れ^ なり、 

個 の 差別 を 1^ 却して 川の 海に 注ぐ が 如くに 各自が 神の 中に 歸 せざる ベ からす、 善人 も 惡人も 祌に吞 

まれて 玆に 始めて 調和 あり」 と、 之れ 卽ち汎 神 的 思想 (pantheism) にして 印度 哲學に 由て 代表.^、、 3〕 

る k も 0 である、 或は 雨く 明瞭なら ざる も 例へば 瞑想に 由て 神と 融合し 我な く 人な く： 人な く 地な くお 

たる 狀態 を.^, て 救と なすが 如き は皆此 思想に 屬 する もの である， 又 其 一 一は 個人 を^て 凡てと なすの 


M 人 は 永久に 神 を 離れて 存在す る を 得と 言 ふ、 然し 乍ら 基督 敎の敎 ふる 所 は 之 等 二種の 

00000000000000000000000  000-^0^0^0* 

思想と 全く 相 異なる、 基督 敎は祌 の全汎 的なる を說 くと 共に 叉 明， H に 個人性の^" お を敎， うつ 曰く 

「神 てこ 於て 凡てたら ん爲 なり」 と、 換言すれば 「神 各自に 在て 凡てと ならん 爲 なり」 c?at  GS1 

い つ まで  〇 

may l〕e  all  in  each) である、 我 は 永久に 我で ある、 個人 は 何時 迄 も 個人性 を 失 はない、 然れ ども；^ 

OO0OOO00O000  00000  0  0OO0OOO0O  , てく  .ニ：-」 

は 我等 各自に 在て 一 切と なり 各自 を 通して 働き 給 ふので ある、 此の世に 於て 旣に り 若し 玆に眞 食 

の敎會 なる もの あらん 乎、 之に 屬 する 者 は 一 人の 例外 もな く 皆 神の 靈を 以て 充 され 其 個人性 を 發掷し 

つ k 到る 處に 於て 祌の榮 光を顯 はすべき 苦で ある、 況んゃ 完成せられ たる 祌の國 に 於て を や、 其 時 三 

位 一 體の祌 は 我等 各自に 在て 一切と なり 之 を 通じて 其大 なる 力 を 現 はし 給 ふので ある、 之れ 實に 哲學 

の 絶頂で ある、 又 歷史の 終局で ある、 叉 信仰の 理想で ある、 而 して 此 理想に 達せん が爲 に肉體 (仅活 の 

；? srtg- ありと 論ぜし 傳道 者の 偉大 を 想 ひ 見るべき である、 バウ „1 の 終末 觀の玆 にある を 知って 151! 々たる 

又は 卑賤なる 現 *1 的 觀念は 我等の 胸中より  一 ！ W せられざる を 得ない ので ある。 

若し 死にし 者 全く 甦らす ば 死者の 爲に パブ テス マ を 受けて 何の にせん とする 乎、 彼等 死者の 爲 

にバ プ テス マ を受 くる は 何故 ぞゃ (サ九 節， ：-。 

バウ 口 は 其 論 歩 を 進めて 絶- m に 達する に 及び 先に 言 はんと 欲して 言 ひ 遣せ し 事 あるに 氣 付いた、 彼 

は 若し 復活な くば 信者 の 實際 生活 の 無意味 無效と なる 事 を 一 言附加 せんと 欲す るが 故に 此處 に- ム.^ りて 

再び 「もし 死にし 者 全く 甦ら. f ば 云々」 と 繰返した ので ある、 こ は 修辭學 上 拙劣な りと 雖 も。 ハウ n の 

氣質を 示す と共に 叉此 書翰が カント、 へ ー ゲル 等の 哲學の 如き 書 齋の產 物に 非す して 彼の 心屮： おけた 

る鐵の 如き 熱誠より^ 出した る ものなる 事 を 示す ものである。 

パゥ 口の 復活 論  二 七 五 
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死にし 者の 爲に バプ テス マを受 くると は 何の 意なる 乎、 今より 之 をお むる 事 は 出来ない、 之が 註 釋 

は 三十 六 種に 上る とい ふ、 其 事の 重大 事に 非ざる は 明かで ある、 或は 曰 ふ 信仰 を 起した る 後 未だ パプ 

テ ス マ を 受けす して 死す る 者 ある 時 は 彼が 復活す る 能 はざる べき を 虞れ て 他の 友人 叉 は 親戚の 者が 代 

て 之を受 くるの 習慣 ありし ならん、 パゥ 0 は 勿論 斯 かる 習慣に 重き を 置かざる も 唯 之を捉 へ て (仅活 を 

證明 せんと 欲した るな りと、 而 して 此 習慣が バウ 口より 一 一 百 iji. 以後の 敎會に 於て 行 はれたり との 記錄 

存 する 由なる も 其の 菜して パ ゥ tt 時代の 習慣な りし や 否や を 知る 事が 出来ない、 或は 又 曰 ふ 信者に し 

て 死 せんとす るに 當り 存れる 友人 又は 親類 屮 未だ 信仰 を 起さ る 者の 救の 爲に 痛く 憂へ て 眠れる 場合 

あり、 か k る 場合に 其 死者の 感化 力に 促されて 信仰 を 起し バプ テス マを受 くる 事 を 死者の 爲に バプテ 

ス マを受 くると 雷 ひしな らんと、 こ は 誠に 美 はしき 說明 である、 母が 臨終の 床に 不信の 子 を 呼びて 

「キリスト 再臨の 日 聖徒 復活の 朝に 再び 汝に遇 ひたし」 と 述べ 子は此 一 言に 促されて 遂に 信仰 を 抱く 

に 至る が 如き は 決して 稀 有なる 事で はない， 殊に 初代の 敎會に 在て は 愛の 關 係より 死者の 偉大なる 最 

---  でん ほ 

期が 動機と なりて 信仰の 傳播を 助けた るの 事實は 甚だ 多かった ので ある、 其他此 事に 關 して は 尙種々 

なる 說 明が 下さる、 ので ある。 

然しながら 其 何れなる にせよ、 。ハウ 口 の 玆に言 はんと 欲する 所 は 復活 ありて こそ バ プ テ ス マ に 意味 

が あるとの 事で ある、 而 して 實 にバプ テス マ は 復活の 信仰の 表象で ある、 其 事 は パプ テス マの 形式に 

徵 して 明白で ある、 パプ テス マの 形式 は浸禮 である、 一度び 水中に 身 を 沈め 然る 後 起き 上る の 式で あ 

る、 其 意味す る 所 は 何ぞ、 死して 葬られ 而 して 第三 日に 輕る 事の 表象に 外なら ない、 キリストの 復活 

及び 之に 基く 我 復活 を 信す る 信仰の 表明で ある、 故に 肉體， お活の 信仰 は 受洗の 條件 である、 之な くし 
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て 洗 禮を授 くる は 全く 無意味で ある。 

叉 何の 爲に 我等 常に 危險に 居る や、 我等の 主 キリ ス トイ H スに 在て 汝等 にっき 我が 有て る 喜 を さ 

し 誓 ひて 我 日々 に 死ぬ ると 言 ふ、 もし 我れ 人の 如く ヱ ぺソに 於て 獸 と共に 鬪 ひしなら ば 何の 益 あ 

らん や、 もし 死にし 者 甦らす ば 飲食す るに 如かす、 我等 明日 死ぬべき 者 なれば なり (三十 |#  二 節〕。 

ooooooooooooooooooon-000  0-o-oooooo 

肉體の 復活 を 否定す る は 幅 昔 の爲に 努力 せんとす る 動機 を 挫く 事な りとの 意で ある、 役活の 信仰 あ 

り て こ そ 信者に 世 を 恐れ ざ る 心 起り 世との 戰 ひが 始まる ので ある、 若し 肉體 の 復活な く 從て來 ゆ の 生 

命た くば 此 世に 在て 進んで 迫害 を受 くるが 如き は 何の 意義 か あらんと、 之れ バウ C1 の 立場で ある、 然 

るに 近代 人 は 曰 ふ 肉體の 復活 を 信ぜざる も 神の愛 を 信ぜば 福 昔の 爲に 努力すべき 十分の 理由 あり、 努 

力の 動機 を道德 心に 訴 へす して 未来に 於け る肉體 上の 出来事に 訴 ふるが 如き は_* だ 低し と、 一 一 者 何れ 

が 正しき 乎、 之 を 議論に 由て 定 むる 事が 屮 I 來な い、 然れ ども 各自の 實驗は 明， B なる 證明を 供す るので 

ある、 我等が 眞に世 を 恐れす 迫害 を 避けす 一 i 昔の 爲 めに 强烈 なる 努力 を 緩く るに 至る は 何時で ある 乎、 

我等の 中に 復活の 信仰 起り て來 世の 觀 念の 明確と なりし 時で はない 乎、 故に パゥ。 も其實 驗に訴 へて 

我が ヱ ぺ ソ にて 鬪 ひし 三年の 努力 は 我に 復活の 信仰 ありし に 由る と言うた ので ある、 こ は 凡て 貴き 生 

涯を 送りし 者の 實驗 したる 所で ある、 然るに 今日の 敎會を 見よ、 其 講壇 は 何故に 落莫と して 振 はない 

ので ある 乎、 徒らに 社會的 奉仕 を說 いて 復活 來世 を說 かざる が 故で ある、 人の 至 深の 要求に 觸れ て： ハ 

靈 魂の 底より 生命の 溢 出 を 感ぜし むる ものにして 復活の 信仰の 如き はない、 敎 會に此 信仰 起り て 初め 

て 其 復興 を 期待す る 事が 出来る。 

汝等 自ら 欺く 勿れ、 惡 しき 交際 は 善き 行 を 害 ふなり、 汝等 醒めて 義を行 ふべ し、 罪 を 犯す 勿れ、 

バウ 口の 復活！ e  二 七 七， 
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汝 等の 中祌を 知らざる^ あり、 我 かく 言 ひて 汝等 を愧 かしむ るな り C 卅三、 卅四節 )o 

之 を 次の 如く 改譯 する を 可とする、 曰く 「汝等 誘 はる i 勿れ、 惡 しき 交際 は 善き 品性 を 害 ふなり 

(パゥ a より 凡そ 二百 年 前の 希臘 詩人 メナ ン ドルの 語 を 引きし ならん)、 汝等義 を 以て (慨然と し 

て) 醉 より 醒めよ、 罪 を 犯す を已 めよ、 汝 等の 中 神に 關 して 無知なる 者 あり、 我 斯く言 ひて 汝等を 辱 

かし めんと 欲するな り」 と、 バウ B 若し 此語を 以て 今日の 敎會に 臨まば 如何、 或は 科學 或は 社會 問題 

等に 由て；^ 仰 を 左右 せらる，^ は 品性 生命に 關 する 問題で あると 言 ふ、 叉 復活 を 信ぜざる は 罪 を 犯すな 

りと 言 ふ、 叉 彼が 斯る 激烈なる 語を發 する は 神の 死者 を 甦らし むる 力 を 有し 給 ふ 事 を 知らざる 者 ある 

が 故に 之 を 辱 かしめ て 眠より 醒めし めんが 爲 であると 言 ふ、 實に 愛より 溢れた る 警醒の 聲 である、 復 

活を 信ぜす 再臨 を 信ぜす 世 を 怖れ 人 を 怖れて 左顧右眄 しつ k ある 今の 敎會は 此聲を 聞いて 奮起すべき 

である。 

以上 一 節 乃至 三十 ra 節に 於て パ ゥ n は專ら 復活の 事實に 就て 語った、 今日の 語に て 言へば 復活の 歷 

史 並に 預言で ある、 而 して 之 を 語って 彼が 偉 道 者と しての 義務 は 終れり と 言 ふ 事が s-r 来る、 然しな が 

ら 彼は尙 深く して 博き 學究の 人であった、 故に 今や 更に 進んで 大膽 にも 復活の 理由 卽ち 復活の 科學に 

人らん とする ので ある、 而 して 彼の 科學は 決して 卑しむべき もので はない、 彼の 故鄕 タル ソは 夙に 有 

名なる 大學の 在りし 布であった、 或 人 は 曰 ふ、 バウ n の 父 は 地位 素養 共に 高き 人な りしが 故に 其子サ 

ゥ n を エルサレム に 遣る に 先 だち 必すタ ル ソ の 大學に 人れ たるな らんと、 叉 或 人はパ ゥ 口の タル ソ大 

學在學 中 彼 は 多分 有名なる 哲 學者ァ セノド ー ラ スと 同級 叉 は 知友な りしな らんと 曰 ふ、 鬼に 角 彼が 其 

時代の 敎育を 受けた る 人なる 事 は 確かで ある、 而 して 敎育も 亦 之 を キリ ストの 福音の 爲に使 はすして 


は已 まざりし 者 は 彼れ パ ゥ 口 であった、 彼 は 自己の 有する 天然 學を 以て 復活 を說明 せんと 欲した ので 

ある、 彼 若し 之 を 試み ざり しなら ば 我等 は 近世 科 學に對 して 復活 を 辯 護す るの 重荷 を 負 はせられ なか 

つた かも 知れない、 然しながら 彼の 試みし 所 は 我等 も 亦 之 を 試みるべき である、 我等 も 亦 我等の 有す 

る 天然 學に訴 へ て 復活の 說明を 提供すべき である、 今や 科學 者と 信仰 家と は 全く 其窒を 異にし 科學^ 

は 彼方に 在りて 顯微鏡 を 窺へば tH 仰 家 は 此方に 在りて 獨り ffil 書 を 探る、 偶々 信仰 家に して 科學 者の 立 

場に 歸 らんと する 者 あれば 科 學者は 之 を 研究室の 侵 人と 稱し戶 を 閉ぢて 入らし めざらん と 欲する、 殊 

に 所謂 祌學者 に 至て は 科學を 恐る.^ 事 甚だし く 科學者 の 反對 を閜く 毎に 戰慄す る の 狀態 で あ る 、 然 れ 

ども 何ぞ 恐れん、 バウ 口 は大膽 に科學 者の 領域に 侵入した ので ある、 而 して 我等 も 亦 彼に 做うて 之 を 

試みる に 何の 不可なる 事が あらう 乎。 

人 或は 問 はん、 死にし 者 如何に 甦る や、 如何なる 身體 にて 來る やと (W 五節〕。 

人と は 科學的 知識 を 以て 誇る 或 人で ある、 彼等の 質問 は 常に 此ニ點 にある、 n く 如何なる 法則に 由 

て 甦る や、 曰く 如何なる 狀態を 以て 輕る やと、 而 して 今日 此 質問 を發 する 者 は 概ね 嘲笑 的 態度 を 以て 

來る、 。ハウ & 時代の 科學は 決して 幼 禅なる ものに 非 ざり しが 故に 質問者の 態度 は 略々 同様で あつたで 

あらう、 之れ 彼が 先づ 「愚かなる 者よ」 と 言 ひて 答 ふる 所以で ある。 

愚かなる 者よ、 汝が播 く 所の 種まづ 死な ざれば 生きす (卅六 節 )o 

バウ a の 答 は 甚だ 簡單 である、 曰く 汝等 復活に 反對 する 者よ、 汝等は 草木の 種子の 發芽を 25- し蔡な 

き 乎、 之 を 解す る 者 は 復活 を 解す るな りと、 學者 之に 對 して 或は 曰 はん、 種子 は 死す るに 非す と、 然 

し な がら 種子 を 蒔く 時 は 其 中 の 微小なる 胚子の み を 遣し て 他の 大部分 は 悉く 分解す るので ある、 而し 
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て 分解 は卽ち 死で ある、 種子 は 悉く 分解し 唯 其 中 微小なる 或 者の み 分解せ すして 存 り其處 より 草木が 

發 生す るので ある、 如何にして 麥が生 ゆる 乎 >  如何にして 小なる g$ 粟粒の 屮 より 三尺 有餘の 草が 生 ゆ 

る 乎、 如何にして 一 粒の 芥 種より 空の 鳥 を {1£ す 程の 大 なる 植物が 出づる 乎、 又 如何にして 一 箇の 細胞 

中より カント、 シ HI ク スピア、 ナボレ オン 等 世界 を吞 むが 如き 大人物が sr つるので ある 乎、 誰か 之 

を 以て 奇蹟に 非す と 言 ふ 者が ある 乎、 信者の 復活 も 亦 實に斯 くの 如しで ある、 信者の 中には 或る 死せ 

ざる 生命が ある、 祌は 信者の 死に 於て 彼の 身體を 蒔き 而 して 其 中より 新しき 生命 を發 生せ しめ 給 ふの 

である、 故に バウ a は 曰 ふ 麥の生 ゆると 異なる 事な しと、 之 を 近世 科學に 照して 此 解答 は 架して 誤謬 

である 乎。 

ハ ー バ ー ド大學 敎授シ ヱ ー ラ ー 氏 嘗て 一 書 を 著 はして 曰く 生命の 保存の 爲には 決して 大たる 物質 を 

要せす、 極めて 微小なる もの を 以て 足る、 或る 蟲の 卵の 如き は 其 形 極小に して 而も シベリアの 野に 零 

下 七十 度の 寒氣の 下に 冬 を 過ごし 春 到れば 卽ち美 はしき 蝶を發 生す、 若し 我等が 五 尺の 體の中 顯微鏡 

を 以て も 見る 能 は ざる 小 細胞 の 中に 我等の 全人格 全 靈性を 容れ得 る もの が 遣らば 其處 より 新ら し き 生 

命は發 生すべし と、 此說の 如き はパゥ 口の 說明を 助く る 事 至大で ある、 思 ふに 復活の 科 學的證 明は此 

邊 にある ので あらう、 科學は 決して 信仰の 敵で はたい、 二者 は 互に 犬なる 援助 者で ある、 我等 は 力め 

て 信仰と 知識との 和合 を圖 るべき である。 

叉 汝が播 く 所の もの 後生 ゆる 所の 體を播 くに 非す、 麥 にても 他の 穀 にても 唯 粒の み、 然る を 神 は 

己の 心に 從 ひて 之に 體を與 へ 種 毎に 其 各々 の 形 體を與 へ 給 ふ、 凡ての 肉 同じ 肉に 非す、 人の 肉 あ 

り 獸の肉 あり、 鳥の 肉 あり 魚の 肉 あり、 天に つける 物の 形體 あり 地に つける 物の 形體 あり、 天に 


つける 物の 榮は 地に つける 物の 榮に 異なり、 日の 榮 あり 月の 榮 あり 星の 榮 あり、 此 星と 彼 星と 其 

榮亦 各々 異なり (卅 七— 四十 一 節)。 

.h- に 如何なる 狀態を 以て 復活す る 乎との 問に 對 して パゥロ の 博物 學が現 はれた ので ある、 彼 は E ふ 

同じ 物質 を 以て 異なる 物の 作らる &實例 は^だ 多し、 肉 を 見よ、 天體を 見よ、 彼 星と 此 星と を 見よ、 

神 は 同じ 肉 を 以て 稲々 なる 肉 を 作り 同じ 物 體を以 て 種々 なる 形體を 作り 同じ 星 を 以て 種々 なる 榮光を 

現 はし 給 ふ、 然 らば 叉 同じ 物質 を 以て 永久に 死せ ざる もの を 作り 得 ざらん やと、 此說明 も 亦 大體に 於 

て眞理 たる を 失 はない、 祌は 同じ 炭素 を 以て 或は 木炭 を 作り 或は 王冠 を 飾るべき 數百 萬圓, ダイヤ モ 

ンドを 作り 給 ふ、 叉 同じ 細胞 を 以て 或は 黑人を 作り 或は. m 哲人 極 を 作り 給 ふ、 人體の 最も 醜き 所より 

す， 0 しょう； i い 

最も 貴き 所に 至る 迄 皆 同じ 細胞の 組織で ある、 透明に して 光輝 ある 眼球の 水晶 體も黑 き 毛髮と じ 細 

胞を 以て 作らる、 其 他 或は 同じ 鐵 にして 低廉なる 銑鐵 あり 時計の 彈機 等の 如き 高價 なる 鋼鐵 あり、 加 

之鐵 中に 含める 大 なる H ネル ギ ー は 之 を 化して 或は 金 或は 白金たら しむる に 至らん とい ふ、 叉 小豆 大 

のラヂ ゥムは 若し 其 力 を 悉く 利用 せんに は 長き 列車 をして 地球 を 一 周せ しむる に 足るべく 而 して 我等 

が 足下に 踏む 所の 石塊 も 何時か はラヂ ゥムと 化し 得べ しとの 事で ある、 然 らば 神 の 貯 へ 給 ふ 力 は實に 

無限な りと 言 はざる を 得ない、 其 力 を 以て 祌は 我等の 爲に 永久 死せ ざる 體を備 へ 給 ふ 事に 何の 疑が あ 

らう 乎、 バウ & の 所論 は 大體に 於て 壌れ ない ので ある、 彼の 用ゐ たる 材料 は 古しと 雖も之 を 以て 證明 

せられた る 眞理は 決して 謬らない、 凡て^ 書中 近世 科學と 根本的に 背馳し 人の 理性と 全然 相界れ ざる 

が 如き 記事 は 之を發 見す る 事が 出来ない ので ある。 

聖書の 一章 中 人の 信仰と 知識と を 含む ものにして 此の 哥林多 前書 十五 章の 如き はない、 此處に 於て 
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パ ゥ "は 初 は 大歷史 〔象であった、 彼は歷 史家と して 最も 軍： 要なる 歴史的 感 能に 著しく 富んで 居った、 

卽ち 徒らに 事赏 を列舉 する 事な く 唯 何人も 疑 ふ 能 はざる 中心的 事實を 提供して 其 上に 議論 を 建設した 

ので ある、 偉大なる 歷 史家 叉 は 良き 辯 護士の 態度 は 常に 之で ある、 眞理の 中心 を緊 握して 以て 人に 迫 

る、 故に 之 を 如何と もす る 事が 出来ない、 パゥ 口が 復活の 實證 として 舉 げたる 六 個の 場合 は 孰れ も 堅 

き事實 にして 之 を 否定 せん 乎 基督 敎を 破壤 せざる ベから ざる ものであった、 此點に 於て 彼 は 第 一 流の 

歷 史家た るの 素質 を 有した、 次に 彼 は豫言 者と なりて^の 終末 を豫 首し 萬 物の 歸趣 は祌 各自に 於て 一 

切と なる にあり と 叫んだ、 更に 歸 りて 彼 は 偉大なる 科學 者と なった、 種子の 發芽を 見よ： 大然の 物體を 

見よ と 言 ひて 復活の 原理 を 科學の 立場より 說 明した、 加 之 ra 十一 一節 以下 は 彼が 稀 有なる 人類 學者 なり 

し 事 を 示す、 玆に彼 は 人類の 如何にして 造られた りし 乎 を 論す るので ある、 而 して 其 間に 彼の 語 は 

疆々 大 なる 詩と して 現 はる k ので ある、 歷 史家に して 豫言 者、 哲學 者に して 信仰 家、 科學 者に して 詩 

尺、 ^に 彼 ほど 偉大なる 人 は 無かった、 一人に して 三 四の 偉人 性 を 兼備した る 者 は實に タル ソの バウ 

口 であった。 

死にし 人の 睡るも 亦斯の 如し、 朽 つる 者に て播 かれ 朽ちざる 者に 甦され、 尊から ざる 者に て播か 

れ榮 ある 者に 庭され、 弱き者に て播 かれ 强き 者に 甦され、 血 氣の體 にて 播 かれ 靈の 體に輕 さる k 

なり (四十 二 1 四十 四 節〕。 

如何なる 身體 にて 來る やとの 問に 對 する 解答であって 同時に 又 一 一句 づ& より 成る 詩で ある、 現在の 

體は朽 つる 者 尊から ざる 者 弱き者 血氣の ものである、 之れ に反して 復活の 體は 朽ちざる 者榮 ある 者强 

き 者靈の ものである。 


血 氣の體 あり 靈の體 あり、 錄 して 始の人 アダム は 生命 ある 魂と なり 終の アダム は 生命 を與 ふ る靈 

となると 有る が 如し. 靈の者 は 先に 在らす 反て 血 菊の 者 先に 在りて 靈の者 後に 在るな り、 第一 の 

人 は 地より 出で &土 にっき 第一 一の 人 は 天より 出で たる 主な り、 かの 土に つける 者に 凡て 土に つけ 

る 者 は 似るな り、 かの 天に つける 者に 凡て 天に つける 者 は 似るな り、 我等 土に つける 者の 狀を有 

つ、 斯の 如く 後 叉 天に つける 者の 狀を 有たん (四十 四 I 四十 九 節〕。 

聖書 心理 學は 人の 三分 構造 を唱 ふ、 卽ち 肉と 心と 靈と である、 此 三者 完全せ すん ば眞の 生命 はない 

ので ある、 而 して 玆に 「血 氣」 と譯 せられた る もの は 其の 「心」 (；psyche) である、 叉 「錄 して 始の 

人 アダム は 生命 ある 魂と なり 云々」 は誤譯 である、 「錄 して 始の人 アダム は 生命 ある 血氣 となれ りと 

有る が 如し、 終の アダム は 生命 を與 ふる 靈と なれり」 と改譯 すべきで ある (「終の アダム 云々」 は舊 

約の 引用に 非す)、 始の アダム は 「生命 ある 血氣」 となり 終の アダム は 「生命 を與 ふる 靈」 となると 

言 ふ、 此處に バウ n の 深き 人類 學が ある、 彼の 見る 所に 由れば 始めて 神に 作られた る 人 アダム は血氣 

を 中心とし たる 人に して 未だ 靈を 有たなかった、 彼に は 勿論 肉體 及び 五感と 種々 なる 慾と があった、 

又 數理學 哲學等 を 知る の 力と 道 德の觀 念と があった、 故に 血氣 の者必 すし も 下劣なら す、 彼 も 亦哲舉 

者 叉 は道德 家た る 事が 出来る、 然しながら 彼 は 終に 基督 者た る 能 はす、 天然 性の 人卽ち アダムの 性 を 

oor-oooocooooooooooooooo〇oooooooooc-o 

有する 者 は 特別の 創造 を經 すして は絕對 に靈の 人と なる 事が 出来ない ので ある、 而 して 血 に 貴き も 

のな きに 非す と雖も 之れ 人類に 特有の もので はない、 程度の 差 こそ あれ 猿 も 馬 も 皆 之 を 具備す る、 或 

馬 は 五 迄の 數を算 へ 得る と共にね 痴はー 一十 以上 を箅 ふる 能 はす 其 差 僅かに 五十歩百歩 のみ、 アダム は 

猿 又は 馬の 有する 性質 を 有した るに 過ぎなかった、 彼 は 動物の 最も 發達 したる 者に 過ぎなかった、 卽 
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ち バウ！" の說 によれば 天然 性の 人と 動物と は 其 問に 調和すべからざる 差別 を存 しないの である、 此點 

に お て 彼 の 見解 は 却て 遙か に 近^ 科學的 である。 

之に 反して 「終の アダム は 生命 を與 ふる 靈と なれり」 と 言 ふ、 神の 獨子 イエスキリスト は 血 氣の人 

に 非す して 靈の 人であった、 彼 は 己 を 信す る 者に 限な き 生命 を與 ふるので ある、 而 して 我等 は 彼 を 信 

0OOOOOOOOO0O0OOOO0OOO000OOO0O 

じて 初めて アダム 的狀 態を脫 して キリ ス ト的狀 態に 入る ので ある、 其 時 迄 我等 は アダム の 如く 「生命 

ある 血氣」 たるに 過ぎない、 單に 生く ると いふの み、 飮 貪し 睡眠し 欲求し 思索す る、 然しながら 共れ 

丈け の 事で ある、 如何に 大 なる 事業 を 成す と雖も 以て 新しき 生命 を 提供す る 事は屮 H 来ない、 其 生涯 は 

死と 共に 消滅す るので ある、 然れ ども 一度び キリストの 靈を 受けん 乎、 大 なる 活力 は 我等に 加 はりて 

0OO000C0O0O0OO00O00O0OO00C 

自ら 「生命 を與 ふる 靈」 となる ので ある、 眞の 基督 者 は單に 生く る 者に 非す して 生命 を與 ふる 者で あ 

る、 彼に 接する 者 は 其 身より 生命の 流屮 I する を感 する ので ある、 而 して 終に 或る時に 至りて 更に 犬な 

る 活力 は 著しく 彼の 上に 降り 其 體をも 化して 靈の體 とならし むる ので ある、 實に 偉大なる パ ゥ P の 人 

類學 である。 

「血 氣の體 あり 靈の體 あり」 とい ふ、 血氣叉 は靈を 以て 成る の 謂で はない、 血 氣に適 はしき 體と靈 

に 適 はしき 體 との 意で ある、 微弱なる 血氣に すら 其に 適應 すべき 體 あらば 況して 優秀なる 靈には 其に 

適應す べき 榮 光の 體 がなくて はならない。 

兄弟よ、 我 之 を 言 はん、 血肉 は 神の 國を嗣 ぐ 事 能 はす、 又朽 つる 者 は 朽ちざる 者 を 嗣ぐ事 能 はす、 

見よ 我れ 汝 等に 奥義 を吿 げん、 我等 悉く 寢 るに は 非す、 我等 皆 終の ラッパの 鳴らん 時 忽ち 瞬く 間 

に 化せん、 そ は ラッパ 鳴らん 時 死にし 人廼 りて 朽ちす 我等 も 亦 化すべ ければ なり (五十— 五十二 節 )o 


奥義と は從來 解せられ ざり し 事に して 新に キリス ト より 示された る 眞理を 言 ふ、 。ハウ a は 五十 節に 

至る 迄 主として 死者の 復活に 就て 語りし も 最後に 尙  一 一一 一一 n せざる ベから ざる 事が あった， 死者の 復活に 

就て は舊約 聖書 中 其 暗示に 乏しから ざり しと 雖も 生ける 信者の 運命 如何 は 全く 奥義に 屬 したので ある、 

此 故に 彼 は 曰うた 「或る時 到れば 主 は 復活 體を 以て 天より 降り 給 ふ、 其 時 犬なる 力に. m て 天 地 はー變 

し 死せ る 信者 は 復活せ しめらる & と共に、 生ける 信者 は 死を經 すして 其儘榮 化せ しめられ、 而 して 共 

に 主の 許に 携へ擧 げらる、 ので ある」 と、 之れ 彼の S 々明白に 敎 へたる 眞理 である。 

此朽 つる 者 は必す 朽ちざる^ を 着、 死ぬ る 者 は必す 死なざる 者 を 着るべし、 此朽 つる 者 朽ちざる 

者 を 着、 此死 ぬる 者 死なざる 者 を 着ん 時 聖書に 錄 して 死 は 勝に 呑まれん と 有る に應 ふべ し、 死よ 

汝の刺 は何處 にある や、 陰 府ょ汝 の 勝 は何處 にある や、 死の 刺 は 罪な り、 罪の 力 は 律法な り、 我 

等 をして 我主ィ H ス キリ ス トに 由て 勝 を 得しむ る 神に 謝す (五十 三— 五十 七 節)。 

朽る 者と は 朽ちた る 死者で ある、 死ぬ る 者と は 死ぬべき 生者で ある、 朽ちた る 死者 は 朽ちざる 體に 

復活せ しめられ 死ぬべき 生者 は 死なざる 體に榮 化せ しめらる、 其 時 死 は 勝に 吞 まれん との 預言者 ィザ 

ャの 預言 は 成就す るので ある、 「死 は 勝に 吞 まる」 と は 死が 其 敵た る 生に 呑まる X 事で ある、 卽ち知 

OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO0OO0OOOO00OOOOO0O00O0O0 

る 死 は 最後に 至て 唯に 無 效に歸 せしめら る X のみなら す 永遠 不變の 生命の 呑む 所と なりて 後者が 前者 

に 代て 我等の 運命と なる 事 を、 故に 死 は 最早 其劍を 以て 生ける 信者 を 刺さん と 欲する も 能 はす、 墓 は 

其 中に 閉ぢ 込めた る 死せ る 信者 を 抑へ て 放た ざらん と 欲する も 能 はす、 彼等 は 皆 朽ちざる 榮 光の 體に 

化せられて 天に 携へ擧 げられ 主の 許に 相 集 ふので ある、 「死よ 汝の刺 は何處 にある や、 陰 府ょ汝 の 勝 

は M 處 にある や、 我等 をして 我主ィ H ス キリストに 由て 勝 を 得しむ る 神に 謝す」 と、 何の 勝利 かま 
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た 之に 如かん、 之 こそ 勝利の 勝利 感謝の 感謝で ある、 而 して キリスト を 信す るの 結果 は 實に此 處に迄 

至る ので ある、 此 驚くべき 恩惠に 比して 區々 たる 社徐の 改善の 如き は 殆ど 言 ふに 足りない， 一人の 

道者パ ゥ 口 をして 全世界 を 動かさ しめたる 所以の もの は此 偉大なる 福音の 信仰に あつたの である。 

此 故に 我が 愛する 兄弟よ、 汝等 堅く して 動かす、 常に 勵 みて 主の. 業 を 務めよ、 そ は汝等 主に あり 

て 其爲す 所の 勞の签 しからざる を 知れば なり (五十八 節」。 

信ぜざる 者 は 曰 ふ、 復活 再臨 等の 信仰 は 我等の 靈的 活動に 何の 用 あるな しと、 然しながら 斯く言 ふ 

者 は 自ら 靈的 活動の 赏驗を 有せざる 事を證 明す る ものである、 再臨 あり 復活 ありて 始めて 個人の 永遠 

の 生命 あり 愛する 者との： 冉會 あり {HE 萬 物の 救 扱が ある、 故に バウ は 曰うた r 汝等此 信仰の 上に 座 

を 占め 他 をして 之 を 動かしむ る 勿れ、 然 らば 主の 業 を 以て 溢る k ならん」 と、 復活の 信仰 は 冷たき 死 

せる 信仰で はない、 活力に 充ち たる 生ける 信仰で ある、 此 信仰 を 堅く 守りて こそ 愛の 事業 を 以て 溢れ 
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ざる を 得ざる に 至る ので ある、 何と なれば 之 を 信す るに 由て 我等が キリ ストの 爲 にす る勞 きのぎ： 效に 

終らざる 事 を 知る が 故で ある、 「主の 業」 と は 特に 傅 道で ある、 而 して 人の 目に 無益の 如く 見 ゆる も 

のにして 傳 道の 如き はない、 奔走 四十 年 幾千 人の 青年に ii 音 を宣傳 して 存る者 果して 幾人 ある 乎、 此 

一 事 を 知る のみ にても 傅 道の 無效を 感ぜざる を 得ない、 況んゃ 嘲笑 迫害 其 他 あらゆる 忠 難に 遭遇す る 

に 於て を や、 然るに も 拘らす 常に 主の 業 を 以て 溢る、 事 を 得る は 一 に此 信仰 あるが 故で ある * 我等の 

生命 は 之 を 以て 終る に 非す、 キリスト は 其 手の 中に 未来 永遠の 生命 を 握り 給 ふ、 やがて 彼れ 再び 来り 

給 ふ 時に 我等の 事業 を 悉く 顯 はし 金の 冠 を 以て 我等に 酬ゐ給 ふので ある、 然 らば んマ 日 多くの 人に 斥け 

らる k も 3： か あらん、 朝 けられ 唾. せられ 國賊と 呼ばれ 偽善者と 篤ら る、 も 何 か あらん、 我等 も 亦パゥ 


口の 如く 滿々 た る希び1^1と凛 々たる？ ず J 氣とを 以て 活動す る 事が 35 來る ので ある、 傳 道の 精神 は 全く 此處 

にある、 復活 再臨 の 信仰 を 除 い て 人 をして 靈的 活動 に 富ましめ 能率 ある 事業に 溢れし むる もの は 他に 

無い ので ある。 (藤 井武峯 記〕 

約說 復活 は 肉體の 復活で ある、 キリスト 肉體の 復活 を 否定して 新約聖書の 基督 敎は其 根柢より 崩 

れて 了う ので ある、 而 して 復活 は 理論で はない、 攀實 である、 歷 史的 審實 である、 充分の 證 人に 由 

て證 明され し事實 である、 奇跡た るに 相違ない、 然し 神に 於て 爲し能 はざる 事で はない、 奇跡で あ 

る、 然し 天然 界に 類似の ない 事で はない、 種子の 發生 する も 奇跡で ある、 如何なる 學 者も芥 種が 如 

何に） -て發 生す るか 其 理由 を說 明す る こと は 出来ない、 叉 神に 在りて は 能力 は 無限であって 資源 も 

亦 無限で ある、 同じ 炭素 を 以て 黑き 石炭と 輝く ダイヤ モ ンドを 造り 得る 祌は 同じ 物質 を 以て 朽る體 

と朽 ざる 體とを 造り 得ない 理由 はない、 析！ I 學の歸 着す る 所 は 一 元 論で あると 云 ふ、 而 して 此 一 元よ 

りして 干 姿 萬 態の 天地 萬 物が 成った と 云 ふ、 然 らば 神が 聖 めら れ たる 人の 靈魂を 被 ふに 之れ に適應 

する 榮 光の 體を 以てし 給 ふと 云 ふに 何の 信じ 難き 所が ある 乎、 又 人類 學 上より 言 ふ も アダム は 生る 

生命と して 見る を 得べ く、 キリスト は 生命 を 供 ふる 靈 として 見る を 得べ し、 生る は 己に 由る、 卽ち 

單に 生る ので ある、 生命 を 供 ふる は 無窮に 生き 給 ふ 神に 由る、 故に 死すべき 肉體を 活かし 得べ く、 

叉 生命 を 他に 分與 する を 得べ し、 キリスト 第二の アダムと して 人の 間に 降り 給 ひて 生 は 死に 勝った 

ので ある、 而 して 其 勝利の 實現 する 時が キリストの 再臨で ある、 信者 は 固く 此 希望 を 懐いて 救 はる 

k ので ある。 
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離れ 難き 剌 

神が 我に 賜 ひし 默 示の 多き に 過ぎて 我が 誇る こと 無 からん ために 神 は 一 つの 刺 を 我が 肉 體に與 へ 給 

ふ、 卽ち 我が 誇る こと 無 からん ために 我を擊 つため の サタンの 使者 を 予へ給 ふ、 我 は その 我より 取 除 

かれん こと を 三次 主に 求へ り、 其 時 彼れ 我に 言 ひ 給へ り、 我が 恩 惠汝に 足る、 そ は 我が 强は 弱に 於て 

全 ふせらる ベければ なりと、 此 故に 我 は 最も 欣んで 我が 懦弱に 誇らん とす、 是れ キリスト のぎ か 我に 

やど  よ わ ？ はづ かしめ と.. 0 しき せち  なやみ  AI のしみ 

寓 らん ためなり、 此 故に 我 は キリストの 爲に 懦弱と 凌辱と 空乏と 迫害と 患難と を樂 とす、 蓋 は 我れ 

き 時に 強ければ 也。 (哥林 多 後書 十二 章 七 節— 十 節 解譯) 
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加拉太 書の 精神 

加 拉太書 を 通 う して 響き渡る 聲は 自由で ある。 

其 第一 に 論す る 所 は 自由の 俾道師 である、 彼 は 人に. E て 任命され たる 者で ない、 人よりに あらす、 

丈 人に. E らす、 イエス キリス 卜と 彼 を 死より 甦らし、 父なる 祌に 由り て 立てられ たるお である ( ニな 

一節)、 循 つて 彼 は 彼の 唱 ふる 福音 を 人より 受けない、 亦 人に 敎 へられない、 唯ィ H ス キリストの 默 

示に. S りて 之 を 受ける ので ある <H 十二 節)、 設 令 キリストに 接近せ し 十二使徒 たりと 雖も人 を 俾道師 

として 任命す る こと は 出来ない、 パゥロ は 彼の 使徒の 職 を 敎會の 柱石と 稱 へられし ヤコ ブ、 ぺテ a、 

ヨハネの 輩より 受けなかった、 否な、 ぺ テロが 誤 謹に 陷 りし 時には 彼れ パゥロ は 彼れ ぺ テロ を さへ 詰 

责 したる 場合が ある 0 一章 ：}、 人 は 神の 前に 立てす ベて 同等で ある、 我れ 神に 召さる i に 方て、 使徒た 

れ、 法王 たれ、 監督 たれ、 彼等 何なる 人なる にもせ よ 我に 於て きる 所な しで ある (二 章 六 節)、 我は特 

に 神に 召された る 者で ある、 其 事に 於て 我 は 自由で ある、 ハ、 ポ儘 勝手 を爲し 得る と 云 ふその 意味に 於て 

自由で あるので はない、 俾道 の 使命 を受く るに 方て 人に 何の 負 ふ 所な しと 云 ふ 其 意味 に 於て 自由で あ 

るので ある、 我 は 敎會の 按手 禮 を 受け て 傳道師 と なった のでない、 監督の 免許 を 受け て 一 i 昔 の 宣俾に 

4^ 事す るので ない、 此 事に 關 して は 我 は 全く 人より 自. m であるの である、 我 は 神に 對 しての み 直接の 
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費 住 を 有し、 人に 對 して は 何の 責任 をも擔 はざる 者で ある。 

加拉太 書の 第二に 唱 ふる 所 は 自由の 福音で ある、 律法と 其 業と より 全く 絶れ たる 福音で ある、 卽ち 

懷 式の 要な き、 善業の 要な き、 唯 神の 恩惠 をのみ 是れ 仰ぐ 幅 音で ある、 故に 此幅音 を 信じて 尙 ほ割禮 

の满 式に 與 かる 者の 如き は 神の 恩惠を 虚しく する 者で ある、 實に キリス トイ H ス に 在りて は 割 禮を受 

くる も 益な く、 亦 受けざる も 益な く、 惟 愛に 由り て 働ら く 信仰の み 益 ありで ある (四 章 六 節い、 我等に 

.福 音 を 授けながら 尙ほ 規則と 儀式と を 以て 我等 を 縛る 者 は 我等 を 再た び 奴 隸の軛 に 紫ぐ 者で ある (五 

章 一節)、 キリストの 福 昔に 愛の 外、 何の 束縛 もない、 祌は與 へ、 我は受 く. 彼に 父の 慈愛 あり、 我に 

子の 信實 ありて 我 は 救 はる、 ので ある、 之 を 自由の 福 昔と 云 ふ は 愛の 自由の 福音と 云 ふこと である、 

愛 は 最大の 自由で ある、 而 して 信仰 は 神の愛に 對 する 人の 愛の 應答 である、 此 愛の 應答卽 ち 信仰が あ 

うて 人 は 神に 救 はる モの である。 

加拉太 書の 第三に iP 道す る 所 は 自由の 生涯で ある、 ィ H スキ リス ト 我等 を 釋て 自由 を 得させた りと 

(五 章 一節)、 而 して 彼 は 其靈を 我等に 賜 ふて 我等 を 自由に 成し 給 ふたので ある、 單に釋 放の 自由で は 

ない、 新生の 自由で ある、 命令に 從て 歩む 生涯に 替 へて 愛に 勵 まされて 行 ふ 生涯 を 賜 ふたので ある、 

放肆 放縦の 自由の 生涯で ない、 善事 實 行の 自由の 生涯で ある、 自由の 境遇 を 賜 ふたので はない、 自由 

の, 力 を 賜 ふたので ある、 誠に キリストの 臼 ひ 給 ひしが 如く 惡を行 ふ 者は惡 の奴隸 である (約 翰 傳八章 

卅四節 y 而 して 彼 は 彼の 靈な る聖靈 を 賜 ふて、 我等の 意志と 思念と を聖め 我等 をして 惡を念 は ざら し 

めて、 自 から 善 を爲し 得る に 至らし め 給 ふたので ある、 是 れが眞 正の 自由の 生涯で ある、 此 自由な く 

して 法聿の 自由 は 3： の 用に も 立たない、 此 自由な くして 所謂 自由の 民は惡 の奴隸 である、 キリスト は 


コ ロム ゥ H ルも、 ワシントン も、 リン コル ンも與 ふることの 出来ない 自由 を 我等に 賜 ふたので ある、 

故に。 ハウ n は 曰 ふたので ある、 

汝等 (聖) 露に 由り て 行むべし、 然 らば 肉の 愁を 成す こと 莫 らん 

と (五 章 十六 節)、 我等 キリスト を 我等の 心に 迎へ、 之 を 我が 親しき 友と し、 然り、 更らに 進んで 彼 を 

我が 自我と なし 我れ 死して 彼れ 我に 代りて 我に 在りて 生く るに 及んで (二 章廿 節〕、 仁愛、 喜樂、 平和、 

忍耐、 慈悲 * 良 善 等の 慕 はしき 諸德 は、 道義に 由て 强 ひらる k 行爲 として 我より 出る にあら すして、 

聖靈の 結ぶ 所の 果 として 自づと 我に 於て 現 はる &に 至る ので ある (五 章 t 三 節)。 

自由の 傳 道と- 自由の 福音、 之に 加 ふるに 自由の 生涯、 特に 之を唱 ふる 者が 使徒。 ハウ 口の 加拉 太！； I 

である、 此 書が i キー 書の 中に 保存 せられて、 完全の 自由 は.； I 兄に 人類の 所有たら ざる を 川 付ない、 此 書が 此 

世に^す る 問 は 政府 も 敎會も 永く 其壓 制を續 くる こと は 出来ない、 此書は 是れル ー テルが 彼の 鐵 壁と 

して 據 りし 所の 者、 此書 ありし が 故に 十六^ 紀 の宗敎 改革 は 成った ので ある、 而 して 此 寄が あるが 故 

マグナ づルタ 

に 我等の 自由 も 亦確赏 である * 此書を 一! して 基督 者の 自由の 大憲章と いふ、 ，g 呼 感謝すべき かな、 加 

拉太 W! 
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加 拉太書 第 一 章 


一、 人よりに 非す， 又 人に. E らす、 イエスキリストと 彼 を 死より 甦らし、 父なる 祌 による 使徒 パ 

ゥ 口 

我れ バウ。 は 使徒な り. ぺテ B、 ヤコ ブ、 ヨハネ 等、 キリストの 十二使徒と 稱 する 者と 職と 機能と 

を 同う する 者な り、 我 も 彼等と 等しく 此 職と 權 能と を 人より 受けす、 叉 人を經 由して 之れ を 授けられ 

や、 我 も 直に 之をィ H ス キリ ス トを經 由して 彼 を 死より 甦らし、 父なる 神より 受けたり、 我が 使徒た 

るの 命 は 直に 神より 發し、 人に 由ら すして 其聖子 イエス キリス 卜に 由り て 直に 我に 傅 へられたり、 我： 

は獨立 信者な り、 叉獨立 俾道師 なり、 道 を 直に 称に 聽て 之を汝 等に 傅 ふる 者な り。 

一一、 及び我と偕に在るすべ ての兄^5、 ガラテ ャの諸 敎會に 書 を 送る。 

我れ ガラテ ャの諸 敎會に 書 を 送る、 然れ ども 我れ 獨り这 るに 非す、 我 は 今、 我と 偕に 在る すべての 

n ん 弟と 共 に 之 を 送るな り、 我 は 彼等 の ga; 同と 證 明と を 得 て 之 を 送 るな り、 是れ 人な る 彼等の 援助 を 得 

て汝 等に 對 する 我が 立場 を强 くせんが ために 非す、 我が 信仰の 單獨 なる 者に あらざる を汝 等に 示して、 

二 のれ かへ， りみ 

汝等 をして 己に 省る 所 あらし めん ためなり。 

三- 願く は 父なる 神、 及び 我等の 主 イエ ス キリ ストよりの 恩寵と 平康汝 等に あれ。 


我、 今より 此害を 以て 大に汝 等に 問 ふ 所 あらんと 欲す、 然れ ども 我が 此事を 爲すは 汝等を 憎んで に 

あらす、 我等 は 時に 爭 はざる ベから す、 然れ ども 自己の 忿怒、 怨恨に 驅ら れて爭 はざる なり、 故に 我 

は 先づ汝 等の 平安 を 問 ふ、 我等 若し 爭 はざる を 得すば 神の 恩寵の 裡に 在て 爭は しめよ、 我等の論^^の 

局 は 神より 來る平 ならしめ ょリ 

四、 キリスト は 祌卽ち 我等の 父の に 循ひ惡 しき 今の # より 我等 を 救出 さ ん とて 我等の 罪の ため 

に 已が身 を^て 給へ り。 

我等の 主ィ H ス キリストに 神に 對 する 此從循 と 人に 對 する 此 愛と ありたり、 我等 も 亦 彼に 傚 はしめ 

よ. 幅 昔 何物 ぞ、 祌に循 ひ 人 を 愛する の逍に 非す や、 兄弟よ、 我等 敎理を 論じ、 相 互の 誤謬 を 正さん 

とする に 方て、 此 一事 を 忘れ ざら しめよ、 愛 はすべ ての St 法 を 完全す、 愛 はすべ ての 智識の 始 にして 

叉 其 終りな り、 我等の 爭論は 如何なる 場合に 於ても 愛の 境界 を 越すべからざる なり。 

五、 榮光 *1 々彼に あり、 ァ ー メン。 

榮光は 世々 彼れ キリス 卜に あり、 他の^！^にぁらす、 智者に あらす、 勇者に あらす、 辯^に あらす、 

我等 罪人の ために 己が 身 を 捨て 給 ひし 彼れ キリス 卜に 於て 在り、 彼が 我等の 理想に して 我等の 模範た 

るな り、 我等の 祟むべき 主として 惟り 彼 あるの み、 ァ ー メン、 赏に然 り、 我 は 我が 全 性の 熱心と 歸服 

と を 彼に 捧げ 奉る。 

六、 我は汝 等が 恩 を もて 汝等を r^:; したる 者卽ち キリス ト より 斯 くも 容易に 離れて 異なる 幅 昔に； li- 

りし こと を圣 しむ 0 
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報 あり、 我に 协 へて：：： く、 汝等は 我が 汝 等に 俾 へし 恩^の 幅 昔 を 離れて 他の 異なる 福 昔に 遷 りつ \ 

ありと- 我れ 此事を M て だ怪 む、 キリス 卜 は 恩惠を 以て 汝等を 召し 給へ り、 彼 は 汝等を 召し 給 ふに 

方て、 彼に 於て 顯 はれた る 神の 恩惠を 信じ、 信仰 を 以て 之 を 自己に 受 くるより 他に 何の 要求 をも汝 等. 

に對 つ て 爲し給 は ざり し、 まことに 汝 等が 受けし 福音 は 徹頭徹尾 恩惠 の 福 昔な りし、 然 る に 汝等 は容. 

易に 之 を 離れたり と 云 ふ、 我の 汝 等に 就て： if むは 之が ためなり、 人 は 容易に 恩 惠を棄 去 る^に 非す、 

然 る に 汝等は 心に 何の 苦痛 を も感 する ことなくして、 容易 に 恩惠 の 幅 昔と 其 目的物なる キリスト を. 去 

り、 観 式の 幅 昔、 修養の 福 昔、 行爲 の， 幅 昔に 遷 りつ、 ありと 云 ふ、 我 は 此事を m て： _ ^だ 怪む なり。 

七、 此は幅 昔に 非す、 た 或 人汝等 を擾し キリストの 幅 昔を更 へんと する 也。 

我 は 之 を 異なる 福 昔と 稱 ベり、 然れ ども れー i 音に あらざる なり、 恩惠に 基かざる 者、 如 M で 之 を 一 

福 昔と 稱 する を 得ん や、 福 昔 は 一な り、 キリストの 福音 是れ なり、 「道 德の幅 昔」、 「修養の 幅 昔」、 

是れル .2 な 福音 の 名の 濫用な り、 汝等は 我が 汝 等に 姆 へし 恩 惑の 福 昔 を 離れて より 善き 他の 福音に： f り 

つ k ありと 云 ふ、 自 から 欺く 勿れ、 汝等は 一 の！  .1 音より 他の； i 音に 遷 りつ」 あるに 非す、 た 5^ 或 人が 

汝等を 惑 はし、 キリス ト の福昔 を S ば- 0 せんとし つ k ある 也、 汝等は 恩 の 福 昔 を 離れて 全然； i 音 を 離 

れつ、 ある 也、 某 督敎を _® てつ k ある 也。 

八、 たと へ 我等に もせよ、 天よりの 使者に もせよ、 若し 我等が 曾て 汝 等に 傅へ し 所に あらざる も 

のを汝 等に 倚 へんに は 其 人 は アナ テ マ たるべし。 

福 昔 は 一 なり、 他に あるべ からす、 十字架の 福昔是 なり， 此は 人の 變更し 得べき ものに あらす、 是- 

れ 我が 幅 昔に 非す、 天使の それに も 非す、 此は祌 の 幅 昔な り、 祌の 無窮の 言葉な り， 天地 は 失する と. 


も 失せざる 者な り、 故に 若し れ 以外 の^を 汝 等に 傳 ふる 者 あらんに は 共 人 は アナテマ たるべし、 祌 

の 恩 窓より 絕 たるべし、 共 ^命 を 受け 得ざる べし、 そ は 神の 恩 と 生へ 叩と は キリ ストの 一 i 昔に 於ての 

み顯 はれ たれば 也 U 

九、 我等 ft に 言 ひしが 如くん/また 一 H ふ、 若し 人汝 等に 汝 等が 受けし 所の ものに あらざる もの を 

へ ん に は 其 人 は アナテマ たる ベ し。 

我 は 重ねて 言 ふ、 而して我れ^|ニ」バ ルナ バ 及び シ ラスと 共に 汝 等の 中に 在りし 時に 此事を 告げたり， 

我 は 今 我等 三人が 汝 等に 吿げ しこと を兹に 反復して 言 ふ、 卽ち 若し 人、 何人に まれ、 我等が 曾て 汝等 

に俾 へし； i 音 以外の 者を汝 等に 傅 へんに は 其 人 は 神の 恩惠 より 絕 たるべし と。 

十、 我れ 今 神よりも 人に 親まん こと を 要 めん や、 人 を歡ば せんこと を 求 はんや、 若し 我れ 尙ほ人 

を歡 ばせ なば 我 は キリ ス トの 僕に 非るべし。 

我 は 斯く斷 一一 K して 揮から ざるな り、 そ は 我 は 今 は 人よりも 神に 鋭まん こと を 11- むれば なり、 人を歡 

ば せんと 欲せす して 神 を歡ば せんと 欲すれば なり、 旣に 肉に 死し キリ ストと 偕に ト字 架に 釘 けられし 

者が、 いかで 今に 至る も 尙ほ神 を 疎 じて 人に 親まん こと を耍 めん や、 我に 就て 斯 かる 疑惑 を懊 く^は 

今日の 我 を 知らざる 者な り、 若し 我れ 今. W ほ 常人の 如く 人 を歡ば せんに は 我 は キリストの 僕に 非る ベ 

し、 旣に キリ ストの 僕な り、 豈今に至るも尙ほ人に取入らんがために幅昔ならざる^|<;をー1昔と稱して 

彼等の 好意 を迎 へん や。 

攀 

十一、 兄弟よ 我れ 汝 等に 吿ぐ、 我が { 一 几傳 へたる 一 i 苦 は 人に S るに 非す、 
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汝等は 我が 汝 等に 傅へ し 福 昔 を 離れ、 一 i 昔なら ざる 他の 者に 遷 りしと 閒く、 我れ 今、 我が 福音に 就， 

て 少しく 汝 等に 告 ぐる 所 あらん、 汝等は 此事を 知るべし、 卽ち 我が宜 傳 へし 福 昔 は 人に 由る ものに あ 

ら ざる こと を、 人に 由て 傅 へ られし 者 を 我が 受 次ぎて 汝 等に 傳 へ し^に あらざる こと を。 

十二、 そ は 我 は 之 を 人より 受けす 亦敎 へられす、 惟 イエスキリストの 默 示に 出り て 受け たれば 也？ 

-;^ は 我が 福音 を 人より 受けす、 又 人に 敎 へられす、 直に 之 を イエ ス キリス 卜より 受けたり、 我に 人 

たる 敎師は あら ざり き. キリスト は 其靈を 以て S に 之 を 我靈に 示し 給へ り、 我 はまこと に キリス 卜の 

直？ R 子な り、 間接の. 1^ 子に 非す、 直接の 弟子な り、 我 は 肉に 於て ナザレの ィ H スを 知ら ざり し、 然れ 

ど-に 露に 於て 主なる キリスト を 見たり、 我に 此直覺 なからん 乎、 我 は 使徒たり 俾道師 たるの 資格な き 

sou  . 

十三、 我が 前に ユダヤ教に 在りし 時の 行 爲を汝 等 は 開けり、 .g ち甚 しく 祌の 敎會を 迫害し 且つ 之 

を 荒らせり。 

我が 宜傳 へし 幅 昔の 人に 由る^ にあらざる は 我が 經歷に 照して 明かな り、 汝 等が S 々我より 聞け る 

が 如く、 我 は 前に は 激烈なる ユダヤ 敎の 人に して 甚 しく キリストの 敎會を 迫害し 且つ 之 を 荒らしたり？ 

十四、 叉 ユダヤ 敎に 在りて は我國 人屮、 年 相 同じき 多くの 輩に まさりて 祖 等の 遗訓に 熱したり。 

我 は 通常の ユダヤ人に は あら ざり き、 我 は 其 i 取 も 熱心なる 者な りき、 我 は 我が 同 の 者に まさりて 

先祖 等の 遣 訓を嚴 守し、 偏へ に校範 的愛阈 者た らんと 欲したり き、 我 は 我が 愛 a の 情に 驅られ て キリ 

ストと 其 福 昔と を 憎みたり き、 我が 愛國 心の 如何に 熟烈 なりし 乎 を 知る 者 は、 我の、 我が 父祖の 貴き 

宗敎 を棄て 人 の 俾說 に 服して 他 敎に轉 す る が 如き 者なら ざる を 知るな る ベ し。 


十五、 十六、 然れ ども 我が 1^ の 胎^より 我を簡 び、 恩惠を 以て 我 を 召し 給 ひし 神、 其 子を與 邦人 

の 中に 宜べ しめんが ため 彼 を 我が 衷に湖 はすこと を 善と し 給 ひし 時、 我 は K に 血肉と 謀る こと を 

せす、 

我はュダャ敎の：_;£者にして熟烈なる愛阈^1^なりき、我は死すとも我が國敎を棄っるが如き者にはぁ 

らざ りき * 然れ ども 神が 我 を； 《 し 給 ひし 時、 而 して 召す に 恩惠を 以てし 給 ひし 時、 卽ち 我が 罪 は 悉く 

之を赦 し、 我に 歸す るに 其 iA: 子の 義を 以てし 給 ひし 時、 而 して 我 を 刀：： し 給 ふや 遠き 過去より 我 を 召し 

給 ひし こと を 知りし 時、 卽ち 神の 指！^ 1- の 下に 我が家 系 も 敎育も 境遇 もす ベ て 我 をして 11； (邦人 の 屮にキ 

リスト を宣 べし めんた めの 準備たり しこと を 知りし 時、 我に 此 確信 起り し 時、 我 はすべ ての 情 實を排 

t£: し、 骨 血 朋友と 謀る こと をせ す、 猛然 獨り意 を 決し 舊を 去て 新に 就けり。 

十七、 叉 我より 先に 使徒と なりて H ルサ レムに 在る 所の 者に も往 かす、 ァラ ビヤに 柱け り、 而し 

て 很たダ マ ス コ に 返れり。 

我 は 骨 血， こ 謀ら ざり しのみ ならす、 我より きに 使徒と なり て エルサレム に 在る 所の 者に も往 かざ 

りき、 我 は 直に 人な き 里なる ァラ ビヤに 往 けり、 而 して H リャの 如くに 獨り祌 と 偕に 在りて 彼の 靜か 

なる 細微き 聲を M けり (列 王 紀峪上 十九 * 十二 節/ 我 は 寂寞の 裡に 在りて 直に 神に 敎 へられたり、 而し 

て 時 を經て 後に 役た ダ マスコ に 返れり。 

十八、 其 後三年 を經 て、 我れ ぺ テロ を 靠 ねんた めに H ルサ レムに 上り、 十- K-ui^ 彼と 共に }5 りし 

{ 、 

力 

我の 上京 は 我が 改信 後三年の 後に て ありき、 我 はぺテ B を t な ねんた めに 上れり， 傅 道の ことに 就て. 
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彼と 謀らん ために 上れり、 然れ ども 彼に 敎 へられん ために は あら ざり き、 而 して 十五 口 問、 都に §e り 

て 置々 彼と 相 見たり。 

十九、 他の 使徒 等に は 主の 兄弟 ヤコ ブを 除て は 誰に も會は ざり き。 

我はト 五日 都に 留まれり、 然れ ども 當 時の 敎會の 首長たり し 主の 肉體の 兄弟 ャ コ ブを 除い て は 他 

の 使徒に は 誰に も會は ざり き、 因て 知るべし 我に 其 時 使徒 等より 幅 昔の 教義に 就て 學 ぶの 時. * 機會も 

あら ざり しこと を、 我 は 共 時旣に 福音の 奥 誇 を 知れり、 故に 共 車に 就て 使徒 等より 敎 へらる &の 必要 

たかりき。 

二十、 今 我が 汝 等に 書き送る 所 は、 視ょ、 神の 前に 我は僞 はらざる たり。 

我が 玆に言 ふ 所 は事實 なり、 肝要なる 事實 なり、 視ょ我 は 我が 祌と 良心と に 誓て 言 ふ、 我は此 事に 

於て 偽 はらざる を、 我は實 にべ テ 。幷に ヤコ ブ との 始めの 面會に 於て 福音の 奥義に 就て 彼等より 新た 

に 何の 學ぶ なかり き。 

二十 I、 其 後 我れ スリ ャ幷に キリ キヤの 地に 至れり。 

我 は 永く  M ルサ レム に 止まら ざり き、 其 後 北の方 スリ ャ幷に キリ キヤに 往き十 年の 久しき 其 地に 留 

まれり。 

二十 二、 我 は ユダヤに 在る キリストの 諸 敎會に 面 を 識られ ざるに 至りき。 

遠隔の 地に 留まる こと 十 年、 我 は 終に ユダヤに 在る 諸 敎會に 面 を 忘れら る i に 至れり， 囚て 知る ベ 

し、 十二使徒 等と 我との 交際の 決して 親密なる ものに あら ざり しこと を、 我は改 信して より 十三 年 問- 

惟一 囘 彼等の 中の 二人と 相 見し のみ、 我れ 我が 福音 を 彼等より 受 たりとの 流言の 全然 根據 なき 讒誣た 


. る は玆に 至て 益々 明かな り。 

二十 三、 二十 四、 た 彼等 は 前に 已等を 窘めし 者、 ん r は その、 前に 荒らした る 信仰の 道 を 宣傳ふ 

と 聞き、 我が 故に 祌を 崇めたり。 

彼等 は 我 面 を 忘る k に 至れり、 然れ ども 前の 迫害者 は 今の 傅 道 者と なりし を 聞いて 我が 故に 神を崇 

めたり、 我が 名の 彼等に 傳 はりし のみ、 彼等と 我との 問に 深き 交通の ありし にあら す。 

感 想 

-〇 偉 道の 使命 は 之 を キリ ス トに 由り て 直に 神より 受けざる ベから す、 人に. S り て 人より t 乂く ベから す、 

法王、 監督、 牧師、 祌學者 等に 由り て敎會 より 受く ベから す、 昔時の 使 徒然り、 へ/日の 傳道^ 然り、 

世に W なき^とて 人に 命ぜられ、 人より 遣 はされ し 傳道師 の 如き は あらざる たり (第一 節〕。 

〇 我等 眞理 のために (11- ふ も 可な り >  然り、 時には 論爭は 義務な り、 祌の 命な り、 然れ ども 祌の 眞理の 

ために(.^^ふなるが故に愛と平和との境を越すべからす、 我等 はパゥ a に 傚 ひ、 爭 ふに 先 じて 我等の 反 

對に 立つ 者の 上に 父なる 神 及び 我等の 主ィ H ス キリス ト より 来る 恩寵と 平康 との 宿らん こと を 祈る 可 

き 也 (第三 節)。 

o 我等の 模範 は イエスキリスト なり、 罪人の ために 自己 を て 給 ひし 主な り、 彼 を 主と 仰ぎて、 我等 

敵 を 憎まん と 欲する も 得す、 榮光は I 々彼に あり、 我练 彼と 偕に 彼の 榮光 を搀 はんと 欲せば 彼の 如く 

に 我等に 敵す る 者 を も 愛せざる ベから す (第 四、 五節〕。 

0 怪 むべき は 一 度び 福音 を 信ぜし 者が 之 を るに あり、 恩寵の 福 昔 を 棄て舊 の 倫 现道德 に 還る にあり、 
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是れ 自由 を 去て 束縛に 還るな り、 子た るの 樣利 を擲 つて 奴隸 たるの 無資格に 遠るな り、 而 かも 世の 基 

督 信者 にして 此途を 取 な^ 甚だ 多き は 歎す べき かな (第 六 節 〕。 

〇 福 昔 は 一 つなり、 一 ならざる ベから す、 十字架の 福音 是れ なり、 救 濟の條 件と して 善行 を 要求す る 

の 道 は 他に も あり、 然れ ども 基督 敎 のみ 惟り 善行に 由らざる 救 濟の途 を 人に 供す、 是れ 世の 道德 家の 

怪んで 止まざる 所、 而 かも 福 昔の 奥義 は 其 巾に： (第 七 節)。 

0 キリストの 十字架 を說 かざる もの は 福 昔に 非す、 正統 敎會の 免許 牧師 之を說 かん 乎、 彼 は アナテマ 

たるべ. し、 監督 之を說 かん 乎、 彼 も アナテマ たるべし、 法王 之を說 かん 乎、 彼 も アナテマ たるべし、 

然り、 若し： 大使 之を說 かん 乎、 彼等 も アナテマ たるべし、 眞理に 寛容な し、 二と 二 を 合すれば 四な り、 

キリス 卜の 十字架な くして キリストの 幅 昔 あるな し、 れ 天地が 壞る、 も然り (第 八、 九 節 )0 

〇 人 は 寛容 を 愛する と稱 して 信仰の 放縱を 要求す、 而 して 人に 親み、 之 を歡ば せんと 欲する 者 は ffi々 

俗衆の 此 要求に 應 ぜんと 欲す、 然れ ども キリストの 僕は斷 じて 斯く なすべ からす、 彼は狹 溢と 呼ばる 

るも敏 ra; と稱せ ら る V も斷 乎と して 十字架 の ； i 昔 を 守る べきな り (第 十 節 )o 

、〇 道に 能く 從ふ者 は 前に は 之に 逆 ひし 者な り、 容易に 信者と なる 者 は 容易に 之 を棄る 者な り、 ； a 害 者 

サゥロ は 使徒 パゥロ を 作れり、 吾人 は 吾人の 迫害者 を 斥く ベから す、 彼等の 中 或 ひ は 幾多の 使徒 バウ 

n を存 せん (第 十三、 十 m 節)。 

C 吾人 神の 聖召を 蒙りし 時に 血肉と 謀る も設 なし、 彼等 は 神の 情 を 知ら ざれば なり、 彼等 は. 又 吾人の 

行爲を 妨げ 得ざる なり、 そ は 神 は 永久の 聖召を 以て 吾人 を 召し 給 ひたれば なり、 神 は 一時に 吾人 を 召 

し 給 ひしに あらす、 永き 過去より 吾人 を 簡び給 ひしな り、 吾人の 聖召は 永き 過去に 於て 始まり、 今日 


始めて 辜實 となりて 現 はれし なり、 血肉 何者 か 能く 吾人 に 千 はる 祌の此 永久の 企 SI を碍 ぐる を 5^ ん 

(第 十五 節)。 

0 神より 默 示に 接して 後 は敎. 師の 許に 走る ベから す、 又 衆人の 前に 之 を 公表す ベ からす、 ァラ ビヤに 

柱くべし、 而 して 其 處に寂 i 霧の 中に 神と 交 はるべし、 直に 神の を M くべ し、 彼 を 我が アバ 父よ と 呼 

び 奉る に 至るべし、 今の リバ ィバ ル 信者に 一 考を 促す (第 十七 節〕。 ■ 

.〇 祌に敎 へられて 人に 敎 へらる k を 要せす、 我等 は 獨り師 なき 人た き 山里に 在りて 神と 親交 を 結ぶ を 

3：: るな り、 都き の 信者 祌 より 遠 かり、 僻地の 信者 返て 能く 祌を 知る、 キリスト は 今尙ほ きて 在 ませ 

ばな り、 彼 は 山 屮义は 海邊の 人な き 所に 於て 彼 を 愛する 者 を敎へ 給へば なり (第 十八、 十九 節 〕。 

〇 使徒 バウ a は獨立 信者の 模範な り、 祌は 彼の 如き 者 を 起し 給 ひて、 後^の 無敎會 信^ を勵 まし 給へ 

り、 我等 河の 恐るべき 所 か ある、 猛然と して 退むべき なり (第二. _ •— 二十 三 節〕。 

加 拉太書 第一 一章に 現 はれた る解釋 上の 闲難 

幷に 其自譯 

ま-書の 解釋は 至て 容易なる 業であって、 是れは 智慧 も 學問も 要らない、 誰に でも 屮： 來る ことの や 

, 邢拉太 ft 第 二 章に？？ はれお る 解 IB 上の 闲難幷 に 其. S 譯  ：  一一 o ョ 
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うに 思 ふて 居る 人が 澤山 在る、 斯 かる 人 は 不信者の 批評 〔\ ぶの 巾に 多い、 彼等 は 未だ 聖書 を 手に 持つ 

たこと がない * 或 ひ は 持つ て も 深く 之 を 研究した ことがない、 故 に斯か る淺述 の  一一 r を發す るので あ 

る〕 

又 架 害 は 神の 言葉で ある、 故に 之に 意味の 不明なる 所な どの あり やう 苦 はない、 是れは 明々 白々 

正午の 太^の 如き 者で ある、 之 を 正當に 解し i!: な いのは 解釋 者の 信仰が 足りない からで ある、 熱 心 

お る 祈禱を 以てして 判らない 聖書 の 一一 一一 〔葉 の あり やう 害 はたい と、 是れ^ 書 の 外、 何物に も 観ら すと 

稱 する 或 派の 敎會 信者の 常に 唱 ふる 所 で ある、 彼等 は ^書 は祌の 言葉な りとの ドグマ 的 前提 を 置 い 

て、 其 文字 文法 等に は 殊更ら に 目 を 注がない、 故に 斯 かる 樂天 的の 言を發 する ので ある。 

然 かし 曰の 解釋は 決して 容易い 業で はない、 又 信仰の み を 以て 就す ことの m 來る ことで はない 

今 其 困難の 一 斑 を 示さん ために 玆に加 拉太書 第一 一章に 現 はれた る解釋 上の 困難の 主なる もの を揭げ 

やうと 欲 ふ U 

一 節 十四 年の 後 改信後 十 S; 年なる か、 第一 囘 H ルサ レム 上京 後 十四 年なる か、 文法的に 判定す る 

みづ 

能 はす 〇 バル ナパと 偕に テ トス を 伴 ひ 確かに 誤譯 なり、 少く とも 暖昧譯 なり、 パゥ ロは自 から テト 

スを伴 ひて バ ルナ バ と 偕に 上京せ しなり、 テト スは。 ハウ 口 に屬 せし 者な り。 

二 節 名 ある 者 原語の dolsgi は 單に見 ゆる 者と か、 稱 せらる る 者と かの 意な り、 有力者と か、 

ォ ー ゾリ チ ー とか 譯 する 方、 適當 なる ベ し。 

三 節 ギリシャ 人なる に尙ほ にて は 足らぬな り、 バプテスト 敎會譯 聖書 は 「之に すら」 を 加 ふ。 


五節 福音の 眞理、 常に 爾曹と 偕に 在らん こと 云々 希臘 語の P さ S に此 場合に 於て は 「偕に」 と譯 

十べき 乎、 「爲 めに」 と譯 すべき 乎、 之 を 文法的に も敎義 的に も 解決す る 難し。 

八 節 ぺ テロに 能力 を予 へて 云々 「能力 を予 へて」 は 原文に て は 一語な り、 譯す るに 難き 言 紫な り- 

ぺテ C1 なる 岡 有 名詞の 前に en なる 前 li^ 詞の缺 くるが 故に 或る 註解 者 は 「ベ テ& のために 働ら き」 云 

云と 譯 すべし と 云 ふ、 卽ち 彼のた めに 道 を 倫へ てとの 意な り。  ■ 

九 節 桂と 意 はる. - 「意 はる K」 は 第二 節に 於て 「名なる 者」 と譯 せられし 詞 なり、 「意 はる &」 

は 其 @ 意なる 決し 難し、 或る 學者は 之 を r 稱 せらる k」 と 解して、 少しく 嘲弄の 意 を 含む と 言 ュ 

若し 然 らんに は ヤコ ブ、 ケパ、 ヨハネの 三 長者に 對 する バウ 0 の 態度 は餘り 面白から ざり しが 如し。 

十 一 節 彼に 貴むべき 所 ありし に因リ 不明の 文字な り、 彼 (ぺ テロ) は (其 行爲に 由り て) 自己 を 

罪に 定めたり と 言 ひて 云々 と譯 すべ しとの 說を懷 く 註解 者 あり。 

十二 節 割禮を 受けた る 者 蓋し 誤譯 なるべし > 割禮 派の 人と 譯 する 方、 適當 なるべし、 卽ち 割禮の 

救靈上 必要 を 信ぜ し 者な り。 

十四 節 福音の 眞に遵 ひ 「遵 ひ」 の 譯字は 疑 はし、 「爲 めに」 と譯 する 方、 穩當 なるべし、 或 ひ は 

「遵ひ ：：： ：：；： ふ」 を 一 つの 熟語と 解して、 正しく 福音の 眞 理を极 はざる (解せ ざる) を 貝 云々 と譯す 

べしと 云 ふ 者 あり、 此 場合に 於け るべ テ の 誤謬 は道德 的な りし 乎、 敎理 的な りし 乎 は 一 前置詞の 解 

釋法 如何に 由て 決せら る」 なり 〇 ベ テ に對 する パ ゥ P の 講責の 言 は 第 十四 節 を 以て 終る ベ き^なる 

や、 或 ひ は 十八 節まで 績 くべき 者なる や、 或 ひ は 本章 末節 を も 含む 者なる や、 文法的に 決する 能 はす • 

然れ ども 此 問題 を 決せす して 十 四節以 下 を 解釋す る こと^だ 困難たり。 

加拉太»第ニ章に現はれ^iる解a^上の闲難幷に其自il  三 〇i 
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十六 節 行に 由る に 非ず の 「由る」 は瞹昧 なり、 直ぐ 後に ある 信ずる に 由る の 「由る」 は^ 詞 たり 

前の 「由る」 は 「結果と して」 たり、 雨か釋 する 方適當 たるべし 〇 惟 mG 難解 詞 なり、 「惟」 

なる 乎、 「にあら ざれば」 なる 乎、 惟 キリス 卜 を 信す るに 由て (全く 银 法の 行 を 離れて) 救 はる、 な 

る 乎、 或 ひ は キリスト を 信す るに あら ざれば、 律法の 行 を 以てする も 救 はれざる 乎、 卽ち、 信仰の み 

を 以て 救 はる. 1 乎、 或は 信仰 鈹行爲 を 以て 救 はる k 乎、 是れ此 場合に 於て は efrn  mc- の解釋 如何に 由 

て 決せら る k 問題な り。 

十七 節 罪人なら は 譯文 不足な り 、罪人と 認めら る、 ならば、 或 ひ は 罪人と して 發 見せら る、 なら 

i〇 前後の 關 係より 本節の 意義 を發 見す る こと 其 だ 難し、 註 釋者屮 に 異論 多し。 

十八 節 我が は 誰なる 乎 、バウ 口なる 乎、 或 ひ はべ テロ を 指して 言 ふなる 乎、 或 ひ は 不定 代名詞な 

る 乎。 

十九 節 律法に 由リ 律法に 向 ひて 死せ リ 難句な り、 「由り」 に は あらざる べし、 そ は 我等 は キリス 

いに. S り 法律に 死す る 者 なれば なり、 律法の 下に 在りな がらの 意なる べし、 異說 多し。 

二十 節 至難の 一節な り、 註 ir^ 中異說 多し、 パゥ 2 は餘 りに 簡潔なる 文字 を 用 ひて 我等 後世の 註釋 

者 を 苦 ましむ る こと 甚だ 大 なり、 我等 は 木 節に 顯 はれた るパゥ n の 大意 を 知る のみ、 其 細密に 就て は 

之 を 聖書 解釋學 の 進歩 に俟 たざる ベから す。 

以上 は 余輩の 淺學を 以てする も 本章に 於て 容易に 發 見し 得る 解釋 上の 困難な り。 左に 載す る譯 文の 

如き は 諸譯を 折衷し 之に 余輩の 自己の 所見 を 加 へ て 成りし 者な り、 識者の 批 正を俟 つ。 


一 、 其 後 十 ra: 年 を經て 我れ バ ルナ バと 偕に 復た M ルサレ ムに 上れり、 我 は 又 我と 共に テ トス を 伴へ り- 

二、 我は默 示に 循て 上れり、 而し て 我 は 我が 異邦人 の 中に 宣傳 ふ る 所 の 幅 音 を 彼等の 前に 述 ベ たり、 

殊に 密かに 「有力者」 の 前に 述べたり、 是れ 我が 今 行す 所の 事、 或 ひ は旣に 行せ し 所の 事の 徒勞に 

歸せ ざらん ためなり。 

三、 然れ ども 我と 偕に ありし テ卜ス は ギリシャ 人なる も、 彼 すら 割 禮を强 ひられ ざり し。 

ET 是れ竊 かに 人れ られし 偽 はりの 兄弟 ありし に H てな り、 彼等 は 我等が ィ H ス キリストに 在りて 有 

つ 所の 自. m を 窺 ひ、 我等 を奴隸 にせん ために 竊 かに 人り 来りし なり。 

五、 我等に 彼等に 片時 も讓ら ざり し 又 順 は ざり し、 是れ 福音の 眞现 の汝 等の 中に 存 せん ためなり。 

六、 かの 有力者と 稱 せらる、 者より は… 彼等が 前に 何たり し 乎 は 我に 於て 何 か あらん、 神 は 額に 由て 

人 を 受け 給 はす… 

七、 然り、 「有力者」 は 我に 何の 加 ふる 所な かりき、 而已 ならす， 彼等 はべ テロが 割禮 者の 福音 を以 

て 委ねられし 如く、 我が 非割禮 者の 幅 昔 を 以て 委ねられし を 見て 

八、 …まことに 割禮 者の 使徒たら しめんが ためにべ テ 。 のために 働ら き 給 ひし 者 は 亦 異邦人の 使徒た 

らし めんがた めに 我がた めに も 働ら き 給 へり… 

九、 彼等 は 我に 賜 はりし 恩惠を 知りし に^り、 柱と 稱 せらる、 ヤコ ブ、 ケパ、 ヨハネ は 我と バルナ バ 

とに 親交の 右手 を與 へたり、 是れ 我等 は 異邦人の 屮に、 彼等 は割禮 者の 中に、 行かん ためなり。 

十- 彼等 は 唯 我等が 貧者 を 記憶 せんこと を 求めたり、 此事 たる 亦 我の 進んで 爲 さんと 欲する 所な りき- 

加 ^1太*第 二 童 に 現 はれた る 解釋上 の E 雜幷に 其 na  三 〇 七 
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4 '一、 ぺ テロ、 ァ ンテ オケに 至りし 時、 我 はまの あたり 彼に 反對 せり、 彼に 責 むべき 所 あり たれば な 

り。 

十二、 そ は ヤコ ブ よりの 人の 至ら ざり し 前に は 彼 は 異邦人と 食 を 共に せり、 然れ ども 彼等 至りし 時に 

は割禮 派の 人を懼 れて自 から 退きて 训れ たれば なり。 

十三、 彼に 傚 ひて 亦， i の ユダヤ人 も 偽 はりて 已を装 ひたり、 而 して 遂に バルナ バま でも 彼等の 偽善に 

1 、 L  3 しこ 1.- o 

弓 フォ、 レ-ォ え— 

ト §:、 然れ ども 我れ 彼等が 福 昔の 眞理 に遵 ひて 正しく 歩まざる を 見る や、 衆人の 前に 於て ぺテ P に 言 

て 曰く、 若し 汝 ユダヤん なる に 異邦人の 如くに 行 ひて ユダヤ人の 如くに 行 はすば、 何故に 異邦人 を 

强 ひて ユダヤ人の 如くに 行 はし めんと する や。 

ト五、 我等 は 性來の ユダヤ人 にして 異邦の 罪人に あらざる なり。 

十 六、 然れども、ま^*?^^法の行5?に由て養とせらる にぁらす、 唯 イエスキリスト を 信す るに 由るな る 

を 知る が 故に、 我等 も 亦 律法の 行爲に 由ら すして キリスト を 信す るに 由て 義 とせられん ために キリ 

ス トイ H スを 信じたり き、 律法の 行爲に 由り て義 とせら る k 者 一 人 もな しと あるが 如し。 

十七、 若し 我等 キリス 卜に 在りて 義 とせら れんと 欲する 者が 自 から 罪人と して 認めら る、 ならば、 ^ 

らば キリスト は 罪の 役者なる 乎、 勿論 然ら す。 

十八、 まことに 我 若し 先き に 毀し もの を 今復た 建ん に は、 我は自 から 罪人なる を 誇す るな り。 

十九、 我 は 律法に. E り 律法に 對 して 死せ り， 是れ 神に 對 して 活 きん ためなり。 


二十、 我 は キリストと 偕に 十字架に 釘 けられたり、 もはや 我れ 生ける に 非す、 キリスト 我に 在りて 生 

けるな り、 今 我れ 肉體に 於て 生ける は 我 を 愛して 我がた めに 已を 捨てし 者、 卽ち祌 の 子 を 信す るに 

.S てな り。 

二十 一、 我 は 神の 恩惠を i や； くせす、 そ は 若し 義 とせら る-事 律法に 由るならば、 キリスト は 要な きに 

死に 給 ひたれば なり。 


加 拉太書 第五 章 五節 

パゥ n の： 言 は 簡潔 を 以て 有名で ある、 彼 は 言葉 を惜 みし 乎、 或 ひ は 思想に 充 ちて 之 を 言 表 はすに 足 

るの 言葉 を 有た ざり し 乎、 多分 後者が 眞 であった らう、 實に 後世の 註解 者 を 困し めし 者に して 彼れ パ 

ゥ の 如き はない、 渠の 有名なる 加 拉太書 三隶ー 一十 節の 如き は 其 一 例で ある、 此 一 節に 對し g:fn 三十 

餘極の 註解が あると 云 ふ、 以て その 如何に 難解の 一 節で あるかが 判明る、 若し 彼が 之に 一 語 又は 一 一語 

を 加 へ 5^ はきし ならば 註解 者 は 如何に 助かりし ならん、 實にパ ゥ ti は 意地 惡き ほど 簡潔であった。 

我等が 今玆に 研究 せんと 欲する 此 一 節 は 前の 一 節 ほど 難解で はない、 其 大體の 意味 は 明瞭で ある、 

但酷 だしく 簡潔なる 點に 於て は 全然 パゥロ 式で ある、 其 中に 一言の 無駄 はない、 其 中に 代名詞 一 筒、 

こと 15  ゆ る が 

動詞 丁闺、 名詞 あるが 何れも 重い 詞 であって、 其 一 をも忽 諸せ にす る こと は 出来ない、 有名なる 

加拉 大書 第五 窒 三 0 九 
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註解 者ァ ル ベルト. ベ ン ゲルが 此 一 節に 次ぎの 第 六 節 を 併せて 基督 敎の 全部 は此ー 一節に 在りと 言 ふた 

の も强ち 過言で ない と 思 ふ、 斯 かる 場合に 於て は 其 一 實 一 句に 九 鼎の 重味が あるので ある。 

邦譯 聖書 は此 一節 を譯 して 云 ふ、 

われら^む 所の もの、 卽ち 信仰 を 以て 義 とせら る 、 こと を靈に 由て 俟 なり 

いひ あら  ^6 

と、 原文の 大意 を 言 表 はして 誤らない と 思 ふ、 然し 乍ら 其强 さと 深さと は 優 かに 此譯文 以上で ある、 

比 一 節の 場合に 於ても 其 深き 意味 を 探る の 捷徑は 原文 有の 儘の 直譯に 由る にある、 卽ち 左の 如し、 

そ *♦  み. ut 

我等 は、 (蓋)、 靈に. (由り)、 信仰 を 以て、 希 a- を、 義の、 待望めば なり、 

「蓋… ばたり」 は 前節との 關係を 語る 小辭 であれば 註解 上 便宜の ために 之 を 省く として、 此 一節の 屮 

に 六箇の 重き 言辭が あるので ある、 卽ち 我等、 靈、 信仰、 希望、 義、 待望、 是れ である、 其 就れ もが 

重要 な る 言辭 である、 パゥロ は兹に 僅かに 六銜の 言 辭を以 て 基督 敎 の 六 大敎義 を 繋ぎ 合した ので あ る 、 

我等 は 餘人は 知らす 我等 は 云々、 異邦人 は 知らす、 猶太 人 は 知らす、 ^太 主義の 基督 信者 は 知ら 

す 我等 は 云々 と、 バウ n は玆に 彼れ 及び 彼と： IE 信仰の 人々 を餘 人より 判然と iHil 別して 一一 百 ふたので ある" 

雜法を 以て 自己 を義 とせんと する 者、 道德に 巾て 自己 を 潔う せんとす る 者、 儀禮に 由て 祌の 前に 立た 

んと 欲する 者、 現世に 於て 完全 を 期す る 者、 キリスト 以外の 或 者に 由て 救 はれん と 欲する 者 …。ハウ 口 

は是 等の 人々 より 自分と 自分の 同志と を區 別して 言 ふたので ある、 「我等 は」 と、 斯 かる 場合に 於て 

は單 なる 代名詞 も 高調して 讀 むべき である、 。ハウ n は玆に 自分の 立場 を 明かに し、 以て 他に 誤解 せら 

れ ざらん こと を 努めた ので ある、 彼 は兹に バウ n 黨 なる 者の 在る こと を 語りて 惲ら なかった、 信仰の 

根 本義に 關 はる 大 問題で ある、 斯 かる 場合に 於て 自己と 同志との 立場 を 曖昧に 附 して 度量 大度 を銜ふ 


べきで はない、 狹 際と 稱 ばる &も 可な りで ある、 結黨を 以て 畿ら る」 も辭 せす である、 他人 は 知らす、 

他 信者 は 知らす、 「我等 は」 である、 他人 は 知らす、 我等 は 異端に 組す る 能 はす、 我等 は斯く 信す、 

全世界 は擧て 彼方に 立た ば 立て、 我等 は、 然り 少数なる 我等 は 此方に 立たん と、 パゥロ 式の 敬すべき 

愛すべき 獨立的 態度 を 現 はした る 一 代名詞で ある。 

靈 は此 場合 に 於て は 特別の 靈 であって ^靈 である、 而し て聖靈 は 人 を 助く る 時の 神 御自身で あ る 、 

神 は聖靈 として 人の 靈に 臨み 給 ふ、 聖靈 として 光 を 供し、 聖靈 として 能 を 加へ、 聖靈， として 萬 事を遂 

げ給 ふ、 聖靈に 由り て f ある、 信者 は 聖靈に * ら すして 何事 を も爲す ことが 能ない、 彼 は聖靈 に. e り 

て 祈り、 聖霊に 由り て 萬 事を究 知る、 神の 能なる 架靈 に. E りて 神に 到り、 神の 光なる i ま I に. e りて 神 

を 知る、 バウ 口 はカ說 して 言 ふたので ある、 他人 は 知らす、 我等 は、 我黨は 自己の 努力に 由ら す、 修 

養に 由ら す、 探究に 由ら す、 儀禮に 由ら す、 上よりの 能なる 聖靈に 由り 信じ 且つ 望み 且つ 愛する ので 

あると、 基督 者 は元來 他動 的で ある、 s 動的で ない、 上より 求められし 者であって 下より 求めし^ 

ない、 彼の 信仰 其 物 さへ 聖靈に 由て 起されし 物であって、 彼れ 自 から 求めて 起り し 者で ない、 聖戴に 

由り て ある、 我等 は 聖靈に 由る とパゥ c はカ說 した。 

信仰 神 は 聖靈を 以て 我等に 臨み、 我等 は； 仰 を 以て 之に 應す、 信仰 其 物が 聖 霞に 由り て 神が 我等 

の衷に 起し 給 ひし 者で あると 雖も、 神よりの 恩 惠に對 して 人よりの 應 諾 として 之に 應 する 者 は 信仰で 

さなつ  一  ** か 

ある、 信仰 は信受 である 又信賴 である 乂信從 である、 嬰 兒の兩 親に 對 する 態度で ある、 唯 信し 奉る の 

である、 敢て 自己の 義を唱 へない、 敢 て儀禮 の： 止しき を 求めない、 己れ 先づ 潔う して 然る 後に 神の 受 

納に與 からん と 欲しない、 唯 信す るので ある、 罪の 身此 俊、 無智 無學を 包ます、 父 召し 給へば 我 は 行 
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くと霄 ひて 畏れす して 彼に 近づき まつる の 態度で ある、 他人 は 知らす、 彼等 は 無 謬の 敎義 と祌學 と， 

遠なる 書 知識と、 正統 的傳說 と、 瑕な き 制度と 儀式と に 由り て祌に 近づかん と 欲するな らん も、 

我等 は、 我等 同信の 輩 は、 傲 侶、 敎職， 信條、 懷禮 等に 何の 關係 なき 我等 は 唯 信仰に 由り て 云々 とパ 

ゥひ はカ說 したので ある。 

希望 信者の 生涯 はすべ てが 聖靈に 由り 信仰 を 以てす、 而 して 又 すべてが 希望で ある、 我等 は此處 

に 在りて 恆に存 つべき 城邑 なし 惟 来らん とする 城邑を 求む (希 伯來書 十三 章 十四 節〕、 我等 は 約束に 因り 

新しき 天と 新しき 地 を 望む 義そ の 中に 在り C 彼 得 後書 三 章 十三 節)、 信者 は此 世に 在り て 自分 の國 に， -れ る. 

ので はない、 「我等の 國は 天に 在り」 と ある (腓立 比 書 三章サ 節)、 彼 は 救 はれたり と稱 する も 未だ 完全 

に 救 はれた ので はない、 「我等 は X 布 の 内に 救 はれたり」 と ある (羅馬 書 八 章廿四 節改譯 )、 「我等 今旣. 

に 神の 子たり、 然れ ども 後 如何 未だ 現 はれす」 と ある (約 翰 第一 書 三 章 二 節)、 萬 事が 希び W の內に 在る の 

である、 信者 は 此^に 在りて 神より すべて を 得た ので はない. 又 最善 を與 へられた のでない、 すべて 

と 最善と を 約束せられ たので ある、 r 汝 等の 生命 は キリストと 偕に 神の 中に 匿れ 在るな り」 と ありて 

生命 其 物 さ へ 希望の 目的物と して 今 は 我等の 服より 匿れ て あるので ある (哥羅 西 書 三 章 三 節： r パゥロ は 

今時の 多くの 信者の 如くに 此 世に 於て 黄金時代 を 望まなかった、 彼 は 旣に瘦 たりと 意はなかった、 惟 

後に 在る もの を 忘れて 前に 在る もの を 望ん だ (腓立 比 書 三 章 十 三 節〕、 彼 は 希 Sii! 者 であった、 待&^！者 で あ 

つた、 彼 は 萬 事 を 賭して 未 來の榮 光に 與か らんと 欲した、 彼の 生涯 は 全然 希望の 生涯であった、 此^ 

に 在りて すべ て を 喪 ひて 來る， に 於て すべて を 據んと 望みし 生涯であった、 人 は 希^の 動物で あると- 

云 ふが バウ" 並に 彼の 同信の 友 ほど 希 §ボ のみの 人 は 無った、 彼等 は 萬 事 萬 物 を 希望 の に 有った ので 


すく ひ  いのち  むくい  ゆめみ， 0ら の 

ある、 彼等の 救扬 も、 生命 も、 報 賞 も、 すべて 之 を 希び 一， こして 有った ので ある、 夢想家 等よ と此 世の 

人 等 は 彼等に 就 て 言 ふで あらう-り 

義 c だれ 叉 大文字で ある、 人生の 十分の 九 は 正義な りと は英國 有名の 思想家 マッシュ I  . ァ ー ノル 

ドの 言で ある、 義は內 的で ある 又 外的で ある、 心の 義 しき 狀態 である 又 神と 人と に對 する 蕤 しき 關係 

である、 祌の 正道に 某く 內 外の 調和で ある、 ^に 慕 はしき 者に して 義の 如き はない、 天國 とて 训のも 

ので はない、 r 義 その 中に 在り」 と 云 ひて 義の渗 通る 所で ある、 我 も 義人た る を 得、 他人 も 亦 悉く 義 

人となりて 義が 自由自在に 行 はる、 所で ある、 義の 反對は 罪で ある、 而 して 罪の 結 は內に 在りて 汚 

て わい  .5V 'こん  と ？  ふんど  うしつ 

穢 である、 仇 恨で ある、 妒忌 である、 11^^ 怒で ある、 媢嫉 である、 外に 在りて は分爭 である、 競举 であ 

る、 戰 (ゆで ある、 此 世の 嫌 はしき は 罪の 故で ある、 天 國の慕 はしき は義の 故で ある、 義は 信者の 最大 

口 的 物で ある、 美よりも、 理 よりも 彼 は 義を慕 ふので ある、 彼に 取りて 美 は義の 表現で ある、 现は義 

の原现 である、 彼 は 自己の 義 とせら れんこと を 望み、 又 人類の 義 化せら れんこと を 祈る、 彼 は 又義に 

基かざる 愛 を 信じない、 義に 基かざる 愛 は 愛に して 愛でない、 義 にして 壞 れんか、 宇 {.a 人生の 根抵が 

壞れ るので ある、 救拯も 永生 も 榮光も 悉く f に 基す るので ある、 單の 一字で ある、 人生の 十分の 九と 

云 ふて は 足らない、 其 全部が 此 一 字の 中に 含まれて 在る。 

義の 希望 信者の 生涯 は 希^の 生涯で ある、 殊に 義の 希望の 生涯で ある、 義の實 現 を 待望む の 生涯 

である、 自己の 義の 完成 を 待 §1- み、 水の 大洋 を掩 ふが 如くに 祌を 知る の 知識が 全地 を掩 ふに 至る を 待 

むの 生涯で ある、 我が 救の 来る は 近く、 我が 義の現 はる. -は 近し と H ホバ宣 ひたりと あるが 如し 

(以 赛亞書 五十六 章 一節〕、 人 は 信仰に 由て 義 とせら ると ある は義と 認めら るとの 謂であって、 彼が 此^ 
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に 在る 間に 完全なる 義人と 成る との 謂で はたい、 信者 は此 世に 於て 義人と して 認められ (義人と して 

极 はれ)、 来^に 於て 義人と 爲ら るるので ある、 「我等 今 神の 子たり、 後 如何、 未だ 現 はれす、 彼れ 

現 はれ 給 はん 時には 神に 肖ん こと を 知る」 と ある C. 約 翰 第一 書 三 章 二 節)、 義人と して 認めら る k は大な 

る恩惠 である、 然れ ども 實 質的に 義人と 爲らる X は 恩惠の 極で ある、 而 して 神 は 我等に 於て 始め 給 ひ. 

し善ェ を主ィ H ス キリス トの 日までに (或 ひ は 其 日に 於て) 完成し 給 ふので ある (排立 比 書 一 章 六 節)、 

義 とせら る、 事 は 今や 猶ほ 希望と して 存す るので ある、 而 かも 神の 約束に 據る 希望で あれば 所期に 

おそれ 

違 ふの 虞な き 希望で ある、 必す實 現せら るべき 希 である、 實 現せら るべき 義の 希望で ある、 罪の 厭 

ふべき と 義の慕 ふべき と を 知る 信者に 取りて は此 希望に 勝る の 希望 はない ので ある、 而 して 我が 希望 

は 叉 人類の 希望で ある、 叉 萬 物の 希望で ある. 義が 宇宙に 行 はる V 時に 造化の 目的 は 達せら る、 ので 

ある、 信者 は 自己に 關し、 社 會に關 し、 人類に 關し、 宇宙と 萬 物と に關 し、 義の 希望 を懷く 者で ある。. 

待望 希 S での 切なる 之 を 待 と 云 ふ、 或ひは翹び"^;と云ふ、 足 を 翹て& 人の 來るを 待つ の狀 態で ある、 

或 ひ は 鶴首と 云 ふ、 首 を 長く 仲ば して 待つ の 意で ある、 希 職 語の (vrceKhkyo^ml に は體を 前に 屈め 手 

ひろ  つ i  二 

を 擴げて 物 を 受けん とする の 意味が ある、 切の 切なる 希望で ある、 足を翹 て、 天 を 仰ぎ、 首 を 仲し、 

手 を 擴げて 約束の 物に 接せん とする 態度で ある、 而 して 信者 日常の 態度 は此 態度で ある、 「我等の 國 

は 天に 在り、 我等 は f 主卽ち イエス キリス 卜の 其 所より 來るを 待つ、 彼 は 萬 物 を 己に 服 はせ 得る 能に 

由り 我等が 卑き體 を 化て 其榮 光の 體に 象ら しむべし」 と ある は此 態度で ある (腓立 比 書 三章サ * サ 一節)、 

初代の 信者 は 常に 此 態度に 立ちて 叫んで 曰 ふたので ある 「主ィ H スょ來 り 給へ」 と、 彼等 は此 世に 在 

りて 讒評、 窮乏、 迫害の 外に 何物 を も 望まなかった ので ある、 彼等の 希望 は 悉く 繁 りて 天に 在った の 


である、 故に 待望した ので ある、 切^したの である、 翹 望した ので ある、 天 を 仰ぎ 手 を 伸して 主の- W 

び 臨り 給 ひて 恩惠を 施し 給 はんこと を 待 §1- ん だので ある、 アベ クデホ マイの 一 語 は 能く 初代 信者の 心 

理狀態 を 言 表 はした ので ある、 是は 殊に パゥ ロ特 愛の 語で ある、 羅馬書 八 章 十九 節、 同卄三 節、 同 

五節、 ； 林 多 前書 一章 七 節、 啡立比 書 三 章 二 卜 節、 希 伯 来書 九 章 卄八節 等に 有る r 俟っ」 义は 「待つ」 

と ある は皆此 アベ クデホ マイで ある、 實に 痛切なる 一 語で ある、 以て パゥ 口が 如何に 來世 的の 人で あ 

りし 乎が 解る。 

義の 希望 を 待望む と ありて 其 內に何 か 一語 省略して ある ことが 解る- 略辭法 はパゥ C 獨特の 文法 

である、 彼 は 文意に して 明瞭な らん 限り は-父 字 を 省く こと を敢て 意に 留めなかった、 勿論 義の 希望の 

實現 を 待 §if 一む の 意で ある、 而 かも 希望 を 待^す る と 一一 一一 a ひて 希望の 如何 に 切なり し 乎 を 語る ので ある。 

*  * 

斯くて パ ゥ a は 玆に言 ふたので ある、 

我等 は、 我と 我が 同信の 友 等と は、 バウ 口、 ソス テネ、 テ モテ、 、ンル ヮノ、 シ ラス、 ルカ 等 は、 

足を翹 て、 ； In: を 仲ば し、 手 を 擴げ、 天 を 仰いで、 祌が キリスト を 以て 約束し 給 ひし 義の 希望の 實 

現せん こと を 待つ、 而 かも 是れ 我等の 思想 叉 は 努力に 由る に 非す、 聖靈に 由り 信仰に 由るな り、 

聖靈に 助けられ 信仰 を 以て 之に 應じ、 今 旣に義 と 認められ * 後に 全く 義と せられん こと を 待 む、 

. 聖靈、 信仰、 義、 希望、 而 して 其 實現を 待^む 切々 の IE、 我等 は 之 を 言 表 はすに 他に 言葉 を 有せ 

す、 故に 我が 信仰 を 標榜す る 大文字 を聯 ぬるの み 

と、 而し 广-パ ゥ C をして 此簡 短に して 而 かも 深遠なる 一一 目を發 せしめし 理由 は 他に 在った ので ある、 彼 
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は 當時旣 に * 督敎會 內に行 はれし 種々 の 異端に 對 して 此 言を發 したので ある、 人力 を唱 ふる 者に 對し 

て 神 力 S ち聖， 靈を唱 へたので ある、 行爲を 主張す る 者に 對 して 信仰 を 主張した ので ある、 救拯の 完成 

を 現世に 期した る 者に 對 して 義の 希望 を 高調した ので ある、 而 して 現世に 滿足 する 者に 對 して 待 は 1- 的 

生涯 を官 iw したの である、 彼は是 等の 異信異 說の人 等に 對し て 自己 の 立場 を 明かに して 曰 ふたの で あ 

る 「我等 は然ら す、 我等 は然か 信す」 と、 彼 は 異端 を排 しながら 眞ー i 音の 根本 を宣 ベた ので ある." 

パゥ B の 昔し 唱 へし 福音、 而 して 又 我等の 今日 信す る 福音、 彼が 是れ 以外に 幅 昔な しと 唱へ し 福音 

(加拉 太 書-章 七 節 y 而 して 我が 令 日據て 立つ 所の 福 昔、 それ は 加 拉太書 五 章 五節の 此言 である、 我等 

^^^p き 4£J. ^い、 わと 云 ふ、 之と 次 節に 於け る 愛の 一 字 を 加へ て、 ベ ン 

ゲ ルの唱 へしが 如くに 基 51^ 敎 の 全部 は 其內に 在る と 云 ふ 事が 能る。 


加拉太 書の 精神 

自 序 

〇ル ー テル は 加拉太 書を稱 して 「是れ 我が 書な り」 と言うた。 私も亦 彼に 傚うて 言う 事が 出來る 「是 

れ 私の 書で ある」 と。 然し 乍ら 私が 加拉太 書に 負 ふ 所はル ー テル 以上で あると 思 ふ。 そはル ー テレは 

羅馬 天主 敎會 に反對 した 後に 自己の 敎會を 作り 終に 法王 以上の 法王た るに 至った が、 私 は 凡ての 敎會 

に反對 して 終生 無 敎會的 信仰 を繼 綾した からで ある。 若し 法王 や 監督が 私に 向 ひ r 汝の 無敎會 主義の 

欺 書 的 基礎 は 3： 處に 在る 乎」 と 問 ふなら ば 私 は斷然 答へ て 日 ふ r。o〈.^"§..^_?"^iD14£!i^.!r^」 

と。 加 拉太書 はまこと に 信者の 信仰 自由 を 確保せ る 書で ある。 聖書に 此 書が 1! る 間 は 反 敎會的 精神 は 

泯 びす、 法王、 監督、 其 他の 敎職等 は 信者の 自由と 獨 立と を楚 ふこと は 出来ない。 は 今 n と 雖も私 

の 自由 を 窺 はんとす る 是等敎 職の 面に バウ 口 の 言 を 突きつ けて 言 ふ、 

今より 後 何人も 我を擾 はす 勿れ、 そ は 我れ 身に ィ H スの印 記 を， ぎび たれば なり。 

と (六 章 十七 節 )o ル ー テルが 此 書翰 を 以て 1^ 敗せ る 中古 時代の 羅馬敎 會を壞 ちしが 如くに、 我等 も 亦 

神の 御 助けに. m り 此加拉 太 書 を 以て、 腐敗せ る 今 口の 英國敎 會又米 國敎會 を 壊つ であらう。 ひレむ 

加拉太 * の 精神  三 一七 
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米 國敎會 は 現代の 羅 馬敎會 である。 彼等 は 十字架の 幅 昔 を 忘れて 社會 奉仕 を說 く。 彼等 は 信仰に. m ら 

す；^^^に由りて救はれんと欲す。 然り、 彼等 は 自己 は 救 はれん と 欲せす、 唯 他 を 救 はんと 欲す、 而し 

て 所謂 救濟 事業に 多忙なる を稱 して 基督 敎の 信仰な りと 云 ふ。 まことに。 ハ ゥ の說 きし， 福音 を 誤 まる 

者に して 今日の 米 國敎會 の 如き はない。 而 して 物質的に 强大 なる 此 「第 二十世紀の 羅馬 敎會」 に當ら 

んと 欲して、 我等の 採るべき 最良の 武器 は 加拉太 書で ある。 人 は 「今後 世界 を 滅す者 は米國 主義で あ 

る」 と 言 ふが、 然し 此 強大なる 米圃主 It; に 打 勝って-: 1： ほ餘り ある^は、 加拉太 書に 明記され たる バウ 

P の 福音で ある。 

〇 此書は 加拉太 書の 精神 を 傅 へんと 努めし 者に 過ぎす。 然れ ども 詳細に 涉 りて 註解 を 試みん より は、 

簡單に 精神 を述 ぶる の 優され る を 思 ひ、 此小 著述 を讀 者に 提供せ る 次第で ある。 

一 九 二 六 年 三月 十七 曰  內村 鑑三 


第一 囘 加 拉太書 を 紹介す 

加 拉太書 全部の 通 讀を耍 す 

基督 敎は 如何なる 敎 である 乎、 其 中心的 眞理は 如何、 人 は 如何にして 基督 信者と 成る 乎、 彼が 歩む 

べき 道 如 3:、 斯 かる 根本 問題に 就て 明白に 簡 短に 知る の 必要が ある。 我等の 研究が 精細に 涉 るの 結 


み 0  ..V おそれ 

として、 我等が 全體を 着遁す 虞が ある。 キリスト 傅 を 研究して 主の 御 生涯 を學 ぶと 问 時に、 我等 は 其 

御 生涯の 意味 を 知らねば ならぬ" 玆に 於て か 我等が 厦 々研究の 方面 を轉じ 一」、 我等の 信仰 を 新たに す 

るの 必要が 起る ので ある。 

我等が 知らん と 欲する もの は 原始的 基督 敎 である。 基督 敎は 如何にして 起った 乎、 其 事 を 知って 我 

つくりな ちょっと 

等 は s 々自分の 信仰 を 作 直す 事が 出来る。 そして 其の 爲には 書簡の 研究が 必要で ある。 一寸見た 所で 

は 福音書が 原始的 基督 敎を傅 ふる 者であって、 書簡 は其說 明で ある 乎の やうに 思 はれる が、 事 實は其 

反對 である。 書かれし 順序より 言 ふ も、 書簡が 前に 書かれて 福音書 は 後に 書かれた ので ある。 前に キ 

リ ストに 對 する 信仰が 起って、 後に 彼の 御 生涯に 就て 知らん と 欲する 欲求が 起り、 信仰の 立場より 見 

たる キリス ト 卽ち 幅音昏 が 著 はされ たので ある。 イエス を 知って 彼 を 信す るに 至る 場合 もないで は 

ない が、 然し 最も 多き 場 は 初めに 彼 を 信じて 然る 後に 彼 を 知りて 信仰 を强 うせんと 欲する の 場合で 

ある U 人なる ィ H スを 知って 祌 なる キリスト を 信す る は 信者が 實 際に 取る 途 でない。 初めに 神た るキ 

リストに 引附 けられて、 後に 人と して 現 はれ 給 ひし 彼 を 知らん と 欲する のが 普通で ある。 近代 人が 批 

判 的に ィ H スを 研究して 信仰の 道に 入らん と 欲して 常に 失，  肽に 終る は 克く此 事 を 示す ので ある。 

新約^書の 書かれし 順序 を尋 ぬるならば、 第一 に 書かれし 者が テサロ  -ーケ 書翰であった らう。 其 次 

ぎに 書かれし 者はコ リン 卜書 翰に あら ざれば 加拉太 書であった らう。 1： 福音書の 如き、 早き は 其れよ 

り も 十 年、 遲きは 四十 年後に 書かれた 者で ある。 そして 最も 簡明に 初代 信者の 信仰 を傳 ふる 者 は加拉 

太 書で ある。 此 書に 現 はれた る 信仰 を 以て 基督 敎は 起った ので ある。 極めて 簡短 である、 而 して 深遠 

である。 一度 聞いた 丈け で 解る 者に は 解る 信仰で ある。 敢て 深い 學 問に 依る と 云 ふに 非す、 又 委しく 
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ィ ェ ス の 生雜に 就て 知る と 云 ふに も 非す、 唯 「ィ H ス キリス トの卜 字 架に 釘 けられし 事 を 明かに 其の 

目前に 著 はされ たる」 に 由て 信じた と 云 ふので ある a 一一 章 一節 )o 其簡短 明瞭なる 信仰 を傳 ふる 者が 加 

拉太 書で ある。 夫 故に 實に 貴き 書で ある。 此 書に 由り て複雜 なる 思想の 裡に迷 ふ 信者が 信仰の 單 純に 

歸る 事が 出來 るので ある。  . 

靳 かる 書で ある 故に 加 拉太書 は 今 日まで 世界の 信仰 歷史に 於 て 幾囘も 人類 の 信仰 を 復興す るの 役目 

を 務めた。 他の 例 は 措いて 問 はすと して、 十六 世紀に 於け るル ー テル を 以て 始まりし 歐洲 の宗敎 改革 

は此 書を以 つて 始 つた 者で ある。 ル ー テルの 手に 在りて 加 拉太書 は 歐洲人 を 使徒 時代の 活ける 信仰に 

引戾 すの 機關 となった。 人間 は 儀式に 由て 救 はる k に 非す、 哲學祌 學其他 込 入りた る 思想に 由て 救 は 

る k に 非す、 叉 罪 滅の爲 にす る 難 紫 苦行に 由て 救 はる k に 非す、 唯 「我が 爲に己 を捨し 者卽ち 神の 子 

を 信す るに. e て」 救 はると 云 ふの が此 書の 主張で ある" バウ 口 の此 主張に 接して ル ー テル は 復活した 

ので ある。 そして 彼に 聞きて 歐洲全 體が目 醒めた ので ある。 過去 四百 年 問の 歐 米の 進 步繁榮 は 其 源 を 

ル I テ ルの此 信仰に 發 したので ある。 加拉 太書ル ー テル を 以て 歐洲を 改造せ りと 稱 して 少しも 過 曾で 

ない ので ある。 まことに 人 を |i ます 病的 s4 想の 蛛網 を拂ふ 者に して バウ 口の 此 書簡の 如き はない。 單 

純なる 信仰の 前に 儀式 も敎權 も， 敎會の 課する 信仰 茵條 も， 敎會を 辯 護す る 煩瑣 哲學も 瓦礫の 如くに 

碎 かれた〕 神 はまこと に。 ハウ B を 以て 善き 武器 を 信者に 遺し 給うた。 信者 は 之に 由て 時代の 迷 想より 

脫 する 事が 出來. 自己 を 潔め、 叉 社 會と敎 會とを 其根枇 より 作 直す 事が 出來 るので ある。 

加 拉太書 は羅馬 書の 縮 圖 とも 亦 大要と も稱 する 事が 出來 る。 其 量に 於て 前者 は 後者の 殆ど 三分の 一 

である。 羅馬 書が 十六 章 SI 百 三十 三 節で あるに 對 して 加 拉太書 は 六 章お 四十 火 節で ある。 加 拉太書 は 


羅馬 書の 如くに 議論の 細密に 涉ら ない。 其 要點を 示す に 止まる。 隨て 簡潔で ある、 峻烈で ある。 羅 at 

書 を 護んで 其 中心的 眞理を 逸し 易く あるが、 加 拉太書 を 讀んで 其の 何たる 乎 は 一 目 瞭然で ある。 故に 

加 拉太書 は羅馬 書の 手引と して 用 ひる 事が 出来る。 叉 其 復習の 用に 供す る _s_- が 出来る。 5^^く所は同 一 

or-oooooo ゥ O0C  0000000000000  J きか. U 

である。 人の 救 はる k は 信仰に 由る、 行爲に 由ら すと 云 ふので ある、 然れ ども 説 方が 異ふ。 そして 加 

拉太書 は 短刀 直 人的に 聖靈 の劍を 以て 人の 霊魂の 眞髓に 達せん とする ので ある。 

加 拉太書 は 僅に 六 章で ある。 之 を 一 時？ i にて 讀み 了る 事が 出来る。 之 を 二 章づ、 の 三部に^つ。 第 

一部 は バウ 口 の 自己 辯 明で ある。 第一章 第二 章が それで ある。 其 精神 を 表明す る ものが 有名なる 發端 

の 一一 一一 11 葉で ある。 

人よりに 非す 又 人に 由ら す、 イエ ス キリストと 彼 を 死より 甦らし、 父なる 神に 由り て 立ら れ たる 

使徒 パ ゥ 口 

と (一章 一節〕。 此は。 ハウ。 の 自己紹介であって 同時に 又 加拉太 書翰 全體の 紹介で ある。 パゥロ は如此 

き 人、 加 拉太書 は 如此き 書で ある。 本當の 著述 は 著者で あると 云 ふが、 加 拉太書 は バウ II であると. M 

ひて 間違ない ので ある。 

第一 一部 はパ ゥ n が宣傳 へし； i 昔の 基礎的 眞理の 宣言で ある。 第三 章 第 四 章が それで ある。 其 露 ill は 

羅馬 書に 於け るが 如くに 預言者 ハバ クタの 一一 -E である、 曰く 「義人 は 信仰に 由て 生くべし」 と (三 章 十一 

節〕。 そして 此 要義 をパゥ II の 體驗を 以て 敷衍 說明 せし 者が 有名なる 二 章 二十 節の 首で ある。 曰く 

我れ キリスト と共に 十字架に 釘 けられたり。 最早 我れ 生ける に 非す、 キリスト 我に 在りて 生ける 

なり。 今 我れ 肉體に 在りて 生ける は 我 を 愛して 我が 爲に已 を 捨てし 者卽ち 神の 子 を 借す るに. E り 

加拉太 書の 精神  = 三 1 
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て 生けるな り。 

私 を 角 害の 家に 訪 ひし 佛蘭 西の 神 學者某 君が 曰うた、 「基督 敎神 * は 加 拉太書 一 一章 一 一十 節に 確實 不動. 

の 基礎 を 有す」 と。 

第三 部 は 第五 章 第 六 章より 成り て 基督 敎道德 の M 明で ある。 羅馬書 第 十一 一 章以 下に 匹敵す ベ き 者で 

ある。 其 要 3s を 語る 者が 五 章 十六 節の 一； -n である、 曰く 

み. li  あゆ 

我れ 言 ふ 汝等靈 に 由り て 行むべし、 然 らば 肉の 慾 を爲す こと 莫 からん。 

而 して 第 十七 節 以下が 此根 本義の 敷衍 註解で ある。 基督 敎道德 は 如此き 者、 此 世の 道 德とは 其 根本の 

精祌を 異にする。 

此 くして 加拉太 書は簡 短なる 書で ある。 而 うして 簡 短なる 所に 其 能力が 存す。 基督 者た る は 人に 由 

occr-c ゥ  OOCOO0OO0000  OCJOOOOOOOOO(-c-(-oor-c-ooooor-c- 

らす祌 に 由る。 彼が 救 はる \ は 信仰に 因る。 彼の 善行 は 彼の 信仰に 應 じて 祌 より 賜 はる 所の 聖靈に 因 

ると 云 ふので ある。 簡短此 上な しで ある。 是れ 何人も 受け 得る 信仰で ある。 聞いて 直に 信じ 得る 信仰 

である。 殊更に 研究 を 積む 必要 はない。 「次の 曰に バウ 口、 バルナ バ と共に デルベに 往 けり、 其邑に 

li 昔 を傳へ 多の 人 を 弟子と なせり」 と ある (行傳 十四 章廿， 廿 一節)。 卽ち 使徒 等 は 一 日の 間に 多の 信者 

を 作った の. である。 福 昔が 簡 短なら ざれば 此效果 を 奏する 事 は 出来ない。 使徒 等 は 加拉太 書に 掲げら 

る 、が 如き 簡 短なる 信仰 を傳 へ たるが 故に 短時日の 問に 羅馬帝 國全體 に 涉り許 多の 信者 を 起し、 有力 

なる 敎會を 建設す る 事が 出來 たので ある。 

加拉太 書はガ ラテャ 人に 贈れる 書簡で ある。 ガ ラテャ (G.illati~o のガラ (Gala) は 佛蘭西 古代の 民 

の 名なる ガリ (Gam) 又は ガウ ル (Gillll) と 同じで ある。 愛蘭 人 を 以て 代表 せらる、 ケルト 人種に 屬 


する 民であった。 其 一派が 紀元前 二百 三十 年頃、 .4 「の 小 亜 細 亞卽ち 土 耳 古本 國の 中部に 移住した。 今 

の 土 耳 古 政府 を ァ ン ゴ ラ 政府と 云 ふ、 其ァ ン ゴ ラ は 昔 の アンク ラ (Ancyra) であって、 ガ ラテャ 人の 

き i? 

都であった C ゲルト 人種の 鎮質は 令 も 昔と 異ら ない。 快活で、 氣 早で、 新 思想 を受 くるに 易く 叉棄る 

に 易く ある。 進取の 氣 性に 富み、 保守の 能力に 乏しく、 故に 突撃の 勇氣に 富む も、 些少の 妨害に 遭う 

て 挫け 易く ある。 今の 愛蘭 人が さう である。 昔の ガラ テャ 人が さう であった。 一章 六 節に 於て バウ 口 

が 「キリストの 恩惠を もて 汝等を 召した る 者を汝 等が 此く速 かに 離れて 異なる 福音に 遷 りし W を 我 は 

怪しむ」 と 曰 ひし 其 言が ケルト 民族の 氣質を 言 表 はして 間違 はない。 彼等が 初めて バウ a に聽 きし 時 

に 彼 を 熱 愛景 慕して 止ます、 「自身の 目 を 抉りて 我に 予 へんとまで 願へ り」 と 彼 をして 言 はしめ し柽 

であった。 然るに 些少の 理由の 故に 此 熱心 は 忽 にして 去り、 彼等 は パゥロ を 離れ、 彼より 受けし 福音 

を棄 たので ある。 バウ の 失ゅ# "はん 方な く、 此 失^に 激 せられて 書かれし 者が 此加拉 太 書で ある。 

ガ ラテャ 人の 離叛が 如何に バウ ri の 心 を 痛めし 乎 は、 此 書簡 以外に 於て 彼が 一 言 も 彼等に 就て 言 は ざ 

るに 由て 判明る。 叉 彼の 友なる ルカに 由て 記されし 使徒 行 がガラ テャに 就て 記す 所の だ 貧弱なる 

に 由ても 讀 める。 然れ ども 神の 攝理は 萬 事 を 支配し、 ガ ラテャ 人の 離叛 とパゥ 口の 失 とが 原因 動機 

となりて 加拉太 書が 成り、 人類 は 其 信仰 更新に 關 する 大經典 を予 へられた ので ある。 ガ ラテャ 人の 恥 

辱、 バウ a の 名譽、 人類の 幸福で ある。 此 くして 背敎 者まで が 祌の榮 光を揚 ぐるの 器と して 用 ひらる 

るので ある。 有難い 事で ある。 

そして 我等 日本人に 亦ガ ラテャ 人の 弱點 なき 乎。 心の 變り 易き は 亦 日本人の 特質で ある。 朝に 信じ 

て タに棄 つ。 「我が 生命 は 我に 生命の 光 を 僻へ 給 ひし 先生に 獻ぐ」 と 誓 ひし 日本人に して 早く 旣に私 
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を 離れ 私の 傅へ し キリ ストの 幅 昔を棄 去りし 日本人、 殊に 日本の 青年 男女 は擧 げて數 ふべ からすで あ 

る。 而已 ならす 單 純なる 信仰に 止まり 難き 點に 於ても 日本人 は 克くガ ラテャ 人に 似て 居る。 日本人 は 

ゲルト 人の 血 を 混へ たる 佛蘭西 人に 似て、 宗敎 を藝術 化せん と 欲す。 此 くて 何れの 點 より 見る も加拉 

太 書の 研究 は 日本の 信者に 取り 特に 必要で ある。 

第二 囘 信仰の 自由 獨立 

加 拉太書 一章 一、 一 一節 〇 五 章 十三 節 〇 六 章 十七 節 

自由と は ぐボ儘 勝 乎 を 云 ふので はない。 獨 立と は 何者に も 依らす 絕對 的に 獨り 立つ と 云 ふ 事で はない。 

自由と は 神に 支配 せられて 人に 支配せられ ざる 事で ある。 獨 立と は賴る ベ き 者に 頼りて 賴る ベ か らざ 

る 者に 賴ら ざる 事で ある。 文字 丈け では 文字 は 解らない。 何れの 文字 も 其 意味 を 言 表 はすに 人類の 實 

驗が 必要で ある。 此事を 最も 明かに 示す 者が 加拉太 書で ある。 此書を 研究せ すして 我等 は 自由 獨立を 

口にすべ からすで ある。 

第 一 章 第 一 節。 「人よりに 非す 又 人に 由ら すィ H ス キリ ストと 彼 を 死より 甦らし、 父なる 祌に 巾り 

て 立ら れ たる 使徒 バウ 口」。 書翰の 言 出の 一 百 葉と して は 著しき 言葉で ある。 此く言 ふに は 3： か 必要が 

あつたに 相違ない。 そして 其 必要 は 確かに 之を認 むる 事が 出来る。 ガラテ ャ敎會 に バウ 口の 使徒た る 

を 否認した る 者が あった。 彼等 は 曰うた 「パゥ n は自 から 使徒な りと 稱 すと 雖も、 彼 は 直に 主 イエ ス 

に 就い て敎を 受けた る 者で な い。 彼 は 亦 主の 直弟子た りし 十二 使徒より 使徒た るの 職權を 授からな か 


つた。 故に 彼が 自 から 使徒と 稱 する は 偕 越で ある" 隨て 彼の 傅へ し 福 昔 は 正統の 福音で ない」 と。 そ 

して 此 非難 攻 擎に對 して 書かれし 者が 加拉太 書であった。 隨 つて 其 調子 文 體は發 端より 辯 護 的 反駭的 

たらざる を 得なかった。 今 原文に 從ひ 第一 節 第二 節 を 少しく 解し 易く 譯 するならば 左の 如くに 成る で 

あらう。 

使徒 バウ n  = 其 使徒た るの 使ん 叩 は 人より 出しに 非す、 又 人 を 通う して 授かりし に 非す、 fH スキ 

リスト を 通う して、 叉 彼 を 死より 甦らし 給へ る 父なる 祌 より 出しな り == 我れ 使徒 パゥ 口、 我と 偕 

に 在る 諸兄 弟、 ガラ テャの 諸敎會 に 書 を 贈る。 

謂 ふ 意 は、 「我 は 使徒たり、 而 して 我が 使徒た る 職權は 人と は 何等の 干與 あるな し。 此は 敎會の 首長 

と稱 する が 如き 或る 一 人の 有力者 (單數 ) より 出しに 非す。 叉 其 下に 立つ 人の 團體 (複数) を 經て傳 

はりし に 非す、 我は此 事に 就て は 直接に も 間接に も 人に は 何の 負 ふ 所な し。 我が 使徒た るの 權能は 若 

し 間接と 稱 せんに はィ ェ ス キリス トを 通う して 傳 はりし ものにして、 直接に は 父なる 祌 より 授かりし 

ものな り。 而 して 父はィ H スを 甦らし 給 ひしが 故に、 我は輕 へれる キリストより 我が 使徒 職 を 授かり 

し 者な り。 此職權 を 有する 我れ パゥ 口、 我と 偕に 在る すべての 兄弟と 共に ガラテ ャの諸 敎會に 此書を 

贈る」 と 云 ふので ある。 

實に大 膽不敞 なる 言で ある。 H ルサ レム 敎會を 無視し、 其 首長に して ィ H スの 兄弟たり し ヤコ ブ並 

にぺテ 口、 ヨハネ、 マ クイ、 ピリ ボ等 十二使徒 を 眼中に 置かざる が 如き 言で ある。 此 言を發 せし バウ 

口 は 不遞、 傲慢、 矯激の 故 を 以て 責めら る k も 返す に 言葉が 無かった では あるまい 乎。 然し 乍ら 是れ 

バウ 口 の 確信で ありた る を 如何せん。 彼 は 空想 を述 るので はない、 事實を 語る ので ある。 事 は 使徒 行 
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俾 第九隶 並に 一 一十一 一章 i„i 詳か である。 就て 見るべし。 

然し 問題 は是れ バウ 一人に 限る 事で ある 乎、 其れで ある。 凡ての 基督 信者、 殊に 幅 昔の 使者 は 同 

じ樣に 神より 使命 を受 くる 者で は あるまい 乎。 バウ 口 以外に. 舊 約の 預言者 等 はすべ て 直接に、 人 を 

經 すして、 神より 使命 を 受けた る 者で ある。 ァ モス はべ テルの 祭司 アマ ジャの 詰問に 答へ て 曰うた、 

「我 は 預言者に 非す 亦 預言者の 子に も 非す、 我 は 牧者な り、 桑の 樹を 作る 者な り、 然るに H ホバ 羊に 

從ふ 所より 我 を 取り、 往 きて 我 民 イスラ H ルに 預言せ よと 我に 宣べ 給へ り」 と (ァモ ス書七 章 十四 節 )。 

其他ィ ザャ、 M レ ミヤ 等の 例 は 皆な 同じで ある。 彼等 はパゥ 口と 同じく 孰れ も 人よりに 非す、 人に 由 

らす、 神より 直に 預言者と して 召された ので ある。 そして 昔の 預言者 而已に 非す、 孰れの 時代に 於て 

も 大敎師 として 世に 遣され し 者 は、 すべて 明かに 此實驗 を 有せられた。 卽ち 人を經 すして 直に 神に 招 

かれし 實驗を 有せられた。 ル ー テル、 ゥ H スレ ー、 ブ レナ ー ド、 リビングストン 悉く 然り である。 彼 

等が 敎會を 敬 ひし も、 或る 大切なる 事に 於て 敎會の 命に 從は ざり し は 是が爲 であった U 彼等 は 祌か敎 

きか * 孰れ かを擇 ばざる 場合に 立ちし 時にはべ テロと 共に 曰うた 「人に 從 ふより 祌に從 ふは爲 すべき 

事な り」 と (行 傳五 章廿九 節. )o 彼等 は 人の 組織す る敎會 以上の 權能を 認めた。 故に 堅く して 强 くあった" 

そして 敎會を 革め 又 世 を 改めた。 

。ハウ ti は此く 高く 己 を 見て 己 を 欺いた ので は あるまい 乎。 多くの 基督 信者なら ざる 基督 信者が、 直 

に 神に 接した とか、 叉 は 神の 聲を 聞いた とか 云うた。 パゥロ も 彼等と 類 を 同う する 者で は あるまい 乎 一 

此 事の 可否 を證 明す る もの は 議論で はない 事實 である。 パ ゥ 口 の爲 した 事が 彼が 確かに 直接に 神に 召 

さに たる 者で ある 事を證 明す る。 ム ー デ ー が 常に 曰うた、 「聖書が 神の イン スピレ ー シ ヨンた るの 證 


據は、 其れが 我 を イン スパャ する におり」 と。 加 拉太書 其 物が 其發 端の 一一 一一 口の 偽 はらざる 證據 である。 

此+ $ 決して 狂人 叉 は 空想家の 書いた 者で はない。 其^に 熱 信に 燃る と 同時に 常識に 富み、 論理 寝 然と 

して 動かすべからざる 者が ある。 而 して パゥロ 自身が 彼が 迷 想 家に 非ざる 證據を 擧げて 居る。 彼 は 言 

はんと 欲する 所を言 ひ 終って 最後に 言うて 居る、 「今より 後 誰も 我を擾 はす 勿れ、 そ は 我れ 身に イエ 

スの印 記 を 佩び たれば 也」 と (六 章 十七 節)。 彼 は 身に キリスト 直傳の 使徒た るの 確 實の恪 印 を 押され 

て Is るとの 事で ある。 其 は 如何なる ものな りし 乎と は古來 多くの 註解 者の 才能 を 試みし 問題であった- 

しるし あざ 

^フ ラ ン シ スは其 行爲の 益々 潔 まると 同時に 其 身に 十字架の 印 記が 痣の 如くに 現 はれた と 云 ふ。 パゥ 

口の 身に 佩びた る 印 記 も 亦如此 きもので あつたので は あるまい 乎。 然し そんな 奇践 的の もので なかつ 
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たと 信す る。 此は 彼が 信仰の 故に 受けし 迫害の 傷痕で あつたと 思 ふ。 「我 は 五た ぴ ユダヤ人に ゆ 十に 

一 を 減じた る 鞭 を 受け、 二た び條 にて 撲れ、 一 たび 石に て 撃れ」 と 曰うて 居る sa 林 多 後書 十一 章廿四 * 

廿 五節) 。多分 彼の 身 體には 彼が 如此 くにして 受けた る 幾箇の 傷痕が 殘 つて ほた ので あらう。 そして 彼 

は 之を稱 して 「ィ H スの印 記」 と 云 ひ、 之 を 指して 彼が 問 違な きィ H スの 使徒で ありし 事を證 したの 

であらう。 彼が 人に 依らす して 直に 神の 召しに 與 りたり と は、 自身の 外に 知る 人な き 彼の 靈的實 凝で 

あった。 然し 內 なる 實驗は 外に 現 はれざる を 得なかった。 彼 は 其れが 爲に 迫害 を 受けた、 其 迫害の 痕 

が 傷と して 残った。 此が 彼が 間違な き キリストの 使徒た るの 證據 であると 云 ふ。 そして 何人も 彼の 此 

明 を 否認す る 事が 出来ない。 

そして 使徒 又は 大 教師に 限らない- 凡ての 眞の 基督 信者に 神との 此接觸 が ある。 彼等 は 孰れ も 「人 

よりに 非す、 人に. E らす、 キリスト を 鍵ら し 給へ る 父なる 神」 に 召されて 信者と なった ので ある。 此 
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0 が 神に 召された る 使徒た る 事 は 第 一 節 を 以て 言明 せられた。 そして 彼が 錄ふ ベく 命ぜられし 福音の 

何たる 乎、 其 大要が 是等數 節の 內に 明記 せらる。 我等 は 之 を 讀んで 意外に 感 する。 而 かも 其 意外なる 

所 に 福音 の 福音た る 所以が ^す る と 信す る 。 

私 は 「教義の 大要」 と 云 ふ。 敎義 とは敎 きが 敎權を 以て 信者に 課する 信仰 箇條 ではない。 信者の 信 
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仰 を簡單 明瞭なる 文字 を 以て 言 表 はした る 者、 其れが 敎義 である。 故に 敎義 は惡ぃ 者で ない。 其反對 

に 信者の 立場 を 明かに する 爲に 最も 必要なる 者で ある。 我等の 信仰 は 曖昧であって はならない。 一目 

瞭然で あらねば ならぬ。 世が 之 を 如何に 思 ふ 乎 は 我等の 意に 介す る 所でない。 「然 り然り * 否な 否な、 

之より 過る は惡 より 屮 Z るな り」 である。 敎 義を揭 ぐる は狹 しと 云 ふ 者 は 未だ 信仰の 單純性 を 知らざる 

^！^でぁる。 

そして。 ハウ n が 取って 動 かざりし 敎義の 一 は キリストの 復活であった。 「キリスト を 甦らし \ 父」 

と 云 ふ。 。ハウ 口 は 地上に 生存せ るナザ レのィ H スを 通う して 使徒た るの 使命 を 受けた ので はない。 死 

より 甦りし 主 キリ ス ト より ダマ ス コ 途上に 於て 異邦 傳 道の 職 を 授かった ので ある。 復活の 何たる 乎 は 

^問題と して、 パゥロ は キリスト は 死して 輕り、 令 は 天に 在りて 地上の 萬 事 を 指 掘し 給 ふ 事 を 毛頭 疑 

はなかった。 彼 は 死せ る イエ スの 遺訓に 由て 動く 其崇拜 者ではなかった。 活 きたる 救 主に 事 ふる 其從 

者であった。 父なる 神 は 甦 へれる ィ ヱ ス キリ スト を 以て 彼に 使徒た るの 職 を 授け 給へ りと 云 ふ。 此世 

の 智者 は 曰 ふで あらう、 是 れ 荒唐無稽 の 言 なりと。 然 れ ども 此 意外 な る 言 の 內 に パゥ& の 福音 の 勢力 

が 宿る のであって、 是れ なくして 彼の 傳道 はなく、 叉當 時の 文明^ 界を救 ひし 基督教 は 無かった ので 

ある。 哥林多 前書 十五 章 一節より 十一 節まで を 見るべし。 


キリスト は 死より 甦り 个は活 きて 父と 偕に 萬 物 を 宰り給 ふ。 其 事が 敎義 第一 である。 バウ 口 は 更に 

次いで 曰 ふ 「汝等 願く は 父なる 神 及び 我等の 主ィ H ス キリス 卜より 恩寵と 平糜を 受けよ」 と (第三 節 )o 

是れ亦 意外なる 言で ある。 キリ スト は 父なる 神と 並び 稱 すべき 同等の 方で あると 云 ふので ある。 如何 

なる 人か此 地位に 立ち 得べき。 世に 聖人 は 在った が、 祌と 同等の 聖人はなかった。 釋迦の 弟子 も 孔子 

の 弟子 も 其師を 神と して は 崇めなかった。 然るに 人に 神の 榮光 を歸 する 事 を 最も 厭 ひしへ ブル 人の 一 

人なる。 ハ ゥ 口 は玆に 恩寵と 平康 の出處 として ィ H ス キリス トを 仰いだ ので ある。 狂 か 迷 か C 何れに し 

ろ。 ハウ n が キリスト を祌 として 拜 した 事 は 確かで ある。 殊更に 基督 神性 論を唱 へたので はない、 然れ 

ども 彼が キリ ス トを 人と して 极は すして、 神と して 之に il へし 事 は 是れ亦 疑 ひない 事實 である。 

第三に キリスト は 「我等の 罪の 爲に 身を抬 たまへ り」 と 云 ふ。 玆には 「我等に 代りて 死た まへ り」 

と は 云 はない。 然れ ども 「我等の 罪の 爲に 死た まへ り」 と 云 ふ。 我等の 罪が 彼の 死の 原因たり し は 明 

^^^^o 彼 は 御 自分の 爲に 死た まうた ので はない、 又は 御 自分の 主義 を 守る 爲に 死ぬべく 餘儀 なく 

せられた ので はない。 ii^^ ゆ^^.^ トゃ 架の 死に 逐 ひやった ので ある。 縱し聰 罪の 死でなかった と 

する も、 身代りの 死であった 事 は 確かで ある。 彼に 在りて 「彼 は 我等の 愆の爲 に 傷 けられ、 我等の 不 

義の 爲に碎 かれ、 自 から 懲罰 を 受けて 我等に 平 康を予 ふ、 その 撲れ し痍 によりて 我等 は 癒されたり」 

と あ る 預言者 の 言が 實現 したので ある。 そして キリストの 此 死が 贖罪の 死であった 事 は 聖書の 他の 箇 

所に 由て 明かで ある。 人 は 自分で 自分の 罪 を 除く 事 は 出来ない" 祌は 其獨子 をして 人の 罪を撸 はしめ- 

人に 代って 賵 罪の 死 を 遂げし め 給へ りと は バウ 口 が 他の 使徒 等と 共に 唱 へし 所で ある。 福 昔の 幅 昔た 

る は玆に 在る。 初代の 信者 は 「キリスト 我等の 罪の 爲に 身を捨 たまへ り」 と 聞いて 其 何 を 意味す る 乎 
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を克く 解した ので ある。 パゥ B は 今日の 多くの 基督 敎會 の敎師 等が 爲 すが 如くに、 社會 改造 叉 は道德 

的 努力 を稱 して 福 昔と は 云はなかった ので ある。 「我等 111 かりし 時に キリス ト定 りたる 日に 及びて 罪 

人の 爲に 死た まへ り」 と は 彼の 福音の 根牴 であった (。 マ 書 五 章 六 節 )o 罪の 赦 しの 必要 條件 として キリ 

厶 < ：厶 厶厶 <3厶 <"<"<3<1厶<3 厶厶 <"<" 

ストの 十字架 上の 死 を 認めざる 所に パゥ II は 福音 を 認めなかった。 

第 四 は 「今の 惡 世より 我等 を 救出さん」 爲の 死で あつたと 云 ふ 事で ある。 「今の 惡世」 と は バウ 口 

在世 當 時の 世を稱 して 云うた ので はない 3 現世 全體を 指して 云うた ので ある。 是れ亦 近代 人の 意外と 

する 所で ある。 若し 此 世が 惡 しき 世で あると ならば 善 き^と は 何處に 在る 乎。 此 世に 惡の 在る は 疑 は 

ない が、 然し 善くす る の 屮：： 來な い 世で あつ て實 質的に 惡 しき * であると は 近代 人並に 此世 の 人 等の 

全 然諾 はざる 所で ある。 然れ ども パゥロ は 雨う 信じた。 ィ H スも亦 雨う 敎へ給 ふた。 ィ H ス 並に 使徒 

等 は 所謂 樂天 主義者でなかった。 人類 は 罪の 手に 賣られ たる 者、 世 は 神の 呪 ひの 下に 在る 者で ある。 

惡魔は 「此 世の 主」 であって、 此， は 根本的に 惡ぃ 世で あると は 聖書の 敎示 である。 故に 云 ふ r 此世 

或は 此 世に 在る 物 を 愛する 勿れ、 人 もし 此世を 愛せば 父 を 愛する の 愛 その 衷に 在るな し」 と。 此^ は 

. 人の 施す 敎化 運動 位ゐで 善く 成る 者で ない。 此は祌 の 改造 を 待つ にあら ざれば 到底 善く 成る の 見込な 

き 者で ある。 

鼓に 於て か 第五の 敎義が 起る ので ある。 卽ち 人は此 世より 救 屮：； さる、 の 必要が ある、 救濟 他な し 救 

出で あるとの 敎義 である。 信者 は 此世を 改造して 祌の國 と 成さん とする ので はない、 彼 は 此世を 否認 

して、 卽ち 根本的に 惡 しき 世な りと 認めて、 其內に 在りて 祌の 義を證 する ので ある。 此 世はソ ドムと 

ゴ モラ、 信者 は ロトの 如くに 神に 導かれて 其內 より. 睨 屮：： すべき 者で ある。 厭世主義と 云へば 其れまで 


である。 然れ ども 其れが 聖書の 人生 觀 たる を 如何せん。 基督 敎は 決して 此世を 善き 世と は 認めない、 

又 其れが 進化して 終に 天國と 成るべし とは敎 へない。 基督 敎は 惡は惡 也と 稱し、 人に 偽りの 希望 を 供 

して 彼 を 欺かない。 パゥロ は 明. R に 「キリスト は 神の 旨に 循ひ、 今の 惡 しき 世より 我等 を 救出さん と 

て 我等の 罪の 爲に 身を捨 たまへ り」 と 云 ひて、 彼の 福音の M たる 乎 を 明かに 示した。 躀罪、 救扬、 キ 

リ ストの 再臨、 萬 物の 復輿 等の 敎義 が此 一 節の s: に 含まれて あるので ある。 

以上 は 加拉太 書翰の 挨拶の 語の 內に 含まれた る バウ a 唱道の 敎義の 大要で ある。 而 して 問題 は是れ 

我が 奉す る敎義 である 乎、 其れで ある。 今や 基督 敎と 云へば 愛の 敎 であると 云 ふ。 然れ ども 其 愛た る 

や キリストの 復活、 彼の 神性、 贈 罪、 救出の 敎義に 現 はれた る 愛で ある 事 を 知らねば ならぬ。 督敎 

を淺く 容易く 解して 我 は 基督 敎を 了解せ りと 稱 する 者 多き を悲 む。 斯 かる 人 は 加 拉太書 を讀ん で其發 

端の 語に 躓く ので ある。 殊に 此世 を稱 して 惡 しき 世と 云 ひ、 救 拯は此 世 を 善くな す 事に 非す して- 其 

内より 救出 さる、 事で あると 聞いて、 彼等 は 意外の 感に打 たれ、 自身 福音の 信者に あらざる 事 を認む 

るか、. 然ら ざれば パ ゥ 口 の 信仰 を 非難し、 此は 猶太 敎の 感化より 脫出 する 能 は ざり しパ ゥ a 獨特の 人 

生觀 であって、 キリストの それに 非す と斷定 し、 以て 自己の 不信 を 辯 護 せんとす る。 斯 かる 人に は 加 

拉太書 は 興味 至って き 書で ある。 唯パゥ II 研究の 良き 資料と して、 叉宗敎 歷史の 好き 材料と して 珍 

ffil せらる k に 止まる。 今や 第 十六 世紀の 大 改革 を 起せし 此 書が、 基督 敎會に 於て 必要 缺く ベから ざる 

書と して 重んぜられざる は敎勢 衰退の よりも 好き 證據 である。 

今の 人 は 曰 ふで あらう、 キリスト は 甦へ らうが 輕 るまい が、 人で あらう が 神で あらう が、 そは實 際 

生活に 何の 干與 なき 問題で ある。 人 は 唯 キリストの 如き 人格 を 具 ふれば 足る。 其 他の 神學 問題の 如き 
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吾人 は 之 を 不問に 附し て 可な り。 殊 に 宇宙 並 に 人生に 關 して は 吾人 は 近代の 進歩せ る科學 並に 哲學 に 

學ぶ べし。 舊き 昔の バウ ri に學 ぶの 要な し。 若し 斯 かる 事にまで 吾人 は 聖書に 聽 かざる ベから すと 云 

ふなら ば、 吾人に 知識の 進歩 もな く、 活動の 自由 もな きに 至る であらう。 神學 問題の 攻究 や 古代 神話 

の 穿 整 は 之 を 閑人に 委ねて 可な りと」 

然ら すで ある。 我等の 救 主 は 死して 輕 へれる 神と 等しき 者で あらねば ならぬ。 然ら ざれば 彼 は 弱き 

罪人なる 我等に 救 主たるの 用を爲 さない。 基督 信者 は 死せ る 聖者の 跡を迪 りて 己が 完成 を 計る 者で な 

い。 活ける 救 主に 身 を 委ねて 神に 肖ん 事 を 期す る 者で ある。 基督 信者 は キリスト を 模範と して 歩む 者 

でない、 彼 は 直に 導かる &者 である。 故に バウ P が 曰へ るが 如く、 「キリスト 若し 輕 へら ざり しなら 

ば 我等の 信仰 は 空しく * 我等 は尙 罪に 居る」 ので ある (哥 林 多 前書 十五 章 十七 節)。 キリスト 復活の 信仰 

は 基督 信者に 取り 實際上 最も 必要で ある。 

此 世は惡 しき 世なる は 間遠な き事實 である。 此は說 でもなければ 神學 でもない。 人生 を 深く 味 ひし 

者の 何人も 認 むる 所の 事實 である。 世は學 術の 進歩と 共に 渐々 と 善く 成る と 云 ふ は事實 でない、 其 反 

對 が事實 である。 世 は漸々 と惡 くな りつ k ある。 ィ H スが敎 へ 給 ひし 通り、 バウ n が玆に 述べし 通り 

此世は 根本的に 惡 い^で ある。 此事を 認めす して 此 I を 善くな さんと 欲する が 故に、 我等 は 限りなく 

問 違 を 行 ふので ある。 敵 を 知らす して 敵に 勝つ 事 は 出来ない。 病 を 知らす して 病 を 癒す 事 は 出来ない。 

不治の病 人 を 癒さん と 欲する が 故に 無益 の 努力 を爲す ので ある。 此世は 人力 を以 てして は 到底 救 ふ 能 

はざる までに 腐れた る 世で ある。 故に 全能の 祌の 改造 を 要する 世で ある。 そして 我等 は 自己 を 全然 神 

に 御 引渡し 申 し、 彼の 御 5^ となりて 其聖 業に 參加 する を 許さる、 ので ある。 


もの  のこ 

亡ぶべく 定められ たる 世で ある、 故に 世の 屬 として 存る間 は 自分 も 救 はれす 世 を も 救 ふ 事 は 出來な 

い。 人は聖 めら れ ねばならぬ。 卽ち 祌の屬 たらん が爲に 世より 離され (聖^) ねばならぬ。 此歡の 人 

でありながら 神の 救 ひに 與 らんと 欲する は 無理で ある。 基督 信者 は 世人の 服より 見て 變人 たる は 止む 

を 得ない。 

第四囘 ガ ラテャ 人の 變信 

,  加 拉太書 一章 六 I 十 節 

ガラテ ャ人は 一 度 は 熱心に バウ 口 の說 いた 幅 音 を 信じた。 然るに パゥ n の 後に 來り、 彼と 信仰 を M ハ 

に す る 傳道師 の 傳道 を 受け て 忽ちに して 前者 を棄て 後者に 就いた。 彼等 の 場合 に 於て、 彼等 は 元の^ 

像敎に 還った ので はない" 一 の 基督教より 他の 基督 敎に 移った ので ある。 。ハウ 口の 時に 巳に 數箇の 基 

督敎 があった。 人間の 在る 間 は 宗派 は絕 えぬ であらう。 然し 宗派 は 在るべき 害の 者で ない。 そして 熱 

誠燒 くが 如き。 ハウ n の 如き 人に 取りて は 世に 一 つ 以上の 一 i 昔 ありと は堪 へられぬ 矛盾で あったり 故に 

ガ ラテャ 人に 變信 ありし こと を 聞きし 彼 は 彼の 驚き を發 表して 曰うた。 ， 

我 は 驚く 此 くも 速に 汝 等が キリストの 恩寵 を もて 汝等を 召した る 者 を 離れて 異なる 福 昔に 遷 りし 

事 を。 此は 「異なる」 と稱 して 福 昔に 非す、 或 人た ぐ汝等 を擾し キリストの 福音 を更ん とする 3 ひ 

實 にたと へ 我等に もせよ 叉 天よりの 使者に もせよ、 若し 我等が 汝 等に 傅へ し 所に 逆 ふ 福音 を汝等 

に傳 ふなら ば 其 人は詛 はるべし。 云々 
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と ハー 章 六節以 ：卜〕。 パゥ 口 の 驚き は 二重であった。 彼等の 變 信の 速 かなる が 其 一 であった。 彼等が 恩寵 

の 幅 音 を 去った のが 其 二であった。 如何に 變り 易き が 彼等の 國民性 なれば とて、 斯 くも 速 かに 彼等が 

變 りたり と は バウ B に 取り 意外であった。 殊に 六ケ 敷き 敎義ゃ 複雑なる 儀 禮を棄 しに 非す して、 キリ 

ストの 恩寵 を說 きし 單純 にして 明，： n なる 福音 を棄し 事、 其 事に 就き パゥロ は 驚いた ので ある。 之に 對 

して ガラテ ャ人は 曰うた、 「我等 は 幅 昔を棄 しに 非す、 一の 福 昔 を 離れて 他の、 而 かもより 善き 幅 音 

に遷 りしに 過す」 と。 。ハウ 0 は 之に 答へ て 曰うた、 「福 音 は 唯一 である、 我が 傳 へし キリストの 恩惠 

の 福 昔で ある。 之 を 除いて 他に 幅 昔 はない。 若し 有る と 云 ふなら ば 其れ は 福音なら ざる， 幅 音で ある。 

若し 我れ 自身たり と雖 も、 我が 傳 へし： i 音 以外の 福 昔を傳 ふるならば、 我 は アナテマ として 神より 絕 

たるべし」 と。 

若し 斯 かる が 今 在った とす る な ら ば 、 批 lis 家はガ ラ テ ャ 人 を责む る 前 に 先 づ パ ゥ 口 を 貴む る で あ 

らう。 曰く 「ガラ テャ人 は ral^ して 能く パゥ 口の 一 i 昔 を 解した ので あらう 乎。 斯 くも 速に 之 を 棄しを 見 

れば， 彼等 は 初めより 其 心髓に 人らなかった ので あらう。 未だ 解せ ざり しに 解したり と速斷 せし バウ 

&も亦 幾分 か 彼等の 變 信の 責任 を擔 はねば ならぬ。 殊に 取る も 捨るも 备自の 自由で ある。 ガラ テャ人 

が 若しより 善き 福音 を發 見したり と 思 はに、 此を 捨て 彼 を 取り たれば とて、 彼等に 何の 咎 むべき 所 は 

ない。 殊に 又き 分. の 福音に 反對 する 福音 を 福 昔に 非す と稱 し、 之 を アナ テ マ 呼 はりす る は 偏狭と 云 は 

ざる を 得す。 バウ rt の 熱心 は 賞すべし とする も、 其 狹隘は 讚むべき に 非す。 近代 人 は 注意して 彼の 此 

言を讀 むべき である」 と。 

然れ ども 彼等 批評.： ゑ 自身が パゥロ の 幅 昔 を 解し 得ない ので あると 私 は 信す る。 彼が 後に 至りて 此書 


に 於て 說 くが 如くに、 彼の； i 音 は簡短 明瞭なる 者に して、 之に 誤解の 餘地 はない ので ある。 受 くる 乎 

受けざる 乎、 福音に 對 して 我等の 取るべき 途は之 を 除いて 他に 無い ので ある。 此 事に 關し パウリ は 後 

に：：； はざる を 得なかった。  . 

おろ 力  .1 一 ふら 

愚なる 哉ガ ラテャ 人よ、 誰が 汝等を 誑かし \ 乎。 十字架に 釘 けられし ィ H ス キリス 卜は汝 等の 口 

前に 現然 示されし に 非す や。 

と (三 章 一節〕。 十字架に 釘 けられし ィ H ス キリスト、 福 昔の 全部 は 鼓に 在る。 之 を 信す る 乎 信ぜざる 

乎、 問題 は簡 短の 極で ある。 而 して ガラテ ャ人は 丁度 は 之 を 信じて 恩 惠と歡 喜の 生酒に 人った ので あ 

る。 然るに 之に 飽き 足らす して、 キリス トの 十字架 以外に 何物 か を 要求して 信仰の 途を踐 外した ので 

ある。 世に 父の 愛 を 知る に 信 以外に 途の あり やう 害がない。 父母 を 信じて 彼等に 關し 凡てが 明瞭で あ 

る。 彼等を信ぜすして萬_5^-が混亂でぁる。 使徒 ョ ハネの 言を以 つて 云 ふなら ば 

其れ 祌は 其の 生み 給へ る 獨子を 賜 ふ 程に 世の 人 を 愛し 給へ り、 此は 凡て 彼 を； £ する おに 亡る 無 

くして i§ りなき. 生命 を 受けし めん 爲也 

と 云 ふので あって、 福音 は 之 を 以て 盡 きて 居る ので ある (ヨハネ 傳三章 十六 節い。 「彼 を：^ する 者に」 で 

ある。 「彼 を哲學 的に 解す る 者に」 ではない。 「己が 義を 以て 彼 を 喜ばし 奉らん と 欲す 者に」 ではな 

い。 祌に 近づく は 父母に 近づく と 同じで ある。 唯 信仰 を 以て 5^ ある。 そして 信仰の 途を て- - 神に 近 

づ き 其 恩 惠に與 かる 途は 絶えた の で あ る。 

如此 くにして バウ 口 がガ ラテャ 人の 變信を 聞いて 驚いた の は 不忍議 でない。 叉 彼れ が 彼の 傅へ し； 幅 

音 以外に 福 昔な しと 言うた の も 無理 で ない。 「神の 恩 惠に應 する に 人の 信仰 を 以てす」、 福.. 片は れ 

加拉太 * の 精神  一一 一三 七 


ガラ テャ書 s 究  三 三 八 

で盡 きて 居る。 然るに ガラテ ャ人は 之 を 以て 滿 足せす して 信仰 以外に 神の 恩 惠に與 かる 途の 必要 を感 

じ、 之を發 見せり と 思うた ので ある。 バウ B の 驚き 歎き は玆に 在った。 狹 いも 廣 いも 在った 者で ない。 

キリストの ト 1 ぞ 架に i はれた る 神の愛 を 以て 滿足 する 能 はすして … … 赏は其 愛 6 深さ を 探り 得すして 

…… 之 を 補 ふに 他の 途を 以てせん としたの である。 バウ 0 は 驚き、 然り 呆れざる を 得なかった ので あ 

る 0 

そして 其 他の 途とは 何んで あった 乎と 云 ふに、 舊ぃモ ー セの 律法であった。 割 禮を受 くる 事で あつ 

た。 月と 日と 節と 歳と を 守る 事であった (四 章 十 節 )o 卽ち キリストの； i 昔 を 補 ふに モ ー セの 律法 を以 

て せんとす る 事であった。 然れ ども 是れ 信仰の 逆行で ある。 信仰 丈け を 以て 充分と する、 其れが 信仰 

の 道で ある。 之に 不足 を 感じて、 之 を 補 ふに、 實は 之に 代る に、 儀式 义は條 令 叉 は 苦行 を 以てせん と 

す。 其 所に 信仰の 墮 落が ある。 バウ ロは此 事をガ ラテャ 人に 於て 見て 歎じて 曰うた ので ある、 r 汝等 

-何ぞ 1^ き賤 しき 小學に 返りて 復び 其の 奴隸 たらん こと を 欲 ふや」 と (四 章 九 節)。 

而 して 此はガ ラテャ 人に 限った 事で ない、 世界 何れの！： 族に も ある ことで ある。 罪の 人に 取り 信す 

る 程 難い 事 はない。 彼 は 何 を爲し 得ても 信す る 事 丈け は爲し 得ない ので ある。 彼 は祌を 思索す る、 壯 

厳なる 儀式 を 設ける、 祌を 祭る、 又は 難 業苦 行して 神に 惠 まる、 の 資格 を 作らん とする。 然れ ども 唯 

5単 に 神の愛 を 信じて、 然り 信じた 丈け で惠 まれん とする は、 彼の 爲し 得ない 事で ある。 故に 動と もす 

れば彼 は 信仰の 途を 離れ、 其 他の 途を撵 ぶので ある。 大抵の 場合 は 儀式に 走る ので ある。 洗禮を 受け、 

. ^ー餐 式に 與 かれば、 其れで 救 はる k と 思 ふので ある。 此は 何人も 爲し 得る 所、 又單 なる 信仰と 異り現 

ふ 莨 的であって cj ハ體 的で ある 乎の やうに 見える が 故に、 多くの 人は此 道に 走る ので ある。 言 あり 曰く 


r 人 は 生れながら にして 羅馬 天主 敎徒 なり」 と。 卽ち人 は 生れながら にして 儀式の 宗敎を 好む との 意 

である C 今や 日本に 於ても 羅 ml 天主 敎，^ が 多くの 歸依者 を 得る に 至りし 其现. E の 一 は 確に 玆に 在る の 

である。 殊に 宗敎を 藝術視 せんと 欲する 今日の 日本人に 取り 羅馬 天主 敎會が 憧憬の 目的と 成れる は怪 

しむに 足りない。 我が 柏木の 連中の： M: より すら 天主 敎會に 走った 者が ある。 而 かも 彼等 はガラ テャ人 

が バウ n の 福 昔 を 離れし やうに 我が 柏木の 信仰 を 離れし ことに 氣附 かないの である" 其 事 を目擊 する 

我が 心の 苦し さよ。 

然れ ども 幅 昔の 離反 は债 式の 選擇に 限らない。 或 者 は 規則 を 愛し、 制度 を 愛し、 組織され たる 敎會 

を 愛す。 彼は單 なる 信仰に て は 物 足らす 感じ、 或る 定 限され たる 團體を 要求し、 之 を 作らん とし、 叉 

之に 人らん とする。 是れ 世に 許 多の 宗敎 團體の 在る 所以であって、 人情の 弱き が 故な りと 云へば 止む 

を 得ない 次第で ある。 然れ ども 制度 は 全然 無用な りと 云 ふ 能 はすと 雖も、 信仰 は 制度 以上の 勢力で あ 

る 事 は確實 である。 而 して 信仰よりも 制度が 重んぜら る」 所に 信仰の 墮 落が あり、 义 制度の 廢 額が あ 

る。 信仰 熾烈の 時に 際して は， <は 制度の 必要 を 感じない。 信者が 制度の 必要 を 感じ 出した 時 は、 彼の 

信仰 冷却の 始 つた 時で ある。 

然れ ども 近代に 至って 信仰 離反 は 新ら しき 形 を 取った。 其れ は社會 事業の 選擇 である。 今や 社會事 

業が 信仰の 代用 を爲 すに 至った。 甚だしき に 至って は 基督 敎卽ち 社 x% 事業な りと さ へ 思 はる、 に 至つ 

た。 而 して 此途を 取りし 者はャ コ ブ書ー 一章 十四 節 以下に 於け る 使徒 ャ コ ブの言 を榷に 取る ので ある。 

z:  く 

我が 兄弟よ、 人自 から 信仰 ありと 言 ひて 若し 行なく ば： E の 益 あらん 乎、 その；^ 仰い かで 彼 を 救 ひ 
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得ん や。 若し 兄弟 或は 姉妹 裸體 にて 日用の 精に 乏し からん に、 汝 等の 內或人 之に n ひて 「安然に 

して 往け、 願く ば 汝等溫 かにして 飽 くこと を 得ん」 と、 而 して 其 身體に 無くて ならぬ 物 を 之に 與 

へす ば 何の 益 あらん や。 此 くの 如く 信仰 もし 行なき 時 は 死ぬ るな り。 

寳に 尤も の 首 で あ つ て 何人も 之 に反對 する こと は 出來な い。 そして 今や 許 多 の 人 は、 in んど敎 會全體 

が、 使徒 ヤコ ブの 此聲を 聞いて、 使徒 パゥ 口の イエスキリストの 恩惠 の； i 昔 は 措いて 顧みざる に 至つ 

た。 今や 社き 業 は敎會 唯一 の 事業で ある。 メソヂ スト 敎會 叉はバ プチ スト 敎會等 * 特殊の 一 i 音敎き 

も 其 全 注意 を 社，^ 事業に 拂 ふに 至った。 玆に 於て かパゥ の 「我れ 思 ふに 人の 救 はる \ は 律法の 行 ひ 

に 由ら す 信仰に 出る」 との 一一 一一 a 明の 如き は 基督 敎會內 に 於て 篾 きを 爲さ 5^ るに 至った" 社會 事業 を爲さ 

ざる 敎會は 何も 爲さ る敎會 である 乎の やうに 思 はる k に 至った。 

然れ ども バウ pra^ して 誤れる 乎。 然ら すと 私 は 答へ る。 社會 事業 は 決して 信仰の 代用 を爲 さない。 

社 <!53 事業 は 人の 靈 魂に 平 康を與 へない。 社き W 業に 由て/、 のす ベて 思 ふ 所. に 過ぐ る 平安 は 我等の 心に 

.  . ,w の づ 

臨まない。 而已 ならす、 信仰 を輕ん じたる 社會 事業 は 忽ちに して 行詰りの 狀 態に 陷 つた。 信仰 は自か 

ら社會 事業 を 生む 、 然れ ども 社 會裹業 は 信仰 を 生まない。 今日の 基督 敎會 が 其の 最も 好 き 證據 で あ る _ 

敎會は 十字架の 信仰 を棄 て社會 事業に 入って、 活ける 水のお を 去って、 壞れ たる 水 を 保たざる 水 溜 を 

掘った ので ある CH レ ミ ャ記ニ 章 十三 節〕。 

第五 囘 血肉と 謀らず ァラ ビヤに 往く 


加 拉太書 一章 十 一 節 以下 

。ハウ a は 自由 獨 立の 傳道師 であると は 彼が 此 書翰の 劈頭 第一 に宣 べし 所で ある" 彼の 俾 へし 福音 も 

亦， H .mli 立の 一 i 昔 であると は 彼が 今より 述べん と 欲する 所で ある。 卽ち 使徒た る 彼れ 自身 の 職分と 彼 

の宣傅 ふる 幅 昔と は- 同じく 人より 出しに 非す 叉 人 を經て 授けられ しに 非す、 神より 出て 直に 祌の于 

を 以て 彼に 授けられ たる 者で あるとの 事で ある。 卽ち 自由 獨 立の 人に 由て 自由 獨 立の 福 昔が ガラ テャ 

人に 傅 へられた との 事で ある。 甚だ 誇い 繰返しの やうで あるが、 此際。 ハウ a の 立場 を 辯 明す るに 方て 

必要 缺 くべ からざる 仕方であった。 

パ ゥ は兹に 前と 略 ぼ 同じ 様なる 口調 を 以て 言 ふ。 

兄弟よ 我れ 改めて 汝 等に 示す、 我が 曾て 汝 等に 傳 へし 所の 福音 は 人に 依る 者に 非す、 そ は 我れ 之- 

を 人より 受けす 亦敎へ られ す、 惟ィ H ス キリ ス 卜の 默 示に 由り て 受け たれば 也。 

と 〔十一， 十二 節〕。 「我れ 改めて 汝 等に 示す」 と 云 ふ。 此 はパゥ 口が ガラ テャ 人と 共に 在りし 時 震々 彼 

等に 吿 げし 所であった" 而 して 今や 彼等の 變 信に 際して 改めて 復た吿 げざる を 得すとの 意で ある。 此 

は。 ハ ゥ a に 取り 重要 問題で ある〕 彼に 此事を 認めす して 彼が 使徒た るの 權威 を認 むる 事 は 出来ない。 

「我が 福音 は 人に 依る 者に 非す」 と 云 ふ。 原語の kata  anthr5pon は 「人に 準ぜす」 との 意で ある。 

人的に 非す 神 的で あるとの 意で ある。 故に 「我が 福音 は 位の 流儀に 傚 ふ 者に 非す」 と譯 して 間違ない 

と 思 ふ。 卽 ちパゥ B の傳 へし 福音 は 其^ 容實 質に 於て は 勿論の こと、 其 受授の 方法に 至る まで 世 Si 的 

でない とのこと である。 若し 今日の 言 紫 を 以て 曰 ふなら ば 「兄弟よ、 我れ 改めて 汝 等に 示す、 我が 曾 
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て汝 等に 傳 へし 所の 福音 は^ 問 的に 非す」 と 云 ひて 最も 善く バウ n の 意 を 通す るで あらう と 思 ふ。 パ 

ゥ" の 幅 昔 は 何であった にせよ 世 人的ではなかった。 此は 全然 非 世間 的であった。 此 世の 人 等の 眼 を- 

以てし て は 到底 之 を 解す る 事が 出来ない。 そし て ガ ラ テ ャ人 は靈の 人た る を 止めて 再び 元の 肉の 人卽 

ち 此^の 人に 還った が 故に。 ハウ a と 其 福音と を 誤解す るに 至った ので ある。 

容は 後に 讓り先 づ受授 の 方法に 就て 言 ふ。 「我れ 之 を 人より 受けす 亦敎 へられす、 ィ H スキ リス 

トの默 示に 由り て 受けたり」 と 云 ふ。 人 を 經て傅 へられす、 叉 人に 敎 へられす と 云 ふ。 其點に 於て 旣 

に 非 ゆ 間 的で ある。 福 昔の 根本的 眞 现を傳 ふるに 就て バウ a に 此^の 先生はなかった。 彼 は 其 事に 於： 

て 全然 自由で あり 獨 立であった。 彼 は 福 昔をェ ルサ レム の 母敎會 より 受けす、 又べ テロ、 ョ ハネ 等の 

使徒 等に 敎 へられす、 度ち に 之 を 人に 非す して 祌の 子なる ィ H ス キリストより 受けた〕 而 かも 一 辞々 と 

して 敎 へられす して、 直覺 的に、 啓示に 由て 受けた. = ^と 云 ふ。 實 に大膽 極まる 吿白 である。 若し 眞實 

に あ ら ざれば 最大 の 虚偽 である。 如 此き事 は絶對 的に 在り 得べ からすと 彼の 反 對者は 言うた に 相違な ■ 

い。 之に 對 して パゥ& は事實 有の 儘 を 述べ て 彼の 此 言の 妄言に 非す して 眞實 である こと を證 明した。 

「八/我れ 汝 等に 書 贈る 所 は 神の 前に 誠ら す」 と は 彼が 己が 良心に 訴 へ て 厘々 繰返して 言うた 言葉で あ 

ちう (二十 節 )。 

そして 事實は 一 章 十三 節より 一 一章 末節に 至る までの 通りであった。 此は パゥロ の改信 並に 其 後の 事 

情に 關 する 彼の 自叙 傅であって、 彼の 生涯 を 知る に 方て 最も 貴重なる 記事で ある。 使徒 行傳は パゥロ 

の 生涯に 就て 記す 所 最も 多し と雖 も、 共 正確なる 事に 於て は 彼の 遣せ る 書翰に 及ばない" そして 書翰 

の. 5： にて 最も 寫實 的なる は 此加拉 太 書で ある。 人 を 知る 者 は 其 人 自身で ある。 殊に パゥ 口の 如き^ 的. 


實験を 叙述す る に 秀 で た る 人 の 自 己描寫 は 傳記文學 の 經典と 稱し て 可 な る ^1^ で ぁ る 。 文字 其 物が 誠 ら. 

ざ る #赏 の證 明で ある。 若し 有った 事の な い 事を斯 くも 如實 的に 叙述し 得る 人が あ るなら ば 其 人 は-！ a 

に 欺 僞師の 首で ある。 而 かも^に 未だ 曾て パゥ n の 眞實を 疑った 者 はない。 

バウ。 は に 所謂 ィ ン テ ン ス キャラクタ —であった。 卽ち 何事 を爲 すに も 徹底せ ざれば 止まぬ^ 侪 

の 人であった。 彼 は ユダヤ教に.；^ りて は ユダヤ 敎に 徹底し、 基督 敎に 反對 する 時 は 徹底的に 反對 し、 

過誤 を改 むる 時には 徹底的に 改めた。 ラオ，、 テキ ャ敎會 の 信者の 如くに 冷 かに も 有らす 熱く も 有ら ざ る 

事 は 彼の 耐へ 得ない 所であった。 故に 彼れ 一 たび 彼の 舊 信仰の 誤れる を 示さる &ゃ、 彼 は 「直に 血肉 

と 謀る こと をせ す」 絕對 的に 神の 命に 服したり と 云 ふ。 「血肉」 と は 父母 兄：？ 等血緣 をのみ 云 ふので 

ない、 情 赏叉は 利益 等、 身に 關 はるす ベての 苦樂 又は 利害 を も 指して 云 ふので ある。 「血肉と 謀らす」 

と は 3： 人と も 謀らす 叉 我が 利害 を も 省みす 一 意專 心神の 啓示に 從 つて 行動せ りとの 事で ある。 徹底の 

人で ある、 獨 立の 人で ある、 勇敢の 人で ある。 過激の 人で あると 云へば 云へ ぬ こと はたい が、 然し 神 

の聲を 聞きし 時に、 此 ef? 氣 決心が なくして 神と 人と に對 して 忠實 なる 能 はすで ある。 若し パゥ C が此 

等 血肉と 謀ったならば 如何？ 若し 彼が 父母 兄弟に 相談したならば 彼等 は 勿論 彼に 反對 したで あらう。. 

若し 自己に 謀ったならば 如何？ 彼れ 自身の 利害 観念が 彼 をして 斯 かる 無謀の 事業に 入る こと を 許さ 

なかった であらう。 若し エルサレム 敎會の 十二使徒 等の 許に 走ったならば 如何？ 彼等 は先づ 第一 に 

彼の 誠意 を 疑 ひ、 彼に 訊す に 多くの 質問 を 以てし、 彼の 熱心 を 冷し、 彼の 男氣を 挫き、 叉 多くの 摘 太 

的 思想 を 課し、 彼が 直接に 神より 授かりし 啓示の 自由 を 妨げた であらう。 人 は 彼の 氣儘 勝手 を責 むる 

ならん も、 彼に は 彼が 守るべき 聖 なる 秘密が あった。 斯 かる 場合に は 血肉 は 其す ベての 形に 於て 将み 
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ざるが 智慧で あり 叉 義務で ある。 人に 諮らす、 自己に 省みす、 更に 直に 神に 敎 へられん が爲に バウ 口 

はァラ ビヤに 往 いた、 曰く 

神、 共 i でむに 於て 善と し 給 ひし 時に、 卽ち 我が a; の胎に 在りし 時より 我 を簡び 置き、 その 恩 束 r ど 

もて 我 を 召し 給 へ る 者、 我 をして 異邦人に 宜傅 へ しめんが 爲に其 御子 を 我が 衷に顯 はし 給 ふ を 善 

とし 給 ひし 其 時、 我れ 直に 血肉と 謀る こと をせ す、 又 我より 先き に 使徒と なりて H ルサ レムに お 

る 所の 者に も 上らす して、 去りて ァラ ビヤに 往 けり、 而 して 復たダ マスコに 返 へれり。 

と (十五 ー 十七 節〕。 「M ルサ レムに 上らす して 其反對 にァラ ビヤに 下れり」 との 事で ある。 卽ち 人に 敎 

へられん とて 敎现の 所在地なる エルサレム に往 かすして、 祌に敎 へられん が爲に 無人の 地なる ァ ラビ 

ャ に 往け りとの 蔡 である リ 

一一 H あり 曰く 「英國 人の 歷史は 海 を 離れて 語るべからざる が 如くに ィ スラ H ル 人の 歷史は 砂漠 を 離れ 

て； おる 能 はす」 と。 イスラエル 人 は 其 最善の もの をす ベて 砂漠に 於て 據た。 モ ー セは H ジブ ト 人より 

遁 れてメ ヂァ ンの 地に 柱き 其 所に 祌 御自身の 敎 育に 與 かった。 H リャ も亦ホ レブの 山に 往き其 所に 神 

の 細き 靜 かなる 聲を 聞いた。 バプ テス マの ョ ハネも 亦 ュダの 山地の 曠野に 他んで 其 所に 主の 前に 道 を 

倫へ まつる ための 準備 を爲 した。 而 して 今や バウ n は 其 心に 神の 子 を 示されて 異邦人 の 使徒た るの 職 

に 就かん として 人なる 敎師の 許に 走らす して 人た きァラ ビヤの 砂漠に 往 いた U 砂漠 はモ ー セ、 ェ リ ヤ- 

ヨ  ハネ、 パゥ a 等 偉大なる 神の 人 等を敎 育せ し 神の 設け 給 ひし 最良の 學 校であった。 言 ふ 勿れ 砂漠 は 

ocooococ>o(-oooocr>oco  00  0  0  OOCOCO0O  0  000000  ^-0  0-  coo 

經 的に 無價 値なる が 故に 人類に 用な しと。 人類に モ ー セ の 律法と パ ゥ 口 の 福音と を 供した 丈け で 一 

千 二  .rn: 萬 方き のァラ ビヤ 砂漠の^ 在の 理由 は 充分に 認めら る \ ではない 乎 。神が 地球 面 上に 冬く の不 


毛の 地 を 存し給 ふ は 故な きに 非す である" 地 は 悉く 農園たり 工業 地た るべき でない。 「人 はパ ン のみ 

にて 生く る； s!^ に 非す、 祌の 口より 出づる 凡ての 言に 困る」 と あれば， 人な き 砂漠 繞 角の 地 も 亦 人の 爲. 

に 必要で ある。 砂漠の 無き 所に 神の 人 は 起らない〕 叉 砂漠 を 求めざる/、 に 神の 靈は 臨まない。 人の 生. 

ん 叩なる 神の 言に 接する 爲に 砂漠 は必す 無く て はならぬ ものである。 

バウ a の 此實驗 が 文字通り 今の 人に 繰 返へ され やうと は 思 はない" 然し 乍ら 其 根本の 精神に 於て 凡 

ての 基督 信者 は 彼の 跡 を踐む 者で ある。 基督 信者に 人なる 敎師は 無いで はない が、 其 心に 神の 乎を顯 

はす 者 は 人で なくして 祌 である。 「人 は聖靈 に 由る に 非れば ィ H スを 主と 稱ぶ能 はす」 と。 ハウ 口が 一 百. 

ひし は 其 事で ある。 ィザャ は 今の 時に 就て 預言して 口- 「た 「汝の 子等 は呰な H ホバ に敎 へられん」 と 

( ィザャ 書 五十 四 章 十三 節 )o 人に は 人の 到底 敎 ふることの 出来ない 事が ある。 福 昔の 眞现. の 如き 其れで 

ある。 是れ 「目 未だ a す 耳 未だ 聞か すん の 心 未だ 念 はざる 者」 である。 是れ祌 が其聖 子を以 つて 度に 

人の 靈に 示し 給 ふ 者 で あ つ て、 此：： 小— に與 かる 實驗 に 於 て バウ 11 も 今の 日本の 基督 信者 も 少 し も異 な 

る 所 はない。 此 事に 就て は 私 も バウ 口と 同じ やうに 諸君に 向って 曰 ふ 事が^ 來る、 「兄お よ， 私はケ 

改めて 諸君に M ふ、 私が 今日まで 諸； _ ？; に傳 へし 所の； i 昔 は 人に 依 る^に 非す、 何故 なれば 私 は 之 を 人 

より 受けす 亦敎 へられす 惟 イエ ス キリストの 默 示に 由り て 受けた からで ある」 と。 私 は クラ ー ク 先生" 

シ— リ ー 先生 等から 敎を 受けた が、 キリ ス トを私の心に顯はした者は是等の；^^生ではなくして神御自 

身であった。 そして 諸君 自身 も 亦 同じ 事 を 言 ひ 得る ので ある。 言 ひ 得すば ならない の で あ る 。 

そして 私に も^ ァラ ビヤが 有った。 或は 砂地の 砂漠ではなかった 乎 も 知れぬ。 然しん 無き 淋しい 所 

であった 事 は事實 である。 私も亦 私の 生涯の 或 時に ァラ ビヤ 砂漠に： チ S ひ やられて 其 所に a に 神の 御聲 
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に 接した と 信す る。 そして 日本の 如き 人口 稠密の 國に 於て は 砂漠 は 砂の 砂漠で なくして、 無情 無慈悲 

の 砂漠で ある。 冷酷なる 今の 社會、 然り宗 敎界、 是れ 砂漠なら すして 何ぞ である" そして 人の 無情が 

我等 を 其 所に 逐 ひやる 時に 我等 は 其 所に 祌の 御聲を 聞く ので ある。 眞の 基督 信者 は眞の 基督 敎を 祌學 

校に 於て 學 ばない、 叉 敎會の 講壇より 開かない、 ァラ ビヤの 砂漠に 於て 學ぶ、 共 所に 響く 神の 細き 靜 

かなる 聲 より 聽 く。 斯くて 我等 はすべ て 祌に敎 へられて 眞の 兄弟 姉妹たり 得る ので ある。 眞 個の 孤獨. 

を 味うた 人の みが 眞侧に 一 致す る 事が 出來 るので ある。 

r ァラ ビヤ」 の 解 

ビ こ  いろ/、 

。ハウ 口が 往 きたりと 云 ふァラ ビヤ は何處 であった 乎と 云 ふ 問題に 就て は 種々 の 異說が ある。 ァ ラビ 

ャは國 と 云 ふよりも 寧ろ 大陸と 稱 すべき 地域であって、 軍に ァラ ビヤと 云うた 丈け では 其の 何れの 地- 

なる 乎 は！：!；  ら ない。  バウ ロは此 時に、 或 人が 唱 ふるが 如くに、 彼の 最初の 傳道を 試みん が爲 にァラ 

ビヤに 往 いたので ない。 沈思 默考 して 幅 音の 眞理を 授からん が 爲に隱 匿した ので ある。 そして 廣ぃァ 

ラ ビヤ 大陸の 内で、 彼の 此 目的に 最も 好く 適うた る 所 は 言 ふまで もな くシ ナイ 半島で ある。 此 處はモ 

1 七が H ジブ ト より 遁れて 四 十 年 問の 沈默的 生涯 を 達った 所で ある。 此處に 彼 は ェ ホバ の 啓示に 接し- 

後日 イスラ H ルの民 を 率 ゐて此 處に滯 り、 山の 巔に 於て H ホバの 法 (十誡) を 授かった。 故に 眞實な 

る イス ラ ヱ ル人 にして 暫時の 隱匿を 企つ る 者 は 此の 思 出 多き 地 を擇ん だに 相違ない。 預言者 H リャが 

女王 ュゼべ ルの怒 を 避けし も此處 であって、 彼が 祌の 細き 靜 かなる 聲を 聞きたり と 云 ふ は、 此シ ナイ 

半島 ホ レブの 山に 於て あった (列 王 紀略上 第 十九 章〕。 而 して パゥ も 亦 今や 人生の 岐路に 立ち、 


彼の 信仰の 基礎 を 定め、 祌に仕 ふるの 途を 明に 示さる &の 必要 を感 する に 至り、 地理 學^ の稱 する ァ 

ラ ビヤ. ペトラ (岩石の ァラ ビヤ) の 地を擇 み、 此處に 三年 間 祈禱と 研究との 生涯 を 送りた ると る 

は 最も 適當 なる 見方で あると 思 ふ。 故に 一章 十七 節に r ァラ ビヤに 往き」 と ある は、 シ ナイ 半， 山 一お 

の 地に 往 けりと 解すべき であると 思 ふ。 

斯 くして モ ー セ の 律法と 同じく パ ゥ B の 福音が シ ナイ 半島に 於て 神より 人に 授けられ しと 思へば、 

此 砂漠の 地の 貴 さが 知らる \ の である。 

第六囘 テ トスの 場合 

加 拉太書 二 章 一 ー 十 節 

。ハウ ロは獨 立の 人であった。 彼 は 死 を 以てしても 自己の 獨立を 維持 せんとした" 彼 は 曰うた 「我が 

誇る 所 を 人に 空しく せられん より は 寧ろ 死ぬ る は 我に 善き 事な り」 と (^林 多 前書 九 章 十五 節〕。 彼 は 11> 

と 己に 託 ねられし； i 昔の 自出を 維持 せんが 爲 めに は 敵に 一 步 も讓ら なかった。 「福音の 眞 理の汝 等と. 

偕に 在らん が爲に 我等 は 彼等に 一 時 も 服せ ざり き」 と 曰うた (二 章 五節〕。 然れ ども 斯 くも 自己の 獨立 

を 守る に 熱心な りし 彼 は 同時に 亦 平和の 人であった。 「爲し 得べ き^り は カを竭 して 人々 と睦み 親し. 

むべ し」 と 言 ひて 他を敎 へし 言 を 彼 は 文字通りに 自 から 守った (羅馬 書 十二 章 十八 節 )o 彼 は キリス 卜の 

僕と して 意地 を 張らなかった。 彼 は 自分 一人が 使徒で あると 思はなかった。 彼 は 聖徒の 交際 を 1^ うし • 

た。 信仰の 一 致 を 守らん と 努めた。 是れ 基督 信者と して 當然爲 すべき 事で ある。 加 拉太書 二 章 は此事 
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を敎 ゆる 記事で ある。 之 を單に バウ B 對べ テ ti 衝突の 記錄 として 見て はならない。 

「十 叫 年の 後」 と は 多分 第 ー囘の エル サレ ム往 きの 後であった らう。 斯くて。 ハウ a は 彼の 改信後 卜 

六し 年の 間 獨立傅 道に 從事 したので ある。 此 長き 年月の 問、 彼 は H ルサ レム 敎會と は 何の 關係 もなか 

つた。 彼に 彼が 直に 神より 受けし 福 昔が あった。 彼 は 幅 昔の事に 就て 十二使徒 等に 敎 へらる k の 必要 

を 感じなかった。 然し 乍ら 彼 は 信仰の 一致 を 守る の 必要 を 感じた。 是れ 彼れ 自身の 爲に 必要であった 

ので はない、 福音の 爲に、 之を受 くる 信者 全 體の爲 に、 而 して 又 後^の 爲に 必要であった。 而 して 此 

目的 を 達せん が 爲に彼 は _s び M ルサ レムに 上り、 殊更に 使徒 等 を 訪れた ので あると 私 は 思 ふ。 此心を 

以て 二 章 一 節 を 讀んで 其 意味 は 明. n になる と 思 ふ。 

十 K 年の 後、 我れ バ ル 十 バ と^に テ ト ス を 伴 ひて 復た エルサレム に 上れり つ 而 して 我が 上りし は 

啓示に 循 へるな り。 而 して 我 は 我が 異邦人の 中に 寅 傅へ し 所の 幅 音 を 彼等に 吿 げたり。 また 名 あ 

る 人 等に は 私 かに 之 を 告げたり。 是れ 我が 勤む る こと、 叉 旣に勸 めし 事の 徒然から ざらん 爲 なり- 

E だれ バウ a に 取り 深く 計畫 された る對 H ルサ レム 敎會の 平和運動であった" バ ルナ バと 同行せ し は 彼 

をして。 ハウ 口と 十一 一 使徒 等との ^ を 取 持た しめん 爲 であった。 テ トス を 伴 ひし は パゥロ の 異邦 傳 道の 

實例を 示さん が爲 であった。 而 して M ルサレ ム敎. ^の 了解 を 得て キリ ストに 在る ュ ダャ 人並に 異邦人 

の 間に 信仰の 一 致 を 確立 せんが 爲 であった。 まことに パ ゥ 口 に 取り 面倒なる、. テリ ケ ー ト なる 让 事で あ 

つた = 1 步踐み 誤れば 返て 平和 を擾し 一 致 を 破る の 虞れ があった。 爲 さねば ならぬ 運動で ある、 然し 

危險 の 伴 ふ 運動で ある。. 信仰 の 事に^ 人の 豫想 する 能 はざる 困難が あ る 。 愛と 信仰と に關 はる 事で あ 

つて 行り にくい 事で ある。 パゥ 口 は此 事を敢 てして 多くの 辛ら い 目に 遭うた であらう。 


； J づかし  ocoo ゥ oooooooooo 

困難い 問題 は 菜して 起った、 其れ はテ トスの 割禮 問題であった U 彼 は 異邦人であった、 ..m して 割幔 

を 受けす して、 只 キリスト を 信じた 丈け で 基督 信者と 成った と 云 ふ。 是れ raK して 許すべき 事で ある 乎 

と エルサレム 敎會の 多くの 信者 は 言うた。 パゥ B は 勿論 割 禮を受 くるの 必要なしと 首うた。 之に 對し 

て 使徒 敎會の 多數は 必要な りと 唱 へた。 斯 くして 平和の 爲の バウ n 一行の H ルサレ ム往き は 反て 爭鬪 

を 起す 因と なった。 而 して 平和 を 愛する バウ n は 愛と 平和の 爲 に此瑣 細なる 割禮の 一事 を讓 るべき で 

ない 乎。 讓れば 萬 事が 平和で ある。 全世界に 單ー の 幅 音が 唱 へらる、 ので ある。 キリス 卜の 體に 分離 

あるべ けんやで ある〕 バウ 口た るべき 者 は 此際宏 量 大度 を 示して、 テ トス をして 割禮を 受けし めて エ 

ル サ レム 敎會の 信用 承認 を 獲べき でない 乎。 

他の 人なら ば 此際讓 つたで あらう。 然し パゥロ は 譲らなかった" 此は幅 昔の 大事で ある。 「人の 義 

とせら る.^ は^ 仰に 由る、 律法の 行に 由ら す」 と 云 ふの が バウ 口 の 說 きし 福 ー晉の 根 木で ある。 卽ち信 

仰 丈け で 充分で ある、 割 禮と云 ふが 如き 律法の 行 は 不要で あると 云 ふので ある。 然るに 个テ ト ス の 場 

合に 於て 割禮を 授かる の 必要 ありと 云 ふなら ば、 福 昔 は 其根抵 より 壞れ るので ある。 -个和 か眞现 か、 

。ハウ n は 今 は 一 一 者の 內 一 を擇 ばねば ならなかった。 而 して 彼 は 平和と 一 致と を 犠牲に 供して； i 昔の 眞 

理 を擇ん だ。 パゥ 口 は 福音の 眞理が ガラテ ャ人其 他の 異邦人の 間に 存 せんが 爲にテ トス の 割禮を 拒ん 

だ。 敎會の 政治 { 糸 等 は パゥロ の此 行動 を 見て 笑った であらう。 「狭い 哉パゥ n よ」 と 彼等 は 言うた で 

あらう。 而 して 此 事が 原因と なりて 今や 基督 敎會が 二つに 割れ、 ユダヤ 派と バウ 口 派と は^ 界 到る 處 

に於て^^^はざるを得ざるに至った。 悲しと 云へば 悲しくなる。 然れ ども 眞现は 平和よりも 貴く ある。 

バウ 口 は 此時割 禮を排 して、 キリストの 福音 を^の" 終末に 至る まで 擁護した ので ある。 愛すべき バウ 
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パゥ u の H ルサ レム 訪問 は 事實上 失敗に 終った。 敎會 內に强 力なる 反 バウ 口 派が 起った。 其 後 彼等 

は 到る 處に パゥ a の 跡を逐 ふて 彼の 傳道を 妨げ、 彼の 事業 を壞 した。 ガラテ ャ敎會 の 離反の 如き 此妨 

害 運動の 一 であった〕 斯くて バウ II は 異邦人と ユダヤ人との 外に 更に 亦 新たなる 敵 を 作った。 其れ は 

卽ち 基督 敎會內 の 敵であった。 而 して 此 敵が 彼に 取り 最惡の 敵であった。 是れが 彼が 云 ふ 「僞 りの 兄 

. 弟」 であった。 河の 難、 盗賊の 難、 同族の 難、 異邦人の 難、 偽の 兄弟の 難と 云 ふ、 其 最も 辛ら き 難 を 

彼に 加 ふる 者であった。 *1 に 宗敎程 執拗い 者 はない。 宗教に 在りて は 近い 程 反對が 多くして 激烈で あ 

る。 バウ 口が H ルサ レムの 使徒 團を 離れて 獨立傳 道 を 始めて より 以來、 所謂 敎會歷 史は仇 恨、 爭鬪、 

妒 忌、 結 黨の逑 緩であった。 或 人 は此罪 をパゥ 口に 歸 する。 然し 此は 彼の 罪でなかった 事 は 明かで あ 

. る。 其證據 として 彼 は玆に ヤコ ブ、 ケパ、 ョ ハネの 敎會の 拄と稱 ばれし 三人の 彼に 對 せし 態度 を 記し 

一て 居る。  . 

さすが は 原始 敎會の 長老であった、 彼等 はパゥ に 降りし 特別の 恩寵 を 認めた。 

我に 賜 ひし 所の 恩寵 を 知りし に 由り (敎會 の〕 柱と 意 はる \ャ コブ、 ケパ (ぺテ ro、 ョ ハネは 

其 右手 與 へて 我と バ ルナ バ とに 交際 を 表明せ り …… 彼等 は 唯 我等が 彼等の，？： に 在る 貧者 を 顧み 

ん こと を 欲へ り、 而 して 其 事た る 素より 我等が 進んで 爲 さんと 欲する 所な りき (九. 十 節 ：-。 

長老 等の 此巾出 を バウ 口 は 如何に 喜んだ で あ ら う。 彼 は 到る 所に 彼等の 此 協調 的 態度 を吹聽 した。 ^ 

して 彼が 此時 彼等に 約束せ し H ルサ レム 敎會 ：2： の 貧者 救 濟の事 を 履行 せんとして V- 力した。 事 は哥林 

多 後書に 於て 明かで ある、 就いて 見るべし。 


斯くて パゥ c はすべ ての 事に 於て 讓 つた。 然し 唯一 事に 於て 讓ら なかった、 然り讓 り 得なかった。 

卽ち 福音の 眞现が 異邦の 信者と 偕に 在らん が 爲には 彼 は 萬 事 を 賭して (iit- つた =" 「ィ H ス キリ ストの ト 

字 架に 釘 けられし 事」、 唯 此事を 信す るに 由て 義 とせら る i 事、 其 他に 救の 途 なき 事、 「若し 義 とせ 

い つら  わざ 

らる& 事 律法に 由ら ば キリストの 死 は 徒然なる 業な り」 とまで 彼は斷 言して 揮らなかった。 そして。 ハ 

ゥ ロは此 illE 仰 を 守って 基督 敎の爲 に、 又 人類の 爲 めに 大事 を爲 したので ある。 彼が 若し 之を讓 つたな 

らば 福音 は 其 根本に 於て 亡びた ので ある。 此は 敎會の 一致と 平和と を 賭しても-;..' るの 必要が ある。 0 

昔が 亡びて 敎會が 存るも 何の 要 もない。 一 i 昔と 敎會と 孰れが 必要な り やと 問 は 。ハ ゥ ri は 勿論 「幅 昔」 

かな  もと 

と 答へ たので ある。 バウ 口の 平和 愛好 は 常識に 適 ふ 愛好であった。 「今 我れ 人の 叙し み を 得ん 事 を 要 

むる や、 祌の 親しみ を 得ん 事 を 要む る や …… 若し 我れ 人の 心 を 得ん こと を 求 は キリストの 僕に 非 ざ 

る 3」 との 彼の 主張 を 彼 は 終生 執って 動かなかった C 一章 十 節〕 0 

此 事に 關しパ ゥ 口 は 此後ァ ン テ オケに 於て 面の 當りぺ テ 口 を 詰責した。 此^に 關 して は 彼の^ 屮に 

人はなかった。 敎權 何者 ぞ、 唯 明，：：： なる 此眞现 を 守る 者に 非す や。 廣 いも 狹 いも 論す るに 足らす、 我 

00OC0  0O0OCOO0OOO00OO  OOOCOO0-OO  0C0000000O 

等の 罪の 爲に 己が 身 を 十字架に 釘け 給 ひし 者、 唯 信仰 を 以て 彼 を 仰瞻る ことに ゆて 救 はる。 此 信仰に 

由て 我等 は 合 ひもす る 離れ もす る。 其 他の 事 を 問 はない。 加拉太 書の 問題 は此 問題で ある、 基督 敎の 

.ir 題 は 唯 一 っ此 問題で ある。 

第一 一十^ 紀の 今日に 於ても 基督 信者の 合同 一 致 は 未決の 問題で ある。 世に 容 a- に 成り さう で 成る に 

最も 困難なる 事 は 某； 督 信者の 合同で ある。 合同 は 最も 望ましく ある、 然れ ども 唯一 の條 件の ドに のみ 

可能. である。 信者 备自が バウ a と； 1： じく キリストの 十字架の 下に 立ち、 彼 を 仰ぎ、 彼に 於て、 然り唯 
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彼に 於ての み其義 また 聖 また 聰を認 むる 時に 彼等 は 主に 在りて 一 體 であって、 相互に 對 して 骨の 骨， 

の 肉で ある。 然れ ども 十字架 以外に 於て 一致 せんとし、 又は 十字架に 加へ て 他の 條^ を 要求す る 時 

に 合同 一 致 は 永久に 不可能で ある。 羅馬 天主 敎會は 法王 を 首と する 敎會の 承認 を 必要 條^ とする が 故 

に 之に 依る 信者の 合同 は 到底 行 はれない。 英國聖 公會は 所謂 「聖壇の 神聖」 を唱へて：^仰の中心は聖 

餐に 在りと 主張す るが 故に、 之れ 亦 信者の 合同 を實 現す る 事が 出來 ない。 今や 基督 敎國に 六 fc 有餘の 

敎派 ありと 稱 せられ、 其 各自が 特殊の 敎義を 取って 動かない。 然れ ども 敎義は 有る も 可な り 無き も 可 

なり. 唯 無くて ならぬ 者 は 十字架の 信仰で ある。 之れ 有る を以 つて 足れり とし、 之れ 以外に 何者 を も 

要求せ すして 兹に 初めて 信者の 合同 一致が 成る ので ある。 此 信仰な くして、 或は 社會國 家の 爲に、 或 

は經費 節減の 爲に、 或は 能率 增 進の 爲に、 合同 一 致を唱 ふるが 如き、 福音の 眞理の 何たる 乎 を 辨へざ 

る 人 の 爲す事 であると 云 はざる を 得ない。 

斯 くして 神が パ ゥロ をして 唱 へしめ 給 ひし 福 昔 は簡單 明瞭で ある。 此 は：！： 人 も 看 誤るべく も 無い。 

我が 罪の 爲に 十字架に 釘 けられ 給 ひし 神の 子ィ H ス キリスト。 之 を瞻て 我等に 關 はる 神の 善き 聖 d3 の 

全部が 我等に 在りて 行 はる k ので ある。 故に 信者の 歩むべき 途は 明瞭で ある。 神が モ ー セの 律法に 就 

て ヨシ ユア に 吿げ給 ひし 言が、 。ハウ 口 の 幅 昔に 就て 我等 各自に 告げ 給 ふ 所で ある。 

汝惟 心を强 くして つ 男み 勵 げんで 我僕モ ー セ (バウ n) が 汝に傳 へし 幅 昔 を 守りて 行 ふべ し、 

之 を 離れて 右に も 左に も 曲る 勿れ、 然 らば 汝何 處に往 くも； i 祉を 得、 汝必す 勝利 を 得べ し …… 汝 

の祌 H ホバ 偕に 在せば 懼る& 勿れ、 戰慄く 勿れ。 

と (約 書亞記 一 章六節^^下〕。 


第七囘 アン テ オケに 於け るべ テロ 

加 拉太書 一 一章 十 一 —十五 節 

初代の 基 哲敎に ニ大屮 心が あった。 其 一 は 勿論 H ルサ レムであった。 此は 十二使徒の 本據の 地で あ 

つて、 福 昔の 發酵 地であった。 其 他の 者 は アン テ オケであった。 此は 所謂 異邦 的 基督教の 根據 地で あ 

つて、 異邦 傳 道の 發足 地であった。 アン テオ ケは エルサレム を 北に 距る 凡そ 三百 冗 ト^、 其 に殆ん 

ど 束 京と 大阪 との 距離が あった" H ルサ レムが 山上の 城邑 でありし に對 して アン テオ ケは 大河に 臨み、 

地中海よ り^かに 二 ト哩、 殆んど 臨海の 都市であった。 其 地位に 於て、 人 極に 於て、 制度 文物に 於て 

ニ葡は 全く^ 世界の 觀を呈 した。 而 かも キリストの 福 昔の 適應 的なる、 H ルサ レムに 始まりし gg.til 

忽 にして アン テ オケに 深き 根 を した。 事 は 使徒 行俾 十一^ 十九 節 以下に 於て かで ある。 其.^ 特 

に 注意すべき は、 イエ スの 弟子 等が クリス テ アンと 呼ばれし は アン テ オケに 始 りし 事で ある。 布纖^ 

の Christianos は Chrestianos の轉 訛であって、 クレス チア ノス は 「善良の 人」 卽ち 「お 人 良し」 な 

る 半ば 嘲け りの 辭 であった らうとの 事で ある。 何れに しろ 福音が 異邦人の 都會 なる ァ ンテ オケに 根據 

を据 てより 共 性質が 一 變 したので ある。 其 時まで は 基督 敎と 云へば ユダヤ人 か、 然ら ざれば ユダヤ 敎 

に 人り し 異邦人に 依ての み 信ぜられし 敎が、 今 は ユダヤ 敎を 通らす して 直に 異邦人の ダけ 1 る V 所と な 

つたので ある。 玆に 於て か 基督 敎に明 ，n: なる ニ大 派が あるに 至った。 卽ち H ルサ レム を本據 とする ュ 

ダャ 派と、 アン テ オケに 新たに 起り し 異邦人 派と が 其れであった。 此ニ大 派の 關係、 折衝、 協力 等 を 
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知る は 初代 基督 敎の 眞栢を 知る 上に 於て 鼓 も 必要で ある。 そして 加 拉太書 一 一章 後半 部の 如き は 其 一 で 

ある。 

バウ： 1 は H ルサ レム に往 いて 福音の 眞理に 就て は 十一 一 使徒 等より 何等 敎 へらる.^ 所がなかった。 そ 

ま {^ あ.； -り 

して アン テオ ケに 於て は 使徒 團 の 首長た るべ テロの 誤謬 を 正し、 面前 彼 を 責めた。 神の 前 に ユダヤ人 

と 異邦人との 差 训 なき 事 を 示されて 之を賁 行した 者 はべ テ 口で ある。 其ぺテ 口が アン テ オケに 来りて. 

人種的 差^ を 其 行動 を 以て 示した ので ある。 是れ 許すべからざる 事であって、 若し 此事を 不問に 附せ 

んか、 福音 を 北 ハ极抵 に 於て 覆す の 虞れ があった。 故に バウ n は兹に 衆人の 前に 於て ぺテ B を まの あた 

り 責めざる を 得な か つたので ある。 

人種的 差別 の惡ぃ 事で ある は 今や 何人も 認 むる 所で ある。 然し 是れ 容易 に 取 除く 事 の 屮 Z 來る 事で な 

い。 ュ ダャ 人が 今猶ほ 依然として 之を實 行す るの みならす、 國尺 として 或る 程度に 於て 之を實 行せ ざ 

る 者 はない。 印度人の 如き は他國 民に 向って 之を實 行す るの みならす、 固き 階級 制度 を 設けて 同胞 W 

互に 對 して 之を勵 行す る。 A 人 極 は 有色 人種 を 排斥す る。 白人種 は 亦 相互 を 排斥す る。 此批は 排斥の- 

世で ある。 或る 米國の 政論 家が 近頃 彼國の 排日 法 を 論じて 曰うた、 「凡ての 人氆は 平等で あると は祌 

-の聖 d3 であらう が、 此 事に 於て 丈け は 吾人 は祌に 反對し 奉る^ を 許して 戴かなければ ならぬ」 と。 寶 

に 人種差別の 止む 時が 國際的 戰爭の 止む 時で ある。 

人 は 人種差^の 撤錢は 容易い 事で あると 思 ひ 人が ：lfl- ^ の 惡 事た る を. S つて 平等 を實 行す れば 其れ で 

事 は 成る と 思 ふ。 然し ゆに 實は 斯んな 困難い 事 はない ので ある。 人種的 差^の 根據は 自己 尊重に 在る。 

自己が 特に 尊い と 思 ふが 故に 他が 卑しく 見えて 之 を 排斥す るので ある。 自己の！？ 値 を 知る まで は 人 は 


他 を 尊敬し ない。 そして 自己の 價値を 自己に 山て おむ る 問 は 人 は 自己 を 高く 兑て 止またい" ョ木 人が 

日本人で ある 問 は 支那 人 や 朝^人 を 低く 見て 止まない。 日本人が 日本人た る を 止め、 自己 以外に 自己 

を發 a する 時に、 彼はす、、/ ての國；：！：^を自己と同等に見る事が出來るのでぁる。 ユダヤ人が ユダヤ人 を 

I- 準と し、 異邦人が 異邦人 を 標準と する 問 は 彼等の 融合 は 不可能で ある。 二者が 自己 以外に 同一 の標 

準を發 見し、 其 に 自己 を投 する 時に 彼等 は自 から ー體 となりて 相互 を 尊敬す るので ある。 米國 人が 

祌の子 キリスト を 信す る 時に、 卽ち 己が 義に 賴ら すして 神の 子の 義を 己が 義 とする 時に、 玆に 米國人 

として 誇らす して、 キリスト を 以て 誇りと する ので ある。 そして 日本人 も 亦 同事 を爲 して 鼓に 眞の nl 

米 融合が 成立す るので ある。 人が 仰に て義 とせら ると 云 ふ は 自己 以外の 者の 雄に. m て義 とせら る 

と 云 ふ _5|- である。 ず Z 國の 民が キリ ス トを 信す る 時に、 卽ち キリ ストの 惯^ を 己が^ 航 として 神に 認め 

らる 、 時 にん 種 的 兹刖は 其 根抵に 於て 除かる k の である。 

ァ ン テ オケに 於け るパ ゥ 口 對ぺ テ II の 問題 は此 問題であった。 人の 價爐は 自己に 在る 乎 自己 以外に 

在る 乎、 其 問題であった。 ユダヤ人の 價彼は ユダヤ人 たるに 在りと ぺテ n 並に ユダヤ 派の 信者 は 曰う 

た。 然らす ユダヤ人 にも 異邦人に も 在らす、 - 神の 子 キリストに 在りと。 ハウ a は 主張した。 問題 は赏に 

世界的 人類 的 最大 問題であった。 バウ は 後^ 萬 民の 爲に 彼の 主張 を 取って 動かなかった。 偉大なる 

バウ： t よ。 アン テ オケに 於け るパゥ n 對ぺ テロの 論爭は 人類の 歷史に 於て 關ケ ls、 ゥォ I タ ー ル ー 以 

上の 大決戰 であった。 
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第八囘 基督 信者の 生涯 

加 拉太書 二 章 二十 節 

此はパ ゥ a に 由て 發 せられし 最も 著る しき 一一 一一 口の 一 である。 基督 信者の 生涯の 何たる 乎 は 最も 簡單 に、 

而 かも 最も 徹底的に 玆に i 一 n 表 はされ たので ある。 信者の 生涯 を 約て 云へば 是 である。 是れ 以外に 信者 

の 生！^ はない ので ある。 

「我れ 旣に キリストと 偕に 十字架に 釘 けられたり」。 信者の 生 li は キリストの 生涯で ある。 信者 は 

キリストの 御 生 1^ に 於て 自分の 生涯 を 見る ので ある。 信者 は キリストと 偕に 苦しみ、 偕に 十字架に 釘 

けられ、 偕に 甦り、 偕に 榮光を 以て 顯 はる k ので ある。 苦しみ を 偕に し、 喜び を 偕に し、， 恥辱 を 偕に 

し、 榮光を 偕に す。 勿論 患難ば かりで はない、 歡喜も ある。 然れ ども 歡喜相 應の忠 難がある。 「我等 

もし キリストと 偕に 死なば 叉 彼と 偕に 生きん 事 を 信す」 と バウ n が 他の 所に 於て 曰へ るが 如し r 羅馬 

書 六 章 八 節 > 

「我れ 旣に キリストと 偕に 十字架に 釘 けられたり」 である。 キリストが 死に 給 ひし 時に 信者 は旣に 

死んだ ので ある。 一度 肉に 死んで 再び 復 生らない ので ある。 我 は 死んだ ので ある、 然し 死ない ので あ 

る。 「キリスト 我に 在りて 生ける 也」 である。 一の 生命が 去って 他の 生命が 人り 來 つたので ある。 我 

は 死して キリ ストが 我に 代りて 我が 衷に 生き 給 ふので ある。 基督 信者 は 基督で ある。 キリ ス トが 信者 

に 代って 其 生命 を 營み給 ふ 者、 其 者が 基督 信者で ある。 


理想的に は然 りで ある。 赏際 的に は 未だ 全く 然ら すで ある。 我 は旣に 死し 者で あるが 然し 未だ 全く 

死した ので はない。 我 は 今猶ほ 肉體に 在りて 生きて 居る。 我 は 未だ (仪活 せす、 榮 化せす、 罪の 汚す 所 

となりし 肉體に 在りて 生きて 居る。 卽ち我 は 未だ 全く 死せ す、 キリスト は 未だ 全く 我 を 占領し 給 はな 

い。 然 らば 我 は 如何にすべき 乎， 失 べき 乎。 然ら す。 我に 今爲 すべき 事が ある。 其れ は 「我 を 愛 

して 我が 爲に巳 を 捨し者 卽ち祌 の 子 を 信す る」 事で ある。 我が 今日の 生命 は 信仰で ある。 我が 救は完 

成された ので はない、 完成の 途上に 於て 在る ので ある。 而 して 完成 を 待望み つ k ある 今 n、 我 は 信仰 

を 以て 生く るので ある" 「我 は旣に 死んだ、 キリスト 我に 代りて 我が 衷に 生き 給 ふ」。 廿： ハは 信者の 生 

涯 であって やがて 莨と なりて 現 はるべき 事で ある。 然れ ども 其 事の 實 現す るまで は、 我 は 祌の子 を 

信じて 生く るので ある。 卽ち我 を 愛して 我が 爲に己 を 捨て 給 ひし 彼 は必す 我に 在りて、 我 を 化して m 

が 屬と爲 し 給 ふ 事 を！ 一:;^ じて 生く るので ある。 卽ち 使徒 ョ ハネが 曰うた 通りで ある、 「愛する^よ、 我 

等 今旣に 神の 子たり。 後い かん 未だ 露 はれす、 彼れ 現 はれ 給 はん 時には 必す 神に 肖ん 事 を 知る」 と 

(ヨハネ 第一 書 三 章 二 節)。 ヨハネの 「知る」 は バウ 口の 「；^ す」 である。 今 は 見す して 信す るので ある。 

提ら ざるに 知る ので ある。 

加拉太 書の 此 一 節に 信仰 上の 三 大事 實が 含まれて ある。 之 を 左の 如くに 判別す る 事が 出來 る。 

一 、 我れ 旣に キリストと 偕に 十字架に 釘 けられたり (根本的 事 實)。 過去 

二、 最早 我れ 生ける に 非す、 キリスト 我に 在りて 生ける 也 (现想 的 事 實)。 来來 

コー、 今 我れ 肉體 にれ りて 生ける は 我 を 愛して 我が 爲に己 を 拾し 者卽ち 神の 子 を 信す るに 由り て 生 

ける 也 (赏際 的 事 實)。 現在 
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卽ち 死— 生— 信で ある。 死が 始 である、 生が 終で ある、 信が 途 である。 そして 信者 は 初めて キリスト 

を 救 主と 認めし 時に (パプ テス マ を 受けし 時と も 云 ふ 事が 出來 る) 己れ に 死し、 今や 復活 榮光を 目指 

して 進みつ klirE 仰の 生 .s^ を營む 者で ある。 

现 想と 云ひ實 際と 云 ふ、 人に 在りて は 一 一 者 は 互に 栢 反する 言辭 である。 理想と は 到底 達し 得ざる 事、. 

實 際と は 罪の 人が 常に 爲す 事で ある。 然し 神に 在りて は然ら す。 神に 在りて は 理想 は實 際で ある。 彼 

は 想 ふ 事 は 必す之 を 遂げ 給 ふ。 バウ 口が 彼を稱 して dynameuos 「得る 者」 と 云 ひし は 之が 故で ある。. 

理想 を實 現し 得る 者、 神 は 其れで ある。 「汝 等の 心の中に 善き ェを 始めし 者、 之をィ H ス キリストの 

曰にまで 完 うすべし」 とぁるに由ても.5^:る(ビ リビ書 一 章 六 節 )o そして 信仰 は祌の 理想 實 現の 信仰で あ 

る。 キリスト は 我 を 愛し、 我が 罪の 赦 されん が爲 に、 赦 されて 窮 りなき 生命の 惠 みに 與 らんが 爲に、 

己が 身 を 拾て 十字架の 死 を 遂げ 給へ り。 我 は 其 愛と 愛の 故に 受け 給 ひし 苦難と を 信す。 其 信仰が 救の 

完成 を 待び！^: む 我が 今日の 生涯で ある。 そして 此 信仰 は 空しから す、 必す實 現せら る、 を 信す。 故に； ii 一口 

仰の 生涯な りと 雖も實 現の 生涯に 異ならす U 故に 人の すべて 思 ふ 所に 過ぐ る 平安が あるので ある リ 

實に簡 短に して 徹底せ る 生涯で ある。 「祌の 子 を 信す るに 由て 生く」 U 是で 充分で ある、 凡ての 善 

事 は 彼に 在りて 存す。 我に 除くべき 罪 あらん 乎、 彼 を 信 すれば 除かる。 我に 達すべき 德 あらん 乎、 彼. 

を 信 すれば 建 せらる。 「神の 子 を 信す」、 我が 宗敎、 我が 道德、 我が 生涯の 全部 は此 一事に： t す。 故 

お  >  て  い たづ  わ！ 5 

に 「若し 酸と せらる、 事 律法に 由ら ば キリストの 死 は 徒ら なる 業な り」 である。 卽ち キリスト は 死ぬ 

に 及ばなかった ので ある。 卽ち人 は 信仰に 由ら すして 救 はる 、ので ある。 然れ ども 凡.！ れ 不可能で ある。 

キリストの 死 は 我等が 救 はれん が爲に 必要に して 缺 くべ からざる 者であった ので ある。 


第九囘 信仰と 聖霊 

加 拉太書 三 章 一— 十 四 節 

以上が. ハウ &がガ ラテャ 人に 傳 へし 福 昔で ある。 人よりに 非す 乂 人に 由ら す、 神より 直に 其 聖子を > 

通う して 彼に 傳 へらに し 一 i 昔で ある。 自由の 福 昔で ある。 11 立の 福 昔で ある。 人 は 何人も 唯ィ H スキ 

COO00000C0  0000  0-0000000  00(  00000  〔一  O0C  00  ooocco 

リスト を 信す るに 由て、 M の满 式に も與る ことなく、 此贡の 資格 如何に 關 はらす して、 神に 義 とせら 

O0 めぐみ OO0C0O0OOOC-C0OOOO00  つ *-  ■ .  ： , 

れて 恩惠の 生涯に 人る 事が 出來 ると 云 ふ； S 音で ある。 之 を 約め て 曰へば 「我れ 旣に キリス 卜と 共に.！ 

字 架に 釘 けられた リ。 最早 我れ 生ける に 非す、 キリスト 我に 在りて 生ける 也、 今 我れ 肉體に 在りて 生 

ける は 神の 子 を 信す るに 由り て 生ける 也」 と 云 ふ 福 昔で ある。 自分 は旣に 死し、 キリスト 我に 代って 

生き、 我が 餘生は 唯 信仰 を 以て 之 を 送る に 過ぎす と 云 ふ； i 昔で ある。 簡 にして 明瞭、 而 かも 深遠、 

解し 易く して、 ：，^ かも 其. 2： に 無限 の 智慧と 知識と を ぉ藏す る 福 昔 で ある。 

然るに 驚くべし ガ ラ テャ 人は斯 かる 福音 を棄て i 他の 福昔卽 ち； i 昔なら ざる 福 昔に 移った ので ある" 

故に バウ a は 前に 臼うた ので ある 「我 は 怪しむ 汝 等が 如此く 速に 我 福 昔 を 離れて 異なる 福音に 遷 りし • 

事 を」 と C 一章 六 節〕。 而 して 今玆に 綾け て E うたので ある、 

あ、 愚なる 哉ガ ラテャ 人よ、 誰が 汝等を 誑かし \ 乎、 ィ H ス キリスト は 十字架に 釘 けられし 者と 

して 汝 等の 目の前に 明かに 示されし に 非す や 

と。 「愚人よ」 と は 嘲りの 言葉で はない、 憐 みの 言 紫で ある。 我 子の 過失 を 悲しむ の 言葉で ある" よ 
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り 善き 物を棄 てより 悪しき 物 を 取る。 福音 を 菜て、 fff 法に 還る。 預言者 H レ ミヤの 言 を 以て 曰 ふなら. 

ば、 ガラテ ャ人は 「活ける 水の 源なる キリストの 福 昔を棄 て、、 水 を 保たざる 壌れ たる 水 溜」 なる 舊， 

き 律法に 戾 つたので ある (H レミ ャ記ニ 章 十三 節 )o 愚で ある、 無智で ある、 考 へざる 仕方で ある。 我 子. 

は斯 かる 事を爲 しゃう 苦 はない、 誰か 彼等 を 誑かした に 相違ない、 識 である 乎 我に 吿げ よと、 。ハウ 

n は玆に 憾みの 聲を發 したので ある。 誰か 我 子 を 誑かした-の である。 卽ち竊 に 欺いて 彼等 を 異なる 

ひそか 

幅 昔へ と 誘うた ので ある。 然れ ども パゥ B は 彼の 福音 を 竊にガ ラテャ 人に 傳へ なかった。 彼 は 日本 武 

士の 如くに すべて 內設の 事、 後 暗い 事 を 憎んだ。 彼はコ リント 人に 箐 贈て o うた、 「恥べき 隱れ たる 

事を棄 て、 惡 しき 巧み を 行 はす、 神の 道 を 混 さす、 y; 理を顯 はして 神の 前に 己れ をす ベての 人の 良心 

に 質す 也」 と r コ リント 後書 四 章 二 節 )o 彼はガ ラテャ 人の 內に 在っても 亦 此途を 取った。 ィ H スキ リス 

トは 十字架に 釘 けられし^ として 彼等の 目前に 公々 然として 示された ので ある。 卽ちロ ー マ 書 一 章 卜 

六、 十七 節に 言へ るが 如くに、 彼 は キリストの 十字架の 福音 を 恥と しなかった。 何故と なれば 神の 義ー 

が 之に 顯 はれた からで ある。 十字架 は 迷信で ない。 呪で ない、 神の 義の 現れで ある。 故に 之を唱 ふる 

に 陰 險乎段 は 禁物で ある。 同時に 义 之を壞 つに 公々 然と 義に訟 へて 壌つ こと は 出来ない。 信者 を 誑か 

すより 他に 途 がない。 卽ち 義に訟 へす して 利に 訟へ るより 他に 方法がない。 而 して ガラテ ャ人は 魔術 

師の乘 する 所と なり、 其譎 計の 良に 観った ので ある。 

ひざ は ひ 

解釋を 進む る 前に 私 は 諸君に 問 はんと 欲する、 諸君 も 亦ガラ テャ 人と 共に 同じ 災禍に 観ら ざり し 乎 

と。 十字架の； i 音が 何やら 馬鹿らしく 見え、 モット 合理的なる、 實用 的なる 福 昔 を 求めて、 いつの 間 

にか 十字架の 幅 昔を棄 つるに 至ら ざり し 乎、 信仰の 墮落は 常に 玆に 始まる ので ある。 言 あり 曰く 宗敎 


に 二 あり 二 w 上 あるな し、 人より 神に 到らん と 欲する 宗敎 と、 神より 人に 臨まん と 欲し 給 ふ 宗敎と 4f 

れ であると。 そして 此， のす ベての 宗敎は 第一 種に 屬 する 者であって、 キリストの 福 昔の み 第二 極に 

屬す。 雜 法の 宗教、 儀式の 宗敎、 道德の 宗敎、 社會 奉仕の 宗敎 はすべ て 人より 神に 到らん と 欲する 宗 

敎 である。 卽ち自 から 努め、 祌の 子た るの 資格 を 作りて、 彼に 受けら れんと 欲する ので ある。 キリス 

トの幅 音 は然ら す。 此は聖 き祌が 罪の 人に 臨み 給 ふ 道であって， 人 は 唯：： E する に 由て 神に 受けら る.' 

ので ある。 故に 是れ のみが 福音で ある。 他 は 異なる 福音であって、 福 昔と 稱す ベから ざる 福 昔で ある。 

「攀ぢ 登る 麓の 道 は 多 けれど、 同じ 高 根の 月 を 見る かな」。 此は 此^の すべての 宗 敎を唱 へたる 歌で 

ある。 然れ ども キリストの 福 昔 は 其 部類に 屬 しない。 基督 信者 は攀ぢ 登らん としない ので ある。 唯 信 

つ ^5?  ふ もと  * 二- 

する ので ある、 そして 信仰に 由り 祌の 翼に 乘 せられて 其 御 許へ と 運ばる &の である。 そして 此信 仰の； 

道を棄 て」 律法の 行 爲に遷 る 時に 信仰の 墮 落が あるので ある。 中古 時代の 歐羅 巴が 是れ であった。 今 

n の アメリカが n だれで ある。 そして 宗敎の 事に 就て は 主に アメリカに 傲 ふ 令 日の 日本の 基督 敎界 が是 

れ である。 卽ち 信者が 或 者に 誑ら かされて 十字架に 釘 けられし ィ ェ ス キリスト を 仰瞻る こと を 止めて、 

己が 手の 業に 审： きを 置く に 到りし が 故に、 此 信仰の 褒 退が 臨んだ ので ある。 そして 事 は 他人の 事で は 

ない、 我等の_5^でぁる。 柏木に 来って 私. の 講義 を 聞く ことが 何 かの 功德 であると 思 ふ 時、 自分が 爲し 

た 少し 斗り の 慈善 又は 俾道 事業が 何 かの 價値を 自分に 附 けたり と 思 ふ 時- 聖書 研究 の 必要 を敎 へ られ 

て 道樂に 耽ける に 至りし 時、 キリストの 十字架に 賴ら すして、 自分の 手 か 腦か心 かの 狀 態に 賴る 

に； ム丄 りし 時に、 我等 は眞の 福音 を 離れて 異なりた る 福 昔に 遷 るので ある。 願 ふ羅馬 天主 敎會 又は 英國 

國敎會 の 儀式 家 も、 獨逸义 は 米國の 高等 批評家 も、 亦 殊に 米國 の社會 運動家 も、 我等 を 誑かして、 我 
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等 をして 單統 なる 卜 字 架の 福音 を 離れて 近代 流の 福 昔なら ざる 一 i 昔に 遷る こと 無から しめん 事 を。 

福 昔 を 離れし 惡結菜 は數々 ある。 而 して 其： s: 主なる 者に して 最も 顯 著なる もの は 聖靈を 失 ふ^で あ 

る。 故に。 ハウ 口 は H うたので ある、 

我た 此 事を汝 等より 聞かん と 欲す、 汝 等が 靈を 受けし は 律法 を 行 ふに 由る か、 將た 聞きて 信ぜ 

しに 山る 乎 (第二 節) 

と。 ガラ テャ、 人 も 亦 一 度 は 聖靈を 受けた。 然るに 今 は 之 を 失った。 此は 何に 由る 乎。 彼等 は 一 度は靈 

の 力に 充ち、 奇なる 業 を 行 は しめられた。 然れ ども 今 は 其 力 を 失って 唯 努力 一 方の 人と 成った。 其现 

由 は 何 乎。 仰 を爽て i 行爲に 入った からで ある。 キリスト を 仰がす して、 自分の 力に 頓り 始めた か 

ら である。 聖靈は 人の 信仰に 應 する 神の 賜物で ある。 信仰の 無い 所に if 靈は 降らない。 故に 曰 ふ 

ふに. ふ しぎ  れざ 

それ 汝 等に 靈を賜 ひ 又 奇なる 業 を 行 はしめ 給 ふ 者の 如此 くな すは汝 等が 律法 を 行 ふに 由て なる 乎. 

又 開き て 信ぜし に 由て なる 乎 

と (五節、 事 は 最も 明， ：！ である。 ガラテ ャ人は 自己の 經驗に 由て 自己の 誤り を 正す 事が 出来る。 努力 

の 宗教 は 機械的で ある。 之に 東奔西走の 快樂 なきに 非す と雖 も、 常に 充實 する 力 はない。 rn ホバ を- 

俟 望む 者 は 新たなる 力 を 得ん、 また 鷲の 如くに 翼 を 張りて 昇らん、 走れ ども 疲れす、 歩め ども 倦ま ざ 

るべ し」 と 謂 ふが 如き； i ひなる 狀態 はない C ィザャ 書 a 十 車 三 一節〕。 

信仰と^ 靈、 二者 は附 物で ある。 信仰な き 所に 聖靈 なく、 聖靈 なき 所に 信仰 はない。 試に 此 章の 一 

節より ト叫 節まで を 見ん に、 「信す る」 叉 は 「信仰」 と 云 ふ 文字が 十 同用ゐ られ、 靈卽 ち聖靈 と 云 ふ. 

文字が 五 罔 繰 返さる。 信仰の 在る 所に 靈が 降り、 聖靈の 降る 所に 能力が 充ち. 奇なる 業が 行 はる。 


ァ ブラ ハ ムが 神に 義 とせられて 祝福 を 受けた る は 全く 此途に 由る。 故に 人 は 何人も 此 途に從 ひて アブ 

ラ ハム の 子と 成る ことが 出来る。 彼より 血統 を 引く の 必要 はない、 叉 割 i!- を 受けて イスラ H ル 人と し 

て 認めら る、 に 及ばす * 唯 アブラハムの 如くに 信じて、 彼の 如くに 神に 祝 一 i されて 彼の 子と 成る こと 

が 出来る。 アブ ラ 、ノ ム の 裔と稱 せらる と 云 ひ、 又ァ ブラ ハ ム と 偕に 一 i を受 くべ しと 云 ふは此 事で ある.^ 

キリ ス ト 我等の 爲に詛 はる、 者と なりて 我等 を 贖 ひ 我等 をして 律法の 詛 ひより 脫れ しめ 給へ り、 

…… =. 疋れァ ブラ ハ ム に 下りし 恩惠ィ H ス キリス トに 出り て 異邦， へにまで 及ばん 爲 なり、 我等が 信 

仰に 由り て 約束の- 靈を 受けん 爲 なり (^十三 、十四 節〕。 

キリストの 十字架の H 的 は玆に 在る、 之 を 以て 我等の 罪 を 除き、 我等 をして 信仰 を 以て 神に 近づく を. 

得て 聖靈 恩賜の 惠 みに 與 からしめ ん爲 である。 罪 は 信仰 を妨 ぐる 者で ある、 而 して 信仰な き 所に 聖攀 

は 下らない。 故に 先 づ罪を 除いて 信仰の 途を 開き、 而 して 信仰に 應 じて 聖霊 を 下さん とする のが、 祌 

が 其 獨子を 我等の 爲に卜 字 架に 釘け 給 ひし 理由で ある。 いか 計りの 愛ぞ。 

以上が 明， ：！： なる 幅 昔の 眞现 であり、 又 明，：： なる 信仰の 事實 である。 然れ ども 我等 日本の 基督 信者の 

多數に 取りて は 此の；！； E 仰の 實驗 が缺 けて 35 るで はない 乎と 思 ふ。 問題 は 一 i 昔 を 離れし や 否やの それで 

なくして、 福 昔 を 握りし や 否やの それで ある。 キリ ストの 福音と 云 へばより 高き 道德か 或はよ り^き 

道と 心得て、 神が 我等に 信仰 を 促さん 爲に 設け 給 ひし 罪 を 除く の途 である 事に 心附 かない 者が 多い と 

E 心 ふ〕 隨て^ 靈に關 する 思考が 至 つて 淺く、 人に 汝は 信者と 成りし 時聖靈 を 受けし やと 尋ねら るれば、 

答へ て 曰 ふで あらう 「我等 は 聖靈の 有る 事 だに 聞 かざりき」 と (行傳 十九 章 二 節)。 卽ち i チ靈を 受けし 乎 

否 乎の 問題 を 離れて 聖， 靈の 有る こと を すら 知らざる 信者が ある。 然れ ども 聖-靈 なくして 信仰的 生-犯 は 
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ない ので ある。 信者の 生涯 は自 から 己が 身 を 潔う して 神に 仕 へんと する 生涯で ない、 祌 より 聖 靈を踢 

はりて、 肉と 靈とを 潔め られて 彼の 善き 器と なること である。 「最早 我れ 生ける に 非す、 キリスト 我 

-に 在りて 生けるな り」 と ある 生涯で ある。 そして キリ スト は 聖靈を 以て 我に 在りて 生き 給 ふので ある.. - 

聖霊の 何たる 乎に 就て は 他日 特に 語らん と 欲する。 今 は 唯 その 決して 不可解なる、 不合现 なる 靈に 

非る こと 丈け を 述べて 置く。 聖靈は 第一 に 罪の 罪た るを覺 らしむ。 第二に キリストの 七 字 架の 意義 を 

明かに する。 第三に 罪の 赦しを 感ぜし めて 眞の 平和 を與 へる。 第 m に 新なる 愛 を 起して ぎの 罪 を赦し 

さかん 

其 爲に盡 さんと する 心を旺 にす る。 第五に 忠 難に 堪 へしめ 忍んで 挫け ざら しむ。 第 六に 希 を 生みて 

常に 喜ばしむ。 

第十囘 福音と 律法 

加 拉太書 三 章 十五 節 以下 

福音 は 神が 人 を 救 はんと 欲し 給ふ途 である。 律法 は 人が 神に 救 はれん と 欲する 途 である。 而 して 二 

者 何れが 先き なりし 乎と 云 ふに、 福音が 先き であって 律法 は 後に 臨んだ 者で ある。 「律法 はモ ー セに 

由り て傳 はり、 恩寵と 眞理は イエスキリストに 由り て 来れり」 と あるが 故に (ヨハネ 傳 一章 十七 節 V  # 

法が 先き にして 福音が 後で ある やうに 思 はるれ ども、 事實 は然ら すと パゥ ロは玆 に， 曰 ふので ある。 神 

が 約束 を 以て アブ ラ ハ ム と其裔 とに 嗣業を 誓 ひ 給 ひし 時に 福 昔 は^に 臨んだ ので ある。 律法が モ ー セ 

に 由り て傳 はりし は 其 後 四百 三十 年の 事であって * 此は幅 昔に 代る 爲に予 へられた のでない 事 は 明か 


である" そ は縱へ 人間の 場合に 於ても 一た び (疋 めら れし 約束 は 文字通りに 實行 さるべき であって、 何 

人 も 之に 改削を 加 ふる 事が 出来ない からで ある。 キリ ストの 福 昔はモ 1 'セの 律法の 進化した 者で ない。 

ァ ブラ 、ノ ムに 臨みし 神の 契約の 繼緩 である。 故に アブ ラ ハ ムに 到らん と 欲すれば モ ー セの 律法に 由ら 

すして キリストの 福 昔 に * るべき である〕 割禮を 受け てモ ー セ の 弟子と 成り たれば とて アブラハムの 

裔と 成る こと は 出来ない。 「若し 汝等 一一 i 音 を 信す るに 由り て キリストに 屬 する 者と 成るならば、 汝等 

はァ ブラ ハ ム の 裔卽ち 約束に 循 ひて 嗣子た る 也」 と あるが 如しで ある C 二 九 節、。 

斯くて 福 昔に 對 して は 律法 は 侵入者で ある。 一 i 昔はァ ブラ ハ ム より キリ ストまで 連綿と して 繼賴す 

るに、 其 問に 法が 揷 まれた ので ある。 是れ 何の 爲め 乎、 罪の 爲 である。 人が 罪の 爲に幅 昔 を 信ぜ ざ 

るに 至りし が 故に、 彼等に 罪の 罪た る を 知らし めんが 爲に、 神はモ ー セを 以て 律法 を 下し 給うた ので 

ある。 福音 は 目的であって 律法 は 手段で ある。 「律法 は 我等 をして 信仰に 由り て義 とせら る i 事 を 得 

しめんが 爲に 我等 を キリストに 導く 師傅 とたれ り」 と ある は此 事で ある。 法 は 我等 を 幅 昔へ と 追 ひ 

やる 鞭の 如き^で ある。 我等 は 律法の 要求に 堪へ すして 終に 福音へ と 走る ので ある。 律法の 用 は玆に 

^る。 雜法は 我等 を 罪に おめて、 罪の 赦 しの 福音へ と 我等 を 追 ひやる ので ある。 

斯くて 福 昔 はより 完全なる 律法で はない。 今日の 一 一目 葉 を 以て 曰 ふなら ば 基督 敎 はより 高き 道德 では 

ない。 舊約 聖書が 進化して 新約聖書 を 生んだ ので はない。 幅 昔と 道 德とは 其 根本の 精神 を 異にする。 

而 して 福 昔 は 初めに 在りし 者に して 今 在る 者で ある。 道 德は福 昔 の附 たりで ある。 福音 は 永久 的の 者、 

律法 は 暫時 的の 者で ある。 之 を 「永遠の 福 昔」 と 云 ふ は 之が 爲 である C 默示錄 十四 章 六 節)。 然るに 今の 

人 は 此事を 忘れて、 永久 的なる は道德 であって、 福 昔 は 其 一時的 變態 であると 思 ふ。 是れ幅 音が れ 
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て 道德ま でが 衰退す る现. B である。 叉 多くの 人 は 幅 昔と 道德と を ti^ する 能 はす、 ； i 昔と は 愛の；？^ r で 

あ つ てより 高き 道德で あると 思 ふ。 然らす である。 福音 は 信仰 の途 であって 道德 は行爲 の 道で ある。 

人 は 道德に 由て 罪に { ためられて 幅 昔に 由て 篛と せらる、 ので ある。 殺す 爲の 道德 である。 道德を 以て 

：： たれり とする 者 は 常に 自己 を 責め、 他を資 めて 4- まない。 一 i 昔 を 信す る を 得て 初めて 自己に 平和が あ 

り、 叉容 く 他 を赦す 事が 出來 るので ある リ 

而し て 感謝す ベ き は 福 昔が 永遠 の 道で ある ことで ある。 世に 律法の 無い 時 は 在った が、 幅 昔の 無 い 

はない ので ある。 「創始に 祌デ、 地 を 造り 給へ り」、 其 時に 幅 昔 はおった ので ある。 言葉 を 代へ て 言 

へば， ゆに 神の愛の 無い 時 は 無い ので ある。 怒 を 含む 律法 义は 道德は 境遇の 必要に 應 じて 止む を 得す 

瑰 はれた 者で ある。 そして 其 目的た る 人 を ー兀の 愛に 引返す 爲 である。 神が アダムと エバと を エデンの 

園に 置き 給 ひし 時に 愛の！ i 昔が あつたの みで 誠の 律法はなかった り 「神 门 ひ 給 ひける は、 生めよ 繁殖 

よ 地に 滿盈 よ、 之 を服從 よ、 乂た 海の 魚と： 大空の 鳥と 地に 動く 所の すべての 生物 を 治めよ、 視ょ 我れ 

全地の 面に 在る すべての 草と すべての 樹 とを汝 等に 與ふ。 是れ汝 等の 食物 たるべし」 と。 此は 最初の 

福 昔であった (创世 一  章 二八， 二 九 節い。 然るに 彼等が 祌の 命に 反いて 罪 を 犯せし 時に 誡に伴 ふ 呪 ひが 

降った。 それが 最初の 律法であった。 而 してん.' に 至る も 尙ほ人 は 神に 對 して 反逆 を繼續 する が 故に 彼 

等 は 律法 ある を 知って 福 昔 ある を 知らない。 彼等 は祌は 怖い 者、 道 德は行 ふに 難い 者、 而 かも 道德以 

外に 祌の 子た るの 途は 無しと ひ、 恐怖と 慄とを 以て 人生の 峻 しき 坂 を 登りつ、 ある。 然れ ども 此 

は祌が 人より. 要求し 給 ふ 道で ない。 祌の 喜び 給 ふ 道 は 福音であって、 法で ない。 反け る 子 を 福音に 

呼戾 さん 爲の 律法で ある。 我等 は 祌の聖 ぼに 從ひ、 寸刻 も 早く 律法 を 離れて 福音に 就くべき である。 


アブラハム、 ィ ザャ、 M レ ミヤ、 イエス， バウ 口、 ァゥ ガス チン、 ル ー テル、 是が 信仰 の 系统 であ 

る。 我 练は今 キリ ス トを借 じて K にァ ブラ ハ ム の 子と 成る ことが 出来る。 

第 十一 囘 基督 信者の 單ー 

加 拉太書 三 章 二十 八 節 

そ は 

斯 かる 者の 中には ユダヤ人 乂 ギリシャ 人、 或は 奴隸 或は 自主、 或は 男 或は 女の^な し、 i 汝等皆 

基督 ィ H ス にれ りて 一 なれば 也 (舊譯 )。 

人：' は ユダヤ人 も ギリシャ 人 もな く、 奴隸^ 自主 もな く、 男 も 女 もな し、 汝等は キリスト イエス 

に 在りて 一 體 なり (改譯 )。 

之に 類した る 言が コ 口 サ ィ書三 章 十 一 節で ある。 

此 くの 如きに 至りて は ギリシャ 人と ユダヤ人、 或は 割禮 ある 者と 割禮 なき 者、 或は 夷狄 或は スク 

テャ 人、 或は 奴隸 或は 自主 の^なし、 夫れ キリスト は 萬 物の 上に 在り 又 萬 物の 中に 在り (舊譯 )。 

信者 は 皆 信仰に 由り て 神の 子と 成った ので ある、 キリス トイ H スに 在りて 神の 子と 成りた ので ある 

(サ六 節」。 其 故 如何と 云 ふに、 キリストにまで バプ テス マせられ (521 られ) し 者 は キリスト を 衣た る 

者で あるから である (廿七 節〕。 斯 かる 者に は 人 極 叉 文化、 境遇 叉社會 上の地位、 更に 又 性の lEC^ だに 

なし 0  M 故 なれば、 彼等 は 悉く キリストに 在りて ー體 であるから であると 云 ふの が 大意で ある。 

以上 を 前後の 關 係より 離して 讀 めば 「人 無^^」 と 云 ふ 事になる。 人種の なし、 地位の t: 別 
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なし、 男女の，^:,"训なしと云ふ事になる。 露1§:.5-人の共^^主義其ま、でぁって、 實に 恐ろしい 敎 になる „ 

そして 或 人 は如此 くに 共」 督敎を 解す る。 某： 督敎は 人 極、 上下、 老若、 SR 女の 差^ を 認めす、 四海同胞 

を敎 ふる 宗敎 であると 思 ふ。 然れ ども 基 # 敎は斯 かる 事を敎 へない、 また 斯 かる 事 は 有り得ない、 差 

^は ある。 差別 は 神の 定め 給 ひし ものである。 之 を 認めて、， 之に 從 ひて 行 ふが 義務で ある。 故に。 ハウ 

n は 他の 所に 於て 敎 へて 曰 ふ、 妻なる 者よ 夫に 服 ふべ し、 夫なる 者よ 妻 を 愛すべし。 僕なる 者よ 主人 

に 服 ふべ し、 主人なる 者よ 僕 を勞り 導くべし と (ェ ぺ ソ書六 章 五節)。 基督 敎會を 無 禮講の 一 種と 見做す 

者 は 極めて 淺く之 を 解す る 者で ある。 父 父たり 子 子たり、 君 君たり 臣臣 たり は 儒教に 於け ると 同じく 

基督 敎に 於ても 亦 人の 踐 むべき 道で ある。 パゥ は义 人稲阈 民の 差別 ある を敎 へて 居る。 使徒 行 傅 十 

七 章 什 六 節に n く 「また 此神は 凡ての 民 を 一 のまより 造り、 悉く 地の 全面に 住ませ、 預 じめ 其 時と 住 

の 界とを 定め 給へ り」 と。 「一の 血より 造り 給へ り」。 其 意味に 於て は 四海同胞 である。 「其 時 

と 住む 所の 界を 定め 給へ り」。 其 意味に 於て 人種 國 家の 差^が ある。 萬 民に 共通なる 所が ある、 叉 相 

異 する 所が ある。 此事を 看 遁す事 は出來 ない。 

然 らば 何に 由て 差別 を 取 除く ことが 出来る 乎。 「キリストに 在りて」 である。 バウ &は單 に 汝等ュ 

ダャ人 また ギリ シャ 人、 夷狄 また スク テャ 人、 奴隸 また 主人 は 皆 一 なりと は 曰 はない。 汝等は 皆 キリ 

スト イエス に 在りて 一 なりと 云 ふ。 此は 大切なる 條件 である。 人と して 生れた 丈け で 無差別で あると 

云 ふので はない。 キリスト を 信じ 彼に 在りて ー體 であると 云 ふので ある。 パゥロ は玆に 人間 無蒂 を 

敎 ふるので はない、 基督 信者 ー體を 示す ので ある。 彼と 此とは 全く 別問題で ある。 

肯者は キリストに 在りて 神に 結ばれ、 又 相互に 結ばれる ので ある。 信者の 生命 は キリスト である。 


彼 は 自己に 死して キリスト 彼に 在りて 生き 給 ふので ある。 故に 彼れ なる 者 は徐々 に 失せて、 キリスト 

は 彼に 在りて 日に日に 生長し 給 ふので ある。 そして 凡ての 信者が さう であるが 故に、 彼等 は キリスト 

に 在りて 一 ならざる を 得ない。 私 は 私で なくして キリ ストで ある。 拉典 人の ァゥ ガス チ ンも、 獨 逸人 

のル ー テル も、 米國 人の ム ー デ ー も 其點に 於て は變り はない。 古今東西の 凡ての 基督 信者が さう であ 

る。 故に 彼等 は 一 である。 彼等の 間に 人種、 國家、 敎會 等の 差別 はない。 差別 を認 むる は 信仰の 淺き 

證據 である。 我等が キリストの 內に 深く 自己 を投 すれば 投 する 程、 自己が 失せて キリストが 我等に 現 

はれ 給 ふので ある。 生命 は 唯一 つ、 キリスト である。 其 生命に 依て 生きて、 ユダヤ人 なし、 ギリシャ 

人な し、 奴隸 なし、 主人な し、 ^なし、 女な しで ある。 

キリ ストに 在りて 一 叉 は 一 體 なりで は 足りない。 原語に 在りて は 「 一 人」 である。 英語の one  man 

を參 照せ よ。 信者 は 凡て キリス トに 在りて 一人で ある。 古今 を 通う じて 全世界の 信者が 一 人と 成る と 

云 ふので ある。 實に 雄大なる 思想で ある。 然し 空想で はない 事實 である。 敎 會と譯 された る H クレジ 

ャは是 である。 キリスト は 新郞、 H ク レジ ャは 新婦、 そして 新婦 は 唯！ 人、 そして 彼女 は 全世界の 民 

の內 より 擇 まれた る 信者より 成る との 事で ある。 

故に 加拉太 書の 此 一 節 を 以て 人種的 差別の 撒 廢を唱 ふる 事 は 出来ない。 其れと 是れと は 全く 刖 問題 

である。 其れ は 政治問題 叉 は 文化 問題で ある、 そして 是は 信仰 問題で ある。 前者 は 未決 問題で ある、 

後者 は旣決 問題で ある。 私 は 基督 信者と 成り たれば とて 歐米 人に 兄弟と して 极は れんと 欲する ので は 

ない。 歐米は 名のみ の 基督 敎國 であって、 實の 基督 敎國 でない 事 は 誰も 知って 居る。 然し 乍ら 信仰 を 

以て キリストに 在りて 生く る 以上、 私も亦 全世界の 信者と 共に 同一 の 生命に 生く る 事 は 爭ふ事 は出來 
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ない。 

聖誕 節の 深い 意味 は玆に 在る。 キリストが 生れ 給 ひし 時に 私が 生れた ので ある。 責 下が 生れた ので 

ある。 H ク レジ ャと稱 する 美 はしき 世界人が 生れた ので ある。 此は キリスト 以前に 在った 者で ない、 

亦 キリスト 以外に 在る 者で ない。 此は處 女 マリヤより 生れし 者 を 以て 始めて 世に 臨んだ 者で ある。 聖 

ooooooo^-ooooooooooooooooocoooooooooo 

誕 節の 意味が 解る に は 自分が 確實に キリストの 生命の 分與 にあ づ からねば ならぬ。 此は 聖書の 文字 や 

歷史を 知 つ た 丈け で は 解らない、 又 科學哲 學を以 て說 明す る 事 の 出来る 事 でない。 自分に 其 生命が 降 

りて 之 を實驗 して 解る 事で ある。 そして 此 生命 は 血肉 を 通う して 授かる 生命で ない。 r 斯る人 は 血脈 

に 由る に 非す、 情慾に 由る に 非す、 人の 意に 由る に 非す、 唯 神に 由り て 生れし 也」 と ある。 此實驗 を 

有して 一 i 音 書に 於け るィ ヱ ス 降誕の 記事 を 讀んで 我等 は 少しも 怪しまな いので ある。 

第 十二 囘 子 か 奴隸か 

加 拉太書 第 四 章 

問題 は是れ である、 卽ち 信者 は 子と して 神 を 信すべき である 乎、 叉 は扠餘 (僕) として 祌に事 ふべ 

きで ある 乎。 パゥロ は 前者 を 主張し、 彼の 反 對者は 後者 を 唱道した。 福音と は 神 を 愛して 彼 を 信す る 

の 道、 律法と は 神 を 怖れて 彼に 仕 ふるの 道で ある。 律法 は 勿論 惡 しきに 非す、 然れ ども 福音の 遙に擾 

おそれ 

さる は 言 ふまで もない。 r 汝 等が 受けし 靈は奴 隸 たる 者の 如く 復 たび 懼を懊 く靈に 非す、 アバ 父よ と 

呼ぶ子た る 者の 靈 なり」 と あるが 如し (。 マ 書 八 章 十五 節)。 故に 律法 は 未丁年 者に 於け る 後見人の 如き 


者、 彼が 丁年に 達すれば 無 效に歸 する 者で ある。 人 は 福音 を 信じて 信仰的に 成人になる ので ある。 律 

法 は 小學、 福音 は 大學、 故に 一 たび 大學に 入れば 小 學に歸 るの 必要 は 更にな し。 彼 は 信仰より 信仰へ 

と、 益々 信仰の 道に 進むべき である。  . 

然るに ガラ テャ人 は 或る人々 に 誑されて 此の 愚かなる 途を 取った。 卽ち 一 度 信仰に 入って 復び 律法 

に歸 つたので ある。 割禮を 受けた ので ある。 日と 月と 季節と 年と を 守る に 至った ので ある。 子と して 

唯 神 を 信じて 其 恩 惠に與 からん とせす して、 僕と して 自ら 神に 受けら る の 資格 を 作らん としたので 

ある。 是れ 信仰の 逆行で ある。 彼等 は如此 くになして パゥ が 彼等に 施せし 勞カを 無 效に歸 せしめん 

とした。 パゥ tt の 悲歎 は兹に 在った。 故に 彼 は 曰うた ので ある、 「小 子よ 我れ 汝 等の 心に キリストの 

狀成 るまで は 復び汝 等の 爲に產 の劬勞 をな す」 と C 十九 節 )o 

そして 是れガ ラテャ 人の 爲 した 事であって 亦 多くの 信者の 爲す 事で ある。 福音 は餘 りに 簡單 である。 

神が 我等に 爲し給 ふ 事が 餘 りに 多くして、 我等が 神に 爲す 事が 餘 りに 勘くなる。 我等 は 信じて 惠 まる 

る 丈け では 物 足らな く感 する。 故に 自 から 惠 まる \ の 資格 を 作る と 同時に 神の 御 仕事 を 幾分な りと も 

御手 傳 ひまう さんとの 心 を 起す。 而 して 此時 我等 は 惡 魔に 誘 はれ、 福 昔 を 離れて 律法に 歸 るので ある。 

信仰の 墮落 は恆に 此途を 取る。 中古 時代に 於け る 羅馬敎 會の墮 落、 近代に 於け る米國 基督教の 墮落は 

凡て 此途に 由った。 卽ち 福音 は 神が 人に 臨み 給ふ途 であるに、 人は自 から 進んで 神に 達せん とする。 

事 は 心靈の 機微に 關 はる 事な りと 雖も、 其 結果た る や 遠大で ある。 自由 か 束縛 か、 進歩 か 退歩 か、 救 

扬か 滅亡 かは此 一 事に 由て 定まる ので ある。 バウ 口が 玆に 彼の 心血 を瀝 いで 爭ふは 故な きに 非す であ 

る 0 
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そして 解し やうに * て は 新約聖書の 敎を 律法の 一種と 解し 得ないで はない。 バウ B 自身が 敎 へて 曰 

したが  そ れ をの ゝき 

うた 「我が 愛する 者よ 汝等 常に 服へ る 如く 畏懼 戰 燥て 己が 救 を 全うせよ」 と (ビリ ビ書ニ 章 十二 節い。 唯 

安心して 祌 の恩惠 に， 倚て はならぬ、 長れ 戰搮 きて 己が 救 はれん こと を 努めよ と 解す る 事が 出来る。 殊 

にィ H スは 山上の垂訓に 於て 「我れ 律法 を 廢る爲 に 来れり と 意 ふ 勿れ、 成就せ ん爲 なり、 我れ 誠に 汝 

等に 告げん、 天地の 盡 ざる 中に 律法の 一 點 一 畫も遂 つくさす して 廢 たる ことなし」 と ( マ タイ 傳五章 十 

七， 十八 節 )o ィ H スはモ ー セ 以上の 嚴 格なる 立法者、 福音 はモ ー セの 律法 以上の 律法と 見えない 事 は 

ない。 そして 過去 干 九 百年 問の 歷史に 於て 基督教 は 其 信者に 由て 幾度 か如此 くに 解釋 せられた。 聖書 

の 內 に 羅馬書 加 拉太書 の 如き 書の あるに 關 はらす、 福音 はより 高き より 嚴 しき 律法なる が 故に 福音 と 

稱 せらる と 多くの 人に 思 はれた。 

然し 此は 甚だしき 誤解で ある。 福 昔 は 律法 を 超越した る 者であって、 二者 は 其 根本の 精神 を 異にす 

る。 福 昔 は祌の 子た るの 道、 律法 は 其 僕た るの 道で ある。 福音 は 信仰に 因り、 律法 は 行爲に 因る。 幅 

音 は 唯 十字架に 釘 けられし 神の 子 を 信じ 其 功績に 依て 救 はる.^ 事、 律法 は 神の 命令 を 文字通りに 守り、 

自 から 己 を 潔う して 救 はれん と 欲する 事で ある" 仰ぎ 瞻 るの 道と、 攀ぢ 登る の 道、 兩 者の 差^ は 一目 

瞭然で ある。 

然し 人 は祌の 子と 成らん と 欲する 丈で 成り 得る 者で ない。 神の 子と 成る に 神の 定め 給 ひし 途が ある。 

祌は唯 命令 を 下し 給うた 丈け で 律法 をして 無效 ならしめ 給はなかった。 律法 は 神の 定め 給 ひし 者、 故 

に 神聖で ある。 故に 律法に 依らす して 之 を 廢る事 は 出来ない。 玆 にパゥ 口の 律法 魔 止 論に 强ぃ 固い 根 

據が ある。 加 拉太書 四 章 五節 六 節に バウ 口 は 曰うた。 


期滿 るに 及びて 祌 その子 を 遣 はし 給へ り。 彼 は 女より 生れ、 律法の： 卜に 生れたり。 是れ 律法の ド 

に 在る 者 を 贖 ひ、 我等 をして 子た る 事 を 得しめ ん爲 なり。 

律法 を廢 する に 律法に 依る。 「己の 子 を 罪の 肉の 形と なして 罪の 爲に遣 はし、 肉に 於て 罪 を 罰しぬ。 

是れ 律法の 義の 我等に 在りて 成就 せんが 爲 なり」 と あるが 如し (n マ 書 八 章 四 節 )o 是が 律法 を廢 する 本 

當の途 である。 是れ 以外の 律法 廢止は 信す る 事が 出来ない。 キリスト は 完全に 律法 を實 行して 律法 を 

して 不用なら しめ 給うた。 我等 は 彼 を 信じ、 彼の 義を 我が 義 となして、 律法の 命令に 依らす、 愛の 衝 

おの づ  oooooooocooooooocooooc-c 

動に 由り て自 から 律法の 義を實 行し 得る に 至る。 信者 は キリスト を 信す るに 因り 義人た らんと 努めす 

00  0  000000000 

して 義を行 ひ 得る 者で ある。 

第 十三 囘 肉の 行動と 靈の 結果 

加 拉太書 五 章 十六 ー 竹 g: 節 

人 は 其 心の 衷に 於て 二 大勢 力の 競爭 地で ある。 其 一 が 肉であって、 其 他の 者が 靈 である。 肉と は 肉 

を本據 として 働く 惡の靈 であって、 靈と は靈に 宿り 給 ふ 神の 靈 である。 斯くて 肉 は 靈に逆 ひ、 靈は肉 

に 反し、 二者 は 互に 相 敵り て 其 間に 平和 はない ので ある。 そして 人 は 二者の 間に 介して、 其 一に 從は 

なければ ならない。 肉に 從 はん 乎、 彼は惡 人で ある。 靈に從 はん 乎、 彼 は 善人で ある。 彼 は道德 家で 

あると 稱 して 其 行 爲をー 々自由意志の 選擇に 由て おむ るので はない。 彼 は 或は 肉に 與 みして 其の 愁を 

爲す 乎、 或は 靈に與 みして 其 欲する 所に 從ふ 乎、 二者 何れ をか擇 ぶので ある。 政治 界に 於け る 所謂 
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「陣笠」 の 如き 者であって、 自己の 欲する 所を爲 すに 非す して、 其 所屬の 政黨の 政策に 從 つて 行動す 

るので ある。 彼の 自由意志 は 己が 身を投 すべき 政 黨選擇 の 際に 用 ひらる \ のであって、 其 他の 事に 於 

て は 凡て 己が 身 を 委ねし 政 黨卽ち 勢力に 從 つて 動く ので ある。 故に 言 ふ r 是れ汝 等の 欲する 所 を汝等 

が 爲し得 ざらん が爲 なり」 と。 人 は 一 々己が 欲する 所を爲 すので はない。 肉に 從ふ者 は 肉の 欲する 所 

を爲 し、 靈に從 ふ 者 は靈の 欲する 所を爲 す。 憐 むべき かな 人 は 自主に 非す して 扠隸 である。 肉の 扠隸 

に 非れば 靈の权 .If である。 然れ ども 肉か靈 か、 惡 魔か祌 か、 己が 身 を 住 かすべき 主人 を擇 むに 方り、 

其 選擇の 自由 は 之 を 己に 保有す るので ある。 

其れ故に 若し 肉の 慾 を爲さ らんと 欲せば 如何 に爲 すべき 乎と 云 ふに、 r 汝等靈 に 由り て 行 ふ ベ し」 

とパゥ ロは敎 ふるので ある。 靈に與 みすべし、 其の 勢力に 已を委 ぬべ し、 然 らば 肉の 愁を爲 す こと 莫 

らんと。 叉 曰 ふ 「汝等 もし 靈に 導かる k ならば 汝等は 律法の 下に 在らざる なり」 と。 肉の 愁を爲 さ 

るの 途、 卽ち 律法の 支配 を 免 かる &の途 は 靈に從 ひて 其の 導く 所と なる 事で ある。 人 は 自由意志と 稱 

して、 自分 一個の 力 を 以て 惡を 離れて 善に 就く ので はない。 靈 なる 勢力に 與 みして、 其 導く 所と なり 

て、 罪に 對 して 自由た る を 得る ので ある。 

「夫れ 肉の 行動 は顯 著な り」 である。 外部に 顯 はれて 何人も 之 を 見る を 得べ しと 云 ふ。 卽ち 淫行、 

汚據、 好色 等 十六 罪で ある。 行動 (希臘 語の TA  KI 英語の さ cl.ks であって 複數 名詞で ある) は 

外部に 顯 はる \ 統一な き 種々 雜 多の 行動で ある。 淫行 以下 三 は 自己に 對 する 罪、 偶像 崇拜と 巫術と は 

神に 對 する 罪、 仇 恨 以下 兇 殺まで 九 は 隣人に 對 する 罪、 醉酒 放蕩 は 以上 を總 括して 自暴自棄の 罪と 稱 

して 可な らん。 自制な きが 肉の 行動の 特性で ある。 故に 統一 がない、 勝手 放題で ある。 己 を 汚し、 祌 


を瀆 し、 隣人 を 傷く。 自己 存在の 破壞 である。 肉の 勢力 は 之 を 目的に 働く ので ある。 そして 斯 かる 勢 

力に 已を 委ねし 者の 祌の國 を嗣ぐ こと 能 はざる は 言 はすして 明瞭で ある。 

肉の 行動に 對 して 靈の 結ぶ 菜が ある。 果 は希臘 語の HOKARPCS 英語の fruit であって 軍數 名詞で 

ある。 謂 ふ 意 は靈の 結ぶ ra^ は 肉の 行動と 異なり 惟一 である。 唯 其の 現 はれの 方面が 異ふ のみで ある。 

之 を總稱 して 愛と 云 ふ。 自己に 在りて は歡 喜と 平和で ある。 隣人に 對 して は 忍耐 又 慈悲 叉 良 善で ある。 

忍耐 は 隣人の 缺 點に對 し、 慈悲 は 其 窮乏に 對し、 良 善 は 彼等 隣人に 對 する 全體の 態度で ある。 而 して 

彼の 性格 は 忠信 柔和であって、 萬 事に 於て 節制で ある。 凡ての 點に 於て 肉の 行動と 正反對 である。 肉 

は 人 を 破 壞に誘 ひ、 靈は 保全に 導く。 肉の 終り は 放蕩で ある。 靈の 終り は 節制で ある。 自己 破 壞と自 

己 保全。 「己が 肉の 爲に 種く 者 は 肉より 敗 壞を穫 りと り、 靈の 爲に稷 く^は 窮 りなき 生命 を穫 りと る 

べし」 と あるが 如し (六 章 八 節 )o 

眞の 善行 は果 である 行動で ない。 自然に 結ぶ ものであって、 努力して 成る もので ない。 故に r 爲す 

べし、 爲す 勿れ」 と 命す る 律法の 支配の 外に 成る ものである。 

第 十四 囘 愛の 表顯 

加 拉太書 第 六 章 

加拉太 書の 主要 問題 は 律法と 福音と である。 之 を具體 的に 云へば 割禮と 無割禮 とで ある。 パゥ 口の 

主張 は、 人の 救 はる は 神の 子 を 信す るに 因る、 律法 を 行 ふに 因らす、 故に 割 禮は受 くるに 及ばす と 云 
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ふので あった。 一見して 如何にも 無益の 宗敎 論で ある やうに 見える。 然し 乍ら 其 根 抵には 深い 道德上 

の 理由が あるので ある。 目的 は 神の 前に 義 たるに ある。 人間に 對 して 云 ふなら ば 完全なる 人と 成る に 

ある。 そして 律法 は 人 を 完全に 成す 道に 非す、 幅 昔 こそ 其の 道で あると 云 ふの が バウ 口の 主張で あつ 

た。 バウ B は 模範的 ユダヤ人 として 決して 夢想家でなかった。 彼 は 健全なる 實際 〔I であった。 彼が 高 

い 理想 を 述べし は、 完全なる 行 爲を產 まんが 爲 であった。 如斯 くにして 加 拉太書 も 亦羅馬 書の 如くに 

高遠なる 實際 道德の 提唱 を 以て 終らざる を 得なかった。 

五 章 五節 六 節に 於て 彼 は 敎義を 去って 道德に 移った。 先づ 第一 に 敎義、 然る 後に 敎義の 結 5^ たる 道 

德、 バウ B の 論法 は 常に 此 順序に 由る。 

我等 は靈に 由り、 信仰に 由り、 義 とせら る、 ことの 希 の充 たさる、 時 を 待つな り。 夫れ イエス 

キリストに 在りて は 割 禮を受 くる も 益な く、 受けざる も 益な く、 惟 愛に 由り て 動く 所の 信仰の み 

益 あり。 

兹に バウ n 道德の 凡てが 明記され て あると 云 ふ 事が 屮 U 來る。 第一 に 信仰、 其 報 賞と して 靈を賜 はり、 

靈は義 の果を 結ぶ。 而 して 靈が 信者の 裡に 在りて 義を行 ふが 故に、 信者 は 義の現 はる を 望み 待つ。 

彼 は靈の 器と 化した のであって、 自分で 義を行 ふに 非す して、 靈が 自分 を 以て 義を行 ひ 袷 ふ 時 を俟望 

•H  - )と ま は ど：. 1  みこま 

むと 云 ふ。 實に 廻り 遠い 途で あるが、 然 かも 謙遜に して 確實 なる 途 である。 そして 靈は 信者が 俟 つま 

でもな く、 彼 を 以て 直に 完全なる 義を行 ひ 給 ふ。 直接 道德に 非す して 間接 道德 であると 云へば 53 怠い 

微溫 い 道德の やうに 聞え るが、 然し 實際 的に は 最も 敏活なる 最も 熱烈なる 道德 である。 

律法 正しき 乎、 福音 正しから ざる 乎、 最後の 決定 は 其 結 菜に 依る ので ある。 ィ H スキ リストに 在り 


て は 割禮も 無益、 割禮 なき も 無益、 惟 愛 を 以て 働く 所の 信仰の み 益 ありと 云 ふ。 テスト は玆 におる。 

た の 信仰で はない、 愛 を 以て 働く 所の 信仰、 此 信仰の 働く 所に 眞理は 在り、 祌は在 まし 給 ふ。 律法 

にして 若し 此嘉 すべき 結 某 を 生じ 得ん 乎、 律法 可な り。 福 昔が 神の 眞理 たるの 證明も 亦 之 を 除いて 他 

に 求む ベから す。 人生 最後の 問題 はや はり 實際 問題で ある。 樹は 其果に 由て 知らる。 愛 を 以て 働く 所 

の 信仰 を 結ぶ 樹は 善樹 である、 結ばざる 樹 は惡樹 である。 我 は 我が 反對 論者と 此點を 以て (辛 はんと 欲 

すと。 ハウ n は 曰 ふので ある。 最大の 辯 論 家 は 玆に實 際 道德の 主張者と 化した ので ある。 

そして パ ゥ B は 玆に其 實例を 擧げて 居る ので ある。 六 章 一 節より 五節まで が 夫れ である。 

兄弟よ- 若し 計らす も 過に 陷る者 あらば (若し 過に 遂ひ つかる、 人 あらば)、 靈の 感化の 下に 在 

る 汝等は 柔和なる 心 を 以て 斯 かる 者 を取戾 すべし。 各自 己に 省みよ。 自己 も 亦 誘 はる、 事 あらん < 

相互の 重荷 を擔 ふべ し、 而 して キリストの 律法 を 完成すべし。 人 もし 有なら ざるに 自 から 有な り 

とせば 是れ自 から 欺くな り、 云々。 

玆に愛 を 以て 側く 所の 信仰の 實 例が ある。 眞の 信仰と は如斯 きもの、 露の 愛と は如斯 きもので あらね 

ばなら ぬ。 兄弟が 罪に 陷 りし 場合、 或は 罪に 逐 はれて 其逐 ひつく 所と なりし 場合に、 汝等聖 靈を賜 は 

りて 其 支配の 下に 在る 者 は、 柔和なる 心 を 以て 斯 かる 者を勞 はり、 其の 囘復を 計るべき である。 汝等 

は 相互の 重荷 を擔 はねば ならぬ。 相互の 責任 を頒 たねば ならぬ。 彼が 罪 を 己が 罪と して 感ぜねば なら 

ぬ。 そして 柔和なる 心 を 以て、 彼の 罪を责 めすして、 自分で 自分の 罪を處 分す るの 心 を 以て、 彼 を 元 

の狀 態に 取戾 さねば ならぬ。 是が キリストの 愛で ある。 キリスト は 我等の 罪 を 御 自分の 罪と 見なし 給 

ひて、 我等に 代って 神の 怒 を 御 自分の 身に 受け 給うた。 我等 も 亦 キリストの 此御心 を 以て 相互の 罪 を 
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擔 はねば ならぬ。 斯く なすの が キリストの 律法で ある。 乇，' セの 律法と は 異なり、 兄弟 を 愛し 其 罪の 

責任 を頒 ちて 神に 仕へ 奉る の途 である。 

他人の 罪の 責任 を頒 つと 云 ふが 如き 事 は、 是れ 到底 我が 爲す能 はざる 所な りと 云 ふ 者 ある 乎。 斯か 

る 人は自 から 己に 省みよ。 人 もし 價値 なきに 自 から 惯値 ありと せば 是れ 己れ を 欺く ので ある。 汝等各 

自己が 行 を檢視 よ、 然 らば 己が 無價 値なる を 知らん。 縱し ニーの 誇るべき 行爲 ある を 見ん も、 そは當 

然爲 すべき 者た るに 過す して、 殊更に 他人に 優り 彼等に 比べて 獨り 誇り 得べき 者に 非す。 人 は 各自 罪 

の 重荷 を 負 ふ。 故に 凡ての 罪人に 同情すべき である。 「凡て 人に 爲ら れんと 欲 ふ 事 は 汝等も 亦 人に も 

其の 如くせ よ」 と 主が 命じ 給 ひしが 如くに、 我等 各自 自分の 重荷 を 人に 頒 ちて 貰 ひたく 欲 ふが 如くに、 

自分 も 亦 他人 の 罪の 重荷 を頒 つ ベ き で ある。 

第 四 節 第五 節 は 難句で ある。 私 は 正確の 解 釋を與 へた 乎 否 乎 を 知らない。 然れ ども バウ：： が 言 はん 

と 欲する 所の 要點は 明白で ある。 キリストの 愛の 唱道で ある。 愛に も 種々 ある。 而 して キリストの 愛 

は 特別の 愛で ある。 自分が 他人に 代って 苦しむ の 愛で ある。 「キリスト 旣に 我等の 爲に詛 はる \ 者と 

なりて 我等 を 贖 ひ 律法の 詛 ひより 脫れ しめ 給へ り」 と ある は此 事で ある (三 章 十三 節 )。 自分 は 淸淨の 

身 を 以て 他人の 罪に 與 からす、 其 罪 を 責めて 責任 を頒 たす して 罪人 を 救 ふ 事 は 出来ない。 キリスト は 

斯 かる 冷淡なる 無責任なる 方法 を 以てして 我等 を 贖 ひ 給はなかった。 彼 は 我等の 爲に詛 はれ 給うた。 

我等の 罪 を 御自身の 罪と して 受けて 甘んじて 木に 懸り 給うた。 其處に 神の愛が 現 はれた。 基督 信者た 

る 者は此 特殊の 愛 を 現 はす 者でなくて はならぬ。 

O0OOCOO00CO  OOOOC0-CC0OO  00000000000  000  0O00O 

神に 在りて は獨 子の 提供、 人に 在りて は 信仰の 服從、 而 して 信仰に 應 する 聖靈の 恩賜、 其 結 はキ 


トの 愛の 實現、 基督 敎の 大意 は是 である。 而 して 此の 事 を 述べた 者が 加拉太 書で ある „ 
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キリストに 在りて 

エベ ソ書 一書 一— 十四 節 

基督 敎の袖 珍書と 稱 せらる k ェ ベ ソ書 は其發 端の 十四 節に 於て、 斯敎の 根本的 眞 理と稱 すべき もの 

を數囘 繰返して 記載して 居る。 それ は 「キリストに 在りて」 との 短句で ある。 「キリストの 中に」 と 

か、 「キリストに 由り て」 とか 譯 せられて あるが、 「キリストに 在りて」 が 其字譯 である。 ギリシャ 

語の ェン. トウ. キリスト である。 ェ ンは 英語の in であって 「其 中に 在りて」 の 意で ある。 文法 家 

の 所謂 ェン. 口， "カルで ある。 「位地 を 示す ca」 である。 「キリストに 於て」 叉 は 「キリストに 在り 

て」 である。 今一 章 一節より 十四 節に 至る までの 此 短句の 使用法 を 示すならば 左の 如くで あな。 

第一 節。 信者 は キリストに 在りて 忠實 なる 者。 

第三 節。 神 は キリストに 在りて 我等 を 祝 幅し 給へ り。 

第 四 節。 神 は キリストに 在りて 我等 を擇び 給へ り。 

第 六 節。 その 愛しみ 給 ふ 者 (キリスト) に 在りて 恩惠を 下し 給へ り。 
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第 七 節。 我等 は 彼 (キリスト) に 在りて 罪の 赦しを 得たり。 

第 十 節。 神 は キリ ストに 在りて 萬 物 を 一 に歸 せしめ 給 ふ。 

第 十 一 節。 我等 は キリ ストに 在りて 神の 產業 とせられたり。 

第 十三 節。 汝等は キリストに 在りて 福音 を 聞き、 約束の 聖靈 にて 印せられ たり。 

以上 八 囘に涉 り 「キリストに 在りて」 と 云 ふ 短句が 用 ひられて ある。 之に は 何 か 深い 意味がなくて は 

ならない。 

基督 敎の 目的 は 神と 人との 和合に 於て ある。 人に 臨む 凡ての 不幸 は 彼が 神より 離れた からで ある。 

故に 若し 何 かの 方法に 由り 人が 再び 神と 和らぐ ことが 出来るならば、 凡ての 幸福 は 再び 彼に 臨む ので 

ある。 人生 問題の 難 點は玆 に 在る。 若し 人 を 神に 結附 ける 事が 出来るならば Me ての 問題 は 解決せられ 

るので ある。 そして 人 は 凡ての 方法 を 講じて 神と 和らがん とした。 宗敎は 人類の 此の 努力の 現 はれで 

あると 云 ふ 事が 出来る。 如何にもして 祌に 肖た る 者と なりて 彼に 接近して 其 恩 惠に與 らんこと をと。 

人類の 要求に して 之よりも 切なる 者 はない。 彼等 は 何 を爲す こと を も 厭 はない、 唯 天の 父に 愛せられ 

んと 欲す。 ピリ ボが曰 ひし 如く 「我等に 父 を 示し 給へ、 然 らば 足れり」 である (約 翰傳 十四 章 八 節 )o 父 

を 知らん が爲に 哲學は 起り 神 學は始 つた。 神に 近づかん 爲の 儀式で ある、 難行 苦 業で ある。 罪に 穢れ 

た 人が 聖き 天の 神に 近づき 其 愛に 浴す る を 得ば、 それで 人生の 凡ての 問題 は 完全に 解決 せらる \ ので 

ある。 然し 乍ら 此事 たる 人生の 至上 善で あると 同時に 至大 難で ある。 望んで 到底 達し 得ざる は此 事で 

ある。 人類に 無限の 要求が あるが、 煎じ 詰 むれば 此 一 事に 歸 着す るので ある、 卽ち 「我 は 我が 失 ひし 

OO0OOOO  OOO0O000O 

父 を 得ん と 欲す、 其 愛に 浴 せんと 欲す」 と。 


そして 人類が 求めて 得る 能 は ざり し 解決 を祌は 完全に 與へ 給うた ので ある。 而 かも 解決と 稱 して 神 

は 之 を 論理的に 之を證 明し 給うた ので はない。 又 何 か 困難い 方法 を 設けて 人 をして 之に 由て 御自身に 

近づけし め 給うた のでない。 神の 人生 問題の 解決 は 至って 簡 短であった。 まことに 簡 短の 極と 稱 すべ 

きであった。 彼 は 其 獨子を 遣って 此大 問題 を 完全に 解決し 給うた，， - 。ハウ 51 の 言葉 を以 つて 言 ふなら ば 

時期す でに 至る に 及びて 神 は 其 子 を 遣 はし 給へ り。 彼 は 女より 生れ 律法の 下に 生れたり。 これ 律 

法の 下に 在 る 者 を牘ひ 我等 を して 子た る こ と を 得し めん 爲 なり ( * 力 ラ テ ャ書四 章 四 * 五節. }。 

卽ち神 は 其 子 を 遣りて 問題 を 解決し 給うた。 まことに 祌 らしき 解決法で ある。 長々 と 理屈 を述 ぶる の 

必要な く、 込 入った tf? 方法 を講す るの 必要 はない。 子 を 遣りて、 彼を以 つて、 然り 彼に 在りて、 萬 事 

を 解決し 給うた ので ある。 

キリ スト は 神の 子が 女より 生れた 者で ある。 故に 神と 人との 兩性を 具へ たる 者で ある。 神の 子で あ 

つて 又 人の子で ある。 故に 祌は 己が 子と して 彼 を 愛し 給 ひ. 人 も 亦 己が 代表者と して 彼 を 愛し 奉る こ 

とが 出来る。 キリストに 於て 神と 人と は 愛の 目的 を 共に する。 神 は 罪に 沈める 人 を 愛する こと は出來 

ない。 人 は 亦聖き 神に 近づく ことが 出来ない。 然し 乍ら 祌は キリスト を 愛する ことが 出來 る、 人 も 亦 

キリ ストに 近づく ことが 出来る。 他の ことに 於て 全然 離隔せ る 神と 人と は キリ ス トに 於て 接近す る こ 

OOO0000000C00000000GC  00000O0O00C0000C 

とが 出來 る。 キリスト を 愛する 愛に 於て 一致して 神と 人との 一致 和合が 完全に 成立した ので ある。 此 

は祌人 和合の 實際的 解決で ある。 人の 瞑想 义は 修養に 由る 和合で はない。 叉 敎會の 儀式に 由る 祌？ i 的 

一致で はない。 愛の 目的物 を 共に する 事實 的合體 である。 此んな 堅い 强ぃ 一致 結合 はない ので ある。 

神の 人生 問题の 解決 は簡 短に して 明瞭で ある。 宗 敎哲畢 又は 儀禮债 式に 由る 必要 は 少しもない。 唯一 
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人の子 を 遣し 給 ひし 丈け に 由て 凡ての 難問題 は 完全に 解決せられ たので ある。 

そして 此事は 少しも 不思議で ない。 此は 人間 同志の 間に 普通に 行 はる- -事 である。 結婚に 由て 〔ゑと 

家と は繁 がる k ので ある。 然し 乍ら 儀式 を濟 ました 丈け で、 他人が 急に 親類に 成る 事が 出来ない。 法 

律 上の 親類 は 未だ 實際 上の 親類で ない" ^婚の 儀式 を濟 ました 丈け で兩 家の 融合 は 成らない。 然るに 

玆に 結婚に 由て 成りし 夫婦の 間に 一 人の子が 生れて 親戚 關 係が 完全に 成立す るので ある。 玆に兩 家 共 

通の 愛の 目的物が 現 はれた ので ある。 故に 彼に 在りて、 卽ち兩 { 糸の 性 を帶 びし 嬰兒に 在りて、 今日 ま 

での 他人 は 急に 親類に 成る ので ある。 約束に 由り 法律 的に 親類に 成りし 者が、 一 子の 生る i に 由り 事 

實 的に 親類に 成る ので ある。 此 場合に 於て 兩.： M は其兩 性を帶 びし 一 子に 由り 一 致 和合した と 云 ふ 事が 

出来る。 

キリスト を 以て 同一 の 事實が 神と 人との 間に 行 はれた ので ある。 彼に 在りて 神と 人と は 愛の 目的物 

を 共に して 相 接近す. る ことが 出來 たので ある。 神 は 神の 子と して キリスト を 愛し 給 ひ、 人 は 人の子と 

ひと 

して 彼 を 愛し 奉る。 キリスト は 神と 人と が 等しく 已が 子と して 要求し 得る 者、 故に 彼に 在りて 兩者は 

相 接し 相 結ぶ ことが 出来る。 まことに 簡短 極まる 眞理 である。 哲學 者の 說明を 要せす して 何人も 了解 

し 得る 眞理 である、 然れ ども 深遠で ある。 愛の 目的物 を 共に する に 由て 結ばれし 神と 人との 繁ぎ であ 

る。 此んな 深い 强ぃ繁 ぎの 全 宇市に 二つと は 無い 害で ある。 而 かも 神 は 其 獨子を はに 降して 彼 を 以て 

自己に 叛 ける 人と 和らぎ 給うた ので ある。 

兹に 於て か 「キリストに 在りて」 の 意味 は 明白で ある" 祌は 直に 人 を 愛する こと は 3^ 來 ない。 「汝 

は 凡て 邪曲 を 行 ふ 者 を 憎み 給 ふ」 と あり (詩 五篇 五節〕、 r 汝 は目淸 くして 肯て 惡を觀 たま はざる 者」 と 


あるが 如し C ハバ クク書 一章 十一 一一 節〕。 罪に 沈める 人 を nl^ て 神が 之 を 愛し 能 はざる は當然 である。 人 も 亦 

直に 神 を 愛する こと は出來 ない。 自己 は餘 りに 被れ 祌は餘 りに 聖 くして 兩 者が 愛 を 以て 相 接する 事 は 

不可能で ある。 然し 乍ら 神 は キリ ストに 在りて 人に 接する 事が 出來 る、 叉 人 は キリストに 在りて 神に 

近づき まつる 事が 出来る。 キリス 卜 を 愛して 祌は人 を 愛し 給 ひ、 人 も 亦 キリスト を 愛して 神 を 恐れす 

して 彼 を 愛し 奉る。 H ぺソ書 一章の 意味 は兹に 於て 明白で ある。 信者 は キリストに 在りて 祌に對 して 

忠實 なる 者で ある (一節 〕。 我等 は キリストに 在りて 罪の 赦しを 得た ので ある (七 節 )0 我等 は乂 キリス 

トに 在りて 約束の 聖靈を 以て 印せられ たので ある (十三 節)。 神の 側に 於ても 亦 同じで ある。 彼 は キリ 

ストに 在りて 我等 を 祝福し 給 ふ (三 節)。 彼 は キリストに 在りて 我等 を擇み 給うた (四 節 )o 彼 は その 特 

に 愛しみ 給 ふ 者卽ち キリストに 在りて 我等に 恩惠を 下し 給 ふ (六 節〕。 其 他 凡て 然り である。 神と 人と 

の 間に 行 はる、 凡ての 善き 事 は キリ ス トに 在りて 行 はる、 ので ある。 まことに キリス トは祌 と 人との 

密會 所で ある。 彼に 在りて 罪人 は 聖き神 を 父と 呼び まつりて 其の 凡ての 恩 惠に與 る ことが 屮ぃ來 る。 

そして 神と 人と 計りで はない、 人と 人と も 亦 キリ ストに 在りての み 35- の 愛の 交換 を爲す 事が 出来る 0 

人 は 神より 離れし 時に 相互より 離れた ので ある。 故に 再び 故の 親しき 關 係に 人らん と 欲せば 神との 正 

しき 關 係に 入らなければ ならない。 そして キリス トに 在りて 神と 和らいで 人 は 相互と 和らぐ ので ある。 

「ベ ッレ ヘム の 嬰兒」 は 人 を 神に 紫いで 叉 彼 を 相互に 槃 ぐので ある。 天使が 其 夜 「地に は 平和」 と 歌 

ひし は 是が爲 である。 人類の 平和 は 彼等が 凡て キリストに 在りて 神と 結び 相互と 結ぶ 時に 實現 する。 

ィザ ャ書十 一 章 六 節に 

狼 は 小羊と 共に 宿り、 豹 は 小山 羊と 共に 臥し、 小牛 牡 獅子、 肥えた る 家畜 共に 35 て 小さき 童子に 
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導かる 

と ある。 此 「小さき 童子」 は 「ベ ッレ ヘム の 赤ん坊」 であって、 神の 子が 女より 生れし 者で ある (英 

譯の a little  child 單數 名詞に 注意せ よ )o 一  人の 赤ん坊で は あるが 彼に 在りて 神と 人と 全人 類と が 

繋がる、 ので ある。 

ェ ッ サイの 株より 一 つの 芽 出で、 その 根より 一 つの 枝 生え 出て 實を 結ばん。 其 上に M ホバ の靈止 

まらん。 •：：. 彼 は 正義 を もて 貧しき 者 を 審判き、 公平 を もて 國內の 卑しき 者の 爲に 斷定 し、 その 

, 、ちび る 

口の 杖 を もて 國を 打ち その 霄の氣 息 を もて 惡人を 殺すべし。 正義 は その 腰の 帶 とたり、 忠信 は そ 

の 身の 帶と 成ん 

と。 卽ち H ッ サイの 株 G 糸) より 出た る 一 つの 芽、 卽ち ダビデの 子と してべ ッレ ヘム に 於て マリヤの 

胎 より 生れ 出し 嬰兒 は、 其 双肩に 宇宙の 大權を 擔ひ給 ふとの 事で ある〕 そして 其れ は 理由の 無い 事で 

はない。 彼の 天性より して、 叉 其 天性に 應 はしき 行爲 よりして、 彼に 其 資格が あるので ある。 一個の 

嬰兒 では あつたが、 祌は 彼に 在りて 「或は -大 に 在る 者、 或は 地に 在る 者、 卽ち萬 物 を 一 に歸 せしめん 

が爲 に」 彼 を 遣 はし 給うた ので ある (H ぺソ書 一章 十 節， )。 國に 王孫の 生る、 時に、 之に 由り て 全 國の統 

一 が保證 せられた と 同じで ある。 實 に簡單 にして 深遠なる 眞理 である。 


强 くなる の途 


以弗所 書 六 章 卜 節の 研究 

兄弟よ 主お よび 其大 なる > おに 頼り て 剛健 な る ベ し (普通 譯)。 

兄弟よ 主に 在りて 强 かれ、 其 能の 勢 に賴 りて 强かれ (，：nl 譯)。 

米國の 文豪、 コ ン コ んドの 祈；： 人 H マソ ン は其國 人に 告げて 曰 ふた 「諸君よ 强 かれ」 と、 而 して 米國 

人は此 聲に應 じて 立った、 彼等 は 自己の 能力 を覺り I 軟弱 を 歎つ の 愚を排 して、 裔 然として 起て 大に 

爲す 所があった。  ， 

然し 乍ら 精力に 充滿 せる 米國 人と 雖も やはり 「鼻より 息の 出入す る 人」 であった、 彼等 は 竹 人に 

「强 かれ」 と 言 はれて 强く はなった が、 然し 强 くなる にも 限度が あった， 縱令ル ー ズヴ. - ルトの 如き 

大 勢力家と 雖も其 勢力 は 無限で はない、 「汝 等强 かれ」 と 言 はれて 見た所で "しに 贫 みて 自己の 能力の 

無き を 知った 時には 如何した らば 宜 からう、 玆に 至て 哲人 H マ ソンの 勸吿の 甚だ 勇ましく 聞え て實は 

效 力の 極めて 掛 きを 知る ので ある。  。が 

然し 乍ら タル ソの パゥ II の 勸告は H マ ソンの それと は 少しく 異 うので ある、 然り大 に 違う ので ある 

。ハウ 口 も 亦 彼の 敎 友に 告げて 曰 ふた 「兄弟よ 强 かれ」 と、 然し 乍ら 單に 「强かれ」 と 雷はなかった、 

「41i^.s.^ て强 かれ」 と 言 ふた、 而 して 「主に 在りて」 と 云 ふ 短句の 中に； 太 地の 相違が 含まれて 有る 

ので ある、 單に 「强 かれ」 と 言 ひて 軟弱に 耽りつ、 ある 懦夫 を勵 ますので はない、 「主に 在りて 强か 

れ」 と 言 ひて 大能 者より 無限に 盡 きざる 能力の 供給 を 仰ぐべく 勸む るので ある， 實に H マ ソン は 哲人 

であって パゥロ は 基^ 者であった、 エマソン は 勇ましく  M えて 資は 弱く あった、 パゥロ は； i  く 見えて 
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赏は 剛毅く あった、 H マ ソン は 彼の 國人 をして 自己に 頼らし めた、 バウ 口 は 彼の 敎友 をして 主 キリス 

トに賴 らしめ た、 哲人と 使徒との 間に 天地の 差が あった。 

「兄弟よ 強く あれ、 主に 在りて 强く あれ、 己が 手に 聖 父の 萬 物 を 賜 ひし こと を 認識し 給 ひし 主 キリ 

ストに 在りて 强く あれ」 と、 是れ バウ 口の 勸言 である、 實に 基督 者の 能力の 泉 は 彼れ キリストに 於て 

在る ので ある、 基督 者 は 奮起 勉^、 自己に 鞭撻 を 加へ て强 からん と 欲する 者で はない、 「神の 充足れ 

る德は 悉く 形體 をな して キリ ス トに 住めり」 と ある 其 キリ ス 卜に 在りて 强 くな らんと 欲する ので ある 

さ. ァぇ  し- U が  もろ/ ヽ ち - つ 

(哥羅 西 書 二 章 九 節)、 バウ ロは此 事を稱 して 「神の 榮の權 威に 循 ひて 賜 ふ 諸の 能力 を 得て 强く なり」 と 

言 ふて 居る (同一 章 十一 節、、 神の 賜 ふ 能力で ある、 自己の 打 出す 能力で はない、 信仰 を 以て 神より 祈 

求む る 能力で ある、 基督 者 は 强くは あるが、 此 世の 勇士 や 智者が 强く ある やうに 強き 者で はない U 

「兄弟よ 主に 在りて 强く あれ」 と 云 ふ、 然し バウ 口の 意味 は此譯 文に て はま だ 足りない ので ある、 

r 强く あれ」 ではない、 r 强 くせられ よ」 である (希臘 語の endunamouatlae である、 希 伯 來書十 一 

章 三十 四 節に 「荏 弱より して 刚强 せられ」 と ある 其詞 である/ 信仰に 由て 自動的に 强く なれとの 意 

味で はない、 主 キリストに 在りて (或 ひ は 由り て) 强 くせられ よとの 意味で ある、 信仰 は何處 まで も 

受動的で ある、 主に 强 くして 戴く ので ある、 自 から 勵 みて 强 くなる ので はない、 「エホバ を 待^め、 

彼れ 汝を救 はん」 と ある 其 事で ある、， 箴言 二十 章サニ 節； r 「主に 在りて」、 卽ち 自己 を 主の 中に 置きて" 

ま か 

全く 彼に 委し 奉りて 彼の 强く する 所と なれよ との 意味で ある、 信仰の 秘訣 は兹に 在る ので ある、 自か 

ら强 くな りて 主の 爲に盡 さんと する ので はない- 弱き ま \ の 自己 を 彼に 委ね まつりて 彼に 荏 弱より し 

て剛强 して 戴く ので ある、 而 して 信者 は玆に 世の 知らざる 强 健に 達する の途を 知る ので ある * 彼 は 信 


頓に 由り て 言 者 の 言 の 偽らざる を 知る ので ある、 

青年 は 倦 疲れ 壯士 も亦衰 ふ、 然れど M ホバ を俟 む 者 は 新たなる 力 を 得ん、 彼等 は 鷲の 如く 翼 を 

張りて 昇らん、 走れ ども 疲れす 歩め ども 倦まざる べし 

と：； 以赛亞 書 四十 章卅 一 節、。 

「其 能力の 勢力に 頼りて 强 かれ」、 此半 節の 中に ちからと 云 ふ詞が 二つ ある、 能力 H  ，こ 云 

ひ 勢力 (knit こ S) と 云 ふ、 能力 は 蓄積され たる 力であって カ學 上の 伏 能 力 である、 勢力 は將 さに 

使用 されん とする 力であって カ學 上の 動勢 力 である、 主 キリストの 能力と 云 ふ は 「萬 物 を 己に 服 

はせ 得る 能」 と ある 其 力で ある (啡立 比 書 三章廿 一 節)、 彼の 勢力と 云 ふ は 「ィ ェ ス自 から 力の 己より 出 

たる を 知り」 と ある 其 力で ある (馬 可 傳五章 三十 節〕、 「萬 物 彼に 由り て 造られたり」 と あり 「又 萬 物 彼 

に 由り て 保つ こと を 得る 也」 と ある S3 羅西書 一章 十六 節 十七 節)、 キリストに おする 無限の 力、 是れが 

彼の 能力で ある、 「我 は 我に カを與 ふる キリストに 因りて 諸の 事 を爲し 得る 也」 と バウ 口が 言 ひし 其 

力、 是れが 主の 勢力で ある、 此 能力 ある 主より 此 勢力 を 賜 ふので ある、 故に バウ 口 は 言 ふたので ある 

「其 (主 キリストの〕 能力の (能力より sr つる) 勢力に 頼りて 强 かれ (强 くせられ よ 〕」 と、 信者の 力 

し、 たさい 

の 所在と 之 を 得る 途と は玆に 在る ので ある C 

斯くて 信者 は强 くなる 途を 知り 又强 くな り 得る 理由 を 知る ので ある、 彼 は r 强く なれ」 と 言 はれて 

單 にさ 元氣を 出す ので はない、 彼 は 自分 を 鼓舞して 勇氣を 出す ので はない、 彼 は 能力 ある 者に 頼り 彼 

より 勢力 を 賜 はりて 强 くなる ので ある、 彼 は 自分の 弱 きを 知る、 而 して 亦 荏 弱 より 陣强 くせら る、 の 

途を 知る、 信賴 である、 彼が 强く 成る の祕訣 は兹に 在る、 ル ー テルの 愛 句た る 以赛亞 書 三十 章む 五節 
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卽ち 

汝等立 かへ りて 靜 かにせば 救 を 得、 平穏に して 依頼 まば 力 を 得べ し 

と の 言辭 は 能く 此 秘訣 を敎 ふる 者で ある C 

所謂 現代人 は 常に 絡 叫して 言 ふ 「勢力 勢力」 と而 して 彼等 は 勢力 を 金力に 求め、 智力に 求め、 また 

權 力に 求む、 然れ ども 是れ 皆な 此 世の 勢力で ある、 地より 屮 r つる 勢力であって 永く ざたざる 簿き 勢力 

である、 信者 は斯 かる 勢力に 由て 事を爲 さんと しない、 信者 は 勢力 を 得ん と 欲して 大臣の 邸に 伺候し 

ない、 富豪の 門 を 叩かない、 信者 は 勢力 を 得ん と 欲して， 聖山を 仰ぐ、 彼の 援カは 主より 來る、 ： 大地 を 

造り 給 ひし 主 キリストより 来る (詩篇 第 1R サー篇 一節)、 而 して 此 勢力 は 金力で はない、 叉 世の 所謂 勢力 

ではない、 此 世の 權 者の 知らざる 勢力で ある、 「是 は權 勢に 由ら す 威力に 由ら す 我靈に 由るな り」 と 

雷 はれし 其靈 力で ある、 撒 加 利亞書 a 章 六 節べ 「我 は エホバ の 聖靈に 由り て 能力 身に 滿ち、 公義 及び 勇 

氣 衷に滿 つれば 國に 其愆を 示し 民に 其 罪 を 示す を 得」 と ある 其 力で あ る (米 書 三 章 八 節)、 而 し て 信者 

の 信仰に 應 じて 上より 臨む 力 は先づ 第一 に靈 力で ある、 第二に 智力で ある、 第三に 體カ である. 上天 

より 臨む 同一 の 力で あるが 凡ての 方面に 於て 働ら く 力で ある、 罪 を 服へ る 力で ある、 世と 自己に 克っ 
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力で ある、 患難に 勝つ 力で ある、 殊にす ベての 逆境の 中に 在りて キリストと 其 愛 を 信す る 力で ある、 

叉 「萬 事 をお 知り また 神の 深き 事を究 知る」 の 力で ある (哥林 多 前書 二 章 十 節)、 「第一 に 潔く、 次ぎに 

平和、 寬容、 柔順、 且つ 矜恤と 善果に 滿ち、 人 を偏視 す、 亦 僞 なき 者」 と ある 智慧 を與 ふる 力で あ 

る (雅各 書 三 章 十七 節)、 而 して 又 時には 惡 鬼を逐 出し、 疾病 を 癒し 山 を も 移す 力で ある、 實に 奇跡と 云 

へば 奇跡で ある、 然れ ども 信仰の 實驗 として 當然の 事であって 敢て 怪しむ に 足りたい の である。 


而 して 斯 かる 力が 現今 此 所で 與 へらる- 1 ので ある、 「道 は汝に 近く 汝の 口に 在り 汝の 心に 在り」 と 

あるが 如く、 信仰に 由り 靈カ 智力 體 力の 分與 せらる &途は 我が 口 我が 心に 在る ので ある、 信じて 祈れ 

ば 其れで 與 へらる-の である、 「祌は 我等の 避 所、 また 力なり、 患難る 時の 最近き 援助な り」 である 

(詩篇 笫 四十 六篇 一節)、 大臣の 邸に 走る に 及ばす、 富豪の 門 を 叩く に 及ばない、 現今 _此 所に 仰 瞻れば 其 

れ で此奇 しき 力が 我が身と 靈 とに 加 へらる &の である、 此 カを與 ふるのが 宗敎 である、 此カを 授かる 

のが 信仰で ある、 今の所 謂る 宗敎、 卽ち 運動と 稱 へられて 社會的 活動に 由て 維持 せらる.^ 基督 敎に 余 

輩 は 宗敎の 名を附 する こと は 出来ない ので ある。 

兄弟よ、 主 キリス 卜に 由り て强 くせられ よ、 其の 能力より 出づる 勢力に よりて 強く せられよ。 


神の 武具 

以弗所 書 六 章 十一— 二十 節 

信者 は 自己に 賴る 事な く 主 キリ ストに 在りて 卽ち 彼の 能力より sr つる 勢力に 賴 りて 强 くせら る 、 の 

であるが (前揭 『强 くなる の途』 參考 )、 其の 斯く 剛強く せらる k は惡 魔の 奸計 を禦 ぐが 爲に 特に 必 

要で ある、 惡 魔の 勢力に 實に 侮るべからざる ものが ある、 否 其の 如何に 恐るべき もので あるか は 之 を 

實驗 したる 者に して 初めてよ く 知る 事が できる， 惡とは 決して 完全に 對 する 不完全と いふが 如き 程度 
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の 問題で ない、 之 は 正しく 善の 正反對 であって 人の 靈 魂まで を も 滅ぼす の カを冇 する 最も 恐る ベ き 敵 

である、 故に 之 を. 「惡 魔」 とい ひて：^ も 人格者の 如くに 呼ぶ は粗雜 なる 考の 如くに 見えて 實 はさう で 

はない、 惡 魔の 攻撃に 出 遇 ひし 苦き 經驗を 有する ものに 取て は 彼の 實に 「物」 に 非す して 「人」 であ 

る 事が 知らる、 ので ある、 而 して 惡 魔の 人 を 襲 ふや その 常 乎 段 は 「奸計」 である、 卽 ち惡. < 止 である、 

樣々 の惡 しき 策^ を 巡らし 陰險 なる 昆を 張って 人 を 擠る& ので ある、 故に 之と 戰ふ は實に 容易な 事で 

よろ 

はない、 信者 は 如何にし てこの 惡 魔の 奸計 を禦ぐ ことが 出来る 乎、 バウ a は 曰 ふ 「神の 武具 を 以て 裝 

ふべ し」 と、 人の 武器で は 之 を 破る に 足りない、 神より 賜 はる 特^の 武器 を 以て 身 を 装 ひ！： めねば な 

らぬ、 何と なれば 「我等 は 血肉と 戰 ふに 非す」、 敵 は 目に 見 ゆる 血肉で はない、 見えざる 惡魔 である- 

露に 形を兑 せて 襲 ひ 來る敵 は 寧ろ 恐る、 に 足りない、 惡 魔の 特質の 一 は 思 はざる 時に 思 ひがけな き處 

より 不意 を 打って 來る ことで ある、 加 之 彼の 勢力 は义 S ズ吊 なる もので ない、 彼 は 極めて 偉大なる 敵で 

ある、 彼 は r 斯 世の 幽暗 を 宰る政 また 權威 また ゅ界 勢力」 である (普通 邦 譯には 「政 また 權威ま 

た斯 *1 の 幽暗 を宰る 者」 と ある けれども 原文の 語勢に 從ひ 以上の 如く 譯 する を 可とする)、 また 「天 

の處 にある」 卽ち 靈界に 於け る惡靈 である、 我等の 敵 は 此の 如く 目に 見えす して 而も 最も 强大 なる も 

ので ある、 故に バウ 口 は 「是 故に」 とい ひて 再び 總 論に 立ち 歸り 繰返して い ふ 「神の 武具 を 取る ベ 

し」 と、 斯 くして 信者 は 初めて 「惡 しき 日」 に會 ふて 强敵 を禦ぎ 信仰 を 固く 維持す る 事が できる ので 

ある。 

然 らば 神の 武具と は 何で あるか、 。ハウ a は玆に 六の もの を 列 舉し猶 ほ 最後に 最も 大切なる 一 を 加へ 

て^る。  . 


其 第一 は 「II？」 である， 帶とは 決して 單 なる 装飾で はない、 東洋人の 服装に 最も 肝要なる もの は 之 

である、 之 を 腰に 結ぶ によって 衣服 全體の 纏まりが 附 くので ある、 帶 なくして 如何なる 武装 を 纏 ふと 

も 身に 緊め is りがない、 然 らば 信者の 帶は 何で ある 乎、 曰く 「誠」 である、 誠實 である、 之に 由て 彼 

の 行動に 統一 を 生じ 彼の 戰に 整然として 亂れ ざる 規律 を 生す るので ある、 惡魔 は樣々 の陰險 なる 奸計 

を 以て 襲 ひ 來るも 之に 應す るに 終始一貫た^ 一筋の 至誠 を 以てする とき 奸計 も 遂に 用を爲 さない、 若 

し然ら すして 苟も 虚偽 不誠實 を 交 へん 乎、 忽ち 信者の 足 並 は亂れ 精鋭なる 武器 も 之 を 揮 ふに 由な く遂 

に惡 魔の 續 にか k ら ざる を 得なくなる ので ある。 

其 第二 は 「護 胸」 である、 胸 は 正面より 敵に 露出す る處 であって 而も 身體の 最も 樞 要なる 部分で あ 

るから 之 を 護る に 一 點の k なき 堅牢 無比なる 武器 を 以てすべき はいふ 迄 もない、 故に 「__ ^を 護 胸と し」 

とい ふ、 義とは 公明正大 である、 權謀 術数 を： 弁し ない ことで ある、 奇道 を擇び 策略 を講 する は惡 魔の 

DR も 得意と する 處で あるから 人 は 之と 同じ 武器 を 以てして は 到底 惡魔 の 敵た る こ と は 出来な い、 敵 は 

策略に i せぐ に 策略 を 以て 來れ、 我 は何處 まで も 正々 堂々 の陣を 張って 之に 應ぜ むと， これ 信者の 態度 

であるべき である、 かくして 惡 魔の 奸計 は 其の 乘 すべき 隙を發 見す る ことができな いの， である。 

其 第三 は ri」 である、 鞋とは 現今の 靴の 如く 革の 足袋で はない、 革 紐に て 編みた る 草鞋の 如き も 

のであって 身體 の 動作 を輕 快活 潑 ならしむ るが 爲に 必要の 武具で ある、 信者の 心を輕 くし 其 運動 を敏 

捷 ならしむべき 鞋は 何で ある 乎、 卽ち 「和平なる 福音」 である、 之に 優る もの はない、 祌 キリストに 

由て 我等 を 己に， 和らがし め 給へ りと い ふその 福 昔 を 憶 ふとき は 信者の 重荷 は 取 去られ 恐怖と 失 と は 

悉く 消え失せて 心 は 自ら 歡 喜に 充ち希 に 溢れ 踏み 往く足 も そ ろに 輕 きを 覺 えざる を 得ない、 「よ 
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ろ こびの 昔 信 を傳へ 平和 を 告げ 善き 昔 信 を 傅へ 救 を 告げ シォ ンに 向て 汝の祌 は 統べ 治め 給 ふとい ふ も 

の 、足 は 山の 上に ありてい かに 美 はしき 哉」 C ィザ ャ書 五十二 章 七 節) と ある、 この 喜ばしき 平和の 福 昔 

を鞋 として 穿つ に 非 すん ば 敵に 追 はれ 又は 敵 を 追 ふとき に. 重苦しく して 思 ふやう に 動く ことが 來な 

いので ある、 福 昔の 「備」 を鞋 としと は鞋の 底に 充 つるの 意で あるとの 說も あるが やはり 平和の 福音 

を 以て 作りし 鞋と 解す るが 穩當 であらう。  ■ 

其 第 四 は 「盾」 である、 敵の 箭を禦 ぐが 爲に 必要なる 武器で ある、 羅馬 時代の 盾 は 革に て 作り 幅 一 

尺五寸 乃至 一 一尺 縱四 尺ば かり 左手に て 之 を 支 ふるので ある、 而 して 惡 魔との 戰に 盾の 特に 必要なる 所 

以は卽 ち r 惡 魔の 火箭」 を 防ぐ ことに ある、 火箭と は 我國に 在りて は簇の 先に" 嫁 石と 火口と を 附け以 

て 矢が 瓦 石 等に 當る とき 火を發 せし むる ものであって 干 早の 城 攻めの 時 正 成が 水を貯 へ て 火矢 を 消さ 

しめたと 云 ふこと は 太平 記の 傳 ふる 處 である、 羅馬 時代の 西洋の 火箭 は 之と は 少し 異 つて 居た、 然し 

何處 より 飛び 來 るか 分らない 矢 そのものが 旣に 恐るべき である 上に 之に 當 てられて 火事 を 起す その 大 

矢が 昔の 戰に 於て 最も 恐るべき ものと せられた こと は 東西 共に 同じであった、 而 して 惡 魔の 我等に 射 

かくる 矢 は 之で ある、 思 ひ 寄らざる 時 不意に 或は 耳より 或は 目よりか k る 矢が 飛び 人り てい つ の 間に 

か 心の中に 火 を 失し 遂に 最も 大事なる 信仰の 城 をす つかり 燒 いてし まふ 事が ある、 殊に 思想の 未だ 定 

ちょつ， こ  もろ 

まらざる 靑年 にして 一 寸 した 怒と か 肉に つける 愁 とかの 爲め臉 くも 信仰 を轉 覆せられ 自分ながら どう 

し て 斯ん なにな つた か 分ら な い と 言 つ て 呆然 自失す る やうな みじめ なる 實例を 度 々 見受く るので ある、 

この 恐るべき 火箭 を 防ぐ に適當 なる 盾 は 何で ある 乎、 パゥ 口 はいふ 「信仰の 盾 を 取るべし」 と、 卽ち 

神 を $-ヒ め、 キリストの 十字架 を 仰ぎ見よ とい ふので ある、 十字架 上の キリストの 姿が 常に 眼前に 鮮か 


なるとき 火矢の 火 も 我等 を燒 くこと はでき すして 却て 消えて 終 ふので ある、 諸君 は 若し 今日 未だ 其^ 

驗を 有たないならば 他日 惡 魔より 火矢 を 射られた る その 苦しき 時に 之 を 思 出す であらう、 その 時 諸君 

の 目に キリストの 十字架が 鮮明に 映 じて 來 なければ 遂に 惡 魔に 囚 はる、 の 外ない ので ある、 我が 救 は 

聖 山より 來る、 いと 高き 處 におす H ホバ より 來 ると 信じて 初めて 火箭 も 恐る、 に 足らない、 是れ實 に 

深き 實驗 より 出で たる 首 である。 

其 第五 は r 胄」 である、 頭 を 護る 胄は 武器と して は 護 胸と 同じく 义は それよりも 大切なる ものなる 

事 はいふ 迄 もない、 而 して 「救の 胄」 を 被よ とい ふ (或は テサ 口  ケ 前書 五 章 八 節の 如く 「救の §1- の 

胄」 ともい ふ)、 救の は 何故に 安全で ある 乎、 救と は 他な し、 安全の 地位に 入れられた 事で ある、 

もはや 恐の ない 立場に 置かれた 事で ある、 惡糜の 攻撃 は 何 か 我等の 恐に 乘 じて 来ない 事 はない、 恐が 

なくなる 時 彼の 攻畢は 自然に 止む ので ある、 汝の 地位 を 奪 はむ 财產を 奪 はむ 生命 を 奪 はむ と 一ず ひて 威 

嚇し來 ると も 我が 靈は 旣に窮 なき 救の 望 を キリストに 於て 變得 したので あると 信す る 事が できれば 最 

早 や 恐るべき もの は 一 もない、 何 を 失 ひたりと て 永生 を受 くるの 望 さへ 確實 ならば 我が 靈魂は 安ん す 

るので ある、 俗に 慾の ない 人 叉 は 命の 惜しくない 人 程 始末に おへぬ もの はない とい ふ、 救の 胄を 戴く 

信者 は惡 魔に 取て は卽ち この 立場に あるので ある、 今や 惡 魔の 奸計の 中に も 彼 を 御す るの 術 だけ は a 

當ら なくなる の である。 

其 第 六 は 「劍」 である、 他の 五が 皆 防禦の 爲の 武器で あるに 對し 之の みは 攻擊の 武器で ある， r 聖 

二と ほ  て ぢか 

靈の 劍卽ち 神の 道 を 取」 るべ しとい ふ、 之 を 手近に いへば 聖書で ある、 信者の 劍 として は 唯 聖書に 記 

-ーゝ ろみ 

された る 神の 言 あるの み、 キリストの 野に 於け る 試 惑が 其の 實例 であった、 諸君が 基督 敎の攻 擊を受 
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くると き 或は 哲學 を 以て 或は 進化論 を 以て 應戰す る は 必 すし も惡く はない、 然し ながら 未だ 嘗て 議論 

を 以て 基督 敎に 對す る攻 擊を壓 伏し 盡し た實例 を 聞かない、 口 角 泡 を 飛ばして 論爭す ると き 惡魔は 却 

い ひ あ -り 

て 嘲笑す るので ある、 我等の 取るべき 劍は此 世の 智慧で はない， 唯 聖書の 一 言 を 信じて 之を認 はすに 

在る。  ， 

以上 は 六の 武器で あるが 之で 盡 きたので はない、 最後に 猶ー つ 最も 大事な ものが 淺 つて 居る、 r 谊 

に 各 樣の禱 告と祈 求 を 以て 靈に 由て 求め」 と、 卽 ち祈禱 である、 祈禱 なくして 惡 魔に うち 勝つ こと は 

できない、 而 して 唯に 自分の 爲に 祈る のみなら す、 「諸の 聖徒の 爲 にも 慎みて 此事 をな し、 祈りて 倦 

まざるべし、 且 …… 我が 爲 にも 祈るべし」 とい ふ、 是れ 勿論 それ 等の 兄弟 姉妹 も 4 惡 魔の 擄 となら ざ 

る やうに との 願より 出づ るので あるが パ ゥ B の兹に 特に 之を勸 むる 所以 は 其 事が 直接に 祈る 人 自身の 

祈と い へば 多く は 唯 「私」 「私」 とい ひて 自分の 事 を 主と 爲し 最後に 一 寸 他人 

の 爲の祈 を 附け加 ふるに 過ぎない けれども、 然しながら 之れ 決して 祈の 至れる もので はない、 寧ろ 人 

の爲に 深き 祈を捧 ぐると きに 初めて 自己が 救 はる、 ので ある、 祈の 聖 さは 其 處に 在る、 聖靈の 力の 加 

はる は 其 寺に 在る、 信者 は 人の 爲に 祈りて 最も 惡 魔より 遠ざかりつ .1 あるので ある。 


。ヒ リピ 書硏究 

腓立比 書の 通 讀 

腓立比 書の 通讀 であります、 其 註解ではありません、 其 一 言 一 句に 註解 を 加 へ ん とする ので はあり 

ません、 之 を通讀 して 如何なる 感が 起る 乎、 其 事に 就て 語りた く 欲 ふので あります。 

腓立 比 書 は 僅に g; 章 百 ral 節に 句 分され た る 書翰で あります、 之 を 通讀す る の は 容易 の 15^ であります- 

而 して 聖書 は 又 之 を通讀 して 其 意味 を 味 ふべき であります. 必 しも 其 一 節 又は 數 節に 於ての み 祌の眞 

斑 を 探る に 及びません、 馬 太 傳全體 を 主題と なして 說敎 する ことが 出来ます、 羅馬書 全體が  一 13 の講 

話の 善き 題目と なります、 腓立比 書 全體の 主意 を 知る 事 は 使徒 バウ a の； i 昔 を覺る 上に 於て 甚だ 肝要 

であります。 

腓立比 書 を通讀 しまして 私が 第 一 に 感じます こと は 其 徹頭徹尾， 人的の 書翰で ある ことであります- 

之 は バウ 口が ピリ ピに 於け る 彼の 敎 友に 这 りし 彼の 親展であります、 其 中に 何の 公文 的の 所 はあり ま 

せん、 此點に 於て 腓立比 書の 正 反對は 加拉太 書であります、 前者の 親展なる に對 して 後者 は 公開 狀で 

あります、 其 事 は 一 一 者の 發 端の 言 辭 に照らして 見て 分ります、 
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キリスト イエスの 僕パゥ 口と テ乇テ 云々  . 

と 云 ひて 腓立比 書 は 始まって 居ります、 

人よりに 非す、 又 人に 由ら す、 イエスキリスト を 死より 輕 らし \ 父なる 神に 由て 立ら れ たる 使徒 

。ハウ 口 云々 

と 云 ひて 加拉太 書は始 つて 115 ります、 己 を 指して 僕と 一 おひ、 叉 使徒に 云 ひます、 「僕」 は謙遞 親愛 を 

示す 詞 でありまして、 「使徒」 は 使命 威權を 表する 語であります、 腓立比 書 は 一人の 信；^ が 他の； i ^者 

に 書 贈った 書簡であります、 加 拉太書 は キリストの 代表者が 訓誡 詰責 を 目的と して 敎會に 送った 公文 

であります、 故に 二者に 現 はれた る バウ ロは自 から 二つの 異 つたる パゥ 口であります、 僕。 ハウ 口と 使 

徒 バウ 口、 愛すべき バウ 口と 長るべき バウ 口、 而 して バウ 口に 此 二つの 方面が あつたので あります、 

優しき バウ 口と 剛き バウ 口、 而 して 腓立比 書は此 愛すべき、 優 さしき。 ハウ ロを傳 へた 者であります。 

而 して 此事は 書翰 全體を 通じて 現 はれて 居ります、  . 

こ ひし.；： 

我れ キリス トイ H スの優 さしき 心 (英語の tender  mercies) を 以て 汝等を 戀慕ふ 

と (一章 八 節〕、 何ん と 深い 愛ではありません 乎、 ダビデが 己 を 愛せし ョナ タンの 愛 を 歌 ひし 言 辭の屮 

こ 

汝の我 を t 愛め る 愛 は 尋常なら す、 婦人の 愛に も 勝りたり 

とあります が (撒 母 耳 後書 一 章サ六 節)、 パ ゥ 口が ピリ ピ に 於け る 彼の 敎友を 愛した 愛 も亦此 種の 愛で あ 

つたので あります、 

よろこび  かん； 3 り 

我が 愛する 所、 慕 ふ 所の 兄弟、 我の 喜、 我の 冕た る 我が 愛する 者よ 


二  いひ あら 

と (四 章 一節)、 何と 深い 濃い 愛ではありません 乎、 バウ 口 は 彼の 愛 を 一一 in 表 はさんと 欲して 彼が 有する 

首 の 有る 丈け を 使 ふて 尙ほ 不足 を 感じた やうに 思 はれます、 B わ 想に 於て は 深遠 無 勇 I 湫に 於て は 

隱 k 鬼 を も 拉ぐパ ゥ n に此 蜜の 如き 濃き 甘き 愛が あつたので あります、 パゥ a の傳道 成功の 祕 訣を此 

に 於て 見す して 他に 於て 見る 者 は 未だ 彼 を 知らない 者であります。 

腓立比 書の 他の 特徵 は歡 喜であります、 パゥ& の 書いた 物の 中で 此 書の 如くに 歡 喜に 滿ち たる 者 は 

ありません、 バウ 口 は 今、 此 書簡 を ロウ マに 於け る牟 尾の 中に 在て 書いて 居る のであります、 身 は 鎖 

に繁 がれ、 番兵 側 に 在る の狀 態に 居る のであります、 然るに 彼 は ビリピ に 在る 彼の 友人の 事 を 思 ふ 

て歡 喜に 溢れざる を 得なかった のであります、 

叉 恆に汝 等す ベ ての ためにぎ 求 ふ 毎に 喜びて 祈 求 ふ (一章 五節 )o 

我れ. f.! を 喜ぶ 且つ 恆に 喜ばん (仝 十八 節)。 

我れ 之 を 喜ばん、 汝等 すべてと 共に 喜ばん、 汝等も 之が ために 喜べ、 我と 共に 喜べ (二 章 十七， 十 

八 節〕。 

我が 兄弟よ 汝等 主に 在りて 喜べ (三 章 一 節)。 

汝等恆 に 主に 在りて 喜べ、 我れ 叉 言 ふ、 汝等 喜ぶべし (SI 章 四 節 )o 

歡喜、 歡喜、 又歡 喜、 以上の 外、 此短 かき 書簡の 中に 「喜ぶ」 なる 語が 十五 囘の 多き 迄に 川 ひられて 

居ります、 バウ & が 始めて ピリ ピの 市に 福 昔を傳 へし 時に、 彼と 彼の HE 伴 者なる シ ラスと は 與敎を 傅 

ふるの 故 を 以て 市の 有司に 獄 舍に投 ぜられ ました、 而 して 二人共に 桎を かけられ >  奥の 獄に 入れられ 

しに も關ら す、 歡喜は 彼等の 心を盈 し、 

立 比 書の 通讀  raol 
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斯くて 夜半 ご ろ バウ 口と シ ラス 祈禱 をな し、 且つ 祌を 讚美す 

し-,. - 

と 記して あります (行傳 十六 章)、 斯くて。 ハ ゥ 口 に 取りて は ピリ ピは 始めより 歡 喜の 募 5^ であった やう 

おも ひいだ  わ？ い 

に 思 はれます、 彼 は ピリ ピを想 出す 毎に 歡 喜の 胸に 湧出 づるを じ 得なかった ので あら ふと 思 ひます、 

幸 ひなる は實に ピリ ピで あります、 其 巿は今 は 廢れて 殆んど 跡形ない 程であります が、 然し 偉人 パゥ 

口 に 歡喜を 供した 其 報と して 今や 殆ん ど歡 喜の 代名詞と して 全世界に 轟い て 居ります。 

歡 喜の 書簡なる 腓立比 書 は 叉 和合 一 致の 書簡であります、 

汝等 精神 を 一 にして 堅く 立ち、 福音の 道の ために 心 を 同う して 力 を 協せ 

と勸め (一章 サ七 節)、 又 

汝等念 思 を 同う し、 愛 を 同う し、 意 を 合 はせ て 忍 ふこと を 一 にし 

と 言 ひ (二 章 二 節)、 叉 ピリ ピに 於け る敎 友の 間に ありて 二人の 婦人が 少しく 和合 を 缺くを 聞き、 特に 

彼等に 就て 書 送って 一一 一一 n ひました、 

我れ ユウ ォデ ャに勸 む、 叉 スント ケに勸 む、 彼等が 主に 在りて 心 を 同う せんこと を 

と (四 章 二 節)、 パ ゥ a の 如き 愛情の 人に 取りて は 不和 仲 違 ほど 耐え 難き 事はなかった に 相違 ありませ 

ん、 信者 は 元々 協同 一致すべき 者であります、 愛 は 彼等の 特徵 である 可き であります、 

汝等 若し 相愛せば 之に 由り て 人々 汝 等の 我 弟子なる こと を 知るべし 

と キリス トは 一一 一 E はれました (： 約翰傳 十三 章 三十 五節べ 愛せざる 者 は實は 基督 信者で はない のであります、 

あ ひお と し い 

然るに 事 實は必 しも 雨う では 無い のであります、 信者 相反 目し、 相排 し、 相陷れ ると 云 ふこと は 決し 

て 無い 事で は 無い のであります、 パゥ n の 心 を 痛めた 事で 此 事の 如き は 無かった のであります、 コリ 


ントに 於け る 彼の 敎友 は此悲 むべき 狀 態に 於て 在った のであります、 哥林多 前後 書が 多く の 貴き 敎訓 

を傳 ふるに 關ら す腓立 比 書と 比 ベ て 歡 喜と 感謝と 希望 とに 於て 缺く る 所 あ る は 全く 之が 爲 であり ます。 

腓立比 書の 勸 むる 信者の 一致に 就て 尙ほ 注意すべき 事が あります、 其れはパゥ „1が债^^又は敎義の 

一致 を說く 事に よって 信者の 一致 を勸 めなかった 事であります、 以弗所 書に 在りて 彼 は 言 ひました、 

主 一 つ 信仰 一つ パプ テスマーつ 

と (其 書 四 章 五節)、 叉テモ テに勸 めて 「異なる 敎 義を傳 ふること なく」、 以て 彼 をして 信者の 間に 信 

仰の 一致 を 計らし めました (提摩 太 前書 一章 三 節)、 是れ 時と 場合に 由り て は 止む を 得ない 事で ありませ 

う、 乍然、 腓立比 書に 於て 彼が 勸 むる 信者の 一致 は 愛の 一致であります、 而 して 是れ叉 キリスト 御自 

身が 勸め給 ひし 一 致でありまして 最も 贵き且 叉 最も 堅き 一 致であります、 

汝等愛 を 同う し、 意 を 合 はせ て 思 ふこと を 一 にし 

とあります、 而 して 愛に 於て 一 致せす して 眞侗の 一 致 は 無い のであります、 敎會を 一 にし、 儀式 を 一 

にし、 信仰 简條を 一 にし、 傳道敎 育社會 事業 等 を 一 にしても 愛 を 一 にせす して 堅い 破れざる 一 致 は 無 

いのであります、 腓立比 書に 於て バウ I： は 一致の 精神と 其 根本と を 述べて 居ります、 我等 は 一致の 事 

に 就て は 主に 之を此 書に 由て 學ぶ べきであります。 

腓立比 書 を 讀んで 私供の 注意に 留まる 一 つの 詞 があります、 其れ は 日本 譯 聖書に 於て 「與 る」 とか、 

「交際」 とか、 「助けし」 とか 云 ふ詞を 以て 譯 されて ある 詞 であります、 英譯 聖書に 在りて は、 此詞 

は 原語に 倣 ひすべ て 同じ 詞を 以て 譯 してあります、 卽ち fellowship は其詞 であります、 腓立比 書の 

獨特 語と も稱 すべき 此詞に 種々 異なりた る譯 字を附 けたる こと は 日本 譯 聖書の 大缺點 であります、 原 
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の 希 臘語は lsin5nla であります、 而 して 「 コ イノ，' 一一  ャ」 は 意味の 深い 詞 であります、 之 を 「協力」 

とも、 「翼 赞」 とも、 「同心」 とも、 「千 與」 とも、 「分 擔」 とも 譯 する ことが 出来ます、 一章 三 節 

汝 等が 始の 日より 今に 至る まで 偕に， 幅 音に 與る により ：… ： 我 神に 謝す 

とあります る 「偕に …… 與る」 と は此詞 であります、 是れは 偕に 幅 昔の 恩 惠に與 かると 云 ふ 事で は あ 

りません、 福 昔 傳播に 協力し、 其勤勞 を分擔 したと 云 ふ 事であります、 卽ち 福音に 心 を 投じて 之と 榮 

一 辱 を 共に したと 云 ふ 事であります、 故に 此 一 節 を直譯 すれば 左の 如くになる ので あると 思 ひます、 

始の 日より 今に 至る まで 福音に 寄せし 汝 等の 同心に 就て 我 神に 謝す 

と、 koin5nia 然ら ざれば fellowship 私 は 此詞は 原語な りに 存 して 置きた く 欲 ひます、 卽ち 前に 本 

誌に 於て 述べました ス チグ マタ とか カタ ラゲ ー とか 云 ふ 詞と同 樣にパ ゥ 口 が 使った 其詞を 其れな りに 

我 言語に 移し、 其 意味 を 心に 解して 其 昔 を 其れ 儘に 存 して 置きた く 欲 ひます。 

幅 音の コ イノ ー 一一 ャ (一 章 五節)、 

みたま 

靈の コ イノ ー 二 ャ (二 章 一 節)、 

彼 (キリスト) の 苦痛の コ イノ ー 一一 ャ (三 章 十 節)、 

我が 艱難の コ イノ ー 一一 ャ (四 章 十四 節)、 

何と 美 はしい コ イノ ー 一一 ャ ではありません 乎、 福 昔 傳播の 責任に 與り、 其 費用 を分擔 し、 其 成 耽 を 我 

が 事業の それの 如くに 感す、 其 事が 幅 音の コ イノ ー 一一 ャで あります、 キリスト と共に 苦しみ、 彼の 聖 

そし  ，、るし ふ 

名の 故に 世に 幾られ. ^より 絶 たれ、 彼が 苦しみ 給 ひしが 如くに 苦しむ、 其 事が キリストの 苦痛の コ 


イノ ー 一一 ャ であります、 同一 の靈 の分與 にあ づ かり、 其 喜び を 偕に し、 其 生命と ムぉ 力と を 共感す、 其 

事が 靈の コ イノ， "二 ャ であります、 キリ ストの 僕に して ピリ ピ の 信者に 取りて は 一 i 音の 使者なる 彼れ 

バウ n と 艱苦 を 共に する、 其 事が 彼の 艱苦の コ イノ ー 一一 ャ であります、 何れも 美 はしい、 贵ぃ コ イノ 

I  ャ卽ち 協力、 分擔、 親交、 享有であります、 此 一 語 は 以て 基督 信者の 檩 語と なすに 足ります、 然 

れ ども 今日の 事實は 如何であります 乎、 信者の 間に 果して 此 貴い コ イノ ー - ーャが 有ります 乎、 鳴 呼、 

幅 音の 美 を 讚 立る 信者 は澤 山あります るが、 其コ イノ ー 一一 ャを行 ふ 者 は ない のであります、 福 昔の 

恩 惠に與 からん と 欲する 者 は 幾多で もあります、 然しながら 其 傳播の 責任 を 分ち、 ffif に 金 錢勞カ を 以 

てす るの みならす、 福音の ために は 恥を忍び、 其た めに は 地位 を も 名 譽をも 犠牲に 供 せんとす る^ は 

實に 甚だ if ない のであります、 福 昔の ために 立てられ たる 者が 常に 感 する のは此 淋しみ であります、 

而 して 艱難の コ イノ ー 一一 ャに 至て は 是れ又 更らに .1 々たる 者であります、 ^に 傳道者 は少く ありませ 

ん、 外國 より 遣れし 宣教師、 邦人の 屮 より 起り し傳 道師、 彼等 は 決して 少數 ではありません. 乍然、 

艱難 共受の 一事に 至て は 彼等 は賴 るに 足る の 共働 者ではありません * 彼等 は^の 責 むる 時に 责め、 ^ 

の譽 むる 時に * めます、 彼等の 眼は缺 點を視 るに 鋭く あります、 彼等 は 喜んで 信仰の 表. a を 共に しま 

する が 然し 信仰の ためにす る 艱難 を 共に しません、 曰く 「極端な り」、 曰く 「時勢に 伴 はす.」 と は 彼 

等の 發 する 套 語であります、 私共 は 今の 時に 方 りても、 少しく キリスト のために 艱難 を受 くるの 榮光 

に與 ります る 時に、 世に 所謂る 敎 役者なる 者に 艱難の コ イノ  — 一一  ャを 決してば 一!! ん ではならない 事 を 悟 

るので あります。 

而 して バウ 口 も 亦 彼の 時代に 於て 痛く 此 さびしみ を 感じた ので あら ふと 思 ひます、 ガラ テャに 於け 
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る 彼の 敎友、 コ リントに 於け る 彼の 同志、 彼等 は 彼より 受 くる を 知って 彼を扶 くる 事 を 知らなかった 

のであります、 彼等の 或 者 (彼等 はコ リントの 敎友 でありました) は 彼 を 評して 曰 ひました、 

彼の 書 は 重く 且つ 嚴し、 然れ ども 彼と 會 する 時 は 其容懦 くして 其 言 は 鄙し 

と SH 後 十.；： 十」、 實に 失敬なる. B. 分ではありません 乎、 故に バウ ロはコ リントの 信者より は 何の 魏贈 

を も 受けなかった のであります、 此 冷遇に 對 する 彼の 返答 は 左の 言で ありました、 

我れ 三た び汝 等に 至らん とす、 叉汝 等を累 はせ ざらん とす (汝 等の 厄介に なら ざらん と 欲す)、 

そ は 我れ 汝 等の 所有 を 求めす、 汝等を 求 むれば 也 

と SS 後 十二の 十四)、 此 處にパ ゥ 口と コ リン トに 於け る 信者との 間に 愛の コ イノ ー  ー| ャは 無かった の で 

あります、 バウ 口 はコ リン ト人を 助けて コ リン ト 人はパ ゥ 口 を 助けなかった のであります。 

然しながら ピリ ピ の 信者 は 全く 之と 違って 居った のであります、 彼等 は 始終 パ ゥ a に 同情 を 寄せ、 

彼の 傳道を 助け、 彼と 榮辱を 共に し、 彼より 受て又 彼に 與へ、 彼の 心 を 以て 彼等の 心と なし、 e に 彼 

と 愛の コ イノ ー - 一 ャに 於て 在った のであります、 故に バウ 口 の 心 も恆に ピリ ピ の 信者に 向って 開ら き、 

彼 は 彼等より 物 を 受けて 少しも 氣 遣はなかった のであります、 彼 は 彼等に 書 贈って 曰 ひました、 

汝等も 亦 知る ピ" ピ 人よ、 我れ 幅 昔を傳 ふる 始めに 方り マケ ドー ーャを 去りし 時、 (物品の) 授受 

をな して 我 を 助けし 者 (我が 事業に 協力せ し 者) は唯汝 等の みに して 他の 敎會 は此 事な かりし 事 

を、 又 我が テサ B  - ーケに 在りし 時、 一度なら す 二度まで も 人 を 遣 はして 我が 乏しき を 助けし を、 

我れ， 魏贈を 求む るに 非す、 唯汝 等の 益になる raK の繁 からん こと を 求む るな り 

と (四 章 十五 節 以下)、 聖書の 示す 所に 由れば パゥ d の 始終 此 親密の 關 係に 於て 在った 者 は ピリ ピ の 信者 


を 除いて は 他に 無った のであります、 啡立比 書が 愛情 を 以て 溢る、 は敢て 故な きに 非す であります、 

パゥ& の 多くの 勞 働の 中に、 彼が ピリ ピ の 信者の 上に 施した もの ほど 此 世より して 彼に 報 ゐられ たる 

もの は 無かった の であります。 

啡立比 書 を通讀 して 尙ほ 私共の 注意に 止まり ますこと は 其 中に キリス ト の 名が 許 多 度 使 はれて ある 

ことであります、 私- li 其 中に 四十 三囘の 多き ィ H ス の聖 名を算 へました * 或 ひ は キリ スト イエス と 云 

ひ、 或 ひはィ H ス キリス 卜と 云 ひ、 或 ひ は主ィ H ス キリ ストと 云 ひ、 叉 は 主なる ィ エス キリス 卜と 云 

ひ、 或は 單に キリストと- K ひ、 イエ スと云 ひ、 主と 云 ひ、 主 イエ スと云 ひます、 キリス 卜 イエスと 云 

ひしが 十一 囘、 イエスキリストと 云 ひしが ra 囘. 主 イエスキリストと 云 ひしが 十七 囘 であります、 以 

み ち あ ふ 

て此 書簡 を認 むる に 方て パ ゥ n の 心が キリス トを 以て 滿 溢れて 居った ことが 分ります、 バウ 0 は 何に 

も玆に キリス 卜の 名 を 繰返して 異邦人の 如く 重複 語 を 言 ふたので ありません (馬 太 傳六章 七 節)、 彼はキ 

リ ストに 在りて 生き 又 動き 叉 在る こと を 得た からであります、 キリ ス トを雜 れて彼 は 何事 を も 語り 得 

なかった のであります、 曾て 哲 學者ス ピノ ー ザ を 評して 「彼 は 祌に醉 ふたる 人で ある」 と 言 ふた 人が 

ありまし たが、 バウ 口 は 誠に キリストに 浸った 人であった のであります、 而も 盲信 的に では ありませ 

ん、 自覺 的に 浸って 居った のであります、 バウ a と キリストとの 關係 は實に 二人 一 體の關 係で ありま 

した、 パゥ 口が 書いて 居る ので あるか 又は キリストが パゥロ を 以て 書いて 居る ので ある 乎、 啡立比 書 

を 讀んで 一 1 者 孰れが 其 記者で ある 乎、 之 を 見 分く るに 苦しむ のであります。 

キリスト イエ ス の僕パ ゥ 口と テ モテ、 ピリ ピに 居る 所の イエ ス キリストに 在る 所の すべ ての 聖徒、 

及び 監督 執事 等に 書 を 達る、 願く は汝等 我等の 父なる 神 及び 主ィ H ス キリストより 恩寵と 平康を 

* 立 比 書の >^鑌  £0 七 
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受けよ 

是れ が發端 の 言辭 で あ ります、 

願く は 我等の 主ィ H ス キリス 卜の 恩寵 汝等 すべ ての 人と 共に あらん こと をァ， -メ ン 

是れが 終結の 文字であります、 キリス 卜 イエスよりの 恩寵 を 祈って 始まり、 彼よりの 恩寵 を 祈って 終 

る、 是れが 腓立比 書であります、 キリス トと其 恩寵 を 述べ 傳 へし 書簡であります。 

尙ほ此 他に も此 書に 就て 述 ぶべ き こと は 山に あります、 其 事 は 又 他日 を 期して 述 ぶる 事に 致し ま 

せう。 

歡 喜 の 福 音  ， 

腓立比 誊 と 其 註解 

第  一 •；！ 早 

一、 キリスト イエスの 僕パゥ a とテ モテ、 ピリ ピに 居る 所の キリスト イエス に 在る 凡ての 聖徒 及 

び 凡の 監督 執事に 書 を 送る。 

「キリスト」、 受膏 者の 意な り、 希臘 語の キリ ォ ー (Chri6 受膏) より 来りし 詞 にして、 希 伯來語 

の メシャ (Messiah) の譯 字な り、 受膏は 猶太 國に 於け る 國王卽 位の 式な り (撒 母 K 前書 十 章 一節)、 ィ 


H ス を受膏 者と 稱ふは 彼が 神の， K め 給 ひに し 王なる に 由る、 彼 は ダビ、 デの裔 にして 猶太 人 正統の 王た 

るの 資格 を 有せり、 彼 は 亦 神の 子に して 人類 唯一 の 王な り、 人類の 王と して 其 頭に 膏を沃 がれし 者 は 

彼 一人な り、 故に 彼を稱 して 「唯一 の キリスト」 (/Ac  Christ) とい ふ、 キリスト は尊號 にして イエス 

は通稱 なり、 ィ H スを キリストと 稱 して 吾等 は 其 神性 を 表し 奉る。 

「ィ H ス」、 希伯來 語の ョ シャ を希臘 音に 綴りし 名な り、 「救 扬は祌 に 在り」 との 意な り、 萬 民 を 

罪より 救 ふ 故に 其 名をィ H スと 名くべし と 云へ り (馬 太傳 一章 サ 一節)、 ィ H ス なる 名稱は 猶太 人中 稀 

れ なら ざり しが 如し (路加 傅 三 章 二 九 節に ョセと ある はィ H スと讀 むべき ものな り、 哥羅西 書 w 章 十 

一節に ュ ストと 名く るィ H ス なる 者 あり)、 然れ ども 此名、 人類の 救 主に 適用せられ てより 特殊の 意 

義を 通す るに 至れり。 

「キリスト イエス」、 キリストなる イエス、 王た る キリストなる イエス (； 路加 傳 二三 章 二 節)、 イエ 

スと稱 へられし キリスト、 其 名に 神人 ー體の 意義； „ ^す、 キリ ス トは世の創始ょり存せし^1<?、 び プラハ 

ム の 有ら ざり し 先より 在る 者 (約 翰 傳八章 五八 節) なり、 イエス は マリヤの 子に して ュ 、、タヤの べッレ ヘム 

に 生れし 歷 史的 人物な り、 ィ H スは我 倚の 友人に して キリスト は 我 儕の 救 主な り、 我 儕 は イエスと し 

て 彼 を 愛し、 キリス 卜と して 彼 を 崇め 奉る、 彼 は イン マヌ H ル なり、 卽ち 「神 我憐と 偕に 在る」 者な 

り (馬 太傳 一章 二三 節)、 我 儕の 救 主の 神性と 人性と は キリス トイ H ス なる 其名稱 に 於て 彰 はる、 キリ 

スト イエスと 云 ひ、 叉 イエスキリストと 云 ふ、 パゥ 口の 書翰 中 キリスト を 前にして イエス を 後に する 

こと 八十 七囘、 ィヱス を 前にして キリ ス トを 後に する こと 七十 八 なりと 云 ふ、 尊稱を 先にして 通稱 

を 後に する は 稍々 重き を其顯 職に 置きし に 因るな らん、 卽ちパ ゥ & はィ H ス の威梭 を稱揚 する の餘り 
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彼 を 呼び 奉る に 多く キリスト イエスの 名 を 以てせし が 如し。 

「僕」、 奴 僕の 意な り、 啻に 弟子た るに 止ら す、 叉其從 者な りと 云 はす、 奴 僕 叉 は奴隸 なりと 云へ 

り、 曾て 人 を 戴て 主と 仰ぎし ことなき パ ゥ 口 が自 から 稱 して キリ ス トイ H ス の 奴 僕な りと 云 ふ、 以て 

バウ n の 心に 映ぜし キリ ス トの 何人なる か を 知る を 得べ し。 

「パゥ 口と テモ テ」、 タル ソの バウ 口と ルス テラの テモテ 、師弟の 最も 親密なる 者. 子の 父に 於け 

る 如く 我と 共に 福音 の爲に 勤めたり と は 師が此 書に 於て 其 愛弟子 に 就て 語る 所な り (二 章 ニニ 節)、 パ 

みづ  わか 

ゥ ロ自 から 此書を 作る に 方て 之に 少きテ モテの 名 を 列ね て 以て 其 名 譽を頒 つ、 師の 愛と 謙遜と は 無意 

識の 間に 此の 如き 小事に 於て 彰 はる。  . 

「ピリ ピ」、 東 歐マケ ドー ーャ 州の 一都 市な りき、 其 古廣は 北緯 四十 一度、 東經 二十 四 度の 交叉す る 

邊 にあり、 ネアポリス 港 (今の Kavala) を距る 西北 八 哩餘、 其 要害の 地た る を 以て マセ ドン 王 ピリ 

ピの 改築す る 所と なれり、 依て 此名 を附 せらる、 後、 羅馬 人の 占領す る 所と なりてより 其 殖民 地と な 

れり、 バ ルカン 半島 を希臘 多島海に 沿 ふて 東西に 橫斷 する 國 道の 此 遼 を 通過し たれば 其 交通の便 は 至 

て 好 良な りき、 東 はスレ ー ス州を 經て黑 海の 沿岸に 達し、 西 は アム ピボ リス、 アポ a 一一  ャ、 テサ Q 一一 

力 等の 名 市 を經て アデ リャ 海の 岸に 通ぜ り、 紀元前 四十 二 年、 卽 使徒 パゥ a が 平和の 福 昔 を II して 此 

所に 到りし 前 九十 五 年、 シ ー ザ ー の 暗殺者なる カシ ァスと ブル ー タ ス は此 所に 其復謦 者なる ァ ン 卜 -ー 

1 とォ クタ ビ アヌスの 二人の 敗る 所と なりて、 玆に羅 馬 共和 國は 終結 を 告げて、 世 はァゥ ガス タス 帝 

1 人の 有と なれり、 武將に 依て 築かれ、 戰場を 以て 名高 かりし ピリ ピの巿 は 今 は 使徒 保羅の 贈りし 

『酔 立 比 書』 なる 平和と 希望と 歡 喜との 書翰の 名 を 以て 廣く 世界に 知らる、 言 ふ を 休めよ、 功名 は 流 


血に ありと、 永久の 功名 は傳 道に あり、 マセ ドン 王 ピリ ピ又 は羅馬 の 勇將 アン 卜-一 ー の 故 を 以てせす 

して、 タル ソの 天幕 職工 パ ゥ a の 故 を 以て ピリ ピの名 は 不朽に 屬 せり。 

「キリスト イエスに 在る」、 。ハウ 口 獨特の 用語な り、 イエスに 在る 聖徒と はィ H スに 因て 潔め られ 

し 者の 謂 ひなり、 ィ H ス に 在る 兄弟と は 同 一 の 生命 をィ H ス に 仰ぐ 者の 稱 なり (約 翰 傅 十五 章 參考 )、 

基督 信者 は 先 づ其身 も 靈も之 を キリストに 置く  (委 ぬる) 者 なれば 其 相互 的 關係は 皆な 悉く 「キリス 

トに 在る」 ものなら ざるべ からす、 我 倚 は キリス 卜に 在て 相 結合す、 我 儕の 情 性に 驅られ て 相愛す る 

にあら す、 我 倚の 利益に 導かれて 相 一致す るに あらす、 我俾の 和合 は 間接的な り、 卽ち 第三者に 因て 

成る 和合な り、 而も 是れ 最も 親密に して 最も 强 固なる 和合な り、 我 儕 キリストに S ら すして 祌に 近づ 

くこと 能 はざる のみなら す、 亦 彼に 因らす して 我 倚 互に 相 近づく こと 能 はす、 先づ キリストに 在らん 

のみ、 然 らば 我 儕 は 凡て キリ ス トに 在る 者と 共に 在る を 得べ し、 キリ ス トの心 を 有たざる 者 は キリ ス 

トの屬 に 非す、 キリストに 在る に 非れば 基督 信者の 心 を 了る 能 はす。 

「聖徒」 (Hagis,2tints:r 簡び 出されし 者の 意な り (加 拉太書 一章 十五 節參考 )、 卽ち 神の 勞働 

者と して 特別に 此罪惡 の 世より 撰^されし 者の 稱 なり、 基督 敎に 所謂る 聖徒なる 者 は 完全 無 缺の人 を 

指して 云 ふに 非す、 神の 恩 惠に與 りて、 罪の 赦免 を 受けし 者、 是れ 「ハ ギオ ス」、 卽ち簡 び 出されし 

者な り、 是を 聖徒と 譯 して、 其 「赦 されし 罪人」 なる 原意 を 通す る 難し。 

「監督」、 單に 監督者の 意な り、 卽ち 信仰 上の 長者な り、 今日 世に 稱 する 高位の 愤官を 指して 云へ 

るに あらす、 H ぺソの 敎會の 長老 をば 指して 亦 監督と 云へ り (使徒 行傳 二十 章 十七 節と ニニ 節と 參 

考)、 監督 亦 敎會の 長老に 過ぎ ざり し 事 は 基督 敎の 共和 的 精神に 照らしても 明かな り。 
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「執事」、 敎會の 事務員な りしな らん、 監督と 相 待て 敎會の 雑務に 與か りし 者なる が 如し (使徒 行 

傅 六 章參考 )、 「凡て」 の 一字に 注意せ よ， ピリ ピの 敎會に 多くの 監督と 執事と ありし を 見て 以て 初 

代の 敎會に 今日^に 稱 する 監督 制度なる 者の 存在せ ざり し を 知らん。 

「聖徒 及び 監督」、 信徒 (聖徒) を 先に 呼で 監督 を 後に す、 是パゥ a の 敎會觀 なり、 基督の 敎會に 

左て は 小なる 者 は 前に せられて 大 なる 者 は 後に せらるべき ものたり、 基督 曰く  r 爾曹 のうち 大 なる 者 

は 幼が 如く 首た る 者 は 役 ふる 者の 如くなる べし」 と (路加 傳廿ニ 章 二 六 節)。 

「書 を 達る」、 此詞 原書に あるた し、 第一 節 は 書翰の 宛名た るに 過ぎす、 是を 普通の 日本 文に 譯せ 

ば卽ち 左の 如き. ものな らん 

在 ピリ ピ 

キリス トイ H ス に 在る 凡ての 聖徒 及び 凡ての 監督 執事 へ 

キリス トイ H スの僕 。ハウ 口と テモテ より 

此書は 紀元 の 六十 一 一年 頃羅馬 に 於け る 監禁 の 中より H パフ 口 デトの 手に 由て ピリ ピに 贈られし もの 

なりと は學 者の 一般に 信す る 所な り、 此 書と 以弗 所、 哥羅 西、 啡利 門の 三 書 を 合せて 監禁 中の 書翰と 

稱す、 其 前後 早晚に 就て は 學者中 異論 ありと 雖も、 其 パゥ が鏈 鎖に 繁 がれて 羅 馬に 囚人たり し？？ に 

成りし ものた る こと は 疑 ふべき にあら す、 身 は 線 練の 中に 在て 此歡 喜の 言を發 す、 其歡 喜の 福音た る 

は 其 悲歎の 境遇の 中に 在て 成りし 者なる が 故に 更に 一 署 著明なる を 得ん。 

二、 願く は爾曹 我らの 父なる 神 及び 主ィ H ス キリストより 恩寵と 平康を 受けよ。 

第 一 節 は 宛名に して 第一 一節 は 挨拶な り、 基督 信徒の 挨 1^ なる もの は斯 くも 簡短 にして 而 かも 懇切な 


る 者な り。 

「父なる 祌」、 其 子 キリス 卜に 由て 更に 子と して 迎 へられし 者の 父な り、 人類 は祌に 造られし 者な 

るが 故に 神 は 或る 意味に 於て は 人類 全體の 父な りと 雖も 然れ ども 彼が 祌を 指して アバ 父と 呼ぶ に 至る 

は其特刖の救濟の恩_51§に與っ て後の^5^-なり、 祌を 父と 呼び 奉る に 至りし は 基督 信者の 特權 なりと す、 

バウ U の 所謂 父なる 祌は 常に 此 基督 信徒の 神 を 指して 云 ふなり。 

「主ィ H ス キリス 卜」、 管に 師ィ H ス キリス トの 意に あらす、 亦 主人 ィ ヱス キリス 卜に も あらす、 

主ィ H ス キリ ストな り、 卽ち エホ バイ H スキ リス 卜な り、 希 職 語の KURIOS なる 詞は 希臘譯 聖書に 於 

て エホバ て ふ 祌の尊 稱を譯 する 爲 めに 用 ひられし ものな り。 

「恩寵」、 都ての 善き もの は 神より 來る、 故に 美 はしき 日の 光な り、 香 はしき 淸 き空氣 なり、 是れ 

皆な 神の 恩寵に あらざる はなし、 然れ ども 新約聖書に 謂 ふ 所の 恩寵なる もの は 重に 靈の賜 を 指して 云 

ふなり、 卽ち 神より 來る 心の 富に して、 之 を 受けて 吾等 眞 正の 基督 的 人物と 成る を 得る ものな り、 其 

何物た る 乎 は 之 を 受けて 始めて 知る を 得べ し、 而 して 之 を 知て 吾等 は 天上 天下 之に 優る 者の 他に なき 

を 知るな り。 

「平 康」、 罪を赦 されし より 來る 平和、 神の 恩寵に 沐 する 安心、 律法 は 我等の 上に 力なき ものと た 

りて、 吾等 を 縛る にた 愛の 粹 のみ あるに 至りし 喜樂、 是 をば 稱 して 基督 信徒の 平 康とは 云 ふなり、 

是れ 有りて 吾等 は 死に 近く も懼れ す、 是れ 有りて 吾等 は 人世の 變遷 に^す、 吾等 は 神に 於て 喜び、 賜 

風 生命の 舟 を擊て ども 吾等 は 主の 懐に 在て 眠る。 

恩寵と 平 康とは 父と キリストより 來る、 父の 有て る もの を キリスト も 亦 有て り、 キリスト は 父と 權 
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能 を 共に する のみなら す、 亦 恩寵 を 共に す、 父に 祈る こと を 吾等 は キリストに 求む る を 得べ し、 キリ 

ストに 祌 性を歸 せざる 者 は 聖書の 此 等の 言 に 注意す ベ し 。 

「受けよ」、 此詞 原書に あるな し、 若し 之を存 せんとな らば 「受けん こと を」 と 正す 方適當 ならん、 

全 節 バウ 口の 祈願 を 記す ノ 「恩寵 爾曹 にあらん こと を」 とか、 或は r 爾曹 恩寵 を 受けん こと を」 とか 

讀む べし、 「受けよ」 の意譯 宜しから す。  ■ 

三、 四、 爾曹始 の 日より 今に 至る まで 偕に 福音に 與 るに 緣り， われ 爾曹を 思 ふごと に 我 神に 謝 

す。 

「われ… 恆に… 欣 びて… 我 神に 謝す」、 挨接 終て 直に 感謝に 移る、 是此 書が 歡 喜の 福音た る 所以、 

單に 謝する のみなら す、 欣 びて 謝す、 單に此 時に 於ての み 謝せし に 非す、 に 彼等 を 思 ふ 毎に 謝せり 

と 云 ふ、 以て 知る 保羅の 祈禱の 多分 は 祈願に あらす して 感謝な りし こと を、 彼に 謝すべき こと 多くし 

て 求むべき 事 甚だ ii かりし が 如し、 彼の 宗敎は 徹頭徹尾 II； 謝の 宗敎 なりし。 

「始の 日より」、 始めて 福音 を 聞きし 日より。 事 は 使徒 行傳第 十六 章に 明かな り。 

「偕に 福音に 與 る」、 福音に 關 はる 總 ての 榮 光と 責任と に與 かる を 云 ふ、 其 榮光は 基督と 偕に 艱難 

に耐 ゆる ことなり (三 章 十 節參考 )、 其 責任 は 之が 傳播 を援 くる ことなり、 單に 福音 を 受けて 其恩惠 

に與 かるに 止まらす して、 進んで 之 を 世に 表， 日し、 其 頒布 を援 くる を 云 ふ、 第三 節 を 左の 如く 解譯し 

て 其 眞意を 一 署 明瞭なら しむる を 得ん、 

始めの 日より 今に 至る まで 福音の ためにす る 爾曹の 協力に 就て 我祌に 謝す。 

ピリ ピ 人が a 々資を 保羅に 贈て 其 缺乏を 補 ひし は此 書の 終結に 於て 詳 かなり。 


五、 また 恆に 爾曹 衆の 爲に祈 求 ふ 毎に 欣 びて 祈 % ふ。 

「爾曹 衆の ために」、 保羅の 祈禱の 共通 的なる に 注意せ よ、 彼に 依怙 最 負なる もの あるな し、 彼 は 

敎 會全體 のために 祈るな り、 斯く する は 彼の 愛が 稀薄 冗 澄なる 故に 非す、 彼 は玆に 彼の 愛 心 を 敎會全 

體の 上に 傾けて 其 和合 一 致 を 計りつ k あるな り、 等しく 保羅の 祈禱の 題目に 上りし ピリ ビの 信徒 は 互 

に 相愛せ ざる を 得ざる に 至りし ならむ。 

「祈 求 ふ 毎に 欣 びて 祈 求 ふ」、 一一 一一 11、 甚だ 重複に 似たり、 然れ ども 重複の 中に 深情存 す、 彼 は 祈 求 ふ 

て 止ます、 然れ ども 彼 は 哀願す る 者に あらす、 亦强 請す る 者に あらす、 彼 は 欣んで 祈る 者な り、 祈禱 

は 彼に 取りて は歡 喜な り、 是れ 父と 語る ことなり、 是れ 彼の 友 を 記 臆する ことなり、 何物 か 之に 優る 

の喜樂 あらん や、 吾等 時には 祈 禱を厭 ふ、. 吾等 は 義務と して 之 を爲す こと 置々 あり、 吾等 は 祈 禱の何 

たる 乎 を 知らす、 故に 吾等の 祈 禱に歡 喜な きなり。 

曾て は淚を 以て 蒔かれし 福音の 種、 今 は 效果を 奏して ピリ ピ の 信者 は 自ら 進んで 其 傅 播の貴 任 を 共 

分す るに 至れり、 之 を 聞きし 保羅、 如何で か 感謝の 淚に 溢れ ざらん や、 彼が ピリ ピ 人の 爲に欣 びて 祈 

求 ふは宜 なり、 彼 は 彼等に 於て 福音の 實效を 目撃せ り、 彼 は 彼の 勞 卿の 全く 無益なら ざり し を 認めた 

り、 欣 求の 理由 玆 に^す。 

然れ ども 彼 は猶ほ 彼等の ために 求む る 所な くんば あるべ からす、 彼等の 信仰 未だ 完全から す、 彼等 

相互の 間に 不和 あり、 爭論 あり、 此 書翰 は 是れ之 を 癒さん ために 作られし 者な り、 彼 は 彼等の 今日 あ 

りし を 聞いて 欣ぶ、 彼 は 彼等の 上に 現 はれし 神の 恩惠に 就て 感謝して. ます、 然れ ども 彼 は 更に 彼等 

の 信仰の 完成 を 祈らざる を 得す、 玆に 於て か 祈願の 要 生す、 感謝と 祈願、 過去に 對 する 感謝と 未来に 
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此 二者 ありて 完全なる 祈禱 あり、 讀者は 宜しく 此等數 節に 現 はれた る 保羅の 祈禱の 精神 

に 注目すべきな り。 

六、 雨曹の 心の中に 善ェを 始めし 者、 これ を 主 ィヱス キリストの 日までに 全うすべ しと 我 深く 信 

す。 

「我 深く 信す」、 譯 文に 在て は吁耍 文字の 屡々 章句の 終 尾に 移さる k こと あるが 爲に 原文の 語勢 を 

損 ふこと 多し、 第 四 節の 終りに 於け る 「我 謝す」 の詞は 第三 節の 始に 置かるべき ものにして、 其 意 は 

第五 節の 終に 至て 完結すべき ものな り、 第 六 節の 終に 於け る 「我 深く 信す」 は 希 職 文に 在て は 一 語に 

して 節の 始に li^ かるべき ものな り、 全 節 を解譯 すれば 大略 左の 如し、 

我 は 信じて 疑 はす、 此 一事 を、 卽ち 爾曹の 中に 善き 事業 を 始めし 者 は必す イエスキリストの 日 ま 

でに 之を繼 けて 完結に 至らし め 給ぶべし。 

「我 深く 信す」、 「我 は； 一:1 じて 疑 はす」、 確信の 詞 なり、 永き 實驗の 結 菜と して 立證し 得る 事實に 

對 して 言ふ詞 なり。 

r 此 一事 を」、 auto  touto 此 熟語 譯 文に 現 はれざる が 故に 原文の 義を 弱む る こと 太大 なり、 保羅は 

彼の 數十 年に 涉る 信仰 上の 經歷の 結 raK として 下に 記載す る 「此 一事」 に 就て は 疑を狹 まざる に 至りし 

を述 ベ たり、 如斯き 脫字 は譯文 に 於て 赦 すべから ざる ものと 曰 はざる を 得す。 

r 爾曹の 心の 屮 に」、 原文に 「心」 の辭 なし、 ffif に 爾曹の 「中」 とい ふ、 「爾曹 の 間に」 とか、 或 

は 「面 曹の 中に 在て」 とか 譯 する 方 意義に 制限 を附 せす して 却て 穩當 なる が 如し。 

「善ェ を 始めし 者」. 悔改の 福音 を傳 へしめ、 之 を 信ぜし め、 救 濟の途 に 就かし めし 神 を 指して 云 


ふ、 基督 信徒 は 「旣に 望 を 得た る 者」 と稱 ふべ からす (第三 章 十二 節)、 彼 は 今猶ほ 標準に 向 ひて 進む 

者な り (仝 十四 節 y 彼 は縑に 善ェを 始められし 者、 彼の 完成 は尙ほ 永き 修養と 指導と を 要す。 

「ィ H ス キリストの 曰」、 キリ ス ト 再臨の 日、 卽ち 彼が 榮 えの 雲に 蔽 はれて 世 を 精かん がた めに： 冉 

び 吾等の 間に 現 はれ 給 ふの 日 を 指して 云 ふなり (馬 太 傳七章 ニニ 節、 同 十 章 十五 節. 路加 傅 十七 章 二 

W 節 等參考 )。 

「全 うす ベ し」、 缺を補 ひて 完全 に 至らし め 給 ふべ しとの 意な り (e ザ itelesei)、 卽ち 完全なる クリ 

ス チヤ ン たる を 得さし め 給 ふとな り、 過去に 於け る祌の 恩惠は 未来に 於け る 恩^ 繼續 の實證 となり、 

今日まで 吾等 を 導き 来り 給 ひし 神 は 終に 吾等 を 棄て給 はざる べしと なり (撒诋 耳 前書 七 章 十二 節 )o 

His  10.S  in  time  past 

Forbids  me  to  think 

He-11  me  at  last; 

In  trcllble  to  siuJc. 

過に し 時に 於け る 神の愛 は 

彼が 終に 我 を棄て 去て 

我 をして 悲痛に 沈まし め 給 ふと は 

我 如何にす る も 信す る 能 はす 

我自 から 撰んで 神に 來 りしに 非す、 神 我 を 撰んで 彼に 來 らしめ 給 ひしな り、 我に 一 の 賞むべき の聖德 

ありて 我 は 神の 子と 稱 へられし にあら す * 神が 永遠の 愛 を 以て 我 を 彼に 引 寄せ 給 ひしに 由て 我 は 今日 
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ある を 得しな り、 我が 罪人たり し 時に 我 を 其 子に 於て 召し 給 ひし 祌は 如何で 後た び 我 を 其 手より 放し 

給 はんや、 我の 罪は大 なれ ども 神の愛 は 我の 罪よりも 大 なり、 彼の 愛の 抱懐す る 所と なりて 宇宙 何物 

も 我 を 彼の 手より 奪 ひ 去る 能 はす、 故に 保羅は 語を强 めて 云 ふ、 我は此 一事 を 信じて 疑 はす、 我等 を 

召し k 者 は必す 永久に 我等 を 救 はすして 止み 給 はざる べしと。 偉大なる 哉此 慰藉。 

七、 此の 如く 我が 思 ふは宜 なり、 爾曹 常に 我心に 在る に緣 る、 そ は 我が 縲 練に 在る とき 及び 福音 

を 辯 明し 之 を 堅固す る 時 も 爾曹は 皆 我と 偕に 我が 受る 恩に 與 かれば なり。 

「此の 如く」、 此 くも 深き 愛 を 以て 我が 爾曹 衆に 就て 思 ふは宜 なり、 譯文 は兹に 「爾曹 衆に 就て」 

の三辭 0 ョ por  pant5n  f£ を脫 せり、 恆に 彼等 衆の 爲に祈 求 ひし 保 羅は玆 に 亦 彼等 衆に 就て 懷 

ふと 云へ り。 

「爾曹 常に 我心に 在る に緣 る」、 前 句に 關聯 して 讀む べし、 爾曹 常に 我心に 在る が 故に、 卽ち 我れ 

常に 爾曹を 深く 懷 ふが 故に 爾曹の 救濟に 就て 斯 くも (第 六 節に 云へ るが 如く) 厚き 希望 を懷く は適當 

なり (dikaiony 師と 弟子と が斯 くも 深く 相繁 がる 場合に 於て は師が 弟子の 將來に 就て 斯 くも 深く 思 

ひ 遣る は 決して 怪 むに 足らす となり。  . 

「そ は」、 以下 師と 弟子との 間に 存 する 深き 關 係の 理由 を述 ぶ。 

「我が 縲 練に 在る とき」、 保羅 今や 羅 馬に 在て 囹圄の 中に 此 書翰 を 作りつ k あり、 彼の 足は鏈 鎖に 

鬆 がれ、 兵卒 一人 常に 1 の 傍に あり。 

「福音 を 辯 明し 之 を 堅固す」、 辯 明 (apalcgia) は眞 理の發 表な り、 堅固 (bebaK>sis) は 其 建設な 

り、 之 を 辯 明 (辯 護) すと 云 ひ、 堅固す ると 云 ひて 其 誤謬 を 正し 其 弱 所を强 うする が 如くに 聞え て 原 


文の 建設的 意義 を傳 ふる 難し、 基督教 は 神の 眞理 なり、 是れ 世に 所謂 辯 明の 必要な きものな り、 基督 

敎の眞 理は亦 宇宙の 依て 以て 建つ 所の 磐石な り、 是れ 人に 依て 堅 面せら るべき が 如き ものに あらす、 

基督 敎は發 表すべき ものな り、 此 世に 建設 さるべき 者な り、 世の 哲學を 懼れて 其 辯 明 を 努めし が 如き、 

其 弱 點 を 認め て 其 防禦 に 汲々 たりし が 如き は 使徒 保 羅が彼 の 信奉せ し 基督 敎 に對し て 取りし 態度 に あ 

らす。 

然れ ども 眞理 の發 表と 其 建設と は 常に 激烈なる 反抗 を 惹起す、 線 練 常に 之に 伴 ひ、 迫害 常に 之を迎 

ふ、 玆に 於て か 特^の 恩惠の 必要 生じ、 熟き 同情の 要求 起る、 福音 を 信じ、 其發 表と 建設と を 畫る者 

にして 此 世に 在て 同一 の 艱難に 遭遇せ ざる はなし、 基督 敎的 同情なる もの こ \ に 生じ、 斯敎を 信す る 

者 をして 叫 海 をして 最も 深厚な る 意味 に 於ての 兄弟た らしむ。 

r 爾曹は 皆 我と 偕に 我が 受る 恩に 與 かれば なり」、 基督 を 信す る 者 は ピリ ピ にある も 羅 馬に ある も 

皆 彼に 在て ー體 なり、 彼等に 同一 の 悲歎 あり、 同一 の歡喜 あり、 彼等 は聖靈 て ふ 同一 の 神經を 以て 相 

槃 がれる 者なる が 故に 羅 馬に 於け る 苦痛 は 直に 海 を 渡り、 山 を 越へ て ピリ ピ にまで 傳 へらる、 殊に 兩 

者 師弟の 關 係に 立つ 場合に 於て は、 二者 を槃ぐ 交感 神經の 鋭敏なる は 言を俟 たす、 保 羅今は 獨り羅 馬 

の囹 圄に繁 がる、 然れ ども 彼 は獨り 在る にあら す、 彼の 主 は 彼と 偕に あり、 亦 彼の 主の みならす、 彼 

の 多くの 兄弟と 姉妹と は 同一 の 信仰と 希望と 恩惠 とに 於て 亦 彼と 偕に あり、 ピリ ピに 於て、 テサロ 一一 

力に 於て、 コ リントに 於て、 H ぺソに 於て、 ガラ チヤに 於て、 彼の 恩惠の 侶伴 は 擧て數 ふべ からす、 

彼等 は 彼と 偕に 恩惠の 共有者 (syukoinsni) なり、 彼の 受る 恩惠に 彼等 は與 かり、 彼と 彼等と は 同一 

の 恩 惠の共 分 者な り、 斯 かる 者は眞 個の 兄弟な り、 骨肉の 兄弟の 親しき に 優る の 兄弟な り、 彼が 彼等 
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を斯 くも 深く 思 ふ は 之が ためなり、 卽ち 彼と 彼等と は 同一 の 主より 同一 の 恩 惠に與 かる 者 なれば なり。 

八、 我れ キリス トイ H スの心 を 以て 爾曹衆 を戀慕 ふこと に 就て 其證 をな す 者は祌 なり。 

「心」、 心情 (splanchncn) なり、 感情の 最も 軟き 者な り、 人の 心 を 箱く の キリス 卜に 亦此 婦人の 

愛に 均しき もの あり、 吾人 彼 を 恐る k と 同時に 亦 深く 彼 を 愛せ ざらん や。 

「戀慕 ふ」、 齢 六十 を 越へ し 老雄に 優柔 此の 如きの 語 あり、 基督 信徒の 愛 を 語る に戀 愛の 語 を 以て 

する より 他に 途 なきが 如し。 

「其證 をな す 者は祌 なり」、 人 は 我が 此言を 聞く も 信ぜ ざらん、 然れ ども 我が 心の 裡を視 給 ふ 神 は 

我 は 虚飾 を 語らざる を 知り 給 ふ、 我 は實に キリストの 心 を 以て 爾曹を 愛す、 我れ 獨り 愛する に 非す、 

キリスト 我に 在り、 我れ キリストに 在りて 我 は 彼の 愛 を 以て 我が 愛と なし、 以て 雨曹を 愛するな りと、 

謙遜なる 保羅は 彼の 愛 を 表白す るに 方ても- 鴻 なる 彼の 愛 を 語らす して 深厚なる キリストの 愛 を 唱ふ。 

九、 また 爾曹の 愛、 智識と 諸の 智慧の 中に 益 大に爲 りて 最も 勝れた る 所 を辨へ 知り、 

第 十 節の 終に ある 我れ 「祈る」 の 詞は此 節の 始に來 るべき ものな り- 「我 此事を 祈る、 卽 ちまた 爾 

曹の愛 云々」 と 讀んで 此節幷 に 次 節に 一 暦の 趣味 ある を 瞟るを 得ん。 

「智識」、 靈智 なり (epign5sis)、 事物の 眞 相に 入り、 其 本質 を 明かに する ことなり、 盟に 智識 的 

に 解す るの みならす、 靈能を 以て 隨る ことなり、 眞 正の 智識 は 實に斯 の 如き 者な り、 水の 水た る、 風 

の 風た る を 知る は 比較的に 難から す、 難き は 水と 風との 意味 を 知る ことなり、 是れ大 詩人の 力 を 侯て 

始めて 知る を 得る ことなれ ども、 而 かも 基督 信者 は 詩人の 性 を 具へ たる 者 なれば、 彼 は 信仰の 眼を以 

て！？^物の眞髓を透察するを得るなり。 


「智慧」、 判斷カ (aisthssis) なり、 之 を 今日 世に 稱 する 常 識と稱 する を 得ん 乎、 卽 ち 善と 惡、 

美と 醜、 眞と 偽と を直覺 的に 判^す るの 力 を 指して 云へ る詞 なる が 如し、 眞 正の 智慧 (wisdom) は 

實に 此の 如き ものな り、 眞理を 味 ふ 深く、 之を應 用す る 久しき に涉て 吾人 は此 智慧に 達する を 得るな 

り、 之 をば 稱 して 一名 練達と いふなり、 「息 難 は 忍耐 を 生じ、 忍耐 は 練達 を 生じ、 練達 は K 布ば K を 生す」 

と 云へ り、 羅馬書 五 章 三、 四 節)、 此靈 能な くして 完全なる 基督 敎的 生涯 を 送る 能 はす。 

「爾曹 の 愛、 智識と 諸の 智慧の 中に 益大 に爲」 らんこと を 祈る と、 愛 は 日々 に 成長せ ざるべ からす 

然れ ども 靈智 的に、 常識的に 其發 達せん こと を 祈る と 保羅は 曰へ り、 愛 は 智識の 中に 勵 かざる ベから 

す、 知 H 識を缺 ける 愛 は 盲愛に して 迷信の 一種な り、 其 深き が 故に 貴から す、 其慧 きが 故に 尊き なり、 

智識と 智慧の 中に 成長して 愛 は 始めて 世界最大の ものた る を 得るな り。 

「最も 勝れた る 所を辨 へ 知り」、 最善 最美 (diaplleldnta) を辨 知す るの 意な り、 其 何たる 乎 を 了し- 

世の 多くの 提議に 惑 はされ て 影 を 以て 實 となし、 恥 を 以て 譽と なすこと なく、 眞理の 何たる か 誰た る 

乎を辨 明し、 其 上に 立って 動か ざらん こと をとの 祈願な り、 而 して 吾等 は 智識 的に 發 達せる 愛 を 以て 

のみ 此事 をな す を 得べ し、 かの リバ ィバ ルを 以て 發起 せられし 愛 は 智識 を缺 くが 故に 最善 最 美の 何た 

る 乎 を 誤り 易く、 往々 にして 偏愛に 陷り、 愛すべからざる 者 を 愛する に 至る こと あり、 又 愛に 缺乏す 

る 乾燥無味の 智識 は 之 を 動かす に 生命の 主動 力なき が 故に 其 觀る所 常に 淺薄 にして 其 知る 所 常に 不定 

なり、 眞理は 愛と 智識と を 以て 始めて 知る を 得べ し、 世に 渴 Slf: すべき ものと て は 深き 愛と 博き 智識と 

にぞ ある 0 

十、 十一、 ィ H スキ リストに 由る 義の 菜を滿 せて 神の 榮 光と 讚美 を顯 はし、 キリストの 曰の 爲め 
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に 潔くして 過な からん こと を 祈る 0 

「キリストに 由る 義」、 キリスト を 信す るより 來 る義、 或は 神が キリストに 託り て 吾人に 賜 ふ義、 

卽ち 律法の カ行に 由て 躬 から 得し 義に 非す して、 神の 恩惠に 依て、 吾人に 口せられ し義を 指して 云 ふ。 

「義の raLr 善行な り、 信仰の 結 ra^ たる 善行な り、 信仰 は 原因に して 善行 は 結果な り、 信仰 は義を 

喚び 起し、 義は 善行 を 生す、 吾人 は果を 結ばざる ベから す、 然れ ども その 義の 某た る を 要す、 吾人 は 

義を 追求せ ざるべ からす、 然れ ども 其 キリス 卜に 由る ものた らんこと を 要す、 「キリストに 由る 義の 

果」 の 一 句に 萬斛の 意義 在て 存す。 

「滿 せて」、 滿ち充 ちて、 或は 滿ち 溢れて (pepl5rc>menoi)、 保羅の 用語に 過甚的 文字 多し、 是れ 

彼が 激 性の 人に して 亦 足る こと を 知らざる (神の 恩惠に 於て) の 人な りしに 由るな らん、 彼 は 義の架 

の 少量 を 以て 滿 足せす、 之 を 以て 滿ち 溢れん こと を 求へ り、 物に 於て は 無慾なる べし、 靈に 於て は 多 

慾に して 飽 くこと を 知らざる を 可とす。 

r 祌の榮 光と 讚美 を顯 はし」、 r 顯 はし」 の譯 文弱し、 重 後の 嫌 ひ ありと 雖も 原文に 從ひ 「爲 めに」 

と直譯 する の はるかに 優れる を 見る、 吾人が 善 を 行す は 吾人が 之に 依て 賞 譽に與 からん が爲 めに 非す 

して、 之に 依て 神の 榮 光と 讚美との 揚 らん ためなり、 祌の榮 光 を 目的と せざる 善行 は 善行に して 善行 

に 非す、 祌 をして 吾人に 在て 善行 を爲 さしめ、 吾人の 弱き を 以て 彼の 强 きを 顯さ しむる こと、 是れ吾 

人が 神の ため 亦 人の ために 爲し 得る 最大 事業な りと す。 

「キリストの 日の 爲 めに」、 最終の 裁判の n なり、 萬 物が 終結 を吿 るの 日な り、 豫言 者ゼパ 一一 ャの 

所謂る 「忿怒の 日、 患難 及び 痛苦の 日、 濃き 雲 及び 黑 雲の 日」 (西 番雅書 第一章 十五 節) なり、 其 時に 方 


て は 純潔なる 者の みが 神の 前に 立て 恥な きを 得るな り、 其 時に 方て は 純白なら ざる 羊 は 凡て 彈 かれ、 

純金なら ざる 金 は 凡て 斥けら る、 世に 所謂る 聖人なる 者 は 天國に 於て 聖人た る 能 はす、 比 的の 善人 

に 非す して 絕對 的の 善人の みが 天國の 市民た る を 得るな り、 吾人 は實 にかの 怖る ベ き 日の 爲 めに 自身 

を 用意し つ ある や。 

「潔くして」、 單純 にして 混合な きか、 或は 透明に して ー點の 曇りな きの 意な らん、 二者 孰れに す 

る も 其 純潔 を 要求す る詞 たる や 疑 ひ を納れ す。 

「過な からん こと を」、 妨害な き、 又は 不足な きの 意な り、 「純潔に して 瑕瑾 なきに 至らん こと を」 

とか、 或は 「完全に して 意志の 實行を 妨害す る もの、 心に 存 せざる に 至らん こと を」 とか 解すべし、 

意義 全く 明瞭なら すと 雖も其 純潔 を 要め、 完全 を 求む るの 詞 たる は 敢て疑 ふべき に 非す。 

愛に 加 ふるに 靈智と 常識と を 以てし、 最善 最 美の 何たる か を辨へ 知り、 キリストに 託り て 神の 賜 は 

る義の 結果 を 以て 滿ち 溢れ、 祌に榮 光と 讚美と を 奉らん ために キリストの 日に 於て 完全 無缺の とな 

りて 顯は れんこと を 祈る と、 一 言 一 句 意味深長 にして 量る ベから す、 實 に是れ 神の 言辭 にして 之に 服 

從 して 吾人 は 神の 前に 完全なる ものと 成る を 5£ ベ し。 
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恩 惠の 生涯 

腓立比 書 第一 章廿九 節の 硏究 

そ は 爾曹に 賜 ふ 所の 恩 は キリスト のために 第 之 を 信す る こと 而已 ならす 亦 之が ために 苦 を 受るこ 

と を も 賜 ひたれば 也。 

是は 日本 譯 聖書の 譯文 である、 然し 其 意味 は 甚だ 解し 難く ある、 今 之 を希臘 語より 直譯 すれば 左の 如 

くに 成る、 

汝 等に は 恩惠 として 與 へらる キリストの 故に 單に彼 を 信す る-事の みならす 亦 彼の 故に 苦 

しむ 事 も。 

斯く譯 して 日本 文に は 成らない、 然し パゥ C1 の 意味 は斯 かる 文法 違背の 一一 一一 u を 以てして 最も 能く 汲取る 

ことが 出来る、 聖書 は 美文で はない、 聖靈の 能力で ある、 我等 は 福 昔の 意義 を 明らかに せんがた めに 

は 文法 違背の 幾 を 恐れて はならない。 

汝 等に は 他の 人に は然ら す、 然れ ども 汝 等に は、 汝等世 を 離れて 天國の 民と 成りし 者に は、 神 を 

信じ キリスト を 信じ 彼に 由て 萬 事を爲 さんと 欲する 者に は、 俗人に は然ら す、 然れ ども 汝等 信者に は。 

汝等は 選ばれた る 族、 王なる 祭司、 聖き 民、 神に 屬 ける 者な りと 聖書 は 謂 ふ (彼 得 前 二の 九)、 信者に は 


信者 獨特の 道が ある、 パゥ B が此 所に 言 はんと 欲する 所の こと は 信者に 就て ある、 此 世の 一般の 人 

に 就て はない。 

よ ？  6 の 

恩惠 として 與 へらる 信者に はすべ ての 善 物 は恩惠 として 與 へらる、 善行に 對 する 報 賞と して 與へ 

られ ない、 信者 は 神の 奴隸 ではない、 彼の 子供で ある、 卽ち 神の 後嗣に して キリストと 偕に 後嗣た る 

よ iT^t の  お..、 り- 0の 

者で ある (羅馬 書 八の 十七 ヽ 故に 彼 はすべ ての 善 物 を 父の 愛の 贈物と して 受 くる^で ある、 彼 は 今 は 律 

法の 支配 を 離れて 恩惠の 境涯に 入りた る 者で ある、 故に 彼に 臨む すべての 善事 は 今 は恩惠 として 臨む 

ので ある、 彼に 今や 己が 善業 を 以て 1;風 得る 者と て は 何もない、 彼の 糧、 彼の 衣、 彼の 家、 彼の m 心 想、 

彼の 技術、 然り、 彼の 信仰 其 物 も 今 は恩惠 として 神より 彼に 賜 はるので ある、 彼に 取りて はすべ ての 

善 物 は 父よりの 奢 賜で ある、 彼が 世の 人と 全く 異なる 點は玆 にある、 彼は勞 めす、 叉 紡がない、 然か 

も 彼の 天の 父 はすべ て 必 需物を 彼に 賜 ふので ある。 

キリストの 故に 信者に はすべ ての 善 物 は恩惠 として 父より 賜 はるので ある、 而 して 彼の 故に 之 を 

賜 はるので はない、 キリストの 故に 賜 はるので ある、 信者に 臨む すべての 恩惠 は是れ キリストが 彼に 

代り 彼の 爲 めに 贏 得し 者で ある、 神の 恩惠 はすべ て キリス 卜に 由り キリス トの 故に 信者に 臨む ので あ 

る、 何故に 雨う である 乎、 其 事 を 今 玆に究 むる の 必要 はない、 信者 は 己が 實驗と 聖書の 證明 とに 由て 

其 事の 事實 なる を 知る ので ある、 彼 は 深く 己れ に 省みて 彼に 神より 何等の 恩 惠をも 要求す る 資格の 無 

い 事を曉 るので ある、 彼が 若し 祌の恩 惠に與 からん と 欲せば 「キリストの 故に」 之 を 祈 求む るより 他 

に途 はない ので ある、 信者 は 世の 謂 ゆる 義人で はない、 彼 は祌と 人との 前に 立て 「我に 何の」 K ましき 

所な し」 など、 言 ひて 己が 義を 誇る ことの 出来る 者で ない、 彼 は 自己に 就て はパゥ a と 偕に 言 ひ 得る 
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のみで ある、 

善なる 者 は 我れ、 卽ち我 肉に 居らざる を 知る 

と (羅馬 書 七の 十八)、 信者の 義は キリスト である、 彼 は キリスト を 離れて 何の 價値 もない 者で ある、 

隨 て 彼 は キリスト を 離れて 祌 より 何物 を も 要求す る ことの 出来ない 者で ある、 「キリストの 故に」 

と、 「キリストの 聖 名の 爲 めに」 と、 彼が 神に 捧 ぐる 祈禱 はすべ て 此辭句 を 以て 伴 はる、 ので ある、 

而 して キリ ス トの 故に 求む る 祈禱が 最も 力 ある 祈禱 であるの である、 是れは キリ ス ト 御自身が 捧げ 給 

ひ し 祈禱と 同じ 力 の ある 祈禱 である、 而 して 神 は キリストの 功績に 報 ひ 給 ふ 其恩惠 を 以て 彼の 聖 名の 

故にす る 此祈禱 に 應へ給 ふので ある、 我等 は單に 自己の ために 求めて 我等の 求め 得る ことの 甚だ き 

を 知る、 自己の ために 求めて 我等の 神より 要求め 得る こと は 「我 を 潔め 袷へ」 位い が關の 山で ある、 

然しながら キリストの 故に 求めて 我等の 求め 得ない 事と て は 何にも 無い ので ある、 

我に 求めよ、 我れ 異邦の 民 を 汝に與 へん 

と ある C 詩篇 二の 八)、 卽ち 萬國を 我に 與へ よとの 意で ある、 之 を キリストの 國 となさん がた めに 萬國 

を 我に 與へ 給へ との 祈禱 である、 實 に大膽 なる 祈禱 である、 自己の ために 求めて 到底 も 口に 出す こと 

の 出来ない 祈禱 である、 乍然、 キリス 卜の 故に 求めて 決して 求め 難き 祈願で はない、 神 は 萬 物 を キリ 

ストに 與へ給 ふた、 故に キリストの 故に 求めて 我等 は キリストの 所有 を 求む るに 過ぎない、 我が 故に 

求めん とすれば こそ 我等に 多くの 求め 難い 祈願が あるので ある、 乍然 キリ ストの 故に 求めて 我等に 祈 

禱の 勇氣が 生じて 來 るので ある、 キリス 卜の 故に 此 山の 如き 大 困難 を 除き 給へ と、 キリス 卜の 故に 此 

不治の 疾病 を 癒し 給へ と、 キリストの 故に 此 罪人 をして 悔 改めし め 給へ と、 キリストの 故に 此 不信の 


國民を 神の 民と 成し 給へ と * キリストの 故に、 然り、 キリストの 故に、 信者の 大 膽は玆 にある、 此理 

由 あるが 故に、 彼 は 如何なる 大事 を も 神に 要求め て 怖ない ので ある、 キリスト は 信者が 以て 宇宙 を 動 

かすの 挺で ある、 神の 心 は キリストの 故に 動き、 宇宙 萬 物 は キリストの 故に 我等の 命を聽 く、 我等の 

祈 禱にカ 乏しく、 其 無效に 終る こと 多き は、 我等が キリストの 故に 祈 求む る 其：. K 訣を 未だ 充分に 知ら 

ないから である。 

彼 を 信ずる 事 信者 に 臨む す ベ て の 善事 は キリストの 故に 恩惠 として 彼に 與 へらる、 ので ある、 言 

ふ 迄 もな く 恩惠は 無限 無量で ある、 然し 其 中に ありて 最大の 恩 惠と稱 すべき 者 は 彼れ 卽ち キリス トを 

信す る 事で ある、 是れ 恩惠の 第一 である、 其 オメガであって 其 アル フ ハ である、 其始 であって 其 終で 

ある、 世に 之に 優 さりて 大 なる 恩 惠 はない、 キリスト を 信す る 事 は 決して 容易なる 事で はない、 是は 

敎會に 人り 宣敎師 に 就て 基督 敎を學 んで爲 し 得る 事で はない、 信者 は 自己の 理性に 訴 へて 論理の 强ふ 

る 所と なって キリスト を 信す るに 至った ので はない、 世人 は 聞て 怪む であらう が、 然し、 キリスト を 

信す る 事 は 奇蹟で ある、 是は水 を 酒に 化し、 五片の 麵麪を 以て 五 千の 人 を 養 ひし 丈け の、 然り， 其れ 

よりも 更らに 驚くべき 奇蹟で あるので ある、 キリスト を 信す る 事、 かの 十字架に 釘 けられし 者 を 我 主、 

我 理想、 我 救 主として 仰ぐ に 至りし 事.、 是れ 決して 人間業で ない ので ある、 是れ 我より 求めて 爲し得 

る 事で ない、 人の 意 は 決して キリスト を 人類の 首長と して 受けない、 人間の 立場より 見て キリスト は 

彼 は 侮られて 人に 棄ら れ、 悲哀の 人に して 病 息 を 知り、 又 面を掩 いて 避く る こと を せらる、 神に 

呪. はれし が 如き 者  > 

である (SJ 赛亞書 五十 三 章〕、 然るに 此淚の 人、 悲哀 を識 るの 人、 神に 呪 はれし が 如くに 見 ゆる 人、 此人 
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を 王の 王、 主の 主、 人類の 模範、 祌の獨 子と して 認む るに 至った ので ある、 此事は 確かに 大 なる 奇踪 

である、 然り、 最大の 奇廣 である、 而 して 此奇 g0 を 心に 施されし 事 は、 此は 確かに 最大の 恩惠 である" 

此は 我より 求めて 我に 施された る 事で はない、 此は祌 の 無限の 愛より 出た る 至大 至高の 恩惠 である、 

キリスト を 信す る 事、 此事は 大國の 帝位に 卽 くこと よりも 大 なる 恩 惠 である、 此事は 世界 第一 の 富者 

となる よりも 遙 かに 大 なる 恩惠 である、 キリスト を 信す る 事-は 大哲學 者と なる 事、 大 詩人、 大 美術家 

となる；^；^-ょりも遙かに大なる恩惠でぁる、 實に キリスト を 信す る を 得て 我等 はパ ゥ 口 と 偕に 叫んで 言 

ふので ある、 

我れ 我 主 キリス トイ ヱ スを識 る を 以て 最も 益れ る 事と する が 故にす ベての 物 を 損と なす、 我れ 彼 

のために 旣に此 等の すべ ての 物 を 損せし かど も 之 を 糞土の 如く 意へ り 

と (脚立 比 書 三の 八)、 キリスト は 神が 人類に 賜 ひし 最大の 賓賜 である、 而 して 之 を 賜 はりて 我等 は是れ 

以上の 賓賜を 要求 しないの である、 バウ 口が 

其 言 ひ盡 されぬ 神の 賜物に 因りて 我れ 神に 感謝す る 也 

と 一一 目 ひし 其 賜物 は キリスト である (# 林 多 後書 九の 十五/ 而 して 此 賜物 を 我 有と する を 得し 事、 是れ最 

大 最善 最上の 恩惠 である。 

『； f に …… 而已 ならず キリスト を 信す る を 得し 事 は 最大の 恩惠 である、 然し 之に 加へ て 更らに 犬な 

る 恩惠が ある、 單に キリスト を 信す る を 得し 事、 其れ丈け が旣に 最大の 恩惠 である、 然るに 神 は 之に 

とまらす、 信者の 或 者に は 此恩惠 の 上に 更らに 恩惠を 加へ 給 ふ、 其れ は キリスト を 信じて 其 上に 

の 故に ，を しむ 事 である、 苦しむ 事必 しも キリスト を 信す る 事の 必然的 結果で はない、 世に はキ 


リスト を 信じて 苦しまない 人 も ある、 キリスト を 信ぜし が 故に 商 賣は昌 へ、 家庭 は 幸福に、 ^の 信用 

は增 して、 萬 事 萬 端 都合 甚だ 宜しと 言 ふ 人 も ある、 謂 ゆる 基督 敎會の 模範的 信者なる 者 は 大抵 は如斯 

き 信者で ある、 立身、 成功、 勿論 神の 恩. 惠 でないで はない、 或 人に 取りて は是れ 確かに 甚大の 恩惠で 

ある、 彼等 は此事 ありし が 故に 特に 神に 感謝すべき である、 然しながら 神 は 或る 他の 人に は 之よりも 

，さ  oooooooooooooo〇o〇  00000 

遙 かに 優れる 恩惠を 下し 給 ふ、 其れ は キリスト を 信じて 其 結果と して 彼の 故に 苦しむ 事で ある、 キリ 

せめ  おく に よろ づ あ か 

ストの 故に 迫害ら る、 事で あ^、 世の 汚據叉 萬の 塵 坂と して 极 はる、 事で ある、 事業 は 悉く 失 收に終 

り、 世の 信用 は 悉く 身 を 離れ、 骨肉の 嫌 ふ 所、 國人の憎む所となる^3^- である、 而已 ならす、 神 を 信す 

ると 稱 する 人にまで 厭 はれ、 敎會 より 逐 はれ、 異端の 徒、 無 神の 族と して 彼等に 忌み嫌 はる i 事で あ 

る、 卽ち 世が 視て 以て 不幸と 做し、 敎會が 目して 以て 呪詛と 做す 事 を 我 身に 於て 受 くる 率で ある、 是 

れが 恩惠の 上に 加 へらる \更 らに大 なる 恩惠 であるとの 事で ある、 キリス トを 信す る亊は 最大の 恩惠 

である、 彼 を 信じて 其の 結果と して 苦しむ 事は更 らに大 なる 恩惠 である、 キリスト を 信じて 世に 愛せ 

られ すして 却て 憎まれ、 キリスト を 信じて 敎 會に納 けられす して 却て 斥けら る k 事、 是れ恩 惠の絕 頂 

である、 福祉の 至極で ある、 祌は其 最も 愛する 者を斯 くの 如くに して 惠み給 ふので ある、 其 最愛の 獨 

子 を 彼の 敬 人の 乎に 附し、 彼 をして 十字架の 死 を 味 はしめ 給 ひし 神 は、 又 彼の 愛する 者 をして キリス 

トの 如くに 苦き i| を飮 ましめ 給 ふ、 神の愛が 身の 苦痛と して 現 はる k に 至て 我等 は 特に 神に 愛せら る 

る 者なる こと を 知る ので ある、 キリストの 故に 神より 與 へらる &恩惠 の 中に、 彼 を 信じて 彼の 故に 苦 

しむ 事、 其 事が 最大 最終 最 美の 恩 惠 である。 

苦しむ 事 は 確かに 恩惠 である、 我等 は 苦します して キリストの 心 を 知る ことが 出来ない、 神の愛の 
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何たる 乎、 キリストの 救濟の 何たる 乎、 其 深さと 其廣 さ、 是れ 苦します して 知る ことの 出来る 事で な 

い、 聖書の 深き 意味と、 人生の 眞の 意義 は 苦します して は 判明らない、 苦痛 は 我等 を 神に 繋ぎ、 キリ 

ストに 結ぶ 唯一 の 綱で ある、 是れ なくして 我と 神との 關係は 至て 微弱で ある、 詩人 ゲ ー テの言 ひしが 

如く、 神 を 其 正體に 於て 拜し 奉らん と 欲する 者 は 之 を 苦痛の 聖 殿に 於て 爲さ るべ からすで ある。 

キリストの 故に 苦しむ と は 言 ふまで もな く、 キリストの 聖 名の 故に、 彼の 如くに 世に 苦しめら る \ 

事で ある、 I は 永久に キリスト を 憎む 者で ある、 其 政治家 輩が 時に 信者 を 庇 保す るが 如くに 見 ゆる は、 

其 は 決して キリスト を 愛する からで はない、 若し キリスト にして 世に 今日 現 はれ 給 はん 乎、 世 は擧て 

彼 を 排斥す るに 定 つて 居る、 故に 信者に して 若し 信者た るの 本分 を盡 さん 乎、 彼が *1 の 憎む 所と なる 

は 必然で ある、 彼が 時に I の歡迎 する 所と なり、 政治家の 庇 保す る 所と なる は、 偶然 以て 彼の 不信 を 

露す に過ぎないの である、 是れ 彼の 名譽 ではなく して 却て 彼の 大 恥辱で ある、 眞實に キリスト を 信す 

れば 彼の 故に^に 苦しめら る.. -事は 信仰の 通則で ある、 信者 は キリ スト を 信じ 彼と 共に 苦しむべき 者 

である、 彼に キリストと 共通の 苦難 ありて 彼 は實に キリストの 屬 なる 事 を 確認す るので ある、 苦痛な 

し、 故に 眞の 信仰な し、 世に 苦しめられす、 故に キリストの 屬に 非す である、 此 世の 憎惡、 誹 誇、 迫 

害 は 信者が 其 身に 佩る 榮 光の 印 記で ある。  > 

然し キリストの 故に 苦しむ と は 彼の 聖 名の 故に 世に 迫害ら る、 こと 而已 ではない、 我等が キリ スト 

を 人に 紹介す るた めに 身に 艱難 を嘗 むる こと は、 是れ又 確かに キリストの 故に 苦しむ 事で ある、 キリ 

ストの 福 昔 を 世に 宣ぶ るに 方て 人 に 最も 必要 なる もの は 同情 である、 而 して 同情 は自 から 艱難 を 嘗め 

すして 起る 者で ない、 キリ ス ト 御自身が 自 から 艱難 を 嘗め 給 ひて 萬 人の 救 者と なり 給 ふたので ある、 


彼れ 自 から 誘 はれて 艱難 を 受け たれば 誘 はる k 者 を 助け 得るな り 

と あり (希 伯來書 二の 十八〕 叉 

我等が 荏 弱 を 想 察る こと 能 はざる 祭司の 長 は 我等に 有るな し、 彼 はすべ ての 事に 於て 我等の 如く 

に 誘 はれ 給へ り、 

と ある (仝 四の 十五〕、 而 して 我等 も 亦 彼に 代りて 彼 を 世に 紹介す るに 方り て 彼の 如くに 艱難 を 受け、 

人の 荏 弱 を， 想 察る 其 資格 を 作らなければ ならない、 如斯 くにして 信者に 臨む すべ て の 艱難 は キリス ト 

の 故に 受 くる 艱難と 化する ので ある、 我れ 我が 愛する 者 を 失 ひしの 艱難 を 受けん 乎、 是れ やがて は 同 

じ 艱難 を 受けし 者に キリス トの 慰藉 を 供 ふるため の機會 となる のであって、 我 は 我 身に 此 艱難 を 受け 

て、 我 は 他人の ために 之 を 受け、 叉 キリストの 爲 めに 之 を 受けた ので ある、 貧して 始めて 貧者に 同情 

を 寄す る を 得べ く、 叉 貧し かりし キリストの 心 を 知る を 得て、 彼 を 彼等に 紹介す る ことが 出来る、 キ 
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リスト を 信す る 幸福の 一 ッ はすべ ての 艱難 を 彼の 故に 受 くる 艱難と 化する ことの 出来る ことで ある、 

信者に 取りて は 艱難 は 金と 時 問との 損失で はない、 使徒べ テロの 言 ひしが 如く、 我等の 信仰 を 試みる 

各樣の 艱難 は壞る 金の 火に て 試みら る k よりも 貴く ある、 すべての 艱難 は 同情の 區 域を廣 くす る、 之 

を 以て 一 方に はより 深く 祌の心 を 知る ことが 出来る、 他の 一 方に はより 深く 且つより 黄 く 人の 荏！ i を 

想 察る ことが 出来る、 艱難 は 我等 をより 善き キリストの 僕と なし、 叉より 能力 ある 人の 救濟 者と なす • 

祌學 あり、 哲學 あり、 深き 聖書の 造詣 ありて、 艱難の 實 驗に缺 くるが 故に、 神 をも歡 ばし 得す、 人 を 

も 助け 得ざる 者 は 我等の S 々目撃す る 所で ある。 

恩 Sil の 生 «  四 三 一 
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汝 等に は 此 世の屬 ならす して キリストの 屬 となれ る汝 等に は。 恩惠 として 與 へらる すべての 善 

物 は 愛の 父よりの 愛の 奢 賜と して 與 へらる。 キリストの 故に 汝 等の 故に あらす、 汝 等に 何の 賞む ベ 

き 善き 事 有る が 故に あらす、 キリストの 故に、 彼の， 功績の 故に。 彼 を 信ずる 事 最大の a 惠は此 事で 

ある、 最善の 賓賜は 彼れ である、 キリスト である。 單に …… 而已 ならず 此の 最大の 恩惠の 上に 更ら 

に大 なる 恩 惠の加 へらる \ こと あり、 其れ は キリストの 故に 苦しむ 事 である、 キリスト を 信す る 

を 得て、 其 上に 彼の 故に 苦しむ を 得て、 人 は 神が 其 愛子に 下し 給 ふ 最も 優れたる 恩 惠に與 かる こと を 

得る ので ある。 

汝 等に は 恩惠 として 與 へらる キリストの 故に 單に彼 を 信す る 事の みならず 亦 彼の 故に 苦 

しむ 裏 も。 

是れ 偉大なる 一一 一一 n で ある、 誠實の 福音で ある、 斯 かる 言 は 之 を 聖書 を 除いて 他の 書に 於て 見る こと は 出 

來 ない、 其 一 言 一 句が 悉く 奇異で ある、 世の 敎 ゆる 所と は 全く 異なる、 「恩 惠 として 與 へらる」 と 云 

ひ、 「キリストの 故に」 と 云 ふ、 是れ此 世の 道德に 於て 決して 見る 能 はざる 教義で ある、 「キリスト 

を 信す る」 は 恩惠に 因る と 云 ふ、 是れ祌 學と敎 < ^と 宣教師との 普通に 唱 ふる 所ではない、 殊に 「苦し 

む 事」 を 以て 最大の 恩惠と 見做す に 至て は、 是を 人の 言と して 承く る こと は 出来ない、 斯 かる 言 は 神 

より 出る にあら ざれば 決して 人間の 口より 出ない、 而 かも パ ゥ 口 は ピリ ピ 人に 慰藉の 書翰 を 書 達る に 

方て 、特別に 努む ると 云 ふこと たくして 自然に 斯 かる 遠大の 言を發 したので ある、 聖書 は 果して 祌の 

首で ある 乎 否や は 論理的に 定める こと は 出来ない、 乍然、 徘立比 書の 此 一 節の 如き を 能く 勘考 咀嚼し 

て 見て、 其眞に 人の 言に あらす して 祌の 言なる 事が 明白になる ので ある。 


徘立比 書 第一 ー^：+五—九節 

五、 汝等 キリスト イエスの 意 を 以て 意と すべし。 

キリストの 如くに 意 ふべ し、 彼の 如き 意思の 傾向 を 取るべし、 卽 ち 下の 如くすべし、 ^の 謙 遞に傚 

ふべ しと、 六 節 以下に 掛け て 請む ベ し 。 

六の 上、 彼 は 祌の體 にて りし かど も 

「神の 體 にて：^ りし」 とは祌 の實體 にて 赏 在せ しとの 意な り、 ち 神な りと 云 ふに 等し、 「體」 と 

譯 されし 原語 morphe に 許 多の 解 釋は加 へられし と雖 も、 余 は斯く 解す る ことの 取 も 適 常なる を 信ぜ 

すん ば あらす、 若し 英ー 語に て 之 を 云 へば sulb?isting  in  tlie  essential  of  God となるべし- 

而 して 神の 特質に 於て 實在 する こと、 祌 たるとの il に 多くの 逕庭 あるな し、 エホバ の自 翔と 云 はす ヱ 

ホバの 使者と 云 ひ、 或 ひ は ヱ ホバの 面と 云 ふ を 見て、 猶太 人が 祌の 特性 を述 ぶる に 方て 川 ひし 語法の 

如何 を 知るべし。 士師記 六 章 十一 節、 創世記 三 章 八 節。 

六の 下、 其祌と匹くぁる所の_*を^$^難き>9?と意はす、 

難 節な り、  < 水 は 博士： HT  A、  A、 ケネデ ー 氏の？ 5^ に從 ひ、 强 いて 祌と 匹し からん こと を 欲せす との 

キリストの！^^,¥』  R 三 三 
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意味に 取らん と 欲す- 卽ち、 キリスト は祌に 在し ませば 神た るの 威 權を揮 はんと 欲すれば 探 ひ 得しと 

雖も、 彼は此 事を爲 さすして 自 から 謙遜り 給 ひたりとの 意義なる べし、 余 は斯く 解して 前後の 意義 を 

一 &! 明瞭に 爲し 得べ しと 信す。 

七、 反て 己を虛 うし、 僕の 貌を 取りて 人の 如く なれり。  . 

キリスト は祌 なる が 故に 祌 たる を 得しと 雖も、 之を爲 さすして 反て 已を虛 うし、 人の 如く 成り 給へ 

りと、 r 虛 うし」 は 其 全能者た るの 威權を 去りて との 意なる べし、 「俊の 貌」 と ある は 前に 「神の 體」 

と ありし と 同一 の詞 なり、 故に 「僕の 貌」 を 取りて と ある は 僕と 成りて と 云 ふに 同じ かるべし、 「人 

の 如く 成り 給へ り」 と、 以て キリストの 素より 人なら ざり し を 知る ベ. し。 

八、 旣に 人の 如き 形狀 にて 現 はれ、 己を卑 くし、 死に 至る まで 順 ひ、 十字架の 死 を さへ 受 くるに 

至れり。 

祌 たりし も 人の 如き 形狀を 以て 現 はれ、 .S ち 人と して 現 はれ 給 ひ、 而 して 更らに 其 謙 遞を鑌 け 給 ひ、 

己 を ei. くし、 死に 至る まで 順 ひ、 而 して 唯の 死に あらす して 十字架の 死 を さへ 受 くるに 至れり、 卽 ち 

謙 過の 上に 謙遞を 加へ、 謙 邏の絕 下にまで 下り 給へ り。 

九、 是 故に 祌は甚 しく 彼 を 崇めて 諸の 名に 超る 名 を 之に 予へ 給へ り。 

最高の 者が 絕 下にまで 謙 遞り給 ひしが 故に、 其 報 賞と して 祌は 絶頂にまで 彼 を 引上げ 給へ り、 謙 返 

は 尊 贵に先 だつ (箴ー 百 十五 章卅三 節」、 キリ スト は 先 づ大に 謙 遞り給 へ り、 是 故に 祌は 甚だしく 彼 を 崇め 

て 尊貴の 極に 達せし め 給へ りリ 

是 れキ， リストの 謙遜な り、 而 して 我等 基督 者は此 謙遜 を 以て 我， 等の 謙遜と なすべし となり、 卽ち我 


緯は 謙遍を 人より 學ぶ ベから す、 神なる キリストより 學ぶ べしと. なり、 釋迦 より 學ぶ ベから す (彼の 

謙 遞の大 なりし に 係 はらす)、 バウ 口より 學ぶ ベから す、 西鄕 隆盛、 乃 木大將 より 學ぶ ベから ざる は 

勿論な り、 キリストより 學ぶ べし、 彼 は 天より 地にまで 降り 給 ひしに 止まらす、 罪な きに 罪人とまで 

謙遜り 給へ り、 鳴 呼， キリスト を 仰ぎ見て、 我等 何人 か 自己の 謙 進に 就て 誇り 得ん や、 人なる 我等が 

tl 善 者な りと て 篤ら れ たれば とて、 國贼親 不幸と して 嘲 けられ たれば とて、 我等 何ぞ 恨むべき、 我等 

も キリス トに傲 ひ、 下り 得る 丈け 下りて 來 らんと する 神の 圃に 於て 上り 得る 丈け 上げら れんかな。 

ィヱス の 謙 a 

W 立 比 書 二 草 五， I 十 一 節 

汝等 キリ ス トイ H スの 意を以 て 意と すべ し、 彼 は 祌の體 にて 居りし かど も 自ら 其 神と 匹く 在る 處 

の 事 を棄て 難き こと-^ 意 はす、 反て 已を虚 うし 僕の 貌を 取りて 人の 如く なれり、 旣に 人の 如き 形 

狀 にて 現 はれ 已を卑 くし 死に 至る まで 順 ひ 十字架の 死 を さへ 受 くるに 至れり。 

此處に 基督 者の 謙遜の 典型が 示されて 居る。 バウ a は 之 を 主題と して 語る に 非す、 信者の 相互に 體 

裇 と 同情と を 深く し 各自 己の 事 を 顧みす して 人の _E ^を みんこと を勸 むる に當り その 實例 として ィ ェ 

ズの 謙遞を 引用した ので ある、 故に 語 は 極めて 簡單 である、 然し 意味 は 深遠 無量で ある、 日常 平凡の 

イエスの 一; 战！^  四 三 五 
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事を說 明す るに も 深き 思想 を 以てする はパ ゥ 口 の 常で あるが 玆 にも 亦 謙 邏を敎 へんと して 其效 用を說 

かす 直に 其 模範 を 示し 而も 之をァ ブラ ハ ム 叉 は ィザャ 又は 自己に 做へ とい はすして 主ィ H ス キリスト 

に學 ベと いふ、 我等の 模範 は 常に 彼で 有るべき である。 人 は 人 を 模範と して 墮 落せざる を 得ない、 唯 

彼 を校範 とし て の み 未だ 遠く 遠く 及 ばざる こと を 知る ので ある。 

「祌 の體」 と は祌の 實體實 質で ある、 ィ H スは唯 神の 形狀 にて 在り 給 ふたので はない、 祌と 同體に 

ま し .It 

て 在した ので ある、 「居りし かど も」 と は 前以て 杯 在し 給 ひしとの 意で ある * 本来 人 問で はなく 祌と 

同體 にて^ 在し 給 ひしが 我等に 眞の 福 を與 へんが 爲 その 權能を 己の 特有 物と 思 はす 易く 之 を 菜て 

て 僕の 實質を 取り 人 問と なって 生れ 給うた ので ある、 「貌」 と は r 體」 と 同じく 亦實 質の 意で ある。 

「人の 如き 形狀 にて 現 はれ」 と は 人と しての 境遇に 支配 せらる k ことで ある、 例へば 百 萬の 長者 一朝 

にして 無 一 物と なり 九 尺 一 一問の 長屋 住 ひの 身と なった とすれば 非常なる 苦痛で ある こと はいふ 迄 もな 

い、 イエス は 人た るの 苦しき 境遇に 入りて 猶 己を卑 くし 神に 順 ひ 給 ふた、 原語の 語勢 を 以てすれば 

「顺 ひ、 死に 至る まで 順 ひ、 十字架の 死に 至る まで 順 ひ 給へ り」 である。 卽ち 益々 下に 降り 給うた の 

である、 十字架の 死と いへば 啻に 苦痛で あるば かりで はない、 叉 恥辱の 極で ある、 苟も 羅 馬の 市民 權 

を 有した る 者 は磔殺 だけ は 免る i ことができた、 故に バウ n の 如き もこの 恥辱の 死 は 味はなかった の 

である、 實に M の 權カも 地位 もな き 最下 層の 者の 受 くる 恥辱で ある、 ィヱス は 降りに 降りて 遂に 其處 

まで 至り 給 ふた、 其處 より 下に はも はや 往き やうがない ので ある。 

神の 實體 にて 在し k 者が 人の 如くな り 僕と なりて 我等の 足 を 洗 ひ 死に 至る まで 神に 順 ひ 遂に 十字架 

め 死に 至る まで 順 ひ 給うた と、 實に 驚くべき 謙遜で はない 乎、 何人が 何處 まで 謙 遇し たれば とて 到底 


之に は 及ばない、 釋迦が 王位 を棄 て、 山に 人り 遂に 人の 救 はるべき 道 を いたと い ふ は 沸 敎の敎 ふる 

大 なる 謙遞 である、 然し. ぶの 研究に よれば その 棄て たる 王位 は 一 小！； の IS 長の 如き 地位に 過ぎな か 

つたと い ふ、 卽ち我 日本 國の 皇位 繼 承の 權を 棄て& 平民と なった 程の 事で はない ので ある、 ィ H ス の- 

築て 給 ひし は祌 たるの 地位で ある; 而 して その 降り 給 ひし は 十字架の 死まで ある、 均しく 降る とい 

ふ、 函嶺より する も 降る である、 せ £ 嶽ょ りする も 降る である、 然しながら 灭の 高き より 地のお 做まで 

降りて 最早 や 之に 比ぶべき もの は 一 もない、 この 謙遜 を 憶うて 信者 は 謙遞し 過ぎる とい ふ 事 は 有り得 

ない、 赏に 謙遞の 極に 至る も 翁 足らない ので ある。 

故に 神は甚 しく 彼 を 崇めて 諸の 名に 超る 名 を 之に 與へ 給へ り、 こ は 天に 在る もの 地に 在る もの 

及び 地の 下に 在る 者 をして 悉く ィ H ス の 名に 膝 を 屈めし め且 0 の 舌 をして 悉く ィ H ス キリ ス ト 

ノひ あらよ  ：* まれ 

は 主な りと 稱揚 して 父なる 神に 榮を歸 せしめん 爲 なり。 

r 是 故に」 とい ひて 一 語 能く 光景 をー變 せし むる、 聖書の 語の 美 はし さは 此處ら に 在る、 ィヱ ス は. 

かく 迄 卑り給 ひしが 故に 是 故に 神 は 又 =ffi しく 彼 を 高め 給うた、 卽ち 諸の 名に まさる i 取 上の 權能 を與 へ 

以て宇宙萬物をして悉く彼の前に膝を屈せしめ^^？んの舌をして悉く彼を主なりと稱扱せしめ給ふたの 

であると、 「凡そ 自ら 卑 だる 者 は 高く せらるべし」 との ィ H スの語 は 其 儘に 實現 された ので ある (路： 

加傳 十四 章 十一 §)、 之 を アダム の墮 落と 比 して 見て 玆に 深き 露现を 認めざる を 得ない、 創^記 第三. 

しんこく  い- r- な 

章の 記事 は 一 の 物語に 過ぎす， -」 雖 も 亦 是れ 深刻なる 人類の 實驗 である、 H バ 蛇に 誘 はれ 其 夫 アダムと 

共に 神の 如くな らんと 欲して M ホバ より 禁ぜられ たる 樹の實 を 食 ひそれ が爲に 却て 墮 落した、 卽ち自 

ら 上らん としたる が 故に 却て 下った ので ある、 アダム は 己れ 人た るに 神た らんと 欲して 墮 落した ので 

イエスの 00  EH 一一 七 
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ある、 之に 反して キリ ス トは 御自身 は 本來祌 にて 在せ しに 祌 たる こと を 素て 難き こと、 思 はす 自 から 

槔 らんで 人と 成り 給 ひしが 故に 更らに 高く 上げられ 給 ふたので ある、 第一 の アダムと 第一 一の アダムと 

の 比較 は簡單 にして 深逮 なる 敎訓 を垂 る-ものである、 其 中に 墮 落と 向上との 原现が 籠って：^ る、 基 

督 おは 何故に 向上す る を 得る 乎、 彼 は キリストに 做 ひ 自ら 卑 きに 就く が 故で ある， 不信者 は 何故に 墮 

落す るか、 自ら 高き に處 らんと 欲する が 故で ある、 定 に 自ら 高ぶる 者は卑 され 自ら 卑-る おは 高く せら 

るべ しで ある。 

若し 玆に學 者 ありて 我はィ H スの 神性 を 認めす とい はん 乎、 ！^-はそれ迄でぁるが、 然しながら 謙 

を敎 ふるに 斯 程の もの は 基督 敎を 措い て何處 にもない ので ある. 故に 力 ー ライル は 嘗て 基督教と は w 

ぞ やとの 問に 答へ て 謙 题を敎 ふるもの なりと 言うた、 之れ 大才彼 をして 言 はしめ たる 眞理 である. キ 

リスト を 信じて 其の 恩 惠に與 りし 者 は 彼の 心 を 以て 心と せねば ならぬ、 彼の 謙遜に 學 ばねば ならぬ、 

我等 は 幸に して 周 園の 人に 比し 少しく 謙遜の 心 を 有って 居る、 然し 之をィ H スの 謙遞に 比ぶ ると き は 

其 間に まだ どれ 程大 たる 逕庭が あるか を 知る ので ある、 彼の 實 例に 倣 ひて 我等 は 人より 何と 思 はれ、 

どんな 待遇 を受 くると も 意に 介す る こと はでき ない、 彼の 謙遜 を 目前に いて 世 問の 乎 前 や 社 會の擦 

準 はも はや 我等 を惱 ますに 足りない、 人に 卑く 見ら るる を 辛し とする はま： 榮 である、 この 高ぶりの 爲 

に 却て 低く せらる の である、 之に 反し 自ら 低く 往 1： ば往く ほど 祌に 高く せらる k の であ つ て 而も 其 

機會は 日练に 我等 を俟 ちつ & あるので ある、 「汝 より 無 舉の者 あり」 と 力 I ライル は 一一 一一 〔うたが 赏に人 

は 自ら 最低の^ なりと 思 ふべき でない、 之卽 ちもう 一 つ 其 下に 降る こと を 得ん が爲 である、 而 して 何 

處 まで 降っても 主ィ H ス キリストに は 及ばな. いのであって 見れば 我等 は どんな 卑しき 地位に 置かれ 


て も 喜び 且 感謝して 人の 爲に盡 す ことができ るので ある、 然り 基督 者の 謙遜 は 義務で はない、 嵌靈が 

やど  しもべ 

心に 宿る とき 彼 は 僕の 地位に 立たざる を 得なくなる ので ある、 ィ H スを 主と 仰ぐ とき 其 嫌遞が 自然に 

彼の 性格と たるので ある、 パゥ n の 語 は 短し と 雖も其 意味 は嶽 くる 時 を 知らない、 願 はく は 諸！；；； も 亦： 

世 を 逝る 迄 此心を 心と し て 慰藉と 同情と に充ち 溢れん こと を。 

短慮と 平 安 
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汝等 常に 主に 在りて 喜ぶべし、 我れ 叉 言 ふならん 汝等 喜ぶべし と、 汝等 凡ての 人 をして 己が 柔和. 

なる 事 を 知らし めよ、 主の 來り給 ふ 事 近し、 何事 を も 思 ひ烦ふ 勿れ、 唯 事毎に 祈 をし 感謝して 願 

をし 己が 求む る 所 を祌に 知らし めよ、 然 らば 凡て 人の 思慮に 勝りて 神の 平安 は汝 等の、，、 しと 意をキ 

リス トイ H スに 在りて 守らん。 

「汝等 常 に 主に 在りて 喜ぶ ベ し」 之 れ此數 節 の 標語に して 又 ピリ ビ 書 全體の I- 語 で ある、 祌を信 

する 者に 取て は 凡ての _5 ^悉く 働きて 益 をな すが 故に 如何なる 苦痛の 中に ある も尙 喜びの 狀 態に 於て 在 

るべき である ノ乍然 勿論 漫然 喜ぶ ので はない、 主 キリ ス トに おりて 喜ぶべき である。 

「我れ 叉 言 ふならん」 同じ 言 を 此處に 繰 返す の 意で はない、 汝 等に 幾度び 書翰 を 送る とも 我れ ス 

煩？^ と 平安.  四 I 一一 九 
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ひお いて 言 ふならん との 意で ある、 歡 喜が 信者 の 心の 狀 態に 非ざる 事 を 想像し 得ざる が 故に 後に も 亦 我 

れ汝 等に 書き 遣りて 言 ふならん、 曰く  r 汝等 喜ぶべし」 と、 而 して バウ 口 彼 自身の 生涯が 忠 難に 充ち 

； 'リス 4- ヤン 

たる もの なり しも 其 心 の 极柢に は 常 に  一一 一一 C ふべ からざる 歡 喜が あ つ た , 基督 者 はル： Z 斯くぁ るべき である- 

歡喜 なき 人 は 基督 者で はない、 而も 基督 者の 歡喜は 1| ま 吊の 歡喜 ではない、 希臘：^^iの  Chara  (歡 喜) は 

Cliaiis  (感謝) と 相似て 居る、 感謝に 出 づる歡 喜で ある、 お 難き 嬉し さで ある。 

-、 わんよう 

「汝等 凡ての 人 をして 己が 柔和なる 事 を 知らし めよ」 「寛容」 と 言 ひて は憲 きない、 人の 我に 與 

へし 損害 を 容易く 赦す 事が 寛容で ある、 或は 叉 所謂 淸 濁^せ 吞む事 を 寛容と 稱 する、 然しながら バウ 

a の玆に 一一 一一 11 ふ 所は此 tl の寬容 ではない、 「柔和」 である、 惡は明 {u に 之 を 惡と認 むる も輕々 しく 怒ら. 

す 辛辣な る 心意 を 抱かざる ことで ある、 而 して 常に 神に 對 する 感謝 を 交 へたる 歡喜 の 狀態 に 於て あ る. 

は た と へ 如 何 に 篤 ら れ 嘲 け ら れ W げ ら る k と も 斯 の 如 き 和 な る 精 祌 を 失 ふ 事 が 巾1 來 な い 。 

クリス チ>-.\ 

「主の 來り給 ふ；？ _f 近し」 基督 者 は 過去に 於て 旣に大 なる 恩 惠を受 けたる 者なる が 故に 其 心の 根抵 

は 常に 感謝に 溢る、 歡喜 である、 然るに 之に 加へ て 基督 者に は 又 朱 來の希 Slf: が ある、 主 キリストの 來 

り 給 ふ 事 之れ である， 其 時 一切の 事 は * 判 かれて 是非 悉く 判^す るので ある、 故に 彼 e 來り給 ふ 

事 近し と 知りて 柔和なら ざらん と 欲する も 能 はない、 是 故に 基督 者の 柔和に 一 一個の 理由が ある パ 過去 

の 恩 惠に對 する 感謝と 未来の 救 扬に關 する X 布 は S は相俟 ちて 彼 をして 柔和 寛容なら しむる ので ある、 恰 

も旣に豆萬の富を瘦得し乂新に大なる遺產を受けんとする者が些少の財物をハ^^^-ふの意を冇せざるが如 

くで ある、 然る に 實際上 信者 の 問 に 柔和 寬容 の 缺 乏 だしく 却て 其反對 の 精神の 盛なる は 何故で あ る. 

0  0-00000000000  0-000  0  0  0000  0-0  0  00000000000000000 

乎 、 他な し 彼等に 其 罪を赦 された る 過去の 赏驗と 其 救 を完ぅ せられん とす る 未來 の 布& えとが 無い か ら- 


である、 感謝な くべ 布 なくして 如何にして か 柔和なる を？ おん 、 彼等 の 冷酷 を K む る に 先 だち 我等 は 共 

理由 を 發见し て 寧ろ！： 情 を 禁じ 得な い の で あ る リ 

「何 寧 を も E 心 ひ烦ふ 勿れ」 特に^5.^難に臨みし時又は物资の缺乏を感する時等にのみ關する敎訓で 

はない、 「何事 を も」 である、 现 在の 苦痛 未來の 配慮、 此事彼 *r 其 他人 生 一 切の問題に就て^-ぁる、， 

「思 ひ烦 ふ」 と は 思 を碎く 事で ある、 平安 は m 心 想の 統一 である、 m 心恕を 数多に 分つ が 故に m 心 ひ 鎖 ふの 

である、 人生 憂慮の 原 闪 多し、 然れ ども 何 に 就ても m 心 を碎く 勿れと 言 ふ。 

「唯 事毎に 祈 をし 感謝して 願 をし 己が 求む る 所 を祌に 知らし めよ」 祌に對 すろ 祈禱 の，？： 容に 三； 

ある、 祈と 願と 求と である、 「祈」 とは祌 との 交通で ある、 必す しも 願 を 含まない、 願よりも  一 tl3 高 

くして 廣、 き 語で ある、 ジョン • ウェス レ， -の 祈禱の 如き は 願 を 含まざる ものが 多くあった、 「願」 を- 

爲す時 は必す 「感謝して」 爲 すべきで ある、 感謝な くして 願 ふ は 神の 喜び 給 ふ 所でない、 づ過 ぶに 

於て 受けた る大 なる 恩惠を 感謝し 而 して 更に 「聖^に 適 はぐ」 と 一 W ひて 新しき 願を爲 すべ きで ある、 

パゥ。 の § 、は 常に 感謝 を 伴うた、 彼の 書翰の 如き も 加 拉太書 を 除く 外はル M 感謝 を 以て 始まる ので ある、 

次に 「求」 と は 彼事此 事に 關 する 側々 の 要求で ある、 祈禱は 多くの場合に 於て 「求」 に 至る を 要しな 

い、 大體の 「願」 を 以て 足る、 乍然 或る 場合に 於て 神の 特殊なる 拨助を 乞 はんと 欲する 時には 其 一 々 

の 求 を 神の 前に 披瀝し て 之 を祌に 告げ 知らす べきで ある。 

「然 らば 凡て 人の， 田 心 慮に 勝りて 神の 平安 は汝 等の 心と 意 を キリ スト ィヱ ス におて 守らん」 唯^ 毎 

に祈禱 せよ、 「然 らば 彼 之 を！！ き 給 はん」 である 乎、 否. バウ 口 は 斯くー 百 はすして 「然 らば 平安 は汝 

等 を 守らん」 と言うた、 而 して 之れ 實に 深き 信仰的 實 驗の聲 である、 眞の祈 _t を 以て 祌に 近づく 時祌 

ffi 慮と 平安  £  SI 一 
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は必 すし も 直に 之 を 聽き給 はない、 乍 然彼は 更に 大 なる 恩 惠を 以て 酬ゐ給 ふ、 卽ち 心の 平安で ある， 

此 平安 は 凡て 人の 思慮に 勝る 所の ものであって 其れ 自身が 祈 禱の聽 かる k 以上の 恩惠 である、 而 して 

此： 十 安が r 汝 等の 心と 意と を 守らん」 と 言 ふ、 守る 者 は 神で ある * 然るに 之 を 平安に 歸 する は 詩的の 

發表 なりと 雖も亦 犬なる 事實 である、 祌は 我等に 平安 を 降して 我等 を 守り 給 ふので ある、 平安 我が 

に 在りて 心意 は統 一 せられ 之を亂 さんと する 者 ある も 入る 事 を 得す、 叉た と へ 其の 入り 來る こと ある 

も 平安の 爲に壓 服せられ て 荷」 に 消滅し 終る ので ある、 そ は 恰も 妙薬の 作用に 由て 毒素の 浸入 を 防止し. 

叉 は 之 を 解消せ しむる が 如きで ある、 而も 之れ 漠然たる 平安で はない、 「イエスキリストに 在て」 の- 

平安で ある、 キリスト を 離れて 恩惠は 我等に 臨まない、 歡喜も 柔和 も 平安 も 凡て 彼に 在て 5- ある、 故 

に バウ n は 口 を 開けば i 吊に 「主に 在りて」 と 言 ふ、 之 を 措いて 彼 は 何事 を も 語り 得なかった ので ある.. 

人生の 苦痛 我に 臨み 來る時 何人も 先 づ之を 解決 せん 事 を 欲する、 乍然 最大 の 幸福 は 問題の 解決で は な- 

い、  神より 來る 平安で ある、 たと へ 問題 は 未だ 解決せられ すして 布る と 雖も主 キリストに 在る 平安 を- 

くわん こ  うち 

與 へられん 乎、 ハレルヤの 歡呼 は我衷 より 溢れざる を 得ない、 而 して 此經驗 を 得た る 者に して 初めて 

實際 問題 も 亦 之れ を 根本的に 解決す る 事が 出來 るので ある、 問題の 解決 は 第二で ある、 平安の 璲得 は 

第一で ある" 
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哥羅西 書 註解 

第 一 章 

(一 ) 祌の 旨に 由て イエ ス キリス 卜の 使徒と なれる バウ 口 及び n ん？ R テ乇テ 

舊約書 は 全體に 廣くぽ 〈™^ をつ k める が 故に 終始 一 貫して 之を讀 破せ ざれば" 赉く其 露 意の 存 する 所 を 

酌む 能 はすと 雖、 新約 書 特に パ ゥ & の 書翰に 至りて は 一 霄 一 句 中に 深邃 なる 露现 あり、 舊約書 は 其 或 

部分 を删 除して 却て 安當 なる 所 ありと 雖パゥ の 書翰に 至りて は 半 節 半句 だ も 之 を 減す 町ら す、 時と 

し て は 共 中 の 前： 逸 詞に 於て： u に 業に 幅 音を發 見す るな り、 蓋し 新約 書 は餘 りに 凝 衆せられ たり、 i« 約 

若し 零 常の 砂糖なら ば 新約 特に パゥロ の 書翰の 如き は 精製 サ カリ ン にや 比較す 可から む、 斯く言 へば 

或 學者は 嘲笑 せん、 曰く 保羅の 書翰 何ん ぞ湖 かく 難 からん や、 若し 汝の 一一 S を假 らば 新聞 雑誌の^ 吿に乂 

も 人間 一 生の 研究 を 俯す るに 非す やと、 然り或 意味より すおば 新聞 雜 誌の 廣吿文 も 容易に 之 を 解かん 

こ- -」 難し、 さはれ 此れの 難き と 彼れ の 難き と は 其 質 だ 同じから す、 彼れ の 難き は 湖水の 如し、 透明 

淸 澄なる も 共 深さ 測る 可ら す. 兑ぇ 透ける が 如くに して 其 赏太だ 達し 難し、 これ 予が彼 を もて 難物な 

哥羅 SSJS 解  W 四 三 
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りと いふ 所以な り、 或學^ 又た 謂 ふ、 哥 『15: 書 は 共 賁保羅 の 作に 非す して 基督 後 二百 年に 屮：： でし  一 ^ 

作に 過ぎす と、 され ど 其 記す 所 悉く 保羅の 本領 を^ はせ り、 保羅 ならざる か、 然り 若し 保羅に 非す 

んば 確に 保羅 以上の 人の 作な り、 讀袞 諸君 善く 熟慮して 之 を 味へ、 こは舊 約書數 篇を讀 むよりも 容易 • 

ならねば リ 

第一 節に 於て 先づ 注目すべき は 「神の 皆に e て イエスキリストの 使徒と なれる バウ 口」 の  一：？ なり 

我れ 大に感 する 所 ありて 使徒と なれり など 記し あらん か、 开は 確に 偽作なる べし、 國を救 はんとして 

敎師 となれ りと は當^ 風の 一一 目方な り、 され ど バウ B は 之と 異なり、 祌の 意志に よりて 使徒と なれり と 

は 彼が 全身に 透徹せ る 信念な りき、 我 儕よ く 兩者を 训 する を 要す、 而 して 此句 中に 於て 我 倚の 特に 

着眼すべき は 「由り て」 とい ふ 文字な り、 支那 口 本に て はこの 字い と輕々 に 使 川 はる、 と雖、 バウ 口 

に 取りて はこの 字 頗る 輕 からす、 所謂 英語の through にして、 平たく いへば 其の ものに よりて- そ 

の 手段に よりて などい ふ 特^の 深意 を 有せり、 實にパ ゥ n が斯る 文句 を 陳べ表 はすに 至りし 迄に は 彼 

は 3： 程 深き 默思を a ねし ぞゃ、 彼 は單に 建築物より 成る が 如き 今日の 敎 會の權 力と か 制度 满式 とか を- 

標榜して 其 裏に 神の 信者た る を呼號 せし に 非す、 彼 は大膽 にして 眞 面目なる 信仰の 下に 神と 直接の 交 

通を柘 き、 全 宇宙に 捕捉 へられて 吾れ 使徒た るが 如くに 陳べ 以て 自己の 寅 言に 大權 威と 大 光明と を 添 

へ ぬ。 

かく も 大膽に 其 信念 を陳べ しパ ゥ 口 は當 時勢 カ最强 盛なる 羅馬帝 國に捕 腐と なりて 雙 脚-: 恐く は i ス 

腕 も 縛 めら れて其 自由 を 失 ひ Eii? たりし 3、 彼 は 如何にして 此 書翰 を 認めたり し、 彼れ 傍への 丁 八に： I 

校して 筆 を 執らし めたり しか、 事實 或は 然 らん、 善く 想へ 園に は^ 界を吞 みつくさん とする 大羅ぱ t 


帝國の 堂々 として 其 鵬翼 を 張り 居し 事 を、 復た 想へ 骨 枯れ 肉 落ちた る 一 小 外人の 見る 影 もなくて^ 暗 

き牢 一:^ に 禁ぜられし を、 斯く比 照し 來 りて 如何に 其 信仰の〕 〔2 崇な るか を 想へ、 而 して 更に 其 意氣の 

殆ん ど當り 難き を 想へ。 

兄弟 テモテ と ある は バウ 口の 弟子な り、 コロ サイ は 小- 亞細！ e| に 在る 人口 凡そ 二 干 を 有せし 町、 否な 

寧ろ 村邑 なりき、 ラオ デ キア、 ヒ H ラボリと いふ も 此邑の 近き に 在りし なり、 コロ サイに はパゥ 口の 

所謂 敎會 ありし もこ は 唯だヌ ンパ ス なる 人の 家 を それに 充てし のみ (ra 章 十五 節參考 )• 其 小 集會な 

りし こと 例へば この 角 苦の 如き ものな りけん、 神の 旨 に^りて 祌の 使徒と なれり と自稱 せる 線 練の 一 

き 人 ま， 曰ト この * ハ たる 團體に 送る、 當 時に 在りて 誰れ か 之に 注意す る 者 あるべき、 コ 。サイの 萬 物 雲 

の 如くに 去り 羅馬帝 國の大 も 亦 亡び 滅びた る 今日、 多くの 學 者の 尙ほ 且つ 測り 知り 得ざる 大眞 理の獨 

り此 寄に 赫灼 たる こと 豈に奇 ならす や。 

(二) 書 を キリ ストに 在る コ n サイに をる 所の 聖徒と 忠信の 兄弟 等に 贈る、 願く は爾曹 われらの 

父なる 神お よび 主ィ H ス キリス ト より 恩寵と 平康を 受けよ。 

「キリストに.！^ るコ n サイに をる 所の 聖徒」 は キリストに 在る コ & サィに在る^^^の^^-徒とぃ ふに！：^ 

じ、 コロ サイに 在る と 同時に キリストに 在りし 也、 これ 露の 基督 信者な り、 吾等ん！' 此の 角^の 小屋に 

^する も尙ほ 吾等が 靈魂 はこ を 聽き給 ふ 者の 中に 在る が 如し、 多數の 信者に は见 も角パ ゥ 口 共 人に 取 

り て 如 斯きは 毫も 疑 ふべ からざる 普通の 考 なりし なり。 

「^徒」 とは淨 めら れ たる、 ばれた る、 英語に 謂 ふ 所 selrnrate せられた る 人な り， 彼 は 時として 

不信者よりも 尙ほ 多くの 缺點を 有すれ ども 彼 は 自己の 私欲 を棄て k 小我 を 神の 意志 巾に 沒し、 只^に 
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#1 を 追 ふの 奴隸 たらん とする が 故に、 彼 は 常に 過去の 罪惡を 後悔し、 搔き むしらる & 程に 頃 悶苦惱 し、 

終に 神が 下し 給へ る 慈愛の 手に 鎚 りて 漸々 に 慰藉の 小兒 たる 3、 されば 不信者い かに 義を行 ひ 德を樹 

つる も聖ー 徒と は稱す 可ら す、 世の 聖人 君子 亦 固より 聖徒の 中に 列せ す、 鲋は何 處迄も 鮒なる に 相違な 

し. 鯉に 非す、 バプ テス マの ョ ハネも 義人な り けれど キリスト は 天 國の最 と 小さき 者 も 彼より は大な 

りと 答 へ られ き、 普通の 人より 見た る 善人と 祌 より 見た る 善人と は 其 差 頗る 大 なりと いはざる 可ら す。 

「忠信の 兄弟」 と は誠實 にして 眞 面目なる 人の 意な り、 忠實 なる 兄弟 姉妹、 これ バウ n に 取りて 唯 

一 の 慰藉な りしな り、 美術 や 文 學は當 時に 盛な りしと 雖 忠信の 士と稱 すべき は 實に指 を 屈する に 過ぎ 

ざり き、 將軍、 知事 其 他の 官吏 は 陸 綾跋屋 せりと 雖是 等の 人 は バウ 口より 觀て 一文 だの 惯値 もなかり 

し を 如何せん や、 此ー 二 節、 深く 翫味 すれば 彼の 人生 觀の 躍如と して 現 はれ 居る を 見ん。 (「恩寵と 平 

康を 受けよ」 は 已に數 次 解明し たれば 今 玆に繰 返さ じ)。 

询に如 此きは 一 點 の詔諛 なき 文章な り、 彼れ 政治 を 論じ 社會 改革 を 呼んで 徒らに 誇大の 言 を 弄せす、 

情味 律々 の 中に 神 を 語り 道を說 きて 其の 淸 きこと 今日 降り 積れ る 白雪に 接する が 如し、 赏に淸 し、 あ 

あ 實に淸 し、 或 人 は H ぺソの 書 を 評して こ は 天の 使 世に 下りし が 如し、 時に 地上の 事 を 語る も賈 忽ち 

蒼天に 揚る とい ひしが 哥羅西 書亦然 り、 現世 以上 國家 以外の 事 を 知らん として 新聞 雑誌 を 手に し 論語 

や 孟子の み を雜く 者は憐 むべき 哉、 凡そ 人に よりて 書かれた る もの 、中保 羅の 書の 如く 美に して 意 深 

.き はなし。 

(三、 四) われら 爾 前；； が キリス トイ H スを 信す る 事と 諸の 聖徒 を 愛する 事と を 聞て 爾曹の 爲に祈 

るときteに我倚の主ィ^^ ス キリストの 父なる 祌に 感謝す。 


哥林多 前書、 畔立比 書 及び 以弗所 書 等に 於て バウ ri は te に 信、 望、 愛、 を說 けり、 此の 三 字 は バウ 

ti が 道德の 三位 ー體 とも 稱 すべき か、 ： 汗：：！ せよ 本書の 三 節 以下 また この 文字の 現 はれ 居る こと を、 此 

1 二者 は 皆な 相互に 聯關 して 離す 可ら す、 信愛はは"^1に因り、 はまた 信愛と 接觸 す。 

「われら」 は 我れ パ ゥ n とテモ テと をい ふ、 「われら 爾曹が キリス トイ H ス を 信す る 事と 諸の 聚徒 

を 愛する 事と を 聞て …… 」 とい ふ 三 節 頭の 文句に 於て 如何に 信と 愛との 相 密着し 居る かを觀 よ、 愛 

あらば お 仰 は 之れ 無き も 可な りと は 彼の 夢に だ も 想 ふ 所に 非 ざり き、 信仰な くんば 愛な し、 愛な くん 

ば； 仰な しと い ふ は 明，：：： なる 事實 なれ ども こ の 反對は 全然 彼に 取りて ^妄 の 言な りし 3。 

夫れ！ 仰 は 寧ろ 頭腦に 在りて 知識 に^す、 愛 は 寧ろ 心に 在りて 情 に^す、 信仰な しに は 生活し 能 は 

ざり し パゥロ は單へ に 感情 の 奴隸 となる こと はなく してよ く 理智の 上に 之 を 研究め ぬ、 彼れ は 勿論 情 

執 一の 人たり しと 雖 亦た 现 性の 人た る を 失 は ざり き、 彼れ の 裘に滚 々と盡 きざる 健全の 泉 流れし は 心に 

感じた る 事 を 其 頭腦を もて 之 を 抑 ふる 餘裕 あり たれば なり、 宇宙 は 誰れ が 造作になる も 可し， キリス 

トは 人なる も 神なる も 不可な しと は 彼が 情の 力 之 を 允 さ りしの みならす 又た 彼が 理智の 然諾す る 所 

に 非 ざり き、 愛と 信と を 同一 物の 兩 側面と 觀ぜ しもの は卽ち 彼れ か。 

「忸 に」 は 不斷の 意、 「我 儕の 主ィ H ス キリストの 父なる 神に 感謝す」 その 喃々 と 形 { 芥の 長たら し 

きを 注意せ よ、 彼 はた ゾに吾 俯の 祌に 感謝す とい ふ を もて 足れり とせす、 吾 倚 信者が 特^の 祌と いふ 

^！思を的確に明^に表はしたりき、 或人は曰くた^-祌とぃ へば それにて 可し、 キリストの 父なる 祌 など 

い ふ 制限 を附 して 態々 翁 屈に する の 必要なしと、 して 然る か、 バウ & より 之 を 看れば 神の 特训 にお 

り 難く 感ぜられし は キリストの 父な りしが 故 也、 宇宙 萬 物 を 創造し 給へ る 神に して 叉た 人類の 王なる 

羅西書 註解.  .  Es 七 


バウ 口 小^3^  Eg 究  四 四 A 

ギリ ストの 父と して 顯 はれ 給へ る祌 にあ らすん ばいか で 彼 の 现 智と感 とを滿 足せし むる ip; あ らん や、 

キリスト 敎の祌 は 他の 所謂 祌と與 なり、 彼 は 飽く迄も 淸く、 彼 は 飽く迄も 高く、 又た 彼 は 飽く迄も 慈 

薆に iDE めるな り、 匹の 羊の 中共 一 匹の 失 はるれば 残れる 九十 九 匹よりも その 一 つ を 憫れみ 給 ひて そ 

を 探し あて 給 ふ 程に 愛饒 かなる 神 は、 特に 其の 獨子を 下し 絵うて 人類の 罪 を贘 はしめ 給 ひぬ、 之 を 我 

神道 の 祌 や 希 臘羅馬 の 神と 比べよ， 其 差？！ n,〈 に 啻に 霄壤 のみな らん や。 

(五) 爾曹が 如此|^,徒を愛す る は 雨 曹の爲 に 天に 蓄へ ある 所の もの ち ft に 幅 音 の 眞现の 道の 屮 

にて M きし 所の もの を ひ 一； むが 故たり。 

雨 が如此 兄弟 を 愛する は 何故 ぞ、 バウ n は 之を說 明して 曰く、 天に 5f 布？ を 有する が 故な りと (五 

節の 後半 は rft に 福音の 3 呉理の 道の 屮 にて 問し 所の 希？ In- に 因るな り」 と改譯 する 方 解し 易し)、 然る 

に 風.；. 者楚は 曰く 愛 は 無欲 無私なる ものな り、 其の ii  一^の 私 念 ある を容 さすと、 。ハウ 口の 說非 にして 

學者 の 說是な るか、 物品 を 得ん と て 仙人 を 愛し 、 天皇陛下 の 御 賞 與に與 らんと て 忠 雜を勵 むは 不善な 

るべ し、 されど人にして筢對的の5ェ無き愛を有する者^界の何^|に在るか、 抑 も 人 は 何の む 所な く 

し て 同 胞 を 愛 す る 者 な り や 、 何 等 の 希 な く し て 萬 物 を 愛 し 得 る 者 は 之 を 試 み よ . ま た 然 か 行 ひ し も 

の あらば 兹に共 K 例 を 示せ、 設 しか 、 る 人 ありと いふ も予は 其の 厲の 愛な り や を 信す る 能 はざる なり、 

欲求す る 所 ありて 人 を 愛し 物を憐 む、 利欲と いは 利欲なる べし、 而 かも キリ スト 信者に は Sli まざる 

を 5 & ざる 大 ある を 如何に せんや、 これ をし も SIf! まざらん か 我等 は 人と 生れて 人となり 能 はざる なり、 

この 我等 を 去りし 際に は 我等 は 枯木と なり 死灰と なり 終らん. 斗、 角 香の 夏期 學 校に 敎 を！！ てより 以 

來 今迄 脈 ひし 其 姉 を 愛すろ と共に 翁 人の 乎 を 執り 得る に 至りし 者 ある は何ぞ や、 或 者 を 得 たれば なり、 


或 者と は 何 ぞゃ 天の これな り、 天よりの 惠 わが 胸中に 溢れざる 迄 は 我等の 愛 は 言 ふに 足らす、 ヮッ 

ト なる 詩人 はか k る 意味に て 歌 ひき、 曰く 「若し 我 名の 上天に 錄 せらる、 あらば、 我 は 恐怖の 淚を拭 

うて 死の 途に ゆかん」 と. 信す る 者よ、 信ぜざる 者よ、 進んで 天國の 希望 を 受けよ、 之 を 受けて 大貴 

族と なり 現世 以上の 大 富豪と なれよ、 之に 反對 して 我等 を 嘲る 者はュ 一一 テリ ヤンの 中に 在らん^ 學者 

の 中に 在らん、 彼等の 君子 的に して 寛大なる は 我等の 驚歎す る 所な りと 雖如此 き は 畢竟 一 の {4j 想た る 

に 過ぎざる なり、 キリスト 敎は 空想 を說 かす 吾 儕 は 空想 を 信ぜす、 若し 肉體 復活の 敎義を 拒まば 同時 

に 慈愛 心 を 斥く るに 等し、 世人 は其餘 りに 現世 的なら ざるに 樊 驚 せん、 され ど 人の 弱點は 無限の 欲 を 

現世の みに 於て 充 たさんと する に存 せす や、 炎熱う ちつ く 夏の 最中、 諸君 は 農民の 水 喧嘩なる もの 

ある を 知れり や、 彼等 皆な 我 田に 水 を 引かん とて 相閲ぐ こと 數日、 巡査 出張して 之 を 鎖 撫 する も佩劍 

徒に 鳴りて 喧嘩 容易に 治まるべく も あらす、 お 雨會々 一 過し 来れば 村民 皆な 爭を 忘れて 役た 一 人の 敵 

者 ある を 見ざる の 光景、 われ 之 を 京都に 觀 たりき、 人生 今日の 事 また 之と 似たら す や、 心 常に 乾け る 

者 我 不足 を 小 151： 域内に 補充 せんとす る も 其 得る 所 幾許 ぞゃ、 今日の 政治 界實 業界 敎育界 乃至 は 宗敎界 

呰其實 例 を 目前に 示し 居る に 非す や、 上天の， U 雨 を 望む こと 能 はすして 眼前 一 掬の 水 を (辛 ふ 人の 憐れ 

なること よ、 バウ B はこ を說 くこと に 於て 甚だ 大膽 なりき、 之を讀 まん ものよ く 彼の 信仰 を 道理と 赏 

際と に 味 ひて 愛の 原動の 天の sn! みに 因る こと を 忘る 可ら す。 

「福音の 眞理の _ 道」 と は 何ぞ、 バウ 0 は 所謂 純粹の 抽象的 眞理を 欲せ ざり き、 血 もな く 肉 もな き 

眞理、 水の 淸 きが 如き 無味の 眞理は 全く 彼と 關 係な き眞理 なりき、 彼の 欲せし は 福 昔 的の 眞现 なりき、 

人 は 原初に 於て 大罪 を 犯せり と雖 愛の神 は 其 死 を 喜び 給 はざる が 故に 其 獨子を 下して 人類 救 濟の道 を 
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柘き 給へ りと いふ は 彼が 十二分に 滿足を したる 唯一 の眞理 なりし なり、 されば 唯 だ 盗む 勿れ、 公平 

たんれ とい ふ敎を もて 滿足 する 2  +  2  =  4 的の 數现的 道 學家は 決して パ ゥ 口 の 論に 同感す る こと 能 は ざら 

ん 3 

實に 基督 敎は 特刖の 眞理と 特^の 正義と を 有す、 吾等が 說く 正義 公道と 普通 演說 家の 述 ぶる 正義 公 

道と は 其 內容大 に 相 異なる、 之 を 聽く者 はたぐ 其 語の 同 一 なる を 耳に して 自分勝手の 拍手す る こと 難 

有しと いはんよりも 我等に とり て は 寧ろ 迷惑 至極な り、 演說家 は 正義 公道と いふ 名目の 下に 立ちて 財 

產の 平分と 貴族 廢止を 主張 すれ ど 我等が 唱 ふる は 主として 福音の 正義 公道な り、 非 一幅 昔 的眞理 を唱ふ 

る 人 夥し き 世に 方り て は 我等 は 福音 の 二字 を 其 上に 附 加す るの 已 むな きを 感す、 「福 昔 の 眞理の 道の 

中に て 聞し 所の Sli と は 何ぞ、 肉體 復活と キリスト 再来の SIJ! とこれ なり、 か、 る こと 無しと いふ 者 あ 

らば それ迄な り、 迷信 を哂は 我等 は 唯 だ 其 笑 ふに 任せん、 但し 我等が 正直に 眞 面目に 聖書の 文字 を 

讀む 以上 はいかに しても この 解釋を 拒む こと 能 はす、 故に 我等 は 飽迄も 繰返して いふ、 我等の 卑しき 

身體は 終に は淸き 新しき 體 もて 榮光 ある キリ ストの 政治 を受 くるに 至らん と、 雨 かして 我等 は 是の信 

念 あるが 爲め 欣喜雀躍して 天地 一切 を 愛する に 至る と。  i 

(六) この 福音 は 世界に 漏が 如く 爾曹 にも 来れり、 且 なん ぢらが 之 を 聞きて 神の 恩 を眞實 に曉り 

し 日 より 爾曹 の 中 に果を 結び 益 々大に なれ る 如く 世界 に も果を 結び て大 になれ り。 

世界的 宗敎と いへば キリスト 敎 なること 今日に 於て は 多くの 不信者 も尙 ほ 且つ 之 を 許す に 至れり と 

雖、 パゥ n 當時 はこの 敎年 を經る こ， こ 藩に 三十、 信す る 者 亦い と 僅少に して 敎會 とい ふ も ピリ ピ. ェ 

べソ、 コ リント 及び コロ サイ 等に 小團體 ありし に 過ぎす、 ？ れんや パゥ& 自身 は 旭日 噇々 たる 羅馬 大帝 


爾 の. 一 牢獄に 1^ がれて 乎 足の 自由 だ も 得 能 は ざり しに 拘 はらす * 彼は險 >K もな く 記して 口く 「こ ひ 一 g 

昔 は 世界に 徧 きが 如く 爾曹 にも 来れり …… 面 曹の屮 に * を 結び 〔.1 大 になれ る 如く^ 界 にも 果を 結びて 

大 になれ り」 と、 大膽 なる 哉 バウ 口、 バウ 口なら すして 誰れ か斯る 一一 一一 I！ を 放ち 得ん や、 今 口 キリス 卜敎 

の 勢力 は 頗る 大 なる にも 拘ら す、 なほ 黄金 力の 萬 能を唱 へて キリスト 敎の 衰微 を 歎く もの あるに 非す 

や、 世に バウ D 程 犬なる 人た し、 され ど 彼 は 徒に 誇大の 言 を： 弁す る 者に あら ざり き、 g\ ；! 書 は 今や 世 5^ 

の 書と なり、 我等 も 小なる この 一室に 於て ァ ー メ ンの聲 と共に 世界の 書を讀 みつ、 あるな り、 此の ぼ 

界の 書に よりて 結ばる K ral< の 如何 に大 になる 可き ぞ、 我等 も 福 昔 の 眞理を 受けし に 由り 今や^ 界各國 

第一流の 哲學 者、 宗敎 家、 詩人、 政治家と 過現未の 境界 を 外して 同一 様の 心的 經驗 をな し 同一 樣に悲 

み 同 一 様に 慰められて ありと E 心へば パ ゥ n が 信仰の 偉大な りし を感 すると 同時に 乂た 我等の 幸 一 i を 喜 

ばざる を 得ざる なり。 (黑木 耕 一 筆記) 

(內村 生.. ZI す. 黑 木^の 鋭利の 筆 を 以てしても 充分に 余の 意を讀 者に 通ず るの 難き を覺 りしが 故に、 W P '余 自身 筆 

を 取る こ ととな せ り) 

つか へびと 

(七の 上) かく 福音 は 我 傍の 愛する 同じ 役者 M  。ハ フ ラスより 爾 曹が學 ベる 所な り。 

「かく」 は 「此の」 なり、 前節に 言へ る^ 界に 偏く して 架 を 結びて 益 大 になれ る； i 昔 を-" ム ふなり。 

〇 「役者」 は勞 役者な り、 福音 宣傳 のために 神に 使役 せらる \勞 働 者な り、 祌 の；^ 人たり、 其 名 こ 

そ 卑し けれ、 無上の 特植と 榮譽と を 佩る 者な り。 〇 「同じ 役者」 は 彼れ パゥ" と 偕に！： じ 主に 使役せ 
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られ 同じ 聖業を 以て 委ねられ たる 者な り、 測る こと 能 はざる キリストの 富 を 異邦人 の 中 に 傳 ふる 事 

「以^ 所 書 三 章 八 節)、 是れ。 ハウ B の 任務に して 亦 H パフ ラ スの 聖職な りし、 使徒 パ ゥ t に 同じ 役者 卽ち 

同僚 者 を 以て 稱 ばれし エバ フラ ス の榮譽 も亦大 ならす や。 〇 「ェ パフ ラス」 H べソに 於て パゥ 口よ 

り， 幅 音 を 聞き、 後、 nil サイ、 ラオ デ キヤ、 ヒ H ラボリ 等 小 亞細亞 の 各地に 俾道 せる 人な りしが 如し， 

。ハウ 口 の 如き 人を師 として 仰ぎ、 友と して 持ちし が 故に 彼の 名 は 世界 萬 民に 永久 唱 へ らる 、に 至れり、 

持つべき は 善き 友に して 敬 ふべき は 善き 師な るかな U 〇 r 學 ベる 所な り」 敎 へられし 所たり、 我が 友 

ェ パフ ラスの 俾へ し 福音 は 信頼す ベ き 幅 音な り、 是れ 似て 非なる 異なる 福音に あら チとパ ゥ 口 は 其 友 

ェ バフラ ス の宜傳 せし 福  ー9 曰の 眞價 を證 明して 暗々 裡に 彼れ H パフ ラス の 人物 を稱揚 せり C 

(七の 下) H パフ ラ ス は爾曹 のために キリス トの 忠信なる 僕な り。 

キリストの 忠信なる 下僕な り、 而 かも キリストに 事 へんと して 爾曹に 事 ふる 者な り、 直接に 爾曹に 

對 して 忠信なる に 非す、 彼 も 我條も 均しく キリス トの僕 なれば 先づ 直に キリス トに對 して 忠信なら ざ 

るべ からす、 然れ ども キリスト は 今 は 見えざる 者と なりて 兒 えざる 父と 偕に 在り 給 ふが 故に、 我倚此 

*1 に 在て 彼に 忠信な らんと 欲せば、 彼の 愛する 者なる 雨 曹に忠 信なら ざるべ からす、 而 かも 知れ、 世 

に此 忠信に 優る 忠信な きこと を、 キリストに 緣て、 或は キリストの 爲 めに する 愛が 無比 最上 極 美の 愛 

たり 0 

(八) 彼 さきに 爾曹 が靈に 感じて 懍 ける 愛 を 我 倚に 吿ぐ。 

「靈に 感じて 懐ける」 は譯 者の 意譯に 成りし 言辭 なり、 原意の 直譯に 非す、 原語 は 軍に 靈 在る 

ム eA) 愛と 云 ふに 過ぎす、 ^靈に 在て 有て る 愛、 聖霊に 浸た され、 其 中に 身を投じて 其 結果と して 得 


たる 愛と 解すべし、 卽ち單 に 天然の 至情 を 云 ふに 非す、 g-m に 因て 神より 賜 ひし 愛 を 云 ふなり. 愛 ひ 4^ 

も淸 潔に し て も 濃厚なる 者な り。 

(九 の 上) 是故 に 我 儕 この 事 を 聞きし 日よ り爾曹 の爲 めに 斷す 祈禱を し 且つ 求. む。 

コ 口 サイの 信者が 天来の 愛に 接せり と 聞きし 日より パ ゥ 口 は 未だ 面の あたり 彼等 を 知ら ざり しと 雖 

も (二 章 五節 參考 )、 彼等の 旣に靈 に 於け る 彼の 眞 個の 兄弟 姉妹た る を 知り たれば 彼 は 其 日より 彼等 

のために 祈 禱て止 まざりし とたり、 聖徒の 交際 は 祈禱の 交際な り、 是に あ ハク ハ やん あ； &.^ き 

或は 自主の あるな し (三 章 十一 節 )o 〇 祈禱は 祈願の みに 非す、 讚美 も祈禱 なり、 感謝 も 祈)： W たり. 

心に 恩 惠を感 する こと、 H だれ キリスト 信者の 祈禱 なり、 故に。 ハウ 口 は 云 ふ、 我れ 爾曹 のために 祈 il® を 

しせつ 祈 求す と。 

(九の 下) 爾曹靈 の予 ふる 諸の 智惹と 穎悟と を 以て 悉く 神の を 知り、 

コ 口 サイ 人に 關 する バウ 口の 祈禱の 一 節な り。 〇 智慧 (sphia) は 智能な り、 處 世の 上に 顯 よるべ 

き 智慧の 實 際的應 ffl なり、 キリスト 信者 は權謀 を用ゐ す、 然れ ども 彼 は 愚かなる 者の 如くに 世 を 過す 

ベ か らす (以弗 所 書 五 章 十五 節)、 彼 は 行し 得べき 所 は カを竭 して 人々 と睦み 親まざる ベから す (羅 十 

二 章 十八 節)、 彼 も亦處 世の 技術 を 要するな り、 兹に 於て か 彼は聖 靈の予 ふる 應用的 智能 卽ち兹 に 所 IS 

智# を 要する たり。 〇 「颖 悟」 は 智慧の 更らに 深き 者な り、 其 依て 來る泉 源な り、 キリスト 信者が 善 

を爲 すべきの 理由、 並に 其 動機に 關 する 智識な り、 是れ 亦た 聖靈の 賜 ふ 所に して、 キリスト 借 者の 最 

も 熟 望す ベ き 者な り， 彼は淺 薄なる 哲理の 上に 彼の 行爲を 築く ベ か らす、 彼 は赏踐 的道德 家た るに，..！ 

まらす、 亦た 哲學 者た るべき なり、 深く 解して せ I く 行 ふべき なり、 或る 深き 现由 あるが 故に.，， 智く世 を 
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渡らん と 欲する 者た るべき なり。 〇 「以て」 は 在て (elo なり (第 八 節 註解 參考： r 靈の予 ふる 諸の 

智慧と 鎖 悟と に充 たされて (其 中に 投ぜ られ て、 或は 浸た されて、 或は 之に 繞 si れて) 神の 旨 を 知る 

に 至らん こと をとの 祈禱 なり、 智慧と 観 悟 を 以てする は 勿論 * 全く 之に ^ まれて 云々、 希臘 語の en 

(英語の in、 中に とか、 又は 於て とか 譯す」 に此 深き 博き 意味 存す。 〇 「神の 旨」 祌の 意志、 宇宙 萬 

物の 中心の 屮心、 哲學の 目的 點、 宗敎の 極致 ：：： 。ハウ ti はコ！ 1 サイの 信者が 智識の 此 終局 點に 達せん 

こと を 求へ り、 彼の 哲學的 欲 §1- も 亦無彊 ならす や。 〇 「悉く …… 知り」. 原語に 於て は 一 字な り、 知 

り 悉くす の 意な り、 神の 意志 を 知り 悉くす と 云 ふ、 哲學者 をして 曰 はしめば 是れ 無謀の 慾^な りと 云 

はん、 然れ ども： &れ。 ハウ &の 祈願な りし、 亦た 我 儕總て キリストに 託り て 神 を 信す る 者の 懷 くこと を 

許さる、 慾 は Hi なりと 云 はざる ベ か らす。 〇 靈 の予 ふる 諸の 智慧 を以 て 行 ひ 颖悟を 以て 採り、 以て 神の 

旨 を 知り 悉 さん こと をと、 祌の深 事 を 知る に 唯此途 あるの み、 神 は 神に 依る にあら ざれば 到底 知る 能 

はす、 聖靈は 萬 事 を 知り、 祌の深 事を究 知るな り £3 林 多 一 刖書ニ 章 十 節，/. 最も 深奥なる 哲學 は祌の 啓示 

を 仰ぐ の哲學 なり。 

(十の 上) 凡ての 事 主 を悅ば せんが 爲 めに その 意に 循 ひて 日 を 送り、 

原文 を直譯 すれば 左の 如し 

凡て 悅ば せんた めに 主に 符 ひて 行 ひ 

主に 符 ふと は 主の 意に 符ふ (循 ふ) とも、 亦た 主の 名に 符ふ (恥ざる やうに) と，^ 解す る を 得べ し、 

卽ち以 =^ 所 書 四 章 一 節に 於て 召されし 召に 符 ひて 行 はんこと、 又は 腓立比 書 一 章卄七 節に 於て キリス 

トめー f 音に 符か行 を せんこと をと あると 同意義な り、 キリスト 11:^^ 者 は 萬 事 を 行 ふ 方て、 彼の地 位相 


應の 事を爲 さざる ベから す、 卽ち彼 は 「光の 子 輩」 なれば 光に 在る が 如くに 歩むべき なり、 亦 彼の 國 

は 天に 在れば 彼 は 地に 財を蓄 ふること なくして、 天に 在る もの を 求むべき なり、 「全能なる 神の 紳士」 

と は キリスト 信者の 尊稱 なり、 彼に 野卑なる こと、 庸 劣なる こと、 汚穢なる ことの あるべからざる 理 

由 は 彼の 高貴なる 職責に^ するな り。 〇 彼 は 亦 (主 を) 悅ば せんがた めに 凡ての 事 を 行 さ るべ から 

す、 僕た る^ は 萬審に 於て 其 主の 意を迎 へざる ベから す、 キリスト 1^ 者 は キリストの 心 を 以て 共 心と 

よろこび 

なし， キリスト を悅 ばす こと を 以て 其 第一の 喜悅 とな さ るべ からす、 人 は 必す其 愛する 者を悅 ばせ 

んと 欲す、 キリスト 信者 は 祌を悅 ば せんとて 其 身を處 す、 彼 も亦戀 愛の 人な り、 而 かも 第一に.：. HE の 

造 主なる 祌を 愛し、 彼 を悅ば せんとて 日 を 送るな り (テ サ。 -ーケ 前書 四 章 一節， )o 〇 一 に は 主の 名に 符は 

んが ために、 二に は 主の 心 を悅ば せんが 爲 めに 行 ひ (日 を 送る)、 此心を 以てして キリスト 信者の 生 

涯は 高潔に して 謙遜、 柔和なら ざらん と 欲する も 得す。 

(十の 中 J 凡の 善事に 因て 架 を 結び、 

「凡」 パ ゥロ特 愛の 言辭 なり、 諸ての 聖徒 を 愛し (三 節)、 諸ての 智慧と 颖 悟と を予 へられ (九 節)、 

凡ての 事 主の 名に 符ひ、 凡ての 善事に 因て 果を 結ばん こと を 祈る、 彼の 神 は 諸ての 物 を 以て 諸ての 物 

を滿 たしむ る 者 なれば (ヱべ ソ書 一章 サ三 節)、 彼 も 亦 諸ての 善.？ 物 を 望んで 歇 ます * 恰かも萬*^-に4- 

よ きこと  0  0 

溢 を 望む 小兒の 如し。 〇 「善事」 は 勿論 善行な り、 勿論 今日の 所謂 慈善事業なる もの を 謂 ふに 非す、 

「善事」 は 心より 湧出す る 善業な り、 其 結 菜 を 念 はすして、 感 恩の 念に 驅られ て 自然に 爲す 善行な り。 

〇 「EI て」 は 在て (en) なり、 前節に 於け るが 如し、 善行に 在て は 善行の 中に 在て なり、 卽ち 善行 多 

くして 恰 かも 彼の 身 は 其 中に 在る が 如き 境遇 を 作りて との 意な り、 單に 僅少の 善行 を 獎勵す るに 非す、 
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饒 多の 善行 を 促すな り、 パゥ U の宗 敎はナ * ホ レオンの 戰爭の 如し、 彼 は 軍需品の 常に 充實 せんこと を 

要求す。 〇 「菜 を 結び」 聖靈の 結ぶ 所の f?^ なり、 卽ち 仁愛、 喜樂、 平和、 忍耐の 類、 加 拉太書 第五 

窣卄 二、 三 節に 載せて {せ かなり、 我 倚が 善事 を 爲すは 之に 由て 人 を 救 はんが 爲め にも あらす、 亦 人に 

赏 めら れ社會 に 崇めら れんがた めにあらざる は 勿論な り、 我憐 キリ ス ト 信者 は 善行 を爲 して 善の 境遇 

(空 氣) を 作り、 身 を 其 中に 置て 聖靈の 結ぶ 所の 果を 結ばん と 欲す、 恰 かも 荊棘 を柘 き、 空氣を 潔め 

て 其 中に 佳良の 穀類 を 穫んと 欲する に 等し、 我 儕に 取て は 善行 は 方法に して 目的に 非す、 我 倚 は 善 を 

行さん がた めに 宗敎を 信ぜす、 宗敎を 信ぜん がた めに 善 を 行さん とするな り、 而 かして 我憐は 知る- 

此心を 以て 爲す にあら ざれば 善行 は眞の 善行に あらざる こと を。 

(十の 下) A つ 神 を 知る に 因りて 漸に 德を增 し、 

原文 を直譯 すれば 「神に 關 する 深き 智識に 向て 成長し」 となる、 成長 は 勿論 靈の 成長に して、 其の 

靈に 由り て 結ぶ 果の S 々大 且つ 多 からん ことなり、 而 して 成長の 目的 は 祌に關 して 益々 深く 知らん と 

欲する に 在り、 永生 他な し、 唯 獨の眞 神 を 知る こと 是なリ (約 翰傳 十七 章 三 節： ヽ キリスト 信徒の 生涯の 

目的 は 我が 知らる X 如く 祌を 知る に 至らん ことたり ( 「 リ ン ト 前書 十三. 章 十二 節」、 「神 を 知る に 因りて 

渐に 德を增 し」 なる 日本 譯は 手段と 目的と を顚 倒す るが 故に 正格なる もの にあら すと 信す。 

(十一 の 上) また 神の 榮の權 威に 循 ひて 賜 ふ 諸ての 能力 を 得て 强く なり、 

「榮」 は顯 はれた る 神の 榮 にして 造化 を 指して 云へ る言辭 なるべし、 「諸， の 天 は其榮 光を顯 はし * 

おほそら  わ- 3  H.l„ -レ ギ|  ■  »  • . 

穹蒼は その 手の ェを 示す」 C 詩篇 笫 十九 簾 一節/ 「權 咸」 は 今日 科學 者の 稱 する 力 なり、 故に 神の 榮 

の權 威なる 辭句は 之 を 今日の 科學の 術語 を 以てすれば r{-H 巾の 力」 と譯 する を 得べ し、 卽ち萬 有 を 支 


え" 之 を 動かし、 之を發 育せ しむる 力なり" 〇 「循 ひて」 は相應 じて とか 又は 準じて とか 解すべし * 

卽ち 神の 實、 力 相應の 援助 を 得て との 意な り。 〇 「諸」 叉 すべてと 訓む べし、 パ ゥロ特 愛の すべてな 

り。 C 「能力 を 得て 强く なり」 「能力 を 得て 能力 附 けられて」 と讀 むべ く、 萬 有に 顯 はれ i る 力に 準 

じて 神が 我 倚に 賜 ふ 諸ての 能力.^ 得て 强く なれとの 意な り、 怒濤 逆卷く 海に 對 して は 神の 力 を 念 ひて 

之に 準じた る 能力 を 我が 靈に 得て 强 くな らんこと を 求 ひ、 雷鳴に 震 ふ 山に 對 しても 亦 神の 力の 大を念 

ひて 之に 準じた る 能力 を 得て 强 くな らんこと を 祈り、 高き を 仰ぐ も 低き に 伏す る も 造化 到る 所に 神の 

力 を 念 ひて 之に 準じた る 能力 を 我が 衷に 得て 強くな らんこと を 願 ふ、 キリ ス ト 信徒の 神 は 宇宙 萬 物の 

造 主な り、 故に 我がた すけ は 天地 を 造り 給へ る エホバより 来る (詩篇 百 サー篇 二 節)、 我 儕の 欲望 は 犬な 

り、 然れ ども 之を充 たす に 足る の 力 は 我 儕の 倚り 頼む エホバに 在り、 我等 何ん ぞ 多大の 愁望を 起さ？、 

らん や。 

C 十一の 下) 凡の 事 よろこびて 恆 忍び 且つ 久耐、 

•  •  ,  .U へしの ぶ 

「凡」 パ ゥ&特 愛の すべて。 〇 「恆 忍」 は篤詈 嘲笑 虐 遇の 下に 忍耐 ことたり、 「久 耐」 は 忍耐の 

特長な り、 「恆 忍び 且つ 久耐 へ」 は强く 忍び 長く 忍ぶ ことなり。 〇 「よろこびて」 單に 忍ぶ に 止ま 

らす、 歡 びて 忍ぶな り、 忍耐より 其 苦痛 を 取り去る ことなり、 玆に 於て か 忍耐 は 忍耐に あらざる に 至 

るな り。 〇 キリスト 信者 は 萬 有に 顯 はれた る 神の 力に 準じた る 能力 を 瘦るを 得、 然れ ども 彼等 は 之 を 

獲て 彼等の 威嚴を 世に 張らん がた めに 用ゐ す、 彼等 は 之 を 自己 を 制する ために 川 ゆ、 恰 かも 汽關 車の 

全力 を 惹起して 斜 道を奔 下す る 列車に ブレ ー キ (制動機 3 を當 つるが 如し、 自己 を 制し 得る 者 は 敵の 

砦 を 取る 者よりも 强し、 人， その 凡ての，. 恚憾と 忿怒と を 制せん がた めに は、 彼 は 萬 有 を 支 ゆるに 足る 
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の 力 を 要するな り。 

(十 一 C また 我 倚 をし て 光に ある 聖徒の 業の 分を受 くる に堪 ふる 者と ならしめ 給 ふ 父の 恩 を 感謝 

せん こと を。 

「光に ある 聖徒」 光の 中に 在りて (en) 潔め られ たる 者、 卽ち眞 性の キリスト 信者な り、 聖徒 は 

勿論 世の 所謂る 聖んに 非す、 聖人 は聖き 人に して 聖徒 は聖 めら れし 者な り、 義人 一人 もな き此 世に 聖 

人なる 者 は キリスト を 除いて 他に 一 人 も あるべき 害な し、 救 はれし 罪人、 是 れパゥ 口の 謂 ふ 所の 聖徒 

なり。 〇 「光」 は 神の 光な り、 卽ち キリス 卜な り、 ョ ハネ傳 一章 十 節 參考。 〇 キリストに 在る 者、 是 

れ卽ち キリスト 信者な り。 〇 「業」 は讓與 せらるべき 財産な り、 而 して キリスト 信徒の，^ け繼 ぐべき 

財 產は來 らんと する 天 國の榮 光たり。 〇 「分」 は 分配な り。 〇 r 受 くるに 堪 ふる 者」 は 神の 國を 承け 

繼ぐ 資格 を賦與 せられし 者な り。 〇 「ならしめ 給 ふ」 我儕自 から. 望んで 天 國の相 接 人と なる 能 はす、 

之れ たる を 得さし め 給 ひし 者 は 父なる 祌 なり。 〇 「恩」 天國 の世嗣 とたら しめ 給 ふ、 是れ大 なる 恩 

惠 なり。 〇 「感謝 せんこと を」 是れ第 九 節に 始まりし コ B サイの 信徒に 關 する バウ 口の 祈願の 終り 

なり、 バウ & はコ II サイ 人が 神に 其 恩 を 感謝 せんこと を 祈りし なり、 恩惠の 最も 大 なる 者 は 感謝の 心 

なり、 此恩惠 の 降らん こと * 卽ち 感謝の 心の 彼の 信仰の 友の 心の中に 起らん こと を バウ 口 は 祈りし な 

り- パゥ 口の 祈 求は宜 ベな り、 我 儕 も 我 倚の 友人が 我 倚に 就て 斯く 祈らん こと を 欲 ふ。 

深い 哉パゥ u の 言、 神に 敎 へられす して 誰か 斯の 如き 首 を發 する を 得ん や、 哥羅西 書 も 亦 確かに 祌 

の 一一 m なり、 之に あらす と 曰 ふ 者 は 深く 之 を 究めざる 者な り、 聖 靈の予 ふる 智慧と 穎悟と を^て 之を究 


めて 我 倚 は 其 正さに 活ける 神の 活ける 眞理の 言なる を 知るな り。 

保 維の 基督 觀  . 

(十三) 彼 は 暗の 權 威より 我 倚 を 救出して 其 愛子の 國に遷 し 給へ り。 

「暗」 は惡 魔な り、 前節に 於け る 「光」 卽ち キリストに 對 して 一一 一一 "ふ、 惡 魔の 全 性 は暗黑 なり、 ^：^に 

彼を稱 して r 斯 世の 幽暗 を宰 どる 者 また 天の 處 にある 惡 の靈」 と 云 ふ (ヱ ぺソ書 六の 十二)、 疑 察、 識 

誣、 陷擠、 恨 毒、 是れ 彼の 特性な り、 彼の 權 威の 下に ある 者 は 善を識 るに 鈍く して 惡を覺 るに 鋭く、 

社會の 腐敗 を 歎す ると 稱 して、 實は 光明の 斯 量に 臨む を 恐る、 自身 幽暗の 子なる が 故に、 凡ての 方法 

を^く して" 光 ■ を蔽 はんと 欲す、 而 かも 彼等 は 幽暗 を 以て 已を装 はす、 自 から 貌を變 じて 光明の 使の 

如くに なりて 世に 顯 はる。 〇 「救出し」 errusato 引き 屮 I すの 意な り、 我が 本来の 性 は 光明 を »5 み幽 

暗 を 愛する ものな りしに 關 はらす、 祌は我 を 愛する 餘り、 我の 志望に 反し、 强 ひて 我 を惡 魔の 手より 

モギ 取り 給 ひしとの 意な り、 我の 救 はれし は 我れ 自 から 望み、 自 から 努めて 救 はれし にあら す、 キリ 

ストの 愛 我 を勉し (餘 儀な くし) たれば、 我 は 終に 救 はれざる を 得ざる に 至りし との 意な り。 〇 「愛 

子」 原文に 循ひ 愛の 子と 讀む べし、 勿論 キリスト なり、 愛の 結 たる 子、 キリストが 祌の 愛子た る 

其 理由 を 示す。 〇 「遷し 給へ り」 「救出し」 と相對 して 解すべし、 たぐに 危險 より 引山- I し 給 ひしの み 

ならす、 亦 安全の 地位に 遷し 給へ り、 卽ち我 倚の 救扬を 全うし 給へ り、 我 倚の 手を藉 りすして、 神の 

強き 手 を 以て 我 倚が 自 から 爲す能 はざる こと を 我 儕の ために 爲し 給へ り。 
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(十四) 我 儕 其 子に 由り て 贖 卽ち 罪の 赦を 得るな りひ 

「由り て」 (en) 其 巾に 在て。 〇 「噴卽 ち 罪の 赦」 基督 敎の 大敎義 なり、 罪は赦 されん ために は 

贖 はれざる 可ら す、 血 を 流す こと 有 ざれば 赦 さる、 事な し (へ ブライ 書 九の ニニ： ヽ 何故に 然る か は 余 

輩の 玆に 論及すべき 事に 非す、 然れ ども 其 然る 事 實は赦 されし 者の 悉く 實驗 する 所な り、 キリストの 

血に 緣ら すして 罪の 赦免 あるな し、 卽ち 赦免に 伴 ふ 平和、 歡喜、 安心 あるな し、 是れ 神が 人類に 供し 

給 ひし 唯一 の 客観的 赦免な り、 其 他の 赦免 は總 て主觀 的な り、 卽ち 「我 は 救 はれたり」 と 念 はしむ る 

のみに して 赦免の 實 rai^ を 供せ ざる 赦免な り。 

(十五) 彼 は 人の 見る こと を 得ざる 神の 狀 にして 萬の 造られし 物の 先に 生れし 者な り 

「狀」 叉 は 「像」 (コ リント 後書 四の 四).、 人の 目に 見 ゆる 形 像な り、 人の見ることを得ざる祌の10^る 

か ち  OCO00O00OO00O0O 

こと を 得る 狀、 是れ 卽ちィ H スキ リストな り、 彼 は 神の 榮の 光輝 其 質の 眞像 なり (へ ブライ 書 一の 三)、 

神が 肉體 となりて 顯 はれし 者、 拜崇の 目的物と して 人類に 供せられ し 者な り、 故に ィ H スは其 弟子に 

曰 ひ 給へ り 我 を 見し 者 は 父 を 見し なりと (ヨハネ 傳 十四の 九)、 人、 或は 曰 はん、 如 斯き事 は あるべ から 

す、 宇宙 を充 たす 祌は五 尺の 體を 取りて 此 世に顯 はるべき にあら すと、 然れ ども 我 倚 は 曰 はんと 欲す、 

來り觀 よと、 来て 其祌 たる を 試みよ と、 或る 前提に 束縛され て 事實を 拒む は學 者の 精神に 戾る、 先づ 

事實を 確かめて、 然る 後に 說を 立つべし、 先づィ H スを 試みて 然る 後に 汝の キリスト 觀を 作れよ、 然 

らば 汝は 大工の 子な りし ナザ レのィ H ス は實に 誠に 祌の 子なる を識ら むと。 〇 萬 物 は 造られし ものに 

して ィ H スは其 先き に 生れし 者な り、 父の 生み 給へ る獨 子、 と は キリストの 名稱 なり (ヨハネ 傳 一の 一 

四〕、 祌は其 像の 如くに 人 を 創造り 給 ひし かど も (創世記 一の 二 七)、 キリスト は 祌の實 質の 眞像其 物 


なり、 キリストが 我 儕 人類と 全く 其 素質 を 異にし 給 ふこと は 聖書 記者の 等しく 唱 ふる 所な り。 〇 「生 

れし 者な り」 と ある は キリストが 生れ ざり し 時 ありし を 示す ための 言辭 にあら す、 生れし と は 萬 物の 

光に 也れ しとの 意な り、 此辭句 を 以て キリ ストの 存在に 或る 一 定の 時限 ありし が 如くに 椎斷 する は 誤 

れり、 キリスト 永遠の 存在の 事 實は聖 J 曰の 他の 記事の 充分に 證明 する 所な り。 〇 一説に i.^ きに 生れし 

者と 譯 されし 原語 pr5t£tolss は 長子の 意に して、 萬の 造られし 物の 長子と は 萬 物 を讓受 くべき 嗣子 

の 意な りと 云 ふ、 或は 然 らん、 若し pr5tot,clss に此 意義 ありと すれば 此 一節 を 解す る こと 至て 易しり 

(十六の 上) そ は 彼に 由り て 萬 物 は 造られたり。 

「そ は」 キリストが 萬 物の 長た る 理由 は、 或は、 彼が 世の 創始より 祌と 偕に あり、 卽ち 神なる 理 

由 は (ョ ハネ傳 一の 一)。 〇 「彼に 由り て」 彼に 在りて。 〇 「萬 物 は 造られたり」 父 は 獨り自 から 

萬 物 を 造り 給 はす、 彼 は 子に 在りて、 卽ち子 を 以て、 ，§ ち 子に 其 能力 を 移して、 子 をして 之 を 造らし 

め； へり、 故に 萬 物が 神に 對 する 關係は (若し 人 問の 一一 一 in 辭を藉 りて 言 はんに は) 子に 對 して は 直接に 

して、 父に 對 して は 問 接な り、 然れ ども 子 を 通しての 間接なる が 故に、 最も 直接なる 問 接な り。 〇 父 

は 子に 在て 萬 物 を 造り、 萬 物 は 子に 在いて 父と 速 結す、 我 倚 も 亦た 子に 在りて 造られた る 者 なれば 我 

儕が 祌を 離れて 迷へ る 羊と なりし や、 父 は 子に 在りて 我 儕の ために 救 扬の途 を 問き、 我 倚 は 亦 其 子に 

在りて 父に 還る を 得たり キリス 卜に 在りて なり、 神の愛 も、 我 儕の 救扬 も、 萬 物の 创造も 其设興 も、 

^^；！なキリ ス トに在りてなり、 キリス トは 天と地と が相聯 結す る 所な り。 

C 十六の 中の 一 ) 天に 在る もの、 地上に 在る もの、 

日と 月と 星と ネビュ ラと H 1 テルと て 無限の 空間 を充 たす ものと、 人と 動物と 植物と 驟 物と、 道 
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徑八千 哩の此 驚く ベ き 小豆 大の他 球に 存在す る 有る と 凡ゆる 者是れ 皆な ィ H ス キリス トの 造り 給 ひし 

所の ものな りと 言 ふ、 ィ H ス大 なる 乎、 宇宙 小なる 乎、 ナザレの 僻： S: に 大工の 業 を！^ りし 手 は 實に山 

嶽を 刻みし 手なる 乎、 羅 馬の 兵卒に 釘 もて 釘 けられし 手 は實に 大空に 參 (s 昴 宿 を 懸けし ％ ^なる 乎， 吾 

等の 智識 は完 からす、 然れ ども 吾等の 信仰 は此 驚く 可き 事實を 信ぜん こと を 欲 ふ、 神よ、 願く は 我 倚 

の 信な きを 助け 給へ。  • 

(十六の 中の 二〕 人の 見る こと を 得る もの 見る こと を 得ざる もの、 

五官 を 以て 感じ 得る もの、 感じ 得ざる もの、 肉體も 靈 魂 も、 物質 も 之に 顯 はる、 總 ての H ネル ギ ー 

(力) も、 人 も； 大使 も、 惡人 も惡魔 も- 皆な キリストより 其 存在 を 受けし 者な りと、 唯 彼に 在る 者 

は 生き， 彼 を 離れし 者 は 死す るの 別 あるの み、 故に 我 倚 主に 在る 者 は M をか怕 れん、 我 儕：^ 處に 到る 

も 主の 在さ^る 所に 到る 能 はす、 我 倚 何者に 襲 はる k も 主の 統御せ ざる 者に 襲 はる k の忠 ひなし、 惡 

魔 も 素と は 主の 造り 給 ひし 者、 勿論 惡魔 として は 造り 給 は ざり しと 雖も、 而 かも 彼と 雖も 今に 尙ほ主 

の 權威を 承認す、 •： 于宙 何物 を も キリストに 救 はれし 我 儕の 平安 を 擾す能 はす、 我 儕はィ H スが 完全な 

る 救 主なる を 知て 彼が 同時に 萬 物の 造 主なる を覺 るな り。 

(十六の 下の 一) 或は 位 ある 者、 或は 主たる 者 * 或は 政 を 執る 者、 或は 權威 ある 者、 

位と 稱 する 位、 主と 稱 する 主、 凡ての 政府、 凡ての 權能、 れ 儿れ 亦た 主の 造り 且つ 立て 給 ひし 者な り 

とい ふ、 位に 在る 者 は 神に 在て 在るな り、 神の 許可な くして 位に 坐す る 者 は 之 を 盗む 者な り、 又 人の 

主たる は祌に 由り て 主たるな り、 卽ち祌 に 代 はりて 人 を宰り 且つ 導くな り、 然る を此 明白た る 一事 を 

忘れて、 己れ 人なる に 神なる が 如くに 行 ひ、 我 は 性 来の 君に して 汝は性 來の臣 なる が 故に 汝は 絶對的 


に 我に 服從 する の 義務 ありと 唱 ふる 者 は 神 を 潦し已 を 欺く 者な り、 政" 时. 何物 ぞ、 政權 何物 ぞ、 れ皆 

な 神の ために 造られし 者な り、 l^^^のために造られしに非す、 臣 のために 造られし に 非す、 阈 家の ため 

に 造られし にあら す、 然り、 人類の ために 造られし に 非す、 父なる 神が 其 子に 由り て 其 子の ために 造 

りし 者な り、 汝此事 を 言 ふ バウ 口 と 我と を 狂人と 稱 ふか. 汝の眼 を 開いて 世界 歷史を 見よ、 人の 政治 

は徐々 として ィ H スの 政治と なりつ k あるに 非す や、 ィ H スを 十字架に 釘け し羅馬 政府 を承繼 ぎし 者 

は： E 者ぞ、 力，' ル 大帝 (シャ —レ マ ン) は 何人の 名に 由り てィ H ス の 生後 八 百年に 新 帝國を 建てし ぞ 

英吉利 皇帝 は 誰の 名に 由り て 八：' や 世界の 六 分の 一 に 王た るぞ、 露西亞 皇帝 は 誰の 名に 由り て バルチ ッ 

ク 海より 太平洋に 到る までの 彼の 領土 を 支配す るぞ、 イエスの 名に 由り てな り、 然り、 聖き 貴き イエ 

スの 名に. w りて なり、 イエスの 名に 由り て 今や 干 萬の 軍勢 は 立 に 起つな り、 イエスの 名に 由る にあ 

ら ざれば 今や 文明 國に 在て は 何人も 皇帝た る こと 能 はす、 大統領た る こと 能 はざる なり。 

子に くちつ けせよ、 おそらく は 

かれ 怒 を は なち、 汝等途 に ほろび ん 「詩篇 二の 十二 ソ 

(十六の 下の 二〕 萬 物 彼に 由り て 造られたり、 且つ 其 造られた る は 彼が 爲 なり。 

「.ffl りて」 clia 託り てな り ( B マ 書 一 の 二 參考) 英語に 之 を through と譯 す、 彼 を 通して とも 譯 

する を 得べ し、 前に ありし en  (由り て、 又は 在りて. } と は 異なる、 dia は 手段 叉 は 媒介 を 示す 前置詞 

なり、 言 ふ 意 は祌は キリスト を 用 ゐて萬 物 を 造り 給 ひしと なり、 或は キリス 卜 をして 此 業に 當 らしめ 

給 ひしと 解す る も 可な り、 依て 知る 託り て は 在りての 如く 抱 括 的の 言辭 にあらざる を、 然れ ども 一 一 者 

务に其 獨特の 意義 _i ^する は 明かな り。 〇 萬 物 は 彼に 託り て 彼の 爲 めに (eis 英語の for) 造られたり、 
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原文 を直譯 すれば 左の 如し。 

萬 物 は 彼に 託り て 彼の 爲 めに 造られたり。 

余 は 此直譯 の 普通の 邦譯に 優りて 遙 かに 力 强 きを 覺ゅ。 〇 神 は キリス 卜 を 以て キリストの 爲 めに 萬 物 

を 造り 給へ り、 神 は 彼れ 自身に て 完全なる 者 なれば 彼に 萬 物 を 造る の 必要 はな かりし なり、 彼 は卽ち 

彼の 本性に 促が されて 止む を 得す 宇宙 萬 物 を 造り 給 は ざり したり、 彼 は 一 つの 明白なる 目的 を 以て 一 

つの 明白なる 手段に 託り て 之 を 造り 給 ひしな り、 彼 は卽ち キリ ストに 託り て キリスト のために 之 を 遣 

り 給 ひしな り。 〇 山 を 築きし 能力 は 已を虚 うし 僕の 貌を 取り、 死に 至る まで 順 ひ、 十字架の 死 を さへ 

受けし 忍耐力な りし、 宇宙の 存在す る 目的 は槽の 中に 生れし 一 貧 兒に榮 の 冠 を 捧げん が爲 めな り、 責 

きかな 此 敎義、 此敎義 に 由り て ilK 由 を 見る 時 は 舊きは 去りて 萬 物み な 新しくな るたり (n リント 後書 五 

の 十七し G 

(十七) 彼 は 萬 物より 先き に.； 化り 萬 物 は 彼に 由り て存っ こと を 得るな り。 

「萬 物より 先き にあり (sti)」 「ありし」 に 非す、 卽ち彼 は ァ ブラ 、ノ ム の 有ら ざり し 先き より 在る 

者な り (ョ ハネ傳 八の 五八)、 始 なき 者、 終な き 者、 永遠の 實在 者、 常に 現在して 過去 も未來 もな き 者な 

り。 〇 r 存っ (2me,3teke)」 f 聯結」 或は 「相 倚て 立つ」 の 意な り、 萬 物 彼に 由て (en 在い、 て) 存っ 

と は 彼 を 中心とし、 相聯 結し 相 倚て 立つ の 意な り、 太陽系に 屬 する 諸 遊星と 其衞 星と が 太陽に 由り て 

せつが 如くに、 宇宙 萬 物 は其大 なると 小た ると を 問 はす、 其 人の 目に 見 ゆると 見えざる とに 係 はらす、 

ii.: な キリ ストに 由り て (在りて) 存 つなり、 ライ トフ ー ト氏 曰く 「彼 (キリ ス ト) は 宇宙に 於け る 粘 

in5 性の 本源な ソ、 彼 は 造化の 上に 一 致と 共同の 性 を 印し、 之 をして 渾沌たら しめす して 整體 たらしむ.」 


と o 

以上 は バウ a の某^^觀にして亦た彼の宇宙觀なり、 其 宏遠に して R1 っ大膽 なる 殆んど 人の 想像 外 

に 有り、 而 かも 彼 は nli! を述 ぶる に 方て 少しも 彼の 常識 を亂 すが 如き 態度 を 示さす、 平然として 哲學者 

が 明瞭なる 哲现を 講 する が 如くに、 此 非常の 一一 一一 c を發 す、 而 して 科學の 進歩 を 以て 誇る 近 化の 科學^ は 

パゥ P の此 首に 接して 如 3： ともす る 能 はす、 彼に 抗 する 能 はす、 亦 彼に 贊 する 能 はす、 啻 彼の 大膽な 

る而 かも： 午靜 なる 陳述 を 聞て 驚く のみ、 然れ ども 誰か 知らん 是れ -::H.m^ 立の 唯一 の說 明に 非ざる こと 

を、 科 擧も哲 學も尙 ほ 未だ 稚 幼の 時代に あり、 其 宇 を 〈：兀 全に 說 明し 得る 時 はパゥ n の此言 其^ を 採 

ffl する 時な る や も 米 だ 以て 知るべからざる なり。 

ふ  .；个 

r しら 

(十八の 卜-」 敎會は 彼の 身體 にして 彼 は 其 首たり。 

譯文 {且 しからす、 彼 は 亦 (kai.) 彼の 身 照なる 敎會の 宵な りと 譯 すべし. 敎會と 他の受 造 物との 關係 

を 示して 云へ るな り。 〇 「敎 會」 聖徒の 心靈 的國體 なり、 「日本 基督 敎^」 とか 义は 「組合 敎#」 

とか 稱 する 一 極の 政治的 义は 社交的 圑合を 指して 云 ふに 非す、 宇宙が キリストの 權 能の 顯 はる」 所な 

るが 如く 敎會は 彼の 恩惠の 宿る 所な り、 恩惠の {-.K.B( Universe  of  Grace) 、 ：：： たれ 卽 ち敎會 なり、 而し 

て祌は キリス 卜に 託り て 宇- W  (物質的」 を 造り 給 ひし かど も、 敎會は 之 を 彼に 託り て 生み 給へ り (ぺ 

テ n 前書 一の 三、 ヤコ ゾ書 一の 十八、 ヨハネ 第一 書 五の 十八 等參考 )、 卽 ち.： -HE は キリストの ゃを以 

て 造られし もの なれ ども 敎會は キリスト を 首と して 成長せ しもの なり、 一 一 者 の^は 殆んど 無機 體 とお 
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機體 との 刖 なり。 〇 キリスト は 宇宙 萬 物の 造 主な り、 彼 は 亦 0£i) 彼の 身體 なる 敎會の 首な り、 敎き 

は 彼より 生ぜし 者なる が 故に 性 を 彼と 偕に す、 宇宙 は 彼に 依て 造られし 者なる が 故に、 彼に 從屬 する 

も 彼と 質 を 異にす、 故に 聚書は 曰 ふ、 「性 來 のまん なる (天然 的の) 人 は 祌の靈 のぎ を 受けす …… 然 

れ ども 我 倚 は キリストの 心 を 有て り」 と (コ リント 前書 二の 十四. 十六)。 

(十八の 下) 彼 は 元始に して 凡ての 事に つき 長と ならん 爲に 死の 中より 首に 生れし ものな り。 

少しく 辭 句の 順序 を轉 すれば 全 節の 意味 は  一 &? 明瞭なる を 得ん。 

0  0  0  0  0  0  OCOCOOOCOO0OOO  OOCOO0O00COOO0O0O0O 

彼 は 元始な り、 死の 中より 首め に 生れし 者な り、 是れ 彼が 凡ての 事に つき 長た らんが 爲 なり。 

「元始」 特に 敎會の 元始な り、 敎會は 彼 を 以て 始まりし 者な り。 〇 「死の 中より 首め に 生れし 者」 

キリストの 復活 を 言 ふ、 特に 死して 甦へ りし 者、 卽ち 死に 勝たん がた めに キリスト 死の 屮 より 生れて、 

死 は 勝に 吞れ (コ リント 前書 十五の 五 四)、 玆に 無死の 生涯 は此 世に 開始せられ しなり。 or 是れ 凡ての 

襄 にっき 長たら ん爲 なり」 最後に 滅 さる 丄敵は 死な リ (コ" ント 前書 十五の サ六ヽ キリスト 死の 屮ょ 

り 生れて 彼 は 最後の 敵を滅 して 凡ての 事に つき (或は 凡ての 物の 中に とも 解す る を 得べ し 〕 長と なれ 

り、 敎會は 萬 物 を 以て 萬 物を滿 たしむ る 者の 滿 てる 所な り (エベ ソ書ー の廿 三〕， キリスト は 死より 生れ 

しに 由り て 此敎會 の 長と なり 給へ り、 斯くて 彼 は 敎會、 宇宙 總體の 長と なり 給へ り、 彼 は 永遠 頌 美べ 

き 者 也、 ァ ー メン。 

(十九) そ は 父す ベての 德を 以て 彼に 滿 たしめ、 

譯 者の 意譯 なり、 能く 原意 を寫 せし ものと 稱ふを 得す、 余 « は此 場合に 於け る も 原文の 直譯の 凡て 

め 意 譯に數 優る こと を 認め すん ば あらす。 


そ は 彼に 在て 凡て 全滿の 宿らん こと は是れ (父の) 聖 3 曰に 適へば なり。 

余！^ が兹に 全 滿と譯 せし 希臘 語の plsre-ma は バウ 口 獨特の 用語に して、 約翰傳 第一章 十六 節に 於け 

るの 外はパ ゥ B の 使用せ し 意味に 於て て此 語の 他の 聖書 記者に 依て W ひられし を 見す、 其 何物 を 意 

味す る 語なる 乎 は バウ 口 が 此語を 使用せ し 句節 を 悉く 列擧 する にあら ざれば 之 を 詳述す る 能 はすと 雖 

も、 た 其德の 一事 に^られ たる 言 辭 にあらざる は 余輩の 玆に斷 言す る を 揮 からざる 所な り、 全滿は 

凡ての 頌 美べき もの、 敬慕 ふべき お、 祈 求べき もの.^ 全滿 ならざる ベから す、 之を眞 善美の 滿 全と 解 

して 稍 や H; 意に 近 からん 乎。 〇 「宿らん 云々」 永遠に 宿りて 終に 彼 を 去る ことな からん こと をとの 

意な り (katoikc>sai)、 卽ち 凡ての 善き もの は キリストに 在て 充滿 し、 彼に 在て 確 在し、 然る 後に 彼よ 

り 流れ出て 宇宙 敎會兩 つながら を恩惠 せんこと、 是れ 父の 聖 il3 に 適へ りとの 意なる が 如し。 

(二十の 上) 其 十字架の 血に 託り て 平和 を爲 し、 

人 は祌を 離れ 萬 物 も 亦 人に 託り て 神より 遠 かりたれば、 神 は キリストの 十字架の 血に 託り て 再び 彼 

と 人、 ^に 萬 有との 間に 平和 を 恢復し 給へ り、 十字架 上の 贖 ひたる 單に 人類の みの 救濟 のために あら 

すして、 萬お も 亦た 之に 由り て 復與の 恩 惠に與 からん が ためなり しと は 聖書の 所々 に 記述す る 所な り 

(行 傅 三の 廿ー、 マ 書 八の 廿 二等 參考 )、 其 何故に 然る か は祌學 上の 問題に して 玆に 論究すべき も 

のに 非す。 

(二十の 下) 萬 物卽ち 地上に 在る もの 天に 在る もの をして 彼に 由り て 己に 和が しむる jsil- …… 是れ 

其§^1旨に適ふことなれば也。 

前半 節の 意 を 受けて 更らに 之 を 敷衍せ しもの なり、 ち 平和 は祌と 人との 問に 限らす、 祌と离 物と 
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の 問にまで 及べり との 意な り。 〇 キリスト は 人類の 救 主なるの みならす、 亦た す t 物の 救 主な り、 彼に 

つくられ. U る もの 

依りて 革 も 木 も 鳥 も！^" も 其 終局の 發育 に 達す る を 得るな り、 受造者 自 から 敗 壞 の 奴た る こ とを脫 が 

れ、 神の 諸子の 榮 なる 自由に 入らん こと を 許されん との 希望 を 有た された リ (>  マ 書 八 5 廿 c、 宇宙 は 

寳に其 完全に 達し、 萬 物 备其所 を 51 て、. -狼は 小羊と 偕に 宿り、 豹 は 小山 羊と 共に 臥し、 -s、 雄 肥 

たる 家畜 共に 居りて、 小さき 童子に 導かれ、 乳兒は 毒蛇の 穴の 邊に戲 ふれる に 至らん (ィザ ャ拼十 ： の 

六、 七、 八)、 是れ豫 言 者の 夢想な りし、 而 して 今日と 雖も 未だ 其 夢想が 實 となりて 顧れ たりと いふ を 

得す、 然れ ども； i 昔の 輝き 涉る 所に！！ がれし 山 は _冉 び 森林の 衣 を 以て 蔽 はれ、 獸畜の 安全 は 人の： § 

する 所と なりて、 到る €1- に 動物 虐待 防止の 聲を 聞く に 至りし は是れ 正さに 贖罪の 恩惠が 山と 林と 下等 

勒 物と にまで 适 びつ k あるの 徴候に あらす や、 キリストに 緣 りて 鳥 も 獸も救 はるべし、 山 も 森 も 林 も 

救 はるべし、 樂園は 彼に 緣 りて W び 此^に 臨むべし、 M ホバ言 ひ 給 はく、 「其 日に は 我れ 我が 民の た 

めに 野の 獸、 {〈.一 の 鳥， 及び 地の 昆蟲と 輕 約 を 結び、 …… 彼等 をして 安らかに 居ら しむべし」 と (何 西 阿 

誊 二の 十八 )o 〇 前節 並に 本節 を 余 の解釋 に^て 改譯 すれば 左の 如し。 

そ は 彼に 在て 凡て ゅ全滿 宿り、 彼の 十字架の 血に 託り て 平和 を爲 し、 萬 物 卽., 、ゥ 地上に 在る もの、 

天に 在る もの をして 彼に 託り て 己に 和が しむる 事 は！： H れ 父の 聖旨に 適 ふ 所 なれば なり (或は 父の 

善しと 視給ふ 所 なれ なり) 

キリ ストに 託り て 萬 物 を 造り 給 ひし 神 は 亦た キリストに 託り て W び 之 を 已れに 和らげし め 給 ふ、 キリ 

ス 卜の 救扬に 合现的 順序 あり、 基督 敎は 前後 矛盾せ る 救 S の 途を傳 へす。 


榮 光の 希望 

(サ 一 ) 夫れ 爾前 E はもと 惡行を 行 ふに 由り て 神に 遠 かり 心に て 其 敵と なれる 者な りしが、 

原文 を直譯 すれば 

O0C0OOO000  0O0O0O00O0  00O0000O0 

爾曹は 曾て 遠 かりし 者、 叉惡の 行爲の 中に 在て (en) 心に て 其 敵な りしが、 

前に は 神と 萬 物との 調和 を 述べ、 兹には 特に 神と 彼等 コ B サイ 人との 關 係に 說き 及ぶ。 〇 我 倚 は 皆な 

一時 は 曾て 神より 遠 かりし 者、 惡の行 爲の屮 に 浸り、 心より 神な しと 一一 m ひ、 善 を 行 はす、 ほむべき 事 

をな して 神の 敵たり し 者な り (詩篇 十 篇 一 節參考 )o 〇 「心に て 其 敵な りし」 と は、 共 心の 赞： 1： を 

得 て 其 敵たり しとの 意な り、 卽ち 不信 を 以て 敢て咎 むべ きこと、 思 はす、 單 に穢れ たる 感 に 驅られ 

て 惡を行 ひしの みならす、 亦 意志と 理性との 贊同を 得て 神の 反對に 立てり との 意な り、 キリ ストな く、 

は-^；なく、 又 世に 在て 神な き 者の 眞相を 穿ちし 言 辭 なり。 

(サ 二の 上) 神 今 キリストの 肉の 身體を 以て 其 死により 雨 _3:： をして 己と 和が せ、 

原文に、 祌、 キリストの 文字 あるな し、 た^ 彼 今 彼の 肉の 身體 云々 と あるの み、 保羅に 取りて は： t 

と キリ ス トとは 交替し 得べき 名稱 にして、 キリ ス トと稱 すべき 所に 祌と稱 する も 彼の 文意 を 解す るに 

方て 何等の 障礙 あるな し、 キリ ストの 神格 論なる もの は 聖書の 斯 かる 語調に 據 りて おむべき ものな り。 

〇 「以て」 は 「於て」 叉 は 「在りて」 (eu) なり、 調和 は キリス 卜の 肉の 身體に 於て 其 死に 託り て 

Glia) 遂行せられ たり、 神が 肉の 身體を 取りて キリストと なりて^に 降り 給 ひしに あら ざれば 神と 人 

との？ 1 の 調和 は 成ら ざり しなり、 彼れ 亦た 人となりて 世に 纖 はれ 給 ひしと 雖も、 十字架 上に 死し 給 は 
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ざり せば 調和の 赏は 舉ら ざり しなり、 成 體と 贖罪と ありて 完全なる 調和の 途は 開けし なり。 〇 

「神 …… 雨曹 をして 己と 和が せ」 平和 は祌 より 出し ものにして 我 倚より 求めて 來 たりし ものに あら 

す、 キリスト は 我 II の尙ほ 罪人た る 時、 我懷 のために 死た ま ヘリ、 神 は 之に よりて 其 愛 を 彰し給 ふ 

(ロマ 書 五の 八)、 平和の 提出者 は 神な り、 我 儕は此 一事 を 忘る ベから す。 〇 神、 キリストに 在 て^を 

己に 和が せ、 我 倚 は キリストに 行て (在りて) 其 虚に祌 と 相 見る、 キリストに 在りて 天 は 地に 接し、 

キリ ス トに 在りて 斯^の 王 國は祌 の王國 となりつ、 あり、 キリス トの 生と 死と に 託り て 神の 恩寵と 眞 

现 とは此 欺に 来れり、 之に 託り て 地 は その 一た び 離れし 天に 繁 がれたり。 

(廿 二の 下〕 潔く 站 なく 咎 なくして 己の 前に 立し めんと す。 

「潔く」 は 祌の聖 きが 如く 聖く なること なり、 「玷 なく」 は道德 的の 瑕瑰 なきに 至る ことなり、 

「咎 なく」 は 神の 審判に 與 かりて 無罪 を宣吿 せらる & ことなり- 斯 くも 完全 無缺の 者たら しめん こと、 

是れ祌 が キリストに 在りて 世 を 己れ に 和が せ 給 ひし 目的な り、 我 儕 は 勿論 自ら 努めて 斯 かる 者た る 能 

はす、 而 かも 玆に 完全に 達する の 途は我 倚の ために 開かれたり、 キリストに 至り、 其 中に 我 倚の 全身 

を 投じ、 共生と 死と を 我 儕の ものと なす を 得て (聖靈 の はたらきに 由り) 我 倚は此 完全の 域に 達する 

を 得るな り、 「天に 在ます 繭曹の 父の 完全が 如く 爾曹も 完全すべし」 と は 聖書の 敎訓 なり、 而 かも 聖 

書 は實踐 躬行して 完全 かれと は敎 へす、 神の 供へ 給 ひし、 キリス 卜に 據 りて 完全 かるべし と敎 ゆ、 完 

全 も 其 道を以 て すれば 達し 得べ からざる の 域に 非す。 

(廿 三の 上〕 若し 爾曹 信仰に 止まり、 其 基礎 を 定め 且つ 堅く して； i 音の §1?； より 移らす ば如此 せら 

る 、 こと を 得べ し。 


「止まり」 (epimenete) は、 堅く 止まり、 或は 止まりて 動かす との 意。 〇 「基礎 を 定め」 は土臺 を- 

深く する の 意。 〇 「堅く し」 (hedraici) は 基礎の 上に 確立す るの 意。 〇 信仰の 上に 堅く 止まり、 其 基 

礎 を 深く し、 其 上に 確立せば 云々、 信仰の 上に. て 動かす、 動かす して 共 根 を 深う し、 其 根 を 深う レ 

て而 して 後に 其 上に 居住 を {； 丈む、 パゥ 口が 信仰 建設の 順序 を說 く、 また 周到 綿密な りと いふべ し。 〇 

「幅 昔の 望」 福 昔の 供す る 望、 卽ち 復活と 天 國と來 らんと する 凡の 榮 光の なり、 ；：：^仰は希ぱ-^-を生 

み、 希 は 愛 心 を 生む (本書 一 の 五參考 )、 我 儕が 救 ひ を 得る は 望に よれ リ(。 マ番 八の 廿 s〕、 幅 昔の： 

なくして 我 倚 は 祌の聖 匕：！ に 適 ふ 生涯 を 送る 能 はす、 信仰の 根 を 問う する 第 一 の 目的 は 希 を 確 H な. 

らしむ るに 在り、 然り、 信仰 は 其 仰の 半面に 於て は 希 なり。 〇 「移らす ば」 「輕ぜ すば」、 

の 目 を 福 昔の 供す る 希び If! より 他の ものに 向けて 轉 する ことなくば。 〇 「如此 せらる、 こと を 得べ し」 

潔くして 站 なく 咎 なくして 神の 前に 立つ 者た る を 得せ しめらるべし、 我 倚 完全 からん と 欲せば、 我 儕 

の 取るべき 途 はた 此 一 途 あるの み、 Si ち 望む 所の 幸福と 大 なる 神 卽ち我 僭の 救 主 イエ ス キリストの 

榮の顯 はれ ん事を 望み 待 つに ぁリ r 提多書 二 章 十三 節)、 若し 宗敎 は 道 德に關 係な しと 云 ひて、 宗敎的 希. 

望に 依らす して 德を 全うせん と 欲する 者 あらば、 共の 人の 德 たる や 知るべき のみ。 

(サ 三の 下) 此福音 は卽ち 爾曹が 聞きし 所な り、 っ旣に 天下の 萬 人に 傳 はれり、 我れ バウ 口 は 

其 役者と なれり。 

「此 福音」 此 希望 を 供す る 福音。 〇 我れ。 ハウ n は斯 かる 希び lil を 供し、 斯 くも 有力なる 福 昔 を傅播 

する 爲 めの 神の 役者と なれり、 此 一一 i 音 は是れ ユダヤ人 を 始め ギリシャ 人、 凡て 信す る 者 を 救 はんとの 

神の 大能 なれば、 我 は 神の 役者と して 其傳播 者た る を 以て 大 なる 名 譽 なりと 信す、 此福昔 は卽ち 我が 
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幅 昔な り、 萬 民 を 照らす ための 光、 沈淪 者を扬 ふための 生へ 叩、 罪人の 仰ぎ 瞻て救 はる、 もの、 我れ。 ハ 

ゥ B は 神の 役者に して 斯 かる； i 昔 を 以て 委ねられ たる 者な りと、 バウ 口 は 機 st: ある 毎に 彼の： i 昔に 就 

て 誇る こと を 禁じ 能 は ざり き (コ リン 卜 後書 四の 一 等參考 )。 

(サ 四の t) 今 われ 爾曹 のために 受 くる 苦 を 喜び、 

「苦」 pathcam 心.： f なり、 後半 節に 於る 「患難」 Tlu.ipsis と 異なる、 前者 は 心に 感する 苦痛に 

して 後者 は 身に 受 くる 忠苦 なり、 兹に云 ふ 「苦」 とはコ リント 後書 十一 袁： 八 節に ふ 所の 「^？^の敎 

, .,1 ん も>  かい  9*9 

^の 憂慮」 とい ふと 同じ。 〇 八， 我れ 爾曹 のために する (受 くるの 文字 原文に なし、 取 除くべし) 心痛 

を 喜ぶ と、 如何にと なれば パゥ B は 其 心痛の 無益なら ざる を 知れば なり、 彼に 此 心痛 ある は 彼等に 救 

^の希&^^めるの證なり、 ！ f 布 望な き 所に 危險 なし、 危險 なき 所に 憂慮な し、 憂慮な き 所に 祈禱 あるな し、 

コ 卩 -ケィ の 信^ は 救 濟の途 に 上れり、 バウ 口 はために 新たに 苦痛 を 感じて 新たなる 祈禱 の 題目 を？ J: た 

り、 彼は殊 に 其 事に 就て 喜び 且つ 感謝す と。 

(廿 四の 下) 又 我が 肉體を 以て キリストの 體. g ち敎會 のために 其忠難 の缺 たる 所 を 補 ふ。 

我が 肉體を 以て キリ ストの 體の缺 たる 所 を 補 ふと、 キリ ス トの體 なる 敎會が 其 完全に 達せん がた め 

に は 尙ほ朱 だ 多くの 忠 難を經 過せ ざる 可ら す、 キリストの ト字架 は 勿論 敎 きの 基礎 を： ：15 えたり、 其 生 

命 は 凡て 彼の 割かれた る 脇より 流れ出 づる ものな り、 然れ ども 敎會の 完成 は 尙ほ更 らに百 千 萬の 十字 

架の 忠難を 待たざる ベから す、 キリスト 信者 は な 悉く 十字架 を 負 ふべき^ にして、 彼等 も 亦た 彼等 

むち， fii  ... 

の 主と 同じく 贖罪の 血 を 流さ るべ から や、 「彼の 鞭打れ しに 闪て 爾曹醫 されたり」 と は キリス 卜の 

みに 就て 言 ふべ からす、 我 倚 も 亦た 彼に 傚 ひて 鞭打 たれて 我 倚の：： 儿 弟を醫 さぐる 可ら す、 キリストの 


敎會は 勿論 キリ ス トの忠 難の 上に 築かれたり、 然れ ども"： 疋 をして 八.' 口 あるに 至 しめたる もの はパ ゥ 口 

の忠難 も、 殉教者 ボリ 力，.' プの忠 難 も、 雑人 サボ ナロ. ー ラの忠 難 も、 其他ィ H ス のために 證 せん 爲に 

火に て 焚かれ 刃に て 殺されし 幾 十 百 萬の 忠實 なる 彼の 弟子の 忠難も 亦 大に與 りて 力 ありし なり、 血.^ 

流す こと 有ら ざれば 赦 さる k ことなし、 生命 を 水の 如くに 漉ぐ にあら ざれば 靈 魂の 救扬は §Fi むべ から 

す、 キリストの 敎會は 聖徒の 血 を 以て 建てら る、 之に 我 倚の 忠難を 加 ふるに あら ざれば 其 缺を補 ふ 能 

はす、 我 倚 も 進んで キリストの 體な る靈 の敎 會を此 地上に 完成 せんた めに 喜 ん で 不！ 1^ 者と 偽善者と 

「基督 敎的 の 惡魔」 と の 嘲5^;|と諧.寄と恨毒とを此身に受けん 、 而し て 聊か 敎會 の缺を う て 地上に 於 

ける 其 成 を 助けん〕 

(廿 五) 我れ fs" のために 神の 我に 脇 ふ 所の 職に 循ひ此 敎會の 役者と なりて Si く 神の 道 を へん 

とす。 

神 は 我に 傅 道の 榮職を 賜へ り、 然 ども 是 れ我 のために あらす して 爾曹 のた めな り、 死 は 我 g5 に 働き 

生 は 爾曹に 動くな り 「コ リ ント 後書 四 幸 十二 節，、、 我は斯 かる 條 件の 下に 祌が 我に 賜 へ る 職に 術 ひて (準 

じて」 キリストの 敎< ^の 役者と なれり， 故に 我の 行爲は 凡て 我の 職に 符 はざる 可ら す、 亦た 我の 此職 

に 就きし は 編く 祌の道 を へん (l」l;3r5sai  =  to  fulml) ためなり、 卽ち 全人 類 を 救 はんとの 祌の聖 ぼ 

を^に 行 はんため なり。 〇 原文 の 意 を 更らに 明かたら しめんた めに 余 は 本節の 字句 を 左の 如くに 配列 

する の 必要 を感 するな り。 

我れ 其 (敎會 の) 役者と なれり、 是れ徧 ねく 神の 道 を 傅 へんた めに、 爾曹 のために 神の 我に 赐ひ 

し 所の 職 (分配) に循 ひて なり。 
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職 は 神の 恩惠の 分配なる ことに 就て はコ リン ト 前書 第 十一 一章 を 見よ。 

(廿 六) この 道 は 歷世歷 代隱れ たる 奥義な りしが 今 その 聖徒に 顯 はれたり。 

「世」 は 「代」 の 更に 長き もの。 〇 神が 特别に 之を顯 はし 給 ふに あら ざれば、 人が 之 を 探る も 求め 

得ざる もの、 之を稱 して 奥義と いふ、 奥義 は 之を受 くる を 得べ し、 受けて 之を感 する を 得べ し、 然れ 

ども 之 を 探求す る 能 はす、 之 を哲學 的に 案出す る 能 はす、 叉科學 的に 發見 する 能 はす、 奥義 は 特に 示 

さる \ ものな り、 故に 祌が 善と 視給ふ 問 は 人の 目より 隱 さる k ものな り、 故に 造化 も或點 より 肴れば 

^義 なり、 神に して 若し 之 を 人に 示さ らんと 欲し 給 は 人 は 如何に 欲 ふ も 之 を 知る 能 はす. 奥義 は 

秘. おに あらす、 今日 迄隱 されて 今 新たに 示されし 眞理 なり" 〇 奥義 は 亦 之 を 知り 悉くす 能 はす >  我 倚. 

は 祌が我 儕に 賜 ふ 颖智の 量に 循 ひて 之 を 知る を 得べ し、 然 ども 我 倚 は 之を會 得する 能 はす、 卽 ちー團 

となして 之 を 我等の 腦 裡に牧 むる 能 はす、 奥義 は 神の 眞理 なれば 祌 にあら ざれば 之 を 全然 會 得する 能： 

はす、 奥義 を 以て 人の 解す 可らざる 秘密と 見る は 誤れり、 然れ ども 之 を 以て 智能 を 以て 知り 悉し 得べ 

きものと 見做す も 亦當ら す、 我 倚 はパゥ a の 常用 語なる 奥義の 文字に 就て 正當の 思想 を 懐く を 要す。 

(サ 七の 上) 神、 聖徒 をして 異邦人の 中に 顯 はれた る 奥義の 榮の 如何に 豊 なる を 知らし めんと し- 

給へ り。 

奥義の 榮は大 なり、 然れ ども 異邦人の 中に 顯 はれた る 其榮は 更に 大 なり、 卽ち 異邦人 福音に 由リキ 

リスト イエスに 在りて 同に 嗣子と なリ、 同に I 體 となり、 共に 約束に 與 かる 事 を 得る こと 也 一 ェ ベ ソ書 

三 の 六)、 卽ち律法 に 由 る こ と たく、 满禮 に 由 る こ と た く し て 萬：^^等しく罪 の 赦 免 と靈魂 の 救拯 に 與 

かるとの こと 也、 是れ實 に 天の 使 等 も 知らん こと を 欲 ひし ことにして、 今 キリストに 由り て^に 顯は 


れし 神の 恩應 なりと す、 而 して 神 は 聖徒 をして 此恩惠 の 奇跡 を目擊 する を 得しめ 給へ り、 着よ、 人， や 

地の 果なる 日 東の 日本 國に 於て すら 此 奥義 は 多くの 人の 心の中に 顯 はされ、 彼等 は權 威に 由ら す、 能 

力に 由ら す、 神の 靈に 由り て 權者も 智者 も 見ん と 欲して 見る こと 能 はざる 赦免の 奥義 を 認めつ 、ある 

もろ， ヽ 

にあら す や、 學者は 之 を M て 疑 ひ、 智者 は 之 を 見て 驚く、 只 知る 天に 於て は大 なる 歡喜 ありて、 諸の 

聖徒 は 之を視 てた 父なる 祌を 讚美す る こと を。 ， 

(サ 七の 中) 此 奥義 は 爾曹の 中に 傅 へられし キリスト なり。 

「中に 傳 へられし」 とは瞹 味なり、 原文に 此 文字 あるな し、 ？ 半に 「中に 在る (en)」 と あるの み。 

〇 此 奥義と は 何ぞ、 雨 曹の屮 に 在る キリスト なり、 雨 の 心の 屮に寓 り、 爾曹の 問に 在て 雨 前 ：！ の 心 を 

楚ぎ給ふ^^. 是れ世々隱れたる奥義にして今聖徒に顯はれし^1<?なり、 爾 W 曰 は 心の中に 如何なる 齊物を 

藏 すか を 知る 乎、 神の 獨子 にして 人類の 王、 世界の 希望、 智識の 極致、 是れ來 りて 爾曹と 偕に 住み 給 

ふ 者な り (ヨハネ 傳 十四の サ 三)、 榮 光の 極、 頌 讚の 極、 我 倚 之 を 言 ひ顯 はすの 言辭を 有せす。 

(サ 七の 下. } 彼 は 爾曹の §1- む 所の 榮 のび 1- なり。 

譯文 _:=^」 だ 拙な り、 原文の 儘に 譯 すべし、 榮 えの 希 S 一 1 なりと。 〇 キリスト は榮 光の 希？ なりと、 之 を 

文法的に 解釋 せんと 欲して 我 倚 は 魔 語の 深意 を 逸し 易し、 然り人は希^！ぉたる能はざらん、 然れ ども 人 

類の 希 §W は キリストに 於て 在りと 言 ふ も 我 儕の 言語 の 基 だ！ き を感 す、 我 倚の 希^ は 凡て キリス 卜に 

於て 籠れり、 キリス トを 離れ 我 倚に 何等の 希 §1- あるな し、 キリ スト は 我が 希び n! の俱體 なりと 言 はん 乎、 

我 は 寧ろ キリスト は 我が 希望な りと 言 ふの 更らに 善く 我が 眞意 を 首 ひ 悉くす ものなる を感 す、 我 は 生 

命な リ、 復活な りと 云 ひ 給 ひし キリスト は 亦た 我の 希望な り、 希び： わて ふ 事 は キリストて ふ 人となり、 
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斯くて 我が 希 は 活け 「0 希？ 1"^ となりて 我 を 活かし、 我 を 救 ひて、 我 をして 此淚の 谷に 在て 旣に 歡喜 の 

園に 在る の感 あらしむ。 〇 キリス トは 我の 希 なる のみなら す 亦 我が 榮 光の 希 なり、 我の 希&， なる 

のみなら す、 X 布 と稱 すべき ての 希 の i まる 所な り， キリス 卜 は 希望な り、 人類の 希笔 なり、 萬 

物の 希 §1- なり、 宇宙の 希望な り、 若し キリスト 微 りせば 希び li- て ふ 文字 は 智能 を^す る もの X 字典の 屮 

に：！ i すべから ざる ものな り。 〇 亦た 榮 光の 希望な り、 總 ての 榮光は 彼より 出で 彼に 歸 るべき ものな り、 

キリスト なくして 希^な きが 如く、 彼な くして 榮光 あるな し、 彼 は 希望な り * 亦た 榮光 なり、 然り榮 

光の 希 SI- なり、 無意味な るが 如くに 見 ゆる 程までに 深遠なる 意味 を fil ゆる 文字 は此 一句な り、 神よ、 

みこ I- ほ 

^れ たる si: き 我は爾 の此聖 語に 對 して 註 釋を加 ふるの 筆 を 有せす。 

(サ 八) 我 儕、 彼 を 傅へ、 諸人 を勸 め、 諸般の 智慧 を 以て 諸人 を敎 へ、 諸人 をして キリストの 屮 

に 完全 を 得て 神の 前に 立た しめんと す。 

バウ a 特 愛の 「諸」 に 注意せ よ。 〇 「彼 を 傳へ」 キリス 卜の 敎義と 言 はす、 彼の  一 i 昔と いふ も： ル- 

ら ざるの 感 あり、 キリストの 十字架 上の 死と 言 はん 乎、 彼の 生 を 略す るの 虞れ あり、 彼 自身と いはん 

かな、 キリスト 其 人を傳 へんかな、 彼の 人格、 否な、 祌格其 物を傳 へんかな。 〇 諸の 人を勸 め、 諸の 

智慧 を 以て 諸の 人を敎 へ、 諸人 をして キリストの 中に. 完全 を 得し めんと すと、 パゥロ の 野心 は 無^な 

り、 宇宙の 智慧 を 直め て 世界の 人を敎 へ、 彼等 を 諸て 完全の 人と なして 神の 前に 立た しめんと す， こ、 

少数者の 豫ぉを 說くを 止めよ、 M の 墮落を 歎す る を 止めよ、 我等 は 諸人 を 救 ひ 得るな り、 彼等 を 諸て 

完全の 者と 爲し 得るな り、 我 倚祌を 信じて 何事 を か 爲し得 ざらん や。 〇 「キリストの 中に 云々」 大 

能 Q 秘訣 此 にあり、 我 倚の 德を 以てして は 人 一人 を も 救 ふ 能 はす、 然れ ども キリストの 中に 在て 我等 


何事 を か 爲し得 ざらん、 キリ ストの 血 は 萬 民の 罪 を 洗 ひ 潔め て 彼等 をして 雪の 如く，：： くたら しめて 尙 

ほ餘り あるな り、 我 倚 キリストの 中に おり、 萬 人 を 彼の 中に 連れ 来りて 我 倚 は實に 諸人 をして 完全 を 

得て； t の 前に 立た しむる を 得るな り。 

(廿 九) 我れ これが 爲に大 能 を もて 我が 衷に 働く 者の 運用に 循ひ カを竭 して 勞 する 3。 

「これが 爲に」 此奇蹑 的 大事 を 遂げん がた めに。 〇T 大能を 以て 我が 衷に 働く^」 聖靈の 神な 

り、 彼 は 我が 意志 を壓 し、 我が 感情 を 制し、 總て 我が 思 ふ 所に 超えて 我が 袞に 働き 給 ふ、 彼 は 斯くて 

我 をして 我の 言 ひ 能 はざる こと を 首 はしめ、 爲し能 はざる こと を爲 さしめ 給 ふ、 我 は 狂人に 非す、 然 

れ ども 我 は 我の 屬に 非す、 機械に 非す、 然れ ども 我 は 或る 他の 者に 使役 せらる- -者 なり、 奇異なる 哉、 

我の 生涯、 我 は 神 を 讚美す るの 外、 我に 就て 何 を 語らん 乎 を 知らす。 〇 「力 を竭 して 勞 する 3」 希 

臘 原文に 於て は lspi「>  の  一 ；^iiなり、 苦闘の 意な り、 キリストの 中に 萬 人 を 完全なら しめんと て 苦闘す 

と、 而 かも 餘 猫な くせられ て 苦闘す るな り、 キリス 卜の 愛に 勉 まされて、 我 衷に大 能 を 以て 礎く 架靈 

の 神の 運用 (活動) に循 ひて (準じて) 苦闘す る 也、 卽ち 我が 苦闘の 狀態 たる や、 「：！ 者が 强 者に 使役 

せらる、 時の 狀態 なり、 有限 者が 無限 者の 理想 を 其 歧體に 於て 行 はんとす る 時の 狀態 なり、 我の 苦痛 

ゃ赏に 名 欲す 可ら す、 然れ ども 縦し 此身は 張り さくる とも 我 は 彼れ 强；^ の 用 をな さんと 欲す、 彼は大 

能 者 なれば また き 我を强 くす るの 奇蹑カ を 有し 給 ふ、 故に 我 はまた 大 能を與 へられて、 大能 者の 活 

動に 應 する を 得るな り、 斯くて 罪人なる 我 は 神の 如き ものと なりて 苦闘の 中に 我 主の 一一 H を 以てい ふな 

り、 我 父 は 今に 至る 迄 働き 給 ふ、 我 もまた 働くな りと：： 約翰傳 五の 十七」。 
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智識の 資藏 

第二^ 

(一) 我、 爾曹 及び ラオ デ キヤに 居る 人々、 叉 肉體に 於て 我が 面 を 未だ 見ざる 人の 爲に 我心 を勞 

す， る こと 何 計りなる を 爾曹が 知らん こと を 欲 ふ。 

ラオ.. テ キヤ はコ 口 サイの 北 十一 一 哩の處 にある， ヒェ ラボリ (四 章 十三 節) は 川 を 隔て ラ ォデ キヤの 東 

にあり、 三者 を稱 して ルカ ス (Lycus) 河 邊の三 邑と云 ふ。 〇 諸人 を敎へ 諸人 をして キリストの 中に 

完全 を 得し めんと カを竭 して 勞 せる パゥ B は (前章 末節 參考) 殊に 彼より 福 昔 を聽て キリストの 敕拯 

に りし 者の ために 心を勞 せし 也、 彼 は その 心勞の 何 計な りし 乎 を 彼の 信者が 知らん こと 欲せり、 而 

して 我 倚 少しく 彼に 傚 ひて 傳 道の 業に 從 する 者 は較々 其 心 勞の何 計りな りし 乎 を 推量し 得るな り、 

^に は殘ぉ 狼の 如く、 他人の 業 を 毀つ を 以て 其 職と する 敎師 多し、 我 倚 も 幾度 か 我 倚の 綿羊 を 奪 はれ 

たり、 バウ 口 も 痛く 彼の 群羊の 殘 害せら れんこと を 恐れたり、 傳道師 の 心 勞とは 唯此ー ッ あるの み、 

而 かも 時には 其 心勞の 如何に 切に して 其 蒙る 殘 害の 如何に 無. 慰なる よ。 

(二) 是れ 彼等の 心が 慰められ 愛に 於て 一 になり、 且つ 確乎たる 全き 穎悟の 富 を 得て 父なる 祌の 

奥義、 卽ち キリ ス トを 知る こと を 得ん が ためなり。 

バウ 口 の心勞 たる や (是れ ) 彼等 彼に 依て 道を聽 きし 者が 神に 依て- 又 相互に 依て 慰められ、 信仰 

筒條に 於て にあら す、 又敎 會の满 式に 於て にあら す、 キリス トに 在る 愛に 於て 一 になり (聯 結せられ ノ 

其 結 2^ として 動かざる * 確乎たる 明瞭なる 靈の 穎悟の 富 を 得て 愛なる 父の 神の 奥義なる ィヱ ス キリス 


トを 知る こと を ん こと 是れ なり、 慰藉、 愛 心、 智識、 是れ バウ 口が 常に 彼の 信者に 與 へんと 欲せし 

所の ものにして、 彼 は 最も その 彼等より が.^ はれん こと を懼れ たり、 彼 は 之が ために 彼の 心を勞 し、 言 

ひ 難き の 慨歎 を 以て 彼等の 爲 めに. 霧り しならん、 パゥロ の心勞 なりし もの は 重に 祈禱 の心勞 たりし と 

は 註解 者の 「般 に認 むる 所な り。 〇 「額 悟の 富」 「智慧の 富」 と 解す る も 可な り、 金錢の 富に あらす" 

位階 動 章の 富に あらす、 友人 交際の 富に 非す、 亦た 必 しも 幸福なる 家庭の 富に 非す、 神の 奥義 を 悟る 

の.； aE なり、 聖靈に 託り て 賜 はる 智慧の 富な り、 我 倚 は 切に 此富を 得ん と 欲す、 曰慧 は眞珠 よりも 貴 

し. 汝の 凡の 财齊も 之に 比ぶ るに 足らす」 との 箴言の 雷 は此 智慧と 其 富と を 指して 霄へ る f, 我 儕 

は， の贫 者た るも此 智慧の 富者た らんこと を X 布 ふ。 

(三) 智慧と 智識との 財寶は 一 切 キリ ストの 中に 藏れ ある 3。 

基督； ！：£ 者の 智慧 は キリストの 中に 在り、 キリスト は 神の 大能 また 神の 智慧な り (コ リント 前書 一の 二 

四 一、 我 倚の 智識 も 亦た キリストの 中に 在り、 彼 を 知る は祌を 知るな り、 彼 を 知らす して 0H 由 を 解す 

る 能 はす、 歷史の 中心 は 彼に 於て 存す、 r^s? 物 は 彼に 由て 存っ こと を 得るな り」 二 章 十七 節)、 我濟賢 

からん と 欲せば 深く キリ ス トを 知る ベ きなり、 我儕慧 からん と 欲せば 深く キリ ス トを 究めざる ベ から 

,T. 我 儕の 財寶は 凡て キリストに 於て 在す、 我 倚の X 布 も： 氣も 詩歌 も 歡喜も 凡て 彼に 於て 存す。 

0 智慧 は 世^に 通す るに あらす. キリスト を 信す るに あり、 智識 は哲 學を究 むる にあら す、 、七靈 的に 

キリス トを認 むる にあり、 永く 存っ の 智慧 は キリ ス トを 信す るの， ぜ慧 なり、 深く 覺 るの 智； 1! は キリ ス 

トを 知る の 智識な り. 過去 一 一 干 年 21 の 人類の 歷史と 我 倚の 短 かき 生涯の 經驗と は 最も 明かに 此^ を 我 

儕に 示すな り。 
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ii, 、みなる こ iil 

(四) 瞧 にても 巧 を 以て 爾普を 欺く こと 無 からん ために 我是 等の 事 を 一一 H へり。 

「巧言」 と は m, に 人の 理性に： 鄭 ふると 稱 して、 キリスト 以外の 智慧と 智識と を 以て 神と 人生と を 解 

1： せしめん とする もの を 云 ふなり、 惡 魔が アダムと H バ と を 誘 ひし も斯 かる 巧 一一 一一 C を 以てせし なり、 卽 

ち祌に 依る ことなくして 人 を I 曰 者と なさん と稱 する 者に して、 の 生来の 倣 慢心に 訴へ、 我が 理性 を 

以て： t を 描出し、 之 を 我が 研究 評論の 材料と なし、 之に？ ま拜 的服從 をば 奉ら ざら しめんと す、 4r- 日の 

所謂る &I 學 なる もの は 多く は此 類な り、 自由 討究の 名の F に 神 を 讚し 叉 は 之を贬 して 自 から 智者 を以 

くみな-； "こ iis  , 

て 任す る 者の 如き はル 2 なパ ゥ n の玆に 所謂る 巧 言 を 弄する 者な り。 〇パ ゥ n が 彼の 信^の ために、 七 

勞し、 彼等に 智慧と 智識と を 凡て キリストの 中に 求めん こと を吿 げし 现巾は 彼等が 斯 かる r 哲學 者」 

輩に 欺かされ ざらん が ためなり、 人 を 直に キリストに 連れ 來ら すして、 カント 义は フィヒテ 又はへ— 

ゲルに 述れ 行て 祌と 人生と を敎 へんと 欲する 者、 或は キリ ス ト の 名の 不信者 國の 社會に 於て 忌まる " 

を 見て、 可成く 丈け 彼の 名 を 言 ひ 表 はさ；^ らんと 努 むる 者、 卽ち 直接に キリストに 到らす. 直接に キ 

リ ス ト 自身 を說 かすして * 間接に、 或は 暗示 的に、 或は 迂 廻して、 キリス トに 到り キリス トを 示さん 

と 欲する 者、 是れ な 「巧言」 を 弄する 者に して キリストの 光輝 を蔽ふ 者な り、 我 儕 は斯る 者に. 耳 を 

恢 くべ からす、 我 倚 は キリストに 向 ふ誠實 (單 純の 心) を 以て 直に 彼に 到るべき なり (n リント 後甞十 

一 の 三〕。 . 

(五) 夫れ 我 は 肉に 於て は 離れ 居る と 雖も靈 に 於て は 雨 wn と共に 315 り、 雨曹の 秩序 ある 事と キリ 

ス トに對 する 睛前： i の：！： E 仰の 堅间き 事と を 喜び n}^ るな り。 

「靈に 於て」 と は 我が 靈に 於て とも、 又は 聖霊に 於て (在て〕 とも 解す る を 得べ し、 後者 或は バウ 


a の 原意に 近 からん 乎。 〇 「秩序」 固」 は 軍隊 的の 言辭 なり、 「秩序」 は 羅馬步 騎兵の 序列の 亂 

れ ざる 狀 をい ふ. 「堅固」 は 隊伍の 堅實 にして 石火 を 以てする も 之 を 破る 能 はざる の 質 を 指す、 バウ 

口 が遙 かに 喜んで 見ん と 欲する おは ルカ ス 河岸に 在る 彼の 信者が 愛に 在て 相聯 結し、 キリ ストに 在り 

て 一 團體 となり、 秩序 亂れ す、 序列 齊々、 進む も 退く も 相扶け 相-孑り、 惡 魔の 火箭 を 以てする も 破る 

能 はざる の 堅固なる 陣を 張らん ことなりき、 まことに 是れ バウ 口の 所謂る 「救世軍」 にして 斯 かる 軍 

隊 あって 始めて キリストの 王 國を此 世に 建設す る を 得るな り。 〇 然れ ども 嗚呼、 事 實は實 に然ら ざる 

なり、 世に 一 致 を缺く 者に して キリ ス トの 信者の 如き は あらす、 殊に プ ：！ テス タン 卜と 稱 する 彼等の 

一派に 在て は 分離 嫉視 は 殆んど 其 極に 達し、 兄弟 相扶 けざる のみなら す、 共墮^ を 見て 歡聲を 揚げ、 

其 失錯 を 語る を 喜び、 之 を 其 敵に 付し、 而 して 付た せし 者 を歡迎 す、 若し バウ n にして 日本 今日の 基 

督敎界 なる もの 、實況 を目擊 せし ならば 如何ば かり 彼の 心 を勞. せし ならん。 嗚呼。 

(六〕 是 故に 爾曹旣 に 主 キリス トイ H スを 受け たれば 彼に 在りて 歩むべし。 

「是 故に」 我れ 斯く 爾曹の 一 致と^ 間と を 切 §1^.ーす れば。 〇 「旣に キリ ス トを 受け たれば」 旣に 

キリ ストの 救 主たる こと を 認め、 其 救 扬に與 からん と 欲し たれば。 〇 「彼に 在りて 歩むべし」 爾曹 

の 身 を 彼の 中に 投じて 行 ふべ し、 單に彼 を敎義 的に 救 主として 認む るに 止まらす、 單に 彼の 名 を 世に 

向て 表白す るに 止まらす、 進んで 爾曹の 全身 を 彼に 獸げ、 爾曹は 死して キリスト 爾曹 の衷に 生き、 繭 

前 曰は恰 かも 彼に 吸牧 せられし が 如くに なりて 彼の 敎誡を 爾曹の 身に 於て 全うすべし。 〇 キリス トをー 

くると * キリストに 在りて 歩む と は训^ なり、 多くの 人 は キリス 卜を受 くるに 止て. 彼に 在りて 歩ま 

ざるな り、 キリスト を 信じて 後に 兄弟 を 憎み、 洗禮を 受けて 後に 惡意 嫉妬 を 心に 藏す、 キリスト を受 
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くると は 瞬間 的の 行爲た り、 彼に 在りて 歩む と は 信仰的 生涯の 速續 なり、 今 n ゆに 稱 する 基督 信者な 

る 者の 多く は 機 かに キリ ス 卜に 一 時接觸 せし に 過ぎざる 者な り。 〇 一 度び キリス 卜 を 受けし 者の 救 は 

る k にあら す、 終りまで 彼に 在りて 歩む 者の み 救 はる k なり、 キリ ス 卜 の 名 を 言ひ顯 はし 洗禮を 受け 

て 或る 敎會に 人り たれば とて、 基督 信徒の 名を擔 ふべ からす、 基哲 信徒と は 常に キリスト を 信じ 彼に 

在りて 歩む 者な り、 聖 一書に H  く、 若し 神 を 愛すと 言 ひて 其 兄弟 を 愴む者 は 是れ鎌 者な リと (ヨハネ 第一 

害 四の 二 十〕。 

(七〕 爾曹根 を 彼に 置き 彼に 在りて 建てられ、 敎 へられし 如くに、 信仰に 於て 堅う せられ、 且つ 

感謝の 屮に 在て 益々 彼に 在て 大と なるべし。 

极を キリストに 置き、 キリストに 在りて キリストの 上に 建てられ、 彼の 信託せ る 教師に S て敎 へら 

れし 所に 循て 信仰に 於て 堅う せられ、 且つ 絕 えす 感謝の 中に 在りて キリ ストに 在りて 大 i なるべし 

(其 恩惠に 於て 溢れよ) と。 〇 「感謝の 中に 在る」 と は 感謝 を 以て 習惯 性と なし、 恰 かも 感謝の {41ー 氣 

の 屮に接 息す るが 如く、 感謝せ ざれば 何事に も 手 を觸れ ざるが 如き 心の 狀態を 云 ふ、 而 うして 斯 くな 

して 我等の 信仰の 益々 大 になり、 我等の 心が 神の 恩惠を 以て 溢る、 に 至る は 我等 日常の 實驗に 照して 

明かな り、 感謝の念 は 春陽の 暖氣の 如き ものな り、 之に 浴して 物と して 成長せ ざる はなし、 感謝 は祌 

に 在て 我等の 感 する 歡喜 なり、 而 うして 歡 喜と 滿 足と なき 所に 活動 あるな し、 成長 あるな し、 感謝の 

正 反對は 不平な り， 愁訴な り、 不平 は 人 をして 萎 t 縮せ しむ、 不平の 中に 在る 者 は 益々 小と なるな り、 

*1 に 不幸なる こと k て 常に 不平 を懷 くが 如き こと あるな し、 不平 は毒氣 なり、 北氷洋の 寒風の 如し、 

之に 當て 物と して 枯死せ ざる はなし。 〇 「感謝の 巾に 在て キリス 卜に 在て 益々 大 となるべし」 と 生長、 


膨脹、 擴大の 祕訣は 單に此 一事に 存す、 「キリストに 在て 懷く樂 天 觀」、 是 れ確赏 なる 樂； 大観な り、 

H マソ ン其 他の キリスト を 離れた る 樂天觀 と 異なり、 實 なる、 基礎 ある 擎 固なる 樂灭觀 なり、 H マソ 

ン： n く 「余 は 胡瓜の 口 光に 噪 されて 自づと 成長す るが 如くに 成長す」 と、 我悔 キリスト を 信す る 者 は 

感謝の 空 氣の屮 に 浸た されて、 キリストに 在て 成長 せんと 欲す。 

*  * 

眞の祌 よ、 願く は 我 儕の 曲れ る 縮める 心 を 癒し、 我憐 をして キリストに 在りて 存在し、 感謝の. S 氣 

に 浸り、 聖靈の 生氣に 接し、 智慧と 信仰と 德 とを增 し、 単純に して 快澗、 信じて 疑 はざる の 人と なら 

しめ 給 はんこと を、 我 倚の 心 は 暗し、 我 儕 は キリストに 在りて 萬 物 を 見る 能 はざる が 故に、 我 倚 各自 

の哲學 なる 者 を 編み出して、 神より 出 づる眞 の 智慧に 代 へんと 努む、 願く は 我 倚の 愚を训 み、 我等に 

誠實 にして 神に 依り 賴 むの 心を與 へ、 我 倚の.： E せる を 11 て、 明かに 祌の 奥義 を 悟る こと を 得しめ 給 

はん こと を、 ァ—  メン。 

萬 善の 主 

(八) キリストに 循 はす、 人の 傳說 と^の-几 則に 循ひ、 哲學の 空言 を 以て 爾曹 を楚ひ 去らん とす 

る 者 を 慎むべし。 

我 倚の 人生 觀は キリ ス トに 出る ものなら ざるべ からす * 人の 傳說と 世の： 兀^と に (他 ひ. 义所 IS る哲 

攀 なる もい モ； 一一  E を 以て 爾曹を 神の 正道より 奪 ひ 去らん と 欲する 僞哲學 者、 ^牧師、 偽 傳道師 の 類 を 
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愼む べしと なり、 地上の 敎會の 神聖 を說 いて 法王 監督 役愤 輩の 權能を 主張す るが 如き は是れ 人の 俾說 

に循 ふなり、 形式 を 重んじ、 宗敎の 實利を 講じ、 規則と 方法と 勢力と を 以て 人 を 救 はんとす るが 如き 

は是れ 世の 元 則に 循 ふなり、 哲學 者の 签 首 と は 一一 目 語 のみ 幽玄 高調に して 思想の 至て 卑近 平凡なる もの 

なり、 而 して 是れ 皆な キリストに 對 する 質朴 林 多 後書 十 一 の 三) より 人 を 奪 ひ 去る ものな り、 單 純な 

0  C-  0  0  c  C-  0 つ  ひと  ドヅマ 

る キリストの 福音、 是れ我 倚の 單 へに 追求すべき ものな り、 敎條、 俗才、 哲 學と稱 する さ理、 是れ基 

督敎の 三 大敵な り。 

そに  みちみ て  かたち  やど 

(九) 蓋 神の 充滿る 德性は 悉く 像 をな して キリス ト に寓れ ばな り。 

我 儕 は 僧侶 輩の 調 成せし 敎條に 依る の 要な し、 亦 俗ん の 才能 を藉る を須ゐ す、 我 儕 は 亦 哲學の 迷路 

に 入り、 飪曲 紛棕の 間に 救濟の 眞现を 探る を 要せす、 そ は 神の 充ち滿 る 德性は 悉く 像 をな して キリス 

ト に寓れ ばな り、 キリストの 生涯、 彼の 生と 働と 死、 是れ祌 の 蓖理 なり、 彼 を 看、 彼に 習 ひ、 彼 を 信 

じて 我 儕 は 救 はる」 なり、 我 儕の 信 條とは 何ぞ、 ナザレの ィ ヤー ス キリストの 生涯 其 俊な り、 我 儕 は 如 

何に して 救 はるべき 乎、 我 儕の ために 死して 甦りし キリスト を 信す るに 因りて なり、 我 倚の 人生 折：： 學 

は 何 乎、 キリストに 於て 顯 はれた る 神の 奥義 是れ なり、 キリスト は 神が 肉體を とり 像 をな して 世に 顯 

はれし 者な り、 彼の 世に 顯 はれし は祌を 直に 我 倚に：： 小さん がた めな り、 何者 ぞ 神と 我 倚との 間に 介し、 

神に 到る ための 階段 を 設け、 神 を 信す るた めの 方法 を 講じ、 亦 神の 自顯を 外にして、 辨證 推理の 術 を 

W て 彼 を 我 倚に 示さん とする 者 は。 

(十) 彼 は 諸の 政と 權 威の 首な り、 爾曹 彼に 在りて 全 値する 事 を 得る 也。 

政 と稱 する 政、 權 威と 稱 する 權威は 諸て 彼の 爲 めに 彼に 由り て 造られし ものな り (第 丁 軍 十六 節 


參 考〕、 IK に 在る 勢力、 地に ある 勢力、 天使も帝王も學者も惯侶も皆な彼に服從すべ き^1<?なり、 彼 は 

かし-り 

首な り、 彼等 は肢體 なり、 彼は滿 全な り、 彼等 は片々 なり、 故に. 爾曹 の充滿 さる k は 彼等に 由る に 非 

すして 彼に 由り てな り、 爾曹は 彼の 中に 在りて 始めて 全備す る 事 を 得るな り、 爾曹が 父の 完全き が 如 

く 完全くなる を 得る は 爾曹が 人の 智識 と^の 技術と を 離れて 全然 身 を キリストの 中に 投じ、 其充滿 せ- 

る 德性を 以て 爾前 曰の  空 虛を充 たさる  i  時に  あり。 

(十一) 雨曹 はまた 彼に 在りて 手 を もて 爲 ざる 割禮を 受けたり、 卽ち 肉の 體を脫 ぎ 去る ところの 

キリストの 割禮を 受けたり。 

割禮の 何たる 乎に 就て は 創 ft 紀 十七 章ー 節 以ド十 ra: 節 迄 を 見よ、 その ュグ 人の 聖 潔の 禮 たりし は 明 

瞭 なり。 〇 「\i ^を もて 爲さ る 割禮」 と は靈を もて 爲す 心の 割禮 なり、 汝等 心に 割禮を 行へ と <: 中 命 

十 章 十六 節)、 汝等自 から 割 禮を行 ひて ヱホバ に屬き 己の 心の 前の 皮 を 去れと (耶利 米 亞記四 章 四 節)、 冼 

禮に水 を 以てする ものと 靈を以 てす る ものと あるが 如くに 割禮 にも 刃物 を 以てする ものと 靈の劍 を W 

てす る ものと ありし なり、 而 して 人の 傳說 と， の 元 則と に 循ふ者 は a きを 乎 を 以て 爲 せる 割禮に 置い 

て 肉の 體を脫 ぎ 去る こと をば 努め ざり しなり。 〇 然れ ども パ ゥ ^1 は曰ふ、 繭曹 キリ ス トを 信す る 者 は 

彼に 在りて 旣に手 を 以て 爲 さ^る 割禮を 受けたり、 卽ち 祭司、 パリ サイ 人の 施す 陽の皮 を 去る 割禮に 

非す して、 キリストの 割禮 なる 罪の 肉 體を脫 ぎ 去る 割禮を 受けたり と、 割 禮を受 くるに あら ざれば ュ 

ダ人 たる 事 能 はす、 然れ ども 爾曹 は旣に キリスト S 割禮 なる 心の 聖潔を 受けて 眞 正なる ュダ 人、 卽 ち 

アブラハムの 子た る を 得たり、 故に 爾曹 はん， は 人の 傳說、 叱の 元 則に 循ひ、 外形の 儀式た る 肉の 割禮 

を 1  乂 くるの 要な しとな り。 

It 羅 ffiftl 註解  0 八 五 


バウ 口 小 書 ISS; 究  il 八 六 

(十二) 雨曹バ プ テ ス マ を 受けて 彼と i!E に 葬られ 亦 彼 を 甦 へ らし k 祌の大 能 を 信す るに 因りて 彼 

と 偕に 死より 輕 へらされたり。 

割禮 はュダ 人の 聖 潔の 式に して バ プ テス マ は キリスト 信徒の 悔改復 生 の 表彰たり、 初代 の バ プ テ ス 

マの 式 は 水に 沈めし ものなる が 如し、 其 沈む は 墓に 葬らる、 を 表し、 其 再び 水より 上り 來るは 復活 更 

生を彰 はせ り、 故に パプ テス マの 式た る や 罪に 死して 靈に 生きる を 表彰す る 者たり しなり、 今日 普通 

信ぜ ら る が 如く 敎會 員と なりたる を 世に 向て 告白す るが 如き は 洗禮式 の 原意 に 非す。 〇 故に バウ 口 

は 曰 ふ、 旣に キリスト の 割禮を 受けて 罪の 肉 體を脫 ぎ 去りた る爾曹 は亦バ プ テ ス マ を 受けて 彼と に 

葬られ、 亦 彼を輕 へらせし 祌の大 能 を 信す るに 因りて 彼と 偕に 死より 甦 へらされ たりと、 バプ テス マ 

の 式 を 受けし 者 は 此心靈 上の 大實験 を 味 ひし 者なら ざるべ からす、 式 ありて 實 あるに 非す、 實 ありて 

式 あるな り、 旣に此 式に 與 かりし 者 は此實 ありし を 表彰せ し 者な り、 旣 にバブ テス マ を 受けたり、 故 

に爾前 リは斯 世の 屬 たるべからざる なりと。 〇パ ゥ 口 が 兹に曰 ふ 所の バ プ テ ス マ なる もの は實に 今日 世 

に稱 する 所の 水の 洗禮 なるや 否や は大 なる 疑問 也、 そ は 前に 手 を 以て 爲 ざる 割 禮を說 きし 者が 玆に手 

を 以てする 水の 洗禮を 主唱す るの 理由なければ なり、 パゥ B がバプ テス マ の 儀式に 重き を 置 かざりし 

は 彼の 雷に 照して 明かな り (哥林 多 前書 一 章 十四 I 十七 節)、 ュ ダ 人が 割禮の 心靈的 原意 を 忘却して 之 を 

一 つ の 外形的 宗 式と 化せし を 憤慨せ し。 ハ ゥ a は 亦た バ プ テ ス マ の聖 式が 偽 傅 道. 師 輩の 濫用す る 所と な 

りて、 其 深き 聖き 原意 を 失する に 至らん こと を先兒 せし が 如し、 故に 彼 はバプ テス マの 實を擧 げんこ 

と を 努めて 其 式 を 施す こと を 避けし が 如し、 常識に 富める 誠實 なる バウ P の 深意 は 世の 職業的 傅道師 

輩の 窺 ひ 知る 所に あらざる なり。 〇 式 ある も 可な り、 式な きも 可な り、 然れ ども 悔改 更生の 實は なか 


るべ からす、 式 は 人 を 救 はす、 式の 表彰す る贲 のみ 人 を 救 ふなり、 而 して 人が まきを 實に& はきて 式 を 

省みざる 時に は 式 は實を 更に 堅う す る の 益 あれば 我 倚 は 感謝し て 之を受 く べきな り、 然れ ども 式が 重 

んぜ られ、 實が輕 んぜら る K 時 は 我 儕の 斷然 式を排 lie すべき 時な り、 パプ テス マの 原意 は 全く 忘却せ 

られ、 之 を 受けし 者 は 罪を悔 ひしに も あらす、 恂 ひざる にも あらす、 唯 僅に 基 赞敎の 善き 宗敎 たる を ■ 

認めし 位ゐ にして、 今 H の 所謂る 茶 督敎會 なる 者の 員と ならん がた めに 此尊嚴 なる 式に 與 かるが 如 

き は 是れ神 を瀆し 自己 を 欺く の 行 爲と言 はざる ベから す、 玆に 至て パプ テス マの 聖式は 昔時の ュダ人 

の 割禮と 等く 全く 無意義の ものと なり、 之 を 受けざる 第が 却て 神の 聖 意に 適 ふ 事た るに 至る、 余 筆 は 

斷 言して 撣ら す、 今 は 手 を 以て 爲 せる 水の 洗 禮式を 排斥すべき 時な りと、 看よ、 此 無意 翁の 式に 與か 

りし^に して 未だ 復活 更生の 敎義に 就て 疑惑 を懷く 者^に： S だ 多き を、 亦 之を授 くる 敎師 にして 之 を- 

敎勢擴 張の 器具と して 利用す る 者 甚だ 多き を、 未だ 基督 敎の大 敎義の 大意す らも 解せ ざる^に 洗禮の 

式を投 けて 會員 帳簿に 新 名の 加 はりし を 悅ぶ者 あるに 至て は キリストの 聖 なる 敎會 は此式 あるが 爲め 

に瀆 されつ k あるに 非す や、 無意義の 式 は罪惡 なり、 之 を 魔して 何の 不可なる 所 あらん や。 

(十三) 雨 前：： 前に は 罪と 肉の 割禮 なきと に 巾り て 死た る 者な りしが 神， 爾曹を 彼と 偕に ^かしめ、 

ほつ 恩惠を 以て 悉く 我 倚の 罪 を赦し 給へ りリ 

「肉の 割禮」 と は 勿論 肉に 施された る キリストの 割禮 なり (第 十 一 節參考 )、 「罪」 Pal.apt5m;l と 

は墮 落な り、 卽 ち生來 の罪惡 なり、 生れな がらの 罪人に して 罪の 聖 潔 を 受け ざり し 爾曹は §1- たく キリ 

ストな くして 死た る 者な りしが 云々 (以弗 所 書 二 章 十二 節參考 )。 〇 r 神 爾曹を 彼と 偕に 生かしめ」 

先づ 始めに 彼 (ィ H ス) を 生かしめ、 而 して 後に 彼に 在りて 爾 傅 をして 生かしめ 給へ り、 彼の 生命 を 
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爾 W に 移せし にあら す、 亦 彼 を 生かせし が 如くに 爾曹を 生かせし にあら す、 雨曹 彼と 偕に 在る を？ S て. 

祌は彼 (キリス ト) に 在りて、 彼 (キリス ト) の 中に 在る 爾曹を 生かしめ 給へ りと、 「偕に」 を 相 靴 

ん でと 解せ ざる やう 注意せ よ。 〇 「且つ 恩惠を 以て 悉く 我 倚の 罪 を赦し 給へ り」 爾曹と 言 ひ 亦 我 儕 

と 云 ふ、 バウ ロはコ 口 サイ 人の 實驗を 述べ つ 、ありし 問に 彼 自身の 實歷を 語りつ 、あるな り、 時に 彼 

我の 區刖 を爲 して 論す る こと ある も 彼 は恆に キリス ト 信徒 共通の 實驗を 語りつ 、あるな り、 而 かも 罪 

の 赦免の 事を述 ぶる に 方て は 罪人の 首な りと 自 から 信ぜし 彼 は 彼 を 措いて 他人の 實驗 をのみ 語る 能 は 

ざり しが 如し、 是れ 彼が 特^に 玆に爾 曹と云 はすして 我 終と 云 ひし 理由なる が 如し。 〇 「恩 惠を以 

て」、 「悉く」 我 倚に 赦免 を價 する 行爲 なきに も關 はらす 祌は其 任意 的 恩惠を 以て 我 儕の 罪 を 赦し給 

へり、 亦 僅かに 其 一部分 を 赦し給 ひしに 非す、 悉く 之 を赦し 給へ り、 亦 爾曹の 罪 を 悉く 赦し給 ひしの 

みならす、 我 倚 彼 を 信す るすべ ての 者の 罪 を 悉く 赦し 給へ り、 恩惠の 上に 恩惠を 重ねら る、 其 程度に 

おりある なし、 我 儕 は 深く 聖書 の 語 を 味 ひ て 其 意味 の 無限なる を 知るな り" 

(十四) 且つ 手に て錄 せる 所の 我 儕を攻 むる 規條の 書、 卽ち我 倚に 逆 ふ もの を 塗抹し 之 を中昍 よ. 

り 取り去り、 釘 を 以て 其 十字架に 釘け 給へ り。 

「手に て錄 せる 所の 書」 と は 記名 捺印の 書の 意な り、 卽ち我 倚の 青 任 を自證 する 我 倚の 證文 なり。 

〇 「我 倚を攻 むる 規條の 書」 と は規條 のドに 約束 履行の 責任 を 以て 我 儕に 迫 まる 書な り、 心の 肉 碑に 

記された る 善惡を 識^す る 良心の 記名 捺印の 證文 なり、 規條は 神の 規條 にして 良心の 聲 なり、 而 して 

是れ 罪に 在る 我 倚が 正義と して 認 むる ものな り、 故に 我 倚 之に 對 して 反抗の 聲を揚 るの 權利を 有せす、 

而 して 我 倚の 心の 肉 碑に 記された る此 書た る 常に 我 儕の 反對に 立ちて 「我 倚に 逆 ふ ものな り」、 神に 


叛 きたる 我 儕 は 敵 を 外に 有ち 亦內に 有ち、 外の 攻 華 を 受けて 常に 苦み し 者な り、 然れ ども 祌は其 限， 

りなき 恩 惠の故 を 以て 此證文 を 塗抹し、 我 儕 を借愦 なき 者と なし、 之 を 神と 我 儕との 中間より 取り.^ 

り、 釘 を 以て 之 を キリストの 十字架に 打附け 給へ り" 玆に 於て か 我 儕 は 木の 上に 擧 げられ し 我 倚の 噴 

罪 者なる 神の 羔を 望み 瞻て、 我 儕の 良心の 呵責の 念より 脫 かる i を 得、 懼 れ戰傈 くこと なくして ポーに 

祌の 膝下に 到る を 得たり * 是れ 恩惠の 最も 犬なる もの、 神の愛 は 我擠が 未だ 罪に 沈める 時に 我 倚の た 

めに 其 獨子を 罪の 供物と して 獻げ給 ひし 時に 顯 はれたり、 至大の 恩惠、 愛の 奇績、 之 を 見て 以て 迷信 

なりと 做し て 嗤ふ者 は 其 胸中に 未だ 遂げられざる 大 約^の がする こと を 認めざる 者な り、 良心の 呵責 

に 遇 ふに あら ざれば 十字架 の 恩 惠を覺 る 能 はす、 而し て 記名 擦 印 の 此證文 を 以て 规條の 下に 約お 履： ひ 

を 以て 天の 祌と 宇宙と に 責めら る、 時に、 ト字 架の 慰藉 は 如何に 大な るよ、 然り我 儕 は 贖罪 を^す る 

なり、 自署の 證 文の 塗抹 を 信す るな り、 祌と我 儕との 中間に 在て 離隔の 墻壁 として 存 する 義 罰の 念の 

刪 除 を 信す るな り、 神が キリストに 在て 我 憐の罪 を 十字架に 釘け 給 ひしと は 良心の 深き 實驗に 茶く 心 

靈上 並に 歷 史上の 大事 實 なり。 

(十五) また 政事 を 執る 者と 權威 ある 者と を 掠め 彼等 を 公然 衆人に 示し、 十字架に 由り て 凱歌 を 

奏し 給へ り。 

「政事 を 執る 者と 權威 ある 者」 とは惡 魔と 其從屬 となり、 卽ち キリストが 以て 此 世の-王 (ヨハネ 傅 十 

四の 三十) 乂は黑 暗の 勢 ひ (路加 傳サ 二の 五三) と稱 せられし 者な り、 卽ちパ ゥ 口 の 所謂る 政 また 權威 また 

斯 世の 幽暗 を 宰る者 また 天の 處 にある 惡の靈 たり (以# 所 書 六の 十二〕、 政事に 善き もの あり、 惡し きも 

の あり、 然れ ども 惡 しき 政事 は 多くして 善き もの は 稀な り、 而 して 政事 家の 最も 好き 標木は _sfw 魔な り- 
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權威を 利用し 民 を 欺く に 巧なる 者に して 惡 魔の 如き は あらす。 〇 惡魔は キリ スト を 其 敵 人に 付た し 彼 

を 十字架に 釘け しめたり、 然れ ども 其 時 キリスト は 却て 惡魔を 掠め 給へ り、 惡 魔の 權威は 其 時に 挫け 

たり、 捕 慮と なりし 者 は キリス 卜の 如くに 見えて 實は惡 魔な りし、 勝ちし が 如くに 見えし 惡魔は キリ 

スト, に. E て 其 主 腦を衝 かれ、 ， 耽れし が 如くに 見えし キリス 卜 は此時 死と 墓と 諸の 敵と に 勝ち 給へ 

り、 卜 字 架の 逆 說とは 實に此 事 を 云 ふなり、 而 かも 是れ爭 ふべ からざる 事實 なり。 〇 大 政治家 惡 魔と 

其 從屬と を 掠め、 彼等 を擒 にし、 「彼等 を 公然 衆人に 示し 十字架に 由り て 凱歌 を 奏し 給へ り」 と、 恰 

かも 羅. の 帝王が 敵國の 王を擒 にし 之を羅 馬の 市街に 爆 露して 其 市民に 示せし が 如し、 キリスト は 人 

類の 大敵なる 幽暗 を宰る 者の 踵を碎 き、 傷 を 負 ふて 無能 に歸せ る 彼 を 公然 衆人 に 示し、 玆に 凱歌 を擧 

げて 神の 新 王國の 建設 を 宣言し 給へ り。 〇 チヤ ー ル ス、 ゥ H スレ ー の 作に 成れる キリスト 弁天の 歌に 

曰く 

我等の 主 は 死より 甦へ り 給へ り、 

我等の ィ H スは 天に 昇り 給へ り、 

陰 府の權 者は擒 とせられ、 

天の 門にまで 引かれ 行きぬ、 

其 處には 凱旋の 車 は 待ち、 

； 大使 は 淸き節 を 奏せり、 

『汝の 首 を舉げ よ、 ；大の 門よ、 

永久の 戶ょ、 主の ために Si け』 


s や、 金色の 門閂を 除け よ、 

廣く淸 空の 宮を 開けよ、 - 

主 は 今 其 殿に 還り 給へ り、 

謹んで 榮 光の 界を 受け まつれ • 

此榮光の君を^^と做すか、 

S  し.； --ケ 

諸て 我等の 敵 を 服 へ し 主にして、 

ゆと 罪と 死と 陰府 とに 勝ち 給 ひし、 

イエス と稱 へまつ る 勝利の^ なり、 

看よ 其 凱旋の 車 は 待ち、 

：  大使 は 淸き節 を 奏す、 

『汝 の； _r を擧げ よ、 -大の E- よ、 

i こしへ 

-水久 の r よ、 k のために 1^ け、』 

此榮 光の 主 を 誰と 做す か、 

榮 光と 權威を 有ち 給 ふ 主にして、 

聖徒の 王 亦 天使 の^なる、 

永久に. 1、 むべき 萬 物の 祌 なり。 (詩篇 第一 一十 g: 篇七 ー 十に 依る) 
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キリス トに 至るべき なり (ョ ハネ 第一 書 二の  一 y 是れ潜 越の 如くに 見えて 實は 最も 誠實 なる 謙遞 なり J 

〇 「褒美」 は 生命の 冕な り (ヤコ ブ書ー の 十二)、 我倚の：^^仰的生涯の目的物なり(ビリビ*三の十§1」、 而 

して 謙 遞を銜 ひ、 キリスト 以外に 中保者 を 提供して 我 儕より 此 生命の 冕 を 編 き 奪 はんと 欲する 偽りの 

敎師に 注意せ よ、 彼 は キリスト を崇 むと 稱 して 實は彼 を 貶す る 者な り、 彼 は 人の 卑しき を說て 彼に 贵 

尊に 達する の途を 示さ. にる 者な り、 彼 は 人 を德に 導く が 如くに 見えて 實は彼 を 沈 倫に 導く 者な り、 罪 

惡の筢 頃 は淫縱 にあら す、 暴惡 にあら すして、 偽善な り卽ち 「自 から 好んで 謙遍る 車」 なり、 斯 かる 

謙 德の屮 に ii- 蛇の 毒 囊の藏 さる、 あり、 不幸 一 たび其螫す所となりて人は傲！^の惡魔と化し、 祌の獨 

子の 血 を 以てする も 終に 救 はれざる に 至る、 愼 むべ くして 恐るべき は 實に此 心靈的 傲慢の 毒素な りと 

す。 

(十八の 中)、 斯の 如き 人 は 未だ 見ざる 者を巍 ひ、  - 

彼等 未だ 曾て： 大使 を 見す、 然 かも 天使に 就て 知る と稱 し、 ； 大使 學 (Angelclogy) を 講じ、 天使 崇拜 

(Angelclatry) を唱 ふ、 基督 敎は 寧實に 於て 現 はれた る歷 史的 宗教なる に、 彼等 祕法を 弄する の 徒 は 

徒ら に 彼等の 忘 想 の 上に 信仰の 基礎 を 築かん と 欲す、 或は 夢に 聖徒の 靈に 接せり と 云 ひ、 或は 目に キ 

リストの 心 臟を拜 せりと 稱し、 以て 寺院 を 作り^ 派を樹 つ、 彼等 は 神の 自顯と 自己の 妄想と を 混同し、 

想像の 上に 想像 を 築き、 以て 人 を 彼等の 經營 せる 迷宮に 導かん と 欲す、 かの 何 を も 見ず して 己の 心の 

ま >- に 行 ふ 所の 愚かなる 預言者 は禍 なる かな (. ェ ゼ キル 書 十三の 三 y 動かすべからざる 聖書の l-f 石の 上 

に 築か ざ る 總 ての 信仰 は詛ふ ベ き か な 。 

(十八の 下)、 其 肉の 意に 從ひ 妄りに 誇り 首に 屬 くこと を 爲 ざる 也。 


「其 肉の 意に 從ひ」 謙遜と 稱 する も實は 肉の 愁を充 たす ための 傲慢な り、 敬虔と 稱 する も 實は自 

己の 名利 を 計る ための 譎詐な り、 肉 情も靈 化すれば 美德の 如. くになりて 現 はる、 而 かも My れ罪惡 の 精 

巧 を 極めし ものにして 人 を 永久に 淪す ものな り。 〇 「妄りに 誇り」 何の ハ 化する 所な くして 誇る、 謙 

遞を 以て 誇る、 傲慢なる 謙遜，、 謙遞 なる 傲慢、 傲慢の 最も 甚だしき もの。 〇 「首に 屬 くこと を爲 ざる 

也」 萬 物の 長に して 敎會の 首なる ィ H スキ リストに 直に 羼隸 せんとせ ざる 也、 彼等 は^から 潔う し、 

躬 から 覺 らんと 欲して、 キリストに 屬隸 して 其 德と額 智とを 授からん とせざる 也、 枝 は 幹 を 離れて 3： 

事 を か 爲すを 得ん、 ィ H ス曰ひ 給 はく 人 もし 我に 居ら ざれば 離れた る 枝の 如く 外に 棄ら れて枯 るな リ 

(ヨハネ 傳 十五の 六)、 自修す ると 稱 して キリストに K くこと を爲 さす、 れ たる P 「しの より i^, き 或 物 

を產 出せん とする 者 は 久しから すして 枯死す る 者な り、 而 うして 世に 斯 かる 枯 技の S ぞ 多き や。 

(十九) 全體 この 首より 節と 維と に 託り て 助けられ 且つ 繁 がれて 神よりの 麥育を 5^て# つなり。 

「全 體」 全 敎會。 〇 「この： ici より」 キリストより。 〇 「節と 維に 託り て」 經 由して、 价 かも 

血脈 を經 由して 心臓より 血を引く が 如し、 キリスト の身體 なる 敎會に 在りて は 生命 は 直に 其 ii:: なる キ 

リストより 來る。 〇 「助けられ」 或は義 はれ。 〇 「繁 がれ」 栢聯 結し。 〇 「神よりの 養育 を 以て 

育つな り」 敎會も 會， 員 も 神に 養育ら れて 育つな り、 會員相 依り 相 助けて 育つ にあら す、 各員 生命 を 

直に 敎會の 首長なる キリストより 授けられ 其 育つ る 所と なりて 彼 は 亦 知らす 識ら すの 問に 全 敎 \t の 成 

長 を 助く るたり、 是敎會 並に 基督 信徒の 靈的 成長 の 法則な り、 敎會 員に 依て 育て ら れんと する 敎會 員. 

神に 求めす して 會 員に 求む る 所の 敎會 は、 終に は 何の 得る 所な くして 枯死す る 者な り、 而 かも 偽りの 

敎師と 牧師と は 此事を 知らす、 彼等 は キリスト 以外の 勢力に 賴り、 或は 自己の 德に賴 り、 或は： 大使、 
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或は 古の 英雄の 威力 を藉 りて 彼等の 敎會を 復興 せんと 圖る、 神よりの 養育 を 以てせす して、 人よりの 

養育 を 以て 育てん とする 彼等の 事業の 榮 えざる は 敢て怪 むに 足らざる なり。 

(二十) 爾曹 若し キリストと 偕に 死して 世の 元 則より 離れた らんに は、 

キリス トと 偕に 死せ し 者 は 世に 死せ し 者に して 亦^の 元 則より 離れた る 者な り、 彼 は 今や キリス ト 

の 法則に 由て 歩むべき； ll<P にして 斯 世の 條規に 由て 支配 せらるべき 者に 非す、 規則と 云 ひ、 禁制と 云 ひ- 

法式と 云 ふ も是れ 皆な 斯 世の 元 則に して 愛の 王 國に籍 を 轉ぜし 者 を 支配すべき ものに 非す、 法規の 必 

要を感 する 者 は 未だ 全く 斯 世に 死せ ざる 者な り、 宗 式と 敎條 とに 由る にあら ざれば 其 信仰 を 維持し 53： 

ざる 者 は 未だ キリ ス トと 偕に 死せ ざる 者な り。 

(サ 一) 何 ぞ^に 在て 生ける 者の 如くに 人の 命と 敎に循 ひ 「捫る 勿れ、 嘗ふ 勿れ、 觸る 勿れ」 と 

の 律法の F に をる や。 

旣に キリ ス トと 偕に 斯^に 死せ し爾 一智 は M 故に 尙ほ 未だ 斯 世の 人の 如くに 人の 定めし 命と 敎 とに 循 

ひ 「ぼる 勿れ、 嘗ふ 勿れ、 觸る 勿れ」 と 云 ふが 如き 消極的 律法の-,. -に 居る や、 神の 命 は 主に 積極的な 

り、 「生きよ、 潔 かれ、 進めよ、 昇れ」 と、 神 は 新たに 空虚 を 作て 舊き 空虚 を充 たさんと は 爲し給 は 

す、 神 は 生命 を 供して 死を滅 し、 力 を 賜 ふて 弱 を 癒し 給 ふ、 之に 反して 人の 定む ると ころの 法則 は 直 

に 消極的な り、 r 們 はる 勿れ、 嘗ふ 勿れ」 と、 「勿れ、 勿れ、 勿れ」、 た ^ 此检束 的 法則 あるの み、 

而 して 是れ 政治に 於ての み 然るに 非す、 人の 工夫せ し 宗敎に 於ても 亦然ら ざる はなし、 曰く 酒 は 如何 

なる 場合に 於ても 一滴 も飮む 勿れ、 安息日に 車に 乘る 勿れ、 此事 を爲す 勿れ、 彼 事 を爲す 勿れと、 人 

は 新生 命 を 供す る 能 はざる が 故に 法 を？^" けて 僅かに 汚濁 を 排除 せんと 計る のみ、 然れ ども 天然 は 虛 


を 嫌 ふ、 ^に 消極的 完全なる もの あるな し、 善を爲 さすして 惡を排 し s!: る 者 あらす， 偶々 社會 改良 家 

なる 者 ありて 善事 を敎 へす して、 惡事を 除かん とすれば、 一度び 除かれし 惡事は 人心の 空虚に 乘じ、 

更らに 七 倍の 惡事を 伴ひ來 りて、 前 時に 勝る の 強勢 を 以て 社會を 毒す、 キリストの 福音の 福 昔た る 所 

以は其 全然 積極的た るに 存す、 キリスト は 光明 を 以て 幽 In を 排除し 給 ふ、 生命 を 以て 死と 墓と に 打 勝 

ち 給 ふ、 彼の 命 は 「勿れ」 に 非す、 彼 は 「成れ」 と 敎へ給 ふ、 世と 彼との 差 は實に 地と 犬との 差な り- 

(サ 二) 是れ 皆な 使用と 同時に 朽る ものな り。 

人の 定めし 規矩 法式 は斯 世の 器具の 如し、 使用と 同時に 朽る ものな り、 之に 生命の 無盡 なる あるな 

し、 是れ 一 時代に 適する こと ある も 他の 時代に は 何の 用 をも爲 さす、 或は 一 國の風 依に 適する も 他の 

W に 施して 何の 益す る 所 あるな し、 一宗 廢れて 他宗 興り、 一派 衰 へて 他派 盛な り、 割禮 必要の 時代と 

場合 ありし も 其 無 要の 時代 は 来れり、 水 を 以てする 洗禮 式に 人の 良心 を 潔め し 時代 ありし ならん も、 

今や 靈 火の 洗禮を 以て 水の 洗 禮に代 ふべき 時 は 来れり、 祭日 も 安息日 も敎會 制度 も： il^ 仰筒條 もせな 器 

具と 衣服との 如く 使用と 同時に 朽る ものな り、 然れ ども-王の 道は窮 りなく 保つな リ ：テ。 前書 一 の 北 

so 

(廿 三) 是 等の 規 條は自 から 撰み たる 禮拜と 謙遜と 身 を懲す ことに. おりて 智慧.，；： 外觀 あれ ども 肉 

の 縱肆を 防ぐ ために は M の 慎 値 もな きものな り。 

「自 から 撰み たる」 神の 命ぜざる。 〇 「身 を懲す こと」 苦 業 艱難して 慾 を 制し、 情 を 殺して 身 

の 聖淨を 計る 事。 〇 「智慧の 外觀 あれ ども」 いかにも 智者の 行爲の 如くに 見 ゆれ ども。 〇 「肉の 縱 

肆 を 防ぐ ために は 何の 價値 もな きものな り」 然り、 價値 なきの みならす 返て 有害な り、 慾 を 外より 
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刹 せんとして、 愁は 制せられ すして 退て 更に 巧妙なる 像 を 取て 外に 現 はる、 熱の 化して 電粲と 成る が 

如く 利 慾 は 化して 色情と なり、 叉 は 嫉妬と 變す、 若し 傲 慢 を 外より 制すれば 「自 から 選み たる 謙遜」 

となりて 復 外に 現 はる、 罪 は 之 を 根絶す るに あら ざれば 永久に 罪な り、 規條は 如何に 嚴 格なる も 罪 を 

消して 德を 生す る 能 はす。 〇 然れ ども 若し 規條に 由ら すして 靈に由 リて身 體の行 爲を減 さば 生くべし 

(n マ 書 八の 十一 一一 )o 

地上に 於け る 天國の 生涯 

第 三 章 

(一) 爾曹 若し 旣に キリストと 偕に 酷り しなら ば- 上に 在る もの、 卽ち キリストが 坐して 神の 右 

に 在り 給 ふ 所の もの を 求め、 

r 爾曹 若し 旣に キリス 卜と 偕に 趣り しなら ば」 雨曹 若し 旣に キリス トの 十字架と，； 仪活と を 爾曹の 

心に 實驗 し、 新生 命の 精氣を 受けて、 新たに 造ら i たる 者と なり、 舊きは 去て 萬 物 皆な 新ら しく 作り 

いならば (哥林 多 後書 五の 十七)、 若し 爾曹 の此 宣言 と 表 ほと にして 事實 なりと すれば (而 して 我 は 其 事 

食なる を 信じて 疑 はす)、 爾曹 地の もの を 捨て 天の もの を 求めよ と、 更生 は 信徒の 死 を 持て 始まる も 

のに 非す、 キリストの 靈を 心に 受けし 時、 其 時 旣に我 倚の 更生 は 始まりし なり、 我 倚の 更生の 完成せ 

ら る.^ 時に 最後の 更生、 卽ち 死後の 復活 は あるな り、 我 倚 は旣に 新たに 生れた る 者 なれば、 其 意味に 

： 於て は 我 倚 は旣に キリストと 倍に 甦りし 者な り。 〇 「上に 在る もの」 天の もの、 卽ち キリス 卜の 在 

し 給 ふ 所の ものな り、 天の ものと は 勿論 地の ものに 對 して 言 ふ、 而 して 地の もの、 奸淫、 汚碳、 邪 情、 


惡慾、 貪 焚 (五節 〕 なる を 知らば、 ： 太の もの、 3： たる 乎 は 問 はすして 明かな り、 キリストが 坐して 祌の 

. 右に 在し 給 ふ 所に は邪娃 あるな し、 汚 あるな し、 而 して 未だ 斯 世に 在る も 旣に轿 を 天國に 移せし 者 

は ：大 國 の 朮尺 の 如く に 行 つ て 斯^ の ^ の 如く に 歩む ベ か ら ざ る な り 、 基督信徒 の 生 涯と は 大 國 の 法 

を斯 世に 於て 資行す る ことなり。 

(二) 爾曹 天に 在る もの を 念 ひ 地に 在る もの を 念 ふ 勿れ。 

「念 ふ」 plu.oner:> は 常に 念 ふの 意な り、 以て 心の 常態と なすの 意な り、 卽ち 天に 在る ものが 吾人の 

m 心 惟 を專領 して 地に 在る もの をして 之 を 侵す ことなから しむる 事な り。 〇 忍 惟 は 行 働の 母な り、 思惟 

にして 淸 からん 乎、 行 働 は 努めす して 潔 かるべし、 斯 世に 在て 天國的 生涯 を 送らん と 欲せば 先づ 思惟 

を 潔う せざる ベから す、 常に 腐 肷文學 に^ を 曝ら し、 或は 邪詞娃 話に： 斗 を 傾け、 心に 注入す るに 常に 

汚 思 據想を 以てする 者が、 如 M に努 むれば とて 高潔なる 行 爲に出 得べき 箸な し、 天に 在る もの を 念 ふ 

事が 我 儕の 習慣と なる に 及んで、 我 儕 は 始めて 天國の 市民た るに 恥ざる 行爲に 出る を 得るな り。 

(三) そ は 雨曹は 死にし 者に して 爾曹の 生命 は キリ ス トと 偕に 神の 屮に藏 るれば なり。 

「死にし 者」 未だ 全く 死にし 者に 非す、 死の 途に 就きし 者な り、 邪 慾の 蛇 は 未だ 全く 死せ すして 

度々、 頭 を 擡げて 我 倚 を 呑まん とすると 雖も、 其 蹄 は 旣に碎 かれ 其 毒牙 は旣に 除かれて 我 憐に大 害 を 加 

ふる 能 はす、 而 して 我 倚の ために 永生 を 贏ち 得 給 ひし 者 は 死して 旣に 甦り 給 ひたれば、 彼に 在て 生く 

る 我情 は 彼に 在て 旣に 「死にし 者」 なりと 云 ふ を 得べ し、 キリストの 生命が 日々 我 倚を聖 化しつ、 あ 

る に 我 儕 は = 々舊き 我 倚に 死につ、 あるな り。 〇 r 爾曹の 生命 は 云々」 雨曹の 求めつ、 ある 生命 

は (勿論 雨 前 I の 去りつ. 1 ある 舊き 生命 を 指して 云 ふに 非す 〕、 卽ち キリスト 信徒た る爾 前：： の 生命 は、 
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是れ キリストと 偕に ありて、 今 は 神の 中に 藏れ あるな り、 「キリストと 偕に あるな り」、 3： となれば 

キリ スト は 爾曹の 生命 なれば なり、 彼 は 其 復活せ る 肉體に 於て 爾曹の 生命 を籣 らして 天に 昇り 給へ り _ 

而 して 彼 は 今 は f 處に 在りて 神の 右に 坐し 給 ひて、 其處に 爾曹の 希望 を 繋ぎ、 其處 より 爾曹に 新生ん 叩 

を 注ぎつ k あり、 彼 は 今 は 神の 中に 藏れて 世 も 爾曹も 彼 を 見る 能 はす、 然れ ども 憂 ふる 勿れ、 彼は祌 

の 中に 藏れ あるな り、 何者 も 彼 を 害 ふ 能 はす (ョ ハネ傳 十六 章 十六 節參考 )。 

(四) 我 倚の 生命なる キリストの 顯 はれん とき 其 時雨 曹も亦 彼と 偕に 榮 光の 中に 顯 はる i 也。 

爾曹の 生命 は 今 は キリストと 偕に (キリストに 在りて) 神の 中に 藏れ ある 也、 然れ ども 是れ. 久に 

斯 く藏れ あるべき ものに あらす、 之に 顯 はるべき の 時 あり、 キリスト 再び 其榮 光の 體を 以て^に 臨み 

給 はん 時、 其 時 爾曹も 彼と 偕に 顯 はる i 也、 爾曹は 今 は 蟄伏の 時期に あり、 春雷 一度 動き 蟄蟲萌 蘇す 

る 時、 爾曹は 末の 筑の 聲に應 じて 榮 光の 主と 偕に 斯世を 治めん、 是れ キリスト を 信ぜし 爾曹 のために 

定められ たる 運命な り。 

(五) 是 故に 爾曹の 地に ある 肢體、 卽ち 奸娃、 汚據、 邪 情、 惡慾、 及び 貪楚を 殺すべし， 貪楚は 

偶像 を拜 する こと 也。 

天の 事を說 いて 地の 事に 及ぶ はパ ゥ a の 習慣な り、 以下 キリスト 信徒の 實踐道 德に說 き 及ぶ。 〇 

「是 故に」 雨 曹は斯 くも 榮光 ある 將來を 有する 者 なれば。 〇 「地に ある 肢體」 と は 手に あらす、 足 

にあら す、 惡の 行爲を Sse 助す る ものな り、 卽 ち奸娃 たり、 邪 情なり、 惡愁 なり、 貪婪な り、 是 等は惡 

の 本 體には あらざる べし、 然れ ども 惡の 手先に して 之を增 長せ しむる 者な り、 故に 雨 は 之 を 殺す ベ 

しとな り、 而 して 如 M にして 之 を 殺さん 乎に 就て はパゥ は 曾て 言へ る あり 曰く 若し 靈 (聖靈 ) に 由 


て 身 體の行 爲を滅 さば 生くべし と (D マ 書 八の 十三)、 世に 肉愁を 殺す と稱 して 艱難 苦行す る 者 ある も- 

斯 力る 者 は 智慧 あるが 如くに 見えて 赏は 尊き ものに あらざる はパ ゥ a の旣に 述べし 所な り (二 章 末節)，^ 

〇 「貪 焚」 是れパ ゥ 口 の 特に 忌み嫌 ひし 罪なる が 如し、 貪 装の 事に 就て は 互に 語る こ とだにな す 勿 

れ广ェ ぺ ソ書 五の 三)、 而 して 其 常に 奸姹乂 汚 據の 罪と 共に 列記 せらる、 を 見 わば バウ a は 之 を 以て 奸淫 

罪の 一種と 見做せし が 如し、 彼の 觀 察に 由れば 色と 慾と は 同一 物の 兩面 にして、 彼が 偶像 崇拜を 以て 

奸娃 罪と 認めし 預言者の 一一 =11 と相對 して 貪 楚の罪 を 以て 偶像 を拜 する こと. -y- 做せし は 敢て怪 むに 足ら . 

ざる 也。 〇 貪婪 は 偶像 崇拜 なり、 偶像 崇拜は 貪婪な り、 偶像 を拜 する 者 は 貪 焚の ために 之を拜 するな 

り、 若し 邦人の 心より 貪 焚の 念 を 絶たん 乎、 偶像 崇 拜は忽 にして 消滅すべし。 

(六) 是 等の 事に 由り て 神の 怒は從 はざる 者の 上に 臨めり。 

「神の 怒」 義憤な り、 聖怒 なり、 祌は愛 なれば 彼に 憤怒 あるな しと 一一 一一：！ ふ 者 は 誤れり、 祌は 愛なる 

が 故に 怒り 給 ふなり、 彼に して 若し 利 愁の祌 ならん 乎、 彼 は 決して 怒り 給 はざる べし、 今の 人 は 神の 

情 を 說て其 怒を說 かす、 故に 彼等 は 深く 神の愛 を 解す る 能 はす、 神 は 勿論 道理な くして は 怒り 給 はす- 

然れ ども 怒るべき 時に 怒り 給 ふ、 而 して 其 忿恚ゃ 燒燼す 火な り、 之に 觸れて 人 も國. 冢も 共の 烈 熟に 堪 

ふる 能 はす、 奸摇の 結果た る 家庭の 亲亂を 看よ、 汚 の 現 罰た る肉體 の麼爛 を^よ、 惡愁の 結 架た る 

螺紲の 恥辱 を 看よ. 貪 焚の 責罰 たる 園 運の 衰退 を 看よ、 羅馬を 看よ、 西班牙 を 看よ、 然り日 淸戰- 印 後 

の日木を^|{^ょ、 誰か 之れ を 看て 祌は 怒り 給 はすと 言 ふ 者 か ある、 神の 恩 惠は之 を 知る に 難 かれ ども、 

其 忿恚は 印せられ て 人の 額に 顯 はる、 國 土の 面に 記さる 神の 憤怒 を 疑 ふ 者 は 歷史の 大事 實を疑 ふ 者な 

り。 〇 「從 はざる 者」 1^ ぜ ざる 者の 意な り、 罪惡は 凡て 不信の 結果な り。 
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(七) 雨 曹も曩 に斯の 如き 人の 中に =1 を 送りし 時は此 等の 惡事を 常に 行へ り。 

爾曹も ft に 不信者の 中に 在て 不信者た りし 時 は 常に H; 几 等の 惡事を 行へ り、 然り、 單に之 を 行 ひしの 

みならす、 之 を 以て 差した る惡 事な りと は 思 はす、 自 から 之 を 行 ひしの みならす、 亦 之 を 行 ふ 者 を ま！： 

ベり (，1: マ 書 一 の卅 二)、 爾曹 いま 此事を 思 ふて 羞恥の 念に 堪 へざる べし。 

い.？ ど 1 ^り- いか り 

(八) 然れど 爾曹今 は 凡て 此 等の 惡事を 去るべし、 憲 憾、 忿怒、 怨恨 を 去るべし、 爾曹の 口より 

謗 蘭と 醜 言と を 去るべし。 

「然れ ど 今 は」 キリスト と共に 甦り、 地に 死して 天の 馬と なりし 八， は。 〇 「凡て 此 等の 惡事を 去 

るべ し」 此 等の 卑賤なる 肉愁 上の 惡事を 去るべし、 肉に 死につ k ある 者が 肉の 慾に 耽ける は 最も 應 

はしからぬ ことなり。 〇 然れ ども 爾曹 は此 等の 肉 慾 上の 惡事を 去る を 以て 滿足 すべから す、 页らに 進- 

んで 心靈 上の 惡事を 去るべし、  恚憾 忿怒 怨恨 謗讕を 去る ベ し、 而 して 更らに 進んで 爾曹の 口より 醜霄 

を 去るべし、 爾曹の 口より 出る 語 一一 一一 〔までが 潔 めら る \ に 至る まで は 全く 潔め られ たりと 惟 ふ 勿れ。 〇 

怒氣の 一 時に 發 する もの を 「恚 憾」 と 云 ひ、 其 永く 績 くもの を 「忿怒」 と 云 ひ、 其 人の 常 性と なりし 

もの を 「怨恨」 と 云 ひ、 其惡 意と なりて 危害の 人に 及ばん こと を 願 ふに 至りし もの を 「謗 讕」 と 云 ふ、. 

愛の 正反對 は憎惡 なり、 而 して 怒 氣は憎 惡の發 動な り、 而 して 怒氣の 窮極 は 謗 ■ なり、 咒詛 なり、 而 

して 怒氣 が呪詛 たるに 至て 其 人の 危險は 其 極に 達したり と 云 ふべ し、 (マ 力 傅 三章廿 八、 廿九節 參考、 

「褒 漬」 「謗 讕」 希臘 原文に 於て は 同一 の詞 なり)。 〇 「醜 一一 一一"」 汚れた る 言、 淫話、 心の 腐蝕の 

の！ s< 

に顯 はれし もの、 其 未だ 口 を 汚す 間 は 死 は 未だ 其 人 を 去りたり と 云 ふ を 得す、 殊に 之 を 常に 其 ff に 登： 

して 以て 羞恥 を 感ぜざる が 如き 者 は旣に 地獄の 火の 中に 自己の 身 を 置きし 者と 稱 すべし。 


(九) 互に 誠 を 言 ふ 勿れ、 そ は 爾曹は 旣に舊 き 人と 其 行と を脫ぎ 新しき 人 を 衣 たれば なり。 

か仁 ち 

「互に 誠 を 一一 一一 n ふ 莫れ」 誠實 なれ * 有の 儘 なれ、 如何なる 象に 於ても 虚言 を 用 ふる 莫れ、 虚言 を 語. 

る^ は 其爽に 幽暗 あれば なり、 然れ ども 爾曹は 光の 子な り、 全身 光なる に 及んで 虚を 語る の耍ー f 

あるな し、 虛は 暗を蔽 はんが 爲 めに のみ 必要な り、 蔽 ふべき の 暗な きに 至て 虛は 全く 要な きに 至るな 

り、 ガ：に^^をーーーー：！ふ勿れ、 然り キリストなる 新き 人 を 衣て 雨曹 0 を 一一 H はんと 欲する も 能 はざる なり。 

C  0  -フ きれつ；？ 

〇 「そ は」 謊雷 を全廢 する の 理由。 〇 「奮き 人」 性 来の. 罪の 人な り、 朽 つべき 始の アダム、 1^^、 

邪 情、 惡 欲の 人、 キリストと 偕に 卜 字 架に 釘 けられし ものな り。 〇 「新き 人」 キリスト なり、 我 倚 

は 信仰に 巾て 彼の 生命 を 我が 有と たす を 得るな り、 之 を 「衣る」 と は 之 を 受けて 我が 有と なすの 意な 

り。 〇 虚霄 を全廢 する は 容易なら す、 人の 全 性が キリストに 由て 革 まらざる 問 は 彼 は 虚言 を 語て 止ま 

ざるたり、 或は 虚言 は 方便な りと 稱し、 或は 眞實 は恆に 語るべき かと 疑 ひ、 種々 の 理由 を附 して 彼 0- 

虚言 を繼續 するな り、 虚を 根より 絕 たんと 欲せば 實 なる キリ ストと！：！ 體 となる より 他に 途 なきな り.。 
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緒 0 

帖撒 羅尼迦 前書 は 保羅の 書簡と してせ する もの」 巾に 最も きものたり、 而已 ならす、 亦 新約 聖 

書中 最も 始めに 書かれし ものな り、 馬 太俾の 未だ， に 出 ざり し 前に、 馬 可 偉の 未だ 成ら ざり し 前に. 

此單 純に して 情 濃 かなる 書簡 は マ ケド -ーャ の 一 都市なる テサ 口 一一  ケに 於け る 初代の 信徒の 一 小團體 

に 向けて 贈られたり、 故に 我 儕は此 書に 於て 保 羅の處 女 作と も稱 すべき ものに 接する のみなら す、 

亦 之に 由て 基督 敎會の 最始の 信仰 を 舰ふを 得べ し、 彼等の 信仰、 愛 心、 希望の 何なる 乎 は 最も 簡明 

に此 書に 於て 顯 はされ たり、 基督 敎會 創設 時代の 作なる が 故に、 其 中に 新鮮 生氣の 掬すべき もの 多. 

し、 之に 神舉 なし、 異端の 駁擊 なし、 有る もの は眞 情の み、 熱愛の み、 熱 切なる 希望の み。 

バウ 11 幷にシ ラス (シル ヮノと 云 ふと！： じ) のテサ C1 一一 ケに 於け る傳 道の 狀 態に 就て は 之 を 使徒 

行傳第 十七 章 一 より 九 節までに 於て 見るべし、 此 書簡 は 多分 紀元 五 卜 三年， 卽ち キリスト 昇； 大 より, 


一 一十三 年の 後 頃希躐 IE コ リ ント より 贈られし ものな らんと 云 ふ。 

第 一 章 

一 、 パ ゥ B  ，-」 シ ルヮ ノとテ モ テ、 書 を 父なる 祌 及び 主 ィ ェ ス キリ ス トに 在る テサ 口 一一  ケ 人の 敎會 

に 贈る、 願く は 我 倚の 父なる 祌 及び 主 ィ H ス キリ ストより 恩 惠と平 康とを 爾曹に 賜 はらん こと を- 

「バウ tl と シルヮ ノとテ モテ」 書簡 は 主に バウ 口 一人の 書きし 所、 而 かも 三人の 名を署 して る- 

バウ n は 彼の 弟子 二人と 共に 責任 を頒 ち、 又 名譽を 共に す、 深厚なる： 帥 弟の 關係 は斯 かる 細事 を 以て 

養 はる、 ものな り 〇 「父なる 祌 及主ィ H ス キリス トに 在る テサ n 一一  ケ 人の 敎會」 テサ 0 一一  ケ人 の敎 

會 なり、 而 かも マ ケド -ー ァ國の 一 都市なる テ サ 0  - ーケ に 在る 敎會に 非す、 父なる 神 及-王 イエ ス キリス 

トに 在る 敎會 なり、 卽ち 地上の 敎會 にあら すして 天に 在る 敎會 なり、 マ ケド- 一 ャ人を 以て 組織す る； 人 

上の 敎會の 一部分な り、 。ハウ Q は始 より 敎會を 以て 地上の ものな りと は 信ぜ ざり しなり 〇r 父なる 神 

及 主 イエスキリスト」 二位 同等の 地位に 在る を 示す、 敎會は 神に 在る もの、 亦 キリストに 在る もの. 

スナ. -rvv  I 

神に 在る が 故に 異邦人の 敎會と は 異なり、 キリストに 在る が 故に ュダ 人の 會 堂と は 異なれり、 基督 敎 

會は 父なる 神に 在て 亦主ィ H ス キリ ス トに 在る ものな り、 地上の 交際 を H 的と する 不信者の 集會 にあ 

らす、 亦單に 天の 神を拜 する ための 有祌 論者の 團體に 非す、 イエスキリスト を 主と し 仰ぎ、 彼に 在て 

父なる 神に 在る 者の 兄弟 的 結合 體 なり 〇 「神に 在る」 と は祌の 中に 於て 生命 を 有つ ことなり、 叉は祌 

を 離れて 何事 をも爲 さ、. -る ことなり、 或 ひ は 神の 中に 存在す とも 言 ふ を 得べ く、 或 ひ は 神の 靈に後 は 
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る、 (包まる、) とも 稱ふ を^べし (創世記 一章 二 節)、 魚が 水の 中に 樓 むが 如く、 禽と獸 とが 空 祭に 位- 

せらる k が 如く、 我 儕 基督 信者 は 父なる 祌 と主ィ H ス キリストの 巾に 在て 我 倚の 存在 を 有つ 者な り 

.utfes  拳 99 嘗曹誊 9 曹攀 99  , 誊， 攀 99， 摯攀肇 

〇 「恩惠 J は 神より 賜 はる 總 ての 善き 賜物な り、 殊に キリストに 託り て 賜 はる 聖靈の 恩賜な り、 神 は 

§s 靈を以 て總て の 善き 思念と 犬なる 能力と を 我 儕に 下し 給 ふ 〇 「平 康」 は 祌の恩 惠が我 倚の 心に 及ぼ 

す 結 なり、 之 ありて 我 倚に 始めて 滿足 あり、 人の 凡て 思 ふ 所に 過ぐ る 平安 (俳 立 比 書 四 章 七 節，) あり、 

恩 惠は平 康の源 因に して、 平 康は恩 惑の 結 5^ なり、 恰も 信仰と 行との 千 係の 如し、 二者 共に 存 して 祌 

は 完全に 認めら る 、なり 〇 敎會は 父た る 神 及び 主ィ ェ ス キリ ストに 於て 在る 如く、 恩 惠と平 康とは 亦、， 

同じく 父なる 神 及び 主 イエスキリストよ リ 来る、 基督教の 特質 は 恩」 m を 父なる 神よりの みならす、 亦 

之をィ H ス キリストより 仰ぐ に 在り、 キリストが 人たら ざるの 證據は 聖書の 斯 かる 言葉の 中に 存す 〇_ 

「ィ H ス キリス ト」 の 稱號に 注意せ よ、 ィ H ス は 人名に して ュ ダ國ナ ザ レの 工匠 ヨセフ の 子の 通稱な 

り- キリスト は 職名に して ぼの 始めより 備 へられし 人類の 救 主の 擔 ふべき 尊 號 なり、 二 名速續 して 歷 

0000  0  000  0-00000000000000  ^-00000 

史的 人物な りし ナザ レの イエス の 永久 的實在 者なる 祌の キリス 卜なる を 示す。 

二、 我 倚 祈禱の 中に 爾 W の 事 を陳べ て 常に 爾曹 衆人の ために 神に 感謝す。 

。ハウ ：1 は 祈禱を 以て 彼の 書簡 を始 むる を 常と す (他の 書簡 を參考 すべし)、 是れ 彼の 常 性 を 示す も _ 

のなる べし、 彼の 心に 常に 杯せ しもの は 溢る i ばかりの 感謝な りし、 彼 は 感謝せ すして 何 isi- を も爲す 

能 は ざり しが 如し、 彼の^^道も祌學も勞^も、 ^^2な感謝の中のことなりしが如し 〇「我倚祈禱の巾に 

云々」 バウ 口の 祈 禱は長 かりし ならん、 开は彼 は 多くの 祈るべき こと を 有ち たれば なり、 彼 は 勿； t.. 

祈禱 のみの 人に は あら ざり し、 彼 は亦勞 働と 苦闘の 人たり しなり、 然れ共 彼 は 普通の 人が 費す より は 


遙 かにより 多くの 時 問 を 祈 禱の爲 に 費せ しならん、 一 n 一  時 11 を 祈 禱の爲 に 費す も 長き に 過ぐ と は 一一 a: 

ふべ からす、 我 倚 時には 數時 11 を 冗談の ために 空費す るに 非す や、 友と 語て 夜の 更 くる を 知らざる 我 

倚 は 神と 語て 喷に 及びし こと あり や 〇 「祈禱 の 中に」 多くの 祈禱の 巾に、 諸 敎會の 事に 就て 祈る 屮 

に、 萬 人の ために 顦吿、 1^ 禱、 懇求、 感謝す る 中に (投摩 太 前書 二 章 一節)、 パゥ II は テサロ  -ーケ 人の た 

めに 祈って 止 まざりし となり、 狹 脇なる 愛 心は斯 かる 博愛の 中に 熱愛 を發 兄す るに 苦むな らん、 然り 

と雖も 能く 愛の 本源 を 探ぐ る 者 は 偏愛の 眞 愛に あらざる を發 見す るな らん、 萬 人の ために 祈禱る 中に 

我がた めに 祈り SK れる 者の み、 眞 誠に 我がた めに 祈る 者な り、 パゥロ は 彼の 多くの 祈禱の 中に テ サ" 

ケ人を 記憶して 彼等に 對 して 彼の 眞愛を 表示せ り、 「特に」 汝 のために 祈る と 言 ふ 者の 愛 は 蓋し 多 

く頓 むに 足らざる の 愛なる べし 〇 「常に 雨曹 衆人の ために 神に 感謝す」 「常に」、 「衆人」、 「感謝す」、 

雨 ま I： を. W 禱の 中に 記憶す る を 以て 常^と すと 言 ひ、 爾曹 誰彼の 爲 めにあら すして、 雨曹 衆人ん ために 

祈る と 一一 一一：： ひ、 殊に 析禱 (懇 求) する より は 寧ろ 感謝す と 云 ふ、 如何なる 祈 禱ぞ、 信徒に 對 する 不易 不 

偏の 愛と 信任と を 含む もの、 斯 かる 祈禱の 我齊 のために 捧げら る V ありて 我 倚 は必す 神の 我 條を惠 み 

給 ふ を 知るな り、 我 儕の 缺點 の燸 めら れんこと を 祈る^ は あらん、 我 倚の 正 敎 (彼等が 目して 以て 正 

敎と 做す もの) に 人らん こと を 求む るの 敎師も あらん、 然れ ども、 我 倚の 善意 を 信任し、 我 儕の 爲せ 

し 小なる 事業の ために、 我 儕の 抱く 簿き 信仰の ために、 常に 我等の ために 感謝し 吳る、 友人と 敎師 と. 

は 何處に 在る や、 パゥ n は贲 にテサ 0  -ーケ 人の 敎師 たりし のみなら す、 亦 其 信仰の 父たり しなり、 欲 

しき 者 は實に 肉體の 父の みならす、 亦靈 魂の 父に ぞ ある。 

三、 是れ爾 曹が我 倚の 父なる 神の 前に 在て 信仰に 出り て 行 ひ、 愛に 出り て勞 し、 我 倚の 主 イエス. 
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キリ ス 卜 を 望む に 由り て 忍ぶ こと を 我儕斷 えす 念 ふが 故な り。 

「是 れ」 前節に 於て 言へ る 感謝の 理由 を 示す 〇 「信仰に 由り て 行 ひ」 原文 は單に 信仰の 行と 記 

す、 信仰の 結果と して 出る 行 ひの 意な り、 果を 結ばざる 空想的の 信仰に 非す、 然れ ばと て、 仁慈 を树 

ふ 機械的 律法 的の 行 ひに あらす、 善行 を 生す る 信仰な り、 信仰 を 源と して 出る 善行な り、 卽ち 基督 信 

者の 懷 くべき 信仰と 行すべき 行爲 となり 〇 「愛に 由り て勞し 愛の 勤勞 (原文 ヒ 勞 すると は 他人の 

ために 心 を 配ば る ことなり、 或 ひ は 無益な らんと は 知りながら も 彼のた めに 益 を 謀る ことなり、 他人 

に 表する 意 は 常に 感恩 の 念 を 以 て は 報 ひられす、 否な、 最も 多く の 場合に 於 て は 好意 は 返て 惡意を 

以て 酬 ひらる k なり、 我れ 彼のた めに 念 ひしが 故に 彼 は 我 を 目す るに 奸物 偽善者 を 以てし、 社 會に向 

つて 我が 名譽を 毀損し、 我に 總 ての 苦痛 を 感ぜし めて 以て 快哉 を 叫ぶ、 是れ實 に苦勞 たるな り、 然れ 

ども 愛 は 欺かる k も 其 勤 勞を廢 せす， 开は愛 は 報酬な きも 其 物 自身に て快樂 なれば なり、 特に キリス 

トの愛 を 受けて 我 倚 は 人の ために 盡さ らんと 欲する も 能 はす、 蹴られ、 唾せられ て も、 尙ほ 懲りす 

して、 他人の ために 善を爲 さんと 欲す、 然 かり、 愛に 勤勞 あり、 勤勞 なき は 愛に あらざる なり、 キリ 

スト を 信じて 我 倚 は 世が 見て 以 て 無益の 苦勞と 做す もの を 我 倚の 身に 引受けし なり、 我 儕 愛の 爲に多 

くの 苦痛 を 身に 招きし と雖 も、 是れ がた めに 眩く ことなくして、 却て 。ハウ 口に 傚って、 其た めに 祌に 

感謝す ぺ きなり 〇 「我 儕の 主ィ H ス キリス 卜 を 望む に 由り て 忍ぶ こと ィ H ス キリ ストの 希望の 忍耐 

(原文)」 イエスキリストに 關 する 希望 を 抱く より 生す る 忍耐の 意な り、 キリスト を むと は キリス 

ト苒來 の 希望な り、 則ち 彼が 榮 光の 王と して 此 世に 降 来て 正義の 裁判 を 行 ひ 給 ふの 希望な り、 此希 §1- 

あるが 故に 我 倚は總 ての 不正、 壓制、 無慈悲、 迫害 を耐へ 忍ぶな り、 輿論の 裁判なる もの X 不公平 極 


まる、 之に 由り て 我 儕の 心 を 安ん する 能 はす、 法律の 保護なる もの も 亦 以て 我 倚の 身命 を 之に 託する 

に 足 らす、 骨肉 の 双 親兄弟す らも 我 儕 を 誤解す る こと ある 此 世に 在て 我 倚 何 を 目的に 其總 て の 苦痛 を 

忍ぶ を 得ん や、 キリ ス ト再來の希&^1なり， 是れ あるが 故に、 我 儕 は 耐え忍ぶ なり * キリスト 信徒の 忍 

耐は 「我慢」 に 非す、 卽ち 理由な き 忍耐に あらす、 我 儕 は 最後の 公平なる 裁判 を 信す るが 故に 耐え忍 

ぶな り、 帖撒 羅尼迦 前後 書、 一名 之 を 希望の 書簡と 稱す、 而 して 希望の 書なる が 故に キリストの 再來 

に 就て 語る こと 多し、 希^lli!と忍耐とキリ ス トの再來とは聖書に於ては密接に相關連する事項なり〇信、 

望、 愛 は 基督教の 三 柱な り、 此所、 其 結 菜 行動 を 語る、 哥林多 前書 十三 章、 愛の 賞 讚の 辭の 摘要と 稱 

すべし。 

四、 神に 愛せら る& 者よ、 是れ亦 爾曹の 撰 まれた る こと を 知る に 由り てな り。 

「神に 愛せら る. -者」 基督 信者の 一名な り、 彼 は祌を 愛する 者と いはんより は 寧ろ 神に 愛せら る 

る 者と 稱 すべき 者な り、 我 儕 神 を 愛する に 非ず、 神 我 儕 を 愛し、 我 儕の 罪の ために 其 子 を 遣して 挽囘 

の 祭 物と せリ、 是れ卽 ち 愛な リ (約^ 第一 書 3 章 十 節〕 〇 愛せら る、^ なり、 故に 撰 まれた る 者な り、 豫 

(ルは 愛の 表彰たり、 キリスト は、 我 擠の尙 ほ 罪人た る 時、 我 儕の ために 死に 給へ り、 神 は 之に 由り て 

其 愛 を 彰し給 ふ (羅馬 書 五 章 八 節：)、 而 して 撰 まれた るの 證跡は 他に 在らす、 前に 述べし 信仰の 行 ひ、 愛 

の勞、 希ぉ^：の忍耐に存す、 バウ 口が テサ n  -ーケ に 在る 彼の 信者の ために 感謝して.^: まざりし は、 彼等 

に 於て 是 等の 誤るべからざる 祌の撰 擇の證 跡の 歷 然として 顯 はれた る を 見 たれば なり、 豫^ は 神學的 

提議に あらす * 實 驗的證 明な り、 信、 望、 愛の 效果 の顯 はる k を 見て、 我 儕 は 之 を 人の 功鑌と 見做さ 

チ して 神の 恩 惠に歸 し 奉るな り、 バウ 口が 其德 のために テサロ 一一  ケ人を 賞め すして 祌に 感謝す る 所以 
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-の もの は 全く 此に存 す、 卽ち彼 は 人の 德を 以て 祌の 下し 給 ひし 恩惠と 見做し たれば なり。 

五、 开は我 儕の 一 i 昔 は 言 を 以ての みならす、 亦 能力 を 以て、 聖靈を 以て、 叉 多くの 確信 を 以て 爾 

曹に 臨み たれば なり 卽ち我 倚 雨き 曰の 中に 在て 爾曹 のために 如何に 行 ひし 乎 は 爾曹の 知る 所の 如 

し" 

「开 は」 テサ n 一一  ケ 人が 神に 擇 まれた る 者な りとの バウ ci の 認定の 理由 を 示す 〇 「我 儕の 一 Si 昔」 

勿論 神の 幅 音たり、 然れ ども 我 倚に 委ねられし 福音なる が 故に 亦 「我 倚の 福 昔」 なり、 殊に 十字架と 

其 救の 能力 を說 くが 故に、 。ハウ „ -獨特 の 幅 音な り、 或 者 は 割 禮を說 き 或 者は學 術を說 きしと 雖も、 彼 

は 特^に イエスキリスト と 彼の 十字架 の 裏 を. 說 けり (哥林 多 前書 二 章 二 節)、 十字架 の 福音と は 蓋し。 ハウ 

B が 特^に 我 儕の 福音と 稱 せし^た るべ し 〇 「言 を以 て のみなら す、 能力 を以 て」 福 昔 は 言を以 て 

傅 へらる、 然れ ども 言の み を 以てに 非す， 幅 昔 は 力 ある 言な り、 異 能の 伴 ふ 言な り、 「言 は聲に 非す、 

實 物たり」 との； 諧は 殊に キリ ストの 福音に 應 用して 最も 適切なる ものな り、 之を說 くに 方て 或る 他の 

物の 之に 伴 ふ を 見る、 傳道を 以て 「言語の 施與」 なりと 想 ふ は 非な り、 言語 ブラス (+  ) 能力な り、 

能力 あるが 故に 言語 は 人の 靈魂を 活かす の 奇跡 を 奏するな り 〇 r 聖靈を 以て」 聖靈は 能力の 原因な 

り. 祌は傳 道 師の言 に 聖靈を 添へ 給 ふて 死せ る 靈魂を 復活ら しめ 給 ふなり、 能力 は 聖靈に 由り て與 へ 

らる \ を 常と す、 ィ H ス の霄に 聖霊 爾曹に 臨みて 後、 爾曹 能力 を受 くべ しと あり (行傳 ： 章 八 節)、 叉パ 

ゥ 口 は 曰く 我が 宣 べし 所の 言 は 人の 智慧の 婉 言に 由らず 我 は 唯 聖靈と 能力の 證明を 用 ゐたリ (哥林 多 前 

書 二 章 四 節)、 傳 道の 成功と 其 神の 事業た るとの 證は單 へに 之に 靈と 能力との 伴 ふ あ る を 以て 識る を 

得べ し 〇 「多くの^ 信」 バウ 0 の 一一 一一 〔を聽 きし テサロ 一  1 ケ 人の 屮に起 りし 確信 を 云 ふなり、 或 ひ は 之 


を改信 (發 心) とい ふ も 可なる べし， 聖 靈に充 たされて 意思の 根本的 革命 を 起したり とのこと なり、 

ち 神より は 聖靈と 能力と を 添 へ られ たれば パ ゥ n の 一一 III はテサ 口 一一  ケ 人の 中に 在て 多くの 確信 を 起し" 

確赏な る 改悔 の を 結び たりと の 意な り、 此 能力と 此 成功 ありし が 故に 彼 は 彼の 傳道i9^f 業 の 神の 事業 

なること を 疑 は ざり しなり 〇 パ ゥ& はテサ C1 一一 ケに 於け る 彼の 信者の 祌に撰 まれし 者なる を 知れり、 

幵は 神が 彼 を 彼等の 屮に 送り、 異能を 以て 彼の 傳道を 助け、 亦 多くの 篤き 信仰 を 起して 之に 應ぜ しめ 

給 ひたれば なり、 神より は 聖霊と 能力との 璺 かなる 供給 あり、 人の 中には 篤き 信仰の 起る あり、 =y れ 

神が 特に テサ 0 一一  ケ人 を擇 み、 彼等 を 彼に 召さん がた めに パゥ B を 彼等の 中に 送り 給 ひしが 故に 非す 

して 何ぞ や、 結 菜 は 源 囚を證 明す、 傳 道の 成功 は傳 道され し 者の 撰擇を 示す ものな りと 〇 我 倚 爾曹の 

屮 に 在て 云々」 WW の 巾に 在りし 問の 我 倚の 行動、 我 儕の 態度 は 爾曹の 能く 知る 所な り、 我^ は卽 

. ち 人に 賴る ことなく、 自 から 勞 して 我 倚の 食 を 求め U 一車 九 節)、 人の 智慧に. m らす、 權 威を藉 りす、 

我 倚 自身 を 爾曹に 薦めん と はせ すして 我 倚の 父なる 祌 及び 主ィヱ ス キリスト を 薦めん とせり、 我れ 若 

し 我が 能辯 を 以てし、 我が 才能 を 以てし、 政府と 敎會 との. 權 威を藉 りて 爾曹の 中に 道 を 傅へ しならん 

に は、 爾曹 我の 神の 使者な りしと 雨曹の 神に 擇 まれし 者なる と を 疑 ひて 可な り、 然れ ども 我なら ざる 

もの \ 弱き 我 を 使 ひて 爾 傅の 屮に 働きし を 見 たれば.  爾曹は 雨 曹に關 する 神の 撰擇を 信じて 可な りと、 

パ ゥ 口 はテサ B 一- ケ 人の 豫 ぉを設 明 せんとして 努めたり と 謂 ふべ し。 

六、 而 して 爾 曹は大 なる 艱難の 中に 聖靈 の 歡喜を も て 道 を 受け、 我 倚 及び 主に 傚 ふ 者と なりた り- 

「而 して 云々」 テサ 口 一一  ケに 於け る 信徒が 神に 擇 まれた る 者な りとの 證明を 更らに 述べて 首 ふ、 

使徒の 側に 在て は、 異能は 言語に 伴 ひ、 聖靈は 確信 を 起して、 福音 は 彼等に 因りて テサ I-  ケ 人の 屮 
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に 臨みたり、 而 して 亦 テサロ 一一  ケ 人の 側に 在て は、 彼等 は 火なる 艱難 ありし に關 はらす、 忍耐 を 以て 

のみなら す、 歡喜を 以て、 然り、 聖靈の 供す る 歡喜を 以て、 使徒 等に 由て 傅 へられし 道 を 受けたり、 

it ふる 者に 聖靈の 伴 ひし あり、 亦、 受 くる 者に も 同一 の 能力の 顯れ しあり、 之れ 神の 命じ 給 ひし 傳道 

にあら すして 何ぞ や、 神の 撰 擇の區 域內に 於ての み傳 道の 成 效は存 す、 神の 擇み給 はざる 者の 中に 臨 

む 時に 聖靈は 傳道師 に 伴 ひ 給 はす、 亦、 祌に擇 まれし 者の み 能く 神の 道を受 くる を 得るな り、 祌に. a 

て 送られ、 神に 由て 受く、 而 して 斯 かる 精神的 配 遇の 行 はる k 所に 於ての み 我 倚 は 誤認り なき 神の 撰 

0  (豫定 ) を發 見す るな り。 

「艱難」 迫害な り、 福音の 斯^に 臨む 時に 必す 迫害 あり、 そ は 人 その 行の 惡 きに 因りて 光 を 愛せ 

ず 反 リて暗 を 愛すれば なリ C 約 翰 傳三章 十九 節」、 迫害な き は 福音な きの 證 なり、 罪 は 病と 均しく 苦痛な 

くして 癒さる k ものに 非す、 艱難の 伴 はざる 福 昔 は僞の 福音な り、 世に 嘉納 せらる 上 i 音 は キリスト 

の 福音に 非す、 其 始めて テサ 口 一一  ケに 臨みし 時に 大 なる 迫害 ありたり (行傳 十七 章 五節より 九 節 迄 を 

見よ)、 其 今日 世界 何れの 處に 臨む 時に も 亦 同じ 迫害な かるべ からす、 我 は實に 迫害 を 蒙らざる 基督 

敎 信者なる 者 を 見たり、 而 して 我 は 彼の キリストの 心 を 有たざる 者なる を識れ り、 迫害 は 信徒が 其 身 

に 佩びる イエスの 印 記な り (加 拉太書 六 章 十七 節)、 是 なきもの は イエ スの 弟子に は あらざる なリリ 

「聖靈 の 歡喜」 福音 を 信す る に 方て 必 す^の 迫害 あり、 然れ ども 其れと 同時に 亦聖靈 の 歡喜 あり、 

ゆが 外より 責 むる 時に 神は內 より 慰め 給 ふ、 我 儕が 外なる 人 は壞る とも 内なる 人 は 日々 に 新たな り 

《^林 多 後書 3 章 十六 節〕、 迫害な き は 福音な きの 證 なり、 其れと 同時に、 歡 喜な きも 亦 福音な きの な 

り、 而も 其歡 喜た る、 財産 蓄積の 歡喜 にあら す、 亦 位階 昇進の 歡喜 にも あらす、 聖靈 降臨の 歡喜 なり、 


人 の S あ 念 に 過ぐ る聖き 深き 歡喜 なり、 世の 迫害と 共に ；大 より の 此歡喜 を 受け て 我 儕 は 神の 撰擇 に 與か 

りし 者なる を 知るな り 〇 「道 を 受け」 「道」 は 一幅 音な り、 「受け」 は歡迎 せし なり、 父の 慈 昔に 接 

せし 感を 以て 之 を歡受 せし なり、 喜ばしき 音づれ なり、 故に 之 を歡迎 せざる ベから す、 天の 命 なれば 

とて 厭々 ながら 之を受 る 者 は 之を受 くる 者に あらす 〇 「我 倚 及び 主に 傚 ふ 者と たれり」 バウ 口 はキ 

リストに 傲へ り、 故に 彼 は 人の 彼に 傲 はんこと を 要め たり (哥林 多 前書 3 章 十六 節)、 キリスト も 世の 迫 

害と 共に 神よりの 歡喜を 受けたり、 パゥロ も 亦 キリストに 傚 ふて 苦き 杯と 共に 美き 慰藉 を 得たり、 而 

し て 今や テ サ B  二 ケ にある 信者 は 迫害と 歡 喜と を 同時に 受けて 主 キリ ストと パ ゥ 口 とに 傲 ふ 者と な 化 

り、 キリストと 偕な らんと 欲せば 此 艱苦と 慰藉と を 味 はざる ベから す、 *1 に 迫害せられ す、 亦 聖靈の 

歡喜を も 受けざる 者 は キリスト を 主と しパゥ 口 を 兄弟と して 有つ 能 はす、 「傚 ふ」 とは此 場合に 於て 

は 同一 の 心を懷 くこと なり、 同情 推察に 入る ことなり。 

七、 マケ ドー 一 ャとァ カャに 在る 總 ての 信者の 模範と なれり。 

マケ ドー ーャ はん 「の 土 耳 其 領マケ ドー ーァ なり、 ァカャ は 今の 希躐 なり、 ニ國 併せて バルカン半島の 西 

南部 を 形成す、 テサ& 一一  ケの 信者 は此 地方に 於け る 模範的 信者と 成りし となり、 キリスト は 使徒の 模 

範 となり、 使徒 はテサ & 一一  ケ 人の 模範と なり、 チサ 口 一一  ケ人は 其 地方 全體に 散在せ る 信徒の 模範と な 

りたり、 斯 くの 如くに 模範 を 無限に 綾け て 基督 敎は 傳播 せらる、 なり、 福 昔 は 言葉に あらす、 品性な 

り、 而 して 品性 は 模範 を 以ての み俾 へらる、 者な り。 

八、 蓋し 主の 道、 爾曹 より 第に マケド ニヤ 及び ァカャ に 響きし のみなら す、 爾曹 が祌に 向へ る 言 

仰は總 ての 處に廣 まれり、 是 故に 我 儕 何事 を も 一一 目 ふ に 及ばざる なり。 
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「蓋 云々」 テサ n 一一  ケの 信徒が 他所の 信徒の 模範と なりし との 事に 更ら に說 明を附 して 言 ふ 〇 

き. I-  i も， *)4 す 

「響く」 鐘の 響く が 如くに 響き 渉る をい ふ、 一 i 昔 は 隱密に 臨る 然れ ども 燈は 終に 斗の 下に 隱る X 

能 はす、 語らず、 言 はず 其聲 聞えざる に、 其 音響 は 全地に 遍く、 其言辭 地の 極にまで 及ぶ (詩篇 十九 篇 

三- 四 節)、 福音の 此 世に 臨む や、 異象の 人に 顯 はる、 に 似たり、 之 を 聞く 者は駭 き、 之 を 見る 者は怪 

しむ、 其 信徒の 團體は 小なる も 其 評判 は 鐘の音よりも 高し、 テサロ  -ー  ケに 信徒の 一 小 群 起り て、 其 音 

響 は バルカン半島の 半 部に 鳴り 渉れり 〇 「神に 向へ る 信仰」 神に 向って 懐く 信仰、 卽ち次 節に 於て 

言へ る 如く、 偶像 を棄て 神に 歸し 活ける 眞の 神に 事へ る 底の 信仰 を 意 ふなるべし、 人、 何人に も 信仰 

あり、 之 を 物に 向って 懷きて 迷^ あり、 之 を 人に 向って 懊て 恐怖と 隸屬と あり、 之 を 自己に 向って 懐 

きて 自負 自尊 あり、 信仰 を 活ける 眞の 神に 向って 懷 くに 至て 始めて 確 心 あり、 自由 あり、 謙遍 あるな 

り、 改信を 英語に て (conversion) と 言 ふ は 囘轉の 意な り、 卽ち 信仰の 眼 を 神 以外の ものより 轉 じて 

之ヒ神 御自身に 向ける ことなり、 而 して テサ n 一一  ケの 信徒 は 神に 向って 信仰 を懷 くに 至て 新 生涯に 人 

る を 得しな り。 

「總 ての 處に责 まれり」 主の 道 は 彼等より (彼等 を 中心 點 として) バルカン半島に 響き 涉り、 彼 

等の 新 信仰 は 天下 到る 處 にまで 廣 まれり、 音響の 達せざる 所にまで 光明 は 達す、 近き は 彼等の 改信を 

聞いて 駭き、 遠き は 之を傳 へて 怪 めり、 世界の 最大 事件 は 大帝 國の 勃興に 非す、 泰山の 崩 解に 非す、 

天の 光明が 人類の 心に 臨みし ことなり、 而 して マケド -ー ャ 州テサ &  二 ケのー 市に、 而 かも 其少數 の巿 

民の 中に、 天の 福音の 臨みし が 故に、 バルカン半島 は 動き、 羅馬 帝！； は 振へ りと 言 ふ、 バウ a の此首 

は 或 ひ は 散文的に、 文字 其 儘に、 解釋 すべき ものに は あらざる べし、 然れ ども 其 中に 常人が 未だ 以て 


豫想 せし ことなき 深意の 在て 存 するな るべ し、 テサ n 一一  ケに 臨みし 「主の 道」 とテサ B 一一  ケ 人の 信仰 

と は 確かに 天下 到る 處に廣 まれり、 二十世紀の 今日、 極東の 我 倚 R 本人で すら 之 を 聞いて 動き、 之 を 

學んで 之に 傚 はんとしつ. - あるに 非す や * テサロ 一一  ケに 於て 說 かれし 單 純なる 福 昔に バ ルカン 半島の 

みならす、 今や 五大洲に 響き 涉 りつ、 あり、 バウ n の 此言は 文字 其 儘よりも 遙 かに 廣き 意味に 於て 事 

ーぃ顯れっ &ぁり 〇「是故に我儕何事をも言ふに及ばざるなり」 事實旣 に斯の 如く なれば、 

我 儕 傳道者 は 爾曹に 臨みし 福音に 就て、 叉爾 曹の懷 きし 信仰に 就て. 殊更ら に 言 を 加へ て 之れ を 辯 明 

する の 必要 を 感ぜざる なり、 辯 明 を 要する 福音 は眞 個の 福音に あらす、 r 樹は其 架 を 以て 識ら る」 

一 度び K 個の 幅 音 を 植え 置かん か、 福音 は 終に 其れ 自身 を證 明す るに 至る ベ し。 

九、 十、 蓋 彼等 は 我 倚が 如何なる 狀 にて 丽曹の 中に 入り 来りし 乎、 又 繭曹は 如何にして 偶像より 

神に 囘 りて 活ける 眞の 神に 事へ、 其 子の 天より 臨る を 待つ 乎に 就て 公言 すれば なり、 其 子 は卽ち 

神の 死より 甦らし \ 所のィ H ス にして 我 儕を來 らんと する 怒より 扬ふ 者な り。 

「彼等 は」 世界 各 國の人 は、 。ハウ n に 取りて は 彼が 傳道 のために 到りし 各所の 民 は 〇 「我 倚 は 如 

何なる 狀 云々」 能力と 聚靈と を 以て テサ 口  二 ケ 人の 中に 臨みし 狀を いふ (第五 節參 照) 〇 「偶像よ 

り 神に 0: へし 云々」 前節の 「神に 向へ る 信仰」 の 意義 を 敷衍して 一一 目 ふ、 偶像に 向 ひし 者 は 踵 を囘し 

て 祌に向 ひ、 死せ る 偽の 祌を 崇めし 者 は 活ける 眞の祌 に 事 ふるに 至れり、 一 百 あり 曰く、 人 は其拜 する 

神の 如しと、 人の 崇拜 物を更 ふるまで は 其 本性 を改 むる 能 はす、 死せ る 神に 事 ふる 者 は 死し、 活ける 

神に 事 ふる 者は活 く、 而 して^ は 眞祌の 活ける を 知らざる も、 之に 事 ふる 者に 活氣 ある を B^. て、 其 ま 

ことに 活ける 眞の祌 なる を識 るな り 〇 「其 子 の； 大 より 臨る を 待つ」 神の 子の 苒臨は 基督 敎獨 特の敎 
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義 なり、 我 倚 は獨ー 無二の 祌を 知る を 得て 未だ 基督 敎の 眞義に 達せり と 云 ふ を il: す、 神の 子ィ H スキ 

リスト を 信じ、 其 死と 復活と を 信じ、 終に 叉 其 再び 世 を w かんがた め 天より 臨み 給 ふこと を 信す る を 

得て、 我 倚 は 基督 信徒た る を 得たり と 稱ふを 得るな り、 テサロ 一一  ケの 信者 は 初めに 先づ 偶像より 神に 

囘 へり、 次に 其 まことに 活ける 眞の 神なる を S り、 終に 神の 子 キリストの W び 天より 臨り 給 ふ を 待て 

り、 彼等の 信仰 は 該博なら ざり しも、 能く 基督 敎の 耍點 に涉れ り、 キリストの 苒臨を 信す る を 得て 彼 

等 は ュダ人 以上の 一 祌敎 信者と なれり 〇 「公言 すれば たり」 世人の 公言な り、 彼等 未だ 主の 道 を 信 

ぜ ざる 者 も 能く パゥ& の 偉 道の 如何なる ものな りし 乎、 其、 政府の 權に 依らす、 敎會の 力 を藉ら す、 

天の 使命に 由り しもの なる を證 明せ り、 我 儕の 敵 をして 我 倚の 證明 者たら しめよ、 我 儕 を 忌み嫌 ふ 者 

も 終に 我 儕の 事業の 浮 虚華飾 の 事業に あら ざ る を 公一 百す るに 至るべし、 パゥ& は 彼の 福 昔 の 辯 證を天 

下の 公論に 委ねたり、 我 倚 幅昔宣 傳に從 事す る 者、 亦、 彼に 傚 ふ 所な くして 可な らん や。 

「其 子 は 卽ち祌 の 死より 甦らし k 所 云々」 キリストの 復活 は 福音の 心髓 なり、 故に パゥ B は機會 

ある 毎に 必す此 事に 就て 述べたり、 祌の子 何人 ぞ、 彼 は 神の 死より 甦らし \ 所の ィ H ス なりと、 キリ 

ストの 復活な くして 福音 あるな し、 希望 あるな し、 爾曹の 信仰 はむな し (哥林 多 前書 十五 章 十七 節)、 殊 
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に 再臨の キリスト は 復活の キリストに 外なら す、 キリス 卜に 二人 あるな し、 再び 降り 臨る 者 は 一度び 

昇りし 者な り、 世の 罪を擔 ひて 汚辱の 死 を 遂げし 者は榮 光の 君と して 再び 世に 臨む 者な り、 卽ち我 儕 

の 罪を暧 はんため に 死せ しもの は 我 倚 を 神の 天 固にまで 救 はんため に 再び 來り給 ふ、 キリストの 復活 

と W 臨と は 古人の 迷 想に 出で し. 談 にあら す、 是れ我 倚の 本性の 要求す る 所な り、 是 なからん か、 我 

儕め 罪 を 如何に せん、 我 倚の 救拯を 如何に せん。 


「我 倚 を 来らん とする 怒より 救 ふ 者な り」 來 らんと する 怒 は 神の 来來の 裁判な り、 而 して キリス 

卜の W 臨は此 裁判 を 行 はんため なり、 彼の 救扬 なる もの は 今の 世に 於け る 苦悶 疾病よりの 救拯に 止ま 

〇oooooc-o〇oooooo〇〇oooooooc〇oooooco 

らす、 然り、 キリストの 救 濟のカ は 最も 顯 著に 終末の 裁判の 日に 於て 表 はる、 ものな り、 共 時、 人-つに 

此 世に 於て 爲 せし 惡事は 悉く 露出せられ、 彼の 心の 秘密 は鞫 かるべし、 その 日 人々 おのが 拜 せんとて 

造れる 白銀の 偶像と 黃 金の 偶像と を 藤 鼠の 穴、 蝠蝠の 穴に 投棄て、 岩々 の 隙、 險 しき 山峡に 入リ、 ヱ 

ホバの 起ちて 地 を据ひ 動かし 給 ふその 畏 るべき 容貌と 稷 威の 輝きと を 避けん C 以赛亞 書 二 章廿、 サ 一節」、 

其 時、 會て の 血に て 其 衣を滌 ひ、 之 を 白くな せる もの (默 示錄七 "一半 十四 節) のみ 神の 休息に 人る を 得ん、 

キリストの 救 濟を此 世に 於ての み 求めん と 欲する 者 は 来 だ 其 救 濟の廣 さ、 深さ、 高さ を 知らざる もの 

なり、 キリスト は 我 倚 を 全く  (終局まで) 救 はんため に 广希伯 來書七 章 二十 五節〕 十字架 上の 恥辱 を 我 倚 

のために 受け 給 ひしな り、 キリストの W 臨と、 其 時に 於け る 怖るべき 祌の 裁判と を 認めす して、 十字 

架上の キリストの 效縝を 充分に 解す る 能 はす、 主の 大 なな 顯赫日 (行 傳ニ章 二十 節，) の 我 儕の 目前に 横 は 

る を 見て の み 十字架の 恩惠は 充分に 感ぜら る、 なり、 故に パゥ „1 は 言 へ り、 我 儕 主の 畏 るべき を 知る 

が 故に 人に 勸 むと、 (哥林 多 後書 五 章 十 一 節〕。 

主の日 は 恐怖の 日な り、 然れ ども 我 儕 救 はれん がた めに ィ H ス に遁れ 行きし 者に 取りて は此 日は是 

れ救濟 の 日に して 希望の 日た るな り、 故に テサ& 一一  ケの 信徒が 「神の 子の 天より 臨る を 待ち」 しが 如 

くに、 我 儕 も 亦 其 審判の 日の 來 らんこと を 待ち望む なり、 裁判の 日の 恐し さは 我 儕に- 鞫 かるべき の 罪 

あるに 由るな り、 鞠 かるべき の 罪な からん か、 或 ひ は 罪 ある も赦 さるべき 途の備 へられん 乎、 我憐は 

樂んで 其； n の 到來を 待ちび K む を 得るな り、 基督 敎 何物 ぞ、 素 是れ此 日の ための 準備に あらす や、 ^呼， 
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基督 敎に 由て 幸 幅なる 家庭 を む 者よ、 隆盛なる 國家を 望む 者よ、 汝等は 基督 敎 より 其 特に 汝 等に 與 

へ ん とする 恩 惠と特 權とを 要め ざる 者な り。 

第一章 概 察 

〇 信、 愛、 ば1^|を說き、 恩寵 を說 き、 平 康を說 き、 聖 靈を說 き、 信仰 を 説き. 傳 道を說 き、 改 信を說 き， 

終に キリストの 復活と 再臨と に說き 及ぶ、 一 章 十 節の 少數 文字の 中に 基督 敎の精 要を悉 せりと いふべ 

し、 是れ 蓋し 記者 パゥ& が 殊に 思考 を 凝らして 之 を 書きし ものなる が 故に は あらざる べし、 彼 は唯靈 

に充 ち、 彼の 堪へ 難き を 記せし が 故に、 此 r 聖靈の 文字」 は 35 もなる べし、 祌は 人の 手 を 取て 彼 をし 

て 無意識の 間に 神の 言葉 を寫 さしめ す、 彼 は 先づ其 人の 中に 神の 靈を 降し、 熱愛 を 以て 彼の 心情 を鎔 

解し、 耀光を 放って 彼の 悟性 を 照らし、 彼 をして 眞理 の心髓 にまで 透徹せ しめて 其 極意 を 世に 宣 べし 

め 給 ふ、 斯る 一一 目 葉 は 皆な 悉く 純金 にして 其 中に 些少の 滓 澄を雜 へす， 人の 衷心より 出る 聖霊の 言辭 は 

簡潔に して 其 中に 大眞 理を藏 す. 帖撒羅 尼： i 前書 第一章 十 節の 中に、 基督 敎の大 敎理の 悉く 籠り 在る 

は 敢て怪 むに 足らざる なり。 

〇 福音 宣俾 の 如何なる 事業な る か は 最も 明白に 此 章に 於て 顯 はる、 是れ 能辯 術 の 應用 に 非す、 勢力 の 

扶植に 非す、 新道 德の 注入に 非す、 單に是 れ靈を 以て 靈を俾 ふること なり、 我れ 靈の 導く 所と なりて 

彼に 至り、 彼れ 亦、 靈に 導かれて 我を迎 ふ、 而 して 靈、 靈に 接して 兹に 新たなる 靈を 生す、 t= かも 男 

女兩 性の 合體の 如し、 之を傳 道と 稱 して 能く 其 意 を 通す る 難し、 是を心 靈的增 殖と稱 して 少しく 其眞 

義を 表すに 足らん 乎、 傳道は 實に聖 なる 結婚の 一 稷 なり、 而 して 神の 合せ 給へ る 者 は 人 之 を 離す 能 は 

ざるな リ、 然り、 神の 合せ 給へ る 者に あら ざれば 人 之 を 結ぶ 能 はざる なり、 靈の 媒介に 由ら すして 傅 


道の 成效 あるな し、 敎會の 命す る 傅 道、 會 社の 企つ る傳 道、 是を 野合 的 傅 道と 稱す るより 他に 言な き 

なり 0 

〇 我れ キリストより 其 靈を受 くれば キリストの 如き ものと なり (傚 ひ)、 我れ 亦、 之 を 他に 傳 ふれば 

彼 は 我の 如き ものと なりて 亦 キリストの 如き 者と なる、 傳道 は傳染 なり、 靈 火の 延燒 なり、 其 燃附く 

所と なりて 基督 信徒 は 世に 起るな り、 願く は 我 も 亦其點 火の 榮に與 からん こと を U 

〇 而 して 其點 火の 現象た る や 如何、 迫害 来り、 歡喜 生じ、 警鐘と なりて 近隣に 響き、 燈臺 となりて 四 

方 を 照らす、 是を敎 へられし が 故に 之を爲 すに 非す、 之 を爲さ る を 得ざる に 至りし なり、 是れ 所謂 

靈の 結ぶ 果なり、 是 ありて 我 儕 は キリ ストの 靈の我 儕の 衷 に植附 けられし を 知るな り。 

〇 基督 信徒の 成熟 は 之 を キリス 卜の 日に 於て 待たざる ベから す、 彼 は 身に キリ ストの 靈を 受けて 彼れ 

の 國籍を 天に 移したり、 彼 は 今 は 特に 神の 子の 天よ リ 臨る を 待ち望む 者な り、 此 世に 野心 を蓄 へし 者、 

此 骨に 得て 此^に 費し、 此批に 生れて 此 世に 熟し、 此 f に 富者と して 贵 まれ、 此^に 義人と して 崇め 

ら れんとの み 求めし 彼 は、 今 は 彼の 總 ての 希望 を此世 以外に 移す に 至れり、 彼 は 今や 日の 暮る i を 待 

つ 者と なれり、 勿論 無爲 にして 之 を 待つ に は 非れ ども、 而 かも 喜 樂を 今日に 繫 がすして 之 を 明日に 檠 

ぐ 者と なれり、 幅 昔 受領の 結 菜 は 現せとの 絶緣 たり、 而 して 此絡緣 の 行 はれざる 所に 福音の 要求す る 

信の 行と 愛の 勞と 望の 忍と は あらざる なり (第三 節參 照)。 

〇 最初の 福音 は斯 くも 單饨 にして 斯 くも 美 はしき ものたり しなり • パゥロ 朱だコ リン ト敎會 の 墮落を 

聞かす、 ガラ タヤ 人の 背信 を 耳に せす、 故に 彼は處 女が 始めて 人生に 臨む 時の 心 を 以て 彼の 傳 道の 途 

程に 就けり、 而 かも 世 は 彼が 想 ひしよりも 不實 なりし、 彼 も 終に は 神學を 講ぜざる を 得ざる に 至れり、 
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敎會を 建てざる を 5£ ざるに 至れり、 惡 魔の 存 せざる 所に 神 學敎會 の 要 あるな し、 之 を 要する の 理由 は 

人 を 誘 ふ 者の 跋 重に 在り、 彼の 譎計、 奸策、 詐術に 存す、 我 儕 バウ 口が 始めて テサ n  -ーケ に 於て 傅へ 

し 福音 を 聞き、 之 を 今日の 錯雜 なる、 嫉妬深き、 死せ る、 冷たき、 敎會的 基督 敎に 絞べ 見て、 萬 解の 

淚 なき 能 はす。 

第二 章 

一、 兄弟よ、 爾曹自 から も 亦 知る、 我 倚が 爾曹の 中に 入りし ことの 徒然なら ざり しこと を。 

r 爾曹自 から も 亦 知る」 世人 は 我 儕の 福音に 就て 證明 を爲 す、 故に 我 倚 之れ に 就て 何事 も 言 ふに 

及ばす (前章 八 節 S 然れ ども 我 倚 何ん ぞ 世人の 辯證を 待つ を 須ゐん や、 爾曹 自身が 其 最も 確實 なる 證 

明 者な り、 世人 千 萬 人の 證言は 雨 曹少數 の 兄弟の 自證に 若 かす、 眞理の 神 を 信す る 者の 一 人の 證明は 

信ぜざる 者の 千 萬 人の 證 明に 優って 力 あり、 我 倚 は 不信者の 證明を 重ん す、 然れ ども 我 倚の 頼る 所 は 

主として 信者の 自證 にあり、 若し 我齊に 由て 神 を 信ぜし 者の 證明 なからん 乎、 世の 賞 讚の 辭は我 倚に 

取て 何の 益す る 所 あるな し 〇 「爾曹 の 中に 入りし こと」 聖靈に 由り、 キリストの 福音 を らして 大 

膽 にテサ n 一一  ケの 市に 入りし こと (前章 五節)、 是れ 容易の 事に は あら ざり し、 是を敢 てす るに 多くの 

勇氣と 信仰と を 要せり、 福音の 宣傳者 はあり、 亦、 之を聽 かんと 欲する の 人と 社會と はあり、 然れど 

も 之に 入る の 困難 は 刀 を 揮つ て獨り 敵陣に 入る よりも 大 なり、 パ ゥ 0 は 彼が 神より， £ ねられし 福音 を 

らして テサ a 一一  ケの 市に 入る に 先って 幾 同 か躊路 せし ならん、 然れ ども 聖霊に 鋤 まされて 斷然意 を 

決して 一 度テサ a 一一  ケ 人の 中に いりし や、 成效は 成效に 綾いて、 彼の 入園の 徒然なら ざり しを證 明せ 


り、 入りし こと (entrance,  eisodos) と は バウ n 獨特の 用語の 一 にして、 彼の 傳 道の 精神の 丁 M を 示 

す ものたり 〇 「徒然なら ざり しこと を」 謙 通の 言 辭 なり、 徒然なら ざり し は 勿論、 大成 效 なりし、 

彼の 大膽 なる \國 は 多くの 豫想 外の 果を 結べり、 之れ に 由て 多くの テサロ  _1 ケ人は 偶像 を棄 て、 神に 

歸 して 活ける 眞の 神に 事 へ たリ (前章 九 節」、 彼の 傅へ し 幅 昔 は 彼等 を 通う し て バルカン 半島に 響き 涉 

れり、 。ハウ 口 自身 も 亦 彼の 俾 へし 福音の 斯 くまで 有力なる ものな りと は 想 は ざり しならん、 彼の 傅 道 

は實に 徒然なら ざリ し、 其 影響 は 二 千年 後の 今日にまで 及んで、 極東の 我 倚 を さへ 慰めつ k あり。 

11、 乃ち 爾曹が 知れる 如く、 我倚曩 きに ピリ ピ にて 苦み を 受け、 叉 辱め を 受けし 後、 爾曹に 至り、 

我 倚の 神に 賴 りて 大 なる 紛爭の 中に 神の 福音 を 博る 所な く 爾曹に 語れり。 

ビリピ に 於け る 迫害に 就て は 使徒 行 傅 十六 章 十 一 節 以下 を 見よ 〇r 辱め を 受け」 虐待せられ しの 

意、 杖 たれ、 獄に投 ぜられ たり r 同 章廿三 節) 〇 「爾曹 に 至り 云々」 ピリ ピ にて 苦め られ、 辱められ 

し 後、 テサロ 一一  ケに 至れり、 乃ち 屈辱の 身 を 以て テサロ  -ーケ 人の 中に 臨み、 大 なる 反抗 ありし に關は 

らす、 自己に 賴る ことなく、 祌に賴 り. 自家の 學 說を唱 ふるに は あらで、 神の 福音 を宣 ベたり、 叉、 

恥ぢて 密かに 宣 べしに は あらで. 憚る 所な く、 大膽 に、 公然と、 之 を 爾曹に 語れり、 若し 我 倚の 傅へ 

し 福音に して、 神の 福音に あらす とせん 乎、 我 倚 如 ぎ で此悲 むべき 境遇に 在て、 此大膽 の 措置に 出る 

を 得ん や、 逆境 中の 公明と 成 效とは 我が 福 昔の 眞實 を證 明す る ものなら す や。 

. そ は  す ゝ め .5- ひ  けがれ  いつはり 

三、 蓋 我 儕の 勸論は 惑より 出る に 非す、 汚より 出る に 非す、 亦、 詐を 以てする にあら ざれば なり。 

r 勸論」 此 場合に 於て は 教義の 意な り、 バウ II がテサ n  - ーケ 人に 勸め 且つ 諭せし 基督 敎の敎 旨な 

り 〇 「惑よりに 非す」 迷信に 非す、 妄 なる 談と老 たる 婦の奇 しき 談 (提摩 太 前書 四 章 七 節〕 に 非す、 亦、 
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巧なる奇しき談(：彼5^後書 一 章 十六 節) に 非す、 キリス 卜の 復活と 昇天と； 冉 臨と を說 くも、 是 れ端嚴 なる 

合理的の 敎義 なり、 迷信に 熱心に 類す る もの ありと 雖も、 之に 逆境に 處す るの f 奥氣 あるな し、 公明 を 

尊ぶ の 確信 あるな し、 我 倚の 傳 道の 正大なる は 其 迷信なら ざる 證據の 一 つなり 〇 「汚より 出る に 非 

す」 利 慾の ための 宗敎 あり、 人の 劣情に 訴 ふるの 宗敎 あり、 バ ビ ン 人の 宗敎の 如き、 女神 アル テ 

ミ ス を拜 する 希臘 人の 宗敎の 如き は 皆な 此類 なり、 然れ ども 我れ パ ゥ & の宣 ぶる 福音 は 如 斯き肉 情に 

もと- Q  *  9  9  9  9 

基す る 宗敎 に 非す、 是れ聖 なる 神の 福音 なれば 之に 汚據 なる 分子の 存 せざる は 勿論な り、 汚より 出る 

宗敎は 惑より 出る 宗敎と 均しく 祕密を 貴び、 暗黑を 愛す、 然れ ども 義 なる 聖 なる 福 昔なる が 故に 人の 

侮辱に 遭 ふて、 返て 益々 其 光輝 を 放つな り， 聖潔は 眞理と 併行す、 基督 信者 は 真理に 循 ひて 靈魂を 潔 

むる 者な り (彼 得 前書 一 章サニ 節〕、 而 して 此等ー 一 者の 無き 所に 勇氣と 確信と あるな し、 而 して 我 倚が ピ 

"ピ にて 虐待 を 受けし 後に、 大膽 に、 公然と、 雨 曹テサ E1 一一 ケ 人の 中に 臨みし 所以 は、 我 儕の 裔 せし 

福 昔が 聖 且つ 眞 なる に存せ すん ば あらす 〇r 詐を 以てする にあら ざれば なり」 我が 福音の 素質 は聖 

なり、 眞 なり、 故に 我 は 之を說 くに 方て 詐術 を用ゐ るの 要な きなり、 純金 は 之に 鍍金 を 施す の 要な し、 

眞理は 之を傳 ふるに 不義の 諸ての 詭譎 (帖撒 羅尼继 後書 二 章 十 節) に 由る を 要せす、 唯、 公然 之を唱 ふれ 

ば 足る、 之に 美文の 装飾 を 施す が 如き、 叉 は 敎權或 ひ は 政 權に藉 るが 如き 必要、 一 つも あるな し、 我 

倚 は ピリ ピ にて 杖 たれ 且つ 獄に投 ぜられ し 後に、 雨曹の 中に 臨み、 唯、 福音の 眞價 にの み賴 りて 之 を 

爾 誓に 傳 へたり、 若し 我 儕に して 詐術 を 弄する 者な らん 乎、 如何で 我 倚に 此大膽 と 確信と あらん や 

〇 「詐」 は希臘 語に て は W  ololcs) の 意な り、 故に 詐を 以て 道 を 傅 ふると は 餌 を 以て 信者 を 釣 込む 

(； と.^ り、 斯 かる 卑劣なる 傳道 はパゥ 口の 切に 忌諱せ し 所な り、 然れ ども バウ 口なら ざる 今日め 宜 教 


師は往 々にして 此嫌 ふべき 傳道 法に 由る こと あり、 ，の 智識 を 鉢に 供して、 新たなる 信徒 を 得ん とす 

るが 如き、 立身 榮 達の 希望 を提 して 福音 受領 を 促す が 如き.. 是れ 均しく 「詐を 以てする」 俾道 にして、 

其、 神の， 一 i 音 を 宣べ傳 ふるの 途 にあらざる は 言 ふまで もな し、 キリ ストの 福音 其 物の 眞價を 識る者 は 

之 を 人に 勸む るに 方て、 之に 俾ふ 損失 迫害 を 語る に簿路 せす、 然 かり、 光明 は 暗黑の 中に 在て 始めて 

其 光輝 を 認めら る- - もの なれば、 眞 個の 傳道師 は 返て 之 を暗黑 (不利益の 境遇) の 中に 其 赤裸々 の狀 

を 具して 傳 へん こと を 欲す、 バウ 11 とシラ ス とは大 なる 紛爭の 中に 祌の幅 昔 をテサ 口 一一  ケ 人の 中に 語 

れり、 而 して 是れ 幅音發 育の ために は 返て 佳境な りしな り、 名譽、 利益、 榮 達の 餌 を 供す るに あら ざ 

れば行 ふ 能 はざる 傅 道 は 之 を 斷然廢 止す るに 若かざる なり。 

四、 我 倚、 神に 試みられ 福音 を 託 ねらる. -に 足る 者と せられし が 故に 語るな り、 人 を 喜ばせん が 

ために 非す. 我 儕の 心 を II み 給 ふ 神 を 喜ばせん が ためなり。 

「神に 試みられ 云々」 神！^ 試みられ、 幅 音 を 託 ねらる &に 足る あとせられ たりと、 人類が 神より 

受 くる 榮譽 にして 是れ 以上の もの はな かるべし、 神の 眼より 視て、 位、 人臣 を 極む と は 蓋し 此謂 ひな 

るべ し、 然れ ども、 是 れ此榮 譽に與 かりし 者に 高德の 賞すべき もの ありし が 故に 非す、. 神は必 しも i 

の 所謂る 聖德 の士を 以て 其 使者と はなし 給 はざる なり、 若し 其德を 以て 稱 せん 乎、 ダビデ 王 は 決して 

淸淨の 人に は あら ざり しなり、 而 かも 祌は彼 を 呼んで 「我が 心に 合 ふ 僕」 なりと 一一 ーョ ひ 給へ り、 ぺ テロ、 

ョ ハネ、 亦、 其 時代の 最も 高 德の士 に は あら ざり しなり 1 而 かも 彼等 は 殊更ら に キリストの 證人 とし 

て 世に立 てられたり、 神の 見る 所 は 人の 見る 所と 異なる、 祌は 彼が 視 て 以て 善と 見 給 ふ 者 を 其 使者と 

して 簡び給 ふなり、 タル ソ のパゥ 口に 福音 を 託 ねらる、 に 足る の 資格 ありたり、 是れ共 一部 は 神が 被 
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に 在て 特別に 作り 袷 ひし 資格に して、 亦、 一部 は、 彼が 生來、 神に 由て 倫 へられし 资格 なりし なり、 

信輟 の、 い、 罪に 泣く の 心、 自己の 無力 を認 むる の 心、 神意の まに/ \> 自己 を 使用 せられん と 欲する の 

心、 自說 なる もの は 全く 絶えて、 自己 を 通う して 神の 福 昔 を 世に 鳴り 涉ら しめんと する の、 七、 是 等が 

蓋し 彼れ パ ゥ 口 が 神に 試みられ、 福音 を 託 ねらる、 に 足る 者と せられし 彼の 資格の 重なる ものなる ベ 

厶厶 AAA^IAA.I  △<!<<:△ 厶厶 A  △△<"△△△△ 厶厶 ム厶 AAA 厶 A 

し、 傳道師 と は 世に 所謂る 聖人な り 君子な りと 思 ふが 如き 誤謬 は 他に あるな し、 。ハウ a は此 所に 彼に 

託 ねられし 職分の 高且大 なる を 語って、 自己の 高德を 誇りつ  > あるに あらす、 否な、 彼 は 此事を 述べ 

て實は 彼の 不德を 表白し つ \ あるな り、 彼 は 言へ り、 キリス トイ H ス 罪人 を救 はんため に 世に 臨れ り- 

かしら  あはれ み 

是れ 信すべく 亦 疑 はすして 受 くべき 話な り、 罪人の 中、 我 は 首な り、 然れ ども 我が 矜怕を 受けし はキ 

リス トイ H スぃ やさきに 我に 寬容を 来れく 顯 はし、 後、 彼 を 信じて 永生 を受 くる 者の 我を模 措と なし 給 

へる 也 (提摩 太 前書 一章 十五、 十六 節) 〇 「語るな り」 我れ 語る に 理由 あり、 我 は 我が 信者 を 作らん た 

めに；^^はらす、 我が 敎會の 勢力 を扶殖 せんがた めに 語らす、 又、 我に 自說 ありて、 我 は 世人が 之 を 採用 

せんこと を 欲する が 故に 語らす、 我の 語る は 我に 天より 託 ねられし 聖職 あれば なり、 我れ 價値 なき 者 

なる に、 祌は我 を； i 昔 を 託ぬ るに 足る 者と なし 給 ひたれば、 其 知己の 恩に 感じて 語る たり、 我が 福 昔 

を 語る は 我の 職分に して 亦 我が 義務な り、 我 儕 キリストの 愛に 勵 まされて 語るな り、 我 儕が 爾曹の 中 

に彰 はせ し 瑪氣の 說明を 求む る 者 あらば 我 儕 はた 此 一 事 を 以て 答 へんの み 〇「 人 を 喜ばせん 爲 めに 

非す」 人の ための 傳 道に 非す、 我れ 自身の ために あらざる は 勿論、 亦、 爾曹 のために も あらす、 祌 

かための 傳道 なり、 神の 命に 循ひ、 神 を 喜ばせん ための 傳道 なり、 故に 我 は 爾曹の 招きに 應 じて 爾普 

の 中に 入りし に 非す、 神に 遣され て、 神の 命 を 奉じて 爾曹の 中に 到りし なり、 我 儕が 爾曹の 中に 表 は 


せし 大膽 ®- 氣の說 明 は 一 つ は亦玆 につ i: す。 

五、 爾曹 知る が 如く、 我 倚い つも 詔 ふ ーー百 を用ゐ す、 亦、 察に 藉 せて 貪る こと をせ す、 祌、 之が 證 

をな す。 

「我 倚 譜ふ言 を用ゐ す」 我 儕、 言葉 i 於て 詔 ふ 者と ならす、 人の 智慧の 婉 はしき 言 を 用ゐず (1 

林 多 前書 二 章 四 節)、 率直、 赤裸々 の 一一 一一 口 を 以てせり 〇 「亦、 事に 藉 せて 貪る こと をせ す」 貪 愁の假 装 

む かュ1、 福音 を 利用して 我が 利益 を 計らん と はせ す、 價 なしに 受け たれば 亦價 なしに 施した リ C 馬 太 

傳十章 八 節 )〇 「神、 之が 證を なす」 雨 曹が之 を 知る のみなら す、 我 儕の 心 を み 給ふ祌 も亦此 事の 

證人 なり 〇 「誠實 の 人が 誠實を 語る に 方て、 之を人と神との誠實に！^^ふるょり他に途ぁるなし、 「爾 

曹之を 知る」、 「神、 之を證 す」 と は バウ 口 が S 々繰 返す 語句な り、 ^の 法律家 は 之に 一 つも 證據 とな 

すに 足る ものな しと 言 ふならん も、 而 かも バウ 口の 如き 人に 在て は、 之 を 除いて 他に 彼の 誠赏 を立證 

する の途 なきな り、 バウ u をして 幾度と なく 此 宣誓の 語を發 せしめし 世の 疑 察 者の 罪 は 重い かな。 

六、 我 儕 キリストの 使徒と して 人に 重んぜら るべ しと 雖も、 或 ひ は爾曹 にも， 或 ひ は 他人に も、 

人に 榮譽を 求めす。 

我 儕に キリストの 使徒た るの 特權備 はれり、 然れ ども 我 儕 はこの 特權を 自己の ために 使用せ ざリし 

或 ひ は 雨せ 曰よりも、 或 ひ は 他人よりも、 人と いふ 人より 我 儕 は 榮譽を 求めん と はせ ざり き、 我 倚は爾 

曹の 中に 臨んで、 我憐 自身に 對 して 爾曹 より 何の 義務 を も 要求せ ざり し。 

七、 a 母 その 赤子 を 育 ふ 如く、 我 儕、 雨曹の 中に ありて 柔和な りき" 

我 傅に 與へ られし 使徒た るの 特權を 使用せ ざり しのみ ならす、 我 倚は與 ふる を 知つ て受 くる を 知ら 
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ざる Jfii の 如くに 雨曹を 哺育せ り 〇 「柔和な りき」 神に 由て 救 はれし 爾 曹の靈 魂が 要求す る 像 を 行 

へり、 讓る、 i 從す るの 意な り。 

八、 如 此く爾 曹を戀 ひ 慕 ひて 第に 神の 福音の みならす、 我 倚の 生命 を も 雨 曹に與 へ ん こと を 喜べ 

り、 是れ 雨曹は 我が 愛する 者と なりたれば 也。 

人の 愛に 惹 かれしに 非す して、 神の 命 を 奉じて テサ C1 一一 ケ 人の 中に 傳道 せし バウ a は 後 は 彼等に 對 

して 戀甚の 執 一 情を懷 くに 至れり、 神の愛が 人の 愛と 化しての み 永劫 白熱の 愛 は 生す るな り、 之に 反し 

て 「人情の 宣傳 者」 たりと 稱 して、 人の 愛の ために 人 を 愛せん とする も、 其 愛 は 忽ちに 消滅して 跡形 

なきに 至るな り、 神 愛 を說く 者の み 能く 永久 不易の 人情の 宣傳 者た るな り 〇 「第に 神の 福 昔の みなら 

す 云々」 福 昔 は 「お とづれ」 なり、 之れ 神の愛 を 人に 傳 ふるの 昔 信な り、 而 して 傳道師 の 第一 の 職 

分 ま i£?14ii ヒく.  .& 實こ傳 ふるに あり、 然れ ども M 曰の 真理の 道 罹 西 書 一 章 五節〕 は 之 を宣ぶ 

(^-  H  ,  O0OO00O0  0 こ， iio  ooooooooor-。o。-ooo:o-ooc 

るに frb み を 以てすべ からす、 人の 生命た る 福音の 道を傳 へんた めに は 亦 傳道師 の 生命 を 以てする を 

キリスト は 天 國の道 を 人に 傳へ給 ひしの みならす、 亦、 之を證 明す るに 彼の 血 を 以てし 給へ り- 

彼 は 己が 靈魂を かたぶけ て 死に 至らし めた リ (W 凝亞書 五十 三 章 十二 節)、 是れ 最大 最高の 傅 道な り、 此 

傅 逝な くして、 他の 傅 道の 成功すべき 现 なし、 而 して パゥ& は 終に 福音 宣傳 のために 彼の 生命 を 終へ 

て、 彼が 玆に テサロ  ニケ 人に 書き 贈りし 霄を實 にせり、 彼れ ぜて ピリ ピ、 に 書き 贈りて 曰く 踊 曹の信 

仰 を 供物と して (神に 一 獻 げんた めに はたと ひ 我が 血 を 流して (其 上に) 灌ぐ とも 我れ 之 を 喜ばん 

立 比 書 二 章 十七 節) と、 舌と 筆と を 以て 福 昔 を 全世界に 傳へ 得て、 傳道師 の 事業 は 了れ りと 言 ふべ か 

らす、 彼の 生命 を 其た めに 液いで 彼 は 始めて 「我が 事 成れり」 と 言 ふ を 得るな り、 鳴 呼、 重い かな、 


道師の 責任、 願く は祌 よ、 我 を もして 終まで？？； -ぶ 者と 成らし め 給へ 〇「是 れ爾曹 は 我が 愛する 者と 

なりたれば 也」 斯く 雨曹を 戀ひ慕 ふに 至りし は 雨 酉が 我が 主の 福 昔 を 信す る を 51: て， 我が 愛する 者 

となり たれば 也、 家を棄 て、 骨肉の 兄弟 を棄 て、 キリストの 福音の 宣 傅に 從 事す る 者 は 此^に 在ても 

之に 百倍す るの 兄弟 を 迫害と 共に 瘦るを 得るな り 馬 可 傅 十 章 サ八節 以下)、 キリストの 愛に 勵 まされて、 

一切 を棄 て、 異邦に 其 福 昔を傳 へし バウ 0 は テサ n 一一  ケ 人の 中に も 多くの 「愛する 者」 を 得たり、 世 

に 愛すべき 者 は 我が 肉體の 子な りと 言 ふと 雖も、 而 かも、 彼と 雖 も. 我が キリストに 在て 生みし 靈の 

子供の 如くに は 愛らしから す、 新約聖書に 在て は 愛する 者 (agapstos) とは實 子の 別名な り (馬 太傳三 

章 十七 節 等參考 )、 故に パゥ 口の 此言を 「爾曹 は 我が 愛子と なりたれば 也」 と譯 する も， その 本旨 を 

害 ふこと なし、 パゥ 口 に 彼の 腰より 出し 肉の 實子 はな かりし と雖 も、 彼に は 優 かに 之に 勝 さりて 愛す 

べき 多くの 「愛すべき 者」 ありたり、 而 して 彼 は此 等の 愛兒 のために は 彼の 生命 をも與 へんと 欲へ り。 

九、 兄弟よ、 爾曹、 我 儕の 勞と 苦と を 記憶す、 我 倚、 雨 曹の中 誰 をも累 はさぐ らんた め 夜 晝ェを 

作して 神の 福音 を爾 曹に傳 へ たり。 

彼が 彼等の 中に 在りて 如何に 柔和な りし 乎 を 更らに 叙述して 言 ふ or 勞と 苦」 勞 働の 勞と 苦な り、 

後 に 一一 一一 n ふ 所の 晝 夜の ェに 就て 言 ふ 〇 「爾曹 の 中 誰 をも累 はさ らんた め」 衣食の 事に 就て 言 ふなり、 

パ ゥ n は 自給 的 傅道師 たりし なり、 彼 は 工人の 其 ェ錢を 獲る は宜 ベなる (路加 傳十章 七 節) を 知りし と雖 

も、 殊更ら に 其 ェ錢を 拒みたり、 彼 は 子 は 親の ために 蓄 ふべき 者に 非ず、 親 は 子の ために 蓄 ふべき 者 

なリ (哥林 多 後書 十二 章 十四 節 ：} と 言 ひて、 彼の 靈 魂の 子供 をして 彼の 肉 體を養 は ざら しめたり、 彼は斯 

くな す を 以て 時には 不義な りと 做せり C 仝 十三 節)、 然れ ども 彼. の 敵 人が 彼に 歸す るに 貪 の 罪 を 以て 
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せんこと を 忌んで 勉めて 彼の 獨立を 維持せ り、 彼 は 勿論 感 恩の 念より する 友^的 寄贈 を 担 まざりし、 

彼 は ピリ ピ 尺に 謝して 曰へ り、 繭曹は 我が テサ& 一一 ケに 在りし 時、 一度なら ず、 二度まで も 人 を 遣 は 

して 我が 乏しき を 助けたり、. 徘 立比甞 S 章 十六 節」 と、 然れ ども 彼 は 人が 彼 を 以て 傳 道に 由て 衣食す る 者 

なりと 一一 in ふ を 許さ りき、 斯 かる 者に 對 して は 彼 は 言 を勵 まして 曰へ り-王 は 福音 を宣傳 ふる 者 は 福音 

に 由て 生活 せんこと を 定め 給 ヘリ、 然れど 我れ 此 等の 事 は 一 クを も用ゐ ず、 …… そ は 我が 誇る 所 を 人 

に 虚しく せられん ょリは 寧ろ 死ぬ る は 我に 善き 事 なれば 也 SH 林 多 前書 九 章 十四 * 十五 節) と、 彼 は 乃ち 

人に 依 食 せんと 言 はれん より は 寧ろ 餓死 せんこと を 顧へ り、 パゥ 口の r 獨立 狂」 も亦甚 しからす や 

〇 r 夜 晝ェを 作し」 衣食の 料 を 獲ん がた めに 勞 働に 從 事せ り、 パゥ 口の 業 は 幕屋 を 製る ことなりき 

(行傳 十八 章 三 節：)、 彼 は 彼の 青年時代に 於て 祌學 研究と 同時に 此業を 授けられたり、 而 して 彼 は 後年 此 

業に 從事 しつ i 傳 道に 從 事したり、 彼 は 曾て 彼の 手 を擧げ て、 H ぺソの 長老 輩に 彼の 潔白 を 語て 曰く、 

我れ 人の金 銀 衣服 を貧リ しこと なレ、 我が 此手は 我れ 及び 我と 偕に 在リし 者の 需用に 供へ し 事 は爾曹 

が 知る 所な リ C 仃傳 二十 t ぶ卅 三， I 四 節」 と、 自給 俾 道の 美 は パゥ& に 於て 其 極に 達せり、 最も 犬なる 傳 

逝師は 2 お. も 多く 自給 獨立を 愛する の 人な りき * 想 ひ 見よ、 アクラと 其妻プ リス キラ.^ 家に 在て 老敎師 

の 口に 天國と 其義を 語りつ、 ある 間に、 手に 山羊の 毛布 を鏠ひ 合せて 天幕 を 製造す るの 狀を、 世界 を 

改造せ し 自由の 幅 音は此 神聖なる 工場より 出たり、 ナザレの 僻村に 匠 を 業と せし ヨセフの 子ィ H スと 

エペ ソ、 テサ 口 一 ーケ、 コ リントの 市に 於て 天幕 製造に 從事 せし タル ソの。 ハウ I- と は 宣敎に 勞働を 兼ね 

たる 模範的 傳道師 なり、 f の 傳道師 にして 皆な 悉く 是等ー 一人の 如くた らんに は 全世界の 救濟は 期して 

待つべき たり。 


十、 我 倚、 爾曹 信す る 者に 對 ひて 如何ば かり 潔く、 義 しく、 缺 くる ことなく 行 ひし 乎、 -爾曹 も 神 

も其證 をな す。 

「潔く」 は 淸廉を 意 ふなるべし、 「義 し」 は 公平無私 を 意味す るなる べし、 r 缺 くる ことなく」 は 

人と して 然 する 所な きを 指す なるべし、 是れ 倨傲の 首の 如くに 見えて 然ら す、 バウ 口 は玆に 彼の 完 

全に 就て 吐露し つ、 あるに 非す、 彼 は 彼の 靈的 愛子に 向って 彼の 誠 實を傳 へつ，. 1 あるな り、 彼 は 彼等 

に對 して 人と して 爲し 得る 丈け の 事を爲 せり、 而 して 彼の 此 言の 誇張の 一一 一一 口に あらざる こと は 彼等と 祌 

との 證明 する 所な りと。 

十一、 十二、 爾曹 知る、 父が 其 子 を 待 ふ 如く、 我 倚、 爾曹备 自を勸 め、 慰め、 亦敎 へたり、 是れ 

雨 曹が爾 曹を其 國と榮 とに 召し 給 ふ 神に 合 ひて 行 はんため なり。 

「父が 其 子 を 待 ふ 如く」 前に は 自己 を 母に 譬へ、 今 は 父に 擬す、 乳母の 如くに 柔和に 育みたり、 

亦、 父の 如く、 嚴 格に 敎へ 導きたり、 「勸 め」 は忠吿 するな り、 其 子の 過失 を 正すな り、 「慰め」 は 

宥む なり、 其 悲痛 を 癒すな り、 「敎 へ」 は 警誡を 加 ふるな り、 彼等 を 導いて 危險 に陷ら ざら しむるな 

り、 斯く爲 す は 彼等が 神の 聖旨に 合 ひて 步 まんが ためなり、 天國 と其榮 光に 彼等 を 召き 給 ひし 神の 子 

たるに 應 はしき 行 爲に出 でん ためなり、 完全なる 天國の 市民 を 作る は 傳道師 たる 者の 第一 の 目的な り、 

彼が 其 子に 望む 所 は 之れ 以外に 在る ベから す、 而 して 彼等 今 猶ほ此 世に 存 ると 雖も其 爲す所 は 旣に天 

國に 入りし 者の 如くなら ざるべ からす、 我 倚の 承け 繼 ぐべき 榮 光の 大を 知て、 之 を 我 倚に 與 へんと す 

る 恩惠の 父の 意に 合 はんとす る は 易し。 

十三、 是 故に 我 儕 も 亦た 神に 向 ひて 斷 えす 感謝す、 そ は 爾曹が 我 儕より 聞きし 道 を 受けて 之れ を 
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こ とま  こと こと &  二と は 

人の 道と せす 神の 道と して 納れ たれば なり、 此の 道 は 誠に 神の 道に して 爾曹 信す る 者の 中に 鋤く 

なり 0 

r 是 故に 我 倚 も 亦 云々」 我 倚、 雨曹に 神の 福音 を傳 へんと して 勉 めたり、 而 して 是れ がた めに 神 

に 感謝す る 者 は 之 を 傅へ られ し爾曹 のみに 止ら す、 大 なる 紛爭と 多くの 勤勞の 中に 之を爾 ie: に 傅へ し 

我 倚 も 亦た 是れ がた めに 神に 向 ひて 斷 えす 感謝す る 者な り、 與 ふる は受く るよりも 幅たり、 我 儕傳道 

の勞と 苦と を爾 普に 語る は 雨 曹に我 倚の 憂苦 を 5^ へんが ために あらす して、 我が 感謝の 理由 を 述べん 

ためなりと、 パゥ& は玆に 彼の 從事 せし 勞 働に 就て 感謝し、 次に 其勞 働の 徒勞 なら ざり しこと に 就て 

感謝す、 彼が 勞 苦に 就て 語る は 之に 就て 誇ら ん ためなり (哥林 多 後書 十 二 章 九 節) 祌の 福 昔 を 犬なる 紛爭 

の屮 にて 爾曹に 語れり (二 節) と 云 ひて 後に 是 故に 我 倚 も 亦た 斷 えす 神に 感謝す と 云 ふ、 吾人 も 亦た パ 
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ゥ a に 傚 ふて 感謝す るた めにあら ざれば 吾人の 勞 苦に 就て 語る 可らざる なり 〇 「そ は 爾曹が 我 倚より 

閜 きし 道 を 受けて 云々」 傳 道の 勞 苦に 就て 感謝す、 亦傳 道の 結果に 就て 感謝す、 そ は 傳道師 の 言 は 

彼の 目的に 合 ひて 傳道師 (人) の 言と してに あらす して、 彼 を 遣 はせ し祌の 一一 一一 口 として 受納れ られ たれ 

ばな り、 彼れ 傳道 帥の む 所に して 是れ 以上の こと あるべ からす、 彼 は 彼が 神と して、 又は 理想の 人 

として 受けられん こと を假 る、 彼 は 彼の 語りし 言なる が 故に その 露现 として 重んぜら れんこと を 恐る 

彼 は 道を傳 ふる 者な り、 道 其 物に 非す、 彼 は 理傳播 の 機械に 過ぎす、 故に 彼を祌 として 迎へ、 彼の 

言なる が 故に 之 を眞理 として 受 くる 者 は 彼と 彼の 使命と を兩 つながら 誤る 者な り、 ル ス テラの 人はパ 

ゥ 口 とバ ルナ バ とを迎 ふるに 神に 對 する の禮を 以てし、 權牲を 獻げて 彼等 を 祭らん とせり (使徒 行傳十 

四 章)、 人物 崇拜の 外に 神を拜 する の途を 知らざる 東洋人に して 神の 遣せ し傳道 師を迎 ふるに 方て ルス 


テラの 人に 傚 ふ 者 多し、 豈 謹まざる ベ けんや 〇 「受け …… 納れ」 「受け」 は-斗 にて 閱き受 くるな り、 

r 納れ」 は 心に 受け 衲る k なり、 人の 言 を. 耳に 開き 受けて、 之 を 神の 言と して 心に 受け 納る、 人の 凡 

の 言 は 之 を 耳に て 閒き受 くる も 可な り、 然れ ども 神の 眞理 のみ 之れ を 心に 受け 納 るべき なり、 凡の 靈 

を 信ずる 勿れ、 その 靈 神よ リ 出る や 否 を 試むべし 約 翰 第一 書 四 章 一節)、 人の 凡ての 一一 一一 II を 信す る 勿れ、 

そ の 言 の 神の 實 なる 乎 否 を 試む ベ し、 而 して 人の 言と 神の 一一 一一 n と を 咀嚼し 得る 人 は 幅 ひなる かな 〇 「此 

道 は 誠に 神の^に して 爾曹 信す る 者の 屮に 働くな り」 我が 爾曹に 語りし 道 は 誠に 我が 道に あらす し 

て 神の 道たり しなり、 而 して 其 爾 りし は 其 今爾 WE 之れ を 信す る 者の 中に ありて 實效を 奏し つ-^ ある 

(働く の 意) に 由り て 明かな り、 是れ 若し 我が 言に して 人の 言な らん 乎、 之に信の行と愛の勞と^！ー^の 

忍(ー 章三節) とを爾^§13の中に生するの能カなかるべし、 樹は其 ra^ を 以て 識ら る、 我が 傳 へし 道の 我が 

道に あらす して 神の 道なる は 其 結果に 由て 證明 さると 〇r 爾曹 信す る 者の 中に 働くな り」 我が 語り 

し 道 は 神の 道な り、 然れ ども：！^ ぜ ざる 者 は 其 然る 所以 を 知る 能 はす、 亦、 信ぜざる 者の 巾に 實效 を奏 

せす、 人、 或 ひ は 其、 單に之 を 聞きし 者の 中に 效を 奏せざる を 見て、 其、 神の 道なる を 疑 ふ 者 も あら 

ん、 然れ ども 神の 道 は 之 を 心に 受納 (信) れ ざる 者の 中に 働く ものに あらす、 然れ ども 之 を 信す る 者 

の 中に ありて は 其ュダ ャ 人た ると ギリ シ ャ人 たると を 問 はす、 彼 を 救 はんとの 祌の 大能 なり (羅 •  海 書 一 

章 十六 節) と、 パゥロ は 福音の 無 差 刖的效 茶を唱 へす、 必す 其の 效驗を 之れ を 信す る 者の に 制限す。 

十四、 蓋 兄弟よ、 雨 前；； は ユダヤの 屮 なる キリス トイ H スに 在る 神の 敎會に 傚へ る 者と なれり、 彼 

等が ュ ダャ 人に 苦め られし 如く 爾曹も 己が 國 人に 苦め られ たれば 也。 

「蕴」 神の 道 は爾曹 信す る 者の 中に 在て 實效を 奏せり、 而 して 其顯 著なる 證 明は爾 W が 己が！： 人よ 
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り 受けし 迫害に あり、 迫害 は 信仰 行動の 實證 なり、 信仰の なき 所に 迫害な し、 叉 キリストに 於け る眞 

正の 信仰 ありて 迫害な き はなし、 迫害 は 信仰の 反影な り、 內に 確乎たる 信仰 ありて 外より 强 固なる 迫 

害の 来らざる はなし、 我が 爾曹 に傳 へし 道の 誠に 神の 道なる を 知らん と 欲する 乎、 之 を 爾曹が 爾曹の 

國 人より 受けし 迫害に 於て 見よ、 此 迫害 は是れ 誠に 雨曹が 受けし 道の 神の 道た るを證 する ものな り 〇 

「ユダヤ人の 中なる キリス トイ H スに 在る 神の 敎會」 神の 敎會 なり、 而 かも 單に獨 一 無二の 祌を信 

する 敎會に 非す、 ナザレの 人 キリス トイ H スを 信す る敎會 なり、 ユダヤ 國に 在り ユダヤ人の 中に ある 

敎會 なり、 而 かも 此 i の敎會 にあら すして、 キリス トイ H スに 於て 在る 敎會 なり、 敎會は 地上の もの 

なり、 而 かも 其 基礎 を 地に 置く ものに あらす、 キリス トイ H スに 在て 地上に 存在す る ものな り、 是れ 

世が 敎會を 迫害す る 主なる 理由な り、 卽 ちその 地 以外の ものた るに 關 はらす、 地上に 存在 すれば なり、 

恰 かも 僻陬の 人が 異國の 人 を 厭 ひて 之れ を 彼等の 中より 逐 放せん とする が 如し。 

「彼等が ユダヤ人に 苦め られし 如く 云々」 ユダヤ人の 中に 在る キリストの 敎會は ユダヤ人に 苦め 

られて 其 誠に 祌の敎 食た る を自證 せり、 而 して 爾 曹テサ 0  I ーケの 信者 も爾 曹の國 人の 苦め る 所と なり 

て、 凡の 敎會 の校範 たる ユダヤ 敎會に 傚 ふ 者と なれり、 迫害 は キリスト 敎會の 特性な り、 是 なき 者 は 

キリストの 敎會に 非す、 十一 一 使徒に 託り て 建てられし ユダヤに 在る 敎會 は此 特性 を呈 して 其 誠に キリ 

ストの 敎會 なる を證 明せ り、 而 して 雨 曹も亦 同じ 特性 を呈 して、 同じ 特權を 有する 者た るを證 明せ リ、 

神の 道の 在る 所に 迫害 行 はる、 ユダヤ人の 中に ある 最初の 信者 は 之 を 心に 受納れ て其國 人の 苦め る 所 

となりたり、 而 して 雨 曹も亦 之 を 信じて 爾曹 の！： 人の 苦め る 所と なりたり、 同一 の 結果 は 同一 の 原因 

を證 明す、 國 人の 迫害 ありて 信仰の 確立な き はなし、 神の 道 は 爾曹の 中に 在りて 働きつ、 あり、 是れ 


爾曹が 己が 國 人より 受けつ & ある 迫害に 由り て瞭 かなりと。 

十五、 ユダヤ人 は主ィ H スと 己が 預言者 等 を 殺し、 叉 我 儕 を めて 逐 3,: せり、 彼等 は 神を悅 ばせ 

す、 且つ 凡の 人に 逆 ひ、 

人の 敵 は 其 家の 者なる べし (馬 太傳十 章卅六 節)、 バウ 口 第一 の 敵 は 彼の 國 人なる ユダヤ人な りし、 故 

に 彼 は ユダヤ人の 名 を 口にして 心に 深 痛 を 感ぜざる はな かりし、 ユダヤ人、 何人 ぞ、 彼等 は 主 イエス 

を 殺したり、 亦、 彼等に 送られし 預言者 を 殺したり、 而 して 主 ィ H スの 僕に して 預言者に 傚 はんと 欲 

する 我 倚 使徒 を宭 めて 國 外に 放逐せ り、 斯くて 彼等 は 祌を悅 ばせ す、 凡の 人に 逆へ り、 神に 敵對 して 

人類の 敵と なれり。 

十六、 我 倚が 救 を 得させん とて 異邦人に 語る を^め り、 是れ 彼等の 罪の 常に 盈 たされん ためなり" 

祌の 終局の 怒 彼等に 臨れ り。 

「我 倚が 救 を 得させん とて 云々」 祌を悅 ばせ す、 人に 逆 ひ、 己れ 自 から 救 はれん と 欲せざる のみ 

ならす、 亦た 他人の 救 はれん こと を も 欲せす、 人の 前に 天 國を閉 ぢて自 から 入らず、 且つ 入らん とす 

る 者の 入る を も 許さず (•  偽太傳 二十 三 章 十三 節)、 我 倚 を 彼等の 中より 逐 放せし のみなら す、 亦、 異邦人 

の 中にまで 我 倚 を逐窮 せり、 彼等 は 頑强に 嫉妬 を 兼ね、 從 順の 性と 共に 仁慈の 質を棄 斥せ り、 神に 

まるべき 者が 神を棄 つるに 至りし 結果 は 如此し 〇「 是れ 彼等の 罪の 云々」 預言者 を 殺し、 主ィ - ス 

を 殺し、 其 僕 等 を逐窮 し、 今 は 使徒 等が 道 を 異邦人に 傳 ふる を 阻めり、 彼等 ユダヤ人 は 斯くて 罪に 罪 

を 重ね、 己に 敗滅 を 招きつ & あり、 罪は盈 たされ ざれば 罰せられす、 異邦人の 中に 福 昔の 傳播を 阻害 

ますめ 

して 彼等 は 先祖の 罪の 量 を 充たレ つ & あり (馬 太傳サ 三章卅 二 節 )o 
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「神の 終局の 怒 彼等に 臨めり」 ユダヤ人と 其 據て賴 みし 制度と に 臨むべき 神の 最終の 裁判 は旣に 

彼等に 對て 宣告せられ たり、 彼等が キリスト を？ 权 して 後 四十 年、 バウ が此 帖撒羅 尼.^ 前書 を 書 贈り 

て 後 二十 年、 國民 としての ユダヤ人 は羅馬 人の 剿滅す る 所と なりて、 西方 亞細亞 に W び 猶太 國を見 ざ 

るに 至.；； り、 愛の神に 憤怒な しと 言 ふ 勿れ、 愛なる が 故に 彼 は 時には 怒らざる を 得ざる なり、 神の 忍 

耐は大 なり、 然れ ども 無限なら す、 人の 罪の 盈 たされん 時には、 卽ち 頑强は 進んで 無慈悲と 化し、 己 

れ眞理 を 拒む のみなら す、 進んで 他人の 之れ を 納るを 阻む に 至れば、 神 怒 は 終に 彼の 上に 臨まざる ベ 

からす、 忍べよ、 雨曹國 人の 迫害す る 所と なる 者よ、. 之れ を ユダヤ人の 實 例に 鑑みよ、 彼等、 聖徒 を 

迫害して 終に 神 怒 を 彼等の 身に 招け り、 爾曹を 迫害して 息まざる 爾曹の 國人も 亦 永く 神の 憤怒に 觸れ 

すして 止む ベ けんや、 神の 道 は 誠に 爾曹の 中に 在て 働くな り、 爾曹之 を 信す る 者 は 之に 由て 救 はれ、 

雨 曹の國 人に して 之れ を 信ぜざる 者 は 之れ に 逆 ふて 亡ぼさる、 迫害 は 眞现根 着の 實證 なり、 眞理の 臨 

まざる 所に 迫害 あるな し、 循 つて 救拯 あるな し、 叉 滅亡 あるな し。 

十七、 兄弟よ 我 倚 午 暫時 爾曹 より 離れ 居る、 然れ ども 是れ 面の みなり、 心に 非す、 我 倚 切りに 願 

ひて 斗 I ぎ 雨 曹の面 を 見ん とせり。 

兄？ S よ、 我 倚は爲 理の朋 なり、 亦た 迫害の 友な り、 迫害 は 我 倚 をして 益々 親密の 朋友たら しめたり、 

故に 我 倚 急ぎ、 直に 雨 曹の面 を 見ん とせり、 是れ 我等の 切なる 願な りし、 我等 は 同志な り、 同 遇の 友 

なり、 同じ 眞理を 受けて 同じ 迫害 を 忍ぶ 者な り、 我 倚、 今、 所 を 異にす、 然れ ども 心 は 同じ 主に 在て 

一 なり、 而 して 心の 一 なる 者 は 亦た 面に 於ても 相 見ん と 欲す、 我 倚 は 多數の 勢力の 何たる 乎 を 知る、 

多數 の 不 35 者に 繞園 せられて 彼等の 嘲笑 篤詈す る 所と なることの 如何 に 苦しき よ、 而 して 爾曹 は今此 


苦しき 攻圍の 中に 在り、 我 儕 も 亦 幾囘か 敵地に 在て 獨り 信仰の 孤城 を 守れり、 我 儕 今 雨 盲の 悲境に 在 

る を 聞て 爾曹の 救援に 赴かん と 欲する の 心、 甚だ 切なり。 

十八、 是 故に 我 儕、 雨曹に 至らん と 願へ り、 殊に 我パゥ II 之れ を 願 ふこと 一次の みならす、 W 次 

なりし、 而 して サタン 我 倚 を 妨げたり。 

我儕パ ゥ 口と シル ヮノと テモテ (一章 一節) は 爾曹の 救援に 赴かん と 欲せり、 殊に 我パ ゥ n は 之れ を 

願へ り、 然れ ども サタン は 我 儕 を 妨げて 此望を 遂げし めざり き、 我 倚、 遠隔の 地に 在て、 爾曹の 艱苦 

にある を 聞いて、 手を束ねて 之 を傍觀 する に 忍び ざり き 〇 「サタン 云々」 善事の 妨害 は總て サタン 

の 手 を 通う して 來る ものな りと は バウ 口 在世 當 時の 一般の 信仰に して、 彼 も 亦爾か 信じたり しが 如し 

(哥林 多 後書 十二 章 七 節 參考) リ 

十九、 二十、 そ は 我 倚の 望、 喜、 また 誇の 冕 は誰ぞ や、 我 倚の 主ィ H スキ リストの 臨らん 時、 そ- 

の 前に 於け る雨曹 ならす や、 そ は 爾曹は 我 倚の 榮、 叉 喜 なれば なり。  . 

我 儕が 斯 くも 爾曹を 慕 ふは宜 ベな り、 そ は主ィ H ス キリ ストが 世 を 胸 かんがた めに. 科び 臨り 給 ふ 時 

に、 我 倚の 望みと し 叉 喜びと し、 また 誇るべき 冕と なすべ きもの は 雨曹を 除い て 他に あら ざれば なり" 

我 倚 主の 前に 出て 何 を かほ til まん、 爾曹 をして キリストの 中に 完全 を 得て 神の 前に 立た しめし 羅 W 甞 

一 章サ八 節〕 の 故 を 以て 主の 稱 讚に 與 かる ことならす や、 我 倚 其 時 また 何 を か 喜ばん、 爾曹を 潔き 女と 

して キリストに 獻げ しこと ならす や (哥林 多 後書 十 一 章 二 節：：、 而 して 我 儕が 天使の 前に 誇りて 戴く ベ き 

冕と は何ぞ や、 是れ 金銀 寶石を 鏤めた る朽る E 免に 非す して、 神の 活ける 靈を 得て 死より 甦りし 爾曹な 

らす や、 我 儕の 勤 勞の結 菜 は 主に 在て 救 はれし 爾ま I： なり、 我 憐は斯 世に 財貨 を蓄 へす、 又 斯批に 在て 
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王冠 を 戴かす、 然れ ども 我 倚 は 絕對的 貧者に 非す、 我等 は 爾曹を 以て 天に 財を蓄 へたり、 爾曹は 誠に 

我 儕の 財産な り、 我 儕が 由て 以て 誇り 且つ 樂 しむ 富な り、 榮 なり、 冕な り or 我 儕の 榮叉喜 なれば な 

り」 爾曹は 主の 再臨の 時に 於け る 我 儕の 榮叉 喜なる のみなら す、 今日、 旣に我 倚が 榮 且つ 喜と なす 

所の ものな り、 来世の 榮ぇ叉 喜びなる のみなら す、 今 世 現 時の 榮華 叉歡 喜な りと、 傳道師 唯一 の財寶 

は 彼が 神に 導く を 得し 信徒な り、 彼が 未来に 於て 頼るべき 者は是 なり、 彼が 現 時に 於て 依るべき 者 も 

亦是 なり、 苦しき 時の 慰藉 者、 樂 しき 時の 同感 者は是 なり、 バウ a が 今 直に テサ 一一 ケに 在る 信者 を 

見ん と 欲せし は此 情理に 基け り、 卽ち 彼に 取りても 彼等に 取りても 相互 を 慰む る 者 は 全 宇宙に 於て 彼 

等 相互 を 除い て 他に あら ざれば なり。 

第二 章概察 

〇 此章、 初代に 於け る傳 道の 狀況を 示す、 迫害 は 到る 處に傳 道師を 待てり、 猶太 人に 逐 はれ、 異邦人 

くるし 

に 窘められ、 到る 處に 世の 汚穢 また 萬の 物の 塵！ として 迎 へられたり、 彼が 新傳道 地に 人る こと は 非 

常の 困難な りし、 而 して 人て 後 も 亦た 大 なる 紛爭の 中に 於て にあら ざれば 神の 福音 を傳 ふること 能 は 

ざり し、 此時 未だ 今日 所謂る 「俾 道の 快樂」 なる もの あら ざり し、 傳道師 は 彼の 生命 を 手に する にあ 

ら ざれば 彼の 聖職に 從事 する こと 能 は ざり し、 其 時 傳道は 實に戰 闘の 一種な りし (一、 二 節)。 

〇 初代の 傅 道 は戰爭 なりし、 然れ ども 傅 道師の 武器と 掩護と は 彼の 誠實を 除いて 他に あら ざり し、 彼 

が 身に 寸鈸 を携へ ざり し は 勿論、 彼 を 守る に 自國の 公使な く、 叉た 領事な く、 彼 は 只、 萬 事 を 心 を 察 

し 給 ふ 神に 委ねて 進めり、 彼 は 何人よりも 尊重と 榮耀と を 求めす、 せんじて 侮辱 を 受け、 世に 何の 權 

利な きが 如き 者と 成りて 道を傳 へたり、 敎會は 貧しき 時に 最も 淸 し， 俾道師 は き 時に 最も 強し、 國 


旗と 軍艦と に 護ら れて 異邦に w 道す る 今の 宣敎師 に 何の 異 能の 伴 ふなき は宜 ベな り、 言 あり 曰く、 亡 

國の民 は 最も 力 ある 外國 宣教師 を 作る と. 今の英國叉は米國の：！^が„:取もカなき宜敎師を作るは同 一 の 

理由に sra せ すん ば あらす (三、 四、 五節)。 

〇 初 の 傅 道： 帥 は 自給な りし、 彼 は 敎會叉 は 傳道會 社より 旣定の 俸給 を 仰が ざり し、 彼 は 信者 一人 を 

も累 はせ ざる 爲 めに 夜 畫ェを 作して 神の 福音 を 宣べ傳 へたり、 彼 は 非常に 身の 潔 ，H を 重んじたり、 彼 

は 彼の 宜べ傳 ふる 福 昔の 汚 (利 慾) より 出る に 非ざる こと を 示す に 努めたり、 彼の 時代 は 或 ひ は 我等 

の 今日の 時代よりも 此 自給 的 生涯 を 送る に 適せし ならん、 然れ ども 彼の 成效の 一 大 原因の 玆に 在りし 

こと は 敢て疑 を 挾むべき に 非す、 係 給的傳 道と 自給 的傳 道、 軟弱と 强健 >  睡眠と 覺醒、 二者の 分かる 

る 所 は 一 に 玆に存 する が 如し (九 節)。 

〇 迫害 は 初代の 基督 信徒の 必耍 的隨伴 物な りし、 彼等 は 迫害な きの 基督 敎 なる もの を 知ら ざり しが 如 

し、 彼等 は國 人の 迫害 ，を 蒙りて 始めて 己れ の 基督 信者た るを覺 りしが 如し、 今の 「信者」 は 水の 洗禮 

を 受けて 敎會に 入りし を 以て 信者な りと 稱し、 初代の 信者 は 世 の 迫害 を受く る を 以て 信者た るの 兆候 

なりと 做せり、 而 して 誰か 前者の 虚 にして 後者の 實 なる を 判 分し 得ざる 者 あらん や (十 gl、 十五 節)。 

〇 初代の 基督 信徒に 取りて は 迫害 は眞 個の バ プテ ス マな りし、 彼等 は是に 由り て キリストの 心に 入り、 

亦 相互の 心に 入れり、 迫害 は 彼等 相互 をして 眞 個の 兄弟 姉妹たら しめたり、 水の 洗 禮式は 兄弟 的關係 

を 起す に 足らす、 迫害の 水に 覆 はれての み、 我等 は 始めて 血肉 も 管なら ざる 兄弟 姊妹 となる を 得るな 

り、 追 ひ 求むべき は實 i 信仰の めに 被 べき 國人叉 は 骨肉よりの 迫害な り、 是れ ありて 厲 敎會は 興 

り、 眞兄^^と眞沛妹とは成る、 我等に 個の 溫 かき 賴 るべき、 慕 はしき 敎會 あるな し、 そ は 我等に 迫 
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害なければ なり、 或 ひ は 有る も 我等 は 之 を 避れば なり、 或 ひ は 迫害 を 惹起す に 足る の 信仰 我等に なけ 

れば なり、 基督 信者の 不幸に して 迫害な きに 若く ものな し、 而 かも 今の 宜敎師 的 共  1 督敎は 迫害 を 惹起 

さ る を 以て 誇りと なす、 其 バウ 口 時代の 基督 敎と大 に 異なる 所 ある は 共 結 raK に 由り て 明かな り (十 

七、 十八、 十九 節)。  . 

第 三 章 

一、 二、 是 故に 我れ 最早 や 忍ぶ こと 能 はすな りければ 獨りァ テンスに 殘留 されて、 我 倚の 兄弟に 

して キリス トの 福音に 在て 祌と 偕に 働く 者なる テ モ テを 爾曹に 遣さん と 意 を 定めたり。 

「忍ぶ こ と 能 はす」 愛 は 凡そ 事 忍ぶ と 云 ふ (哥林 多 前鲁十 三 章 七 節」、 然れ ども 愛 は 愛 のために 忍ぶ 

能 はす、 同志の 息 難に 在る を 聞いて パゥロ は 之 を 看過 せんと 欲して 能 は ざり き、 彼れ 親から 柱く 能 は 

す、 故に 獨り 異鄕 に殘留 されて、 彼の 唯一 の 共働 者に して 慰藉 者なる テモテ を 彼等に 遣さん と 決せり" 

パゥ ti は 動かし 猿き 人な りし、 然れ ども 彼 は 愛 を 以てして は 最も 動かし 易き 人な りし、 自己の 患難に 

對 して は 錢も冷 蹄な りし 彼 は、 他の 息 難に 對 して は 最も 熱烈な りし、 冷靜愼 重の 必要 を 說く者 は 亦た 

バウ！： の 此の 激動に 鑑みざる ベから す 〇 「獨り ァテ ン ス に殘留 されて」 使徒 行傳 十七 章 十六 節 以下 

を 見るべし 〇 「我-何の 兄弟 云々」 テモテ 何人 ぞ、 彼 は キリストに 於け る 我 倚の 兄弟な り、 彼 は キリ 

ストの 福音に 在り 祌と 偕に 働く 者な り、 基督 信者 は 其 何れの 業に 從事 する 者た るに 係 はらす、 皆な 神 

と 偕に 勞く者 なリ (^林 多 後書 六 章 一 節) 而 かも テ モテは キリス トの 福音に 在りて、 卽ち身 を其宣 傅に ぉス 

はて、 特に 神と 偕に 働く 者な り、 「一 i 昔に 在る」 と は 福音に 身 を 浸た す ことなり、 卽ち其 中に 在て 生 


きまた 動き また 存る ことなり 0 仃傳 十七 章サ八 節)、 勿論 信者 は 悉く テ モテの 如く ある 能 はす、 然れ ども 

世 は 亦 。ハウ n、 テ モテの 如く、 キリ ストの 福音 宣傳 以外に 何の 活動 をも需 めざる 專心專 意の 傳道師 を 

要するな り。  ， 

II、 三、 れ彼 をして 雨曹を 堅固し、 爾曹の 信仰に 關 して 爾曹を 慰め 一人 もこの 忠 難の 中に 立て 

搖 かされ ざらん ため 也、 そ は 爾曹自 から 知る 如く、 我 倚は此 ために 定められ たれば 也。 

「堅固し」 信仰の 基礎 を 堅固に する ことなり、 之を爲 すに 信仰的 智識の 注入 を 要す、 信仰 は 勿論 智 

識に 非す、 然れ ども 祌に關 する 智識 を 以て 其 根 を 深う し 且つ 堅く する 者な り、 感情 を 刺戟す る 者 は 眠 

れる 信仰 を 覺すを 得べ し、 然れ ども 智識 を 供す る 者に あら ざれば、 信仰の 根 を 堅く する 能 はす、 我^ 

は 信仰 復興の みならす、 亦 信仰 建立 を 要す 〇「 信仰に 關 して 爾曹を 慰め」 基督 信者 は 偉大なる 信仰 

を 突く 者な り、 亦^ 人の 限より 見れば 奇怪なる 信仰 を懷く 者な り、 而 して 此 信仰 を懷 くが 故に 彼 は ゆ 

の 迫害す る 所と なる、 故に 彼 は 時々 此 信仰に 關 して 慰めら る k を 要す、 卽ち 叱の 迫害 を 喚起す る此信 

仰の、 偽りの 信仰に あらす して、 返て 眞の 信仰なる を 示さる.^ を 要す、 迫害 は 信仰の 半面た るに 過ぎ 

す、 其 他の 半面 は 希 51- なり、 救拯 なり、 而 かも 我 儕 は 迫害に 遭遇して、 其の 苦き 一 面に のみ 意 を 留め 

て、 其のせ き 方面 を 忘る k に 至る、 我 儕が 信仰の 苦味 をのみ 感 する 時に 際して 其の 甘味 を、 我 倚に 想 

ひ 起さし むる 者 は 我 儕の 信仰に 關 して 我 倚 を 慰む る 者な り、 テモ テは此 任を帶 びて テサ n 一一  ケに遣 さ 

れ しなり 〇 「一人 もこの 忠 難の 中に 立て 搖 かされ ざらん ためなり」 玆に謂 ふ 所の 患難 は 勿論、 テサ 

n  -ーケ の 信徒が 不信者より 受けし 迫害な り、 共 如何に 激甚な りし 乎 は、 我 儕 非 基督 敎 11 に 在て 斯敎を 

信す る 者の 善く 知る 所な り、 迫害、 勿論 政府の 迫害に 止まらす、 政治的 迫害 は實に 最も 耐え 易き 迫害 
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なり、 最も 耐え 難き 迫害 は 社交的 迫害な り、 卽ち 迫害と 稱 へられざる 迫害な り、 骨肉の 反逆な り、 社 

會 より 受 くる 善意の 誤解な り、 主 を 知らざる 者より 偽善者 視し 惡人視 しせら る.^ ことなり、 卽ち鐵 火 

を 以て 責めら る& にあら すして、 針 尖 を 以て 刺さる \ ことなり、 誰か 能く 永く 惡蟲 の螫 傷に 耐 ゆる 者 

あらん 耶、 而 かも 基督 信者 は絕 えす 此 刺傷に 苦む 者な り、 政府の 威權を 以てする 大 なる 迫害 は 到る こ 

と 甚だ 稀な り、 然れ ども 彼が キリスト を 嫌 ふ 者より 蒙る 小なる 迫害 は 常に 在り、 而 して 耐え 難き は 寧 

ろ 此の 小なる 迫害な り、 大 迫害 は 多くの 殉敎者 を 生す、 然れ ども 小 迫害に 遭 ふて i 且る k 信者 甚だ 多し、 

而 して テサ： 1 一一 ケ 人が 遭遇せ し 患難 は 主として 此 種の 迫害な りしなる べし 〇 然れ ども パゥロ はテサ n 

一一 ケに 於け る 彼の 信者が 一人 も此 迫害の 中に 立て 搖 かされ ざらん こと を 欲へ り、 r 搖 かされる」 と は 

弱くせら る、 との 意 を 含む、 卽ち 信仰の 根據を 151 めら る、 ことなり、 迫害 は 我 倚 を キリストの 愛より 

絕ら すべから ざる は 勿論、 少しな りと も 我 儕の 信仰の 根 據を搖 がすべからざる なりと、 若し 迫害の 眞 

意に して 知られん 乎、 是れ 信仰 を 弱むべき ものに あらす して、 返て 之を强 むべき 者な り、 迫害に 遭 ふ 

て 信仰 を 菜つ る 者 は藥を 呑んで 返て 死に 就く 者な り、 信仰的 智識の 必要 は 迫害の 時に 方て 最も 大 なり 

とす 〇 「爾曹 自 から 知る 如く」 我が 今更ら 此 事を爾 曹に吿 ぐる を 要せす、 爾曹自 から 旣に 善く 之 を 

知る 〇 「我 倚は此 ために 定められ たれば 也」 我 倚 基督 信者 は 迫害の ために 豫め 定められ たる 者な り、 

迫害 は 我祷に 臨らざる ベから ざる ものな り、 是れ なからん 乎. 我 儕 は 基督 信者に あらざる なり、 我 倚 ■ 

世に 愛せられん 乎、 我 儕 は キリストの 屬 にあらざる なり、 世に 憎まる.^ が 基督 信者の 特性な り、 彼 は 

榮 光と 凌辱と に 定められし 者な り、 故に 若し 繭 曹各樣 の 試 誘 (忠 難、 迫害) に 遇 は V 之 を 喜ぶべき 事 

とすべし (雅各 書 一章 二 節.)、 之を怪 とする 勿れ、 基督 信者の 艱難 をう くる は 火の 子の 上に 飛ぶ が 如し 


(約 百 記 五 章 七 節〕、 基督 信者 は 救濟と 同時に ま 難に 豫定 せられし 者たり。 

四、 また 我 倚 雨曹と 偕に 在りし 時に、 我 倚の 患難に 遇. はんこと を爾 曹に吿 げたれば なり、 し 

て此 如く 成れり、 爾曹が 知る 所の 如し。 

「我 倚」 パゥ &、 テモテ * シ ラス 〇 「我 儕の」 基督 信者 全體の 〇 迫害 は 我等に 豫定 せられし も 

のなる のみなら す、 其 到 來は亦 我 俾傳道 師の豫 言せ し 所な り、 爾曹 初めて 主 を 信す る や、 爾曹の 初め 

の 熱心に 驅られ て、 信仰に 迫害の 伴 ふこと を 想 は ざり き、 然れ ども 我 倚、 爾曹と 偕に 在りし 時に、 基 

督 1W 者た る 者の 必す 迫害と 稱 する 特種の 息 難に 遭遇す ベ き こと を 爾曹に 告げて 止 まざりき、 而 して 八：' 

果して 其 如く 成れり、 依て 知るべし、 爾曹の 身に 及びし ことの 我 倚の 豫 期せ ざり しこと にあらざる こ 

と を， 我 儕 は 信仰に 伴ふ忠 難を秘 して 之れ を 爾曹に 傅へ ざり し 〇 「雨 前 E が 知る 所の 如し」 爾曹が 今 

知る 所の 如し、 爾曹は 今日まで 迫害に 就て 聞く も 之 を 信ぜ ざり し、 然れ ども 今に 至て 我 儕の 首の 眞な 

る を 知る。 

五、 是 故に 我 忍ぶ こと 能 はすな りければ 爾曹の 信仰 を 確 めんた めに 人 を 遣したり、 是れ 試む る 者 

の 爾曹を 試み、 我 倚の 勤勞の 徒し くな らんこと を 恐れ たれば 也。 

「是 故に 云々」 第一 節 以下 を 繰返して 云 ふ、 「確かめん」 は 「堅 k うせん」 に 非す、 バウ 口の 心 

に 於て テサロ  -ーケ 人の 信仰の 確實 なる を 確 知 せん ためなり、 「人」 は 勿論 テモテ なり 〇r 試む る 者」 

試 誘 者に して 惡魔 なり (馬 太 四の 三 を 見よ)、 惡魔は 迫害 を 利用して、 信者より 其 信仰 を 奪 はんと 欲 

す、 彼 は 信仰の 損害と 不信の 利益と を說 いて 信者 を キリストの 愛より 離絕 せんと 計る、 迫害の 恐る ベ 

き は玆に 在り、 卽ち乘 すべきの 機會を 悪魔に 供す るに あり 〇 「我 倚の 勤勞の 徒し くな らんこと 云々」 
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惡魔 は破壞 者な り、 彼 は 毀つ に 巧に して 亦 毀つ を 以て 快と なす 者な り * 建設 は祌の 事業に して 破 壌 は 

惡 魔の 事業な り、 我 儕 は惡魔 自身 を 恐れす、 「一首 以て 彼 を 殺す を 得べ し」、 我 倚 は 彼の 巧妙なる 詐 

術 を 恐る、 卽ち 正義と 人道と を 口にし、 然り 時には 基督 敎其 物を唱 へ、 之に 利害の 念 を 加味して、 人 

を單 純なる キリストの 愛より 絶ら する 彼の 異能を 恐る、 蛇の 詭詐に エバの 惑され し 如く、 繭曹 の心壞 

はれて キリストに 向 ふ 誠實を 離れん 事 を 我 儕 は懼る (哥林 多 後書 十一 章 三 節)、 而 かも、 噎、 彼れ 幾囘か 

我 倚の 子 を^ ひ 去りし よ、 而 して 我 倚 を 罵詈しながら 我 儕と 我 倚の 主ィ H ス キリスト を 去り 往く 彼等 

を 目撃す る ことの 如何に 辛ら きょ、 世に 残酷なる ことと て 人の 信仰 を 毀つ が 如き は あらす、 而 かも 此 

惨事 は 我 儕 俾道師 の 日- <- 目擊 する 所な り、 我 儕の 勤勞は S 々徒く せらる、 信仰の 子供 は 日々 俗 了し つ 

つ あり、 而 かも 俗 了す ると は 知らす に、 否な 向上す と自 から 信じつ 

六、 然れ ども 今テモ テ雨曹 より 我 儕に 歸り來 りて 爾曹の 信仰と 愛との 嘉き音 を 聞かせ、 叉 爾曹常 

に 我 倚に 善意 を 表し、 我 倚が 爾曹に 遭 ふこと を 欲 ふが 如く、 我 倚に 遭 ふこと を 切りに 願 ふと 吿げ 

たり 0 

然れ ども テモテ 今 使命 を 全うして 歸り來 り、 爾曹の 信仰と 愛と に關 する 幅 音 (嘉き 音れ〕 を 我 倚に 

聞かせ、 又 爾曹が 我 儕の 敵が 我 倚に 就て 爾曹に 語る 誹謗の 一一 s に 耳 を 傾く る ことなくして、 今 尙ほ我 倚 

に對 して 好意 を 表し、 我 儕が 爾曹を 見ん と 欲する が 如く、 爾曹も 亦 我 儕 を 見ん と 欲する こと を吿 げた 

りと、 偉大なる パゥ II も 亦 情の 人な りし、 彼 も 亦 彼の 弟子に 善く 意 はれん こと を 欲せり、 而 して 彼等 

の 場合に 於て は彼パ ゥ 口 を 善く 意 ふ は キリス トを 善く 意 ふこと なりき、 一 一 者の 關 係の 非常に 親密なる、 

バウ を棄て 去りし 者 は必す キリスト を棄て 去れり、 故に バウ a はテサ n  II ケ 人の 彼に 忠實 なる を 聞 


いて、 彼等が 亦 キリストに 忠實 なる を 知れり、 是れ 彼が 此事を 聞いて 特に 喜びし 所以な り。 

七、 是 故に 兄弟よ、 我 倚 さまみ \ の忠 難と 禍害との 中に 爾曹の 信仰に 因りて 爾曹に 就て 安 慰 を 得 

たり。 

r 忠難」 は此 場合に 於て は衷 なる 澳惱 なり、 之に 對 して 「禍害」 は 外なる 苦痛に して 迫害な り、 パ 

ゥ 口 はテモ テが II ら せし 報知に 依て 彼の 5： 外の 苦痛の 中に、 安 慰 を 得たり となり 〇 「繭曹 に 就て」 

パゥ 0 に 一 大愛慮 ありたり、 卽ち 諸の 敎會の 憂慮 是れ なり (哥林 多 後書 十 一 章サ八 節〕、 而 して テサロ  二 

ケ敎 會に關 する 憂慮に 就て は テモテ の持歸 りし テサロ  -ーケ 信徒の 報知に 由て 安 慰 を 得たり となり、 父 

が 其 子の 安否 を 知らん と 欲する 如く、 パゥ o は 彼の 弟子の 靈 魂の 安否 を 知らん と 欲せり、 而 して 其 健 

全な りし を 聞いて 彼 は 一 大 重荷の 彼の 肩より 落し を 感じたり、 彼等 は 彼が キリストに 在て 福音 を 以て 

生 み し 愛子な り 23 林 多 前書 四 章 十五 節)、 彼が 彼等 を 想 ふ は宜 ベ なり、 そ は 肉體の 父子の 關係 も靈魂 の 

それに 及ば ざれば なり。 

八、 蓋爾曹 若し 主に 在りて 堅く 立たん 乎、 我 儕 は 今 之に 因て 生く るな り 

「蓋」 我 儕が 爾曹の 信仰に 就て 安 慰 を 得たり し 理由 は 叉此に 在り 〇 爾曹 若し 主 キリ ストに 在りて 

堅く 立たん 乎、 是れ我 儕の 安 慰なる のみなら す、 亦 生命な り、 我 倚の 生く る は 面曹の 信仰に 由るな り、 

我 倚 生きて 何 をび If: まん 乎、 爾曹 をして 我 磨の 神なる 父の 前に 潔くして 責 むべき 所な からしめ ん禀 なら 

ず や (十三 節 y 我 倚の 生命 は 爾曹の 信仰に 繁 る」 なり、 爾曹の 信仰に して 毀た れん 乎、 我に 生く るの 

訟 なきな りと 〇 是れ 激語の 如くに 聞え て 激語に 非す、 母の 生命が 其兒の それに 繁 がるが 如く、 俾道帥 

の 生命 は 信者の 信仰 (靈的 生命 〕 に繁 がるな り、 母が 巳れ よりも 其兒を 愛する が 如く、  •  燕の 師父なる 
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傳道師 は 己れ よりも 彼が キリストに 在て 生みし 信者 を 愛するな り、 是 れ事實 なり、 此事實 を 知らざる 

者 は 未だ 贫て 傳道師 たりし ことなき 者な り。 

九、 我 儕が 雨曹に 因りて 祌の 前に 歡ぶ 所の 喜びに 就て 爾曹 のために 如何なる 感謝 を 以て 神に 報ゐ 

んゃ。 

感謝の 內容と 性質と は玆 にあり、 其內 容は歡 喜な り、 其 性質 は 報恩な り、 而 かも 我に 關 する 歡 喜に 

非す して 我に 託り て 救 はれし 者に 關 する 歡 喜な り、 我に 對 する 信者の 報恩に あらす して、 我より 神に 

對 する 我が 報恩な り、 我 儕が 神に 報 ゆるに 只 感謝の 一途 あるの み、 而 かも 如何にして 感謝 せん 乎、 其 

途 さへ も 我 倚 は 知らざる なり、 .言 ふ 勿れ、 基督 信者の 生涯に 喜悅 なしと、 喜悅の 最も 高く して 最も 潔 

きもの は 彼に 在り、 彼の 信仰の 健全なる 時に 彼 は 喜悅の 最高 度に 在る 者な り。 

十、 我 儕 は 夜 晝爾曹 の 面 を 見、 爾曹の 信仰の 足らざる 所 を 補 はんとて 切りに 神に 願 求む る 也 

又 師父の 情を敍 して 言 ふ、 彼等の 信仰に 尙ほ 不足なる 所 あり、 彼 は 彼等に 會 して 面と 面と を 合せて 

此 不足 を 補 はんと 欲すと、 筆 を 以てする 傳 道に 靴 を 隔て 痒き に 達せん とする が 如きの 感 あり、 パゥロ 

の 熟 誠なる、 彼 は 度々 筆 を 以てして は 甚だ 緩漫 しく 感じたり しが 如し。 

十一、 叉 我 倚の 父なる 祌、 及び 我 儕の 主ィ H スは 親から 我 儕 を 導きて 爾曹に 至らし め、 

「叉」 我 儕の 切りに 願 ひ 求む る 所 は 叉是れ なり、 以下 二 節 は 前節の 祈願に 加へ て 言 ふ or 父なる 

祌 及び 主ィ エス」 同位 同一の 者たり、 故に 以下の 働詞は 皆な 單數 勸詞 なり 〇 「親から 云々」 我 倚 

は 切りに 望む も サタンに 妨げられて 爾曹の 許に 到る 能 はす、 然れ ども 神 は 其 聖旨に 適 ふ 時に、 親から 

我 倚の ために 道 を 開きて 我 儕 を 雨曹の 所に 笾 マき 給 はんと。 


十二、 又 主が 爾曹の 相互に 對し、 又 衆の 人に 對 する 愛 を增し 且つ 滿 たし、 我 儕が 雨 曹に對 する 愛 

の 如くなら しめん ことなり。 

信者の 愛に 二種 あり、 信者 相互に 對 する 愛、 是れ其 一 なり、 世界 萬お に對 する 愛、 是れ 其の 二な り、 

而 して 是等ー 一種の 愛 は 其 源に 於て は 一 なり、 而 して バウ ti はテサ 一一  ケ 人の 此 愛の、 主ィ H スに 依て 

增し 且つ 滿 されん こと を 願 求へ り、 人 は 神に 在て 愛の 受器 なれば 彼 は 其 量の 日々 に增 し、 又 彼の 容量 

に準じて 其 常に 滿ち 居らん こと を 願 求 はざる ベから す 〇 「我 倚が 面 曹に對 する 愛」 バウ II は 彼の 愛 

に 就て 誇て 撣ら す、 そ は是れ 彼れ の 愛に 非ら すして、 彼が キリストより 授かりし 愛 なれば なり、 彼の 

愛 は 模範的な り、 キリストの 愛なる が 故に 彼 は 彼の 信徒の 愛が 彼の 彼等に 對 する 愛の 如くな らんこと 

を 欲へ り。 

十三、 是れ爾 曹の心 をして 我 倚の 主ィ H スが其 諸の 聖徒と 共に 来らん 時、 吾 儕の 父なる 神の 前に 

潔くして 責 むべき 所な からし めんた め 也。 

「是 れ」 我が 斯く願 求 ふ は 他な し、 雨 曹の心 をして 云々 〇 「主ィ H スが其 諸の 聖徒と 共に 来らん 

時 云々」 キリストの 再 來を言 ふ、 次章に 於て 審 かなり、 我 儕の 信仰の 不足 を 補 はれん こと も、 亦た 

我 倚の 愛の 増し 且つ 滿 ちんこと も、 其の 目的と する 所 は 他に あるな し、 卽ち我 倚が キリストの 再来の 

時に 方て 祌の 前に 恥辱 を 取ら ざらん が ためなり、 基督 敎は社 會道德 のために 聖 潔を說 かす、 又 德其物 

厶厶<1厶<3厶<"<"<"<1<"<<3厶厶<3<3<3<:厶< ：厶 △△<"<"△△△△ 厶厶 △<△ 

のために 德を勸 めす、 基督 敎は 恐るべき 神の 終末の 審判の 日に 對 する 準備と して 身の 聖 潔と 愛の 充赏 

を 促が すなり、 是れを 迷信な りと 稱ふ 者は稱 ふべ し、 然れ ども 聖書が 斯く敎 ふる は事實 なり、 道德の 

目的 は 終末の 審判の 日に 對 する 準備に ありと、 初代の 基督 敎徒は 斯く唱 へたり、 而 して 今の 基督教 徒 
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も 亦 斯く唱 へざる ベから す、 曰く 「社 會道德 」* 曰く 「純 道德」 と、 基督教に 在て は是れ 何の 意義 を 

も存 せざる 語句な り、 我 倚 は 古き 聖書の 道德に 還らん。 

第 三 章概察 

〇 此窣又 よく バウ 口の 眞情 を彰 して 剩す 所な し、 彼れ は 彼の 感情 を發 露して 恥と なさす、 彼 は 彼の 信 

徒に 愛せら れんこと を 欲せり、 彼 は 彼等と 共に 居らん こと を 願へ り、 彼 は 意志の 人、 道德の 人な りし 

と 同時に 亦 感情の 人な りし、 感情 は 人の 弱點に 非す、 否な、 或る 場合に 於て は 畏縮な く 感情 を發 表す 

る は 返て 其 人の 偉大なる を 示す、 我 倚 をして 情愛に 於て は 小兒の 如くなら しめよ、 卽ち 潔くして 切な 

らしめ よ。 

.〇 迫害 は 之れ を 初めより 秘 すべから す、 そ は是れ 信仰の 必要 的 附隨物 なれば なり、 基督 敎は 苦味 を 混 

ぜ ざる 甘味に あらす、 是 れを雜 なき 蜂の 蜜な りと 稱 して 人に 薦 むる 者 は 虚偽 を 彼に 薦 むる 者な り、 迫 

害 を 冒して キリストに 至らん と 欲する 者の み、 誠に キリストに 依て 救 はれん と 欲する 者な り (路加 傳 

十四 章廿 五節 以下 參考 )、 而 かもせ 露 的 基督 敎を 供して、 返て 人 を 殄滅に 導く 俾道帥 は 世に 乏しから 

チ (三、 g 節)。 

〇 傳道師 の 歡喜は 其の 信徒の 堅 信に あり、 何物 か 此の 歡 喜に 比すべき もの あらん や、 何物 か此 失望に 

較 ぶべき もの あらん や、 彼 は 信徒の 堅 信 を 聞いて 生き、 其 墮落を 聞いて 死す、 彼の 生命 は 信徒の それ 

に繁 がる， 彼 は 獨り救 はれて 天 國に往 かんと は 欲せす、 彼 は 彼等と 共に 主の 臺 前に 出 でんと 欲す、 靈 

的 W 體是 を敎 會と稱 す、 而 して 敎會の 生命 は 軍隊の それと 同じく 國體 的な り、 我 倚 は 個人と しての み 

教 はる k 者に 非す (八 節)。 


第 ra 章 

f、 然れば兄^^ょ、 我 儕 終りに 主 イエスに 在りて 爾曹を 求め 且つ 勸む、 雨 酉 如：^ に步 みて 神を悅 

ばす ベ き か を 我 儕より 受けし 如く、 益 々 之 に 進ま ん こと を。 

「然れ ば … … 終りに」 帖撒 羅尼迦 前書の 目的 は 迫害に 遭遇せ る 基督 信徒 を 慰めん とする にあり き、 

而 して 慰藉の 一一 一一 11 を 書き終て 後に、 バウ 口 は兹に 更らに 彼が 重要な りと 信す る餘 事に 就て 述べん と 欲す、 

前 三 章 は 木 書の 本文に して、 後 二 章 は 其附錄 なり、 「然れ ば」 は繼 承の 詞 にして 前 三 章 を 承け て 云 ふ、 

「終りに」 は 論 結の 辭 にして 後一 一章 を 紹介して 云 ふ 〇「 主ィ H スに 在りて」 * 誓 信者 は主ィ ェ スに 

在りて 兄弟た るな り、 彼等 は 彼に 在りて 相愛し、 相役 ふ、 パゥロ は 直接に テサ B  二 ケ 人に 語らん と は 

爲 さす、 ィ H スに 在りて、 卽ちィ H ス なる 神の聖 殿に 於て、 架 靈の恩 化の 中に 彼等に 告 ぐる 所 あらん 

とす 〇 「求め 且つ 勸む」 我 倚の ために 求め、 爾曹 のために 勸む、 「求め」 は 願 求な り、。 ハウ は 彼 

の 信徒 の 信仰の 進歩に 就て 彼等に 懇願して 止 まざりし なり 〇 「神 を悅 ばすべき か を 云々」 基督 信徒 

の 道德は 祌を悅 ばす の途 なり、 £ 一疋れ 社會道 德と稱 して 人に 對す るの 道に あらす、 又、 天道と 稱 して、 

天の 命す る 法^に あらす、 基督 信徒の 道德は 孝道の 最も 高尙 なる ものな り、 卽ち聖 なる 愛の 父 を悅ば 

せんた めの 行爲 なり、 義務 は 其 一部分なる も 其 大部分 は 愛な り、 如何にして 我が 在天の 父 を悅ば せん 

乎、 此配盧 ありて 彼に 聖 なる 道德は あるな り 〇 「益々 之に 進まん こと を」 我倚傳 道： 帥 は 祌を悅 ばす 

の途 (基督 敎的 道德) を 爾曹に 授けたり、 而 して 爾曹は 之 を 受けて 旣に 其實行 を 努めつ、 あり、 我 儕 

今更め て 爾曹 に 求め 且つ 勸む、 K らに カを盡 して：. 化々 之に 進まん こと をと、 德行 に 進歩な かる ベ か ら 

す、 新たなる 敎 訓を受 くる を 要せす、 舊き敎 訓の實 行を勵 まざる ベから す。 
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二、 我 儕主ィ H ス に 託り て 如何なる 訓誡 を 爾曹に 授けし か を雨曹 知れば なり。 

前節の 重複な り、 然れ ども 必要なる 重複な り、 テサ 0 一一  ケ 信徒 はパゥ 口の 訓誡の 足ら ざり し を循に 

取りて、 其赏行 を 怠る の權れ ありたり、 然れ ども 彼等の 授かりし 訓誡 は 明白に して 欺く ベから す、 其、 

如何なる 訓誡な りし 乎 は、 彼等 善く 之 を 知れり、 彼等 は 今 は 訓誡の 不足 叉 は 不明の 故 を 以て 聖德 實踐 

の 責任 を 免る 能 はすと 〇「 ィ H スに 託り て」 とい ふ は 「ィ ェ スに 在りて」 と 言 ふと 意義 を 異にせす、 

只 「在りて」 と 云 ふ は 師弟 同等の 態度 を 示し、 「託り て」 と 云 ふ は 「代りて」 の 意 を 含みて、 師 たる 

者の 威權を 示す、 「主に 在りて」 懇 求し 且つ 勸識 し、 「主に 託り て」 訓誡 を 授けたり と 云 ふ。 

三、 祌の旨 は 雨 曹の潔 めら れんこと なり、 卽ち 爾曹が 姦淫より 遠 かり、 

爾曹は 神を悅 ばすべき なり、 而 して 神の 聖旨 は 爾曹の 潔 めら れんこと なれば、 雨曹祌 を悅ば せんと 

欲せば 彼の 皆 に從 ひて 自己 を 潔め 姦淫より 遠から ざるべ からすと 〇 「潔め」 の 意義 は廣 し、 淸廉、 潔 

白、 公義、 仁愛、 皆な 聖 潔なら ざるに 非す、 然れ ども 「潔め」 の 特^の 意義 は姦 5! より 遠 かる ことな 

り、 卽ち 不潔なる 男女の 交際 を 避く る ことなり、 姦淫 は 靈魂を 殺す の 罪な り、 人の 凡て 行 ふ 罪 は 身の 

外に ぁリ、 然れど 淫を行 ふ 者 は 己が 身 を 犯すな リ (哥林 多 前書 六 章 十八 節)、 神の 嫌 ひ 給 ふ 罪に して！^ 淫 

の 如き はなし、 聖 潔と は 特に 貞潔の 意な り。 

四、 各自の 器 を聖く 貴く 用ゐる こと を 知り、 

「器」 肉體 なり、 是れ聖 と 善と を爲 さんため に 吾人に 供 へられし 器械な り、 我 倚は聖 一く、 貴く 之 

を 用 ひざる ベから す 〇「 聖く」 は 神の 爲め になり、 「貴く」 は 己の ためにな り、 神の 榮ぇ を顯 はさん 

ために、 叉 己の 救扬を 全うせん ために 我 儕 は 之 を 善用せ ざるべ からす 〇 「用ゐ る」 に 統御の 意 あり、 


邪 愁の人 は 情念の 支配す る 所の 者たり、 然れ ども 我 倚 は 肉體を 支配し、 之 を 統御せ ざるべ からす、 肉 

體は 或る 意味に 於て は 野獸の 如き ものな り、 我 儕、 自 から 進んで 之 を 統御す るに あら ざれば、 其 使役 

する 所と なる、 故に バウ ロはコ 口 サイ 人に 書き 贈て 言へ り、 爾曹の 地に ある 肢體を 殺すべし と (哥羅 西 

書 三 章 五節)。 

五、 神 を 知らざる 異邦人の 如く 邪愁の 熱情 を 以て (支配され) ざる を 知り、 

「神 を 知らざる 異邦人」 不信者な り、 バウ 口の 眼より 見て 最も 憫 むべき 者な り、 キリスト 無く、 

望な く、 又 世に 在りて 神な き 者な り 弗 所 書 二 章 十二 節 )〇 「邪愁 の 熱情 云々」 祌を 知らざる 不信者 

の 中に 學者は 有り、 政治家 は 有り、 才子 は 有り、 英雄 はあり、 然れ ども 聖 なる エホバの 神 を識ら ざる 

彼等の 中に 能く 己の 邪愁の 熱情 を 統御し 得る 者 は あらす、 政治家 ペリ クリス は 希 職 聯邦 を 統治し 得 て 、 

己 は 一 婦人 ァス パシヤの 支配 を 受けたり、 我が 豐 太閤 は 天下の 諸侯 を 率 ひながら、 己 は 一才 姬淀 君の 

率 ふる 所と なりたり、 神 を 知らす して 哲學 者た る を 得ん、 政治家、 軍人、 經世 家た る を 得ん、 然れど 

も 神 を 知らす して、 「邪 愁の熟 情」 の 支配より 脫 する 能 はす。 

六、 且つ 此 事に 就て 共 n 儿弟を 苦め 且つ 害 は ざらん こと 是 なり、 凡て 是 等の 事に 關 して 主 は 翁 判 き 

給へば なり、 卽ち我 儕が 曩に 爾曹に 告げ 且つ 嚴に證 せし が 如し。 

「且つ 此事 云々」 如何なる 種類の 姦淫が パゥ & 在世 當 時の 羅 馬帝國 内に 於て、 行 はれつ k ありし 

乎 は、 之 を 羅馬書 一章 廿六、 卄七 節、 哥林多 前書 五 章 一節、 以弗所 書 五 章 三 節 等の 供す る 暗示に. E り 

て 稍々 推測す る を 得べ し、 「汝、 淫 する 勿れ」、 「汝、 その 隣人の 妻 を 貪る 勿れ」 と は 神の 訓誡な り 

と雖 も、 神 を識ら ざる 人 は 「隣人の 妻 を 貪る」 を 以て、 特に 功名 手柄と 做す が 如し、 彼等 は 簡易なる 
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罪惡を 以て 飽足ら す、 其、 之 を 犯す に 困難なる を 以て 返て 跌樂 多し となす、 姦淫に 竊盜を 兼ねて 彼等 

は 罪惡の 興味 を感 する こと 愈々 多き が 如し、 而 して バウ 口が 今、 玆に 特に 誡 めんと 欲する こと はテサ 

n 一一  ケに 在る 彼の 信徒が、 特に 此極惡 の 罪に 携 はら ざらん ことなり、 赛淫は 一人に 對 しての 罪に あら 

す、 其 係 はる 所、 甚だ 廣し、 姦淫 は 愛情の 奪取な り、 卽ち 「兄弟 を 苦め 且つ 害」 ふこと なり 〇 「是等 

の 事に 關 して 主 は 審判き 給へば なり」 神 を 知らざる 不信者 は 言 ふ、 姦淫 は 細事な り、 以て 深く 頓る 

に 足らす、 克 く忠、 克く 求に して、 閨 門の 私事の 如き は 之 を 不問に 委ねて 可な りと、 然れ ども バウ 口 

は 一一 K ふ 「姦淫 は 細 * に 非す、 大^^fなり、 私 51- に 非す、 公事な り、 此 事に 關 して 主 は 審判き 給 ふ」 と、 

又、 神 は 一句 合 また 姦淫す る 者 を 審判き 給 はんと (希 伯來書 十三 章 四 節)、 姦淫 は 人に 對 する 罪なる のみな 

らす、 亦 殊に 神に 對 する 罪な り、 神の 殊に 憎み 給 ふ 罪な り、 聖 なる H ホバの 神 は 殊に 情 性の 聖潔を 要 

まこと 

求し 給 ふ 〇r 嚴 かに 證す」 單に此 事を爾 曹に吿 げしの みならす、 力 を 込めて 其實に 神の ぼなる こと 

を證 明せ り、 神の 前に 爾曹の 良心に 訴 へて (厳かに〕 證明 せりと、 始めて基督を信ぜし人に向て^^淫 

の 重大なる 罪惡 なること を 示す の 困難 は 今 も 昔 も渝る ことなし。 

七、 夫れ 神の 我 倚 を 招き 給 ひし は 汚據に 於て にあら す、 聖潔を 以て. なり。 

「汚穢に 於て にあら す」 我 倚 は 情 性の 聖 潔を勉 むべき なり、 夫れ 神が 我 倚 を 召き 給 ひし 時に、 彼 

は 我 儕に 聖潔を 施さす して、 卽ち我 儕の 汚 據の耿 態に 於て、 我 儕 を 召き 給 は ざり し， 聖 潔は聖 召と 同 

時に 行 はれたり、 汚穢の 儘なる 聖 召なる もの は 神の 行 働の 中に 有る ことなしと 〇 「聖潔 を 以て」 聖 

召 は 潔 を 以て 行 はれたり. 卽ち我 儕の 心に i*- 靈の 能力 を 以てする 聖潔 を自覺 して、 我 儕 は 神の 聖召 

に與 かりし を識れ り、 斯くて 我 儕 は旣に (少 くと も -ー 次 は」 聖 潔め られ たる 者な り、 今にして 再び 污 


據の元 狀に復 るべ からすと。 

八、 是 故に 馒る者 は 人を慢 るに 非す、 其 聖靈を 我 倚に 賜 ひし 神を慢 るな り。 

「慢 る」 排斥し、 叉 は 蔑視す るの 意な り、 而 して 「慢る 者」 と は バウ 0 の此 訓誡 を慢 りて 不義 を _ 

行 ふ 者な り、 斯 かる 者 は 人なる 彼れ バウ n を慢る 者に あらす、 彼 を 以て 此命 を傳 へしめ し祌を 慢る考 

なり 〇 「其 聖靈を 我 儕に 賜 ひし 云々」 單に 在天の 祌を慢 るに 止まらす、 曾て 彼等 を 其 愛子の 國 にな 

き 給 ひし 時に 其 聖靈を 彼等の 心に 注ぎて 彼等 を 潔め 給 ひし 祌を慢 るな り、 斯 かる 者 は 神の 一 たび 潔め 

給 ひし 聖殿を 再た び據す 者に して、 神の 子 を 再び 十字架に 釘け て顯 辱と する (： 希 伯 來書六 章 六 節 ノ」 に 等し 

き 罪 を 犯 かす 者な り、 人 を 馒るは 易し、 祌を慢 る は 易から す、 殊に 其 i や 戴 を 我 倚に 給 ひし 祌を慢 る は 

易から す、 斯 かる 罪惡を 放任し 置かん か、 終に 赦 さるべからざる 罪に 陷 るの 危險 なきに 非す (馬 太傳 

十二 窣卅 一節 參 照)。 

九、 兄弟 を 愛する 事に 就て は 我、 爾曹に 書 贈る に 及ばす、 そ は爾曹 互に 相愛 せんが 爲 めに 親しく 

神より 敎 へられ たれば 也 

「兄弟 を 愛する 事」 パゥ n が 終りに 言 はんと 欲する 事 (第一 節ソの 第一 は赛淫 より 遠 からん ことな 

りき、 其 第二 は 兄弟 を 愛せん ことなりき、 ^^淫を遠けて兄弟を愛すべし、 消極的に 自己 を 潔う して 積 

極 的に 兄弟 を 愛すべし と 〇 「親しく 神より 敎 へられたり」  > 遽淫を 避く る ことに 就て は 我 は 厳かに 雨 

曹に證 せり、 然 りと 雖も 兄弟 を 愛する ことに 就て は爾曹 親しく 神より 敎 へられたり、 神 は 愛 なれば、 

彼を識 りて 愛 を 知らざる を 得す、 神 は 自己 を 人に 顯 はし 給 ひて 彼に 親しく 愛 を 敎へ給 ふ、 然り、 愛 は 

之 を 人より 學ぶを 得す、 神 を 愛しての み、 或 ひ は 神に 愛せられて のみ、 我 儕 は 愛の 何たる 乎 を 知るな 
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り、 彼れ 使徒 バウ a と 雖も愛 を 人に 傳 ふるに 足る の 器に あら ざり き。 

十、 爾曹 マケド ニヤの 全地に 在る 凡ての 兄弟に 此の 如く 行へ り、 然れ ども 兄弟よ、 我 倚、 爾曹が 

益 々 此 事に 進まん こと を勸 む。 

「マ ケド 一一 ャ 全地に 在る 凡ての 兄弟 云 .v」 テサ a 一一  ケ 信徒の 愛に 就て はパゥ 口 は 多言 を 要せ ざり 

き、 そ は 彼等 は 直に 之を祌 より 受けて、 是を 彼等の 小圑體 (敎會 ) の 中に 於ての みならす、 廣く之 を 

マケ ドー ーャ 全地にまで 及し たれば なり、 地方 的 觀念を 排除す る 者に して 神の愛の 如き は あらす、 テサ 

n 一一  ケ 信徒の 愛 は 小な りと 雖も旣 に バルカン半島の 半 部 を包懷 せり 〇 「然れ ど 兄弟よ 云々」 彼等の 

愛 は 旣に顯 著な り、 然れ ども パゥ 口. は 彼等が 兹に 止まらす して、 益々 其區 域と 濃度と を增 さん こと を 

求へ り 〇 「益々 此 事に 進まん こと を勸 む」 第一 節に 於て 言へ るが 如し、 パゥロ 獨特の 語調な り、 彼 

は 進んで 息まざる の 人な りき、 常に 增大を 望む の 人な りき、 此點に 於て は パゥロ は 小兒の 如し、 神の 

恩惠を 求む るに 於て 多愁 なること パ ゥ a の 如き は あらざる なり。 

十一、 且つ 安 ならん こと を 追求め よ、 叉 己の 業 を 行 ひ、 己の 手 を 以て 働かん こと を勸 む、 卽ち 

我 倚が 曩に訓 へしが 如し。 

「安 靜 ならん こと を 追求め よ」 活潑 なる パゥ& は 安靜を 愛せり、 彼 は 好んで 喧噪の 地を擇 まざり 

き、 群衆の中に立て其喝采に與からんとするが如きは^^く彼の本性に戾れり、 行し 得べき 限り は 力 を 

竭 して 人々 と睦み 親むべし と (羅馬 書 十二 章 十八 節〕、 安靜 ならす して 勞働 あるな し、 勞働を 愛する 者 は 

行し 得べき 限り 衆 」此 の 交際 を 避けて 獨り 神と 偕に 歩まん こと を 期す、 活動と 稱 して、 漫 りに 集 會を催 

し 他人の 信仰に 立 入る が 如き は 彼の 斷 じて 爲さ る 所な り 〇「 追求め よ」 野心 を 起せよ との 意な 


り (PMlotimeistllai  =  to  be  ambitious)* 獨り自 から 靜 かならん と 欲する の 野、 も を 起せよ となり * 奇 

異なる 野心なる かな、 野心 は 人が 世の 名 譽を博 せんと 欲して 起す ものなる に、 パゥ& は 兹に獨 り 退い 

て靜 かに 己の 業務に 勵 むの 野心 を 起すべし と勸 む、 而 かも 此謎 語の 中に 萬 解の 意義 在て 存す 〇r 叉 己 

の 業 を 行 ひ」 他人の 事に 關 はる ことなく、 其 風評に 心 を 奪 はる X ことなく、 靜 かに 己の 業務に 就く 

べしと、 衣食 を 得る ための 業な りと て 之を卑 むべ からす、 そ は是れ 天の 命ぜし 業に して、 之に 聖 なる 

天職の； 4： すれば なり、 懶惰は 罪惡の a! なり、 而 して 勞働は 彼女の 接近 を 避く るた めの 唯 一 の途 なり 

(提摩 太 前書 五 章 十三 節參 照) 〇 「己の 手 を 以て 働かん こと を勸 む」 己 は 安座して 他人 を 指示す る 

ことなく、 自 から 手 を 下して 働かん こと を勸 むと- 業務に 口 を 以てする 者と 手 を 以てする 者との 二種 

あり、 而 して 最も 健全なる 者 は 後者な り、 眞理は 耳 目を通う してより は、 寧ろ 指先 を 通う して 善く 心 

裡に 達する 者な り、 天然 は 之に 觸る、 にあら ざれば 其 秘訣 を 供せ す、 憐 むべき は 代言人 說敎師 の 類に 

して、 福 ひなる は 農夫 職工の 族な り 〇r 卽ち我 傅が 曩に訓 へしが 如し」 パゥロ は キリストの 一 i 昔と 

同時に 勞 働の 福音 を傳 へたり、 然り、 キリストの 福 昔は勞 働の 一 i 音な りき、 主 御自身が 勞働 者な りき. 

故に 愛せざる 者 は祌を 知らざる が 如くに、 勞 せざる 者 は キリスト を 知る 能 はざる なり、 最も 憤 値な き 

神學 は書齋 のみの 祌學 なり、 アクラと プ リス キラの 家に 天幕 を 製作り し バウ 0 は玆に ラビ、 ガ マリ H 

ルの 膝下に 於て よりも 善き 神 學を學 びたり、 基督 敎は 僧侶の 宗敎 にあら す、 平 人の 宗敎 なり、 手を以 

てす る 勞働を 解せ ざる 者の 探究し 得ざる 宗敎 なり。 

十二、 是れ爾 盲が 外の 者に 對し 相當に 歩み、 且つ 自身 も 乏しき 事 無らん ためなり。 

「外の 者」 信仰 以外の 者に して 神 を 知らざる 不信者な り 〇 「相 當に步 み」 社會 普通の 要求に 應 

帖撒羅 尼： M 前 * の W 究  五 五三 


パ ゥ 口 小 書！ StS 究 

する を 云 ふ、 基督 信徒 は *1 と 絶ちて 其 栢當の 要求 を 斥くべき 者に あらす、 行し 得べき 限り は カを竭 し- 

て 人々  と睦み 親まん と 欲する 彼 は、  亦、 常識 以外の 態度に 出て、 世の 感情 を 害 ふべ からす、 彼 は 信仰 

以外の 人に 對 して 鄙吝 なる ベ か らす、 彼 は 公司の 要求 は歡ん で 之に 應ぜ ざる ベ か らす、 而 して 之を爲 

さんがた めに 勞す、 勞働 は先づ 第一 に 我が 在住す る 社會國 家の ためなり 〇 「自身 乏しき 事な からん た 

めな り」 勞働は 第一 に 社會の ためなり、 第二に 自身の ためなり、 自身 乏しき に 遭 ふて 他人の 救助に 

與 から ざらん が ためなり、 人、 或 ひ は 言 はん、 是れ 平凡の 理 なり、 使徒 パゥ 口の 一一 一一 C に 似す と而 かも 信 

仰の 依賴に 流れ 易く、 宗敎の 懶惰を 促し 易き を 知る 者に して 此 言の 彼の 言なる を 疑 ふ 者 は あら じ、 世 

に依賴 根性に 富む 者に して 宗敎 專鬥 家の 如き は あらす、 而 して 彼に 自尊 自重の 念 を 生ぜし めんた めに 

は 彼に 勞 働の 義務 を說 き、 生産の 途を授 くるの 必要 あり、 一一 一一 11 あり 曰く  Laborare  St  orare. 「 勞 働く 

は崇拜 むな り」 と、 高尙に 神を拜 せんと 欲せば 健全に 勞 せざる ベから す。 

十三、 兄弟よ、 我 倚、 雨 i 曰が 旣に 寢れる 者に 就て 知らざる を 好ます、 叉爾 in がかの 希望 を 有た ざ 

る 他人の 如く 憂へ ざらん こと を 欲す。 

. 「寢れ る 者」 死者な り、 死 を 就眠と 見る は 基督 敎を 以て 始まれり、 ィ H スは會 堂の 宰ャィ II の 女 

に 就て 言 ひ 給へ り、 死た るに 非ず、 寢リ たる 耳と (路加 八の 五 二)、 叉 死た る ラザロに 就て 一一 一一 n ひ 給へ り、 

我 僭の 友 ラザロ 寢 ねた リ、 我、 彼を醒 さんため に往 くべ しと (ヨハネ 十一 の 十一)、 死 は 生命の 絡 息な り、 

然れ ども 基督 信者の 死 は 生命の 中止に 過ぎす、 彼 は； 冉び 醒めて 墓より 出で 来る 者な り、 彼 は 死して 総 

かに 寢る のみ、 英語に 墓地 を cemetery と 云 ふ は、 寢 所の 意な り. 我 儕が 青山に 寢 ると 言 ふ は 啻に 休 

息 を 意味して にあら す、 醒覺の 時期 ある を 信じて なり、 死 は 就眠な りと 解し 得る に 至る まで は、 基督 


敎の a 凝 を 了し 得たり と 云 ふ を 得す 〇 「希望 を 有たざる 他人」 「他人」 は 前節に 所謂る 「外の 者に 

して」 キリスト を 知らざる 世の 人な り- 卽ち望なく又世に在て神なき者なり(：^^所書ニ章十ニ節〕、 人 

生 僅かに 五十 年、 七十 は古來 稀な りと は 彼等の 生涯な り、 彼等に 璲 利の 希望 はあり、 榮 達の 希望 は あ 

り、 然れ ども 彼等に 復活、 昇天の 希 は あらざる なり、 卽ち、 彼等の 希望 は 希望と 稱す るに 足らざる- 

ものな り 〇 「憂へ ざらん こと を 欲す」 窗哭せ ざらん こと を 欲す、 死者に 就て 不信者が 爲 すが 如くに 

.1; も ひ 

斷 腸の 念を懷 かざらん こと を 欲すと、 其 理由 は 次 節に {番 かなり。 

十四、 そ は 我 倚 若し ィ H スの 死て 甦りし 事 を 信す るなら ば、 其 如くに ィ H スに 託り て旣に 寢りレ 

所の 者 を祌、 彼と 共に 携へ來 り 給 ふべ ければ 也。 

r ィ H ス の 死して 甦りし を 信す」 基督 信徒の 信仰の 大要 は是 なり、 蓋 若し 繭、 DC にて-王 イエ ス 

を認 はし、 又爾 心に て 神の 彼 を 死よ リ楚 らし 土 i を 信せば 救 はるべし (羅馬 書 十 章 九 節)、 基督 敎の 道徳- 

の 基礎 も、  敎義の 本源 も齊 しく 此 信仰に # す、 若し キリスト にして 甦ら ざり しなら ば、 我憐の 信仰 は 

無益に して、 我 倚 は尙ほ 罪に 在る なり (哥林 多 前書 十 五 章 十 七 節〕、 基督 敎 は 其 潔き 道德 に 於 て 在らす し 

て 其 死者 を役活 せし むる に 足る 能力に 於て 存す 〇 「ィ H スに 託り て 旣に寢 りし 所の 者」 ィ ヱ スの能 

力に 託り て 寝る を 得し 者、 彼に 託る にあら ざれば 常人の 如くに 死す ベ かりし 者、 彼 を 信す るに. H て 死 

せし にあら すして 寢 りし 者 云々、 人 は 何人も 生れながら にして 死して 墓に 寢るを 得る 者に あらす、 死 

して 睡 りし ィ H ス より 生命 を 受けての み、 彼に 在て 寢るを 得る 者な り、 イエス 曰 ひける は 我は復 生な 

リ、 生命な り、 我 を 信ずる 者 は 死る とも 生くべし と (約 翰傳十 一 章サ 五節)、 死 は 就眠たり とはィ H ス に 

託り ての み事實 たるな り C 「祌、 彼と 共に 携へ來 り 給 ふ」 ィ H スの び 世に 顯 はれ 給 ふ 時に、 神 は 
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彼 (ィ H ス) に 託り て寢 りし 者に 彼 (イエス) に 等しき 體を與 へ、 之 を 彼と 共に 携へ來 り 給 ふとな り、 

イエスの W 臨と 聖徒の 復活と は 同時に 行 はるべし、 ィ H スは 死て 趣り 給へ り、 我 儕 は 此事を 信す、 其 

如い に 我 倚 (信徒) の 中 旣にィ H スに 託り て寢 りし 者 は 彼の 再来の 日に 甦る を 得て、 彼と 共に 搏 び 世 

に 臨む を 得べ しとな り、 神 ヱホバ 來リ給 はん、 諸の 聖者 彼と 偕なる べし (撒 加 利亞書 十四の 五〕 〇 イエス 

曰 ひける は 我れ 生 くれば 繭曹も 生きん と (約 翰傳 十四 章 十九 節〕、 生 は 生 を 生す、 而 して 信仰 は 生命の 接 

取な り、 十二 年間 血 漏を忠 ひたる 婦がィ ヱスの 衣に 們 りて 能力 を 得て 疫 されし が 如くに、 我 倚 も 亦 信 

仰に m りて 身に ィ H スの 生命 を 受けて、 此壞る 者を壤 ざる 者と なす を 得べ し、 是れ 信仰の 奥義な り、 

理を 以て 推究 する 能 はす、 然れ ども 我 倚は祌 の 默 示と 信仰 の 實驗と に 由り て 其の 事の 然る を 知るな り。 

十五、 我 俺 主の 言 を 以て 爾曹に 告げん、 我 儕 主の 臨らん 時に 至る まで 活 きて 存れる 者は旣 に寢れ 

る 者に 先立た す。  - 

「主の 言 を 以て」 我 儕、 一一 一一 n ふに あらす、 主 は 我 儕 を 以て 爾曹に 告げ 給 ふ、 此 奥義 は 是れ 人の 究め 

んと 欲して 能 はざる 所の 者な り、 我 儕 は 主の 默 示に 由り て爾 曹に此 事を吿 ぐと、 是れ 人の 道に 非す、 

神 6 道な りと (二 章 十三 節 參考) 〇r 我 倚 …… 活 きて 存れる 者」 主の W 臨の 時まで 此 世に 存在す る 

者な り、 彼に 託り て 旣に寢 りし 者と 相對 して 云 ふ 〇 「寢れ る 者に 先立た す」 生者 は 死者に 先立た す、 

生者 先づ 再臨の 主を迎 ふるに 非す、 再臨 當 時に 存在す る こと 必 しも 特^の 恩惠に 非す、 我 儕 信徒 は總 

て 再臨の 主の 榮 光に 與 かる 者な りと 雖も、 而 かも 此 場合に 於て は、 後の 者 は 前に 爲ら す、 然り、 聖徒 

の 復活 は 其 殉敎の 順序に 從ふ べし、 始めに 主に 託り て 主の ために 寢 りし 者先づ 甦へ り、 終りに 終まで 

忍ぶ 者 甦るべし、 主 は 公平な り、 彼 は 前後の 差別 を 亂し給 はすと。 


十六、 それ 主自 から 號 令と 天使の 長の 聲と祌 の筑を 以て； 太より 降り 給 はん、 其 時 キリストに 在り 

て 死し 者先づ 甦るべし。 

みづ  さそ  みこ ゝろ 

「主自 から」 他者に 促されて に 非す、 外界の 事物に 誘 はれて に 非す、 自 から 其 聖旨の 儘に 其 聖旨 

を 遂行 せんがた めに 〇 「號 令」 權 威の 言な り、 以て 死者 を 活かす に 足る (約 翰傳五 章サ八 節)、 ラザロ 

よ 出よ との 如き 命令の 聲 なるべし (同 十 一 章 四十 三 節 )〇 「天使の 長の 聲と祌 の筑」 勿論 形容の 言 辭な 

り、 肉の 鼓膜に 響く 聲に あらす、 叉 祭司が 吹き 鳴らせし 銀の 筑に 非す、 良心に 響き渡る 聲 なり、 神の 

命令 を傳 ふる 恐るべき 音な り、 神の 國は顯 はれて 来る 者に 非ず (路加 傳 十七 章廿節 ：} と あれば、 キリスト 

の 再臨の 肉の 耳目 を惹 くが 如き 者に あらざる は 明かな り、 W 來は顯 象 的た るに 相違な しと 雖も、 其顯 

象た る や 主として 靈 的なら ざるべ からす、 主の 懼 るべき は 其 の大 なる がた めにあら すして、 其 3 はの 

聖 きがため ならざる ベから す、 天使の 長の 聲は 巨漢の 聲 にあら す、 神の 筑は 軍樂隊 の筑に 非す、 聖き 

聲と 能力 ある 昔と なり、 吾人 は 聖書の 此言を 以て ィ ヱ ス の觀 物的 苒臨を 示す ものな りと 解す る 能 はす 

〇 「キリストに 在りて 死し 者先づ 甦るべし」 前に 死し 者先づ 甦るべし、 恰 かも 前に 蒔かれし 種の iy 

づ發 生す るが 如し。 

十七、 然る 後、 我儕活 きて 残れる 者 は 空中に 於て 主に 遇 はんため に 彼等と 偕に 雲の 巾に 取上げら 

れん、 而 して 斯の 如くに して 我 儕 何時までも 主と 共に 居らん。 

「然る 後」 死者 先づ 趣り て 然る 後に、 我憐 再臨 當 時に 存在す る 者 は、 H ノクの 如くに 死せ すして 

移さるべし：. 希 伯來書 十一 章 五節 )〇 「空中に 於て 主に 遇 はん」 主 は 天より 降り 來り、 我 儕 は 地より 昇 

り往 て、 天と地との 中間なる 空中に 於て 主に 遇 はんと、 是れ 聖書の 言な り、 是を 物理的に 如何に 解釋 
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すべき や は 吾人の 敢て 知る 所に あらす 〇 「雲の 中に 取上げられん」 ィ H ス界 天の 後に 雲 之 を 接け て 

見え ざら しめた リと あり (行傳 一 章 九 節〕、 叉 天よ リ大 なる 聲ぁリ て …… 彼等 雲に 乘リて 天に 昇れ リとぁ 

り (默 示錄 十一 章 十二 節)、 玆に言 ふ 雲と は 5^ して 水 蒸氣の 凝結せ る ものなる か、 將た 亦、 靈 體の樓 息す 

べき 新 天地の 成分 を 意 ふなる か、 事、 新 境遇に 關 する を 以て、 之に 就て 推測 を 下す も 何の 〔化 あるな し、 

吾人 は 唯、 靈 化と 昇天との 事資 なる を 知る のみ、 如何にして 此肉體 が 化して 靈體 となる 乎、 其 生理的 

順序 如何、 天國は 宇宙 何處に 建設 さるべき ものなる や、 共 問 的 地位 如 E と は 問 ふ も 全く 益な き 問題 

なり、 復活 は 吾人の 希望と して 存 する のみ、 吾人 は 未だ 其 科 學的說 明 を 有せす、 バウ 口 叉 曰く 我 儕が 

救 を 得る は 望に 由るな リ、 然れ ども 望 を 見ば (共 科 學的說 明 を 得ば) 亦 望な し、 旣に 見る 所の 者 は 

(科 學的證 明に 由て 確 めら れし者 は〕 何 ぞ尙ほ 之 を 望まん や (羅馬 書 八 章サ四 節〕、 復活、 W 臨の 事實は 

純 粹科學 を 以てして は 到底 探究し 能 はざる 也 or 我 儕 何時までも 主と 共に あらん」 我 倚、 今や 主と 

離れ 居り、 汚れた る ロ替の 人の 中に 在りて、 歎き 且つ 苦む、 然れ ども、 此世 は旣に 過ぎ去り、 新ら し 

き H ルサ レムの 新婦の 如くに 装 ひて 天より 降り 來る後 は、 我 儕 は 何時までも 主と 共に 居りて、 何者 も 

我 儕 を 誘 ふなく、 叉權れ しむる ことな かるべし * 今 は 暗黑の 時な り、 惡 人が 勢力 を 揮 ふ 時な り、 然れ 

ども 其 時 は 我 儕の 時なる べし、 卽ち我 儕の 愛する 正義の 主ィ H ス キリ ストの 治め 給 ふ 時な り。 

十八、 是 故に 此 等の 言 を 以て 爾曹 互に 相 慰むべし。 

事 實斯の 如くなる ベければ、 卽ち 主に 在りて 死せ し 者 は 死せ しに は あらす して、 寝り しなれば、 而 

して 斯の 如くに して 寢 りしお は 主の 臨り 給 ふ 時に 甦りて、 彼と 共に 再び 顯 はるべ ければ、 而 して 我 倚 

主に 在りて 死せ し 者 も 生く る 者 も W び相會 して 主と 共に 何時までも 居る ベければ、 雨曹、 我 倚 基督 信 


徒に 賜 はりし 等の 神の 約束の 言 を 以て 互に 相 慰むべし となり、 若し 死者に して 永久に 死すべき 者な 

らば 「他人」 の 如くに 憂 ふる も宜 ベな り、 死 は 永遠の 離^と ならば^に 之に 勝りて 懼 るべ き^なき は 

當然 なり、 然れ ども キリスト 死を廢 し、 福音 を 以て 生命と 壞 ざる 事と を 明 著に せリ (提摩 太 後書 一章 十 

節)、 而 して 彼 は 今 旣に我 儕に 靈の質 を 賜 ひて、 永生 を 信すべき ものと ならしめ 給へ り、 基督 信徒の 

. 希望と は此 希望な り、 彼の 慰藉と は此 慰藉な り、 宇宙 何物 か此 恩賜に 優 さるもの あらん や。 

第 四章概 察 

0 第一 に淫を 避けよ、 淫は 神の 最も 憎み 給 ふ 罪な り、 而 して 基督に 託り て淫を 避く る は 易し、 淫は情 

の 狂 ひなり、 而 して 情 は理を 以て 之 を 統御す る 能 はす、 情 はより 强き情 を 以ての み 能く 之 を 支配す る 

を 得べ し、 基督 敎の 能力 を 待ての み 情 を 根本的に 潔む る を 得べ し、 情の 洗滌 は 基督 敎の專 門 なり、 祌 

は聖 潔の 中に 在て 我 儕 を 召き 給へ り、 神の 信仰に 人る と は 理件を 以て 神 を 了解す る ことに あらす して、 

紳の靈 を 以て 全身 全 性 を 潔 めら る 、 ことなり ( 一 —八 節)。 

•〇 第二に 兄弟 を 愛せよ、 そ は 愛な くして 信仰なければ なり、 邪淫 を 排除す る 信仰 は 愛 心 を 誘導す、 情、 

狂 ひて 淫を 起し、 順 正に 歸 して 愛 を 生す、 情 性 を 潔む るに 特效 ある 基督 敎は淫 を 化して 愛と なす 者な 

り (九 I 十 節〕。 

.〇 淫 去り 愛 起り て、 心、 安 靜に歸 して 勞働 成る、 心 緖亂れ て 事業 擧ら す、 平安 は效果 多き 勞 働の 母な 

n、 かの 「運動 者」 と稱 して 安座して 靜 業に 就く 能 はざる 者 は 未だ 心に 主の 平安 を 接け ざるお なり、 

人の 思 ひに 過ぐ る 平和 は 我 倚 をして 自己 を 以て 滿 足せし め、 自己 以外に 興奮の 快樂を 求め ざら しむ、 

健全 なる 信仰 は必 す 安靜な る 勞働を 促が す 者な り、 人の 信仰の 程度 は勞 働に 對 する 彼の 態度に. m て最 
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も 善く 之 を 察する を 得べ し (十一、 十一 一節)。 

〇 終りに 來世 存在の 希望 を 懐けよ、 基督 信者 は此世 限りの 者に 非す、 彼 は 永生 を 授けられし 者な り、 

故に 彼に 死者に 對 して 耐え 難き の 痛哭 あるべ からす、 彼 は 死者と 樂 しき W 會を 期す る 者な り、 是 故に 

爾曹此 等の 言 を 以て 互に 相 慰む べしと、 基督 信者 の 慰藉と は漠 たる 實質 なき 詩人 的の 慰藉 に あ らす、 

彼 は 確乎たる 明瞭なる 實 物的の 希望 を 有す、 壞 ざる 新ら しき 體を 授けら る、 ことなり、 主と 共に 何時 

まで も 在る ことなり、 我 傅の 愛する 者と 主の 臺 前に 於て： 冉び手 を 握る ことなり、 此 希望 ありて M 事 か 

我 儕に 苦痛な らん や、 我れ 意 ふに 今の 時の 苦み は 我 僚に 顯 はれん， とする 榮 えに 比ぶべき に 非ず (羅馬 

書 八 章 十八 節 y 此 希望 を懷 いて 邪淫の 情 は 失せ、 熟 愛 は 起る、 此 慰藉 を 得て 我 倚 は 現世に 於け る 我 儕 

の 地位の 如何に 就て は 全く 苦慮せ ざるに 至る。 

小屋な り、 假屋 なり、 我れ M を か 懸念 はん、 

我が 爲 めに 宮殿 はかし こに 造られつ k あり、  - 

今 は 家より 逐 はれて 獨り 彷徨 ふと も、 

神に 感謝す、 我 は 今旣に 「王の 子」 なり。 

第五 章 

一、 然れど 時と 期と に 就て は 兄弟よ、 爾曹は 書 示さる \ の耍 なし。 

「時と 期と に 就て は」 主 は必， K 冉び 臨り 給 ふべ し、 其 事 は 確かな り、 然れ ども 其 再臨の 時期に 就 

て は是れ 人の 知る 所に あらす、 ィ H ス實ひ 給 ひける は その 曰 其 時 を 知る 者 は 唯 我 父の み、 天の 使者 も 


誰も 知る 者な し (馬 太 傳廿四 章卅六 節)、 永遠に 在ます 神に 取て は 千年 も 一 日の 如し、 亦 永遠の 神 を 信す 

る 我 倚に 取ても 時期の 長短 は 我 儕の 意に 介す る 所に 非す、 我 倚 は 神の 正義 を 信す、 故に 神の 裁判の 必 

然を 信す、 其 他 を 知らす、 之 を 知る の 要な し、 之 を 知らん と 欲する は 好奇心より 出づ * 几 れ 知る も 全 

く 要な き 事な り、 否な、 知っ て反て害ぁる_5^-なり、 信仰 は 美術の 如し、 是に數 字 的. EC 割 あるべ からす、 

時期 を 判然と 示さる K 如き は 信仰 を 破棄 さる K に 均し、 信仰の美は約束を待^！！；^むにぁり、 其 體.； W を 精 

^して 之に^ ふるが 如き は 信仰の 意義に 反す 〇 「時」 は 時代な り、 「期」 は 時 n なり、 臨の 時と 期 

と は 豫め來 るべき 時と 必す來 るべき 期と なり、 期 osiss) は 時 o.-hron(>s) の 更らに 精細なる ものな 

り、 而 して 我 俾 クリスチャン は 一 一 者 孰れ を も 知る の 要な しと 云 ふ。 

二、 そ は 主の nl の來る こと 盗人の 夜來 るが 如くなる こと は爾曹 詳細に 知れば なり。 

「主の日」 審判の 日たり CiS 太傳 十一 章廿ニ 節)、 叉 之 を 其 日 (八て 七 章廿ニ 節，)、 又は イエスキリストの 

s とい ふ (徘立 比 書 一章 六 節 j、 ヱ ホバの 榮光顯 はれ、 人、 皆、 之 を 見る の n なり、 以赛亞 書 四十 章 五節)、 

信者に 取て は歡 喜^ 躍の m なり、 不信者に 取て は 恐怖 戰慄の 日な り、 義人 は 其  一 tn も ni. く 到らん こと 

を 欲 ひ、 ： 化-人 は 其 永久に 來ら ざらん こと を 願 ふ 〇 「盗人の 夜來 るが 如」 主の日 は 其 恐るべき 裁判 を 

II らして 來る、 然れ ども 其來る こと 不意にして 盗人の 夜來 るが 如しと 云 ふ、 主 一一 一一 E ひ 給 ひける は 我、 盜 

賊の 如くに 到らん、 爾、 我が 何れの 時、 爾に 至る か を 知らざる 也と ( 默示錄 三 章 三 節， ヽ祌の 裁^の 恐る 

ベ き は 其 我 倚 の 不意 に乘 する にあり、 死を覺 悟す る 時に 死 は 来らす、 心 平 かにして -r:: 年 の 計 を 立 て つ 

つ ある 時に 來る、 革命に 储 ふる 時に 革命 は來ら す、 上下 擧て 勝利 繁盛に 安眠し つ k ある 時に 來る、 主 

は 誠に 不意に 來り給 ふ、 人が 彼の 再臨 を批議 討論し つ、 ある 問 に 來り給 ふ、 主の W 臨 を 嘲け る 者 あり、 
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然 かり、 W 國 革命の 到來を 嘲け る 者 ありたり、 德川 幕府の 倒滅を 嘲け る 者 多 かりし、 而 かも 佛國 革命 

は 臨みて 腐敗せ る 王統 は忽 にして 其 跡 を 絶ちたり、 德川 幕府 は 倒れて 今 は 過去の 夢と 化しぬ、 世の 最 

終の 裁判 は 臨ま ざらん や、 而 かも 其 臨む や 暴風の 地 を 襲 ふが 如くなる べし、 碧空に 鳥 翔り、 花 瓣に蝶 

遊び、 人は淸 風に 安臥す る 時に、 颶風 忽ち 天の 一方より 來る、 主 は 何故に 不意に 來り給 ふや、 我 倚 は 

知らす、 然れど 我 倚は總 ての 破 壤の必 す 不意に 地に 臨む を 知る、 主の 最終の 裁 刺 も 亦如斯 にして 來る 

べし 〇 「爾曹 詳細に 知れば なり」 キリスト は 明かに 此事 を吿げ 給へ り、 馬 太 傳廿五 〇 十三. 路加 傳 十二 

〇 卅九 * 四十」、 使徒 等 は 贯複 して 此_?| を-冗 俾 へたり、 而 して テサ ti 一一 ケの 信徒 自身 も 亦 心に ィ H スの 

自顯の 意外なる こと を實 験せ しならん、 信仰に 進める 基督 信徒が キリ ス ト 再臨の 時期に 就て 尋問す る 

の 理由 あるな し、 彼等が 此事を 爲すは 彼等の 信仰が 冷却せ し 時に あり、 旣に 再臨の 事實を 確認す る 者 

豈其 出現の 時期 を？^ はんや。 

くるしみ 

三、 人々 平和 無事な りと 云 はん 時、 不意の 滅亡 忽に 彼等に 臨まん、 恰 かも 姙 める It に其劬 勞の來 

る 如くなる べし、 人々 絕 えて 避る こと を 得 じ。 

「平和 無事 云々」 平安 あらざる に 平安 を iP へつ，^ ある 時に 結 書 十三 0 十 )、 卽ち偽 はりの 平和 

に 安臥し つ，^ ある 時に 〇 「不意の 滅亡」 路加 傳 十一 一章 十五 節 以下 廿 一 節まで 參照 〇 「不意の 滅亡 

忽 に 臨まん」 不意なる が 上に 不意なる べし、 其 日に は 人、 屋上に 在らば 其 器具、 室に 在る とも 之 

を 取らん とて 下る 勿れ (路加 傳 十七 章 箭 一節〕、 そ は 其 問 さへ もなければ なり、 主の 裁 1^ の旣に 臨る あり 

て、 其 時、 改悔の 間 あるな し、 其 時、 唯、 哀哭 切齒 あるの み 〇 「姙 める 婦に 云々」 姙婦は 分娩の 必 

す來 るべき を 知る、 然れ ども 其 何時 來るゃ を 知らす、 而 して 其來る や、 彼女 は 之を妨 止せん と 欲する 


も 得す、 主の日の 來るも 叉斯の 如し、 其忽焉 として 來る や、 其 猶豫を 乞 ふ も 詮なし、 裁判 は 必す來 る 

べし、 而 して 來て必 す 不意に 罰すべし、 恰 かも 死の 臨む が 如し (死 は 實に大 なる 裁判な り)、 人、 其 

到來の 時期 を 知らす と 雖も然 かも 其 到る や、 嚴 酷なる こと 彼の 如き は あらす、 產期滿 ちて 分娩 は 必然 

なり、 罪惡 熟して 滅亡 は 必然な り、 而 して 分娩 も 裁判 も 不意に 臨んで 正當の 順路 を經 過せ ざれば 止ま 

す 〇 「人 々絶えて 避く る こと を 得 じ」 其 時に 及んで 裁判 を 避けん と 欲して 避る こと を 得 じ、 其 未だ 

及ばざる 時に、 卽ち今 曰、 今、 之 を 避けん と 欲して 避る を 得べ し、 今日と 稱ふ 今日、 繭曹 若し 其聲を 

聽 かば 雨 曹の心 を 剛愎に する 勿れ (希 伯 来書 三 章 十三、 十五 節〕、 今 は 救扬の 時な り、 今 は 避難の 時な り、 

主の W び顯 はれ 給 はん 其 時、 人々 哀哭 切齒 する も 絶えて 避く る こと を 得 じ。 

四、 然れど 兄弟よ、 雨曹は 幽暗に 居らす、 是れ其 日 盗人の 如くに 爾曹に 襲来ら ざらん が爲 めな り。 

「然れ ど」 主の 恐るべき 日 は 来るべし、 然れど 其 恐るべき は是れ 幽暗に 在る 者に 取て なり、 雨曹 

に 取て は然 からす、 恐怖の 日 は 主に 由て 歡 喜の 日と 成れり、 言 あり 曰く  But  is  a  big  word 「然れ 

どは大 なる 文字な り」 と、 此 場合に 於け る 「然れ ど」 は 幽暗と 光明と、 滅 亡と 救 扬とを 15!; 刖 する ため 

の大 なる 文字な り 〇 「幽暗に 居らす」 精 かるべき 此 世の 霧に 非す、 是 故に イエスキリストに 在る 者 

は 罪せら る- -事 なし (羅 m 書 八 章 一節)、 幽暗と は 罪に 沈める 罪せら るべき 此 I なり、 而も 此批に 居る 者、 

卽ち希 を 此^に 繁ぎ、 此 世の 國家、 此 世の 社會を 以て、 其 居住の 處と定 むる 者 は キリストの 降臨 を 

聽 て戰慄 かざる を 得す、 然れ ども 旣に此 世に 死し、 其 政治、 敎會、 學位 等に 全く 望を絕 ちし 者 は 主の 

w 來を 聞いて 恐れす 〇「 是れ其 日 云々」 我 倚 何故に 此 世に 死せ し 乎、 是れ 光の 主が 幽暗 を かんが 

ために. 叫び 來り給 ふ 時に、 我 倚の 不意 を 襲 はれ ざらん が爲 めな り、 卽ち 主が 盗人の 如くに 我 倚 を 襲 ひ 
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給 はすして、 新郎の 如くに 我 倚に 臨み 給 はんが ためなり、 盜 人の 如くに 彼 を 憎む 者に 来り 給 ふ 主 は、 

新郎の 如くに 彼 を 愛する 者に 臨み 給 ふべ し、 幽喑に 居らざる 我 儕 タリ ス チャン は 審判の 主 を 我 儕の 新 

郞 として 歡迎 する の 特權を 有す。 

五、 爾曹は 皆 光の 子 輩な り、 晝の子 輩な り、 我 倚 は 夜に 屬 ける 者に 非す、 幽暗に 霉 ける 者に 非す。 

「光の 子 輩」 幽暗に 居らす、 光の 子 輩な り、 光 を 以て 其 特性と なす 者な り、 或 ひ は 光 (祌) の 生 

む 所と なりし 者な り、 或 ひ は 幽暗 (罪の 世) より 光の 國 (天 國) に 移されし 者な り、 或 ひ は 希 51- の 光 

,7- 亍ら  .？ よき み 

の 中に 歩む 者 なり、 爾曹は 選ばれた る 族、 王なる 祭司、 聖民、 神に 靄け る 者な り、 此 は爾曹 をして 召 

くらき  ^へ なろ ひか £ 

して 幽暗より 出 だし、 其異 光に 人れ 給 ひし 者 * 己の 德を顯 さし めんた めに 爾曹を 此の 如き 者と なし 

給へ る 也 (彼 得 前書 二 章 九 節〕 〇 「晝の 子 輩」 光の 子 輩な り、 故に 晝の子 輩な り、 醉 ひて 寝るべき 者に 

非す、 醒めて 働くべき 者な り (次 節に 明かたり) 〇 「夜に 霉 ける 者 …… 幽暗に 屬 ける 者」 光の 子 輩 

たり、 幽暗に li ける 者に 非す、 晝の子 M なり、 夜に 靄け る 者に あらす * 神の 子 W なり、 惡 魔の 奴隸に 

非す、 天國の 民な り、 此 世の 市民に 非す、 キリスト は 世の 光に して (約 翰傳 八 章 十二 節) 惡魔は 幽暗の 權 

威たり (哥羅 西 書 一 章 十三 節 r 我 倚 は 今 は 惡魔を 去て キリストに 就り し 者な り。 

六、 然れば 我 儕 他人の 如く 寢る ベから す、 否な、 酲 めて 慎むべき なり C 

そ tj の.. 0 の 

「他人」 *1 の 人な り、 四 章 五節に 於け る 「異邦人」、 同 十二 節に 於け る 「外人」 と 言 ふに 同じ 

〇 「寢 るべ からす …… 醒めて 慎むべし」 睡眠 的 生涯 を 送る ベから す、 活動すべし、 夜す でに 央 けて 

日 近け リ、 故に 我 僚， 幽暗の 行 ひ を 去て 光の 甲 を 衣るべし、 行 を 端正く して 晝歩 むが 如くすべし、 饕餐 

醉酒 また 奸淫 好色 また 爭鬪 嫉拓に 歩む こと 勿れ (羅ぉ 書 十三 章 十二. 十三 節/ 「慎む」 は 端 殺の-意 なり、 


眞 面目なる ことなり、 虚に 築かざる ことなり、 浮薄 を 追 はざる ことなり、 力 ー ライルの 所謂 誠 の 

更ら に確實 なる ものな り。 

七、 そ は， li る 者 は 夜、 寢り、 酒に 醉ふ者 は 夜、 醉 へば 也。 

「寢 る^ は 夜 云々」 我 倚 光の 子 輩 は 夜な りと 雖も it^ るべ からす、 否な、 惑 ひに 入らぬ やう 目を醒 

し 且つ 祈るべき なり (馬 太 傳廿六 章 四十 一節)、 寢る者 は 夜に 人れば 寢る なり、 彼等 は 幽暗の 子 輩に して 

亦 夜の 子 輩 なれば なり、 酒に 醉ふ者 も 亦 同じ、 彼等 は燈 火の 暗影に 對 して は醉は ざらん と 欲する も 能 

はざる なり、 今 は 晤黑の 勢力な リ (路加 傳サニ 章 五十 三 節)、 然れども我儕光を^11^|み、 之に K ける 者 は 暗 

黑 の^に 在る も、 晝に 在る が 如くに 醒めて 愼 むべき なり、 ィ H ス E ひ 給 ひける は爾曹 み.. つから を愼め 

よ、 恐く は歆 貪に 耽けり、 世事に 累 はれ、 爾曹の 心 鈍くな りて 慮 はからざる 時に 此日 ({ 称 判の ョ) 爾 

曹に 臨まん C 路加 傅廿 一 章 三十 四 節」。 

八、 晝に屬 ける 我 儕 は 信と 愛との 胸當を 着、 救の 筌を胄 として 愼 むべき なり。 

「晝 に屬 ける 我 儕 云々」 夜に 歸 ける 者 は 夜 なれば とて 寢る なり、 然れ ども 我 倚 晝に屬 ける 者 は ゆ 

は 夜 なれば とて 寢 るべ からす、 否な、 夜暗くて、 爾曹の 敵なる 惡魔、 吼 ゆる 獅子の 如く 徧行リ て 呑む 

べき 者 を 尋ね 居れば (彼 得 前書 五 章 八 節)、 雨曹 特に 赞誡 を， 加 へ て 防繁の 策を講 すべ しとな り 〇n^ と 愛 

との 胸當 ：：•• 救の の sr」 信と 愛と を 以て 心 を 護り、 望 を 以て 智識 を 堅むべし との 意なる べし、 邪 

念の 心 を 襲 ふこと ある 乎、 信と 愛と を 以て 之を排 すべし、 疑惑の 智 覺を亂 だす こと ある 乎、 望 を^て 

之 を 斥くべし と、 未来に 於け る キリストの 救拯の 希望 は 誠に 思想の 大 なる 統一 者な り、 此べ布&^^を以て 

しての み 人生 を 最も 圓滿に 解す る を 得べ し、 救の 望の 胄は實 に 平靜な る 頭腦の 支持者な り 〇 「愼む ベ 
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きたり」 正氣 たるべき なり、 醉 酒の 反對 なり。 

九、 そ は 神、 我 倚 を 怒に 定め 給 はす、 我 儕の 主ィ H スキ リストに 由り て 救 を 得し めんと 定め 給 ひ 

たれば 也。 

「そ は」 我 倚、 警醒、 謹愼、 以て 主の 來るを 待つべき なり、 そ は 神、 我 儕 を 怒に 定め 給 はす 云々 

〇 「怒に 定め 給 はす」 怒に 定めら る \ と は 神 怒の 結果た る 滅亡に 定めら る k ことなり、 救扬 の豫定 

あり、 叉 滅亡の 豫定 あり、 而 して 救 扬の豫 定に與 かりし 我 倚 は 目を醒 まして 主の 來臨を 待つべき なり 

と (羅馬 書 九 章廿ー 一節 參照) 〇 「救 を 得し めんと 云々」 滅亡に 定め 給 はす、 其 正反對 なる キリスト 

に 由る 救 ひに 定め 洽 へり、 救 を 得る と は キリストの 榮光を 我が 有と 爲す ことなり (後書 二 章 十四 節〕、 此 

特 權に與 かりし 者 (辛で 半 醉半覺 の 中に 夢寐に 類す る 生涯 を 送る を 得ん や。  . 

十、 彼、 のために 死に 給へ り、 是れ我 倚 をして 醒めた る も 寢れる も 彼と 偕に 生活し めんと て 

也。  、 ， 

「彼、 我 倚の ために 云々」 彼、 我 倚の ために 死に 給へ り、 是れ我 儕 をして 生活し めんた め 也、 ィ 

エスの 死 は 我 儕の i^i のた めな りし、 其 奥義 は 今玆に 之を究 むべ からす、 然れ ども 是 i 福 昔の 眞髓 たる 

は if 倚の 堅く 信す る 所な り 〇 「醒めた る も 寢れる も」 此 場合に 於て は 生く る も 死る もとの 意なる ベ 

し (罹 馬 書 十 3 章 八 節)、 ィ H スの 我齊 のために 死に 給へ る は、 我 倚 をして 生く る も 死る も、 彼と 偕に 生 

かし めんと て 也、 キリスト は 其 身に 於て 死 を 減し 給へ り、 故に 我 倚、 彼に 在る 者に 死 ある ことなし， 

我齊は 生く る も 彼と 偕に 在りて 生き、 死す る も 彼と 偕に 在りて 生く るな り、 光の 子 辈は叉 生命の 子 輩 

なり、 彼等 は 幽暗に 屬 ける 滅亡の 子 輩の 如くに 醉 酒の 中に 睡眠 的 生 .涯 を 送るべからざる なり。 


死 

の 

尉 

牵 H 


十一、 是 故に 爾曹 互に 相 慰め、 叉 各自、 互に 其德を 建つべし、 卽ち 爾曹が 常に 行 ふが かくすべし 

〇 「德を 建つ」 信仰の * 礎 を 堅く する ことなり、 前章 十八 節 を よ 〇 「爾曹 常に 行 ふが 如し」 

前章 一 節、 十節參 照。 


帖撒 羅尼迦 前書 第 raal- 

第 十三 節 我等 汝 等の 知らざる を 好ます、 兄弟よ、 寢れる 者に 就て、 是れ汝 等が 憂愁 かざらん が 

ためなり、 希望 を 有たざる 他の 人々 の 如くに、 

「我等 一 パゥ 11 と シルヮ ノとテ モテ、 此書を 贈れる 人々、 キリスト 信者 を 代表して 云 ふ 〇 「汝 

等」 此書を 受取りし 人々、 テサ& 一一  ケに 於け る キリスト 信者 〇 「知らざる を 好ます」 此重 要なる 

事 を 知らざる を 好ます (羅馬 書 十ー袁 卄 五節 參 照)、 復活 W 來は キリスト 信者に 取りて 重要事項たり _ 

之 を 除き 去りて 健全なる 信仰 あるな し 〇 「兄弟」 主ィ H スに 有りて 希笔. を 共に する 人々、 「他の 人」 

と相對 して 云 ふ 〇 「寢れ る 者」 死にた る 者、 信者に 取りて は 死 は寢寐 なり、 ャ イロの 死せ る 少女に 

就て ィ H スは曰 ひ 給へ り 「少女 は 死にた るに 非す 寢 ねたる 耳」 と 〔路加^ 八の 五 二)、 又 死せ るラザ 口に 

就て 口 ひ 給へ り 「我等の 友ラザ 1- は寢 ねたり」 と 〔約 ^傅 十一 の 十一)、 生ける 靈と 成る を 得し 者に 取 

死の K 藉  五プ七 


バウ 0 小 書 翰 w 究  五六 八 

りて は 死 は 休息な り、 英語に 墓地 を cemetery と 稱ふは 寢窒の 意な り、 信：^ は 死して 墓の 巾に」 おね. 

玆 所に 元氣を 囘復 し、 极 たび 興き て 新たなる 生命に 入るな り 〇 「汝 等が 憂愁 かざらん が ためなり」 

死の：^ たる 乎に 就て 知る は汝 等が 不信者 (他の 人々) の 如くに ^»愁 かざらん が ためなり、 憂愁く こと- 

惡 しきに あらす、 是れ 人た る 者の 自然の 情なれば なり、 然れども希^1ぶなき者の如くに憂愁くこと， 是 

れ 信者た る 者の 爲 すべから ざる 事な り、 憂愁に 聖 なると 聖 ならざる と あり、 信者 も 亦 不信者の 如く 死 

を 憂愁く 也、 然れ ども 絕 的に 憂愁かざる なり、 バウ a は 人情に 反き て 「汝等 死 を 憂愁く 勿れ」 と は 

言 はざる たり、 "憂愁くべし、 泣くべし、 然れ ども 復活 再會の 希望 ある 者の 如く 憂愁く べしと 言 ふなり 

〇 「他の 人々」 第 十二 節に 於け る 外人」 とい ふに 同じ、 信者の 立場より 見て 信仰 上の 他人な り、 

以弗所書ニ^31-トニ節に謂ふ所の 「希 なく 义 世に 在りて 祌 なき 者」 なり、 所謂 不信者な り、 常に 我等. 

せ V  よろ 二び 

の 信仰 を 嘲け り、 我等 を 迫害る を 以て 喜樂 となす と雖 も、 一 朝 死に 遭遇 すれば 自己 を 慰む るに 途 なき 

者な り、 「他人」 なりと 稱 して 我等 は 彼等 を 疎遠せ す、 我等 は 彼等 を 愛し、 彼等に 我等の 希 を 3- へ 

んと 欲す、 然れ ども 我等 は 彼等と 同じく 死に 遭遇して 希 ひ K なき 憂愁に 沈まん こと を 好ます、 我等 は自 

から 信者な りと 稱 して 高ぶらん と は 欲せす、 然れ ども 我等 は 死に 遭遇して 信者の 懊く希 S ェ を 以て 我等 

の 希 §1- となさん と 欲す、 我等 は 死後の 希 の 有無 を 以て 自他の 境界と なさん と 欲す。 

第 十四 節 そ は 我等 若し ィ H スの 死して 又輕 へりし 事 を 信す るなら ば、 其 如く 义神， 旣 に寢れ る- 

者をィ H スを 以て 彼と 偕に 携へ來 り 給へば なり。 

「そ は」 我等信者は希は"^-を有せざる不信者の如くに憂愁くべからす、 其 故 如何と なれば C 「ィニ 

スの 死して 义 甦りし i*」 是れ 初代 信者の 最も 重要なる 仰箇條 なりし なり、 此事を 信ぜす して 人 は. 


々リス チ.' ン  いひ * めら 

*督^!<^:として認められざりしたり、 「汝、 若し 口にて 主ィ H スを認 はし 心に て 神の 彼 を 死より 輕 らし 

しこと を 信ぜば 救 はるべし」 と 使徒 バウ 口 は 言へ り (羅- お 書 十の 九)、 使徒と は 特に ィ H スの 復活の 證 

明 者たり し 也 (；仃 傳ー のサ 二)、 初代に 於て はん：' 口の 如く イエ スの 復活 を 否定す る 基督 信者なる 者 は あ 

ら ざり しなり、 故に 「我等 若し ィ H スの 死して 又 甦へ りし i^s- を 信す るなら ば」 と 云 ふ は 「我等 若し 基 

督 者なら ば」 と 云 ふに 等し かりし なり、 バウ 口 は玆に 基督 信者 通有の 信仰に 訴 へて 死の 慰藉 を 供し つ 

つ あるな り 〇 「其 如く」 神が ィ H スを 甦らし 袷 ひし 其 如く 〇 「神 …… イエス を 以て」 ^^んれる^は 

甦 ら さるべし、 然れ ども 獨り自 から 輕る にあら す、 祌がィ H スを 以て 彼等 を 甦らし 給 ふなり、 _ 仅活 

は 神の 聖業 なり、 自然の 動作に あらす、 祌の奇 なり、 祌がィ H スを 以て 信者の 上に 行 ひ 給 ふ 奇踪な 

り 〇「t- と に 携へ來 り 拾へば なり」 寢 りし 者 を 甦らし、 イニスと 偕に 彼等 を 携へ來 り 給 ふ、 イエ 

つ  はじめ 

スの W たび 來り給 ふ 時， 彼に 在りて 寢 りし 者 を 彼と 偕に 携れ來 り 給 ふ、 ィ H スは 「死の 巾より 首に 生 

れし 者な り」 (yH 羅西書 一 の 十八， r 彼は义 「多くの 兄弟の 中に 嫡子た る 者な り」 (羅- 書 八の 廿九ヽ 信者 

はィ H ス の 如き 者な り、 然り、 イエス の：： 儿"； 15- なり、 故に 彼と 死 を 共に し 又 生 を 共に する 者な り、 「我 

れ生 くれば 汝等も 生きん」 と 彼 は 言 ひ 給へ り (約 翰傳 十四の 十九」、 イエスと 利害 を 共に し、 哀樂を 共に 

し、 生死 を 共に する 信者 は 終に 彼 (ィ H ス) の 如く 睡ら され、 叉 彼と 共に 臨るべし との 事な り 〇 信^ 

の 役活、 ^顯 のべ 布 51^ はィ H スに 在り、 ィ H スと 運命 を 共に する 信者 はィ H ス の 如く 苦しめられ 又 イエ 

スの 如く 崇めら る、 又ィ H スの 如くに 死して ィ H スの 如くに 甦 へらさる、 此 X 布 § で： あるが 故に、 信者 は 

不信者の 如く 死者に 就て 憂愁かざる 也。  ，. 

第 十五 節 我等 主の 言 を 以て 汝 等に 此 箏を吿 げん、 卽ち、 我等 生きて 主の 臨る まで 存ら ふ^は 旣 
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に 寢れる 者に 先た じ。 

「主の 首 を 以て」 死後の 事に 關 して 人の 一一 s を 以て 語る も 無益な り、 人 は赏驗 的に も * 推理 的に も 

死後の 狀 態に 就て 知る 能 はす、 生命の 主 キリスト のみ 能く 未來に 就て 知り 給 ふ、 我等 は 今、 此^？^^に就 

て 我等の 言 を 語らす、 主が 我等に 示し 給 ひし 所の 事を汝 等に 傳 ふと 〇「 我等 生きて 云々」 主 は W び 

此 地に 臨り 給 ふ、 共 時 此世は 化して キリストの 國 となり、 地上に 天 國を視 るに 至るべし、 而 して 其 時 

其榮 光に 與 かる 者 は 其 時 生^す る 信者に 止まらす、 すべての 信者 は其榮 光に 與 かるべし、 天 國の民 は 

地上の 人と 異なり、 最終の 者； f 取 善なら す、 彼等 は 進化 最終の 結 2^ として 彼等の み 地上の 天！； を繼 承す 

るに 非す、 我等 生きて 主の 臨る まで 存ふ 者の み 入て 天國 の， となる に 非す、 否な、 我等 先き に 入て 旣 

に 寢れる 者 後に 人り 來 るに 非す、 天 國人國 の 順序 は 地上 逝去の 順序に 從 ふと。 

i  ら つ ほ 

第 十六 節 主 御自身、 號令を 以て、 天使の 長の 聲を 以て、 祌の筑 を 以て、 天より 降り 給 はん" 而 

して 主に 在りて 死し 者 先づ睦 らん。 

みし, ごと その しらべ 

「主 御自身」 共 最後の 時に 方て 主 は 其 聖業を 其 僕に 委ね 給 はす、 自 から 天の 聖座を 離れ、 祌の子 

たるの 權威を 以て 天上より 降り 給 はん 〇 「號 令」 其 時勸誘 あるな し號令 あり、 寬容 あるな し 權能ぁ 

り- そ は 宥恕の 時期 巳に 過ぎて 審判の 時 到り たれば なり 〇 「天使の 長の 聲」 天使の 長の 發す るが 如 

き聲、 宇 帘 に 響き、 天地 を 動かす が 如き 聲、 ベ ッレ ヘム の 客舍の 槽に發 せられし が 如き 呱々 の聲 にあ 

らす、 多くの 水の 音の 如き、 犬なる の聲の 如き 聲 なり 〇 「神の 筑」 i 孤 は 號令を 傅 ふるため の 器具 

なり、 「神の 筑」 と は 「神の 川」 と 云 ふが 如く， 人の 間に 其 類 を 見る 能 はざる 筑を云 ふ、 主 は 號令を 

以て、 其號 令の 聲は 天使の 長の 變の 如く、 之 を 傅 ふるに 絶大 無比の t¥ を 以て、 ほから 天より 降り 給 ふ. 


となり or 主に 在りて 死し 者 甦らん」 此時權 能の 異常なる 表顯 あり、 天地 は 改造せられ 死者 は 復活 

せん， 而 して 復活の 力 は先づ キリストに 在りて 死し 者に 加 へられ、 先づ 彼等の 輕るを 見ん。 

第 十七 節 而 して 後に 生きて 存ふ 我等 は 彼等と 共に 雲に 圍 まれ 空中に 於て 主に 遇ぶべし、 斯くて 

我等 いつまでも 主と 偕に 居らん。 

死者 先づ 庭り、 而 して 後に 生者 化せられ、 二者 共に 雲に 圍 まれ 屮に 於て 主に 遇 ふべ しと、 「雲」 

は 水 蒸氣の 凝結せ しものに あらざる べし、 「空」 は 氣 にあら ざるべし、 地の_?^-を以て天の事を語る 

に 方て 比喩 轉義は 免 かるべ からす、 變貌 山上に 「輝け る 雲 彼等 を蔽 ひたり」 と 云 ひ C ぉ太傳 十七の 五)、 

叉ィ H ス界 天の 時に 「雲 彼 を 受けて 見え ざら しめたり」 と あり (行 傅 一 の 九)、 雲 は 「輝きの 雲」 にし 

て 聖徒 を 園む 微光なる べし、 「空」 は 天と地との 中 問に して 二者の 接觸點 なるべし、 ィ H スの趣 へれ 

る 死者 を携 へて 天より 降り 給へ る あり、 生者の 化せられて 地より 界る あり、 而 して ニ^-太と 地との 叫 

に 相き して、 玆處に 希望の 再會は 成就ら れ、 後、 再た び死训 あるな く、 先 だち し 者 も 後れし^も、 い 

つまで も 主と 偕に 居るべし との 事な り。 

第 十八 節 是 故に 汝等此 等の 言 を 以て 互に 相 慰むべし。 

主 キリストの 此 言 ある あれば 汝等 死に 迺 遇する 時 之 を 以て 互に 相 慰むべし、 信者の 希-ば 1- なる 者 は S 単 

に 空漠た る 朱來の 希望に あらす、 確乎たる 事實の 期待な り、 主 キリスト は 明かに 此事を 示し 給へ り、 

我等 信者 は 彼の 一一 一一 n を 信じ、 自身 死す る 時、 叉 死者 を 送る 時、 之 を 以て 相互 を 慰むべき なり。 
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テサ ロニ ケ 書翰に 現 はれた るパ ゥ 口 の 未來觀 
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初代の 基督 者の 信仰 は 如何なる 者であった 乎、 殊に パ ゥ n が說 いたる 福音 は 如 M なる 者であった 乎、 

其 事 を 最も 顯 著に 示す 者 はテサ a 一一  ケ 書翰で ある。 此は バウ の 書いた 書翰と して 存る 十三 通の^で、 

最も 古 い 者、 卽 ち：： おも 前 に 書か れ たる 者であって、 彼 が 傳道 の 首途に 於いて 說ぃ た 福 昔 の 記錄 で あ る 

、-) 云 ふて 差 支ない と 思 ふ。 其 内に 議論 はない" 所謂 「パゥ 口 祌學」 は a 當ら ない。 凡てが 深い 熱い 情 

である。 そして 信仰 は單 純なる 者であって、 今日の 敎會で 云 ふ 信仰 箇條卽 ちドグ マと 云 ふが 如き 者 は 

少しもない。 敎會は 最も 簡 短なる 愛の W 體 である。 バウ 口 は 使徒と して 之に 臨ます、 信者 を 呼ぶ に 唯 

「我が 愛する：： ん弟」 と 云 ふ。 實に 「テサ 口 一一  ケ 人の 敎會」 であって (前 一 章 一節 )、 テサ ロー 一  ケに 在る 

敎會 ではなかった。 卽ち 世界的 一 大敎會 があって、 テサ 0  - ケに其 支部が あつたの ではない。 其處に 

1 一人 三人 主ィ H ス キリス トの 名に 由り て 集った 者が あつたの である。 前書 一 一章 十七 節 以下に 於て 現 は 

れ たる バウ 口 の 彼等に 對 する 愛情の 如き、 之 をば 稱 して 初代 基督 者の 特徴と 云 ふべき であらう。 

兄弟 達よ、 私 等 今 暫時 諸君と 離れて 居る ので ある、 面で 離れて 居る だけで ある、 心で はない。 私 


等 は 切に 1^ ふ、 急いで 諸君の 面 を 見ん こと を。 私 等 は 諸君の 所に 行かん と 欲した。 然り 私。 ハウ P 

ひとたび  ふ. U たび 

は 殊に 此事を 願うた。 一次の みならす 二次 行かん と 欲した。 然るに サタンが 私 等 を 妨げた。 鳴 呼 

G-<- み  よろこび  ほ-一り やん：； しり 

00, 私 等の また 喜 また 誇の 冕 は 何で ある 乎、 諸君で ない 乎。 我等の 主ィ H ス キリストの 臨ら 

ん 時に その 前にて 諸君 はさう 1^ るので ない 乎。 鳴 呼 諸君よ、 諸君 は 私 等の 榮ぇ また^び である。 

心情 有の 俊で ある。 基督 者 は 素々 如此 くに 相互 を 愛した 者で ある。 我等 今日の 信者 は 之 を 言 現 はすに 

足る の  一一 K を さ へ 持たない。 

そして 初代 基督 者の 信仰 は 特に 來世 的であった。 此 信仰 を 以て 書かれた る テサロ  -ーケ 書翰 は、 之 を 

來世的 又は. 冉臨的 書翰と 稱 する ことが 屮 I 來る。 此は 特に 基 £^ 者の 希び 一 1 を傳 へたる 書翰で ある。 * 督者 

の 希？ 1 おの 何たる 乎、 之 を设も 明かに 示した る 者が 是等ー 一通の 書翰で ある。 此 希び でに 燃え たれば こそ、 

。ハウ 口 は 傳道師 として 起った ので ある。 而し てまた 此 希望が あったらば こそ 强ぃ W い =k い と * 督敎 

< ^とが 起った ので ある。 基督 者 獨特の 希？ の 何たる 乎 を 知らす して、 基督教の 起源 を 知る こと は川來 

ない。 基 は 希. ば 一? 以て 始 つた 宗敎 である。 或る 特^なる！^ を 以て 始 つたる 宗敎、 寧ろ 述動 であ 

る 0 

其 希 と は 如 3： なる 者であった 乎。 前書 一章. K 節 十 節に 云 ふ 「汝等 偶像 を棄て 神に：！ へり、 活ける 

眞の 神に 仕へ、 其 子の 天より 臨る を 待つ。 彼 は卽ち 神が 死より 輕 へらし 給 ひし 所の 者、 我等 を來 らん 

とする 怒より 救 ひ 給 ふ 所の イエ ス たり」 と。 此 處にィ 二 スの 復活と-: 叫 臨、 而 して 叉 W 臨と 共に： 仃 はる 

る 審判と が 示して ある。 救と は 今 曰 我等が 思 ふが 如き 單に 罪より 潔 めら る k 事で はない、 判の 日に 

於て 祌の 怒より おかる、 である。 そして.！^ 判はィ H スの科 臨 を ひ：；： つて 行 はる」 ので ある。 .ぉ 臨と 
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判と 赦免の 希 sir それが パゥ 口に 依て 傳 へられし 幅 音の 眞髓 である。 信者の 信仰 も 愛 も 此の 希望と 相 

關聯 して 在った ので ある。 前書 一車 三 節に 云 ふ 「汝 等の 信 仰 に 由る 行、 愛に 由る 苦勞、 我等の 主 イエ 

ス キリスト を si.: む 希び 1^ 一に 由る 忍耐」 と は 此事を 云 ふので ある。 

信者の 善行 はすべ て此希，ぱ^!の實現を目的に行はれた者でぁる。 前書 三 奪 十一 一、 ト三 節に あるが 其 一 

例で ある。 ほ く 「願 ふ 主汝等 をして 相互に 對し 又す ベての 人に 對し 愛を增 しほ 滿 たしめ 給 はん 事 を、 

0  0  00  0000  00  5て0000  00  0〇0  0 

^^ち我等が汝等を愛するが如くならしめ給はん事を、 是れ 我等の 主ィ H スが 諸の 聖徒と 偕に 来り 給 は 

0  0  0  ooooooooooooooooo-oooccooooooooofoo 

ん 時に、 汝等 をして 我等の 祌 なる 父の 前に 潔くして 責 むべき 所な からしめ ん爲 なり」 と。 キリス 卜の 

臺 前に 立ちて 概諉 るべき 道 あらんが 爲に、 汝 等の 行 を 潔う し、 愛を增 すべし との 事で ある。 

そして 何人に も 起る は 愛する 者との； 冉會の 欲望で ある。 是は 信者に 取り、 如何にして、 何時、 何處 

で滿 たさる、 ので ある 乎との 質問に 對 して バウ 口が 答へ た 者が 前書 四 草 十 三 節 以下に 於け る 彼の 有名 

なる 一一 一一 c である。 曰く 

.5? (し  ね. f 

兄弟よ、 我等 汝 等が 旣に寢 りたる 者に 就て 知らざる を 欲 はす、 卽ち 希望な き 世人の 如く 歎 かざら 

ん こと を 欲 ふ。 我等 もし ィ H ス の 死して 趟 りし 事 を 信す るなら ば、 イエス に 在りて 寢 りし 者 を も 

亦、 祌 彼と 偕に 携へ來 らんこと を 信すべき 也。 我等 主の 言に 依りて 此 事を汝 等に 吿ぐ、 卽ち 主の 

臨らん 時に 至り 活 きて 存れる 我等 は旣に 疲れる 者に 先た、 じと。 主、 號 ベリと 大使の 長の 驟と、 祌 

らっは  しに  のこ 

の敛を 以て 自 から 天より 降り 給 はん、 其 時 キリストに 在りて 死し 者先づ 甦り、 然る 後に 活 きて 存 

れる 我等 彼等と 偕に 雲に 携 へられ、 空屮 にて 主に 遇 ふべ し。 斯くて 我等 いつまでも 主と 偕に 居ら 

ん U 是 故に 汝等此 等の 言 を 以て 互に 相 慰むべし。 


.s ち M: 會は必 す 行 はる、 キリスト 再臨の 時に 行 はる、 其 時 主に 在りて 死し 者先づ 甦り、 活 きて 存れる 

者 は 其 儘 化せられて 天に 昇り、 其 所に 死者と 生者と は相會 して、 永遠に 主と 偕に 在り、 又 相： 立と 偕に 

在る ので あると。 そして 是 がテサ a  ニケに 於け る 初代の 基督 者の 死後 W 會の 希^であって、 又 基督 信 

者 全 體の希 §ボ である。 

然 らば キリ ストの W 臨 は 何時 行 はる k ので ある 乎、 叉 其 前兆 如何との 質問に 對 しパゥ 口が 答へ し 者 

が、 後書 一 一章 三 節より 十一 一節に 至る までの 言で ある。 

…… 汝等 欺かる & こと 勿れ、 そは先に道を離る 、^^-なく、 又 罪の 人 卽ち淪 亡の 子 現 はるる 事な く 

ば 其 日 来らざる べし。 彼れ 凡て 神と 稱 ふる 者 また 人の 拜む 所の 者に 敵し、 その上に 立ちて 已を尊 

くし、 祌の 殿に 坐して 自 から 神な りと 做す に 至らん。 …… 彼 をして 其 時に 至りて 現 はれし めん 爲 

に、 今 彼 を 抑 ふる 者 ある を 汝等は 知る。 實に 不法の 隱密の 勢力 旣に 働け り、 唯今 は 之 を 抑 ふる 者 

あり、 その 除かる、 時 至らん。 其 時に 至りて 不法の 者 現 はるべし。 主ィ H ス共 口の 氣を 以て 彼 を 

ぼし 給 ふべ し、 彼が 臨る 時に 發し給 ふ 所の 榮光を 以て 彼 を 無き ものと 爲し 給ぶべし。 彼 は サタン 

の 行 i に循 ひて 様々 の 偽 はれる 能力と 休徴と 奇跡と、 叉 不義の すべての 詭譎を 以て 倫 亡る 者に 顯 

はる。 彼等 は 救 はれ ざらん が爲に 眞理を 愛する の 愛 を 受けざる 者な り。 是 故に 神、 彼等が 虚偽 を 

信ぜん が爲に 迷惑 を 彼等に 送りて 其 屮に勸 かしめ 給 ふ。 是れ 凡て 眞理を 信ぜす 不義 を 好む 者の 罪 

に { えめら れん 爲 なり。 

不法の 靈、， 罪の 人と して 現 はれ、 世が 露 暗黑と 化して 後に 神の 子 現 はれ、 其發 する 所の 榮光を 以て 暗 

k の 主 を 滅し給 はんと。 恰 かも 黎明の 東天に 現 はる i 前に 夜 は 其 暗黑の 極に 達する が 如しで あると。 

テサ n  ニケ SI^ に 現 はれ- fi る バウ 口の * 来 iS  五 七 K 
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其 他 書 五.； 52f  二 節、 同 二十 三 節、 後 害 一章 七 節、 同 二  二 節 等に 於て 同一 の 信仰が 記されて ある。 

以上 は 初代の 倍 者の 迷信と して 現代の 我等 は 之を黜 くべき であらう 乎。 唯一 事 は 明，： n である、 彼等 

に此 ハツ キリと したる 來 觀 があった らば こそ 彼等 は^に 勝ち、 己に 勝ち、 今人の 到底 及ばざる 聖き 

愛の 生涯 を 送り 得た ので ある。 古人の 迷信 を 嘲け る は 易く ある、 然れ ども 其行爲 に^ ふ は 難く ある。 

迷信が 高德を 生んだ と 云 ふので ある。 玆に 近代 人 を 困し める 大 なる 謎が ある。 初代 基督 者の 行 爲は欲 

しい、 然し 彼等が 懊 きしと 云 ふ X 布 は 解らない、 之 を 棄て彼 を 採りたい と 云 ふの が 近代 人、 殊に近^^ 

の 基督 信^の^ 力で ある。 然し 乍ら ハ ッ キリと したる 來 f 觀が なくして 現世に 勝つ こと は 出来ない。 

來^ 拔 きの 宗敎は 宗敎の 用を爲 さない。 社會 奉仕、 社き 改造 を 以て 最大の 目的と する 現代の 某- 督敎 z% 

は 其 目的と する 奉仕 改造 を すら 行 ふ： suf が屮 I 來 ない。 我等 は 初代 信者の 希 tilf: 其 儘 を 受けて * 信者た るの 

大任に 當 るべき では あるまい 乎"  - 

其 二 キリスト 再臨の 希望 

テサ ロニ ケ 後書 二 章  一— 一二 節 

默示 錄はョ ハ ネの 默示錄 であって、 テサ 。 -ー ケ 書翰 は バウ a の 默示錄 である。 新約 聖： 書に 二 箇の默 

示錄 があって、 バウ 口の 默示錄 を 小 默示錄 と、 ヨハネの それ を 大默示 錄と稱 する 事が 5^ 來る。 ヨハネ 

の 默示錄 は 難解の 書で あると 云 ふが、 其 原理に 於て テサロ 一一  ケ 書翰と 異なる 所 はない。 克く小 を 解し 

て大を 解す る 事が 出来る。 大は小 を 敷衍した る 者に 過ぎない。 テサ B 一一  ケ 書翰の 研究 は 默示錄 の 研究 


の豫備 として 必要で ある。 

バウ a がテサ a 一一  ケに 於て 傳 へし 福音 は  一 一一 一一 口 を 以て 言盡す 事が 出来る、 「偶像 を棄て 神に 歸 して 活 

ま こと  つか  き. U  0  0  0 ゥ 0  0  0  0  0  0 

ける 眞の 神に 事へ、 その子の 天より 臨る を 待つ」 と (前書 一章 九. 十 節」。 卽ち眞 の 神に 事 ふること-、 

キリスト 再臨 を 待望む こと、 の ニ箇條 であった。 至って 簡 短であった、 然し 其 結 菜 は 遠大であった。 

かの 時代に 在って (今日の □ 本に 於ても 同じで ある) 偶像 を棄 るは此 世を棄 ると 同じであった。 そし 

て此 *1 を 棄て彼 世 を 待 al! ん だので ある。 そして 彼 世 は キリ ストの- 冉臨を 以て 始まる と 彼等 は 信じた の 

である。 斯くて 彼等に 取り 人生 は 患難と 希望と であった。 彼等に 取り 生く る は キリス 卜と 共に 十字架 

に 釘 けらる 仕事であって、 善き 事 はすべ て 未 來に存 した。 「汝等 今 神の 國の爲 に 患難 を受 く」 と ある 

(後書 一章 五節〕。 神の 國は主 イエスが 其 聖徒と 偕に 臨り 給 ふ 時に 現 はる X 者、 そして 之に 人らん が爲 

に 我等 は 此批に 於て 息 難を受 くるので あると パゥ B は敎 へ、 テサ" -ーケ 人 は 信じた ので ある。 ち 彼 

等の 基督教 は 現代人の それと は 全然 異なり、 現世 的で なくして 來 人的であった。 彼等 は 現世に は M の 

希望 を も 鬚がなかった。 「我等の 主 イエスキリスト を 待望む に 因りて 忍ぶ」 と 云 ひ、 「その子の； 大ょ 

り 臨る を 待つ」 と 云 ひ、 「我等の 主ィ H ス その 諸の 聖徒と 偕に 臨らん 時汝等 をして 神なる 父の 前に 云 

々」 と 云 ひ、 r 此事 (報) は主ィ ェ ス がその 能力 ある 使者 等と 偕に 天より 顯 はれん 時に あり」 と 云 ふ。 

M 事に 關 しても キリストの 再臨 を 言うた。 再臨、 ；冉 臨、 此事 なくして バウ！！ とマケ ドー ーャに 於け る 彼 

の 信者と に キリストの 福音 は 無 か つたの で あ る。 

キリストの W 臨と、 之と 共に 起る 信者の 復活、 是 がテサ a 一一  ケ 人の 敎會に 於け る 二た 問題であった。 

死者 は 何時 甦る 乎、 死者と 生者との 1$ 會は： E 時、 如何にして 行 はる、 乎。 殊に 再臨 は 何時 ある 乎、 其 

テサ 口-一  ケ書 に a はれ +i るパゥ 口の 未来 a  五 七 七 
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時 は 今旣に 切迫せ しに あらす や。 彼等が 特に 知らん と 欲せし は此 事であった。 そして 復活と； 冉會 とに 

就て 敎 へし 者が 前書 第 四 章で あり、 臨に 就て 示せし 者が 後書 第二 章で ある。 そして 我等 今 口の 信者 

に 取り *  W 臨 は 復活よりも 解し 易く あるが 故に、 先づ 再臨に 就て 述べん と 欲す。 

キリストの 再臨 は 何時 行 はる、 乎。 其 時と 期と を 知る 者 は 我 父の みと ィ H スは曰 ひ 給うた。 然し 之 

に 判然たる 前兆が あると バウ II は敎 へた。 「先き に 道 を 離る &事 なく， 叉 罪の 人 卽ち淪 亡の 子 現 はる 

る 事な くば 其 日 来らざる べし」 と敎 へた。 卽ち 信仰の 大墮落 あり、 同時に 罪の 權化 (受 肉) たる 僞キ 

リスト 現 はる、 に 非れば 再臨な しとの 事で ある。 ^が キリストの 國と 化し、 基督 者が 其 全權を 握り、 

信仰が 與り、 正義が 榮 ふるに 至って キリストが 臨み 給 ふので はない。 信仰の 大墮 落が あり. 惡 魔の 獨 

子と も稱 すべき 偽 キリストが 現 はれ、 罪惡を 其の 最も 隱密 なる 形に 於て 行 ふに 至って、 眞の キリスト 

が顯 はれ 給 ふので ある。 卽ち暗 黑が其 極に 達する に 非れば 光 は 臨まない と 云 ふ。 そして 其 事を實 に， 

しく 述べた 者が 節 以下で ある。 そして バウ n が 玆に敎 へし 所の もの は キリ ストの 敎へ給 ひし 所と 一 

致して 居る。 馬 太傅卄 ra.;i;:f 十 節 以下に 曰く  - 

…… 此時 多くの 者礙き 且つ 互 を附し 互に 憾 むべ し。 叉僞 預言者 多く 起って 多くの 人 を 欺くべし。 

又 不法 滿 るに 因りて 多くの 人の 愛情 冷 か になる ベ し … … 其 時 もし キリス 卜 此處に 在り 被處に 在り 

と汝 等に 言 ふ 者 あると も 信す る 勿れ、 そ は 偽 キリス ト偽預 首 者 等 起り て大 なる 休 徵と異 能 を 行 ひ、 

選ばれた る 者 を も 欺く こと を 得ば 之 を 欺く ベければ 也 … … 其 時人の 子の 兆 天に 現 はる。 

實に 驚くべき 言で ある。 誰か 之 を 信す る を 得ん や。 今 口の 所謂 基督 信者の 多 數は之 を 信じない。 縱し 

信 するとす る も キリ スト ゃパ ゥ 口 の 一一 目の 儘に は 信じない。 彼等 は 之 を 自分の 人生 觀を 以て 說 明し 去ら 


んと 欲し、 若し 能 はすん ば、 此は舊 き ユダヤ 思想な りと 稱 して 公然と 之に 反對 する。 故に 彼等 はテサ 

口  二 ケ 書翰 を 讀ん で、 其單 純なる 信仰 を赏 讚せ ざる を 得すと 雖、 其 信仰の 因て 起り し キリスト 再臨の 

希^！^^に對しては明^：なる反對を唱へ て撣らなぃ。 彼等 は 曰 ふ、 其 熱 信 や 尊重すべし、 然れ ども 其未來 

觀 たる や 迷信 時代の それで あると。 

5^ して 然る 乎。 問題 は 「世 は道德 的に 進化す る 乎 退化す る 乎」 との それで ある。 そして 萬 物 悉く 逸 

化する が 故に 道 德も亦 進化す ると 思 ふが 普通で ある。 raj^ して 然る 乎。 道德は ra^ して 進化す る 乎。 文明 

と は 果して 道德 進化の 謂で ある 乎。 人類の 歷 史は此 事に 關 して 我等に 何を敎 ふる 乎。 文明の 最も 進歩 

せる 時が 道德の 最も 退歩せ る 時で はない 乎。 希獵 文明、 羅馬 文明、 太 利 文明、 佛蘭西 文明、 獨 逸文 

明、 ^な 其 校 を 一 にす るで はない 乎。 そして 明治 大正の 日本 文明 は 例外で ある 乎 a 日本 今 R の 社會に 

於て 最も 高い 道德は 何處に 於て 在る 乎。 贵族 階級 か、 知識階級 か。 歐米 文明の 最も 盛んに 行 はる i 所 

が 最も 墮 落せる 所でない 乎。 文士と 藝術 家と は 職工、 農夫、 勞働者 等の 道德的 模範で ある 乎。 一一 百 ふ を 

休めよ である〕 事は餘 りに 明. s である。 文明と 道 德とは 並行し ない、 逆行す る。 斯く ありて はなら な 

いと 3： 人 も 言 ふ。 然し 乍ら 斯く ある こと を 何人も 認 むる。 そして 架 書 は 事 實を敎 へる. 議論 を 語らな 

い。 社會は 進歩せ ざるべ からすと 文士と 思想家と は i? ふ (自身 墮 落しつ k ある 問に〕。 然れ ども 神に 

依らす して 社 會は墮 落す る… 時には 禽徵 以下にまで… と 聖書 は 示す。 そして 歷史は 聖書の 霄を證 明す 

る。 世 は 文明に 進步 しつ.^ ある 問に、 道德 的に は 暗黑の 極へ と 進む" 

さらば 敎會は 如何と 云 ふに、 是れ亦 社 伶と 異ら ない。 社 會に道 德が衰 ふるが 如くに 敎會に 信仰が 衰 

ふ。 テサ n  -ーケ 人の 敎會の 信仰 は 今日 之 を 英國人 又は 米國 人の 敎會に 於て 見る 事が 出来ない。 若し 

テサ ロニ ケ書 5|に« はれた る バウ 口の 未 來觀  五 七 九 
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「テサ 口 一一  ケ 人の アリス タルコ 又は セ クン ド」 と 云 ふ 様な 信者が (行傳 二十 章 四 節) 紐 育 か 市 俄 古の 基 

督敎會 に 現 はれた とするならば、 彼等 は 「之で も 基督 敎會 である 乎」 と 言 ひて 驚く であらう。 變れば 

變 つた 者で ある。 千 九 百年 を經て 初代 敎會の 信仰 は 殆んど 跡 を 留めざる に 至った。 信仰 は 初めに 善く 

あって、 後に 段々 惡 しくなる。 日本に 於ても 明治 初年の 信仰 は 大正 今日の 信仰よりも 遙 かに 善く あつ 

た。 私の 信仰 をュ 一一 テリ ヤン 的な りと 云 ひて 責めた メソヂ スト 敎會ゃ 組合 敎會は 今や 公然と ュ -ー テリ 

ひえ 

ヤン 敎義 を唱 へて 居る。 敎會 今日の 信仰的 狀態を 見て、 我等の 信仰 も 愛情 も 冷ざる を 得ない。 

此 先き 如何。 眞暗黑 である。 多くの 偽 預言者 現 はれ 多くの 人 を 欺く。 罪の 人 卽ち淪 亡の 子 現 はれ、 

不法の 勢力 旣に 働く。 明白なる 姦娃の 罪すら 罪に 非す と唱 へらる X に 至った。 然 らば 失 すべき 乎。 

©  ©  ©  ©©0©0©0©©©©©©©©©©  し るし 

否な と 聖書 は敎 へる。 是れ が、 此暗黑 が キリスト 再臨の 前兆で あると。 其 時人の 子の 兆 天に 現 はると 

い 5  たやす  あら 

云 ふ。 其 時 「主 イエ ス其 口の 氣を 以て 彼 を 滅し給 ふべ し… 容易く 滅し給 ふべ し… 彼が 臨る 時に 發 はし 

給 ふ 所の 榮光を 以て 彼 を 無き ものと 爲し給 ふべ し」 と 云 ふ。 クリスチャン の 希望 は玆に 在る。 故に 謂 

ふ 「終りまで 忍ぶ 者 は 救 はるべし」 と。 我等 は 社 會の墮 落と 敎會の 腐敗 を 見て 失望 落膽 すべきで ない、 

反 つて 喜び 感謝す ベ き で あ る。 主が 預め此 事 ある を 示し 給うた ので ある。 そして 此暗黑 こ そ 光明の 先 

驅 であるの である。 テサ。 一一 ケの 信者に 此 信仰、 此 希望が あつたが 故に、 彼等 は 多くの 息 難に 堪へ、 

おこな ひ  くるし ふ 

信仰の 行爲 と、 愛の 勞 苦と、 主 イエスキリストの W び 臨り 給 ふ を 待 &rl| む 希望に 由る 忍耐と が 彼等に あ 

つたので ある。 此は 決して 奮い 時代 後れの 信仰で ない。 實 際の 世に 處 する 實 際の 信仰で ある。 

其 一一 一 人の子の し € 


テサ 口  - 一  ケ 後書 二 章の 研究の 續き。 馬太傳 二十 四 章 參考。 

「先に 道 を 離る、 事な くば」 と ある。 是れが キリスト W 臨の 前兆の 一 である。 「道 を 離る k 事」 と 

は 今日の 一一 一一 n 葉 を 以て 言へば 「背 敎」 である。 背敎は 不信者の 爲す 事で はない、 信者の 爲す 事で ある。 

-っけ  よろこ ひ  もと 

一度， 幅 昔の 光に 接し、 之 を 納て救 はれし 者の 歡 喜に 人り し 者が、 之 を棄て &故〇 不信者の 生涯に 歸る 

事で ある。 ぺ テロ 後書 二 章 二十 節に 云へ る 「我等の 救 主 イエ ス キリスト を識 るに 由り て 世の 汚 を 脫れ、 

まと は 

復 たび 之に 累れて 勝た る- -」 事で ある。 我國の 基督 敎界に 於て 澤 山に 在った、 叉 在る 事で ある。 日本 

の 政治 界、 文 學界、 敎 育界、 其 他に 於て 道 を 離れし 者卽 ち背敎 者は澤 山に 居る。 之 を 思 ふて 我等の 心 

は 痛み、 我等の 熱心 は 冷却 せざるを得ない。 然れ ども 聖書 は 明かに 示して 云 ふ、 背敎は キリストが 再 
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び 現 はれ 給 ふ 前兆で ある。 先に 道 を 離る k 事、 卽ち 背敎が 盛に 行 はる k にあら すば 其 日來ら じと ある Q 

信仰が 〔i ^々は 1 にして、 光明が 世に 充 ちて、 天國が 地上に 建設 せらる と 云 ふの は、 聖書の 示す 所でない 9 
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背敎者 精出 t て、 暗黑 世を掩 ふに 至って 光明の 主が 現 はれ 給 ふと 云 ふので ある。 人の 思 ふ 所と 神の 示 

し 給 ふ 所と 断く も 相違して 居る。 故に 安心すべき である。 背 敎者綾 出 は 信仰 设 興の 前兆で ある。 そし 

て 事 實は其 通りで ある。 

また 「罪の 人 卽ち倫 亡の 子 現 はる-事た くば」 と ある。 「罪の 人」 と は單に 「罪人」 と 云 ふ 事で は 

たい" 罪がん の 形體を 取りて 現 はれた る 者、 罪 其 者の 示顯 とも 稱 すべき 者で ある。 愛の 化身が あるが 

如くに 罪の 化身が ある。 罪の 完全なる 表現で ある。 第 八 節に 「其 時に 不法の 者 現 はるべし」 と ある 其 

者と 同じで ある。 彼 は 如何なる 者で ある 乎、 其 事を悉 しく 示す 者が ョ ハネの 默示錄 である。 玆には 其 
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宗敎的 一面 を 示す に 4- まる、 卽ち 「彼れ 凡て 神と 稱 ふる 者 また 人の 拜む 所の 者に 敵し、 之より 超て W 

を 尊く し、 神の 殿に 坐して 自ら 祌 なりと 爲 るに 至る」 と ある (四 節〕。 罪 を 其 最も 隱密 なる 形に 於て 行- 

ひ、 道 德と宗 敎とを 無視し、 0 己 を 神の 地位に 澄く 者、 其の 者が 罪の 人 叉 不法の 者で ある。 彼の 何た 

る 乎 を 知る は 決して 容易の 事で ない。 彼 は 決して I に 謂 ふ 罪人 又は 惡人 でない。 世が 見て 以て 罪人と- 

見做す 者 は 決し て 深 い 罪人 で はない。 罪の 人卽ち 不法の 者 は 惡を惡 と 知り つ、 之 を 行 ふ 者で はない。 

斯 かる 罪人 は 「罪 のん」 と較 ぶれば 輕ぃ 罪人で ある。 罪の 人と は 善は惡 なりと 信じ、 惡を 善と 認 むる 

者で ある。 預言者 ィザャ が 云へ る 「禍 ひなる 哉、 彼等 は 悪 を 呼びて 善と なし、 善 を 呼びて 惡 となし、 

暗 を もて 光と し、 光 を もて 暗と なす 者よ」 との 言に 合 ふ 者で ある (ィザ ャ書五 章 二十 節〕。 卽ち神 を 無視 

する のみなら す 道德に 超越し、 善惡の 差別 を撤廢 して、 自己の 意志 又は 氣分を 萬 事の 標準と なす 者で 

ある。 「祌々 の 死」 と唱 へて、 基督 敎の祌 を 初めと して、 「凡て 祌と稱 ふる 者 また 人の St む 所の^」 

の 存在 並に 權威を 否定し、 宗敎は 勿論の こと、 尊 3{w  (worship) の 念 を 其 根本に 於て 絕 たんと 欲する. 

者で ある。 卽ち 純然たる 無神論者 で あると 同 時に 純然たる 無 宗敎. 叉 無道 德 論者 である。 卽ち 自己 以 

外 义は以 k に 何等の 法則 叉 は 權能ぁ る を 認めす、 自己 の 欲す る 所 を 行 ふ 事 を 以て 人生 最大 の 目的と 見 

みや 

做す 者で ある。 卽ち 「己 を 尊く し、 神の 殿に 坐して 自 から 祌 なりと 稱 ふる 者」 である。 自己中心 主義 

者で ある。 自己 崇拜 論者で ある。 自己、 自 「し、 自 已、 自己 を 尊 a し、 自己 を擴 張し. 自己 を 完全す。 

彼の 全 努力 は 一 に 自己に 注 集 さる。 斯くて 彼等 は 「慣 彼の 變更」 を唱 ふ。 祌、 愛、 義、 そんな 者は價 

値 ある 者で ない、 價値 ある 者 は 自己で ある。 自 已 を 焚て 他に 仕 ふるが 如き は 是れ奴 隸道德 であると 彼 

等 は 謂 ふ。 -見 L て實に 勇ましき. 徹底した る 人生観で ある。 


然し 乍ら キリストの 敎 と枏對 して 見て！：： li- は 罪の 絶 一 m、 其 極致で ある。 彼は敎 へて s ひ 給うた 「おし 

我に 從 はんと 欲する 者 は 己を棄 て、 十字架 を 食 ひて 我に 從ふ べし、 そ は 生命 を 全うせん とする^ は 之 

を!！^ ひ、 我がた め且福 昔の 爲に 生命 を 喪 ふ 者 は 之 を 得べ ければ 也」 と。 玆に云 ふ 「生命」 は 近代 人の 

云 ふ 「.3:,」」 であって、 之 を 喪 ふが 之 を 全うする 道で あると ィ H スは敎 へ 給うた ので ある。 そして 是- 

が 基督 敎の 根本であって、 叉す ベての 道德の 基礎で ある。 然るに 罪の 人は此 基礎 を 覆へ さんと する の 

ooooooooooc  ooooooooooooooooooo  ,:、  ：--,、  -  --'  -  *  , 

である。 彼 はすべ ての 革命の 終極と して 道徳の 革命 を 行 はんとす るので ある。 道德は 道徳に 非す 自 

己 を 完全に 實 現す る事是 れ道德 であると 稱 ふるので ある。 軍に 此罪彼 罪 を 犯して 神と 道德に 逆らう の 

ではない。 自己 を 以て 神と 道德に 代らん とする ので ある。 最も 大膽 なる 計畫 である。 シザ ー、 ナボレ 

オン、 秀吉の 計畫の 如き 到底 之に は 及ばない。 天下 を 取らん とする が 如き、 そんな 低い 卑しい 計畫で 

ない。 iSi ん 力が； i に 成らん とする 計畫 である。 祌を滅 し、 道 德を廢 し、 己れ 其 上に 立たん と 欲す。 人 

として 生れし 以上、 玆に 達して 初めて 生れし ゅ斐が あるので あると 彼等 は 云 ふので ある。 

斯くて 「罪の 人」 は惡 人と して^に 接 けられない のみなら す、 却て 最も 徹底せ る 人、 嶄 新なる 思想 

家、 尊敬すべき 糾士 として 迎 へらる。 彼の 罪は餘 りに 深く して、 却て 德の 如くに 見える。 サタン は 神 

の 敵であって、 神に 克く 似た る 者で ある。 彼が 世 を 欺く は 是が爲 である。 そして 罪の 人卽ち 不法の 者 

は 「サタンの 行 爲に循 ひて 様々、 の 偽 はれる 能と 徴と 奇跡と、 不義の すべての 詭譎を 以て 顯 はれ」、 ^ 

の 尊敬 を a: 巳に 惹 きながら、 人を淪 亡に 導く と 云 ふ。 そして 此 人が 現 はれて、 然る 後に キリスト は搏 

び 臨り 給 ふと 云 ふ。 そして 我等 一 一十 世紀の 初期に 生存す る 者 は バウ の 此言を 請んで 少しも 怪 まない 

ので ある。 「不法の 隱れ たる 者旣に 働け り」 である (七 節)。 最後に現はるべき罪の人共人は未だ現は- 
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れす とする も、 彼の 使者 又は 後 從者は 旣に現 はれた ので ある。 我等 は-イチ ェの 哲學に 於て、 力 ー 

ル. マルクスの 經濟 論に 於て、 不法の 靈の 働き を 見る ので ある。 所謂 「近代の 戀 愛觀」 も 亦 其 一面の 

^現に 過ぎない。 無神論 は旣に 過ぎて 今や 無道 德 が^に 唱 へられて、 世の 歡迎を 受けつ- > 'ある。 社會 

も M 家 も 其 根抵に 於て 壞 れつ k ある。 思へば 實に 恐ろしく ある。 然れ ども 聖書 は敎 へて 云 ふ、 「罪の 

人 現 はる、 事な くば 其 日來ら じ」 と。 世界の 改造、 光明の 充溢 は此事 ありて 後に 來 ると。 

罪の 人 一名 不法 者 (anomosj は將 さに 現 はれん として 居る。 然るに 彼 を 抑へ て 今 直に 現 はる、 事 

能 は ざら しむる 者が ある。 「彼 をして 己が 時に 至りて 顯 はれし めん 爲に、 彼 を 阻め をる 者 を 汝等は 知 

る。 不法の 秘密 は旣に 働け り、 然 れど此 はた 阻め 居る 者の 除かる、 までな り」 と ある は此 事で ある 

(七、 八 節改譯 )。 抑 ふる 者 又は 阻める 者 (katechon) は 何で ある 乎。 それ はものであって、 人で な 

い。 ァノ モスの 現 はる、 こと を妨 ぐる 或る 制度 叉 は 慣例 叉 は 主義 又は 信念で ある。 大抵の 政府 は 多く 

の缺點 弊害の 之に 伴 ひしに 拘 はらす、 普通 道徳 丈け は 之 を 重んじて 其 維持に 努めた。 其點に 於て 政府 

はな，. 日まで 不法 背 倫の 抑制 者であった。 社會の 慣例 も 亦 同じ 役 を 務めた。 そして 外に 制度 慣例の 不法 

を燸 むる あれば、 衷に 良心の 之 を 照らす ありて、 共 横行 を 阻めた。 然れ ども 是等 制裁 力の 緩み 叉絕ゅ 

る 時が 來 るので ある。 其 時に 不法の 靈は 祕密に 働かす して、 公然と 權 威を撣 ふに 至る。 そして 斯 かる 

時 は 刻々 と 近づきつ k あるので ある。 今や 神 は 人が 作りし 者、 良心の 命 は 人の 張りし 繩の 如き 者、 之 

を 飛越え たれば とて 何の 不可 あるな しと 唱 ふる 者 ある も、 政府 も 社 會も敢 て 之 を 咎めざる に 至った" 

今や 普通 道 德に對 し 制裁 は 日々 に 緩みつ i ある。 他人の 利益 を 妨げざる 以上、 何 を 爲すも 道德的 非難 

を 蒙らざる に 至った。 問題 は 善か惡 かの それで はない、 利益 か 不利益 か、 偸 快 か 不愉快 かの それで あ 


る。 米國の 如き 自稱 基督 敎國に 於て すら 貞操 は 多數靑 年男 女の 間に 重要視せられ す、 老人の 生命 は 社 

會 公益の 上より 見て、 特に 尊重す るの 必要なしと 唱 ふる 者 さ へ あるに 至った。 

思へば 實に 恐ろしく ある、 然れ ども 恐る、 に 足りない。 「主ィ H ス其 口の 氣を 以て 彼を滅 さん」 と- 

ある (八 w〕o 一  言 以て 之 を 減すべし との 事で ある。 事の 容易なる を 「プット 一 吹き」 と 云 ふ。 天の 

地の 上の すべての 權を 天父より 賜 はりし ィ H スが、 己に 逆 ふて 立つ 者 を 滅すは 唯 一 吹の 翁で あろ。 地 

の 一隅 を 震 ふ 地震 を 起せば 足りる ので ある。 天より 見て 蟻の 巢に 等しき 人の 築きし 市 を燒盡 せば 濟む 

ので ある。 彼 は 罪の 人の 威力 を 怖れて 其 腕 を 現 はし 給 はない ので はない。 一面に は 神の 子の 信仰 を 練 

らんが 爲に、 他の 一 面に は惡人 をして 其 忍 ふ^ 分 を 行 ひて 罪の 罪た る を 知らし めんが 爲 に其聖 乎を控 

へ 給 ふので ある。 斯くて 「罪の 人」 は r 淪 亡の 子」 である。 彼は淪 亡に 定められ たる 者で ある。 そし 

て 彼れ 不義の 諸の 詭譎を 以て 現 はる、 や、 神の 子 は 「其 發す 所の 榮光を 以て 之 を 魔し 給 ふ」 と 云 ふ。 

价も桌 や^ 蝠が 光に 照らされて 其 跡を絕 つが 如しで ある。 

斯くて キリス ト W 臨の 預言 は 世の 終末 を說く 失望の 音信で はない。 日々 深くなる 世の 暗 黑に處 して 

希望 を 失 は ざらん が爲の 神の 啓示で ある。 此 啓示な くして、 我等 は 罪の 人卽ち 不法の 者の 出現に 際會 

して、 祌を疑 ひ、 道に 迷 ひ、 失望 落 膽の結 Br 終に 永生の 冕 を 逸する の 虞が ある。 然れ ども M:,l れ預め 

神の 示し 給 ひし 所に して、 其 遣 はし 給へ る 使徒 等が 「我等の 中に 在りし 時に 旣に此 事 を 語りし」 を 知 

りて、 我等 は 事に 當 りて 迷 はざる ので ある。 背敎 者繽屮 I し、 無神論 は 臆面な く唱 へられ、 道德は 嘲け 

られ、 人倫 は 無視せられ、 價 他は轉 倒して、 昔の 惡は 今の 善と して 讚美 せらる」 時に， 我等 は 愕き义 

狼识 して はたらない。 是は 時の 兆で ある。 此事 ありて 最大の 光明 は 臨まん として 居る ので ある。 ィ n 
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スは敎 へて ni ひ 給うた、 「夫れ 汝等は 無 花お 樹に. 5 りて 譬を學 ベ、 其 枝す で i/t かにして 葉 II めば 夏 

の 近き を 知る、 此の 如く 汝等も 凡て 此 等の 事 を 見ば 時 近く 門口に 至る と 知れ」 と (馬 太 傳サ四 章 三 二、 一一 一 

コ 一節)。 我等の 間に 多くの 不可解の 事が 信ぜられ 叉 行 はる k は、 是れ 神の 冤 一一 目が 戎统 されし とする 化：^ 

-、  1 ooooo-^ooooocooooooooooooo  、フ 

である、 此# の 萬 事 か 聖書が 示す 通りに 進行し つ、 あるので ある。 黎明 近き が 故に 暗黑は ハ；^ 々甚し ひ 

ので ある。 只 暫時の 忍耐で ある。 

其 四 復活と 再會の 希望 

テサ 口-一  ケ 前書 四 章 十三. ー 十八 節。 

此は 聖書の 一一 一一 口で ある、 そして 之に 類した る 一一 一一：： は 他の 箇所に も ある。 コ リ ン ト 前書 十五 章 は 人の 克く 

知る 朋 である。 そして バウ n のみなら す、 ィ H スも ョハ ネも 同じ 事を敎 へた。 ィ H スが 祭司の is に吿 

げて曰 ひ 給へ る 首 も 亦 人の 克く 知る 所で ある 「我れ 汝 等に 告げん、 此 後人の 子 大權の 右に 坐し、 天の 

雲に 乘 りて 来る を汝等 見るべし」 と (馬 太傳^ 六 fH ハ §! 節 )o イエス は 又 曰 ひ 給うた 「凡てへ 乂の に 賜 ひ 

し 者 を 我れ 一 を も 失 はす、 終の rn に 之 を 甦すべし …… 凡て 子 を 見て 之 を 信す る 者は窮 りなき 生， 、叩 を 辱、. 

^^Sf0s^^ 我 Ife りし 人 は £ む ケ r ひきお s」 と 

其 他： 冉 臨の 事に 就き、 復活の 事に 就き、 書が 記す 所の 曾 は 之 を 兹に揭 ぐるの 遑" がない。 問題 は 我等 

が 之 を 信じ 得 る や 否やに 於て ある。 

近代 人の 立場に 立ちて 聖書の 是 等の 言 を 信す るの 困難 を 私 は克く 知って 居る。 復活が 疑問で ある。 


再臨が 疑問で ある。 雲に 乘 りて 來 ると 云 ふが 疑問で ある。 空中に 於て 主に 遇 ふと 云 ふが 疑問で ある Q 

近代 人に 取り 奇跡 又は 之に 類す る 事 は 凡て 疑 ii: である。 故に 死後 生命 は 在る としても、 ィ H スゃ バウ 

卩が 一一 一一 E ひし 様に 在る ので はない。 彼等 は當 時の ユダヤ 思想に 囚 はれて 斯く 言うた のであって、 我等 

近代 の 基督 者 は斯か る 問題に 就て 聖書の 言 其 儘 を 信す る に 及ばない と は、. 我等が 近代 の 神學者 等より 

々說聞 せちる、 所で ある。 

して さう である 乎。 テサロ 一一  ケの 信者 は 近代 人の 說明を 聞いて 死に 就て 慰められた であらう 乎 Q 

ほろ 

彼等 は單に 「靈的 生命 は 死と 共に 滅びす」 と 間いた 丈け で 死^の 淚を拭 はれた ので あらう 乎。 さう は 

思へ ない。 復活の 方法と 時期、 復活 其 物の 1* 實、 §Sf に靈的 存在に 非す、 靈が 死に 由て 失 ひし 體を與 へ 

らる& 事、 故 に 我等 W び 相 遇 ふ 時に 相互 を 識^し 得 る と 云 ふ 事、 夫 等 の 的確なる 事實が 主 の  一 K に 託り 

て 彼等に 告げ 知らされ しが 故に、 彼等 は寢れ る 者に 就 て 憂戚 ざ る を 5£ たの で ある。 初代の 基 蝥者は 死 

ほ， -リ  かんかへ 

後生 命に 就て は 明確と したる 思考 を 持つ て 215 たので ある。 漠然たる ギリ シ ャ 人の 靈魂 不滅 說 ではない、 

ユダヤ人の 希 に 合 ひたる 死者 復活の 事實 である。 彼等 は 之 を 握る を 得て 死後に 關し 確實な る 希ぱ マ： e 

懷く 事が 出來 たので ある。 我等 は此 事に 關し バウ a の 言 全部 を 其 儘に 受けて、 初代 信者の 信仰生活 を ■ 

解す る 事が 屮 Z 來る。 之 を哲學 的に 說 明し 去らん として、 希望 其 物が 消失す るので ある U 故に問題は！！！；^ 

れ ra^ して 眞现 なる 乎 否 乎 ではない、 我等 も 亦 初代 信者と 同じく 之 を 信じ 得る 乎 否 乎で ある。 そ し て 之 

を 信じ 得て 確實 なる 希望が あり、 信じ 得すして 基督 信者 獨特の 死後 復活の 希望 は 到底 得られな いので 

ある リ 

說明 は^として. 今日に 至る まで 夥多の 某 督^が バウ n が玆に 記せる 言 を 文字通りに 信じて、 自分 
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の 死に 就き、 义 愛する 者との 死後の 再會に 就き、 初代 信者が 持った と 同じ 希望 を 持ち、 喜んで 死に 就 

き、 喜んで 者 を 送った ので ある。 基督 者が 墓の 前に 立ち、 世の 人の 如くに 憂戚す、 淚の 底に 深い 强 

い 喜び を湛 ゆる は是れ あるが 故で ある。 復活の 朝の 再會！ 斯んな 美 はしい 希望と 歡 喜と は 天が ドに 

他に は何處 にも 無い ので ある。 多分 靈魂は 生きて 居る であらう とか、 多分； 冉び遇 へ る だら うと 云 ふが 

如き 半信半疑の 望みで はない。 天の. 2:、 地の 上の 凡ての 權を 握り 給 ふ 者が r 號 令と 天使の 長の 聲と祌 

の 喇叭 を 以て 自 から 天より 降り 給 はん 其 時、 キリストに 在りて 死し 者先づ 甦り、 然る 後に 生きて 存れ 

る 我等、 彼等と 偕に 雲に 携 へられ、 空中に 於て 主に 遇 ふべ し」 と 云 ふので ある。 卽ち 奇跡 を 行 ひ 得る 

oooo:-f  一  0C-0O  O00C00OO0O0OOOO 

*?が奇跡を：^:ひ給ひて、 我等 を 甦らし 給 ふと 云 ふので ある。 之 を 信す るの が 信仰で あり 宗敎 である。 

科學的 説明 を 得る に 非れば 信じない と 云 ふ は 信仰で もなければ 宗敎 でもない。 宗敎は 神の 力に 由り て 

奇跡 を 信す る 事であって、 死後 生命 獲得 の 希 § 卞： は 信仰 の 力に 由て 獲ら る i 者で ある。 

再臨 復活の 事に つき、 學 問の 立場より して 多少の 說明を 供し 得ないで はない。 然し 乍ら 學理に 由て 

信仰 は 起らない、 信仰の 上に 立つ 希ば K は 生れない。 希 は 信仰と 同じく 神の 賜物で ある。 そして 人間 

の 側に 在りて 信仰 を 助く る もの は 境遇で ある。 テサ口 一一  ケ 前書に 於け る バウ B の此言 の 如き、 當時彼 

等が 立ちし 境遇に 身 を 置いて、 我等 も 亦 幾分 か 其 意味 を 解す る 事が 出來 るので ある。 彼等 は 偶像 を棄 

て 活ける 祌に歸 つた。 此 世と 絡ち て、 聖國の 現 はれん 事 を 待望んだ。 迫害 は 彼等の 日々 の實驗 であつ 

た、 然れ ども キリスト は 待て ども 臨り 給はなかった。 其 間に 彼等の 內の或 者 は 慰め を 得すして 死んだ 。• 

彼等 は 信仰の 事に 就て 欺かれた ので は あるまい 乎。 外に はすべ ての 物 を 失 ひ、 內には 何の 得る 所な し。 - 

息 難 は 多く L て 希望 は充 たされす、 彼等の 狀態 は、 パゥ a がコ リント 前書 十五 章 十九 節に 於て 曰へ る 


が 如く、 「若し キリストに. H れる 我等の &」 た 此 ゆのみな らば、 衆の 人の 屮 にて 我等 は 最も 憐 むべき 

者な り」 と ある 其肷 態であった。 そして 此狀 態に 於て 在りし 彼等に 取りて は、 バウ & の 此言は  一 一一 一一 n 1 

句盡く 身に 溶 渡 る 深い 眞の 一一 一一 C であった。 彼等 は 然り然 りと 雷 ひて 之に 應 じたに 相違ない。 是は 誠に 彼 

等に 取り 慰安 の 言 であった。 

そして 我等 今日の 信者 も 彼等と 同じく、 叉 は 似寄りた る 境遇に 立ちて パ ゥ 口 の此言 を眞理 として 受 

納れる 事が 出来る" 書 は 之 を讀む 場所に 由て 其 意味が 異 ふと 詩人 ホ キット マンが 曰 ひしゃう に、 バウ 

0 の此霄 も 亦、 之 を 適當の 境遇に 於て 讀ん で、 其 意味が 明，： n に 成る ので ある。 くと も 愛する 者の 死 

に際會 して、 其 死體を 前に © いて 新たに 作られし 墓の 人口に 立ちて、 此言を 請んで 其 意味の 深さと 美 

しさと が 知らる k ので ある。 平穏の 時に 於て 行 はる. -平靜 の 思想に 由て 深い 眞理は 得られたい。 服 は 

ひ. U  かなしみ 

熱い 淚に 浸さる i 時に、 最も 深く 又 最も 遠く 視 るの 能力 を 供 せらる。 世の 迫害と 死の 悲歡 とが 同時に 

我 身を惱 ます 時に パ ゥ n の此言 は 誠に 大 なる 眞理 である。 如何なる 程度に 於て 眞理 なる 乎は預 の實 

現を俟 つて^ 明す るで あらう。 然し 乍ら 實現は 預言の 文字 以上で あるに 相違ない。 キリ ストの： 冉 臨と 

共に、 1K 地に 大變 動が 起り、 信者 は 或は 甦り、 或は 生きながら 昇天し、 地上 以外の 或る 所に 於て、 主 

に 遇 ひ 奉り、 叉 相互と 會し、 斯 くして 永遠 倍に 在るべし と は、 聖書に 由て 示されし 明かなる 事實 であ 

る 0 

えんぎ わる 

クリス マスに 際して、 死と. 死者と に 就て 語る は 緣起惡 しと 言 ふ 者が ある 乎。 それ は 不信者の 言 ふ 事 

であって 信者の 言 ふ 事で ない。 クリス マ スは 殊に 友人 を 思 ふの 時で ある。 そして 我等の 友人の 內で多 

く は旣に 主に 在りて 寢 つたので ある。 我等 は 地上に 殘 されて タリ ス マ スを 守る も. 彼等が 我等と 偕に 
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居らざる が 故に 堪へ 難き 憂戚 を感 する ので ある。 我等と 偕に 樂 しき クリス マス を 守りし 者 は 今 は 其 愛 

する 姿 を 我等の 間に 見せない ので ある。 其 事 を 思 ふて 樂 しき タリ ス マ スは樂 しくなくなる ので ある。 

そして 斯 力る 時に パ ゥ 口 の 言が 一 層强く 我等の 心に 響き渡る の である、 「兄弟ょ汝等の|^,,.^は他人 

(^人) の 如く 1 ら ざらん 事 を 欲 ふ」 と。 我等 は 愛する 者に 別れて 地上に 淋しき クリス マ スを 守る と 

雖も、 それ は 仇 時まで も續く 事で はない。 「ィ H スに 由れ る 所の 旣に寢 れる者 を祌、 彼と 偕に 誇へ 來 

り 給 はん」 と。 何と 大 なる 慰めで はない 乎。 我等 は； 冉び 彼等と 偕に 樂 しき クリス マス を 守る 事が 出來 

るので あると 云 ふ。 天國に 於け る クリスマス、 それが 本當の クリスマス である。 「祌、 彼等の な g ビ悉 

く 拭 ひ 取り、 復た死 あらす、 哀み 痛み ある 事な し」 と 云ふ狀 態の 下に 守らる \ クリス マ ス、 そしと 較 

ベて 今日の タリ ス マ スは、 樂し とも 喜ばしと も稱 する に 足りない ので ある。 而 して 叉、 本當の タリ ス 

マスの 我等 を俟っ ある を 知る が 故に、 假の クリス マ スが樂 しく あるので ある。 ハバ ガル 夫人の 歌に u 

く 

あ、 クリスマス よ、 汝、 再び 来りし 乎い 

汝の 凡ての 喜びと、 叉 凡ての 悲を以 つて。 

と。 そしば 其す ベての 悲しみ を 打消す 者 は テサロ  -ーケ 前書に 於け る バウ 口の 慰めの 言で ある。 げ に：^ 

たる、 は 逝に し 愛する 者との 再會の 日で ある。 


テモテ 前後 書 研究 

提摩太 前書 一 章 十五、 十六 節 

キリスト イエス 罪人 を 救 はんため に 世に 臨れ り、 信すべく 亦 疑 はすして 納 くべき 話な り、 罪人の 

中 我 は 首な り、 然れ ども 我が 矜恤を 受けし は キリス トイ H ス いやさき に 我に 寬容を 悉く 顯 はし、 

後、 彼 を 信じて 永生 を受 くる 者の 我 を模楷 となし 給へ る 也。 

略 註 

「ii:s すべく」 . 叉眞 にして とも 譯 する を^べし、 眞な るが 故に 信すべき なり、 我等の 全 性 を 以て 大 

眞现 として 納 くべき 話な りと 〇 「疑 はすして 納 くべき」 原文な りに すべての 歡迎を 値すべき と直譯 

する 方 宜し かるべし、 斯く譯 して 其 意義 は 最も 明白と なるな り、 「疑 はすして 云々」 は譯 者の 意譯に 

過ぎす、 而 かも 善良なる 意 譯と稱 する を 得す 〇 「話な り」 「話」 にて は 意義 餘 りに 弱し、 m 章 七 節 

の 「妄 なる 談、 老 たる 婦の奇 き談」 に 類して 全 性 を 傾けて 信すべき 事と は 受取り 難し、 原文な りに 

「首」 と譯 する に 若く はなし、 「一一 目」 又は 「事」 とも 解す る を 得るな り、 約翰傳 一章 一節に 「道」 と譯 
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しある は此 語な り 〇 「首な り」 第一 に 位する 者な り、 首座 を 占む る 者な り、 必 しも 最大の 罪人た る 

の 意に あらす、 罪人の 首長な り、 彼等 を 指導せ し 者、 卽ち 隊長な りとの 意なる べし、 使徒 行 傳七章 五 

十四 節 以下、 加 拉太書 一章 十三 節 等參考 〇 「矜恤 を 受けし は」 救 はれし は、 我の 救 はれし は 我に 何 

の 善き こと、 義し きこと ありし に 因りて に 非す、 全く 神の 憐愁に 因りて なり 〇r 寬容を 悉く 顯 はし」 

すべての 寬 容を顯 はしと 直譯 する を宜 とす、 有る 丈け の寬 容を顯 はしの 意な り、 神の 寛大の すべて を 

盡す にあら ざれば 我 罪は赦 され ざり しとな り 〇 「後、 彼 を 信じて 云々」 永生にまで 彼 を 信ぜん と. in 

る 者の 模揩 となさん がた めに、 「永生にまで」 と は 永生 を 目的と してと も、 或 ひ は 永生に 至る までと 

も 解す る を 得べ し、 約 翰 傳四章 十四 節 參考、 邦譯の 「永生 を受 くる 者」 は 確かに 言 過な り 〇 全 二 節 を 

左の 如く 改譯 すれば 其 意義 一 署 明瞭と なるべし。 

信すべく 亦す ベての 歡迎を 値 ひすべき 言は是 なり、 卽ち キリス トイ H ス 罪人 を 救 はんため に 世に 

臨れ りとの 言な り、 我れ 自身が 其 首長た るな り、 然れど 我 は是れ がた めに 矜恤を 受けたり、 卽ち 

永生にまで 彼 を 信ぜん とする 者の 模楷 となさん がた めに、 キリス トイ H ス 我に 在りて いやさき に 

共す ベ て の宣 容を顯 さんため なり。 

意 解 

OOOOOOO0OO0OOOOO0OO0O 

〇 キリストの 福音 を 約言 すれば 是れ なり、 卽ち キリス トイ H ス 罪人 を 救 はんため に 世に 臨れ りとの 事 

なり、 是れ 確かに 歡 喜の 音信た るな り、 罪人の 信すべく、 亦す ベての 歡迎を 以て 迎 ふべき 音信な り、 

其 哲學的 說明を 俟っを 要せす、 その、 罪人が 最も 渴望 する 昔 信なる が 故に、 彼 は 熱情 を 以て 之 を受く 


るな り、 キリストの 福 昔 は 罪人の ための 福 昔な り、 故に 罪人なら ざる 者 は、 卽ち r しれの 罪人た るを認 

めざる 者 は 之 を 信ぜす、 亦す ベ ての 歡迎を 以て 之を迎 へ ざるな り。 

〇 罪人 を 救 はんため の 福 昔な り、 而 して 斯く 一一  H ふ 我れ 自身が 罪人の 隊長た るな りと、 キリストの 敵 を 

指！ t して 共 敎會 (今の所 謂る 「敎 會」 に 非す) を齊 しめし 者な り、 キリストの 恩惠を 斥け、 我が 義を 

以て 神の 前に 立たん とせし 者な り、 我 は 普通の 罪人に は あら ざり し、 罪人 を 率いて 神に 抵抗 を 試みし 

者な りと 0 

〇 然れ ども 神が 特別に 我 如き 者 を 救 ひ 給 ひし は、 特に 我 一人 を 救 はんため にあら す、 我 を 以て 多くの 

他の 人 を 救 はんため なり、 我 は 罪人の 模楷 として 救 はれし なり、 亦 神の 寬容の 限な きを 示さん ために 

救 はれし なり、 故に 我 を 救 ひ 給 ひし 神 は 如何なる 罪人と 雖も 能く 之 を 救 ふ を 得べ し、 乂我 にして 神に 

救 はれし 以上 は、 如何なる 罪人と 雖も大 磨に 神の 許に 至りて 共 絶. K の 寬容を 乞 ふべき なり、 已 に共隊 

長を擒 にし 給 ひし 神 は 容易に 兵卒 を 征服す る を 得る たり。 

ネ  * 

〇 謙遞 たる。 ハウ よ、 汝は汝 の 罪 を 示されて 一 i ひなる 者な り、 願く は 我 も 汝に傚 ひ、 罪人の 屮 決して 

小なる 者に あらざる を覺 り、 汝 と共に 心より して キリストの 赦 罪の 福 昔 を 信じ、 滿 腔の 感謝 を 以て 之 

を歡 it する に 至らん こと を。   
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足る こと を 知る の 幸福 金錢を 愛する の 苦痛 

提摩太 前書 第 六 章 六 節— 十 一 節まで 

六、 神 を 敬 ひて 足る こと を 知る は大 なる 利たり。 

神 を 敬 ひて 利 を 得ん と 欲 ふ 人 あり (前節」、 卽ち 信仰 を營利 的に 使用 せんとす る 人 あり、 是れ 勿論 大な 

る 誤謬な り、 然れ ども 終に 信仰 を實利 的に 使用す る途 あり、 卽ち 信仰に 加 ふるに 知 足 を 以てする こと 

是れ なり、 衷に祌 を 敬 ひ、 外に 慾 を 節して 我等 は 幸福の 生涯 を 送る を 得るな り 〇 「神 を 敬 ひ」 r 祌 

を崇 む」 とか、 叉 は 「神 を 信す る」 とか 云 ふに 同じ、 心に 神 を 認めて 豊かに 其 靈の恩 惠に與 かる を 云 

ふ、 邦語に 「敬 祌」 とい ふよりも 意味 遙 かに 深し 〇「 足る こと を 知る」 原文に ありて は 一 語な り、 

「知 足」 の 熟辭を 以て 之に 當 つるに 若 かす 〇r 利な り」 利得の 途 なり、 俗語の 「儲け」 なり、 信仰 

0O0OOOOO00000  s.? け 0  0 

に 加 ふるに 知 足を以 てす る は 大儲 なりと。 

. 七、 我等 何 をも携 へて 世に 来らす、 亦 何 をも携 へて 往 くこと 能 はざる は 明かな り。 

約 百 記 一 章廿 一 節 を 見るべし、 人 は 元來無 一 物の 者な り、 裸體 にて 生れ 裸體 にて 去る 者な りと、 原 

文に 循ひ、 左の 如く 改譯 すべし。 


そ は 我等 何物 をも携 へ て 世に 來ら ざれば なり、 亦 何物 をも携 へ て 柱く こと 能 は ざれば 也。 

「明かな り」 の 字を脫 すべし、 知 足の 理由 を 二 段に 分けて 述べし 言な り。 

八、 それ 衣食 あらば 之 を 以て 足れり とすべし。 

「衣食」 原文に ありて は 二字な り、 「食 ふべき 物と 蔽 ふべき 物」 となり、 蔽 ふべき 物と は 衣類に 

限らす、 家屋 を も 含む、 衣と 家との 意なる べし、 食 ふに 食 あり、 被る に. 衣 あり、 住む に 家 あらば、 之 

を 以て 足れり とすべし との 意なる が 如し、 余輩 は 左の 如く 改譯 す、 

然れど 食 ふべき 物と 蔽 ふべき 物と ありて、 我等 は 之 を 以て 滿 足すべし。 

r 然れ ど」 は 不足の 心に 對 して 云 ふ、 我等 は 强愁髮 かざる の 世人の 生涯 を 追 はざる べし、 然れど 

(之に 反して) 我等 は 少 きを 以て 足れり とする 生涯 を 送るべし と。 

九、 富まん こと を 欲する 者は忠 難と 罟、 叉 人 を 滅亡と 沈淪に 溺らす 所の 愚に して 害 ある 萬 殊の慾 

に陷 るな り。 

「富まん 事 を 欲する 者」 富貴 を 追求す る 者， 致 富 を 存在の 主眼と する 者 〇「 患難と 罟」 試 誘と 

»  こ、 ろ， 5  わな 

悪 (馬 太 傳六章 十一 一一 節)、 惡 魔の 試 誘と 其設 くる 苦 or 萬殊 の愁」 恐るべき 慾、 人 を 永遠の 滅亡と 沈淪 

に溺 らしむ る 慾、 肉體の 快樂を 得ん がた めに 靈 魂の 智覺を 失 はしむ る 慾、 是れ まことに 不道理 (mo 

にして 恐るべき 害 あ， る 慾な り、 而 かも 富 を 追求す る 者は此 極の 慾に 陷る 者な り、 左の 如く 改譯 すれば 

意味 更らに 明瞭と なるべし、 

足る こと を 知る の 幸福 金 餞 を 愛する の 苦痛  K 九 五 
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富まん こと を 欲する 者 は 試 誘と ほと に陷 るな り、 愚に して 害 ある 種々 の 慾に 陷る なり、 是れ人 を 

滅亡と 沈 倫に 溺らす 者な り。 

十、 財 を 慕 ふ は 諸の 惡 事の 根な り、 或 人 之 を 慕 ひて 迷 ひ 信仰の 道 を 離れ、 多くの 苦 害 を 以て 自か 

ら己を 刺せり。 

「財 を 慕 ふ は」 原語 其 儘に 「金 を 愛する は」 と譯 する を {且 とす or 諸の 惡 事の 根な り」 實に然 

かり、 惡 事と 稱 する 惡事 はすべ て 金 を 愛する より 來る なり、 吾人 は 西洋の 宗敎 家に 傚 ひ、 富者 を 怒ら 

せんこと を 恐れて、 聖書の 此 一一 一一 II を軟く 解す るの 要な きなり、 金錢を 愛する こと は實に 誠にす ベての 惡 

事の 根な り、 歐 米諸國 の敎會 までが 今日の 如くに 腐敗す るに 至りし は 全く 其 信者が 祌を 愛せす して 金 

錢を 愛する が 故な り、 米 國人は 云 ふ 「萬 能なる 弗」 と、 彼等の 祌は實 に 「弗」 たるな り 〇 「迷 ひて 信 

仰の 道 を 離れ」 信仰の 道より 迷 出で、 金銀 を 愛せし が 故に 信仰より 迷 ひ 出で し 基督 信者 は 外 國に於 

て も 我國に 於ても 擧 げて算 ふべ からす 〇 「自 から 己 を 刺せり」 自 から 多くの 苦痛 を 己が 身に 招きた 

り、 己と 自 から 己が 身 を 刺せり、 精神的に 自殺せ り、 斯 かる 者の 一た、 &神を 信ぜし 者の 中に 多き は 余 

輩の 指摘 を 持た すして 明かな り。 

金錢を 愛する はすべ ての 惡 事の 根な り、 或 人 之 を 慕 ひて 信仰の 道より 迷 ひ 出で、 多くの 苦痛 を以 

て自 から 己 を 刺せり。 

十一、 神の 人よ、 之 を 避けて 義 しき 事と 神 を 敬 ふ 事と 信仰と 愛と 堪忍と 柔和と を 慕 ふべ し。 


「神の 人よ」 然 れど汝 神の 人よ、 世の 人なら す 神の 人なる 者よ 〇 「之 を 避けて」 第 ra: 節以 一.- に 

於て 述べし すべての 害惡を 避けて、 殊に 金錢を 愛する 心 を 避けて 〇 「義 しき 事と 神 を 敬 ふ 事」 正義 

と 敬神と 〇 全 節 を 左の 如く 改譯 すべし。 

然 れど汝 神の 人よ、 是 等の 事 を 避けよ、 而 して 正義、 敬神、 信仰、 愛、 忍耐、 柔和 を 追求せ よ、 

^^大なる敎訓なり、 以て 吾人 をして 此 世に 勝た しむる に 足るべし、 吾人 を此 *1 に 縛 附る繩 は 慾な り、 

此繩を 絶ちて 吾人 は 自由の 身と 成るな り、 曰く 金、 金、 金と、 傳道も 金な り、 敎會も 金な り、 信仰 も 

金な りと、 金 は 令 や 信者 を 縛り、 敎 きを 縛るな り、 福音 も 亦 其 縛る 所と なりて 其 能力 を 失せり， 誰が 

言 ひ 始めし ぞ 「金 は 力なり」 と、 英 W 人 か、 米國人 か、 將た叉 曰 本人 か、 金 は 力に あらざる なり、 金 

は 腐らす ものな り、 力 は 金を使 用す る 人に あり、 人に して 自由なら ざらん 乎、 金 は 力に あらす、 病毒 

なり、 然り、 死因な り、 吾人 は 神に 依りて 金 以上の 人た るべき なり、 金 を 愛する 者に あらす して 祌を 

愛する 者た るべき なり。 

金 を 愛せざる と は 勿論 金 を絶對 的に 賤 むの 意に あらす、 金に 金の 用 あるな り、 然れ ども 金の 川た る 

や、 今の 人が 思 ふが 如く 萬 能 的に あらざる なり、 金 は 最高の 幸福の 基に 非す、 金 を 以て 靈魂を 贈 ふ 能 

はす、 金 は 詩歌 を 生ます、 金 は 友情 を 造らす 又 保^せす、 金の 爲す能 はざる こと は擧 げて數 ふべ から 

ざるな り、 一.jn 人 は 金の 少量 を 要す、 其 多額 を. 耍 せす、 機を充 たす に 足る の 食物と 寒 を 防ぐ に 足る の 衣 

服 を 要す、 其 他 を 要せす、 而 して 是れ敢 て 之 を 追求せ ざると も天國 と其義 しきと を さへ 求 むれば 自か 

ら 身に 加 へらる &者 なり、 金 は 其 他の 必要物と 同じく 神より 吾人に 賜 はるべき ものな り、 吾人より 進 

足る こと を 知る の 幸福 金 g% 愛する の 苦痛  K 九 七 
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んで 取る ベ きものに あらす。 

人、 或 ひ は 言 はん、 聖書の 此敎訓 にして 若し 眞理 なりと す I ば 今日の 經齊 組織 は 根本的に 破壞 せん 

と、 然り、 其 通りな り、 聖書 は 今日の 經濟 組織 を 神の 聖旨に 合 ふ ものと して 認めざる なり、 聖書 は 今 

の 世 を 罪惡の 世と して 認 むるな り、 滅亡と 沈 倫に 定められし 世と して 認 むるな り、 所謂る 「生存 競爭」 

なる もの は 神の 命じ 給 ひし 生存の 途 にあらざる なり、 信仰 を 以て 靜に 神の 恩 惠を樂 むこと なり、 是れ 

神の 聖旨に 合 ふ 生涯な り、 而 して 斯 かる 生涯 は 決して 有り得べ からざる 生涯に は あらざる なり、 之 を 

試みし 觸人 あり、 又 之 を 試みし 國家 なきに 非す、 而 して 之 を 試みし 者 は 皆な 曰 ふ 「之に 勝 さりて 幸福 

なる 生涯 あるな し」 と、 今日の 經濟 組織 を 以て 完全に 最も 近き ものと 見做す 者の 如き は 未だ 「神の 人」 

たるの 幸福と 快 樂とを 夢想 だも爲 したる ことなき 者な り。 

神の 人 たれよ、 罪の 人よ、 金 錢と名 譽とを 慕 ふを歇 めて、 正義と、 神と、 信仰と、 愛と、 忍耐と、 

柔和と を 慕 ふ 者と なれよ、 然 らばなくて ならぬ だけの 食物と 衣服と 家屋と 金 錢とは 汝に與 へられて、 

汝は義 と 神と を 愛しながら 来世の みならす 現世 をも樂 しむ を 得べ し。 


使徒 パゥ 口の 最後 


提摩太 後書 四 章 六、 七、 八 節 

六、 我れ 今 祭 物と ならん とす- 我が 世 を 逝る 期旣に 近づけり。 

汝 (テ モテ) 眞の俾 道 者の 業を爲 すべし、 我れ (パゥ 口) に 傚へ よ、 信仰の 維持 者なる 我め 最後に 

注目せ よ C 前節 ) 〇 「今」 今や 將 さに 〇 「祭 物と ならん とす」 液 祭の 供物と なりて 禱 げら れんと す. 

今や 將 さに 屠られて 我が 血 は 液 祭の 酒の 代用と して ^^ ホバ に疆 はしき 香 を 奉らん ために 獻 げら れんと 

す (K 數紀略 十五 章 七 節)、 單に祭 物と せし は誤譯 なり 〇 「世 を 逝る 期」 解體の 時期、 勿論 死期な り 〇 

「近づけり」 我が 側に 立てり、 死 は 我が 側に 立てり と 云 ふに 同じ" 

七、 我れ 旣に善 戰を戰 ひ、 旣に馳 るべき 途 程を盡 し、 旣に 信仰の 道 を 守れり。 

「戰」 血 を 流す 戰爭の 意味に 於ての 戰 ひに 非す、 競技の 意味に 於ての 苦鬪 なり、 パゥ 0 は 幼時よ 

り 通々 ギリ シャ 人の 競技 を 目撃せ しなる ベ し、 彼の 書中に 競技に 關 はる 文字 多し、 腓立比 書 三 章 十一 一 

. 1 十 @： 節 を 見よ 〇 「善 戰」 立派なる 競技 (fair  game) と 云 ふに 同じ、 善く 競技の 法則 を 守り、 

1 點の 非難すべき 所な きを 云 ふ、 我 は 立派に 競技 を 競 ひたりと 意譯 する を 得べ し (I liave  playetl a 

fair  game) 〇 「馳 るべき 途 程を盡 し」 も 程を完 うせり、 競走 場の 決勝 點に 達せり 〇 「信仰の 道 を 守 

れり」 信仰 を 守れり、 原文に 「道」 なる 辭 あるな し、 能く 信仰 を 守り 通う せりと も、 又は 能く 信仰 

の 规則を 守れり とも 解す る を 得べ し、 後の 場合に 於て は 信仰 を 競技の 規則と 見て 云 ふなり、 能く 规則 

を 遵奉して 立派に 信仰の 競技に 勝てり と。 

八の 上、 今より 後、 義の 冕、 我が 爲 めに 備へ あり、 主、 卽ち 正しき-! » 判 を爲す 者、 その 日に 至り 

使徒パ.c^  P の 最後  五 九九 
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て 之 を 我に 予 ふり 

「今より 後」 今 は 唯、 苦 鬪旣に 終り、 我れ 旣に走 程を盡 したれば 〇 「義の 冕」 金銀 义は寶 石の 

冕に あらす、 叉 は ギリシャ 人の 競技に 於て 勝者が 贏 得しが 如き 月桂樹 又は 常春 藤の 冕に あらす、 義の 

冕な り、 而 かも 我が 義の 冕に 非す、 キリストの 義の 冕な り、 彼が 贏 得し 義を我 は 我が 信仰の 報、 賞と し 

て 着せら る、 なり 〇 「我が 爲 めに 備へ あり」. 義の冕 我が 爲 めに 準備し あり、 恰 かも 慈母に 由て 甘味 

が其兒 のために 倫へ 置かる、 が 如し、 愛の 父 は 令 ゃ榮 光の 冕 を 乎に して 我 を 待ちつ、 あり、 我 は 我が 

10 と 

褒美 を 得ん として 我が 父の 許に 往 かんとす 〇r 主卽ち 正しき 審刺 を爲す 者」 裁判人と しての キリ ス 

ト、 彼 は 救 主にして 叉 裁判人な り、 慕 ふべき 者に して 叉 恐るべき 者な り、 而 かも 其 憐愍 を 蒙りし 我に 

在りて は 恐るべき 者 は 慕 はしき 者と なれり， 我 は 我が 愛する 者に 審判 かれんと す、 故に 我に 賞 譽の希 

望の みあり て、 責 罰の 恐怖 あるな し 〇 「その 日」 かの 曰と 譯 すべし、 かの 恐るべき 日、 罪人が 戰慄く 

日、 萬 物が 終結 を吿 ぐるの 日、 羊が 山羊より 分かた る、 の n:。 

八の 下、 獨り 我れ のみなら す、 すべて 彼の 顯 はる k を 慕 ふ 者に も予 ふべ し。 

「獨り 我れ のみなら す」 世の 競技に ありて は 冕を受 くる 者 は 唯 一 人な り、 然れ ども 信仰の 銃 技に 

ありて は 能く 信仰 を 守りし 者 はすべ て 勝利の 冕 を 着せら る、 我れ 一人 賞 譽に與 かるに あらす、 我 は 我 

が 同信の 友と 偕に 榮 光の 冠 を 戴かん とすと。 寬大 たる かな 使徒 バウ 口 〇 「彼の 顯 はるを 慕 ふ 者」 キ 

リストの W 顯を慕 ふ 者、 彼が 勝利の 王と して I に 立ち 給 ふ 時 を 待^む^、 此 信仰と" 待望な き 者 は 基督 

信者に 非す。 


ましき 又 美 はしき 鼓 後な り、 武士の 最後に も あらす r 去りと て 叉 狂信 家の 最後に も あらす、 タリ 

ス チャンの 最後な り、 自己の 爲 すべき を 爲し盡 して、 而 かも 自己の 功に 賴ら す、 唯 神の 恩惠を んで 

II かに 死の 至る を 持つ、 肅 然として 死に 就く にあら す、 喜々 として 父の 懷に歸 る、 パゥ B を 信仰の 戰 

士と いふ 勿れ、 彼 は 神の 信頼 者たり しなり、 故に 斯 くも 優しき 死を遂 ぐる を 得しな り、 我等 は 預言者 

ェ リャの 如く 火 車に 乘 りて 天に 弊らん と 欲すべ からす (列 王 紀略下 二 章 十 一 節〕、 イエス に 在りて 眠らん 

と 欲すべし、 赤 兒が其 母の 懷に 在りて 眠る が 如く、 愛の 手に 抱かれて 眠らん と 欲すべし、 パゥ 口が 兹 

に善戰 云々 を 述べし は 彼の 軍功 を 語りて に 非す、 彼の 過去 を 追想して なり、 彼 は 云 はんと 欲す、 我が 

苦闘 は旣に 終りたり、 今 は 唯 休息と 褒賞との 我 を 待つ あるの みと、 彼 は 彼の 身に 於て 父の 命令 を 架し 

たれば、， 今や 父の 約束し 給 ひし 褒美 を 待ちつ & あり、 彼の 死 は 第 人の 凱旋に 非す、 小兒 の歸贫 なり、 

彼 は 飛 立て 父の 家に 歸れ り。 


使徒 バウ D の單獨  一 

提摩太 後書 ffl 章 九 I 十八 節  一 

九、 汝、 務めて 速 かに 我に 来れ。 

汝、 我 子 テモテ よ、 務めて 速 かに 我に 来れ、 冬 は 至らん とす、 航海 は 杜絶 せんとす、 而 して 我れ 寂 一 

使徒 バウ f の SBr 獨  六 01 
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雾 を感 する 甚だし。 

十の 一、 デマ ス此世 を 愛し、 我を棄 てテサ & 一一  ケに往 けり。 

デ マ スは醫 者 ルカと 共に 曾て パゥ n と 偕に 羅 馬の 獄舍に 在りし 者な り (飪羅 西 書 3 章 十四 節し 然るに 令 

や 共 師を棄 て 再び 身 を 俗塵に 投す、 彼れ 此世を 愛し、 將 さに 福音の 證人 として 屠られん とする 老 使徒 

を棄て テサロ 一一  ケに往 けりと 云 ふ、 或 ひ は單に 身の 安全 を 計らん ために か、 或 ひ は 商 賣に從 事 せんた 

めに か、 或 ひ は羅馬 政府の 官吏と なりて、 此 世の 權 威に 服 從 せんた めに か、 デマ スは墮 落 信者の 好模 

範 なり、 I に眞 正の 傳道師 の あらん 限り はデ マスの 眾は絕 えざる べし- 或は 曰 ふ、 デマ スは H ぺソの 

銀ェデ メテリ ォと同 一 の 人な りと r 使徒 行傳 十九 章 サ四節 )o 

十の 二、 クレス ケ ンス、 ガラ タヤに 

兹に 謂ふガ ラタ ャはパ ゥ 口 が 加 拉太書 を 接り しガラ タヤに 非す して ガリ ャ卽ち 今の 佛 蘭西國 なりと 

の說 あり、 古代の 佛 蘭人 は クレス ケンス を 以て 彼等の 敎會の 創設者と 見做せり、 彼の、 デ マスの 類に あ 

らざ りし は 疑な きが 如し。 

十の 三、 テ トス、 ダル マテヤに 

提多書 を 受取りし テ トスな り、 バウ 口が 「我が 眞子」 と稱 びし 者、 故に 彼が ダル マテヤに 往 きし は 

其 師を棄 て k にあら す、 其 命 を 受けて 彼 地に 道を傳 へんた めなる べし. ダル マテヤ は アド リャ 海の 東 

岸に 在り、 今 は 塽地利 國に屬 す。 

十の 四、 惟 ルカの み 我と 偕に 在り。 

. 「我等が 愛する 醫者 ルカ」 (哥羅 西 書 四 章 十四 節)、 バウ の 旅行の 侶伴、 神より 授けられし 彼の 侍醫、 


ルカ は バウ 口の 病 體を氣 遣 ひて 終生 彼に 附隨 せし が 如し、 神の 使徒 (全權 大使) パゥ を 看護して 醫 

師 ルカ は 福音 を 擁護せ り。 

十一、 汝、 マコ を 伴 ひ 來れ、 そ は 彼れ 我が 職務に 益 あれば 也。 

マコ は 一 たび パゥロ を 去りし 者な り (使徒 行傳 十三 章 十三 節〕、 然れ ども デマ スの 如く 世 を 愛して にあ 

らす、 故に 後年に 至りて 使徒との 和睦 成り、 今や び 其 招く 所と なりたり、 福音に 忠實 なる 者 は 一た 

び 相 離る k とも 再び 相 合す、 然れ ども 「世 を 愛して」 の 分離 は 永久の 分離な り、 是れ 再び 調和す ベ か 

ら ざるの 離絕 なり 〇 「我が 職務に 益 あり」 獄內に 於け る 我 傳道を 助く るに 益 あり。 

十二、 我れ テ キコを H ぺソ に 遣 はせ り。 

「我が 愛する 兄弟、 忠實 なる 役者、 我と 偕に 主に 事 ふる テキ コ」 (哥羅 西 書 四 章 七 節)、 クレス ケンス 

を ガリ ャ (怫蘭 西) に、 テ トス を ダル マテヤに 送りし 如く、 我れ テキ コを H ぺソに 遣せ りと、 老 使徒、 

死に 瀕して 傳道を 怠らす、 獄內 より 使者 を 四方に 發 して 弱りた る 膝を强 くす (希 伯 來書十 二 章 十 二 節)。 

十三、 汝、 來る 時、 我が ト II ァス にて カルボの 所に 遣し、 外衣 を携へ 来れ、 又 書籍 を携へ 來れ、 

其 皮なる もの 尤も 肝要な り。 

冬 は 至らん とす 我れ 獄舍 にあり 老體に 寒 氣を感 す、 汝、 來る 時に トロア スに立 寄り、 我が カルボの 

家に 遺し k 古き 外衣 を携へ 来れ、 我れ 叉鐵 窓の 下に 寂 雾を感 する 甚だし、 我は讀 書に 我が 英 (湫を 養 は 

んと 欲す、 故に 我が 外衣と 共に 遣せ し 書籍 を携へ 来れ、 殊に 其 皮なる 者 を 忘る & 勿れ、 我 は 古き を溫 

ねて 此 所に 我が 孤獨を 慰めん と 欲すと。 

十四、 銅 エア レキ サン デル 多く 我を惱 せり、 主、 彼れ が 行 ひし 所に 循 ひて 報 ひ 給 はん。 

使徒 バウ ci の 8単©  六 〇一ーー 
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銅 エヂ マ スは 危急の 場合に 臨みて パゥ B を棄 去れり、 而 して 銅 エア レキ サン デル は 彼を此 場合に 誘 

ふの 手引と なりし が 如し、 「li ませり」 と ある 原語に 「訴 へたり」 との 意 ありと 云 ふ、 若し 然り とす 

れば 彼れ ァ レキサ ン デル は ィ ス カリオ テのュ ダがィ H ス に爲 せし 事をパ ゥ 口 に爲 せし が 如し、 卽ち其 

師を 敵の 手に 附し、 彼 をして 縲紲の 身と たらしめ しが 如し、 然 かも 老 使徒 は 彼 を 恐る ことなく、 罩に 

「主、 彼れ が 行 ひし 所に 循 ひて 報 ひ 給 はん」 と 云へ り、 卽ち惡 を 以て 惡に 酬ゐる ことなく、 退きて 主 

の 怒 を 待てり。 

十五、 汝も亦 彼に 注意すべし、 彼れ 甚だしく 我等の 雷に 逆 ひたり。 

彼れ 銅 エア レキ サン. テル を 憎む 勿れ、 然れ ども 彼は惡 人な り、 彼に 注意すべし、 汝、 我の 如く 彼の 

係 蹄に 揺る 勿れ、 彼れ 甚だしく 我等の 一一 百に 逆 ひたり、 卽ち 一た び 福 昔 を 信ぜし 彼 は 近 米に 至り 装 だし 

く 之に 逆 ひたり、 昨日の 味方 は 今日の 敵と なれり、 而 して 福音に 叛 きしが 故に 其 使者た る 我に 叛 きた 

十六、 我が 始めて. の 公判に 於て 何人も 我と 階に 立た す、 皆な 我を棄 去れり、 願く は此 事の 彼等に 

報 ひられ ざらん こと を。 

今 は 「愛する 醫者 ルカ」 我と 偕に 在り、 然れ ども 我れ 始めて 公判に 附 せらる &ゃ 何人も 我が 測に 立 

ちて 我がた めに 辯 護し 叉 我の l!i ほ 人と なる 者な かりき、 我 友 は 皆 其 時 我を棄 去れり、 皆た デ マスの 跡に 

從 へり、 我れ 神に 願 ふ、 此 不信 背棄の 罪の 彼等に 報 ひられ ざらん こと を。 

十七の 上、 然れ ども 主 は 我と 偕に 立ち 給へ り、 而 して 我 を 力 づけ 給へ り、 是れ 我に 由り て 道の 知 

れ 渡りて 異邦人 をして 之を聽 かし めん ためなり。 


友 は 我を棄 去れり、 我 は 獨り裁 刺官の 前に 立てり、 然れど 我 は單獨 なら ざり し、 主 は 我が 側に 立ち 

給へ り、 而 して 我 を 力 づけ 給へ り、 主が 斯く爲 し 給 ひし は 特に 我が身 を 護らん ために は あら ざり し、 

福 昔の 我に 由り て 衆人に 知れ渡り、 異邦人 をして 之 を！！ かし めん ためなり、 我が 公判 は 傅 道の 好機 會 

となれ り 0 

十七の F、 我 は 獅子の 口より 引出されたり。 

主の 辯 護と 助力と に 由り て 我は大 なる 危險 より 免 かる i を 得たり 〇 玆に云 ふ 獅子と は 何 を 指した 

る や、 或 ひ は ネロ ー 帝なる 乎、 或 ひ は サタンなる 乎、 或 ひ は. 口， 'マの 圓 劇場に 獅子と 格闘せ しめらる 

るの 危險 より 免 かれし を 云 ふなる 乎、 今に 至て 判定し 難し 〇 「引 5! されたり」 强カを 以て 引出され 

たり、 我が 敵の 企圖と 我が 豫期 に反して 奇 にも 引 屮：； されたり。 

十八、 主 また 我 をす ベての 惡 事より 引出し 給 はん、 而 して 我 を 救 ひて 其 天國に 入れ 給 はん、 願く 

は榮 光世々 窮 なく 彼に 歸 せんこと を、 ァ ー メン。 

我 を 今 獅子の 口より 引出し 給へ り、 其 如く 主は將 來と雖 もす ベての 惡 事より 我 を 引出し 給 はん、 而 

して 惡 事より 我 を 引出し 給 ふに 止まらす、 更らに 進んで 我 を 救 ひて 其 天國に 入れし め 給 ふべ し、 斯か 

る 救 主 を 我は稱 讚し 奉らざる を 得す、 願く ば榮 光世々 窮 なく 彼に あれ かし、 ァ I メン。 

ナに  * 

〇 單獨の パゥロ は 單獨に 非す、 大 なる 辯 護士、 大 なる 慰藉 者の 常に 彼の 側に 坐す る あり、 彼 は 詩人の 

一一 一一 n を藉 りて 曰 ひしな らん、 一王、 我 を 助く る 者 なれば 我に 恐怖な し、 人、 我に 何 を爲し 得ん と (詩篇 百 十 

八篇六 節〕、 彼 は獨り 裁判官の 前に 立ちて 人に 鞠 かる i 者に あらす して、 世 を鞋く 者な りき、 强き者 彼 
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と 偕に 立ち たれば なり。 

0 去れよ、 デ マスよ、 ァレキ サン.、 テルよ、 我 は 我がた めに 汝 等が 我を棄 去りし を悲 ます、 汝 等が 我 を 

棄 去りし 前に 旣に汝 等の 救 主を棄 去りし を汝 等の ために 悲む なり、 願く ば此 事の 汝 等に 報 ひられ ざら 

ん こと を- 生命の 主を棄 去りし 結果と して 永遠の 沈 倫に 至ら ざらん こと を。 

〇 人 去て、 主 来り 給 ふ、 人 無き 所に 主 は 在し 給 ふ、 人の 我 を 去る は 我 をして 獨り 主と 偕なら しめんた 

めな り、 喧しき 世の 人よ、 世の 敎會 よ、 汝等 我の？ 攀 獨を憐 むの 要な し、 反て 之 を 羨めよ、 而 して 汝等 

が 群衆 ia 轟の 中に 在りて 細き 靜 かなる 主の 聲を 聞く 能 はざる を悲 めよ。 


ト ti ァス に 遣せ し 外衣 

テモテ 後書 四 章 九 節 以下 

。ハ ゥ II 羅 馬市に ありて 將に其 最期の 近づかん とせし 時 一 書をテ モ テに り 彼 を 招く と共に 附言して 

曰うた r 汝來る 時 わが ト ァス にて カルボの 許に 遣し.^ 外衣 を携へ 来れ」 と、 事 は 甚だ 小で ある、 故 

にか k る 言が 聖書の 中に 存 する を 見て 人 は 或は 曰 ふので ある 「聖書 若し 神の 言なら ば 何故 外衣 一 枚に 

關 する 小事まで を 書き記す ので ある 乎、 聖書の 一 言 一 句み な 聖靈に 由て 記された りと いふが 如き は畢 

竟 使徒 等 を 尊敬す るの 餘 りに 出で たる 思想の み」 と、 之れ 今日 廣く行 はる- -說 である。 


然し 乍ら 事 は 小な りと 雖も此 一 言 實に 貴き 一 雷で ある、 パゥ& の 生涯に 就き 叉す ベ て 神の 爲に仕 ふ 

る 人の 生涯に 就き 多くの 書 を 以てする も 能 はざる 眞 理を傳 ふる 言で ある、 偉人と して は 世界 第一 流に 

位し キリストの 爲には 其 生涯 中の 三十 餘年を 最も 忠實 に獻 げたる 老 使徒 パゥ 0  (彼 は此 時分 船 七 卜に 

近かった であらう) 今や 最後に 牢獄に 繁 がれ 死 は 旦夕 彼に 迫りつ- - ある、 而 して 彼 は 遠く 海 を 二つ 超 

えたる 卜 ロア スに 於け る舊 友に 書 を 送りて 其處に 遣せ し 一 枚の 外衣 を携へ 来れと 委嘱す るので ある、 

之れ 誠に 意味 深き 事で はない 乎、 使徒 行 傅の 記事に 由れば 羅馬 にて 多くの 人 彼を迎 へたり とい ひ义羅 

馬 書 第 十六 章に 由れば 始めより 多くの 友人 彼 地に 在りて 其 中には 貴族 叉 は 富豪の 家の 者 も ありし 事と 

察せら る、 然るに も拘 はらす 今や 彼の 死 せんとす る 時に 當り 一 枚の 外衣 を 彼に 贈 りて 其老體 をね ぎら 

ふ 者が 無かった ので ある、 彼 は 曰 ふ 「我が 始めて 裁判官に 事由 を陳 べし 時 誰も 我 と共にせ すル ：= 我 を 離 

れ たり」 と (十六 節)、 獨立傳 道 三十 年に して 此 世の 一 切の 物 を 失 ひしの みならす 最後に は 友人に 至る 

迄み な 彼を棄 てた ので ある、 而 して 之れ 使徒 パゥ 0 の 生涯であって 又 凡て 眞實に 福音の 爲に 立つ 者の 

生涯で ある、 彼等に 友人 無き に 非す、 然れ ども 遂に 大 迫害 起り て 信仰が 一 切の 財產 及び 生命 を脐 すべ 

き 問題と ならん 乎、 最後まで 共に 立つ 者 果して 幾人 か ある、 眞赏に キリストの 爲に 力む る 老の设 後 は 

バウ 口 と 同じく 多く は孤獨 である。 

然しながら 偉大なる はパ ゥ 口 であった、 彼 は 自己の 命 旦夕に 迫る と雖も 自ら 少しも 悲しむべき 地位 

に 在る と は 思はなかった、 彼 は 平常の 如く 兄弟の 事の み を 思 ひ 叉悠々 として 彼等の 傳 言を傳 へた、 臼 

く 「ト B ピ モ病 あれば 我れ 彼をミ レ 卜 スに 留めたり」 と (サ 節)、 叉 曰く  r ュ ブル と プ.、 テ ス とリ ノ ス と 

クラウ ヂァと 兄弟み な汝に 安き を 問 ふ」 と C 廿ー 節)、 以て 彼の 心境 を 見るべき である。 

ト B ァスに 遺せし 外衣  六 0 七 
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故に トロア スに 遣せ し 外衣に 關 する  一 ーーー；ロ はパ ゥ 口 の 最後の 狀態を 知る が爲に 最も 貴き 一 言で ある、 

雨來今 日に 至る 迄； S 音 の爲に 迫害 を 蒙りし 人に して 暗黑 にして 濕氣 多き 獄屋 の 中に 苦み つ i 此ー 一一 一一 n に 

由て 慰められし 者 幾人 ありし か を 知らない、 かの 贵き老 使徒の 晩年 冬 將に來 らんと して 一枚の 外衣の 

身を蔽 ふべき ものな かりし を 知らば 我等 はまた 衣食の 爲に思 ひ 煩 ふべ からすで ある。 

英 國の學 者に して 聖書 無 謬 說を稱 へたる R  • ハルデン E く 「バウ a は 將に此 世の 皇帝に 斬られ 彼 世 

の 王に 受けられん とす、 此 世に 於て は 彼の 老體に 着るべき 一 枚の 外衣な かりし も 今や 被せられん とす 

る 限りなき 榮 光の 衣 を 望みし が 故に 彼 は 肉の 事 を 思 ひ は ざり しなり」 と、 然り主 キリストの 再臨 

を 信じ 榮光を 前 に^みつ &生 くる 者 は 衣食の 如き は 唯 神の 與へ給 ふ もの を 以て 感謝す るの 他 を 知らな 

いので ある、 而 して 此眞理 を敎 ふる パゥ II の 一 言 は 是れ亦 聖書 中より 除くべからざる 貴き 神の 雷で あ 

る 0 

パゥロ は 外衣と 共に 「また 書籍 を携へ 來れ、 其の 皮なる もの 最も 肝要な り」 と 書き送った、 今や 羅 

at の 獄卒の 劍 己が 首の 上に 觸 れんと する 時に 當り彼 は 遺せし 書籍 を 取 寄せて 今 一 度 之を讀 まんと 欲し 

たので ある、 以て 彼の 心の みならす 其 頭腦の 偉大 を 知るべき である、 神の 光に 接した る 者 は必す ゃ更 

に 其 深き 眞理を 璲ん事 を 欲する、 無學を 誇る 者 は 未だ 祌靈を 受けざる 事 を 自ら 證明 する 者で ある、 パ 

ゥロは 死に 至る 迄 旺盛なる 知識 慾 を 失はなかった、 而 して 「其 皮なる もの」 と は卽ち 皮に 書きし もの 

の 謂 ひに して 書籍 中 特に 贵 重なる 書籍で ある、 此 場合に ありて は 多分 聖書の 事で あらう、 モ ー セの書 

乎、 ィザャ の 書 乎、 何れにせよ 死に際して 今一度び 之 を 研究 せんと 欲した る 老人の 心の 偉大 さよ。 

斯 くの 如き 心 を 有せし パゥ は 誠に 惠 まれた る 人であった、 而 して"： i| れ亦 我等が 聖書 中の 何處 かに 


於て 敎 へらるべき 大 なる 眞理 である、 此 事に 關 する バウ 口の  一 一一 一一 II は 是れ亦 貴き 神の 言で ある。 (述) 


牧會 書翰の 眞價値 

(敎會 腐敗の 活寫眞 として) 

提摩太 前後 書、 提多 書の 三 書 を 合せて 通常 之 を牧會 書翰 (pastoral  epistles) と稱 ぶ、 H ベ ソ敎會 

みち 

の 牧師 テモ テ、 クレテ 敎會の 牧師 テ トスに 贈られし 書翰であって、 敎 會を牧 する 途に 就て 比較的に 委 

はしく 述べ て 居る からで ある。 

是 等の 書翰 は實際 使徒 パゥ n に 由て 書かれし もので あるか、 是れ 近世 聖書 學に 於け る 論爭の 燒點で 

ある、 其 中に 多くの 尊き 基督 敎的 眞理の 含まれて あるに 關 はらす- 之 をパゥ 口に 由て 書かれし 書翰と 

して 受取る に 多くの 排し 難き 困難が ある、 若し 敎會の 監督 制度なる 者が 主として 是等 書翰に 由て 設け 

られ たる 者で 又 維持 せらる i 者であるなら ば、 近世の 聚書 批評 學は斯 かる 制度 を 聖書の 言に 由て 維持 

する こと を 非常に 困難なら しめた、 監督 制度に 限らない、 すべて 聖書の 精神に 由ら すして、 其 文字に 

由て 維持 せらる & 信條、 制度、 習慣 等が 近， の 聖書 批評 學に 由て 其 根本 を 動かされし 事 は キリストの 

幅 音の ために 最も 賀 すべき 事で あると 思 ふ、 キリ ス トの 福音 は 儀 文 や 宗制ゃ 信仰 箇條 ではない、 是れ 

はすべ て 信ずる 者 を 救 はんとの 神の 大能 である、 是れは 聖書の 文字の 上に 立つ もので はない、 循 つて 

牧 書 翰の 眞廣値  六 〇 九 


バ ゥ D 小 * 翰 tg 究  六 一 〇 

批評 學者 等に 左右 せらるべき もので はない、 是れは 永遠の 磐で ある、 すべ て 人に 由て 組立 てられし 敎 

會が破 壞れて 了った 後に も尙ほ 儼然として 存立す る 者で ある。 

故に 今日に 至って 所謂る 牧會 書翰なる ものに 由て 今の 敎會 制度 を 維持 せんとす るが 如き は 甚だ 愚か 

なる 事で あると 思 ふ、 我等 は 聖書 を聖靈 の 援助 に. E り 常識的 に 解 II して 其 中に 存 する 神の 深き 聖 3 日 を 

探ぐ るべき である。 

牧會 書翰 は 何 を 示す 乎、 言 ふまで もな く旣に 使徒 時代に 於け る 基督 敎會の 腐敗 を 示す、 キリストが 

昇天し 給 ひて より fn 年たら ざる 中に、 然り、 未だ 十二使徒の 存命中に. 多分 使徒 パゥ& が 尙ほ傳 道に 

從事 しつ， - ありし 間に 基督 敎會は 業に 已に此 等の 書翰に 書いて ある やうな 腐敗 墮 落に 達した、 監督の 

中に 敎會を 管りながら 自己の 家を理 むる 事 を 知らざる 者が 出た (提摩 太 前書 三 章 五節)、 或 ひ は 一 一枚 舌 を 

使 ひ、 酒 を S= み、 利 を 貪る やうな 執事 も 出た (仝 八 節)、 人 を 誇り、 懶惰 に^ ひ、 人の 家 を 遊び 周り、 

妄りに 人の 風評 を 言 ひ、 好みて 人の 事に 關 はり、 言 ふべ からざる 事 を 云 ふ 女 執事 女 信者 等 も 在った 

(仝 十一 節、 四 章 十三 節 y 殊に 奢侈の 惡風は 盛んに 敎會內 に 行 はれ、 基督 信者の 婦人に して 宜しき に 合 

はざる 衣に て自 から 飾り、 金と 眞珠 と價 貴き 衣 を 以て 妝飾 とし、 善行 を 以て 妝飾 とせざる 者が 續々 と 

現 はれた (仝 二 章 九、 十 節)、 爾 うして 萬 事斯の 如くに なりたれば 信者 問に 議論と 言 辭の爭 辯、 媢嫉、 爭 

鬪、 毀 謗、 妄疑 等の 罪惡が 盛んに 行 はれ、 信者 各自が 籍を 敎會に 置く， こ雖も 敵地に 天幕 を 張りて 居る 

やうな 感を懷 くに 至った (仝 六 章 四 節)、 是 等の 事が 是 等の 書翰に 於て 强く誡 めて あるの を 見て、 その 

旣に 敎會の 中に 盛んに 行 はれて 居った 事 を 知る ことが 出来る、 基督 敎會は 使徒 在世 當時、 業に 已に淸 

士の 堪えられない 所と なった、 故に 牧會 書翰の 記者 はテモ テに黝 めて 言 ふた、 汝 此の 如き 者 (墮落 信 


者) を 避くべし と：： 後書 三 章 五節、。 

斯の 如くに し て 余 W は牧會 書翰に 於 て 今の所 謂る 敎會 なる もの、^ 在の 理由 を認 むる こと は 出来な 

い、 否な 之に 由て 組織的 敎會 なる もの、 如何に 腐敗し 易き ものである 乎 を 知る を 得て、 純粹 なる キリ 

ストの 一 i 昔 を敎會 以外に 於て 求めん とする、 使徒の 熟 心 を 以てしても 敎會は 五十 年 を すし て 是等 の 

書翰 に 書い . て ある やうな 淺 ましき 狀 態に 達した、 敎會是 れ 腐 耽の 巢窟 と稱 する も 決して 過 一一 一一 II で は な い 

と 田 じふ。 

繭う して 使徒 時代に 於てば かりで はない、 後世に 於ても 敎會の 腐敗 は實に 著しい 者で ある、 伊國に 

於け る 天主 敎會の 腐敗、 露國に 於け る 希 縢敎會 の 腐敗に 就て は 我等 は澤 山に 新敎 の { 旦敎師 等に， E て 言 

閒 かされた、 然 かし 新敎諸 敎會其 物が 腐敗 を 以て 充滿て 居る、 獨 逸に 於け るル ー テル 敎會、 英國に 於 

ける 上下 兩樣の 監督 敎會、 米國に 於け る 無数の 宗派 敎會は 何れも 腐敗の 空氣を 以て 充 たされて；！ IP る、 

二 干餘年 前に 書かれし 是 等牧會 書翰 を 今 日歐米 孰れの 敎會に 於て 讀んで 見ても 思 ひ當る 事が 夥多 ある， 

牧會 書翰 は敎 會腐妝 の 活寫眞 で あ る 、 其 永久に 貴き 所以 は 全く 是れ が爲 めで ある。 

爾 うして 何にも 歐 米の 諸 敎會と 云 ふに 及ばない、 我 邦 4- 日の 敎會 とても 同じ ことで ある、 其 監督、 

執事、 牧師に 就て、 其が 飾に 誇る 婦人に 就て、 其 爭鬪、 毀 謗、 妄疑を 事と する 敎師 信者に 就て、 余 

が 今日 言 はんと 欲する こと は 悉く 是等 牧會 書翰の 屮に 委しく 書いて ある、 彼等 は 余 » を 以て 彼等の 痛 

擊 者と 見做して はならない、 彼等 を 痛撃す る 者 は 余輩で はない、 彼等の 手の 中に 存し、 彼等が 常に 神 

の 啓示な りと 稱 して 世に 傳 へんと する 聖書 其 物で ある、 余輩 は 日本 國 今日の 敎 會の狀 態に 就ても 明，：：！ 

に 之 を牧. 皆 書翰の 中に 讀む ことが 出来る、 爾 うして 若し 余輩の 中 或 者が 今の 敎會 信者の 矜誇、 驕傲、 
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, 詬誶 殘刻、 友を賣 り、 放肆、 自負 等に 耐え 得すして、 其 中より 出で 來 りしと すれば- それ は汝 此の 

如き 者 を 避くべし との 牧會 書翰の 言に 從 つて 1- ある (提摩 太 後書 三 章 一 —五節〕。 


疑 はしき 書翰 

所謂 「牧會 書翰」 の硏究  " 

(本論 中 r 提」 は 提摩太 書の 略， 「多」 は提多 書の 略な リ〕 

一、 聖書の 識別 

聖書 は 一 卷の 書で はない、 數卷の 書より 成る 文庫で ある、 舊約は 三十 九卷 より 成り、 新約 は廿七 3}a 

より 成る、 其 中に 善き も あれば 惡し きも ある、 進歩 も あれば 退歩 も ある、 自由 も あれば 束縛 も ある、 

聖書 なれば とて 一様に 聖書で はない、 其 中に より 多く 聖ぃ 部分と，； い 少く聖 い 部分と が ある、 聖書 は 

沟に大 いなる 家であって、 其 中には 金と 銀との 器 あるの みならす、 亦 木と 土の 器 も ある (提後 二の 二十)、 

此事を 識別る のが 聖書 研究の 目的で ある、  • 

聖書 は 皆な 神の 默示 なり  . 

と 云 ひて (提後 三の 十六〕 其 中に 書いて ある こと はすべ て 神の 言葉 であると 思 ふの は簡 iK にして 容易で 


は あるが、 然し SJ 理 は如斯 くにして 識る ことの 出来る 者で はない、 眞理は 之を識 るに 甚だ 困難で ある- 

而 して 識 るに 困難で あるが 故に 甚だ 貴重なる ので ある。  . 

二、 パ ゥ 。 の 書翰 

パゥ の 書翰と して 聖書に 載せられ たる 者 は 總數十 ra ある、 其 中 希 伯 來書は 聖書に は 

使徒 バウ a へ ブル 人に 贈れる 書 

として 載せて あるが、 然し 今や 何人も 之 を 使徒 パゥ ：！ の 書いた 者と は 認めない、 或 ひ は アポロの 作な 

りと 云 ひ、 或 ひ は ルカの 作な りと 云 ひ、 或 ひはバ ルナ バ の 作な りと 云 ふ、 然し 其パ ゥ 口 の 作で ない こ 

と は 何人も 疑 はない、 而 して 之に 反して 十四の 書翰 中パゥ B の 作と して 何人も 疑 はない 者が ある (英 - 

蘭 兩國の 神學者 二三 を 除いて)、 それ は卽ち 

羅馬 書、 哥林多 前書、 同 後書、 加 拉太書  7 

の gl つで ある、 是等は バウ Q 獨特の 書で ある， バウ 口 思想の 何たる 乎は是 等に 由て 我 明るので ある。 

明かに パ ゥ 口 の 作で ない 書翰と 明かに 彼の 作で ある 書翰との 間に、 有無 判然せ ざる 書翰が あるので あ 

る、 其 中で 疑 を 挾む の餘 地の 最も ii い 者が 腓立比 書で ある、 之に 次ぐ 者が 腓利門 書で ある、 帖撒羅 尼 

迦 前書と 後書との 一 一書 も亦パ ゥ 口 の 自作と して 見る に 難くない、 以弗所 書と 哥羅西 書と は 純 粹のパ ゥ 

II 思想 を 去る 稍 や 遠く、 從 つて 其 パゥ& 的 起原 を 疑 ふ 學者も 亦 勸 くない、 而 して 終りに パゥ 口の 作と 

して 受取る に 最も 難い 三つの 書翰が ある、 夫れ は卽ち 

提摩太 前書、 同 後書、 提多書 
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である、 普通 r 牧會 書翰」 と稱 せらる、 者であって、 余 M が 疑 はしき 書翰と 稱 する 者 は是れ である。 

三、 牧 會 書 翰 

提摩太 前書、 同 後書、 並に 提多 書、 之を稱 して 「牧會 書翰」 と 云 ふ、 パゥ 口が 其晚 年に 於て 其 弟子 

テ モ テ 並に テ ト ス に 宛て、 敎會 指導の 要義 並に 方法に 就て 書 贈りし 者と して 一 般に 信ぜら る 、が 故に 

斯く稱 せらる、 ので ある、 テモテ は 時に H ぺソ 敎會の 監督な りしと 云 ひ (提前 一の 三し、 テ卜ス はクレ 

テ敎 きの 監督な りしと 云 ふ (多 一の 五)、 。ハウ a は玆に 彼等の 信仰の 父と しての みならす、 叉 使徒の 權 

威 を 神より 授かりし 者と して 彼等に 對し、 彼等 を敎 ゆるに 止まらす して、 權威を 以て 彼等に 命じて 居 

る、 此 等の 書翰に 於て 現 はれた る。 ハウ &は 加拉太 書、 哥林多 書 等に 於て 現 はれた る 彼と は 全く 趣を異 

にして 居る、 記者の 讀 者に 對 する 態度が 異なり、 其 文體が 異なり、 其 語辭が 異なり、 其 3 曰 意が 異なつ 

て 居る、 縱令彼 を 書きし 時と 是を 書きし 時と は 記者の 年齢に 於て 犬なる 相違が ありし にもせ よ、 去り 

とて 同じ。 ハ ゥ 口が 其 生涯の 中に 彼の 思想の 傾向 を斯 くも 著しく 變 へしと は 余輩の 信ぜん と 欲して 容易 

に 信じ 難い 所で ある。 

故に 近来に 至て 是等 牧會 書翰の バウ 口 的 起原 を 疑ふ學 者が 基督 敎國 到る 所に 漸々 と增 加して 來 たの 

である、 彼の 有名なる 歷史神 學者獨 逸チュ ー ビン、 ゲン 大學 敎授 バウル 博士 を 先鞭と し、 ニヴ ハルト、 

パイシ ユラ ー グ、 ホルツマン 等の 碩學、 殊に 保 羅學の 泰斗と して 仰がれ、 使徒 パゥ 口に 關 する 智識と 

彼に 對 する 同情と に 於て 全世界に 比類 を 見る 能 は ざり し 伯林 大學敎 授故プ フ ラ イデ レ ル 氏の 如き は是 

等の 書翰の 非パゥ 的 出 所 を 明言して 悼らなかった、 其 他牧會 書翰の パゥ！ -的 起源 を 否認し また 疑 ふ 


聖書 學者 として は ルナン あり、 サバチ H 1 ル あり、 ハ，" ナック あり、 フ ホン ソ ー デン あり、 ュ ー リ 

へ ル あり、 マクギ フユ ルト あり、 其 他枚擧 する に 違がない、 英國 の學者 博士 ハ ツチ は 『英國 聖書 大辭 

典』 に 於て 牧會 書翰に 關 する 近世 研究の 結 菜 を 約言して 曰 ふて 居る 

近世 聖書 學 者の 大多數 は是等 書翰の パ ゥ II 的 起原 を 疑 ひ 或 ひ は 否認す 

と、 以て 學 者の 輿論の 那邊 に^する 乎 を 推知す る ことが 出來 る。 

勿論 此舆 論に 對 して 强 き反對 がないで はない、 殊に 地位 を 英國々 敎會に 有する 神學 者の 中に 此反對 

は 最も 强烈 である、 有名なる 聖書 學者 監督 ライ トフ ー ト 氏の 如き、 カノン ファラ ー 氏の 如き、 ヂ ー 

ン ノ ー リ ング 氏の 如き、 プラム メル 氏の 如き、 ケ ム ブ リツ ヂ 聖書 註釋 者の 一 人なる ハム フレ ー 氏の 

如き 皆な 熱心なる 牧會 書翰 パゥ It 說の 維持 者で ある、 又 大陸 諸 邦に 於ても 此說を 維持す る學^ は ii く 

ない、 バウムガルテンの 如き、 ランゲの 如き、 ネアン デルの 如き、 シャツ フの 如き、 皆な パゥ B 說の 

贄成 者で ある、 乍然、 余輩 論爭の 中心 點を 離れ、 遙 かに 贄否兩 側の 人物 を觀 察して 余輩 は 左の 斷案を 

下さ る を 得ない、 

敎會 に據て 立つ 學者 はパ ゥ & 論 を 維持し、 敎會を 離れて 自由 攻究に 從事 する 者 は非パ ゥ & 說を抹 

る 

と、 實 に牧會 書翰 は敎會 の據て 立つ 基礎で ある、 之に して 崩れん 乎、 敎會は 其 聖書 的 根 據を失 ふに 至 

るので ある、 故に 攻 むる 者 も 多く は 之が ために 攻め、 守る 者 も 主として 之れ がた めに 守らん とする の 

である、 牧會 書翰 は 今 も尙ほ 聖書 研究の 關ケ 原で ある、 玆に 保守派の 西 軍 は 銳を盡 して 其 本據を 守ら 

ん とする、 而 して 進歩 派の 東軍 は？ {Ef^ を 鼓して 之を拔 かんとす る、 實 に目醒 ましき 戰爭 である、 而 して 
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余輩 羸 兵 弱卒の 一 人な りと 雖も亦 小なる 聖書 研究者の 一 人と して 東西 孰れ かの 軍に 左袒 せざる を 得な 

四 、懐疑の 理由 

然し 學者 は學 者で ある、 余輩 は 余輩で ある、 余輩 は學^ の提說 に據て 余輩の 信仰 を 立てない、 「人 

よりに 非 や 又 人に 由ら す」 である、 他の 事に 於け るが 如く 此 事に 於ても 亦爾 うで ある， 余輩 は 學究の 

結果、 是 等の 書翰の。 ハウ 口 的 起原 を 疑 ふに 至った ので はない、 余輩の 希臘 語の 造詣 は 至って 淺く ある、 

余輩 は 亦 多く 古代の 敎會 歷史に 就て 知らない、 バウ II の 文體、 彼の 使用 語、 是れ又 余 楚がォ ー ソリチ 

1 を 以て 語る ことの 出来る 事で はない、 若し 學者 の論爭 に 依らん 乎、 余輩 は 保守 說に 傾く 時 も ある、 

亦 進歩 說に 服す る 時 も ある、 然し 是れ 余輩の 確信で はない、 確信 は自說 でなくて はならない、 余輩の 

OOO000O00OO00000000  O00OOOO00O00 

基督 的 意識 を 以て 是 等の 書翰 を 讀んで 見て、 余輩 は 如何なる 感を 興す 乎、 是れ 余輩が 兹に讀 者の 前に 

開陳 せんと 欲する 所で ある。 

牧 會 書翰 を 普通の 日本 譯叉は 英譯に 由て 讀んで 見て、 余輩 は 多くの 奇異の 感を 起さ^る を 得ない の 

である、 是れ して 自由 を 愛せし。 ハウ 口の 自づ から 書きし 書翰で ある 乎と、 是れ 余輩に 起る 第一 の 疑 

問で ある、 バウ 口 は 制度 習慣 を 破って 起ちし 人で あるに、 玆に は復た 彼に 由て 新たに 制度 習慣に 類す 

る 事の 制定 せられん とする の 観 ある は 奴 何の 譯 である 乎、 是れ余 華に 起る 第二の 疑問で ある、 其他是 

に 類す る 疑問 は 余 W の 胸 裘に湧 來て歇 まない、 敎會の 關係を 離れ， 遣傳の 霜 胖を脫 し、 自由 獨 立の 観 

察 者と して 是 等の 書翰 を 讀んで 余輩 は 如何にしても 之 を 以て パゥ n の 手より 出た る 書翰と して 認 むる 


ことが 屮：； 來 ない。 

甲、 命令の 辭 多し 

是 等の 書翰に 於て 先づ 第一に 余輩の 注意 を惹 くこと は 其 中に 命令の. 辭の 多い ことで ある。 

祌 及び キリス 卜の 命に 遵 ひて ィ H ス キリス トの 使徒と なれる パ ゥ 口 (提前 一の 一〕。 

誡 命の 主意 は 愛な り 云々 (仝  一 a 五〕。 

汝、 是 等の 事 を 命じ 且つ 敎ふ べし (仝 四の 十一〕。 

我れ 審判す る キリス トイ H スの 前にて 汝に 求む (命す) …… 各 様の 忍耐と 敎識を 以て 人 を 督し戒 

め勸 むべ し 云々 (提後 四の 一- 一一〕。 

こと £5 

短 かき 提摩太 前書の 中に. 「命令」 を 意味す る 同 一 の 詞が實 に七囘 まで 用 ひられて あるので ある。 

然し 是れ 菜して 意志の 自由 を 尊重せ し 使徒 パ ゥ 口 の爲 した 事で あら ふ 乎， 彼 は 神の愛に 勵 まされて 

使徒と なった のであって、 其 命令に 餘 儀な くされて 此職を 採った ので はない、 神 は其聖 33  (善意) を 

以て 彼 を 召し 給 ふたので ある、 而 して 彼 はァ ブラ ハ ムが エホバに 答へ しが 如くに 「我れ 此 にあり」 と 

A  --^  n  V-  ま 二と 

云 ふて 其聖 召に 應 じたので ある (創世記 二十 二 章 十 一 節)、 キリストの 御 父なる 眞の祌 は 命令 を 以て 其 子 

に 臨み 給 はない、 恩惠を 以て 之 を 導き 給 ふ、 舊 約の 律法と 新約の 福音との 異なる 點は兹 にある、 前者 

が 命す るに 對 して 後者 は 論す ので ある、 モ ー セの 十誡が 雷鳴 を 以て シ ナイ 山より 授けられし に反して 

キリストの 福音 はへ ル モ ン 山の 露と して ガリラヤ湖 畔に 降った、 新約の 祌は愛 を 以て 其 子 を 捕へ 給 ふ- 

命令 を 以て 其 僕 を 使役し 給 はない。 

神に 於て 爾ぅ である、 人に 於て 亦爾 からざる を 得ない、 
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と 云 ひし バウ 口 は 亦 命令 を 以て 人に 臨まなかった、 彼 は 

祌、 我に 命じ 給へ り、 故に 汝等 我が 命に 聽く べし 

と 云 ひて 彼の 傳 道に 從 事し なかった、 バウ 口 は 何ん と 云 ひて 彼の 福 昔 を 人に 勸 めし 乎、 彼 は 云 ふたの 

である、  - 

是 故に 我等 召されて (恩惠 を 以て) キリストの 使者と なれり、 卽ち 神、 我等に 託り 汝等を 勸め給 

や はら  ね か 

ふが 如し、 我等 キリストに 代りて 汝 等が 神に 和がん こと を汝 等に 求 (懇願) ふ 

と (哥林 多 後書 五 章 二十 節)、 是れが 福音の 精神であって、 叉 之を傳 ふる 者の 精神で ある、 神に 在りて は 

其 聖旨 (善意) を 以て 我等 を 召き 給 ひ、 我等 を 以て 世に 改悔を 勸吿し 給 ふ、 而 して 我等 は キリストに 

代りて 彼等に 神に 和らがん こと を 懇願す、 愛に 始 つて 愛に 終る、 聖召 あり、 勸吿 あり、 懇願 あり、 罪 

人に 臨む にも 懇願 を 以てする とのこと である、 其 中に 權威を 以て 命令す るの 餘地 はない、 驚くべき 愛 

とは此 事で ある。 

然るに 是 等牧會 書翰に 於て は 福音の 宜傳 がすべ て 命令 を 以て 行 はれん として ゐ るので ある、 パウリ 

は祌の 命令に 由て 使徒の 職 を 授かり、 彼 は 又 命令 を 以て テモ テとテ トスと を 敎會の 監督に 任命し、 彼 

等 は 叉 命令 を 以て 信徒 を 導くべし との 事で ある、 命令 を 以て 始まり 命令 を 以て 終って 居る、 是れ 確か 

• に キリストの 福 昔で はない、 バウ 口の 傳 道の 精神で はない、 是れモ ー セの 律法の 復興で ある、 祭司 等 

が 其 聖職に 服從 する 時の 精祌 である。 

乙、 服從の 要求 


命令 を 以て 人に 臨む 者が 服從を 愛して 不服 を 憎む は 自然の 結果で ある、 斯 かる 人 は 服 從を稱 して 誠 

實と云 ひ、 不服 を 呼んで 反逆と 云 ふ、 信仰と は 其 命に 從 ふこと であって、 異端と は 之 を 拒む ことで あ 

る、 長者の 命 維れ 從ふ、 是れ 信仰で ある、 之に 背く、 是れ 不信で ある、 信仰、 不信仰 は眞 理非 眞理に 

由て 決せられない、 從順、 不從 順に 由て 定められる、 而 して 牧 t 書翰 は 頻りに 服 從を耍 めて 不服 を誡 

め て 居る。 

汝、 彼等 (信者 等) をして 執政と 權威 ある 者 (敎會 の 役人) とに 服し 且つ 順 はしむべし (多 三の 

1 )o 

服 はざる ことなき 信者 C 多 一 の 六. )o 

服 はすして 虚き論 をい ふ 者 (多 一 の 十)。 

是れ三 書翰 全體を 透う して 滿ち 亙る 精神で ある、 信者 を 小兒視 し、 之に 服從を 求め、 不服 を誡 む、 唯 

偏へ に 彼等 をして 監督 長老の 命令に 從は しめんと して 居る、 而 して 是れ 使徒 パ ゥ & の 精神で ない こと 

は 言 ふまで もない、 彼れ。 ハ ゥロは 信仰の 事に 關 して は當 時の 猶太 敎 會に對 して 反抗 獨 立の 態度 を 取つ 

て 起った 者で ある、 

人よりに 非す 叉 人に 由ら す、 ィ H スキ リス 卜と 彼 を 死より 甦らし し 父なる 祌に 由て 立てられ たる 

使徒 パ ゥロ 云々 (加 拉太書 一 章 一 節)。 

今、 我れ 人の 親み を 得ん こと を 要る や、 神の 親み を 得ん こと を 要む る や、 或 ひ は 人の 心 を 得ん こ 

と を 求 ふや、 若し 人の 心 を 得ん こと を 求 は^ キリ ス トの 僕に あらざる 也 (仝 一 章 十 節〕。 

今より 後 何人も 我 を， 擾 はす 勿れ、 そ は 我れ 身に ィ H スの印 記 を 佩び たれば 也 (仝 六 章 十七 節〕。 
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是れ 疑似 ふべき なき 使徒 パゥ 口の 聲 である、 而 して 自己に 自由 を 要求せ し バウ n が、 特に 服從の 要求 

を 以て 他人に 臨む の理 はない 害で ある。 

勿論、 服從は 善事で ある、 パゥ C1 自身が！ S 々之 を 他人に 勸め しこと は 余輩の 善く 知る 所で ある、 然 

れ ども パ ゥ n の勸 めし 服從は 「信仰の 服從」 である (羅馬 書 一 章 五節、 同 十六 章 一 一十 六 節、 「信仰の 

道に 從は せんとて」 と ある は 犬なる 誤譯 である)、 卽ち 信仰の 結果と して 來る 服從 である、 神 を 愛な 

る 父と 認 むる (バウ 口の 所謂 「信仰」 とは此 事で ある) より 來る 服從 である、 卽 ち服從 ではた くして 

心服で ある、 敬服 叉 は愛從 である、 權威を 恐れて にあら す、 愛に 勵 まされての 從順 である、 自由の 主 

なる ィ H ス キリス 卜の 弟子の 服從 とは斯 かる 服從 でなくて はならない、 先づ 第一 に 愛なる 天の 父に 愛 

を 以て 服從 する ことで ある、 而 して 其 結果と して 同胞 隣人に 愛 を 以て 仕事す る ことで ある、 ィ H スキ 

リストの 弟子 は權 威と 命令と を 以てする 服從の 要求 は 全然 之 を担絕 する、 斯 かる 要求が 使徒から 来ら 

ふと、 法王から 來 らふと、 監督から 來 らふと 彼の 問 ふ 所ではない、 聖 子に 由て 自由 を 得し 彼 は 愛に 報 

ゆ る 任意 的 服從を 除い て 他に 服從 なる 者の ある こと を 知らない、 而 して 敎 權に對 する 恐怖 的 服 從を命 

する 是等 牧會 書翰 はパ ゥ B の 自作と して は 甚だ 相應 しからざる 者で ある。 

丙、. 恐 怖の 祌 

命令 を 以て 信者に 臨み、 其 畏懼 的 服從を 要求す る牧會 書翰が 辦を 恐怖の 神と して 傳 ふる は 決して 怪 

むに 足りない、 

神 は 卽ち福 ある 所の 獨ー の權威 ある 者、 諸の 王の 王、 諸の 主の 主、 獨ー 死なざる 者、 近づく こと 

を 得ざる 光に 在して 人、 未だ 見し ことなく、 叉 見る こと 能 はざる 者な り (提前 六の 十五、 十六〕。 


是れ マリヤの 子と して 人の 間に 顯 はれ、 「我 を 見し 者 は 父 を 見し なり」 と 曰 ひ 給 ひし キリストの 祌と 

して は 如何しても 受取る ことが 出來な い、 希伯來 書の 記者 さへ 曰 ふて 居る、 

我等の 祭司の 長 は 我等が ハ M 弱 を 體恤る こと 能 はざる 者に 非す、 彼 は 罪 を 犯さ^り しも 凡の 事に 於 

て 我等の 如く 誘 はれ 給へ り、 是 故に 我等 恤 を 受け 機に 合 ふ 助けと なる 恩惠を 受けん ために 撣ら 

すし て 恩寵 の 座に 來る べし (希 伯 來書四 章 十五、 十 六 節)。 

基督 者の 祌は r 權威 ある 者」、 「近づく こと を 得ざる 光」 ではない、 其 正反對 である、 柔和なる ナザレ 

のィ H ス である、 

嬰兒の 我に 來る を禁 むる 勿れ 

と 曰 ひ 給 ひし 彼れ である、 人 をして 神に 對 する 恐怖の 念を脫 せしめ 彼 を アバ 父よ と 呼び まつりて 彼に 

近づかし めんと する のが 一 i 音の 目的で ある、 然るに 玆にパ ゥ n の 作と して 吾等に 傳 へらる & 書翰の 中 

に 5£ 埃 及 記 又は 利 未 記に 於て 讀 むが 如き 峻嚴 にして 近づくべからざる 神が 提供 せらる k ので ある、 吾 

等 は 其パゥ C1 的 起原 を 疑 は ざらん と 欲する も 得ない、 パ ゥ 。 は 其の 明白に 彼の 手に 作りし 四 大書 翰に 

於て 斯 かる 恐怖の 祌を 吾等に 傅へ ない、 吾等 は パゥロ に 由て 人 は 近づか ざらん と 欲する も 彼より 進ん 

で 人に 近づき 給 ひし 神 を 紹介 せられた、 パゥ& は 彼の 晩年に 至りて 彼の 壯年 時代の 祌を 忘れて び 古 

き 律法の 神に 返りし か、 是れ 余輩の 肯ふ能 はざる 所で ある。 

丁、 淺 薄なる 信仰 觀 

信仰 は 信仰で ある、 信仰 箇條 ではない、 信仰と は 祌の義 と聖と 愛と を識認 し、 自 から 進んで 身 を 彼 

に 信し 奉る ことで ある、 信仰 は 自由 行まで ある、 祈禱 のみなら す、 思考と 撰擇と 決心と を 要する こと 
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である、 信仰 は奉體 すべき 者で はない、 識^し 攝 取すべき 者で ある， 全吞 にすべき 者で はない、 咀嚼 

して 消化すべき 者で ある。 

然るに 牧會 書翰の 傳 ふる 信仰 は 如何なる 者で ある 乎と 云 ふに、 決して 斯 かる 深き 意味に 於て の 信仰 

ではない、 牧會 書翰の 傳 ふる 信仰 は 普通 今日の 敎會に 於て 唱 へらる- -が 如き 信仰で ある、 卽ち 信仰と 

稱 せんより は 寧 ろ 信仰 箇條と 謂 ふべき 者で ある、 卽ち 

聖徒に 由て 一 たび 傳 へられし 信仰の 道 

として 畏懼、 戰慄、 以て 謹んで 奉體 すべき 質の 者で ある (猶太 書 三 節)、 卽ち其 依て 立つ 所の 基礎 は 道 

理 ではなく して 權威 である。 

信仰に ある 神の 道 を 立てす して 辯 論 (研究) を 生す る 奇談と 極り なき 系 圖に心 を 寄す る こと 勿ら 

しめよ (提前 一 の 四， )o 

汝、 若し 之 を 兄弟 等に 敎 ふるなら ば汝は キリス トイ H ス の 良き 役者に して 信仰の 道と 汝が從 ひし 

所の 善敎の 道に 育 はれた る 者な り (仝 四の 六)。 

汝、 學 びし 所の 眞理を 守るべし、 是れ E 敎を 以て 人を勸 め、 且つ 辯駁 する 者 を 折かん 爲 なり r 多 一 

の 九」 

是 故に 汝嚴 しく 彼等 を 戒め、 彼等 をして 信仰 を 堅う し 云々 (仝 一 の 十三〕。 

其 他 之に 類す る 言 辭は饒 多 ある、 孰れ も 信仰 を 建てよ、 研究に 賴る 勿れ- lis を 堅う せよ、 正 敎を以 

て 反 對者を 挫けよ と 云 ふが 如き 語調であって、 如何 見ても 敎會 の奉體 する 信條辯 護の 首と して 外、 見 

る こと は 出来ない、 是れ實 に 牧者が 羊を牧 ふの 途 である、 人が 人 を 導く の 方で はない、 人 は 人で ある- 


羊で はない、 神より 見 給へば 迷へ る 羊の 如き 者で あらう が、 然し 人 は 人と して 敎へ 且つ 導かなければ 

ならない、 卽ち其 自由 意思 を 重んじ、 其 自由 攻究 を 促し、 其 自由 思想に 訴 へて 之 を 神の 信仰に 導かな 

ければ ならない、 牧會 書翰の 記者の 陷 りし 誤 謹 は 基督 敎會全 體の陷 りし 誤謬で ある、 卽ち 信仰 を 信仰 

筒條と 成した る ことで ある、 靈の 活動 を 儀 文と 化した る ことで ある、 干 九 百年の 長き 問、 某督 者の 靈 

魂 をして 畏懼 戰傈の 中に 漂し めし 此大 誤謬が- 其 源 を 新約聖書 其 物の 中に 發 して 居る と 思へば 余輩 は 

自由の 光明の 如何に 暗雲に 蔽 はれ 易き か を 歎ぜざる を 得ない と 同時に、 叉 自由の 神が 世の 末期の 今日 

に 至り、 多くの 大膽 なる 學者を 起し 給 ひて、 暗雲 を 山麓に 於て 排し、 キリストの 福音 を 其 源 より 淸 

め 給 ひつ i ある を 感謝し 且つ 嘆美 せざるを得ない。 

戊、 儀式の 重視 

信仰 を淺く 見る 者 は 必す俊 式 を 重く 見る、 信仰と 儀式と は 反比例に 增滅 する、 信仰が 篤く なれば 成 

る ほど 儀式 は輕 くなる、 靈と 肉と 相乖 るが 如くに 信仰と 儀式と は 相 離る、 信仰の 最も 盛なる 時 は 儀式 

の 最も 簡略なる 時で ある、 信仰が 消えん とする 時に 儀式 は 莊嚴を 極む、 牧會 書翰 は 信仰 を 淺く視 る、 

故に 儀式 を 重く 視る、 之に 紛 ふべき なき 信仰 襄 落の 兆が 現 はれて 居る。 

長老 會の 按手 禮に 由て 汝に賜 ひし 所の 賜を忽 略に する こと 勿れ (提前 四の 十四 )o 

輕々 しく 人に 按手す る 勿れ、 人の 罪に 干る 勿れ、 自ら 守りて 潔くすべし (仝 五の 廿 二〕。 

我れ 汝 をして 我が 按手に 由て 汝が 受けし 祌の賜 を復び 熾に せんこと を 欲 はしむ (提 後一 の 六」。 

玆に 按手 禮の 效果が 示されて ある、 之に 由て テモテ は 神より 特別の 賜 を 受け 監督の 職に 就きたり との 

事で ある、 按手 禮の 事た る 他に も 示して ないで はない、 昔時の イスラ ヱル 人は燔 祭の 牡牛の 首に 手 を 
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按 きて 之に 己が 罪 を 移し、 之 を 神に 獻げて 己に 代て 罪 を 贖 はしめ たりと 云 ふ (利 未 記 一 章 四 節〕、 叉老ひ 

たる ヤコ ブはョ セフの 子 一 一人の 頭に 手を按 きて 神の 祝 幅 を 彼等に 傳 へたり と 云 ふ (創世記 四十 八 章〕、 卽 

ち 罪 は 手 を 通して 獸に 移り、 德は 手に 由り て 人に 傳 はりたり との 事で ある、 而て 同じ 思想より して 基 

督敎會 に 於て 長老の 按手 を 以てする i や 靈傳達 の 思想が 生じた の で あ る 、 牧き 書翰と 思想 の 系統 を 共に 

する 使徒 行傳も 亦幾囘 となく 按手の 事 を 述べ て 居る。 

此時 二人の 者 (ぺテ n とョ ハネ〕 手 を 彼等の 上に 按 きければ 彼等 聖靈を 受けたり (It 傳八章 十七 節/^ 

ァ ナ -ー ャ往 きて 手 を 彼 (サゥ 口  ) の 上に 按 きければ ：：： 忽ち 彼の 眼より 鳞の 如き もの 脫て 再び 見 

る こと を 得 云々 r 仝 九 章 十七 節 )o 

然し 按手の ことに 就て は バウ B 自身 は 彼の ra 大書 翰に 於て 曾て 一 囘も 述べ て 居らない、 彼の 信仰 は 人 

に 由て 来た もので はない、 隨て 彼に 人の 按手の 必要 は 無かった、 彼 は 人よりに 非す 叉 人に 由ら す、 神 

より 直に 其 聖靈を 受けた、 彼は祌 よりの 聖召を 蒙りて 之 を確實 にせん がた めに エルサレム に 上りて 彼 

をし へ 

より 先に 使徒と なりし 者より 誨を受 くるの 必要 を 感じなかった、 彼 は 直に 無人の ァラ ビヤの 曠. に往 

て 其處に 直に 神よりの 默 示に 與 つた、 若し パゥ S にも 按手 禮の 必要が あつたと ならば 彼 は 何故に 其 事 

に說き 及んで 居らない ので ある 乎、 彼 は 何故に 他の 使徒 等に 對し 純然た る獨立 的 態度 を 取 つて 居る の 

である 乎、 四 大書 翰に 於て 現 はれた る 使徒 バウ は 儀式に 由て 起ち 儀式に 由て 動いた 人で はない、 而 

•ut もの 

して 自身 神に 依て 獨り 立ちし パ ゥ & が 其 弟子 等に 向て 長老 會の 按手 禮に 由て 神の 賜 を 受けよ と 勸めゃ 

う i 舌 はない、 若し 彼が 此事 を爲 したりと ならば 彼 は 自家撞着の 人で ある、 自由 を 自己に 要求す る 者 は 

亦 之 を 他人に 獎勵 する、 己れ 惟り 聖靈と 聖職と を 直に 神より 受けて、 他 は 之 を 己に 由て 受けし むる 者 


は眞理 に忠實 たる 人で はない、 誠に 或 人の 曰へ る 如く 牧會 書翰 を パゥ& の 作と 見做す 者 は 彼れ パゥ P 

を 辱す る 者で ある。 

バウ 口の 時に 於て 雨う であった、 今の 時に 於て 义爾 うで ある、 聖 靈は靈 である、 故に 靈 より 靈に俾 

はる 者であって * 手に 由て 傳 はる 者で ない、 叉 聖靈は 祌の靈 である、 故に 祌 より 直に 臨む 者であって 

ち -か 

監督 や 長老 を 經て來 る 者で ない、 聖靈 は. 甯氣と は 違う、 故に 人の 手を傳 はりて _「 计人 に 臨む 者で はない。 

按手 禮の 迷信と 共に 洗禮 式の 迷信が 記されて ある、 

彼れ 重 生の 洗と 聖ー靈 に 由て 新たに する 事と を 以て 我等 を 救へ り (多 三の 五，。 

玆に 「重 生の 洗」 と ある は rw 虫の 水槽」 と譯 さるべき 詞 であって、 之に 由て 其 時旣に 洗禮式 施け の 

ために 敎會. 5： に 犬なる 水槽の 設けられて ありし 事が 明かで ある、 神 は 「冉 生の 水 »E」 に 由て 我等 を 救 

ひ 給へ りと は 如何に 見ても バウ 。的 語調で たい、  - 

我れ ステ パノの 家族に バプ テス マ を 施せり、 此 外に は 我れ 人に バプ テス マ を 施し、 こと 有る や 否 

や を 知らす、 キリストの 我 を 遣 はし は バ プ テ ス マ を 施さん 爲に 非す、 福 昔 を ー傳 へ しめん 爲な 

り {ys 林 多 前書 一 章 十 六 、 十 七 節 )o 

夫れ ィ H ス キリストに 於て は 割 禮を受 くる も 受けざる も 益た く、 唯 新たに 造らお し 者の み 益 あり 

(加 拉太書 六 章 十五 節〕。 

"だれが 洗禮式 又す ベての 儀式に 封す るパゥ の 態度で ある、 我等の 救濟に r; 冉 生の 水^」 が 必要で あ 

ると 云 ふが 如き 詞の パゥ n の 筆より 出で やう i せ はない。  • 

己、 現 的觀念 
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牧會 書翰の 説く 所 は 甚だ 現世 的で ある、 信仰 其 物 さ へ贲 益の 方面より 獎勵 されて ある、 

祌を敬 ふこと は 凡の 事に 益 あり、 今生 及び 来世に 係る 約束 を 得るな り (提前 四の 八：)。 

卽ち 信仰 は 来^に 於て 益 あり 叉 今 世に 於て 益 ありとの 事で ある、 靈魂 のために 益 あり、 肉體 のために 

あり、 事業の ために、 健康の ために、 交際の ために 凡の 事に 益 ありとの 事で ある、 或 ひは爾 うで あ 

る 乎 も 知れない、 然し 是れ バウ ti の 言 はんと 欲する 所ではない、 • 

我れ 前に 我が 益と なりし 所の 事 は キリストに 在りて 損 ありと 意へ り、 而已 ならす 我れ 我が 主 キリ 

ス トイ H スを識 る を 以て 最も 益 ある 事と する が 故に 凡の もの を 損と なす、 我れ 彼のた めに 旣に此 

等の 凡の もの を 損せし かど 之 を 糞土の 如く 意へ り (脾立 比 書 一一 一章 七、 八 節)。 

是 れは紛 ふべき なき パ ゥ 口の 聲 である、 彼 は キリス ト によりて 今^ 來世兩 つながら を 獲ん としない、 

兎にも角にも 死た る 者の 甦る こと を 得ん が爲 なり 

と は 彼の 終生の 目的であった (仝 十一 節)、 彼は此 世に 死して キリストの 國に 生きん とした、 彼に 取り 

て は ； i 音は此 世に 關し ては大 なる 損失 で あ つた。 

^、世評の 恐怖 

信仰 を 凡の 事に 益 ある 者と して 獎勵 した 牧會 書翰 は此 世の 尊篾に 多大の 重き を 置て 居る、 

そとの もの  よき き 二え 

又 監督 は 外人に も 令聞 あるべ し. 提前三 の 七〕。 

わか やもめ よめいり  を さ  すこし  そし  をり 

我れ 希 ふ少き 寡婦 は 嫁 をな し、 子女 を 生み、 家を理 めて 敵す る 者に 僅 にても 裁るべき 機 を 得しめ 

ざらん こと を (仝 五の 十四〕。 

，、びき  ことごと  そし 

凡そ 軛の 下に ある 僕 (奴 隸) は 己の 主 を 毎 事に 敬 ふべき 者と なすべし、 是れ祌 の 名と 其敎 との 謗 


られ ざらん 爲 なり (仝 六の  一 〕o 

此は 敵す る 者 をして 我等の 惡を言 ふに 緣 なから しめんた め 也 (多 二の 八 )o 

外人の 令聞、 骨 人の 好評、 基督 信者 は 之 を 心に 留めて 其 行爲を 謹むべし との 事で ある、 れ 勿論 決し 

て惡 い- 訓誨 ではない、 キリスト 御自身 は 敎へ給 ふた、 

人々 の 前に 汝 等の 光を耀 かせよ、 然れば 人々 汝 等の 善行 を 見て 天に 在す 汝 等の 父を榮 むべ し 

と (馬 太 傳五章 十六 節)、 パゥロ も 亦 言 ふて 居る、 

キリ ストに 事 ふる 者 は 神の 心に 適 ひ 叉 人に 善と せらる &也 

と (羅馬 書 十四 章 十八 節)、 人の 批評 は 決して 輕 すべきで はない、 我等 は 人々 の 善と する 所 は 心に 記て 之 

を爲 すべきで ある (仝 十二 章 十七 節〕。 

然しながら 我等の 檩 準は此 世で はない、 我等 は 其 評判 を 恐れて 事を爲 さない、 我等 は 多くの場合に 

於て は 其 誹謗 を 胃して 事を爲 さなければ ならない、 我等 は 世の 要求に 從て 我等の 行動 を變 へない、 我 

等 は 世に 國賊と 呼ばれん こと を 恐れて 戰爭の 時に 戰爭を 叫ばない、 我等 は 世の 好評 を 喜んで 慈善事業 

に從 事し ない、 世の 批評 は 尊重すべき である、 然し 其 尊重に 程度が ある、 而 して 何事に も *1 人の 令聞 

に 注目して 吾人 は 阿諛 屈從の 人と なる の 虞れ が ある、 而 して 多くの場合に 於て 基督 敎 きは^の 令聞 を 

得る に 汲々 として 終に 此 世の 者と 化した、 バウ & は^の 好評の 尊 望すべき を說 いた、 然し 牧，^ 書翰に 

於け るが 如く 之 を 重複して 說 かなかった、 而 して 之を說 くと 同時に 强く其 反 對を說 いた、 卽 ち其輕 

すべき を說 いた、 

我等 祌の撰 を 得、 福 昔を傳 ふること を 託ら れ たるに 由り て 語るな り、 此は 人を悅 ばす るに 非す、 
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我心 を 察し 給 ふ 祌を悅 ばす る 也、 汝等 知る が 如く 我等い つも 詔 ふ 言 を用ゐ す、 义 事に 藉 りて へ： cr る 

事 をせ す、 祌、 之が 證を なす、 我等 キリストの 使徒に て 人に 重ぜら るべ しと 雖も 或は 汝等 にも 或 

は 他人に も 人に 榮耀を 求 めす (帖 撒羅 尼迦 前書 二 章 四 節 以 下〕。 

是れ遙 かに。 ハ ゥ 口 的の 言で ある、 ^の 識謗を 恐れて 戰々 競々 たるが 如き 牧會 書翰の 態度 は 決して パ ゥ 

口に 應 はしき もので ない。  - 

辛、 敎會の 重 

信仰 は w 結し、 儀式 は 重視せられ、 世評が 尊重 せらる k に 及んで 敎會が 偏重の 地位に 置かる， -に至 

りし は 當然の 順序で ある、 

神の 家 は 活ける 神の 敎會 なり、 廣 现の 柱と 基と なり (提前 三の 十五)。 

いし v-,?i 

バウ 口 の 明言に 依れば «s; 现の 基礎 は 唯 一 つ である， 

そ は (祌 の) ゑ 給 ひし 某 礎の 外に 誰も 基礎 を 置うる こと 能 は ざれば 也、 此某礎 は 卽ちィ H スキ 

リ ス 卜な り 2a 林 多 前 Si 三 章 十 一 節)。 

後に 至 て 使徒 等 の 令名の 甚だしく 尊重 せらる るに 至りし や、 此 基礎 は キリストより 轉 じて 使徒 等に 移 

された、 

もと， 0 

汝等 (祌の 家に 屬 する ii:^ 徒 等) は 使徒と ig 言 者の 基の 上に 建ら る (w^ 所 書 ニ章廿 節)。 

玆に 明. R に 信仰の 基礎の 變遷が 示されて ある， 始めは イエスキリストに 於て ありし 者が、 中 ごろ は侦 

徒と 言 者に 移り、 終に 敎會に 定めら るるに 至った、 而 して バウ Q の 信仰の 第一 の^に あった こと は 

. 曾 ふまで もない、 「此 基礎 はィ H ス キリスト なり」 と 彼は斷 言した、 祌の置 ゑ 給 ひし 此 基礎の 外に 何 


人 も 基礎 を 置く 能 はすと 彼 は 言 ふた、 使徒 は 如何に 聖 なりと 雖も 眞现の 柱と なること は屮 z 来ない、 敎 

兪は 如何に 聖 なりと 雖も 眞理の 基礎と なること は屮 Z 來 ない、 況して 其敎會 なろ 者の、 牧會 書翰の 記者 

の 一一 a に 依る も、 決して 神聖な り 叉 完全なる 者に あらざる に 於て を や、 彼は敎 會を大 なる. 冢に譬 へ、 之 

を 組織す る 分子に 就て 言 ふて 居る、 

大 なる 家の 中には 金と 銀の 器 あるの みならす、 木と 土の 器 も あり、 彼 は 貴き に 用ゐ、 是は， 賤 きに 

W ゐる なり (提後 二の サ ■.)。 

敎會 とは實 際の 所、 今 も i; 曰も斯 かる 者で ある、 是れが 离理の 柱と 基で あり ゃぅ暂 はない、 木と 土と 

は 以て 眞 现の大 建築物 を 支 ふるに 足りない、 基礎 は バウ ri の 明言せ しが 如く 唯一 つで ある、 此 共- -礎は 

イエスキリスト である. 監督と 長老との みならす 

あそび. S ぐ 

懶惰に 習 ひ、 人の 〔*- を 遊 周り、 妄りに 人の 風評 を fiH ひ、 好みて 人の 事に 關 はり、 言 ふべ からざる. 

桌をー W ふ 

わ や.  v^*h^  か ,、 ま  もとる 

少き塞 婦と老 ひたる 孃と を 多く 其 中に 隱匿ふ 敎會が 眞理の 柱、 叉 其 基で あり やう 害 は 決してない r 提前 

五の 十三」。  . 

壬、 細事の 千涉 

祌 のん に 取りて は 物に 大小 E 細の 训 はない、 萬 物 は 神の 物で ある、 故に 大 であって 义小 である、 人 

のた め に すれば 大た る 者 も 小 で あ る 、祌 のた めに すれば 小なる 者も大 で ある、 物の 大小 は 其 使 川 の nn 

的に. E て 定まる ので ある、 而 して バウ 口の 偉大なる は 彼が 萬 物 を 神の 物と して 觀 しこと である、 此意 

味に 於て 彼 は 決して 細 祟に 就て 語らなかった、 彼 は； 太の 事と して 地の 事に 就て 語った、 神の 事と して 
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人の 事に 就て 述べた、 然れ ども 純然た る此 世の 事と 人の 事と に は 彼 は 決して あらなかった。 

然れ ども 牧會 書翰 は 如何で ある 乎と 云 ふに、 偉大なる パ ゥ D の 言と して は餘 りに 些細なる 事にまで 

說き 及んで 居る やうに 見える、 彼が 少きテ モテを 謀へ し 言と して 左の 如き ものが 記されて ある、 

汝の 胃の ため、 及 ぴ汝壞 次疾 ふに りて 恆に 水を飮 むこと 勿れ、 少しく 葡萄酒 を 用 ふべ し (提前 

五の 廿 三〕。 

是れパ ゥ 0 の 言と して は餘 りに 平凡で ある、 師が其 弟子の 健康 を氣遣 ふより 屮 I たる 愍惻の 言で あると- 

云 ふ 人 も あるが、 然し、 一個人と しての テモ テに對 してに 非す、 敎會の 監督と しての 彼に 對 して、 彼. 

に 模範的 監督の 何たる 乎を敎 へんた めに 書 贈られた りと 稱 はる、 此 書翰に 於て、 使徒 バウ a たる 者が 

斯 かる 姑息の 一一 =11 を發 したりと は 余輩の 信す るに 甚だ 難しと する 所で ある、 パゥ n は 今や 玆に靈 の こと. 

に 就て 語らす、 胃の 事に 就て 語て 居る ので ある、 健康の ために 水 を； して 少しく 葡萄酒 を飮 めよ と勸 

めて 居る ので ある、 吾人 今 口の 基督 者はパ ゥ 口が 默 示に 依て 獲し 神の  一一 H とし て此言 に 耳 を 傾く ベ き で 

あら ふ 乎、 聖書 は 胃の 腑の laf にまで 說き 及んで 居る ので あら ふ 乎、 変 書 は 特に 谜康 維持の ために 少量 一 

の 葡萄酒の 使用 を 命じて 居る ので あら ふ 乎、 余 は爾か 信す る こと は屮 Z 来ない、 余 W は斯 かる 事 を 神 

の 聖書より 學 ばんと 欲しない、 ！：_ 疋れは 神と 自由と 永生と に餘 りに 緣の 遠い 問題で ある、 若し 斯 かる 問. 

題にまで 使徒 バウ 口が i はりたり とならば 彼 は 何故に 家屋の 事に 就て、 衣服の 事に 就て、 共 他 住 交 

際の 萬 事に 就て 敎誨を 加へ なかった ので ある 乎、 

是 故に 今より 後 我等 肉體に 依りて 人 を識る まじ、 我等 肉體に 依り て キリス トを識 りし かど も 今よ 

り 後 は 此の 如く 之 を識る まじ SS 林 多 i 五 章 十六 節ヽ 


是れ 明白なる パゥ a の霄 である、 此言 を發 した る^が 其晚 年に 至て 其 公的 書翰に 於て 其 あ 子に 對 して 

胃の ために 少量の 葡萄酒 を 用 ふべ しと 書 贈りたり と 聞いて 余輩 は 彼の 變 化の 餘 りに 急激な りしに 驚か 

ざる を 得ない、 。ハウ a が 歳と 共に 老！ i したりと ならばい ざ 知らす、 パゥ 口が 終りまで パゥ 口で ありし 

以上 は 彼が 自 から 斯 かる を 公職に 在る 其 弟子に 書 贈りし と は 余 M の 信す るに だ 苦む 所で ある。 

„s 子に 葡萄酒の 使用 を勸 めし 几ル 等の 書翰 は 婦人の 着るべき 衣服に 就て C 提前 二の 九)、 監督、 長老の 

家庭 整理に 就て (仝 三 章)、 塞婦の 救助に 就て (仝 五 章) 述べて 居る、 殊に 敎會の 救助に 與 かるべき 靠婦 

の 年齢 を 定めしに 至て は 赏に川 意 周到と 言 ふの 外 はない、 

^婦を 其 籍に錄 する こと は 六十 歳より 少 かるべ からす (SS 刖五 の 九；/- 

^^^の営否は余輩の問ふ所ではなぃ、 公義と 博 節と 來 らんと する {#!^ と を 論ぜし パゥ& が斯 かる 細事 

にまで 立 入りし と M いて 余 § ^は 胸に 一 人の バウ II に 非す して 一 一人の バウ n を畫かざるを5^:なぃ、 牧會 

こがたな ざ いく 

書翰 は 。ハウ 口 の 作と して は餘 りに 小刀細工 的で ある、 人生の 最大 問題 を 解決せ し 人 は 大抵 は斯 かる 小 

問題に は 無頓着であった。 

癸、 全體 の精祌 

然し 牧會 書翰に 關 はる 題 は 此の 敎義、 彼の 敎訓に 就ての 問題で はない、 三 書翰 を 通す る 全 體の精 

神の 問題で ある、 牧會 書翰の 精神 は 純然たる パゥ II の 書翰の それで はない、 彼れ なる 者 は殆ん ど破壞 

的 で あ る までに 進歩的 であるに 比べて、 是れ なる 者 は殆ん ど沈滯 的で ある ま で に 保守的 である- 彼れ 

なる 者 は 自由 を 主張す るに、 n だれなる 者 は 服從を 要求す る. 彼れ なる 者 は 精祌を 尊ぶ に、 是れ なる^ 

は 儀式 を 重ん する、 彼れ なる 者に 散 者の 冒險が あるに、 是れ なる 者に 老人 e 思案が ある、 余輩 g; 大書 
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翰 を 護ん で 後に 牧會 書翰に 移り て 印度の 叢林 を 去て の 曠野に 人り しの 感 がする、 全體の が 違， 

う、 全體の 風景が 違う、 全 體の意 叙が 違う、 同一 の 人の 作と は 如何しても 思 はれない、 若し 加 拉太書 

を 書 い た 人が 提摩太 前書 を 書 いたと する ならば、 其 人 は 同時に 進歩、 保守 兩 主義 を懷 い た 人 で あ る 、 

自巾 束縛 兩 方針 を 採った 人で ある、 卽ち自 から 己 を 打消した 人で ある、 而 して 斯 かる 人が 强く 人類 を 

感化した 例 はない、 近顷 米國ハ ー バ I ド大學 前^ 现 H リオ ッ ト氏は 曰 ふた、 

你 人と 稱 せられ、 永. に 人類の 運命 を變 へし 人 はすべ て單ー の 思想の 人な りし 

と、 實に其 通りで ある、 自. H を^に 供せ し 人 は 自由 一徹の 人であった、 人 を 進步に 導きし 人 は 逸歩 一- 

F 、の 人であった、 自由と 同時に 束縛 を唱 へし 人に して 曾て 世に 自由 を^した 例 はない、 進歩と 同時に 

保守 を說 いた 人に して^て 人 を 進歩の 域に 導いた 者 はない、 人 は 圓滿を 愛して 極端 を 嫌 ふなれ ども 骨 

に實は M 滿なる 偉人と て は 無い ので ある、 偉人 はすべ て 極端の 人で ある、 軍 一 の 思想の 人で ある、 而 

して パ ゥ n とても 其 例 に^れない、 

我れ 意 ふに 人の 義 とせら る V は 信仰に 由り て 律法の 行に 由ら す (羅馬 書 三 章廿八 節)、 

パゥ 口の 幅 fpi:: は 之に て盡 きて 居る、 他 は 皆な その 敷衍に 過ぎない、 律法に 類す る 事 は パゥロ に 取りて 

はすべ て 遠 則で ある、 牧會 書翰に 於て 現 はれた る 制度 的 敎會の 如き はパ ゥ ：1 の 思想 內に 人る ベから ざ 

る^で ある、 彼に して 若し 彼 を も 唱へ是 をも說 きしと ならば 彼 は 軍 一 の 思想の 人で はない、 餘 りに 注 

意して 兩 を见た 人であって、 短刀 入、 以て 深く 人の 肺腑に 截 入りし 人で はない、 牧會 書翰 を バウ 

おの. ン 

a の 作と： 15- て、 活ける パ ゥ n は自 から えて 仕舞 ふので ある。 

余 は 左に 新約聖書 學者バ イシ ュ ラ —グ 氏の 言を藉 りて 此 事に 關 する 余輩の 主張 を强め やうと 欲 ふ、 


余 は斯 かる に 於て i;^ 明し 能 ふ 丈け のす ベての 明確 を 以て パゥロ 主義の 敎訓 の記錄 として 牧餘 

書翰 を 排斥せ ざる を 得す、 …… 是 等の 書翰 は バウ a 以後の 時代の 境遇と 精神と を 表示す …… 共屮 

の 數節を 除く の 外は是 等の 書翰 は 北極の 南極より 遠 かるが 如く パ ゥ 口 自身の 思想と 記事と より 離 

る、 殊に 三 書翰の 巾、 其 最大と 稱 すべき 提摩太 前書に 就て は 余輩 は 確信 を 以て 曰 ふ を 得、 卽ち 八.' 

n に 至り 其 起原 を 羅馬書 井に 加拉太 書に 歸 する 者 は 未だ 曾て 使徒 パゥ U の 文 體幷に 雄偉 を會 得せ 

しこと なき 人な りと。 

斯く 41 じ 來て玆 にニ大 問題が 起り 來 るので ある、 卽ち 

m_  、 然 らば 牧會 書翰 は 3： 人の 作なる 乎。 

第二、 牧會 書翰 は 全然 無用の 書なる 乎。 

«- 菊 は 次號に 於て 此 重要 問題に 關 する 余 §sf の 卑見 を 述べ、 以て 此編 を^ば ふと 欲 ふ。 

<水乘 は牧會 書翰 は バウ 口 の 作で ない と 言 ふた、 然るに 書翰 其 物 は 彼の 作で あると 云 ふて 居る、 

の*«^ひ  したが  - ：  ノ 

我等の 救 主なる 祌 及び 我等の 望なる ィ H ス キリス 卜の 命に 遵 ひて ィ ェ ス キリストの 使徒と なれる. 

バウ 口、 信仰に 由り て 我が 眞の 子た るテ モ テに書 を 贈る 云々 (提前 一の  一、 二〕。 

神の 旨に. e りて キリ ス トイ H ス に 在る 生命の 約束 を 傅 へ ん ために キリ スト イエス の 使徒と なれる 

バウ 口、 我 愛する 子 テモテ に 書 を 贈る 云々 (提後 マの  一- 二 

しもべ  0  0  0 

神の 僕义ィ ェ ス キリス 卜の 使徒 パ ゥ 口 同じ；^ 仰に 巾り て 我が 眞の 子なる テ 卜 ス に 書 を 贈る 云 A 
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(多 一の 一 〕。 

是れ 抑々 如何の 譯 である 乎。 

パ ゥ 口 が 贈りた る 書と 書いて あるが 故に パ ゥ 0 の 書いた 者でなくて はならない と 云 ふ は 誠に 簡單な 

る解釋 である、 乍然、 其 内容 を 調べて 見て 余輩 は 其パゥ I" の 書翰と して は 甚だ 疑 はしい ものである こ 

-  しろ 

と を 叙べ た、 然 らば バウ 口が 書いた 者で ない 者 を 何故に 彼が 書いた と 記し ある 乎と 冏 ふに、 それに は 

又其现 由が あるので ある。 

今の 世に 在て 書翰と 云へば 必す 一人の 人より 他の 人に 宛て 書く 手紙で ある、 乍然、 パゥ a の 在世 時 

代に 於て は必 すし も然 うと^らなかった、 其 時代に 於て は 書翰に 二つの 種類が あった、 卽 信書と 公 書. 

との 一 一つが あった、 信書 は 今 ：= で 謂 ふ 書翰であって、 公 書 は 今日で 言へば 公開 狀 とも 稱 すべき 者で あ 

つた、 新約聖書の 中に 在て は 多分 腓利鬥 書と 約 翰 第三 書と が 第一 種の 中に 屬 する 物で あら ふ、 而 して 

其 他 はすべ て 公 書で ある、 卽 ち 友人間に 好意と 消息と を 通す るた めの 者で はなく して、 通信 を機會 と- 

して  公け  に  意見  を  述べし  者  か、  然ら  ざれば  通信 體に  所信  を發 表した  る  ものである  *  而  して  此  意味に  於 

て 書翰 は 決して 書翰で ない ので ある、 パゥ 口の g! 大書 翰の 如き は 半ば 信書に して 半ば 公 書で あるが、 

以弗所 書の 如きに 至て は 全く 私信の 範 圍を脫 して 囘 章の 性質 を帶 びて 居る、 而 して 牧會三 書翰 は 一 一種 

何れの 中に 屬 すべき 者で ある 乎と 云 ふに、 此は 第一 一種に 屬 すべき もの である、 卽ちパ ゥ 口 より 其 弟子 

テモテ 又は テ トスに 書き 贈りし 者と して 示して あるが、 然し 是は 其文體 たるに 止って、 實は敎 會镇理 

に關 して 或る 大 監督より 小監每 に 宛て 書き 贈った 者で ある、 卽ちパ ゥ 口 の 名 を 以て 敎會に 宛てた る 公 

文であって、 師弟の ii に 取 交 はされ たる 親 1^ ではない、 其 事 は 默示錄 を 見る と 能く 解る、 默示 錄はァ 


ジァの 七 敎會に 宛て 送られた る 書翰で あるが、 然し 敎會に 贈る と 一一 K はすして 其 使者 卽ち 監督に 贈る と- 

云 ふて 居る、 其 如く 牧會 書翰の 場合に 於ても テモテ は H ぺソ 敎會 の、 テ卜ス は ダレ テ敎會 の 使者 卽ち 

監督であって 叉 其 代表者で ある、 而 して 監餐 より 監督に 宛てた る是 等の 書翰 は 私書で はなく して 公 書. 

である、 私書の 如くに 見 ゆる は 其 文ぎ たるに 過ぎない、 其 內容は 明かに 公 書で ある。 

而 して 公 書で あるが 故に 發信 人は必 すし も 署名 人に 限らない、 4^ かも 天子の 詔 勒が必 すし も 天子の 

自作に 限らない と 同じで ある、 而 して 政治の 場合に 於て は 詔勒は 天子の 名 を 以てする 政府の 命へ M じあ 

るが 如くに、 宗敎の 場合に 於ても 公 書 は 監督の 名 を 以てする 敎會の 訓示で ある、 故に バウ a E くと あ 

りたれば とて 必 しも バウ n が 言 ひたりとの ことで はない、 バウ 口 に 由て 建てられ たる 敎會が 彼の 敎訓 

に從ひ • 彼の 權能を 以て 言 はんと 欲せし 時 は * 悼ら すして 斯く 言 ふたので ある。 

此事 たる 今日の 我等より 3- て 頗る 奇異に 感す る， 所で あるが、 然し パ ゥ 口 の 時代に 在て は 何人も：^ ま 

ない 事であった、 故に バウ II の 作と 書いて ある 書翰 を 彼の 作に あらす と 言 ふ は、 之 を 偽書と 認む るの 

であるとの 反 對說は 全く 立たない ので ある、 牧會 書翰 は 決して 偽書で はない、 其 記者 は 故意に 偽りて 

自 から バウ 口な りと 稱し て是 等の 書翰 を 書き 贈った ので はない、 若し 彼が 斯 かる 事 を爲 したりと する 

も 罪の 發覺は 容易であった、 其パ ゥ 口 の 自作で ない こと は 今日の 吾人 さへ 知る ことの 出来る ことで あ 

れば、 況して 其當 時の 人に 取て は 容易に 判明る 事で あつたに 相違ない、 然るに 此睹 易き 理由 あるに 關 

らす、 初代の 敎會が 祌聖に 之 を 保存し 來 りし を 見れば、 彼等 は 其、 故意に 出た る 偽書で ない こと を充" 

分に 認めて 居った に 相違ない。 

然 らば 牧會 書翰 は 何人が 書いた 者で あら ふ？ 其、 確かに 何人で ある 乎、 之 を 名 を 指して 定める こ- 
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と は出來 ない、 近頃 „1 バルト. スコ ッ 卜なる 人 は 其 『保 維 書翰 論』 に 於て ルカ 著作 說を唱 へ て 居る、 

而 して 其 論據 とする 所は是 等の 書翰と 路加 傳 並に 使徒 行 偉との 間に 存 する 類似の 點の 多き に 在る、 然 

し 其說の 一般に 承 けらる、 に 至る や 否や は大 なる 疑問で ある、 多分 今日に 至て 其 作者の 何人なる 乎 を 

判定す る は 不可能 iis- で あ ると 思 ふ、 我等 は是 等の 書翰に 就て も M 書の 他 の 多くの 著作に 就ての 如く 

「我等 共 作者の 何人た る を 知らす」 と- K ふが、 我等の 爲 すべき 事で あると 思 ふ。 

然し 我等 は 其 著者 に 就て 左の 事 を 推知す る ことが 出来る、 

一 、 著者の パ ゥ & にあら ざり しこと。 

二、 彼が。 ハウ 口 主義の 人な りし こと。 

三、 。ハウ 口の 死後 數卜 年、 敎會 制度が 略 ぼ 定まりし 時の 作なる こと。 

余 の 此 結論に 對 して 反 對 論者 は 言 ふで あらう、 「一 百 を 費す 數萬、 而 して 其 結論 は 否定に 過す、 始ょ 

り 駄辯を 弄せざる に 如かす」 と、 然れ ども 余辈は 雨う 信じない ので ある、 余 蒙は此 場合に 於て は 否定 

はナ V なる 瘦得 であると 信す るので ある、 之に 由て (一) 余輩 は バウ 口 を 自家撞着の 幾より 救 ふこと が 

屮 Z 來た、 (二) 又 之に. S て 更らに 明かに。 ハウ 口 思想の：^ たる 乎 を 知る ことが 出來 た、 而 して 夫れ と 同， 

時に (二)  ^輩 は 聖書 を 文字通りに 解せ すして、 歷 史的に 又文學 的に 之 を 研究す るの 必要なる 事 を 見 

た、 八ぶ 輩の 此硏究 は 決して 無益で 4:$. かった、 余攀は之に出て近世の§^;書研究なる者の如何なる者でぁ 

る 乎 を 窺 ふの 機 會を與 へられた。 . 

然 らば 若し 余輩の 唱 ふるが 如く、 牧會 書翰 は バウ 口の 作で ない とならば、 是は 全然 無用の 書と して 

排斥す べき 者で あら ふ 乎、 勿論 然ぅ でない、 此 等の 書翰 に^らない 聖書の 中に 在る 其 他の 書に 於ても、 


著者の 誰た る 乎 は 其 價滅に 3： の 關係 もない 問題で ある、 書 は 大抵 は 無名 の 著で ある. 人 は 約： e 記 

は 3： 人の 作で あるか を 知らない、 乍然、 其、 世界最大の 韻文で ある こと は 何人も 知って 居る、 以赛亞 

■ 書の 後半 部 は 何人の 作なる 乎、 是れ叉 不可解の 問題で ある、 乍然、 其 豫言者 ィザャ 以上の 大預ー bM^ の 

作なる こと は 3： 人 も 疑 ふこと は 來 ない、 其 他 馬 太 傅に 就ても、 約 翰 傅に 就ても、 使徒 行俾に 就ても、 

Y 布们來 書に 就ても、 默示錄 に 就ても 其 著者の 何人なる 乎 は 吾人の 知らざる 所で ある、 乍然、 其 誠に 生 

命の 書で ある こと は 之 を 味 ふた 者の 能く 知る 所で ある、 先づ 著者の 誰なる 乎 を 定めて、 然 る 後に 其 # 

作 の 愤侦 をお む る は 是れ此 世 の 人物せ -A 拜家 の 爲す 所で あって、 キリストの 弟子 の 爲 すべき 事で ない、 

縱八リ バウ 口の 作で あると 雖も 善き 者 は 善く ある、 惡 しき 者 は惡 しく ある、 確かに。 ハウ 口 の 作と して ffl 

めら る k 書翰の 屮 にも 余輩が 神の 一一 E 紫と して 受取り 難い 事 は 決して くない、 牧會 書翰が パゥ 口の 作 

である 乎 否や は歷 史的 井に 文學 的の 問題であって 信仰的の 問題で はない、 其露惯 は 作者の 何人なる 乎 

に. e てお まるので はない、 其 誠に 如何なる 書なる 乎に 由て 定まる ので ある、 此點に 就て は 百年 前の 

ル ーテル は今日の加^：書學^ょりも遙かに高ぃ意見を持っ て 居った、 彼 は 曾て 曰 ふた、 

文書 を 試め すため の眞 正の 試驗石 は、 此は キリスト を 以て 充るゃ 否の 一事で ある、 そ は gv? 一書 全 .艘 

は キリスト を證 明す る ものであるから である、 卽ち キリストの 外、 我れ 何 を も 知る まじと パゥロ 

の 一 W ひしが 如くで ある、 キリス トを敎 へざる 者 は 縱令パ ゥ 口 又はべ テ 口 の 言で ありと する も 使 iiM 

的で ない、 乍然、 之に 反して キリスト を 說く首 は縱令 ュグ、 叉 は アン ナス、 叉 はへ フ、 又は ピ 

ラトより 出し 者に もせよ 使^ 的で ある。 

實に 大膽な る 一 H 葉で あ る 、 此度胸 があって こ そ宗敎 革命 は出來 たの である。 
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牧會 書翰 は バウ ri の 作と して は 受取れ ない、 乍然、 若し 其 中に キリストの 證明 あらん 乎、 是れ、 ル 

1 テルの 一一 K に從 へば、 眞 正の 意味に 於て 使徒 的で ある、 而 して 余 鞏は其 中に 斯 かる 證 明の ある を 信す 

る、 勿論、 四 大書 翰に 較 ぶれば 甚だ！ S ぃ證 明で は あるが、 然し、 其れに 係 はらす 明かなる 證 明の ある 

を認 むる、 今 其 三 四の 例を擧 げんに、 

キリスト ィヱス 罪人 を 救 はんため に 世に 臨れ り、 是れ 信すべく 亦 疑 はすして 納 くべき 話な り、 罪 

0  (-  0  0  0 り.' しら 0  0 

人の 屮我は 首な り (提前 一 の 十五〕。 

それ 祌は 一 位な り、 又 神と 人との 間に 一 位の 中保 あり、 卽ち 人なる キリス トイ ェ ス なり 提前 二の 

五〕。 

そな へ も G  と/ Tj  i し  みちの， り 

我れ 今 祭 物と ならん とす、 我が 世 を 去る 期 近づけり、 我れ 旣に 善き 戰を鬪 ひ、 旣に馳 るべき 道程 

を盡 し、 旣に 信仰の 道 を 守れり、 今より 後義の 冕 我が 爲 めに 備へ あり、 主卽 ち； 止しき 蕃判 をな 

す 者、 其 日に 至りて 之 を 我に 予ふ、 唯 我に 予 ふるのみ ならす、 凡て 彼の. 顯 はる- -を慕 ふ 者に も予 

ふべ し (提後 四の 六 I 八)。 

キリスト 我等の ために 己の 身 を 捨て 給へ り、 是れ 我等 をす ベての 罪より 贖 ひ屮： し、 Hj つ，」 のた め 

に 一 ッの ni- を 潔め、 之 をして 熟 心に 善事 を 行 はし めんがた め 也 (多 二の 十四 )o 

此他尙 ほ 之に 類す る 言葉 は it くない、 殊に 三 書翰の 中、 提摩太 後書 はパゥ & の 精神 を 最も 善く 寫 した 

. 者であって、 多くの 批評家の 說に從 へば、 是は 多分 パゥ B の 手書 を 基礎と して 成った 者で あら ふとの 

ことで ある。 

敎會は 時代の 必要に 應 ぜんた めに 人の 作った 者で ある、 キリスト は 敎會の 制定 を 命じ 給はなかった、 


キリ ストの 思想に 若し 敎會 なる 者が ありし とすれば、 其れ は 單に彼 を 中心とする 兄弟 的 M 體 であった、 

我が 名のた めに 二人 又は 三人 集る 處には 我 も 其屮に 在らん Oil 太傳 十八 章サ 節)。 

汝等は ラビ (敎師 ) の 稱を受 くる こと を 勿れ、 そは汝 等の 師は 一人、 卽ち キリスト なり、 汝等は 

ル 2 な 兄弟な り (今： サ三章 八 節)。 

斯 かる 言葉 を 發し給 ひし キリストが、 長老の、 監督のと 稱す るが 如き 役人の 任命 を 命じ 給 ひし 苦 はな 

い、 牧<* 書翰に 現 はれた る敎會 制度 は當 時の 社會 制度 を 信徒の 社會に 適用して 成った 者であって、 單 

純なる ィ H スの 福音の 立場から 見れば 確かに 信仰の 堕落で ある、 乍然、 境遇の 强 ゆる 所と なりて 斯か 

る 制度の 起り し 以上 は、 成るべく 其 弊害 を 矯め、 成るべく 其精祌 をして キリストの 精神たら しめん こ 

0CCOOOOCOO0OOOOOC0OOOOOOOOO 

と は ましき、 叉 必要なる 事であった、 牧會 書翰の 目的 は敎會 なる 人爲的 制度 を キリスト 化せん とす 

O0OO00OO0 

るに 在った ので ある。 

敎會が 福 昔 を 作った ので はない、 福 昔 は 常に 敎會を キリス ト 化せん と 努めた ので ある、 其 監督なる 

者が 常に 傲慢に 先り 易く、 人 を 蔑視み、 責任 を 省みす、 不情、 不實、 柔和と 謙遜と に 於て 多く 缺 くる 

所 ありし が 故に、 兹に 嚴密に 監督た るべき 人の 资 格が 示された ので ある、 

そ は 監督 は 神の 家宰 なれば 必す咎 むべき 所な く、 己が 儘 をな さす、 輕々 しく 怒らす、 洒を嗜 ます、 

人を擊 す、 利 を 貪らす、 遠 人 を 懇切に 待ら い、 善 を 好み、 謹虔 み、 公義く、  潔く、  n: から 制し、 

學 びし 所の 露 道 を 守るべし 云々 (多 一 の 七、 八、 九 )o 

是れ キリス 卜の 福音の 立場から 見れば 實に 「言 はす もがな」 であって、 斯 かる 一一 百 の W ゐ- りれ し を て、 

敎會の 此時旣 に 甚だしく 腐敗して 居った 事が 判明る、 其 他 長老の 资 格に 就ての 訓示、 { 暴 婦の极 方に 就 
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ての 命令 等に 依て 見て、 常時の 敎會の 如何なる 狀 態に 於て ありし 乎 を 推知す る 事が 出來 る、 而 して 斯 

かる 悲 むべき 狀 態に 於て 在りし 敎會を キリストの 精神に 引 還さん として 是 等の 書翰 は 成った ので ある、 

A ポ輩は 牧會 書翰 を 以て 敎會の 神聖-を 辯 護 せんとす るが 如き 聖書 の 濫用 を思附 くこと が 出来な い、 共 正 

反對 が 眞现 で あ る 、 牧會 書翰 は 明かに 敎 會の不 神聖 を 示す ものである、 其 如何に 腐 收し 易き 者で ある 

乎、 其 如何に キリストの 精祌を 去て、 此 f の 精神に 化し n 勿き ものである 乎 を 示す 者で ある、 キリストの 

福 昔 は 敎會と 一 K ふ 現世 的 制度 を 如何に" 理 せんとせ しか、 是れ 吾人が 是 等の 書翰に 於て 見る 所 で あ る 。 

敎會に 取て 最も 善き 事は單 純なる キリストの 理想に 歸 らんこと である、 乍然、 稲々 の 事情の 之に； i 

ふ あるが 故に 今日 直に 此事を 爲す能 はすと ならば、 敎會 は牧會 書翰の 命す る 所に 從 つて、 其 萬 事を處 

COOOO0OOO0OOO0OO00OO0OCO0O  OOC>C-OOOOC-T 

理 すべきで ある、 牧會書翰は永遠に涉るべき敎會制度を{:^-めたる者ではなぃ、 敎會 なる 一 時 的 出現 物 

OOCOOOOOOOOOO0-OOOOOOOOO 

に キリ ストの 精神 を 注入 せんとして 成った 者で ある、 故に 敎會の 有らん限り は是 等の 書翰 は 其 指導の 

ために 必要で ある、 余輩 は 「敎會 の 書」 として 牧會 書翰の 價値を 充分に 認 むる 者で ある。 

斯の 如くに 見て 余！ は牧會 書翰 を賤視 めない、 是れ叉 時代の 必要に 應 ぜんが 爲に、 祌の人が^^靈に 

感じて 作った 書で あると！ 一;E する、 是 等の 書翰に 限らない、 聖書 はすべ て 時代の 必要に 應 ぜんた めに 成 

つた 書で ある、 其點に 於て は g; 福音書 も ro: 大書 翰も是 等の 書翰と 何の 異なる 所 はない、 神 は 未来 永 幼 

を 目的と して 聖書 を 作らし め 給へ りとの 思想 は 今 は 識^の 否認す る 所と なった、 祌は 時代 的に 永久の 

am 现を 傅へ 給 ふので ある、 ガラ タヤ 人の 變信 を誡 めんと して 成った 加拉太 書が 萬^に 涉り、 萬 人に 係 

はる 經典 となった ので ある、 永久の 眞现を 以て 語れば 一 ， 痛の 書翰 も 萬 世 を 導く 寶典 となる ので ある、 

企 輩 は牧會 書翰 を 以て 羅； it 書义は 加拉太 書と 較ぶ べき ft 典で あると 信す る こと は 出来ない、 乍然、 初 


^ の 基督 者 の 筆に 成りし 仰 の 書と し て 之 に 對し て 多大 の 尊敬 を拂ふ 者で ある、 余 蒙が 是等 の 書翰よ 

り學 ぶべき こと は澤山 ある、 余！ Is^ はパゥ Q の 作に あらす と 云 ひて、 又は 敎會の 書で あると 云 ひて 少し 

も 之 を 接 斥し ない、 否な、 前に-^1さるの敬^1^を以て之を讀み、 以て 余輩の 救濟を 全うせん とする、 常 

識と 信仰との 立場より 1W- て是 等の 書翰 も 亦 神の 聖誉 である、 而 して 

i ネ書 は呰な 祌の默 示に して 敎 藤と 督贵、 又 人 をして 道に 歸 せしめ、 又 義 を學 ばし むる に 益 あり 

(提後 三の 十六： /- 

け 己 

P  さ. -a 

牧^ 害 翰に 就て兹 に- W ほ 一 つの 問題が つて， 居る、 卽ち、 近^ 聖書 學 者の 確言 あるに 係 はらす、 若 

し是 等の 書翰が 誠に。 ハウ a の 作で ありし ならば 如何との 問题、 是れ である、 余輩の 前に 述べし が 如く、 

保守派の 祌學 者に して 今尙 ほ牧會 書翰 バウ 口 起原 說を 維持す る 者 は ii なくない、 殊に 英國 g ち 八ム會 派の 

祌學者 は 非常の 熱心 を W て 此說を 維持して； 5 る、 H キス ポジ トル i*, 書に 於け る アル フ レッド. プ ラマ 

1 氏の 如き、 ケムブ リツ ヂ^ に 於け る A  .  E  • ハム フレ ー ス 氏の 如き、 叉 『聖 保羅の 基督の 證明』 

に：^、 ける R  •  J  •  ノ ー リング 氏 の 如き は其實 例で あ る 、 而し て 若し バ イシ ユラ，' グ、 ホルツマン * ハ 

—ナツ ク 等の 非 バウ ロ說は 悉く 非に して s;^ 等の 聖公會 派神學 者の 說が 悉く是 でありし ならば 如 3： と、 

是 れ更ら に 余 W の 考究 を. §1- す る 問題 で ある。 

而 して 此 問題に 對 して  < ；-輩 は 斯く答 ふるので ある、 卽ち、 若し 牧會 書翰が パゥ 口の 作で あると なら 

r  二  0  (  C  C  C  C 〇 ゥ 0  C  C-  C-  C>  G  C ゥ C  0  0  0  C  C-  0 ゥ 0  C  C  0  C-  C  0  0  0  0  0  0  0  C-  0  0 

ば、 それ は 彼の 老年 時代の 作であって、 其惯愤 たる 決して 彼の 壯年 時代の 作に 及ばざる 者で あると、 
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卽 ち余鞏 は 牧，， t 書翰に 於て バウ 0 の 老衰 を認 むる ので ある (若し それが 彼の 作で あると ならば)、 玆 

に 彼 は 全く^ 人となりて 余輩の 前に 現 はれ、 余輩 をして 彼の 老後の 狀 態に 就て 歎， 惜、 措く 能 は ざら し 

• む。 

バウ。 老耄 說を唱 ふるが 如き は 或る人に は 堪え難き 程の 不敬と して 感ぜられる であらう、 乍然、 是 

れ 不敬の 如くに 間え て 決して 不敬で ない、 バウ II とても 人で ある、 人で あるが 故に 彼 も 亦 多くの 過失 

を爲 した、 其事は！^書の明かに示す所でぁる、 彼 は屢々 人が 彼 を 目して 人 以上の 者と なすこと を 担ん 

だ * 彼と バ ルナ バ と は 共に ル ス テラの 人に 告げて 曰 ふた、 

我等 も亦汝 等と 同じ 情 を 持つ 所の 人な り 

と (行傳 十四 章 十五 節)、 彼 は义コ リント 人に 告げて 曰 ふた、 

パゥ „1 は 誰か、 アポ 口 は 誰か、 

と、 卽ち彼 は 人に して 神に 非す との 意で ある、 而 して 人なる バウ 口 は 時には 怒り もし、 亦 政略 を 使 ふ 

の 誤謬に も陷 つた (行 傅廿 一章 サ六 節)、 彼が 特に 吾人の 同情 を惹く 所以 は 主として 玆に 在る、 卽ち 彼れ 

が 吾人と 均しく 弱く あつたから である、 彼 は 病まざる、 誤らざる 神ではなかった。 

而 して 弱き 人であった 故に 彼が 永年に 涉る 勞顿の 結果と して 終に 老電 する に 至った と 云 ふ は 彼に 對 

して 決して 不敬の 一一 一一 n ではない、 人なる バウ 口 は 人に 通有なる すべての 疾病に 權り 易かった、 老耄は 罪 

ではない、 體カ 衰退の 結果で ある、 パゥ n が此 病に 罹り たれば とて、 決して 彼を擯 斤すべき でない。 

而 して 多くの 偉人 は此 病に 極った、 哲學者 カントの 如きで すら、 歳の if むに 隨て 彼の 思考力 は 一玄し 

く 減退し、 彼の 老年の 作 を 中年 時代の それに 比べて 兒て 驚くべき 程の 變 化の ある ことが 判明る、 詩人 


ゥォ— ヅゥォ ー スの 如き も 亦 其 一例で ある、 彼の 老年の 作と して 見る に 足るべき 者 は 甚だ ない、 多 

くの 批評家の 說に從 へば、 彼れ 湖水 詩人の 詩才 は 四 拾 歳 前後 を 以て 其 絶頂に 達し、 其 後 は徐々 と衰返 

したりと のこと である、 詩人 テ 一一 ソンの 如き は 更らに 著しき 實 例であって、 彼が 死す る數年 前の 作の 

如きに 至て は 殆んど 詩と して 見る に 難き 者が ある、 而 して 叉 其 情 性に 於て 善く 使徒 バウ P に 似た るル 

1 テルに 在りて は 彼の 思想の 硬化 は 齢 を 加 ふると 共に 益々 甚 しく、 自由 を 叫んで 起ちし 彼 は 終に 彼の 

壤 ちし 敎會に 勝 さる も 劣らざる 頑固なる 敎會を 建設す るに 至った、 人 は 全 體に老 ゆれば 渐 やく 保守に 

傾く 者で ある、 而 して パ ゥロも 人の 数に：^ れす 老いて 敎會 制度 を設 くるに 至りし と は 信す るに 難い 事 

ではない、 余輩 は 勿論。 ハウ 口の 斯く あら ざり しこと を 希望す る， 余輩 は 叉牧會 書翰の 彼の 作で なかり 

しこと を 說て之 を 以て 彼の 老衰の 證據 となす 可らざる こと を 主張す る、 乍然、 若し 萬 一 にも 牧會 書翰 

。ハ ゥ P 著作 說が 成立す るに 至るならば 余輩 は 止む を 得す パ ゥロ 老衰 說を 執らざる を 得ない。 

乍然、 余輩 は 余輩の 愛する バウ 口が 老衰して 終に 保守 家と なり、 牧會 書翰の 如き 者 を 後世に 遣 さ、. - 

りし こと を 信ぜん と 欲する、 卽ち 使徒 行傳 記者の 記事に 從ひ、 彼が 大帝 國の 主府に 入り、 此處に 彼の 

大？ 」1- を 達し 世界の 人に 向て 彼の 福音 を 述べし 後 は、 神の 人モ ー セの 如くに、 M ホバの 葬む る 所と なり 

て 「今日まで 其 墓 を 知る 人な し」 と 云 ふに 至りし こと を 信ぜん と 欲する、 余輩 はパゥ n は 改革者と し 

て 其 命 を 全うせし こと を 信ぜん と 欲する、 卽ち彼 は 加拉太 書、 腓立比 書 を 彼の 後期の 聲 となして 此世 

を 去りし ならん と 信す る、 牧會 書翰 を バウ 口の 作な りと 辯 護して 少しも 。ハウ 口 の 辯 護に ならない、 余 

が 前に 述べし が 如く、 斯 かる 辯 護 は 却て 侮辱と なる の 虞れ が ある、 願く は牧會 書翰 をして バウ D の 

作たら ざら しめよ。 
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。ヒレ モン 書硏究 

基督教 的 書翰 文の 標本 

腓利門 書と 其 註解 

新約聖書 は 其 最終の 默示錄 を 除く の 外はル 3 な 悉く 傳記 にあら ざれば 書翰な り、 是れ 吾人の 深く 注意 

十べき なり、 倾 人の 救濟は 新約 第一 の 目的と する 所に して. 其 始めより 終に 至る まで 皆な 靈と靈 と 

の關 係な り。 

一片の 書翰、 之 を 聖經の 中に 編入す ベから すと 云 ふ 者 も あらん、 然れ ども 是れ 書翰の 何たる を 知ら 

ざる^の 言な り、 書翰 は 我が 國に 所謂る 用 文に あらす、 亦 見舞 文、 挨拶 文の 類に あらす、 書翰 は 意中 
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を 親友に ふる 文な り、 神聖なる 實は 書翰の 如き は あらざる なり。 

余 は 曾て 閒 けり Is^ 洋諸 邦に 文通 (correspondence) なる 者な しと、 文通と は 其 文字の 通り 眾に 報吿 

め 取 交 を 云 ふ ものに あらす、 英語の コルレス ボ ンデ ン スに反 應の意 あり、 卽ち 我れ 彼 を 愛して 彼れ 我 

に 鹿す るに 同一 の 愛 を 以てする の 意な り、 愛の 反應、 是れ 文通の 意な り、 吾人 は 書翰 を 以て 週 園の 出 

來 ^を！， せ 人の 友人に 通 ぜんとせ す、 是れ 新聞紙の 爲す 所な り、 吾人 は 亦 書翰に 依て 新 智識 を 吾人の 友 


人より 得ん とせす、 I； だれ 書籍の 爲す 所な り、 吾人 は 書翰に 依て 吾人に 對 する 友人の 愛情 を 知 らんこと 

を 欲す、 是れ 書翰の 貴き 所以な り、 愛 心の なき 所に は 書翰 は あらざる なり、 書翰 は 愛 心の 溢れて 文字 

となりし ものな り、 若し 世に 愛の 幅 昔なる もの あらば 之れ 書翰 文 を 除いて 他に あらざる べし。 

茶督敎 有て 始めて 眞 正の 友情 あり、 利益 を 共に して 友と なる にあら す、 情 性 を 共に して 友た るに あ 

らす、 學問 上の 交際に 成りし 友誼に あらす、 同一 の 主より 同一 の 生命 を 受けて 始めて 眞 正の 友たり 得. 

ろたり、 「同 體を兩 分せ しもの を 夫婦と 云 ひ、 EE 心を兩 分せ しもの を 友人と 云 ふ」 と、 同一 の：^ せより 

養 ±： を吸收 して 生活す る 基督 信徒 は眞 正の 兄弟に して 眞 正の 友人な り。 

基督 敎的 書翰 文、 是れ 他に 見る こと 能 はざる 文字な り、 是れ 決して 擾歷の 文に あらざる べし、 "だに 

外形的 禮 節に 於て 缺る所 あらむ、 是れ勿 41 卑賤なる 戀 愛文 學 にあら す、 愛の M;^ も高尙 なる もの、 共 は 取 

も純粹 なる もの、 愛の 要求と 愛の 哲學、 是れ 皆な 基督 敎的 書翰 文に あり、 基督教 徒が 以て 其經 典と な 

す 所の 書が 堅 硬 解し 難き の經 文より 成らす して、 斷 てば 鮮血 を 出す が 如き 眞 情の 滿ち充 ちた る 害翰义 

よりな りし を 見て、 吾人 は 其眞に 祌の默 示に 依て 成りし 書なる を 知るな り。 

使徒 保羅の 手に 成りし 書翰と して 聖書に 揚げら る、 もの は 凡て 十 通な り、 其 中 希 伯來書 は多數 の. 

批評家の 說に從 て 彼の 乎に 成りし ものに あらす として 餘の 十三 通 は 彼の 書翰と 見て 可な らん、 其羅馬 

人に 送れる 書 は 彼の 祌學 系統 を述 ベ しもの、 哥林多 人 に 送りし 前後 二 囘の文 は 牧會學 の 經典 とし て 知 

らる、 ル ー テルが 「我が 書翰な り」 とて §1 がりし 加 拉太書 あり、 慰藉の 福 昔と 稱 せらる、 徘立比 書 あ 

り、 十三 通の 書翰 文、 ーュ" 人 は 其 中に 偉人の 心に 働きし 基督の 愛の 結 を其總 ての 方面に 於 て^ふ を 得 

るな り. - 
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腓利門 書 は 十三 通屮 教も簡 短なる ものな り、 之に 一 つの 祌學 論な し、 其 中に 一 言の 敎會 政治に 及ぶ 

なし、 羅馬 寄の 如き は 公的 文書の 體裁 をな すと 雖 ども 腓利門 書 は純粹 の- t 展 なり、 而も 其： r に大； 幅 音 

は飽れ り、 基督に 於け る 愛 心 は 其 面に 溢る、 讀者 余輩の 註解 を ffl かんとす る 前に，. r つ 三^ 其 全文 を 

熟させられよ。 

. イエ ス キリストの 爲 めに 囚人と なれる パゥ 口 及び 兄弟 テモ テ犹 M が 愛する 者、 我 倚が 姉妹 ァ ピア、 我 儕と 

共に 戰爭 をな せる アル キボ、 並に 爾の 家内の 敎會に 書 を 贈る、 願く は 爾曹我 倚の 父なる 祌 及び ィ エス キリス 

-ト より 恩寵と 平康を 受けよ、 

「ィ H ス キリストの 爲に 囚人と なれる バウ 口」、 拜 啓と 言 はす、 時候の 挨# を 述べす、 直に 彼 自身 

を 紹介す、 東洋風の 禮に 於て は 缺る所 あらん、 然れ ども 愛 は 無 W の禮を 打ち消す ものな り。 〇 バウ n 

常に 基督の 使徒た る を 以て 誇る、 然るに 兹には g 単に 「キリストの 爲に 囚人と なれる」 ^}<;と云ふ、 是れ 

彼が 此 書の 受信者た るピ レ モ ン より 彼 自身の 爲 めに 特別の 哀を乞 はんが 爲 めに 非す、 彼 は 反って 幾度 

か 彼が 彼の 主ィ H ス キリストの 爲 めに 經 練の榮 譽に與 かれる を 誇れり (哥林 多 後書 トニ 章 九、 十節參 

考)、 彼 は 今 は 囚人と して 羅 馬の 監獄に 紫れ 居れり、 然れ ども 彼 は 書中 一言の 獄中の 彼の 艱苦に 及ぶ 

なし、 但し 獄中より 此 信書 を 發 して 書中 記載す る 所の 彼の 願意の 莨 徹せん こと を 期せし なり。 

「兄弟 テ モテ」 - バウ 口の 愛弟子な グ、 彼 曾て 彼 を 「我が 眞 子なる テ モテ」 と 呼べり、 亦 「我が 愛 

子 主に 在て 忠なる テ モテ」 とも 稱 せり、 基督 敎 信徒 (眞 正の) 問の 關係は 兄弟 姉妹の 關 係なる のみな 

らす亦 親子の 關係 なり。 

「我 倚が 愛する 者、 われらが 勤勞の 侶なる ピ レモン」、 ピ レモン は小亞 細- 亞 フル ギア 州 コ a サイの 


人な り (资羅 g: 書 第 四 章 九 節參考 )、 バウ a に 依て 改！^ せし 者の 一 人な り、 {!2 おみて 3^ ぶ バウ n の 肉 

體 上の 缺を補 ひし 人なる が 如し、 パゥ& の 勤勞の 友な りと 云 へば 彼れ 富豪の 身 を 以て 歷々 パ ゥ ：！ に隨 

從 して 傳 道に 從 事し、 使徒と 共に 布敎の 危險を 分ち しが 如し、 彼は眞 正の 基督 敎的實 業 家に して、 彼 

の 身心と 共に 彼の 產業を 舉げて 悉く 之 を 主に 捧げ、 主の 乏しき 者 を 慰む る を 以て 彼の 唯 二 の 目的と 做 

せし が 如し、 幸福なる かな 彼れ ピ レモン、 彼の 富 は 彼を墮 落せし めすして、 反って 彼に 徒の 交際 を 

供せ り。  - 

「我 儕の 姉妹 ァ ピャ」、 ピ レモ ン 夫人な り、 夫妻 相 共に 基督 敎を 信じ、 聖徒 を 慰む 基督 敎は 其始初 

より 喜ばしき ホ I ムを 建設す るに 適したり、 バウ 口 を 慰めし 者 は此ピ レモン 夫妻の 外に アキラ、 プリ 

ス キ ラの 夫婦 ありたり (使徒 行傳第 十八 章 一 —三 節〕、 自身 家庭 を 有せ ざり しパ ゥ 口 は 彼の 導きし 信徒の 

中に 多くの 美 はしき 家庭 を 作れり、 彼の地 上の 快樂 なる もの は 蓋し 是 等の 家庭に 於て 師 として 優遇せ 

られし 事な らん。 

「我 儕と 共に 戰爭 をな せる アル キ ボ」、 ピ レモン 夫婦の 實 子な らんとの 說 あり、 何れに しろ ビレや 

ン 家に 深き 關係を 有せし 奥壯の 一 靑 年な りしが 如し (哥羅 西 書 第 ra 音 十 卜 七 節參考 )、 パゥ D  、 テモテ 

と共に 信仰の 戰爭 に. 從事 せし 者な り、 ピ レモ ン家 は單に 聖徒に 肉體 上の 慰藉 を 供す るの 名譽を 有せし 

のみなら す、 亦敎 界に此 信仰の 一 戰士を 供せ り： 富家の 子弟に して 基督 敎の傳 道に 從 事して 恥と なさ 

す、 羨むべき かな。 

【-爾 曹の家 內の敎 會」、 基督 言 ひ 給 はく 「我が 名の 爲 めに 二三 人の 集れる 處には 我 も 其 中に あらん」 

と (馬 太傳 十八 章 二十 節)、 旣 に丁冢 眷族の 主の 名に 依て 第れ る あり、 是れ眞 正の 敎會 ならす や、 敎會を 
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以て 牧師 あり、 執 is^ あり、 樂人 ある を. 要する ものと 思 ふ は 非な り、 總 ての 基 赞敎的 〔をお は な 主 の敎： 

八！ 《 たるな り、 我等 社交的 敎會を 起し 得すと て 失望す べきに あ らす、 基 将を靈 魂 の 主と 仰ぐ 我等の. ii^Jil- 

は 立派なる 敎<^ たるな り、 我等 正式の 敎.^ を 起す 前に 我等の ホ ー ム をして iir つ 小敎會 たらしめ よ。 

「父なる 祌 及び 主 ィ H スキ リス 卜より 恩寵と 平 康とを 受けよ」、 恩寵、 X 布臘 語の chaiis の譯 字な 

り、 英語に 之 を grace と譯 せり、 茶督 信徒が その 心に 感す る歡 喜の 充實を 意ふ詞 なり、 普通 grace を > 

美容 又は 溫雅 と， 1 すれ ども 是れグ レ ー スの^ 5^ を 指して 意 ふ ものにして グ レ 1 ス其 物に 非す- グ レ ー 

スは 基督 信徒の 美德其 物な り、 而 して おれ 彼の 生来の 本性に 具 はりし ものに あらす、 亦 儒 敎に 於け る 

が 如く 彼が 克己 勤 勉 の 結 として 得し ものに あらす、 グレ， 'ス は 恩寵に して 共-: 督 なる n ふべ からざる- 

神の 恩賜 を 心に 受け、 其 結 ra^ として 彼の 心に 湧き 來る總 ての 喜ばしき 意と 情と を 指して 云ふ詞 なり、 

此 恩寵 を^す るが 故に 我 儕 は 容易に 我 儕に 害 を 加 ふる 我 倚の 敵 人 を 赦すを 得るな り、 此 恩寵 あるが 故 

に： 負 困 も線拽 も^の 誤解 も 迫害 も 我 倚に 取て は 反って 喜ばしき ものと はなるな り、 基督 信徒の 面に 耀 

く.1|雅は此恩寵の^^顯に外ならす、 我 倚 は 恩寵に 由て 救 はれたり と 聖書 は 記せり (以 卯 所 書 i 土 一章 五節/ 

而し て 我 倚 共 化督の 救 濟に與 かりし 者の みが 此 恩寵 の 何たる 乎 を 知るな り。 

「平 康」、 >f 布 職 語の eir5n5 英語の psce、 勿論^の 所謂 安泰 安樂の 意に 非す、 神の 救^に 與 かっ- 

て 吾人の  心 グー 中より 恐怖の 念の 悉く 取り去られし 時の 感、  卽ち 「我 は最平 大^夫な り」 との 安心 調和 

は 全身に 恢. おせられて 意志と 感情との 問に 一 の 衝突な きに 至り、 五感 は  一 W 結を爲 して 我が 天職 

を 誰さん とて 我が 猛進す る 時の 心の 狀態 なり、 基^ 降 i の 目的 は 人 心^部の 分離 を 癒す にあり たり、 

而 して 彼に 由て 吾人 は 始めて 身心の 調和なる もの 、何たる 乎 を 知る を 得るな り。 


恩寵 も 平康も 父なる：！； 及び キリ ストより 來 るべ きものと 3- 做す、 キリ スト を 神と M 等の は 地に m はて 

彼の 祌 なる を 證 明す、 キリ スト祌性論なるものは此^^に存す。 

美 はしき 師弟と 美 はしき 夫婦、 美 はしき. 鋭 子と 美 はしき.；^. M、 愛と； S 情と 勤勞と 一 致、 其^む 處の. 

もの は祌 より 來る 恩寵と 平康 となり、 福祉 を 語らす、 幸運 を 求めす、 愁を 全く 離れた る 一社 會、 "だれ 

此短 かき 書翰の 發 端に 於て 示された る 實畫 な り とす、 眞實な る 淸 一伊な る 書翰と は 赏に斯 の 如き ものな 

り。  . 

我れ 祈る 時に 常に 爾の事 を 陳て我 神に 謝す、 siiM われ 爾が 愛と 信仰 を もて 主ィ H スに向 ひまた 諸の 聖徒に 向 ふ r 

こと を 聞けば なり、 我が 祈る 所は爾 と^に 信仰 を 有て る 人、 爾曹の中なる凡ての善^^を知るに因り、 その 信 

仰功效 をな し キリストの 光 榮を顧 はすに 至らん こと 也 

「我 れ 祈 る 時 に 常 に 爾 の is^f を陳 て 我 神に 謝す」、 _.^」督 信徒 の 祈 St は 祈願 のみに あらす し て 亦. な. 

りと は， ^輩の S 々述べし 所な り、 禱は 人と 祌 との 交通に して 其 多分 は 感謝た るべき は 論を俟 たす、 

殊 に 我. y 身 に 就て 咸ケ ます るの みならす、 亦 他の 尺に 就 て 感謝す、 i^: 督敎 のど こまで も排慾 的な る に 注. 

意せ よ。 

「蓋 われ 爾が 愛と 信仰と を もて 主ィ H スに向 ひまた 詣の聖 一 徒に 向 ふこと を 聞けば なり」、 是 れパゥ 

11 がピ レモン に 就て 神に 感謝す るの 现由 なり、 彼れ ピ レモン の 祌に對 して 人に 對 して 缺 くる 所な きを- 

問いて 喜ぶ の 意な り、 rli^ 仰 を もて … … 聖徒に 向 ふ」 は 意 維 少しく 暖 味なれ ども 而も 愛情に 溢れた る 

書簡文 の 文句と して 此 種の 暖味は 深く 咎む ベ きに あらす。 

「我が 祈る 所 は 云々」、 是れ譯 者の 考案に なりし 意譯 なり、 必 しも^ 文の 示す 所に あらす、 原文 は 
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至て 簡短 なり、 之 を 譯 すれば 左の 如き ものなる べし。 

我が 祈る 所 は爾の 信仰の 供給が 爾曹の 中に 存 する 總て. の 善事の 識認に 由て 基督の 爲 めに 功 效 をな 

すに 至らん こと を 

「信仰 を 偕に 有る 人」 と譯 せられし 語 (koin511ia) は 「共に 分つ」 を 意味す る 語に して 羅馬書 十 K. 

章 二十 六 節に は 「供給」 と譯 せられ、 哥林多 後書 九 章 十三 節に は 「施しす る こと」 と譯 せられたり、 

卽ち產 業 を 共に する の 意に して 聖徒の 缺乏を 補 ふの 意なら ざるべ からす、 信仰の 供給と は 某： 督に 於け 

る 信仰に 勵 まされて 爲 せし 補給の 意に して 基督 敎的 慈善の 特質 を 示せし 語な り。 〇 「善事の 識認」 

(epigp5sis) は 「善行の 動機の 3： たる 乎 を 知て」 の 意な り、 我が 名 を廣吿 せんがた めの 善行に あらす 》. 

社會 の 詰責 に餘 儀な くせられ て 爲 せし 慈善 に あ らす、 全く 基督の 愛に 勵 まされて なせし 善事た る を 人 

が； I 認す るに 至ての 意な り。 〇 「基督の 爲 めに 功效を なすに 至らん こと を」、 卽ち 爾曹の 善行が 榮光 

を 爾ー u に歸 せす して 之 を 基督 に 歸す るに 至らん こと をとの 意な り、 基督 信徒 は 總て 基督の 奴 僕 なれ ば 

彼等の 善行 も 亦 彼等の ものに 非す して 基督の ものた るな り、 彼等 は 曰 ふ 「我の 之 を 爲すを 得し は我自 

身の 之を爲 せし にあら すして 我衷に 働き 給 ふ 基督 之 を 行し 給へ るな り」 と、 馬 太 傳五章 十六 節の 「然 

れば 人々 爾曹の 善行 を 見て 天に 在す 爾 普の 父 を榮 むべ し」 との 語 はパゥ J1 の此 言の 善き 註解な り。 〇. 

「- §」 と 云ひ乂  r 爾曹」 と 云 ふ、 或は ピ レモン 一 人 を 指し、 或は 夫妻 並に 全家 族 を. 指す、 書簡文と し 

て は 適當の 用語な り、 家內 和合 一致の 狀を 示し、 複雜 反って 意味 を 深長なら しむ。 〇 日本 譯 本文 も 其 

大意に 於て は 余 W の 兹に揭 げし 註釋と 多く 異なる 所 あるな し。 

兄弟よ 我爾の 愛に 由て 犬なる 喜 樂と安 慰 を 得たり、 蓋 聖；. 伏の 心、 爾に 由て 安せられ たれば 也、 是に 由て 我キ 


リスト に 在て 憚る 所な く 爾に其 作すべき « を 命ずる こと を？ 4E ると 雖も、 愛の 故に 因て 寧ろ 爾に 求む、 我旣に 

年老い、 今 キリス トイ H スの爲 めに 囚人と なれる パゥ 口 此の 如き 状に て、 我が 線 練の 中に て.， I し 子なる ォネ 

シモの 事 を爾に 求む。  . 

之より 徐々 と 書簡の 要 事に 人る、 「兄弟」 と は 殊に 主人 ピ レモン を 指して 云 ふなり、 「我 爾の 愛に 

由て 云々」 は前に述べし所を^61;複して彼の願意の透徹を計る、 彼パゥ a 哀 求の 術を 知る、 之 を 他人の 

ために 行 ふに 至て 彼 は 巧妙なる 修辭 〈豕 なり。 〇 「我 キリストに 在て 悼る 所な く 爾に其 作すべき 事 を 命 

する こと を 得」、 近親の 極 を 示せし 語な り、 我れ 汝の愛 心 を 知れば 我 は 雨に is?- を 命じて 雨が 喜んで 之- 

に 服從 する を 知る となり、  愛 其 度 を 進 むれば 義務と なる、 而 して 愛の 義務 は 法の それと 與 りて 其 自由 

なると 時に 其 緊束カ は 更に 强し、 パゥ 口 今や 愛 を 以て 彼の 友人 ピレ モンに 迫らん とす、 然れ ども 彼 

は 彼の 要求す る 所の もの.^ 餘 りに 東大なる を 知る が 故に 要求の 特權 を棄て 哀願の 途に 出づ、 此所讀 者 

の 特別なる 注意 を 要す。 〇 「愛の 故に 因て 寧ろ 爾に 求む」、 愛に 由て 爾に 迫る を 得る と雖も 愛に w て 

寧ろ 雨に 求む、 愛に も 亦 義務の 特權 なきに 非す、 然れ ども 愛の 特性 は 好意な り、 我 は 寧ろ 爾に」 がお サ 

ん もの をとの 意なる が 如し、 意味 微妙に して 之に 註解 を附 して 反って 原意 を {4：: ふの 虞れ あり。 

「我旣 に 年老い、 今 キリス トイ H スの爲 めに 囚人と なれる バウ 口」、 バウ B 曾て 悲哀の 一一-一 "を屮 Z せし 

事な し、 「我 は 寧ろ 欣 びて 自己の 弱き に 誇らん、 是れ キリストの 力 我に 寓 らん 爲 めな り」 と は バウ 口 

普通の 口調に して、 老を訴 へ 凌辱 を述 ぶる が 如き は 彼の 曾て 爲さ りし 所な り、 然れ ども 此場 介に 於 

て は 彼 は 少しく 彼に 對 する 彼の 友人の 憫察 を惹 くの 必. 耍を 感ぜり、 そ は 彼 は 今 彼 自身の 事 を 語り つ .1 

あるに あらす して 或る 一 人の： S 者の 爲めを 計りつ k あれば 也。 〇 「年老い」、 バウ 口 は此時 歳六ト 位， 
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なりし ならん と 云 ふ、 故に 基督 を 信す る 者と して は 朱 だ 以て 老人と 稱 すべから す、 歳 十に 達して 初 

老に 入りし など 稱 する 東洋人の 思想 は 使徒 パ ゥ 口 の 心 に^せ ざり し は 明かな り、 然れ ども 彼 キリス ト 

の爲 めに 勵く玆 に 三十 年、 五た び ユダヤ人に 十に 一 を 減じた る 鞭 を 受け、 二た び條 にて 撰 たれ、 一 

たび 石に て擊 たれ、 三た び 破船に 遭 ひ、 河の 難、 贼の 難、 同族の 難、 異邦人の 難、 野の 難、 海中の 

難、 偽 はりの 兄弟の 難に 連 ひ、 令 ゃ異鄕 獄牢の 中に ありて、 彼の 信仰 は 如何に 强 かりし も 彼 歳 六十に 

逹 して 時に 或は 老を 感ぜ ざらん や、 コ ロム ゥ M ル歳 五十に して ダンバ ー の戰勝 後- 彼の 妻に 書 を Si て 

彼の老ー^！；を訴へたり、 兩者 共に キリストに 在て は幼兒 たるに 過ぎす、 然れ ども 人生の 悲慘 なる 筆紙に 

盡し 難き を 見て 時に 或は 此言 を發 す、 是れ バウ 0 の 懦弱 を 示す が 如くに して 實は 彼の ヒ ュ ー マー ーチ 1 

を^ はす ものな り、 吾人 此言を 彼の 筆に 見て 彼の 爲 めに 一 滴の 淚を應 がざる を 得す。 

「囚人と なれる」、 年老 ひて 獄屋に 投ぜら る、 人生の 不幸 何物 か是に 勝る もの あらん や、 然れ ども 

是れ 盜を爲 しての 故に あらす、 人 を 誹謗しての 故に あらす、 基督の 爲め なり、 彼の 福音 を傳 へんと て 

なり、 名譽 なる 人獄。 

「我が 驟 純の 中に て 生し 子なる ォネ シモ， r 身 は 線拽の 中に. 在て^ ほ 傅 道に 從事 す、 蓋し バウ 口 羅 

馬に 至りて 正式の 裁判 を俟 ちつ i ありし 際、 彼の 普通の 犯罪 人に あらざる を 司直の 人に 知られて より- 

彼 は 自由に 訪問者 を 彼の 監房に 受 くるの 特權 を附與 せられ、 此 所に 彼の 許 を 問 ふて 彼の 敎 導に 與 かり 

し 者 甚だ 多き が 如し (使徒 行條 二十 八 章、 十七、 廿三節 參考) ォ ネシモ も亦此 所に パゥ 口の 指導に 與 

かり終にキリ ス ト信徒となりし者な^oが如し。 〇 「生し 子」、 人 を キリストに is^  く を 彼 を 生む と 云 ふ- 

そ は是れ 彼に 新生 命 を 供す る 事 なれば なり、  某： 督ユ コ、 デモに 語て 曰く 「人 もし 新たに 生れす ば 神の 國 


を 見る こと 能 はす」 と、 天より 來る此 新生 命 を 人に 供し 而 して 彼れ 之 を 受けて 新しき： 太と 地と を 見る 

に 至る、 是れ 新生に あらす して 何ぞ、 我 を 此批に 生みし 者 は 我が 父母な り、 我 を 天國に 生みし 者 は 我 

に 基督 を 示せし 我が 恩師な り、 我に 肉の 父母 あり、 亦た 靈の 父母 あり、 バウ B は兹に 彼が 才ネ シモの 

靈の 父なる を 曰 ふなり。 

「ォ ネシ モ」、 ピ レモンの 奴 僕な り、 奴隸 制度の 行 はれし 當時、 奴 僕の 人權 なる もの は 全く 無視せ 

られ、 彼 は 彼の 所 if 主の 機具と しての み取极 はれたり、 彼 は 人に して 人に あらす、 彼 を 殺す も 殺人罪 

を 構成せ ざり しなり， ァゥ ガス タス 帝の 時代に 於て ポリオ (pcllico なる 或る 貴人 は 彼の 怒に 觸れし 

彼の 奴 僕 を 庭 內の池 水に 投じて 其 屮に飼 宵せられ し 鳗魚を 養 ふ を 以て 常と せりと 云 ふ、 而 して！： 法の 

此 fl^ 忍なる 責 人に 及ぶな し、 お" て 我 日本 國に ありし 中 問义は 下司 下郎と 雖も羅 馬 時代の 奴 僕の 如き 

權 力の 者に は あら ざり しなり、 奴 僕に 人權 を； i めしが 如き はァリ ス 卜— トル を 始め 希腿羅 馬の 公法 學 

者の.；！" て爲 さ、 V りし 所、 奴 僕 を 呼んで 我が 子な り、 我 兄弟な りと 云 ひしが 如き は 人の W て 狂人 視 せし 

所な り。 

殊に ォネシ モ はフリ ギヤ 人な り、 而 して フリ ギヤ 產の奴 僕と 云 へば 雜馬 の奴隸 市場に 於て 最も 賤し 

めら れし 者、 其 性質の 陰惡 なる より 共慣彼 至て 安く、 彼 は 天下の 廢棄 物と して 世に 存在し * 人の 彼 を 

賈 はんと 欲する 者 さ へ 稀な りしと 云 ふ。 

然れ ども 此奴 僕、 而も フリ ギヤ 產の 扠^、 牛馬視せられし^!^ 機具 視 せられし 者、 而も 主人の 產を 

竊んで 逃走せ し^  (後に 詳 かなり) 人 問の 屈、 社會の 泡渣、 彼れ ォネ シモ さへ も 彼の 罪 を悔ひ 基督に 

.m て 祌に來 りしが 故に 彼 は 時の 偉人 タ ルソの バウ II に 子と し 兄；？ S として 敬愛 せらる 、 に 至れり、 ゎ督 

基 ほ敎的 書 文の ほ 木  六 一一 


バウ 口 小 *!® 研究  六 TCet 

敎の 平等 力の 絶大なる は 最も 明白に 奴 僕 ォネシ モ の改 信に. m て顯 はれたり、 ィ H ス キリ ス 卜に 於て 男 

あるな し、 女 あるな し、 ユダヤ人 あるな し、 異邦人 あるな し、 貴族 あるな し、 奴 僕 あるな し、 そ は 彼 

等 は 呰な榮 光の 主の 寶 血に 由て 贖 はれし 同じ 罪人に して 今 は 彼に 在て 兄弟 姉妹と 成りし 者 なれば なり、 

人 は 云 ふ 世に 奇 積なる もの あるな しと、 然れ ども フリ ギヤの 奴 僕 ォネシ モ をして パ ゥロピ レモ ンと同 

等の 人たら しめし 基督教の 功績 は 奇蹟 中の 奇蹟に あらす して 何ぞ や。 

「ォネ シモの 事 を爾に 求む」、 是れ此 書翰の 書かれし 目的な り、 此改 信せ し 奴 僕 を其舊 主なる ピレ 

モンに 送り 歸 さんと て バウ 口 は 玆に此 書 を 贈りし なり、 是れ實 に 一 片の 紹介 文な り、 然れ ども 此簡短 

なる 書翰の 中に 奴隸廢 止の 大福 昔 は 籠りし なり、 後 日英の ゥヰ ルバ ー フホ ー スを して 彼の 熱血 を 注が 

しめし 大 問題、 米の リン コル ンと ガリ ソ ン とグラ ント將 軍と をして 彼等の 生命 を 自由の 祭壇の 上に 捧 

げしめ し大精 祌は實 にパゥ 口の 此 一片の 親 售 の 巾に 包まれたり、 而 して 奴 隸 問題の みならす、 勞働問 

題、 貧民 救助 問題、 下婢 問題、 .M 始問题 等 凡て 人類の 自 出に 關 する 問題 は 其 原理 を此簡 短なる 書翰 文 

の屮に 於て 求めざる ベから す、 余輩の 此 硏究豈 惟り 一 書翰 文の 研究の みならん や。 

かれ 先に は爾に 益な き 者な りしが 今は爾 にも 我に も 益 ある 者と なれり、 我れ 彼 を爾の 所へ 歸す、 爾 これ を納 

れょ、 彼 は 我が 心なり、 われ 彼 をして 我 所に 留め 我が 福音の 爲に受 たる 縲 純の 中に 爾に 代りて 我に 事へ しめ 

んと 欲へ り、 然れ ども 我なん じの 肯 はざる 事 は 何 を も 行す を 好まず、 是れ爾 が 供給 止む を ST さるに 出で ずし 

て 心より 出 でん こと を 望めば 也 

「益な き 者」、 ォネ シモ、 之を譯 せば 「扶助 者」 の 意な り、 奴 僕の 名と して は 適當の 名な り、 主人 

を 抉くべき 者 その 財 を竊み 去て 「益な き 者」 となれ り、 然れ ども 彼 はパゥ a の 說敎に 依て 再び 「益 あ 


る 者」 となれ り， 幾多の 不用 人物 は 基督 を 信す るに 因て 有用 人物と なれり、 基督 敎は 社會の 不用 物に 

あらす 0 

「我 彼 を爾の 所へ 歸 す」、 我が 福 昔に 依て 「益 ある 者」 となり たれば、 我 は 彼 を 我が 許に 留め す 

して 雨の 許に 歸 すと、 パ ゥ P 此處に 彼の 友人に 對し 彼の 宜傳 しつ、 ありし 福音の 效 力に 就て 稍々 誇る 

所 あるが 如し。 

r 爾 これ を納れ よ」、 歡迎 せよ との 意な り、 父が 其悔 改めし 放蕩 兒を迎 ふるが 如く、 爾此 一度び は 

死て， おた 生き、 失 ひて.： 仪た 得た る 爾の此 〔尿 僕を迎 へよ (路加 傳第 十五 章參考 )。 

「彼 は 我が 心なり」、 我が 五臓に 均しき 者な り、 我が 愛子な り、 意中の人 なり、 我 自身な り、 彼 を 

受るは 我を受 くるな りと、 偉人 パ ゥ 口 が ォネシ モ に對 して 懐く 愛 心の 熱度に 注意せ よ。 

「われ 彼 をして 我 所に 留め 云々」、 羅 -it より ピ レ モ ンの 住所なる フリ ギヤの コ 口 サイまで 直徑 一 千 

二 "，：：^、 海路 を 取らん に は 二 千き 以上に 出づ、 汽車な く 汽船な き 時代に 在て は危險 多き 長旅 程な り、 

然れ ども 義務の miH- べき あり、 長路 何ん ぞ意 とする に 足らん や、 人 は 信仰 を 改め たれば とて 彼の 舊债 

より 免る k こと 能 はす、 バウ 口、 ォネ シモを 改宗せ しめて、 彼 を先づ 彼の 舊 主の 處に 送り、 その 免 を 

乞 ひ、 その 怒 を 宥めし む、 是れー っはォ ネシモ をして 彼の 神と 舊主 とに 對 して 悔 改の實 を 表せし めん 

ためにして、 亦 二に は 彼パゥ 口と ピ レモンとの 問に 存 する 友誼に 一 つの 問然 する 所な から ざらん ため 

なり。 

「我 爾の肯 はざる 事 は 何 を も 爲すを 好ます 云々」、 パゥロ は 友誼 を 濫用せ す、 彼 は 親友に 對 しても 

® て 其 好意に 與 からん とせす、 彼 は 彼に 對 する ピ レ モ ンの愛 心 深き を 知る と雖 も、 而も 盡 すべきの 義 
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棘を盡 して 親 パ乂の 持 緒を努 む、 吾人、 永く 友 を 保持 せんと 欲せば 此 細心 注意 ある を li- す。 

彼が 暫く 爾を 離れし は爾 をして 永遠に 彼 を 留め置き、 此後彼 を 僕の 如くせ ず、 僕に 超る もの、 愛する 兄弟と 

作 さしむ る S に 非 ざり し を 知ん や、 我 彼 を 殊に 愛す、 況 んゃ爾 肉に. E て も 主に 由ても 之 を 愛せ ざらん や。 

彼ォネ シモが 一 度び 不義 を 犯して 汝を 去りし は爾 をして 永久に 雨の {豕 人と して 彼 を SE め ^51 かし めん 

との 神の 攝现 にあら ざり し を 知らん やと、 罪 惡も祌 の 恩寵に 由れば 幸福の 基と なる、 祌は罪 惡をも 利 

^して その 忍 を 行し 給 ふなり。 〇 「奴 僕の 如くせ すして 愛する 兄弟と 作 さしむ」、 主 耶蘇に 在て 5- 

あるな し、 女 あるな し、 ギリシャ 人 あるな し、 ユダヤ人 あるな し、 主人 あるな し、 從者 あるな し、 人 

權を 認められ ざり し 奴 僕 も 主の 救 濟に與 かって 舊 主の 兄弟と なれり、 之 をし も 奴 俊の 放免と 云 はすし 

て 何 を か 云 はん、 奴 隸践止 邀動は 英のゥ ヰ ルバ ー フホ ー ス、 米の ガリ ソ ン、 リン コル ン を 以て 始まら 

卡 して タル ソの バウ 口 を 以て 始まれり。 〇 「我 殊に 彼 を. 愛す 云々」、 奇遇の 我 すら 殊に 彼 を 愛す、 況 

んゃ 背て 彼の 主人たり、 八， は 彼と 救 主 を 共に する 爾に 於て を や、 我 は 雨が 彼 を 愛 遇する を 疑 はす。 

爾 もし 我 を 侶と なさば 請 ふ 我 を納る 如く 彼 を納れ よ、 彼 もし 爾に 不義 をな し、 又爾に 負債 あらば 爾之を 我に 

歸 せよ、 我。 ハウ 口 親 手 これ を 書け り、 我 必ず 償 はん、 爾は身 を もて 償 ふべき 負 债 われに 有り 去れ ど 我 これ を 

言 はず。 

彼ォネ シモは 我が 心なり、 我が 半身な り、 爾 願く は 我れ を納 る、 が 如く 彼 を納れ よ， 彼の 不魏 と.. U 

と は 我 之を愤 はん、 我が 此 自筆の 證明を 見よ、 我 は 彼に 代て 誓 ふ、 雨 は 我に 依て 一 i 昔 を 信じた る 者 

なれば 身 を 以て 我が 恩に 報 ゆるの 资 あり、 然れ ども 我はケ 之 を 言 はす、 我 は 唯 我が 愛子 ォネシ モ の.. I 

に 納れら れんこと を 願 ふと、 余^ は 朱 だせて 友人の 爲 めに 書かれし 一一 一一 c にして 如斯く 懇切なる もの 


にある を 知らす、 而も 之を爲 せし は 使徒 バウ 口にして 之を爲 されし はフリ ギヤの 一 奴僕ォ ネシモ なり 

し、 奇與 なる 友誼、 基督 を 信ぜざる 者の 推量し 能 はざる 所。 

兄弟よ、 我爾 より 益 を 主に 由て 得ん こと を 望む、 爾 わが 心 を キリストに 由て 息 ましめ よ、 われ 爾が從 ふこと 

を 深く 信じ て 之 を爾に 書き 贈 る、 爾の行 ふ 所 は 必ず 我い ふ 所よりも 勝らん こと を 知れり。 

我 は 雨が 我が 懇求を 納れて 我 をして 我が 主に 在て 喜ばし めんこと を 願 ふ、 爾ォネ 、ンモ を 抉け て 彼 は 

爾に 再び 益 をな すに 至り、 我 も 亦汝に 益せられ て 益 を 我が 主に 由て 得る に 至らん、 斯くて 一 人の 「益 

なき 者」 の 悔改は 彼に 關係 する 凡ての 者の 益と なり、 一人の 罪人の 悔改に 由て 天に 大 なる 菩歡 あるが 

如く、 彼 も 我 も爾も 共に 主に 在て 感謝す るに らん。 

又爾 我が た め に寓 所を備 へ よ、 蓋 われ 爾曹 の 祈. 禱 に 由て 終 に 我が 身は爾 盲に 予 へられん と 意へば 也。 

感謝 は 之に 止まざる べし、 我 も 亦 爾曹の 祈禱に 由て 我が 線 練より 脫 する を 5 ^て. 叫び 爾曹に 至る を 得 

む、 我が 再び 爾と爾 の 家族との 款待に 與 からん とする は 蓋し 遠き にあら ざるべし。 〇 パゥ 0 の 直訴 其 

效を 奏して 彼 は 一 度び は 自由の 身と なりし は 聖書 學 者の 一 般に 信す る 所な り。 

イエスキリストに 在て 我と 偕に 囚人と なれる VT ハフ ラス 爾の安 を 間 ふ、 我が 動勞 の^なる マコ、 アリス タル 

コ、 デ マス、 ルカ も 同じく 安 を 爾に間 ふ、 願く は 吾 主 イエス、 キリストの 恩惠 常に 爾曹 の靈と あらん こと を- 

ァ ー メン 0 

H パフ ラス はコ ：！ サイ 人な りし か (哥羅 西 書 一章 七 節參考 )、 又 ピリ ピ人 にして ピリ ビ敎會 の 贈物 

を携 へて。 ハウ 口 を 彼の 羅 馬なる 囹 圏に 訪 ひし H パ フ 口， デ ト (排立 比 書 第 四 章 十八 節) と Zi: 人なる か * なら 

十。 〇 マコ は 馬 可 福音書の 記者と して 一 般に 認めら る、 者、 始めべ テ 口 に從 ひ、 今 はパ ゥ a と共に 勤 
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勞を頒 ちしが 如し。 〇 アリス タルコ はパゥ ！ 1 傳 道の 侶な り、 彼と 共に H ぺソに 在り、 後 共に 海に 航し 

て羅 馬に 至り、 令 は 偕に 囚人と なれる 者。 〇， デマ ス はテサ B 一一  力 人な り、 後 バウ 口 を 捨て去りし 者 

(デマ ス この 世 を 愛し 我を棄 てテサ 口 一一  ケに往 けり〕。 〇 ルカ、 路加 傳 並に 使徒 行 傅の 記者と して 傳 

へらる、 醫師 なり、 パゥ& の 侍醫を 以て 自任し、 至る所に 彼の 後に 從ひ、 彼の 傳道 を扶 け、 彼の 相談 

人となり、 又 時には 彼の 筆記者と なりし が 如し、 バウ 口 彼 を 「我 倚が 愛する 醫者 ルカ」 と稱 ベり、 以 

て 彼 ルカが 如何に 善良 且つ 忠實 なる パゥロ の 扶助 者な りし か を 知るべし。 〇 「安 を 問 ふ， r サロ  — ム 

ァレ ー ヘム、 平安 雨に あれと は ユダヤ人 普通の 挨 移の 辭 なり 以て 彼等の 平生の 理想の 那邊 にあり し を 

察すべし。 〇 「キリストの 恩惠 常に 爾曹 の靈と 偕に あらん こと を」、 殊更に 爾曹の 靈と云 ふ、 以て 此 

書翰の 始 より 終に 至る まで 全然 排慾 的なる を 知る を 得べ し、 肉 體の爲 めに 恩惠を 祈る は 決して 惡 しき 

事. にあら す、 然れ ども ピ レ モ ンは 富者な り、 肉の 恩惠は 彼と 彼の 家族との 求む る 所の ものに あらす、 

富者の 特^に 要する もの は靈 の恩惠 なり、 パゥ n は 其 親友の 要求 を 知れり、 故に 此 祈願 を 附 して 彼の 

此の 書翰 を 終れり。 〇 「ァ ー メ ン」、 實に、 誠に、 斯く あれ かし、 此 祈願の 必す 成就 せんこと を、 祈 

禱 文に 附 する に 最も 適當 なる 詞 なり。 

祈願 を 以て 始まり、 祈願 を 以て 終 ふ、 中に 一一 W の 利 慾 問題に 亙る あるな し、 純潔の 文字、 純愛の 思 

想、 其簡 短なる 文字の 中に 社會を 其根抵 より 改造す るに 足る の 主義 あり て存 す。 


鮮利門 書の 研究 

其 一 

ビレ でン 

形 禾-門 書 は 量より 一一 一一 11 へば 甚だ 小なる 書で ある。 ギリシャの 原文に て は 三百 三十 八 字、 英文 改正 譯に 

て は 四百 三十 九 字、 支那 文の 舊き譯 にて は 五 百 七 字、 新しき 譯 にて は 六 百 字、 日本 譯 聖書に て は 名 

まじりに て 九 百 二十 五 字で ある。 『聖書 之 研究』 の 一 頁に 載せ 得る ので ある。 然るに 此の 短 かき 胖利 

門 書が、 天地 は 廢れて も尙廢 れぬ價 値の ある 書な ので ある。 

此書は 其 内容に 於ても 亦 貧弱に 見へ る。 羅馬 書の 如く、 人の 義は 信仰に よると 一一 一一 a ふ 如き 大眞理 を 傅 

へて 居ない。 叉 驚くべき 奇蹟 や 大敎訓 を 揭げて も 居ない。 主人に は 不義理 をな し、 金を竊 みて 逃げ 來 

りたる ー奴隸 のために、 其 主人に 對 して 宥恕を 求む る バウ 口の 親展書で ある。 私信で ある。 故に 此翳 

力 ハウ 口によ つて 書かれた る を 疑ふ學 者が 澤山 有る。 。ハウ， 0 は 宇宙の 大？^ 題、 信仰 上の 根本 問 题に就 

いて 堂々 と？？^  く 事 あるべ きも、 悔 改めた る 一 小 僕 を 主人に 歸へ すが 如き 小事に 係 はる 害 無し。 若し 假 

りに パゥ 口が か k る 書 を 認めし 事 ありと する も、 他の 大書 翰と 並べ 論すべき 性質の ものに 非す と。 か 

かる 議論 は 早くよ 3 敎會內 に 行 はれ だので ある。 羅馬書 第 八 章の 如き、 13!? 林 多 前書 第 十三 章の 如き 幅 

昔 こそ バウ II に適應 しい 書で ある。 ォネ シモの 如き 奴 隸 のた めの 親展書 は 不必要で ある。 其屮に 何等 
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の 尊き 眞珠 金剛石 或は ルビ —等が 有る 害 は 無い との 事で ある。 

果して 然ぅ であらう か。 此 書に 神の 言葉た る價 値が 無いで あらう か、 多くの 學者は 此書を 研究して 

此 書が 大切な 事を敎 へて 居る と 雷 ふ。 此書 無ければ 重大な 敎 訓が缺 くると 言 ふ、 ヂヱ PI ム、 クリソ 

ス トム、 ル ー テル、 ゴ ー デ ー、 サバチ H 1 其 他 多くの 人々 は、， 此 書が r 完き寶 玉」 であると 斷言 して 

居る ので ある。 

扨て 如上の 考へを 以て 此書 を讀 むと 能く 解かる ので ある。 先づ第 一節 r ィ H ス キリスト のために 囚 

人と なれる パゥロ 云々」。 パゥロ は 牢獄に つながれ たるに 非す、 恐らく 自己の { 永に 兵卒に 監 鋭 されて 

居た るな らん。 而 して 人々 彼れ の 說敎を 聞きた る ものであろう。 第一 一節に よれば ピ レモン は バウ 口の 

信仰の 友、 ァ ピア は ピ レモン 夫人、 アル キボは 彼等の 間に 生れた る 子で あらう。 又 「雨の 家の 內の敎 

會」 と あるより 見れば、 ピ レモンの 家 は 大家に て 多数の 兄弟の 集り を 有した る もので あらう。 哥羅西 

書 第 四 章はピ レ モ ンが 富者なる 事 を 記して 居る。 

第 九 節 第 十 節に 於て、 パゥロ は 特に 依頼した き 車 ありと て、 ォネシ モの事 を 言 ひ 出した ので ある。 

「わが 線 練の 中に て 生し 子なる ォネ シモ」 と は、 卽ち バウ 口が 羅 馬に 囚 はれ 居る 中、 傳道 によりて 基 

眷 者と なれる ォネシ モと言 ふ 意で ある。 ォネシ モとは 日本の 名 を當筘 むれば 「益 太郞」 とで も 言 はう 

乎。 彼れ は 其 名に そむきて、 益な き 者な りしが、 今 は 眞に益 ある 者と なった ので ある。 立派な 基督 者 

に 生れ 變 つたので ある。 故に" 冉び 主人た る汝の 許に 歸 へす。 願く は 彼れ を 受けよ。 彼れ は 我が 心の 情 

の 籠れる 者で ある。 我が 心 其の ものである。 此の 「心」 なる 文字、 原語で は splanclnm と 言 ひ、 臓腑 

を 意味す るので ある。 卽ち 我が 命の 源なる 內臓其 者で あると 言 ふ。 何たる 熱愛の 言葉で あらう。 逃亡 


せる 奴識 にして パ ゥ B の 傅 道に より 改心せ る 者 を 其 主人の 許に 歸 さむと して パ ゥ 口 此を 取な して 我が 

心なり と 言 ふ。 ，に 多くの 信者 ありと 雖も、 此 みすぼらしき 僕 を かく も 愛す、 パゥ 口に 非 すん ば 到底 

思 ひ 及ばざる 所で ある (第 十一、 十二 節)。 然 かも 哥羅 西と 羅 馬との 問 を 旅する に は、 當時ー ヶ月 を. 姿し 

たので ある。 故に バウ 口が 尋常の 人なら ば、 ォネ シモを 自分の 家に 置きて 唯 書翰に てピ レモンに 謝せ 

ば 事足りた ので ある。 然し 乍ら パゥ 0 は 所謂 「堅い 人」 であった。 一度 は 是非共 主 1 たる ピ レモンの 

許に 歸り其 許可 を 得て 來 るに 非 すん ば ォネシ モを使 ふを肯 じなかった ので ある。 假 ベリー ヶ月の 長途と 

雖も 意と せなかつ たので ある。 義理堅き 人パゥ „1 此れ 基督 者に 取って 大切な 模範で ある。 此れ 貴に 尊 

き敎 へで ある C お 十三， 十四 節〕。 第 十五 節より パゥロ は 愛と 道理と 人情と を 以て ピ レ モ ンを 全然 包園攻 

擎 したる 形で ある。 「彼れ が暫 らく 爾を 離れし は爾 をして 永遠 かれ を 留め き、 此後 彼れ を 僕の 如く 

二 ゆ  なさ 

せす、 僕に 超る もの 愛する 兄弟と 作し むる 爲に非 ざり し を 知らん や」 と。 バウ 口 は 正 より 一一-一；： ひ：？. ら 

す。 遠 攻めに したので ある。 我れ 彼れ を 愛す。 况んゃ 主人た る汝 彼れ を 愛せざる 事 あるべき か。 彼れ 

の 離れた る は攝现 なり。 今歸る も亦然 り。 我れ を受 くる 如く 彼 を 受けよ と。 パゥ P の 燃 ゆる ハ. ー 卜 を 

見よ？ 第 十八 節に 至って 愈々 濃 やかなる 愛 を 見る ので ある。 若し ォネ シモに 借金 あらば、 < ^の 方に 

付け 換 へよ と。 此 一 事はパ ゥ a 自ら 筆 を 取って 書いた ので ある。 パゥロ は 股 を 病む で 平生 手紙 を 人 

に 書かした ので ある。 然るに 此點は 他人に 委せなかった ので ある。 パゥ 口の 此の 心事 を 表 はすに， 此 

の 方法 を 以てす。 實に 此れ を 愛の 技術と 言 ふべき である。 第 卜 九 節 は 重要なる 一 言で ある。 露の 主に 

ある 灰に 對 して は 表門より 訪 ふの みならす、 叉 心の 裏門より する ので ある。 親展書 を 送る は 公開 狀を 

發 すると は東變 るので ある。 故に。 ハウ 口 は 多く は- W はす。 只 一 雷 「我 必らす 償 はん、 爾は身 を 以て 愤 
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ふべき 負债 我れ に 在り、 され ど 我 之 を 言 はす」 と。 此ピ レモン をして 如何に 精神的に バウ II に 負う 所 

ありし かを覺 へしむ るに 十分で ある。 第二 十、 二十 一節に てパゥ ロはピ レモ ンが必 す 彼れ の勸 めに 服 

ふの みならす 遂に ォネ シモを 奴隸の 境遇より 解放して 自由 を與 うるに 至るべき 樣 暗示して 居る。 第一 一 

十一 一節 は。 ハ ゥ 口 自ら ピ レモン の 家に 客と なるべき 時 を祈禱 によりて 求めよ と 言 ひ、 其 時 ォネシ モ に對 

して 取れる 處置 如何によ つて パ ゥ n の 前に 面目 を 失する が 如き 事 無から しめんと 周到なる 用意 を 示し 

て 居る。 屐 後に バウ 口 と共に 或る 囚人と なれる 者、 或は 勤勞の 侶なる 人々 よりの 挨拨 を傳へ 居る が、 

此等も 尋常一様の 「宜しく」 に 非す して、 主に 在る 者の 心 籠れる ものなる 事 明白で ある。 殊に 第二 十 

五節の 「願く は 吾主ィ H ス キリストの 恩惠 常に 爾ら の靈と 偕に 在ん こと を」 と 言 ひて、 靈 なる 文字 を 

用いた の は、 ピ レモンが 富める 者なる により 特に 靈に 重き を 置いた ので ある。 眞に 適切なる 事と 言 ふ 

べきで ある。 

扨て 僅に 三百 三十 八 字の 原文に 含まれた る此 書の 大意 は 右の 如くで あるが、 此れに よりても 此 書が 

如何に 深き 神の  一一 一一 n 葉なる かの 暗示 を 得る であらう。 此 書が 敎 へる 所 多々 あるが 其の 第一 は、 バウ！ 1 の 

00^-0  0-0000000000000000000  ^-  OOO0OOOO0OOOOCOOO0 

如き 大傳道 者 大神學 者 大哲學 者の 半面 否 其 人格の 根柢が、 箇 人に 對 する 愛から 成れる 事是れ である。 

吾人が 或は グラド ス トン、 或は 西鄕 隆盛の 如き 人の 傳記 を讀む 時、 彼等が 國家的 人物、 國民的 偉人た 

る 半面の 外に、 友情に 富み 愛に 滿ち たる 人なる を 知りて 更に 尊敬 を增 すので ある。 パゥロ も亦然 りで 

ある。 英の 詩人 コ レ リッジ は 一一 =11 うた 「口 1 マ 書 は 人間に 依て 記 かれし 書の 中、 其 意味 最も 深き 者な り」 

と。 此の 思想 深遠なる パ ゥ & の 友情 を 知らん とせば ピ レ モ ン書を 見よ。 此書は 實にパ ゥ 口 が 大傳道 者 

たるの みならす、 溫 かき 心の クリ ス チヤ ン なる を 示す ので ある。 此書微 りしなら ばパ ゥ 口 の 大切な 一 


面が 隱 されて しまった であらう。 世に は 下女下男 を 虐待し 乍ら 幅 音の こと 人道の ことに #r 心な 者が あ 

る。 然し 眞の クリスチャン は然 うで は 無い。 茴 人に 對 する 溫 かき 愛に 溢れて 居る ので ある。 ピ レモン 

書 は コ a サ ィ 書の 附隨物 である。 多分 同日に 書いた もので あらう。 パゥロ はコロ サイ 書 を 書いて テ キ 

コ に與 へたと 同時に、 ピレ乇 ン書を 書いて 之 を ォネシ モ に 托した ので あらう。 其コ 口 サイ 書 は 基督 敎 

の最 難問題 を 論じて 居る。 キリス トが 宇宙 萬 物の 中心な りと 言 ふ 六 かしき 問題に 就いて 書いた ので あ 

る。 英國の 碩學フ ェャべ ー ン 氏の 書いた 『基督 敎 哲學』 の 第一 頁に はコ II サイ 書の 言葉 を 引出して 居 

る。 此れ を 以て もコ n サイ 書が 深遠な 敎理を 論じて 居る 事が 钊 るので ある。 然るに 此大 文章 を 書いて 

後 直ちに ピ レ モ ン 書が 認められ たので ある。 而 して 此書 こそ 美しき 友 情 の 花で ある。 此の 如き 手紙 

を 書く もの こそ 眞の クリ ス チヤ ンと言 へ る ので ある。 

ピ レモン 書 は 此の 愛と 友情と を 示して 居る、 此れ 實に 神の 言葉で は 無い か、 主人に 金錢 上の 不義理 

をして 逃げ 來 りたる 奴隸を 取りな すに、 此の 如き 深き 愛 を 以て 記せる ピ レモン 書 は、 キリストの 愛 を 

實驗 せし 者に 對 して は 直ちに 神の 書なる を合點 かしめ る。 ル ー テルが 言へ る 如く 「我等 は 皆 神の ォネ 

シモ である」 0 然るに キリスト は 自ら 十字架に 上り 我等 罪人の ために 「彼等の 不義 は 我が 不義で ある- 

彼等の 負債 は 我が 負债 である」 と 我等 を 神に 取りな し 給 ふたので ある。 故に 我等 も 亦 主の 愛に 勵 まさ 

れて 深き 愛 を 以て 罪 を 犯せる 者に 對 すべきで ある。 

&ー 。一！^: 曰； &き モ 人に 對 せよ と敎 へて 居る。 第五 節に 日く、 「蓋 われ 面が 愛と 信仰 を もて 主 

ィ H ス に 向 ひまた 諸の 聖徒に 向 ふ 事 を 聞けば なり」 と。 聖徒と は 信徒の 事で ある。 愛と 信 何と を 信徒 

に 向って 持つ と 言 ふので ある。 此に 於て 反對 する 者が ある。 主に 對 して 愛と 信仰と を 持つ は至當 なる 
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が、 信者に 對 して 信仰 を 持つ と は 不審で ある。 故に 「信仰 を 以て 主ィ H スに向 ふが 如く 愛 を 以て 聖徒 

に 向 ふ 云々」 の誤譯 であらう。 人間に 向て 信仰 を 以てする など は 有るべからざる 事で あると 言 ふ 者が 

ある。 然し 其れ は 皮相なる 考へ である。 信徒 は 相互に 對 して 信仰 を 持つ 事が 肝要で ある。 是れ實 に 辛 

らい 事で ある。 相互の 愛が 破れん とする 時に 信仰に よって 此れが 補 はれ 完ぅ せられる ので ある。 故に 

。ハウ n はピ レモ ン に勸 めて 信仰 を 以て 兄弟に 對せ よと 一一 一一 11 つたので ある。 此言 葉の 深き 意味 は 余 自ら 實 
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驗 して 明かに 知って 居る。 實に 余の 信仰 を 助けて 吳れた 人 は 余 を 信じて 吳れた 人で ある、 余が 如何に 

其 人 を 罵る も、 其 人が 余に 對 する 信仰 を 持 緩して 吳れた 人で ある。 余が 誤った 場合に も 世間の 批難に 

對 して 「否々、 彼れ は それで 可い ので ある (No,no,he  is  all  right)" 彼 は 間遠 をす るで あらう。 然 

し 余 は 主に 在る 彼れ を (himin Christ) 信す る」 と 言って 吳れた 人 程、 余 を 助けた 者 は 無い ので ある * 

信者 相互に 信仰 を 持つ と 言 ふ。 此れ程 深い 眞理は 無い ので ある。 此の 如き 深い 眞理 を敎 ゆる ピ レモン 

書 は 人 の 言葉 では 有り得ない、 實に祌 の 雷 葉で あ る。 

き 三に 第 六 節 を 見よ。 「我が 祈る 所は爾 と共に 信仰 を 有て る人汝 等の 中なる 凡べ ての 善事 を 知る に 

因り 其 信仰 功效 をな し キリストの 榮 光を顯 はすに 至らん こと 也」 と。 「雨と 共に 信仰 を 有て る 人」 と 

は誤譯 である。 英語の fellowship 希臘 語の コ イノー ーァ lsiu:mia は 一 致 又は 同心た る 事で ある。 卽 

ち 信仰の 一致に より 我等の なせる 凡べ ての 善事が 愈々 廣 がると 言 ふので ある、 一 汝 等の 中なる 凡べ て 

の 云々」 は 明かに 「我等の 中なる 云々」 の 誤譯 である。 故に 第 六 節の 意 は、 我等が 信仰に よりて 善 を 

行へば、 其 信仰 益々 働き をな して キリストの 榮を顯 はすに 至らむ 事 を 希う と 一一 一一 口 ふに 在る。 一 一一 一一 口にして 

盡 せば 善 は 善 を 生む との 意味で ある。 施して 見よ、 善き 業 をな して 見よ U 其の 美しき を 知る ので ある- 


そして 更に 信仰 を 益す の 助けと なる ので ある。 かくの 如くして 信仰より 信仰に、 善より 善へ 無限に 進 

む 事 を 願 ふと 一一 一一 1: ふので ある。 

此 等の 事柄 を敎 ゆる だけにても、 此の 短 かき ピ レモン 書が、 如何に 大切なる 書なる か 解かる。 此 

一 書 だけで も尙數 十囘の 講義 にても 足らざる 程の 深い 敎へ を藏 して 居る。 是れを 神の 書と 言 はすして 

果して 何と 霄は うか、 然し 是れ では まだ 盡 きない、 更らに 次囘に 述べん と 欲する。 (石 川鐵雄 筆記) 

或 人 曰 く 腓利門 書 は禮 儀と 恩惠 とに 充てる 書翰 である。 是は 恩惠を 以て 始まり 恩惠を 以て 終る、 

『願く は汝等 我等の 父なる 神 及び 主ィ H ス キリ ストより 恩惠と 平康を 受けよ』 と  一一 一一 c ひて 始まり、 

『願く は 我主ィ H ス キリストの 恩惠 常に 汝 等の 靈 と共に 在らん 事 を』 と 言 ひて 終る、 斯て腓 利 門 書 

は 哥羅西 書 g: 章 六 節 『汝 等の 一一 一一 n 常に 恩惠 を用ゐ よ』 との 語の 善き 註解で あると。 

其 二 

近世の 聖書 學に 由れば パ ゥ a の 書翰と して 存れる 十三 書中 其 多 數は疑 ふべ きものな りと 一一 s ふ、 き 

僅 に 羅馬書 哥林多 前後 書 及 び 加 拉太書 の 書の みは 信用 を 措く に 足る も 其 他 は 悉く 半信半疑に して 就 

中 全然 信す ベから すと せらる、 もの 三 g: あり、 而 して 通常 基督 者 のいた く贵ぶ 所の 腓立 比 書 哥羅西 書 

以弗所 書 も 亦 信頼す るに 足らす とせら る、 然るに 注意すべき は 腓利門 書で ある、 腓利門 書 は 哥羅西 書 

と 相關聯 したる 書翰に して 後者の 或る 言 は 前者に 由て 之 を解說 する 事が 出来る コ 。サイ 書 四 章 九 節.)、 

故に 若し 腓利門 書に して！ にパゥ E1 の 書翰な らん 乎、 哥羅西 書 も 亦然ら ざる を 得ない、 哥羅西 書に し 
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て然 らん 乎、 卽ち腓 立 比 書 以弗所 書 亦然ら ざる を 得ない、 玆に 於て か 知る 新約聖書 中 重要なる 三 書翰 
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の 運命の 懸 つて 此 一 小 書翰の 上 に^する 事 を。 

此 故に 高等 批評家 等 は 力めて 腓利門 書 を 葬り去 らんと 欲した、 然しながら 此 書の 性質 餘 りに 私的に 

して 大傳 道者パ ゥ n が 基督 者と しての 私情 を 示す 事餘 りに 美 はしき もの あるが 故に 之 を 葬り去る は容 

易の 事で はない、 有名なる 獨逸 神學者 バウル (Balu.) の 如き は. 友の 首 を 斬る の 思 ひ を 以て 涙ながら に 

腓利門 書を棄 てた ので ある、 其 他の 學 者に 至て は 之を棄 つるに 忍びざる 者が 多い、 殊に 仰國の バウ 口 

學 者サバ チ H 1 の 如き は 熱誠 以て 此書を 辯 護して 曰く 「若し 此書 にして パゥロ の ものに 非す とせば 卽 

ちパ ゥ 口 の 書なる ものな きなり」 と、 爾來腓 利 門 書の パ ゥ „1 の 書た る を 疑 ふ 者 漸く 少く 今や 高等 批評 

家の 多 數は之 を 承認して 憚らない ので ある、 而 して 腓利門 書の 承認 はやが て哥羅 西、 以弗 所、 腓立比 

書の 承認で ある、 斯 くの 如くに して 一度び 葬り去られ たる もの 皆 再び 同復 せんとし つ」 ある、 高等 批 

評必 すし も 排斥す ベから すで ある、 眞倘の 高等 批評 は 自己の 崩壞 したる もの を 再び 建設す るに 至る、 

而 して 此事は 平信徒に 對 する 犬なる 慰安で ある、 學 者よ 出で &汝の 好む が 儘に 聖書 を 批評せ よ、 我等 

はた 默 して 二十 年 叉 は 三十 年 を 待たん、 汝の 刀に 由て 碎 かれた る 者 は 又汝の 手に 由て 接がれざる を 

得ざる に 至る ので ある。 

ピ レモ ンは裕 一 1 なる 身分の 人に して 數 多の 家僕 を 有した、 而 して ォネシ モは其 一 人な りしが 或る 不 

義 (多分 竊盜の 類) を 行 ひて 逃れ 羅 馬に 走りて 偶々。 ハウ 口に 遇 ひ 遂に 基督 者と なった ので ある、 パゥ 

B は 彼が 自己の 親しき 友人 ビ レモン の 僕なる を 知る ゃピ レモン の 自己に 對 して 責任 を 負 ふ 所 あるが 故 

にォ ネシモ をして 代て 盡さ しめんと 欲した る も 彼 は尙ピ レモン の 承諾 を經 すして 斯く する を 好まな か 


つた (十一 —十四 節)、 玆に 於て か テキ コ を 遣 はすの 序に ォネシ モ をして コ n サイに り 其 主人と 和 睦 

したる 上に 再び 来りて 自己に 事 へし めんと する ので ある、 當時羅 馬より n  n サイ 迄 は 凡そ ーケ W: の 旅 

路 であった であらう、 近世に 至り ダイス マ ン氏 汽車 叉 は 汽船 を 利用して パゥ 口の 足跡 を 踏みし も尙大 

なる 困難 を 感じたり とい ふ、 今より 千 九 百年 前に 於け る 羅馬コ a サイ 間の 旅行 は 維新 前に 於け る 東京 

長 崎 間の それよりも 辛かった であらう、 然るに パ ゥ & は 自己に 由て 救 はれし 一 人の 僕に 對 して 一 旦歸 

りて 舊 主と 和睦 を 結びた る 上 再び 来りて 我に 事へ よと 言 ふので ある、 その 義理 固き に 於て 殆ど 度 を 超 

ゆと 稱 せざるを得ない。 

惟 ふに 彼は餘 りに 義理 固いで はない 乎、 爾 かせす とも 一 書をピ レモン に 贈らば 以て 足る ではない 乎" 

然しながら パ ゥ & に ては斯 くして 事は濟 まなかつ たので ある、 彼 は必す ォネシ モ を 送還せ すして は 

0OO00OO0000OO0OOO000CO0OO0O000O0OO 

已む 事が 出来なかった。 何と なれば 彼と ピ レ モ ン との 間に 存 する 神聖なる 友誼 は 些少の 不信と 雖も其 

0  0-0000000000000000  O0  る.  - ： , 

問に 人る 事 を 絕對に 許さなかった からで ある、 M ホバの 神 は 嫉む祌 である、 f 愛 は 不信 を容 すに 堆へ 

ない、 主に ありて 結ばれし 友誼 も亦然 り、 パゥ ロ對ピ レモンの 友誼 は餘 りに 神聖であった、 パゥロ 若 

しピ レモン の 舊僕を 其 主と 和睦せ しむる 事な くして 自己に 事 へ しめんに は此 神聖なる 友誼に 缺陷を 生 

する は脫 かるべからざる 結果で ある、 是れ 彼の 到底 堪 ふる 能 はざる 所であった、 加之ォ ネシモ とピレ 

モンとの 間の 關係も 亦 神 の 爲に必 す 之 を囘復 せし む べきであった、 此 故に パゥ Q は 敢てォ ネシモ を 遠 

く其舊 主に 送り 還した ので ある、 而 して 之れ 實に 彼の 爲 すべき 事であった、 憶 ふ バウ 口 とォネ シモと 

の 相談 遂に 決定せ し 其 夜に 於け る兩 人の 對話 菜して 如何な りし ぞ、 ォネ シモは S 曰 主の 許に 送られ ざら 

ん事を 幾度び か 歎願し 又抗 辯した であらう >  之に 對 して バウ n は 或は 怒り 或は 嫌し 或は 慰めて 終に；^ 
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還 を 納得せ しめたで あらう、 有た まほし き は 其記錄 なりと 或學 者の ず ひし は宜 なる 哉で ある。 

多くの 人 は HI ふ、 友情の 如き 深く 顧みる に 足らす、 其の 成る が 儘に 成る のみと * 然れ ども 人生の 

經驗の 進む に從 ひて 學ぶ事 は 友情の 貴 さで ある、 一度び 獲得した る 友情 は實に 贵き寶 である、 こ は あ 

ら ゆる 困難と 犠牲と を 冒して 保護し 維持すべき ものである、 バウ ロはピ レモン の 信仰の 友であった、 

而 して 此 友情 は 如何にしても 彼の 維持せ ざるべからざる 者であった、 故に 彼は斯 如き 犧牲を 拂ふ事 を 

辭 せなかつ たので ある、 斯の 如くに して 維持 せらる、 基督 的 友情の 貴 さよ！ こ は 決して 此世 限りの 

もので はない、 來 世に 至る 迄 携へ往 くべき ものである、 從て其 維持の 爲には 細心 努力す る を 要する、 

今日 基督 敎會 相互の 間に 信任 甚だ 薄き 所以 は何處 にある 乎、 傳道師 を 採用 せんとして 踏むべき 途を路 

ます、 其 舊所屬 敎會に 何の 交涉 をも爲 さすして 之を受 入る \ が 如き は少 くと も 其 主なる 理由の 一 では 

ない 乎、 斯の 如くに して 基督 的 結合 を 維持 せんとす る も 不可能で ある、 友情 維持の 祕訣は 不信の 絕對 
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的排！；^：にぁる。 

ォネ シモは 不義 を 犯した る 者に して 且奴隸 であった、 我國に は奴隸 なかり しと 雖も 今日の 娼妓 は實 

際 上に 於て 之に 均しき 者で ある、 全然 自由 を 有せす、 毫も 人權を 認められす、 其 主人の 所有物と して 

^も 牛馬と 同視 せらる、 極めて 卑しき 者、 ォネ シモは 實に斯 かる 者であった、 然るに バウ 0 は 彼 を 呼 

びて 门く 「忠なる 我が 愛する 兄弟、 汝 等の 中の 一人なる ォネ シモ」 と (コ 。サイ 書 四 章 九 節)、 今日 我等 

が 社會の 最下 層の 人に して 基督 者と なりし 者に 此語を 用ゐて さへ 旣に 驚くべき 事なる に、 ケ より > ^九 

百年 前人 權の 全く 無視せられ たる 奴 隸を捉 へて パゥ& は斯く 呼んだ ので ある、 而 して パ ゥ 口 彼 自身 は 

羅 馬の 市民 灌を 有する 高き 地位の 人であった、 知るべし パ ゥ a の 人 權觀の 正に 如何なる ものな りし 乎 


を、 今日 自由 を唱へ 人權を 叫ぶ 人に して 之 を 解す る 者 して 幾人 ある 乎、 眞の人 權の觀 念 は 政治 思想 

ooooooo  0  0-0-  00  0-0  000^-000000000000000000-00  000000 

に 由て 生じない、 均しく キリス トに 由て 噴 はれ 共に 永生 を嗣 ぐべき 者と なりて 初めて 此觀念 を 生す る 

ので ある。 先づ キリス トの靈 を 受けて 自ら 罪人の 首た る を 知り 而 して キリストの 奴 ft となる に 非 すん 

ば 人權の 何たる 乎 を 解す る 事が 出来ない ので ある。 

パ ゥ 口 は奴隸 ォネシ モを キリ ストに 導き 依て 何の 社會 改良 をも唱 ふる 察な くし， て歷 史上の 難問と し 

て；： i せる 持主と 奴隸 との 關係を 解決した ので ある、 彼 は 福 昔に 由て 奴 隸の鎖 を切斷 した、 而 して 社會 

改良と は 實に是 である、 福 昔に 由ら すして 人の 運動に 由て 社會 改良の 實を舉 ぐる 事 は 不可能で ある、 

所謂- M 娼 運動 は 決して 廢始 問題 を 根柢より 解決す る途 ではない、 ^人 も 亦 神に 像り て 造られし 神聖な 

る 者に して 之 を 醜業に 使用す るが 如き は 罪 惡の絕 頂なる 事 を 知る に 非 すん ば： M 娼は 完全に 實 行せられ 

ない ので ある、 此點に 於て 茨城 縣湊 町の 椎木小 六 郎君の 事 接 は 好き 模範 を垂る k ものであった、 君 は 

或る 货 座敷 業者の 養子であった、 或 時湊町 有志の 間に 基督 敎攻擊 始まり 君 も 亦 之に 携 はらんと 欲して 

試に ー卷の 聖書 を 求め 某 地に 赴きて 之 を雜讀 した、 然るに 驚くべし 惡 しき 者 は 基督 者に 非す して 却て 

自己で ある こと を覺 つた、 君 は 聖靈に 導かれて 此 事を發 見した、 玆に 於て 基督 敎の 反 對者は 飜然其 の 

犬なる 辯 護 者に 變 じた、 君 は先づ 醜業 廢止を 決心した、 而 して 歸 りて 之 を 妻に 語りて 其 承諾 を 得" 史に 

近親 一 同を說 服した、 此の 報 一 度び 傳 はる や 忽ち 地方の 大 問題と なり 全 町の 反對を 惹起す に 至った、 

幾多の 迫害 は 君の 身に 迫った、. 然しながら 福音に 促されし 君の 決心 は 遂に 實 現せられ て 其の 養 ひし 一 一 

十 人の 娼妓 は 悉く 解放 せられた、 斯の 如きが 眞の廢 業で はない 乎、 パゥ 口が ォネ シモ を，： III,E にした る 

と 同じ 精神 を 以て 椎木君 は 日本の 奴隸を 自由にし たので ある。 
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傳 道は傳 道な り然れ ども 社き の 改良 を傳 道に 竣 つが 如き は餘 りに 緩漫 なりと 曰 ふ 者が あるか も 知れ 

さ  0O0OOOOOOO0O0OO0OOOOOOOOOOCOO0OO 

ない、 果して 雨う である 乎、 基督 者が 社會 事業に 費す 丈け の 功力 を 若し 救 靈の爲 に 傾注した らば 如何、 

之れ 社會 改良の 爲め 最も 有效 なる 捷徑 ではない 乎、 基督 敎國 よ、 汝等 若し 軍國 主義 を惡 まば 何故 千 五 

百 萬の 人命と 四千 億の 財産と を 戰爭の 爲に失 はすして 之を傳 道の 爲に費 さ りし 乎、 徒らに 獨逸國 民 

に 屈辱 を 負 はせ 其 面 上に 泥 を 塗りて 快 を 叫ぶ が 如き は 果して 基督 者の 爲 すべき 所で ある 乎、 今や 英佛 

相 結びて 獨 逸の 滅亡 を 祝す と雖も 嘗て フレ デリ ッ ク 大王の 下に 普國が 佛國を 挫きし 時 狂喜した る 者 は 

英國 民ではなかった 乎、 重ねて 曰 ふ歐米 基督 敎國 民よ、 叉 世界 凡ての 基督 者よ、 汝等 何故 更に 熱心に 

傅 道に 從事 せざる 乎、 汝等腓 利 門 書の 敎 ふる 所を學 ベ、 ハレ ー 大 學敎授 フランケ ー 曰く  r ヒレ モンに 

宛てられ たる 唯一 の 書 は 世界の 凡ての 智慧に 勝る 事 遙に大 なり」 と、 此 短き 愛の 書簡に 示された る 精 

祌を 以て 爲 さん 乎、 すべての 社會 問題、 すべての 國際 問題 は 容易に 解決 せらる、 ので ある、 不信者 は 

曰 ふ 「基督 敎は 世界 を 救 ふに 失敗せ り」 と、 否ら す、 失敗せ しに 非す 未だ 試みられざる なり、 。ハウ。 

の 精神 を 以てして のみ 社 會と國 家と を其极 本より 革む る 事が 出來 るので ある。 (藤 井武 筆記〕 

附ー 一目 腓利門 書に 現 はれた るパゥ tl は眞 個の ゼン トル マン (贵士 ) である、 彼 は 禮儀を 重んじ 友人 

の 感情 を 害せ ざらん と 努めた、 禮儀は 儒教の 事であって 基督 敎の 事で ないかの 如くに 思 ふ 人 は 深く 

此 書を究 むべき である。 眞理 を說く 以上 は 普通の 禮 節の 如き 省る に 足らす と 思 ふ 基督 敎の敎 師の多 

き 今日の 宗敎界 に 於て 此書は 貴き 敎訓 を與 ふる 者で ある d バウ &の傳 道 成功の 秘訣の、 世の 偉人 等 

に 小事と 見做さる &此邊 に 在った 事に 深く 注目すべき である。 


附 へ， ブル 書 研究 

同情の キリスト 

希 伯 来書 二 章 十四 I 十八 節 ， 

十四の 上、 それ 諸子 は 偕に 肉と 血と を 具 ふれば 彼 も 同じく 之 を 具 ふ。 

「諸子 は」 キリストが 救 はんと 欲し 給 ふ 人の子 等 は 〇r 偕に 肉と 血と を 具 ふれば」 肉と 血と を 

共に すれば、 血肉の 性 を 同一 の 祖先より 受繼ぎ たれば、 人の子 は靈 のみなら す、 又 肉と 血と を 具 ふる 

者 なれば 〇 「彼 も 同じく 之 を 具 ふ」 人の子の 救 主なる 彼れ キリス トも亦 彼等の 如くに 肉と 血と を 己 

に 取り 給へ り、 卽ち 人となりて 世に 降り 給へ り、 受 肉し 給へ り (腓立 比 書 二 章 八 節參考 )。 

十四の 下、 是れ死 を 以て 死の 權威を 有て る 者、 卽ち惡 魔 を 減し、 

「是 れ」 キリストが 肉と 血と を 具へ て 世に 顯 はれ 給 ひし 目的 は是れ なり、 卽ち 云々 〇 「死 を 以て 

死の 權威を 有て る 者 云々」 死 を 以て 死を滅 さんため なり、 死 を 以て 死 を 無に 歸 せしめん ためなり、 

或 ひ は、 死 を 無能なら しめん ためなり (テ モチ 後書 一 章 十 節 を 見よ)、 死は存 する も 之に 恐怖な から 

しめん ためなり、 死なる 毒蛇より 其 毒牙 を引拔 いて 之 をして 無害なる 者と ならし めん ためなり、 「滅 
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し」 の 譯は惡 し、 絶滅の 意に あらす、 無能な.^ しむの 義 なり 〇 惡魔を 無能なら しめて 死 を 無能なら し 

め 給へ りと- 死 は 罪の 結果に して 罪は惡 魔より 出たり、 故に 魔 を 無能なら しめて 死 は 其 刺 を 失 は ざ 

る を 得す (コ リン 卜 前書 十五 章 五十六 節 を 見よ) 〇 キリストの 死 は 如何にして 惡魔を 無能なら しめし 

乎、 之 を學理 的に 解す る は 難 かるべし、 然れ ども 吾人 は キリストの 死に 由り て 死が 死たら ざるに 至り 

し を 知る、 卽ち、 キリストの 死 は 彼 を ilH する 者に 取りて は 死の 死なり し 事 を 知る、 其說 明の 如何に 關 

はらす、 吾人 は實驗 に 因て 其 事の 事實 なる を 知る 〇 然れ ども 其 說 明の 一 は 確かに キリスト か 無抵抗 主 

義實 行に 存 せざる ベから す、 惡に抗 する 勿れとの 訓誡 は 惡を滅 すに 最も 有效 なる 途 として 吾人に 傳へ 

れ らし 者なら ざるべ からす、 惡 人を滅 すに 1;^ も 善き 方法 は惡人 をして 思 ふ：：^ 分に 惡を行 はしむ るに あ 

り、 恰 かも 毒蛇 をして 其 毒 分 を 放散せ しめて 之 をして 竞に 無害なら しむる が 如し、 惡魔は 祌の聖 子 を 

殺して 惡 魔の 惡 魔た る を 充分に 顯 したり、 彼 は 自己の 罪の ために 亡びたり、 彼 は キリスト を 殺して 自 

から 死したり、 キリスト は 死の 權威を 有て る 惡魔を 減さん とする に 方て、 惡魔を 殺し 給 はすして 惡魔 

をして 自己 を 殺さし めた まへ り、 而 して 斯 かる 大罪 惡を 犯さ しめられて 惡魔は 終に 其 權威を 揮 ふ 能 は 

ざるに 至れり 〇 キリストの 死 は 神に 對 して は 罪の 宥和の 死なり し、 人に 對 して は 同情 推察の 死なり し、 

而 して 惡 魔に 對し て は 其權威 挫折 のた めの 死なり し 也、 祌は キリストの 死 を 見 そな はして 彼に 依恃む 

者の 罪 を 看過し (赦 し) 給 ふに 至れり、 人 は キリストの 死 を， 見て、 死 を 罪の 結果と して 見ざる に 至れ 

り、 而 して 惡魔は キリストの 死 を 見て、 死の 恐怖 を 以て 最早 や 人 を 威嚇す る あた はざる に 至れり、 罪 

を 知らざる 祌の聖 子の 死 は いづれ の 方面より 見る も 死の 意味 を 一 變 せり。 

十五、 且つ 死 を 恐れて 生涯 繁 がる、 者 を 放たん ため 也。 


死の 恐怖に 由て 生涯、 束縛の 中に 在る 者を釋 放せん ためなり、 卽ち 死の 線紲 より 人 を 解放 せんた め 

なり、 死 は 最大の 虐主 なり、 彼 は 恐怖 を 以て 人類 を 縛り、 共 一生 をして 恐怖の 連 綾たら しむ、 死 は 生 

生た る此 人生 を裹 むに 悲哀の 黑布を 以てす、 死 あるが 故に 人生に 深き 歡喜 あるな し、 而 かも キリスト 

は自 から 死 を 味 ひ 給 ひて 死 をして 死たら ざら しめ 給へ り、 キリ ストの 死に 由り て 死 は 無き と 同然の も 

のと なれり、 玆に 於て か 深き 笑 ひ は 人生に 臨みたり、 兹に 於て か 高き 讚美 は 人の 口より 上れり、 キリ 

スト 降 世 以前に、 所謂る 凱旋 的謠 歌なる 者 はな かりき。 

十六、 實に 天使 を 助けす、 アブラハム の 子孫 を 助く。 

「助く」 は 手 を 取り 上ぐ るの 意な り、 卽ち乎 を 取て 小兒を 導く とか、 叉は溺 る、 者の 手 を 取り上げ 

て 之 を 助く るの 意な り 〇實 に 肉と 血と を享 けざる； 大使の 手 を 取りて 之 を 助けん とする が キリス ト受肉 

の 目的に 非す、 彼 は 之を享 けたる 弱き 人類 を 助けん がた めに 世に 降り 給へ り、 彼 はまこと に汝等 アブ 

ラ ハ ム の 子孫 (希 伯 来書 を 受取りし 基督 信者) を 助く、 彼は汝 等と 異なる 者に 非す、 汝 等と 同じ 境遇 

の 下に 生育し、 汝 等の 艱難 を 知り、 汝 等と 悲痛 を 共に す、 彼 は 天使の 救 主に 非す、 弱き 罪 ある 泣き 悲 

しむ 人類の 救 主な り。 

十七、 是 故に 神に つける 事に 就て 矜恤と 忠義なる 祭司の 長と なりて 0^ の 罪 を 贖 はん 爲に すべての 

事に 於て 兄弟の 如くなる は宜 ベな り。 

r 是 故に」 肉と 血と を享 けたる 弱き 人の子 を 助く るが キリストの 受肉降 世の 目的に て あれば 〇 

「神に つける 事 云々」 以 f 少しく 首辭の 順序 を變更 する を 要す、 卽ち 左の 如くすべし 

矜恤 ある 且つ 祌 につける 凡の 事に 就て 忠義なる 祭司の 長と なりて 云々 
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「祭司の 長」 神と 人との 間に 立て 其 仲保者と なる 者 〇「 矜恤 ある 云々」 人に 對 して は 矜恤 (憐澗 

ある 者、 同情に 富める 者、 神に 對 して は 彼に 關 はるす ベての 事に 就て 忠義 (忠實 ) なる 者、 卽ち 完全 

なる 祭司の 長な り、 所謂る S; 恤 と眞實 と共に 合 ひ義と 平和と 互に 接吻せ る 者な り (詩篇 八十 五篇十 節〕、 

神に 對 して 忠義なる 祭司 は歡 からす、 然れ ども 同時に 人に 對 して 憐^ 深き 祭司 は 甚だ 稀な り、 宗敎家 

は 何れの 國 何れの 時代に 在りても 祌に對 して は 熱心に 走り 易き も 人に 對 して は 冷酷に なり 易き 者な り 

所謂る 峻厳なる 熱 信 家と は是 なり、 而 かも キリス トは 世に 有り ふれた る斯 かる 宗敎 家に て は あら ざり 

し、 彼 は 同情と 熱 信と も 合せ 有ち し 祭司の 長な りし 〇 「神に 關 はるす ベての 事に 就て」 神 を 祭る す 

ベての 法に 就て (五 章 一 節參考 )、 卽ち 供物 犧牲 等に 關 はるす ベ ての 事に 就て 祭事の 細 末まで を 怠ら 

ざり し 完全なる 祭司の 長な りし 〇「 民の 罪 を 贖 はんため」 噴 ふに 非す、 { 有むな り、 民の 罪に 對 する 

神の 忿怒 を 宥めん ため 云々、 キリスト は 我等の 罪の 挽 囘の祭 物な りと 云 ふ (ヨハネ 第一 書 二 章 二 節)、 彼 

は 人 を 說き神 を 宥めて 二者の 和平 を 計り 給へ り、 聖 なる 神に も 亦義忿 緩和の 要 あるな り 〇 「すべての 

事に 於て 兄； flR の 如くなる は」 萬 事 萬 端に 於て 彼の 兄弟た る 人の子の 如くなる は 云々、 人に 對 して は 

同情 推察に 滿ち、 祌に對 して はすべ ての 事に 就て 忠實 なる 祭司の 長と なりて、 民の 罪に 對 する 神の 忿 

怒 を 解かん ために キリ スト はすべ ての 點に 於て 彼の 兄弟なる 人の 如くなる の 必要 ありたり 〇 「宜べ な 

り」 斯 くなら ざる を？ J ざり き、 斯く爲 す は 彼の 義務な りき、 人 を 救 はんため に は 人の 如くなら ざら 

んと 欲する も 得 ざり き、 愛に も 亦 束縛 あり、 キリスト は 愛の 繩目を 以て 自ら 縛り 給へ り。 

ちつ 

十八、 そ は 彼れ 自 から 誘 はれて 艱難 を 受け たれば 誘 はる、 者 を 助け 得るな り。 

「彼れ 自 から 誘 はれて 云々」 彼 は § めき 者な りし も 亦 人の子の 如く 終生 惡に誘 はれ 給へ り、 而 かも 


能く 誘惑に 勝ちて 一 囘も 罪に 陷 人り 給 は ざり し、 而 して 誘 はれし に 由て、 ち， 誘惑の 實驗を 有ち 給 

ひしが 故に 彼 は 「誘 はる k 者 を 助け 得るな り」、 兹 にある 「助け」 なる 辭は 第ト六 節に ある 「助け」 

なる 辭と 異なる、 是は 「聲に 走る」 の 意な り、 卽ち、 接 助 を 乞 ふ 聲に應 じて 走り 赴く の 意な り、 艱難 

の 何たる 乎 を 知り 給 ふ キリスト は 艱難に 在る 者の 應援に 赴く を 得るな りと。 

以上 五節 を 左の 如く 改譯 して 其 意義 を 一 署明， 瞭 ならしむ る を 得べ し 

それ 子等 は 肉と 血と を 共に 享 けたれば 彼 も 亦 彼等の 如くに 之 を 己に 取り 給へ り. 是れ 死に 由り て 

死の 權威を 有て る 者、 卽ち惡 魔 を 無能なら しめ、 且つ 死 を 恐れて 終生 其 束縛の 下に 在る 者 を釋放 

たん ためなり、 彼 は實に 天使 を 助く る 者に あらす、 アブラハムの 裔を 助く る 者な り、 是 故に 彼れ 

が 憐惯ぁ る 且つ 神に 關 はるす ベての ことに 就て 忠實 なる 祭司 の 長と なりて 民の 罪の 爲に 宥和 をな 

さんため に、 すべての 事に 於て その 兄；？ S の 如くなる は 彼の 爲 すべき ことなりき、 そ は 彼れ 自 から 

誘 はれ 艱難 を 受け 給 ひし に. m て 能く 誘 はる k 者 を 援け得 給 へ ばな り。 

同情の キリスト、 祌の子 なれば とて 獨り 天の 高き に 居り 給 ひて 人の 艱難 を 下瞰し 給 ふ 者に は あらで- 

人の 肉 を 取り 其 血 を 分ち、 人の 受 くべき 艱難 をす ベて 受け 給 ひし 者、 斯 かる 者 は 神なる よりも 寧ろ 人 

なり、 主なるよりも 寧ろ 友な り、 長るべき 者なる よりも 寧ろ 愛すべき 者な り、 彼は自 から 誘 はれて 艱 

難 を 受け 給 ひしに 由て、 誘 はる- - 者の 援助 を 乞 ふ 聲に應 じて 直に その 許に 走り 赴き 給 ふと， 如何なる 

福 昔ぞ、 然り、 彼 は 吾人の 許に 走り 来る を 要せす、 吾人 は 唯 彼れ ある を 知れば 足る， 彼 も 苦み 給 ひた 

れば 吾人の 苦む は當然 なり、 彼も此 世め 人に 憎まれ 給 ひたれば 吾人の 憎まる k は 當然. り、 同情の キ 
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リ ス トは 同情 を 以て 吾人 を 助け 給 ふ、 吾人 は キリス ト ありし を 知る のみに て旣に 吾人の 苦痛の 悉く 拭 

はれ 去りし を感 す、 同情の キリスト、 然り、 同情の キリスト！ . 


アブラハムの 信仰 

希 伯 來書第 十一 章の 研究 

おこな ひ  しんらい  で. r 、なご 

人の 救 はる \は 信仰に 由る、 行爲に 由らない、 其 意味に 於ての 信仰 は 信頼で ある、 嬰 兒の心 を 以て 

神に 信賴 し、 疑 はすして 其 恩 惠に與 かる 事で ある。 

乍然、 信仰の 意味 は 信賴を 以て 盡 きない、 信仰 は 又 確信で ある、 耐忍 である、 パゥ ti は 主に 信頼の 

意味に 於ての 信仰 を唱 へた、 而 して 新約聖書の 他の 記者に 由て 信賴 以外の 意味に 於ての 信仰が 唱 へら 

れ たので ある。 

おもむ 

X 布伯來 書記 者の 唱 へし 信仰 は パゥ& の唱 へし それと は 少しく 趣き を 異にする、 彼 は 言 ふた、 

一、 夫れ 信仰 はび" A む 所 を 疑 はす、 未だ 見ざる 所 を憑據 とする ものな り 

と (一節)、 是は 頗る 難解の 一節で ある、 「疑 はす」 と ある は 「基礎と す」 とも 譯 する 事が 出来る、 

「憑據 とす」 と ある は 「證 據」 の 意で ある、 故に バプテスト 敎會譯 の 新約聖書に 傲 ひ 

夫れ 信仰 は tili! む 所の 物の 基礎に して 未だ 見ざる 所の 物の 證據 なり 


と譯 する ことが 出来る * 若し 4r 日の 言 辭を以 て するならば 

信仰 は 希望の 基礎、 靈界の 確認 

と 簡約す る も 差 支 は あるまい と 思 ふ、 然しながら 斯く譯 した 所が 希伯來 書記 者 の稱 する 信仰の 何たる 

つ びら か 

乎 を 審 にす る 事 は 出来ない、 第 十 一 章 全 體が此 一 節の 註釋 であるの である。 

二、 古の 人 之に 由り て 美稱を 得たり  • 

「古の 人」 古老の 意で ある、 アベル、 H  ノク、 ノア、 アブラハム 等 を 指して 言 ふ、 列 祖と云 ふと 

同じで ある。 

「美 稱を 得たり」 と ある は 第 四 節に 於け るが 如くに r 證 せられたり」 と譯 せらるべき である、 義者 

として 證 せられた ので ある、 加 拉太書 三 章 六 節に 「アブ ラハ ム神を 信じ 其 信仰 を (に 由て) 義 とせら 

れ たり」 と ある は此 事で ある、 義者 として 認められたり、 義者 たるの 美稱を 得たり と 解す る ことが 出 

来る、 然し 「美 稱」 は 承認の 結果で ある、 承認 (證 明) 其 もので はない。 

イスラ H ルの 列祖が 神に 其義を 認められし は 彼等の 信仰に 由る ので ある、 武 男に 由て にあら す、 才 

智に 由て にあら す、 其 他の 偉勳 功績に 由て にあら す、 信仰に 由て である、 イスラ H ルは 信仰 を 以て 偉 

の， Sj 

大 なる 國 民で ある， イスラ H ル より 其 信仰 を 除いて 彼等 は 取る に 足らざる 國民 である、 イスラ エルの 

功績 を稱 へんと すれば 其 信仰 を稱 ふるより 他に 途 はない、 イスラエル は 人類に 信仰の 大 水 を 供して、 

今、 摘 ほ 其 精神的指導者の 地位に 在る ので ある。 

もろ/..^  こと か /、 

三、 我等 信仰に 由り て 諸の 世界 は 祌の言 にて 造られ、 如此見 ゆる 所の もの は 見るべき 物に 由て 造 

られ ざる こと を 知る、  . 
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「諸の 世界」 宇宙 萬 物。 

「神の 言に 由て 造らる」 創世記 第一章、 詩篇 第三 十三 篇六節 九 節、 彼 得 後書 三 章 五節 等 を 見よ、 

二と は  こ- -J ほ 

「言」 は 言語に 限らない、 すべて 內 より 外に 現 はる、 もの は 言で ある、 神 は 御自身の 中に 無限に 保有 

し 給 ふ 力 を 外に 現 はし 給 ひて 天地と 其 中に ある 萬 物と を 造り 給 ふたと 云 ふこと である。 

こ とじ  0  0  0  0 

「見 ゆる 所の 物」 「見えざる 所の もの」 哲學 の辭を 以て 言 へば 現象 (phegmencn) と實體 

(noumeus) とで ある、 宇宙 萬 物 は 實體の 外に 現 はれた る 物であって、 現象の 上に、 或 ひ は 其 中に 

感官 を 以てして は感 する 能 はざる 所の 實體が あると は 希臘 哲學 の唱 へし 所で ある、 而 して 非哲學 的な 

りし イスラ H ル人は 現象 實體と 言 はすして、 見 ゆる 所の 物、 見えざる 所の ものと 言 ふた、 見 ゆる 所の 

b^c  つくら. S "た •：- もの 

物 は 「諸の 世界」 であった、 。ハウ 口 の 所謂 「受造 物」 であった、 眼 を 以て 見、 手 を 以て 椚る ことの 出 

來る ものであった、 而 して 之に 對 して 「見えざる 所の もの」 があった、 それ は 卽ち祌 であった、 靈で 

あった、 生命であった、 靈の 世界なる 來 世であった、 バウ 口 は 二者 を對 照して 言 ふた、 

そ は 見 ゆる 所の 者 は 暫時に して 見えざる 所の 者 は 無窮ければ なり 

と さ 林 多 後書 四 章 十八 節，〕。 

見 ゆる 所の もの は 見 ゆる 所の ものに 由て 造られし にあら す、 見えざる 所の ものに 由て 造られた りと 

は 我等が 信仰に 由て 知る 事で ある、 我等 は 其 事に 關し證 明 を 供す る こと は屮 I 來 ない、 然し 我等 は 本能 

的に 其 事 を 知る、 我等 は 人の 個人性の 見 ゆる 彼の 肉體に 於て にあら すして、 見えざる 彼の 靈に 於て 在 

る こと を 知る、 見 ゆる 萬 物 は 見えざる 祌に 由て 造られた りと は 我等が 學 者の 證明を 待た すして 信す る 

所で ある、 斯の 如くに して 信仰 は イスラ H ルの 民に 限られた る 能力で はなく して 人類 通有の 本能 &で 


ある、 希伯來 書記 者 は玆に 信仰の 美を稱 へて 特に イスラ H ル 人の 特性 を稱 ふるので はない、 人類 通有 

の 本能 性た る 信仰の 美に 就て 語らん として 居る ので ある、 彼 は 第一 節に 於て 「信仰 は 見ざる 所の もの 

の證 明な り」 と 言 ふた、 而 して 此 事た る 人類 全 體の認 むる 所で あると 彼 は 第三 節に 於て 一一 一一 C ふて 居る の 

である。 

人、 或 ひ は 言 はん、 昔の 人 は斯く 信ぜし ならん も 今の 人 は然ら す、 今の 人 は 物質の 原因 を 物質 以外 

に 於て 求めす、 物質 は 物質 存在の 最も 確實 なる 證明 なりと、 然れ ども 大哲學 者 は 今 ほと 雖も爾 うは 信 

じない ので ある、 カント を 始めと して スぺ ンサ ー に 至る まで 物質の 究局的 原因 は 之 を 物質 以上の 力に 

於て 求めざる を 得なかった、 或 ひ は 神と 云 ひ、 或 ひ は 第一 原因と 云 ふ も、 其 物質 而上 的なる 點に 於て 

は 違 はない、 或 ひ は 原子と 云 ひ、 或 ひ は 電子と 云 ふ も、 其 見えざる 點に 於て は 一 つで ある、 近世の：： 取 

も進步 せる 學說に 依る も、 千 九 百年 前の 昔、 希伯來 書の 記者に 由て 提出され し 「如此 見 ゆる 所の 物 は 

見るべき (見る を 得べき) 物に 由て 造られし に 非す」 との 命題 は 動かす こと は 出来ない ので ある。 

記者 は 第一に 信仰の 何たる 乎に 就て 一一 一一 II ふた、 n く、  • 

信仰 は 希望の 基礎、 見えざる 所の 物の 證明 

と、 彼 は 第二に 信仰の イスラ H ル國 建國の 精神なる こと を 述べた、 曰く、 

イスラ H ルの 古老 (列 祖) は 信仰に 由て 義者 として 證 せられたり 

と、 彼 は 第三に 信仰の 人類の 通有性 なること を陳 ベた、 曰く、 

我等 (イスラ H ル 人に 限らす、 希臘人 も、 埃 及 人 も、 人類 全體 は) 信仰に 由て 宇宙 萬 物の 祌のカ 

に 依て 造られ 云々  , 
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と、 斯くて 彼 は 信仰 概論 を 述べ 終った、 彼 は 今より イスラ H ルの歷 史に現 はれた る 信仰の 實例、 並に 

其 諸方 面に 就て 語らん として 居る ので ある。 

イスラ H ル 人の 信仰 史に 於て 多くの 信仰的 英雄が 在った、 アベルが あった、 H ノク があった、 ノア 

があった、 アブラハム があった、 イサクが あった、 ヤコ ブ があった、 ヨセフが あった、 モ I セが あつ 

た * ヨシ ユアが あった、 ギ デオン があった、 サム ソンが あった * サム H ル があった、 ダビデが あった、 

ァ モスが あった、 ホゼァ があった、 ィザャ があった、 H レ ミヤが あった、 ヱゼキ H ル があった、 ダ 一一 

いとま  まこと  せ 、， ら 

エルが あった、 其 他枚舉 する に遑 あらす である、 實に 信仰的 英雄の 星羅 とも 稱 すべきで ある、 信仰 を 

其す ベての 方面に 於て 代表し、 イスラ H ルの 歷史を 飾る、 人類の 信仰 歷史 にして イス ラ H ル の それの 

如くに 畳 富なる はない。 

イスラ H ルの 信仰 は 最も 均齊 的に アブ ラ ハ ムに 於て 現れた、 アブ ラハ ムは 最も 圓滿 なる 信仰 家で あ 

る、 故に 彼を稱 して 「凡て 信す る 者の 父」 とい ふ (羅 1^ 書 a 章 十一 節〕、 彼 は卽ち 模範的 信者で ある、 而 

して 彼より 前に 三人の 信仰的 偉人が あった、 アベル、 H  ノク、 ノア、 是れ である、 彼等 三人 は 信仰の 

三方 面 を 代表し、 各自 其方 面に 於て 優秀であった、 アベル は 其 愈れ たる 祭 物 を 以て、 H  ノクは 其平靜 

なる 信仰的 生涯 を 以て、 ノア は 其 信仰的 果斷を 以て 能く 信仰の 三方 面 を 代表した、 而 して アブラハム 

に 至て 是等 三方 面 は 彼れ 一人に 在て 現 はれた ので ある、 恰 かも 天然 物の 進化に 於て、 異なりた る 能力 

は 異なりた る 生物に 於て 發 達し、 終に 或る 優れたる 生物に 於て すべての 能力が 同時に 叉 は 相次いで 現 

はる、 如くであった、 故に アブラハムの 信仰に 就て 學 ぶに 方て 我等 は アベル、 H  ノク、 ノアと 三人 各 


自の 信仰に 就て 學 ぶの 必. 要が ある、 キリスト はバ プ テス マの ョハ ネ があって 彼の 先驅 となりし が 如く 

に、 アブラハムに 三人の 先驅 があって、 彼のた めに 信仰の 途を備 へたので ある。 

若し 年代より 言へば アベルが 第一 にして、 其 次ぎが H  ノク、 終りが ノアで ある、 乍然 若し 信仰の 性 

質より 言 ふなら ば ノアの 信仰が 最も 單 純であって、 H  ノク の； IE 仰が 之に 次ぎ、 アベルの 信仰が 最後、 

卽ち 最上に 位ゐ する ので ある、 我等 は 叉 同じ 事 を 天然 界に 於て 見る ので ある、 天然 界に 於ても 最初に 

現 はる \ もの は 最下 等の 物で はない、 所謂 類型 は 比較的 上等 植物 叉 は 動物 を 以て 現 はれ、 之に 次いで 

劣等の 物が 現 はれ、 然る 後に 更らに 進化の 程度 を 進む るので ある、 斯くて 信仰 發 達の 順序 も 亦 進化の 

常道に 違はなかった、 聖書 記者 は 今日の 所謂 進化論者 にあら ざり しも、 彼等 は忠 贲 に 事 實其儘 を錄せ 

しが 故に 其 記事 は自づ か ら 大然的 であった.. 聖書と 科學と の 親密な る 關係は 此邊に 於て 求むべき であ 

ると 0 

事實斯 くの 如くで あれば 我等 はァ ブラ ハ ム の 信仰に 就て 學 ばんと 欲する に 方て ノア を 前き にして ェ 

ノ クとァ ベ ル と を 後に しなければ ならない、 卽ち第 七 節 を 前き にして g: 節以ド 六 節まで を 後に しなけ 

れ ばなら ない、 其 理由 は アブラハムに 在りて は 信仰 は 最初に 其 最も 單 純なる 狀態、 卽ち ノア を 以て 現 

はれし 狀 態に 於て 現 はれた からで ある。 

七、 信仰に 由り て ノア は 未だ 見ざる 事の 示 を 蒙り、 敬み て 其 家族 を 救 はんため に 舟 を 設けたり、 

之に 由り て 世の 人の 罪 を 定め、 叉 信仰に 由れ る 義を受 くべき 嗣子と なれり。 

「未だ 見ざる 事」 見えざる 事で ある 、未来に 臨るべき 神の 裁判で ある、 ノアの 場合に 於て は 洪水 

である。 
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しめし  しん i: ん 

「示 を 蒙り」 默 示に 與 かりたる 事で ある、 神 言 彼に 臨みたり と 云 ふ 事で ある， ノアに 信仰 ありた 

れば默 示 は 彼に 臨んだ ので ある、 或 ひ は 又 彼に 若し 信仰な かりせば、 彼 は 彼に 臨みし 默示を 解し 得な 

かった であら ふ、 信仰 は祌 より 默示を 招く 者であって、 同時に 叉 默示を 解す る 者で ある。 

「敬み て」 敬 長の 念に 動かされ てとの 意で ある、 彼に 信仰 ありし が 故に 此 念が 起った ので ある、 

あしら 

彼の 周 圍の人 等 は 彼に 默 示の 臨みし を 聞いて 嘲笑 を 以て 彼 を 待った (彼 得 前書 三 章 一 一十 節 を 見よ)。 

i  _た  みこ ゝ ろ 

「其. ils- 族 を 救 はんため に」 愛情に 粋され て 己が 家族 をのみ 救 はんとし たので はない、 祌の聖 意に 

せいえい  のこ  ほろ 5i4  i 

從ひ 聖裔を 後世に 遺さん ためで ある、 彼の 家族に 由て、 滅 されし 世界の 中に 聖き 新しき 社會を 造らん 

がた めで ある、 普通の 場合に 於て 家族 を 愛する の 心 は單に 自己 を 愛する の 心で ある、 先づ 自己と 己が 

家族と を 救 はんとす る は 至情と はいふ もの、 低き 自我の 心で ある、 家族 は 之 を 神の ために、 叉 人類の 

ために 救 ふべき である。 

「舟 を 設けたり」 方舟 を 準備せ りとの 意で ある、 不信の 人々 が 彼 を 嘲け り 謗りつ、 ありし 間に、 

救 濟の機 關を備 へたり とのこと である、 ノア は 其 間に 甚く 彼の 信仰 を 試みられ たので ある (馬 太傳廿 

四 章 三十 八 節 を 見よ)。 

「之に 由り て 世の 人の 罪 を 定め 云々」 洪水の 來 りしまで は 世の 人々 は 智者であって ノア 惟り 狂人 

であった、 かの « 大 なる 方舟 是れ 何の 爲 めなる 乎と 彼等 は 嘲け りて 言 ふた、 然れ ども 洪水に 由て ノア 

は義 者と して 證 せられ、 世の 人 は 其 罪 を 確定せられ たので ある、 洪水に 由り て ノアの 信仰 は事實 とな 

りて 現 はれた ので ある、 ノアの 場合に 於ても 亦、 

信仰 は 希 の 基礎、 未見 物の 證明 


であった、 洪水の 來 りしまで ノア は 惟 だ 信仰 を 以て 彼の 希望 を 支え、 信仰 を 以て 未来に 備えた、 國人 

擧て 平安 を樂 しみ、 安逸に 耽りつ & ありし 間に 彼れ 一人 (勿論 彼の 家族と 共に) 信仰 を 以て 將 さに 米 

らんと せし 大異 變に備 へた。 

41 と 

「信仰に 由れ る 義を受 くべき 云々」 ノア は 素より 義人であった (創世記 六 章 九 節 を 見よ)、 彼 は 

正義の 宣傳者 で あ つ た (彼 得 後書 二 章 五節)、 然るに 大 洪水に 際し 彼が 斷行 せし 信仰的 行爲に 由て 彼は更 

らに 「信仰に 由れ る義」 を受 くる 者と なった との 事で ある。 

「信仰に 由れ る義」 信仰に 合 ふ義、 信仰の 結果と して 生す る義、 信仰 實 行の 結 架と して， 目 身に 感 

する 正義の 自覺 である、 バウ n の 所謂 「信仰の 義」 と は 少しく 趣き を 異にする、 前者 は義 の自覺 であ 

； 一 ま も 

るに 對 して 後者 は 義の蒉 賜で ある、 二者 勿論 同じく 神より 賜 はる 者た るに 相違な しと 雖も、 之 を 己が 

r  え J  に i もの  ち が ひ 

贏ち 得し 遊 物と して 感す るのと、 祌 より 賜 はりし 奢 賜と して 感す るのと 其 間に 明，：：： なる 差違が ある、 

「信仰に 由れ る義」 は 信仰的 生涯の 初期に 於て 感 する 所であって、 「信仰の 義」 は 其 更らに 歩 を 進め 

たる 後に 實驗 する 所で ある。  . 

じ ようご 

「受 くべき 嗣子と なり」 冗語な り、 單に r 受 くる 者と なれり」 と譯 すべし、 信仰 を實 行して 其 結 

果たる 正義 を 感得す る 者と なれり との 意で ある。 

ノア は 確かに 信仰的 偉人で ある、 乍然、 彼の 信仰 は 洪水の 減退と 同時に 衰 へた、 洪水 以後の ノアの 

生涯 は 實に憐 むべき 者であった、 事 は 創世記 九 章 一 一十 節 以下に 於て 寐か である。 

ノアの 信仰 は 一時的であった、 彼 は バラク、 ギ、 デオン、 サム ソン 等に 似て 或る 特別の 場合に 臨んで 

のみ 偉大であった、 恰 かも 一男 士が强 敵に 遭 ふて 其勇氣 のす ベて を 注 出す るが 如くで ある、 彼の 一生の 
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功績 は 洪水 来襲の 時に 際して 成った ので ある、 洪水 以前の ノアの 信仰に 見る に 足るべき ものな し、 以 

後の 彼は墮 落の 玻れ である、 然れ ども 洪水 當 時の 彼の 功績 は 永遠に 蔽ふ ベから すで ある、 當 時に 於け 

る 彼の 勇敢 的 行爲に 由り て 彼の 名 は 永久に 朽ちざる 者と なった。 

世の 嘲笑の 面前に 立て 獨り 神の 正義 を 採りて 立ちし こと、 人の 誹謗に 遭 ふて 彼の 信仰 を 曲げ ざり し 

こと、 世 は ー齊に 神に 逆 ひて 立し に、 彼れ 惟り 神と 偕に 立ちし-事、 …… 人類の 信仰 史上に 於け る ノア 

の 行績は 偉大で ある、 勇敢で ある、 人 は 何人も 其 一生の 間に 一度 は ノアに 傚 ひ獨り 正義 を 採りて 起ち、 

舆 論に 抗し、 全國を 相手に 信仰の 善き 戰を鬪 ふべき である。 

而 して アブ ラ ハ ム にも 亦此 信仰が あつたの である、 「すべ て 信す る 者の 父」 なる 彼 は 彼の 信仰の 生 

涯を始 むる に 方て、 ノアの 信仰 を 以て 始めた ので ある、 男 行、 5^ 斷、 情實の 排斥、 此 世との 絕緣、 神 

を 友と して 有たん が ためにす ベての 人 を 敵と して 有つ の覺 悟、 祌の 命に 從ひ、 隣人の 誹謗 を 冒し、 斷 

然舊故 を 去て 砂漠の 彼方に 新ホ ー ムを 求めし 事、 …… ァ ブラ ハ ム は 信仰の 生涯の 首途に 於て ノアに 傚 

つ て舊 きを 去て 新ら しきに 就いた ので ある。 

けつ  し. U が 

八、 信仰に 由り て アブラハム は その 承繼 ぐべき 地に 往 けとの 命 を 蒙り 之に 遵ひ、 その 往く  t5 を 知 

ら すして 出たり。 

事 は 創世記 第 十二 章に 於て {祢 かで ある， アブラハム は 齢 七十 五 歳に して 其妻サ ライ、 其 甥 トを携 

へ、 ハランの 地 を 去て 力 ナンの 地に 向へ りと ある、 彼 は 此時行 先 を 示され ざるに 神の 命 を 信じて 一家 

を擧 りて 故鄕を 去て 異鄉に 向て 旅立た ので ある、 是は 確かに 信仰で ある、 唯 「往 け」 との 命であった、 

此 腐敗の 地 を 去れとの 一一 IE であった、 去て！： 處へ往 かんか、 其 事 は 示されなかった、 H ホバの 言に 之 を 


證 明す るの.， 憑據 はなかった、 然 かも アブラハム は 疑 はすして 之 を 信じた ので ある、 信す るの 理由な き 

にき n じたる が 故に 迷信で あると いふなら ば 其れまで^ ある、 乍然、 信仰と 迷信と は 外部より 之 を 展 刖 

する こと は 出来ない、 信仰 は 人に 循ては 迷信の 如くに 見える、 信仰 は 確かに 一種の 冒險 である、 之に 

S グて或 ひ は 失敗に 終る 乎 も 知れない、 乍然、 信す る 者 は 信仰の 迷信で ない 事 を 知る、 信仰 は 心に 響 

く 神の 聲に對 する 信者の 應諾 である、 彼 は 形體を 見ない、 又 證明を 有たない、 乍然、 彼 は 確かに 信す 

るので ある、 然り、 信ぜ しめらる、 ので ある、 彼に 取りて は 信仰 其 物が 見ざる 所の 物の 證據 となる の 

である、 彼. H 言 ふので ある、 我に 信仰 起れ り、 故に 之に 應す るの 實物 なかる ベから すと、 實物を 以て 

OOOOOOOOOOOC  ©©®0®©®®0®©®®^®0  .ー  -、 1i、  ->、  二 IJ:  \ 

信 卬を證 明す るので はない、 信仰 を 以て 實物 を證 明す るので ある 是が 信仰の 力て ある 此 力なく し 

t こ i 

て 言 卬は之 を 信 卬と稱 する に 足りない、 實に、 

信仰 は 未だ 見ざる 所の 物の 證據 

である、 而 して 斯 かる ものであるが 故に 信仰の 在る 所に は必す 希？ 1HI が あるので ある、 希望 は 信仰に 應 

.^f^i きの 1ゃ 現 を 待 ことで ある、 故に 謂 ふ！ S1S 信仰の 姉妹な りと、 叉 言 ふ、 

信仰 は む 所 を 疑 はす 

と、 語 を替へ て 言へば 

信仰 は 希^の 基礎な り 

と、 アブラハム は 彼の 屬 せし 奮き 腐敗せ る 社 會を脫 出せよ との H ホバの 命 を 蒙りて、 兹に大 なる 希望 

を 懐いて、 £35 ん 目的な きに 斷然意 を 決して ハランの 土地 を 去った ので ある、 彼の 舊故は 彼に 向って 

言 ふたで あら ふ、 
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汝 去って くに 往 かんとす る耶、 達すべき 目的な きに 故鄕を 去る は 冒險の 極に あらす や、 先づ行 

5^" を 究めて 然る 後に 出で よ、 汝の稱 する エホバ の 命なる もの は汝 自身の 妄想に あらざる なき 乎 

と、 ァ ブラ ハ ムは 之に 答へ て 言 ふたで あら ふ、 

称 か 1I.^H ホバ の 言の 確かに 我心に 臨みし こと を、 我は汝 等に 供す るに 證據を 以てする 能 はす、 

然れ ども 我に 取りて は 信仰 其 物が 最も 確かなる 證據 なり、 我は汝 等の 嘲笑 を 厭 はす、 我 はも はや 

汝 等の 不信 腐敗の 社 會に耐 ゆる 能 はす、 我 は 今より 新たなる 鄉土を 求 あ、 其處に 新たなる 心を以 

て 我が ェ ホバ の 神に 事 へんと 欲す 

と、 ァ ブラ 〈ムの 場合に 在て は ノアの 場合に 於け るが 如く 信仰 は果斷 であった、 勇敢 的行爲 であった 

而 して、 今日と 雖も； 一!E 仰に 此行爲 がなくて はならない、 信仰 は信賴 であると 謂いて 唯 賴るを 知て 斷じ 

て 行 ふ を 知らざる 者 は 未だ 信仰の 何たる 乎 を 知らない 者で ある、 ァ ブラ ハ ムに强 き 信頼の 心が あった 

然れ ども 彼 は 生涯の ず 《I に 於て 信仰 を 其 最も 單 純なる 意味に 於て 實 行した、 信仰に も 亦 其 初歩と 奥義 

とが ある、 而 して 多くの 信者 は 信仰の 初歩 を學 ばす して 直に 其 奥義に 達せん とする、 ァ バラ ハムの 信 

仰の 完全な りし は 彼が 信仰の 初歩に 於て ぁ錯ら なかった からで ある、 勇 行、 果斷、 確信の 實行、 宗敎は 

首 ー德に 非す と稱 して 普通 道德を さへ 實行 する 能 はざる 者 は 到底 も 宗敎を 解す る こと は 出来ない。 

信仰の 一面 は 勇 行で ある、 某斷 である、 人の 情 實を排 して 神の 命令に 遵 ふこと である、 ノアの 信仰 

は是れ であった、 而 して アブ ラ ハ ムも亦 ノアに 傚 ひ、 信仰 を 此方 面に 於て 發 揮した、 彼 も 亦 パゥ& と 

均しく 神の If, &を 蒙りて 血肉と 謀る こと を爲 さなかった、 彼 は 神と 偕に 在らん がた めに、 始めに 其 父 


テラと 共に カル 1 アヤの ウル を 出で、 後に 又 父と 離れて ハランの 地 を 去った、 信仰の 發端 は脫屮 I である" 

先づ此 世と 絕っ にあら ざれば 信仰 は 始まらない。 

アブラハム は 故鄕を 去り、 舊故を 離れて 信仰の 生涯に 入った、 而 して 信仰の 前途 は 人生の それと 均 

しく 蜜 遠で ある、 信仰の 目的 は 自己に 死して 祌に活 くるに ある、 故に 之 を 成就す るに 長 時 問 を 要する _ 

決意、 斷行、 以て 信仰の 生涯に 入る 事 は出來 るが、 然し 入て 之 を 完成す るまでに 長き 毅鍊 と撓 まざる 

忍耐と を 要する、 玆に 於て か 信仰 は 其 第二 期に 入る ので ある、 卽ち H ノクの 信仰 を 以て 代表され たる 

祌と 偕に 步 むの 時期に 人る の である。 

エノ ク三 -巧 年 神と 偕に 歩み SP 子女 子 を 生めり、 …… H  ノク祌 と 偕に 歩みし が、 神、 彼 を 取り 給 ひ 

ければ 彼れ 居らすな りき 

と ある (創世記 五章サ 二、 サ四 節：)、 「步 む」 と は r 靜 かに 歩む」 の 意で ある、 飛ぶ にあら す、 走る に 非す- 

步 むので ある、 雄飛と 云 ふが 如き、 疾走と 云 ふが 如き、 絕 叫と 云 ふが 如き 事を爲 さすして 忍耐 を 以て 

神に 依頼み、 其 命に 遵 つて 靜 かに 日々 の 生涯 を 送る 事で ある、 敢て 大事 業 を 成さん とせす、 大傳道 を 

試みん とせす、 大 奇蹟 を 行 はんとせ す、 唯 神の 命 維れ 重んじ、 彼の 雷 維れ 從ひ、 祌を：！：^^る是れ事業 

なりと 信じて、 無爲に 類す る 生涯 を 送る 事で ある， 信仰の 生涯の 大部分 は 忍耐で ある、 靜肅 である、 

待§1^1 で ぁ る 、 故 に 花 々 し き 飛躍を愛す る 此 世と 此 世 の 敎會 と に は 譽め ら れ ざ る 生 涯 で ぁ る 、 而か も是 

れ祌と 偕に 歩む の 生涯で ある、 此^と 敎會 とに は 譽 めら れ ざる も 神に 譽 めら る-^ の 生涯で ある、 祌の 

深き が 如く 深き 生涯で ある、 彼の 靜 かなる が 如き 靜 かなる 生涯で ある、 神に 在りて 自己に 足る の 生涯 

である、 何等の 事業 を舉 ぐる 事な きも 敢て 不滿を 感ぜざる の 生涯で ある、 叉 神より 何物 をも受 くる こ 
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となき も、 彼れ 御自身 を 賜 はりし が 故に、 其餘を 要求せ ざる 生涯で ある。 

而 して H ノ クは斯 かる 生涯 を 送りし が 故に 「神 彼 を 取り 給 ひければ 彼れ 居らすな りき」 と ある、 希 

伯 来書 記者の 言に 依れば、 

信仰に 由り て H  ノクは 死ざる やうに (死 ざらん がた めに) 移されたり、 神、 之 を 移し k に 由り、 

人、 見出す こと を 得 ざり き、 彼れ 未だ 移されざる 前に 神に 悅 ばる & 者と 證 せられし 也 

と ある (五節)、 「取り 給 ひければ.」 と は 勿論 「死ければ」 とい ふこと である、 信者の 死 は 神に 抱き 去 

らる、 ことで ある、 「居らすな りき」 と は 「見えすな りき」 とい ふこと であって、 「人、 見出す こと 

を 得 ざり き」 とい ふと 同じで ある、 卽ち 「人 は 何人も 彼の 死 を 知ら ざり き」 と 云 ふこと である、 エノ 

クの 生涯の 平靜 にして 無礙 なりし や、 彼に 死の 苦痛の なかり し は 勿論の こと、 彼は恰 かも 地より 天に 

かち わ.；. i  つ i5 さ 

移されし が 如くに 安らけ く 此世を 去った、 死の 河 を 徒涉る ことなくして 翼 を 張りて 其 上 を 飛越へ た、 

信仰に 由り て H  ノクは 吾人の 所謂 死なる もの を 免 がれた、 死 は 彼に 取りて は 移さる & ことであった、 

人に 知られす して 生きし 彼 は 人に 知られす して 死に 就いた、 彼れ 死して 後に 彼の 隣人 は 彼 を 尋ねし に 

彼 は旣に 居らなかった、 彼等 は 彼 を 見出す 事 を 得なかった、 彼の 生涯が 餘 りに 靜肅 であって、 彼の 死 

が餘 りに 無痛で あつたが 故に。 

ェ ノ クは此 世と 敎會 とに 譽 めら れ なかった、 若し 人の 價 値が 世の 批評に 由て 定まる ものであるなら 

ば、 H ノク は無爲 無能、 何の 惯値 なき 者であった、 彼 は 彼の 死 を さへ 人に 知られす して 忘却の 墓に 葬 

られ たので ある、 乍然、 神 は 彼の 價値を 認め 給 ふた、 

ぁゲし 

, 彼れ 未だ 移され ざり し 前に 神に 悅 ばる \ 者 と證 せられし 也 


と ある- H  ノクは 無爲に 類す る 孤 獨平靜 の 生涯 を 送りつ， - ありし 問に、 人 は 無能 を 以て 彼を稱 びし も 

彼 は 心に 神に 悅 ばる、 おとして 證 しせられ たので ある、 ヱ ノクの 生涯 は 宽に人 を 離れての 生涯で あつ 

た、 人と 交 はるの 必要な く、 人に 譽 めら る、 の 必要な く、 人と 接觸 じて 其 感化 を 蒙る の 必要な き 自給 

自足の 生 • 独であった、 然 かも 信仰の 生涯 は 實に斯 かる 生涯で あるので ある、 神と 偕に 歩む が 故に 人と 

步調を 共に する の 必要な き 生 ：迎 である、 ヱ ノクは 太古 時代に 於け る 模範的 信者であった、 彼に して 若 

し 今 在らん 乎、 彼 は社會 より 敎會 より 「非社交的」 の 謗 を 蒙りて 止まない であら ふ、 然 かも 彼 は斷然 

彼の 擇 みし 途を 取て 動かない であら ふ、 而 して 彼 は 神に 悅 ばれて 悅んで 忘却の 墓に 降る であら ふ、 尊 

すゑ  ねが 

むべき かな H  ノク、 jo^ ふべき かな 彼れ！ 余輩 は 今日 も. 猶ほ H  ノク の裔の 多く あらん こと を 欲 ふ、 而 

して 叉 此^と 敎會 との 知らざる 所に 神が 多くの H  ノクを 隠し 給 ふこと を 信す。  . 

而 して 「凡て 信す る 者の 父」 なる アブ ラ ハ ム にも 亦 H  ノ クの此 信仰が あった、 彼に： SfUt;: 菜斷、 神の 

i ちの. S. 

ために は 血肉と 絶つ の 信仰が あつたば かりで はない、 亦、 神の 約束の 實行を 待？ II- み、 聽 かれざる も 動 

かす 與 へられざる も變ら す、 见 えざる 神 を 見る が 如くに 永く 耐忍 ぶの 信仰が あった、 アブラハムに 【15 

M 的の 信仰が ありし と共に 义 平和的の 信仰が あった、 卽ち、 ノアの 信仰に 加 ふるに H  ノク の；：： E 仰が あ 

つたり 

二と，.、 に  や， -: 

九、 信仰に 由り て 彼 は 異邦に 在る が 如く 約束の 地に 寓り、 IM じ 約束 を 相 嗣げる イサク、 ヤコ ブと 

共に 幕屋に 居れり。 

アブラハム は 齢 七十 五 歳に して 力 ナンの 地に 来った、 H ホバは 玆處に 彼に 顯 現れて 「我れ 汝 の苗侖 

に此 地を與 へん」 と 誓 ひ 給 ふた、 全能者の 此 誓約 ありて 力 ナン の 地 は 旣にァ ブラ ハ ム 家の 所 S である、 
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然るに 事赏は 如何で ありし 乎と 云 ふに、 力 ナン は 依然として 力 ナン 人の 所屬 であった、 アブラハム は 

約束の 地に 來り しも、 祌は其 約束 を實 行し 給 はすして、 ァ ブラ ハ ムと 其. 冢 族と は 異邦に 在る が 如くに 

約束の 地に 寄寓した ので ある、 而 して 彼れ 一人に 止まらない、 彼の 後を嗣 ぎし イサクと ヤコ ブも 亦祌 

の約束の赏行を！：！^^して其長き生涯を；大幕の中に過し、 浮萍の 如き 流浪 的 生活 を績 けた、 然し 乍ら、 

彼等 は それが 爲に M ホバ と 其 約束 を 疑はなかった、 ァ ブラ ハ ム は 七十 五 歳に して 約束の 地に 來り百 七 

十五 歳に して 其 地に 死し、 マク ペラの 洞穴に 葬られた (創世記 二十 五 章 七 ー 九 節〕、 斯くて 彼 は 百年の 間. 

約束の 地に 在りながら 寄寓 者の 生.；^ を 緩け た、 彼 は 銀 rakG シケル を 投じて マ クぺ ラに 在る ヱ フロンの 

野と 其屮に 在る 洞穴 を購 ひ、 之 を 己が 所有の 墓地と 定めた、 共 ほか、 廣きカ ナンの 屮に 彼の 所有と 稱 

すべき 土地 は 一 寸 もなかった、 百年の 生.！^ を 約 の 地に 過して、 彼が 獲し 所 は 一 筒の 墓地に 過ぎな か 

つた (創世記 二十 三 章)。  ， 

然し 乍ら、 アブラハム は M ホバと 其 約束 を 疑はなかった、 彼 は 「約束の 者 を 受け ざり しが、 遙 かに 

之 を^み て 喜び 地に 在て は賓 旅な り 寄寓 者な りと 言」 ひて 放て 神に 迫る に 其 約束の 實行を 以てしな か 

つた- 彼 は 百年の 問、 待び 1- 忍耐の 生涯 を續 けた、 而 して 約束の 者 を 受けす して 死んだ、 信仰 を 以て 始 

まりし 彼の 生涯 は 終まで 信仰の 糙 綾であった V 彼 は 唯 信じた ので ある、 唯 ん だので ある、 而 して 唯 

信じ 唯 ぱボん で 、 約束 の 者 を 得すし て 死んだ の で あ る 。 

十、 そ は 神の 造 營 る 所の 基 ある 京 城 を みたれば なり。 - 

ァ ブラ ハム は 百年の 間、 約束の 地に 在りながら 一 おの 住所 を 得すして、 轉變 常な き 天幕 的 生涯 を 綾 

けた、 然し 彼の 忍耐 は 無益でなかった、 祌は報 賞 を 施さす して 其 子 を 試み 給 はない、 アブラハムと 其 


子孫と は 地上に 神の 約束の 實行を 見る 能 はすして 眼 を 天上に 轉す るに 至った、 地上に 天幕 的 生涯 を 核 

もとる  みやこ 

けし 彼等 は 天上に 基 ある 京 城 をび If: むに 至った、 人の 張りし 所の 天幕で はない、 神が 經營し 建造し 給へ 

ふや こ  せん  ザ； 5 しょ  い しづえ 

る 京 城で ある、 栓 もて 隨 所に 張らる、 天幕で はない、 堅き 基礎の 上に 築かれた る 城で ある、 神 は アブ 

ラ ハ ムに 地上の 約束 を赏 行し 給 はすして、 天上に 一史ら に 優れたる 者 を 約束し 給 ふた、 信仰の 報 賞 は 希 

は卞； である、 

忍耐 は 練達 を 生じ、 練達 は 希 を 生じ、 X 布 $S は羞を 来らせす 

と バウ 口 は 曰 ふた (羅- 保 書 五 章 四， 五節)、 アブラハム は 百年の 長き に涉 る； t の 試練に 耐えて 希望 を與へ 

られ た、 地の 物に 關 する 彼の 失 ひ 一は 天の 物に 關 する 希望 を 生じた、 祌が共 約束の i 莨 行 を 遲滯し 給 ひし 

に 深き 理由が あった、 彼 は 之に 由て アブラハムの 心に 天の X 布 S ェを 起さん とし 給 ふたので ある、 而し 

て 彼れ アブ ラ ハ ムは 能く 神の 此 目的に 合 ひ、 忍耐 其效を 奏して 希望 を 生す るに 至った， 彼 は 天上に 祌 

つくりい とな  もとる  みやこ  もと 

の造營 める 基 ある 京 城 を 望む に 至て、 地上に 約束の 地を耍 めざるに 至った、 力 ナン 何物 ぞ、 ベ テル 何 

物ぞ、 消えざる 壤 ざる 京 城の 天上に 我がた めに 供 へらる、 を 知りて、 我 は 力 ナンの 所有者な るへ テ人 

つ, 、りい とな  らとゐ  みや 二 

ヱ ブ ス人等を少しも^；汰まざるに至る、 ァ ブラ ハ ムと其 子孫と は祌 の造營 める 所の 基 ある 天の 京 城 を 望 

みしが 故に 約束の 地に 在りながら； 大 幕に 住 ひし も 放て 不幸と 思はなかった ので ある。 

十一、 十二、 信仰に 由り てサラ さへ も 孕を寓 さる k の 能 を 得、 年邁 みし かど も 子 を 生めり、 是れ 

約束せ し 者 は 誠 信な りと したれば 3、 是 故に 死た る 者の 如き 一 人より 天の 星の 多き と 海邊の 砂の 

數へ 難き が 如く 多く 生れ 出たり。  . 

「サラ さへ も」 信仰 きサラ さへ も。 汝 男子 を 生むべし との 天使の 宣告 を 蒙りし 時に 天幕の 人口 
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に 在て 哂 ひし サラ さへ も (創世記 十八 章 十二 節)。 玆に 「信仰に 由り て」 と ある は、 アブラハムの 信仰に 

由 りて との 事で あらう、 夫の 信仰 妻に 及べり との 事で あらう。 

信仰 は 天上の 希 を 供し、 地上の 幸； i を 来たす、 信仰 は靈 眼の 視力 を增 し、 肉體の 能力 を 進む、 趨 

れ ども 疲れす、 老ゅれども^！！；；へざるの能カは信仰の結果として信仰に加へ られ る。 

十三、 &等は i^n な 信仰 を 懐きて 死ねり、 未だ 約束の 物 を 受け ざり しが 遙 かに 之 を §1- みて 喜び、 地 

みづか たびびと やどれる t- の 

に 在りて は 自ら 旅人な り 寄寓 者たり と 表白せ り。 

「是等 は」 イスラ H ルの 列祖、 卽ち アブラハム、 イサク、 ヤコ ブ等 は。 

「信仰 を懷 きて 死ねり」 信仰の 中に 死ねり と譯 すべし、 信仰の 實現を 見す して 死ねり、 約束の 物 

を 受けす して 死ねり と 言 ふと 同じで ある。 

「遙 かに 之 を 望みて 喜び」 信仰の 目的物に 到達せ すして 遠方より 之 を み、 旣に之 を 獲た るが 如 

くに 感じて 喜びたり との 意で ある、 目的物に 勿論 二つあった、 一は 天上の 京 城で ある、 二 は 地上の 力 

ナ ン である、 彼等 は 二者 孰れ を も 遊 得せす して 死んだ、 然 れ共遙 かに 之 を み 見て 旣に 進たり と 信じ 

て 死んだ、 信仰 は {& に 希望の 基礎で ある、 信仰に 由り て 希び lil:^ 現實と 化し、 未だ 得ざる 者 も旣に 得し 

者と して 感ぜら， d るの である。 

たびびと  »  »  »  »  . 

「地に 在て は 旅人な り 云々」 信者 は讀で 字の 如く 'る 者で ある、 来 だ 見ざる 者 を 見、 未だ 得 ざ 

る 者 を 得たり と 信す る 者で ある、 故に 信者 は 世人の 立場より 見て 迷 想 家で ある、 神秘 家で ある、 空 を 

润む 者で ある、 然 ども 信者に して 若し 信ぜ ざれば 彼 は 信者で ない、 此 世の 勢力 を 握りたり とて 喜ぶ 敎 

舎 は 信者と 稱す るに 足りない、 旣に 得し 者 を 得たり と 信す るの 必要 は 無い、 


旣に見る所の者を何で尙ほ之を&^^まんゃ 

である c 羅馬書 八 章廿四 節)、 アブラハム、 イサク、 ヤコ ブ 等の 古老 は 約束の 物 を 受けす して 信仰の 中に 

.V  i  やどれる も G 

死んだ、 故に 彼等 は 約束の 地に 住 ひしと 雖も 旅人で あり、 寄寓 者であった、 ダン. H りべ ヱ ルシバ まで、 

ギ レ アデの 丘より 地中海の 濱 まで 土地 は 彼等に 約束せられ しと 雖も、 彼等の 所有に 屬 する 土地と て は 

アブラハム がへ テ人 H フ B ン より 買 ひし マクぺ ラの 墓地 を 除いて 他に 一 寸 もなかった、 彼等 は 常に 信 

じつ、、 常にび マ： みつ、 生涯 を 終った、 定に 若し 信仰が 實 物でないなら ば 世に 信者 ほど 憐 むべき もの は 

ニヽ 0 

ふる si 

十四、 此く言 ふ は 家 鄕を尋 ぬる 事 を 表 はす 也。 

地に 在りて は 寸地を 有せす、 天 を wlf: んで 未だ 之 を 得す、 終生 漂流の 生涯 を^く る 者 はホ— ム 鄉) 

を？ 一!^ んで 止まない。 

ホ ー ム、 ホ— ム、 慕 はしき、 慕 はしき ホ ー ムと彼 は 常に 歌 ふので ある、 旅人 は 目的な くして 旅行す 

るので はない、 寄寓 者 は 定まれる 住所 を 尋ねて 止まない、 アブラハムと 其 子孫と は 或る 所に 達せん と 

して 地上に 漂流 ふたので ある、 彼等 はホ —ム (家 鄉) を 尋ねた ので ある、 而 して 之 を 看 出した ので あ. 

る、 然し 之に 達した ので はない、 遙 かに 之 を 望んで 喜んだ ので ある。 

王 キリストの 美 はしき 寶座、 

天使の 歌 ふ 美 はしき 歌、  、 

/■ ラりラゃ  やすみ 

漂流 止んで 美 はしき 休、 

平和の 充 つる 美 はしき 家、 
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我 服 は 其 處にィ ヱ スを 見ん、 

我 は 救 主の 家に 急がん、 

ジ オンよ、 美 はしき ジ オンよ、 

祌の 城なる 美 はしき ジ オンよ。  ，  . 

『愛吟』 C 第 十二 卷 『所感』 七 九九 頁參 gi— 編者) より 

我 は 旅人な りと 言 ふ は 我は此 地の 者に あらす との 謂な り、 我 は 寄寓 者な りと 言 ふ は 我が家 鄕は 他に 

在りとの 意な り、 約束の 地に 在りながら 旅人な り、 寄寓 者な りと 言 ひて 彼等 は 天の 家鄕を 求めつ k あ 

りし こと を 表明した ので ある。 

十五、 十六、 彼等 若し その 出し 地 を 懐い しなら ば歸 るべき 機會 ありし ならん、 然れ ども 彼等 Is- ら 

に 愈れ る 所、 卽ち 天に 在る 所 を 慕へ り、 是 故に 祌は其 祌と稱 ふること を 恥と せ ざり き、 そ は 彼等 

のために 京 城 を 備へ給 ひたれば 也。 

彼等 はホ ー ム 鄕) を 尋ねた、 然れ ども その 出し 地なる^ 像 崇拜の カル デャの ウル を 慕 ふたので 

はない、 若し 彼等に して 地上の 故 鄕に歸 らんと 欲したならば、 歸 るの 機會は 度々 あつたの である、 然 

れ ども 彼等 は 信仰に 由 つ て 生く る 義人 である、 故に 退いて 祌に悅 ばれざる 者で はない (十 章 三 十八 節)、 

彼等 は 故鄕を 尋ねた、 然し 之 を 天に 求めて 地に 求めなかった、 天の ホ ー ムは此 ，の 故鄕に 較べて 更ら 

に 愈れ る 所で ある、 勿論 之に 達する は 肉の 故 鄕に歸 るが. 如く 容易で はない、 然し 乍ら、 一た び 意 を 決 

して 去りし カル ヂャ、 血肉の 關係、 情實の 故鄕、 我等 は 死す とも 之に 歸 るべき ではない、 我等 は 多く 

の 艱難 を歷て 我等の 神の 國に 至る 可き である。 


斯 かる：^ 心 を 有せし が 故に、 地上の 故 鄉に歸 らんと せす して、 天に 在る 所 を 慕 ひしが 故に、 神 は 彼. 

等の 神と 稱 へられる i^sf を 恥と し 給 は ざり しとの 事で ある、 人、 人たら ば祌、 神たら ざらん やで ある、 

人、 神 を 慕へば 祌も亦 人 を 重んじ 給 ふ、 祌は自 から アブラハムの 祌、 イサクの 祌、 ヤコ ブの祌 と稱し 

て 恥と し 給はなかった、 祌が 人に 在りて 最も 喜び 給 ふこと は 信仰で ある、 神 は 人の 信仰に 對 して 其 愛 

を 現 はし 給 ふ、 定に 信仰な くして 祌を悅 ばす こと 能 はすで ある、 アブラハム 神 を 信じ たれば 祌は自 か 

ら アブラハムの 神と 稱し給 ひ、 彼と 榮辱を 共に し 給 ふた、 驚くべき かな 彼の 愛と 其 謙 遞！ 

「そ は 彼等の ために 京 城 を 備へ給 ひたれば 也」 アブラハム 祌を 信じ たれば、 神 は 彼の 信仰に 報 ゆ 

るに 彼 (祌) の 愛 を 以てし 給 ふた、 彼 は 後に モ ー セに顯 はれて 言 ひ 給 ふた、 

我 は汝の 父の 神、 アブラハムの 祌、 イサクの 神、 ヤコ ブの祌 なり 

と： 出 埃 及 記 三 章 六 節)、 斯く稱 へらる、 事 を 許し 給 ひし は 彼が 彼等と 特別の 關 係に 入り 給 ひし こと を 表 

はすので ある、 アブラハムの 神と いふ は、 アブラハムの 保護者、 其 愛育 者と いふと 同じで ある、 一言 

以て 之 を 言 へば アブ ラ 、ノ ム の 父と い ふと M じで ある、 アブ. ラ ハ ム は 信仰に 由り て ェ ホバ に對 して 子た 

るの 態度に 出で たれば、 H ホバ は 彼に 對 して 父た るの 態度に 出た まふた との 事で ある、 

我れ 彼のた めに 父と ならん、 彼 は 我がた めに 子と ならん 

と ある は此 事で ある 二 章 五節〕、 而 して 祌は自 から 人の 神と 稱し給 ひて、 父た るの 事 寳的證 明 を 供せ 

すして は 止み 給 はない、 單に 名に 於て 父と なり 給 ふたので はない、 贲に 於て 父と なり 給 ふたので ある- 

そ は 彼等の ために 京 城 を 倫へ 給 ひたれば 也 

と 言 ふ、 祌が アブラハムの 神、 イサクの 祌、 ヤコ ブの 神と，： WI から 稱 して 恥と し 給 は ざり し 共 事 實的證 
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明 は玆に 在った ので ある、 彼等の ために 京 城 を 備へ給 ひて 彼が 彼等の 神卽ち 父なる こと を設 明し 給 ふ 

た、 彼 は カナ ンの地 を 約束して 彼等の 在世中に 之を充 たし 給 は ざり しと 雖も 更らに 愈り たる 天に 在る 

所の 京 城 を 彼等の ために 備へ給 ひて 彼等に 約束 以上の 物 を 與へ給 ふたので ある、 斯くて 彼 は 父た るの 

實を 擧げ給 ふたので ある、 彼等の 信仰に 報 ゆるに 此 恩賜 を 以てして 彼 は 彼等の 父と 稱 して 恥 かしく m 心 

ひ 給はなかった ので ある、 實に祌 も 亦 恥 を 知り 給 ふ、 彼 は 人の 信仰に 報 ゆるに 相 常の， s わ 賜 を 以てし 給 

ふに あら ざれば 恥 かしく 思 ひ 給 ふとの ことで ある、 如何ば かりの 愛ぞ、 如何ば かりの 誠 贲ぞ、 如何ば 

かりの 謙邏ぞ U 

5 つ  いし ろ！  ちれの  r /つ-二 

「京 城」 移し 易き 天幕で はない、 港 礎の 上に 立つ 城で ある、 曠野に 孤獨を 守る ので はない、 都^£ 

に 多くの 聖徒と 共に 彼 を 讚美し 奉る ので ある、 京 城 は 祌の國 である、 天の エルサレム である、 完全な 

る社會 である、 神 を 首長に 戴いて 聖徒が 組織す る 大家 庭で ある、 京 城 は 村落に 對 する 都 會 ではない、 

せ」 lis である、 組織の立ちたる社會でぁ,<^、 之 を 「京 城」 と譯 して 其 意味 を 誤り 易い、 其 何なる 乎 は 

之 を 默示錄 第一 一十 一 章 以下に 於て 見るべき である。 

ネ  * 

一一 一一 I： ふまで もな く 信仰の 生涯 は隱れ たる 生涯で ある、 新聞記者と 歷 史家との 眼に は 留まらざる 生涯で 

ある、 外；. g に は 無事 平穩の 生涯で ある、 然し 神の 注意 を惹 き、 彼に 悅 ばる、 の 生涯で ある、 外面の 無 

ゾ- うえ- ヮ  ぁづか 

事 平穏なる に對 して 內部は 多事 動搖の 生涯で ある、 神 を 信じ、 彼の 默 示に 接し、 彼の 約束に 與り、 然 

かも 其 約束の 速 かに 實 行せられ ざるより 或 時 は 彼 を 疑 ひ、 時に 或 ひ は 全く 彼と 離 絶 せんとす る、 玆に 

忍耐の 必要が 起り、 信じ 難き を 信じ、 み 難き を む、 時には 聽 かれざる 祈禱に 信仰の 根柢 を 挫かれ， 


時には懐疑の雲に希^^.:の空を蔽はる、 獨り 泣き、 獨り 叫び、 獨り 祈る、 ，は 我が^ 心に 大戰 (サの 闘 は 

れつ.^ ある を 知らす して、 我が 愛愁を 怪しみ 我が 烦悶 を， 訏 かる、 斯 くして 我 は 數年乂 は十數 年、 叉 は 

數十 年を經 過せ ざる を 得す、 ^は 進みつ k あるに. 我 は獨り 元の 所に 止まる 乎の 如くに 感す、 *1 人 は 多 

くの 物 を 礎し に 我 は 何物 をも據 ざり しが 如くに 感す、 我 は 或 時 は 神 を 恨み、 彼に 捉 はれし 我 身の 不幸 

を 歎す、 然れ ども 見よ、 時 到れば 天 開け、 我^ は 其處に 我が家 鄕を 見る に 至る、 祌は我 父と なりて 我 

は 彼の 子と 稱 せらる、 人生の 最大 幸福 は 我が 信仰の 報 賞と して 我に 與 へらる、 永年に 涉 りし 無 爲に似 

たる 我が 生涯の 決して 無爲 なら ざり し 事が 判 I- る、 世 は 外に 擴張 しつ k ありし 問に 我 は： s に 穿ちつ & 

あつたの である、 我 は 終に 生命の 水に 掘當 た、 流れて 永生に 至る の 泉， は 我が 表より 喷 出す るに 至った 

ので ある。 

H  ノクの 生 5^、 アブラハムの 生涯の 大部分 は此 種の 生涯であった、 深き 靜 かなる、 社交的に 無爲無 

能なる、 對神 的に 多事 有效 なる、 外に 遞滯 して 內に 向上す る、 基督 信者の 生涯であった、 此^と 此世 

の敎會 とが 斯 かる 生涯 を 重んぜざる は 彼等が アブラハムの 祌、 イサクの 祌、 ヤコ ブの 神の 如何なる 祌 

なる 乎 を 知らないから である。 

イサクの 獻上 

信仰に Sf? 行 菜斷、 *1 と絕 ち、 罪 惡と斷 ち、 神と 正義と に與 する のが ある 

つた、 而 して アブ ラ ハ ム にも 亦此信 仰があった。 

信仰に 永き 待 ST 一に 耐え、 無爲に 類す る 生涯 を 送りながら、 敢 へて 急がす 
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ら-ァ 、靜 かに 彼と 偕に 歩みて 天の 默 示に 與 かるの が ある、 H  ノクの 信仰 は此 信仰であった、 而 して ァ 

ブラ ハムに も亦此 信仰が あった。 

然し 乍ら、 E 仰 は 菜 斷靜肅 に 止まらない、 更らに 進んで 最善 を 神に 獻 げんと する、 信仰の 終極 は犧 

牲 である、 アベルの 信仰 は此 信仰であった、 而 してす ベて 信す る 者の 父なる ァ ブラ ハム は此 信仰に 於. 

て 完全に 近き 模範 を 後世に 始 した。 

*r..  そな へらの  あ.？ -し 

信仰に. S りて アベ ルはカ イン よりも 愈れ る 祭 物 を 祌に獻 げたれば 義者 たるの 證を 受けたり、 そ は 

神 その 祭 物に 就て 證し 給へば 也、 之に 由り て 彼れ 死 ぬれ ども 今猶ほ 言へ り (四 節 )o 

事に 創世記 第 四 章に 於て 詳か である、 アベル は 能く 犠牲の 意義 を 解し， 神の 義 しき 要求に 應じ、 義し 

き 心 を 以て 之を獻 げた、 祭 物を獻 ぐるの 點に 於て は 兄の 力 インと 少しも 異なる 所 あら ざり しも、 其 動 

,f に 至て は 二者の 間に 天地の 差が あった、 力 イン は 神の 忿恚を 除 けんがた めに、 恐怖の 心より 獻 げし 

そ.； * へ， 0。  んケし 

に對 して、 アベル は 祌の義 を 認め、 從 順の 心より 此 事を爲 した、 故に 「祌 その 祭 物に 就て 證し 給へ り」 

と ある、 之 を 嘉納し 給へ りとの 事で ある、 而 して 心に 祌を 憎みし 力 イン は 祌に義 とせられし アベル を 

も 憎み、 終に 彼 を 殺し たれば、 彼れ アベル は 死して 兮も猶 ほ 祌の義 と 犠牲の 義務と を唱 へて. y ますと 

の 事で ある。 

然し 乍ら、 アブ ラハ ム に 至て 犧牲は アベ ルの それよりも 遙 かに 高き 且つ 遙 かに 優れたる 形態 を 以て 

現 はれた、 アブ ラハ ムは アベルに 傚 ひ 其 信仰 を 犧牲を 以て 現 はしたり と雖 も、 而 かも 其 犠牲た るゃァ 

いちじる 

ベ ルの それよりも 遙 かに 貴き ものであった、 信仰 をす ベ ての 方面に 於て 著しく 發 揮した るァ ブラ ハ ム 

は 犠牲の 信仰に 於て 彼の 信仰の 頂上に 達した" 


十七、 信仰に 由り てァ ブラ ハ ムは 試みられし 時 イサク を獻 げたり。 

「信仰に. E りて」 然り、 信仰に 由ら すして 彼 は此事 を爲し 得なかった、 信仰に 由り たれば こそ 彼 

は此事 を爲し 得た ので ある、 若し 人の 思考 を 以てしたならば、 若し 常識に 由り て 利害得失 を考 へたな 

らば、 然り、 若し 單に 倫理 思想に 支配 せられて、 彼の 良心の 聲に耳 を 傾けたならば、 縱令ァ ブラ ハ ム 

と 雖も此 事 は 之 を爲し 得なかった に 相違ない、 信仰に 由り て、 然り、 信仰に 由り て 彼 は 人と して 爲す 

に 最も 難き 此事 を爲 したので ある。 

「試みられし 時」 彼の 信仰 を 試みられし 時、 其 果して 眞の 信仰なる や 否や、 彼 は 某して 己が 子よ 

り も 主なる 神 を 愛する や 否や を 試みられし 時、 彼れ アブ ラ ハ ムは此 信仰の 試驗に 落第せ すして 及第し 

たので ある、 祌は實 に 人の 信仰 を 試み 給 ふ、 是れ 彼が 人の 心.^ 識り給 はない からで はない、 人の 信仰 

を强 めんが 爲め である、 彼に 信仰の 試練 を 供して、 彼 を 更らに 高き 信仰に 導かん が爲 めで ある、 信仰 

の 試練で ある、 試 誘で はない、 惡魔は 信者 を 誘 ふに 反して 神 は 彼 を 練り 給 ふ、 神 は 終りまで 其 愛子 を 

試み 給 ひて 彼 をして 自己に 近づかし め 給 ふ。 

「イサク を默 げたり」 彼の 一 子 イサク を 獸 げたり、 獻げ 切りに 爲 せり、 prcsenGnochen,  liath  of- 

fered up、 過去完了 動詞で ある、 獻げ 了れ りとの 意で ある、 惜ます して 獻げ、 後に w び 我 有と して 認 

めざり しとの 意で ある、 ァ ブラ ハ ムは 神に 彼の 一 子 を 要求され て、 斷然意 を 決して (如何に 辛ら かり 

しょ n) 獻げ 切りに 彼を獻 げたり との 意で ある、 ァ ブラ 、ノ ム の イサクの 獻上は 半信半疑の 間に 行 はれ 

し行爲 ではなかった、 彼 は 其 時 其 處に彼 を 獻げて 了った ので ある。 

十七つ y き、 彼 は 喜んで 約束 を 受けし 者なる が、 其 一 子 を li げたり- 
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此横 牲を獻 げし 者 は 誰ぞ、 アブラハム である、 彼 は 百年 祈りて 約束の 者 を 得し 其 者を獻 げたので あ 

る、 卽ち其 一子 を獻 げたので ある、 世に 子に 優 さりて 貴き 物 はない、 然 かも 祈禱に 出り 老年に 至りて 

得し 子で ある、 然 かも 一 子で ある、 貴き が 上に も 貴き 者で ある、 金よりも、 銀よりも、 寶 玉よりも、 

全世界よりも、 然り、 我れ 自身よりも、 貴き 者で ある、 然 かも アブ ラ ハ ムは 神に 要求され て是れ を し- 

も 惜 ますして 獻 げたので ある、  如何なる 犠牲 ぞ、 如何なる 獻 身ぞ、 如何なる 信仰 ぞ、 人間が 獻げ 得る 

犧牲 にして 是れ 以上の 者 はない、 然 かも アブ ラハ ムは 信仰に 由り て 試みられし 時 之 をし も獸 げたので 

ある、 偉大なる かな、 信祖ァ ブラ ハ ム の 信仰"： 

十八、 此 子に 就て は 曾て 言 はれたり き 「雨の 裔は イサクに 由り て稱 へらるべし」 と。 

事 は 創世記 十七 章 十九 節、 同 二十 二 羊 十二 節の 記事に 循る、 アブラハム は 其 一子 イサク を獻 げたり 

と 云 ふ、 然し 彼に 猶ほ 他に 數 人の子が あった、 ハ ガルの 生みし イシマエル があった (同 十六 章 十五 節)、 

ケ トラの 生みし 五 人の子が あった 同 二十 五 章 一節)、 然し 乍ら、 イサク 一人が 約束の 子であった、 彼 

に 由て アブ ラ ハ ム の 裔は稱 へらる べしとの 事であった、 卽ち 選お はァ ブラ ハ ム の裔又 イサクの 裔と稱 

へらる べしとの 事であった、 空 天の 星の 如くに、 濱の 砂の 如くに、 繁殖すべき アブラハムの 子孫 はィ 

サクに 由ら すして は 生れざる べしとの 事であった、 此 約束の 籠りし 此 子であった、 而 して 此子を 獻 げ 

よとの 命令が 下った ので ある、 約束 Iffi き 乎、 命令 重き 乎、 約^と 命令と 其輕重 如何、 約 朿は廢 るべ か 

らす、 命令 は 拒む ベから す、 憐む べし アブラハム は 玆に祌 より 大 なる 謎 を 持 掛けられ たので ある、 彼 

は 如何にして 此謎を 解くべき 乎、 彼は此 時、 心に 思 ふたで あら ふ、 信仰の 生涯 は 難い かな、 信仰の 生 

涯に 入らす して、 斯 かる 問題に 遭遇す る ことなし、 世の 人は斯 かる 問題の ある こと を すら 知らない、 


； t は 無益に 人 を 苦しむ るに 非す や、 神 は 信者が 信仰 問題に 悶へ 苦しむ を 見て 喜び 給 ふに あらす や、 ァ 

プラハ ム は此時 ヨブと 共に 叫んで 曰 ふたで あら ふ 

我れ 生命 を 厭 ふ、 我 は 永く 生る こと を 願 はす、 我 を 拾監き 給へ、 我 日は氣 の 如くな り、 汝、 人 

を 如何なる^と 見て 朝 ごとに 彼 を 監視し、 時 わかす 之 を 試み 給 ふや 

と (約 fni 記 七 $ 十六 節 以下)、 祌に心 を めら る、 者 は 幸福であって 又 不幸で ある、 彼に 世人の 知らざる 

歡 喜が ある、 冋 時に 叉 世人の 知らざる 悲歎が ある、 信者が 解 釋に惱 む 問題 は 世人の 想像 以外で ある。 

十九、 彼れ 以爲 らく 祌は 死より 之 を 復活し 得べ しと。 

^は 解す るに 難く あつた、 然し 神 は 目 的な くして 此難 题をァ ブラ ハ ムに持 掛け 給 ふたので ない、 謎 

は 其 中に 大 なる 眞 现を藏 して 居った、 此の 謎 を 通う して アブ ラ ハ ムは大 なる 默 示に 接すべく あった、 

彼 は 復活の 眞 理を敎 へられつ k あつたの である、 ft に は 約束の 地 を 待 Slil んで 得す、 終生 流浪の 生涯 を 

縫け て 天に 京 城の 値へ ある を 知りし が 如くに、 今 は 又 鼓に 約^の 子 を獻げ よとの 解し 難き 命に 接して、 

役活の 3典 理を 示された ので ある、 「彼れ 以爲 く」 と、 彼 は 問題に 責められて， むな く此結 に 達した 

ので ある、 神の 默示は 外より 來ら すして 衷 より 生す、 祌は其 露理を 人の 思想と して 傅へ 給 ふ、 ァ ブラ 

ハ ムは 苦闘 煩悶の 極， 終に 此 結論に 達した ので ある。 

彼 は以爲 らく 祌は 死より 之 を 復活し 得べ しと。 

斯く解 釋 せす して 此謎は 解けなかった ので ある、 此解釋 に 出て 約 化と 命令と は 一致した ので ある、 ィ 

サクに 巾り て 選民 は 起るべし、 I だれ 約束で ある、 犧牲 として イサク を獻げ よ、 是れ 命令で ある、 而し 

て 約束 も 命 ベリ も 同一 の 神より 屮： たる 者で あれば、 其 問に 調和 一致がなくて はならない、 而 して 復活の 
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信仰に 於ての み此 調和 を 見る ことが 出來 るので ある、 贵ぃ 哉此發 見、 信仰 は斯 くの 如くに して 疲らる 

る 者で ある、 書 帝に り 書籍の 裡に 塊まりて 確ら る」 者で はない、 教師の 說敎を 聞いて 瘦ら る、 者で 

はない、 人生の 資際 問題に 遭遇して、 血と-;^ と を 以て 其 解釋を 求めて 終に 璲ら る. 1 者で ある、 「復活 

ひ. 0 どい 

の 信仰」、 ァ ブラ ハム は 其 一 子 イサク を獻 げて此 信仰 を權 た、 祌學 者に 就て ではない、 哲學書 を繙て 

ではない、 其 一子 を獻 ぐるの 辛ら き實驗 に. e て 人生 最大の 奥義なる 復活の 信仰に 達した ので ある、 貴 

ぃ哉忠 難、 貴い 哉 試練、 贵ぃ哉 試練 を經て 我に 臨む 犬なる 光明、 {是 に 使徒 ヤコ ブの 一一 m へる が 如し、 

？ 1 \ こゝ ろみ あ 

我が 兄弟よ、 若し 汝等各 様の 試練に 遇 はに 之 を 喜ぶべき 事と すべし 

と (維 各 書 一 章. 二 節)、 叉 使徒べ テ 0 の 一一 一一 口へ るが 如し、 

汝 等の 信仰 を 試みら る k 事 は 壌る 金の 火に 試みら る、 よりも 寶し 

こ、 ろみ  ふと 

と 〔彼 得 前書 一章 七 節)、 ァ ブラ ハ ムは 身を燒 かる、 よりも 辛ら き 信仰の 試绅： に 由り て 金よりも 寶き 復活 

の 信仰 を 確 得した ので ある U 

十九つ- 、き、 卽ち 死より 彼 を 受けし が 如くな りき。 

是れ 日本 譯 聖書 の 譯詞 で あ る 、 然し 原語 の 意義 を 通す るに 甚だ 不完全 で あ る 、 希臘語 の ru  parabom 

(英語の in  a Ivslhko は單に 日本語の 「如くな り」 を 以て 通す る こと は 出来ない、 パラ ブル は 幅 昔 

, 9  こと 15  1  9  9  9 

書に 在りて は 比喩と 譯 せられし 詞 である、 。ハラ ブル は 比喩で も あり、 亦 模型で も あり、 亦比擬 でも あ 

る、 同じ 希伯來 書の 九 章 九 節に 

此 幕屋 は當時 のために 設けられ たる 表 式な り 

と ある 其 「表 式」 と ある 詞が其 場合に 於け る パラ ブルの 譯詞 である、 卽ち喊 野に 設けられし 幕屋 は 神 


や  いと 5 よきと ころ  *  •  *  • 

殿の 至聖 所の 表 式 卽ち校 型な りしとの ことで ある、 而 して 第む 一章 十九 節の 此 場合に 於ても パ ラブ 

ル は 之に 類した る 意義に 於て 解釋 せられなければ ならない、 

卽 ち 表 式と して； 或 ひ は比擬 へて、 死より 彼 を 受けたり 

と、 然し 乍ら、 何の 表 式と して、 何に 比擬へ てァ ブラ 、ノ ム は イサク を 死より 受けた ので ある 乎、 是れ 

更らに 研究 を 要する 問題で ある、 玆に 「受けたり」 と ある は 「取 戻せり」 との 意で ある、 アブ ラハ ム 

は 或る 者の 表 式と して、 或 ひ は 或る 事に 比擬へ て イサク を 死より 取戾 したので ある。 

而 して 一一 一一 C ふまで もな くァ ブラ ハ ム は キリ ス トの 1^ 一式と して イサク を 死より 取戾 したので ある、 玆に 

.0 〇 0  0  C  0  0  C なを 0  0  0  i りら ど 

キリ ストの 復活に 擬ら へて イサク は アブラハム の 手に 取戾 された ので ある、 ァ ブラ ハ ム は 信仰に. mo 

て キリ スト 降 世 を 去る 一 一千 年 前に 其 子の 生還 を 以て キリ ストの 復活 を 示された ので ある、 其 事 は キリ 

ス トが ュ ダャ 人に 對 して アブ ラ ハ ム に 就て 誇せられ し 一一 K に. B て 我 明る 

汝 等の 先祖 アブラハム は 我 口  (ゆに 在る 日) を 見ん こ. と を jSi: び、 つ 之 を 見て 樂 しめり 

と (約 餘傳八 章 五十六 節 y 卽ち アブラハム は 彼れ がモ レアの に 其 一子 イサク を 神に 獻ォし 時に、 彼の 

ユ * ゑ  せい  >•<>>! 

裔 より 生まれ ST つべき キリストの 生と 死と 復活と に 就て 神より 默示を 受けた ので ある、 彼に 取りて は 

イサクの 生還 は キリストの 復活の 表 式であった、 共預 兆であった、 彼は此 最大の 權牲に 由り て 神が 終 

に 人類の ために 供へ 給 ふ 教大の 犠牲に 就て 示された ので ある。 

氺  * 

_ 人の 愛 は 神の愛の Is^ である、 人の 苦痛 は 神の 苦痛の 表 式で ある、 而 して 又 人の 犧牲は 神の 犧牲の 

表 式で ある、 ァ ブラ ハ ムは 試みられて 其 一 子 を 神に 獻げて 少しく 神の愛と 其 苦痛と 其犧牲 との 價储を 

アブラハムの 信仰  七〇 三 
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知る ことが 出來 た、 人生の 口 的 は 祌を識 るに ある. 而 して アブラハム は 長き 信仰の 生；^ に 由り て 他人 

よりも 深く 神 を識る ことが^ 來た、 情實 と. 絶ちて 故鄉 カル デャの ウル を 出て 神の 正義 を識る ことが 出 

來た、 長く 獨り靜 かに 神と 偕に 歩みて 神の 造り 營 める 基礎 ある 天の 京 城 を むこと が屮 Z 来た、 而 して 

最後に 其 一 子 イサク を 神に _獻げ て 神の愛、 卽ち 一 子 キリストの 犢牲に 就て 識る ことが 出来た、 斯くて 

ァ ブ ラ ハ ム の 場合に 於ても、 使徒 パ ゥ a の 一一 一一 口 ひしが 如くに 

祌の 義は顯 はれて 信仰より 信仰に 至れり 

であった (羅 書 一章 十七 節)、 百 七十 五 年に 涉 りし アブ ラ ハ ム の 生涯 は 信仰に 由り 光明より 光明に 向 ひ 

て 進む 恩 惠の生 鹿であった、 すべ て 信す る 者の 父た るの 特權 に與 かりし 彼れ アブ ラ ハ ム は 人の子の 中 

に 在りて 最も 幸福なる 者で ある。 

終りに 一 事 注意す べきが ある、 ァ ブラ ハ ムは 死より イサク を 取 房して び 我 子 を取戾 したので はな 

い、 彼 は旣に イサク を 默げて 了った ので ある (笫 十七 節」、 其 時 旣に彼 は イサクの 父た るの 權利を 放 紫 

IP はや  とり もど  0  0 

したので ある、 イサク は 最早 アブラハムの 子で はない ので ある、 故に 再び 之 を 取 戻し たれば とて 我 子 

を 我に 取戾 したので はない、 祭 物 は旣に 完全に 神に 獸 げられ. たので ある、 爾後の イサク は祌の 所屬で 

あって、 アブラハムの 所屬 ではない、 イサク を アブラハムに 還し 給 ひて 神 は 之 を 彼に 委ね 給 ふたので 

ある、 憐む べし アブラハム は 依然として 子な き 者であった、 然し 彼 は 己が 子 を 失って 「すべて 信す る 

者の 父」 となった、 一 人の子 を 失って 未來 永遠に 至る まで、 すべて 信す る 者の 父と なった。 

*  ホ 

鳴 呼 我父ァ ブラ ハ ムょ、 我 も 亦 恩惠に 由り 少しく 爾の心 を 識るを 得て 祌 にお 謝す" 


般 書簡 研究 


ャ コ ブ書、 ぺ テ 口 書、 ョハ ネ書 


ヤコ 、ブ 書 研究 

雅各 書の 研究 

緒 一一 IE 

雅各 書に 高遠なる 敎理 なく 深奥なる 哲理な し、 是れ 普通の 基督 敎道 德を說 くの 書に 過ぎす、 されば 

にや マルチン . ル— テル は 之 を 呼びて 「藁の 書」 と 云 ひ、 以て 此 書の 比較的 價値少 きを 表 はせ り、 然 

れ ども 本書 決して 無價 値なる 書に あらす、 玆に 敎理に 就いて 云 ふ 處^. ^だ齡 しと 雖も、 是れ 敎理を 充分 

に 信ぜる 人が 實践 の 道に ついて 述べた る ものにして、 此 書に 照して 吾人が 時 々 我 信仰 の 如何 を 反省す 

る 時 は、 此書 また 實に 生涯の 一大 支柱たら すん ば あらす、 信仰 は 行に あらす と 雖も行 は 信仰の 表顯な 

り、 「人 自ら 信仰 ありと 言 ひて 行なく ば 何の 益 あらん や、 その 信仰い かで 彼 を 救 ひ 得ん や」、 信仰と 

行と は 正に 相 比例す、 本書に 於て 我 行 を 反省す る は 卽ち我 信仰 を 反省す る ことなり、 雅各 書の 新約 聖 

II 日中に ある は 直に 此事 あるが ためなり。 

本書 記者の ャ コブは 或は 基督の 弟子なる ゼ ベ ダイの 子ャ コ プ とも 云 ひ、 或は ィ H ス の 兄弟なる ャ コ 

ブ とも 云 ふ、 一 ー說 ありて 決せ ざれ ども 余 は 前說に 多くの 取る ベ き 所 ある を 信ぜ すん ば あらす。 

雜各 書の S; 究  七 〇 七 
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第 一 堂 

( 一 し 祌 および 主ィ ヱ ス キリストの 僕 ヤコ ブ各處 に 散り 居る 十二の 支 派に 平安 を 問 ふ U 一，) 我が 兄；； よ 若しな 

んぢ ら樣々 の 試 誘に 遇 はに 之 を 喜ぶ べき 事と すべし (三) そは汝 等の 受 くる 信仰の 試練 は 汝等を し て 忍 耐を生 

ぜ しむる と 知れば なり 「四) 汝等 全く 且備 はりて 缺 くる 所な からん 爲に 忍耐 をして 全く 働かし めよ。 

「备 處」 は 世界 各國 なり、 「十一 一の 支 派」 は ユダヤ人の 十一 一の 支 派に して 「ユダヤ人」 と 云 ふに 等 

し、 「平安 を 問 ふ」 は r 歡客 を？ 1： ふ」 の 意に して 神の 恩惠に 浴して 得た る歡 喜の 狀態 如： S を 問 ふの 意 

なり、 人の 歡喜 如何 を 問 ふ は ヤコ ブ 自らが 歡喜 に充 たされ 居る 人なる を證 せり、 自ら 歡 喜の 經驗 なく 

して 人に 歡 喜の 狀態を 尊ぬ る もの は あるべ からす、 ャ コ ブは 峻厳なる 道 德を說 くと 雖も只 冷酷に 信者 

の 缺點を 指摘す る ものに あらす、 自ら 歡 喜に 充 たされて 人の 歡甚を 問 ふ、 劈頭第  一 iyづ^s情の豐なる 

を 見る (第 一 節)。 

「試 誘」 は 艱難な り、 迫害な り、 我 有する 唯一 の 信仰 を 保持す るが ために、 棄 てざる がた めに 世よ 

り受 くる 艱難と 迫害 を 指して 云 ふ、 先づ E く 「汝等 種々 の 迫害に 遇 ひ 艱難に 陷 らば 之 を 喜ぶべき こと 

とせよ」 と (第二 節 〕o 

3： が 故に 喜ぶべき こと k すべき、 ヤコ ブは 第三 節 第 四 節に 於て 其 理由 を說明 せんとす。 

r 汝 等の 受 くる 迫害 は汝 等に 忍耐 を 生ぜし む」 と、 迫- W 艱難 は 自ら 逃れん と 努めて 逃れ 得べき もの 

にあら す、 之 を 全く 神に 任せ 奉りて 神が 取り去り 給 ふまで 靜に俟 つべ し、 迫害 や 其來る 時實に 大敵の 

如し、 我れ 我 力 を 以て 之に 當 らんと す、 あ、；：！！ き 人の子よ、 汝其微^：ぉなるカを以てぃかなれば迫害の 

大敵に 當り 得べ しとす る や、 我 力 を 以て 此 勁敵に 當るは 全く 無效 なり、 只 凡て 之 を 主 エホバに 任せ 寧 


りて 神 自ら 代りて 此敵を 挫き 給 ふまで 忍びて 俟っ べし、 * 督敎的 忍耐と は 只の 忍耐に あらす、 祌に 任- 

せ 奉り て 匕れ を ふし 靜 に 忍び て 結 roi^ を俟 つべき こと を 云 ふなり、 是れ 無抵抗 の 如くに して 寳は 最大 

抵抗な り、 何と なれば 全能なる 神が； 1^ き 己に 代って 抵抗し 給 ふこと なれば なり (笫三 節、。 

迫害の 大敵 も 我れ 神に 任せ 奉れば 神 之 を ti き 給 ふ、 思 はざる の 時、 知らざる の 時、 計らざる の 時、 

艱難 は 主の 手に より 全く 取り去られて 陰 雲 今 は 跡を牧 めて 我 は W び a 日の 光明に 浴し 歡 喜し 報 躍し 而 

して 主 を 讚美して 「讚むべき かな」 と 云 ふ、 此時眞 に 神の せ 在 を 悟り、 此時眞 に 神の 恩惠を 知り、 此 

時眞に 神の 深 愛 を 感じ、 此時眞 に 神の 智識 を 解す、 眞の 信仰 は此 時に 得るな り、 此經驗 なくして は聖 

窨に關 する 智識の 山積 も 亦 W 等の 用 をな さ、 ^ るな り (笫三 節〕。 

而 して 前述の 如き 某 督敎的 忍耐 をして 全く 働かし めば —迫害 艱難 に會 したる 時 己れ 之に 當ら すして 

主に 凡て 任せ 奉り、 辛ら さ を： ^へて 俟ち 居らば— 「全く は 備 りて 缺 くる處 なきもの」 となる を 得べ し。. 

世に 全く 且備 はりて 缺 くる 處 なきもの となる 方法 は 他に あるな し、 此 理想的 完全の 域に 入らん とする 

至難の 事業 は 只 迫害に 會し 艱難に 陷り而 して 基督教 的 忍耐 を 全く 働かし め 以て 露 正の 信仰に 人る こと 

に 依ての み 成熟 せらる、 を 得べ し、 迫害！ 其 外貌の 如何に 残虐なる よ、 其 威力の 如何に 狂 盛なる よ. 

汝 は古來 幾多 敬虔の 人士 を 苦め、 幾多 熱誠の 信者 を 殺しぬ、 齢 高き 森嚴高 越の 預言者 も、 齢 低く 心^ 

き 花 額の 少女 等 も 亦 多く 汝 のために 共 赤き 血 を 出したり き、 其殘虐其橫„《.^汝の外觀は實に惡魔の形扣 

を 傭へ 居れり、 され ど 迫害の 來る と共に 恩 惠は來 るな り、 迫害の 來る、 是れ 全く 且備 はりて 缺 くる 所 

たきもの とならん がた めの 好機な り、 ！ 4；! れ眞に 神 愛 を 感じ 眞に神 を 信す るの 好機な り、 あ、 歡迎 すべ 

きかな 迫 t:、 來れ、 是れ實 に 大恩 惠の 下らん とする 時な り、 感謝す 神よ、 迫害 を 下し 給 ふ 神よ、 爾が 

sJl 各 « の W 究  七 0 九 
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恩惠を 下さん がた めに 先づ 迫害 を 下し 給 ふこと を (第 四 節し。 

〃くの 如くなる が 故に 吾等 樣々 の 試 誘に 遇 は ^ 之 を 喜ぶ ベ きこと とすべき なり (第二 節)。 . 

(五) 汝 等の 中 もし 智慧 足らざる もの あらば 彼 をし て 夫の 惜 むこと なく 咎 むる ことなくして 衆人に 予 ふる 神に 

求めし めよ、 然 らば 予 へられん (六) され ど 疑 ふこと なく 信じて 之 を 求むべし、 疑 ふ もの は 風に 撼 されて 翻へ 

る 海浪の 如し (七) 斯の 如き 人 は 主より 何物 をも受 くると 想 ふ 勿れ (八) 斯の 如き 人は貳 心に して 其 行 ふ 所の 

事す ベて 定準 なし。 

「智慧」 と は 所謂 知識、 所謂 智慧に あらす、 祌に關 する 知識 及祌を 信す る 者が 世に 處 する 道の 智慧. 

を 指すな り、 祌の 道に 關 する 知識 は 神に 求む る ことに 依て 得らる k なり、 我 理性に 訴 へての み 之 を 信 

する 能 はす、 我 知識 我 感情に 依ての み 知る こと 能 はす、 只 だ祌に 求め 直に 神に 予 へられて 知る こと を- 

噚 ベく 信す る こと を 得べ し、 信仰 は 人の 作りし ものに あらす、 全く 神より 予 へられた る ものな り、 而 

して 之 を祌に 求めば、 彼は惜 むこと なく 咎 むる ことなくして 予 へ 給 ふなり (笫 五節 )o 

基督 信徒が 世に 處 する 上に 要する 智慧 も 亦 祌に敎 へられて 得る ものな り、 人生に 處 する 道 は 誰 人 と- 

^も 容易なら すと 雖 ども 基督 信徒 は 殊に  此 道の  容易なら ざる  を感 す、  一 事 一 物 如何に せんかと 思 ひ 惑 

ふこと あり、 信仰な き 人に 對 する 上に 一 極の 闲 難 あり、 俗世 俗人の 間に 居して 正しき 信者の 道 を 踏み 

犬に 神の 榮光を 表す 要 あり、 種々 樣々 の 疑惑 困難が 日常生活に 起り 此に處 する 明かなる 智慧、 疑惑に 

對 する 正しき 解決 を 要する こと 甚だ 多し、 而 して 此時 我等 は 只 神に 求めての み予 へらる」 なり、 而し 

て 神に 求む る は 祈禱に 依て なすな り (第五 節)。 

惜 みて 之 を 予へ予 へ て 後 其 人の 行に 依て 之 を 咎め 批難す る は 世の 習な り、 然るに 神は惜 むこと なく 


して 吾等に 知識 を 賜 ひ、 而 して 予へ て後に-^|11等を咎め給ふことなし(第五節)0 

祌に 求めて 得ざる は 其 求む る 所が 右二 様の 知： n 藤に あらす して 他の物なる を 以てな り、 或は 健 i^、 或 

は 金錢、 或は 學識 を祌に 求む、 是れ 誤れる にあら すと 雖も必 す 予へ給 ふ ものに あらす、 只 神に 關 する 

知識と 信者が 世 に 處す る 智慧と は 信じて 求めば 必す予 へ 給 ふ 所の も のな り (第五 節 )o 

此 二の 智慧 を 求む る 時、 吾人 は 祌必す 我 願 を 聞き入れ 給 ふと 信じて 求むべし、 金錢ゃ 健康 ゃ是 れ祌 

の 必す予 へ 給 ふ ものに あらす、 され ど此ー 一種の 智慧 こそ は 求む る ものに は 必す予 へ 給 ふ 所な り、 吾等. 

凡て かく 信じて 求むべし、 疑 ひて 求む る もの は 「風に 撼 されて 飜 へる 海浪の 如し、 斯の 如き 人 は 主よ 

り 何者 をも受 くると 想 ふ 勿れ、 斯の 如き 人は贰 心に して 其 行ふ處 のこと 凡てお 準な し」、 此 二の 智碧" 

を 神が 求む る 者に は 必す予 ふこと を 信ぜざる 者 は 是れ卽 ち _ ^心の 人に して、 半 信 半從、 半ば 祌を； in じ 

半ば 己 を 信じ、 半ば 靈を 信じ 半ば 肉 を 信じ、 半ば 來世を 信じ 半ば 現世 を 信す、 かくの 如き 人に は 主 は 

何物 を も 與へ給 はざる なり、 而 して 其 爲す所 は 或は 靈 につく が 如く 肉に つくが 如く 確 \ ^たる 目標な き 

が 故に 確乎たる 定準 なし、 ばハ に 主 を 信す るの 人に あらざる なり (第 六， 七， 八 節 )o 

(十九) 是 故に 我 愛する 兄弟よ 入お のく 聽く事 を 速 かにし 語る こと を徐 くし 怒る こと を徐 くすべし a 一十〕 

そ は 人の 怒 は 祌の義 を 行 ふこと をせ ざれば 也 (二十 一) されば 諸々 の 汚綠と 多くの 邪惡と をす て 却て 柔和 を以 

て 汝等そ の 心 に植- -られ たる 所の 靈魂を 救 ひ 得る 道を受 くべ し (二十 二) 汝等道 を 行 ふ もの となる ベ し 唯 之 を 

聞く のみに て 自己 を 欺く ものと なる 勿れ a 一十三) それ 道 を 聞く のみに て 之 を 行 はざる もの は 鏡に 向 ひて 本來 

の 面 をみ る 人に 似たり (二十 四) かれ 己 を 照し 視て 走り 後 直に 其 如何なる 相貌な りし か を 忘る (二十 五) され 

ば 自由なる 全き 律法 を 切々 に觀て 離れざる 者 は 是れ功 を 行 ふ 者に して 聞て 忘る k 者に 非ず 此人其 行 ふ 所に 於て 
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祝福 を 受けん (一 一十 六) 汝 等の 中 誰か 若し 自ら 神に 事 ふる 者と 思 ひて 其 舌に 轡を つけず.； H ら其心 を 欺かば 其 一. tr 

ふこと は 徒 なり (二十 七) 神なる 父の 前に 潔くして！！ なく 事 ふること は 孤兒と 寡婦 を 其 患難の 中に 眷穎ひ 又. 

自ら 守りて 世に 汚れざる 是 なり。 

前段よりの 順序と して ヤコ ブは 兹に實 行の ffll ん すべき 所以 を說 かんとす、 而 して 先づ 曰く 「；^|2るこ- 

と 少な かれ」 と、 蓋し 語る こと は 吾人の 道德 上、 從て 信仰 上に 犬なる 影響を及ぼす を 以て 也、 多言 實 

に危險 なり、 多言の 結 rai^ は往々 にして 吾人の 道德を 傷け 靈性を 害す、 故に 彼 は 劈頭 第一 先 づ之を 戒め 

ん とす (第 十九 節 )o 

世人 は 曰く 「宜しく 霧 言なる べし 是れ處 世の 上の 一 大要 件な り」 と、 是 れ露现 ならざる にあら す、 

然れ ども 基督 敎的 信念 の 立場に ありて は 更に 深き 潘 由に 依らざる ベ か らす、 其 理由の 第一 は 多言 なれ 

ば 罪 を 犯し 易き ことなり、 多く 語る 中には 自ら 偽善の ず 葉屮 I で 誹謗の 言辭起 る、 或は 人 を議し 或は 我 

を 誇る、 是 れ陷ら ざらん と 欲して 而も 知らす （-陷 る 所の 罪な り、 あ \ 舌 を 制 する ことの 如何に 難 

い 哉、 されば 自らなる 罪に 陷る こと を 避 けんがため 吾人 はま づ 多言せ ざる こと を勉 むべ き 也。 其 理由 

の 第一 一は 多言 なれば 勢 ひ 人に 誤 i_ い を 傳へ從 て 人 を 誤り 易き こと 也、 吾れ 殊更に 人に 誤り を傳 へんと す 

るに あらす、 去りながら、 多く 語る 中には 言語の 勢に 驅られ 我 注意の 缺乏 により 自ら 人に 誤 を傳へ て 

爲に人 を 害する に 至るべし、 己れ 罪 を すの みに 止まらす して 更に 人 を も 誤らん とす、 怖るべき かな 

多 一一 R の 弊 や。 其现 由の 第三 は 力の 蓄積の ためなり、 吾人 は 時に 犬に 語らざる ベから ざる こと あり (平 

生 の 場合に あ らす )、 されば 此 時の 用意と し て 平生 沈默 を 守 りて 獨り靜 に 言語 の 港 勢力 を 養ふ耍 あ り 、 

fB 語に は 必す我 精.！； の 努力 伴 ふ、 平生 多 <ー3 なれば 我 精神の 力 は 絶えす 消散し つ X あり、 されば 常 は 沈 


if" を 守りて 精力 を 充分 心 裏に 貯へ なば 時あって 我 思想 を發 表する に當 りて や 力 ある 一一 一一 et 人 を 動かす の 

辭 自ら 口 をつ いて ST つべ し。 其 理由の 第 g: は是れ 眞理を 獲得す るの 方法なる を 4\ ^か、 E 心 想 は 財産の 

如し、 ；^^iれば消失す、 眞现 また 心に 熟さす して 慢 りに 之を發 表せん か、 我 は 露に 成熟せ る 眞理を 形成 

する こと 能 はざる べし、 眞现を 得ん とする もの は 「聽 くこと を 速 かにして 語る こと を徐 くすべき」 な 

り お h 九 節)。 

多； なれば 巾に 自ら 怒の 情の 侵入す る を 免れす、 多言 の 中 知らす/ \ 人 について 惡を 語り 從て 怒の 

情 を 起す に 至る、 怒 は 多言に 依て 誘起 せらる、 こと 多し、 されば ャ コブは 多言 を戒 むる ことに 連關し 

て 怒に つい て訓 ふる 所 あるな り"， S 十九 節、。 

怒 或は 悲憤な り、 慷慨な り、 激越の 叫びな り、 奔放の 辭 なり、 世に 之 を 以て 神の 道 を 行 ひ へしと 

K ふるもの あり、 滔々 鼓 を 鳴らして 世の 罪惡を 貴め 悲憤 激越の 辭を 吐いて 人の 睡眠 を醒 し、 かくして 

神の 義を行 はんとす と 云 ふ、 然れ ども ヤコ ブは云 ふ斯の 如き は 以て 祌の義 を 行 ふ (完成す る) に 足ら 

ざる もの ：a、 祌の 義を完 うせんと する か、 五い 人 は溫言 以て 世に 臨まざる ベから す、 溫情 以て 人に 接せ 

ざ る ベ からす、 秋 烈ョは 以て 神の ^業 に (；《 るに 足 らす、 只 騎 蕩 たる 風の み 世に 道 を 布く に 足る ベ 

しと (第二 十 節 )0 

且つ や 怒 は 其 多く の 場合に 於て 私憤な り、 穀愤な る もの 無き にあ ら すと 雖も之 は 極て 稀なる 場合な 

り、 私憤 爭 でか 神の 雜を行 ふこと を 得ん や r 第二 十 節〕 

戰 (中 も 亦 My れ 怒の ー發 動な り、 古來義 戰と稱 する もの あり、 戰爭に 依て 神の 菝を行 はんと 志して 起 

りし もの あり、 ワシントンの 米 國獨立 戰爭の 如き、 リン コ ルンの 奴隸 魔止戰 ハサの 如き 是れ なり、 然れ 
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ども 深く 史を 知る もの は 吾人に 吿 ぐるに 此 等の 所謂 義戰が 祌の道 を 行 ふこと に 於て 豫 期の 成功 を 得 ざ. 

りし こと を 以てす (第二 十 節 )0 

「汚 碳」 と は 凡ての 罪 を 云 ふ、 玆 にて は 前の 關係上 重に 怒の 罪 を 指す、 「邪 惡」 は 重に 憎 惡を云 ふ， 

「多くの」 は 「溢る、」 の 意な り、 心中に 溢る k を 云 ふ、 曰く 右に 云へ るが 如くなる が 故に 吾人 は 怒 

を棄て k 柔和 溫情を 以て 神の 道を受 くべ しと、 夫れ、 悲憤 條慨 して 事 をな す や 其 勢 ひ =^1 だ 猛烈なる を 

以て 思へ らく 是れ以 て 大事 を 完成す る を 得べ しと、 其 柔和 溫情を 以て 事に 當 る や 其 力 荼だ弱 きが 如き 

を 以て 思へ らく 以て 大事 を爲 すに 足らす と、 而も 其 結 5^ は 之に 反し 柔和 は 却て 神の 義を行 ひ 悲憤 は 一 

も 爲す所 あらざる 也、 神の 道 を 行 はんとす る 時、 吾人 は 急 言 危語を 禁じ、 柔和 離 情 を 以て 徐々 として- 

我 精を盡 すべきな り (第一 一十一 節〕。 

道を聽 くや 之 を 正たり とす、 而も 後、 自ら 其 道 を 施し 若く は 行 はざる 時 は 我と 我 行 を 辯 解して 我に 

過ちな しとな す、 强 かて 過な しと 信ぜん とす、 是れ 自ら 欺く ものに あらす して 何ぞ (第二 十二 節.： >o 

鏡に 向 ひて 我 面 を 見る、 而 して 其 面に 缺點 ある を 知る、 而も 去りて 後 之 を 忘れ、 自ら 思 ふらく、 我 

は 美な り 我 容貌 は 完全な りと、 敎を きて 之 を 行 はざる もの も 亦斯の 如き か、 朝に 敎を聽 きて 我 行に 

多く の 缺點ぁ る を 知る、 而も 夕に 之 を 忘れて 思 ふらく 我 行 は 完全な りと、 あ、 世の 聽 いて 行 はざる も 

のよ * 汝等： r そかの 我 面の 美に 誇る 世の 紛々 たる 輕 薄の 徒輩と 相似た る ことの 甚 しき や (第二 十三、 二 

十四 節)。 

敎を聽 いて 忘れざる もの は 此敎を 行 ふ ものな り、 敎を行 ひつ K 進まん か、 其敎は 益々 我心に 明と な 

り 決して 之 を 忘る、 ことな かるべし、 敎を 忘る、 は 之を實 際に 行 はんとせ すして 只 r 聽き 放し」 にす 


るが 故な り、 眞 理は實 験の 證明を 得て 始て 我に 對 して 確實 となり 且生 命と なる に 至る、 眞现の 貴き は 

之を實 際に 行ひ實 驗に徴 して 其 確實な る こと を 知り 得べき を 以て 也、 敎を聽 きたる 者 は先づ 之 を 行 

せざる ベ か らす、 眞现 を 其 至醇な る 形に 於 て 得ん とする 者 は 先 づ敎の 實 行者たら ざる ベ か らす (笫ニ 十 

五節 前 牛)。 

敎を實 行せ よ、 敎を實 行せ よ、 敎を實 行す る ものが 眞に祌 の 祝福 を享 くる ものな り (i* 二十 五節 後牛ソ 0. 

祈禱、 讚美、 儀式 を 以て 神に 事へ、 而 して 「自ら 神に 事 ふる 者と 思」 ふ、 然れ ども 信仰 は 儀式に 在 

ら すして 精神に あり、 其 一一 一一 c ふ處 にして 人を棄 し、 其 心に して 自ら を 欺かば 神に 事 へ りと m 心 へ る 干- KZ の 

儀式 も 要するに これ 徒ら なる のみ (第二 十六 節〕。 

然 らば 「神なる 父の 前に 潔くして 機た く 事 ふること」 卽ち眞 正なる 禮拜の 儀式 は 何ぞ、 かの 祈禱讚 

美 等の 儀式に 其 カを盡 すと も 其 言 ふ處行 ふ處に 於て 多く 誤れる が 如き は 以て 神の 前に 爲 正に 第へ たり 

，こ 云 ふべ からす、 眞 正の 儀式と は 他な し、 孤兒と 寡婦と を其忠 難の 中に 眷 ふこと なり、 勿論 慈善 其 

ものが 信仰に は あらす、 道 まと 宗教と は 大に異 り、 信仰と は內 心に 基督 を 信す る ことなり、 さ.；： ども 

內 部の 信仰 は 何 かの 形式 を 以て 外部に 願 はれざる 能 はす、 禮拜の 式と は卽ち 此.？ ： 心なる 信仰の 外的 

發現 なり、 而 して 共 儀式の 最も 露 を 得た る もの は 慈善の 如き 博愛の 如き 祌に對 する 感謝の念 を 以て 行 

はれた る 愛の 實 行なり と 云 ふべき なり (i せ 一十 七 節)。 

第 二 章  , 

( 一 ) わが 兄弟よ 汝等榮 の 主なる 我等の 主 イエ ス キリストの 信仰の 道 を 守らん に は 人 を 偏視る こと 勿れ (二) 

もし 入金 環 を はめ 美しき 衣服 を 着て 汝 等の 會 堂に 来り 又 贫き人 汚れた る 衣服 を 着て 來 らんに (三」 汝等 美し キ r 
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衣服 を 着た る 人 を 顧て 汝 この、 榮. S に 坐れ と 曰 ひ 又 貧者に 汝彼處 に 立てと いひ 或は 足の 下に 坐れ と 曰 はに 

- S 汝 等は务 人の 中 區別を 立て また 惡念を 以て 人 を 分つ ものに あらず や (五) 我が 愛する 兄弟よ 聽け 神は斯 

^ の 貧者 を 選び て 信仰に 富ま せ 己 を 愛する もの に 約束し 給 ひ し 所の 國を嗣 ぐべ きも の と なら しめ 給 ふ にあら す 

や、 然るに 汝等贫 者 を たり (六) 汝等を 凌 虐げ 又 裁判所に 曳 くもの は 富者に あらず や (七) 彼等 は汝 等が 

稱 へらる 所の 美名 を 汚す ものに あらず や (八) 汝等 もし 聖書に 載す る 所の 己の 如く 汝の隣 を 愛すべ しと 云る 

貴キ SSid 守らば 其 行 ふ 所 善し (九) され ど 若し 人 を 偏視る こと をせば 是れ罪 を 行 ふなり 律法 汝等を 定め て 罪人 

とせん f 十) 人 律法 を 悉く 守る とも 若し 其 一 に^かば これす ベ て を 犯すな り (+' 一 ) それ 姦淫す るな かれと 言 

へる 者 又 殺す こと 勿れと 言へば 汝等 姦淫せ ずと も 若し 殺す こと をせば 律法 を 犯す ものと なる 也 (十二) 汝等語 

る こと 行 ふこと 自由の 律法に-照りて 輪 を 受けん とする 者の 如くすべし 「十三) 憐 むこと をせ ざる 者は賴 かる k 

時 また 憐 まる k こと 無 からん 矜恤は 鞠に 勝つな り" 

本章の 敎は 普通の 道徳と 異なる 所な きが 如し、 全 體の主 服 は 人 を偏視 する こと 勿れと 云 ふこと なり" 

恰も.：^ I 通 道德の 如し、 然り其 外觀に 於て 之 を 見る、 全く 普通の 道德 的敎訓 なり、 去りながら 普通 道德 

と 基督 敎道德 と は 共 根抵に 於て は 全く 異り、 從て其 動機に 於て は 全く 異なり、 其 動楼を 地に 於て 求む- 

是れ齊 通 道徳な り、 其 動機 を 天に 於て 求む、 是れ 基督 敎道德 なり、 此 點に羞 目せ すして は眞に 聖經を 

解す る こと 能 はざる なり。 

ャ コ ゾ の此 言に 依て 見れば 初代の 敎 <^旣 に 貧富 を 分ち て偏視 する の 風 ありし が 如し、 此偏視 是れ赏 

に敎會 腐收の もとな り、 富者 敎會に 重んぜられて 貧者 敎會 に賤 めら る、 敎會と 俗世と 何の 別 か ある 

かくて は 敎會の 墮 落し て 現實の 界と其 伍 を 等う す るに 至る こと^に 现の 當 に 然 る 〕.i にあら す や。 


「榮の 主」 の 榮は此 世の 榮を云 ふに あらす 一大 國の榮 を 云 ふなり、 我等 は 天 國の榮 の 主なる ィ H スキ 

リスト を 仰ぎ 其 信仰の 道 を 守らん とす、 我 身 は 来 だ 地上に ありと 雖も我 靈は旣 に天國 にあり、 ！3 視是 

れ 現世に ある 所、 天國に 之な し、 我等 天國の 1： にして 現世に 屬 ける 人の 如くに 偏 視を敢 てな す、 是れ 

ほら 天國の 市民た るの 特權を 放棄す る もの 敢て 我と 我 身を賤 くす る ものに あらす や (第 一 節)。 

此 世に ありて 天國的 生涯 を 送らん とする もの は 自ら 貧富の 懸隔 を 立てざる なり、 是れ 我黨の 平等 論 

たり、 世に 自由 平等 を 標榜して 人 を 偏視せ ざらん とする もの あり、 或は 階級の 差別 を 打破 せんとす る 

もの あり、 自由 平等 是れ實 に 大義な り、 Ifi;! 人 之 を 貴ばざる にあら す.. 只 吾人の 平等 觀は共 動機に 於て 

之と 異なる もの あり、 五：！ 人の 平等 觀は其 根抵を 天に 置け り、 天 國のー 蟹 は 我 をして 自らん を偏視 する 

こと 勿ら しむ、 我れ 神 を 信じた るの 時、 人爲 の； Sf だ^ゃ 人界の 階級 や 貧富の 懸隔 や 霧の 消 ゆるが 如く 其 

跡を牧 めて 世界 は 平等 一 如と して 玆にー の； 別 相 を 見ざる に 至るな り (第一 節 )o 

かくの 如くなる に汝 等は會 堂の 中に 貧者 を賤め 富者 を 貴む、 何が 故に かく 偏視の 惡を敢 てた す や、 

汝等其 告，： n する 信仰と 其實 行す る 道義と 如何 なれば 然く 相反す る やと (第二、 三. 四、 五節)。 

富者と は是れ 却て 汝等を 虐待す る 者に あらす や、 汝 等が 稱 へらる K 所の 美名 を 汚す もの、 卽ち 基督 

信徒 を 迫害し 蔑視す る もの は 世の 富 人に あらす や、 勿論 富者の 中に 基督教の 味方 あり 貧者の 屮に 基？ * 

敎の敞 ありと 雖も、 概して 之 を 一一 iin は £m 人 階級 は 宗敎 の 敵に して 貧 人 階級 は 宗敎の 味方， り、 然るに 

汝等 かくの 如き 富者 を 尊 直す る は 何故 ぞ、 是れ 寧ろ 常識の 了解に 苦む 所なら す やと (笫 六. 七 節.)。 

視、 これ 大罪な り、 貧富の 問に 懸隔 を 立つ る は禍の 源な り、 よ 多くの 敎 會が此 「^^」 あるが 

爲に 如何に 墮 落し 腐敗し 多くの 禍を 起した るか を a め 八， 九 節〕。 

各 # の W 究  .V 一七 


一 投書 lEW 究  七 一八 

律法の 一 を 犯せば 是れ 凡て を 犯した ると 同様な り、 他 は 凡て 完全に 守る とも 只 一 の 罪 を 常に 犯せば 

兹に 全品 性の 低落 を 来し 道心 落ち 人格 降り 罪に 馴れて 他の 罪 を 犯す に 至る、 一 の 罪の 我に 残れる は實 

に；^ の 源な り、 千 丈の 堤 も 蟥瞜の 一穴より 崩 壌す るが 如く 一  の 罪 は 引いて 凡ての 罪 を 犯さし むる に 至 

る、 ャ コブ に此言 ある 眞に異 むに 足らざる なり (笫十 節い。 

されば 一 の 偏 視の罪 あらん か、 譬へ 凡ての 他の 律法 を 完全に 行 ふと も是れ 凡ての 罪 を 犯した ると 同 

樣 なり (第 十 節し。 

誠に 右の 如くなる は是れ 元来 基督 敎が 吾人の 罪の 根源 を 取り去る ものなる を 以てな り、 吾人 は 罪の 

根源 を 取り去られて 罪 を 犯さ ぐ る やうになる こと を 祈る ベ きなり (第 十、 十 一 節)。 

「自由の 律法」 と は ヤコ ブの 慣用語に て 「完全なる 律法」 と 云 ふ 意たり、 而 して 完全なる 律法 は 世 

め寬大 なる 律法に あらす して 其 一 を 犯せば 他の 凡て を 犯した ると 等しくな るが 如き 律法 を 云 ふなり、 

而 して 斯の 如き 完全なる 而 して 又 峻嚴 なる 律法に 依て 吾人 は 鞫を受 くる ものなる こと を 常に 心に 留む 

べきな りと (第 十二 節.、。 

(十四) わが 兄弟よ 人 自ら 111, 卬 ありと 言 ひて 若し 行なく ば 何の 益 あらん や、 その 信仰い かで 彼 を 救 ひ 得ん や 

(十五〕 もし 兄弟 或は iii にて 日用の 糧に乏 からん に (十六) 汝 等の 中 或 人 之に 曰 ひて 安然に して 行け 願 

く は 汝"/ ,1 皿、 かにして 飽 くこと を 得よ と、 而 して 其 身體に 無くて ならぬ 物 を 之に 予 へずば 何の 益 あらん や (十七) 

此の 如く 信仰 もし 行 を 兼ねざる とき は 乃ち 死ぬ るな り (十八) 或 人 曰 はん 汝 信仰 あり 我れ 行 あり 請 ふ 汝が行 を 

兼ねざる 信仰 を 我に 示せ 我 は 我 行に 由り て 我 信仰 を汝に 示さん と (： 十九) 汝祌は 唯一な りと 信ず、 かく 信ずる 

善し、 悪魔 も 亦 信じて 駅の 傑け り (二十〕 あ k 愚なる 人よ、 行なき 信仰の 死ぬ る こと を汝 知らん と 欲 ふや 二 一 


十一 ) 我等の 先祖 アブ ラ ハ ム その子 イサク を 壇の 上に 獻げ て義 とせられ たる は 行に 由る にあらず や (二十 二) 

その 信仰、 行と 共に t- き 且つ 行に 由り て 信仰 全備 を 得た る を汝兑 るべ し ニー 十三〕 これ 聖書に 記して アブ ラハ 

ム神を 信ず 其の 信仰 を義 とせられ たりと 有る に應 へり、 彼 また 祌の 友と 稱 ばれたり (二十 四) 汝等 人の 義 とせ 

らる、 は 信仰に のみ 由る にあらず 又 行に 由る こと を 知る なるべし (一 一十 五〕 また 妓婦ラ ハブ 使者 をう けこれ を 

外の 道より 去らし めて 義 とせられ たる は 行に 由る にあらず や ( 一 一十 六) 身 もし 靈魂 はな るれば 死ぬ る ごとく 信 

仰 も 行 はな るれば 死ぬ るな り。 

十 il 節に ある 「その 信仰」 は 「か k る 信仰」 とすべし、 卽ち行 を ねざる 信仰 を 指す、 眞の 信仰 は 

勿論 行 を 兼ねた る ものな り、 信仰と 云へば 其屮に 自ら 行の 意を存 するな り、 されば 行た き 信仰と は 未 

だ 行の 實を 結ばざる 狀 態に 在る 信仰に して 眞の 信仰に あらす、 之 を虛の 信仰と や 云 はん、 空の 信仰と 

や 名 づけん。 故に ヤコ ブは 曰く か、 る 信仰 は 無 〔钕 たり、 以て 我 靈を救 ふに 足らす と (第 十四 節〕。 

例 を 掲げて 之を說 かんか、 今玆に 慈善 をな さんと する もの ありと せよ、 此者 もし 口に 慈善ら しき 言 

を發 する も事實 の 上に 之 を なさす ば 毫釐 も 慈善 の 實を擧 げざるな り。 衣食に いお せる 者に 向って 「溫か 

にして 飽 くこと を 得よ」 と 云 ふ、 言 や 誠に 美な り、 然 りと 雖も M 物 を も 之に 與 へす ばぁヒ 遂に 何等の 

益 か是れ あらん や、 只 空なる のみ 只虛 なる のみ. 是れ言 徒らに 美に して 行少も 之に 副 はざる なり。 行 

なき 信仰 も 亦 正に 斯の 如し、 口 を 開けば 卽ち 口 く 我に 信 ありと、 自己 を 顧みて 思へ らく 我に 信 ありと 

Ira も 行の 之に 伴 ふ ものな くんば 其 有する 所の 「信仰」 も 亦 何の 益 か あらん。 

第 十五、 十六 節 は 人往々 にして 之 を 誤りて 慈善 を獎勵 せし 言と なす。 され ども 實は 然ら す、 慈善の 

こと を 例に とり 來 りて 信仰の 眞實相 を 表明せ し 言な り (第 十五. 十六 節〕。 

fJ5 各 書の 研究  七 一九 


一般 番簡 研究  七 二 〇 

ヤコ ブの云 ふ 所ゃ适 に斯の 如し。 而も 我等の 行 や 常に 低く して 我现 想に 伴 はす >  中に 顧み て^に 恥 

づる所 あり C 雅各書 全 五-; IT 十 は 是れ寇 に我惰 心に 撲っ 鞭た らんな り (第 十五、 十六 節 )o 

されば 我 倍 を 人に 示さん にも、 人の 信 を 我れ 知らん にも 其 行— 信仰の 結 3i< として 表 はる もの、 信仰 

の體 現せられ たる もの— に 依る の 外な きなり" t お 十八 節〕。 

祌は 唯一な りと 信す、 之 を 唯 一神論と 云 ふ、 M; 化れ 哲學的 基礎に 立つ ものにして 智的 信仰と 云 ふべき 

なり。 我 全 性が 神 を 知りし にあら す、 只 我 智が祌 は 唯一な りと 知りし のみ。 此智的 信仰 是れ實 に惡魔 

の 信仰な り、 「惡魔 も 亦」 しか 「信じて 戰 けり」、 而 して 行なき 信仰 は智的 信仰な り、 されば 行なき 

信仰 は 卽ち惡 魔の 信仰な り。 恥ぢ ょ恥ぢ よ、 汝等惡 魔の 信仰 を 以て 滿足 する やと (第 十九 節， V" 

ァ ブラ ハ ム の. 如き は 信仰の 實を 結びた る ものな り、 「信仰の 全備 を 得た る」 ものな り。 世に 隱れ人 

に 隱れて 只 徒に 神 を 信す るの みに て は 益 あるな し。 行 之に 伴 ふ 時 は 其 信仰 爲 に 全備し 爲に 完全と なる 

を 得るな り。 少しく！！！；^仰を得るとも之を行に表はさ^^れば此；！^仰は消失するものなり、 基督 信者が 其 

信 を 失 ひて W び 俗世 藤 5i§ の 汚れに 染む もの 之に 基ゐ する 多 からん (第二 十一. 二十 二 節、。 . 

卄三 節の 「神の 友」 と は 神に 似た る ものとの 謂な り。 神は實 行の ものな り、 最高の 思想 を 最高の 力 

を 以て 實行 する もの 是れ 神な り。 されば 行の 擧 がる 人 は 此點に 於て 神に 似た る 人となり 神の 友と 稱へ 

ら るべ し 〔i ち 一十三 節 〕o 

妓婦ラ ハ プの話 は舊約 M 書 約書亞 記 第 一 章 第一 一章に あり (お 二十 五節 ソ。 

吾人の 信仰 冷えて 聖經 を讀む も祈禱 をな す も少も 復活せ ざる こと あり。 此時 ゃ是れ 行の 缺乏 せる が 


ためなり、 我れ に爲 すべき こと ある を爲 さす 故に 我信衰 へたるな り。 されば 吾人 は此際 奮って 爲 すべ 

きの 善行 をな すべし、 信仰 は 自ら 復し來 らん。 

第 三 章 

(. 一 ，〕 わが 兄弟よ 汝等 多く 師と なるべからず、 益 我等の 審判 を受 くる こと 最も-直しと 知れば なり UD われら 

は 皆 多くの ことに 於て 愆 をな せる 者な り、 人 もし 言に 愆 なくば 是れ 全き 人に して 全 體に轡 を 置き 得るな り 

(三〕 それ 我等 馬 を 己に 馴 はせんと して 其 口に 轡を 置く とき は 其 全體を 敷すべし (四) 舟 も 亦 その 形 は 大く且 

狂風に 追る.^ とも 小き 舵 を 以て 舵 子の 意の ま k に 之 を 運すな り (五) 此の 如く 舌 も 亦 小き ものにして 大 なるこ 

と を 誇るな り、 視 よき 火い かに 大 なる 林 を 燃す を (六〕 舌 は卽ち 火、 卽ち惡 の 世界な り、 舌 は 百體の 中に 備は 

りて 全體を 汚し 又 全世界 を 燃やすな り、 舌の 火 は 地獄より たきつ けらる (七) それ 各 類の 獸、 禽、 昆蟲、 海に 

ある もの 皆 制を受 く、 又旣に 人に 制せられたり (八) され ど 人 誰も 舌 を 制し 能 はず、 乃ち 抑へ 難き 惡 にして 死 

の 毒の 充てる ものな り C 九〕 我等 之 を 以て 主なる 神 を 祝 ひ 又 之 を 以て 神の 形に 像り て 造られた る 人 を 詛ふ (十) 

泉の 源 は 一 つ 穴な り、 甘き 水と 苦き 水 をと もに 出さん や (十二) わが 兄弟よ、 無花果の 樹、 橄攬 の果を 結び、 

或は 葡萄の 樹、 無花果の 果を 結ぶ こと を んゃ、 斯の 如く 泉の 源、 鹹水と 淡水と を 並に 出す こと 能 はず。 

神の 特別の 命に 依って 師 となる 人 あり、 人を敎 ふること は此 人の 使命な り。 然れ ども 當時 猶太の 風- 

神の 命に 由ら すして 師 とならん こと を 願 ふ もの 多 かりし 故  r 汝等 多く 帥と なる ベから す」 と 云 ひしな 

り S 一  節〕。 

： 「我等の * 判を受 くる こと 最も 重し」. と。 神 は 人. の師 として 我等 使徒 を 選び 給へ り、 故に 我等の 受 

くる 恩 惠の大 なる だけ 我等より 要求 せらる  >  所 も亦大 なるな り (^一  節〕。  • . 

各 書の W 究  七 ニー 


一 般 究  七 ニニ 

舌の 罪惡は 信仰に ついて 人に 語る 時 最も 陷り 易き なり、 虚偽、 誇 榮等は 知らす 識ら すして 此時 犯す 

罪な り。 而 して 師 たる もの は 信仰に ついて 人を敎 ふるもの 故 特に 此罪を 犯し 易し (第 一 節〕。 

舌の 過ち は 多くの 過ちの 中に て 最も 重し、 舌に 過な き 程の 人 は 他の 罪 を 犯す ことなし。 依て 云 ふ 

「言に 慰な くば 全き 人な り」 とハ 第二 節 )o  , 

誇り は 多くの 罪の 源な り。 如何に 多くの 罪惡失 が 自負、 0, 我執 等に 依て 生す るよ。 故に ヤコ 

ゾは 「舌が 大 なること を 誇る」 由 を 述べて 戒 むるな り (第五 節い。 

第六節ょり第ト三節までャ コブはカを極て^^：の罪惡を述べ來れり。 曰く 舌 は惡の 世界な り 云々、 曰 

く 舌の みは 抑へ 難き ものな り 云々、 曰く 同一 の 古 を 以て 朝に 祌を祝 ひ タに人 を詛ふ 云々 と。 言々 痛切 

句々 熟烈、 之 を 讀む者 をして 舌の 害惡に 慄然と して 怖れし む。 之 を 古今の 歷史に 13- よ、 之 を 現世の 事 

實に 見よ、 如何に 一 人の 毒舌 一 人の 虚言が 多くの 害惡を 家庭に 社 會に國 家に なす か は 例證を 以てせす 

して 明かなる べし。 ャ コブの 敎訓の 如何に 眞を 穿てる よ、 吾人 深く 顧る 所な かるべ からす 「第 六— 十三 

節)。 

舌の 害 や 右の 如く 甚だ 怖るべし。 吾人 は 如何にして 此 罪より 免る、 を 得ん か、 第一 は 我心に 平和 歡 

喜を充 たすべし、 舌の 罪 惡は槪 ね 心中の 不安 不調より 来る、 我 衷心 平安と 調和と に充 たば 何 ぞ敢て 舌 

を 以て 徒ら なる 誇りと 徒ら なる 詛を發 する を 要せん。 徒らに 沈默を 守りて 舌の 罪より 免れん とする は 

拙な り、 吾人 は聖靈 の 力 を 得て 心の中に 平和と 歡 喜と を 充 たすべき なり。 第二に 舌 を 善 W すべし、 舌 

を 以て 人に； i. 音 を傳 へよ、 舌 を 以て 苦む もの を 慰めよ、 病める もの を勞 はれよ、 言語 是れ大 に 人生に 

必 の もの、 之 を 善用して 人に 平安 を與へ 慰藉 を 給す る はず-に 大に 力むべき 處 にあら す や。 


(十三) 汝 等のう ち智 くして 聰明 もの は 誰なる や、 智慧 ある 柔和 を 以て 善行 を彰 すべし (十四) され どダ  1 し汝 

等 心の中に & かき I ピ忿 爭を懷 かば 是れ 眞理に 背くな り、 眞理に 背きて 誇る 勿れ、 又 誠る 勿れ (十五」 か k ろ智 

慧は 上より 下る に 非ず、 地に 屬 ける もの 情 愁に屬 ける もの、 惡魔 につける もの 也 (十六) そ は娼嫉 と忿ず もる 

處に は， 亂， と is 般、 の 悪事と あれば なり (十七) され ど.^ よりの 智慧 は 第一 に 潔く、 次に 平和 寬容 柔順 かつお 抛と 

みち、 /、を." &り視 ず、 亦 偽な きものな り (十八：) 義の果 は 平和 を 行 ふ 者の 平和 を W て 種く に 由て 結ぶな り _ 

口 を 以て^ 明た るが 如き 言 をな す もの 多し。 之 も 古の 罪の 屮 なり、 され ど是れ 3i 〈の 贤明 にあら す。 

I 曰 む^む ill 化 Isfe す こと 是れ M の 聰明 賢 良な り。 眞の 明贤 良と は 勿論 ^^€敎 の： 仰 を 離 

れ て ある べきに あらす。 智慧 ある^ 和を以 て 善行 を彰 せと、 ；ー H 簡 なりと 雖も 基督 信者 口 常の 格 とし 

て 之に 勝る もの ありと 思へ す (笫 十三 節)。  . 

基督 信徒 の する 智慧 は 露 の 智慧な り、 眞现 なり。 かの 分 (伞を • とし 娼嫉を 抱く が 如き は 其 知 2 慧 M 

ぞ と 云 ふ を？. £ん や、 斯の 如き 智慧 は 上より 來り しものに あらす、 地の ものたり、 ！w 愁の 屬 なり、 恶 

魔の 歸 なり (第 十 ra, 十五 節)。 

地に W ける 智慧 は 右の 如し、 され ど 天に 屬 ける 知 曰慧は 之に 反して 潔く、 平和、 寬容、 柔順 かつ 矜恤 

と 善 ra^ みち 人 を 偏り ig す、 偽な きものな りと 〔第 十七 節 )o 

第 十八 節 は 3： 等 正大の 語ぞ、 正義の 大事 業 は 平和の 乎 段 を 以て 得べ しと、 平和 を 行 ふ もの 靜 かに 平 

和 を 以て 正義の 極 を jt く、 穩は樹 に 育ちて 遂に 大 なる！^ 1^ の大 5^ 實を 結ぶ に 至る。 凡て 劍を とる 者 は 

劍 にて 亡ぶべし つ 馬/へ 傳廿六 0 五十二)、 永遠に 冗る 正義の 事業 は 只 平和の 心と 平和の 段と を 以ての み 

成るな り。 彼の 那翁も 其 配流の 場所なる 絶海の 孤島 セ ン ト へ レナに 其い とも 憐れな りし 晩年 を 終へ ん 

难 各.？ 5 の SS 究  七 ニー 一一 
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として 顏 死の 病床に 橫 はる 時、 波？ i 多 かりし 其 一生 を觀 みて 轉た 今昔の 感に堪 へす、 乃ち 萬 古の 眞理 

を 述べて 曰く 「腕力 を 以てして は 永久に 亙る 事業 何事 を もな す 能 はす」 と。 詩人 口  — ェ ルも亦 云 ひぬ 

「獸カ は 決して 大事 をな す 能 はす」 と。 第 十八 節 は、 實に 千古の 眞理と 云 ふべ し (第 十八 節 

(畔上 賢 造 筆記) 

信仰と 行 ひ 

雅各書 第一 5 十 ra: より 廿六 節まで 

(明治 三十 七 年 八月 t 八日 培 玉縣 杉戸 町洁池 敎會に 於け る St 演の 大意) 

眞理は 二元的な り、 信仰と 善行との 合體 なり、 信仰の みなる もの 露理に 非す、 善行の みなる もの 亦 

眞理に 非す、 信仰に して 善行なる もの、 是れ卽 ち眞理 なり、 世に 信仰の みの 宗敎 あり、 亦 善行の みの 

道德 あり、 基督 敎は 前者に あらす、 亦 後者に 非す、 基督 敎は 善行の 伴 はざる 信仰 を 否定し、 亦、 信仰 

に 基かざる 善行 を非認 す、 信仰に して 善行なる もの、 是れ卽 ち 基督 敎 なり、 信仰と 善行と を 同一 物視 

する ものにして、 基督 敎の 如き 宗敎は 他に あるな し。 

(十四) 我が 兄弟よ、 人、 自 から 信仰 ありと 一一 一一 n ひて 行なく ば 何の 益 あらん 乎、 その 信仰、 いかで 

彼 を 救 ひ 得ん や。 


行なき：；！^仰の有るべき理なし、 斯 かる 信仰 は 虚偽の 信仰なる が 故に 無益の 信仰な り、 行なき 信仰 は 無 

信仰な り、 斯 かる 信仰の 人 を 救 ひ 得ざる は 勿論な り、 信仰、 人 を 救 はざる に 非す、 然れ ども 「その 信 

仰， r 卽ち 善行に 顯 はれざる 信仰、 是れ 全然 無能の 信仰た るな り、 而 かも 多くの 人 は 腦裡に 或る 特極 

の敎 義を牧 めしが 故に、 其 教義 (彼等 は是を 信仰と 稱す) に 由て 救 はるべし と 惟 ふ、 斯 かる 人 は 朱 だ 

信仰の 實 物なる こと を 知らざる なり、 菜實を 結ばざる 樹は樹 にして 樹 にあら す、 善行に 顯 はれざる 信 

仰 は 信仰に して 信仰に あらす、 敎義、 信條、 或は 信仰の 極 子な らん、 然れ ども 是等は 未だ 信仰と 稱す 

るに 足らざる ものな り、 信仰と は バウ n の 謂 ゆる 「51^ を 結ぶべき もの」 (哥羅 西 書 一 〇 六) なり、 「^を 

結んで 益々 大に 成」 ら ざる もの を 我 倚 は 信仰と は稱 せざる なり。 

(十五、 十六) 若し 兄弟 或は 姉妹 裸體 にて 日用の 糧に 乏し からん に、 雨曹の 中、 或 人、 之に：！ I ひ 

て 安然に して 往け、 願く は 爾曹溫 かにして 飽 くこと を 得よ と、 而 かして 其 身體に 無くて ならぬ 物 

を 之に： 卞へ すば 何の 益 あらん 乎。 

是れ必 しも 言 辭 の傳 道を排 して 衣 貪 の 施 與を勸 めし 聖語 に あ らす、 其然ら ざる は 其 前後 の關 係に 照 

らし 見て 明かな り、 ュ 一一 テリアン 敎 徒と 慈善 專 門 家と は 此語を 捉へ來 りて、 彼等の 善行 宗を辯 護 せん 

とす、 然れ ども、 是れ 使徒 ヤコ ブが 玆に敎 へんと 欲する 所に あらす、 ヤコ ブの此 言 は 慈善 を獎勵 する 

ために あらす して、 實 なき 信仰の 實 例を舉 げん ためなり、 彼の 此語 を斯く 解せ ざるが 故に 良心の 無益 

の 疑懼に 陷る者 多し。 

安然に して 往 けと 言 ひしの みに して 其 言 に 伴 ふ 食物 を 供す るに あら ざれば、 好意 は 好意に あらざる 

が 如く、 善行の 伴 はざる 信仰 は 信仰に あらす、 世に 言の 上の みの 慈善 あるが 如く、 亦 言の 上の みの 信 

信仰と 行 ひ  七 二 五 
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仰 あり、 前者 は 何人も 廣 正の 慈善に あらざる を 知る、 而 かも 後者の 眞 正の 信仰に あらざる を 知る 者^ 

し、 眞 正の 1^ 仰は眞 正の 慈善の 如し、 善行な き 信仰 は 虚偽の 信仰に して 實は無 信仰な りと。 

(十七) 此の 如く illz 仰 若し 行 を 兼ざる とき は 乃ち 死ぬ るな り。 

實 物の 伴 はざる 慈善の 如く. 行 を 兼ねざる 信仰 は 死せ る 信仰な り、 卽ち 無き に 均しき 信仰たり、 之 

を； ^ りと 惟 ふ は 迷信な り、 之に 由て 救 はれし と 思 ふ は憶斷 なり、 兄弟 を 愛し 得ざる も洗禮 式に 與 かり 

しが 故に 信者な りと 思 ひ、 妹 を 誹謗して 得々 たる も、 傳道學 校に 學び しが 故に 敎師 なりと 信す るが 

如き は 皆な 此類 なり。 

(わ 八) 或 人 問 はん、 繭 信仰 あり、 我 行 あり、 請 ふ、 爾が行 を 兼ざる 信仰 を 我に 示せ、 我 は 我が 

行に. E りて 我が 信仰 を爾に 示さん。 

人 は 曰 ふ、 我に 信仰 あり、 我れ 之 を 面に 示さん と、 而 して 其 茵條を 羅列して、 之 を 他に 示さん とす" 

然れ ども 如 3： せん、 言 辭に 形な きが 故に 我れ 之 を-耳に する も其實 體を認 むる 能 はす、 而 かも 仰は實 

物なる が 故に 之 を 他に 示す を 得べ し、 卽ち 眼に 見 ゆる 實行を 以て 之 を 他に 示す を 得べ し、 信 ft は 神の 

造り し 天 t、i の 如く、 眼 を W て視 るべき ものにして 耳 を 以て 聞く ベ きもの に 非す、 其 吿白を 聞い て 確認 

すべ きもの にあら すして、 其 實行を 見て 判 分すべき ものな り、 而 かも 是れ 世に 所謂る 敎會 なる ものが 

其 信徒 (？) の； is 仰 (？) を 判 分す るの 方法に 非す、 彼等 は 新 信徒の 信仰の 吿， 曰なる もの を 聞いて 滿 

足す、 彼等 は 其 ：一：2 仰の 眞偽を 判定す るに 方て 彼等の-耳に のみ 賴て 彼等 の^を 利用せ す、 是れ 蓋し 彼等 

が 夥多の 僞 信者 を 作る に成效 せし 所以なる べし。 

〔十九) 爾、 神 は 唯一 なりと 信す、 如此 信す る は 善し、 惡魔も 亦 (斯 く) 信じて 戰 懐けり。 


竹學 的に、 又は 祌學 的に、 又は 敎條 的に 祌は 唯一な りと 信す、 如此 信す る は 善し、 そ は 神 は 確かに 

一 なれば なり、 然れ ども 竹學 的に 义は 神學 的に 一 神說を 信じ 得る は爾曹 のみに 限らざる なり、 惡魔も 

亦 能く 之 を 信じ、 =^ つ 彼 は爾曹 と は 異なり、 之 を 信す ると 稱 して 平然たら すして、 深く 之 を 信す るが 

故に 戰 If けり、 其 信念の 深遠なる 點に 於て は惡 魔は遙 かに 爾曹に 優 さる 所 あり、 然れ ども 信す ると 云 

ふ は 未だ 信す るに あらす、 信す る は 實は行 ふなり、 而 うして 行 ふと は 兄弟 を 愛するな り、 惡魔は 世界 

第一 の 哲學的 一神論 者なる べし、 然れ ども 彼 は祌を 信仰す る 者に あらす、 亦、 彼の 如くに 祌の 存在の 

理を 究め、 其大を 知り、 其智を 探りし 者 も 神 を 信仰す る 者と いふ を 得す、 神 は 愛 なれば 愛する にあら 

ざれば 神 を 識る能 はす、 神の 厲相 は實行 的に のみ 之 を 窺 ふ を 得べ し、 祌學 校に 博士の 講 筵に 侍り たれ 

ばと て、 敎會に 幾度 か其聖 式に 身 を淨め たれば とて、 人 を 愛せす して 神 を 識る能 はす、 世に 愚かなる 

ことと て、 |E 識 的に 神 を 探らん とする が 如き こと は あらす、 れ惡魔 も爲す 所に して 亦 彼の 大に 成功 

せし 所な り、 祌は 善行 を 以て 之 を 探るべし、 卽ち 愛の 行爲を 以て 之を發 見すべし、 是れ惡 魔の 從 事し 

得ざる 神の 發見 法な り、 神の 祌 たる 特性 は 彼が 竹學を 以てして は發 見され 得ざる に^す、 ー祌敎 信^ 

必 しも 基督 敎；^ 者に あらす、 然 かり、 三 一 敎信 者亦必 しも 基督 敎信 者に あらす、 基督に 由り て 兄弟 姉 

000000000  OO00OO0OO0 

妹 を 愛し 得る 者の み、 是れ卽 ち 基督 信者な り。 

(二十) 噫、 愚かなる 人よ、 行 を 兼ねざる 信仰の 死ぬ る こと を 雨、 知らん と 欲 ふや、 我 儕の 先祖 

ァ ブラ ハ ム その子 イサク を 壇の 上に 獻げ て義 とせられ たる は 行に 由る に 非す や、 その 信仰 行と 共 

に 働き、 且つ 行に 由り て 仰 全備 を 得た るを爾 見るべし、 これ^ 書に 錄 して アブラハム 神 を 信. K 

共 付 仰を義 とせられ たりと 有る に應 へり、 彼 また 祌の 友と 稱 ばれたり、 爾前 = 人の 義 とせら る \ は 
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信仰に のみ 由る に 非す、 亦 行に 由る こと を 知る たるべし. また 妓婦 ラハブ 使者 を 受け 之 を 他の 

より 去らし めて 義 とせられ たる は 行に 由る に 非す や。 

愚かなる 者よ、 無智の 者よ、 知て 識ら ざる ものよ、 爾は 行なき 信仰の 無き に 均しき (死ぬ る) もの 

なること を 今更ら 新たに 知らん と 欲する や、 喧 M んぞ其 要 あらん や、 爾曹が 知悉せ る アブラハムの 行 

爲が 能く 此事を 爾曹に 示す に 非す や、 亦 妓婦ラ ハブの 行蹟も 同一 の 敎訓を 我 倚に 傳 ふるもの ならす や. 

爾曹は 今日まで 古昔の 信徒の 事 壞を讀 み 来って、 其 眞意を 悟ら ざり しが 如し、 懾 曹はァ ブラ ハム は 其 

信仰に 由り て義 とせられ たりと 聞いて、 彼の 智識 的の 信念が 彼 を 救 ひし 如くに 信ぜし が 如し、 然れど 

も是れ 決して 然ら ざるな り、 ァ ブラ ハ ム は 誠に 彼の 信仰に 由り て. 義 とせられたり、 卽ち斷 じて 彼の 獨 

子 を 神の 祭壇の 上に 獻 げし 其 活ける 眞の 信仰に 由り て義 とせられたり、 彼 は 只 僅かに 彼の 心の中に 神 

を 念じ たれば とて 神に 義と せられ ざり しなり、 彼の 信仰 は斯 かる 装飾的、 感情的の 信仰に は あら ざり 

しなり、 ァ ブラ ハ ム の 信仰 は實際 的の 信仰な りし、 卽ち 己の 慾 心 を 征服し、 神の 約束 を 信じて 寓事を 

其聖 手に 委 ぬる 底の 信仰な りし、 斯 かる 信仰たり しが 故に 彼 は 之に 由て 義 とせられ たるな り、 かの 理 

屈 を 以て 築き上げし 哲學 者の 信仰の 如き、 叉 は 夢の 如き 感情 以外に 小指 一 本 を も高尙 なる 事業の ため 

に擧げ 得ざる 信仰の 如き、， 是れ 信仰の 始祖た る アブ ラハ ム はさて 措き、 最も 微 さき 神の 小兒の 一 人す 

ら をも義 とする に 足らざる の 信仰な り、 雨 前：： アブラハム や ラハブ の 「信念」 に 就て 語ろ を 休めよ、 此 

0, 恐らく は 爾曹を 迷路に 導かん、 祭壇の 上に 獻 げられ し イサク を 見よ、 M リコの 城壁より 垂下され 

し 使者 を 見よ、 而 して 之に ニ聖の 信仰 を 認めよ. 念す る は 心の ことなり、 行 ふ は 手の ことなり， 而し 

て 信仰 は 念じて 行 ふこと なり、 而 して 行 ふに 至る まで は 信念 は 進んで 信 g: と は 化せざる なり、 ァ ブラ 


ハムと ラハゾ と は 信仰に， m りて 義 とせられたり、 然り、 を 結べる 信念に. m りて 救 はれたり。 

よ 1$  そ は 

「彼 (ァ ブラ ハ ム) また 神の 友と 稱れ たり」、 蓋 神 は 信仰と 實行 となれば なり、 神に 意志 あり、 愛 

心 あり、 計畫 あり、 而 かも 神 は 心の みに は あらざる なり、 祌は 思惟す る 者なる と 同時に 亦 働く 者 也、 

彼の 最も 欣び給 ふこと は爲す ことなり、 彼が 驚くべき 此 宇宙 を 造り 給 ひし は 蓋し 全く 之が ためなる ベ 

し、 神は隱 者に あらす、 靜 坐して 愛に 就て 默想 する 者に あらす、 彼 は 作者な り、 造物主な り、 働く に 

あら ざれば 生命 を 感ぜざる 者な り、 故に 祌の 友と 稱 ばれん 者 は 神と 偕に 働く 者なら ざるべ からす、 卽 

ち 其 主義 信仰 を實 行す る 者なら ざるべ からす、 書齋に 在て 「天人の 合體」 を 計る 者に は あらす して、 

或は 田園に 出て、 或は 工場に 在て、 造 物的に 彼と 交 はる 者なら ざるべ からす、 然り 神は實 行なり 1 彼 
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は 人類の 罪を赦 すと 言 ふに 止ら すして、 十字架の 上に 其 獨子を 罪の 犠牲に 供して、 實際 的に 罪の 赦免 

の途 を^き 給へ り、 彼 は 贖罪の 理由 を 示し 給 は ざり しも 其實 を擧げ 給へ り、 彼 は 人と は 正反對 なり 

人 は 言 を 先にして 實を 後に す、 然れ ども 神 は實を 前にして 言 を 後に し 給 ふ、 然り、 多くの場合に 於て 

は 彼 は 全く 沈默を 守り 給 ふ、 而 して 斯 かる 神聖なる 行爲 なくして は 我 倚 は 神の 友と 稱 ばる、 を 得す、 

語る 者は惡 魔の 友なる や、 未だ 以て 知る ベから す、 靜 かに 信じて 靜 かに 行 ふ 者 は 確かに 神の 友た るな 

り、 謹めよ 說 教師、 省みよ、 言 辭の 配布 者！ 

(二十 六) 身 若し 靈魂離 るれば 死ぬ る 如く； 5 仰 もむ 離 るれば 死ぬ るな り。 

身 (肉 體) と靈 魂と ありて 生ける 一 倘の 身體は あるな り、 肉體 のみに て 身體は あらす、 亦、 靈 魂の 

み にても 人身 は あらす、 二者の 合體は 一 侗身體 のせ 在に 必要な り、 其 如く 眞理 は；^ 仰と 行と ありて； 

するな り、 信仰の みは 眞现に 非す、 行の み も 亦眞理 にあら す、 二者の 合體 は眞理 存在の ために 必要な 

信仰と 行 ひ  七 二 九 
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善行な き 信仰 は靈 魂な き 肉體の 如き ものな り、 是れ 死物な り、 無き に 均しき 者な り、 善行 は 信仰の. 

靈魂 なり、 其 生命な り、 信仰に 善行 を 加へ ざる 者 は 像 を 彫んで 眼に 點 せざる が 如き 者たり、 機關車 を" 

製造して、 之に 蒸汽を 起さ るが 如き 者な り、 善行な き 信仰 は 無用の長物 なり、 社會の 装飾品な り、 

或 ひ は 見る に 美な らん も、 使 ふに^な きものな り、 我 倚 は 神より 賜 ひし 信仰に 善行 を 加へ て、 之 をし 

て 宇 {H を 改造す るた めの 大勢 力たら しむべき なり。 


ベ テロ 前後 書 研究 

基督 信者と 其 希望 

彼 得 前書 第 一 章自 一節 至 五節 

今や 基督 敎と  一一-一 C へば 何れが 其純粹 なる もので あるか 判明らない、 此 時に 當り 原始に 之を說 きし 人の 

敎 を^ぶ は 極めて 必要で ある、 而 して 其 R 的の 爲に 最も 適當 なる は 彼 得 前書で ある、 ぺ テ 口 自ら 深き 

學問を 有せ ざり しが 故に 其傳 へたる 所 も亦單 純に して 平易であった、 されば 一 度び 讀 者の 心を當 時の 

信者の 立場に かん 乎、 容易に 之 を 解す る 事が 出来る * 殊に 初めて 信仰に 人り し 人々 に 取て；：！^ も愛讀 

あ yr 二. 1 

すべき は 本書で ある、 然るに 其の 餘 りに 單 純なる が 爲に之 を 像ら すと して 去って バウ 口 に 赴く 者 多し 

と雖 も、 始めて， 1 ェ ス の 福音 を 解した る 人はパ ^>  P に 非す してべ テ 口 であった ので ある、 人 或はべ テ 

口の バウ „1 に 劣る が 如くに 考 ふる 者 ある も そ は 今日 パ ゥ 口 の 書き物の み 多く  存せ るに 基づく 誤解で 

ある、 最初の 信者 問に 在りて 最も 尊敬せられ たる はべ テ a であって パゥ 口 も 亦 彼に i ふ虚が 多った の 

である、 かの 加拉太 書に 於て パ ゥ口 がべ テロ にも 敎を受 くる 處 なしと 主張す る 其 一一 一一 c が 卽ちぺ テ 口 の敎 

會の 柱石たり し 事を證 する ので ある、 而 して 彼 は バウ a の 如くに 頫罪 律法 等の 論を鬪 はさす 單刀 S 入 
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人の 直感に 訴 へたので ある" 

彼が 書翰の 發 端に 於て 自己 を 紹介す るの 辭 は^だ 簡單 である、 曰く 「ィ H ス キリ ス 卜の 使徒べ テ &」 

と、 彼 はパゥ a の 如くに 長々 しく 自己の 特權 を敍述 しなかった、 謙 i なる ぺテ a! イエス 在 I の當 

時 は 何事に も 差し出で k 自己 を 首位に 置かれん 事 を 欲し 叉 篤く 自己 を 信じて r 獄に迄 も 死に 迄 も汝と 

共に 柱かん， -, T 心 を 丈め たり (路加 サ 二の 卅三) と 一一 n ひし 彼れ ぺ テ 口 は鷄鳴 三囘の 苦き 經驗に 由て 遂に 全く 

自己 を 信ぜざる 最も 謙遜なる 使徒と なった ので ある。 

書翰の 名宛 は 「ポント、 ガラ テャ、 カパド キア、 アジア、 ビテ ユアに 散りて 處れる 者」 であった、 

ボ ン ト 以下の 諸 州 は 今日の 亞細亞 土 耳 古の 北半 部に して 素と ：！.^ だ 豊饒の 地で ある、 而 して 其 地方に 

「散りて 處れる 者」 卽ち diaspora と は 固有名詞 である、 猶太 人に は本國 に殘留 せる 者 あり 國 外に 散 

在せ る 者 あり、 其 後者 を稱 して diaspora とい ふ、 其數 今日 凡そ 千 二百 萬と 稱 せらる、 本國に 在る 者 

は 極めて 少數 である、 而 して 當時 バウ ti は 異邦人に 對 する 傳道 者たり ぺ テロ は 猶太 人の 爲の 使徒で あ 

つ た 、 彼 得 前書 は 其 猶太 人中の 國外 居住者に 送 ら れ た る 書翰 である、 恰も 今日 東京より 書翰 を發 して 

カリ ホル-一 ァ、 ヲレ ゴン、 アイダホ、 ネバダの 諸 州に 散在せ る 本の 信者に 送る と 言 ふが 如きで ある。 

次に 彼 は 信者の 定義 を與へ て 曰うた、 「父なる 神 幅 昔に t はしめ ィヱ ス キリス 卜の 血に 漉 がれし め 

ん として 其豫め 知り 給 ふ 所に 從ひ靈 の 聖潔を 以て 選び 給 ひし 人々」 と、 語 は 長し と雖 凡ての 信者の 當 

然 信す る處 である、 祌 はもの 如何なる 神た る を 問 はす 凡 て 自己と 緣 遠き 者 近づ くべ から ざる 者と 思惟 

せる 時に 方り 神 は 唯に 救 主なるの みならす 又 我等の 父な りとの 提唱 は 驚くべき 幅 音であった、 「ィ ェ 

ス キリストの 血に： 離 がれし めんと して」 とは舊 約の 語で ある (出 埃 及記廿 四章參 照)、 モ— セ赎 野に 


て イスラ H ルの 民に 血 を 魔ぎ 以て 祌の 子た るの 印と 爲 した、 然し 乍ら 基督 信者に 漉が る、 の 血 は 牛 羊 

の 血に 非す して ィ H ス キリストの 寶血 である、 之に. m て 神の 國に 人る の 特權を 受けた る 者が 卽ち 信者 

である、 「豫め 知り 給 ふ 所に 從ひ 選び 給 ひし 云々」、 之れ 所謂 豫定 である、 され ど 豫定と は神學 上の 

理論で はない、 信仰 上の 實驗 である、 而 して 之 を 信仰 上の 實驗と 解して 信者 は 何人も 豫定を 疑 はない 

ので あ, 神 を 嫌 ひし 罪の 子が 神に 順 ふに 至りし 其 濫觴が 自己に 在らす して 神に 在りとの 事實 である. 

此事實 を 超えて 徒らに 揣摩隐 測す る は 我等の 爲 すべき 分で はない、 我等 は 唯 神の 聖旨に 由て 聖徒と な 

りし を 信す るの みで ある、 次に 注意すべき 語 は 「靈の 聖潔を もて 云々」 である、 聖潔か 聖別 か 是亦祌 

學論 として 知識 的に 解す ベから す、 而 して 信仰の 實験を 以て 之 を 解す る 時 は 其 意味 は 明. c: である、 卽 

ち 聖^ は單に のみ を 以て 終らす、 之 を^つ と共に 必す 潔め は 始まる、 然れ ども 聖潔 は义 完全なる 

聖 潔に 非す、 毒素 は尙ほ 心根に 遺 SE せらる、 聖 潔の 完成 は 身體の 救扬の 時に 在る ので ある。 

基督 信者と は 何で ある 乎、 洗禮を 受けた る 者で ある 乎、 敎會に 出 人す る 者で ある 乎、 否、 ベ テロ は 

曰 ふ、 「神の 聖旨と 靈の聖 潔と に，^ て 選ばれし 者 是れ卽 ち 信者で ある」 と、 以て 此と 彼との 觀 念の 相 

違 を 知るべき である。 

かくて 二 節 を 以て 挨拨の 語 を 終り 三 節より 頌榮 の詞が 始まる、 曰く 「讚むべき 哉、 神、 我等の 主ィ 

H ス キリストの 父」 と、 神 は 萬 人の 父な りと は 近代 人の 思想に して 叉 古代 希 臘哲學 者の 思想であった I 

然し 乍ら 初代 信者に 取て 祌はィ H ス キリ ストの 父であった、 而 して 信者 は キリストの 僕た るが 故に 亦 

彼の 父 を 自己の 父と 呼ぶ 事が 出來 たので ある、 神が 特刖の 意味に Si; て 我等の 父た る は 彼が 先づ キリス 

トの 父た るが 故で ある、 「彼れ 其大 なる 矜恤を 以て 我等 を 再び 生み」 と は曩に 「豫め 知り 給 ふ 所に 從 
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ひて 選び」 と 一一 一一 C ひしと 同じく 神の愛 心に 由て 新なる 生命に 人ら しめ 給 ふ 事で ある、 然 らば 新なる 生命 

に 入る と は 何ぞ、 曰く 「イエスキリストの 復活に 由て 活ける を 得させ」 らる& 事是れ である、 「活 

ける」 とい ひ r^lwj とい ふ、 何れもべ テ B 特 愛の 語で ある、 ^に 「死せ る 望」 なる ものが あるで あら 

う 乎、 素より 此の 如き 語 あるな し、 然れ ども 其 事實は 極めて 多く ある、 凡て 達せられ ざるの はみ な 

死せ る. ば！；.： である、 靑 年に 之れ 有り 老人に 之れ 有り、 人の 懷 ける 凡百の 希 は 多く 之れ 死せ る §S に 過ぎ 

ooooooooooooooooooooooooooocooooooco^-ooceo 

ない、 此 問に ありて 唯ィ H ス キリストの 復活に 由て 與 へらる 布 S 卞- のみ は必す 成就 さるべき 活ける？ 」"^ 

である、 此希&^^を抱きて人は全く過去の不徹底なる生1^を*^て前途に確實なる目的を定むる#が出來 

る、 舟が 共 進路 を 定めて 他 を 顧みざる が 如く 信者 をして 其 不動の 目標に 向 ひ 直進せ しむる もの は 一 に 

此希 じある、 之 な實 驗を以 て の み 解す ベ き 語で ある、 而し てべ テ u は 更に 其 希 を說 明し て 曰う 

た 「亦 我等の 爲に 天に 蔵め ある 朽ちす 汚れす 衰 へざる 嗣業を 得しめ 給 ふなり」 と、 「w び 生み」 とい 

ひ 「活ける を 得させ」 とい ひ而 して 义斯く 曰 ふ、 ：^1ーー-门を繰返し乍ら更に深き意義を添加するは之れ 

希 伯來人 特有の 文體 である、 信者が 祌の聖 3" に 由て 選ばれし 其 nl 的 は 今 は隱れ ある 永久の 榮光を 後に 

得させら れんが 爲 であると いふ、 初代 信者の 信仰 は此處 にあった ので ある、 彼等に 取て 基督 敎は大 な 

る恩惠 なると 共に 亦 犬なる 約束であった、 彼等 は 現代人の 如くに 「現生」 を 要求し なかった、 彼等 は 

主の^ 活に 由て 父より 約 せられた る 未来に 受 くべき 大 なる 恩 惠を 待ち ん だので ある、 待 を 離れ 

て 其」 督敎の 信仰 あるな し、 信者の 特刖に 美 はしき は 其 待 の 態度に あるので ある、 約束の 成就 を 待ち 

む 事 其 事が 犬なる 特權 である、 故に 必す しも 成就の 日の 速 かならん 事 を 欲せす、 眞に父を信する^^- 

に 取て は 寧ろ 待たせらる、 を 以て 喜びと なす、 十 年 可な り -re: 年 可な り 五 百年 可な り、 否 千年 を 一日の 


如く 見 給ふ祌 の 約束 を 信じ て 我等 は繽墓 の 中に 待ち §！^： む 事 一 萬 年と 雖 ども 敢て 長し としない のて ある 


神の 無窮の 言 葉 

彼 53： 前書 一章 廿 ra:、 什 五節 

夫れ 人 は旣に 草の 如く、 其榮 はすべ ての 草の 花の 如し * 草 は 枯れ 其 花 は 落つ、 然れど 主の 一 マ：： 葉 は 

窮 りなく せつなり。 

き _i  ぎ 

本文 は 以賽亞 書 第 四十 章 六— 八 節より 引用され し 者な り、 卽ち 左の 如し、 記者の 改譯に 依る、 

聲 あり、 云く、 叫べと、 

我 答へ て 曰く * 何 を か 叫ばん と、 

云く、 人 はみ な 草な り、 

その 榮華 はすべ て 野の花の 如し、 

草 は 枯れ 花 は^む、 

H ホバ の氣息 その上 を 吹きし に 因る と。 

神のお ffi? の js«  七三 i 


一 1^ 書簡 s 究  七三 六 

實に は 草な り、 

草 は 枯れ、 花 は 湖む、 

然れど 我等の 神の 言 は 永遠に 立たん。 

使徒 ャ コブ も义同 一 の 言を藉 りて 富者の 富の 果なき を 述べたり。 雅各書 一 章 十、 十 一 節。 

「旣 に」 の 文字 原語に 見當ら す、 之 を 除く を 可とす 〇「 草の 如し」 草に 等し、 草な り 〇 草の 如し、 

樹の 如くなら す、 檢、 櫸、 檁の 如くなら ざる は 勿論、 梅、 櫻の 如くに も あらす、 草の 如し、 升 花の 如 

し、 白頭翁、 牽牛 子、 _PMH_^.  5$ 子 粟の 如し、 欞は 三百 年 を經る こと あり、 然れ ども 人 は 草花の 如し、 

朝に 11 いて 夕に 散る 〇「 榮」 光澤 を 云 ふならん、 其 日光に 輝く 露の間 を 云 ふならん、 詩人 ゲ ー テ 言 

へ る あり、 美人の 最も 美 はしき は 一 一年に して 消 ゆと、 櫻 花 も 見頃と 稱 する は 僅かに 一 日な り、 大王と 

雖 も其榮 華の 極に 留まる は 僅かに  一 二 年の み or 草 は 枯れ 其 花 は 落ち」 パ レ スチナ に 於て は 砂漠よ 

りの 熱風 吹 來れば 花は莖 諸共に 枯死す、 花 は 落ち 草は存 する に 非す、 花 は 草と 共に 失す、 榮華 と共に 

其 人 失す、 位階 動 章 は 之を帶 びし 人と 共に 墓に 葬らる 〇 「然れ ど」 之に 反して 〇 「主の 一一 一一 a 葉」 主 

の 語り 給 ひし 一一 目 葉に して 今 は 聖書に 錄 さる、 者な り、 約 翰傳ー 章 一 節に ある 道 (ことば) にあら す， 

前者は！^布臘語の1.11§1£1にして後者は同じく logos なり、 勿論 後者な くして 前者 あるな し、 然れ ども 二 

者の 間に 自 から 別 あり 〇「 布つな り」 のこるな り、 天地 は 失する とも 存る なり、 是れ 永久の 眞现な 

，パ 「ばな り。 

是れ 使徒べ テ 口 の 言な り、 而 して 歷史は 彼の 一一 一一 口の 偽 はらざる を證 明せ り、 羅馬 帝國は 失せし も si 書 


は存 せり、 大 詩人の 詩 は 忘れられ しも 漁夫べ テ B の 言は存 せり、 人 は 歳と 共に 其 著作 を 葬 むれ ども、 

眇 たる 聖書 を 葬る 能 はす、 是を 大書 店に 就て 問へ、 歳 毎に 廢 たる、 書の 如何に 多き を、 十 年の 生命 を 

保つ 書 を 著 はさんと する や 甚だ 難し、 IG 年の 後に 至る も 尙ほ廢 たれざる 書 を 著さん とする ゃ實に 難し、 

一 一千 年 問 を經る も尙ほ 世界の 民に 厭かれ ざる 書 を 著 はすことの 不可能 事なる は 著作に 從事 する；^ の 能 

く 知る 所な り、 而 して 聖書 は 二 千年 後の 今日 僅に 古典の 一 として 人に 珍重 せらる、 にあら す、 

今 口の 書と して、 生命の パンと して 幾千 萬の 人に 必要 視 せらる、 なり、 是れ 神の 書に 非す して 何ぞ、 

而 して！； 人 は Si; 書が 無用 視 又は 骨意視 せらる i 時代の 到來に 就て 思惟す る 能 はす、 人と い ふ 人の；！^ 在 

せん 限り は 聖書 は 活ける 神の 書と して^すべし。 


彼 得 前書 二 章 廿四節 


彼れ 木の 上に 懸 りて 我等の 罪を自 から 己が 身に 負 ひ 給へ り、 是れ 我等 をして 罪に 死にて 義に 生か 

しめん 爲 なり、 彼の 鞭打れ しに りて 汝等醫 されたり。 

「木」 木片の 意な り、 キリストの 場合に 於て は 勿論 十字架な り、 然れ ども 十字架に 限らす、 g の 
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如き、 絞； f:: 臺の 如き c、u  士帖逢 2 五 章 十四 節)、 すべて 罪人 を 曝ら すに 用 ゆる 刑具 をい ふなり、 木に 懸けら 

る i 者 はヱホ バに詛 はるぶ 者な リ 「中 八 2 記廿 一 章サ三 節)。 

「懸 りて」 の 文字 原文に あるな し、 之 を 除く を 可とす、 キリスト は 木の 上に 我等の 罪 を聰ひ 給へ 

り、 十字架 は 彼に 取りて は 自己 を 神に 獻 ぐるた めの 祭 擅な りし (希 伯 来書 十三 章 十節參 照)。 

「白から」 @ から 逃んで、 3： 者に も餘 儀な くせられ すして、 愛に 勵 まされて、 自 から 我等の 罪 を 

己が 身に ね ひ 給へ り。 

「ね ひ」 原文に 「獻 ぐ」 の 意 あり、 權牲 を獻ぐ (希 伯來書 七.！ 早廿七 節〕、 讚美の 祭 を 祌に默 ぐ (同 十コー 

章 十五 節) とい ふが 如き 場合に 於て 用 ひらる なり、 キリスト は 我等の 罪 を 己が 身に 負 ひ 給 ひしに 

止まらす、 之を负 ひて 自 から 犠牲と なりて 己 を 祭壇の 上に (木の 上に) 神に 獻げ 給へ り、 罪 を 負 ひて 

權牲 いなり 給へ りと か、 又は 犠牲た らんが ために 罪 を 負 i 給へ りと か 解すべし。  ， 

以上 半 節 を 左の 如くに 意譯 して 其 意味 稍 や 明瞭と なるべし。 

ooooooooooooooooooooooooooo〇oo〇oo〇oo 

自身 祭司と なりて 自己 を 彼等の 罪の 祭 物と し て 十字架なる 祭壇 の 上に 獻げ給 へ り。 

「罪に 死して 穀に 生かしめ ん爲 なり」 、一度び 罪に 死して (不定 過去 動詞) . が ぃ義に 生かし めん 

(未来 動詞) ためなり、 死 は 一 時に して 生 は 永久な り、 我等 一度び キリスト と共に 罪の 身 を 十字架に 

釘け なば 彼と 共に 永久に 生く る を 得べ しと。 

「鞭打れ し」 受けし 鞭、 又は 受けし 鞭の 痍と 解して 意義 更らに 明瞭なる べし、 以賽亜 書 五十 三 章 

五節に は その 打 たれし 痍に 由り て 我等 は 癒された リと あり、 r 痍」 は 或 ひ は 「瘦 痕」 なるべし、 イエ 

ス の 手と 脅と に存 する 瘦痕は 我等の 救い g の證 明なる べし (約 翰傳 二十 章 サ七節 〕、 此瘦痕 は 彼に 取りて は 


名 譽の瘐 として、 我等に 取りて は 恥辱の 瘦 として (我等の 罪を紀 念す る ものなる が 故に) 永久に 彼の 

(议活 に存 する なるべし。  . 


基督 信者の 行爲 

ぺ テ 口前 書 三 章 八 節 以下 

終に 我 之 を 言 はん (三 章 八 節) 

ぺ テ & は當 時の 敎會の 大部分 を 占めたる 奴隸が 如何に その 主人に 事 ふべき か、 又 殆ど 奴隸に 次ぐ も 

のとして 极 はれた る 婦人が 如何に その 夫に 仕 ふべき か、 同時に 夫た る 者が 妻 をい かに 遇 ふべき かの t 沿 

を 述べ 來 りて、 最後にぃま信^}^全體の行に就てぃはんとするのでぁる、 而 して 信者の 行に は 二方 面が 

ある、 信者 相互に 對 する もの は 其 一 であって、 信者に 對し 常に 敵對の 態度に 出づる 不信者に 對 する も 

の は 其 二で ある、 八 節 は卽ち 前者に 關し、 九 節 以下が 後者に 關 する 敎 である。 

汝等 みな 心 を 同う し、 互に 體恤、 兄弟 相愛し、 相憐 み、 謙遞 〔同 章 同 節) 

これ 信者 相互に 對 すべき 行で ある、 語 は 短し と雖も 意味 は だ强 いものが ある、 心 を ：！： うし 以下 內容 

は 凡て 五で ある。 

「心 を 同う し」 思想 を 同う しで はない、 信者 はみ な； ：！； 一  の 信仰 箇條を 懐かざる ベから すと 云 ふの 
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ではない、 昔 は 誤りて かくの 如く 解した るが 爲め、 祌、 來^ 又は 靈魂 等に 就て 信す る 形まで も 同一 な 

る を 要すと 考 へた、 羅馬 天主 敎會 にて は是に 重き を 置き 宗敎上 決して 異 說を容 さす、 若し 異說 を稱ふ 

る もの あれば 卽ち 異端な りと して 之 を 責めた ので ある、 然し 心 を 同う すると は 思想 を 同う する ことで 

はない、 信者 は 其 思想に 於て 其考へ 方に 於て 相 異なる は 止む を 得ない、 その 額の 異なる が 如くに 其說 

の 違 ふの は 止む を 得ない、 たに 然しながら 心 は 之 を 同う せざる ベから す、 心と は 祌に對 する 心 卽ち信 

仰で ある、 イエス キリ スト を 信じ 彼 を 主と 仰ぐ ことで ある、 殊にべ テ 口 の 重き を 置く 望、 卽ち r ィ H 

ス キリストの 顯れ給 はん 時に 稱贊と 尊貴と 榮 光と を 得」 べき (仅活 の 希 である、 換首 すれば 此 骨に 於 

ける 信仰と 行 先の 望と である、 この 二 は 之 を 同じく しなければ ならない、 思想の 自由 は 其 後に 來 るの 

である、 若し 或 人の §nl みが 此 世に 繁 がれて 居るならば 心に 大 なる 相異が あるので ある、 永い 間の 信者 

にして 而も 来世の 希望 を 有せざる 人が ある. 此 せに 於け る 事業に のみ 重き を 置く 人が ある、 それで は 

信者と しての 同情が 出て 来ない、 又 若し キリス トを 主と 仰ぐ の 外 釋迦も 孔子 も 亦 主で あると いふ 人が 

あるならば 我等 は 其 人と 深き 意味に 於ての 兄弟の 關 係に 入る ことが 出来ない ので ある。 

に 體恤」 今日の 語で いへば 同情で ある、 信者 相互に 同情すべき こと はいふ 迄 もない、 然し 同 

情に も 種類が ある、 貧に 對 する 同情が ある、 死に 對 する 同情が ある、 普通 同情と いへば か i る 場合の 

み をい ふので ある、 勿論 信者 はか、 る 場合の 同情に 於ても 世の 人に 劣る もので はない、 然しながらべ 

テ 口 の玆 にい ふ 同情と は 一 層 深き もの を 意味す るので ある、 特^の 信仰と 望みと を 共に する が 爲め特 

^の 苦み が 臨む、 その 苦み に對 する 特別の 同情 をい ふので ある、 信者 相互の 問の 同情 はた 漫然と 湧 

き來る もので はない、 同情 を 要求す る 前に その 苦み が 何の 爲に 臨みし か を 知らなければ ならない、 信 


^が 信者より 同情 を 求む る 理由 は その 特^の 信仰と 特^の 望みと を 共に する にある、 この 苦み の 性質 

を 知て 特別の 深き 同情が 湧き 来らざる を 得ない ので ある。 

「兄弟 相愛し」 聖書に は 愛と いふ 言葉が ニッ ある、 深き 靈 的の 愛と 情 的の 愛と である、 而 して 玆 

に 相愛し とい ふ は その後 者で ある、 信者 は： 一:^ 仰と 希望と を 共に する が 故に 相互に 對し 心の 深き 處に靈 

的の 愛の ある こと は當然 なりと して、 度々 怠り 易き は此 世の 事に 就て 相愛す る ことで ある、 外则 のこ 

とに 就て は餘り 多く を 要求す ベから すと いふ は 信者の 往々 にして 陷る考 へ 違で ある、 基督 者 は その 同 

じ 信仰と， ぼ If 一み との 爲に此 世より 多くの 苦み を受 くるので あるから 此 世の 事な りと 雖も 互に 同情し 和 助 

けなければ ならない、 玆に 「相愛し」 とい ふ は 畢竟 「相 助く る」 とい ふと 同じ 意味に 歸着 する。 

「相憐 み」 この 譯語は 少し 輕 きに 過ぐ るの 嫌が ある、 寧ろ 體恤の 字を此 處に當 てた 方が. S しい、 

之 は 心の 深き 處 より 來る思 ひやり である、 希们來 人の 考 にて は 人の 優しき 愦は 脾臓より 來 ると 考へ た 

(相憐 みの 原語 eusplallclllss は splarslma 脾臓より 出づ 〕、 卽ち 普通に 心臓より 來る ものと m わ ふ 

より は 一 1^ 深い 考 である、 この 脾臓より 出で たる 體恤を 以て 相互に 同情せ よと いふ、 その 如何なる 程 

度の 同情で あるか は 言葉 だけで 說明 する こと は出來 ない、 然し 我等 は實 際に 當 つて 知る ので ある、 頭 

を 以てに あらす 心 を 以てに あらす もっと 深き 愛 を 以て 愛して くれる 者が あるとき 之が 卽ち 脾臟より 出 

でた る 同情で ある こと を感 する ので ある、 ぺ テ 口 の 此書を 書きし 頃羅馬 帝 國に行 はれし 主なる 道德は 

所謂 ストア 派の 道德 であって 日本 Q 武士道の 如く 强く 堅く 一  貫した る ものであった、 武士道に は 武士 

な 5  や.： 

の 情と い ふこと も あるが ス トァ 派の 道德に 於て 脾臓より 出づる 同情と い ふが 如き は餘 りに 優しくして 

一 種の 弱味の 如くに 考 へられ 男子に は 望めぬ 程の ものであった、 にも 拘らす 獨り基 赞者は 終始 之を髙 
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^して 居った ので ある。 

「謙 遞」 他に 適當の 字な き 故 か-る 語 を 用 ゐるも 基督 者の いふ 謙遞が 普通の 謙遜と 犬に その 性質 

を 異にする はいふ 迄 もない ことで ある、 所謂 遠慮 をす ると か 人の 前にて 出しゃばらぬ とかい ふが 如き 

は 謙遜で はない、 その 最も 良き 說明は 約 翰 偉 十三 章の キリストが 最後の晩餐の 時 手 巾 を 腰に して 弟子 

の 足 を 洗 ひ 給 ひし ことで ある、 「我 は汝 等の 師 また 主なるに 尙汝 等の 足 を 濯 ふ」 は汝 等の 潔め られて 

天 » に 入る 印で あるから r 汝等も 亦 互に 足 を 濯 ふべ し」 と敎 へられた、 之が 信者 相互の 態度でなくて 

はならない、 互の 足 を 濯 ふ 事 を 義務の みならす 名 譽と思 ふこと、 卽ち 高き に 止まらす 低き に 就く こと、 

換言すれば 相互に 僕と なること、 それが 信者の 謙遜で ある。 

かくの 如く 信者 はみ な その 信仰と 望 を 共に し、 迫害に 對 する 特別の 同情 を 交し、 此 世の 事に 就ても 

相 助け、 深き 思 ひやり を爲 し、 而 して 相互の 僕と なるべし と、 之れ 信者 相互の 態度に 關 する ぺテ & の 

敎 である。 

信者に 對し惡 意 を 以てする 不信者 に對 して 信者 は 如何なる 態度 に 出づ べき 乎、 之れ 彼 得 前書 三 章 九 

節 以下の 説く 處 である。 

惡を 以て 惡に報 ゆる 勿れ、 詬を 以て 詬に報 ゆる 勿れ、 却て 此の 如き 人の 爲に福 を 求むべし、 そ は 

汝 等の 召された る も 幅を嗣 がん 爲 なれば なり (九 節〕。 

「福」 と は キリストの 救に 與 るの 福で ある、 キリスト 罪 を 除かん が 爲に來 り 給 ひ 我等 も 召されて 此 

救に 與る事 を 得た ので あるから 我等に 惡意を 以てする 者の 爲 にも 亦 均しく その キリス トに 由て 救 はれ 

む 事 を 祈るべし とい ふので ある。 


それ 生命 を 愛して 佳日 を 送らん と 欲 ふ 者 は 舌を禁 へて 惡を言 はす、 霄 を 絨て詭 譎を雷 ふ 勿れ、 悪 

を 避けて 善 を 行 ひ 和睦 を 求めて 之 を 追 ふべ し、 そ は 主の rw は義 しき 人の 上に 止まり、 其 耳 は 義 

人の 祈禱に 傾き、 主の 面 は 惡を行 ふ 者に 向て 怒れば なり (十— 十二 節〕。 

詩篇 三十 m 篇の 引用で ある、 生命 を 愛して 佳日 を 達らん と 欲 ふ 者と は 之 をべ テ B の 語と して 來世永 

生の 事 を 言 ふ ものと 解し 得ないで はない が、 然し 何等 註解 を 加 ふる 事な く 詩篇の 文句 其 俊に 書き流し 

たる を れば やはり 此 世の 一 生 を 幸福に 送らん と 思 ふ 者の 意味で あらう、 卽 ちぺテ 0 は玆に 幸福の 生 

涯の 秘訣 は何ぞ やとい ふので ある、 今 口 も じ 問に 對し 幾多の 答が 提中 U せられる、 HI く^ 約、 门 く 健 

康、 曰く 何々 と、 然しべ テロの 答 は 自ら^で ある、 彼 はいふ 「惡を 言 ふ 勿れ、 和睦 を 求めよ、 之共祕 

訣 なり」 と、 而 して 此處に 特別の 眞理が ある こと は 長く 經驗を 積みし 者の 知る 處 である、 人は絕 えす 

平和 を 慕 ひ 求め、 他人に 對す るに 常に 善意 を 以てして、 單に來 世 を讓受 くるの 準備 を爲 しつ、 あるの 

みならす 又 現世 を 最も 幸福に 送りつ k あるので ある。 

汝等 若し 善 を 行 ふに 熱心なら ば 誰か 汝等を 害 はん 乎 (十三 節〕。 

大體に 於 て 其 通で ある、 然し 又 或 場合 に はさう でない、 却て 善 を 行 ふに 熱心なる 時 屡. - 最大の 迫害 

が 襲ひ來 る、 キリストの 苦み がさう であった、 バウ 口、 ぺテ a の 艱難 亦 皆 さう であった、 故に 其 場合 

に は 如何すべき 乎、 卽ち霄 ふ、 

然 ども 縱ひ義 しき 事の 爲に苦 めら る k とも 汝等 福なる 者な り、 人の 汝等 をお どす その 威嚇 を 设 る 

る 勿れ、 亦 憂 ふる 勿れ、 汝等 心の中に 主なる キリスト を 祟むべし (十四. 十五 節〕。 

「祟むべし」 は 「長るべし」 と 間 じで ある、 不信者の 中に 在て 種々 なる 迫害 を受 くる 時、 人の 額 を 
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見る 勿れ、 唯 キリストの 額 を 見よ、 長るべき は 彼のみ であると。 

亦汝 等の 衷 にある の 緣由を 問 ふ 人に は 柔和と 長 灌を 以て 答を爲 さん 事 を に備 へよ (十五 節 

「s 卞に は 信仰で ある、 不信者より 信仰の 理由 を 問 はれん 乎、 柔和と 畏懼と を 以て 答 ふるの 準備 をせ 

よと、 聖書 研究の 目的の 一は 玆 にある、 殊に 不信者の 我等に 之 を 問 ふや 必す 一種の 蔑 を 以てする が 故 

に 柔和 を以 て 答 ふるの 準備 は 特に 必要で ある、 叉 同時に 不信者 を說 服す る を 得すと も 護を以 てせ ざら 

ん との 長がなくて はならぬ、 而 して 我等の 信仰の 決して 夢物語 や 迷信で はなく して 深き 眞现 である 事 

を 答へ 得る が 爲には 長き 問の 注意 深き 研究 を 要す るので ある。 

a 答 ふる 時 は 善き 良心に 從ふ べし (十六 節 )。 

「善き. R 心」 と は 不思議な る 首 である、 之 蓋し ぺ テ 口 前書 獨特 の 語で ある (二十 一 節參 照〕、 人 は 

良心に 從て爲 す 事 を 凡て 善い 事と 思 ふ、 然し 世に 頑固なる 者に して 誤りた る 良心に 從ふ 人の 如き はな 

い、 キリストに 囚 はる & 前の。 ハウ 口が それであった、 か，^ る 人 は 自己の 行 爲の惡 しき を自覺 する こと 

が 出来ない、 故に 良心 必す しも 正しから す、 唯 キリストに 化せられ たる 善き 良心、 卽ち キリストの 良 

心に 從て 初めて 誤 まらざる を 得る ので ある。 

し  そし  はち 

是れ汝 等 を 惡を行 ふ 者と 誣ひ汝 等が キリストに 在て 行 ふ 善き 行 を 謗る 者の 自ら 愧ん爲 なり、 若し 

汝 等が 善 を 行 ふに 因て 苦を受 くる 事 神の 意 旨なら ば 惡を行 ふに 因て 苦を受 くるに 愈れ り、 キリ ス 

トも 一度 罪に 因て 苦 を 受く義 者 不義 者の 爲 にせり、 是 我等 を 引きて 神に 至らん とてな り、 彼 

その 肉體は 殺され 其靈は 生かされたり (十六— 十八 節)。 

惡意を 以て 我等に 對 する 不信者に 却て 善意 を 以て 報 ゆる は 恰も 信ぜざる 夫の 其 妻の 行に 由て 從 ふが 


如く、 苛酷なる 主人の 其奴 隸の 忍耐に 由て 導かる k が 如く、 不信者 も 亦 我等の 柔和なる 態度に 自ら 愧 

ぢ 其が 動機と なりて 遂に 祌を崇 むる に 至らん が爲 である、 キリスト 敵の 爲に苦 を 受け 肉體は 殺された 

るも靈 に. E て 我等 を 救 ひ 給 ひしゃう に 我等 も 亦靈に 由て 人 を 救に 導くべき である。 

|§十九節は難解の^^2句にして之が爲幾多の論戰が行はれた、 かの 羅馬 天主 敎會の 所謂 鍊 1 說は玆 よ 

り つるので ある、 然しべ テ 口 の 首 はんとす る處 はさう いふ is^ ではない * 肉 は 殺さる-も 靈は 生く る 

を 以て 靈を 以て 人 を 救に 導くべし との 事 をカ說 して 居る ので ある。 

我 を惡み 苦む る 人に 對し 只管 柔和と 畏懼と を 以て 接せん 乎、 假令 彼れ 我 を 殺す に 至る とも 我が 靈が 

遂に 彼 を 救 ふに 至る、 故に 惡を 以て 惡に報 ゆる 勿れと、 之ぺテ 0 の 語に して 實に 深き 敎訓 である、 惡 

に 報 ゆるに 惡を 以てして 一 時の 快 を 得られぬ ではない が 然し 其爲に 何人も 救 はれない、 之れ 肉 を 活か 

して 靈を 殺す ので ある、 之に 反して 侮蔑と 迫害と を受 くるに 從ひ 益" 深き キリストに. e るの 愛 を 以て 

忍ぶ は 之れ 肉 を 殺して 靈を 活かす ので ある、 基督 者の 用ゐる 武器 は 之で ある， 此事は 信仰の 事實 とい 

はんか 天然の 法則と 言 はんか 實に 著る しき 敎訓で あ つ て 基督教 の敎 ふる 特別の 眞理 である。 

之 を 要するに 何處 まで も 愛で ある、 信者に 對 する も 愛、 不信者に 對 する も 亦 愛で ある. 愛 を 以て 終 

始 せよ、 之れ 基督 信者の 行爲 なりと、 ぺテ II の敎 ふる 處は畢 .！5 お 玆に盡 るので ある。 
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初代 信者の 交際 

彼 得 前書 五 章 十一 一— 十 節 

我れ 思 ふに シ ルヮノ は 忠信なる 兄弟な り。 

「忠信」 は 「忠 實」 である、 「兄弟」 は r 汝 等の 兄弟」 である。 

我れ 片の 一一 一一 口の 書 を 彼に 託ね 汝 等に 贈りて 勸め をな し。 

當時は 勿論 郵便なる ものはなかった、 故に 手紙 を 贈る に 最も 良き 方法 は 之 を 友に 託する ことで あつ 

た、 今日 こ そ 各種 の 通信 機關發 達し て 文通 甚だ 輕便 とな つ た爲 友人 の 爲に 費す 時間 は ii く其考 も亦自 

然に輕 くな つて 來た けれども、 一 本の 手紙 を 贈る も 容易なら すして 偶々 友の 旅立つ を 機に 之 を， 1 ぬる 

の 外なかった その 時代に 書きし 手紙で あると 思へば 特に 眞 心の 籠りし ものである こと を 想像す るに 足 

る ので ある。 

をし へ  こと 

「勸 め」 は 慰め 义は敎 等の 意味 を 含む 詞 である。 

且汝 等が 立 っ處の 恩 は 乃ち 神 の 眞 の 恩なる こと を證 せり。 

汝 等の 信仰が 其 根本に 於て 眞の 信仰なる こと を證 せりと いふので ある、 度々 我等が 友人 叉 は 先 W よ 

り敎へ て 貰 ひたき 事 は 之で ある、 今日 迄 守り 來 りし 神の 恩が M の 恩なる こと を 裏書 せられて 信者の 力 


は 倍加す るので ある、 古き 友人が 何 を も 言 はす 唯汝 のな せる 事 は 大體に 於て 眞 なりと 證 して くれる 時 

に 我等の 勇氣は 一 入 振 ひ 興る ので ある、 ぺ テロの 此ー 言の 爲に小 亜細亜に 散在せ る 信者が いかに 慰め 

られ たる か は 想像す るに 難くない、 實に贵 き 一 言で ある。 

バ ビ ：！ ン に 在る 處の汝 等と 共に 選ばれた る 敎會汝 等に 安き を 問 ふ、 叉 我 子 マ コも汝 等に 安き を 問 

ふ。 

此 一 節 は 何でもない やうに 見えて 實 はさう でない、 此處に 聖書 研究者の 見逃すべからざる 文字が あ 

る、 余 は 曩にぺ テ の敎會 觀を說 いて 「彼 得 前書 中には 敎會 なる 文字 さ へ 見當ら ない」 と言うた が 

(本 卷七五 〇 頁 及び 七 五六 頁參 照— 編者) 兹に 明に 敎會 なる 文字が ある、 故に 敎會 に關 して 余と 主義 を 異に 

する もの は 或は 之 を 引いて 余を責 むる かも 知れない、 然しながら その 責任 は 余に あらす して 譯 者に 在 

る、 玆に 「バビ 0 ンに 在る 敎會」 と譯 せられし 語 は舊き 英譯聖 一書に も the  church  at  Babykm と あ 

るが 改正 英譯に は she  iu  wabylcn と 改められた， 之れ 原文 通に 改譯 したので ある、 原文の 七 百有餘 

の 寫本中 之 を 敎會と 記せる もの は 唯 一し かない、 卽ち 敎會は 女性の 代名詞 を 以てい ひ 表 はすから 誤解 

した ものに 相違ない、 ぺ テ n の 言 ふ處は 「バ ビ & ンに 在る 汝等 と共に 選ばれた る 彼女」 である、 然ら 

ば 彼女と は 何で ある 乎、 その 事 はべ テロの 生涯より 考 ふれば 自ら 明白で ある、 卽ち 彼の 妻で ある、 ぺ 

テ P が 結婚した る 人に して 妻と 共に 在りし 事 は 新約聖書 中 一 一三の 記事に よって 窺 ひ 知る ことができ 

る (馬 太 傳八章 十四 節、 哥林多 前書 九 章 五節 等)、 彼 は その 傅 道に も 妻 を携へ て， 行いた ので ある、 故 

に 「汝 等と 共に 選ばれ 汝 等の よく 知れる 彼女」 とい ひて 其の 誰なる か は 自然に 判る ので ある、 且 その 

直ぐ 次に 我 子 マ コ と 言って 居る、 マ コ と は m; ^してべ テ 口 の 子なる か 或は パ ゥ n を 助けて 共に 俾道 に從 

初代 信者の 交際  七 四 七 
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事した るかの マ コ の 事で あるか 必す しも 明で はない、 信仰の 弟子 を 子と 呼ぶ はよ く ある 事で あるから 

C 提摩太 前書 一 章 二 節 等) 多分 その後^で あらう、 鬼に 角 「彼女」 とい ひ 「我 子」 とい ひ、 而 して 共 

に r 汝 等に 安き を 問 ふ」 と 一 百 ひて 能く 其 意味が 通す るので ある。 

fo..- (  な.？ 一ろ  で か 

マ コは元 々ベ テロの 弟子で あるが 中頃 一 時パゥ 0 に 從て傳 道に 出掛けた 事が ある、 シル ヮノに 至て 

は 正しく 之れ パ ゥロ特 愛の 弟子の 一 人で ある、. バウ 口 の 書簡 中 彼の 名 を 見る こと 一 再に して 止らない 

(帖撒 羅尼迦 前後 書、 哥林多 後書 等、 時には 略して シ ラスと いふ)、 この 當 年の バウ II の兩 弟子が 相 

携 へて 兹にぺ テ&を 授けつ k あると は 3： と 愉快な 話で はない 乎、 ベ テロと バウ II、 彼等 は 嘗て 福音の 

爲に爭 つた 事が ある、 而 して 今や 其 一方の 愛弟子 は卽ち 他方の 友人で ある、 マコと シル ヮノ、 か $が^ 

なく。 ハ ゥ B の 怒に 觸れて 袂を训 たねば なら なくなった 時に 代て 選ばれし 者が 此 である、 而 して 今や 相 

互に 親しき 兄：？：^ である、 一時の 爭は 永久の 友情 を 割く ことができなかった、 キリストに 在て 結ばる i 

もの は 常に 之で ある、 彼等と 雖も其 信仰 を 守る 爲め 時には 爭 はざる を 得ない、 責めざる を 得ない、 分 

れ ざる を 得ない、 然し やがて 叉 時が 來る、 元の 親しき 兄弟に 立ち 歸ら ねばならぬ 時が 来る、 これ 其 思 

想に 於て 又は 主義に 於て 戰ふ とも 其 依て 立つ 處の 根本に 於て 別る- - ことができ ないから である、 その 

心の底に 於て 慕 ふところの 者が 同一 であるから である、 實に 永久の 友垣 を 結ぶ の 秘訣 は 他で はない、 

相互に 益々 深く キリス トを識 る 事 之で ある、 之より 外にない ので ある U 

汝等 愛の 接吻 を 以て 互に 安き を 問へ。 

接吻と い へ ば 我等 日本人に は 何やら 厭ら しき 事の やうに 聞え て 聖書の 中に か i る 文字の ある さへ 忌 

はしく 感ぜら る、 ので ある、 然し 聖書の 中に 此語 は必 すし も くない、 バウ 口の 書簡に 殊に 多く ある 


(羅馬 書 十六. u 十六 節、 哥林多前書十六^^卄節、 帖撒羅：^迦前書五^!f廿六節)、 彼 はいつ も 唯 接吻と 

いはす して 「きょき 接吻」 とい ふ、 然り聖 き 接吻で ある、 接吻 • を 單に禮 儀と て は 何の 意味 もない の 

みならす、 却て 其 濫用の 虞が ある、 時として 偽善の 接吻が 行 はる.^ は事實 である (馬太傳ニト六^|=十四 

十九 節)、 然し 初代 信者の 問に 交 はされ たる 聖き 接吻 は單 なる 禮俊 ではない、 眞に キリス トに 在て 紫 

がれた る もの & 如何に 近き 問 柄なる か を 示す 一 の證 であった、 相 見て 唯 「如何です か」 では 物足りな 

い、 それ以上の 聖き 愛の 挨拶が 接吻と なって 顯 はれた ので ある。 

願 はく は キリ ス トイ H ス に 在る 汝等 凡てに 平康 あらん 事をァ メン。 

「平 康」 は 希们來 語の salom である、 之 は實に 意味深長なる 特別の  一一 一一 II 葉で ある、 平和と いふよりも 

もっと 深い、 一 一一 目 以てい へば 調和の ことであって 卽ち 凡てが 順調に 往 くこと である、 祌と 我との 心 和 

ぎ 人と 我との 心 和ぎ 神と 人と に對 して 何の 憾を懷 かざる その 恩 葸を稱 して f^alcm とい ふので ある、 。ハ 

ゥ 口の 所謂 「人の 凡て 思 ふ處に 過ぐ る 平康」 である、 「汝等 凡てに その 平康 あらん 事 を」 とい ひても 

はや 之 以上の もの を^む こと はでき ない、 健庞 も. ば 1 ましく ある、 繁榮も 望ましくない ではない、 然し 

ながら それ 等の ものよりも 遙か 以上に、 どんな 嵐が 吹いても 播き亂 さる、 ことのない 永久の 離肅、 そ 

れが 欲しい ので ある、 勿論 苦痛 も ある、 心配 も ある、 裔鬪も ある、 然し 山間の 深き 湖水の やうに 波 淵 

は 表面に 立ち騒ぐ とも 底に は 凡て 之 等 を 癒す に 足る 限 無き 平 康を湛 ふること、 それが ィ H ス キリスト 

に 在る 兄弟の 特權 である、 彼に 由ら すして 所謂 安心 を 獲る こと は屮 Z 來る かも 知れない が この 深き 平康 

を 味 ふこと は屮 Z 來な い、 ィ H スを 人に 紹介す るの 目的 は 之 を 得させん が爲に 外なら ない、 其の 他の も 

のは^ 此 *1 に 置いて 行く ので ある、 唯 之 だけが 天國に 於て W 會 するとき の 御土產 になる ので ある、 ぺ 
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テ a の傳道もパゥ 口 の傳道も^^1&する處此處に盡きる、 故に 彼 得 前書と いひ、 パゥ& の 書簡と いひ 呰最 

後の 望を此 處に繁 いで 筆を擱 いて 居る ので ある。 (述) 

彼 得 前書に 表 はれた る 敎會觀 


ぺテ n 前書 は 平凡なる 書で ある、 その 中に 獨创的 意見と 稱 すべき もの は 見當ら ない、 其 文 體は舊 約 

聖書の 引用の 珠數繁 ぎに 過ぎない * 然し そこに 深き 意味が ある、 ので ある、 今日で もス コット ランド 邊 

へ 行く とき は 善き 信者の 手紙 乂は 說敎 なる もの は 聖書の 語 を槃ぎ 合せる のみであって 決して 自分の 意 

見 を 交へ ない 事 を 見る ので ある、 叉眞に 善き 思想 は それ 以上に 言 ひ 表 はすこと が 能ない、 ぺ テロの 如 

き は 身 は舊約 聖書 中に 育った 人で ある、 是 なしに は 何 を も 言 ふこと が 能ない ので ある、 殊に キリスト 

を 信じて 新しき 意味 を舊 約に 發 見した るが 爲め舊 約 聖書の 語 を繫ぎ 合せて 新しき 意見 を發 表して 居る、 

これ 當時 普通の 書簡 叉 は 普通の 說敎 であって ぺ テ II 前書 は卽ち 初代の 書簡の 標本と して 見て 甚だ 興味 

ある ものである、 故に 奮 約 聖書に 親ます して その 深き 意味 を 探る こと は 能ない、 舊約を 知て 之 を讀め 

ば その 殆ど 全部が 舊 約の 引用で あるに も 拘らす 其 中に 明. 0 なる 新約 的 思想の 入て 居る こと を發 見す る 

ので ある、 舊 約の 語 を 以て 書きた る 新約の 書が ぺテ 前書で ある、 一例 を擧 ぐれば 二 章 四 節に 

いける いし 

主 は 人に 棄 てられ 給へ ど 神に 選ばれた る 貴き 活石 なり 


と ある、 「人に 棄 てらる」 と は ィザャ 書 五十 三 章の 語で ある、 キリスト を 「石」 とか 「磐」 とかい ふ 

も亦舊 約の 語で ある、 唯 その 中に 新約の 深き 意味の 籠って 居る の は r 活」 とい ふ 言葉が あるから であ 

る、 「活ける 石」 とい ふの は 今日の 科學 より 見て 矛盾で あらう、 然し 堅き 石に して 而も 活ける 石と い 

ひて 初めて 能く キリスト を 言 ひ 表 はすので ある、 叉 

汝等 彼に 來り活 石 の 如く 建てられ て靈 の 室と なり OS 五節) 

「窒」 と は 神殿であって 舊 約の 語で ある けれども 「靈 の」 とい ひて 新しき 意味が 生きて 來 るので ある- 

而 してべ テ a が 玆に靈 とい ふの はパゥ 口の 如く 架靈の 意味で はなく して 「愛の 家」 とい ふ ほどの 意味 

である、 

亦 潔き 祭司と なり (同 節) 

之亦舊 約の 語で ある、 然し 汝 等が 祭司と なるとい ふ、 .「 汝等」 と は 誰で ある 乎、 異邦人で ある、 小 isi 

細亞の 諸方に 散在した る 異邦人、 而 かも 其多數 は奴隸 である、 か i る 者が 「潔き 祭司」 になる とい ふ 

はこれ 亦 明白なる 新約 的 思想と 謂 はざる を 得ない、 

イエス キリ ストに 由て 祌に悅 ばる k 靈の祭 物を獻 ぐべ し (同 節) 

祌に悅 ばる、 祭 物を獻 ぐる は舊 約の ことで ある、 然し 「イエ ス キリストに 由て」 とい ふの が 特^の 一一 一日 

葉で ある、 叉 祭 物と いふ も 牛 や 羊 や 穀物の 類で はなく して 「靈 の」 祭 物 (愛) を默げ よと いふ は 之 亦 

不思議なる ことで ある、 卽ち兹 にも 亦舊 約の 語の 新約 化せられ たる を 見る ので ある、 是の 如くべ テロ 

前書 を 解す るに は 舊約 に 親し む を 要す る も 其 內容は ど こまで も 新約 の 書簡 である、 こ れ此書 を讀む に 

就て 特に 注意す べき 事で ある。 

彼 得 前書に 表 はれ +1 る敎會 iS  七 
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然しべ テ 口前 書に 更に 注目すべき ことがある、 この 書 は その 冒頭に 記された る 如く 

ポント、 ガラ テャ、 カパド キア、 アジア、 ビテ 一一 ァに 散りて 處れる 者 

に 送られた る 書簡で ある、 之 等の 土地 は 小- 亞細亞 の 大部分であって 其 廣袤約 そ 日本犬で ある、 而も 羅 

馬 帝國の 僻陬の 地で ある、 其處に 散りて 處れる 者卽ち 日本犬の 廣き 僻陬 地に 散在した る 信者に 遣りし 

クリスチャン 

囘 章であった ので ある、 以て 當 時の 基督 者の 狀態を 窺 ふこと がで きる、 パゥ 口の 傳道 によりて 成りし 

コ リント、 ピリ ピ、 H ぺソ 等の 敎會の やうに ー團に 固まりし もので はなく して 丁度 今日の 日本に 於け 

る 吾々 の敎 友の 如く 孤獨の 信者が 諸方に 潭山 散在して 居た ので ある、 之 は大に 注意すべき ことで ある、 

か k る 人々 が 活ける 石の 如く 建てられて 靈の窒 となり 亦 潔き 祭司と なり 卽ち 最高の 意味に 於ての 敎會 

となると いふので ある、 兹にぺ テロの 敎會觀 を 窺 ひ 知る に 足る、 必す しも 相互に 接近して 一 の 組織 立 

ちた る 制度の 下に ある を 要せす、 諸方に 散在して 而も 共に ィ H ス キリス ト を土臺 とし 活ける 石と なり、 

靈 の窒を 造り 以て 祌に悅 ばる &靈の 祭 物を獻 ぐる ことが 能 る、 初代の 敎會の 狀態 は實 にかくの 如き も 

のであった ので ある。 

次に 叉與味 ある 言葉 は 二 章 十七 節で ある、 

衆の 人 を 敬 ひ 兄弟 を 愛し 祌を 長れ 王 を 尊ぶべし 

いましめ 

と ある， 是は 四の 誡 より 成る、 卽ち 

第 一條 衆人 を 敬 ふべ し  . 

第二 條 兄弟 を 愛すべし 

第三 條 祌を畏 るべ し  ■ 


第 i: 條 王 を 尊ぶべし 

こ れ 多分べ テ&が 常に 人に 傳 へたる 教訓の 大綱で あつたので あらう、 寇 に簡單 なる 敎 であ るが しかし 

よく 初代の 基督 敎の 精神 を 首 ひ 表 はして 居る。 

第 一 衆の 人 を 敬 ふべ しとい ふが 如き は 今で こそ 人み な 人權の 重ん すべき を 知る が 故に 敢て 不思議で 

はない けれども 當 時に 在 て此言 をな す は實に 驚く べき ことで あつたので ある、 衆の 人 の 中には 羅馬帝 

國の 大部分 を 占めたる 奴隸が ある、 又 奴 隸に尋 ぎて 殆ど 人格 を 認められなかった 婦人が ある、 li 馬 人 

に 向て 奴 隸を敬 ふべ しとい ふ は 意味 を 成さない、 彼等に 取て 沒交涉 の 言で ある、 之れ 旣に 本命 的 m 心 想 

である、 人 はたと へ 罪人と 雖も すべ て祌の像に象りて作られたものでぁって其の根抵に於て祌！^ーなる 

ものであるとの 思想 はた に 初代の 信者の みならす 今日 我國に 於ても 之 を 解し 得ざる 人が 少 くない の 

である。 

第二に 兄弟 を 愛すべし と ある、 兄弟と は 勿論 信仰 を 同じう する もの k 謂で ある、 然し 之 をた 兄弟 

とい ひて は 足りない、 IDldttlers  (adelpllj:0 に 非す して t-3therllood  (adelpllot お) である、 兄；？^ 衆 

とか 兄？ S 團 とかい ふ 意味で ある、 勿論 兄弟 姉妹で は ある けれども 倾々 の 人 を 指す ので はない、 この 語 

と 前の 「活ける 石」 叉 は 「靈の 室」 等の 語と 對照 すれば 鼓に ぺ テロの 敎會觀 が 現 はれる ので ある、 死 

したる 规則 制度の 類 を 全く 離れて 生命の 倒く 處に 自ら 一 種の 靈的 家庭が 出現す る、 それが：： 儿弟圃 であ 

る、 故にべ テロに 向て 敎 \ ゆと は 3： ぞ やと 問へば adelpllotc-s であると 答 ふるので ある、 ：： 儿弟圈 である、 

故に 其 特性 は 愛でなくて はならない、 之れ 面，： n き 側面 觀 である、 馬 太 偉に 「汝 はべ テロな り 我が 敎會 

を この 磐の 上に 建つべし」 (^十六 章 十八 節〕 と ある を ればぺ テ 口 が 敎會の 初で あるが 如くなる もべ テ 
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口前 書中に は敎會 とい ふ 文字 さへ 見當ら ない、 唯 之に 當る もの は 「活ける 石」 とか 「靈の 〔CI とか 叉 

は 兄弟 團 とかい ふ 言葉 あるの みで ある、 之れ 初代の 敎會の 狀態を 知る に 有益なる 林 料で ある。 

第三に 神を畏 るべ し、 之 は 刖に說 明 を 要しない、 長る と は 怖る にあら す、 愛し 畏る、 ので ある、 神 

を 愛する と 同時に 神に 狎る 、 こと を誡 むる fB 絮 である。 

特に 注意すべき は 第 四の 王 を 尊ぶべし である、 「王」 と は impemtol- (皇帝) のこと であるが 猶太 

人の 間に は 皇帝なる 詞は なかった から basileus  (王) というて 居る ので ある、 羅馬 皇帝の こと を 

basileus というた、 卽ち 今日の 語に て 皇帝 を 尊ぶべし とい ふの が 正 當の譯 語で ある、 この 一語 を 以て 

見る も 基督 者が 社會 制度 を 重んじ 所謂 國憲を 重んじた る は 明かで ある。 

かくの 如く 初代の 信者の 信仰的 生涯 を 簡約して いへば この 「衆人 を 敬 ひ、 兄弟 を 愛し、 神 を 長れ、 

王 を 尊ぶべし」 とい ふこと に歸 着す るので あって、 祌 から 見て は悅 ばる &靈の 祭 物を獻 ぐる 立場に あ 

り I から 見て は 順良の 民た るの 態度 を 失 はな かった、 初代の 基督 者 の 信仰に 少しも 軌道 を 外れた 處は 

ない、 熱狂 的なる 趣 はない、 ！！！ 肅 にして 敬虔に 充ち、 狎々 しく 神に 近づく ことなく 神の愛 を 知る と 同 

時に 舊約 的の 健全なる 畏敬の 念 を 失はなかった ので ある。 

ぺテ n 前書 二 章 十八 節 以下に は 「僕なる 者よ」 云々 とい ひて 一種の 勸 言が 說 いて ある、 僕と は {\ ぶの 

召 I- の 意であって 所謂 下婢と か 下男と かの 類で ある けれども 羅馬 帝國に 於て は 特^に 奴隸を 指して 言 

うたので ある、 卽ち 人身の 自由 を 全く 失 ひし ものである、 又 三 章 一 節より 七 節までに は 「妻なる 者よ」 

とい ひて 婦人に 對 する 敎が ある、 ぺ テ 等の 考 では 婦人 は必す 結婚して 妻と なる ベ きもので あるから 

妻と は 婦人と いふと 同じで ある、 僕なる 者よ 妻なる 者よ とい ふ、 以て 當 時の 信者の 性質 を 窺 ふ 事が 出 


來る、 其 最大 多數 が奴隸 であって 次が 婦人で ある. 社 會に權 力 を 有する もの もあった に は 相違ない が 

其 は 寧ろ 少數 であった、 幅 音が 社會に 入る の 順序 はこれ である、 最下 歷 より 人り 込む ので ある、 故に 

初代に 於て 基督 敎が羅 馬の 識者に 卑 めら れ たる も强ち 無理で はない、 而 してべ テ 口 は その 最下 層の 奴 

隸に對 し 何と 敎 へた 乎、 「畏懼 を 以て 主人に 服 ふべ し」 とい ふので ある、 單に 善良 者柔 断なる 者に の 

みならす 背 刻 者に も 服 ふべ しとい ふので ある、 一 も 汝の權 利 を 主張せ よ、 汝の 自由 を據 5^ せよ と は 言 

はない。 

人 もし 受 くべ からざる 苦難 を 受け 神 を 敬 ひて 之 を 忍ば 嘉む べき 事な り、 汝等 もし 過 をな し撻た 

れて之 を 忍ぶ とも 何の 嘉 むべき 事 あらん や、 されど若し善をなし苦められて此を忍ば ぐ祌に嘉^£ 

を 得べ し、 汝 等の 召された る は 之が 爲 なり、 そ は キリスト 汝 等の 爲に苦 を 受け 汝等 をして 己の 跡 

に從 はし めんと て 式を汝 等に 遣し 給へば なり、  、 

卽ち 人が 基督 者に なりし は キリス トに傚 はんが 爲 である、 汝等 苛酷なる 主人に 虐待 せられて 之に 耐へ 

忍ぶ は汝 等の 信者た る 特性 を 現 はすので あると いふので ある、 キリス トが 驚くべき 忍耐 を 以て 模範 を 

示し 給 ひしが 故に 汝等も 忍ぶべし とい ふので ある、 けれども か、 る 忍耐が 奴隸 中に 起り しとい ふは旣 

に 奴識の 自由が 宣告せられ しと 異ならない、 同時に 义之 等の 同胞 を奴隸 として 取极ふ 雜馬 帝圃 の有權 

者が 玆に大 打撃 を 蒙 つたので ある、 而 して 此事は 基督 敎 の 性質が 然 らしめ たのであって 決し て 信者 自 

身の 要求に 成った ので はない、 彼等 は 却て 喜んで 服從 したので ある、 婦人の 男子に 對 する 態度 も 亦 同 

樣 である、 決して 今日の 所謂 女 權瘦得 運動 者の 主張す るが 如き 男女 同 權を稱 へたので はない、 「^な 

る 者よ 汝等 その 夫に 服 ふべ し」 である、 サラ、 アブラハムに 服 ひて 之 を 主と 稱 へしが 如くに 服 ふべ し 
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である、 女 は何處 まで も に服從 しな けれ はならない、 然し 男 も 女 も 同じく 「生命の 恩 を嗣ぐ 者」 (三 

章 七 節) であると 敎 へられて 女子 は 兹に眞 の 女權を 獲得し 又 男が 女 を 敬 ふべき 所以の 根本が 示されて 

女の 繩 目が 解かれ 女性の 自由が 始まった ので ある。 

ぺ テ B 前書が 書かれた る 時代に 就て は 或は パ ゥ a の 書簡より 後な りと もい ひ 叉 前者 は 後者より 遙か 

に 古く 多分 紀元 四十 九 年の 頃 卽ちパ ゥ 口 の 書簡の 最古の ものよりも 尙六七 年 前な りと もい ひ 色々 議論 

が稱 へられる、 しかし 暫く 年代 問題 を 離れて 此 書に 表 はれた る 信仰 並に 信者の 狀 態より 判斷 すれば そ 

のパ ゥ 口 の傳道 以前の 原始時代の ものである こと は 確かで ある、 蓋し 此書は 福音が 初めて 異邦に 人り 

し其發 芽の 時代に 於け る 信者の 狀態を 示す 者であって 今日の 曰 本 や 叉 は 初めて 福音 を 聞きし 人 等に 取 

て は大に 參考に 供すべき である、 ぺ テ 口 の 書き ものと して 残れる は此 前書 唯 一 しかない ノ ぺ テロ 後書 

は 早くより 旣に 「疑 はしき 書簡」 の 一 に數 へられ 之 をぺテ n の 作と 見る は 甚だ 困難で ある、 然し 前書 

に 就て は 大抵の 學者は 之 をべ テロの 書きし 者と して 疑 はない、 ヨハネ、 ヤコ ブ と共に 並び 稱 せらる \ 

この 犬なる ベ テ B の 語が 一 言 今日に^ りしと いふ は 深く 感謝すべき ことであって、 斯 人の 働きより 生 

じたる 基督 者の 狀 態が 今の 敎會 とかく も 異なる ものなる を 知り 吾等 は 慰めら る &處少 からぬ を覺 ゆる 

ので ある。 r 述：)  ， 

彼 得 前書に 於け る 「敎會 J と 云 ふ 文字に 就て 

私 は 本誌 の 前號に 於て 左の 如くに 述 ベました 

彼 得 前書 中には 敎< ^とい ふ 文字 さ へ 見當ら ない 


と. 然るに 同書の 第五 章 十三 節に は 明， in に Si. い てあります 

なんちら  0  0  やすき 

バビ u ンに 在る 所の 爾曹 と共に 選ばれた る 敎會爾 曹に安 を 問 ふ 

と、 依て 或 人 は 私の 間違 を 指摘て 言 ひます 「彼 は 無敎會 主義 を 主張す るの 餘り此 無稽の 言 を 弄す」 と、 

實に私 も 時 々犬なる 間違 を爲 すので あります、 而して私が間違を爲したる場合には讀者諸^；？が御親切 

に 之 を 御 示し 被 下る こと を 欲求 ひます、 乍然、 幸に して 此 場合に 於て は 私 は 間違って 居らなかった の 

であります、 此 場合に 於て は 問 違 は 私に 於て なくして 日本 譯の 聖書に 於て 在った のであります、 英 

譯 聖書 を御讀 みの 方 は 御 承知で ありませ う、 舊ぃ所 IS ジ HI ム ス王譯 聖書に は 左の 如くに 譯 して 冇っ 

たのであります 

Tlie  C11U1.C11  tliat に at  wabylcxa  ^p^s^*?  ycu 

と、 然るに 改正 譯には church  (敎會 ) なる 文字 を 全く 削りて 左の 如くに 訂正した のであります。 

Slie  tliat  is  in  JBaTbylcll  h^alutetll  you 

と、 實に 「敎 會」 なる 文字 は 原文に は 無い のであります、 た、. ^「彼女」 と あるの みでありまして、 「彼 

女」 は 何 を 指して 謂 ふ 者で ある 乎 能く 解らない のであります、 或 ひ はべ テロの 妻 を 指して ふので あ 

ると 云 ひ、 或 ひ はバビ B ンに 於け る 或る 屈指の 婦人 を 指して 謂 ふので あると 云 ひ、 或 ひ は 「敎 會」 な 

る 文字 は 女 姓 名詞で あるが 故に 敎會を 略して 「彼女」 と 謂 ふたので あると 云 ふので あります、 之 を 

r 敎會」 と譯 したの は 單に譯 者の 意譯 に過ぎないので あります、 希臘 原語の 聖書に 依り ますれば 彼 得 

前書の 此章此 節に は eccl?iil  (敎會 ) なる 文字 は 無い のであります。 

因に 言 ふ、 シ ナイ 寫本 並に シリ ャ譯に 「敎 會」 の 文字 あり、 然れ ども 其 他に 在るな し、 今や 學者 
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は 全體に 之をハ V くに 一 致せり、 

auonal  Critical  〇oms.e:a*:a.ry  ： 

を參 照すべし u 

斯く て 彼 得 前書に は 矢張り 敎會と 

證 とは爲 しません、 乍然 基督 敎會の 

る 其 一 一通の 中の 最も 信憑すべき 者の 

事實 であります、 初代の 信者に 取て 

大切な 者で は 無かった と 思 ひます、 

ざる を 53： ない のであります。 


七 五八 

更らに 詳細 を 知らん と 欲する ャォは H>r.  cllarls  wig-g-s  Intem- 

St.  Peter 叉 は Di,  Philip  schawl  popular  commentary 等 

いふ 文字 さへ 無い のであります、 ^^は此攀を以て無敎會主義の辯 

基礎と 見做さる 、使徒べ テ 口にして、 彼の 書簡と して 保存 せらる 

中に 「敎 會」 とい ふ 文字 さへ 見當ら ない と 云 ふ 事 は 大に考 ふべき 

敎會は 大切な 事で ありまし たらう、 乍然ゲ 時の 信者が 思 ふやう に 

新約聖書の 公平なる 研究 は敎 會に關 する 從來の 思考 を 一 變 せしめ 


墮落 信者の 狀 態 

彼 得 後書 二 章廿、 廿ー 、 廿ニ節 
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彼等 若し 我等の 主にして 救 主なる ィ H ス キリスト を識 るに 因りて 世の 汚 を 脫れし 後、 復 たび 之に 

ま-- ほ  ちり？.. -ー 

累れて 勝た る、 ならば、 其 後の 狀態は 前に まさりて 更 らに惡 し、 彼等に 取りて は 義の道 を 識らざ 


りし 方、 之を識 りて 後に、 彼等に 傳 へられし 聖き 訓誡に 背く より は 更らに 善 かりし ならん、 犬 か 

へり 來 りて 其 吐きた る 者 を 食 ひ、 豕、 洗 ひ 潔め られて 泥の 中に 轉 ぶとの 諺 は 彼等に 於て 事實 とな 

りて 顯 はれたり。 

「彼等」 墮落 信者な り、 殊に 墮落 敎師 なり (前節 を 見よ) 〇 「識 るに 冈 て」 深く 究めし に ra て、 

m に环に 聞きし に 止まらす、 心に 主を嘗 ひしに 因て (前書 二 章 三 節)， 是れ敎 師の爲 せし 所な り、 然れ 

ども 彼等 令 や 仁愛の 主を棄 てたり 〇 「累れ て」 縛せられ て、 鳥の 羅 にか、 りしが 如く 世事の 煩累に 

まと はれて。 多忙 多忙な りと 稱 して、 世事に 忙殺されて 終に 科び 不信者と なる 〇r 其 後の 狀態 云々」 

馬 太 傅 十二 章 四十 五節 を 見るべし、 不信者の 心に， 一り の惡鬼 住み、 墮落 信者の 心に は 七つの 惡鬼 宿る 

〇 「義の 道」 魏 とせら る &道、 福音な り 〇 「聖き 訓誡」 山上の垂訓の 如き もの を 云 ふなるべし、 

基督 信者の 道德 なり、 世の 道德 よりも 遙 かに 厳格なる もの 也、 墮落は 高き 道德 より 低き 道德 への 墮サ浯 

なり、 彼等 は 基督 信者の 中に 在りて 信仰 雜き 者と 稱 せられん より は、 I 人の 屮にド りて 比較的に 高潔 

なる 者と 呼ばれん こと を 欲す 〇 「犬と 豕」 馬 太 傳七章 六 節 を 見るべし、 信者た る を 魔め て 俗人と な 

る、 人た るの 權利 を擲て 犬と なり 豕 となる が 如し、 人、 若し 一度び 天使の 群に 入り、 然るに 後に： 大使 

の 资格を 失 は >、 彼 は 再た び 人と なる に 非す して、 犬と なり 豕と 化す 〇 「犬 かへ り 云々」 箴言 廿六 

章 十 一 節の 引用な り 〇 「豕洗 ひ 潔め られ 云々」 聖書に 之に 類す る 諺 あるな し、 蓋し 當 時の 通 一一 一一 II なる 

べし、 犬 は 吐きし 者 を 食 ひ、 は脫 せし 泥に 還る、 墮落 信者 は 首て 廢し 主義 を搏 たび 採用し、 役た び 

世の 泥海に 還りて 巧に 共 中 を 游泳す。 

人 あり、 曾. て 亞拉比 亜の 豫 一一 一一 c 者 マホメットに 問 ふて ni く 「世に 最も 美 はしき 者 は M ぞゃ、 叉设 も餽 
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き 者 は何ぞ や」 と、 彼 答へ て n く 「世に 最も 美 はしき 者 は 罪を悔 ゆる 罪人な り、 而 して 最も 醜き 者 は 

信仰を|^0:^^ぉなり」 と、 キリスト は斯 かる 信者に 就て 宜べ給 はく、 後 は 用な し、 外に 棄 てられて 人 

に踐 れん 而已 と、 何れの 宗敎に 於け る も墮落 信者の 如くに 醜き 且つ 憎むべき 者 は あらざる なり、 彼等 

は 天國の 謀叛 人な り、 キリスト を W び 十字 字 架に 釘く る 者、 イス カリオ テ のュダ よりも 更らに 一層 惡 

しき 者な り、 據、 我等 は 如何なる 者と なると も墮落 信者と 成り 了ら ざらん こと を。 

最終の 裁判 

彼 得 後書 三 章 十 —十三 節 

然れど 主の日 は 来るべし、 盜 人の 夜来る が 如くに 来るべし、 其 に は 諸 天は大 なる 響 を 以て 消去 

り、 天 體は熱 火 を 以て 鎔 去り、 地と 其 中に ある 事業 は 燒け盡 すべし、 此の 如くに して 萬 物 悉く 鎔 

去る ベければ、 汝等は 神の 日 を 待望み 且つ 之 を 速めつ k 如何ば かり 其 行 を 潔 ふし、 祌を敬 ふべ 

きょ、 是 によりて 天 は 燃え 失せ 天 體は燒 鎔けん、 然れど 我等 は 約束に 據 りて 新ら しき 天と 新ら し 

き 地と を 待 むな り、 義、 其 中に 宿る。 (自譯 ) 


r 然れ ど」 或る人 は 主 は その 約束し 給 ひし 所 を 成す に遲 しと 云 ふ (前節)、 然れ ども 〇 「主の日」 

. キリストの 顯 はれ 給 ふ 日に して 彼が 世 を 箱き 給 ふ 日な り、 最終の 裁判の 日な り 〇「來 るな り」 必す 

來る なり 〇 「盜 人の 夜 云々」 不意に 來る なり、 人が 來ら すと 思 ふ 時に 来るな り 〇 「諸 天」 總 ての 

宇宙の 意な らん 乎、 宇宙 は 一 つに あらす、 數倘 ありと は 古今の 學 者の 唱道す る 所な り 〇「 犬なる 臂 を 

以て」 疾風が 吹 去る 時の 如き、 或 ひ は 矢が 空中 を 飛び 行く 時の 如き 響 をな して 〇 「消去り」 消失 

し 〇r 天體」 n:、  E 、星の 如き 者 〇 「地 云々」 此 地と 其 上に なされし 人の すべての 事業 〇 「之 を 

速め」 信者 は 其 潔き 行 を 以て 主の日の 來るを 速むべし となり、 其 速 かに 來ら ざる は 信者の 之に 對す 

る 準備の 整 はざる に 由る との 意なる べし 〇 「義 其屮に 招る」 義は新 天地の 中に 永住して- W び 之 を 去 

ら ざるべし、 新 王國の 市お の墮 落す るが 如き は 決して 無 かるべし、 「宿る」 の 字に 注意せ よ。 

宇 访 の 燒 失 

星に して 燒 失せし 者 ありと は 天文 學 者の 認 むる 所な り、 叉此 地球の 燒 失せん こと は 決して 想像し 難 

き 事に 非す、 若し 何に かの 理由に よりて 地球が 共 運行 を 中止す るに 至らん 乎、 太陽の 周 園 を 一 秒 時 問 

に 七 ir つ k の 速力 を 以て 疾行 しつ k ある 地球 は 其 運行の 中止に 由て、 速力 は 化して 熟と なり、 以て 之 

を燒 失する に 至るべし、 或 ひ は 他の 天體と 衝突す るに よりて 燒 失すべし、 或 ひ は 叉 或る 學 者の 唱 ふる 

が 如く 地球 は 歳々 太陽に 向て 近づきつ k ある 者 なれば 終に 其吸收 する 所と なりて 燒 失する に 至るべし、 

地 ii の 最後 は 火な りと は 人類の 一 般に 信じ 來 りじ 所な り。 

主の 口 の 待望 

最終の 裁判と 云 へ ば 一 般に 恐怖る ベ き^として 信ぜら る、 然れ ども 是れ キリ ス トを信ぜざる^1<?に取 
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りての み 然るな り、 我等 彼と 偕に 在る 者に 取りて は 之れ 我等の 切に 待望む 所の ものな り、 我等の^！と 

せらる i は 其 時に あり- 我等 は s| ハ 邦に 流 偶す るの 感を 以て 此 世に 在る 者な り、 今 は 裁判の 時に 非す、 

今や 正邪 の^は 甚だ 暖 味なり、 然れ ども 主の 來 其 時に、 義者は 冠 を 着せられて 現 はれ、 惡人は 硫黄 

の 火の 屮に投 人ら るべ し、 「爾 H を 臨ら せ 給へ」 と は 此曰を 速く 來らせ 給へ との 祈禱 なり、 我等 はキ 

リ ストの 降臨な くして 此 世が 社 會 改良 者の 努力に よりて 黄金 #界 と 化せん と は 決して 信ぜざる なり、 

故に 我等 は M よりも 最も 切に 主の日の 來 らんこと を 待 むな り、 -王 イエスよ 来リ 給へ (默示 錄末章 廿節ソ 

是れ 我等の 熱 切の 祈禱 なり。 

最終の 裁判 は來 るべ し、 ノアの 時に 大 洪水の 地上に 臨みし が 如くに 来るべし、 叉佛國 革命が 佛國 民 

の 上に 臨みし が 如くに 來る べし、 叉 近く は 桑 港の 上に 地震が 臨みし が 如くに 来るべし、 而 して 來て此 

地 をー摇 して、 新： 大地の 建設 を 促すべし、 故に 我等 は 行 を 潔う し 信 を 篤う して 此 日の 来る を 待つべき 

なり" 

基督 者の 救の 希望 

基督 者 は 他者に « れて德 が 高く 行が 潔い から 救 はる、 ので はない、 義人 あるな し 一 人 も あるな しで、 

若し 人 は 其義を 以て 救 はる & 者であるなら ば 世に 救 はるべき 者 は 一 人 もない、 若し 德 行が 救， k の 理由 

であるな らば；；^ 等 も 救濟の 希望 を 有たない 者で ある。 

さよ 

然しながら 我等 基督 者 は 我等の 德行を 以て 救 はれん と. 姿む 者で はない、 宇宙に is! ぃ義 しい 者 は 唯 一 

人 ある、 神の 子 ィヱス キリスト である、 彼れ のみが 天國を 建て、 叉 之に 入る の资 格を備 へた 者で ある、 

彼 は 完全 無缺の 者であって、 彼れ のみが 天國の 王に して 叉 其 市民た るの 資格 を備 へた 者で ある。 


爾 うして 我等が 救 はれん と 欲する の は 彼れ ィ H ス キリ ス トに 由り て ある、 彼に 歸し 彼に 依り、 信 

仰 を 以て 彼の 屬 とたり、 彼の 義を 我が 義 となし、 彼の 完全 を 我が 完全と なし、 雨う して 救 はれん と 欲 

する ので ある、 卽ち 我等 は 十字架に すがりて 救 はれん と 欲する ので ある、 神が 我等の ために 備へ給 ひ 

し盖の 犠牲の 德を其 儘 我が ものと なして 救 はれん と 欲する ので ある。 

故に 我等が 救 濟を希 し 之 を 確信す るの は 我等の 德行を 誇って ぐ はない、 叉 神の 我等に 對 する 特^ 

の 愛に 自惚て 5- はない、 我 i は 自棄して 謙遜の 極に 達して 救 はれん と 欲する ので ある、 基督 者が 救濟 

を 確信す る は 其 中に 深き 近 理が存 して 居る と 思 ふ、 能く 基督の 何者た る 乎 を 解して、 基督 者の 救濟、 

永生の 希^の 決して 空 a- でない ことが 解かる。 
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ヨハネ 書 研究 

約 翰 書の 硏究 

約 翰 書の 研究 は 我等に 取り 最も 肝要で ある、 是 れは究 むる に 至て 難く、 又 至て 易い 書で ある、 此， t 

的に 究 むれば 至て 難く、 信仰的に 究 むれば 至て 易い 書で ある。 

新約聖書 は 時 を 異にした る 多くの 人に 由て 書かれた る 書で ある、 隨て共 內容に 進歩が ある、 約 翰 書 

は 約翰傳 の附屬 として 書かれた る 者と 思 はれる、 爾 うして 約 翰俾は gl 福 昔 書の 中で 鼓 も 後に 書かれた 

る 者で ある、 最も 後に 書かれた る 者で あるから 最も 老熟した る 最も 圆滿 なる 思想 を 倚へ て 居る、 使徒 

ョ 、ノ ネは 新約聖書の 總 括り を爲 して 世 を 去った 者で ある。 

眞理の 發顯は 何れの 時代に 於ても 反對 思想の 唱道に 由て 促が さる、 者で ある、 猶太 人に して 基督 信 

者と なりし 者が キリストの 福音 は 特に 猶太 人の 爲 めの 福 昔で あると 主張した 時に、 之に 反對 して 世界 

的 救 主なる ィ H ス キリスト を 描いた る 路加 傅が 書かれた ので ある、 叉 キリスト を 信ぜざる 猶太 人の 或 

者が、 ガリ ラャの ナザレより 出た る イエスが メシャ である 害 はない と唱 へた 時に、 之に 反對 して ナザ 

レのィ H スは赏 に キリス ト 卽ちメ  、ンャ であると i? へたる 馬 太 傅が 書かれた ので ある、 哥林多 前後 書 は 


コ リン トに 於け る 信徒 を誡 めんがた めに 寄 かれた 者で ある、 コ リン ト人を 知らす して 哥林多 書 は 解ら 

ない、 議論 はすれ ど 操行 修ら す、 思 辯に 倾き 行 を 怠った コ リント 人 を 知って 始めて Is^ 林 多 寄 を 解す 

る ことが 出来る、 如斯 くに 書翰の 受取人 を 知らす して 其 書翰 を 解す る こと は 出来ない、 誤謬が 眞现を 

呼出し 與 端が 正道 を 招いた ので ある、 約 翰 書 を 研究す るに 方ても 之 を 要求せ し當 時の 狀態を 究めな け 

れ ばなら ない。 

使徒 時代に 於て 四大 思想 は 四 大使 徒に 由て 代表され て 順次に 顯 はれた、 其 第 一 は 使徒べ テ に 由て 

代表され たる 思想であった、 彼 は 熱烈な 氣象を 具へ たる 猶太 人であって、 嚴 格なる 猶太 敎の 感化の 下 

に 成育った 者で あるから、 规則 とか 制度と. か 云ふ觀 念に 非常の 重き を 置いた、 彼の 现-想 は 秩序 ある 敎 

きの 設立に. ^1 つた、 彼に 取りて は キリスト は靈 魂の 牧者 監督であった (彼^ 前書 二 章 二十 五節)、 彼は完 

全なる 規律 を 以て 人 を 救濟に 導かん とした、 ：；=j| 督敎會 の 思想 は 使徒 ぺテ „1 を 以て 始 つたお であると 忍 

ふ、 羅馬 天主 敎會が 彼 を 其 守護 聖人と して 戴く は 理由の ない ではない。 

使徒 ぺテ a の 後に 來 つた 者が 使徒 ヤコ ブ である、 彼 も 亦 一度 は嚴 格なる 猶太 敎 信者であった、 併し 

ながらべ テ B と は 異なった る 方面に 於て 嚴 格であった、 ぺ テ a が 訓誡 的なる に對 して ヤコ ブは， M 誡的 

であった、 ャ コ ブの现 想と する 所 は 自身 を 潔う する ことであった、 彼の 所謂る 自由なる 全き 律法 (雅各 

書 一き サ 五節) と は 身に 完全に 神の 律法 を 行 ふ 道であった、 ャ コ ブに 由て ぺ テ 口 の敎會 思想 は 個人 化さ 

れ たので ある、 信者が 敎會の 成長に のみ 注意して 個人の 完成 を 忘れん とする 顷に、 ヤコ ブは 起って 自 

已淸淨 の 必要 を唱 へたので ある。 

使徒 ヤコ ブの 後に 來 つた 者が 使者 パゥ& である、 ヤコ ブの 思想 は自ぉ を！ S! んす るの 餘り、 憎 者 を 心 
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靈的傲1-に^^>-き、 彼が 祌を 離れて 自 から 義 とせんと する 危險 に陷ん とする 時、 パゥロ は 起って 彼の 信 

仰に 由る 救濟 の； i; 背 を i? へたので ある、 其 個人的なる 點に 於て は ヤコ ブもパ ゥロも 同じで あつたが、 

W し 完全に 達する 途に 於て は 二者 各々 其 取る 所 を 異にした、 先づ 自己 を 潔くせ よと ヤコ ブは曰 ふた、 

然り、 然れ ども 神 を 信じ 彼に 潔 めら れて聖 く なれと。 ハ ゥ P は 答へ た。 

然るに パゥ n の 思想 も 亦 多くの 弊 を 生す るに 至った、 人 は 行に 由て 救 はる.^ に 非す、 信仰に 由て 救 

はる k なりと いて 多く の 淺簿 なる 信者 は 救済と は 全く 思想 のこと であると 思 ふに 至った、 玆に 於て 

か 多くの 無益なる 祌舉 論が 鬪は せらる、 に 至った、 信仰 は 議論の ことで あると 思 ふに 至った、 信仰が 

制度と 化せん とする 危險に 代へ て、 今 は 哲學と 化せん とする に 至った、 パゥ n 主義 は 黨派を 作り 易い、 

爭鬪を 生み 易い、 玆に 於て かそれ 以上の 主義の 必要が 起った。 

雨う して 此 必要に 迫られて 顯 はれた 者が 使徒 ョ ハネを 以て 代表され たる 思想で ある、 彼 は バウ a が 

信仰 を 主張せ しに 對 して 愛 を 主張した、 人 は 信仰に 由て 救 はれる ので はない、 祌と 人と を 愛する に 由 

て 救 はれる ので あると 言 ふた、 営 時の 人が 神の 性質に 就て 種々 の 意見 を懷 き、 或 ひ は 純眞理 であると 

云 ひ、 或 ひ は 超自然で あると 云 ふに 對 して ョ ハネは 神 は 愛で あると 云 ふた、 彼の ユダヤ 的 架 質 はすべ 

ての 空想 を 嫌 ふた、 彼 は バウ に似て 神秘的であった、 併 かしべ テロ、 ヤコ ブ に似て 實際 的であった、 

爾 うして 愛 は 能く 彼の 此混 合性 を 表す 者で ある、 愛は理 であり 又實 である、 愛 は 秩序で あり 又 勇 行で 

0O000OO000  O0OOO0OOO0OOOOOO0 

ある、 神 は 愛で あると 云 ひて、 神に 就て すべて を 言ひ悉 したので ある、 ヨハネ は 愛を說 いて パゥ 口の 

信仰 主義の 缺點を 補 ふと 同時に 义ぺ テ 。 の敎會 主義と ヤコ ブの潔 行 主義との 缺點を 補 ふたので ある。 

ぺ テロと ヤコ ブと パゥ 口と ョ ハネ、 是等四 大使 徒 は 使徒 時代の 代表者であって、 叉す ベての 時代の 


代表者で ある、 始めに 敎會、 次ぎに 自制、 次ぎに 信仰、 終りに 愛、 個人の 信仰の 進歩 も 常に 此 順路に 

從ふ 者で ある * 先づ 第一 に 洗禮を 受けて 敎會に 入り、 其 制裁に 依りて 救 を 得ん とする、 "li- れぺテ II 時 

代で ある、 次ぎに 斯 かる 制裁の 效の 至て 攝 きを 見て、 獨り 克己 勉勵に 由り て 己 を 潔う せんとす る、 是 

れャ コ ブ 時代で ある、 次ぎに 己れ で 己 を 潔う する 能 はざる を 悟て 單らに 神に 信賴 して 救 はれん とする * 

是れ バウ 口 時代で ある、 終りに 救 は 己 を 潔う する ことに あらす、 進んで 神と 人と を 愛する ことで ある 

を識 るに 至る、 是 れがョ ハネ 時代で ある、 健全なる 信仰の 進歩 は 此の 徑路を 經るを 常と する。 

又 使徒 時代より 以來、 基督 敎會 の經 過して 来た 徑路 も亦此 通りで ある、 中古 時代の 羅馬 天 主敎 時代 

が 基督 敎會 の敎會 時代であって、 其ぺテ B 時代であった、 雨う して 其 終りに 方て 聖 フランシス を 以て 

代表され たる 信者が 績々 と 起って、 敎會內 にある も 各自、 己れ の 努力に e て 救濟を 全うせん としたの 

が、 基督 敎會の ヤコ ブ時 代であった、 爾 うして ル ー テル を 以て 代表され たる 所謂 宗敎 革命 を 以て 敎會 

は 更らに 又 新時代に 入った ので ある、 ル ー テル 以來 今日 迄が 基督 敎會の バウ 口 時代で ある、 宗派 緩 出 

時代、 祌學說 濫造 時代、 研究 時代、 競爭 時代、 パゥ P 主義の すべての 美點 とすべ ての 缺點 を發顯 した 

時代で ある、 爾 うして 第 二十世紀に 入って 今や 基督 敎會は 其 最後の 時代に 入りつ k あるので ある、 ケ 

や 人はル ー テル を 以て 始まりし 所謂 ブ n テス タン ト 主義に 厭ぎ 果て、 何れ かの 方面に 於て 和合 一 致 を 

求めつ & ある、 宗派の 害 は 其 極點に 達し、 乾燥無味の 神 學說、 毀ち 得て 建つ る 能 はざる 聖書の 批評 は 

日々 と 信者に 忌まれつ k ある、 進まん 乎、 返かん 乎、 プ a テス タント 主義 以上の 信仰にまで 進まん 乎、 

ia の羅馬 天主 敎會 に歸 らん 乎、 是れ 今日の 大 問題で ある。 

併し 退く は キリストの 福音で ない、 キリストの 福音 は 進むべき 者で ある、 パゥ& 主義 は ヨハネ 主義 

約 書の W 究  七 六 七 


一 般街簡 研究  七 六 八 

に 入るべき である、 プロテスタント 主 雜は棄 てられて、 敎會 主義なら で 愛 神 愛人 主 護に 入るべき であ 

る、 夫れ が 時の 要求であって、 叉 基督 敎會の 取るべき 當然の 順路で ある、 長老 敎會 も、 組合 敎會 も、 

浸 禮敎會 も、 メソヂ スト 敎會 もす ベて 今日 限りの ものである、 今より 後の 要求 は敎會 ならざる 敎會で 

ある、 卽ち キリストの 愛 を 以て 憲法と し、 規則と し、 紀律と する 敎會 である、 若しん？' の 時に 方て 基督 

敎 會が此 順路 を 取らなければ、 或る 基督 信者が 愛に 達せす して 終に 墮 落して 仕舞 ふやう に、 基督 敎會 

も 共 最終の 到達 點に 達し 得な くして 亡びて 仕舞 ふに 相違ない。 

玆に 於て か 今 口に 於て 約 翰 傳と約 翰 書との 研究の 必要が 起って 來 るので ある、 ョ ハネの 思想が よく 

解かる のはパ ゥ& 思想の 缺點が 見えて 後で ある、 信者 は 一 足 飛びに ョ ハ ネ 思想に 入る こと は屮 I 來 ない、 

我等 身 を 宗敎界 今日の 混亂の 中に 置いて 見て、 始めて ョ ハネの 思想の 如何に 確實 にして 如何に 深遠な 

るかが 解かる、 今 玆に約 翰 書の 一節 を 執らへ 來 つて、 予の首 はんと 欲する 所の 那邊 にある 乎-を 示さう 

と 欲 ふ Q 

約 翰 書 第一 書ー韋 七 節に 口く 

若し 神の 光に 在る が 如く 光の 中 を 行か は 我ら 互に 同心と なること を 得、 且つ 其 子 イエスキリスト 

の 血す ベ て の 罪よ リ 我ら を 潔む。 

是れは 使徒 ョ ハネの 合同 一致 論と 之に 加 ふるに 彼の 信徒 聖潔論 を 以てした る ものである、 彼の 時代に 

於ても 今の 時代に 於け るが 如くに 多くの 合同 一 致說は 提出され たので あら ふ、 或 ひ は 正式の 洗 禮晚餐 

式に 由て 信者の 合同 を 計らん とする が あり、 或 ひ は  一 { えの 信仰 個條に 由て 敎會の 一 致を來 さんと する 

が あり、 或 ひ は 更らに 信徒の 智識 を 高めて 新 光明に 由て 合同 一 致せん とする 說が 提出され たで あら ふ、 


缺ー るに 老いた る ヨハネ は斯 かる 提議に 一 つも 贄成 しなかった、 彼 は キリストの =15R 子は斯 かる 方法 を以 

； J すび つ  ち か -リ 

て 一致し 得る 者で ない 事 をよ く 知った、 儀式 や、 信條 や、 智識 は靈魂 を結附 ける 能力で はない、 去ら 

ば 如何した らば 信者 は 和合 一致す る ことが 出來 やう か、 使徒 ョ ハネは 曰 ふた 

神が 光に 在る が 如くに 汝等も 光 の 中 を 歩むべし、 去ら ば 互 に 合同す る を 得 ベ し 

と、 實に 直截 的に して 實に 深い 言葉で ある、 祌は 光で ある (一章 五節〕、 爾 うして 光で ある 神 は 已 が 放 

ち 給 ふ 光の 中に 在し 給 ふ、 之に 反して 我等 人間 は 幽暗に 居る 者で ある、 故に 互に 相啖ひ 相殺す ので あ 

る、 故に 若し 神が 光に 在し 給 ふが 如くに 我等 其 光明に 由て 行 はんと すれば、 我等 は自 づとゲ に 相愛し、 

相 和す るに 至る ので あると。 

實に其 通りで ある、 神 は 光で あると は 他の 人も言 ふた、 然し 光の 中 を 行 るくべし と は 老いた るョ ハ 

ネが 始めて 發 した 言で ある、 彼 は 言 はんと 欲した、 「光明、 光明と 曰 ひて 空論 虚 說を鬪 はす を 止めよ、 

光明 を 身に 行 はんとせ よ、 祌の 全きが 如く 汝等も 全 からん とせよ、 去らば 汝等も 光明の W たる 乎 を 解 

して w せて 相丌： に 和合 一致す る を 得べ し」 と、 實行、 而 かも 自己の 理想の 實行 にあら す、 神の 光の 體 

顯 …… ョ ハ ネは 信者の 一 致は此 一 事に 存 すると 言 ひ 放った * 之 を 聞いて 多くの 合同 一 致 論 は：： を絨ん 

だで あら ふ、 是れ 尤も 千 萬で ある、 然し 實に 難い、 難い けれども 之 を 除いて 他に 確實 なる 合；： 1： 一致の 

途 はない、 老いた るョ ハネの 一言 は 種々 雜 多なる 敎會 合同 論に 對し 最終の 判決 を與 へた、 汝等 敎會の 

策士 輩よ、 汝等 祌學の 販寶人 等よ、 神の 光 を 身に 行へ よ、 而 して 和合 一致の 美 を擧げ よ" 

若し 人 ありて 老いた る 使徒に 向って 身に 體 すべ き 神の 光と は何ぞ やと 問 ふたなら ば 彼 は 直に 答へ た 

であらう、 「言 ふまで もな し、 神の 子ィ H スキ リストな り」 と、 キリスト は 神の 1^ の 光輝で ある 〔希 伯 
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來書 一章 三 節〕、 神の 光 を 行 ふと は キリストに 從 ふこと である、 實行 的に 彼の 弟子た る 事で ある、 キリ 

ストに 顯 はれた る 祌の光 を 身に 行 はんとして 苦 禱勉勵 する 者 は其屬 する 敎會の 何たるに 係 はらす、 共 

すで 于 で 

奉す る 信條の 3： たるに 係 はらす、 其 取る 學說の 何たるに 係 はらす、 巳に 業に 兄弟 姉妹で ある、 之に 反 

して 行 はんとせ すして、 軍に 主張 せんとし、 言語と 投 と を 以て 举 はんとす る 者 は 聖日 毎に 同一 の敎 

會 堂に 築 ひ、 席 を 隣り にし、 祈禱 讚美 を 偕に して 數 年に 涉るも 心の中に 於て は眞の 敵で ある、 斯 かる 

者 はいくら 辯 じ、 いくら 論じても 合同 一 致 を來す こと は屮 I. 來 ない。 

憲法が 不完全で あるから ではない、 信仰 简條に 不足が あるから ではない、 人物が 居らない からで も 

. ない、 信者に 愛がない からで ある、 神の 光 を 身に 行 はんとす る 決心と 誠實と 熱望と が 無い からで ある- 

其れが ために ii^ 者 間に 一 致が なく  * 敎會 間に合 同がない ので ある。 

. 然し： れに 止まらない、 神の 光 を 行 はんと すれば 其 子 イエスキリストの 血す ベての 罪より 我 僭 を 潔 

むとの ことで ある、 是れは 抑々 如；^ いふ 事で あら ふ 乎。 

キリスト は 我 儕の 尙ほ 罪人た る 時 我 僚の ために 死に 給へ り、 祌は 之に 由り て 其 愛を彰 はし 給 ふと パ 

ゥ n は：： ふたで はない 乎 (羅お 書 五 き十八 節〕、 ，s ち バウ I- の  一一 H に 依れば 我 餌の 罪の 潔め は 匕に ぃネ 架上 

に 於て 遂げられ たので はない 乎、 然るに ョ ハ ネは玆 に我憐 若し 神の 光 を 行かば キリストの 血す ベ ての 

罪より 我憐を 潔む と 言 ひて、 罪の 潔め は 我 儕の 一一 一一 口 行に 伴 ふ もの & やうに 言 ふて 居る、 是れ 明かに。 ハ ゥ 

口 の 一 W と矛质 して 居る ではない 乎。 

然り、 矛盾して 居る やうに 見える. 然し 矛盾して i9 らな い、 ヨハネ は バウ n の 思想の 缺點を 怖 ふて 

居る まで ある、 キリストの 血 (彼が 死に際して 流し 給 ふた 血) は已に 我 倚の 罪を聰 ふた (卽ち 我 儕 


を義 とした)、 然しながら それが すべての 罪より 我 儕 を 潔む るの は 是れ我 儕 各自に 取りて は 終生の 事 

棄 である、 キリストの 血 は 我 倚 を 潔む る 者で あるが 一時に 潔む る 者で はない、 神の f ハは 世の 始めよ リ 

殺され 給 ひし ものであって (K 示錄 十三 章 八 節〕 其 血 は 世の 終りまで 人の 罪 を 潔む る 者で ある、 晴罪は M 

成の 事業で あるが、 其 適 川 は 未成の 事業に 屬 する、 我 倚 は 曰 に 曰に キリストの 血に 由て 我 倚の 罪 を 潔 

めら れ なければ ならない。 

而.， しなら す、 キリストの 血に 由て 罪 を 潔 めら れんと 欲せば 我 倚は祌 の 光の 中に 歩まなければ ならな 

い、 信者の£合 一 致を來す光りの實行は同時に信；^？各自の罪の潔めを來たす、 兄？ R と 和す る を 5£ て-: n 

己 を 潔う する を 得、 是れが 光の 中に 步む 喜ばしき 結 3^ である、 無う して 其 說明は 措いて^ 實はョ ハネ 

がー 一 1  一口 ふ 通りで ある、 キリストの 血 を 以てする 罪の 徐々 たる 潔め は 神の 光に 步 まんと する U 々の 奮勵努 

力より 來る ものである、 ヨハネ は 兹に我 倚 は單に 光の 屮を 歩む に 由て 潔め られ ると は 云 はない、 步む 

に 巾て キリス トの血 我 倚 を 潔む と 云 ふて 居る、 卽ち 罪より 我 儕 を 潔む る もの は キリ ス 卜の 血であって 

もの 

我 儕の 努力と 奮勵 とで はない、 然しながら 努力 奮勵 する にあら ざれば 主の 寶血を 我 倚の 屬 となす こと 

が屮^^なぃ、 ョ ハネは 只の 實 行.； M ではない から 善行 我^ を 救 ふと は 言 はない、 同時に 彼 は 迷信家で は 

なぃから人は努めすして祌の救^^を已が所有となすことを得べしとは言はなぃ、 彼 は玆に 於て ヤコ ブ 

主義の 極端と バウ n 主義の 極端と を 避けて 居る、 彼は言ふて：^^る、 神の 光 を 行へ よ、 而 して 其 愛子の 

血 を 以てする 罪の 潔め の惠 みに 與 かれよ と。 

「潔む」 は 現在 動詞で ある、 r 旣に 潔め り」 でもな け. がば 「後に 潔 めん」 でもない、 「今 潔む」 或 

ひ は 「今 潔め つ、 あり」 である、 ョ ハネの 13^ る 所に. H かば 救 ひも 潔め も 今、 目前の ことで ある、 キリ 
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.K トは M を爲 されし 乎との 歷 史上の 問題で はない、 キリスト は 今、 何 を 爲し給 ふ 乎との； の 問題で 

ある、 晴罪、 罪の 潔め、 嗚呼、 神學 者よ、 汝 等の 言 は 美し、 然れ ども 人 は 過去の 歷史 的事實 を 信じて 

潔め られ るので はない、 今 行って 今 潔め られ るので ある、 人の 調印す る 信仰 個 條は彼 を 救 はない、 彼 

が 全身 を 傾けて 行 はんとす る 信仰の み、 彼 を 救 ひ 彼 を 潔む るの 機會 とたる ので あると、 是 わが ョ ハネ 

が玆に 言 ふ 所の 短く して 力強き 言葉 の 意義で ある と 思 ふ 。 

0OOOOOOOO0OOOOOO  000O00O0O00OOOOO0  000000000 

愛 を 以て 行爲と 信仰と を結附 けし 者、 合同 一致 を敎會 制度に 於て 求めす して、 愛の 決行に 於て 求め 

し 者、 是 れがョ ハネ 主義で ある、 爾 うして 此事を 心に 留めて 讀 めば 約 翰 傳と約 翰 書と は 決して 解し 難 

い 書で はない と 思 ふ。  ， 

附 一一：  一 2 兹に 「行る く」 と譯 されし 原語 は 「行 ふ」 と 云 ふと は 少し 違 ふ、 「行る く」 乂は 「歩む」 と 

は 「生涯 を途 る」 の 意で ある、 創 世紀 五 章 二十 TO: 節に 云へ る 「H  ノク 神と 偕に 歩めり」 と ある は祌 

と 偕に 生涯 を 送れり との 意で ある、 故に 約 翰 書の 玆に云 ふ 「光の 屮に 行る く」 と は 軍に 光明の 道 を 

實行 すると 云 ふに 止まらない、 光 を 以て 生涯の 方針と 定め、 之に 由て 念 ひ 且つ 行 ふの 意で ある、 ョ 

ぐ 不を淺 薄なる 道德 の實踐 躬行 家と 見る は大 なる 間遠で ある、 彼 は 愛、 光、 眞の實 現 者で ある。 
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約 翰 第一 書 は 新約聖書の 末尾に 近く 收錄 せらる、 一 小 書翰に 過ぎない、 其 說く所 も ffif 純なる が 如く 

にして 而も 必す しも 明瞭なら ざるの 觀が ある、 然しながら 少しく 注意して 本書 を. 研究 せん 乎、 其 巾に 

最も 深遠なる 三大眞 理を發 見す る 事が 出來 る、 約 翰 第一 書の 根本 敎義は 「信仰の 三角形」 にあり と 一一 一一！： 

は 簡眾 にして 適切なる 命題た る を 失 はないで あらう。 

信仰の 三角形と は 何ぞ， 

00OOOOOOOOOOOO 

1、 祌は義 しき 者 なれば 神の 子は義 しからざる ベから す、 

0000000000000000000000  ^^  0  0  0  0 

一 一、 神 は 愛 なれば 神の 子 は 神の 我等 を 愛する 愛 を 以て 相互に 愛せざる ベから す、 

000O0C0O00  0  000O0000O00000 

三、 ィ ヱ ス キリス トは 神の 獨 子の 肉體を 取りて 現 はれた る 者 なれば 彼 を 人と してに 非す 祌 として 

；;; ^ぜ ざるべ からす、 

此三 である、 此三を 行 ひ 之 を 信す る 者が 基督 者で ある、 之 を 行 はす 之 を 信ぜざる 者 は 唯に 基督 者で な 

いば かりで はない 僞 基督で あると 言 ふので ある。 

先づ 第一 に義に 就て は 曰く 「汝等 は 主の 義を 知る に 由て 義を行 ふ 者の 皆 主の 生む 所なる を 知るな. 

り」 と (二 章廿九 節)、 祌の義 は 何人も 之 を 知る、 然しながら 神の 生む 所た る 祌の子 は義を 知る 者で は 

ない 叉 之 を 論す る 者で はない、 祌の義 しきが 如くに 義を行 ふ 者が 其れで あると. W ふ、 又 曰く 「凡そ 彼 

に- i5 る 者 は 罪 を 犯さす、 凡そ 罪 を 犯す 者 は 未だ 彼 を 見す 未だ 彼 を識ら ざるな り、 罪 を 犯す 者は惡 魔よ 

り 3r つ、 そ は 惡魔は 初より 罪 を 犯せば なり …… 凡そ 神に 出て 生る \ 者 は 罪 を 犯さす、 そは神の械其^^ 
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にある に 因る、 彼れ 亦 罪 を 犯す 事 能 はす、 そ は 神に 由て 生 るれば なり」 と (三 章 六— 九 節〕、 卽ち祌 の 

子た る 者 は 義を行 はざる ベから す、 罪 を 犯す ベから す、 罪 を 犯す 者 は 神の 子に 非す して 惡 魔の 子で あ 

ると 一一 一一 a ふ、 果して 然 らば 我等 各自 は 如何、 眞の 基督 者 は何處 にある 乎、 誠に 之れ 罪人の 心に 犬なる 痛 

み を 感ぜし むる 强き言 なりと 雖も 使徒 ョ ハ ネは 何の 憚る 所な く 堂々 として 之 を 主張す るので ある。 

第二に 愛に 就て 彼 は 曰く 「光に 居る と 言 ひて 其 兄弟 を 憎む 者 は 今な ほ 暗に 居るな り、 兄弟 を 愛する 

者 は 光に 居りて 己 を 躓かす る者衷 になし」 と 0 一章 九. 十 節)、 光明に 接したり とて 喜ぶ 人よ、 汝等は 

己が 側に ある 隣人 を 愛する 乎と 彼 は 言 ふので ある、 而 して 此  一 一一 一一 口の 前に は 多くの 神學 者も默 せざる を 

得ないで あらう、 又 曰く 「愛する 者よ、 我等 互に 相愛すべし、 愛 は 神より 出づれ ばな り、 凡そ 愛 ある 

者 は 神に 由て 生れ 又祌を 知れるな り、 愛な き 者 は 神 を 知らす、 神 は 卽ち愛 なれば なり」 と r 四 章 七， 八 

節)、 其 他 至る所に 於て 彼 は 同 一 の 趣 ils を 繰 返す ので ある。 

義を敎 へ 叉 愛を敎 ふ、 以て 足れり である、 他 は 信仰 茵條の 問題で ある、 而 して 信仰 箇條は 學說の 一 

稷 である、 何ぞ其 異同 を 問 はんと、 之れ 多くの 基督 者の 唱 ふる 所で ある、 然し 乍ら ョ ハネ は義と 愛と 

を敎 ふる を 以て 滿 足しない、 第三に キリ ス トが 特別の 意味に 於て 神の 子な りとの 信仰 箇條に 就て 彼 は 

曰く 「それ 我等が 聞き 义 目に 見 …… 我手捫 りし 所の もの 卽ち 元始より 在りし 生命の 道を汝 等に 傳ふ… 

…卽ち 原と 父と 共に 在りし 者に て 云々 …… 我等 は 父 及び 其子ィ H ス キリストと 同心たり」 と 〔一章 一 I 

三 節)、 キリス トは 生命の 道 卽ち祌 の 如き 實在者 人格者で ある、 彼 は 原と 父と 相對 して 在りし 者で ある 

(父と 「共に」 は-止 譯 でない、 希臘 語の pros である、 「相對 して」 である、 內 裏と 后との 雛 is. 一 上に 

相對 する が 如きで ある)、 叉曰く 「父と子とを担む^！^は卽ちキリ ス トに敵する者なり、 凡そ 子 を. S む 


者 は 父 を も；^ たす、 子を受 くる 者 は 父 を も 有て り」 と (二 章廿 二. 廿三 節)， キリスト を 知りし 者 は 神 を- 

知りし 者で あると 言 ふ、 如何なる 偉人に 就ても 斯く言 ふ 能 はすで ある、 之れ キリスト のみ 祌と 相對し 

て 在りし 者なる が 故で ある、 又 曰く 「凡そ ィ エス キリス ト の肉體 となりて 來り 給へ る事を言ひ^！^はす 

靈は祌 より 屮 r づ ：：： 凡そ ィ H ス キリ ス トを言 ひ 表さ る靈は 神より つるに 非す、 卽ち キリス トに 敵- 

す る 者の 靈 なり」  と C 四 章 二， 三 節〕、 キリストの 祌性を 信ぜざる 者の 中に も 所謂 善人 は あるで あらう、 

00O000OOOOO0000OOOOO00OO0O 

然しながら 聖書 は兹に 明言す るので ある、 キリ ス トが 永遠の 實在 者に して 處女 マリヤより 生れし 神の 

O0000O00O00O  0  0000000000  0OOOOO0O00 

子なる i5f を 信ぜざる 者 は 基督 者に 非ざる のみなら す、 斯る人 は 神の 敵で あると、 而 して 其 最も 著る し- 

き は 五 章 二十 節で ある、  曰 ふ 「祌の 子 旣に來 り 我等が 眞理者 を 知る の， 智慧 を 我等に 賜へ る を 知る、 我 

等 «; 理者 にあり、 卽ち 其子ィ H ス キリ ストに あり、 彼は卽 ち眞祌 また 永 生 なり」 と、 誰か^ 害に 

キリスト は 神な りとの 明言な しと 雷 ふ 乎 (此 所に 「彼 は」 と ある は祌の 事な りとの 解釋は 前後の 關係 

より 見て 明かに 不當 である)、 「彼 は 乃ち 眞神 なり」 とョ ハ ネは斷 言す るで はない 乎。 

祌の義 と 神の愛と、 之に 加 ふるに ィ ヱス キリス トは眞 の 神が 肉體を 取りて 我等の 間に 生れ 給へ る 者 

なりとの 信仰、 之れ 卽ち 信仰の 三角形で ある、 而 して ヨハネ は 更に 之 を 二 段に 適用して 論じた。 

其 一、 光に 歩む と は 如何、 義を行 ふ 者、 彼が 光に 歩む 者で ある、 兄弟 を 愛する 者、 彼が 光に 歩む 者 

である、 ィ H ス キリスト は祌の 子の 肉體を 以て 來 りし 者なる 事 を 信す る 者、 彼が 光に 歩む 者で ある、 

然ら ざる^ は 凡て 暗に 步む 者で ある。 

其 二、 祌に 由て 生る と は 如何、 換言すれば 「祌の 子」 と は 如何、 人はル 2 神の 子な りと 言 ふ 乎、 然ら 

ば 造化 何物 か 神の 子なら ざるで ある、 特別の 意味に 於ての 神の 子と は 凡ての 人で はない、 魏を行 ふ^， 

仰の 一一 一角 形  七 七 五 


一 般 書簡お 究  七 七 六 

兄： を 愛する 者、 ィ H ス キリストの 祌性を 信す る 者で ある。 

i« である * 愛で ある、 而 して キリスト 神性の 信仰で ある、 三者 は •F;.; に 相關聯 する、 其 一 を缺 いて 他- 

oooooooooooo〇  OOOOOOOOOOCO  000000000 

は 在る 事 を 得ない、 義を行 はすして 愛する 能 はす、 愛せす して 義を行 ふ 能 はす、 ィ H スキ リストの 神 

の 子なる を 信ぜす して 愛し 又は 義を行 ふ 事 は 出来ない、 信と 義と 愛と、 三者 相 倚って 初めて 完全なる 

宗敎を 成す ので ある、 人 は ffi 々基督教の 中心 は 愛の 一 點 にあり と 想像す る、 然しながら 愛よ 愛よ と 言 

ひて 義を 怠り 信 を輕ん ぜんに は 愛 其 者が 我等 を墮 落せし むる ので ある、 祌の子 キリストの 生；^ を 見よ、 

彼の 一度び 義を顯 はし 給 ふや 雷： 宦 霹靂の 勢 を 以て 叱坨し 給うた、 而 して 此 峻烈なる 義の發 現 あるに 出 

て 彼の 愛 は赫々 にして 光輝 を 放つ ので ある、 神 は S 々我等 をして 苦き 杯 を 飲まし め 給 ふ、 我が 神は淺 

酷なる 神に 非す やと は 信仰の 生涯に 於て 幾度び となく 發 せらる k 聲 である、 然しながら. 祌の義 を 知り 

てこ そ眞に 能く 神の愛 を 味 ふ 事が 出来る、 神は義 である 又 愛で ある、 愛で ある 叉義 である、 然ら ば義 

と 愛と を 以て 足る 乎、 否、 其 上に 尙ほ 信の 必要が ある、 而 して 信と は 尋常の 信仰で はない、 神と 相 對_ 

して ありし 者が 肉體を 以て 世に 降れり との 信仰で ある、 此 信仰な くして 篛と 愛と を 行 はんと 欲する も- 

能 はす である、 之れ 我等の 實 驗の證 明す る 所で ある。 

近頃 我國の 思想界に 最も 缺乏 せる もの は 何で ある 乎、 曰く 道德的 深刻 味で ある、 之な きが 故に 一朝 

世界の 思想に 接觸す る や 若き 男女 等 自己 内心の 大 なる 動 搖を禁 する 能 はす、 乃ち 相 率 ゐて滔 々たる 北- 

歐 文學の 渦中に 溺れん とする ので ある、 然 らば 道德的 深刻 味の 最大なる もの は何處 にある 乎、 我等の 

0000  OCOC-OOC-0  0000  0O0OOO000O0O0C0O0OOCO0O  000 

罪の 爲め、 然り 我が 罪の 爲め、 祌の子 自ら 肉 を 取て 降り 十字架に つかざる を 得 ざり しと 言 ふ、 何者か： 

之よりも 深く 我が 罪の 恐ろし さを敎 ふるもの ぞ、 神なる キリ ス トのト字架を！；：^じて初めて最も深刻な 


る 罪と 義とを 解す る 事が 屮：； 來る。 

愛に 就ても 亦然 うで ある、 R本人が好んで止まざる淨瑶璃の如きは切りに愛を；^lsりて已まなぃ、 然 

O0OO0OO0OOOOO00O0OC-  「-0000000  0  00000000  0  0000* 

しながら 天.？ 何處 にか 神 は 其獨子 を^ ふ 程に 我等 人類 を 愛し 給へ りと いふが 如き 深 一 l^x なる 愛が ある 

愛の 何たる 乎 は キリストの 誰なる 乎 を 知て 初めて 之 を 解す る 事が 出来る、 神の 子で ある 原と 神と： 

對 して 在りし 者で ある、 眞の祌 である、 彼が 肉體を 以て 我等の 間に 宿り 十字架の 死 を 遂げ 給うた ので 

ある、 愛と は 實に斯 くの 如き ものである、 キリスト は 神の 子な りとの 信仰 は 我等の 愛の 爲に絕 對に必 

耍 である。 ，- 

余 W は 外國 宣敎師 の 或 者に 對 して は 必 すし も 尊敬 を 表す る 事が 出來 ない、 然し 乍ら 敎養ぁ る 幾千の 

純 土が 故 國を棄 て k 或は 東洋 諸圃に 或は 阿弗利加 €： 地に 其 他 隔絶せ る 異域に 進 人し 甚大なる 不便と 苦 

痛と を 忍びて 十 年 二十 年 五十 年 其 生涯 を 終る 迄 福音 官 傳に從 事し つ. - ある は 塞に 驚くべき 事實 である、 

0  000000000000000000000000000  0  00  0  9  J  S  ,  ：  ： 

彼等 をし て 斯 くも 深く 異國人 の 靈魂を 愛せし むる 所以の もの は 何で ある 乎 余輩 は 未だ 我 日本より 遣 

られて 蒙古 西藏 印度 等の 土人の 爲に共 一 生を獻 げたる 官： 敎師 ある を 聞かない、 我等に 託せられ たる 朝 

鮮人を 我 兄弟 姉妹と して 愛し 得る 者 して 幾人 ある 乎、 神の 子ィ H ス キリス ト 我が 爲に 十字架に 上り 

給へ りと 信じて 初めて 彼等に 對 する 深き 愛 を 抱く 事が 來る、 然ら すして 彼等の 爲に责 任 を 感じ 生涯. 

彼等と 共に 苦まん とする が 如き 愛 は 到底 之 を 期待す る 事が 出來 ない。 

西洋 文 明の 最善なる もの 歐米文 學の最 深なる もの は皆此 信仰より 屮 I たので ある、 先般 其 誕生 ..c 年祭. 

を 行 はれし 詩人 ホイ ッ 卜 マンが リン コル ンの死 を 欲 ふの 詩、 叉 は に 幾れ たる 一 靑 年の 死屍に 近づき 

靜に 彼が 面 上を蔽 へる を片を 揭げて 凝視 多 時 遂に 感慨に 堪へ すして 「喧 3- およ、 噫 キリス 卜よ、 キリ 
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ストの i 貌 いま 玆 にあり」 と 叫ぶ が 如き， 叉 はかの 有名なる テ 一一 スンの 追悼 歌發 端の 一 語の 如き， 

キリ ストの 神性 を 信ぜす して 如何にして 其の 深き 意義 を 味 ふ 事が 出來 やう 乎。 

我等 は 深刻なる 愛 を 欲する、 我等 は 深刻なる 義を 欲する、 然れ ども 徒に 大聲 疾呼して 愛と 義とを 説- 

く も 全く 無益で ある、  神の 子ィ H ス キリスト 自ら 肉體を 取て 我等の 間に 宿り 我等の 罪の 爲め 十字架の 

恥辱と 痛と を 受け 給 ひし を 信す る 迄 は 深刻なる 愛と 義とは 決して 起らない、 故に キリ ス トの 神性 は. 

學說 ではない、 信仰で ある、 道德 である、 生命で ある、 然り 之れ 人生の； i おも 贵 きもの k 根牴 である、 

若し M 人か此 問題の 如何 を みす 唯 相 提携して 社會の 改善に 護 力 せん 事 を 求めん 乎、 余輩 は斷 然とし、 

て 之 を担絕 すべきの み、 誰か 我 父に 就き 大 なる 誤解 を 有する 者と 共に 手 を携へ 得る 乎、 ィ H スの 神の- 

子なる を 信ぜざる は 我が 生命に 關 する 問題で ある、 愛と 義とは 此 信仰 を根抵 とし て 立つ の で ある 

(藤 井 筆記 )- 


希望と 聖德 

約 翰 第一 書 二 章仆八 節— 三 章 三 節 

「小 子よ」 ヨハネ 自ら 旣に 老年なる が 故に 斯く一 W ふ。 

「te に 主に 居るべし、 其の 顯 はる k 時に 我等 懼る、 事な く 其 臨る 時に 其 前に 恥づる 事な からん 爲 な- 


り」 彼の 顯 はれ 給 ふ 時が ある、 其 時 我等 彼の 前に 屮 いで &恥ぢ ざる やう 準備せ ざるべ からすとの 意で 

000OO0OOOOO0OO0  O0OO0000O00 

ある、 新約聖書に 於て は 凡ての 道徳 は キリストの w 臨に 關聯 する、 軍に 基督 者 は 潔く あるべし 罪 を 犯. 

すべから すと は 一一 一一 n はない、 * 判の 時 を 目前に 置いて 之を勸 むる ので ある。 

「汝等 は 主の ま を 知る に 由て 義を行 ふ 者の 皆 主の 生む 所なる を 亦 知るな り」 我等の 救 主は義 しき 

者で ある、 故に 義を行 ふ 者が 神に 由て 生れた る 者なる を 知る ので ある、 如何なる 思想 を 有する 乎に^ 

ら す， 義を行 ふ 乎 否 乎に 出る、 之れ 凡ての 平信徒の 解し 得る 常識で ある、 而 して 此 一節 中 注意すべき 

は 「主の 義を 知る」 とい ひ 「亦 知るな り」 とい ふ も ニ箇の 異なる 語 を^ ゐる 事で ある、 前者 は 自ら 知- 

る  の  謂であって 後者 は 實驗に  由て 知る  の 意で ある、  祌の義 しき 者なる 事に 就て は說明 叉は實 驗を 要し 

ない、 聖靈に 由て 直覺 的に 之 を 知る、 然るに 人が 神の 子なる か 否か は 其 人が 義を行 ふか 否かに より liK 

き 交際に 由て 實驗 的に 之 を 知る ので ある。 

「汝等 見よ」 特に 語を更 めて 「見よ」 と 言 ふ は 或る 驚くべき 事 を 語らん とする ので ある。 

「我等 稱 へられて 神の 子た る 事 を 得、 之れ 父の 我等に 賜 ふ 何等の 愛ぞ」 之 を 原文の 儘に 「我等 神 

の 子と 稱 へられん 爲に父 は 何等の 愛 を 我等に 賜 ひし ぞゃ」 と直譯 して 更に 能く 其 意味 を 解す る； $ が 出 
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來る、 我等 今祌の 子と 稱 へらる ぐ は 唯に 斯く稱 へらる、 のみで はない、 此 名に 伴 ふ實が ある、 祌の子 

coooc-oooooo つ 00OOO0O0O00  きょめ 

と 呼ばる、 に 足る 丈の 權能を 父より 賜うた ので ある、 卽ち聖 潔の 靈の 如き、 祌を 知る の 知識の 如き、 

神の愛 を 以て 相互 を 愛する の 愛の 如き 皆其權 能で ある、 之れ 父の 我等に 賜 ひし： E 等の 愛なる か を-おへ 

13- よと いふ、 我等 平常 此事を 忘れ勝ち である、 然し 乍ら 基督 者と 呼ばる る は 決して 無意義で はない、 

小事で はない、 f の智 權者等 一 朝 犬なる 蹉 躓に 遭遇し 心中：^ の賴む 所な くして 慘愴 たる 失 は 1- に陷る 
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時 獨 り S 督 者に は 動かざる 千歳の 磐 ありて 之に 賴むを 得る ので ある、 誠に 我等 祌の 子と 稱 へらる k に 

足る 權能を 有する は 父 の 我等に 賜 ひし 如何ば かり の愛ぞ である。 

「世 は 父 を 知らす、 之に 由て 我等 を も 知らざる なり」 寧ろ 原文の に 「世 は 彼 を 知ら ざり き、 之 

に 由て 云々」 と讀 むべ し、 此 場合に 於て 「彼」 と は 父よりも キリスト である、 又 「知らす」 と は實驗 

的に 認めざる 事で ある、 卽ち ヨハネ は 言うた ので ある、 「世の 人 は 我等 基督 者の 眞價を 認めない 何と- 

なれば 彼等 は 我等の 主ィ H ス キリストの 眞價を 認めない からで ある」 と、 何故 此處に 之 を 一一 3 ふの 必要， 

が ある 乎、 蓋し 基督 者 は 自ら 神の 子た る權 能の 偉大なる を 知る と 雖も世 は 全く 之 を 認めす 輕& 嘲笑の 

股 を 以て 彼等 を迎 ふる 事 は 人生の 大 なる 事 實な るが 故に ョ ハネは 一言 之が 說明を 加へ ざる を 得な かつ 

たので ある， 彼 は 其 原因 を 明瞭に 指摘して 一 百うた 「世 は 彼 を 知ら ざれば なり」 と、 「彼」 である、 我 

等の 救 主なる ィ H ス キリスト である、 世 若し 彼 を 認めし ならば 我等 を も 認めた であらう、 然しながら- 

世 は 彼 を 解せ す 彼を輕 侮した るが 故に 亦 我等 を 解せ す 我等 を輕 侮す るので ある、 我等の 運命 は 救 主の 

運命と！： 一  である、 然 らば 却て 名譽 なる 哉 *L より 卑 めら る、 事！ 感謝すべき 哉 彼と 共に 斥けら るる- 

「愛する 者よ」 斯く 基督 者が 皆 救 主と 同一 の 運命 を 荷 ひ 共に 世より 卑 めら る &事は 又 彼等 相互の 

繋ぎ を 一 層 堅く する 所以で ある、 故に 此處に 「愛する 者よ」 と 言 ひて 兄弟 姉妹の 關 係の 前よりも 更に 

密 なる もの ある を 表 はす。  - 

「我等 八， 祌の 子たり」 前に 述べた ろ 所 を 再び 明確に 斷定 したので ある、 我等い ま 世より 5;. めら る、 

其れ あるに 拘らす 我等 は 確かに 神の 子で あると、 世が我等を僞善者と呼び迷妄家と稱する時白髮の^^^ 


先生の 我等 の 肩 を 叩き て此言 を發す る あらば 如何に 喜ばしく 感す るで あら う。 

「後 如何、 未だ 現 はれす」 今旣に 神の 子たり と 雖も斯 かる 卑しき." 體を纏 ひし 儘に て 何時 迄も^ 在 

す ベ き 害で はない、 基督 者 に は 未だ 現 はれざる 未来が ある。 

「其 現 はれん 時には 必す 神に 肖ん こと を 知る」 「其」 或は 「彼」 と讀み 得る、 「彼の 現 はれん 時」 

である、 基督 者 は靈に 於て は旣に 神の 靈を 宿す も體に 於て は今尙 弱くして 罪 を 犯し 易き 者で ある、 然 

0  0  O0OOOO0O0OO ふさ 〇〇〇ooo〇ooooooo 

しながら 斯 かる 狀 態が 終局で はない、 遂に は 我等の 體も亦 神の 子に 適 はしき 者と せらる、 時が 必す來 

0  つ  OOOO0OOOOOOOOOCOO0O0O0O 

る、 其 時 は 何時 ぞ、 「彼の 現 はれん 時」 である、 今 は 隱れて 在り 給ふィ H ス キリストが 其榮 光の 體を 

以て 現 はれ 給 ふ 時で ある、 其 時には 我等 も 「必す 彼に 肖ん 事 を 知る」 である、 彼の 榮 光の 體に我 儕の 

體も 肖る ので ある、 之れ 祌の 一一 一一 1： たる 聖書の 權威 ある 明  一一 K であって 叉 神の 靈を 宿せる 者の 深き 欲求に 1,^ 

十る 希 である。 

「そ は 我等 其の 眞の狀 を 見る ベければ なり」 旣に キリス 卜の 靈を 我が 衷に 宿せば 次第に 化せら 

れて 遂に は 彼の 姿に 肖た る 完全なる 者と なり 得べ しと は 多くの 人の 抱け る 思想で ある、 然しながら 事 

貪 は si< して 雨う である 乎、 信仰の 生活 を 送る 事數十 年に して 尙 キリス トの 姿と 相 肖ざる 事 茶 だしく パ 

ゥロ と共に 終生 「此 死の 體 より 我 を 救 はん 者 は誰ぞ や」 との 聲を發 する は 凡ての 基督 者の 經驗 ではな 

い 乎、 實に 彼の 現 はる X 時まで は 我等 は 完全に 彼に 肖る 事が 出来ない ので ある、 然 らば 彼の 現 はる \ 

時に 至って 如何にして 彼に 肖る 事が 出來る 乎、 曰く 彼 を 眼の 當り 見る が 故で ある、 る 事 は 肖ん が爲 

に 必要で ある、 尊敬すべき 敎師の 著書 又は 書翰 を 通じて 受 くる 感化よりも 一 度び 彼に 面接して 確た る 

ゆ 象は遙 かに 深大 である、 子 は 母と 相 見て 其 淸き愛 を實験 せざるを得ない (孤兒 の 最大 不幸 は 衣食の 
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不足で はない、 親の 面 を 1:5- る 能 はざる 事に ある)、 偉人に 接して 家に 歸る時 其 面 卜： に 漂 ふ 新しき 光輝 

の 〔啾人 をして 怪 ましむ る ものが ある、 誰か 篤信 の 基督：！ i<; の 貴き 死の 床に 侍して 天よりの 恩 惠に與 ら ざ 

る 者が あらう 乎、 況 んゃ榮 光の 主 を 眼前に 拜す るの 實驗に 於て を や、 其の 如何ば かり 犬なる 聖化を 我 

等に 及ぼすべき かはモ ー セ 义はパ ゥ 口 の經 驗に徵 して 之 を 察する 事が 出来る、 モ ー セは エホバ に 召さ 

れてシ イナ 山頂に 上りし が彼處 にて 「人が 其 友に 一一 一 K ふ 如くに 干 ホバ、 モ ー セと面 を 合せて  一一 一一 f ひ」 給う 

た、 故に 「モ ー セ其 律法の 板 二 枚 を 己の 手に 執りて シ イナ 山より 下りし が 其の 山より 下りし 時に モ ー 

セは其 面の 己が H ホバと 言 ひしに 由て 光 を 發っを 知ら ざり き」 と ある 出 埃 及記讲 四 章：： 九 節」、 バウ" 

が ダマ ス コに至らんとする途上にて役活のキリス卜を見る^*を許されし 一 瞬間 は實に 彼が 全生涯 を 一 

變せ しむる に 足る の恩惠 であった、 我等..^ 亦 何時か 之に 勝る の 恩 惠に與 るので ある、 時 到らば 我等 は 

oc-ococoooooooo あは 0〇 00000  C>  0000 ゥ 0000000000  O0O00O 

復活 體を 賦與 せられ 面と 面と を對 せて 榮 光の キリス トと相 見る 事 を 許される ので ある、 其 時 は 獨り我 

0CC-O000C  0  00000000  0  0O0O0O00 ウ (-000C00CCO00000000 

等の 體の 彼に 肖た る ものと なる のみなら す靈に 於て 精神に 於て 氣 質に 於て 行爲に 於て 完く 彼の 在る が 

如くに 聖 化せら る、 であらう、 故に 曰 ふ 「凡て 我等 帕子 なくして 鏡に 照す が 如く 主の 榮を 見、 榮に榮 

i  ケに ち か は  まこと 

いや 增 さりて 其 同じ 像に 化るな り」 と (コ リント 後書 三 章 十八 節)、 彼の 再び 現 はれ 給 ふ 時 我等 其の 眞の 

狀を見 その 榮光を 眼の 當 りに 拜 する が 故に 我等 自身 も 其 同じ 像に 化せられて 彼に 肖た る 完く聖 き 者と 

成る を 得べ しと は 聖書の 傳 ふる 最も 深き 眞理 であって 叉 基督 者の 唯一 の 布 望で ある、 塞に 人生 最大の 

OO00OOOOOO  もん ど 

幸； i は 相 見る 事に ある、 親子 叉 は 夫婦の 相 見ん が爲 めに は 阿弗利加 内地の 蠻 土に 赴く を も 難しと しな 

い、 して 基督 者が 日夜 其 心に 慕 ふ 所の 榮 光の 主と 相 見ん が爲 には此 世に 於け る 一 切の 忠難も 之に 勝 

ち はて 尙餘り ある を覺 ゆるので ある。 


「凡そ 神に 由れ る 此望を 懷く者 は 其 潔き が 如く 自己 を 潔くす」 「神に 由れ る」 は 原文に 從ひ 「彼 

に. B れる」 と讀 むべ し、 キリストに 由れ る 希 である • 批； t する 者 或は 曰 ふ 「再臨の！ 望 は 詩と して 

は 甚だ 美 はしき も實生 活に 何の 要 あ る なし」 と、 然し ながら 希 St- は 決して 單に詩 又は 歌と して 存らな 

い、 希 は 直に 人 C 實際的 行 爲に現 はる.^ ので ある、 キリスト 何時か 再び 来り 給 ひ 我等 皆必す 彼の 臺 

ュ £ に 立たざる ベから す、 願 はく は 其 時に 恥ぢ ざる ものと 成らん 事 をとの 切なる 希望 を 抱きて 初めて 我 

等に 自己 を 潔く せんとの 眞 正なる 努力が 生す る、 之れ 理論の 問題に 非す して 事實 である， 冉 臨の 信仰 

に15^對する者に幾多の有カなる主張がぁる、 然しながら 彼等の 生活に 自己 を 潔く せんとす る， 最も 嚴憲 

- a  -  0  C  ：  C  C  、つえ 

なる 熱心 を 見ざる は 何故で ある 乎、 之れ その 希 tllf: 拔 きの 生活なる が 故で はない 乎、 若し 我等と 幕 一 重 

0  0  C  C  C  0  C  C  0  C  C  C  C  OCC0  0^  000  Too  0  C  C  0  C  C  0  CJ  0  0  0  0  0  0  C  0  0  C  0 

を 隔て、 癸 光の 主 彼處に 在り、 やがて 幕の 揭 げらる る 時 彼 自ら 現 はれて 我等の 一 切の 心意と 一一： 一 tl 行と を 

審判き 給 ふとお， れ ば 如何、 父 は 近日 外國 より 歸らむ と 聞いて 留守中 母の 大 なる 憂な りし 子 は 自ら 愼み 

むので ある、 こ は 決して 卑しむべき 子供心で はない、 希望より 来る 奮勵 である、 基督 者に 取ても 亦 

然り、 主の 現 はれ 給 ふ は W 時で ある 乎、 我等 彼の 前に 立ちて 總 勘定 を爲 すべき は 3： 時で ある 乎， 彼の 

榮 光の 姿 を拜し 我等 も 亦 彼に 肖た る 者と なるべき 其 時 は 何時で ある 乎、 或は 今脊 であるか も 知れない、 

然り 或は 今で あるか も 知れたい、 此大 なる 希 を 明確に 抱きて 我等の 生涯 は 一 變 せざるを得ないので 

ある、 彼の 潔き が 如くに 自ら 潔く せんと 欲せざる を 得ない ので ある、 故に 来 Jl の 希望 は單に 来世の 希 

tn! として 存 しない、 鐮 て 現世に 迄 ま 入し 来り 希望 其 ものが 現在に 於て 我等 を 潔む る 力と なる ので ある。 

こ は 小 問題なる が 如く に し て 小 問題 ではたい、 此 世の 多くの 人々 が 思 はざる 打 sS に 遭遇す る や 恰も 

洪水に 押し流さる 、が 如く 賴む 所な き 者と たる は 一 に 彼等の 胸中 来世の 希望が 其 地位 を 占めない から 

« 望 t  M 德  セ 八 三 
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である、 來 世の 希望な くして 如 3： にして 罪の 世に 忍耐と 勇 氣とを 以て 充ち たる 生活 を 送り 得る 乎、 

臨の 希望な くして 如何にして キリ ストの 命じ 給 ひし 諸の 律法に 堪へ 得る 乎、 我等 をして 地 k 一に 在りて 

on-oooocooooooooooooooooooooooooocooo 

天 的 生活 を實ー ひせし むる 唯一 の 原 胁 力 は 再現すべき キリストに 對 する！ にある、 故に ョ ハネと 全く 

其 氣質を 異にせし バウ n も 亦 同一 の 言 を 以て 我等 を敎 へて 曰うた 「旣 に汝等 キリスト と共に 甦り たれ 

ば大に 在る もの を 求むべし、 キリスト 彼處に 在りて 祌の 右に 坐し 給へ り、 汝等 天に ある もの を 念 ひ 地 

にある もの を 念 ふなかれ、 それ 汝等は 死にし 者に て 其 命 は キリスト と共に 神の 中に 藏れ 在るな り、 我 

等の 命なる キリストの 顯 はれん 時 我等 も 之と 共に 榮の 屮に顯 はる、 なり」 と (コ 。サ. '書； 一一 章 一 lil§)、 

其 他 新約聖書 中に 於け る 同じ 意味の 數 多き 語 は 一 々之 を擧 ぐる 事が 出来ない、 基督 者の 聖德は キリス 

OOOOOOOOOOOOOOOOOOC0-OCOOOOOOOOOOO 

ト 再臨 の ^^Is よ り 來 る と は 聖書全體が 强 烈 に 主 張す る 所 の 深 き眞理 である。 (藤 井武 筆記〕 


約 翰 第 一 書 三 章 一 —三 節 研究  . 

(一) 汝等視 よ、 我等 稱 へられて 祌の 子た る こと を 得、 是れ 父の 我等に 賜 ひし 何等の 愛ぞ、 世 は 

父 を識ら す、 是に 由り て 我等 を も識ら ざる 也 (二) 愛する 者よ 我等 今 神の 子たり、 後 如 3： 未！^ 露 

れす、 其の 現れん 時には 必す祌 に 肖ん こと を 知る、 そ は 我等 その 眞狀を 見る ベければ 也 (三) 凡 

そ 神に 巾る 此望を 懐く 者 は 其の 潔き が 如く 自己 を 潔くす。 


汝等視 よ 玆に 驚くべき 事 あり U 汝等眼 を^り 注意して 視ょ。 

我等 稱 へられて 神の 子た る こと を 得 「得」 と 云 ふ 文字 は 原文に は 無い、 故に 除くべき である、 我 

等祌の 子と 稱 へられん ために はと 譯 すべきで ある。 我等 神より 離れ 罪の 人なる 我等、 「我れ 天と 雨 

の 前に 罪 を 犯し たれば 雨の 子と 稱 ふるに 足らざる 也」 と 言 ふべき 我等 (路加 傳 十五 章 二十 一節： jo 神の 子 

神の 赏 子の 意で ある、 祌と 性質 を 同う する 者、 キリストが 神の 子で ある 其 意味に 於ての 子で ある、 神 

の 子と して^ 用され たので はない、 神の 子と せられた ので ある、 祌の 養子で はない、 彼の i 莨 子で ある。 

稱 へらる 認めら る 又は 极 はるの 意で ある、 「彼 を 接け 其 名 を 信ぜし 者に は 神の 子た るの 權 (權 利) 

を 賜 ひたり」 とぁる其_?^-でぁる02翰傳 一 章 十二 節： )o 

父の 我等に 賜 ひし，. 何等の 愛ぞ 「賜 ひし」 であって 「現 はし、」 ではない、 愛の 表顯 ではない、 共 

下賜で ある、 頒與 である、 父が 其 愛 を 我等に 頒與し 給 ひて 我等 は 彼の 實質を 受けて 彼の 子と なること 

が出來 るので ある、 いかばかりと 云 ひて 愛の 分量 を 云 ふので はない、 いか やうと 云 ひて 其 性質 を 云 ふ 

ので ある、 「父が 我等に 賜 ひし 柳， 何様の 愛ぞ」 と譯 すべきで ある、 ヨハネ は霄 ふたので ある、 「玆に 

驚くべき 事 あり 注意して 視ょ、 我等 罪の 子が 祌の實 子た るの 權 利に 與 らんが 爲に父 は 御自身が 愛で あ 

り 給 ふ 其 愛 を 我等に 賜 ひたり、 是れ 如何様の 愛ぞ」 と、 實に^ 朱 だ 見す环 未だ 聞かす 人の 心 未だ 念 ざ 

る 愛で ある、 我等 祌を 愛する は 彼れ 先づ 我等 を 愛する に 因れり (四 章 十九 節)、 我等 自 から 求めて 神の 

子た る を 得しに 非す、 祌 その 愛 を 我等に 賜 ひしに 因り 我等 は 神の 子た る を 得しな り、. 是 れいかば かり 

の 愛ぞ、 いか やうの 愛ぞ。 

世 は 父 を識ら ず是に 由り て 我等 を も識ら ざる 也 我等 は 神に 愛せられ 彼の 子と して m いめら る k に 至 
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つた、 夫れ と 同時に 世に 識られ ざるに 至った、 神に 識らる i こと は 世に 識られ ざる ことで ある、 我等 

そむ  A-y 

は 神に 就いて 世に 叛 くので ある、 我等が 神の 子た る を 得し 紛れ 無き 設據の 一 は 我等が 世に 識られ す 其 

の 誤解す る 所と なりし 事で ある、 而 して 世が 神の 子 を 解し 得な いのは 神 を 解し 得ない からで ある、 父 

まこ IJ のか. み  vr  おのれ 

を 解し 得すして 子 を 解し 得ない、 眞祌を 解し 得すして 基督 者 を 解し 得ない、 我等 は 世に 對 ひて 自己の 

辯 護に 努 むる も 無益で ある、 世 は 我等の 父 を 解し 得る まで は 我等 を 解し 得ない、 世に 解せられ ざる は 

苦痛た る を 失 はな い 、 然し 是れ神 の 子た る を 得し 必然 の 結果で ある を 知りて 我等 は 感謝せ ざる を 得な 

い、 前半 節に 「神の 子と 稱 へらる」 と 云 ひて 後半 節に 「^に 識られ す」 と 云 ふ、 大 なる 對照 である、 

而 かも 意味 深き 慰安 にせ E める 對照 である。 

愛する 者よ 祌に 愛せられ 彼の 愛 を 賜 はりし 者、 故に 叱に 識られ すと 雖も 我等の-な； に 相愛す るお、 

基督 者 相互の 愛 は 彼等が 祌に 愛せら る、 と 同時に 世に 憎まる に る。 

我等 今 神の 子たり 神の 子と 稱 へられた る 信者 は 實に祌 の 子で あるので ある、 單に 神の 子の 名稱を 

附 せられた ので はない、 神の 子た るの 實質 を賦與 せられた ので ある、 信者 は名實 共に 神の 子で あるの 

である、 彼 は 今 旣に祌 の 子で ある、 單に 未来に 於て 神の 子 たるべく 豫定 せられた ので はない。 

後い かん 未だ 露れ ず 信者 は 令旣に 神の 子で ある、 然し 乍ら 旣に 完成せられ たる 神の 子で はない、 

「蓋 神の 種 その 衷に 在る に 因る」 と ある (九 節)、 信者 は 神の 子で あると 云 ひてん， 旣に 完全の 人で は 

ない、 彼 は 祌の種 を その 衷に 蒔かれし 者であって 今や 成長 發 建の 途に 於て 在る 者で ある、 而 して 蒔か 

れし 種の 成熟 如何、 其 事 は 未だ 露れ ない ので ある、 彼 は 罪 を 犯すべからざる 者で あるが 實 際に は今猶 

ほ 罪 を 犯す 者で ある (二 章 一 節)、 彼 は 不朽の 生命 を 賜 はりし 者で あるが 一 度 は 死 を 味 はざる ベから 


ざる 者で ある、 彼 は 神の 子たり と雖も 今猶ほ 肉に 宿りて 人の子で ある、 矛盾 は 彼のお かれざる 所で あ 

る 0 

其 現れん 時には 「其」 ではない、 「彼」 である、 「彼れ 現れ 給 はん 時には」 と譯 すべきで ある、 

而 して 「彼」 は 勿論 我等の 主ィ H スキ リストで ある、 彼 は 今 天に 在し 父の 右に 坐して 我等の 眼に は 匿 

れて 居た まう ので ある、 然し 乍ら 彼 は！： 時まで も 匿れ 居た まう の ではない、 時 到れば 彼は顯 はれ 給う 

ので ある、 キリストの 搏 臨と 云 ひ 又 再 顯と云 ふは此 事で ある、 「此ィ H スは汝 等が 彼の 天に 再る を 見 

たる 其 如く 亦 臨らん」 と あるが 如く 彼 は必す 搏び顯 はれ 給う ので ある (； 仃傳 一 -草十 一 節)、 -, ^ して 彼の 顕 

はれ 給う 時が 信者の 完成う せらる、 時で ある、 「夫れ 主 …… 自 から： 大 より 降らん、 其 時 キリストに 在 

りて 死し 者 甦り 云々」 と ある (テ サ。 -ーケ 前書 四 章 十六 節)、 又 「我等の 生命なる キリス 卜の 顯 はれ 給 は 

ん時 我等 も 亦 彼と 共に 榮の 中に 顯る、 也」 と ある (哥羅 西 書 三 章 四 節) 信者の 希& おは 此ぜ である、 キリス 

トが 神の 子の 榮 光と 權 威と を 以て 顯 はれ 給 はん 時に、 我等 も 亦 彼に 肖て 祌の 子と して * 現せん ことで 

ある。 

必ず 神に 肖ん こと を 知る 信者 は 今旣に 神の 種 を 心に 播 かれし 者、 神の 子と して 取扱 はる K 者で あ 

る 、 然し 来 だ 神に 肖て 完全なる 者で はない、 「天 に 在す 汝 等の 父が 完全き が 如く 汝等も 完全く す ベ し」 

, 、つん せん  つな ilvf 

と敎 へられて 完全 は 彼の 追求すべき 者で あるが 然し 彼 は旣に 之に 達した る 者で はない C お 太傳. 五 章 四. r 

八 節 )、 父の 子であって 朱 だ 父に 肖ない 者で ある、 信者の 苦痛 は玆に 在る、 彼の 實際は 彼の 理想に！！ 

はない、 彼 は 罪より 救 はれて 今 猶ほ罪 を 犯す 者で ある、 「1 息 我れ 困苦る 人なる 哉、 此 死の 體 より 我 を 

救 はん 者 は誰ぞ や」 と は 彼が S 次發 する 歎聲 である (羅- 馬 * 七 章 一一 十 S 節.)、 彼 は 旣に救 はれたり と雖も 
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X 布 に. E りて 救 はれた ので ある (同 八 章 二十 四 節〕、 卽ち希 の 中に 救 はれた ので ある、 救扬の 希望 を 

授けられ たので ある、 然し 乍ら 彼 は！： 時まで も 希望に 愤懷 れて现 想の 追求に 苦しむ 者で はない、 彼の 

希. まが 充 たされ、 彼の 理想が 實現 する 時期 は必す 到来す るので ある、 主が 再び 顯 はれ 給 はん 時には、 

彼 は 必す祌 に 肖る 者と 成る ので ある、 其 時 宇宙 はー變 し、 萬 物 は 改造され、 新ら しき 天と 新ら しき 地 

と は 現 はれ、 彼 も亦壤 ざる 體を與 へられて、 玆に 彼の 救拯は 完成う せられて、 彼 は 父の 完全き が 如く 

完全くなる ことが 出來 るので ある、 信者 は 今猶ほ 救拯の 途中に 於て 在る ので ある、 神 は 彼に 在りて 善 

で を 始め 給うて 之をィ ェ ス キリストの 日に 於て 完全う し 給う ので ある (ピリ ビ書ー 章 六 節)， かるが 故に 

我等 は 今 完全なる 能 はすと も敢て 悲しむべき ではない、 我等 は 今 は 罪の 身 を 以て 罪の 世に 在る ので あ 

る、 我等の 外 も 汚れ 我等の 內も亦 汚れて 今や 完全 は 求めて 得られざる^ である、 而 して か k る狀 態に 

於て 在る が 故に 「変 靈の 初めて 結べる 實を 有る 我等 も 自ら 心の中に 歎きて (神の) 子と 成らん こと 卽 

ち 我等の 體の救 はれん こと を俟」 つので ある マ 誊八章 二十 三 節)、 而 して 此 待望 は 空 として 了ら な 

いので ある、 其實 現す る 時 は必す 到る ので ある、 「彼れ 顯 はれ 給 はん 時には 必す祌 に 肖ん こと を 知る」 

と ある、 キリストの 再臨 は單に 彼の 再臨に 止まらな いので ある、 信者の 救扬の 完成う せる i の も 亦 其 

時で ある、 彼の 體の救 はる、 時、 卽ち 彼が 復活す る 時、 この 壤る 者が 壞 ざる 者 を 衣、 死ぬ る 者が 死な 

ざる 者 を 衣る 時は此 時で ある、 信者の待^！ー^^む歡喜の時、 爾 W を 臨ら せ 給へ と 祈りて 日々 待ち 焦る、 其 

時、 彼の 忍耐と 練達と 希望と が 其 報 賞に 與る 時、 ハレルヤの 聲は揚 りて 信仰が 事實 となりて 證明 せら 

る k 時 …… 彼れ S. び顯 はれ 給 はん 時が 其 時で あるので ある。 

そ は 我等 その 眞狀を 見る ベければ 也 キリストの 顯 はれ 給 はん 時に 信者 は 神の 子と して 現 はる，^ の 


である、 ち { 元 全に 達して 神に 肖る ことが 出來 るので ある、 而 して 其 理由 如何と なれば、 彼 は 神 を. S 

顯 せる キリストに 於て 共 眞の狀 に 於て 拜 する ことが 出來 るからで ある、 我等が 今此 世に 於て 完全なる 

能 はざる 理由 は 一 にして 足らす と雖 も、 其 一 は 確かに 神の 眞の狀 に 於て 拜 する ことの 能ざる 事で ある 

は 明かで ある、 「我等 今 鏡 を もて 見る 如く 朧 なり」 である (コ リント 前 十三 章 十二 節)、 我等 は 今 遠くよ 

り遙 かに 神 を拜し 奉る ので ある、 循 つて 彼 を 見る こと 職に、 又 彼に 傚 ふこと 微な るので ある、 然れど 

も 「彼の 時には 面を對 せて 相 見ん」 と ある (同 節)、 約 翰 書の 此 所に 「その 眞狀を 見るべし」 と あると 

同じ 意義で ある、 神の 榮の 光輝 その 質の 眞 像なる キリストと 面を對 はして 相 見る を 得て 我等 も 終に 卜魟 

に 肖 ざらん と 欲する も 能 はない ので ある、 ダ マスコに 到る の 途上、 復活せ る キリスト を 一瞥して 迫 寄 

お バウ II は 一 變 して 彼の 忠實 なる 僕と 化した ので ある、 百聞 一見に 如かす である、 我等 今 キリストに 

就て 護み 且つ 聞く、 我等 は 彼に 關 する 理想 を腦裡 に畫き 偏に 之を實 現せん と努 む、 然れ ども 想像 は朧 

にして 其 實現は 朦朧たら ざる を 得ない、 然れ ども 彼の 時には、 彼が 顯 はれ 給 はん 時には、 我等 彼の 眞 

狀を拜 する を 得て、 印象 は 深く 我等の 心に 彫 まれ、 循て 我等の 身 を 以てする 其 模倣 は 鮮明なら ざる を 

得ない、 實に バウ II の 言へ るが 如く 其 時 「凡て 我等 帕子 なくして 鏡に 照す が 如く 主の 榮を 見、 榮に榮 

いやまさりて 其 同じ 象に 化る 也」 である (コ リント 後 三 章 十八 節〕、 キリスト を その 眞狀に 於て 拜し 奉る 

其 結果 は 直に 我等の 全 性に 及び、 我等 も又自 から 其狀に 化せられ 其 同じ 象に 肖る に 至る ので ある、 ^ 

大 なる 哉 主の 再臨の 榮光、 彼れ 御自身 は 彼が 世の 基礎の 据られ し 前より 父と 共に 有ち 給 ひし 榮光 を以 

て顯 はれ 給 ひ、 其榮 光に 化せられて-: す；5 はー變 し、 萬 物 は 役 輿し、 彼に 在りて 眠りし 者は輕 され、 而 

して 彼等 新たに 衣せられ し 靈體を 以て 彼 を 其 a; 狀に 於て Is^ し 奉る と 云 ふ、 夢 か 想像 か、 頂 一一 H か事赏 か、 
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人の すべて 念 ふ 所に 過ぎて 絶大で あり 叉絕 美で ある、 而 かも 神の 約束で ある、 愛と 能力の 源なる 神の 

約束で ある、 約束 は 約束 者に 副 ふたる 者でなくて はならない、 造化の 終極が 玆に 到らす して 造化 は 失 

肷 であった と 言 はざる を 得ない、 キリス トの救 扱 も 亦玆に 到らす して 救拯は 失敗で あつたと 言 はざる 

を 得ない、 宇宙の 完成、 社會の 完成、 侗 人の 完成、 萬 事 萬 物の 完成、 神の 目的 は玆に 在る、 キリス 卜 

の 救 扬は玆 に 到ら ざれば 止まない、 而 して 宇宙 は 今猶ほ 完成の 途中に 於て 在る ので ある、 信者 も 亦 救 

扬の 途中に 於て 在る ので ある、 未だ 完全に 達した ので はない、 未だ 完全に 救 はれた ので はない、 我等 

の 救 はれし は 希 SI- に 由る ので ある、 卽ち希 §H の 中に 救 はれた ので ある、 完全なる 救扬の 約束 を 授けら 

れ たので ある、 故に 宇宙が 今猶ほ 不完全で あれば とて 造 主を咎 むべき ではない、 叉 信者に 缺點が 多い 

とて 彼の 救扬に 就て 疑を懷 くべき ではない、 誰か 彫刻師が 今 猶ほ鼕 を 以て 大理石 を 刻みつ k ある 問に 

彼の 未製品 を 批評して その 缺點 を擧 ぐる 者 あらん や、 美術家の 现 想と 技倆と は その 仕上げた る 美術品 

つ，、 りぬ し  ナ： ひねし 

に 於て 現 はる i ものである、 萬 物の 造 主にして 我等の 救 主なる 神に 於ても 同じで ある、 宇宙 は 未製品 

である、 我等 も 亦 未製品で ある、 我等 は 神の 子で ある、 然れ ども 後 如何、 未だ 現 はれす である、 r 然 

れば 主の 来らん 時まで、 時 未だ 至らざる 問 は 審判す る 勿れ」 である (コ リント 前書 四 章 五節 r 我等 は 神 

の 子と 稱 へらる k も 今 も 猶ほ罪 を 繰返して 止まざる 者で ある、 故に 世 は 我等の 信者た る を 疑 ひ、 叉 我 
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等の 信仰 を 嘲け るので ある、 然れ ども 聖書 は何處 にも 信者 は此 世に 在る 間に 完全に 達する を 得べ しと 

は 記して 居ない ので ある、 此世其 物が 不完全で ある、 而 して 我等 も猶ほ 不完全で ある、 完全 は 我等よ 

り^11-むべからざる者でぁる、然し乍ら我等は神の子と稱へられて完全に達するの資格を授けられたの 

である、 而 して 我等の 救 主が 榮光を 以て- 冉び顯 はれ 給 ふ 時に、 其 時に 我等 は 彼が 完全く あるが 如く 完 


全くなる ことが 出來 るので ある、 故に 言 ふので ある 「主の 來 らん 時まで、 時 未だ 至らざる 問 は.：^ 判 

(批； t) する 勿れ」 と、 造化の 不完全 を 憤り、 信者に 缺點 多き を 怒りて 神 を 誹り 信者 を 嘲け り、 福 昔 

を 斥け 叉 は 之 を 菜つ る 者 は 神の 聖業を 其 屮途に 於て 見て 之 を 其の 完成に 於て 視んと 欲せざる 者で ある、 

救 扬は旣 に 始まった ので ある、 然れ ども 救 扬は旣 に 了った ので はない、 完成.. の 途上に 於て あるので あ 

る、 而 して 其 完成す る や、 目 未だ 見す、 耳 未だ 聞かす 人の 心 未だ 念 はざる 者で ある r コ リント S 書 二 章 

九 節)、 然れば 我等 は俟 つべき である、 信者 は 己が 完成 せられん こと を俟 つべき である、 不信者 も 亦 

； t と 福音と 信者と に 就て 其の 最後の 斷案を 下さん と 欲する に 方て 其の 時の 到る まで 俟 つべき である。 

凡そ 神に 由る 此 希望 を 懐く 者 は 其の 聖 きが 如く 自己 を聖 くす 信者 は 未だ 全く 救 は れ たので はない、 

キリ ストの 再臨 を 待ちて 完全に 救 はる \ の である、 信者の 今 H の 立場 は 主として 希望で ある 待望で あ 

る、 彼は此 世に 在りて 自己に 就きて 萬 物に 就きて 完全 を 期して 失望 せざるを得ないの である、 然し 乍 

ら此希 たる 軍に 希^と して 存ら ない ので ある、 祌 より 出た る此希 t}^ は 力 ある 希望で ある、 是れ 身と 

心と を聖 むる に 足る の 希望で ある、 「祌に 由る 此 希望 を 懷く者 は 彼が 聖く ある 如く 自己 を聖 くす」、 

八， ゃ祌を その 眞狀に 於て 見る こと は 出来ない、 此 地に ありて 遠くより 之 を むので ある、 然れ ども^ 

き 彼 を Sli! むこと 其 事が 大 なる 聖 めの 能力 である， 此 能力 を稱 して 来世の 權 能と い ふ (X 布， 伯 来書 六 章 五 

節 を 見よ)、 來世を §lf 一む ことが 信者 日常の 生涯に 及ぼす 感化 力 をい ふので ある、 此 X 布 を 懐いて 信者 

は^に 傲 はんと 欲する も 能 はない ので ある、 此 希望 を懷 いて こそ 彼は蠢 くひ 誘く さり 盜 穿て 竊む所 

たから  OOOOOO0OOOOOOOOO0OO0O0O 

の 地に 財を蓄 へんと 欲する も 能 はない ので ある， 人 をして 非 俗 的なら しめ 無欲なら しめ 非 現世 的なら 

C0OOOOOOOOOOOOOOOOOO0OOOOOOOOOG  .  ： 

しむる 者に して 鮮明に して 確實 なる 來 世の X 布 51- の 如き はない ので ある、 此 X 布 §1- を缺 いて 此 罪の s: に 在 
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りて 信者の 生涯 を 送る こと は出來 ない、 此 世の 不義 は餘 りに 多く ある、 措黑の 勢力 は餘 りに 强く ある、 

此世 のみに 意 を 留めて 不信 は 當然の 結 菜と 言 はざる を 得ない、 然れ ども 首 を 擡げて 上 を 仰がん 乎、 I が 

書に 示された る 神の 約束 を 信ぜん 乎、 完成 さるべき 造化と 救 扬とを WW まん 乎、 玆に懊 疑の 霧 は 晴れ 

v-:.v-  .fx ん.^ -フ  わ s いづ  みなもと 

て 正義 敢行の 男氣は 勃然として 湧出る ので ある、 キリスト W 臨の 希 sli! は 信者の 歌の 源で ある、 愛の 動 

機で ある、 善行の 獎^ である、 是れ ありて 我等 は 此淚の 谷に 在りて、 歌 ひつ、 我 父の 家へ と 進み 行く 

ことが？ £來 る ので ある。 

文字 譯 

汝等視 よ、 我等 神の 子と 稱 へられん がた めに 父の 我等に 賜 ひし 愛 は 如何 やうの 愛ぞ、 此 故に 世 は 

我等 を識ら す、 そ は 父 を識ら ざれば なり、 愛する 者よ 我等 今 神の 子たり、 我等 如何なるべき 乎 未 

だ 判然せ す、 我等 は 知る 彼れ 顯 はれ 給 はん 時に 我等 は 彼の 如くに 成らん こと を、 そ は 我等 彼が 在 

し 給 ふ 如くに 彼 を 見 奉る ベければ 也、 而 して 凡て 彼に 由る 此希 Sf: を 懊く者 は 彼が 聖く あり 給 ふが 

如くに 自己 を聖 くす。 

意 譯 

玆に 驚くべき 犬なる 事實が ある、 汝等 眼を别 りて 之に 注意せ よ、 我等 罪人なる に 神の 子と 稱 へら 

る、 此名稱 と 之に 伴 ふ 特權と を賦與 せんがた めに 父の 我等に 賜 ひし 愛 は 如何様の 愛で ある 乎、 神 

は 愛で ある、 愛な くして 神の 子と 稱 へらる、 こと は 能ない、 然 かも 父 は 此愛を 我等に 賜 ひて 我等 

を 神の 子と して 扱 ひ 給 ふので ある、 瞥： くべき 大 なる 事 實と は此 事で ある、 而 して 此愛を 賜 はり 此 

特 權に與 りしが 故に 世 は 我等 を識ら ない ので ある、 然り識 り 得ない ので ある、 而 して 其 理由 は 明 


白で ある、 彼等 は 父 を識ら ないから である、 父 を識ら すして 子 を識る こと は出來 ない、 ゆに 識ら 

れ ざる こと、 其 誤解す る 所と なること、 其 事が 我等が 父に 愛せられし 善き 設據 である、 愛する^ 

よ、 我 は 今 我等 は 神の 子と 稱 へらる と 言へ り、 然り 單に稱 へらる &の ではない、 我等 は 今 旣に神 

の 子で ある、 祌の 子で あるが 然し 祌の 子と 成り 了った ので はない、 我等 は 今. i 兀 成の 途中に 於て あ 

るので ある、 我等 は 如何に 成るべき 者で ある 乎 其 事 はん マ は 判明らない、 然し 我等 は此 一事 を 知る、 

卽ち 主の 顯 はれ 給 はん 其 時には 我等 は 彼の 如くに 成らん こと を、 其 時には 彼が 父の 獨 子であって 

父に 肖て 完全く あるが 如く 我等 も 完全く して 父に 肖る ことが 能る、 而 して 其の 玆に 至る 现. m の 一 

*4 ことの かたち 

は 我等 は 其 時 主 を 其の 眞 狀に 於て 見 奉る からで ある、 我等 令 や 彼 を 見 奉る こと 鏡 を もて 見る 如 

お， i ろ  も は  で-？  /r;i はいえつ 

く朧 である、 然れど 其 時には 面を對 して 彼 を拜し 奉る ことが 能る、 而て此 聖き拜 謁は其 感化 を 我 

等の 身に 及ぼして 我等 は 終に 彼の 聖貌に 化せら る、 に 至る、 此事 たる 今や 希 として 我等 に^す 

るに 止まる、 然れ ども 神に 由る 此希^ は 單に希 51^: として は^らない、 此希 は大 なる 道德的 勢力 

である、 此 希望 を 懐いて 我等 は聖 から ざらん と 欲する も 得ない、 キリストの. S 顯、 天圃の 建" 

復活體賦與の希^3|1|を懷ぃて我等は地に在りながら天に在るに類する生涯を送ることが能る。 

斯くて ョ ハネ は玆に 明白に キリストの 再臨と 之に 伴 ふ 信者の 復活と を唱 へたので ある、 ョ ハ ネは靈 

的 生命 を 高調して 來 世に 說き 及ばない との 近代 人の 說は 立たない ので ある、 彼 は 玆に之 を 明 ラ！： してお 

るの みならす 同 第 一 書 第一 一章 一 一十 八 節に 於て 明白に 言 ふて 居る ので ある、 

小 子よ、 恆に 主に 居るべし、 彼れ 顯 はれ 給 はん 時 我等 懼る k ことなく、 彼れ 降臨り 給 はん 時 其 山 5 

に 恥る こと 莫ら ん爲 なり、 
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と、 义 約翰傳 十四 章 二、 三 節に 於け る 有名なる 

我が 父の 家に は 第 宅 多し、 然ら すば 我れ 豫て汝 等に 之を告 ぐべき なり、 我れ 汝 等の 爲に所 を備へ 

に 注く、 若し 往 きて 我れ 汝 等の 爲に 所を備 へば 义來 りて 汝等を 我に 納く べし、 我が 居る 所に 汝等 

を も 居らし めんと て 也、 

との 聖語は キリストの 再臨 を 意味す る 者で あると は オリ ゲン、 カル ビン、 ラムべ、 ル ー トハ— ト、 ホ 

フ マン、 マイ H ル、 H バルト 等 第一流の 註解 者の 齊 しく 認めし 所で ある、 ヨハネ は 特に 福 昔の 靈的方 

面 を 述べん と 欲せし が 故に 來世 復活 等に 就て は 多く 語らなかった、 然し 乍ら 彼が 其れが 故に 此事を 無 

視 したりと 言 ふ は 犬なる 誤謬で ある、 ョ ハネも 亦 使徒 並に 初代の 信者 全體 と共に キリストの 再臨 を 重 

耍視 し、 彼の 希望の すべて を此 事に 繁ぃ だので ある、 聖靈を 以て 臨み 給 ふ キリスト は 終に 其 榮光體 を 

以て 顯 はれ 給 ふと、 是れ 新約聖書 全體を 通しての 主張で ある。 


見神の 因 J 惠 


愛する 者よ 我ら 今 神の 子たり 

あ- ら 

後 如何、 未だ 露 はれす 

彼れ 露 はれ 給 はん 時には 必す 我らの 彼に 肖ん こと を 知る、 


そ は 我ら 彼の 眞の狀 を 見る ベければ 也。 

C ヨハネ i 亡 睿三章 一一 節) 

愛する 者よ 我が 信仰の 兄弟 姉妹よ、 同一 の 父に 由り て 生れ、 问ー の 生命 を共受 する およ、 忠難を 

共に し、 X 布 を 共に し、 國を 共に して、 今 は 賓旅乂 は 寄宿 者と して 暫時 此 世に 滯留 する^よ。 

我ら 今 神の 子たり 我ら 今旣に 神の 子たり、 旣に 子た るの 靈を 受けて 子た るの 性 を賦與 せられた る 

者で ある、 我ら は旣に 神の 子た るの 確 證を提 る 者で ある、 聖 靈みづ から 我らの 靈と 偕に 我らが 神の 子 

たる 事を證 する (n マ 書- < 章 十六 節，)、 其 事に 就て 寸分 疑 ふ 所 はない。 

後 如何 未だ 露 はれず 我ら 今 旣に祌 の 子たり、 然れ ども 後 如何 未だ 露 はれす、 我ら 今旣に 神の 子た 

りと 雖も 此の 狀態 にて 永く^ 績 する 者に あらす、 我ら は 今 旣に衷 に 神の 子で ある、 後に 至りて 亦 外に 

神の 子ら しき 者と なる ので ある、 我ら 今 旣に靈 に 於て 神の 子で ある、 後に 至りて 亦體に 於て 祌の榮 光 

を 被せら る k 者と なる ので ある、 其 事 は 未だ 露 はれない、 我らの 子た る こと は 今や 靈に 隠れて 肉に 露 

はれない、 然 れ ども 衷 なる 者が 外 に 露 はる，^ 時 は 必す 到來す るので ある。 

彼れ 露 はれ 給 はん 時には 彼れ、 我らの 救主ィ H スキ リスト、 彼 は 今 祸隱れ て 1:5 たま ふ、 我ら は 八/ 

彼を：：^^^して愛して居るのでぁる、 然れ ども 彼 は 十字架の 上に 死んだ ので はない、 彼 は 甦りて 天に 昇 

りて 父の 右に 坐し 給 ふので ある、 而 して 彼 は!： 時まで も 見えざる 主として 在り 給 ふので はない、 彼が 

露 はれ 給 ふ 時が 到る ので ある、 弟子ら が 彼の 天に 昇る を 見た る 其 如く 彼 は 叉 來り給 ふので ある (行 傅 

0OOO0OO0OOOOOOO0OOOOO  をん な は-り 

一章 十一 節 y 見えざる 主が 見 ゆる 主と なる 時が 到る ので ある、 搏 來と稱 して 彼が 再び 婦の胎 に りて 

世に 臨み 給 ふとい ふ 事で はない、 一た び 隱れ給 ひし 彼が 再び 露 はれ 給 ふ 事 を 云 ふので ある、 如 M たる 
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方法に 由る 乎 我ら は 示 さ れ な い、 然れ ど も彼 の 必す露 は れ給 ふ事 は 聖書 の 明^: に 示す 所で あ る 0 

我らの 必ず 彼に 肖ん こと を 知る. 一た び 人の 眼より 隱れ給 ひし 主が W たび 露 はれ 給 ふ 時が ある、 其 

まちのお」  に  と  から！；！ 

時 我ら 彼 を 待 a- む 者 は 彼に 肖た る 者と なる ので ある 、第一 に 彼の 攝り給 ひしが 如き 榮 光の 體 {： 復活 體) 

を 被せら る、 第一 一に 鏡に 照らして 見る が 如くに 朦朧に 彼 を 見る に 非す して 面を對 して 相 見る を 得る が 

故に 我らの 心 も 亦 彼が 潔く あるが 如くに 潔くなる を 得る ので ある、 我が 靈に 於て 彼に 肖る こと を 得、 

ねん 

亦 我が 體に 於て 彼に 肖る こと を 得る ので ある、 今や 心に 於 て 彼 を 念じ 靈 に 於て 彼と 交 はるに 止まる と 

あは 

雖も 彼れ 露 はれ 給 はん 其 時には 友が 友と 面を對 して 語る が 如く 相 共に 語る を 得る ので ある、 あ K 如何 

なる 時ぞ、 我らの 救の 完成う せらる.^ 時 は 其 時で ある、 我らが 昇天せ る主ィ H スに 肖る 時に 我ら は完 

で.？  すく ひ 

全の 意味に 於て 神の 子と 成る ことが 能る ので ある、 架 書 は 人の 救と 稱 して 曖昧の 事を敎 ふるので はな 

い、 明確と したる 事を敎 ふるので ある、 昇天せ る キリストに 肖る 事、 其 事が 聖書の 敎 ふる 救で ある、 

而 して ョ ハネは 其 事を此 所に 敎へ パゥ 0 も 亦 之に 和して 同じ 事を敎 ふるので ある、 卽ち 「夫れ 汝らは 

死し 者に て 其 生命 は キリ ス 卜と 偕に 神の 中に 藏れ 在るな り、 我らの 生命なる キリストの 露 はれん 時 我 

らも 彼と 階に 榮 光の 中に 露 はる、 也」 と (コ 。サイ 書 三 章 三- 四 節 )o 

そ は 我ら 彼の 眞の狀 を 見る ベければ 也 信者 は キリストに 肖る 者と 成る、 其 譯は彼 は 或 時 彼 を 神の 

子た る 眞の狀 に 於て 見る ことが 能る からで ある、 兑る こと は 肖る ために 必要で ある、 信す る 丈け では 

足りない、 百聞 は 一見に 如かす である、 主 を 見 奉る を 得て 始めて 彼の 弟子た るの 實を現 はし 得る に 至 

るので ある、 我ら 今 は 主より 離れて 居り、 書に 於て 彼に 就て 讀み、 信仰の 師 より 彼に 就て 聞く、 然 

くつ へ；；，： y^?  r 

れ ども 常に 靴 を 隔て、 痒を搔 くの 感な くんば あらす である、 我ら 彼 を 見 奉らん と 欲する や 切なり、 我 


らの 信仰 如何に 强く あると も 信 は 信に して 見で はない の である、 信 は 信者が 地上に 寄宿れ る 間の 見の 

代 甲に 過ぎない、 信 は 暗夜に 於け る燈 火の 如き 者で ある、 其 用 甚だ 大 なりと 雖も 日光の 輝々 たるに は 

しん  ； J.T め  こ ひびと 

遙に 及ばない ので ある、 而 して 義の 太陽の 昇る 時に 信 は 見に 化する ので ある、 シュ ラムの 女 は 其戀人 

に會 ふて 彼の 跡を逐 ふの 用な きに 至る ので ある (雅 欲)、 主 を 其 眞の狀 に 於て 見 奉る 事、 其 事 は 信者の 

歡 喜の 極で ある、 我ら は ピリ ボに傚 ふて 一一 一一 c ふので ある 「我ら をして 主 を 見る こと を 得しめ 給へ、 然ら 

ば 足れり」 と (ヨハネ 傳 十四 章 八 節)、 而 して 眞の 意味に 於ての 見神の 恩惠が 我らに 降る とのこと である" 

此事を 知りて 我ら は バウ & と共に 一 百 ふので ある 「そ は 或は 死、 或は 生、 或は 高き、 或は 深き、 我ら を 

我主ィ H ス キリ ストに 賴れる 神の愛より 絕 する 事 能 はざる 也」 と (。 マ 書 八 章 三十 八 節〕、 神に 此 約束 あ 

り 信者に 此希 ありて 人世 は淚の 谷に 非す、 又 或は 幽暗に 入る の 門に 非す である。 


神の愛 

約 翰 第 一 書 四 章 七— 士 一節の 硏究 

約 翰 第一 書 は 多くの 貴き 眞理 を敎 ふる 書翰で ある、 殊に 基督 者が 其 標語と する 「神 は 愛な り」 との 

語は此 書の 中に 三度び 繰 返さる、 ので ある、 故に 神の愛に 就て 知らん と 欲して 此 書に 勝る もの はない 

然しながら 使徒 ョ ハネ は玆に 神の愛に 關 する 敎義を 論述して 後世に 傳 へんと 欲した ので はない、 彼 は 
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OC00OOOC00O00OO0OOOOOO0000OO0OOOO0O0  . 

當 時の 或る 境遇に 迫られて 筆 を 執り 之に 應す るに 永久 的 眞理を 以てした ので ある、 故に 此書を 解す る 

の 心的 準備と して 其 境遇の 如何なる ものな りし 乎 を 知る を必 嬰と する、 凡て 記者の 性質と 其 境遇と を 

知る 事 は 聖書 研究 上 極め て 緊要 である、 此書も 亦 之 等の 事情 を 明かに す るに 由て 數 多の 疑問 を 除く 事 

が 出来る。 

ョ ハネの 此書を 認めた る は キリストの 死後 凡そ 六 七十 年の 頃であった、 當時 基督 敎會は 漸く 發 達し 

て 旣に大 なる 異端が 其 中に 侵入した、 之 を 名け て Gnosticism と 言 ふ、 其 大意に 曰く 「祌は 光で ある 

故に 神 を 知らん と 欲する 者 は亦祌 より 特^の 光に 接しなければ ならない、 而 して 神の 光に 接する に 一 ノ 

の途が ある、 其 一 は 哲學卽 ち 知識で ある、 其 ニは祌 祕的默 示で ある」 と、 斯くて 彼等の 間に 知識階級 

乂は默 示 階級なる もの を 生じ 之に 與ら ざる 者 は 神の 子に 非す との 思想が 起った ので ある、 蓋し エペ ソ 

其 他 小： 細 wi 地方 は 其 地 理 上 半 X 布臘半 東洋 的 の 場所なる が 故に X 布臘の 哲學 思想 と 東洋の 祌ま 思想と が 

こんかう  .  00OO0COOOC000O0O000C00C 

混 滑して 遂に 斯 かる 異端 を 作成した ので あらう、 然るに 此 問に ありて 獨り老 使徒 ョ ハネは 明. n に 主張 
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したので ある、 曰く 「之れ 信仰の 眞 正なる 試驗 法に 非す、 又ィ H ス キリストの 敎 にも 非す、 斯の 如き 

は大 なる 異端で ある」 と、 彼 は 自ら 名譽 ある 十二使徒の 一人な りしに 拘 らす當 時の 祌學 者哲 者祌祕 

家 等に 對 して 平信徒の 强き辯 護 者と して 立った ので ある。 

神に 由て 生れ 且神を 知る 者 は 學者 ではない 神祕 家で はない、 然 らば 何人で ある 乎、 ヨハネ は 言う 

00000  0  0  0  0  0  0  0  OOOOOOOO0O00O0OOO 

た 「そ は 義を行 ふ 者で ある、 兄弟 を 愛する 者で ある、 而 して 乂 イエ ス キリストの 肉體 となりて 來り給 

へる 事 を 信す る 者で ある、 然ら ざる 者 は 皆 異端で ある」 と、 兹にョ ハネの 排斥した る 異端 は 初代 基餐 

敎會に 行 はれし 異端に して 叉 何れの 時代に も 行 はる i 異端で ある、 我等 自身 も 亦 疆々 此 異端に 陷 らん 


とする の 危險が ある、 卽ち 或は 自己の 研究に * て 神の 光 を 探れり と 爲し其 研究に 與ら ざる 者を憐 まん 

とする が 如き、 或は 山野 を践涉 して 特殊の 默示を 受けたり と爲 し其默 示に 接せざる 者 を 蔑まん とする 

が 如き 之れ である、 而 して 斯の 如き 思想 を 抱く 者 は 多ぐ は キリストの 祌 性と 其 受 肉と 其 復活 冉臨等 を 

信じない、 然れ ども 彼等 若し 哲學 と神祕 思想と を 以て ョ ハネ 先生の 許に 至らん 乎、 彼 は 一喝 を 加へ て 

口 ふで あらう 「汝等 は 兄弟 を 愛する 乎、 汝等は 神の 誡を 守りて 義を行 ふ 乎、 汝等は 神の 子の 肉 體を以 

て 降臨した る 事 を！； する 乎、 凡そ 兄弟 を 愛せす 義を行 はす イエ スの祌 性 を 信ぜざる 者 は 基督^で はな 

い」 と、 之れ 卽ち約 翰 第一 書の 根本 敎義 である C 

ョ ハネは 旣に此 事 を 說き盡 して K 章 七 節 以下に Kll り 簡單に 之 を 括 約した、 故に 其 短き 數 節の 間に 約 

翰 第 一 書中の 露现は 更に 濃厚なる 形 を 以て 表された ので ある。 

「愛する 者よ」 人類 全體 ではない、 自己の 弟子、 自己の 牧 したる 敎會の 信者 等に 對 して 言 ふ。 

「我等 S に 相愛す べし、 愛 は 神より 出づ れば なり」 彼 は 先 づ 我等： A に 相愛す ベ し と 言 ひて 基督 者 

相互の 愛に 訴 へた、 然しながら 基督 者の 愛の 源， M は 备自に 叉は此 世に 在る ので はない、 偽預首 者は此 

世より 出で し 者なる が 如く 基督 者 は 神より 出で たる 者で ある (五、 六 節)、 而 して 神 は 愛で ある、 故に 

000O0OO0OOOO  OOOOO0-OOOC 

某- 督者の 愛 は 神より 豊かに 流れ 屮 r つるので ある、 龜督者 は 自ら 愛する に 非す、 神に. E て 愛せ しめらる 

るな りとの 意で ある、 勸 獎を爲 すと 共に 德の 源泉 を 指示した ので ある。 

「凡そ 愛する 者が 神に 由て 生れ 叉祌を 知れるな り」 誰が 祌に 由て 生れし 者卽ち 神の ト である 乎、 

誰が 神 を 知る 者で ある 乎、 之れ 當 時の 大 問題であった、 博學の 十-等が 此？？ 題の 爲に 激しき 議論 を鬪は 

した、 其 時に 當りョ ハネは 一 言に して 曰うた ので ある 「誰が？ 愛する 者が 其れで ある、 愛せざる 者 
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は假令 如何なる 學者 宗教家 又は 監督と 雖も 神の 子で はない、 叉祌を 知れる 者で はない」 と。 

「愛せざる 者 は 神 を 知らす、 神 は 卽ち愛 なれば なり」 今より 數年前 或る 有識の 佛敎 徒が 余 を 訪ね 

來 りて 余に 曰うた 「抑 も 基督 敎の愛 は 無我の 愛なる 乎 はた 絶對の 愛なる 乎」 と、 余 は 之に 答へ て 曰う 

OOO0COOOO0OO000O0O000OOOO 

た 「無我 か 絕對か 余 は 之 を 知らす、 然れ ども 貴下 若し 基督教の 愛の 何たる か を 解 せんと 欲せば 貴下の 

OO0OCOOOO0O0OOO0O  おの-つ. f- 

有する 最も 大切なる 者 を 貧者に 與へ よ、 然 らば 自ら 分明な らん」 と、 ジ ョ ー ジ. エリオ ク ト の.^ 說中 

にダ  一一 H ルニァ ロンドなる 人物が ある、 彼 は ユダヤ人 であるが 神 を 知らす して 唯金錢 のみ を貯 へた、 

其 深き 慾の 爲に 家庭 を 有つ 事 さへ 之 を 嫌うた、 彼れ 年老いて 巨富 を 作りし も 遂に 心の 平和 を 獲る 能 は 

す、 或 夕 商業よりの 歸途 日暮れて 路傍に 輝く 者を發 見し 金塊 かと 之 を 抱き 上 ぐれば 何ぞ圖 らん そ は 一 

人の金 髮 の嬰兒 であった、 而 して 其 嬰 兒の笑 額 を 見る や 彼の 心中に 初めて 愛が 起った、 卽ち之 を携へ 

歸り 乳母 を 龍うて 養育す るに 及び 彼 は 次第に 神の愛 を 知りて 美 はしき 线生を 終った ので ある、 實に祌 

の 生命、 其 根本 中心が 愛なる が 故に 愛する 者の み 能. く祌を 知る 事が 出來 る、 自ら 愛せす して 神 を 知ら 

O000OCOCO0O00O 

んと 欲する も 到底 不可能で ある。 

次に ョ ハネは 神の愛の 如何なる ものなる 乎 を說明 せんとして 口うた 「祌は 其 子卽ち 生み 給へ る獨子 

を 世に 遣 はし 我等 をして 彼に 由て 命 を 得しむ、 是に 於て 神の愛 我等に 顯 はれたり」 と、 曾て 有名なる 

敎育 家ホレ ー ス • マンが 敎 育の 貴重なる 所以に 就て 言うた 事が ある、 敎 育を受 くる 者が 我 子なら ば 其 

爲に 凡て を 犠牲に 供し 得る に 非す やと、 然り 子の 故に 敎育も 亦 貴く ある、 世に 貴き 者に して 子の 如き 

はない、 若し 子の 爲な らんに は 全世界 を棄 つる も 惜しから すと は 凡て 眞實 なる 親心で ある、 人 は 子 を 

失うて 其 暖も贵 き 者 を 失 ふので ある、 然るに 神 は 其 子 而も 獨子 を棄て 給へ りと 言 ふ、 而 して 之れ 我等 


をして 生命 を蘧 得せし めんが 爲 であると 言 ふ、 犠牲の 極致で ある、 神の 有し 給 ふ 最高 最大の 愛の 發現 

である、 其 深き 意味 は 己が 子 を 失 ひし 經驗 ある 者に して 初めて 稍 之 を 解す る 事が 出来る。 

更に 曰く 「我等 祌を 愛すと 言 ふ 事に 非す、 神 我等 を 愛し 我等の 罪の 爲に其 子 を 遺して 挽 囘の祭 物と 

0000000  n-oooo  OO0OO000OO0OO 

なせり と 一 百 ふ 事 之れ 卽ち 彼の 愛な り」 と、 神 は本來 愛すべき 者で ある、 故に 我等 之 を 愛する は 當然の 

OOO0O0OOOOOO  O0000O0000O0O000OOO0OOOOOO000O 

事に して 怪しむ に 足りない、 然しながら 驚くべき は 神が 愛すべ か ら ざ る 我等 を 愛し 給 ふ 事で ある、 我 

等の 如く 神 を 斥け 神 を 嘲り 神に 敵す る穢れ たる 罪人 を 神 は 愛し 給 ひて、 唯に 愛する のみなら す 之に 生 

命 を 獲し めんが 爲に其 獨子を さへ 棄て 給へ りと 言 ふ 事， 之れ 最も 驚くべき 愛で ある、 而 して 神の愛と 

は 卽ち斯 の 愛 を 言 ふので ある (羅馬 書 五の 七、 八參 照)。 

愛 は 情で あると いふ、 情 は 人 之 を 支配す る 事が 屮： 來 ない、 故に 情の 愛 は 自ら 受働的 交換 的で ある、 

彼れ 我 を 愛せん 乎 我 も 叉 彼 を 愛す、 彼れ 我に 背かん 乎 我 も 亦 彼に 背く、 斯 かる 交換 的の 愛と 雖も美 は 

しくない ではない、 然しながら 之れ 人の 愛であって 叉 動物の 愛で ある、 犬の 其 子 を 愛し 獅子の 牝 獅子 

を 愛する も 皆 同じ 情の 愛で ある、 神の愛 は然ら す、 我に 逆 ひ 我 を 鞭う ち 我に 棘の 冠 を 被らせ 我 を 十字 

架に 釘け し 者 を 愛し 之が 爲に 祈り 之が 爲に 生命 を 招つ、 愛 は玆に 至て 情に 非す して 意志で ある、 神の 

愛 は 最も 貴き 意志の 愛で ある。 

「愛する 者よ、 斯の 如く 神 我等 を 愛し 給へば」 祌は斯 かる 驚くべき 愛 を 以て 我等 を 愛し 給へば 我 

等 は 之に 對 して 如何にすべき 乎、 「我等 も 亦 神 を 愛すべし」 である 乎、 否ョ ハネは 曰うた 「我等 も 亦 

互に 相愛すべし」 と、 祌は惡 むべき 嫌 ふべき 罪人 我等に 對し祌 として 用ゐ 得べき 最大の 愛 を 以て 愛し 

給うた ので ある、 其の 愛た るゃ餘 りに^ 大 にして 我等 は 到底 之に 應 する 事が 出来ない、 勿論 如何なる 
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奉仕 も 祭事 も 以て 之に 酬 ゆるに 足りない、 然 らば 如：^ にせん 乎、 曰く 兄弟 を 愛すべし である、 兄弟 互 

OO0OO0OOOO0COOOOOOO00OO 

に 相愛す る 事 之れ 神の愛に 對 する 我等の 應酬 である。 

「未だ 神 を 見し 者な し、 我等 もし 互に 相愛せば 祌 我等の 衷に 居りて 彼 を 愛する 愛 を 我等の 衷に完 う 

す」 祌祕家 は 厦 々見神の 實驗を 提唱す る、 然しながら 我等に 見神 以上の 實驗が ある、 我等 若し 互に 

相愛せば 祌 自身 我等の 屮に 宿り 祌を 愛する の 愛 を 完成して 審判の 日に 懼 なから しめ 給 ふので ある、 之 

が 爲には 何等の 素養 を も 地位 を も 要しない、 老若男女、 學 者無學 者の 刖を問 はない、 唯 「我等 若し 互 

に 相愛せば」 である、 實に 常識に 富みた る 大眞现 である * 恰も 山中の 湖水の 如く 深く して 而も 底まで 

05- 透す 事の 出来る 眞理 である。 

基督 的 愛と は卽ち 之で ある、 <H 右し 此愛を 以て 我等 各自 を 審判 かれな ば 如何、 先づ余 自身の 場合に 

於て 余 は 或は 次の 如くに 言 はる、 であらう、 n く汝は 多く 聖書 を 講じたり、 叉大に 世の 腐敗 を 憤れり、 

叉 多少の 慈善 を爲 したり、 我れ 皆 之 を 記憶す、 然れ ども 汝は 我が 汝を 愛した る 如くに 汝の 兄弟 を 愛し 

たる 乎、 汝を 偽善者と 呼び 國贼と 嘲り 汝を土 芥視し 蛇蝎 視 したる 者 を 愛した る 乎と、 而 して 余 は 之に 

答へ て 唯 「主よ 此 罪人 を 赦し 給へ」 と 一一 一一 口 ふの 外 を 知らない、 同じ やうに 諸君 各自 も 亦 審判 かる k であ 

らう 「汝は 洗禮を 受けたり、 敎會に 加入せ り、 傳道 事業に 參加 せり、 其 資金 を 寄附したり、 然れ ども 

汝の 事業 を 妨げ 汝の 名譽を 傷つ けんとし たる 者を惡 まざりし 乎、 汝の布 在に 關 はる 惡計を 巡らした る 

者 を咒は ざり し 乎」 と、 實に 我等の 愛する 能 はざる 者ば .隨 所に 多い ので ある、 然しながら 我等 は 神の 

我等 を 赦し給 ひし 其 愛 を 以て 亦 彼等 を赦 さんと 欲する、 我等の 胸中に ある 一 切の 怨恨 を 棄却して 彼等 

の爲に 祈らん と 欲する、 斯 くして 兄： 相互の 愛 を 以て 眞に 神の 子た るの 實を擧 げん 事 を 欲する。 


(藤 井武肇 記) 

約 翰 書 の 研究 

約 翰 第一 書 五 章 四、 五節 

凡そ 神に 由て 生る 者 は 世に 勝 つ 

「世に 勝つ」 悲痛に 勝ち、 忿怒に 勝ち、 絕 に 勝ち、 憎惡に 勝つ、 我等 は 自己に 恃んで R: 々に 世 

に 負けつ k あり、 我等 は 悲痛の 吞む 所と なり、 忿怒の 驅る 所と なり、 絕- はおに 沈み、 惡を 以て 惡に報 ひ 

つ k あり、 *1 に 勝つ は 容易の 事に あらす、 然り、 世に 勝つ は 人の 事に あらす、 世 は 人よりも 强し、 世 

に 勝たん と 欲せば 人 以上の 力に 依らざる ベから す 〇 「神に 由て 生る i 者」 「者」 と は 物な り、 又 人 

なり、 又 主義な り、 叉 信仰な り、 必 しも 「人」 と 解す ベから す、 「祌 より 生す る もの」、 神より 來る 

もの、 神に 原因す る もの 〇 人は自 か. ら 努めて 世に 勝つ 能 はす、 祌 のみ 能く 之に 擦ち 給 ふ、 擦 利の 榮光 

お も ひ 

はすへ て 神に K し 奉るべき ものな り 物なる と 人なる と、 念なる とに 係 はらす 祌 より 出る もの はすべ 

て^に 勝 つの 能力 を 有す。 

我ら をして 世に 勝た しむる もの は 我らの 信な リ 

「我ら」 人類 全體を 指して 云 ふに 非す、 基督 者 を 指して 云 ふなり、 基督 者 は 世に 勝つ を 得る 者な 
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り、 而 して 基督 者 をして 世に 勝た しむる 所以の 者 は 其 奉す る 獨特の 信な り、 此信 たる 神に 原囚 する も 

のにして 世に 勝つ の 能 を 有す、 すべての 信が 世に 勝つ に 非す、 神より 出し 信の み 能く 世に 勝つ を 得る 

なり、 信に 迷信 あり、 又 半 信 あり、 信 は 世 を 動かす の 能た るに 相違な し、 然れ ども 基督 者の 懊く 信の 

み 能く 世に 勝つ を 得るな り 〇 高調 は 之 を 「我 倚の」 の 三 字に 置て 讀む べし、 之 を 「信」 の 字に 置く ベ 

からす、 信 は 如何に 熱心なる も必 しも 世に 勝つ の 能力に あらす、 劍を拔 いて 世に 勝たん とする 囘々 敎 

徒の 信の 如き、 すべての 計略 政略 を 用 ひて 世に 勝たん とする 今の 敎會 信者の 信の 如き、 信 は 信た るべ 

けれども 世に 1^ つの 信に あらざる 也〕 

誰かよ く 世に 勝たん 

然 らば 世に 勝つ 者 は 誰ぞ、 云 ふまで もな し、 神より 特殊の 信 を 賜 はりし 基督 者な り、 彼 は 何 を 信す 

る 者なる や。 

イエス を 神の 子と 信ずる 者に 非ず や 

基督 者 は ィヱス を祌の 子と 信す る 者な り、 彼 は 此信を 神より 賜 ひたり、 而 して 此 信に 由て 彼 は に 

勝つ を 得るな り、 此 特殊の 信を懷 く 彼れ 基督 者の み 能く 世に 勝つ を 得るな り 〇 「ィ H スを 神の 子と 信 

す」 木 匠の 子に して 罪人と して 十字架の 刑に 處 せられし ナザレの ィ H スを 理想の 人、 模範の 人、 ：大 

上天 下 唯一 の 人と 信す、 世に 勝つ の 信と は是れ なり、 「祌の 子」 と は 神より 生れし 者に して 神と 性 を 

共に する 者と も、 又は 神の 如き 人に して 其 性を帶 ぶる 者と も 解す る を 得べ し、 ィ H スは 蓋し 後者な り 

しと 同時に 叉 前者な りしなる べし、 然り、 前者な りしが 故に 後者な りしなる べし、 希 伯來人 はすべ て 

優秀の もの を 「神の もの」 と稱 せり、 モ ー セを祌 の 人と 稱 せり、 レバノンの 香 柏 を 「神の 樹」 と稱せ 


り、 吾人が 八/日 理想の 人と 云 ふ を 彼等 は 神の 人 又は 子と 云へ り、 ィ H スは其 本性に 於て 义 其：： ^ 性に 於 

て 神の 子たり し S3。 

ィ H スは祌 子に して 理想の 人な り、 是れ我 倚 基督 者が 神より 賜 はりし 信な り、 而 して 此信 ありて 我 

儕 は 世に 勝つ を 得るな り、 我 儕 虚榮に 走らん とする 時に、 ィ H スが 模範の 人なる を 知て 我 儕 も 亦 彼の 

如くに 率直なる を 得べ し、 我 儕 怒らん とする 時、 羔の 如き ィ H スを 仰瞻て 彼の 如くに 柔和なる を 得べ 

おも ひ， ひ 

し、 我 儕 悲痛に 沈まん とする 時、 悲哀の 人なる ィ H スを想 見て 我 倚 も 亦 彼の 如くに 自己 を聖 33 に委ぬ 

る を 得べ し、 我 倚 懶惰に 流れん とする 時に、 勞働 者の 一人たり しィ H スに 鑑みて， 我 倚 も 亦 勞卿を 恥 

ざるに 至るべし、 ナザレの ィ H スを祌 の 子と 信じて 我 俺に 拭 ひ 得ざる 淚 あるべ からす、 我 儕の 免 かれ 

得ざる 試 誘 あるべ からす、 ィ ェ スを 神の 子と 信す る は 誠に 世と 其す ベての 罪惡に 勝つ の途 なり。 

基督 者に して 其 信の 薄き を 歎す る 者 多し、 彼等 は 其 信の 增 さん こと を 求めて 止ます、 然れ ども 彼等 

は 其 信の 如何なる 者なる べき 乎 を 知らざる べし、 信 は 明， H ならざる ベから す、 信と は 單に信 力に 非す、 

信と は 或る 明白なる 事 を 信す る ことなり、 而 して 基将. 紫の 場合に 於て は 信と はィ H スを祌 の 子と 信す 

る ことなり、 此 信た る單に 祈りて 獲る 能 はす、 i 毛 J 曰に 深く ィ H スの 性格 を 探り、 果して 彼が 模範の 人 

たる 乎 を 究めて 以て 獲る を 得べ し、 信は歷 史的なら ざるべ からす、 叉 常識的なら ざるべ からす、 之 を 

求む るに 祈禱を 以てする は 勿論な りと 雖も、 然れ ども 是れ單 に 祈禱を 以ての み 獲ら るべき ものに あら 

ざる., より。 

ョ ハネの 一一 一一 c は 深し、 然れ ども 水晶の 如く 透明な り、 神に 依らす して 世に 勝つ 能 はす、 神より 出る も 

のに 世に 勝つ の 能 あり、 我 倚 基督 者の 信 は 神の 賜物に して 彼より 出し ものな り、 故に 我裤は 之に 由て 

約 の S 究  八 〇E 
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世に 勝つ を 得るな り、 其 信と は 何ぞ、 イエ スを祌 の 子と 信す る 事な りと、 立論 は I 般 より 特殊に 向て 

進む、 卽ち 左の 如し 

一、 神より sr つる もの \ み 能く 世に 勝つ を 得べ し。 

二、 我 倚 基督 者の 信は祌 より 屮 Z しもの なり、 故に 我 儕 は 之に 由て 世に 勝つ を 得るな り。 

三、 依て 以て 世に 勝つ に 足る 基督 者の 信と はィ H スを 神の 子と 信す る ことなり。 

^に 勝つ の途は 之に 由て 明かな り。 

信者の 三 大知覺  - 

明 石 講演の 大要 

約 翰 第一 書 五 章 十八— 二十 節 

ゆ 我等 は 知る、 凡て 神に 由り て 生れた る 者の 罪 を 犯さ る こと を、 神より 生れし 者 彼 を 守り、 か 

もしき もの  ふる 

の惡者 彼に 觸る ことなし。 

)/  -  一  t 

我等 は 知る、 我等 は 神に 由る 者なる こと を、 而 して 世 は 擧て惡 者に 在るな り。 

我等 は 知る、 神の 子 旣に來 り、 眞理 者を識 るの 知識 を 我等に 賜へ る こと を、 我等 は眞现 者に 在 


り、 卽 ち 共子ィ H ス キリス トに 在り" 彼 は眞祌 また 永 生 なり。 (私 譯) 

第 十八 節  > 

鼓に 「我等 は 知る」 と 云 ふ 言葉が 三度 繰 返されて ある、 信者 は 本能 的に 此事 を知覺 すと 云 ふこと で 

ある、 特^に 研究して 此事を 知る に 非す、 祌を 信す るの 結 ra^ として 直覺 的に 此事を 知る と 云 ふので あ 

る 0 

「祌に 由り て 生れた る 者」 信者の ことで ある、 信者 は 自分で 信者に なった 者で はない、 祌 に^て- 

生れた る 者で ある、 其 起原 は 神に 於て 在る ので ある、 而 かも 作られた ので はない、 生れた ので ある、 

自分で 欲んで 生れた ので はない、 父の 愛に 由て 生れた ので ある、 信者 は 世の 所謂 道 德{ 糸 でたい こと は 

ョ ハ ネの此 一 言に 由ても 明かで ある。 

「罪 を 犯さす」 信者 は 罪 を 犯さす と 云 ふ、 絕對 的に 如何なる 罪 を も 犯さない と 云 ふこと ではない- 

「人 (此の 場合に 於て は 信者 を 指して 云 ふので ある) …人 若し 罪 を 犯せば 我等の ために 父の 前に 保蓝 

師 あり」 と 云 ひて ョ ハネは 信者の 罪 を 犯す こと を 認めて 居る ので ある (二 章 一節、 同じく 五 車 十六 節 參考： r 

信者 は 罪 を 犯さす と は 彼に 在りて は 罪が 習惯 性と なりて 繼緩 しないと 云 ふこと であるぶ 央 語で sinueth 

not と 云 ふ は is  not  siBling と 云 ふと 同じで ある、 動詞の 使用法に 嚴密 なりし 希 腦人は 現在 過去 未 

來 等の 所謂 時制 を 判別す るに 嚴密 であった、 故に 希 臘語を 以て 罪 を 犯さす と 云 ふ は 如何なる 罪 を も 犯 

さすと 云 ふこと に は 成らない、 罪 を 犯しつ、 あらす と 云 ふこと である、 罪が 人の 常 性と なり； 15 ら すと 

いふ 事で ある、 而 して 其 意味に 於て 信者 は 罪 を 犯さす と 云 ふ 事が 出来る、 罪 は 今や 彼に 取りて は 苦痛 

である、 義は 彼の 常 性であって、 罪 は 其攪亂 である、 故に 彼 は 激烈に 罪の 苦痛 を感 する ので ある、 彼 

信者の 三 大知覺  八 0 七 


一 投 aisles; 究  八 〇八 

が 不信者た りし 時に 彼に 此 苦痛がなかった、 其 時に 罪 は 彼の 常 性であった、 故に 少しの 善を爲 せば 之 

を 誇りし と 同時に、 多くの 罪 を 犯す とも 敢て 不安 を 感じなかった、 然るに 一度 キリストに 顯 はれた る 

神の 光に 接して より、 彼の 罪の 感覺が 非常に 過敏に なった、 彼 は 生. まの 大方 針に 於て 全然 罪 を 離れた- 

彼 は 自己の ために 生活る を廢 めて 神と 人との ために^ 活んと 欲する に 至った、 彼 は 口に 猥褒を 語る を 

甚く 恥る に 至った、 名譽と 利欲 を 目的と する を 賤しむべき 事と 思 ふに 至った、 信者と 不信者と は 其 一 2： 

的 生命に 於て 天地の 差が ある、 而 して 其 意味に 於て 信者 は 罪 を 犯さない やうに なった ので ある、 罪 は 

彼の 平常 性たら ざるに 至った ので ある-：: y れ 彼に 在りて 敲も 感謝すべき 1SH、」 ある。 

叉 「罪」 と 云 ふこと に 就ても 其 何たる 乎 を 明かに する 必要が ある、 罪の 種類に 數 限りない、 仇浪、 

r- う i う L_- さ ふんど こラ がふ ， 了 、ねい する しゅ は-ひ. U う  こ V つ 

(サ 鬪、 妒忌、 忿怒、 苟合、 汚據、 醉酒、 放蕩、 勿論 悉く 罪で ある、 然し 乍ら 罪の 罪は斯 かる 個^の 罪 

ではない、 罪の 罪、 すべての 罪の 原因、 人類 唯一 の 罪と も稱 すべき 者 は 神 を 離れ 其 S§ し 給へ る 獨子を 

斥く る ことで ある、 「罪に 就て と 云 へ る は 我 を 信ぜざる に 因りて たり」 とィ ェ スは曰 ひ 給 ふた C 約翰傳 

十六の 九)、 イエ スを 信ぜざる こと、 彼は詛 ふべき 者と 云 ふ 事 (哥林 多 前書 十二の 三)、 其 事が 罪で ある、 

而 して 不信者 は 此罪を 犯しつ k あるので ある、 彼はィ H スの名 を 聞いて 嘲け り、 彼に 接觸せ ざらん と 

欲し、 彼の 自己に 近づく を 見れば 之 を 斥けん と 欲する ので ある、 性 來の人 は、 其 西洋人な ると 東洋人 

なるとに 拘 はらす、 人と 云 ふ 人 はすべ て 悉く イエス を 嫌 ふので ある、 イエスの 名 を 嫌 ふ は 日本人に の 

み 限った ことで はない、 英人、 米 人、 獨人、 仲人の 展^ はない， 神に 由て 生れざる 人 はすべ て 悉く 一 

樣にィ ヱ スを嫌 ふので ある、 罪が 人類の 通有性で あるが 如くに ィ H スを嫌 ふこと も 亦 人類の 通有性で 

ある、 而 して 信者 は此 事、 卽ち 神の 子 を 信ぜざる の 罪、 卽ち 人類 通有の 此大 なる 恐るべき 罪、 信者 は 


神の 恩 惠に闪 りて 此罪を 犯さざる に H 土った ので ある。 

斯 くの 如くに 解して 信者、 卽ち 神に 由り て 生れた る 者 は 罪 を 犯さす と 云ふョ ハネ の此ー 百の 決して 特 

別の 信者に のみ 適用すべき 者で ない ことが 領解る ので ある、 信者と 云 ふ 信者 はす ベ て 此惠 まれた る 狀 

態に 於て 在る 者で ある、 而 して 其反對 に、 此狀 態に 於て 在らざる 者、 卽ち罪 を猶ほ 習慣 性と なす 者、 

自已 中心の 生涯 を 達る 者、 利 慾を逐 ふて 之 を 恥と せざる 者、 此 世の 名譽に 憧愤れ て敢て 窮屈 を 感ぜ ざ 

る 者、 ィヱス を 衷心より 愛し 得ざる 者、 彼の 名 を 聞いて 躍り 起たざる 者， 其 人 は、 縱令其 表面の 行爲 

は 如何に 立派で あると も、 其 人が 神に 由り て 生れた る 人で あらう と は 我等に は如仞 しても 思 はれない、 

ョ ハ ネば此 簡潔なる 言 を 述べ、 「我等 は 知る」 と 言 ひて、 卽ち 信者 全體 の直覺 なりと 言 ひて 決して 誤 

ら なかった と m 心 ふ。 

「神より 生れし 者 彼 を 守り」 普通の 日木譯 聖書に は 「神に 出り て 生れた る 者は自 から 守る」 と あ 

るが 是れ 確かに 誤譯 である、 「信者た る 者は自 から 己れ を 守る」 と は 如何にも 立派に 聞え て * 其れで 

こそ 信者で あると 謂 はれて 世に 譽 めら れ るで あらう が、 然し 信者の 實驗は 其 事 を 否定す るので ある、 

COO0OOCO0O0OOO0OOO0* 

信者 は 言 者に 成り たれば とて 自 から 守らない の である、 彼 を 守る 者 は 自己 以外に に 在る ので ある 

自 から 守る 者 は 基督 者で はない、 或 ひ は ストア 派の 哲學 者で あらう、 或ひは儒敎の聖人^f;子でぁらぅ" 

然し 基督 者で はない ので ある、 「神より 生れし 者 彼れ (信者) を 守る」 と 言 ひて 基督 者の 何たる 乎が 

明かに 言 表 はさる \ の である、 兹に 「神より 生れし 者」 と ある は 前に 「神に 由り て 生れた る 者」 と あ 

りし 言と は 全く 別個の 者で ある、 geni も theis と 云 ひ g.eg.emlsmeucs と 云 ふ、 前者 は 「神より 生れし 

者」 であって 其獨 子なる 我等の 主ィ H ス キリスト を 指して 云 ふので ある、 後者 は 「神に 巾り て 生れた- 
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る 者」 であ クて、 信者 を 指して 云 ふので ある、 「父の 生み 給へ る獨 子」 と 「神に 由て 生れし 者」 との 

間に 判然たる lEC^ が あるので ある (約 翰傳了 十三、 十四 節參考 )、 「神より 生れし 者 彼 を 守る」 と 

云 ふ、 「子が 子 を 守る」 と 云 ふので ある、 「兄が 弟 を 守る」 と 云 ふので ある 、「基督が 基督 者 を 守る」 

と 云 ふので ある、 父が 天の 高き より 信者 を 守り 給 ふに 止まらす、 子が 側に 在りて 守り 給 ふと 言 ふ の で 

ある、 信者の 特權 も亦大 ならす やで ある、 「彼等 を 兄弟と 稱 ふる を 恥と し 給 はす」 と 云 ふ r 希 伯 來書ニ 

の 十一〕 ィ H スは 信者 を 兄弟と 稱 ぶこと を 恥と し 給 はない ので ある、 神 は 天の 高き に 居まして、 共聖き 

を 以て 遙 かに 我等 を 守り 給 ふので はない、 彼 は 肉と 血と を 具へ たる、 卽ち 我等に 似た る 者 を 遣り 給 ひ 

て、 彼 をして 我等の 長兄と して、 我等の 側に 在りて、 我等 を 守らし め 給 ふので ある、 「神より 生れし 

者 彼 (信者) を 守る」 と 云 ふ、 是れ あるが 故に 我等 は 罪の 此 世に 在る も 安全なる ので ある、 誰が 此 尉一 

藉の首 辭を 「神に 由て 生れし 者は自 から 守る」 と 書 直した ので あらう 乎" 信仰が 道 德に變 じ 易い 事 は 

此 一事に 由ても 解る ので ある、 而 して 信仰が 道 德に變 る 時に、 信仰 道德 雨つな がらが 墮 落す るので あ 

る， 而 して 信仰の 墮落は 新約聖書が 記 かれし 時代より 旣に 始まった. 9 である、 或寫字 者が 「彼 を」 を 

r 自 から」 と書變 へた 時に 此 世の 小 學が 信者の 團體 (敎會 ) の 中に 入， つて、 玆に 信仰の 墮 落が 始まつ 

たので ある。 

あ し b の  ふる 

「かの 惡者 彼に 觸る ことなし」 「かの 惡 者」 はかの 特^に 惡 しき 者 を 指して 云 ふので あって、 サ 

タン 卽ち惡 魔で ある、 而 して 彼 は 手 を 信者に 觸る ことなしと 云 ふ、 此世 を服從 せんと 欲して 二人の ま 

が あるので ある、 其 一 人 は祌の 愛子であって キリス ト である、 他の 一 人 は 神の 反逆者であって、 サタ 

ン 卽ち惡 魔で ある、 キリストと サタンと は相對 して 世を爭 ひつ \ あるので ある、 而 して 其 間に 介して 


信者 は 愛 を 以て キリストに 征服 せられて 其 側 に 立つ 者で ある、 而 して 今や 彼れ (キリスト) 彼 (信 

者) を 守る が 故に サタン は 彼 (信者) に 手 を觸る こと 能 はすと 云 ふので ある、 斯くて 信者の 安全 はキ 

リストの 保護に 由て 保證 せられた ので ある、 人 は 何人も キリ ストと サタ ン との 問に 立ちて 結對 的中 立 

を 維持す る ことが 出來 ない ので ある、 サタンに 從 はん 乎、 キリストに 反かざる を 得ない ので ある、 キ 

リストに 從 つての み サタン の 束縛 を 免 かる \ ことが 出來 るので ある、 如何なる 男 者 も 聖人 も al 分の 能 

力で サタンに 勝つ こと は 出来ない ので ある、 此_* を 能く 知りた るル ー テル は、 剛勇 彼の 如き 者たり と 

雖も言 ふたので ある、 

夫の 古よりの 惡 しき 者 は、 

今 は 猛威 を 悉くして 立てり、 

よ そ i 

政權を 以て 装 ひ、 

邪曲の 計 を 施ら す、  - 

世に 彼に 當る 者な し。 

若し 我等の 力に 賴 まば、 

我等 は 直に 失 はれむ、 

然れど 一 人の 聖き 者の 

我等の 爲に戰 ふ あり、 

彼れ 何人と ぬる 乎、 

信者の 三大知 八 1 I 
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イエス キリス ト其 人な り、 

サバ ォ ス の 神に ましまして 

彼の 他に 祌 あるな し、 

彼れ 我等と 共に 戰ふ。 

と (『愛吟』 より 引抄す I 第 十二 卷七六 三頁參 照) 惡魔を 弱く 見る 者 は 惡魔を 知らない 者で ある、 イエ 

ス のみ 能く 惡 魔に 勝ち 給 ふたので ある、 「我れ 旣に 世に 勝てり」 と 言 ひ 給 ふたの は 此事を 言 ひ 給 ふた 

もて  ほ ろ ^li 

ので ある、 「死 を もて 死の 權威を 有る 者 卽ち惡 魔を滅 し、 且つ 死 を 恐れて 生涯 繁 がる、 者 を 放たん た 

めな り」 と は！ { 布 们來 書記 者の キリストの 死に 關 する 觀 察であって、 ョ ハ ネの此 言と 根本的 思想 を 共に 

する 者で ある (希 伯來 *  二 章 十四， 十五 節 〕o 

第 十九 節  _ 

「我等 は 知る」 我等 は祌を 信す るの 結 ET 直覺 的に 此事を 知る。 

「我等 は 神に 由る 者なる こと を」 信者 は 神に ^ りて^ 在す る こと を、 信者の 生命 は 神より 出る 者 

なること を、 「神に 由り て 生れた る 者」 との 事 を 他の 一一 一一 口 葉 を 以て 言 ふたので ある、 信者 は祌に 在り、 

彼に 由り て 生く る 者で ある、 彼が 今享樂 する 恩惠の 生涯 は 悉く 神より 出た る 者で ある。 

r 而 して 世 は 擧て惡 者に 在るな り」 信者 は 神に 繁 がれ 其 生命 を 悉く 彼より 仰ぐ に對 して、 世は舉 

りて 惡 者に 在りて 生活す るので ある、 卽ち キリストと サタンとの 間に 介在して、 信者 は 神に 屬き、 世 

つ  み す 

は惡 魔に 屬 くと 云 ふので ある、 信者 を 善く 見過ぎ * 世を惡 しく 見過ぎ た 言で ある やうに 見える、 然し 

乍 ら事實 は 其 通 りで ある、 世 は 其 科 學と文 學と哲 學と藝 術と を以 て舉 りて 惡 魔に 腸く ので ある * 世の 


大體の 方針 は惡 である、 其の 中に 多少の 善の 無いで はない、 多少の 善人の 居らない ではない、 然し 

0  0 つ C-  もの 

乍ら 概す るに 世は惡 魔の 屬 である、 其 事 は 何人も 疑 ふこと は 出来ない、 今や 此 世の 最大 最上の 文明 國 

は 問 闘以來 未だ 曾て 有りし ことなき 最も 殘虐 なる 戰 ゆに 從 事して 居る ので ある、 其 誇れる 文明 は歐洲 

諸大國 をして 決して 天國の 模型と なさし めなかった ので ある、 英國も 獨逸も 塽阈も 露！： も國 として は 

「擧 て惡 者に 在る」 ので ある、 其屮に it からぬ 善き 基督 者の 居る こと は 我等と 雖も疑 はない、 然れど 

も ：：； たれ あるに 拘 はらす、 彼等 は國 として は惡 魔の 國 である、 彼等 を 基督 敎國 と稱 ふる は誤稱 である、 

國 として 彼等 は 惡魔國 と稱ふ ベ きで ある、 斯く稱 ふ る は 過激 の 言 である やうに 思 はれる、 然れ ども 事 

實は蔽 ふべ からすで ある、 世に 若し 基督 敎國叉 は；！？； 子 國 が あると すれば、 其れ は單に 比較的に 阚か稱 

ふるに 過ぎない ので ある、 キゾ ストが 自己 を 棄て他 を 救 ひ 給 ひしゃう に、 自國の 存在 を 犠牲に 供して 

他 國を救 ふに 至て、 眞 個の 基督 敎國が あるので ある、 而 して 獨 逸で も 英國 でも 爾ん な國 でない こと は 

火を附 るよりも 瞭か である、 實に 少数の 信者が 神に 由り て 生存す るに 對 して、 世界と其^^兆とは舉り 

て惡 魔の 屬 として 彼の 敎 唆に 從ひ、 自分 叉 は 自國の 利 〔偸 を 計らん ために 他人 又は 他國の 利益 を 侵害し 

つ \ あるので ある、 基督 敎は 決して 人類 多數 の信受 する 敎 ではない、 信者 は 常に 少數 である、 而 して 

多數は 常に 惡 魔の 從屬 である、 我 は 世の 多 數の赞 成 を 得たり とて 悅ぶ 信者 (？) は 自分で 3； を 言 ふて 

居る 乎 を 知らないの である、 海軍と 云 ひ 陸 軍と 云 ひ、 殖産と 云 ひ 工業と 云 ひ、 商業と 云 ひ 貿易と 云へ 

ば 如何にも 立派で ある、 然し 是等は 何者の 鼓吹 を 受けて 動いて 居る ので あらう 乎、 ョ ハネは 現 時の 信 

者 (？) の やうに 世 (社 會) の 感情 を 害 ふこと を 恐れなかった、 彼 は大膽 に事實 を事賁 として 語った、 

世は擧 リて惡 者な りと。 

信者の 三大 知お  八 ニニ 


I 般 *! 翰 究  、 I  a 

第二 十 節 

「我等 は 知る、 神の 子 旣に來 り」 神が 人の 間に 顯 はれたり と 云 ふ は 令 ゃ單に 人類の 希望で はない、 

是は 旣に充 たされた る 希 である、 イエ ス キリス 卜が 其れで ある、 彼 を 以て 干 九 百 十五 (，：>ン 年 前の 

昔し、 神の 子 は旣に 世に 顯 はれ 給 ふたので ある。 

「露理 者を識 るの 智識」 眞理と 云 はす 眞理 者と 云 ふ、 宇宙の 中心 は 哲學的 理で はない、 宗敎的 

露理 者で ある、 祌 は眞理 者で ある、 キリス 卜 は 其 象で ある、 而 して 彼 を 知る ことが 永 生？。 である (約 

^！傳十七章三節〕， 信者 は哲學 者で はない、 信仰者で ある、 眞 理を默 想す る 者で はない、 眞理者 を 1 ね、 

彼に 會 ふて 彼 を 愛し、 彼に 事 ふる 者で ある、 我等 信者 は 主義 を 偕に する 者で はない、 主 を 一 にす る 者 

である、 乾燥無味の 哲 學的爲 理叉は 敎會的 敎義に 由り て繁 がる.. 者で はない、 活ける 眞 i の 神、 卽ち眞 

现 者に 由り て繁 がる X 者で ある、 而 して 神の 子 は 此眞理 者を識 るの 知識 を 我等に 賜へ りと 云 ふ、 玆に 

r 識 るの 知識」 と ある は 「我等 は 知る」 と ある 其 知識と は 違 ふので ある、 後者 は 直覺的 知識で あるに 

對 して 前者 は 推理 的 又は 探求 的 知識で ある、 祌は 知られ 又識ら る. -の である、 祌 は直覺 的に 瞬間に 知 

らル、 又 探求 的に 徐々 と 識らる k ので ある、 而 して ヨハネ は兹に 云 ふたので ある、 キ^スい；^ tli, 

はれて 信者に 眞现 者なる 神 を 研究 的に 識 るの 知識 を 賜へ りと、 卽ち キリ ス トに 由り て 信者 は祌 を信卬 

的に 信じ 得る と 同時に 學究 的に 彼 を 探り 且つ 識るを 得べ しとの 事で ある、 此 意味に 於て 信者 は 單に信 

者た るに 止まらす 叉哲學 者で あるので ある、 而 して 信者の 哲學 は眞理 者の 闡明を 目的と し、 キリスト 

を て 其 指導者と なすとの ことで ある、 實に 深い 驚くべき 言で ある、 キリスト を 「救 扬の 先導者」 と 

稱へ て、 信仰に のみ 關 係の ある 者と 思 ふは大 なる 間違で ある (希 伯 来書 一 一章 十 節、 「救 ふ 君」 と譯せ 


られし は 「救 拯の 先導者」 の 意で ある)、 キリスト は 眞理者 唯一 の 紹介者で ある、 隨て 活ける 哲學の 

准 一 の 秘^で ある、 曾て 博士 フ H ャべ， -ンが 其 名著 『恶督 敎哲學 論』 に 於て、 「ナザレの ィ H スは其 

打 たれし 掌の 中に 宇 苗 の 祕義を 開く ための 鏡 を 握る」 と 云 ひし は 實に大 なる 眞现 である、 而 して 博 

土に 先ん する こと 干 九 百年 前に ョ ハネは 明， ：！ に：： ふたので ある 「神の 子 旣に來 り、 虞现 者を識 るの 智 

識を 我等に 賜へ り」 と。 

i こ. .JG かみ かぎりなき いのち 

「我等 は眞理 者に 在り、 卽ち 其子ィ H スキ リストに 在り、 彼 は眞神 また 永 生 なり」 事 は キリ 

ストの 神性 問題に 關す、 今 玆に之 を 論す る こと は 出来ない、 『キリストの 祌 性に 關 する 新約聖書の 明 

1  一一 一口』 (笫 八卷 『敎義 研究 上』 一 五 〇 頁 以下 參照 ー 編者) の 綾篇に 於て 之 を 論ぜん と 欲すれば、 玆には 之 を 省略 

する 事と する 0 
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默示錄 研究 

默示錄 は 如何なる 書で ある 乎 

聖書の 中に 默示錄 なる 書が ある、 其卷 末に 在て 二十 二 章に 涉る 書で ある、 其 地位から 云 ふ も 長さ か 

ら云ふ も 特に 信 t の 注意 を惹く べき 書でなくて はならない。 

然るに 赏際は 如何で ある 乎と 云 ふに、 基督 信者に して 此書を 讀む者 は 至て lit ない、 不信者が 之 を 嘲 

けり、 之 を 顧みない 計りで ない、 信者に して 其價 値と 實 用と を 認 むる 者 は 甚だ 齡 ない、 彼等の 大多數 

に 取りて は 此書は 七の 印 を 以て 封印せ る內 外に 文字 ある 卷の 如き ものである (五 章 一 節い、 卽ち 彼等の 

中 一 人と して 此卷を 開き 又 之 を 見る に堪る 者がない と 云 ふても 可い 程で ある (仝 四 節〕、 默示錄 は 大抵 

の 言 者に 取りて は 不可解の 書で ある、 有て 無き に 均しき 書で ある、 其 中に 一 一三の 警句 一 一三の 慰藉の 言 

辭 のないで はない が、 然し 全體 として は隱れ たる、 測り 知るべからざる 書で ある。 

然しながら 默示錄 は 果して 斯 かる 性質の 書で あらう 乎、 默示錄 は 果して 不可解の 書で あらう 乎、 是 

れは 全然 解し 難き 書に あら ざれば 又 之に 反して 树 何様に も 解す る ことの 出来る 書で あら ふ 乎、 默示錄 

は 神が 人の 頓智 を 試みん がた めに 特に 世に 供し 給 ひし 謎 語で あら ふ 乎、 首 を換 へて 云へば 默示錄 は 信 

Sf, 示錄は 如何なる 書で ある 乎  八 1 九 


默示錄 ^究  八 二 〇 

^ が 之 を 請 まざ れば とて 何の 损害 をも感 ぜ ざる 書で あら ふ 乎、 卽ち 信仰的 生涯 を 送る h に 於て 何の 實 

益 も 無い 書で あら ふ 乎。 

余 に 爾ぅ思 ふこと は出來 ない、 默示錄 は 聖書の 一部分で ある、 而 かも 大切なる 一部分で ある、 爾 

- うして 若し 聖書が 解し 得らるべき 書で あるならば * 默示錄 も 解し 得らるべき 書でなくて はならない、 

默示錄 は 謎 語で はない、 其 名が 旣に 默示錄 である、 卽ち 人に 示された る 事の 記錄 である、 是れが 解し 

得られない 普 はない。 

爾 うして 默 示錄 自身 が 其 解釋を fsS 者 に 促して 居る ので ある。 

ャ みや-?'  しら ぺ どら 0  C-  0  0  0  0 

此はィ H ス キリストの 默示 なり、 卽 ち祌、 彼 をして 迅速に 起るべき 事 を 彼の 僕 等に 示さし めんと 

て 彼に 賜 ひし 所な り ( 一 章 一 節)。 

此預 言の 書 を讀む 者と 之 を 聞きて 其 中に 記し ある 所 を 守る 人々 は 福な り (一 章 三 節)。 

耳 ある 者 は聖靈 の諸敎 含に 言 ふ 所 を 聞くべし (. 一 一章 十 一 節)。 

是 等の 言に 由て 見る も 默示錄 記者が 不可解の 書と して 此書 を亞細 亜の 諸 敎會に 送った のでない 事 は 明 

かで ある、 勿論 其 中に 解し 難い 所が ある、 謎 的の 所が ある、 其 有名なる 十三 章 末節の 如き は是 である。 

ナ も の ケ H* も 

此 獸の數 目の 義を 知る 者 は 知曰慧 あり、 才智 ある 者は此 獣の 數を箅 へよ、 獸の數 はんの 數 なり、 其 

數は六 百 六十 六な り。  、 

是は 確かに 難解の 語で ある、 然しながら 是れに 類した る 言辭は 聖書の 他の 所に 幾許 も ある、 帖撒羅 尼 

迦 後書 一 一章 七 節の 如き は此 類で ある、 其他舊 約の 但以理 書の 如き 撒 加 利 亜 書の 如き、 又 新約の 馬太傳 

第二 十四 章の 如き、 皆な 難解の 語た る を 免 かれない、 解し 難き は 默示錄 に 限らない、 聖書 全體が 肉の 


、七 を 以て 讀 めば 閉 ぢられ たる 書で ある。 

故に 難解の 故 を 以て 此書を 不可解の 書と 見て はならない、 默示錄 は 解し 得らるべき 書で ある、 雨う 

して 解し 得て 最も 利益 多き 書で ある、 默示錄 を 見逃して、 我等 は 聖書の 屮の 最も 善き 部分 を 逃す の 

である、 玆に 慰藉と 希 §nl と 一勇 氣と歡 喜との 寶藏が 我等の ために 備えられて あるので ある、 我等 は 之 を 

よさ もの ふ- 0* ひ 

開く の 鍵 を 授けられて 我等の 父が 其 中に 貯へ給 ひし美 食の 饗 筵に 與 かるべき である。 

默示錄 は 如何なる 書で ある 乎と 問 ふに、 一 讀 して 何人に も 判明る 事 は その 特に #】 藉の 書で ある こと 

.  ヌ 0  9、00-OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOC-OOOOOOC-0 

である iSl 示錄は 不信者と 偽 信者との 迫害す る 所と なりし 基 * 者 を 慰めん とて 書かれた る 書で ある、 

是れは 或る 學 者が 言 ふやう に 基督 敎歷史 哲學を 世に 供 せんとして 著 はされ たる 書で はない、 又 或る 他 

の學 者が 言 ふやう に 基督 敎會の 運命 を 戯曲に 綴った 者で はない、 默示錄 の 目的 は文學 的で はない、 資 

際 的で ある、 是れは 哲學の 書で はない、 叉 文藝の 書で はない、 慰藉の 書で ある、 流る ヒ淚を 拭 はんた 

めの 書で ある、 忍耐 を勸 めんた めの 書で ある、 希望 を 供 せんた めの 書で ある、 默示錄 の 此實際 的 動機 

を 見逃して 此 書の 意味 を 解し、 其 惜梳を 知る こと は 出来ない。 

汝， 將 さに 受けん とする 苦 を 權る& 勿れ、 惡魔將 さに 汝 等の 中の 或 者 を獄に 入れ 汝等を 試みん と ^ 

す、 汝等 4： 日の 間 (或る 不定の 時期の 間) 患難 を受 くべ し、 汝、 死に 至る まで 忠信 なれ、 然 らば 

我れ 生命の IKS を 汝に與 へん •：  二 章 十 節〕。 

此後 我れ 觀 しに 諸 w、 諸 族、 諸 民、 諸 音の 中より 誰も 數へ靈 す こと 能 はざる 程の 多くの 人、 ，：： 衣 

を 着、 手に 掠 櫚の葉 を 持ち、 寶 位と の 前に 來 りて 立てり …… 彼等 は大 なる 艱難 を經 て來れ り、 

曾て 恙の 血に て 其 衣 を 洗 ひ、 之 を ほくせ る 者な り、 是 故に 彼等 は 祌の寶 位の 前に 在り、 且つ 神の 

示 5Sg は 如何なる <K である 乎  八 ニー 


教示 錄 Si 究  八 ニニ 

A や  よる ひ i 

殿に て夜晝 神に 事 ふ、 …… 彼等 は 重ねて 飢えす、 重ねて 渴 かす、 又 日 も 熱氣も 彼等 を 害 はざる 也、 

そは寶 位の 前に 在る 盖、 彼等 を 養 ひ、 彼等 を 活ける 水の 源に 導き、 又祌、 彼等の 淚を其 目より 拭 

ひ 給 ふ 可れば 也 (七 章 九 節 以下)。 

我れ 新しき； 大と 新ら しき 地 を 見たり、 前の 天と 前の 地 は旣に 過ぎ去り、 海 (混 亂の狀 態) も 亦 有 

る ことなし、 我れ 聖き 城なる 新しき M ルサ レム、 備整ひ 神の 所 を 出て 天より 降る を 見たり、 其狀 

は ^ 婦其新 郞を迎 へんた めに 修飾り たるが 如し、 我れ 大 なる 聲の 天より 出る を 聞け り、 曰く 祌の 

幕屋 人の 間に 在り、 神、 人と 共に 住み、 人、 神の 民と なり、 祌又 人と 共に 在して 其祌 とたり 給 ふ、 

神、 彼等の 目の 淚を 悉く 拭 ひ 去り、 復死 あらす、 哀み、 哭き、 痛み 有る ことなし、 そ は 前の 事旣 

に 過去れば 也 〔二十 一 章  一， la 節 )o 

是れ 默示錄 中の 慰藉の 言の 二三で ある、 雨う して 全篇、 斯 かる 言 を 以て 充 ちて 居る、 是れ 解し 難き 言 

で 無い のみなら す 最も 美 はしき、 最も 喜ばしき 言で ある、 慰藉の 一一 一一 口と して 之に 優 さる 者 は 他に はない、 

祌、 彼等の 目の 涙 を 悉く 拭 ひ 去り 給 はんと ある を 讀んで 我等の 目に 再び 感謝の 淚が 浮ぶ ので ある、 我 

等は斯 かる 約束の 言に 接して 歡 喜に 滿 ちて 叫ぶ ので ある、 「來れ 患難 、来れ 迫害、 我 は 死に 至る まで 

主の 導き 給 ふ 所に 從 はん」 と。 

其 目的に 於 て 默示錄 と 善く 似た る 書 は 彼 得 前書で ある、 一 一 者 其 文體を 異にする も 其 內容は 同じで あ 

る 0 

• 汝等今 暫時 各 様の 艱難に 遇 ふて 憂へ ざる を 得すと 雖も 却て 喜ぶな り、 汝 等の 信仰 を 試みら る k は 

壞る 金の 火に て 試みら る、 よりも 贲 くして、 汝等ィ H ス キリストの 顯 はれ 給 はん 時に 稱 讚と 尊賁 


と 榮光を 得る に 至らん (彼 得 前書 一章 六. 七 節)。 

是を 移して 以て 默示錄 の 序文と なすこと が 出来る、 默示 錄は此 原理 を具體 的に 述べた ものである、 而. 

かもべ テロ 以上の 描寫的 才能 を 以て 述べた る ものである、 其 書かれし 時代より 云 ふ も， 其 主^と する 

目的より 云 ふ も 默示錄 は 彼 得 前書に 極く 近い 書で ある。 

特に 慰藉の 書で ある 默示錄 は 非常に 眞 面目なる 書， である、 勿； i 聖書 中に 不露 面目なる 書と て は 一 つ 

も 無い、 然し 眞 面目に も 度が ある、 赤 熟の 眞 面目 も あれば 白熱の 眞 面目 も ある、 爾 うして 默示錄 の SKi 

liIi^f白i.の^^かで^る、 是れは 路加 傳の やうに 敬慕の 餘り救 主の 美 を 讚へ たる 書で はない、 又羅 馬. 

書の やうに 歷 史に顯 はれた る祌の 攝理を 述べた る 歷史 祈：： 學 の やうなる 書で はない、 又 加 拉太書 の やう 

OO00OC0OO0O0C0000O000OO0CO 

に 福 昔 の 敎義を 論じた る 議論で はない、 默示錄 は 戰爭の 最中に 血 を 以て 書かれた る 信仰の 書 で あ る 、 

其 文體が 著しく 戰鬪 的で あるの は 全く 是れ がた めで ある、 曰く 馬、 曰く 筑、 曰く 祌の怒 を 盛れる 七つ 

かな まり  あかし  ことほ  くびきら 

の 金 椀と、 曰く 我れ ィ H スの證 及び 祌の 道の ために 首 斬れた る 者の 靈魂 を见 たりと ハー 一十 章 四 節)、 ^ 

血 淋漓と は此 事で ある、 默示錄 は 著述家が 書齋に 在て 多くの 參考 書に 照合して 書いた 書で はたい、 其 

ベ ンを 信徒の 迫害の 血に 浸た して 書いた 書で ある、 此 書の 文 體の稍 や 奇怪なる より 之 を 作者が 一 時の 

感興に 乘 じて 綴りし 一 種の 戯作と 見る は大 なる 間違で ある、 今や 基督 者に 大 迫害 起り 墓 は 口 を 開い て 

彼等 を吞ん として 居った、 今や 戯曲 を 草す る 時で はない、 今や 哲 學を講 する 時で はない、 八， や 世界の 

未来に 就て 無益の 空想 を 弄する 時で はない、 今 は 試練の 時で ある、 死 を 以て 信仰 を 試みら る i 時で あ 

ろ、 此 時に 於て 成りし 此書、 d 熟の 眞 面目なら ざらん と 欲する も 得なかった、 默示錄 を 讀んで 此眞面 

目 を 認めない 者 は 其 著者の 赤心 を蹂 踊す る 者で ある、 斯 かる 呑 なる、 不眞 面目なる、 卽ち 未だ 血 を ■ 
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以て 信仰の ために ハ. ^つたこと のない 讀^ のために 此 書の 最後の 言辭を 書き 加 へられた ので ある。 

我れ 此 書の 預 一一 一一 口 の 言 を 聞く 者に 證を なす、 若し 此 書の 預 言 の 一一 一一 c に 加 ふる 者 あれば 神、 此 書に 錄す 

所の， 災を 以て 之に 加 へん、 若し 此 書の 言 の 一一 一一 c を 削る^ あれば 神 之 をして 此 書に 錄す 所の 生ん 叩の 

樹の と i が 城と に與 かる こ と莫 らしむ (二十 二 章 十八、 十 九 節 )o 

せっとく  ちケひ 

是れ 一 請して 誇大の 言 の やうに 見える、 然し 誇大の 霄 ではない、 俗人の 囊濟を 斥けん とした 赤誠の 誓 

である、 赤誠 は H ホバの 神の 如く 嫉妬深き 者で ある、 卽ち 赤誠の 外、 自己に 觸る こと を 許さ る 者で 

ある， 熱血 を 以て 書かれし 此書！ 其 著者 は玆に 世の 批評 〔糸、 偽りの； W 言 者、 文藝家 M が 其 汚れた る 

手を此 書に 觸れ ざらん こと を 要求た ので ある。 

慰藉の 書で あり、 眞 面目の 書で ある 默示錄 は 叉 現代の 書であった、 卽ち 特に 後世 を敎 へんと して 書 

かれた 書で はなく して、 其 常時の 必要に 應 じて 成った 書で ある、 默示錄 は 則ち 歷 史的の 便 値 を 有する 

書で ある、 默示錄 は未來 記で はない、 或る 註解 者が 云へ るが 如く、 或 ひはモ ハメットの 出現 を豫 言し、 

或 ひはル I テルの 蒙 起を豫 言し、 或 ひ は ナボレ オンの 横行 を豫 言し、 せし だしきに 至て は 第 二十世紀の 

始め に 於け る 日本 國の 勃興 ま で を豫霄 したと 云 ふが 如き 驚く ベ き 未 來先兒 の 書で はない、 默示錄 は * 

1 世紀の 終りに 於け る羅馬 帝 國の狀 態 を 叙して 患め る 基督 者 を 慰めん とした 書で ある、 故に 之 を 解す 

^cに當時の歷s„-的智識が必耍でぁる。 

其當時 痛く 基督 者 を 迫害した 羅馬 帝王に して ネ ー B とドミ シァス があった、 彼等 は 帝王 崇拜 を諸國 

の 民に 强ひ、 諸 民の 信仰的 統一 を 計らん とした、 而 して 基督 者が ィ H スを 王と して 戴く より、 羅馬政 

府は亂 臣圃賊 として 痛く 彼等 を 責めた ので ある、 此 際に 方て 彼等 を 慰めん としたの が此 默示錄 である、 


此 七の 首 は婦の 坐す る 七の 山たり、 七の 王 あり、 其 五 は旣に 傾れて 一 は尙ほ あり、 餘 りの 一 は 未 

だ來ら す、 來 らば 暫 らく 止まらん、 昔に 在りて 今 在らざる 獸は第 八な り、 ，§ ち 七の 王より 川し 者 

にて 終に 沈 倫に 柱かん (十七 章 九 I 十 一 節)。 

是れ 確かに 當 時の 歷史に 直接の 關係 ある 言辭 である、 「婦」 と は  一一：  一 2 ふまで もな く 帝都 口 1 マで ある- 

其 「坐す る 七つの 山」 と は 有名なる 「口 ー マ の 七 斤に である、 「七の 王」 と は ァゥグ ス タ ス 以後 じん 

の 帝王で ある、 其 五 人 は旣に 失せて、 一人 は 今 位に 在り、 「昔に 在りて， や 在らざる 獸」 とはネ ー 卩に 

あら ざれば ド ミシァ ス である、 一 一 者 何れも 獣の 名を惯 する 程の 虐 主であった こと は歷史 〔水の 齊 しく 認 

むる 所で ある、 勿 論當時 の 政 诒的狀 態 の 詳細に 就て 今 之 を 知る こと は出來 ない、 雨う して 默 示錄を 詳 

細に 解す る 事の 屮 I 來な い 一の 理由 は當 時の 歷史に 就て I, せ 人 の 知る 所が 至て 不完全 であるから である、 

然しながら タ シ タス、 ヂ オン、 ス H トー ーァス 等、 羅馬 帝國當 時の 歷史 家の 記 より 推して！， ュ：： 人 は其當 

時の 狀態 を峪ぼ 明かに する ことが m 來る、 爾 うして 默 示錄を 以 て 其 常時 の 歷史の 信仰的 解 釋と兑 て 其 

與味は 一 層 深く 感ぜら る.^ の である。 

默示錄 は 現代の 書であって 歷史の 書で ある、 然しながら 其れが 故に 永久の 書た る を 失 はない、 應& 

は 時代 的であって 信仰 は 永久 的で ある、 雨う して 羅馬 歷史を 信仰的に 解釋 せし 其 原理 を 以て 吾人 は 今 

日の 世界 歷史、 叉 口 本歷史 を解釋 する ことが 出来る、 默示錄 に 永久 的の 惯 彼が あるの は 全く  H だれが 故 

である、 歷史は 善と 惡 との 衝突で ある、 默示錄 記者の 言 を 以てすれば キリ ス トと惡魔との^^^鬪でぁる- 

爾ぅして惡は如何なる手段を弄して善に勝たんとする乎、  善 は 如何なる 武器 を 以て 惡に對 する か、 是 

を雜. it 歷史に 於て 見て 日本 歷史に 適用す る ことが 出来る、 r 歴 5- は 繰 返す」 と 云 ふは此 事で ある、 唯 

示錄は 如何なる 毒で ある： ザ  八 二  K 
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舞 臺に現 はる、 人物が 異なる ま で^ある、 之 を 繰る 善の 靈と惡 の 靈とは 昔 も 今 も 少しも 變ら ない。 

默示錄 著者が 自己の 著述 を 指して 「預言の 言」 と稱 へし は此 事で ある、 預言と は 預言で ない と は 余 

W が ffi 々本誌の 紙上に 於て 言 ふた 所で ある、 prophesy は 「前に 言 ふ」 ではなく して 「代て 一 百 ふ」 で 

ある、 卽ち 「神に 代て 言 ふ」 である、 雨う して 祌は 物の 外装 を 透う して 其眞髓 を視給 ふ^で あるから、 

其 代言者た る 預言者 は 時代 顯象 の 中に 存 する 永久 眞理 を發 見して 之 を 人に 示す 者で ある、 默示錄 著者 

も亦此 意味に 於ての W 一 百 者であった、 ィザ ャがァ ッ シリャ 時代の 預 一一 一一"^、 卽 ち其當 時の 歷史の 信仰的 

解釋 者で あり、 M レ ミヤが バ ビ n ン 時代の 預言者であった やうに 默示錄 著者 は羅馬 時代の 預 一一 一一 C 者で あ 

つたので ある。 

現代 歷史の 性を帶 びた る 默示錄 は 特殊の 文體を 以て 書かれた る 書で ある、 卽 ち其當 時流 行せ し默 示. 

文學の 一 として 書かれた る 書で ある、 默示錄 は 默示錄 であると 云 ふは駄 辯を弈 する やうで あるが、 然 

かし 此事を 心に 留めす して 正しく 此書を 解す る こと は 出来な い、 是を ffif に 默示錄 と 云 ふ は 聖書の 中に 

他に 此名 を帶 びた る 書がない からで ある、 然しながら 其、 始めて 著 はされ し 常時に 在て は ffif に默示 錄- 

と 云 ふて 其、 如何なる 默示錄 であるか は 少しも 判明らなかった、 聖書の 默示錄 の 著されし 當 時に 他に- 

幾多の 默示錄 があった、 卽ち バル ヒの默 示錄、 アダムの 默 示錄、 H  ノ クの默 示錄、 H ヅラの 默示錄 等 

の 誓が あった、 丽 うして 其 目的 こそ 異なれ、 其 趣向と 文體 とに 於て 是 等の 默示錄 は^ 書の 默示錄 と 多. 

く 異なる 所がなかった、 故に 聖書の 默示錄 は 之 を 他の 默示錄 より lEi!^ せんた めに ョ ハネ の默示 錄と稱 

せられた ので ある、 卽ち默 示 文體を 以て 書かれた る ョ ハ ネの 書との 謂で ある" 

雨う して 默示文 體とは 如何なる 者で ある 乎と 云 ふに、 其 一 斑 は 之を舊 約の 低 以理書 叉 は 撒 加利亞 書； 


を 讀んで 知る ことが 出来る、 新約の 默示錄 は 主として 舊 約の 但以理 書に 傚て 書かれた る 書で あると 一 

ふ も 多く 誤る 所 はない、 今玆に 二者の 類似に 就て 詳しく 述 ぶる 事 は 出来ない、 唯 其 一例 を擧 げんに 預 

1ー 一一 I： 者 ダ-ー H ルが ネブカ ドネ ザル 王に 曰 ふた 霄 葉に 左の 如き ものが ある、 

王よ、 汝は 一箇の 巨なる 像の 前に 立てる を 見たり、 其 像 は 大きく して 其 光輝 は 常なら す、 其 形 は 

長ろ しく あり、 其 像 は 頭 は 純金、 胸と 兩 腕と は 銀、 腹と 褪とは 銅、 脛 は鐵、 脚 は 一分 は鐵 一分 は 

泥土な り、 汝 見て IS りしに、 遂に 一 筒の 石、 人 乎に 由ら すして 整れ て で、 其 像の 鐵と 泥土との 

脚 を 撃て 之を碎 けり、 斯り しかば 其鎪と 泥土と 銅と 銀と 金と はル n な 共に 碎 けて 夏の 禾 場の 糖の 如 

くに 成り、 風に 吹き 拂 はれて 止まる 所な かりき、 而 して 其 像を擊 たる 石は大 なる 山と なりて 全地 

に 充てり、 是れ其 夢な り (但 W 理書ニ 章 三十 一 ー 三十 六 節 )o 

是は默 示 文體の 善き 標本で ある、 雨う して 之に 類した る もの は 創世記に も， 尺數紀 略に も、 列 王紀峪 

にも、 以賽亞 書に も、 以西 結 書に も、 約 耳 書に も、 撒 加利亞 書に も ある、 特に 以西 結 書の 如き は仍以 

现 書に 次ぐ の 默示文 學と稱 すべき 者で ある。 

之に 由て 觀て 其 文體か ら云 ふて 新約聖書 の 默示錄 の 決して 獨特の 書で ない ことが 分かる、 是れに 類 

したる 書 は 他に も 多く 在った ので ある、 是 れは當 時の ユダヤ人が 其 E 心 想を發 表する に 方て 謹々 用 ひし 

文體 であった ので ある、 默示文 學とは 詩に 似て 詩で はない、 描寫 に似て 描寫 ではない、 表號を 以て 思 

OODOOOOOOOOO  0OOOOOOOOOOO0 

想 を 表 はした る文體 である、 卽 ち表號 的文學 とも 稱 すべき ものである、 故に 是れは 文字通りに 解 It す 

べき もので たいこと は 何よりも 明かで ある、 卽ち 「星」 と 云 ひて 星學 者の 云 ふ 星 を 指した ので はない 

「海」 と 云 ひて 地學 者の 云 ふ 海 を 云 ふたので はない、 「敛」 と 云 ひて 軍器 を 云 ふたので はない、 「三 
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年 半」 と 云 ひて 唇の 三年 半 を 云 ふたので はない、 干 年と 云 ひて 百年 を 十倍せ し 時限 を 云 ふたので はな 

い、 是れに は 皆な 其れく の 意味が あつたの である、 雨う して 是 等の 表 號 たる、 著者が 勝手に 鏡 造し 

たる 者で はなく して、 其當 時の 讀 者に は 善く 知れ 涉 りたる 者で ある、 始めて ョ ハネ の默示 錄を讀 みし 

者が 今の 多くの 基督 信者が 讀む時 の やうに 奇怪 驚愕 の 感を以 て 之を讀 まなか つたこと は 明かで ある、 

彼等に 取りて は ョ ハ ネの默 示錄は 秘密 文字ではなかった、 彼等 はパ ゥ&、 ぺテ の 書翰 を 解した やう 

にョ ハネの 默示錄 を 解した に 相違ない、 若し 其 意味に 解し 難い 所があった ならば それ は 其 文字で はな 

くして 其 精神であった、 肉の 人が は y を 解し 得ない のであって、 普通 敎宵を 有する 靈の人 は 最も 明， 曰に、 

K つ 多大の 興味 を 以 て 此靈 の 書 を 解し たに 相違ない" 

故に ヨハネの 默示錄 を 文字通りに 解釋 せんとす る 程、 無益に して 有害なる 事 はない、 恰 かも 詩歌 を 

解す るに 散文の 定規 を 以てする が 如く、 其 結果た る 笑 ふ べき もの で あ る は 言 ふまで もない、 默示錄 を 

解釋 せんと すれば 默示 文學の 定規 を 以てしなければ ならない 、雨う して 此定规 たる、 是を すべての 默 

示 文學の 研究に 由て 得なければ ならない。 

新約聖書の 默示錄 と は 其 大體に 於て 以上の 如き 者で ある、 慰藉の 書、 熱誠の 書、 時代 を 信仰的に 解 

釋 せし 書、 表號を 以て 著者の 深遠なる 思想 を 表 はした る 書で ある、 是を 深く 研究す る は 容易の 事で な 

い、 然し 研究して 其 利益 は實に 無量で ある、 奇與 なる が 如くに 見 ゆる 此書 は忠 める キリストの 僕の 最 

良の 侶伴で ある、 「龍と 獸と 偽りの 預言者」 に 苦しめら るる 基督 者に 取りて 此 書に 優 さりて 美 はしい 

者 は 他に ない、 是れ又 確かに H ホバの 言葉で ある、 多くの 黄金に 較るも * 多くの 純 精 金に 較る もい 


や 優 さりて 慕 ふべ く， 是を 蜜に 比ぶ る も、 蜂の 奥の 滴歷に 比ぶ る もい や 優 さりて 甘い 一一 一一 口 葉 で あ る ( " 

第 十九 篇. r 神 若し 許し 給 は. - 余輩 は更ら に此 貴き 書に 就て 本誌の 讀 者に 語りた く 欲 ふ。 


默示錄 に 於け る數字 

默示錄 を 研究す るに 方て M 人 も 直に 困難 を感 する こと は其數 字の 解釋 である、 七つの 敎會 あり、 七 

つの 靈 あり、 七つの 燈臺 あり、 七つの 星 ありと 云 ひ、 又 二十 四の 寶 座と 二十 ra の 長老 を 見たり と 云 ひ 

(四 章 四 節.)、 寶 座の 正面と 其 四 園に 四つの 活物 ありと 云 ひ (四 章 六 節) 叉 四 人の 天使 は 地の 四隅に 立て 

地の 四方の 風 を 引 留めたり と 云 ふ、 其 他 七の 數、 四の 數、 三の 數、 十の 數、 十二の 數が 全篇に 涉 りて 

用 ひられて 在る、 默示鋒 は 表號的 文學の 一 として 書かれた る 者で あるから、 其 數字も 亦表號 的に 解釋 

すべき 者で ある は 明かで ある、 去らば 其 數字は 何 を 示す ので ある 乎、 是れ 我等の 知らん と 欲する 所で 

ある „ - 

七 Q 數 

默示錄 中に 最も 多く 用 ひられた る數は 七 の數で あ る 、 化 i 曰 は ァ ジ ャに 在る 七 つ G 敎會 .^m.A た る 

者たり と 云 ひ (一章 四 節〕、 著者 は 身を韓 じて 金の 七つ Q 燈臺を 見たり と 云 ひ 9: 十二  5a)、 七つ ダン 星 は 

繁示錢 に 於け る教字  八 二え 
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七つの 敎會の 使者、 七つの 燈臺は 七つの 敎會 なりと 云 ふ (同 二十 節) 其 他、 七つの 印に て 封印せ る卷物 

ぁり(五^;十ー 節〕、 七つの 筑 あり (八 章 二 節〕、 七つれ 雷 あり (十 章 三 節)、 七つの 金捥 あり、 而 して 末 後 

に 七つの 災殃 ありと 云 ふ (十五 章 一節〕、 是れ 算數の 七で ない こと は 何う 見ても 明かで ある、 去らば 是 

等の 場合に 於け る 七の 意味 は 何で ある 乎。  . 

猶太 人の 思想に 循 へば、 ra は 地の 數 であって、 三 は： 大の數 である (後に 詳 かなり)、 雨う して と 

三と を 合した る 七の 數は 天地 萬 物 を 示す 數 であって、 總體义 は 總數を 示す 數 である、 面う して 物の 總 

救と は 神が 其 聖旨 に 於て 定め 給 ひし 數で あるから、 是を豫 定の數 とも 見る を 得べ く、 叉 完全の 數 とも 

解す る ことが 出来る、 七 は卽ち 「I：： ルれ 以上 あるな し、 叉是れ 以下 あるな し」 と 云ふ數 である、 物 は 七 

. に 達して 其 完全に 達した ので ある、 神が 七日 を 以て 其 造化の 聖業を 了へ 給 ひしと 云 ふは此 事で ある、 

叉 キリス トが其 弟子に 七 を 七十 倍す る 忍耐 を 敎へ給 ひし も义此 意味に 於て 5- ある、 七 は 所謂 有終の 美 

を 表 はす 數 である。 

完全の 意 を 示す 七の 數に乂 雜较、 多様の 意味が ある、 七で ある， 一で ない、 複雜 である、 單調 でな 

い、 日光 も 之 を 分析 すれば 七色で ある やうに、 3呉 现も之 を解釋 すれば 多樣 である、 天の 星 は 一様で は 

ない、 七 様で ある、 卽ち此 星と 彼 星と 其榮ぇ 各々 異なりで ある (哥林 多 前書 十五 章 四十 一節，)、 神の 敎會 

は 一 つで はない、 七つで ある、 我等 は 彼の 身の 肢 なりで ある 所 書 五 章 三十 節)、 變化 なくして 完全 

はない、 風景に 於ても、 美術に 於ても、 變化は 完全の 特性で ある、 雨う して 七；^ 多角形：^ 完全り 1^ や 

數 である。 

默示錄 に 於け る 七の 字は此 意味に 於て 解すべき 者で あると E 心 ふ、 「アジ ャに 在る 七の 敎會」 と は 七. 


齒の敎 會を云 ふたので はない、 アジ ャの總 の 敎會を 云 ふたので ある、 當 時の アジ ャ 州に 於て 七箇 以上 

の敎^ の^った こと は 明かで ある、 面う して 默示錄 は アジ ャの諸 敎會に 宛て 贈られた る 書翰で ある、 

恰 かも 彼 5si 書が ポント、 ガラ テャ、 カパド キヤ、 ビテ 一一 ァに 散りて 滞留れ る 者に 贈られた ると 同然 

である (同書 n 早 一節 を 見よ)、 而 かも アジ ャの諸 敎會と 云 はすして アジ ャの七 敎會と 云 ふ、 意味 は 

同じ やうで 同じで ない、 七敎會 はすべ ての 敎會 ではない、 七 敎會は 一に は 代表的 敎會 である、 二に は 

七の 靈 (丁？ 十 3 節〕 の 形 を 以て 顯 はれた る 者で ある、 七と 云 ふ はすべ てと 云 ふよりも 明確で ある、 愛 は 

漠然たる を 嫌って、 明確なる を 喜ぶ、 ヨハネ は 其 默示錄 を アジ ャの七 敎會に 贈て、 彼等の 運命. に關す 

る 彼の M 人的 念 慮 を 表した。 

神の 七の 靈 (： 一^ 四 節， 三 章 一節， 四 章 五節 等) と 云 ふも此 意味に 於ての 七で ある、 祌の靈 は 一 つに 定 

つて is る、 然るに 之 を 七の 靈と云 ふ、 是れ 勿論 靈が 七つ あると 云 ふこと ではない、 多方面に 働ら く靈 

との 意で ある、 其 最も 善き 註解 は 哥林多 前書 十一 一章で ある。 

或 人 は靈に 出り て 智慧 を 賜 はり、 或 人 は 同じ 靈に 由り て 智識の 言 を 賜 はり * 或 人 は 同じ 靈に 由り 

て 信仰 を 賜 はり、 或 人 は 同じ 靈に. S りて 病 を Is す 能 を 賜 はり、 或 人 は 異能を 行 ひ、 或 人 は 預言し、 

或 人 は 靈を辨 へ、 或 人 は 方言 を 云 ひ、 或 人 は 方言 を譯 する の i を 賜れり、 然れ どす ベて 是 等の 事 

ひとつみた i  わけあに 

を 行 ふ 者 は 同じく 一  靈 なり、 彼れ 其 心の 儘に 各人に 頒與 ふるな り (： 八 —十一 節，」。 

斯 くして 神の 靈はー つであって 七つで ある、 神の 靈 である 故に、 智慧の 靈 であり、 智識の 靈 であ 

り、 信仰の 靈 であり、 醫 癒の 靈 であり、 異 能の 靈 であり、 預言の 靈 であり、 辨 刖の靈 であり、 理解の 

$ 拡 である、 靈を其 實體に 於て 見れば 一 つで ある、 其 示現に 於て 見れば 七つで ある、 卽ち 多様で ある、 
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故に 七の 目 は 全世界に 遣 はす 神の 七の 靈 なりと ある (五 章 六 節)、 靈は祌 の樣々 の聖 意を爲 さんがた め 

に 世に 遣 さる. 1 者、 是れ祌 に 取りて は 人 を 鑿た まふ 目であって、 人に 取りて は 世の 暗 を 照す 光で ある、 

キリス トの 一一 目 葉に 身の 光 は 目な りと ある は此邊 の 消息 を傳 へ たもので あると 思 ふ (馬 太 傳六章 二十 二 

節)。 

らっは  かな. り 

七つの 燈臺、 七つの 星、 七つの 卷物、 七つの 敛、 七つの 雷、 七つの 金 椀 は 皆な 此 意^に 於て 解釋さ 

るべき 者で あると 思 ふ、 敎會に 七 個の 困難が 臨む ので はない、 樣々 の 困難が 臨む ので ある、 罪 惡の世 

に 七 個の 刑罰が 加 へられる ので はない、 樣々 の 刑罰が 加 へられる ので ある、 而 かも 七つであって 無限 

ではない、 神の 聖 意に 於て 豫め 定められ たる 困難と 刑罰と である、 H リパズ 其 友 ヨブ を 慰めて 曰く 

神 は汝を 六の 艱難の 中に て 救 ひ 給 ふ、 七の 中 にても 災禍 汝に 臨ま じ (約 百 記 五 章 十九 節，) 

と、 是れ 詩人の 謂 ふ 所の  ノ 

た *>- しきもの なや ふ  .^?、ひぃ-た 

義 者 は忠難 多し、 然れど H ホバは 皆な 其 中より 救出し 給 ふ (詩篇 三十 四篇 十九 饰ソ 

と あると 同じで ある、 默示錄 は キリストの 敎會の 遭遇すべき 忠難を 述べた 書で ある、 之に 六の 艱難 七 

の 禍臨 むと 雖も、 祌は其 愛する 者 をす ベて 其 中より 救出し 給 ふと、 然り、 七つの 災禍 は來 る、 然し 

七つ 以上 は來ら ない、 祌の 定め 給 ひしょり 以上の 災禍 は 来らない、 彼 は 負 ひ 難き のま 荷 を 其 子等に 負 

はしめ 給 はない、 默示錄 記載の 所謂 「七難」 の 敎訓は 此邊に 在る ので あると 思 ふ。 

四の 數 

寶 座の 正面と 其 四圍に ral つの 活物 ありと 云 ひ (四 章 六 節； r 四 人の 天使、 地の ra 隅に 立ち、 地の 四方 


の 風 を引留 むと 云 ひ、 七 章 一節)、 城 (新 エルサレム) は 四 方に して 長さと 濶 さと 相 同じと 云 ふつ 一十 一 

r  0 ェ 千 スラ ンシ ヨン 0  0 〇 0  つ、. K 

章 十六 節 ：}、 以上に 由て 13- て^ は 廣 延 を 一： 小す 數 である ことが 判明る、 雨う して 古代の 人 は 地 は 無限 

に廣き 者で あると 思 ふたから、 廣延を 示す g: の數は 同時に 地 共 物 を 示した、 爾 うして 地の 外に 宇 {巾 あ 

る を 知ら ざり し 彼等に 取り て は 地 は 現象 的 宇- W の 總體で あった 故に、 地 を 表 はす 四 の 數は又 神の 造化 

の 總體を 示す に 至った、 s: は卽ち 地と 海と 其 中に 在る 諸の 物 を 表 はす 數 であった、 吾人 今 口の 言辭を 

以 て すれば 現象 的 宇宙 の 總體， 是れ 古代の ユダヤん に. E て 叫の 數を以 て 表 はされ たる 者で ある。 

寶 座の 正面と 其 ilw に 四の 活物 あり、 前後 悉く：：！ なり、 第一 の 活物 は 獅子の 如く、 第二の 活物 は 

牛の 如く、 第三の 活物 は 面の 貌、 人の 如く、 第 西 の 活物 は 飛ぶ 鷲の 如し、 此の 四の 活物 各々 六の 

つ はさ  よるひる 

翼 あり、 其， 2： 外 悉く 目な り、 此 もの 夜晝 息ます してい ふ、 なる 哉、 聖 なる ^Ir 聖 なる 哉、 昔し 

在し、 今 ま 在し、 後ち 在す 主たる 全能の 神と 四 章 六— 八 節 )o 

是を 默示錄 記者の 宇宙 觀と a て、 共生々 活々 の狀を 察する ことが 出來 る、 現象 的 宇宙 は 其 一 面に 於て 

は 獅子、 卽ち 活動で ある、 其 他の 一 面に 於て は 牛、 卽ち 力で ある、 又 他の 一 面に 於て は 面の 貌、 人の 

如き 者、 卽 ち 聰明で ある、 殘 りの 一 面に 於て は 驚、 卽ち 向上 力 又は 靈能 である、 或 ひ は 之 を 野獸、 家 

畜、 人類、 鳥類と も 解す る ことが 出来る、 二者 孰れに 解す る も 四の 活物 は活 きたる 宇 {£ である、 轉々 

として 止む ことなく、 生々 として 休む ことなき 活 世界で ある、 爾 うして 此 字{ 由が 夜と なく、 晝 となく- 

変なる 哉、 聖 なる 哉、 i めなる 哉、 主たる 全能の 神と 唱 へて 讚美し つ k あるとの ことで ある、 偉覜 之よ 

り 犬なる はない、 莊嚴 之に 勝 さる はない、 神の 坐し 給ふ寶 座と は 之より 他の 者で はない、 「地 は 我が 

足 なり」 とは此 事で ある (： 以赛亞 書 六十 六 章 一節)、 面う して ョ ハネは 神が 斯 かる 资 庵に 坐し 給 ふの を 
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1^ たとの ことで ある、 此神 にして 世 を 賴き給 ふ、 我等 は 其 迫害 を 意と する に 足りない、 萬 物 其 八 叩に 從 

:i ろ 

へば、 我等の 敵 も祌の 怒の 一 吹に 會 ふて 滅 ぶべ しと。  . 

叫 の 数に 就て は此 外、 說 明す る の 必要 は な いと 思 ふ。 

三の 數  • 

四 は 地の 數 であって 三 は 天の 數 である、 天の 數 であるが 故に 义 神の 數 である、 叉 靈の數 である、 信 

仰 的の ユダヤ人に 取て は 三 は 神 i*: なる 數 であって、 同時に 义 數の單 位であった、 一は 數 ふるに 足らぬ 

數 であって、 三 は 最小の 複數 であった、 物 を其單 純の 極まで 簡約して 三より 以下に 及ぼす こと は出來 

なかった、 超絶 的の 神は單 純の 極で ある、 而 かも 彼 は 淡味單 調の 一位で はない、 愛の 交換 を 以て 永久 

に 存在す る 三位で あると， 基将敎 神學に 於け る 三位 一 體の 敎義の 如き も 元々 此 思想より 出た 者で ある。 

三の 數は數 字と して は 默示錄 の 中に 多く^ ひられて 居らない、 偽りの M 一一 一一" 者の 口より 蛙に 似た る 三 

まち  鲁 • 

の 汚れた る靈の 出る を 見たり と 云 ひ (十六 章 十三 節)、 大 なる 邑 (バビ 口 ン) 三つに なりと 云 ひ (同 章 十九 

節 r 聖き M ルサ レム の g: 方の！ 5 一に 三つの 門 ありと 云 ふ (二十 一 章 十三 節)、 孰れ も靈と 天と に 多少 關係 

の ある ことで は あるが、 然し 神に は 何の 關係 もない ことで ある、 然しながら 三の 字 を 離れ 二の 事赏に 

至れば、 默示錄 は 三の 數を 以て 充ち滿 ちて， is る、 其 三 四の 例を擧 ぐれば、 齊 座の 屮 より 閃電、 迅雷、 

及び 許 多の 聲 (三つの li) 出 づと云 ひ (四 章 五節〕、 二十 四 人の 長老、 寶 座に 坐す る 者の 前に 伏し、 主 

よ 汝は榮 と 尊貴と 權威 (三つの 尊稱) を受 くべき 者な りと 曰 ひたりと 云 ひ (四 章 十一 節)、 m の 活物 は 

誊夜 を^た や、 架なる かな、 聖な るかな、 聖 なる かなと 三た び 繰返して 叫びたり と 云 ひ (同 章 八 節〕 又 


主たる 全能の 神 を稱び まつる に、 昔し 在し、 今 在し、 後 在す 者な りと いひて 過去、 現在、 未来の 一二 世 

紀に涉 りたる 其實 在を唱 へまつ りたり と 云 ふ (同 章 同 節，)、 其 他 默示錄 全體を 通じて、 其 全篇の 構造に 

於て、 共 文 堂の 選 搾に 於て、 其 例證の 引用に 於て、 三の 數は 至る所に 顯 はれて 居る、 默示錄 其 物が 祌 

聖 なる 作で ある、 祌の名 を 博 かると 同時に 二の 字 は 成る ベ く 避け て 居る が、 然し 神^なる 二の 思想に 

由て 造られて 居る、 其 詳細に 就て は 今 論す る こと は出來 ない、 然し 注意して 此 書を讀 む 者 は 此事實 を 

發見 せざるを得ない。 

十の 數. 

トは 不定 數 である、 七よりも 多く、 十二よりも 少く、 天地の 數 なる 三と と を 加 へても、 乘 じても 

得られない 數 である、 故に スム ルナの 敎會に 書 を 贈て、 汝等 十日の 間忠 難を受 くべ しと ある は、 或る 

時期の 問と 云 ふ 事で ある (二， せ 十 十 節、 創世記 二十 四 章 五十 五節 參考 )、 爾 うして 十日が 不定 時朋 であ 

れば、 十の 百倍なる 千年 は M らに 不定の 時期で ある、 玆に 於て キリストに 出 て^めら わしお が 神と キ 

リ ス 卜の 祭司と なり、 キリスト と共に 千年の 間 王 たるべし (二十 章 六 節) と ある は、 百年を十-:1"せし^^ 

年に 非す して、 或る 長き 時期 を 指した る ものである 事が！： 明る、 所謂 「信者 治世 千年 說」 なる もの は 

默示錄 を 文字通りに 解釋 する より 起る 說 である、 表號的 文學に 在て は 其， 數字も 亦 之 を表號 的に 解釋す 

べきで ある、 千年と あれば 十 世紀で ある、 故に 何時 始 つて 何時 終るべき 者で あると 云 ふは餘 りに 小 H 几 

らしき 解釋 である， キリスト は 其 弟子に 告げて、 父の 其權 にて 定め 給へ る 時 又は 期は汝 等が 知るべき 

断に 非す と 言 ひ 給 ふた (使徒 行傳 一章 七 節〕、 十日の 間 困むべし、 千年の 問 王 たるべし と、 我等の 知ら ざ 

默示錄 に 於け る數字  八 三 五 
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る 或る時 期の 問 我等 は 辱 しめらるべし、 又 或る 長 時期の 間 我等 は 榮を受 くべ しと、 是れ 以上の 事 は 我 

等が 知る の 要な き 事で ある。 

十二の 數 

三と 四と を 合した る數が 七であって、 之を乘 じたる 數が 十二で ある、 故に 七 は 完成の 數 であって、 

十二 は增 殖の數 である、 造化 は 第 七日 を 以て 終り、 造られし もの は、 生めよ、 繁殖よ、 地に 滿盈 よと 

の 神より 祝福の 辭を賜 はった (創世記 一章 二十 八 節)、 若し 數を 以て 之 を 首 ひたらん に は 「十二 倍せ よ」 

と 一一 目 ふべき であった らふ、 十二 は 一年に 於け る 月の 數 である、 雨う して 古代の 人 は 歳月 は是れ 太陰の 

生む 子で あると 思 ふた、 十二 は 叉 黄道 帶 十二宮の 數 である、 雨う して 十二宮 は 之 を 太陽の 子と して 見 

t さ I.- 一 

る ことが 出來 る、 祌が アブラハムに 吿げ て、 汝の 子孫 は 天の 星、 濱の 砂の 如くなる べしと 云 ひ 給 ひし 

其 約束 はャ コ ブの 十一 一人の 子 を 以て 其實 現の 端緒 を^いた ので ある、 イスラ H ル に 十一 一 支流 ありし は、 

其敏の 彌ゃ增 して 限りなき を 示し、 キリ ス トが 十一 一 使徒 を 立て 給 ひし は 彼の 王國の 終に 全人 類 を 抱 合 

する に 至るべき を 表明し 給 ふて ある、 十二 は 繁榮、 增殖、 擴張を 示す 數 である、 所謂る 芽出度き 數 

である、 默示錄 に 於ても 十二と 其倍數 とは此 意味に 於て 用 ゐられ て あると 思 ふ。 白 衣 を 着、 >! に 金の 

冕 を 戴きて 一 一十 四の 寶 座に 坐す る 一 一十 K の 長老 は 許 多の 寶 座に 坐す る 許 多の 長老で ある、 イスラエル 

の 諸の 支流の 中、 印せられ たる 者 合せて 十 ra 萬 CTV^ ありと ある は (七 章 四 節) 12X12X1000 であって、 

卽ち 神が 會てァ ブラ ハ ム に約^^し給ひし天の星の如き濱の砂の如き信仰の子孫の數でぁる(创世記ニ十 

二 章 十七 節)、 雨う して 各派の 一 萬 二 千 人 ありと は 各派より 救 はる & 者の 多数で ある、 我れ 觀 しに 主で ン 


オンの 山に 立てり、 十四 萬 四千の 人、 化と 偕に 在りと ある も 同じ 事で ある (十 a 章 一節)、 §ii き 城なる 

_4 ルサ レム の 衢の中 及び 河の 左右に 生命の 樹 ありて 十二 種の を 結び、 一 を e: 一 母に 結ぶ 3 と ある は、 

之 を 「年中 美 3^ の絕 ゆる 時な し」 と 解すべき なれ ど、 亦多稷 多様の 意 を 含む ものと 見て、 共 意雜の 一 

深き を覺ゅ (二十 二 章 ニ節ヽ 城に トニの 11 ありて 其 門に 十二の 天使 居り、 門の 上に イスラ H ル の— 

二の 支 派の 名 を 書し、 又 城の 石垣に 十二の 基址 ありて 其 上に 羔の 十二使徒の 名 ありと あり、 又 其 石垣 

を 測りし に 百 四十 ra キ ュ ビ卜 (12X12) ありと 云 ひ、 十一 一の 門 は 十一 一の 眞珠 なりと 云 ふ は (第二 十一 章) 

勿論 十一 一の 支 派と 十一 一 使徒と に擬へ て 云 ふた 者で あるから、 必 しも 十一 一の 數を 规则 通りに 多 稲 多様、 

多角 多量と 解す る こと は 出来ない が、 而 かも. H 一の 數を斯 くも 東ね て 書 列ね て ある を て、 記者の 畫 

かんとす る 新 M ルサ レムの 宏大 無邊、 極 美 極 歷の狀 を較々 想像す る ことが 出来る、 十二、 十二、 十二 

と、 何事 も 壯大、 何事 も壯 美と、 恰 かも 夏の 雲が 上に 上に と 堆積す るの 狀態 である、 此 11: 十に 於け るト 

二の 數をー 々規則 通りに 解释 せんとせ す、 其 詩歌 的 印象 を 得ん として、 我等 は此 書の 著者が 示さん と 

する 新 郞を迎 へんた めに 飾りた る 新婦 新 M ルサ レム の無限の美をゃ、了5^^ることが出來るっ 

其 他の 數 

此他 四十 二 ヶ月と 云 ふが ある (十 一 章 二 節)、 千 二百 六十 日と 云 ふが ある (S 三 節)、 M れも 三年 半で 

あって、 七 年の 半分で ある、 卽ち豫 {疋 時期の 半分で ある、 三日 半 (十一 章 九 節) も： 1： じ やうに 解釋 すべ 

き 者で ある。 

獸の數 は 六 百 六十 六な り C 十三 章 十八 節) と ある は 種々 に解釋 する 事が 出來 る、 希^ 來 語に 於ても 希臘 
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語に 於ても、 數 はすべ て アル ハ ベット を 以て 書かれた 者で あるから、 六 Ic 六十 六 は 或る 文字の 數を合 

した 數 である 乎 も 知れない、 X 布 伯 米 文字で 書いた る 帝王 ネ ー n  (Kaiser  Neron)、 希 腿 文字で 書いた 

ろ 拉典人 (ILateinos 羅 人 を 云 ふ) は 孰れ も 其 文字に 由て 表 はされ たる 數を 合すれば 六 巧 六十 六と 成 

ると 云 ふ、 雨う して 著者の 意は此 難解の 數字を 以て 虐主ネ ー & にあら ざれば、 壓制國 羅馬を 暗に 示し ■ 

たので あると 云 ふ、 或 ひは爾 うで ある 乎 も 知れない。 

叉 他の  一 ^^に從へば六は七に 一 を 缺く數 であるが 故に、 流產、 墮£、 循て 失敗 を 示す 數 であると 云 

ふ、 雨う して 六 六 六と 云 ふ は 失敗、 失收、 失敗と 三 呼した のであって、 今や 基督 者 を壓服 せんとして- 

獸カを 以て 顯 はれた る羅馬 帝 國と其 帝王と の企圖 のす ベて 失败に 終るべき を 示した ので あると 云 ふ、 

是れ叉 傾聽す ベ き說 であって、 前者よりも 更らに 意味 深い 說 である やうに 見える。 

ホ  數 

以上 は 余^の 見た る 默示錄 に 於け る數 字の 意義の 大略で ある、 然し 默示 文學 なる 者 は、 半ば 叙述 的. 

にして 半ば 詩的 文學 であれば、 之 を 解す るに 或る 一 定の 法則 を 以てする 能 はざる は 明かで ある、 或る ■ 

場合に 於て は 著者 は 表號を 去て 實寫に 移て 居る やうに 見える、 其 十三 章 一 節の 如き は 其 一 例で ある、 

我れ 海の 砂の 上に 立ちて 一 匹の 獣の 海より sr つる を 見たり、 之に 七つの 宵と 十の 角 あり、 其 角の 

上に 十の を 戴き 云々 

と、 玆に云 ふ とは壓 制！； 羅馬を 指した 者で ある は 疑 ひない が、 其 七の 首と 十の 角と は羅 馬の 七 と- 

十 人の 帝王と も 見る を 得べ く、 又 七 は羅馬 帝、 十 は 諸國の 王と も 見る ことが 屮 Z 來る、 斯 かる 場 八：： に 於 


て は 著 言よ 事 實を其 俊； r おりつ. 1 あるので ある 乎、 或 ひ は 表號を 以て 述べつ、 あるので ある 乎 之 を, 

がつ の は だ 困難で ある、 共 他 之に 類した る 難解の 所 は 決して 勘くない、 數 字に 於ての みならす、 共. 

他の 表號に 於ても 著お は 文字 を 其 字 翁な りに 使 ふて^る 所が ある、 だれ 讀 者の 深き 注意 を 要する 點で 

ある 0 

然しながら 此 書の 大體に 於て 表號は 或る 一 定の 意味に 於て 川 ひられて 展 る. 解釋は 決して 容易で は 

な、， が、 然 の途は 探る に 難くない、 讀者は 忍耐して 預霄の 書に して 慰藉の 書なる 此大 著作の 意 

味を究 むべき である。 


亜 細亞の 七敎會 

默示錄 第二 早 九 節より 第三 章 終に 至る  . 

ュ ぺ ソ敎會 

默示錄 は 一 の 書翰で ある、 使徒 ヨハネ 將に當 時の 敎會に 臨まん とする 大 迫害 を 目前に 按へ 之に 堪ふ 

べき 言 &を働 まさん と 欲して S りたる 長き 書翰で ある、 而 して 其の 第一章 九 節より 第三^ 終に 至る 迄 

は 書翰 中乂 一  小 書翰 を 成す ものである、 卽ち 細-ゆの 七 敎會に 宛てた る 書翰で ある、 多分 全 體に對 す 

る 序文の 如くして 之 を 添附した もので あらう、 故に 其 文體も 自ら 平明で ある、 之 を 解す る 事 は 默示錦 
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全體を 解す るの 手引と して 甚だ 有 一まで ある。  . 

當 時の 亞細亜 と は 今日の 所 細 亜大陸の 謂ではなかった、 現在の 土. 斗 古 帝 圈に屬 する 方 細 =5: 

の 一 小 部分 を 指して 亜 細 と言うた ので ある、 東洋 西洋と 言 ふ も 亦 同様であった、 卽ちィ ー ジァ 海兩： 

岸の 狹 小なる 土地の 稱 呼であった の で あ る 、 然し 乍 ら狹 小な りと 雖も植 要の 土地であった. - 侏に 其の 

H ベ ソ の如きは東西兩洋の物貨の|^散地にして當時3^取も重要の地位をぉめたる都會でぁった、 而 して 

バウ n が 其 傅 道の 爲 めに 全力 を 注ぎた る は 之 等の 地方で あつたので ある、 彼 は 實に稀 有なる 地现學 的. 

炯眼 を備 へて" 居た、 由 來事を 成す 者に 鋭敏なる 地现^ を 有する 者が 斟く ない、 ナボレ オン、 太閤 秀吉 

の 如き 呰然 りで ある、 秀 吉が關 西に ありて は 大阪に 着^し 關柬 にあり て は 小 田 原を棄 て、 干 代 田 城 を 

選びた るが 如 き 史家 の 嘆稱す る 處 である、 其 目的 は 全然 之 を 異にす  と も ノ 

ゥ 口 も 亦 ー硕音 を 育; する- 

に當り 3： れの 土地 を 選ぶべき か を 能く 辨へ て 居った、 彼はィ ー ジァ 海の 西岸に ありて は ネア ボリ ス、 

アン ピボ リス 等の 小 都會は て、 之 を 顧みす 專ら ピリ ピ、 ァ テンス、 コ リント 等 中 框の地 を 選 搾して. 

此處に 深く 幅 昔の 极を械 ゑ 付けた， 故に 彼の： i 昔 は 遂に 動かすべからざる ものと なった ので ある、 就 一 

中パ ゥ n の 最も 力 を 傾倒した る は 東岸 H ベ ソ であった、 彼 は 夙に 東西 兩洋 接觸の 要路に 當 れる此 地の 

地位 を 翁 破し 其  一 E を惜 むの 身 を 以て 前後 三年の 長 日月 を兹に 養した ので ある、 使徒 行傳中 最も 興味 

ある 記事 は實に 彼の H ぺ ソ傳 道で ある、 彼が 是の 如くに して 福 昔官： 傅の 爲めィ ー ジァ 海の 兩岸柩 要の 

地點を 選定した る 事が やがて 吾人 今日の 救 極の 基と なった ので ある、 パゥロ の 偉大なる 所以 は 其の 傳 

道の 熱心に 在る のみではなかった、 彼 は 其の 俾 道に 一 定の 大計 畫を 樹立し 以て 世界 永遠の 救扬を 確保. 

したので ある。 


而 して バウ 口の H ぺソ傳 道に 由り 一 i 音 は mj, 細 の 諸 地方に 普及し 幾多の 信き W 體 卽 ち 敎會が 成立し 

た、 バウ 口 死して 後 三十 年、 使徒 ヨハネ 又此 地に 來 りて パゥ 口の 播 きたる 械 子に i| いだので ある、 ョ 

ハネ は。 ハウ 口の 創設 に 係 る 諸 敎會屮 代表的と 昆 る ベ き 七敎 會を 選びて 之 に對し 書翰 を 贈った の で あ る - 

亞紬亞 の 七敎會 は卽ち 全世界の 敎會の 代表者で ある、 ョ ハ ネの 書翰 は畢. 党 前者 を 通して 後者に 宛てた 

る 者で ある = 

默示錄  一 _i 举九節 十 節の 示す が 如く ョ ハ ネ？) t て。 ハ トモ ス嶋に 流され 居た- 或る 安. は： W  (主の 口) 彼 は 

1 の靈的 赏驗を 有った ので ある、 其の 「菰の 如き 大 なる 聲」 と は 十二 節に 「我れ 身を轉 して 我に： おれ 

る聲 を觀ん とし 云々」 と あるに 由て 明かなる が 如く に聽 ゆる^に 非す して 所 ii 感應 である、 而 して 

彼が 身を轉 して 見た る 「人の子の 如き 者」 と は 十三 節 以下の 記す 處に. H れば 恰も 鶴 を a- るが 如く 異形 

の 者の 如く 見 ゆる、 乍然 其の ra^ して 何者なる や は 聖書 を讀 みたる 人の 直に 判斷し 得る 虚 である、 「人 

の 子の 如き 者」、 舊 約の 語で ある (5: 以现書 七 章 十三 節，) 「其 身に は 足まで 垂る& 衣 を 叢、 胸に は 金の 

帶を 束ね」、 祭司の 長の 服装で ある、 「首と 髮と は，：：： きこと 羊の 毛の 如く 雪の 如く」、 ^以现 書に 所 

謂 「曰の 老いた る 者」 であって 始 なく 終な く 永遠まで も存 する 者の 解で ある (ral-wst- 甞七章 九 節)、 

「目 は 火焰の 如く 足 は 爐に燒 くる 眞鍮の 如く 聲は 大水の 響の 如し」、 預言者 叉 は { さ 判者で ある、 「兩 

刃の 利劍 その 口より 出で 面 は 甚だしく 輝く  n の 如し」、 之れ 亦 右に 同じ， 卽ち ヨハネの 後に 立ちし 者 

は 祭司の 長に して 永遠に 生く る 者、 預言者に して 叉 {尊 刺 者で ある- 故に 彼 は E ふ 「我は首^^^なり末後 

なり、 我 は 生ける 者な り 前に 死にし 事 あり、 視ょ我 は ゆ々 窮 りなく 生きん ァ メン」 と。 

「七の 星」 「七の 燈臺」 と は 何ぞ、 天に 星 あり 地に 燈臺 あり、 天の 暗き に 照る 设臺は 星で ある、 地 
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の喑 きに 照る 燈臺 は敎會 である、 天に ありて は 星と して 輝き 地に 在りて は^ 臺 として 輝く、 之れ 卽 ち- 

敎會 である、 敌に星 は 天に 於け る 敎會の 代表者で ある、 プラト ー 哲學に 於け る 理想の 如し、 物^な 理. 

想 あり、 其の 見えざる 现 想の 代表者と して 此 I の兒 ゆる 物 は 存在す るので あると、 其 如く 敎會も 亦 天 

に 於て 代表者 を 有す、 而 して 敎會が 神に 護ら る、 所以 は 其 代表者が 神の 前に 在りて 神に 護ら る& から 

である、 是れ當 時の 人々 の 思想であった、 彼等 は 神 直接に 自己 を 護り 給 ふと 言 ひて 其 間に 思想の 缺陷 

を 感じた ので ある、 彼等 は 自己の 代表者なる 使者が 天に ありて 自己に 代り 神の 恩 惠を受 くるに 由り 自 

己 も 其 恩惠に 浴す るので あると 爲 したので ある、 又 彼等の 祈 求 も 亦 其 使者 を 通して 初めて 有 效に祌 に 

到り 得る と 信じた ので ある. 其關 係は譬 へば 今日 外國に 駐在す る 大公 使の 如くであった、 外國 人が 我 

が 代表者た る 大公 使 を 保護す るに 由り 彼等 は 亦 我 を 保護す と爲 すが 如き 思想で ある。 

「右の 乎に 七の 星 を 執り 叉 七の 金の 燈臺の 間 を 歩む 者」 (二 章 一節)、 天に 在る 敎會の 代表者 を 右の. 

手に 支へ 地に 在る 敎會を 司り 給 ふ 者で ある、 敎會を 保護し 之 を 導く 者で ある. 敎會の 首長、 信者の 指. 

fJl^T 權威 あり 同情 ある 者で ある、 神に 非 すん ば キリスト たらざる を 得ない。 

「汝 エペ ソの 敎會の 使者に 書き 贈るべし」 (同 節，/ 使者と は 今日の 語 を 以てすれば 精神 叉 は 代表者 一 

である、 H ぺ ソ の敎 きに は 叉 自ら 其歷 史的 精神が あった、 從て 最も 良く 此精 祌を體 得せる 代表者が あ 

つた、 單に H ぺソの 敎會に 書 贈る と 言 はぐ 語義 聊か 漠然たる を 免れざる も 其の 精神 又は 代表者に 贈る 

と 言 ひて 其の 表示す る 所 甚だ 適確で ある、 或は 曰 ふ 使者と は 監督の 謂で あると、 然れ ども 當時旣 に監. 

督と稱 する が 如き 職務 を 有する ほど 判然たる 敎會 組織 をせ したる や 否や は 疑問で ある、 故に 寧ろ 之 を 一 

具體 的の 職名と 見す して 抽象的の 意味に 解す る を 可とする。 


而 して 神 は たづ エペ ソ敎會 の 特長 を數へ 立て 給うた、 ni  く 「我れ 汝の行 爲と勞 苦と 忍耐と を 知る、 

又 特に 汝が惡 人 を (せる k 能 はざる 事と ft に 偽 使徒 を 翁 破した る 事と を 知る 云々」 と、 H ぺ ゾ敎會 は^. 

全なる 團體 であった、 彼等 は惡人 を容る 、に堪 へ なかった ので ある、 惡 人人り て 後 之 を敎. S ま 裁判に 訴 

へ 以て 驅逐 する は 旣に晚 し、 信仰の 燃えた る W 體は始 より 惡 人の 人る を容 さない ので ある、 も 他-; ag. 

の體は 毒素 を 排斥して 其 感化 を受 くる 事な きと 同樣 である、 H ベ ソ敎會 は 其の 狀 態に 於て 在った、 。ハ 

ゥ a の 創設 以來 三十 年、 信仰の 妨害 特に 吓 なりし 初 に 在りて 能く 之 を 維持し 來 つたので ある、 而し 

て 神 は 之 等の 特長 を 悉く 記憶し 今や 其 代表者に 一一 一一 1： を 贈らん とする に 方り 先 づ之を 列舉し 給うた ので あ 

る、 此 叱の 敎師は 信者の 短所の み を 指摘して 已 まない、 然れ ども 祌は 深く 其 長所 を 洞察し 給 ふ、 是れ 

/、を 虽 する 眞の途 である。 

H ベ ソの敎 會は强 健であった、 然し 乍ら 彼等に 唯一 つの：： 點 があった、 卽ち 其の rm 極 的なる 事で あ 

つた、 r 汝初 時の 愛 を 離れたり」 と、 初 時の 信仰 は 初戀と 同じく 熱愛で ある、 生ける 祌を ic^l ふの 情に 

燃 ゆるので ある、 然るに 年久しくして 信仰生活に 惯る k や 熱情 は 失せて 忍耐 之に 代り 信仰 は變 じて 主. 

義と 化する、 n だに 至りて 自己の 立場 を 守らん が 爲め又 不信者に 對 して 戰 はんが 爲 めに 其の 努力す る 所 

は 堅し と 雖も美 はしき 情 あるな く 熱き 淚 あるな し、 之れ 信仰の 墮落 である、 故に 门ふ 「汝： より S- 

ちし か を 憶ひ悔 改めて 初の ェを 行へ、 然ら すん ば汝 の燈臺 卽ち敎 X 逮其 もの を 取 除かん」 と、 而 して H 

ベ ソ敎會 の 此缺點 は 今日に 於ても 亦 多くの 敎會 の事實 である、 彼等 も 亦 主義 を 妻て- 仰に 歸ら なけ 

れ ばなら ない、^ 守 を棄て  > 初戀 に歸ら なければ ならない" 

r 然れ ども 汝に 一 の 取るべき 事 あり、 -ー コ ライ 宗の 人の 行 爲を惡 む なり」 と、 二 コ ライ-: ポとは M 
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ぞ、 或は 曰く ノス チック 派 (i^ 仰 を 智識 的に 解釋 せんとす る 一 派〕 の训 名な りと、 然し 乍ら：： 取 も 首 甘 

すべき 解 釋は其 字 まより 来りし 者で ある、 曰く 「-ー コ」 は 征服な り、 「ライ」 は 平信徒 义は 俗人の 意 

なり (英語の laity を參 照せ よ)、 一一 コ ライ 宗卽ち 平信徒 征服 宗 なりと、 換言すれば.|^5^階級の跋屋 

である、 蓋し 信者 は 自ら 爲 すべき 事を爲 さすして 之 を 敎師に 委ねん と 欲し 敎師は 雜 旋盡カ を 好みて 切 

りに 牧者の 勞を 取らん と 欲す、 是に 於て か 前者の 屈從と 後者の 壓 制と を 馴致す る は 自然の 勢で ある、 

故に 古 來懶惰 なる 敎會 にして -ー コ ライ 宗の發 生 を 見ざる 者 あるな し. ョ ハ ネの當 時に 於ても 亦 旣に共 

萌芽 を 見た る 事はパ ゥ n の牧會 書翰の 證 する 鹿で ある、 然し 乍ら 他 全なる 敎會は 殺 も 一一 コ ライ 宗を惡 

む- 良き 敎會と は 信者 全體を 根本と する の敎會 である、 H ぺソ敎 會は此 極の 敎會 であった、 故に 一一 コ 

ライ 宗の 萌芽 を發 見す る や K に 之 を 摘 抉し 去った ので ある、 而 して 一一 コ ライ 宗は キリスト も 亦 之 を 許 

し 給 はない、 「我 も 之を惡 めり」 と ある、 默示錄 に 此語を 止む る は 我等の 感謝すべき 處 である。 

「勝 を 獲る 者に は 我れ 祌の樂 園に ある 生命の 樹の實 を 食 ふ 事 を 許さん」 と、 書翰の終末は悉く恩^^ゅ 

の 約束で ある、 而 して 注意すべき は七敎 會に對 する 約束の 悉く 來# 的なる isS である、 曰く 樂 園の 生ん 叩 

の實 云々、 第二の 死の 禍害 云々、 其 他皆此 類で ある、 八， 人 は 徒らに 現 此の 實益を 欲し 「德は 得な り」 

と稱 して 道德と 利益との 一致 を說 く、 然し 乍ら 聖 名の 爲に 迫害 を 忍ばん とする 者に 取って 此 世の 繁榮 

の 如き は 約束と して 餘 りに 低劣で ある、 報償 を來 世に ますして 信者の 心 は 安んじない、 此約^ ある 

に 由て 彼 は 初めて 滿 足す るので ある。 

r 爾 死に 到る まで 忠信 なれ、 我れ 永生の 冕 を 爾に賜 へん」 と は聖， 靈が K 言 者 を 以てすべ ての 敎# に 

吿 ぐる 所で ある、 而 して 今日の 我等 信者 も 亦 神の 此 約束の 言に 接する ので ある、 信仰 は 忍耐で ある、 


よき もの  つぎの よ  かん； 3 り 

信者 は此 世に 在りて 善 物 を 約束せられ たので はない， 此 世に 在りて 忠信に して 来世に 在りて 冕 を 賜 は 

るので ある。 

スム ダナ 及び ぺだガ モ敎會 

書翰 第一 一は スム ルナの 敎會に 宛てた る 者で ある、 其 大體の 構成に 於て は H ベ ソ の 敎會に 宛てた る 者 

と 異ならない、 此 書翰 も 亦 之 を 敎會の 使者 卽ち 敎會の 精神 又は 代表者に 贈れる 者で ある、 而 して 「首 

先 末 後の もの、 死にて 叉 生きた る 者. 是の 如く 言 ふ」 と、 昨日 あり 今日 あり 永遠まで も 在る 者、 死 は 

其 人に 在て は 無に 等しき 者なる ィ H ス キリス ト である、 彼 は H ぺソ の 敎會に 於け るが 如く 亦ス ム ルナ 

敎 會の爲 したる 凡ての 善き 事と 其の 苦痛と を 知る ので ある、 而 して 尙ほ來 らんと する 患難に 就て 彼等 

を勵 まし 最後に 其 勝利に 對 する 約束 を 以て 言 を 終る ので ある。 

スムル ナの 敎會に 臨みし 忠難は 如何なる 種類の ものである 乎、 今 口より 之 を 明かに 知る に 由な しと 

雖も 其の ィ H ス 御自身 叉 は バウ 口 に 臨みし 忠 難に 類似す る ものた る や 疑が 無い、 ィヱス は ユダヤ人よ 

り訴 へられて 羅 馬の 官 史の爲 めに 十字架に 釘 けられ 給うた、 。ハウ II も亦ュ ダャ 人の 訴 ふる 處 となり 遂 

に羅 馬に 於て 殉敎の 死を遂 ぐるに 至った、 スム ルナの 敎# も 同様の 患難に 遭遇した ので ある、 彼等に 

對 しても 亦 ユダヤ人が 其 告訴人と なった ので ある、 然り 彼等 は 自ら 稱 して ユダヤ人 なりと いふ、 然し 

.ソ ナ ゴ グ 

乍ら 「實は サタンの 會の 者」 である、 彼等 は雜馬 政府の 下に 腾 する 多くの 國民中 最も 基督^に 近き 者 

なる に 拘らす 却て 其の 最も 惡 しき 敵であった、 基督 者を訴 へたる 者 は 大抵の 場合に 於て ユダヤ人 であ 

つた、 彼等 は 基督 者に 似て 非なる 者な りしが 故に 之を嫉 親して 巳まなかった ので ある、 而 して 羅馬政 
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"財 も 亦 基督 敎の 勢力 を 恐れ ュ ダャ 人の 吿訴を 採用して 基督 者 を 所 罰した の である- 吿訴者 ユダヤ人 あ 

り 所 罰^ 『維 馬 政" 肘 あ りて 基哲 者の 迫害 は 絶えなかった ので ある、 我阈に 於け る 天草の 騷 動の 如き も 其 

例に？ 1 れ なかった、 此時も 亦 天主 敎を德 川 幕府に 訴 へたる 者 は 彼等に 最も 近き 和 蘭人 若く は 天主 敎徒 

中の 所謂 犬であった ので ある、 幸か不幸か ケ日 我が 國の 信者 は此 種の 息 難に 遭遇せ ざるが 故に 之を以 

て對 岸の 火災 視 する かも 知れない、 然し 乍ら 眞の 信仰 を 抱く 者に 對 して は必す ゃ何處 かに ュ ダャ 人の 

地位に 立つ 者が ある、 叉羅馬 政〕 时の 地位に 立つ 者が ある、 その ユダヤ人の 地位に 立ちて 我等 を訴 ふる 

者 は 誰ぞ、 佛敎徒 か、 神主 か、 否、 却て 我等に 近き 者で ある、 我等の 友人の 如く 信仰の 兄弟の 如くに 

ゆる 者が 却て 我等 を蔡 切る ので ある、 迫害の 迫害た る 所以 は 此處に 在る、 而 して スム ルナの 敎會に 

臨まん とする 忠難は 卽ち此 種の 忠難 で あった。 

是に 於て か 之 を 慰む るの 辭に 曰く 「汝等 十日の 問 (或る時 期の 問〕 忠 難を受 くべ し、 汝 死に 至る 迄 

忠：^？なれ、 さらば 我れ 生命の 冕 を 汝に與 へん …… 勝 を 得る 者 は 第二の 死の 禍害 を 受けす」 と、 祌は此 

忠 難より 直に 我等 を 救出し 給 はない ので ある、 神 は 死に 至る 迄 我等 を 敵に 渡し 給 ふ、 而 して 第一 の 死 

は 之 を 免る、 事が S 來な いので ある、 然 りと 雖も 第二の 死の 禍害 は 之 を 受けざる なりと、 思 ふに 今日 

の 信者 は是の 如き 慰藉 を 以て 慰藉た るに 値せす と爲 すで あらう、 彼等の 軍： きを 置く 所の もの は 第一 ；の 

死に 非す して 第一 の 死で ある、 然し 乍ら 信仰の 深き 經験 を經 たる 者 は 何人も 知る ので ある、 血 を 以て 

播 かれた る 種子に 非 すん ば 其 根 堅から ざる を、 現に 我國に 於ても スム ルナの 敎會に 似た る 迫 寄 を 忍び 

て 能く 其 信仰 を 維持し 来れる 實 例が あるので ある、 -德川 «^ 府の初 世の 頃 九州 大 村に 於て 信者 數十人 一 

時に 傑 刑に 處 せられた、 而 して 迫害 は 其 末世に 至る まで 繼續 せられ、 多くの 悲 慘の經 験を嘗 たる 者が 


ある、 然るに も 拘らす 彼等の 中 其の 迫害に 堪へ て 遂に 信仰 を棄 つる 事な く 今尙ほ 生^す る 者が あると 

い ふ、 實に 基督 者の 最後の 慰藉 は 第一 一の 死の 禍害 を 受けざる 事に 在る ので ある。 

a 疋の 如く スルム ナの敎 は H ベ ソ の敎會と共に责むべき所少く^*だ優秀なる敎會でぁった。 

次に 來る もの は ペル. 力 モ敎會 である * ベルガモ は羅 Hit 帝王-: 宗拜の 思想の 盛な りし 處 である、 初め 雑 

馬 は 分裂した る 世界 を 統一 し 中央 集 權の實 力 ある 政」 时を 建設した る も尙ほ 一 の 大缺點 ある を おれな か 

. つた、 卽 ち！；：^ の 信仰の 屮 心を缺 如した ので ある、 一. 帝 國に糾 八：： せられた る 多数の 國民を 統一すべき 

宗 敎を缺 如した ので ある、 是に 於て か 政府 は已む を^す 信仰に 代 ふるに 帝王 崇拜を 以てした、 帝王 祟 

拜と は羅馬 皇帝 を祌 として 3 おめ 其 像 を 彫み 之に 供物 を獻 ぐるので ある、 而 して 政府 は H 土 統一 の、 ゼ要 

上 之 を 以て 全國 K に强ゐ 拒む 者に 對 して は 嚴罰を 以て 臨んだ ので ある、 -亞 細-め ^ に 於け る 帝王 崇拜の 中 

心地 は ベルガモであった、 ベルガモ は- 亞細 io- に 於け る政廳 所在地に して 其 地に は 帝王の 神殿が あった • 

故に 其の 市民 は 現實に 之が 崇拜 を强 要せられ たので ある、 然し 乍ら 基督 者に 取て は 神 は 唯一 のみ、 ィ 

H ス キリストの 父卽 ち：：； 疋れ である、 此の 眞 神に 對 する 崇拜を 移して 帝王に 歸す るが 如き は 勿 il 彼等の 

堪 ふる 能 はざる 處 である、 之れ 必す しも 帝王に 背叛 する に 非す 政」 时を 侮-辱す るに 非す、 其の^ 仰上必 

然の 態度に 過ぎない、 かくて ベルガモの 信者 は 政府と 衝突せ ざる を 得なかった、 彼等 は 帝王？ i.A 祥者流 

より 國賊の 汚名 を 被せられ 劍戟を 以て 迫害せ られつ- エホバ の 神に 對 する 眞の 3 お； 疖を據 護した ので あ 

る 0 

「我れ 知る 汝が 住む 處は卽 ち サタンの 座 位の ある 所な り」 と、 皇帝 を 以て サタンと 稱す *  ^^^iは過激 

おる に 似た る も然ら す、 サタンと は 反 基督、 卽ち 凡て キリストの 場所 を 代り 取らん とする 者の §ii であ 
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る、 此 意味に 於て 帝王 拜の對 象た る羅馬 皇帝 は實に サタンであった、 バウ U の 傳道當 時に ありて は 

羅馬帝 國は茶 督敎の 味方たり しも 今や 變 じて 其 敵と なった ので ある。 

ベルガモの 信者 は此 敵と 戰 うて 剛で あった、 彼等の 中の アン テ パスなる 者、 帝王 崇拜を 拒みて 虐 

殺せられ たるに も 拘らす 彼等 は 其 信仰 を棄 つる 事 をし なかった、 之れ キリストの 慕し 給ふ處 である、 

然し 乍ら 彼等に 數 件の 責 むべき ものが あった。 

つ ** づ 

「汝 等の 巾バ ラムの 敎を 保つ 者 あり、 先に バ ラム、 バ クラに 敎 へて 礙く物 を イスラエルの 民の 前に 

匿 かしむ、. 卽ちバ ラク をして 彼等に 偶像に 獻 げし 物 を 食 はせ 姦淫 を 行 はしめ たり」、 事 は： 數紀 略に 

詳か である (廿 二— 祈 一 章〕、 預 一一 一一 n 者バ ラ ム、 モ アブ 人の 王なる バ ラタに 勸めモ アブ 婦人 を 以て イスラ 

ヱ ル のお を 誘 ひ 遂に 其の 神 を 菜て、 偶像 を せしめた、 ベ ルガ モの 敎會屮 にも 之に 類す る 者が あった 

ので ある、 .f^ 淫と は卽ち 人の」 操 を 焚つ るが 如く 眞の祌 を棄て k 神なら ざる 者に ふる 事で ある、 

信仰 上の 姦淫で ある。 ぺ ルガ モの 信者の ゆに も 帝王 崇拜 に對 する 妥協 を 主張す る 者が 出た ので ある、 

而 して 彼等 は 言うた であらう、 敵 は 崇拜の 何たる を 知らざる 者で ある、 故に 暫く 讓 歩す るに 如かす、 

やがて 事の 分明すべき 時は來 らんと、 然し 乍ら ョ ハネの 如く 是 を"：，！ としぎ を 非と し黑， 日 を 峻^して 一 

點の 紛更を 許さざる 性格に 取て は 妥協 は堪 ふる 能 はざる 處 であった、 彼 は 信仰 を瞹昧 にせむ より は 寧 

ろ 死 を 揮んだ であらう、 彼はバ ラ ム の敎の 如き は 極力 之 を 排斥せ ざる を なかった ので ある。 

又 口 ふ 「汝 等の 中に 一一 コ ライ 宗の敎 を 保つ 者 あり」 と、 バラ ム敎 と共に 一一 コ ライ 宗は 生る、 二者 は 

心理 學上 相似た る ものである、 信仰 衰へ て 偶像 3 ま拜を 入れん とする の 時 は卽ち 僧侶 階級 起り て 平信徒 

を壓服 せんとす るの 時で ある。 


「勝 を 獲る 者に は 我れ 藏 しある マナ を與 へん 一 と、 迫害 を 恐れて 妥協 せん 乎、 事 は 乃ち 已 むので あ 

る、 然し 乍ら 戰 つて 勝利 を 獲ん 乎、 r 藏 しある」 卽ち 世人の 知らざる マナ は與 へらる、 ので ある、 そ 

は 如何なる マナ ぞ、 語 を 以て 說く ベから す、 唯 だ 迫害に 堪 ふるの 經驗を 嘗めた る 者の み 之 を 知る、 外 

なる 寶は 悉く 之 を 失 ふと も； 2： なる 恩賜 は 愈々 璺 かに 加へ らる、 ので ある。 

「叉，： ：！ 石の 上に 新しき 名 を 記して 之に 與 へん. 之を受 くる 者の 外に 此名を 知る 者な し」 と、 難解の 

辭 である、 然し 乍ら 近時 考古 學者セ イス、 ラム セ ー 氏 等の 發掘 探究の 結果に 由れば 往年 亜 細 亞の民 多 

く 咒符を 記せる，： n 石 を 所持した りと いふ、 蓋し 之に 由て 疾病 災難 を 免れ 叉 は 天國に 赴く に 方り 惡魔返 

き 門扉 自ら 閒放 すと いふが 如き 迷信に 出で たので ある、 されば 白 石 を 獲て 之に 咒符を 記入 せられん 事 

は當 時の 人々 の X 布 求であった、 ヨハネ は此 迷信 を 拉し來 り 之に 新しき 意味 を附與 したので あらう、 彼 

は E ふ 「我 も 亦，： Z 石を與 へん、 我 も 亦 或る 名 を 之に 記して 與 へん. こ は 新しき 名に して 此名を 以てす 

れば必 す 天國に 人る を 得」 と、 而 して ョ ハネの 言 は 勿論 迷信ではなかった、 此石此 名 は 今日 我等 も 亦 

切 §1^; する 處の ものである。 

是の 如くに 研究し 来れば 千 八 百年 前の ぺ ルガ モに 於け る 信者の 狀態を 略々 察知す る 事が 出来る、 彼 

等 は 帝王 崇拜の 市に 特別なる 迫害に 遭遇した、 彼等の 多數は 生命 を 賭して 之と 戰 つた、 然し 乍ら 彼等 

の 中に もバ ラムの 出づる ありて 切りに 妥協 讓步を 主張した、 又 同時に^ 侶 階級の 践扈が 始まった、 其 

時 使徒 ョ ハネ祌 の 使と 爲 りて 儼 然之を 誡め薦 むる に眾 純なる 信仰 を 以てした、 而 して 迫害に 勝ち得る 

者に 對 して は 人の 知らざる マ ナと 新しき 名 を 記せる. H 石と を與 へん 事 を 約束した、 信仰の 維持の 闲難 

なる、 何れの 時、 何れの 地に 在ても 同様で ある、 然 りと 雖も勝 を璲る 者に は 必す大 なる 約束の 與 へら 
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る、 者が ある、 されば Kf? めよ 迫害の 中に 在る の 兄弟！ 

テ ァ テラ 敎會 

七 敎會の 所在地 は 各 其 位置 及び 狀態を 異にし 又 其 特產物 を 異にする、 ェ ベ ソは亞 細-亜の 首府に て 女 

钟ヂ アナ (アル テ ミス) の 殿 あり 參詣人 多く 迷信の 盛なる 處 であった、 スム ルナ は 貿易 地たり、 ベ ル 

】-/  -  Z  、  むらさき めきな »rv 

ガモ は政廳 の； 外在 地たり、 而 して テア テラ は 工業 地であった、 使徒 行傳に 「紫 布 を 售ふ市 云々」 と あ 

ねの  ら しや  V;'?? 

る は 他の 典據に 就て 見ても 誤な き事實 である 0 仃傳十 六 章 十 S 節)、 布と は 羅紗 及び 織物の 謂に して 紫 は 

各種の 染色 を 意味す る、 卽ち テア テラ は 染織 H 業 を 以て 有名なる 市であった、 近来の 調査に 由れば 此 

-is の 近傍 を 流る i 小川の 水質 特に 染色に 適し 之 を 以て 染めた る もの は 光澤 强く且 褪色せ ざるの 特長 あ 

りと いふ、 其原料なる茜^^もテァテラ附近に夥しく產出するのでぁる、 從て 染織の 業 甚だ 盛に して 當 

業者 多く 隆盛の 市であった、 而 して 之 等 多数の 織物 職工、 染物屋 等の 間に II からざる 基督 者が 起った 

ので ある。 

彼等 も 亦 大體に 於て 健全なる 信者であった (十九 節)、 然し 乍ら 彼等に •： の缺點 があった、 「かの 自 

ら女 預言者な りと いひて 我が 僕を敎 へ 之 を 惑 はし 姦淫 を 行 はせ 偶像に 獻 げし 物 を 食 はしむ る婦 H ザ ベ 

ル を容れ 置け る」 事 之れ である、 玆に云 ふ M ザ ベルと は 誰 人 を 指した ので ある 乎、 今日 知らん と 欲し 

て 研究の 资料 あるな し、 然れ ども 之 を 二様に 解す る 事が 出来る、 之 を 以て 一 婦人と 解 せん 乎、 彼女 は 

曾て 選 イスラ ェ ルを 苦め たる 異邦の 女 H ザべ ル (『舊 約 十 年』 七 ト九頁 以ド. ー 第三 卷 『舊約 研究 上』 四 

四 四 頁 以下— 參 の 如く、 テア テラ 敎會に 於け る 偽の 信者に して 其 才能と 學識と を 以て 一般の 信者 


を 惑した 者で あらう、 而 して 當時 東方 の 風習と して 婦人の 地位 は 蔑まれた る に 拘らす 新約聖書 屮 勢力 

ある 婦人の 屮 I 現に 關 する 記事 多き は 著る しき 事實 である、 ピリ ボ の 女 g; 人ルな 預言した るが 如き は 其 一 

例で ある (行 傳廿 一章 九 節)、 現今に 在りても かの イリ ー 夫人の 創始に 係る 基督 敎科學 の 如き は 米國に 

於て 無数の 信者 を 有する ので ある、 才 緩の 人 を 動かす 勢力 侮る ベから す、 M ザ ベル i 右し 一人の 婦人な 

りしと する を 事 は 決して 怪しむべき ではない、 然し 乍ら 其れよりも  一 J^n 呉现に 近き 解 釋はェ ザ ベル を 

以て 黨 派の 名稱と 見る に 在る、 西洋の 國 語に 於て 黨派は 女性 を 以て 表 はさる、 ので ある、 怛し黨 派 か 

婦人 か、 今に 於て 之 を 決定すべき 歷 史的 材料 はない ので ある。 

「所謂 サタンの 奥義」 (サ四 節〕 と は何ぞ や、 蓋し M ザ ベルなる 黨派义 は 婦人 は 神の 奥義と 共に サタ 

ン の 奥義 を も傳へ 以て 人 をして サタン に 勝た しめんと 主張した ので あらう、 惡に 勝たん が爲に は惡を 

知らざる ベから すと は此 世の 慧き人 々 の 常に 唱 ふる 處 である。 

M ザ ベル は 又 「姦 娃」 を 行 はしめ たとい ふ、 姦姹卽 ち 偶像との 調和で ある、 テア テラの 偶像 は M で 

あった 乎、 或は 所謂 姓祠の 類であった かも 知れない、 兎に角 古き 偶像 敎のホ 乎と して 拔く ベから ざる 

習惯を 成す ものが あった、 而 して 之と 戰ふは 社會の 輿論と 戰ふ 事であった、 之れ 信者の 苦痛で ある、 

斯る 時に 際して は必す 或る 悧巧 者が 現 はれて 偶像との 妥協 を 辯 護 せんとす るので ある、 然れ ども 聖 ョ 

ハネは 喝破した、 曰く 「之れ 偽 預言者で ある、 彼女 及び 彼女に 屬 く 者、 共に 悔 改めす ば大 なる 苦難の 

屮に投 入れられむ」 と、 而 して 實に H ザ ベルの 敎は旣 に 消滅して 痕跡 をも^ めす、 之に 反して ヨハネ 

の 福 昔 は 全世界に 今日 猶 盛んに 官： 傳 せらる k の である。 

昔時の 民 は 自己の 崇拜 する 神の 像 を 其の 使用す る 銀貨の 上に 彫刻した、 而 して その テア テ ラ の 銀貨 
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に 彫られし もの は 太陽の 像であった、 卽ち其 EI に は 光 を發し 足は逞 ましき 莊 厳なる 姿であった、 ョハ 

ネは 直に 此の 迷信 を 取て E うたので ある、 「神の 子 其 目 は 火焰の 如く 其 足 は 眞鍮の 如くなる 者 かくの 

如く 言 ふ」 と、 汝 等の 拜 する かの 莊嚴の 姿 を 有する 者 こそ 實は 我等の 眞の救 主で ある、 故に 汝等 彼に 

来るべし、 さらば W 臨の 日に 及び 「諸 邦の を 治む るの 權成」 を與 へられん と。 

サ \  、デ ス、 ヒ ラデ， y ヒャ 及び ラオ デ キ ャ 敎會 

サル デス は亞細 亜に 於け る舊 都で ある、 史家 は 曰 ふ 其の 建設 は 紀元前 干 二百 年の 頃で あつたと、 乃 

ち 我國歷 代の 記錄に 誤な かりし とする も尙ほ 神武 天皇 時代より 舊き事 凡そ 六 百年で ある、 而 して 紀. 兀 

前 五 百 六十 年の 頃此 地に クレ 1- ソ スと稱 する 有力なる 王が 住んで 居った、 彼 は當時 世界一 の 富豪で あ 

つた， 或る 希臘 の哲學 者が 彼と 會 見した 時 其の 積み 累 なれる 寳を 示されて r 然れ ども 之より 尙贵 きも 

の あり」 と 答へ しと は 有名なる 話で ある、 從て サルデ スは 富みた る 都であった、 然し 乍ら ョ ハネの 時 

に 在て は 此巿は 所謂 舊都 として 僅かに 過去の 歷 史の爲 めに ^在す るに 過ぎなかった、 舊 都の 特 徵は舊 

習 舊慣の 尊重で ある、 習慣に して 破れん 乎、 其 他の 存在の 理由 は 消滅す るので ある、 京都 然り、 奈良 

然り、 サル デス も 亦 同様であった、 新しき 信仰 は 舊き歷 史の爲 めに 壓 倒せられ て 直に 化石した、 「汝 

に 生ける 名 ありて 其實は 死ぬ る 事 を 知る」 と (三 章 一節)、 實 にサル デスの 信者の 狀態を 眼前に 見る が 

如くで ある、 幅 昔は唱 へられ ざるに 非ざる も 信仰 は旣に 冷却して 又活氣 あるな し、 然れ ども 此の 憐む 

べき サル デスの 信者の 間に も 「尙 ほ數人 未だ 其 衣 を 汚さ る 者 あり、 彼等 は 白衣 を 着て 我と 共に 行 ま 

ん」 (£ 節 y 少數 なりと 雖も眞 信者 ありて 布す るので ある、 舊都必 すし も絕. 望す ベから す、 敎會 全體 


ね ぶ 

の 睡れる 間に も 尙ほー 一三 者 ありて ィ H ス の爲 めに 眞 個の 立 設を爲 すので ある。 

ヒ ラデル ヒャは サルデ ス の 南東に 位し 近傍 一 體 葡萄の 産地に して 人情 質朴なる 地方であった、 故に 

其 敎會は 農村 在住者の 代表者と 見る 事が 出來 る、 而 して 七 敎會 中ヒ ラデル ヒャに 宛てた る 書翰の みは 

、？ 

推奨の 辭を 以て 充 され 一 も 詰責の 言 を 見ない、 「勝 を 獲る 者 をば 我が 神の 殿の 中の 柱と なさん」 と 

(十二 節)、 此預言 は 遂に 實 現した、 他の 諸 敎會の 多く 異教に 走りし 間に 獨りヒ ラデル ヒャは 堅く 其 信 

仰 を 守り 遂に 基督 敎嫌ひ を 以て 聞 ゆる 史家 ギボ ン をして 其 名著 羅馬史 巾に 「周 園の 地皆肷 額した るに 

拘ら す、 ヒ ラデル ヒャは 基督教の 柱石と なれり」 と斷言 せし むる に 至った ので ある、 其の 言 句に 至る 

迄 默示錄 の 記事と 符合す る處 ある は 注意す ベ きで ある、 此の 如くに して 古き ヒ ラデル ヒャの 市 は 今：：； 

に 及んだ、 千 八 百年の 昔 使徒 等 の薛 きし 種より 生えた る樹が 幾多の 迫害に 遭遇す る も 亡びす してん /  = 

ぉ存績 しつ k あるので ある、 此 一事 以て 基督 敎の特 |GJ を 語る に 足る. 本來 ガリ ラャ の田舍 を其搖 藍の 

地と して 成長した る 基督 敎は 特に 田舍に 適する 敎 であった、 神の 一一 一一 口にして 一度び 農村に 受け入れられ 

ん乎、 そは容 に 消滅 しないの である、 適 常なる 方法 を 以て 行 はれた る 農村 傳道 は必 す永績 する ので 

ある、 ヒラ. 、テル ヒャの 歷史は 農村 傳道 者に 取て 絶大の 慰藉で ある。 

ヒ ラデル ヒャの 名 は 素と 此巿を 建てた る 王の 名であった、 王の 名ヒ ラデル ファ スを 女性に 改めて W 

に附 したので ある、 而 して ヒ ラデル ファス と は Philo  adelplss 卽ち 兄弟 相愛の 義 である、 後ゥ イリ 

アム. ぺ ンが 自己の 理想の 巿に附 する に 叉 此名を 以てした、 之れ 卽ち 今日の 有名なる 費府 にして 其鐵 

鋼 蒸 汽機關 等の 諸 製造業 を 以て 世界 屈指の 大 都き である、 然し 乍ら 費府の 名の 更に 喧傅 せらる k 所以 

は 其の 盛なる 慈善事業に 於て あるので ある、 信仰 維持の 古き ヒラ デル ヒャと 人道 普及の 新しき 费府、 
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彼 は 亞細亞 に # りて 使徒 ョ ハネ の敏霄 に 適 ひ、 此は米 大陸に 在りて 「兄弟 相愛」 なる 古き 命名の 精神 

を實 現す . 亦奇と 一一 一一 C ふ ベ き で ある。 

七 敎會の 最後 はラ ォヂ キヤで ある、 ラオ.、 テキ ャはコ 口 サイ、 ヒ H ラボ リスの 一 一市と 共に ル カスと 稱 

する 小 河の 兩岸六 里 gl 方の 問に 立ちた る都會 である、 か、 る狹 I 撒の 地域に 三 大巿の 立した る は卽ち 

其 地方が 富 の 集合 地 たりし 證接 にして 其 主た る 原因 は 貿易 の 中心に 當れ るが 故であった、 ラオ デ キ ャ 

に は 古代より 大 なる 銀行が あった、 r 汝 自ら 我 は 富み 且璺 かにな り 云々」 と ある は 此事實 を 暗示す る 

ひさ 

ので ある、 又 或 種の 鑛 石の 粉末 を 以て 目 又は 耳の 藥劑を 製し 之 を 四方に 鬻ぐ事 恰も 我 圏に 於け る 越 中 

富 山の 如くであった、 「目 藥を買 ひて 云々」 と ある は 之 を 諷する ので ある、 又 テア テラの 如く 織物業 

の 盛なる 十-地であった、 r,:n き 衣 を 買 ひて 云々」 は 此事實 に 基く ので ある. 之等ョ ハネの 使用した る 

語句 は 孰れ も當 時の 歷史を 語る もの である、 彼 は 能く 土地 の 事情 を 精 察し 其 特^ の 狀 態に 條 じて 最も 

適切なる 發表 方法 を 採った ので ある U 

而 して ラオ デ キヤ 敎 會に對 する 書翰 中 「我れ 汝が冷 かに も あらす 熱く も 有らざる 事 を 汝の行 爲に由 

て 知れり 云々」 なる 冒頭の 一 句 は 何人も 之 を 自己の 信仰 狀 態に 照應 せしめて 深く 記憶に 印す る處 なる 

が、 之れ 亦 ヨハネが 其 土地 特有の 事情 を捉へ 移して 以て 信仰 狀 態に 擬 したので ある、 ラオ デ キヤの 對 

岸ヒ ラボリ スは溫 泉 地であった、 從て ルカ スの水 は 其生溫 きを 以て 有名であった、 其 如く 信者の 狀態 

も 亦微溫 的であった、 溫泉 湧きて 遊客 は 集 ひ 閑談 多くして 迫害 は 来らす、 か \ る 境遇に 在て は 信仰 は 

心 を 去て 頭に 移り 勝ちで ある、 血と 淚 との 經驗を 味 はざる が 故に 徒らに 哲學的 思索 speculation を 弄 

ぶので ある、 哥羅西 書に 現 はれた るコ C1 サイ ii£ 者の 信仰 狀態は 其 事を證 して 餘り ある、 ラオ デ キヤの 


敎會も 亦 同様であった、 市の. 裾 を 洗ふル カスの 河水の 生溫 きが 如く 彼等の 信仰 も 亦微溫 くして 冷 かに 

も 熱く もなかった. 後久し からすして ラオ デ キヤの 名 は 遂に 敎會 歷史 中より 消え失せ たので ある、 艱 

難なくして 熱き 信仰 あるな し、 迫害に 遭遇して 信者の 熱心 は 益々 加 はる、 之れ 敎會と M 人と に 通す る 

原則で ある。 

H ぺソ、 スム ルナ、 ベルガモ、 テア テラ、 サル デス、 ヒ ラデル ヒャ 及び ラオ デ キア、 七 敎會に は 各 

其 地位と 職業と に應 じて 特別の 艱難と 誘惑と があった、 而 して 信仰の 狀態も 亦 之に 應 じて 種々 の 形 を 

取った、 亞細亞 の 七 敎會は 世界の 敎會の 代表者で ある、 使徒 時代より 主の 搏 臨の 時に 至る 迄 全世界の 

凡ての 敎會の 信仰 狀態は 必すゃ 七 敎會の 何れ か を 以て 表 はさる &の である、 故に ョ ハネ の勸獎 义は警 

吿の辭 は^に 我等 自身に 對 して 之 を 適應し 得る ので ある。 

或は：： ふ、 七敎會 は單に 一 時代の 諸 敎會を 代表す るの みならす 叉 基督 敎會 の歷 史的 順序 を丧 はすと、 

此解釋 に 由れば H ぺ ソ敎會 は 敎會が 初めて 十一 一 使徒の 手 を 離れた る 初代 を 代表し、 爾來 迫害 時代 あり、 

偶像 崇拜 時代 あり、 宗敎 改革 時代 あり、 而 して 最後に 卄 世紀 今 n の 微溫的 信仰 時代 を 代表す る 者が ラ 

ォデ キヤ 敎會 である、 而 して 第 四 章 以下に 記さる、 審判 は 卽ち今 11 の大戰 (ザで あると、 こ は 有力なる 

解釋 たる を 失 はざる も 過去 千 八 百年 間の 歷史を 以て 劃然 七 敎會の 順序に 排列 せんとす るが 如き は必す 

しも 正 鵲 を 期す る 事が 出来ない、 寧ろ 何れの 時代た る を 問 はす 地上に 於け る 敎會の 諸種の 形態 を 代表 

する 者と 見る を 以て 最も 明白なる 解釋 としなければ ならない、 故に 亜 細 IS. の 七 敎會は 又 今日の 諸敎會 

で あ る ， 第 四章以 下 の 大 審判 は 叉 我等に 臨まん とする 餐吿 である、 第 六 章の K 首 の 如き は 過去 五十 年 

問 の 世界 歷史に 於 て #1 だ 適切なる 實現を 見る の で あ る 。 (述) 
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默示錄 第 六 章の 研究 

一、 その 一 の $ 印 を 開きし 時 我れ 觀 しに 活物の 一 つ 雷の 如き 聲 にて 「来れ」 と：：： ふ を 開けり。 

「羔」 は 人類の 運命 を 主り 給 ふ主ィ H ス キリス ト である、 「封印」 は 世界の 將 來に關 はる. 秘密で あ 

る、 「活物」 は-現 ^ の 精神で ある、 「来れ」 と は 「出来れ」 との 意であって 將 さに 現 はれん とする 馬 

r- , て  よ ひ-二し こと 5*  二. * ろ  .9 るし 

と其騎 者と に對 して 發 せられし 呼 出の 一一 一一 n 辭 である、 謂 ふ 意 は 主 キリ スト 允可 を與へ へ ば歷史 の舞臺 

は Sn づ から 開展 し、 世界の 精神 は 其 欲する 所 を 述べて 聲を 揚げて 「出来れ よ」 と 闩 へりとの ことで あ 

る 0  .  ： 

二、 我れ 觀 しに 一疋の 白馬 を 見たり、. 之に 乘れる 者 弓を携 ふ、 且 冕 を與 へられたり、 彼れ 常に 

勝てり、 又 勝 を 得ん とてお 行けり。  . 

活物の 聲に應 じて 出來 りし 者 は 白馬であった、 騎者は 弓を携 へ、 E 免 を 戴き 悠々 として 無人の 地を往 

くが 如く、 戰 はすして 勝ち、 攻めす して 取り、 世 は 彼を迎 へて 彼 は 容易に 世界 を 征服した、 而 して. n 

馬 は 文明の 表號 である、 彼 は 平和的 勝利者で ある、 彼 は 科學を 以て 平和的に 天然 を 征服し、 地 を 居 心 

き 所と 成した、 發 明に 次ぐ に 發明を 以てし、 天然の 資源 を開發 し、 来世 を 待た すして 現世に 於て 樂 


闳を實 現した、 今や 祌に賴 るの 必要 あるな く、 賴 るべき 者 は 人の 力で ある、 今や 宗 敎を究 むる の 必要 

あるな く、 究 むべき 者 は 理化學 である、 經齊は i^E 仰に 代り、 折 " 學は 道德を 否定し、 人 は 萬 物の 首と な 

りて、 科學は 天然に 勝つ の 武器で ある、 人類 は 第 二十世紀の 初期に 入りて 科 學萬能 時代に 入りて 天然 

征服 完了の 域に 達した ので ある、 文明の 白馬 は實 現して 其 騎士 は 勝利の  1  免 を 戴き、 勝利より 勝利へ と 

其の 征服の 業 を 進めた ので ある。 

一一 一、 又 第二の 封印 を 開きし 時 我れ 第二の 活物の 来れと 曰 ふ を 聞け り。 

白馬に _ ^れる 者の 平和的 征服が 未だ 完了 を 告げざる 時に 預言者 は 第二の 封印の 開かる &を 見た、 而 

して 第一 の 場べ" と 同じく 此 世の 精神 を 代表せ る 活物の 一 が 「出来れ」 と 叫びければ 玆に义 一 疋の 馬が 

現 はれた との 事で ある。 

四、 玆に ； 疋の赤 馬 出 来れり、 之に 乘る者 地の 平和 を 奪 ひせ 人々 をして 彼此に 相殺 さしむ る權を 

予 へられたり、 彼れ 义 巨なる 刀 を 授けら る。 

其の 現 はれし 馬 は 赤 馬であった、 卽ち 平, を表號 する，； n 色に 代へ て 血と 戰爭と を表號 する 赤色の 

であった、 之に 乘る者 は戰士 であった、 今次の 世界 大戰爭 に 於て 稱 へらる、 所の .war  Iferd 卽ち戰 

主であった、 戰爭國 の 盟主であった、 彼 は 第一 の 場合と は 正 反 對に劍 を 執り 人 を 殺す 者であった、 彼 

に 出り て 全地の 平和 は 奪 はれ、 人掛は 彼此に 相殺した、 彼に 授けられし 者 は實に 巨なる 刀であった、 

12： 砲であった、 巨艦であった、 精巧なる 機關 鉄であった、 魚 形 水雷であった、 其 他の 大 仕掛の 殺人 具 

であった、 面して 是が 平和的 征服者 を乘 せた 文明 卽ち .H 馬の 後に 出来った ので ある、 白馬 は！： 時まで 

も 其 勝利 を繼續 しなかった、 彼の 後に 大戰爭 の 赤 馬が 現 はれた、 文明の 後に 戰爭、 科 Mff を 以てする： 大 
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然祉 服の 後に. < ^類 全 體が 參與 する 世界的 大戰 是れ祌 が 預言者に 示し 給へ る 出来事の 順序であった、 

而 して 實 際に 事實 として 現 はれた る 歷史の 成 行で ある。 

五、 又 第：：： の 封印 を 開きし 時 第三の 活物の 「出来れ」 と 曰 ふ を 聞け り、 我れ 觀 しに 一 疋の黑 馬 を 

見たり、 之に 乘れ る蓉 手に 權衡を 持てり。 

赤 馬の 後に 黑 馬が 現 はれた、 其 騎士 は 手に 權衡を 持ちたり と 云 ふ、 白 は 平和の 色、 ぎ は 戰爭の 色、 

而 して 黑は 饑饉の 色で ある、 黑 馬に 乘れる 者の 手に 權衡を 持てる は 食料品の 缺乏に 由る 食物の 制限 を 

意味す る の である。 

六、 我れ う 彼の 1： の 活物の 中に 聲 ある を 閒 けり、 E  く 銀 十五 錢に 小麥 五合、 銀 十五 錢に 大麥 一升 五 

合、 又 油と 葡萄酒 を 傷 ふ 可ら すと。 

戰$ ^に ST ふて 餞饉來 る、 其 理由 は 言 はすして 明かで ある、 而 して 食物 は 制限せられ ざる 可ら す、 m 

く 人 一 人に 對— 一 日に。 ハ ン何 オン ス、 砂糖 何ガ ラム、 家 一 戶に對 し 一 週間に 肉 何 斤、 馬 鈴薯何 目、 

一週 問に 肉 無き の 日 何日、 脂肪 無き の 食何囘 と、 政府に 糧食 大臣なる 者の 椅子 は 設けられ、 國民は 其 

量る 權衡 に循 ひて 糧食 を 給 せらる、 「曰く 銀 十五 錢に 小麥 五合、 銀 十五 錢に 大麥ー 升 五合」 と、 物價 

は 騰貴して 玆に 至る、 露國米 國の大 平原 を 以てする も 人類 を 養 ふに 足る の 食料 を產 する 能 はす、 世界 

到る 所に 食品 缺 乏し、 物價 騰貴 は 其 底止す る 所 を 知らない、 又 曰 ふ 「油 (橄 欖樹) と 葡萄酒 (葡萄 樹) 

を 傷 ふ 可ら す」 と、 貪 料缺 乏し 飲料 缺乏 す、 油を產 する 橄^ 樹と 葡萄 を產 する 葡萄 樹とは 甚だ 貴重な 

る 物と なり 之に 特^の 保護 を 加 へ て 大切に 保存す るに 至る とのこと である。 

七、 又 第 四の 封印 を 開きし 時 第 s: の 活物の 「出来れ」 と 曰 ふを閜 けり。 


世界的 戰爭の 結 ra^ として 人爲的 饑饉 到来し、 物惯の 騰貴 底止す る 所 を 知らす、 而 かも 戰爭は 之が た 

めに 媳 ます、 窮乏 は 之が ために 減ぜす、 人類の 憂 出-は 其 進行 を繼續 して 終に 死滅に 逢せ ざれば 止ます、 

玆に第 i: の 封印の 開かる、 を 見る。 

八、 我れ 觀 しに 一疋の 灰色 (蒼，； n) の 馬 を 見たり、 之に 乘れる 者の 名 は 死と いふ、 陰府 その後に 

隨 へり、 彼等 刀劍、 饑 讎、 死亡 及び 地の 猛獸を もて 世の 人の TO! 分の 一 を 殺す の 權を與 へられたり。 

黑 馬の 後に 現 はれた る は 灰色 卽ち 蒼，： n 色の 馬で ある、 卽ち死 其 物で ある、 彼が 殺せし 者 を牧容 せん 

とて 陰府其 後に 附隨 ふと 云 ふ、 而 して 死 は 陰： 肘と 協力して 刀劍と 饑饉と 猛獸と 其 他の 死闪 とが I 权 せし 

者 を牧容 して 其數 世界の 人口の 四 分の 一 に 達すべし と 云 ふ、 人類の 全滅に は 達せす と雖 も、 其： 取 良の 

四 分の 一 に 及ぶ と 云 ふ、 實に 悲慘の 極、 酸鼻の 極で ある， 而 かも 何人も 之 を 阻止す る ことが 出來 ない 

ので ある、 文明 を 以て 始まりし 人類の 運命 は 其 最良の 四 分の 一 の 殄滅を 見す して は 止ます とのこと で 

ある。 

-0 其 第一 の：！^！^印を開けば白馬現はれ、 第二 封印 を 開けば 赤 馬 現 はれ、 第三の 封印 を 開けば 現 

はれ、 第 四の 封印 を 開けば 蒼， ョ 色の 馬 現 はれたり と 云 ふ、 平和 を檫榜 する 文明に 綾いて 流血の 戰ゅ" 屮 Z 

来り 之に 伴 ひて 錢饉 到り、 而 して 文明 人 極の 殄滅を 以て 終る と、 E:,^ れ默示 錄の此 言の 示す 所で ある、 

而 して 過去 數 年間の 世界の 出来事が 聖書の 此言 を證 明す るので ある、 人類の 進歩に 由り 世に. ゆび 火戰 

爭を 見る ことな かるべし との 識者の 唱道に 反し *1 界未背 有 の 大戰爭 は忽焉 とし て 地上に 臨み ケ やゆ 5^ 

人口 ra! 分の 一 を 亡 さすして は. まざる 狀 態に 於て 在る ので ある、 富豪の 計畫に 成りし 平和 宮は將 さに 
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落成 を吿 げんと せし 時、 平和の 白馬 は 世界の 舞臺 より 退きて 戰爭の 赤 馬の 代る 所と なった、 而 して 饑 

饉の黑 馬 は 流血の 赤 馬の 後に 隨 ひて 現 はれ、 文明 園^れ も 其 民の 食物 を 權衡を 以て 制限す るに 至った、 

而 して 此 後に 現 はるべき 者 は 灰色の 馬で ある、 蒼，：：： の 死で ある、 而 して 露 國の 如きに 在りて は 彼は旣 

に 現 はれた、 而 して 其 他の 國に 在りても 亦 現 はれん としつ k ある、 支那と 暹羅を 除いて 今や 世界の 

分の 一 は 交戰狀 態に 於て 在る と 云 ふ。  _ 

文明 は 平和 を 以て 始まり、 戰爭と 死滅 を 以て 終る、 其點に 於て キリストの 福音の 正反對 である、 福 

音 は 爭鬪を 以て 始まり 平和と 生命と を 以て 終る、 「地に 泰平 を 出さん 爲に 我れ 来れり と 意 ふ 勿れ、 泰 

平 を 出さん とに 非す、 刃 を 出さ， i 爲 なり」 と 曰 ひ 給 ひし ィ H スは實 に 平和の 君で あり 永生の 供給者で 

あった (馬 太 傳十章 三十 四 節)、 文明 は 平和 を 約束して 戰爭 を持來 し、 福音 は 戰爭を 約束して 平和 を 持 

來す、 初めに 白馬、 後に 赤 馬と 黑 馬と 灰色の 馬、 其れが 此 世の 文明で ある、 初めに 十字架、 後に 平和 

の 椤橺の 枝と 聖徒の 白衣 (默示 錄七章 九 節)、 此れが キリストの 幅 昔で ある、 此 世の 文明の 平和の 巾に 

戰爭の 因が 藏れて 居る、 キリストの 流し 給 ひし 赤き 血の 中に 永久の 平和が 宿って 居る、 愚かなる 世 は 

文明の 平和 を 求めながら 實は戰 爭の因 を 作りつ、 あるので ある、 十九 世紀に 於て 結びし 文明の 菜 は 一 一 

十せ 紀に 於て 戰爭 となりて 爆發 した。 聖書の 默 示が 今や 歷史 の事實 となりて 現 はれつ、 あるので ある。 


使徒 信 經略註 

本文 は 原文よりの 自譯 に. W る 

我 は 全能なる 父なる 神 を 信ず 

「我 は」 他人 は 如何に 信す ると も 我 は 〇 「全能なる」 超自然的なる、 卽ち 所謂 天然の 法則に 由 

て 其 動作 を 限られざる 〇 「父なる」 力 以上に 情 を 具へ たる、 卽ち 愛の 父なる 〇「 神 を」 靈的實 在 

物 を 〇 「信す」 我が 全 性 を 擧げて 其^ 在の 事實 なる を 確認す。 

我 は其獨 子なる キリスト イエ ス を 信ず 

「獨 子」 唯一 の 子、 完全に 父を顯 はす 者、 其 質の 眞像 (希 伯來書 一章 三 節〕 〇 「キリス トイ H ス」 

受 膏者ィ H ス、 人類の 首長と して 特定され し イエス を 信す。 

彼 は 我等の 主にして 

「我等の」 基督 者の 〇 「主にして」 5" へ- 拜 物にして (原語の Kyrios)。 

聖靈に 由り て處女 マリヤより 生れ 
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「聖靈 に 由り て」 人の 情慾に 由ら す、 神の 聖靈に 由り て、 祌 御自身の 降臨に 由り て (其 奥義 は 測 

り 知る ベから す、 然れ ども 彼の 爲し 給へ る、 又 今 爲し給 ふ 行に 由て 其 然る を 知る )(： 約翰傳 十四 章 十 一 節) 

〇 r 處女」 肉 を 以て 顯 はれん がた めに 女に 由り て、 肉に 於ても 亦 最も 完全な らんが ために 處 女に 由 

りて 〇r マリヤより」 ダビデの 裔 なる マリヤより、 そ は 救 は ユダヤ人より 出る が 故な り 「約 翰 傳四章 

二十 二 節〕、 遣傳に 於ても 亦缺 くる 所な からん が ためなり。 - 

ボン テオ . ピラトの 時 十字架に 釘 けられ、 葬られ 

「ピラト 云々」 明 記す べき 或る時 期に 於 て羅 -it 律 に 由て 精 かれ、 其 指定す る 刑に 處 せられ 〇 「薛 

られ」 確かに 死し、 死者と して 极 はれ 〇 ィ H スは 確實 なる 歷 史的 人物な り。 

第三 日に 死し 者の 中よ リ 復活り 

「第三 日に」 墓に 止まる こと-二日 にして 〇「 死し 者の 中より」 死者と して 數 へられし も、 其 巾 

に 止まらす して 〇 「復活り」 起き、 生 を 以て 死に 隙ち、 死せ る 肉體を revitalize し (之に 生 氣を吹 

入し)、 Ms- に 之 を spiritualize  (靈 化) し。 

天に 昇り 

地 的 存在 を脫 して 天 的 存在に 入り、 卽ち時 問 と i や： 間と に 制限 せらる、 現象 的 存在 を脫 して、 永久 普 

遍の靈 的 生涯に 入り。 

父の 右に 坐し 

全能なる 父なる 神と 榮光權 威 を 共に し、 卽ち 人の \lt くる 所と なりて 神の 受 くる 所と なり。 

生者と 死者と を I？  くた めに 来り 給 ふ。 


「生者と 死者と」 曾て 在りし すべての 人 〇 「箱く ために」 其善惡 を表顯 せんた めに 〇 「來り 給 

ふ」 ^び 地に 臨み 給 ふ 〇 人に かれし ィ H スは 終に 人 を鞫く 者な り。 

我 は 叉 聖靈を 信ず 

父より 出で、 キリストの 靈 として 基督 者の 靈に 臨む 聖 潔と 慰藉の 靈 を：；： E す。 

聖敎會 を 信ず 

聖靈 に 由て 繁 がる \ 基督 者 の 靈的 結合と 交際と を 信す、 是れ 勿論 時と 所と に 由て^ら る K 者に あら 

す、 天に《^:りしキリ ス トと共に永久普遍なる者なり。 

罪の 赦免 を 信ず 

忍辨 的に 之 を 信ぜす、 實驗 的に 之 を 信す、 之 を敎會 の信條 として 維持せ す、 生命の 事實 として 確認 

す、 罪の 赦免 は 基督 者に ありて は 罪の 根絶な り、 汝の 罪は赦 されたり との 神の 聲に 止まらす して、 起 

て 歩めとの 彼の 命な り、 而 して 聖靈を 信す る 者の み 能く 此 意味に 於け る 罪の 赦免 を 信す る を 得るな り „^ 

身體の 復活 を 信ず 

身 體の救 ひ を 信す と 云 ふに 同じ (羅馬 書 八 章 二十 三 節〕、 我 は 聖靈の 能力の 我が 靈を 化して 終に 我が 肉 

にまで 及ぶ を 信す、 卽ち 我が 全靈全 體の聖 化と 救 活とを 信す。 
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使徒 行 傳硏究 

ペンテ コステ の 出来事 書 之 研究 第二 三八號 大正 九 年 (一九二 〇 年) 五月 苦痛の 福音 再錄 

ス テパノ の演說 聖書 之 研究 第一 七七號 大正 四 年 (一九 一 五 年) 四月 研究 第二 之 十 年； 冉錄 

ピリ ボの傳 道 聖書 之 研究 笫 一七 八 號 大正 四 年 (一九 一 五 年) 五月 研究 第二 之 十 年再錄 

バウ 傳の 一部 

一 バウ 口の 矛盾と 偉大 犁書之 研究 第三 二 〇 號 昭和 二 年 (一九二 七 年〕 一一 一月 

二 ピリ ピ傳道 聖書 之 研究 第三 二 〇號 昭和 二 年 (一九二 七 年〕 三月 

三 テサ 口-一  ケ傳道 聖書 之 研究 第三 ニー  號 昭和 二 年 (一九二 七 年〕 四月 

四 ァ テンスに 於け る パゥロ 聖書 之 研究 第三 ニー  號 昭和 二 年 (一九二 七 年〕 四月 

五 ァ テンスに 於け るパゥ 口の 演說 聖書 之 研究 笫三 ニー 號 昭和 二 年 (一九二 七 年〕 四月 

六 コ リント 傳道 其  一 glj 書 之 研究 笫三 ニニ 號 昭和 二 年 (一九二 七 年〕 五月 

七 コ リント 傳道 其 二 聖書 之 研究 第三 ニニ 號 昭和 二 年 (一九二 七 年) 五月 

八 。ハウ 口の 剃髮 書 之 研究 第三 ニニ 號 昭和 二 年 (一九二 七 年〕 五月 
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九 アポ B の 出現 聖書 之 研究 第三 二三 號 昭和 二 年 (一九二 七 年) 六月 

十 福音 エペ ソに 入る 聖書 之 研究 第三 二三 號 昭和 二 年 (一九二 七 年〕 六月 

十一 エベ ソ傳 道の 成功 聖書 之 研究 第三 二三 號 昭和 二  (一九二 七 年) 六月 

十二 パゥ 口、 エベ ソを 去る 聖書 之 研究 第三 二三 號 昭和 二 年 (一九二 七 年) 六月 

十三 トロア ス の集會 聖書 之 研究 第三 ニ四號 昭和 二 年 (一九二 七 年) 七月 

十四 パゥ 口の 告別 演說 聖書 之 研究 笫三 ニ四號 昭和 二 年 (一九二 七 年) 七月 

十五 ミレトスより M ルサ レムまで 聖書 之 研究 第三 ニ四號 昭和 二 年 (一九二 七 年) 七月 

十六 パ ゥロ對 M ルサ レム 敎會 聖書 之 W 究 第三 ニ四號 昭和 二 年 (一九二 七 年) 七月 

十七 。ハウ 口の 自己 辯 護 書 之 研究 第三 ニ五號 昭和 二 年 (一九二 七 年〕 八月 

十八 苦難と 傳道 聖書 之 研究 第三 ニ五號 昭和 二 年 (一九二 七 年) 八月 

十九 パゥ B を審 きし 人々 聖 一書 之 研究 第一 1  一二 五號 昭和 二 年 (一九二 七 年) 八月 

二十 カイ ザリャ 禁錮の 二 年 塞 書 之 研究 第三 ニ五號 昭和 二 年 (一九二 七 年) 八月 

附 パゥ 口の 缺點に 就て 聖書 之 研究 第二 九七號 大正 十四 年 (一九二 五 年) 四月 

コ リント 前 書硏究 - 

パゥ 口の 信仰 聖書 之 W 究笫 一六 ー號 大正 二 年 (一九 一三 年) 十二月 研究 第二 之 十 年再錄 

恩寵の 生涯 聖書 之 研究 第二 七號 明治 三十 五 年 (一 九 〇 二 年) 十 一 月 


基督 信者の 分审 聖書 之 研究 第二 八號 明治 一一 一十 五 年 (一九 〇 二 年〕 十一月  - 

神の 愚と 人の 智慧 聖書 之 研究 第二 九號 明治 三十 五 年 二 九 0 二 年) 十二月 

人智と，？ 白 瑰書之 研究 第三 〇 號 明治 三十 五 年 (一 九 0 二 年〕 十二月 

信卬の 赤子 §s 曰 之 研究 第三 ー號 明治 三十 六 年 (一九 〇 三年) 一月 

萬 物の 所有者 聖書 之 研究 笫三 ニ號 明治 三十 六 年 (一九 〇 三年) 一月 

。ハウ 口と バ プテ ス マ 問題 §SE 之 研究 笫ニ 四五號 大正 九 年 (一 九 二 〇 年) 十二 力 

信者の 訴訟 問題 聖書 之 研究 笫 ニー  〇 號 大正 七年 (一九 一八 年) 一月 

身の 淸潔 聖書 之 研究 笫 ニー 〇 號 大正 七年 (一九 一八 年 ) 一 月 

婚姻 問題 glsE 之 研究 第二 一  〇 號笫 ニー ー號 大正 七 年 (一九 一八 年) 一月 二 刀 . 

再嫁の 敎訓 聖喾之 W 究笫 一七 五號 大正 四 年 (一九 一 五 年) 二月 

如 にして 偶像に 對 すべき 乎 聖書 之 研究 第一 九四號 大正 五 年 (一九 一 六 年) 九お 

婦人の 服装 問题 聖書 之 硏究笫 ニー  0 號 大正 七 年 (一九 一八 年) 一月 

愛の 賞 讚 新 希？ a* 六六號 明治 三十 八 年 (一 九 〇 五 年) 八月 

復活の 希 聖書 之 硏究笫 一 ー號笫 一三 號笫 一四 號 明治 三十 四 年 (一九 0 一年) 七月 九月 十月 

保羅の 復活 論 新 希望 第 六 四號笫 六五號 明治 三十 八 年 (一九 〇 五 年) 六月 七月 保 確の 復活 論再錄 

バウ 口 の 复活論 聖書 之 研究 笫 ニニ 六 號 大正 八 年 (一九 一 九 年) 五月 

< 六 七 
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離れ 難き 刺 聖書 之 研究 第三 ー號 明治 三十 六 年 (一九 〇 三年〕 一月 

ガ ラ テ ャ書研 究 

加拉太 書の 精神 聖書 之 研究 第一 二三 號 明治 四十 三年 (一 九 一 〇 年〕 九月 研究 十 年再錄 

加 拉太書 第 一 章 聖書 之 W 究笫 七七號 明治 三十 九 年 (一 九 〇 六 年) 七お 

加 拉太書 第一 一章に 現 はれた る解釋 上の 困難 井に 其自譯 聖書 之 研究 第 七八號 明治 三十 九 年 (一九 〇 六 年) 

八月 

加 拉太書 第五 章 五節 聖書 之 研究 第一 九七號 大正 五 年 (一九 一六 年) 十二月 研究 第二 之 十 年再錄 

加拉太 書の 精神 

自 序 

第一 囘 加 拉太書 を 紹介す §as 之 研究 第二 九四號 大正 十四 年 (一九二 五 年) 一月 加 拉太書 Q 蹄 神再錄 

(以下 同ジ) 

第二 囘 信仰の 自由 搦立 聖書 之 研究 第二 九四號 大正 十四 年 (一九二 五 年) 一月 

第三 囘 1^ 義の 大要 犁： 書 之 研究 第二 九四號 大正 十四 年 (一九二 五 年) 一月 

第四囘 ガ ラテャ 人の 變信 聖書 之 研究 第二 九五號 大正 十四 年 (一九二 五 年) 二月 

第五 囘 血肉と 謀らず ァラ ビヤに 住く 聖書 之 研究 第二 九五號 大正 十四 年 (一九二 五 年) 二月 

第六囘 テ トスの 場合 聖書 之 研究 第二 九五號 大正 十四 年 (一九二 五 年〕 二月 


第七阁 ァゾテ オケに 於け るべ テロ 聖書 之 研究 笫ニ 九六號 大正 十四 年 (一九二 五 年： M 一一お 

第八囘 基督 信者の 生涯 聖書 之 研究 第二 九六號 大正 十四 年 (一九二 五 年) 三月 

第九囘 信仰と 聖靈 聖書 之 研究 第二 九六號 大正 十四 年 (一九二 五 年〕 三月 . 

第十囘 福音と 律法 聖書 之 研究 第二 九七號 大正 十四 年 (一九二 五 年 四お 

第 十一 囘 基督 信者の 單ー 聖書 之 研究 笫ニ 九七號 大正 十四 年 (一九二 五 年，) 四 力 

第 十二 囘 子 か 奴隸か ^書 之 研究 第二 九七號 大正 十四 年 (一九二 五 年) 四月 

第 十三 囘 肉の 行動と 靈の 結果 聖書 之 研究 第二 九八號 大正 十四 年 (一九二 五 年) 五 力 

第 十四 囘 愛の 表顯 s^li 書 之 W 究笫ニ 九 八 號大： 止 十四 年 (一九二 五 年) 五 力 

バウ 口 小 書翰 硏究 

ェ ぺ ソ書 研究 

キリストに 在りて 聖書 之 研究 第三 〇 九號 大正 十五 年 (一 九 二 六 年〕 四月 

强く たるの 途 聖書 之 研究 第一 八八號 大正 五 年 (一九 一 六 年) 三月 

神の 武具 聖書 之 W 究第 一八 九號 大正 五 年 (一九 一六 年〕 四月 

ビ リ ピ 書 研 究 

腓立比 書の 通讀 聖書 之 研究 第一 四六號 大正 元年 (一九二 一年) 九お 研究 第二 之 十 年再錄 
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歡 喜の 幅 昔 St 書 之 研究 第一 九號 第二 〇 號笫ニ 一  號 明治 三十 五 年 (一 九 〇 二 年〕 三月 四月 五月 

恩惠の 生涯 聖書 之 研究 笫 一三 六號 明治 四十 四 年 (一九 一 一年」 十一 力 

キリ ストの 謙遜 聖書 之 研究 第 八六號 明治 四十 年 (一 九 0 七 年) 四月 

ィ ェ ス の謙邏 犁書之 研究 第一 八八號 大正 五 年 (一九 一 六 年〕 一一 

短慮と 平安 聖書 之 研究 i%  二三 一 號 大正 八 年 (一九 一 九 年) 十月 

コ & サイ 書硏究 

哥羅西 書 註解 聖書 之 研究 笫三 四號 第三 五號笫 一一 一六 號 第三 七號 第三 八 號 第三 九 號笫四 〇 號第四 一 號第 四八號 

叨治 三十 六 年 (一 九 〇 三年) ニガ 三月 十 S 三月 二十 五： HSI 月 九 口 四月 二十 三日 五月 十四 H 五月 二十 八日 六 

月明 治 三十 七 年 (一 九 〇 四 年〕 一 月  - 

テ サ& 一一  ケ 前 後 書 硏 究 

帖撒羅 尼 il 前書の 研究 聖書 之 研究 第五 六號 第五 七號第 五八 號 第五 九 號第六 〇 號第六 一 號笫六 二 號第六 三 

號 明治 三十 七 年 (一 九 〇 四 年) 九月 十月 十 一 月 十二月 明治 三十 八 年 (一 九 〇 五 年) 一 月 二月 三月 四月 

死の 慰藉 犁書之 研究 第一 四 〇 號 明治 四十 五 年 (一九  一 二 年) 三月 

テサ ロー 一  ケ 書翰に 現 はれた る バウ 口 の 未來觀 聖書 之 W 究 第二 八三號 大正 十三 年 (一 九 二 四 年) 二月 

テ モ テ 前 後書 硏究 

提摩太 前書 一 章 十五、 十六 節 犁誊之研究^^5^ 一  號 明治 三十. 年 (一 九 0 六 年) 十 一 月 


足る こと を 知る の 幸福 金錢を 愛する の 苦痛 楚書之 研究 络八 ニ號 S 治 三十 九ハキ U 九 〇 六 ia -」 r: ん 

使走パ ゥ 口 の 最後 聖書 之 研究 第 八四號 明治 四十 年 (一 九 〇 七 年〕 二月 

吏 ，バウ 口の 單獨 聖書 之 研究 第 八五號 明治 四十 年 (一九 〇 七 年) 三月 

トロア ス に 遣せ し 外衣 犁書之 研究 第二 一  九號 大正 七 年 (一九 一 八 年) 十月 

牧會 書翰の 眞價値 聖書 之 研究 第 八三號 明治 四十 年 (一九 〇 七 年) 一月 

疑 はしき 直 曰 翰 聖書 之 W 究第ー 一二 號 第一 一三 號 第一 一四 號 明治 四十 二 年 (一九 〇 九 年) 九月 十月 十一お 

研究 十 年再錄 

ビ レモン 書硏 究 

基督 敎的 書翰 文の 標本 聖書 之硏究 第五 號 第六號 第七號 明治 三十 四 年 (一九 〇 一年〕 一月 二月 三月 

腓 s^ril の 研究- 聖書 之 研究 笫 ニニ 四號 大正 八 年 (一九 一九 年) 三月 . 

附 へ ブ , 書 硏 究 

同情の キリスト 聖書 之 研究 第 八八號 明治 四十 年 (一 九 〇 七 年) 六月 

ァ ブラ ハ ム の 信仰 聖書 之 研究 第一 五九號 第一 六 〇 號笫 一六 一 號 大正 二 年 (一九 一 三年) 十 十一月 十二 

月 研究 笫ニ之 十 年再錄 

般 書簡 硏 究 

ャ コ ブ 書 研 究 

第 七卷 内容 年 IS  八セー 


七 卷內容 年 i3  七 一一 

雅各 書の 研究 新 希望 笫六 九號第 七四號 聖書 之 研究 第 七五號 明治 二十 八 年 (一九 〇 五 年〕 十一お 明治 三十 

九 年 ( 一 九 〇 六 年) 四月 五月 

信仰と 行 ひ 聖書 之 研究 第五 七號 明治 三十 七 年 ( 一 九 〇 四 年) 十月 

ぺ テ 。 前 後 書 研究 

基督 信者と 其 希望 聖書 之 研究 第二  一二 號 大正 七 年 (一九 一八 年) 三月 

. 神の 無窮の 言葉 聖書 之 研究 第 七七號 明治 三十 九 年 (一九 〇 六 年) 七月 

彼 得 前書 二 章 廿四節 聖書 之 硏究第 七五號 明治 三十 九 年 (一 九 〇 六 年) 五月 

基督 信者の 行爲 聖書 之 研究 第一 八七號 第一 八八號 大正 五 年 (一九 一六 年) 二月 三月 ， - 

初代 信者の 交際 聖書 之 研究 第一 八八號 大正 五 年 (一九 一 六 年) 三月 

彼 得 前書に 表 はれた る 敎會觀 聖書 之 研究 第 一 八七號 第一 八八號 大正 五 年 (一九 一 六 年) 二月 三月 

墮落 信者の 狀 能- 聖書 之 W 究第 七八號 明治 三十 九 年 (一 九 〇 六 年) 八お 

E 取 終の 裁判 聖書 之 研究 第 七九號 明治 三十 九 年 (一 九 〇 六 年) 九月 

ョ " ネ 書硏究 

約 翰 *1 の 研究 聖書 之 研究 第 九ニ號 明治 四十 年 (一九 〇 七 年) 十月 研究 十 年再錄 

信仰の 三角形 聖書 之 研究 第二  ニ九號 大正 八 年 (一九 一 九 年) 八月 

希 と聖德 S 書 之 研究 第二  ニ九號 大正 八 年 (一九 一 九 年〕 八月 


約 翰 第一 書 三 章 一— 三 節 研究 聖書 之 研究 第一 九八號 大正 六 年 (一九 一七 年) 一月 研究 第二 之 十 年； 冉錄 

見神の 恩惠 聖書 之 W 究第ニ  一二 號 大正 七 年 (一九 一八 年) 三月 

神の愛 聖書之研究^:&ニニ八號大正八年 ( 一 九 一 九年〕 七月 

約 翰 書の 研究 聖書 之 W 究第 九三號 明治 四十 年 (一 九 〇 七 年) 十 一 月 

信者の 三 大知覺 犁書之 研究 笫 一八 五號 大正 四 年 (一九 一 五 年) 十二月 研究 第二 之 十 年再錄 

默 示錄硏 究 

默示錄 は 如何なる 書で ある 乎 ffi 書 之 研究 第 九五號 明治 四十 一年 (一九 〇 八 年〕 一月 研究 十 年 2- 

默示錄 に 於け る數字 書 之 研究 第 九六號 明治 四十 一年 (一 九 〇 八 年) 二月 

亜細亜の 七敎會 聖書 之 研究 第二 〇 五號 第二 0 七號 大正 六 年 (一九 一 七 年〕 八月 十月 

文明の 成 行 聖書 之 W 究 第二 0 六號 大正 六 年 (一九 一 七 年) 九月 

付 

ば- 

使徒 信 經略註 聖書 之 研究^ 九九 號 明治 四十 一年 (一 九 〇 八 年) 五月 


第七卷 内容 年譜  八 一一 


岩 
波 
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(寺 島 製本) 


昭和 八 年 四月 十 nGT 亂 

昭和 八 年 四月 十五 日發 行 


內村鑑 三 全集 笫七卷 


版 

有 


き 


Jia 作 ffi  « 


0 行 


內 


村 


祐 之 


印 刷 


東京 市 砷田區 一 ヴ ぬ 通 町 HS 地 

岩波 茂堆 

東京 市 S 田 區 錦 町 三 丁目 十七 恭地 

白 井 赫太郞 


I  f  ^  東京 市 神 田 K 

發 〈41 1 ッ隨通 町 三番 地 


S 一  八 八お 

S 一  八- :5 

(小 Ifflwisi 用) 


振替 口 座 東京 二 六 二 四 0® 
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